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　東北学院は1886年（明治19年）、日本人最初のプロテスタントの一人
押川方義と、アメリカから派遣された宣教師Ｗ．Ｅ．ホーイ、その後加
わったＤ．Ｂ．シュネーダーの協力によって、はじめ牧師養成のための仙
台神学校として創設され、５年後にキリスト教による人格教育を「建学の
精神」とする中等高等普通教育の「東北学院（North�Japan�College）」へ
と拡大しました。その後戦争による苦難に遭遇しましたが存続し、1949（昭
和24）年、新制大学をスタートさせたのです。
　東北学院の「建学の精神」は、宗教改革者ルターとカルヴァンにルーツ
をもつ福音主義キリスト教です。神を信じ、隣人を愛する生き方を教える
ことを根源におきます。スクールモットーはLIFE�LIGHT�LOVEでありま
す。これを受けて大学の学則第１条には「キリスト教による人格教育を基
礎として、広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し、知的、
道徳的及び応用的能力を展開させ、もって世界文化の創造と人類の福祉に
寄与することを目的とする」と定められています。イエス・キリストの愛
を知ることによって個々の人間を尊び、社会と人に奉仕し、その発展に尽
くす、そのような人間へと成長させ、またそのための基礎的な教養と専門的知識を自らのものにできるよ
うに育成する、これが本学の教育理念であります。
　21世紀に入り、世界は急速なデジタル化を遂げています。本学は、コロナ禍のなか、デジタルを利用し
た遠隔授業を実施、BYOD（Bring�Your�Own�Device）を実現、一昨年度はWebシラバスを導入しました。
そして今年度は、デジタルによる学修目標と履歴を記載したe-portfolio「TGフォリオ」や、また窓口では
遠隔での対応を可能とするチャットボットを導入します。かつて宗教改革時代にグーテンベルクの活版印
刷術によって、母国語の読み書き能力が飛躍的に向上し、福音主義キリスト教が浸透したように、いまや
デジタルは、大学の教育理念の実現や学修成果の向上に必要不可欠な道具です。デジタル技術を修得し、
豊かな人間的成長を遂げてもらいたいと考えています。
　本学は人文社会系から自然科学系まで、９つの学部からなる総合大学です。基礎的な教養教育から各専
門分野の教育まで、カリキュラムが用意されています。特に４年後、社会人として巣立ってゆくための教
養教育として、英語と、基礎的諸科目（TGベーシック）、さらに地域やキャリアについて学ぶ科目、など
の授業を設けています。オリエンテーションやグループリーダーを活用して、皆さんにあった授業計画を
立ててもらいたいと思います。より高度な専門教育を希望する皆さんには、６つの大学院研究科があるこ
とも知ってほしいと思います。
　大学の授業は、学生の主体的姿勢を求めます。それは「学習から学修へ」という表現で言い表されます。
大学では「習う」だけではなく、学修者である皆さんが成果を上げるために、学生が問題を見つけ、ITリ
テラシーを活用して調べ、まとめて発表して評価し合う、「アクティブラーニング」という授業も増えてい
ます。成績の評価方法も、より詳細に表記する方向にありますし、受講する皆さんによる教員の授業への
評価もしてもらっています。大学での「学修」を充実させ、学んだことを真に理解してもらい、卒業した
後も役立つようにと考えています。それだけに皆さんにも、真摯で厳しい授業姿勢が求められるのです。
　本学のこのような教育理念と、授業内容をよく知って、大学生活のスタートを切ってください。そのた
めにこのWebシラバスを大いに利活用していただきたいと願うものです。

本 学 教 育 の 理 念

学長

大　西　晴　樹
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各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も
予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における
大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。

（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、
ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。

（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ
ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ
スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。

（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る
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各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も
予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における
大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。

（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、
ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。

（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ
ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ
スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。

（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る
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各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も

予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における

大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。
（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、

ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。
（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ

ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ

スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。
（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ

リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。
2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る
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各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も
予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における
大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。

（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、
ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。

（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ
ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ
スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。

（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る

- 4 -



－5－

各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も
予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における
大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。

（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、
ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。

（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ
ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ
スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。

（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る
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各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も

予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における

大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。
（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、

ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。
（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ

ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ

スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。
（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ

リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。
2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る

- 5 -



－6－

各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も
予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における
大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。

（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、
ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。

（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ
ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。

（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ
スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。

（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。

（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る

- 6 -



－6－

各研究科の理念・目的、教育目標

Ⅰ　文学研究科

《文学研究科》
1　理念・目的
　  　文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形態をみせる人間個々人とそれが構成する社
会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と研究を展開する。

2　教育目標
　  　複数教員による指導体制と学際的な研究体制にもとづき、高度の専門的知識と能力を有する職
業人の養成および国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻》
1　理念・目的
　  　主として英米文学や英語学に関わる先端的理論を含む多様な知見の修得および厳密な原典読解
を通し、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として社
会に貢献できる人材の育成に努める。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言

語学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造性豊かな専門
的研究能力を育成する。

（2） 　原典の精密な読解や分析を通して、語学力および論理的分析力や構想力を涵養する。
（3） 　オリジナリティ溢れる研究成果の積極的発表の奨励など、専門的研究分野への学問的貢献

を促す。
（4） 　英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域

社会への貢献を果たしうる人材を育成する。
（5）　国際的コミュニケーション能力を備え、グローバルな場で活躍しうる人材を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻》
1　理念・目的
　  　きめ細かな少人数教育によって、キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高
度の専門的知識を修得することを基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界につ
いて的確な判断と能力を持った人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制のもと、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学

際的な研究方法と知識を修得させる。
（2） 　演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
（4） 　グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で活躍できる専門的職業人

を育成する。

《アジア文化史専攻》
1　理念・目的
　  　日本とアジア各地の歴史と文化について、地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い
視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究ができる人材を養成する。

2　教育目標
（1） 　複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研

究方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を養成する。
（2） 　日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践をうながし、独創的な問題設定と独自の

問題解決能力を修得させる。
（3） 　研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意

識を向上させる。
（4） 　歴史と文化に関する高度で専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しう

る人材を育成する。
（5） 　博士後期課程においては、国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教

育や研究等で指導的役割を果たしうる専門的職業人の養成を重視する。

Ⅱ　経済学研究科

《経済学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　グローバル化、情報化、知識集約化が進み、さらにその進展・流動化が進行し不確実化も

予想される環境のもとで人間の基本的な経済活動を合目的的に実現していくための理論と応
用を学ぶとともに発展させ、社会に役立てる。

（2） 　経済学に関する冷静な思考とアーキテクチャーを考究・習熟することにより、人類・社会
の発展と福祉に寄与する。

2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1） 　理論、政策、歴史、および数量分析手法に関するカリキュラムを通して、国内外における

大学・研究所の教員や研究スタッフを養成する。
（2） 　経営学研究科経営学専攻と連携して、税理士、中小企業診断士、経営コンサルタント、

ファイナンシャル・プランナー、および事業主を養成する。
（3） 　海外から研究者や留学生の受け入れも積極的に進め、姉妹校、提携校を軸に、欧米、アジ

ア、オセアニアとのつながりを急速に深めつつ、グローバルな視点での国際的な共同研究お
よび教育を行う。

（4） 　「開かれた大学院」として、「東北産業経済研究所」、「社会福祉研究所」、および「経営研究
所」と共同で、オープン・カレッジ、各種シンポジウム、公開学術講演会などを定期的に開
催し、地域と連携した社会教育にも貢献するとともに、変化する時代を読みとるよう努める。

Ⅲ　経営学研究科

《経営学専攻》
1　理念・目的
　  　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論および応用を教授し、専攻分野の研究
能力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展
に寄与する。
（1） 　研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリ

スト）、マネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。
（2） 　経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人、自らのキャ

リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。
2　教育目標
　  　主指導教員および副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する
職業等に必要な能力または専攻分野における研究能力を養う。
（1）　修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得するように指導する。
（2）　企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を育成する。
（3） 　古典的文献を通じた幅広い領域の理解、および基本的な概念の把握により、体系的に経営

理論を学ばせる。

Ⅳ　法学研究科

《法律学専攻》
1　理念・目的
　  　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法または政治についての先進的な研究を推進するとと
もに、法または政治に関する体系的な、最新の知識とその応用を修得させる。

2　教育目標
　  　次のような人材を養成し、再教育をも行う。
（1）　法または政治に関する専門職業人（税理士、司法書士、社会保険労務士、行政書士など）
（2） 　法または政治に関する高度な専門知識を生かした職業人（公務員、企業人、教員、団体職

員など）
（3）　法または政治に関する高度な専門知識を有する社会人
（4）　法または政治に関する研究者

Ⅴ　工学研究科

《工学研究科》
1　理念・目的
　  　工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提とし
て、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資する工学技術をおしすすめ、
創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉
に貢献する工学技術者を養成する。

2　教育目標
　  　工学研究科で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ人材の養成
（2） 　高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考えかつ実行する能力を有し、社会および組織で

リーダーシップが発揮できる人材の養成
（3）　自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる人材の養成

《機械工学専攻》
1　理念・目的
　  　機械工学分野における高度の専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題解決にあたれ
る能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる「信頼され期待される国際的高級エン
ジニア・研究者」を育成する。

2　教育目標
　  　機械工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　正しい倫理観、創造力と外国語コミュニケーション基礎力を有する人材を育成する。
（2） 　機械工学関連分野の広い基礎的素養と専門分野の高い学識を有し、自立して問題を解決で

きる能力を身に着け、科学技術の急速な進歩にも対応できる人材を育成する。
（3） 　機械工学分野における高度の専門性を要する業務に従事するスペシャリストとしてのコ

ミュニケーション能力やリーダーシップ能力を修得させる。

《電気工学専攻》
1　理念・目的
　  　電気工学が人間社会の科学技術発展・生活環境改善の基盤であることを十分に理解したうえ
で、高度化する社会からの要望に応えるべく専門分野に関する研究を通じて高い自律心と実践能
力を有し、建学の精神に沿って社会人としての素養と倫理感を兼ね備え、指導能力を身に付けた
人材を育成する。

2　教育目標
　  　電気工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1） 　担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考

え行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する洞察力を身に付ける。
（2） 　研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力、表現能力を身に付

ける。
（3） 　専門分野に係わる高度な専門的知識を修得すると共に、これのみならず技術者としての裾

野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。
（4） 　ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、

研究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。

《電子工学専攻》
1　理念・目的
　  　科学技術の発展を通して人類の福祉と繁栄に貢献するという工学の使命を自覚し、急速な技術
革新を遂げる電子工学分野の基礎的な知識を確実に身につけ、さらに高度な電子工学の実験手法
と専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、確固たる自信をもって社会貢献
できるエンジニアを養成する。

2　教育目標
　  　電子工学専攻における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
（1）　工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識の修得
（2）　マテリアル・デバイス工学ならびに電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識の修得
（3） 　少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践をとおした研究遂行能力の

鍛錬
（4）　十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査・発表能力の育成

《環境建設工学専攻》
1　理念・目的
　  　地球および地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を創造し、これまでに蓄積
してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究を通じ
て、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を
育成する。

2　教育目標
　  　環境建設工学専攻で行う教育は、以下に示す事項を達成することを目標とする。
（1）　建学の精神に基づき、社会人としての素養と倫理感を有する人格の形成をめざす。
（2） 　環境工学および建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに専

門分野の先端的な知識を学び、理解する。
（3） 　ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索し

て実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案する。
（4） 　研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。
　　  　なお、博士前期課程においては、広い視野に立って学識を深めるとともに、志望する専門分
野に関する高度専門技術を修得させることをも目標とし、博士後期課程においては、専攻分野
の研究者・教育者として必要な研究能力、およびその基礎となる広範な学識および高度専門知
識とともに、社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得させることをも目標としている。

Ⅵ　人間情報学研究科

《人間情報学専攻》
1　理念・目的
　  　人間にとって真に望ましい情報化社会の創造を目的として、人間情報学の高い専門性の修得と
ともに人間及び人間を取り巻く種々の環境への深い洞察力を涵養し、幅広い視野から実社会の諸
問題の解決に学際的、独創的に貢献する専門家を育成する。

2　教育目標
（1） 　学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリ

キュラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
（2） 　社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応え

る。
（3） 　知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も

大学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
（4） 　独特な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、（1）に掲げ

る教育目標を実現する。

戻る

1.�　授業及び研究指導
� 　各研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する研究指導によって行う。

2.�　授業科目及び単位数
（1）　各研究科・専攻の授業科目及び単位は、大学院学則第 12 条別表 2に定めるところによる。
（2）�　各授業科目等の単位数は、1週 2時間で 1年間にわたるものは 4単位とし、半期で完結するもの

を 2単位とする。

3.�　履修指導
� �　各研究科は、新入生のためのガイダンス及びオリエンテーションを実施するので全員出席し、履修
の参考とすること。

4.�　履修登録
（1）�　履修しようとする授業科目は、所定の手続きによって登録しなければならない。指定の日時に
登録を完了しない者は、修学の意志がないものとみなし、除籍の対象となる。

（2）�　博士前期課程又は修士課程に 2年以上在学し、修了所要単位修得済みの者は、授業科目履修届
の備考欄に「修士論文のみ」と明記して提出すること。

（3）�　登録締切後の履修科目の変更（追加、取消し）は、特別な事由がない限り認めない。

5.�　授　業
（1）　授業は、1カ年の学修期間を前期と後期の 2期に分け、それぞれ 15 週、通年 30 週の授業を行う。
（2）�　授業は、月曜日から土曜日までの6日間にわたって行われ、通常の授業時間は次のとおりである。

なお、大学院設置基準第 14 条による教育方法の特例「昼夜開講制」を実施しており、昼夜共通
開講方法による柔軟な授業を行う。

　［月～金曜日］

時限 第 1時限目 礼拝時間 第 2時限目第 3時限目第 4時限目第 5時限目 第 6時限目第 7時限目

時間 8：45 ～
10：15

10：15 ～
10：45

10：45 ～
12：15

13：15 ～
14：45

15：00 ～
16：30

16：45 ～
18：15

18：25 ～
19：55

20：05 ～
21：35

昼　間　授　業　時　間 夜間授業時間

　［土曜日］

時限 第 1時限目 礼拝時間 第 2時限目 第 3時限目第 4時限目第 5時限目第 6時限目第 7時限目

時間 8：45 ～
10：15

10：15 ～
10：45

10：45 ～
12：15

13：15 ～
14：45

15：00 ～
16：30

16：45 ～
18：15

18：25 ～
19：55

20：05 ～
21：35

昼 間 授 業 時 間 昼 夜 共 通 授 業 時 間

①　月曜日から金曜日までの第 7時限目を夜間授業時間とする。
②　�土曜日は、午後の第 3時限目から第 7時限目までを昼夜共通授業時間帯とする。�
ただし、週 5日制の社会人は全時限を昼夜共通時間とすることも可能である。

履　　修　　要　　項（博士前期課程又は修士課程）
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　③ 　授業は原則として昼夜共通の開講方法とし、一般及び社会人学生に対し共通の講義・演習を行う
ものとする。

　④　社会人学生の昼間における履修及び一般学生の夜間における履修も可能である。

6. 　履修方法
（1） 　博士前期課程又は修士課程にあっては、2年以上在学し、大学院学則第 12条別表 2により各研

究科・専攻所定の単位（必要な単位数）を修得し、かつ、指導教授の指導のもとに必要な研究指導
を受けた上で、修士論文を作成しなければならない。

（2） 　博士前期課程又は修士課程の在学者は、指定の日程（4月下旬）に従い、指導教員の承認を得て、
所定の「修士論文題目届」及び「修士論文作成指導申込書」を研究科長宛に提出しなければなら
ない。

7. 　単位の授与
（1）　大学院は、授業科目を履修した者に対して、試験のうえ、合格した者に単位を与える。
（2） 　成績の評価は、100点満点で 60点以上を合格、59点以下を不合格とする。ただし、修士論文に

ついては、合格又は不合格で表す。

履　　修　　要　　項（博士後期課程）

1. 　授業及び研究指導
（1）　各研究科・専攻後期課程の教育は、学位論文の作成等に対する研究指導によって行う。
（2）　各専攻ごとの研究指導の内容は、大学院学則第 12条別表 1に定めるとおりである。

2. 　授業科目及び単位数
（1）　各研究科の授業科目及び単位は、大学院学則第 12条別表 2による。
（2）　各授業科目の単位数は、1週 2時間で 1年間にわたるものは 4単位とする。

3. 　履修指導
　  　各研究科は、新入生のためのガイダンス及びオリエンテーションを実施するので全員出席し、履修
の参考とすること。

4. 　履修登録
（1）　履修の手続は、学事暦に従い博士前期課程又は修士課程に準じて行われる。
（2） 　博士後期課程に 3年以上在学した者は、授業科目履修届の備考欄に「博士論文のみ」と明記し 

て提出すること。
（3） 　博士後期課程の在学者は、指定の日程（4月下旬）に従い、所定の「研究計画書届」及び「研究

計画書」（様式自由）を各研究科長宛に提出しなければならない。

5. 　授　業
　  　授業時間割は、博士前期課程又は修士課程に準じて行われるが、各人の授業等は指導教員と協議の
うえ展開する。

6. 　履修方法
（1） 　博士後期課程にあっては、3年以上在学し、大学院学則第 12条別表 2により、各研究科・専攻

所定の単位（12単位）を修得し（工学研究科を除く）、指導教授の指導のもとに必要な研究指導を
受けた上、博士論文を提出しなければならない。ただし、単位の修得については、平成 11年度入

－8－

戻る
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学者から適用するものとする。
（2） 　博士後期課程の在学者は、毎学年度末に所定の「研究経過報告書」を指導教授を経て、研究科

長に提出しなければならない。
（3） 　博士後期課程の在学者は、学事暦に定める日程に従い、指導教員の承認を得て、所定の「博士

論文題目届」及び「博士論文作成指導申込書」を研究科長宛に提出すること。

－9－

戻る

　③ 　授業は原則として昼夜共通の開講方法とし、一般及び社会人学生に対し共通の講義・演習を行う
ものとする。

　④　社会人学生の昼間における履修及び一般学生の夜間における履修も可能である。

6. 　履修方法
（1） 　博士前期課程又は修士課程にあっては、2年以上在学し、大学院学則第 12条別表 2により各研

究科・専攻所定の単位（必要な単位数）を修得し、かつ、指導教授の指導のもとに必要な研究指導
を受けた上で、修士論文を作成しなければならない。

（2） 　博士前期課程又は修士課程の在学者は、指定の日程（4月下旬）に従い、指導教員の承認を得て、
所定の「修士論文題目届」及び「修士論文作成指導申込書」を研究科長宛に提出しなければなら
ない。

7. 　単位の授与
（1）　大学院は、授業科目を履修した者に対して、試験のうえ、合格した者に単位を与える。
（2） 　成績の評価は、100点満点で 60点以上を合格、59点以下を不合格とする。ただし、修士論文に

ついては、合格又は不合格で表す。

履　　修　　要　　項（博士後期課程）

1. 　授業及び研究指導
（1）　各研究科・専攻後期課程の教育は、学位論文の作成等に対する研究指導によって行う。
（2）　各専攻ごとの研究指導の内容は、大学院学則第 12条別表 1に定めるとおりである。

2. 　授業科目及び単位数
（1）　各研究科の授業科目及び単位は、大学院学則第 12条別表 2による。
（2）　各授業科目の単位数は、1週 2時間で 1年間にわたるものは 4単位とする。

3. 　履修指導
　  　各研究科は、新入生のためのガイダンス及びオリエンテーションを実施するので全員出席し、履修
の参考とすること。

4. 　履修登録
（1）　履修の手続は、学事暦に従い博士前期課程又は修士課程に準じて行われる。
（2） 　博士後期課程に 3年以上在学した者は、授業科目履修届の備考欄に「博士論文のみ」と明記し 

て提出すること。
（3） 　博士後期課程の在学者は、指定の日程（4月下旬）に従い、所定の「研究計画書届」及び「研究

計画書」（様式自由）を各研究科長宛に提出しなければならない。

5. 　授　業
　  　授業時間割は、博士前期課程又は修士課程に準じて行われるが、各人の授業等は指導教員と協議の
うえ展開する。

6. 　履修方法
（1） 　博士後期課程にあっては、3年以上在学し、大学院学則第 12条別表 2により、各研究科・専攻

所定の単位（12単位）を修得し（工学研究科を除く）、指導教授の指導のもとに必要な研究指導を
受けた上、博士論文を提出しなければならない。ただし、単位の修得については、平成 11年度入
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学　　位　　論　　文

Ⅰ.  修士論文
　1. 　修士論文の提出
　　（1 ）修士論文を提出しようとする者は、論文を提出する年度始めの指定された日時に、「修士論文

題目届」を提出しなければならない。
　　（2）修士論文は、指定された日時まで各キャンパス担当窓口に提出しなければならない。
　2. 　修士論文作成上の注意
　　（1）各研究科各専攻共通
　　　①　修士論文は正本（1部）・副本（3部複写可）合わせて 4部提出すること。
　　　②　修士論文の表紙には、提出年度、論文題目、所属研究科・専攻、課程及び氏名を明記すること。
　　　③　修士論文（正・副本）には論文要旨を添付すること。
　　　④　修士論文の提出に際しては、指導教授の署名及び承認印を受けること。
　　（2）各研究科
　　　① 　文学研究科英語英文学専攻：論文の形式はMLAスタイル・シートに準じ、自筆又は PC等

によるものとし、用紙は A4判を用いること。また、論文要旨（400字程度）は、日本語（自
筆又は PC等）によること。論文は、穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴込みと
する。

　　　② 　文学研究科ヨーロッパ文化史専攻：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によって横
書きにすること。なお PC等を用いるときは、1頁あたり 40字× 30行程度とすること。指導
教授の署名及び承認印は、中表紙（2頁目）に受けること。論文要旨は日本語で 400字程度と
する。なお論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴込みにすること。

　　　③ 　文学研究科アジア文化史専攻：A4判の用紙を用い、日本語で、自筆又は PC等によって縦書
き又は横書きにすること。指導教授の署名及び承認印は、中表紙（2頁目）に受けること。論
文要旨は日本語で 400字程度とする。論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴
又は右綴込みにすること。なお縦書き・横書き等の詳細に関しては、専門分野毎の教授の指示
に従うこと。

　　　　※縦書きの場合は 2段組にする（論文要旨も同じ）。
　　　④ 　経済学研究科・経営学研究科：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によること。ま

た、論文要旨は、日本語により、400字程度とする。なお、論文は穴を開けず、市販のバインダー
式ファイルに左綴込みとする。

　　　⑤ 　法学研究科：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によること。また、論文要旨は、
日本語により、400字程度とする。なお、論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに
左綴込みとする。

　　　⑥　工学研究科
　　　　ア ．論文の体裁は A4判とする。
　　　　イ ．用紙は A4判又はそれに準ずる用紙を使用のこと。
　　　　ウ ．論文の正本については、自筆又はタイプ（PC等）とし、自筆の場合黒インクを使用のこと。
　　　　エ ．論文中の写真、統計図表・図版・製図等を添付する必要のある場合は、全て A4判の台紙

に貼付するか、それに記載すること。
　　　　オ ．論文は正・副とも論文要旨を添えること。論文要旨は 1,500字程度とすること。
　　　　カ ．論文の第 1ページには、提出年度、論文題目名、所属研究科・専攻、課程及び氏名を明記

すること。
　　　　キ ．論文には目次を付けること。
　　　　ク ．論文にはすべて通しページを付けること。
　　　　ケ ．論文に穴を開けず、バインダー式ファイルを用いること。
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　　　　コ ．最終試験は学位論文発表後の質疑応答により行う。なお、学事暦に決定された日に行う。
　　　⑦　人間情報学研究科
　　　　ア ．用紙
　　　　　　・  原稿用紙は任意の A4判白紙とし、原則として PC等による横書きで作成する。
　　　　イ ．構成
　　　　　　・  論文の構成は、表紙、目次、要約、本文、引用文献、謝辞、資料などの順とする。
　　　　　　・  論文の要約は邦文と欧文で記載する。邦文は 1,000字程度、欧文は 200語程度とし、そ

れぞれ 1頁を使う。
　　　　　　・  本文には各頁のフッター中央下から 10mm程度の位置に通しの頁を入れる。
　　　　ウ ．本文の体裁
　　　　　　・  邦文又は欧文で、原則として 11～ 12ポイント程度の文字の大きさで書く。
　　　　　　・  横書き、1段組みを原則とし、特殊な場合は 2段組みも認める。
　　　　　　・  左右上下のマージンは、それぞれ、25, 20, 20, 20mm程度ずつ取る。行間は 1行程度に

する。
　　　　　　・    2段組みの場合、段と段の間は 10mm程度とする。
　　　　　　・  本文における引用は、「佐藤ら（1985）は、……」、あるいは「……といわれている（佐

藤ら、1985）。」などのように原則として著者名と年号を入れる。なお、この部分は分野
によってかなり習慣の違いがあるので、指導教員とよく相談をして進めること。

　　　　　　・  見出し・図表などの表記はそれぞれの分野の習慣にしたがって書く。
　　　　　　・  引用文献のリストは巻末にまとめ、掲載順序はアルファベット順とする。
　　　　エ ．製本
　　　　　　・  論文は穴を開けずに、バインダー式ファイルを用いる。
　　　　　　・  表紙には、提出年度・論文題目・所属研究科・学籍番号・氏名等を記載する。
　　　　　　・  背表紙には、提出年度・論文題目・所属研究科・氏名等を記載する。
　　　　オ ．論文要旨等
　　　　　　・  論文は、正・副とも、本体以外に論文要旨を付ける。
　　　　　　・  論文要旨はイ．の論文要約を以って代える。
　3. 　製本及び記載見本
　　　修士論文の製本及び記載見本は後記のとおりとする。（図 1）
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Ⅰ.  修士論文
　1. 　修士論文の提出
　　（1 ）修士論文を提出しようとする者は、論文を提出する年度始めの指定された日時に、「修士論文

題目届」を提出しなければならない。
　　（2）修士論文は、指定された日時まで各キャンパス担当窓口に提出しなければならない。
　2. 　修士論文作成上の注意
　　（1）各研究科各専攻共通
　　　①　修士論文は正本（1部）・副本（3部複写可）合わせて 4部提出すること。
　　　②　修士論文の表紙には、提出年度、論文題目、所属研究科・専攻、課程及び氏名を明記すること。
　　　③　修士論文（正・副本）には論文要旨を添付すること。
　　　④　修士論文の提出に際しては、指導教授の署名及び承認印を受けること。
　　（2）各研究科
　　　① 　文学研究科英語英文学専攻：論文の形式はMLAスタイル・シートに準じ、自筆又は PC等

によるものとし、用紙は A4判を用いること。また、論文要旨（400字程度）は、日本語（自
筆又は PC等）によること。論文は、穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴込みと
する。

　　　② 　文学研究科ヨーロッパ文化史専攻：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によって横
書きにすること。なお PC等を用いるときは、1頁あたり 40字× 30行程度とすること。指導
教授の署名及び承認印は、中表紙（2頁目）に受けること。論文要旨は日本語で 400字程度と
する。なお論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴込みにすること。

　　　③ 　文学研究科アジア文化史専攻：A4判の用紙を用い、日本語で、自筆又は PC等によって縦書
き又は横書きにすること。指導教授の署名及び承認印は、中表紙（2頁目）に受けること。論
文要旨は日本語で 400字程度とする。論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに左綴
又は右綴込みにすること。なお縦書き・横書き等の詳細に関しては、専門分野毎の教授の指示
に従うこと。

　　　　※縦書きの場合は 2段組にする（論文要旨も同じ）。
　　　④ 　経済学研究科・経営学研究科：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によること。ま

た、論文要旨は、日本語により、400字程度とする。なお、論文は穴を開けず、市販のバインダー
式ファイルに左綴込みとする。

　　　⑤ 　法学研究科：A4判の用紙を用い、日本語で自筆又は PC等によること。また、論文要旨は、
日本語により、400字程度とする。なお、論文は穴を開けず、市販のバインダー式ファイルに
左綴込みとする。

　　　⑥　工学研究科
　　　　ア ．論文の体裁は A4判とする。
　　　　イ ．用紙は A4判又はそれに準ずる用紙を使用のこと。
　　　　ウ ．論文の正本については、自筆又はタイプ（PC等）とし、自筆の場合黒インクを使用のこと。
　　　　エ ．論文中の写真、統計図表・図版・製図等を添付する必要のある場合は、全て A4判の台紙

に貼付するか、それに記載すること。
　　　　オ ．論文は正・副とも論文要旨を添えること。論文要旨は 1,500字程度とすること。
　　　　カ ．論文の第 1ページには、提出年度、論文題目名、所属研究科・専攻、課程及び氏名を明記

すること。
　　　　キ ．論文には目次を付けること。
　　　　ク ．論文にはすべて通しページを付けること。
　　　　ケ ．論文に穴を開けず、バインダー式ファイルを用いること。
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Ⅱ.  博士論文
　1. 　博士論文の種類
　　 　博士論文の種類は、課程博士（甲）と論文博士（乙）の 2種類がある。
　2.   　後期課程に在学する者の学位論文は論文題目、研究内容について指定の期日までに指導教授の署

名及び承認印を受け、研究科長宛に提出しなければならない。
　3. 　申　請
　　  　後期課程に在学するものが博士の学位を受けようとするときは、論文（正副4部）に論文審査願（1
通）、論文要旨（4,000字以内）4通、論文目録（1通）、履歴書（1通）、成績証明書（1通）を添付し、
研究科長を経て、大学長に提出するものとする。

　4. 　学位の授与
　　  　論文審査及び最終試験に合格すれば博士の学位が授与され、論文は国立国会図書館に永久保存さ
れる。

　5. 　博士論文の作成形式
　　　各研究科各専攻共通
　　①　論文の体裁は A4判とする。
　　② 　論文題目表紙の記載順は、1：博士課程学位論文、2：論文題目、3：完成年次、4：各研究科、 

 5 ：氏名とする。
　　（1）文学研究科
　　　①　博士論文提出の要件
　　　　ア．原則として 3編以上の論文を学術雑誌に発表していることを要する。
　　　　イ ．ア．のうちの 1編を発表する学術雑誌は、可能な限り定評のある学会の専門誌であること

が望ましい。
　　　②　博士論文の体裁
　　　　ア．博士論文の分量
　　　　　a.  　日本語による場合は、400字詰原稿用紙 300枚以上、PC等による場合はそれに相当する

分量以上であることが望ましい。なお、図版などの多い分野については、それを含めて
300枚以上に相当する分量とする。

　　　　　b.   　欧文の場合は、A4版の用紙に 1行 60ストローク、25行で 200枚以上であることが望ま
しい。

　　（2）経済学研究科及び法学研究科
　　　　ア．学位論文は、A4判とし、字数、枚数に制限はない。
　　（3）工学研究科
　　　　ア．論文の体裁は A4判とする。
　　　　イ．用紙は A4判又はそれに準ずる用紙を使用のこと。
　　　　ウ．論文の正本（1部）については、自筆又は PC等とし、自筆の場合黒インクを使用のこと。
　　　　エ．論文の副本（3部）については、複写でもよい。
　　　　オ ．論文中の写真、統計図表・図版・製図等を添付する必要のある場合は、全て A4判の台紙

に貼付するか、それに記載すること。
　　　　カ．参考論文の添付についても同様である。
　　　　キ．論文には目次を付けること。
　　　　ク．論文にはすべて通し頁を付けること。
　　　　ケ ．論文に穴を開けず、バインダー式ファイルを用いること。ファイルの表紙背表紙にも、1.論

文題目、2.年度、3.専攻名、4.氏名を記入。
　　　　コ．最終試験は学位論文発表後の質疑応答により行う。なお、学事暦に決定された日に行う。
　　　　サ．発表者は論文要旨又は口頭発表要旨（A4判用紙 4枚以内）30部準備し、当日持参する。
　　（4）人間情報学研究科
　　　　ア．用紙
　　　　　　・原稿用紙は任意の A4判白紙とし、原則として PC等による横書きで作成する。
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　　　　イ．構成
　　　　　　・論文の構成は、表紙、目次、要約、本文、引用文献、謝辞、資料などの順とする。
　　　　　　・論文の要約は、タイトル、著者名を入れた後、300語前後の英文要約のみを 1頁で書く。
　　　　　　・本文には各頁のフッター中央、下から 10mm程度の位置に通しの頁をいれる。
　　　　ウ．本文の体裁
　　　　　　・邦文または欧文で、原則として 11～ 12ポイント程度の文字の大きさで書く。
　　　　　　・横書き、1段組みを原則とし、特殊な場合は、2段組みも認める。
　　　　　　・ 左右上下のマージンは、それぞれ、25, 20, 20, 20mm程度づつ取る。行間は 1行程度に 

する。
　　　　　　・ 2段組みの場合、段と段の間は 10mm程度とする。
　　　　　　・ 本文における引用は、「佐藤ら（1985）は、……」、あるいは「……といわれている（佐

藤ら、1985）。」などのように原則として著者名と年号を入れる。なお、この部分は分野
によってかなり習慣の違いがあるので、指導教員とよく相談をして進めること。

　　　　　　・見出し・図表などの表記はそれぞれの分野の習慣にしたがって書く。
　　　　　　・引用文献のリストは巻末にまとめ、掲載順序はアルファベット順とする。
　　　　エ．製本
　　　　　　・論文用紙は穴を開けずに、バインダー式ファイルを用いる。
　　　　　　・表紙には、提出年度・論文題目・所属研究科・学籍番号・氏名等を記載する。
　　　　　　・背表紙には、提出年度・論文題目・所属研究科・氏名等を記載する。
　　　　オ．論文要旨等
　　　　　　・論文は、正・副とも、本体以外に論文要旨を付ける。
　　　　　　・論文要旨は 4,000字程度（A4判数枚）の邦文とする。
　　　　　　・論文要旨内の引用文献は必要最小限にとどめる。
　6. 　製本及び様式の見本
　　　博士論文の製本及び様式の見本は次のとおりとする。（図 2）
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Ⅱ.  博士論文
　1. 　博士論文の種類
　　 　博士論文の種類は、課程博士（甲）と論文博士（乙）の 2種類がある。
　2.   　後期課程に在学する者の学位論文は論文題目、研究内容について指定の期日までに指導教授の署

名及び承認印を受け、研究科長宛に提出しなければならない。
　3. 　申　請
　　  　後期課程に在学するものが博士の学位を受けようとするときは、論文（正副4部）に論文審査願（1
通）、論文要旨（4,000字以内）4通、論文目録（1通）、履歴書（1通）、成績証明書（1通）を添付し、
研究科長を経て、大学長に提出するものとする。

　4. 　学位の授与
　　  　論文審査及び最終試験に合格すれば博士の学位が授与され、論文は国立国会図書館に永久保存さ
れる。

　5. 　博士論文の作成形式
　　　各研究科各専攻共通
　　①　論文の体裁は A4判とする。
　　② 　論文題目表紙の記載順は、1：博士課程学位論文、2：論文題目、3：完成年次、4：各研究科、 

 5 ：氏名とする。
　　（1）文学研究科
　　　①　博士論文提出の要件
　　　　ア．原則として 3編以上の論文を学術雑誌に発表していることを要する。
　　　　イ ．ア．のうちの 1編を発表する学術雑誌は、可能な限り定評のある学会の専門誌であること

が望ましい。
　　　②　博士論文の体裁
　　　　ア．博士論文の分量
　　　　　a.  　日本語による場合は、400字詰原稿用紙 300枚以上、PC等による場合はそれに相当する

分量以上であることが望ましい。なお、図版などの多い分野については、それを含めて
300枚以上に相当する分量とする。

　　　　　b.   　欧文の場合は、A4版の用紙に 1行 60ストローク、25行で 200枚以上であることが望ま
しい。

　　（2）経済学研究科及び法学研究科
　　　　ア．学位論文は、A4判とし、字数、枚数に制限はない。
　　（3）工学研究科
　　　　ア．論文の体裁は A4判とする。
　　　　イ．用紙は A4判又はそれに準ずる用紙を使用のこと。
　　　　ウ．論文の正本（1部）については、自筆又は PC等とし、自筆の場合黒インクを使用のこと。
　　　　エ．論文の副本（3部）については、複写でもよい。
　　　　オ ．論文中の写真、統計図表・図版・製図等を添付する必要のある場合は、全て A4判の台紙

に貼付するか、それに記載すること。
　　　　カ．参考論文の添付についても同様である。
　　　　キ．論文には目次を付けること。
　　　　ク．論文にはすべて通し頁を付けること。
　　　　ケ ．論文に穴を開けず、バインダー式ファイルを用いること。ファイルの表紙背表紙にも、1.論

文題目、2.年度、3.専攻名、4.氏名を記入。
　　　　コ．最終試験は学位論文発表後の質疑応答により行う。なお、学事暦に決定された日に行う。
　　　　サ．発表者は論文要旨又は口頭発表要旨（A4判用紙 4枚以内）30部準備し、当日持参する。
　　（4）人間情報学研究科
　　　　ア．用紙
　　　　　　・原稿用紙は任意の A4判白紙とし、原則として PC等による横書きで作成する。
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教育職員免許状の取得

1. 　取得できる免許状の種類
　  　既に高等学校一種（2級普通）免許状・中学校一種（1級普通）免許状を取得している者又は取得
所要資格を有している者若しくは上級免許状への切り換えを希望する者で、本大学院の博士課程前期
課程又は修士課程において、基礎資格を得るとともに、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所
要の単位を修得した者は、中学校教諭専修免許状又は高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を得る
ことができる。

　　本学において取得できる専修免許状の種類は、次のとおりである。

研　究　科 専　　攻 中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専 修 免 許 状

英 語 英 文 学 専 攻 英　　語 英　　語

文 学 研 究 科 ヨーロッパ文化史専攻 宗　　教・社　　会 宗　　教・地理歴史

アジア文化史専攻 社　　会 地理歴史

経 済 学 研 究 科 経　済　学　専　攻 社　　会 公　　民

経 営 学 研 究 科 経　営　学　専　攻 社　　会 公　　民・商　　業

法 学 研 究 科 法　律　学　専　攻 社　　会 公　　民

機  械  工  学  専  攻 工　　業

工  学  研  究  科
電  気  工  学  専  攻 工　　業

電  子  工  学  専  攻 工　　業

環 境 建 設 工 学 専 攻 工　　業

人間情報学研究科 人 間 情 報 学 専 攻 社　　会・数　　学 公 民・数 学・情 報

2. 　免許状の申請
　  　本来、教育職員免許状は各人が都道府県の教育委員会・知事に申請して授与されるものであるが（個
人申請）、本学では 3月修了者については学位記授与式当日に免許状を受け取れるよう、宮城県教育
委員会の定める取扱要項に基づき、各人の申請書類を本学が取りまとめて宮城県教育委員会に申請し
ている（一括申請）。

3. 　履修方法（教科に関する科目）
　  　中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を得るためには、各研究科・専
攻において、課程認定されている教科ごとに当該教科に関する科目を 24単位以上修得しなければな
らない。本大学院各研究科に課程認定されている教科並びに授業科目及び単位は、次のとおりである。
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文学研究科英語英文学専攻〔英語（中学・高等学校）〕

近 代 英 文 学 演 習 Ⅰ（2） 近 代 英 文 学 演 習 Ⅱ（2） 近 代 英 文 学 演 習 Ⅲ（2）
近 代 英 文 学 演 習 Ⅳ（2） 英 米 詩 研 究 Ⅰ（2） 英 米 詩 研 究 Ⅱ（2）
英 米 詩 研 究 Ⅲ（2） 英 米 詩 研 究 Ⅳ（2） 英 米 小 説 研 究 Ⅰ（2）
英 米 小 説 研 究 Ⅱ（2） 英 米 小 説 研 究 Ⅲ（2） 英 米 小 説 研 究 Ⅳ（2）
英 米 演 劇 研 究 Ⅰ（2） 英 米 演 劇 研 究 Ⅱ（2） 英 米 演 劇 研 究 Ⅲ（2）
英 米 演 劇 研 究 Ⅳ（2） 英 語 学 演 習 Ⅰ（2） 英 語 学 演 習 Ⅱ（2）
英 語 学 演 習 Ⅲ（2） 英 語 学 演 習 Ⅳ（2） 言 語 学 演 習 Ⅰ（2）
言 語 学 演 習 Ⅱ（2） 言 語 学 演 習 Ⅲ（2） 言 語 学 演 習 Ⅳ（2）
文 法 論 演 習 Ⅰ（2） 文 法 論 演 習 Ⅱ（2） 文 法 論 演 習 Ⅲ（2）
文 法 論 演 習 Ⅳ（2） 統 語 論 研 究 Ⅰ（2） 統 語 論 研 究 Ⅱ（2）
統 語 論 研 究 Ⅲ（2） 統 語 論 研 究 Ⅳ（2） 音 韻 論 研 究 Ⅰ（2）
音 韻 論 研 究 Ⅱ（2） 音 韻 論 研 究 Ⅲ（2） 音 韻 論 研 究 Ⅳ（2）
英 語 教 育 学 演 習 Ⅰ（2） 英 語 教 育 学 演 習 Ⅱ（2） 英 語 教 育 学 演 習 Ⅲ（2）
英 語 教 育 学 演 習 Ⅳ（2） 応 用 言 語 学 演 習 Ⅰ（2） 応 用 言 語 学 演 習 Ⅱ（2）
応 用 言 語 学 演 習 Ⅲ（2） 応 用 言 語 学 演 習 Ⅳ（2） 英語教育実践研究Ⅰ（2）
英語教育実践研究Ⅱ（2） 英語教育実践研究Ⅲ（2） 英語教育実践研究Ⅳ（2）
第二言語習得研究Ⅰ（2） 第二言語習得研究Ⅱ（2） 第二言語習得研究Ⅲ（2）
第二言語習得研究Ⅳ（2） 異文化間コミュニケーション研究Ⅰ（2） 異文化間コミュニケーション研究Ⅱ（2）
異文化間コミュニケーション研究Ⅲ（2） 異文化間コミュニケーション研究Ⅳ（2）

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻〔宗教（中学・高等学校）〕

キリスト教思想・文化史概論Ⅰ（2） キリスト教思想・文化史概論Ⅱ（2） キリスト教思想・文化史概論Ⅲ（2）
キリスト教思想・文化史概論Ⅳ（2） キリスト教美術史概論（2） キリスト教思想・文化史研究Ⅰ（2）
キリスト教思想・文化史研究Ⅱ（2） キリスト教思想・文化史研究Ⅲ（2） キリスト教思想・文化史研究Ⅳ（2）
キリスト教思想・文化史研究Ⅴ（2） キリスト教思想・文化史研究Ⅵ（2） キリスト教美術史研究Ⅰ（2）

キリスト教美術史研究Ⅱ（2） ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ 新 約 聖 書 学 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ 新 約 聖 書 学 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ 新 約 聖 書 学 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ 新 約 聖 書 学 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ 初 期 キ リ ス ト 教 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ 初 期 キ リ ス ト 教 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ 初 期 キ リ ス ト 教 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ 初 期 キ リ ス ト 教 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ 宗 教 改 革 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ 宗 教 改 革 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ 宗 教 改 革 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ 宗 教 改 革 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（近・現代キリスト教思想史）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（近・現代キリスト教思想史）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（近・現代キリスト教思想史）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（近・現代キリスト教思想史）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ キ リ ス ト 教 美 術 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ キ リ ス ト 教 美 術 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ キ リ ス ト 教 美 術 史 ）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ キ リ ス ト 教 美 術 史 ）

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻〔社会（中学校）〕

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史概論Ⅱ（2） ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ（2）
ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅰ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅱ（2）
ヨーロッパ史史料論Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅱ（2）
ヨーロッパ文化史研究Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅳ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅴ（2）
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教育職員免許状の取得

1. 　取得できる免許状の種類
　  　既に高等学校一種（2級普通）免許状・中学校一種（1級普通）免許状を取得している者又は取得
所要資格を有している者若しくは上級免許状への切り換えを希望する者で、本大学院の博士課程前期
課程又は修士課程において、基礎資格を得るとともに、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所
要の単位を修得した者は、中学校教諭専修免許状又は高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を得る
ことができる。

　　本学において取得できる専修免許状の種類は、次のとおりである。

研　究　科 専　　攻 中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専 修 免 許 状

英 語 英 文 学 専 攻 英　　語 英　　語

文 学 研 究 科 ヨーロッパ文化史専攻 宗　　教・社　　会 宗　　教・地理歴史

アジア文化史専攻 社　　会 地理歴史

経 済 学 研 究 科 経　済　学　専　攻 社　　会 公　　民

経 営 学 研 究 科 経　営　学　専　攻 社　　会 公　　民・商　　業

法 学 研 究 科 法　律　学　専　攻 社　　会 公　　民

機  械  工  学  専  攻 工　　業

工  学  研  究  科
電  気  工  学  専  攻 工　　業

電  子  工  学  専  攻 工　　業

環 境 建 設 工 学 専 攻 工　　業

人間情報学研究科 人 間 情 報 学 専 攻 社　　会・数　　学 公 民・数 学・情 報

2. 　免許状の申請
　  　本来、教育職員免許状は各人が都道府県の教育委員会・知事に申請して授与されるものであるが（個
人申請）、本学では 3月修了者については学位記授与式当日に免許状を受け取れるよう、宮城県教育
委員会の定める取扱要項に基づき、各人の申請書類を本学が取りまとめて宮城県教育委員会に申請し
ている（一括申請）。

3. 　履修方法（教科に関する科目）
　  　中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を得るためには、各研究科・専
攻において、課程認定されている教科ごとに当該教科に関する科目を 24単位以上修得しなければな
らない。本大学院各研究科に課程認定されている教科並びに授業科目及び単位は、次のとおりである。
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ヨーロッパ文化史研究Ⅵ（2） ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻〔地理歴史（高等学校）〕

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史概論Ⅱ（2） ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ（2）
ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅰ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅱ（2）
ヨーロッパ史史料論Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅱ（2）
ヨーロッパ文化史研究Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅳ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅴ（2）

ヨーロッパ文化史研究Ⅵ（2） ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

文学研究科アジア文化史専攻〔社会（中学校）〕

歴 史 資 料 論 Ⅰ（2） 
（ 日 本 史 資 料 ）

歴 史 資 料 論 Ⅱ（2） 
（ 中 国 史 資 料 ） 物 質 文 化 資 料 論（2）

情 報 資 料 論（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
日 本 中 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 中 世 史 特 論 Ⅱ（2） 日本中近世地域社会史特論Ⅰ（2）
日本中近世地域社会史特論Ⅱ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅱ（2）
日本近現代史特論Ⅰ（2） 日本近現代史特論Ⅱ（2） 北方アジア史特論Ⅰ（2）
北方アジア史特論Ⅱ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
中 国 中 世 史 特 論（2） ア ジ ア 民 族 史 特 論（2） 日 本 考 古 学 特 論 Ⅰ（2）
日 本 考 古 学 特 論 Ⅱ（2） アジア考古学特論Ⅰ（2） アジア考古学特論Ⅱ（2）
日 本 民 俗 学 特 論 Ⅰ（2） 日 本 民 俗 学 特 論 Ⅱ（2） ア ジ ア 地 域 環 境 論（2）

日本列島人文環境論（2） 地 域 解 析 学（2） アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本中世史の研究）（2）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）
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アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（日本近現代史の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本近 現 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（日 本 近 現 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（日本近現代史の研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（北方 ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 北 方 ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（北方アジア史の研究）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（北方ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ア ジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（アジア考古学の研究）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（アジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ ア ジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

文学研究科アジア文化史専攻〔地理歴史（高等学校）〕

歴 史 資 料 論 Ⅰ（2） 
（ 日 本 史 資 料 ）

歴 史 資 料 論 Ⅱ（2） 
（ 中 国 史 資 料 ） 物 質 文 化 資 料 論（2）

情 報 資 料 論（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
日 本 中 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 中 世 史 特 論 Ⅱ（2） 日本中近世地域社会史特論Ⅰ（2）
日本中近世地域社会史特論Ⅱ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅱ（2）
日本近現代史特論Ⅰ（2） 日本近現代史特論Ⅱ（2） 北方アジア史特論Ⅰ（2）
北方アジア史特論Ⅱ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
中 国 中 世 史 特 論（2） ア ジ ア 民 族 史 特 論（2） 日 本 考 古 学 特 論 Ⅰ（2）
日 本 考 古 学 特 論 Ⅱ（2） アジア考古学特論Ⅰ（2） アジア考古学特論Ⅱ（2）
日 本 民 俗 学 特 論 Ⅰ（2） 日 本 民 俗 学 特 論 Ⅱ（2） ア ジ ア 地 域 環 境 論（2）

日本列島人文環境論（2） 地 域 解 析 学（2） アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 近 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（日本近現代史の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本近 現 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（日 本 近 現 代 史 の 研 究 ）
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ヨーロッパ文化史研究Ⅵ（2） ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻〔地理歴史（高等学校）〕

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史概論Ⅱ（2） ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ（2）
ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅰ（2） ヨーロッパ史史料論Ⅱ（2）
ヨーロッパ史史料論Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅰ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅱ（2）
ヨーロッパ文化史研究Ⅲ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅳ（2） ヨーロッパ文化史研究Ⅴ（2）

ヨーロッパ文化史研究Ⅵ（2） ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ中世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近世社会の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ近代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（2）
（ヨーロッパ現代史の構造）

文学研究科アジア文化史専攻〔社会（中学校）〕

歴 史 資 料 論 Ⅰ（2） 
（ 日 本 史 資 料 ）

歴 史 資 料 論 Ⅱ（2） 
（ 中 国 史 資 料 ） 物 質 文 化 資 料 論（2）

情 報 資 料 論（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
日 本 中 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 中 世 史 特 論 Ⅱ（2） 日本中近世地域社会史特論Ⅰ（2）
日本中近世地域社会史特論Ⅱ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅰ（2） 日 本 近 世 史 特 論 Ⅱ（2）
日本近現代史特論Ⅰ（2） 日本近現代史特論Ⅱ（2） 北方アジア史特論Ⅰ（2）
北方アジア史特論Ⅱ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅰ（2） 中 国 古 代 史 特 論 Ⅱ（2）
中 国 中 世 史 特 論（2） ア ジ ア 民 族 史 特 論（2） 日 本 考 古 学 特 論 Ⅰ（2）
日 本 考 古 学 特 論 Ⅱ（2） アジア考古学特論Ⅰ（2） アジア考古学特論Ⅱ（2）
日 本 民 俗 学 特 論 Ⅰ（2） 日 本 民 俗 学 特 論 Ⅱ（2） ア ジ ア 地 域 環 境 論（2）

日本列島人文環境論（2） 地 域 解 析 学（2） アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本中世史の研究）（2）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（日本中近世地域社会史の研究）
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アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（日本近現代史の研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（北方ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（北 方 ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（北方アジア史の研究）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（北方 ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ ア ジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（アジア考古学の研究）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（アジア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ア ジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

経済学研究科経済学専攻〔社会（中学校）〕

ミクロ経済学特論Ⅰ（2） ミクロ経済学特論Ⅱ（2） マクロ経済学特論Ⅰ（2）
マクロ経済学特論Ⅱ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅰ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅱ（2）
経 済 史 特 論 Ｂ － Ⅰ（2） 経 済 史 特 論 Ｂ － Ⅱ（2） 経済学史特論Ｂ－Ⅰ（2）
経済学史特論Ｂ－Ⅱ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
農 業 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 農 業 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 社 会 政 策 論 特 論 Ⅰ（2）
社 会 政 策 論 特 論 Ⅱ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅱ（2）
財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅱ（2） 国 際 金 融 論 特 論 Ⅰ（2）
国 際 金 融 論 特 論 Ⅱ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
世 界 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 世 界 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経 済 発 展 論 特 論 Ⅰ（2）
経 済 発 展 論 特 論 Ⅱ（2） 経 済 統 計 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 統 計 学 特 論 Ⅱ（2）
経 済 地 理 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 地 理 学 特 論 Ⅱ（2） 東北経済論特論Ａ－Ⅰ（2）
東北経済論特論Ａ－Ⅱ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅰ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅱ（2）
産 業 組 織 論 特 論 Ⅰ（2） 産 業 組 織 論 特 論 Ⅱ（2） 公 共 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
公 共 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ（2）
経 済 倫 理 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 倫 理 学 特 論 Ⅱ（2） 都 市 経 済 学 特 論 Ⅰ（2）
都 市 経 済 学 特 論 Ⅱ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅱ（2）
社 会 福 祉 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 福 祉 論 特 論 Ⅱ（2） 加 齢 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
加 齢 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
地 域 社 会 論 特 論 Ⅰ（2） 地 域 社 会 論 特 論 Ⅱ（2） 現 代 社 会 論 特 論 Ⅰ（2）
現 代 社 会 論 特 論 Ⅱ（2）

経済学研究科経済学専攻〔公民（高等学校）〕

ミクロ経済学特論Ⅰ（2） ミクロ経済学特論Ⅱ（2） マクロ経済学特論Ⅰ（2）
マクロ経済学特論Ⅱ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅰ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅱ（2）
農 業 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 農 業 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 社 会 政 策 論 特 論 Ⅰ（2）
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社 会 政 策 論 特 論 Ⅱ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅱ（2）
財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅱ（2） 国 際 金 融 論 特 論 Ⅰ（2）
国 際 金 融 論 特 論 Ⅱ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
世 界 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 世 界 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経 済 統 計 学 特 論 Ⅰ（2）
経 済 統 計 学 特 論 Ⅱ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
経 済 発 展 論 特 論 Ⅰ（2） 経 済 発 展 論 特 論 Ⅱ（2） 東北経済論特論Ａ－Ⅰ（2）
東北経済論特論Ａ－Ⅱ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅰ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅱ（2）
産 業 組 織 論 特 論 Ⅰ（2） 産 業 組 織 論 特 論 Ⅱ（2） 公 共 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
公 共 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ（2）
経 済 倫 理 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 倫 理 学 特 論 Ⅱ（2） 都 市 経 済 学 特 論 Ⅰ（2）
都 市 経 済 学 特 論 Ⅱ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅱ（2）
社 会 福 祉 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 福 祉 論 特 論 Ⅱ（2） 加 齢 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
加 齢 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
地 域 社 会 論 特 論 Ⅰ（2） 地 域 社 会 論 特 論 Ⅱ（2） 現 代 社 会 論 特 論 Ⅰ（2）
現 代 社 会 論 特 論 Ⅱ（2）

経営学研究科経営学専攻〔社会（中学校）〕

経 営 史 特 講（2） 経 営 管 理 論 特 講（2） 経 営 統 計 論 特 講（2）
流 通 論 特 講（2） 租 税 法 特 講 Ⅰ（2） 租 税 法 特 講 Ⅱ（2）
租 税 法 特 講 Ⅲ（2） 経 営 学 特 講（2） 情 報 処 理 論 特 講（2）
国 際 経 営 論 特 講（2） 財 務 会 計 論 特 講 Ⅰ（2） 財 務 会 計 論 特 講 Ⅱ（2）
フ ァ イ ナ ン ス 特 講（2） 経 営 史 演 習（4） 経 営 管 理 論 演 習（4）
流 通 論 演 習（4） 租 税 法 演 習（4） 経 営 学 演 習（4）
情 報 処 理 論 演 習（4） 国 際 経 営 論 演 習（4） 財 務 会 計 論 演 習（4）
フ ァ イ ナ ン ス 演 習（4）

経営学研究科経営学専攻〔公民（高等学校）〕

経 営 史 特 講（2） 経 営 管 理 論 特 講（2） 経 営 統 計 論 特 講（2）
流 通 論 特 講（2） 租 税 法 特 講 Ⅰ（2） 租 税 法 特 講 Ⅱ（2）
租 税 法 特 講 Ⅲ（2） 経 営 学 特 講（2） 情 報 処 理 論 特 講（2）
国 際 経 営 論 特 講（2） 財 務 会 計 論 特 講 Ⅰ（2） 財 務 会 計 論 特 講 Ⅱ（2）
フ ァ イ ナ ン ス 特 講（2） 経 営 史 演 習（4） 経 営 管 理 論 演 習（4）
流 通 論 演 習（4） 租 税 法 演 習（4） 経 営 学 演 習（4）
情 報 処 理 論 演 習（4） 国 際 経 営 論 演 習（4） 財 務 会 計 論 演 習（4）
フ ァ イ ナ ン ス 演 習（4）

経営学研究科経営学専攻〔商業（高等学校）〕

経 営 組 織 論 特 講（2） 国 際 会 計 論 特 講 Ⅰ（2） 国 際 会 計 論 特 講 Ⅱ（2）
税 務 会 計 論 特 講 Ⅰ（2） 税 務 会 計 論 特 講 Ⅱ（2） 商 業 史 特 講（2）
ベンチャー・マネジメント特講（2） 人的資源管理論特講（2） 管 理 会 計 論 特 講 Ⅰ（2）
管 理 会 計 論 特 講 Ⅱ（2） 監 査 論 特 講（2） 原 価 計 算 論 特 講 Ⅰ（2）
原 価 計 算 論 特 講 Ⅱ（2） 経 営 組 織 論 演 習（4） 商 業 史 演 習（4）
ベンチャー・マネジメント演習（4） 人的資源管理論演習（4） 管 理 会 計 論 演 習（4）
監 査 論 演 習（4） 原 価 計 算 論 演 習（4）

－19－

戻る

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（日 本 近 現 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 北 方 ア ジ ア 史 の 研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（北方アジア史の研究）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 北 方 ア ジ ア 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（北 方 ア ジ ア 史 の 研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 古 代 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 中 国 中 世 史 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（アジア考古学の研究）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ア ジ ア 考 古 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ ア ジ ア 考 古 学 の 研究）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（アジア考古学の研究）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 日 本 民 俗 学 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅰ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅱ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅲ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

アジア文化史演習Ⅳ（2） 
（ 物 質 文 化 の 研 究 ）

経済学研究科経済学専攻〔社会（中学校）〕

ミクロ経済学特論Ⅰ（2） ミクロ経済学特論Ⅱ（2） マクロ経済学特論Ⅰ（2）
マクロ経済学特論Ⅱ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅰ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅱ（2）
経 済 史 特 論 Ｂ － Ⅰ（2） 経 済 史 特 論 Ｂ － Ⅱ（2） 経済学史特論Ｂ－Ⅰ（2）
経済学史特論Ｂ－Ⅱ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 日 本 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
農 業 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 農 業 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 社 会 政 策 論 特 論 Ⅰ（2）
社 会 政 策 論 特 論 Ⅱ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ａ － Ⅱ（2）
財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅰ（2） 財 政 学 特 論 Ｂ － Ⅱ（2） 国 際 金 融 論 特 論 Ⅰ（2）
国 際 金 融 論 特 論 Ⅱ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 国 際 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
世 界 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 世 界 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経 済 発 展 論 特 論 Ⅰ（2）
経 済 発 展 論 特 論 Ⅱ（2） 経 済 統 計 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 統 計 学 特 論 Ⅱ（2）
経 済 地 理 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 地 理 学 特 論 Ⅱ（2） 東北経済論特論Ａ－Ⅰ（2）
東北経済論特論Ａ－Ⅱ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅰ（2） 社 会 経 済 学 特 論 Ⅱ（2）
産 業 組 織 論 特 論 Ⅰ（2） 産 業 組 織 論 特 論 Ⅱ（2） 公 共 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
公 共 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ（2） 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ（2）
経 済 倫 理 学 特 論 Ⅰ（2） 経 済 倫 理 学 特 論 Ⅱ（2） 都 市 経 済 学 特 論 Ⅰ（2）
都 市 経 済 学 特 論 Ⅱ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 保 障 論 特 論 Ⅱ（2）
社 会 福 祉 論 特 論 Ⅰ（2） 社 会 福 祉 論 特 論 Ⅱ（2） 加 齢 経 済 論 特 論 Ⅰ（2）
加 齢 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 環 境 経 済 論 特 論 Ⅱ（2）
地 域 社 会 論 特 論 Ⅰ（2） 地 域 社 会 論 特 論 Ⅱ（2） 現 代 社 会 論 特 論 Ⅰ（2）
現 代 社 会 論 特 論 Ⅱ（2）

経済学研究科経済学専攻〔公民（高等学校）〕

ミクロ経済学特論Ⅰ（2） ミクロ経済学特論Ⅱ（2） マクロ経済学特論Ⅰ（2）
マクロ経済学特論Ⅱ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅰ（2） 経 済 原 論 特 論 Ⅱ（2）
農 業 経 済 論 特 論 Ⅰ（2） 農 業 経 済 論 特 論 Ⅱ（2） 社 会 政 策 論 特 論 Ⅰ（2）
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法学研究科法律学専攻〔社会（中学校）〕

法 学 の 基 礎（1） 民 法 一 般 講 義（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅳ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅴ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅵ（2） 知的財産権法応用講義Ⅰ（2）
知的財産権法応用講義Ⅱ（2） 商 法 一 般 講 義（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
商 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民事手続法一般講義（2）
民事手続法応用講義Ⅰ（2） 民事手続法応用講義Ⅱ（2） 民事手続法応用講義Ⅲ（2）
労 働 法 一 般 講 義（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
労 働 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 憲 法 一 般 講 義（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
憲 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 行 政 法 一 般 講 義（2）
行 政 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
租 税 法 一 般 講 義（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
租 税 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑 法 一 般 講 義（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
刑 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑事訴訟法一般講義（2）
刑事訴訟法応用講義Ⅰ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅱ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅲ（2）
国 際 法 一 般 講 義（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
国 際 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 政 治 学 一 般 講 義（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅰ（2）
政 治 学 応 用 講 義 Ⅱ（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅲ（2） 基 礎 法 一 般 講 義（2）
基 礎 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）

法学研究科法律学専攻〔公民（高等学校）〕

法 学 の 基 礎（1） 民 法 一 般 講 義（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅳ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅴ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅵ（2） 知的財産権法応用講義Ⅰ（2）
知的財産権法応用講義Ⅱ（2） 商 法 一 般 講 義（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
商 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民事手続法一般講義（2）
民事手続法応用講義Ⅰ（2） 民事手続法応用講義Ⅱ（2） 民事手続法応用講義Ⅲ（2）
労 働 法 一 般 講 義（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
労 働 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 憲 法 一 般 講 義（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
憲 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 行 政 法 一 般 講 義（2）
行 政 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
租 税 法 一 般 講 義（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
租 税 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑 法 一 般 講 義（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
刑 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑事訴訟法一般講義（2）
刑事訴訟法応用講義Ⅰ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅱ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅲ（2）
国 際 法 一 般 講 義（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
国 際 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 政 治 学 一 般 講 義（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅰ（2）
政 治 学 応 用 講 義 Ⅱ（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅲ（2） 基 礎 法 一 般 講 義（2）
基 礎 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
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工学研究科機械工学専攻〔工業（高等学校）〕

材 料 力 学 特 論（2） 固 体 力 学 特 論（2） 機 能 材 料 工 学 特 論（2）
破壊システム工学特論（2） 動 力 学 解 析 特 論（2） 機 械 力 学 特 論（2）
機 械 加 工 学 特 論（2） オプトメカトロニクス特論（2） 応 用 熱 工 学 特 論（2）
流 体 工 学 特 論（2） 数 値 流 体 力 学 特 論（2） 計 測 信 号 処 理 特 論（2）
ヒューマン・マシンシステム特論（2） 適 応 シ ス テ ム 特 論（2） システム制御工学特論（2）
画 像 計 測 工 学 特 論（2）

工学研究科電気工学専攻〔工業（高等学校）〕

電 気 回 路 学 特 論（2） 電 磁 気 学 特 論（2） 電磁エネルギー変換工学特論（2）
電 力 系 統 工 学 特 論（2） 制 御 工 学 特 論（2） パワーエレクトロニクス工学特論（2）
情 報 信 号 処 理 特 論（2） 暗号・セキュリティ工学特論（2） ビジュアルコンピューティング工学特論（2）
情 報 通 信 工 学 特 論（2） 環 境 電 磁 工 学 特 論（2） マルチメディア特論（2）
音 響 工 学 特 論（2） 情報インタラクション特論（2） 電 気 学 術 英 語（2）

工学研究科電子工学専攻〔工業（高等学校）〕

先 端 電 子 材 料 特 論（2） 半 導 体 特 論 （2） 光電子材料工学特論（2）
ナノデバイス工学特論（2） スピントロニクス工学特論（2） 応 用 電 子 工 学 特 論（2）
電 子 計 測 工 学 特 論（2） 弾 性 波 工 学 特 論（2） 計 測 制 御 工 学 特 論（2）
生 体 電 子 工 学 特 論（2） 情 報 伝 送 工 学 特 論（2） 電 子 数 理 学 特 論（2）
空 間 情 報 学 特 論（2） シミュレーション工学特論（2） 応 用 技 術 英 語（2）

工学研究科環境建設工学専攻〔工業（高等学校）〕

連 続 体 力 学 特 論（2） コンクリート材料・劣化診断特論（2） 地 盤 力 学 特 論（2）
地 盤 動 力 学 特 論（2） 環 境 生 物 工 学 特 論（2） 環 境 保 全 工 学 特 論（2）
環 境 化 学 特 論（2） 環境共生型地域設備計画特論（2） 応 用 水 理 学 特 論（2）
耐震・防災工学特論（2） 構 造 工 学 特 論（2） 構 造 振 動 学 特 論（2）
建 築 計 画 学 特 論（2） 建 築 構 造 設 計 特 論（2） 建 築 保 存 再 生 特 論（2）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔社会（中学校）〕

応 用 社 会 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 応 用 社 会 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 応 用 社 会 学 特 論 ）

社会情報システム論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（社会情報システム論特講）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（社会情報システム論特講）

情 報 社 会 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 情 報 社 会 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 情 報 社 会 論 特 講 ）

社 会 教 育 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 社 会 教 育 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 社 会 教 育 学 特 論 ）

教 育 社 会 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 教 育 社 会 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 教 育 社 会 学 特 論 ）

地 域 政 策 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 政 策 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 政 策 論 特 講 ）

地 域 産 業 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 産 業 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 産 業 論 特 講 ）
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法学研究科法律学専攻〔社会（中学校）〕

法 学 の 基 礎（1） 民 法 一 般 講 義（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅳ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅴ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅵ（2） 知的財産権法応用講義Ⅰ（2）
知的財産権法応用講義Ⅱ（2） 商 法 一 般 講 義（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
商 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民事手続法一般講義（2）
民事手続法応用講義Ⅰ（2） 民事手続法応用講義Ⅱ（2） 民事手続法応用講義Ⅲ（2）
労 働 法 一 般 講 義（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
労 働 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 憲 法 一 般 講 義（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
憲 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 行 政 法 一 般 講 義（2）
行 政 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
租 税 法 一 般 講 義（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
租 税 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑 法 一 般 講 義（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
刑 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑事訴訟法一般講義（2）
刑事訴訟法応用講義Ⅰ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅱ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅲ（2）
国 際 法 一 般 講 義（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
国 際 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 政 治 学 一 般 講 義（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅰ（2）
政 治 学 応 用 講 義 Ⅱ（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅲ（2） 基 礎 法 一 般 講 義（2）
基 礎 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）

法学研究科法律学専攻〔公民（高等学校）〕

法 学 の 基 礎（1） 民 法 一 般 講 義（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅳ（2）
民 法 応 用 講 義 Ⅴ（2） 民 法 応 用 講 義 Ⅵ（2） 知的財産権法応用講義Ⅰ（2）
知的財産権法応用講義Ⅱ（2） 商 法 一 般 講 義（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
商 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 商 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 民事手続法一般講義（2）
民事手続法応用講義Ⅰ（2） 民事手続法応用講義Ⅱ（2） 民事手続法応用講義Ⅲ（2）
労 働 法 一 般 講 義（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 労 働 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
労 働 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 憲 法 一 般 講 義（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
憲 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 憲 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 行 政 法 一 般 講 義（2）
行 政 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 行 政 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
租 税 法 一 般 講 義（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 租 税 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
租 税 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑 法 一 般 講 義（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅰ（2）
刑 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 刑 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 刑事訴訟法一般講義（2）
刑事訴訟法応用講義Ⅰ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅱ（2） 刑事訴訟法応用講義Ⅲ（2）
国 際 法 一 般 講 義（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 国 際 法 応 用 講 義 Ⅱ（2）
国 際 法 応 用 講 義 Ⅲ（2） 政 治 学 一 般 講 義（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅰ（2）
政 治 学 応 用 講 義 Ⅱ（2） 政 治 学 応 用 講 義 Ⅲ（2） 基 礎 法 一 般 講 義（2）
基 礎 法 応 用 講 義 Ⅰ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅱ（2） 基 礎 法 応 用 講 義 Ⅲ（2）
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地 域 福 祉 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

地 域 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 情 報 学 特 論 ）

地 域 社 会 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

環 境 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 環 境 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 環 境 情 報 学 特 論 ）

教 育 工 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

地 表 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 表 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 表 環 境 論 ）

生 態 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 態 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 生 態 学 特 論 ）

大 気・水 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 大 気 ・水 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 大 気 ・水 環 境 論 ）

人 間 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 形 成 原 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

比 較 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

地 域 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

共 同 体 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

国 際 地 域 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 国 際 地 域 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 国 際 地 域 論 ）

福祉市民活動論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（福祉 市 民 活 動 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 福 祉 市 民 活 動 論 特 講 ）

生活情報システム論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（生活情 報 シ ス テ ム 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生 活 情 報 シ ス テ ム 論 ）

地 球 環 境 史（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 球 環 境 史 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 球 環 境 史 ）

地 球 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 球 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 球 環 境 論 ）

地 域 環 境 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 環 境 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 環 境 論 特 講 ）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔数学（中学校・高等学校）〕

社 会 統 計 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 社 会 統 計 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 社 会 統 計 学 特 論 ）

確 率 ・ 統 計 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 確 率 ・ 統 計 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 確 率 ・ 統 計 特 論 ）

代 数 幾 何 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 代 数 幾 何 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 代 数 幾 何 学 特 論 ）

代 数 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 代 数 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 代 数 学 特 論 ）

幾 何 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 幾 何 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 幾 何 学 特 論 ）
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解 析 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 解 析 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 解 析 学 特 論 ）

計 算 と 論 理（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 計 算 と 論 理 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 計 算 と 論 理 ）

数 理 情 報 科 学（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 数 理 情 報 科 学 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 数 理 情 報 科 学 ）

フ ラ ク タ ル（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ フ ラ ク タ ル ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ フ ラ ク タ ル ）

複 雑 系 の 科 学（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 複 雑 系 の 科 学 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 複 雑 系 の 科 学 ）

数 理 統 計 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 数 理 統 計 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 数 理 統 計 学 特 論 ）

関 数 方 程 式 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 関 数 方 程 式 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 関 数 方 程 式 論 ）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔公民（高等学校）〕

応 用 社 会 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 応 用 社 会 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 応 用 社 会 学 特 論 ）

社会情報システム論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（社会情報システム論特講）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（社会情報システム論特講）

情 報 社 会 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 情 報 社 会 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 情 報 社 会 論 特 講 ）

社 会 教 育 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 社 会 教 育 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 社 会 教 育 学 特 論 ）

教 育 社 会 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 教 育 社 会 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 教 育 社 会 学 特 論 ）

地 域 政 策 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 政 策 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 政 策 論 特 講 ）

地 域 産 業 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 産 業 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 産 業 論 特 講 ）

地 域 福 祉 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

地 域 社 会 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

行 動 情 報 心 理 学（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 行 動 情 報 心 理 学 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 行 動 情 報 心 理 学 ）

適 応 行 動 学（2） 
（心理支援に関する理論と実践）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（適応行動学（心理支援に関する理論と実践））

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（適応行動学（心理支援に関する理論と実践））

社 会 心 理 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 社 会 心 理 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 社 会 心 理 学 特 論 ）

組 織 心 理 情 報 学（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 組 織 心 理 情 報 学 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 組 織 心 理 情 報 学 ）

知 覚 心 理 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 知 覚 心 理 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 知 覚 心 理 学 特 論 ）

認 知 心 理 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 認 知 心 理 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 認 知 心 理 学 特 論 ）

教 育 工 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

健 康 行 動 学（2） 
（心の健康教育に関する理論と実践）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践））

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践））
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地 域 福 祉 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 福 祉 論 特 講 ）

地 域 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 情 報 学 特 論 ）

地 域 社 会 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 社 会 論 特 講 ）

環 境 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 環 境 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 環 境 情 報 学 特 論 ）

教 育 工 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 教 育 工 学 特 論 ）

地 表 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 表 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 表 環 境 論 ）

生 態 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 態 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 生 態 学 特 論 ）

大 気・水 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 大 気 ・水 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 大 気 ・水 環 境 論 ）

人 間 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 形 成 原 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

比 較 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

地 域 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

共 同 体 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

国 際 地 域 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 国 際 地 域 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 国 際 地 域 論 ）

福祉市民活動論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（福 祉 市 民 活 動 論 特講）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（福祉市民活動論特講）

生活情報システム論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 活 情 報 シ ス テ ム論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生活情報システム論）

地 球 環 境 史（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 球 環 境 史 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 球 環 境 史 ）

地 球 環 境 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 球 環 境 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 球 環 境 論 ）

地 域 環 境 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 環 境 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 環 境 論 特 講 ）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔数学（中学校・高等学校）〕

社 会 統 計 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 社 会 統 計 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 社 会 統 計 学 特 論 ）

確 率 ・ 統 計 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 確 率 ・ 統 計 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 確 率 ・ 統 計 特 論 ）

代 数 幾 何 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 代 数 幾 何 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 代 数 幾 何 学 特 論 ）

代 数 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 代 数 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 代 数 学 特 論 ）

幾 何 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 幾 何 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 幾 何 学 特 論 ）
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人 間 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 形 成 原 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

比 較 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

地 域 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

共 同 体 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

福祉市民活動論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（福祉 市 民 活 動 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 福 祉 市 民 活 動 論 特 講 ）

生活情報システム論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（生活情 報 シ ス テ ム 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生 活 情 報 シ ス テ ム 論 ）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔情報（高等学校）〕

応 用 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 応 用 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 応 用 情 報 学 特 論 ）

インターフェース特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（インターフェース特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（インターフェース特論）

コンピュータシステム演習（2）

メディア情報処理特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（メディア情報処理特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（メディア情報処理特論）

コンピュータネットワーク特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（コンピュータネットワーク特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（コンピュータネットワーク特論）

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 ）

視 覚 科 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 視 覚 科 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 視 覚 科 学 特 論 ）

生 体 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 体 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 生 体 情 報 学 特 論 ）

生体情報処理系特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（生体情 報 処 理 系 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生 体 情 報 処 理 系 特 論 ）

プ ロ グ ラ ム 言 語 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ プ ロ グ ラ ム 言 語 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ プ ロ グ ラ ム 言 語 論 ）

デ ー タ ベ ー ス 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ デ ー タ ベ ー ス 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ デ ー タ ベ ー ス 特 論 ）
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公認心理師の大学院科目の履修について
（人間情報学研究科に限る）

１．公認心理師

2017年 9月 15日に施行された「公認心理師法」により、日本初の心理職の国家資格「公認心理師」
制度が始まった。公認心理師は、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、心理に関する支援を
必要とする人々の心理状態を観察してその結果を分析し、支援を必要とする人やその関係者に対し
て、関連する他職種との連携を図りながら、助言・指導その他の心理に関する援助を行う。管轄は文
部科学省と厚生労働省であり、今後、保健医療、 福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働、その他の幅
広い分野において、国民の心の健康の保持増進に寄与することが期待される。

２．公認心理師となるために必要な科目について

公認心理師の受験資格は、①学部及び大学院で心理学その他の公認心理師となるために必要な科目
を修めて卒業した者（公認心理師法第 7条第 1号）、あるいは②学部で心理学その他の公認心理師と
なるために必要な科目を修めて卒業し、特定の施設で特定の期間、心理職の業務に従事した者に与え
られる（公認心理師法第 7条第 2号）。

３．履修方法

大学院人間情報学研究科博士前期課程では、2022年度入学生から、次のとおり公認心理師の大学
院科目（10科目：ただし本学では心理実践実習が 2科目に分かれるため 11科目）の履修が可能と
なった。履修には、学部における公認心理師となるために必要な科目をすべて修めていることが条件
となる。詳細は、東北学院大学大学院学則を確認すること。

第７条第１号及び第２号の規定による科目
本学の科目名

大学院における必要な科目名

1 保健医療分野に関する理論と支援の展開 臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と
支援の展開）

2 福祉分野に関する理論と支援の展開 福祉分野に関する理論と支援の展開

3 教育分野に関する理論と支援の展開 教育分野に関する理論と支援の展開

4 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

5 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 産業・労働分野に関する理論と支援の展開

6 心理的アセスメントに関する理論と実践 心理的アセスメントに関する理論と実践

7 心理支援に関する理論と実践 適応行動学（心理支援に関する理論と実践）

8
家族関係・集団・地域社会における心理支
援に関する理論と実践

家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践

9 心の健康教育に関する理論と実践 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践）

10 心理実践実習
心理実践実習Ⅰ

心理実践実習Ⅱ
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人 間 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 学 特 論 ）

人 間 形 成 原 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 人 間 形 成 原 論 ）

比 較 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 比 較 文 化 論 特 講 ）

地 域 文 化 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 地 域 文 化 論 特 講 ）

共 同 体 論 特 講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 共 同 体 論 特 講 ）

福祉市民活動論特講（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（福 祉 市 民 活 動 論 特講）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（福祉市民活動論特講）

生活情報システム論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 活 情 報 シ ス テ ム論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生活情報システム論）

人間情報学研究科人間情報学専攻〔情報（高等学校）〕

応 用 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 応 用 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 応 用 情 報 学 特 論 ）

インターフェース特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（インターフェース特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（インターフェース特論）

コンピュータシステム演習（2）

メディア情報処理特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（メディア情報処理特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（メディア情報処理特論）

コンピュータネットワーク特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（コンピュータネットワーク特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（コンピュータネットワーク特論）

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 ）

視 覚 科 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 視 覚 科 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 視 覚 科 学 特 論 ）

生 体 情 報 学 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ 生 体 情 報 学 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ 生 体 情 報 学 特 論 ）

生体情報処理系特論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（生 体 情 報 処 理 系 特論）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（生体情報処理系特論）

プ ロ グ ラ ム 言 語 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ プ ロ グ ラ ム 言 語 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ プ ロ グ ラ ム 言 語 論 ）

デ ー タ ベ ー ス 特 論（2） 人 間 情 報 学 演 習 Ⅰ（4） 
（ デ ー タ ベ ー ス 特 論 ）

人 間 情 報 学 演 習 Ⅱ（4） 
（ デ ー タ ベ ー ス 特 論 ）
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東北学院大学学術情報リポジトリ規程
 平成 25年 11月 20日制定第 25号
　　　　　　　　　改正　平成 27年 7 月 29日改正第 67号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 9 月 7 日改正第 114号
　　　　　　　　　　　　令和元年 11 月 8 日改正第 81 号
　 （目的）
第 �1 条　東北学院大学学術情報リポジトリ（以下「リポジトリ」という。）は、東北学院大学（以下
「本学」という。）の構成員が作成した教育、研究、社会貢献等の活動成果（以下「成果物」という。）
を電子化により一元的に収集蓄積し、恒久的保存を進めるとともに、これらの学術コンテンツを無償
で公開することによって、本学の教育及び研究活動の発展に寄与し、社会に対する貢献を果たすこと
を目的とする。

　 （委員会）
第 �2 条　リポジトリの管理運営に関する重要事項を審議するために、東北学院大学学術情報リポジト
リ運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。
2　運営委員会についての必要事項は、別に定める。
　 （運用体制）
第 �3 条　リポジトリの運用体制は、次に掲げるとおりとする。
　 （1）　成果物の収集支援
　　　ア　学務部
　　　イ　学長室事務課
　　　ウ　研究機関事務課
　　　エ　図書情報課
　　　オ　東北学院大学学術研究会
　　　カ　東北学院大学工学会
　 （2）　成果物の登録とリポジトリの維持管理
　　　ア　図書情報課
　 （登録する権利を有する者）
第 �4 条　リポジトリに登録できる者（以下「登録者」という。）は、次に掲げる者とする。
　 （1）　当該成果物の作成に関与した本学の在籍者及び過去に在籍した者
　 （2）　前号の者を構成員に含む団体
　 （3） 　その他東北学院大学学術情報リポジトリ運営委員会委員長（以下「運営委員長」という。）が

認めた者
　 （登録対象）
第 �5 条　リポジトリに登録、蓄積及び保存（以下「登録」という。）する対象は、本学において作成さ
れた次に掲げる成果物とする。（文字資料以外の電子的資料（画像、動画及びデータ集）を含む。）

　 （1）　学術論文（学術雑誌掲載論文、紀要論文、プレプリント、学会発表資料等）
　 （2）　学位論文（博士論文及び要旨集）
　 （3）　東北学院大学学術研究会刊行物
　 （4）　東北学院大学工学会刊行物
　 （5）　教育資料（講義資料、講演記録、プレゼンテーション資料等）
　 （6）　報告資料（学術報告書、科学研究費補助金研究成果報告書その他報告書）
　 （7）　その他大学刊行物（学部、研究科その他研究機関による出版物等）
　 （8）　その他運営委員長が適当と認めたもの
2　登録する対象は、登録者が作成に関与した学術情報等でなければならない。
3　登録する対象は、原則として、内外の学術機関により公表されたものでなければならない。。
4　登録する対象は、次に掲げる事項等について問題が生じないものでなければならない。
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　 （1）　法令、学会等の投稿規約、商業出版社との契約条項及び本学の諸規程に関する事項
　 （2）　名誉、プライバシー等人権に関する事項
　 （3）　その他公序良俗に関する事項
　 （登録手続）
第 �6条　登録を希望する者は、次に掲げるリポジトリの登録条件を承諾した上で、成果物とともに「登
録申請書（公開許諾書）」（様式 1）を図書情報課に提出するものとする。なお、公開許諾書に記載さ
れていない事項については、必要に応じて、許諾者及び図書情報課が別途協議することとする。

　 （1）　成果物を複製し、リポジトリを構築するサーバに格納すること。
　 （2）　ネットワークを通じて複製物を不特定多数に無償で公開（送信）すること。
　 （3）　複製物の保全（バックアップ）及び利用のための複製を行うこと。
2 �　前条第 1項第 3号、第 4号及び第 7号に掲げる成果物については、関連の規程、内規、要項等でイ
ンターネット等による公開許諾を規定している場合は、前項に定める「登録申請書（公開許諾書）」
の提出を省略することができる。
3 �　運営委員会は、利用者が電子データを利用した結果について、一切の責任を負わない。
　 （著作権に係る利用許諾）
第 7条　成果物の著作権に係る利用許諾の取扱いは、次に定めるとおりとする。
　 （1） 　著作権が成果物の登録者のみに帰属している場合、登録者は本学に対し、前条に揚げる利用

を無償で許諾すること。
　 （2） 　登録しようとする成果物が、共同研究等により複数の著作権者にわたる場合は、登録者は代

表して許諾を得ておくこと。
　 （3） 　著作権が登録者以外の者、団体等に帰属している場合、登録者は図書情報課に対し、リポジ

トリへの登録に対する許諾状況についての情報を提供すること。ただし、著作権者があらかじ
め許諾の方針を示している場合は、この限りでない。

　 （4） 　成果物は、リポジトリに登録された後も著作権が本学に移転することはなく、著作権者の元
に留保されること。

　 （登録者の責務）
第 8条　リポジトリに登録された成果物の内容は、登録者が責任を負わなければならない。
　 （成果物の削除）
第 9条　リポジトリに登録した成果物の削除は、次に掲げる場合とする。
　 （1）　登録者が理由を付して成果物の削除を申請し、当該削除申請を運営委員長が承認した場合
　 （2）　第 5条第 4項に定める事項に疑義があり、運営委員長が削除を決定した場合
　 （3）　その他運営委員長がリポジトリに登録する上で不適当と判断した場合
　 （博士論文）
第�10条　東北学院大学学位規程（以下「学位規程」という。）第22条第1項及び第3項の規定に基づき、
平成 25年 4月 1日以降に博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から 1年以
内に、当該博士の学位の授与に係る論文の全文をリポジトリにより公表するものとする。ただし、当
該博士の学位を授与される前に既にリポジトリにより公表したときは、この限りでない。
2 �　前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者が学位規程第 22条第 2項の規定によるやむ
を得ない事由があると大学院委員会の承認を得た場合は、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に
代えてその内容を要約したものをリポジトリにより公表するものとする。ただし、やむを得ない事由
が解消した場合には、当該論文の全文をリポジトリにより公表しなければならない。
3 �　リポジトリによる公開に際しては、図書情報課に「登録申請書（公開許諾書）（学位論文）」（様式

2）を提出するものとする。
　 （事務）
第�11条　この規程に関する事務は、図書情報課において処理する。
　 （改廃）
第�12条　この規程の改廃は、運営委員会が発議し、教授会及び大学院委員会の議を経て学長が行い、
理事会の承認を得るものとする。
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東北学院大学学術情報リポジトリ規程
 平成 25年 11月 20日制定第 25号
　　　　　　　　　改正　平成 27年 7 月 29日改正第 67号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 9 月 7 日改正第 114号
　　　　　　　　　　　　令和元年 11 月 8 日改正第 81 号
　 （目的）
第 �1 条　東北学院大学学術情報リポジトリ（以下「リポジトリ」という。）は、東北学院大学（以下
「本学」という。）の構成員が作成した教育、研究、社会貢献等の活動成果（以下「成果物」という。）
を電子化により一元的に収集蓄積し、恒久的保存を進めるとともに、これらの学術コンテンツを無償
で公開することによって、本学の教育及び研究活動の発展に寄与し、社会に対する貢献を果たすこと
を目的とする。

　 （委員会）
第 �2 条　リポジトリの管理運営に関する重要事項を審議するために、東北学院大学学術情報リポジト
リ運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。
2　運営委員会についての必要事項は、別に定める。
　 （運用体制）
第 �3 条　リポジトリの運用体制は、次に掲げるとおりとする。
　 （1）　成果物の収集支援
　　　ア　学務部
　　　イ　学長室事務課
　　　ウ　研究機関事務課
　　　エ　図書情報課
　　　オ　東北学院大学学術研究会
　　　カ　東北学院大学工学会
　 （2）　成果物の登録とリポジトリの維持管理
　　　ア　図書情報課
　 （登録する権利を有する者）
第 �4 条　リポジトリに登録できる者（以下「登録者」という。）は、次に掲げる者とする。
　 （1）　当該成果物の作成に関与した本学の在籍者及び過去に在籍した者
　 （2）　前号の者を構成員に含む団体
　 （3） 　その他東北学院大学学術情報リポジトリ運営委員会委員長（以下「運営委員長」という。）が

認めた者
　 （登録対象）
第 �5 条　リポジトリに登録、蓄積及び保存（以下「登録」という。）する対象は、本学において作成さ
れた次に掲げる成果物とする。（文字資料以外の電子的資料（画像、動画及びデータ集）を含む。）

　 （1）　学術論文（学術雑誌掲載論文、紀要論文、プレプリント、学会発表資料等）
　 （2）　学位論文（博士論文及び要旨集）
　 （3）　東北学院大学学術研究会刊行物
　 （4）　東北学院大学工学会刊行物
　 （5）　教育資料（講義資料、講演記録、プレゼンテーション資料等）
　 （6）　報告資料（学術報告書、科学研究費補助金研究成果報告書その他報告書）
　 （7）　その他大学刊行物（学部、研究科その他研究機関による出版物等）
　 （8）　その他運営委員長が適当と認めたもの
2　登録する対象は、登録者が作成に関与した学術情報等でなければならない。
3　登録する対象は、原則として、内外の学術機関により公表されたものでなければならない。。
4　登録する対象は、次に掲げる事項等について問題が生じないものでなければならない。
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　　　附　則
　この規程は、平成 25年 11月 20日から施行し、平成 25年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（平成 27年 7月 29日改正第 67号）
　この規程は、平成 27年 7月 29日から施行し、平成 27(2015)年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（平成 28年 9月 7日改正第 114号）
　この規程は、平成 28（2016）年 9月 7日から施行し、平成 28(2016)年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（令和元年 11月 8日改正第 81号）
　この規程は、2019年 11月 8日から施行し、2019年 11月 1日から適用する。
様式 1（第 6条関係）

様式 2（第 10条関係）

東北学院大学大学院長期履修規程
 平成 25年 4月 10日制定第 6号
　　　　　　　　　改正　平成 28年 2月 10日改正第 14号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 3月 22日改正第 67号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 9月 21日改正第 118号
　　　　　　　　　　　　平成 29年 3月 29日改正第 72号　
　　　　　　　　　　　　令和 3 年 6月 23日改正第 116号

　 （趣旨）
第1条　この規程は、東北学院大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第７条第５項の規定に
基づき、東北学院大学大学院各研究科における長期履修に関し必要な事項を定める。

　 （対象者）
第2条　長期履修の申請をすることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　 （1）　職業を有し、就業している者
　 （2） 　育児、介護等の事情を有する者
　 （3） 　その他研究科長が相当であると認める者
　 （履修期間等）
第3条　長期履修の期間は、年単位とする。
2　長期履修の期間は、大学院学則第７条の２に規定する最長在学年限を超えることはできないものと
する。
3　休学の期間は、前項の期間に算入しない。
　 （申請）
第4条　長期履修を希望する者は、新年度の授業開始日の 1ヶ月前までに当該研究科長を経て、長期履
修申請書（別記様式１）を学長に提出しなければならない。

　 （許可）
第5条　長期履修の許可は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て学長が行う。
　 （長期履修期間の変更）
第6条　長期履修を認められた者（以下「長期履修学生」という。）が、当該期間の変更（短縮又は延
長をいう。以下同じ。）を希望する場合は、変更開始前年度の１月末日までに、長期履修期間変更申
請書（別記様式２）を学長に提出しなければならない。
2　長期履修期間の変更は、在学中１回限りとする。
3　長期履修期間変更の許可は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て学長が行う。
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　 （学納金）
第7条　長期履修学生が納付すべき学納金の額は、東北学院大学大学院学生納付金等納入に関する規程
の定めるところによる。

　 （事務）
第8条　この規程に関する事務は、学務部教務課において処理する。
　 （改廃）
第9条　この規程の改廃は、東北学院大学大学院研究科委員会及び東北学院大学大学院委員会の議を経
て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成 25年 5月 1日から施行し、平成 25年 4月 1日入学者及び同日に在学する者から適
用する。
　　　附　則（平成 28年 2月 10日改正第 14号）
　この規程は、平成 28年 2月 10日から施行し、平成 26年 4月 1日入学者及び同日に在学する者から
適用する。
　　　附　則（平成 28年 3月 22日改正第 67号）
　この規程は、平成 28（2016）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則（平成 28年 9月 21日改正第 118号）
　この規程は、平成 28（2016）年 9月 21日から施行する。
　　　附　則（平成 29年 3月 29日改正第 72号）
　この規程は、平成 29（2017）年 3月 29日に改正し、平成 29（2017）年 3月 1日から適用する。
　　　附　則（令和 3年 6月 23日改正第 116号）
　この規程は、2022年 4月 1日から施行する。
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　　　附　則
　この規程は、平成 25年 11月 20日から施行し、平成 25年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（平成 27年 7月 29日改正第 67号）
　この規程は、平成 27年 7月 29日から施行し、平成 27(2015)年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（平成 28年 9月 7日改正第 114号）
　この規程は、平成 28（2016）年 9月 7日から施行し、平成 28(2016)年 4月 1日から適用する。
　　　附　則（令和元年 11月 8日改正第 81号）
　この規程は、2019年 11月 8日から施行し、2019年 11月 1日から適用する。
様式 1（第 6条関係）

様式 2（第 10条関係）

東北学院大学大学院長期履修規程
 平成 25年 4月 10日制定第 6号
　　　　　　　　　改正　平成 28年 2月 10日改正第 14号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 3月 22日改正第 67号
　　　　　　　　　　　　平成 28年 9月 21日改正第 118号
　　　　　　　　　　　　平成 29年 3月 29日改正第 72号　
　　　　　　　　　　　　令和 3 年 6月 23日改正第 116号

　 （趣旨）
第1条　この規程は、東北学院大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第７条第５項の規定に
基づき、東北学院大学大学院各研究科における長期履修に関し必要な事項を定める。

　 （対象者）
第2条　長期履修の申請をすることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　 （1）　職業を有し、就業している者
　 （2） 　育児、介護等の事情を有する者
　 （3） 　その他研究科長が相当であると認める者
　 （履修期間等）
第3条　長期履修の期間は、年単位とする。
2　長期履修の期間は、大学院学則第７条の２に規定する最長在学年限を超えることはできないものと
する。
3　休学の期間は、前項の期間に算入しない。
　 （申請）
第4条　長期履修を希望する者は、新年度の授業開始日の 1ヶ月前までに当該研究科長を経て、長期履
修申請書（別記様式１）を学長に提出しなければならない。

　 （許可）
第5条　長期履修の許可は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て学長が行う。
　 （長期履修期間の変更）
第6条　長期履修を認められた者（以下「長期履修学生」という。）が、当該期間の変更（短縮又は延
長をいう。以下同じ。）を希望する場合は、変更開始前年度の１月末日までに、長期履修期間変更申
請書（別記様式２）を学長に提出しなければならない。
2　長期履修期間の変更は、在学中１回限りとする。
3　長期履修期間変更の許可は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て学長が行う。
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別記様式 1（第 4条関係）

－30－

研究科長 専攻主任 
  

別記様式１（第４条関係） 
長長  期期  履履  修修  申申  請請  書書  

  
年  月  日 

東北学院大学 学長 様 

          研究科       専攻 

氏名                                 

 下記のとおり長期履修を申請します。 

記 

入学年月日              年    月    日 

長期履修 
申請期間 

年   月   日から    年   月   日まで（  年間) 

現住所 
〒 

                電話番号 

  

勤 

務 

先 

名称・職種等  

所在地 
〒 

                電話番号 

理 由 
 

履修計画 
 

指導教員の所見 

 
 
 
                 署名              
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別記様式 2（第 6条関係）
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研究科長 専攻主任 
  

別記様式２（第６条関係） 
長長期期履履修修期期間間変変更更申申請請書書  

年  月  日 
東北学院大学 学長 様 

          研究科       専攻 

学生番号                

氏名                                 

 

下記のとおり長期履修期間の変更を申請します。 

記 

入学年月日                年    月    日 

許可済の履修期間 年   月   日から   年   月   日まで（  年間） 

変更後の履修期間 年   月   日から   年   月   日まで（  年間） 

変更後の通算在学期間 年   月   日から   年   月   日まで（  年間） 

変更の理由 

 

変更後の履修計画 

 

指導教員の所見  

 
 

 

                 署名                 
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別記様式 1（第 4条関係）
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研究科長 専攻主任 
  

別記様式１（第４条関係） 
長長  期期  履履  修修  申申  請請  書書  

  
年  月  日 

東北学院大学 学長 様 

          研究科       専攻 

氏名                                 

 下記のとおり長期履修を申請します。 

記 

入学年月日              年    月    日 

長期履修 
申請期間 

年   月   日から    年   月   日まで（  年間) 

現住所 
〒 

                電話番号 

  

勤 

務 

先 

名称・職種等  

所在地 
〒 

                電話番号 

理 由 
 

履修計画 
 

指導教員の所見 

 
 
 
                 署名              

 

戻る
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東北学院大学ティーチング・アシスタントに　　
関する規程 （制定　平成 7年 4月 1日）

改正　平成 11年 4 月 1 日
　　　平成 19年 4 月 1 日
　　　平成 23年 4 月 1 日
　　　平成 29年 10月 12日
　　　平成 29年 12月 26日

　（目的）
第  1条　この規程は、本学の学部、大学院博士課程前期課程、修士課程における教育・研究及び授業内
容の充実を図るとともに、本学大学院生の教育経験と奨学に寄与するため、ティーチング・アシスタ
ント（以下、「TA」という。）に関する事項を定める。
　（業務内容）
第 2条　TAは、授業を担当する教員の指示に従い、授業を補助するため、次の業務を行う。
　（1）　博士課程前期課程又は修士課程の授業に関わる教育補助的業務
　（2）　学部の授業に関わる教育補助的業務
　（3）　その他前二号に準ずる業務で研究科委員会及び大学院委員会が定める事項
2　前項に定める TAの業務は、授業を実施する教室において、担当教員を補助することを原則とする。
　（採用手続き）
第  3条　TAとして採用されることを希望する大学院学生は、指導教員が当該学生の学業の妨げになら
ないと判断した場合、採用候補者として登録される。

2   授業担当教員は、その授業に TAによる補助を希望するとき、所属学部の学部長又は所属研究科の
研究科長を通して、大学院委員会委員長に申し出ることができる。

3   採用候補者として登録された大学院学生が前項の授業の補助業務を遂行するのに適格であると判断
される場合、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て、学長が、当該学生を TAとして採用する。

4   採用候補者が学部の授業の補助を担当する場合、前項の決定に先立ち、採用候補者の所属する専攻
の専攻主任及び当該授業を開講している学科の学科長が協議し、補助業務を担当する授業についての
調整を行うものとする。

5   種々の事情により補助業務を担当する授業を変更することが適当と判断される場合、研究科委員会
及び大学院委員会の議を経て、TAの担当授業を変更することができる。

6   種々の事情により、同一授業において TAを交代させることが必要であると判断される場合、研究
科委員会及び大学院委員会の議を経て、当該 TAを、登録されている他の採用候補者と交代させるこ
とができる。

7   前 2項の規程にかかわらず、緊急かつやむを得ない場合には、研究科長、専攻主任、及び授業開講
学科の学科長の協議に基づいて、TAの担当授業を変更する、あるいは TAを他の採用候補者と交代
させることができる。ただし、この緊急措置を行った場合、最も近い時期に開催される研究科委員会
及び大学院委員会において承認を受けるものとする。

　（雇用期間）
第  4条　TAの雇用期間は当該年度限りとする。ただし、本学大学院在学中に限り、雇用契約の期間を
更新することができる。

2   TAの採用の時期は、原則として 4月又は 10月とする。
　（勤務時間）
第  5条　TAの1週間の担当時間数は、博士課程前期課程又は修士課程在学者については3コマ（6時間）
以内、博士課程後期課程在学者については 4コマ（8時間）以内とする。

　（手当）
第  6条　TAに支給される手当の額並びに支払方法は「東北学院嘱託職員等に関する手当支給内規」に
よるものとする。
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　（解雇）
第  7条　学長は、TAとして雇用された学生が、研究科委員会及び大学院委員会によって、その適格性
を欠くと判断された場合、当該学生を解雇することができる。

　（報告の義務）
第  8条　TAを活用した担当教員は、年間の活用状況を、年度末に研究科委員会及び大学院委員会に報
告しなければならない。

　（守秘義務）
第  9条　TAは、職務上知り得た秘密を漏洩してはならない。また、その職を退いた後も同様とする。
　（職歴の取り扱い）
第 10条　TAとして雇用されていた期間は、本学の諸規程において教育歴としては扱わない。
　（改廃）
第 11条　この規程の改廃は、大学院委員会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。
　　　附　則
　この規程は、平成 7年（1995年）4月 1日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成 11（1999）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成 19（2007）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成 23（2011）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則（平成 29年 10月 12日改正第 132号）
　この規程は、平成 29（2017）年 10月 12日から施行する。
　　　附　則（平成 29年 12月 26日改正第 188号）
　この規程は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。

東北学院大学研究スタッフに関する規程
 平成 20年 4月 1日制定第 5号

　　　　　　　　　改正　平成 29年 12月 26日改正第 193号
　　　　　　　　　　　　平成 31年 1 月 30日改正第 7号

　（目的）
第  1条　この規程は、東北学院大学（以下、「本学」という。）が行う研究プロジェクト等に、優秀な本
学大学院博士課程後期課程修了者、博士課程後期課程在学者等を研究スタッフとして参加させ、本
学における学術研究活動に対する支援体制を一層充実させるとともに、若手研究者の研究遂行能力
の育成を図ることを目的としている。

2  　この規程は、科学研究費補助金による研究、学外諸機関との共同研究及び外部から委託された受託
研究並びにその他本学が認めた研究プロジェクト等に適用する。
3  　本条第 1項及び第 2項にいう研究プロジェクト等には、本学全体が行うもののほか、研究科、学
部、研究所等の教育研究部局、及び専任教員が単独で又は共同で行うものをも含むものとする。

　（研究スタッフの種類）
第 2 条　研究スタッフは、ポスト・ドクター（以下、「PD」という。）、リサーチ・アシスタント（以下、
「RA」という。）、及び研究技術員とする。
2  　PDとなることができる者は、博士課程後期課程を修了して博士の学位を取得した者、又は博士の
学位を取得した者に相当する能力を有する者であって、採用時に 35歳未満のものとする。
3  　RAとなることができる者は、本学大学院博士課程後期課程に在籍する者であって、採用時に 35
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東北学院大学ティーチング・アシスタントに　　
関する規程 （制定　平成 7年 4月 1日）

改正　平成 11年 4 月 1 日
　　　平成 19年 4 月 1 日
　　　平成 23年 4 月 1 日
　　　平成 29年 10月 12日
　　　平成 29年 12月 26日

　（目的）
第  1条　この規程は、本学の学部、大学院博士課程前期課程、修士課程における教育・研究及び授業内
容の充実を図るとともに、本学大学院生の教育経験と奨学に寄与するため、ティーチング・アシスタ
ント（以下、「TA」という。）に関する事項を定める。

　（業務内容）
第 2条　TAは、授業を担当する教員の指示に従い、授業を補助するため、次の業務を行う。
　（1）　博士課程前期課程又は修士課程の授業に関わる教育補助的業務
　（2）　学部の授業に関わる教育補助的業務
　（3）　その他前二号に準ずる業務で研究科委員会及び大学院委員会が定める事項
2　前項に定める TAの業務は、授業を実施する教室において、担当教員を補助することを原則とする。
　（採用手続き）
第  3条　TAとして採用されることを希望する大学院学生は、指導教員が当該学生の学業の妨げになら
ないと判断した場合、採用候補者として登録される。

2   授業担当教員は、その授業に TAによる補助を希望するとき、所属学部の学部長又は所属研究科の
研究科長を通して、大学院委員会委員長に申し出ることができる。

3   採用候補者として登録された大学院学生が前項の授業の補助業務を遂行するのに適格であると判断
される場合、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て、学長が、当該学生を TAとして採用する。

4   採用候補者が学部の授業の補助を担当する場合、前項の決定に先立ち、採用候補者の所属する専攻
の専攻主任及び当該授業を開講している学科の学科長が協議し、補助業務を担当する授業についての
調整を行うものとする。

5   種々の事情により補助業務を担当する授業を変更することが適当と判断される場合、研究科委員会
及び大学院委員会の議を経て、TAの担当授業を変更することができる。

6   種々の事情により、同一授業において TAを交代させることが必要であると判断される場合、研究
科委員会及び大学院委員会の議を経て、当該 TAを、登録されている他の採用候補者と交代させるこ
とができる。

7   前 2項の規程にかかわらず、緊急かつやむを得ない場合には、研究科長、専攻主任、及び授業開講
学科の学科長の協議に基づいて、TAの担当授業を変更する、あるいは TAを他の採用候補者と交代
させることができる。ただし、この緊急措置を行った場合、最も近い時期に開催される研究科委員会
及び大学院委員会において承認を受けるものとする。

　（雇用期間）
第  4条　TAの雇用期間は当該年度限りとする。ただし、本学大学院在学中に限り、雇用契約の期間を
更新することができる。

2   TAの採用の時期は、原則として 4月又は 10月とする。
　（勤務時間）
第  5条　TAの1週間の担当時間数は、博士課程前期課程又は修士課程在学者については3コマ（6時間）
以内、博士課程後期課程在学者については 4コマ（8時間）以内とする。
　（手当）
第  6条　TAに支給される手当の額並びに支払方法は「東北学院嘱託職員等に関する手当支給内規」に
よるものとする。
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歳未満のものとする。
4  　研究技術員となることができる者は、本学の研究プロジェクト等の研究支援のため、大型機械、特
殊機器等の操作等にかかわる特殊技術又は熟練した技術を必要とする業務に従事する者であって、採
用時において 35歳以上のものとする。

　（研究スタッフの職務）
第 3条　PDは、本学が認めた研究プロジェクト等を遂行する業務に従事する。
2  　RAは、研究プロジェクト等を行う部局の長の指示に従って、研究プロジェクト等の遂行に必要な
補助業務を行う。
3  　研究技術員は、研究プロジェクト等を行う部局の長の指示に従って、研究プロジェクト等の遂行に
必要な補助業務を行う。

　（採用手続き）
第 4 条　研究スタッフの採用を希望する部局の長は、研究プロジェクト等の内容、採用目的等の必要事
項を記載した書類等を添付して、学長に申請する。
2  　学長は、大学院委員会の議を経て、RAの採用の可否を決定する。
3  　学長は、部長会での意見交換及び大学院委員会の議を経て、PD及び研究技術員の採用の可否を決
定し、理事会の承認を得る。
4  　RAを採用する場合、学長への申請に先立って、当該大学院学生の所属する研究科の研究科委員会
の承認を得ていなければならない。
5  　本学専任教員が研究スタッフの採用を希望する場合、当該教員は、研究プロジェクト等の内容、採
用目的等の必要事項を記載した書類等を添付し、所属する部局の長を通して、学長に採用の申請を行
う。
6  　本学全体が行う研究プロジェクトの遂行に必要な補助業務を行う研究スタッフの採用の場合、本条
第 1項に定める「部局の長」は、大学院委員会副委員長とする。
7  　研究スタッフの採用に必要な事務手続き及び提出書類等については、別に定める。
（雇用期間・勤務時間等）
第 5 条　研究スタッフは、本学との間に、非常勤職員としての雇用契約を締結しなければならない。
2  　研究スタッフの雇用期間は 1年以内とし、5年を限度として更新することができる。
3  　前項の規定にかかわらず、科学研究費等の補助金を得て行う研究プロジェクトの実施のために雇用
される研究スタッフの場合、当該研究プロジェクトの継続期間を限度とする。
4  　RAの勤務時間は、大学院学生としての研究に支障がないよう、週 20時間程度を限度とする。
　（給与等）
第 6 条　研究スタッフが本学の資金による研究プロジェクト等の研究補助業務に従事する場合、その給
与等は本学から支弁されるものとする。
2  　研究スタッフが科学研究費等の補助金による研究プロジェクト等の研究補助業務に従事する場合、
その給与等は、当該研究プロジェクトに対して交付される補助金をもって支弁されなければならな
い。
3  　研究スタッフに対して支払われる給与等の費目、金額、支払い方法、社会保険等についての詳細
は、別に定める。

　（施設・設備の利用）
第 7 条　PD及び研究技術員は、必要に応じて、非常勤講師と同様に本学の施設・設備を利用すること
ができる。

　（知的財産権）
第 8 条　研究スタッフが参加して行った研究により生じた知的財産権については、別に定める知的財産
権の取り扱いに関する諸規程に従わなければならない。

（並存する規程の許容）
第 9 条　本学の各部局が科学研究費補助金等の外部から得た補助金によって行う大規模な共同研究プロ
ジェクト等の研究補助業務に従事する研究スタッフの採用手続き、処遇等については、大学院委員会
及び理事会の承認を得て、当面の間、それぞれの研究プロジェクトごとに定めることができる。
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2  　本学大学院各研究科が本学の資金によって行う研究プロジェクトを遂行するための補助業務に従事
する PDについては、当面の間、東北学院大学リサーチ・アシスタントに関する規程の中の「リサー
チ・アシスタント」を、この規程が定める PDに読み替えたうえで、同規程を準用することができ
る。ただし、同規程第 3条②及び④が定める事項については、この規程の定めるところによるものと
する。

　（身分の喪失）
第 10条　研究スタッフが以下の各号に該当する場合、学長は、当該部局長との協議を経て、雇用契約
を解除することができる。

　 （1） 　勤務状態が不良であって、研究プロジェクトを実施する部局の長が改善勧告を行った後も、
改善の見込みが低いと判断されたとき

　 （2） 　研究プロジェクトを実施する部局の長の指導及び指示に従わなかったとき
　 （3）　疾病等のために業務に適さないと認められたとき
　 （4）　研究スタッフが退職を申し出たとき
2  　前項に基づいて PD又は研究技術員との雇用契約を解除したとき、学長は、速やかに理事長に報告
し、承認を得なければならない。

　（証明書の発行）
第 11条　研究スタッフには、身分証及び採用又は受入履歴に関する証明書を発行することができる。
2  　前項に定める証明書に記載する呼称は、この規程の第 2条に掲げる当該研究スタッフの名称に「東
北学院大学」を付したものとする。ただし、必要に応じて、当該研究プロジェクト等、研究プロ
ジェクト等を実施する部局の名称を括弧書きで付することができる。

　（細則等）
第 12条　研究スタッフの職務、採用等、制度の運用に必要な事項のうち、この規程に定めのないもの
については、細則等を別に定めるものとする。

　（改廃）
第 13条　この規程の改廃は、大学院委員会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。
　　　附　則
　この規程は、平成 20（2008）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則（平成 29年 12月 26日改正第 193号）
　この規程は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。
　　　附　則（平成 31 年 1 月 30 日改正第 7号）
　この規程は、2019（平成 31）年 1月 30 日から施行する。

博士後期課程退学者の課程博士申請に伴う再入学に関する規程
 平成 10年 4 月 1 日制定第 2 号

　　　　　　　　　改正　平成 31年 1 月 30日改正第 9号

　（目的）
第  1条　この規程は、大学院学則第 32条第 2項の規定に基づき、博士後期課程（以下「後期課程」とい
う。）を退学した者の課程博士の申請に伴う再入学の取扱いについて、必要な事項を定める。

　（資格）
第  2条　再入学できる者は、後期課程に 3年以上在学し、所定の授業科目を履修し、又は必要な研究指
導を受けた者で、退学後 3年以内に課程博士の学位を申請し、受理が認められた者とする。
　（再入学の時期）
第 3条　再入学の時期は、学年の始めとする。
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歳未満のものとする。
4  　研究技術員となることができる者は、本学の研究プロジェクト等の研究支援のため、大型機械、特
殊機器等の操作等にかかわる特殊技術又は熟練した技術を必要とする業務に従事する者であって、採
用時において 35歳以上のものとする。

　（研究スタッフの職務）
第 3条　PDは、本学が認めた研究プロジェクト等を遂行する業務に従事する。
2  　RAは、研究プロジェクト等を行う部局の長の指示に従って、研究プロジェクト等の遂行に必要な
補助業務を行う。
3  　研究技術員は、研究プロジェクト等を行う部局の長の指示に従って、研究プロジェクト等の遂行に
必要な補助業務を行う。

　（採用手続き）
第 4 条　研究スタッフの採用を希望する部局の長は、研究プロジェクト等の内容、採用目的等の必要事
項を記載した書類等を添付して、学長に申請する。
2  　学長は、大学院委員会の議を経て、RAの採用の可否を決定する。
3  　学長は、部長会での意見交換及び大学院委員会の議を経て、PD及び研究技術員の採用の可否を決
定し、理事会の承認を得る。
4  　RAを採用する場合、学長への申請に先立って、当該大学院学生の所属する研究科の研究科委員会
の承認を得ていなければならない。
5  　本学専任教員が研究スタッフの採用を希望する場合、当該教員は、研究プロジェクト等の内容、採
用目的等の必要事項を記載した書類等を添付し、所属する部局の長を通して、学長に採用の申請を行
う。
6  　本学全体が行う研究プロジェクトの遂行に必要な補助業務を行う研究スタッフの採用の場合、本条
第 1項に定める「部局の長」は、大学院委員会副委員長とする。
7  　研究スタッフの採用に必要な事務手続き及び提出書類等については、別に定める。
（雇用期間・勤務時間等）
第 5 条　研究スタッフは、本学との間に、非常勤職員としての雇用契約を締結しなければならない。
2  　研究スタッフの雇用期間は 1年以内とし、5年を限度として更新することができる。
3  　前項の規定にかかわらず、科学研究費等の補助金を得て行う研究プロジェクトの実施のために雇用
される研究スタッフの場合、当該研究プロジェクトの継続期間を限度とする。
4  　RAの勤務時間は、大学院学生としての研究に支障がないよう、週 20時間程度を限度とする。
　（給与等）
第 6 条　研究スタッフが本学の資金による研究プロジェクト等の研究補助業務に従事する場合、その給
与等は本学から支弁されるものとする。
2  　研究スタッフが科学研究費等の補助金による研究プロジェクト等の研究補助業務に従事する場合、
その給与等は、当該研究プロジェクトに対して交付される補助金をもって支弁されなければならな
い。
3  　研究スタッフに対して支払われる給与等の費目、金額、支払い方法、社会保険等についての詳細
は、別に定める。

　（施設・設備の利用）
第 7 条　PD及び研究技術員は、必要に応じて、非常勤講師と同様に本学の施設・設備を利用すること
ができる。

　（知的財産権）
第 8 条　研究スタッフが参加して行った研究により生じた知的財産権については、別に定める知的財産
権の取り扱いに関する諸規程に従わなければならない。

（並存する規程の許容）
第 9 条　本学の各部局が科学研究費補助金等の外部から得た補助金によって行う大規模な共同研究プロ
ジェクト等の研究補助業務に従事する研究スタッフの採用手続き、処遇等については、大学院委員会
及び理事会の承認を得て、当面の間、それぞれの研究プロジェクトごとに定めることができる。
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　（再入学者の在学期間）
第 4条　再入学者の再入学後の在学期間は、後期課程在学を通算して 6年を超えることができない。
　（手続期間）
第 5条　再入学の手続期間は、4月 1日から 6月 30日までとする。
　（在学料）
第  6条　この規程による再入学者は、在学料（在籍料）として、学位規程第 7条第 1項に規定する学位
審査料の半額を納入しなければならない。

　（審査期間）
第 7条　この場合の論文審査は、同年度内に終えなければならない。
　（規程の改廃）
第 8条　この規程の改廃は、大学院委員会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成 10（1998）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則（平成 31 年 1 月 30 日改正第 9号）
　この規程は、2019（平成 31）年 1月 30日から施行する。

　※参　考（第 4条関係）

博士後期課程退学
までの在学年数

退学から再入学 
するまでの年数

再入学後在学 
できる年数

入学からの
通 算 年 数

3　年

3年以内

3　年

9年まで4　年 2　年

5　年 1　年

委 託 聴 講 生 制 度

1.  委託聴講生
　委託聴講生制度
　  　委託聴講生制度とは、大学院に在籍する学生が、本学と協定を締結した他の大学の大学院で特別聴
講生として授業を聴講できる制度である。この場合、聴講の申し込みを受けた受講先の大学院は、正
規の授業にさしつかえのない場合に限り聴講を許可することになっている。なお、現在、本学大学院
において委託聴講生に関する協定を交わしている研究科・専攻は、文学研究科英語英文学専攻及び法
学研究科法律学専攻である。

◎大学院委託聴講生（英語英文学専攻）に関する協定書
　  　大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求められる
職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与することを目的とする。その
目的を果たすには単独で履行するよりも、大学間の提携によって協力しあう方がより能率的であるこ
とは言うまでもない。最も望ましいのは、この協定が国の内外と国公私立の区分なく、学部と大学院
の研究と教育との両面におよぶことであろう。このような状態に近づく第一歩として、下記の大学は
大学院英文学専攻に委託聴講生の制度（委託聴講による単位互換制度）を設けることに一致した。

　  　委託聴講生とは、原則として学生が所属する大学院以外の大学院の授業科目を聴講し、単位を修得
することを希望する場合、所属校の専攻主任または指導教員が教育研究上有益であると認めるときに、
両大学院間の了解により所属大学院から受入大学院に委託される聴講生のことである。
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　　委託聴講生の取扱いについては、つぎのとおりこれを定める。
　（1）　  大学院に在学する学生が教育研究上の必要により、他大学大学院の授業科目を聴講しようとす

るときは、所属大学院の指導教員の了解を得たうえで所属大学院を通じ、希望する大学院にそ
の旨、申し出るものとする。

　（2）　  定められた手続きを経て他大学大学院生の聴講申し込みを受けたときは、当該大学院は正規の
授業に差し支えない限り聴講を許可する。

　（3）　  委託聴講生の聴講料については協定校間の協議により、それぞれの大学においてこれを定める。

　　　 協定校名
　　　　　　　　 青山学院大学　　　　　　立教大学
　　　　　　　　 法政大学　　　　　　　　聖心女子大学
　　　　　　　　 上智大学　　　　　　　　東北学院大学
　　　　　　　　 明治大学　　　　　　　　東京女子大学
　　　　　　　　 明治学院大学　　　　　　東洋大学
　　　　　　　　 日本女子大学　　　　　　津田塾大学

制定　昭和 40年 4月 1日附則（平成 16年 12月 1日改正）

附則（平成 16年 12月 1日改正）
　　  　本協定は、上記協定校のうち、青山学院大学、上智大学、明治学院大学、東北学院大学、東洋大
学、津田塾大学の 6校の間で昭和 40年 4月 1日に成立し、昭和 42年 4月 1日に聖心女子大学が加
盟し、昭和 45年 4月 1日に立教大学が加盟し、昭和 49年 4月 1日に法政大学、東京女子大学が加
盟し、昭和 54年 4月 1日に日本女子大学が加盟し、昭和 59年 4月 1日に明治大学が加盟し、以降
現在に至るまで施行されており、今後も有効であることを確認する。

附則（平成 21年 4月 1日改正）
　　　本協定は、平成 21年 4月 1日から施行する。

◎大学院英語英文学専攻課程協議会規約
第 1条 　本協議会は大学院英語英文学専攻課程協議会と称し、「大学院委託聴講生に関する協定書」の

趣旨に賛同し加盟した大学をもって組織する。
第 2条 　本協議会は委託聴講制度の円滑な運用を期し、あわせて加盟各大学間の学術的提携・交流を促

進するために、次の事業を行なう。
　　　　（1）委託聴講生の受け入れに関し、必要な事項の協議・決定
　　　　（2）共通時間割の作成
　　　　（3）加盟各大学大学院在学生間の学術的交流の促進・援助
　　　　（4）その他本協議会の目的に合致する事業
第 3条　本協議会には次の会議を置く。
　　　　（1）総会
　　　　（2）連絡会議
　　2.　総会は本協議の議決機関であって、加盟各大学 1名ずつの代表をもって構成する。
　　　  総会は原則として年 1回開催するものとし、幹事校が招集し、幹事校の代表が議長となる。
　　　  総会における議決は、別に定める場合のほかは、多数決による。
　　3.　  連絡会議は必要に応じて随時開催するものとし、連絡事項の内容により教員若しくは事務担当

者、あるいはその両者が出席するものとする。
第 4条　本協議会の運営を円滑にするために幹事校を置く。
　　　　幹事校は正副 2大学とする。
　　2.　幹事校の任期は 2ヵ年とし、毎年 4月にその 1校を改選する。
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　（再入学者の在学期間）
第 4条　再入学者の再入学後の在学期間は、後期課程在学を通算して 6年を超えることができない。
　（手続期間）
第 5条　再入学の手続期間は、4月 1日から 6月 30日までとする。
　（在学料）
第  6条　この規程による再入学者は、在学料（在籍料）として、学位規程第 7条第 1項に規定する学位
審査料の半額を納入しなければならない。

　（審査期間）
第 7条　この場合の論文審査は、同年度内に終えなければならない。
　（規程の改廃）
第 8条　この規程の改廃は、大学院委員会の議を経て学長が行い、理事会の承認を得るものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成 10（1998）年 4月 1日から施行する。
　　　附　則（平成 31 年 1 月 30 日改正第 9号）
　この規程は、2019（平成 31）年 1月 30日から施行する。

　※参　考（第 4条関係）

博士後期課程退学
までの在学年数

退学から再入学 
するまでの年数

再入学後在学 
できる年数

入学からの
通 算 年 数

3　年

3年以内

3　年

9年まで4　年 2　年

5　年 1　年

委 託 聴 講 生 制 度

1.  委託聴講生
　委託聴講生制度
　  　委託聴講生制度とは、大学院に在籍する学生が、本学と協定を締結した他の大学の大学院で特別聴
講生として授業を聴講できる制度である。この場合、聴講の申し込みを受けた受講先の大学院は、正
規の授業にさしつかえのない場合に限り聴講を許可することになっている。なお、現在、本学大学院
において委託聴講生に関する協定を交わしている研究科・専攻は、文学研究科英語英文学専攻及び法
学研究科法律学専攻である。

◎大学院委託聴講生（英語英文学専攻）に関する協定書
　  　大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求められる
職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与することを目的とする。その
目的を果たすには単独で履行するよりも、大学間の提携によって協力しあう方がより能率的であるこ
とは言うまでもない。最も望ましいのは、この協定が国の内外と国公私立の区分なく、学部と大学院
の研究と教育との両面におよぶことであろう。このような状態に近づく第一歩として、下記の大学は
大学院英文学専攻に委託聴講生の制度（委託聴講による単位互換制度）を設けることに一致した。

　  　委託聴講生とは、原則として学生が所属する大学院以外の大学院の授業科目を聴講し、単位を修得
することを希望する場合、所属校の専攻主任または指導教員が教育研究上有益であると認めるときに、
両大学院間の了解により所属大学院から受入大学院に委託される聴講生のことである。
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　　3.　幹事校の選出は輪番制を原則とし、副幹事校は次年度の正幹事校になるものとする。
第 5条　  「大学院委託聴講生に関する協定書」の趣旨に賛同し、本協議会に加盟を希望する大学は、幹

事校にその意思を通知し、総会の承認を得なければならない。
　　　　加盟の承認は総会出席者の 3分の 2以上の賛成を必要とする。
　　2.　  本協議会を脱退する場合は、幹事校にその旨を申し出、幹事校は総会において報告するものと

する。
第 6条　本協議会の運営費は、加盟各大学より拠出する分担金をもってこれにあてる。
第 7条　本協議会の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わるものとする。
第 8条　本規約の改廃は、総会出席者の 3分の 2以上の同意を必要とする。
附　則　本規約は昭和 48年 5月 12日より施行する。
附　則（平成 21年 4月 1日改正）
　　　　本規約は、平成 21年 4月 1日から施行する。
附　則（平成 29年 12月 26日改正第 187号）
　　　　この規約は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。

◎大学院英文学専攻課程協議会委託聴講に関する細則
第 1条 　加盟大学の大学院英文学専攻課程（英米文学専攻課程若しくは英語英文学専攻課程を含む）に

在学する学生は、必要単位の一部を他の加盟大学の大学院において修得することができる。
　　2.　他大学の大学院において修得できる単位の数は、所属大学院の定めるところによる。
第 2条 　第 1条により単位修得の目的で他大学大学院の授業を聴講しようとする学生は、所定の用紙に

より願い出て、所属大学院の承認と、聴講を希望する他大学院の許可を得なければならない。
　　2.　単位修得を目的としない聴講も右に準ずる。
第 3条 　委託聴講の願いが受理されたならば、学生は聴講先の大学院に対し、聴講料を納入しなければ

ならない。
　　2.　聴講料は 1科目（通年）金 2,000円（1学期のみの場合は金 1,000円）とする。
第 4条　委託聴講生の出願期間は原則として 4月 30日までとする。
第 5条 　委託聴講生を受入れた大学院は、学年末に、委託聴講生の所属大学院に、「委託聴講生成績通

知書」を送付するものとする。
附　則（平成 29年 12月 26日改正第 187号）
　　　　この細則は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。

◎その他に関する申し合せ事項
1.　共通時間割の作成について
　　  資料を 2月中に幹事校および加盟各大学院に送付する。
2.　図書館の利用について
　　  委託聴講生を受け入れた大学院は、図書館の利用に関し、聴講生に便宜をはかるものとする。
3.　学生の研究発表について
　　  毎年幹事校において開催する。11月開催を原則とする。
4.　学生が主体となって行なう事務
　　 （1）学生名簿の作成
　　 （2）研究発表会の準備
　　 （3）研究発表会のプログラム作成
　　 （4）研究発表会のレジュメ（必要に応じて）
　　 （5）研究発表会の司会
5.　委託聴講生の出願期間について
　　  委託聴講生の出願期間は各校の履修登録期間に準拠するものとし、原則として 2週間程度確保する。
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東北学院大学大学院法学研究科と北海学園大学大学院法学研究科との
単位互換に関する協定書

　東北学院大学大学院法学研究科と北海学園大学大学院法学研究科との間において、両研究科の大学院
学生が、相互に相手研究科の授業科目を履修し、単位を修得することを認めることとし、次の事項につ
いて協定する。
1　聴講の許可
　  　両研究科は ､ 相互に相手研究科の学生が自研究科の授業科目を履修し、単位の修得を希望するとき
は、所定の手続きを経てその聴講を許可するものとする。

 2 　授業科目
　  　聴講を許可する授業科目は、当該年度の開講科目のうち、聴講学生が指導教授の了承を得て、研究
科長が承認し、かつ相手研究科委員会が承認したものとする。

 3 　単位数
　  　修得単位数は、各履修者において 10単位を超えないものとする。
 4 　身分
　  　東北学院大学大学院法学研究科は、北海学園大学大学院法学研究科の学生を特別委託聴講学生とし
て、北海学園大学大学院法学研究科は、東北学院大学大学院法学研究科の学生を特別聴講学生とし
て、それぞれ受入れるものとする。

 5 　受入れ人数
　　各年度 5名以内とする。
 6 　受入れの手続き
　　各年度のはじめに、募集要項により通知するものとする。
 7 　成績の通知及び単位の認定
　  　両研究科は、特別委託聴講学生または特別聴講学生が聴講した授業科目の単位及び成績について、
当該年度末に相手研究科に報告し、修得単位の認定は、当該学生の在籍する研究科において行うもの
とする。

 8 　検定料、入学料及び受講料等
　  　特別委託聴講学生または特別聴講学生に係る検定料、入学料及び受講料等は、相互の研究科におい
て不徴収とする。

 9 　事務処理等
　　この協定の実施について必要な事項は、両研究科の協議により処理するものとする。
10　協定の有効期間
　  　この協定の有効期間は、平成 29年 4月 1日から 5年間とし、両研究科の相互の承認により、更新
又は変更することができるものとする。

11　雑則
　  　この協定書の締結により、「東北学院大学大学院法学研究科と北海学園大学大学院法学研究科との
単位互換に関する協定書（平成 24年 4月 1日から 5年間有効の締結）」は、その効力を失うものとす
る。
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　　3.　幹事校の選出は輪番制を原則とし、副幹事校は次年度の正幹事校になるものとする。
第 5条　  「大学院委託聴講生に関する協定書」の趣旨に賛同し、本協議会に加盟を希望する大学は、幹

事校にその意思を通知し、総会の承認を得なければならない。
　　　　加盟の承認は総会出席者の 3分の 2以上の賛成を必要とする。
　　2.　  本協議会を脱退する場合は、幹事校にその旨を申し出、幹事校は総会において報告するものと

する。
第 6条　本協議会の運営費は、加盟各大学より拠出する分担金をもってこれにあてる。
第 7条　本協議会の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わるものとする。
第 8条　本規約の改廃は、総会出席者の 3分の 2以上の同意を必要とする。
附　則　本規約は昭和 48年 5月 12日より施行する。
附　則（平成 21年 4月 1日改正）
　　　　本規約は、平成 21年 4月 1日から施行する。
附　則（平成 29年 12月 26日改正第 187号）
　　　　この規約は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。

◎大学院英文学専攻課程協議会委託聴講に関する細則
第 1条 　加盟大学の大学院英文学専攻課程（英米文学専攻課程若しくは英語英文学専攻課程を含む）に

在学する学生は、必要単位の一部を他の加盟大学の大学院において修得することができる。
　　2.　他大学の大学院において修得できる単位の数は、所属大学院の定めるところによる。
第 2条 　第 1条により単位修得の目的で他大学大学院の授業を聴講しようとする学生は、所定の用紙に

より願い出て、所属大学院の承認と、聴講を希望する他大学院の許可を得なければならない。
　　2.　単位修得を目的としない聴講も右に準ずる。
第 3条 　委託聴講の願いが受理されたならば、学生は聴講先の大学院に対し、聴講料を納入しなければ

ならない。
　　2.　聴講料は 1科目（通年）金 2,000円（1学期のみの場合は金 1,000円）とする。
第 4条　委託聴講生の出願期間は原則として 4月 30日までとする。
第 5条 　委託聴講生を受入れた大学院は、学年末に、委託聴講生の所属大学院に、「委託聴講生成績通

知書」を送付するものとする。
附　則（平成 29年 12月 26日改正第 187号）
　　　　この細則は、平成 29（2017）年 12月 26日から施行する。

◎その他に関する申し合せ事項
1.　共通時間割の作成について
　　  資料を 2月中に幹事校および加盟各大学院に送付する。
2.　図書館の利用について
　　  委託聴講生を受け入れた大学院は、図書館の利用に関し、聴講生に便宜をはかるものとする。
3.　学生の研究発表について
　　  毎年幹事校において開催する。11月開催を原則とする。
4.　学生が主体となって行なう事務
　　 （1）学生名簿の作成
　　 （2）研究発表会の準備
　　 （3）研究発表会のプログラム作成
　　 （4）研究発表会のレジュメ（必要に応じて）
　　 （5）研究発表会の司会
5.　委託聴講生の出願期間について
　　  委託聴講生の出願期間は各校の履修登録期間に準拠するものとし、原則として 2週間程度確保する。
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東北学院大学大学院学生納付金等納入に　　　　
関する規程 平成 3年 4月 1日制定第 1号

改正　平成 12年 4 月 1 日 
　　　平成 13年 4 月 1 日　
　　　平成 14年 4 月 1 日　
　　　平成 16年 4 月 1 日　
　　　平成 19年 3 月 1 日　
　　　平成 23年 2 月 16日　
　　　平成 25年 2 月 20日　
　　　平成 28年 2 月 17日改正第 28号　
　　　平成 29年 10月 11日改正第 118号　
　　　平成 30年 10月 10日改正第 78号　
　　　令和 3 年 7 月 7 日改正第 120号　

　（趣旨）
第１条　東北学院大学（以下「本学」という。）大学院学生納付金等の納入に関しては、東北学院大学
大学院学則（以下「学則」という。）に定めるほか、この規程の定めるところによる。

（学生納付金）
第２条　この規程において学生納付金（以下「学納金」という。）とは、入学金、授業料、施設設備資
金、実験実習料及び教育充実費をいう。ただし、入学金は初年度のみ納入するものとする。

２　学納金の納入額は、この規程において特段の定めがない限り、学則別表３に定めるとおりとする。
３　大学院各研究科において、学則第７条第５項に規定する長期履修学生（以下「長期履修学生」とい
う。）となることを希望して許可された者の学納金の納入額は、学則別表３に定める入学金以外の学
納金の合計額に標準修業年限を乗じた額を履修期間の年数で除した額とする。ただし、除した額に
1,000円未満の端数が生じるときは、長期履修を許可された最初の年次の学納金の納入額に当該端数
額を加算する。

４　長期履修学生に対し履修期間の変更（短縮又は延長）が許可された場合の学納金の納入額は、学則
別表３に定める入学金以外の学納金の合計額に標準修業年限を乗じた額から既に納入した総額を差し
引いた額を、残りの履修期間の年数で除して得た額とする。ただし、除して得た額に 1,000円未満の
端数が生じるときは、履修期間の変更を許可された最初の年次の学納金の納入額に当該端数額を加算
する。

５　前２項の場合において、在学中に学納金の改定が行われた場合には、改正年度から新たな学納金を
適用する。

　（学納金の納入方法）
第３条　学納金の納入方法は、原則として銀行振込とする。
　（学納金の納入期限）
第４条　学納金は、学則第 42条第３項の規定により、２期に分けて納入し、その納入期限は、次のと
おりとする。ただし、納入期限日が銀行営業休業日の場合には、翌銀行営業日とする。

　　第１期（前期）５月 14日
　　第２期（後期）10月 15日
２　入学又は再入学を許可された者が入学手続を完了するためには、学納金を指定の期限日までに納入
しなければならない。

　（学納金延納の願い出の許可）
第５条　在学生がやむを得ない理由により前条第１項の納入期限までに学納金を納入できない場合に
は、延納を許可することがある。ただし、延納の願い出は、前条第１項の納入期限日までに行うもの
とする。
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２　延納を許可された者は、学納金を指定の期限日までに納入しなければならない。
　（督促状の送付及び除籍予告の通告）
第６条　学納金を納入期限日までに完納しない者に対しては、督促状を送付するとともに、再度指定し
た期限日までに納入しない場合には、学則第 31条の２の規定により除籍となる旨の通知を行う。
２　督促状により学納金を納入しようとする者は、学納金とともに、学納金督促・延滞手数料を納入し
なければならない。

３　学納金のみを納入し、学納金督促・延滞手数料の納入に応じない場合には、本学の各種証明書の発
行を留保する。

４　学納金督促・延滞手数料は、別表のとおりとする。
　（督促状の送付回数）
第７条　延納の願い出の手続をせずに、学納金を納入期限日までに完納しない者に対しては、前条第１
項の督促状を２回まで送付するものとする。

２　延納が許可された者で、延納期限日まで学納金を完納しない者に対しては、前条第１項の督促状を
１回送付するものとする。

　（学納金未納による除籍）
第８条　学納金納入の督促に応じず、再度指定の期限日までに学納金を完納しない者については、９月
及び２月の研究科委員会の議を経て学納金未納による除籍とし、これを本人及び保証人に通知する。
通知不能の場合は、その学生番号を学内に掲示する。

２　前項に該当する者のうち学則第 34条に規定された事項の対象者について、研究科委員会は、懲戒
処分が完了するまでの間、除籍の議を留保することができる。

３　学納金未納により除籍された者は、本学学生としての一切の資格を失う。
　（復籍の願い出）
第９条　前条第１項により除籍となった者が復籍を願い出る場合は、復籍願を提出するとともに、学納
金及び復籍料を納入しなければならない。

２　復籍料は、別表のとおりとする。
　（除籍年度内の復籍）
第10条　第８条第１項により除籍となった者が、当該除籍年度内に、前条第１項の手続を経て復籍を
願い出た場合には、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て復籍を許可することがある。

２　復籍を許可された者の除籍以前の在学期間は、所定の在学年数に算入する。
　（除籍翌年度の復籍）
第11条　第８条第１項により除籍となった者が、当該除籍年度を超えて、第９条第１項の手続を経て
復籍を願い出た場合は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経て、願い出た翌年度の４月１日に原
年次に復籍を許可することがある。

２　前項により復籍が許可された者（第２条第３項の適用を受ける者が前項に該当する場合を含む。）
の学納金は、復籍する年度の学則別表３の学納金とする。

　（休学者及び退学者の学納金）
第12条　休学を１年間（４月から翌年３月まで）許可された場合の学納金は、学則別表３の入学金相
当額とする。ただし、第４条の学納金の納入期限日までに休学願が提出されていることを要件とす
る。

２　第１学期又は第２学期の休学を許可された場合の学納金は、休学を許可された学期ごとに入学金相
当額の２分の１とする。ただし、第４条の学納金の納入期限日までに休学願が提出されていることを
要件とする。

３　長期履修学生の休学が許可された場合には、休学期間の学納金の納入を免除する。
４　新入生（当該年度の入学時学納金を納入し、かつ、所定の期日までに入学辞退届及び学納金返還願
を提出しなかった者をいう。以下同じ。）の休学については、第１項から第３項までの規定にかかわ
らず、第１期の学納金を免除しない。

５　第４条の学納金の納入期限日後、学納金未納のまま休学を願い出た場合には、次項に該当する場合
を除き、休学願を受理しない。ただし、学納金を納入した場合には、その願い出を受理する。
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東北学院大学大学院学生納付金等納入に　　　　
関する規程 平成 3年 4月 1日制定第 1号

改正　平成 12年 4 月 1 日 
　　　平成 13年 4 月 1 日　
　　　平成 14年 4 月 1 日　
　　　平成 16年 4 月 1 日　
　　　平成 19年 3 月 1 日　
　　　平成 23年 2 月 16日　
　　　平成 25年 2 月 20日　
　　　平成 28年 2 月 17日改正第 28号　
　　　平成 29年 10月 11日改正第 118号　
　　　平成 30年 10月 10日改正第 78号　
　　　令和 3 年 7 月 7 日改正第 120号　

　（趣旨）
第１条　東北学院大学（以下「本学」という。）大学院学生納付金等の納入に関しては、東北学院大学
大学院学則（以下「学則」という。）に定めるほか、この規程の定めるところによる。

（学生納付金）
第２条　この規程において学生納付金（以下「学納金」という。）とは、入学金、授業料、施設設備資
金、実験実習料及び教育充実費をいう。ただし、入学金は初年度のみ納入するものとする。

２　学納金の納入額は、この規程において特段の定めがない限り、学則別表３に定めるとおりとする。
３　大学院各研究科において、学則第７条第５項に規定する長期履修学生（以下「長期履修学生」とい
う。）となることを希望して許可された者の学納金の納入額は、学則別表３に定める入学金以外の学
納金の合計額に標準修業年限を乗じた額を履修期間の年数で除した額とする。ただし、除した額に
1,000円未満の端数が生じるときは、長期履修を許可された最初の年次の学納金の納入額に当該端数
額を加算する。

４　長期履修学生に対し履修期間の変更（短縮又は延長）が許可された場合の学納金の納入額は、学則
別表３に定める入学金以外の学納金の合計額に標準修業年限を乗じた額から既に納入した総額を差し
引いた額を、残りの履修期間の年数で除して得た額とする。ただし、除して得た額に 1,000円未満の
端数が生じるときは、履修期間の変更を許可された最初の年次の学納金の納入額に当該端数額を加算
する。

５　前２項の場合において、在学中に学納金の改定が行われた場合には、改正年度から新たな学納金を
適用する。

　（学納金の納入方法）
第３条　学納金の納入方法は、原則として銀行振込とする。
　（学納金の納入期限）
第４条　学納金は、学則第 42条第３項の規定により、２期に分けて納入し、その納入期限は、次のと
おりとする。ただし、納入期限日が銀行営業休業日の場合には、翌銀行営業日とする。

　　第１期（前期）５月 14日
　　第２期（後期）10月 15日
２　入学又は再入学を許可された者が入学手続を完了するためには、学納金を指定の期限日までに納入
しなければならない。

　（学納金延納の願い出の許可）
第５条　在学生がやむを得ない理由により前条第１項の納入期限までに学納金を納入できない場合に
は、延納を許可することがある。ただし、延納の願い出は、前条第１項の納入期限日までに行うもの
とする。
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６　次の各号のいずれかに該当する者は、保証人（親権者）連署の学生納付金免除願を作成し、医師の
診断書を添付の上、学生課を通じて休学願とともに納付の免除を願い出ることができる。

（1）　結核性疾患又は脳神経系統疾患のため、医師から通学が困難であると診断された者
（2）　上記以外の疾病等による療養のため、医師から通学が困難であると診断された者
７　第１学期の学納金の納入期限後に納入された第１期の学納金は、返還しない。
８　第２学期の学納金の納入期限後に納入された第２期の学納金は、返還しない。
９　新入生の退学については、第１学期の学納金は返還しない。
10　第４条の学納金の納入期限日後、学納金未納のまま退学を願い出た場合には、学生死亡の場合を除
き、退学願を受理しない。ただし、学納金を納入した場合には、その願を受理する。

11　本条の各項の運用については、別に定める。
　（復学者の学納金）
第13条　休学者（１か年間、又は第２学期）で復学を許可された者の学納金は、学則別表３の学納金
とし、第１学期の休学者で復学を許可された者の学納金は、学則別表３の学納金より算出される第２
期の学納金とする。

２　第 15条の各項に該当する者が休学の後、復学する場合の学納金は、第 15条の各項において規定さ
れた学納金とし、本条第１項を準用する。

　（再入学者の学納金）
第14条　退学者で試験を免じられ、再入学を許可された者の学納金は、再入学する年度の学則別表３
の学納金とし、入学金は徴収しない。

２　退学者で試験の上再入学を許可された者の学納金は、再入学する年度の学則別表３の学納金とし、
入学金は学則別表３の入学金の２分の１とする。

３　博士後期課程退学者の課程博士申請に伴う再入学に関する規程の適用を受けて再入学した者は、学
納金に替わり、別表の在学料（在籍料）を納入しなければならない。

４　第２条第３項及び第４項、第 13条第２項、第 15条第２項の学納金に関する特別の規定を適用され
ていた者が退学した後、再入学する場合においても、本条第１項又は第２項を適用する。

　（修業年限を超えた者の学納金）
第15条　博士課程前期課程及び修士課程において、２年を超えて在学する者の学納金は、学則別表３
の施設設備資金の２分の１とする。ただし、これに該当する者が休学を許可された場合には、休学期
間の学納金の納入を免除する。

２　博士課程後期課程において３年を超えて在学する者の学納金は、学則別表３の施設設備資金の２分
の１とする。ただし、これに該当する者が休学を許可された場合には、休学期間の学納金の納入を免
除する。

　（外国人留学生の学納金）
第16条　外国人留学生の学納金は、学則別表３の学納金とする。
２　私費外国人留学生に対しては、東北学院大学私費外国人留学生授業料減免規程に基づき、授業料の
減免を行うことができるものとする。

　（交換留学生等の学納金）
第17条　協定校からの受け入れる交換留学生の学納金その他の納付金は、協定書等において定めると
ころによる。

２　海外の大学に交換留学又は認定留学する学生の学納金は、学則別表３の学納金とし、東北学院大学
海外留学生奨学金規程に基づき、奨学金を給付することができるものとする。

　（科目等履修生の納付金）
第18条　科目等履修生の納付金（入学金及び聴講料）は、別表のとおりとする。
２　科目等履修生は、納付金を指定の期限日までに納入しなければならない。
３　科目等履修生を志願する者は、別表の検定料を納入しなければならない。
　（委託聴講学生の納付金）
第19条　委託聴講生の納付金（聴講料）は、協定校間の協議で定めるところによる。
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　（研究生の納付金）
第20条　研究生の納付金（研究料）は、別表のとおりとする。
２　研究生は、納付金を所定の期限日までに納入しなければならない。
３　研究生の納付金の納入方法等については、第３条から第 10条第１項まで及び第 22条の規定を準用
する。

　（実習費、証明書発行手数料等）
第21条　実習費（教育実習費、介護実習費、博物館実習費等）、証明書発行手数料等については、証明
書自動発行機により納付するものとする。

２　実習費、証明書発行手数料等については、その主管部署において定めるところによる。
　（納入済み学納金等の取扱い）
第22条　既に納入された学納金等は、別に定める場合を除き、いかなる理由があっても返還しない。
　（事務）
第23条　この規程に関する事務は、財務部財務課において処理する。
　（改廃）
第24条　この規程の改廃は、東北学院大学財政専門委員会及び学校法人東北学院財務会議の議を経て
学長が行い、理事会の承認を得るものとする。

　　　附　則　
　この規程は、平成３年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 12年４月１日）
　この規程は、平成 12(2000)年４月１日より施行する。
　　　附　則（平成 13年４月１日）
　この規程は、平成 13(2001)年４月１日より施行する。
　　　附　則（平成 14年４月１日）
　この規程は、平成 14(2002)年４月１日より施行する。
　　　附　則（平成 16年４月１日）
　この規程は、平成 16(2004)年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 19年３月１日）
　この規程は、平成 19(2007)年３月１日から施行する。
　　　附　則（平成 23年２月 16日）
　この規程は、平成 23(2011)年２月 16日から施行する。
　　　附　則（平成 25年２月 20日）
　この規程は、平成 25(2013)年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 28年２月 17日改正第 28号）
　この規程は、平成 28(2016)年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 29年 10月 11日改正第 118号）
　この規程は、平成 30(2018)年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 30年 10月 10日改正第 78号）
　この規程は、2019（平成 31）年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和３年７月７日改正第 120号）
　この規程は、2022年４月１日から施行する。
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６　次の各号のいずれかに該当する者は、保証人（親権者）連署の学生納付金免除願を作成し、医師の
診断書を添付の上、学生課を通じて休学願とともに納付の免除を願い出ることができる。

（1）　結核性疾患又は脳神経系統疾患のため、医師から通学が困難であると診断された者
（2）　上記以外の疾病等による療養のため、医師から通学が困難であると診断された者
７　第１学期の学納金の納入期限後に納入された第１期の学納金は、返還しない。
８　第２学期の学納金の納入期限後に納入された第２期の学納金は、返還しない。
９　新入生の退学については、第１学期の学納金は返還しない。
10　第４条の学納金の納入期限日後、学納金未納のまま退学を願い出た場合には、学生死亡の場合を除
き、退学願を受理しない。ただし、学納金を納入した場合には、その願を受理する。

11　本条の各項の運用については、別に定める。
　（復学者の学納金）
第13条　休学者（１か年間、又は第２学期）で復学を許可された者の学納金は、学則別表３の学納金
とし、第１学期の休学者で復学を許可された者の学納金は、学則別表３の学納金より算出される第２
期の学納金とする。

２　第 15条の各項に該当する者が休学の後、復学する場合の学納金は、第 15条の各項において規定さ
れた学納金とし、本条第１項を準用する。

　（再入学者の学納金）
第14条　退学者で試験を免じられ、再入学を許可された者の学納金は、再入学する年度の学則別表３
の学納金とし、入学金は徴収しない。

２　退学者で試験の上再入学を許可された者の学納金は、再入学する年度の学則別表３の学納金とし、
入学金は学則別表３の入学金の２分の１とする。

３　博士後期課程退学者の課程博士申請に伴う再入学に関する規程の適用を受けて再入学した者は、学
納金に替わり、別表の在学料（在籍料）を納入しなければならない。

４　第２条第３項及び第４項、第 13条第２項、第 15条第２項の学納金に関する特別の規定を適用され
ていた者が退学した後、再入学する場合においても、本条第１項又は第２項を適用する。

　（修業年限を超えた者の学納金）
第15条　博士課程前期課程及び修士課程において、２年を超えて在学する者の学納金は、学則別表３
の施設設備資金の２分の１とする。ただし、これに該当する者が休学を許可された場合には、休学期
間の学納金の納入を免除する。

２　博士課程後期課程において３年を超えて在学する者の学納金は、学則別表３の施設設備資金の２分
の１とする。ただし、これに該当する者が休学を許可された場合には、休学期間の学納金の納入を免
除する。

　（外国人留学生の学納金）
第16条　外国人留学生の学納金は、学則別表３の学納金とする。
２　私費外国人留学生に対しては、東北学院大学私費外国人留学生授業料減免規程に基づき、授業料の
減免を行うことができるものとする。

　（交換留学生等の学納金）
第17条　協定校からの受け入れる交換留学生の学納金その他の納付金は、協定書等において定めると
ころによる。

２　海外の大学に交換留学又は認定留学する学生の学納金は、学則別表３の学納金とし、東北学院大学
海外留学生奨学金規程に基づき、奨学金を給付することができるものとする。

　（科目等履修生の納付金）
第18条　科目等履修生の納付金（入学金及び聴講料）は、別表のとおりとする。
２　科目等履修生は、納付金を指定の期限日までに納入しなければならない。
３　科目等履修生を志願する者は、別表の検定料を納入しなければならない。
　（委託聴講学生の納付金）
第19条　委託聴講生の納付金（聴講料）は、協定校間の協議で定めるところによる。

－42－

戻る

- 43 -



別表（第 6条第 4項、第 9条第 2項、第 14条第 3項、第 18条第 1項・第 3項、第 20条第 1項関係）

1　学納金督促・延滞手数料
　　第 1回目の督促による納入　4,000円
　　第 2回目の督促による納入　8,000円
2　復籍料
　　除籍年度内の復籍：　大学院入学金の 10分の 1（1,000円未満四捨五入）
　　当該除籍年度を超えた復籍：　大学院入学金の 2分の 1
　　入学金は、学則別表第 3に規定する当該年度の入学金である。以下同じ。
3　在学料（在籍料）
　　学位審査料（学位規程第 7条第 1項）の 2分の 1
4　科目等履修生入学金
　　大学院入学金の４分の１（1,000円未満四捨五入）
　 　ただし、本学大学院を修了した者並びに前年度に引き続き継続して科目等履修生となる者か
らは、科目等履修生入学金は徴収しない。

5　科目等履修生聴講料
　　 1単位当り、各研究科の授業料の 30分の 1（1,000円未満四捨五入）
　　なお、施設設備資金及び教育充実費は、徴収しない。
6　科目等履修生検定料
　　大学院入学検定料の 2分の 1（1,000円未満四捨五入）
7　研究料
　　各研究科の授業料の 3分の 1
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文 学 研 究 科

経 済 学 研 究 科

経 営 学 研 究 科

法 学 研 究 科
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文 学 研 究 科

経 済 学 研 究 科

経 営 学 研 究 科

法 学 研 究 科

〈カリキュラムマップの見方〉

　カリキュラムマップは、開講されている各科目が学位授与の方針（ディプロマポリシー）のいずれを
達成する目的で設置されているかを示す表です。表の左から「科目ナンバリング」、「科目名」、「学位授
与の方針の各項目」の順に並んでおり、学位授与の方針の項目についている◎は「その科目がその方針
の達成を最も重視していること」を表し、○は「その科目がその方針の達成を重視していること」を表
しています。

〈科目ナンバリングの見方〉

　科目ナンバリングとは、その科目の性格を端的に示す記号で、以下のような情報から成っています。

－51－

EN 100－ 01－5R－1

専攻記号
文学研究科
　EN　英語英文学専攻
　AS　アジア文化史専攻
　EU　ヨーロッパ文化史専攻
経済学研究科
　EC　経済学専攻
経営学研究科
　BU　経営学専攻
法学研究科
　LA　法律学専攻
工学研究科
　ME　機械工学専攻
　EI　電気工学専攻
　EE　電子工学専攻
　CE　環境建設工学専攻
人間情報学研究科
　HU　人間情報学専攻

科目区分
科目分類に従い、順に
大分類、中分類、小分類

中分類または小分類がない
場合は 0。

必修選択の区分
R　必修科目
C　選択必修科目
E　選択科目

分類内での

科目番号

難易度
1　基礎
2　中級
3　上級

開講学年
5　修士 1年
6　修士 2年
7　博士 1年
8　博士 2年
9　博士 3年
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◎文学研究科英語英文学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
英語英文学に関す
る幅広い視野、基
本的な知識及び思
考力を有する

英語英文学に関す
る研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

英語英文学に関する学
術研究の遂行および成
果の公表にむけて、研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する

EN100-01-5C-1 Thesis Writing Ⅰ ○ ◎
EN100-02-5C-1 Thesis Writing Ⅱ ○ ◎
EN100-03-5C-1 Research Presentation Ⅰ ○ ◎
EN100-04-5C-1 Research Presentation Ⅱ ○ ◎
EN210-01-5C-2 中世英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-02-5C-2 中世英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-03-6C-3 中世英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-04-6C-3 中世英文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-05-5C-2 近世英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-06-5C-2 近世英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-07-6C-3 近世英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-08-6C-3 近世英文学演習 IV ◎ ○
EN210-09-5C-2 近代英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-10-5C-2 近代英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-11-6C-3 近代英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-12-6C-3 近代英文学演習 IV ◎ ○
EN210-13-5C-2 近代米文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-14-5C-2 近代米文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-15-6C-3 近代米文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-16-6C-3 近代米文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-17-5C-2 現代英米文学演習Ⅰ ◎ ○
EN210-18-5C-2 現代英米文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-19-6C-3 現代英米文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-20-6C-3 現代英米文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-21-5C-2 英米詩研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-22-5C-2 英米詩研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-23-6C-3 英米詩研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-24-6C-3 英米詩研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-25-5C-2 英米小説研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-26-5C-2 英米小説研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-27-6C-3 英米小説研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-28-6C-3 英米小説研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-29-5C-2 英米演劇研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-30-5C-2 英米演劇研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-31-6C-3 英米演劇研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-32-6C-3 英米演劇研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-33-5C-2 英米文学特殊講義Ⅰ ○ ◎
EN210-34-5C-2 英米文学特殊講義Ⅱ ○ ◎
EN220-01-5C-2 英語学演習Ⅰ ◎ ○
EN220-02-5C-2 英語学演習Ⅱ ◎ ○
EN220-03-6C-3 英語学演習Ⅲ ◎ ○
EN220-04-6C-3 英語学演習Ⅳ ◎ ○
EN220-05-5C-2 言語学演習Ⅰ ◎ ○
EN220-06-5C-2 言語学演習Ⅱ ◎ ○
EN220-07-6C-3 言語学演習Ⅲ ◎ ○
EN220-08-6C-3 言語学演習Ⅳ ◎ ○
EN220-09-5C-2 文法論演習Ⅰ ◎ ○
EN220-10-5C-2 文法論演習Ⅱ ◎ ○
EN220-11-6C-3 文法論演習Ⅲ ◎ ○
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
英語英文学に関す
る幅広い視野、基
本的な知識及び思
考力を有する

英語英文学に関す
る研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

英語英文学に関する学
術研究の遂行および成
果の公表にむけて、研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する

EN220-12-6C-3 文法論演習 IV ◎ ○
EN220-13-5C-2 統語論研究Ⅰ ◎ ○
EN220-14-5C-2 統語論研究Ⅱ ◎ ○
EN220-15-6C-3 統語論研究Ⅲ ◎ ○
EN220-16-6C-3 統語論研究Ⅳ ◎ ○
EN220-17-5C-2 音韻論研究Ⅰ ◎ ○
EN220-18-5C-2 音韻論研究Ⅱ ◎ ○
EN220-19-6C-3 音韻論研究Ⅲ ◎ ○
EN220-20-6C-3 音韻論研究Ⅳ ◎ ○
EN220-21-5C-2 英語学・言語学特殊講義Ⅰ ○ ◎
EN220-22-5C-2 英語学・言語学特殊講義Ⅱ ○ ◎
EN230-01-5C-2 英語教育学演習Ⅰ ◎ ○
EN230-02-5C-2 英語教育学演習Ⅱ ◎ ○
EN230-03-6C-3 英語教育学演習Ⅲ ◎ ○
EN230-04-6C-3 英語教育学演習Ⅳ ◎ ○
EN230-05-5C-2 応用言語学演習Ⅰ ◎ ○
EN230-06-5C-2 応用言語学演習Ⅱ ◎ ○
EN230-07-6C-3 応用言語学演習Ⅲ ◎ ○
EN230-08-6C-3 応用言語学演習Ⅳ ◎ ○
EN230-09-5C-2 英語教育学実践研究Ⅰ ◎ ○
EN230-10-5C-2 英語教育学実践研究Ⅱ ◎ ○
EN230-11-6C-3 英語教育学実践研究Ⅲ ◎ ○
EN230-12-6C-3 英語教育学実践研究 IV ◎ ○
EN230-13-5C-2 第二言語習得研究Ⅰ ◎ ○
EN230-14-5C-2 第二言語習得研究Ⅱ ◎ ○
EN230-15-6C-3 第二言語習得研究Ⅲ ◎ ○
EN230-16-6C-3 第二言語習得研究Ⅳ ◎ ○
EN230-17-5C-2 異文化間コミュニケーション研究Ⅰ ◎ ○
EN230-18-5C-2 異文化間コミュニケーション研究Ⅱ ◎ ○
EN230-19-6C-3 異文化間コミュニケーション研究Ⅲ ◎ ○
EN230-20-6C-3 異文化間コミュニケーション研究Ⅳ ◎ ○
EN230-21-5C-2 英語教育学・応用言語学特殊講義Ⅰ ○ ◎
EN230-22-5C-2 英語教育学・応用言語学特殊講義Ⅱ ○ ◎
EN300-01-6R-3 論文演習Ⅰ ○ ◎
EN300-02-6R-3 論文演習Ⅱ ○ ◎

◎文学研究科英語英文学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科　　目　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
英語英文学に関す
る幅広い視野、専
門的な知識及び思
考力を有する

英語英文学に関す
る研究課題につい
て、高度に専門的
で、学術的な価値
の高い知見を有す
る

英語英文学に関する学
術研究の継続的遂行及
び成果の公表にむけ
て、自立した研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する

EN400-01-7R-2 英語英文学演習Ⅰ ◎ ○
EN400-02-7R-2 英語英文学演習Ⅱ ◎ ○
EN400-03-8R-3 英語英文学演習Ⅲ ◎ ○
EN400-04-8R-3 英語英文学演習Ⅳ ◎ ○
EN500-01-9R-3 論文指導Ⅰ ○ ◎
EN500-02-9R-3 論文指導Ⅱ ○ ◎
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◎文学研究科英語英文学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
英語英文学に関す
る幅広い視野、基
本的な知識及び思
考力を有する

英語英文学に関す
る研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

英語英文学に関する学
術研究の遂行および成
果の公表にむけて、研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する

EN100-01-5C-1 Thesis Writing Ⅰ ○ ◎
EN100-02-5C-1 Thesis Writing Ⅱ ○ ◎
EN100-03-5C-1 Research Presentation Ⅰ ○ ◎
EN100-04-5C-1 Research Presentation Ⅱ ○ ◎
EN210-01-5C-2 中世英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-02-5C-2 中世英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-03-6C-3 中世英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-04-6C-3 中世英文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-05-5C-2 近世英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-06-5C-2 近世英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-07-6C-3 近世英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-08-6C-3 近世英文学演習 IV ◎ ○
EN210-09-5C-2 近代英文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-10-5C-2 近代英文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-11-6C-3 近代英文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-12-6C-3 近代英文学演習 IV ◎ ○
EN210-13-5C-2 近代米文学演習Ⅰ  ◎ ○
EN210-14-5C-2 近代米文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-15-6C-3 近代米文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-16-6C-3 近代米文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-17-5C-2 現代英米文学演習Ⅰ ◎ ○
EN210-18-5C-2 現代英米文学演習Ⅱ  ◎ ○
EN210-19-6C-3 現代英米文学演習Ⅲ  ◎ ○
EN210-20-6C-3 現代英米文学演習Ⅳ  ◎ ○
EN210-21-5C-2 英米詩研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-22-5C-2 英米詩研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-23-6C-3 英米詩研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-24-6C-3 英米詩研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-25-5C-2 英米小説研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-26-5C-2 英米小説研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-27-6C-3 英米小説研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-28-6C-3 英米小説研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-29-5C-2 英米演劇研究Ⅰ  ◎ ○
EN210-30-5C-2 英米演劇研究Ⅱ  ◎ ○
EN210-31-6C-3 英米演劇研究Ⅲ  ◎ ○
EN210-32-6C-3 英米演劇研究Ⅳ  ◎ ○
EN210-33-5C-2 英米文学特殊講義Ⅰ ○ ◎
EN210-34-5C-2 英米文学特殊講義Ⅱ ○ ◎
EN220-01-5C-2 英語学演習Ⅰ ◎ ○
EN220-02-5C-2 英語学演習Ⅱ ◎ ○
EN220-03-6C-3 英語学演習Ⅲ ◎ ○
EN220-04-6C-3 英語学演習Ⅳ ◎ ○
EN220-05-5C-2 言語学演習Ⅰ ◎ ○
EN220-06-5C-2 言語学演習Ⅱ ◎ ○
EN220-07-6C-3 言語学演習Ⅲ ◎ ○
EN220-08-6C-3 言語学演習Ⅳ ◎ ○
EN220-09-5C-2 文法論演習Ⅰ ◎ ○
EN220-10-5C-2 文法論演習Ⅱ ◎ ○
EN220-11-6C-3 文法論演習Ⅲ ◎ ○
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区　分 科　目　名
単　　　位

担　当　者　名1　年 2　年
単位 開講期 単位 開講期

英
語
学
・
言
語
学

文法論演習 I 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 II 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 III 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 IV 2 半期 講師　北原　久嗣
統語論研究 I 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 II 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 III 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 IV 2 半期 教授　豊島　孝之
音韻論研究 I 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 II 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 III 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 IV 2 半期 教授　那須川　訓也

専
門
科
目

英語学・言語学特殊講義 I 2 半期 准教授　大沼　仁美
英語学・言語学特殊講義 II 2 半期 教授　豊島　孝之
英語教育学演習 I 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 II 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 III 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 IV 2 半期 教授　村野井　仁
応用言語学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
応用言語学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）

英
語
教
育
学
・
応
用
言
語
学

応用言語学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
応用言語学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
英語教育学実践研究 I 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 II 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 III 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 IV 2 半期 教授　村野井　仁
第二言語習得研究 I 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 II 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 III 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 IV 2 半期 講師　白畑　知彦
異文化間コミュニケーション研究 I 2 半期 教授　 ロング，クリストファー
異文化間コミュニケーション研究 II 2 半期 　　　（本年度休講）
異文化間コミュニケーション研究 III 2 半期 教授　 ロング，クリストファー
異文化間コミュニケーション研究 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
英語教育学・応用言語学特殊講義 I 2 半期 講師　渡部　良典
英語教育学・応用言語学特殊講義 II 2 半期 　　　（本年度休講）

論文演習 論文演習 I 2 半期 教授　植松　靖夫
論文演習 II 2 半期 教授　植松　靖夫

履修方法
　2年以上在学して、授業科目について 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修
士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　基礎科目は 4単位以上を修得しなければならない。
　論文演習は 4単位を修得しなければならない。
　なお、研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認があれば、委託聴講生として他大学の大学院
の授業科目の中から選択履修することができるものとし、10単位を限度に課程修了に必要な単位とし
て認める。
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◎文学研究科英語英文学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

区　分 科　目　名
単　　　位

担　当　者　名1　年 2　年
単位 開講期 単位 開講期

基礎科目

Thesis Writing I 2 半期 教授　吉村　富美子
Thesis Writing II 2 半期 教授　吉村　富美子
Research Presentation I 2 半期 　　　（本年度休講）
Research Presentation II 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）

専
門
科
目

英
米
文
学

近代米文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
現代英米文学演習 I 2 半期 講師　後藤　和彦
現代英米文学演習 II 2 半期 講師　諏訪部　浩一
現代英米文学演習 III 2 半期 講師　後藤　和彦
現代英米文学演習 IV 2 半期 講師　諏訪部　浩一
英米詩研究 I 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 II 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 III 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 IV 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米小説研究 I 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 II 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 III 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 IV 2 半期 教授　植松　靖夫
英米演劇研究 I 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 II 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 III 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 IV 2 半期 教授　福士　航
英米文学特殊講義 I 2 半期 　　　（本年度休講）
英米文学特殊講義 II 2 半期 　　　（本年度休講）
英語学演習 I 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 II 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 III 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 IV 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
言語学演習 I 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 II 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 III 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 IV 2 半期 教授　大石　正幸
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区　分 科　目　名
単　　　位

担　当　者　名1　年 2　年
単位 開講期 単位 開講期

英
語
学
・
言
語
学

文法論演習 I 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 II 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 III 2 半期 講師　北原　久嗣
文法論演習 IV 2 半期 講師　北原　久嗣
統語論研究 I 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 II 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 III 2 半期 教授　豊島　孝之
統語論研究 IV 2 半期 教授　豊島　孝之
音韻論研究 I 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 II 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 III 2 半期 教授　那須川　訓也
音韻論研究 IV 2 半期 教授　那須川　訓也

専
門
科
目

英語学・言語学特殊講義 I 2 半期 准教授　大沼　仁美
英語学・言語学特殊講義 II 2 半期 教授　豊島　孝之
英語教育学演習 I 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 II 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 III 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学演習 IV 2 半期 教授　村野井　仁
応用言語学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
応用言語学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）

英
語
教
育
学
・
応
用
言
語
学

応用言語学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
応用言語学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
英語教育学実践研究 I 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 II 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 III 2 半期 教授　村野井　仁
英語教育学実践研究 IV 2 半期 教授　村野井　仁
第二言語習得研究 I 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 II 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 III 2 半期 講師　白畑　知彦
第二言語習得研究 IV 2 半期 講師　白畑　知彦
異文化間コミュニケーション研究 I 2 半期 教授　 ロング，クリストファー
異文化間コミュニケーション研究 II 2 半期 　　　（本年度休講）
異文化間コミュニケーション研究 III 2 半期 教授　 ロング，クリストファー
異文化間コミュニケーション研究 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
英語教育学・応用言語学特殊講義 I 2 半期 講師　渡部　良典
英語教育学・応用言語学特殊講義 II 2 半期 　　　（本年度休講）

論文演習 論文演習 I 2 半期 教授　植松　靖夫
論文演習 II 2 半期 教授　植松　靖夫

履修方法
　2年以上在学して、授業科目について 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修
士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　基礎科目は 4単位以上を修得しなければならない。
　論文演習は 4単位を修得しなければならない。
　なお、研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認があれば、委託聴講生として他大学の大学院
の授業科目の中から選択履修することができるものとし、10単位を限度に課程修了に必要な単位とし
て認める。
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◎文学研究科英語英文学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

区　分 科　目　名
単　　　位

担　当　者　名1　年 2　年
単位 開講期 単位 開講期

基礎科目

Thesis Writing I 2 半期 教授　吉村　富美子
Thesis Writing II 2 半期 教授　吉村　富美子
Research Presentation I 2 半期 　　　（本年度休講）
Research Presentation II 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
中世英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
近世英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）
近代英文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 I 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 II 2 半期 　　　（本年度休講）
近代米文学演習 III 2 半期 　　　（本年度休講）

専
門
科
目

英
米
文
学

近代米文学演習 IV 2 半期 　　　（本年度休講）
現代英米文学演習 I 2 半期 講師　後藤　和彦
現代英米文学演習 II 2 半期 講師　諏訪部　浩一
現代英米文学演習 III 2 半期 講師　後藤　和彦
現代英米文学演習 IV 2 半期 講師　諏訪部　浩一
英米詩研究 I 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 II 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 III 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米詩研究 IV 2 半期 教授　石橋　敬太郎
英米小説研究 I 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 II 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 III 2 半期 教授　植松　靖夫
英米小説研究 IV 2 半期 教授　植松　靖夫
英米演劇研究 I 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 II 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 III 2 半期 教授　福士　航
英米演劇研究 IV 2 半期 教授　福士　航
英米文学特殊講義 I 2 半期 　　　（本年度休講）
英米文学特殊講義 II 2 半期 　　　（本年度休講）
英語学演習 I 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 II 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 III 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
英語学演習 IV 2 半期 教授　 バックレイ，フィリップ
言語学演習 I 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 II 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 III 2 半期 教授　大石　正幸
言語学演習 IV 2 半期 教授　大石　正幸
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（本年度休講）

豊島　孝之
豊島　孝之

（本年度休講）
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英語英文学専攻の博士課程前期課程における研究指導計画と学位論文審査基準・体制

1．博士課程前期課程における研究指導計画
　  　必修の「論文演習」では学位論文の完成を目指して、2年次の前期と後期に指導教員を中心とした
指導を行う。修士論文の完成に向けては、指導教員（論文審査で主査となる）以外に、1名の論文審
査で副査に予定されている教員も修士論文の作成に係る指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科ガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教員を決定す

る。
　　　  　各大学院生は当該指導教員が担当する「演習 I」「演習 II」または「研究 I」「研究 II」を履修し、

その助言を受けて研究テーマに適合する履修科目を決定し、履修登録する。
　　 　  　「演習 I」「演習 II」または「研究 I」「研究 II」では各大学院生の学位論文の作成に必要な基礎

的記述や視点を学び、個別の研究テーマの明確化作業を一年間通じて行う。
　 9月  　各大学院生は個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を受

ける。
  12月  　修士論文の論文題目を仮決定し、指導教員に報告する。
【 2年次】
　 4月  　1年次に引き続き指導教員が担当する「演習 III」「演習 IV」または「研究 III」「研究 IV」を履

修し、その助言を受けて 2年次の履修科目を決定する。
　　　  　修士論文の概要を指導教員に提出する。指導教員はその内容に関連する分野の教員と協議の

上、論文作成について指導と助言を行う。
　　　  　各大学院生は指定された日時に「修士論文題目届」を提出する。この段階で修士論文の主査１

名（指導教員）と副査 1名が決定される。
  10月　各大学院生は修士論文の進展状況について指導教員に報告し、確認を受ける。
　 1月　修士論文の提出
　 2月  　論文査読ならびに口述試験を含む最終試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結

果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

2．学位（修士）論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえたうえでの研究課題であること。
　　③研究資料の蒐集 ･分析・解釈が的確であること。
　　④独自の知見や発想、斬新な着眼点を示す研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、各大学院生が 2年次当初に修士論文の審査のための論文審査委員（主査 1名、副査

1名）が選任されており、論文査読ならびに口述試験を含む最終試験が実施された後に、その結果
は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科
委員会に諮られ、修士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）を授与することになる。
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◎文学研究科英語英文学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位

英語英文学演習Ⅰ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

英語英文学演習Ⅰ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅰ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅱ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

英語英文学演習Ⅱ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅱ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅲ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

英語英文学演習Ⅲ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅲ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅳ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

英語英文学演習Ⅳ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

英語英文学演習Ⅳ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅰ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅰ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅰ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅱ（英米文学）　 英米文学分野から主指導教員 1名と副指導
教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅱ（英語学・言語学）　 英語学・言語学分野から主指導教員 1名と
副指導教員 1名 2

論 文 指 導 Ⅱ（英語教育学・応用言語学）　 英語教育学・応用言語学分野から主指導教
員 1名と副指導教員 1名 2

1．履修指導・研究指導の方法
　（1） 　原則として、主指導教員 1名および副指導教員 1名の計 2名が具体的指導に当たる。分野別の

指導教員は以下の通り。

英米文学分野 教　授 植松　靖夫

教　授 石橋敬太郎

教　授 福士　　航

英語学・言語学分野 教　授 大石　正幸

教　授 豊島　孝之

教　授 那須川訓也

教　授 バックレイ，フィリップ

英語教育学・応用言語学分野 教　授 村野井　仁

教　授 ロング，クリストファー

教　授 吉村富美子
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英語英文学専攻の博士課程前期課程における研究指導計画と学位論文審査基準・体制

1．博士課程前期課程における研究指導計画
　  　必修の「論文演習」では学位論文の完成を目指して、2年次の前期と後期に指導教員を中心とした
指導を行う。修士論文の完成に向けては、指導教員（論文審査で主査となる）以外に、1名の論文審
査で副査に予定されている教員も修士論文の作成に係る指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科ガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教員を決定す

る。
　　　  　各大学院生は当該指導教員が担当する「演習 I」「演習 II」または「研究 I」「研究 II」を履修し、

その助言を受けて研究テーマに適合する履修科目を決定し、履修登録する。
　　 　  　「演習 I」「演習 II」または「研究 I」「研究 II」では各大学院生の学位論文の作成に必要な基礎

的記述や視点を学び、個別の研究テーマの明確化作業を一年間通じて行う。
　 9月  　各大学院生は個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を受

ける。
  12月  　修士論文の論文題目を仮決定し、指導教員に報告する。
【 2年次】
　 4月  　1年次に引き続き指導教員が担当する「演習 III」「演習 IV」または「研究 III」「研究 IV」を履

修し、その助言を受けて 2年次の履修科目を決定する。
　　　  　修士論文の概要を指導教員に提出する。指導教員はその内容に関連する分野の教員と協議の

上、論文作成について指導と助言を行う。
　　　  　各大学院生は指定された日時に「修士論文題目届」を提出する。この段階で修士論文の主査１

名（指導教員）と副査 1名が決定される。
  10月　各大学院生は修士論文の進展状況について指導教員に報告し、確認を受ける。
　 1月　修士論文の提出
　 2月  　論文査読ならびに口述試験を含む最終試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結

果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

2．学位（修士）論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえたうえでの研究課題であること。
　　③研究資料の蒐集 ･分析・解釈が的確であること。
　　④独自の知見や発想、斬新な着眼点を示す研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、各大学院生が 2年次当初に修士論文の審査のための論文審査委員（主査 1名、副査

1名）が選任されており、論文査読ならびに口述試験を含む最終試験が実施された後に、その結果
は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科
委員会に諮られ、修士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）を授与することになる。
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英米文学分野 教　授
教　授
教　授

植松　靖夫
石橋敬太郎
福士　　航

英語学・言語学分野 教　授
教　授
教　授
教　授

大石　正幸
豊島　孝之
那須川訓也
バックレイ，フィリップ

英語教育学・応用言語学分野 教　授
教　授

村野井　仁
吉村富美子
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　（2） 　博士後期課程を修了する標準的条件は、3年以上在学して12単位（演習8単位、論文指導4単位）
以上を修得し、研究指導を受けて博士論文を提出し、論文審査および最終試験に合格することと
する。
　ただし、特に優れた研究成果をあげたものについては、在学期間を短縮して修了できるように
する場合がある。

　（3） 　博士後期課程の学生は既に修士論文を作成した経験を持っているのが普通であり、入・進学の
時点である程度まで研究テーマが絞られている。そのテーマを真に意味のあるものに鍛え上げ、
確実な成果を上げうるように以下のような演習、論文指導を行う。

英語英文学演習 I・II
（ 1年次）

　主指導教員および副指導教員との共同指導体制を採る。
具体的には、あらかじめ提出されている「研究計画書」を
もとに、当該研究に関連する原典あるいは研究論文等の読
解を中心としたセミナーとなる。博士論文のテーマおよび
その研究方法の妥当性を再確認し、論文内容の骨格形成に
資するための指導をする。

英語英文学演習 III・IV
（ 2年次）

　授業形式は演習 I・II と基本的には変わらない。共同指
導体制を採りながら、授業を通して論文のさらなる肉付け
を目指す。

論文指導
（ 3年次または 2年次）

　演習と同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具
体的指導を行う。

　①　 1年次では、学生の提出した「研究計画書」に基づき、まず、主指導教員と副指導教員を決定する。
　　  主指導教員は学生の博士論文作成の直接の指導に当たることになる。副指導教員は、主指導教員と
連携しながら指導を行い、論文作成をサポートする。論文については、とりわけ、テーマの選択や
研究の方法についての再検討および先行研究に関する情報の取捨選択などについて適切な指導を行
う。学年末には「研究経過報告書」を提出させ、演習の評価を行う。

　② 　 2年次においても、学生に対する指導体制は変わらない。論文内容のさらなる充実を目指し、適
切な助言・指導を行う。学年末には「博士論文中間報告書」を提出させ、演習の評価を行う。

　③ 　 3年次は、論文の具体的作成にポイントを絞り、そのために必要な助言・指導を行うことになる。
（英語表現や書き方など）実践的な指導を含め、随時、論文内容の報告やそれに対するディスカッショ
ンなどを行いながら論文の完成を目指す。

英語英文学専攻の博士課程後期課程における研究指導計画と学位論文審査基準 ･体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、より高度な専門的授業科目として「英語英
文学演習（I～ IV）」を設置している。「英語英文学演習」では主指導教員と副指導教員との共同指導
体制を採り、提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典および研究論文の読解を中心
とする演習を 2年間にわたって行い、主・副指導教員がそれぞれの専門分野において博士論文完成ま
での指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、主指導

教員及び副指導教員を決定する。

－58－

戻る

- 53 -



　　　  　各大学院生は指導教員の「英語英文学演習 I」「英語英文学演習 II」を履修し、指導教員と相談
の上、１年次終了時の到達目標を決定する。

　 9月  　各大学院生は個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を受
ける。

　 2月　各大学院生は、「研究経過報告書」を作成し、指導教員に提出する。
【 2年次】
　 4月  　１年次に引き続き各大学院生は指導教員の「英語英文学演習 III」「英語英文学演習 IV」を履修

し、授業を通して博士論文のテーマに即した指導を受ける。
　 9月  　各大学院生は個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を受

ける。
　 2月　各大学院生は、「博士論文中間報告書」を指導教員に提出する。
【 3年次】
　 4月  　各大学院生は指導教員の「論文演習 I」「論文演習 II」を履修し、博士論文の完成を目指して必

要な指導と助言を受ける。
  12月～ 1月　博士論文を提出する。
　 1月 ～ 2月　審査委員 4名（主査１名、副査 3名）を決定し、論文査読ならびに口述試験を含む最終

試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専攻会議の協議を経て
文学研究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

 2．学位（博士）論文審査基準 ･体制
　（1）審査基準
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえたうえでの研究課題であること。
　　③研究資料の蒐集 ･分析・解釈が的確であること。
　　④研究内容や着眼点に独創性があり、当該研究分野への学術的な貢献ができる研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、博士論文の審査に際して、論文審査委員（主査 1名、副査 3名：うち 1名は学外の
専門研究者）が選任され、論文査読ならびに口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文
審査結果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会
に諮られ、博士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は
大学院委員会で審議後、学位（博士）を授与することになる。
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　（2） 　博士後期課程を修了する標準的条件は、3年以上在学して12単位（演習8単位、論文指導4単位）
以上を修得し、研究指導を受けて博士論文を提出し、論文審査および最終試験に合格することと
する。
　ただし、特に優れた研究成果をあげたものについては、在学期間を短縮して修了できるように
する場合がある。

　（3） 　博士後期課程の学生は既に修士論文を作成した経験を持っているのが普通であり、入・進学の
時点である程度まで研究テーマが絞られている。そのテーマを真に意味のあるものに鍛え上げ、
確実な成果を上げうるように以下のような演習、論文指導を行う。

英語英文学演習 I・II
（ 1年次）

　主指導教員および副指導教員との共同指導体制を採る。
具体的には、あらかじめ提出されている「研究計画書」を
もとに、当該研究に関連する原典あるいは研究論文等の読
解を中心としたセミナーとなる。博士論文のテーマおよび
その研究方法の妥当性を再確認し、論文内容の骨格形成に
資するための指導をする。

英語英文学演習 III・IV
（ 2年次）

　授業形式は演習 I・II と基本的には変わらない。共同指
導体制を採りながら、授業を通して論文のさらなる肉付け
を目指す。

論文指導
（ 3年次または 2年次）

　演習と同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具
体的指導を行う。

　①　 1年次では、学生の提出した「研究計画書」に基づき、まず、主指導教員と副指導教員を決定する。
　　  主指導教員は学生の博士論文作成の直接の指導に当たることになる。副指導教員は、主指導教員と
連携しながら指導を行い、論文作成をサポートする。論文については、とりわけ、テーマの選択や
研究の方法についての再検討および先行研究に関する情報の取捨選択などについて適切な指導を行
う。学年末には「研究経過報告書」を提出させ、演習の評価を行う。

　② 　 2年次においても、学生に対する指導体制は変わらない。論文内容のさらなる充実を目指し、適
切な助言・指導を行う。学年末には「博士論文中間報告書」を提出させ、演習の評価を行う。

　③ 　 3年次は、論文の具体的作成にポイントを絞り、そのために必要な助言・指導を行うことになる。
（英語表現や書き方など）実践的な指導を含め、随時、論文内容の報告やそれに対するディスカッショ
ンなどを行いながら論文の完成を目指す。

英語英文学専攻の博士課程後期課程における研究指導計画と学位論文審査基準 ･体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、より高度な専門的授業科目として「英語英
文学演習（I～ IV）」を設置している。「英語英文学演習」では主指導教員と副指導教員との共同指導
体制を採り、提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典および研究論文の読解を中心
とする演習を 2年間にわたって行い、主・副指導教員がそれぞれの専門分野において博士論文完成ま
での指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、主指導

教員及び副指導教員を決定する。
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◎文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、基本
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

専攻分野に関する
学術研究の遂行及
び成果の公表にむ
けて、研究者とし
て必要な知識、技
能、意識を有する

EU100-01-5E-1 ヨーロッパ文化史概論Ⅰ ◎
EU100-02-5E-1 ヨーロッパ文化史概論Ⅱ ◎
EU100-03-5E-1 ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ ◎
EU100-04-5E-1 ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ ◎
EU100-05-5E-1 ヨーロッパ史史料論Ⅰ ◎
EU100-06-5E-1 ヨーロッパ史史料論Ⅱ ◎
EU100-07-5E-1 ヨーロッパ史史料論Ⅲ ◎
EU100-08-5E-1 キリスト教思想・文化史概論Ⅰ ◎
EU100-09-5E-1 キリスト教思想・文化史概論Ⅱ ◎
EU100-11-5E-1 キリスト教思想・文化史概論Ⅲ ◎
EU100-12-5E-1 キリスト教思想・文化史概論Ⅳ ◎
EU100-13-5E-1 キリスト教美術史概論 ◎
EU200-01-5R-2 ヨーロッパ文化史演習Ⅰ ◎ 〇
EU200-02-5R-2 ヨーロッパ文化史演習Ⅱ ◎ 〇
EU200-03-6R-3 ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 〇 ◎
EU200-04-6R-3 ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 〇 ◎
EU200-05-5C-2 ヨーロッパ文化史研究Ⅰ ◎ 〇
EU200-06-5C-2 ヨーロッパ文化史研究Ⅱ ◎ 〇
EU200-07-5C-2 ヨーロッパ文化史研究Ⅲ ◎ 〇
EU200-08-5C-2 ヨーロッパ文化史研究Ⅳ ◎ 〇
EU200-09-5C-2 ヨーロッパ文化史研究Ⅴ ◎ 〇
EU200-10-5C-2 ヨーロッパ文化史研Ⅵ ◎ 〇
EU200-11-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅰ ◎ 〇
EU200-12-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅱ ◎ 〇
EU200-13-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅲ ◎ 〇
EU200-14-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅳ ◎ 〇
EU200-15-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅴ ◎ 〇
EU200-16-5C-2 キリスト教思想・文化史研究Ⅵ ◎ 〇
EU200-17-5C-2 キリスト教美術史研究Ⅰ ◎ 〇
EU200-18-5C-2 キリスト教美術史研究Ⅱ ◎ 〇

◎文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、専門
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、高度に専門的
で、学術的な価値
の高い知見を有す
る

専攻分野に関する
学術研究の継続的
遂行及び成果の公
表にむけて、自立
した研究者として
必要な知識、技�
能、意識を有する

EU300-01-5R-1 ヨーロッパ文化史演習Ⅰ ◎ ○ ○
EU300-02-5R-1 ヨーロッパ文化史演習Ⅱ ◎ ○ ○
EU300-03-6R-2 ヨーロッパ文化史演習Ⅲ ◎ ○
EU300-04-6R-2 ヨーロッパ文化史演習Ⅳ ◎ ○
EU300-05-7R-3 論文指導Ⅰ ◎ ◎
EU300-06-7R-3 論文指導Ⅱ ◎ ◎

- 55 -



◎ヨーロッパ文化史専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
基 礎 科 目

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ 渡　辺　昭　一 教 授 2

ヨーロッパ文化史概論Ⅱ 渡　辺　昭　一 教 授 2

ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授 2

ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授 2

ヨーロッパ史史料論Ⅰ 渡　辺　昭　一 教 授 2

ヨーロッパ史史料論Ⅱ 楠　　　義　彦 教 授 2

ヨーロッパ史史料論Ⅲ 櫻　井　康　人 教 授 2

キリスト教思想・文化史概論Ⅰ 田　島　　　卓 准教授 2

キリスト教思想・文化史概論Ⅱ 川　島　堅　二 教 授 2

キリスト教思想・文化史概論Ⅲ 出　村　みや子 教 授 2

キリスト教思想・文化史概論Ⅳ 田　島　　　卓 准教授 2

キリスト教美術史概論 （ 本 年 度 休 講 ）
選 択 必 修 科 目

ヨーロッパ文化史研究Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授 2

ヨーロッパ文化史研究Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授 2

ヨーロッパ文化史研究Ⅲ 楠　　　義　彦 教 授 2

ヨーロッパ文化史研究Ⅳ 楠　　　義　彦 教 授 2

ヨーロッパ文化史研究Ⅴ 杵　淵　文　夫 准教授 2

ヨーロッパ文化史研究Ⅵ 杵　淵　文　夫 准教授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅰ 田　島　　　卓 准教授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅱ 出　村　みや子 教 授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅲ 田　島　　　卓 准教授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅳ 田　島　　　卓 准教授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅴ 川　島　堅　二 教 授 2

キリスト教思想・文化史研究Ⅵ 川　島　堅　二 教 授 2

キリスト教美術史研究Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
キリスト教美術史研究Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）

必 修 科 目
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

出　村　みや子 教 授 2
（新約聖書学）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

出　村　みや子 教 授 2
（新約聖書学）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

出　村　みや子 教 授 2
（新約聖書学）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

出　村　みや子 教 授 2
（新約聖書学）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教史）
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（ 本 年 度 休 講 ）

（ 本 年 度 休 講 ）

吉　田　　　新 教　授

杵　淵　文　夫 准教授
杵　淵　文　夫 准教授

渡　辺　昭　一 教　授
渡　辺　昭　一 教　授
吉　田　　　新 教　授

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授

－62－

戻る

- 57 -



授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（ヨーロッパ現代史の構造） 杵　淵　文　夫 准教授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（ヨーロッパ現代史の構造） 杵　淵　文　夫 准教授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（ヨーロッパ現代史の構造） 杵　淵　文　夫 准教授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（ヨーロッパ現代史の構造） 杵　淵　文　夫 准教授

履修方法
　前期課程においては、2年以上在学して、上記授業科目より 30単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けた上、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　ヨーロッパ文化史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは必修科目とし、8単位を修得するものとする。
　（2） 　基礎科目（4単位以上）及び選択必修科目（8単位以上）を含む 22単位以上を修得するものと

する。
　（3） 　アジア文化史専攻に開設されている授業科目の中から選択履修することができるものとし、4

単位を限度に課程修了に必要な単位として認める。

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士課程前期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程前期課程における研究指導計画
　必修の「演習」では学位論文の完成を目指す。2年次前期の構想発表会と後期の中間発表会において
本専攻の全教員による指導を行う。修士論文の完成に向けては、主指導教員（論文審査の主査に予定）
以外に、1名の副指導教員（論文審査副査に予定）も指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科ガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教員を決定す

る。
　　　  　各大学院生は、専攻する領域の基礎科目の「概論」「交流史論」「史料論」から 2科目を選択す

る。当該指導教員が担当する「演習 I」「演習 II」を履修し、その助言を受けて研究テーマに適合
する「研究」の履修科目を決定し、履修登録する。

　　　  　「演習 I」「演習 II」または「研究」では各大学院生の修士論文の作成に必要な基礎的技術や視
点を学び、個別の研究テーマの明確化作業を行う。

　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を
受ける。

  12月　修士論文の論文題目を仮決定し、指導教員に報告する。
【 2年次】
　 4月  　各大学院生は、1年次に引き続き指導教員が担当する「演習 III」「演習 IV」を履修し、またそ

の助言を受けて 2年次の履修科目を決定・登録する。
　　　  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況を構想発表会で報告し、専攻に関わ

る全教員から指導と助言を受ける。あわせて修士論文の概要を指導教員に提出する。
　　　  　各大学院生は指定された日時に「修士論文題目届」を提出する。
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

川　島　堅　二 教 授 2
（宗教改革史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

川　島　堅　二 教 授 2
（近・現代キリスト教思想史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術史）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ中世社会の構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 楠　　　義　彦 教 授

2
（ヨーロッパ近世社会の構造） 櫻　井　康　人 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 杵　淵　文　夫 准教授

2
（ヨーロッパ近代史の構造） 渡　辺　昭　一 教 授
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　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況を中間発表会で報告し、指導教員を
含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。

　 1月　修士論文の提出
　 1月  ～ 2月　審査委員（主査１名、副査 1名）を決定し、論文審査並びに口述試験を含む最終試験を

実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研
究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

2．修士論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえた上での研究課題であること。
　　③一次史料を含めて、研究資料の蒐集・分析・解釈が的確であること。
　　④独自の知見や発想、斬新な着眼点を示す研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、修士論文の審査に際して、論文審査委員（主査１名、副査１名）が選任され、論文
査読と口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審
査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会に諮られ、修士論文としての合否の判
定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）
を授与することになる。

◎ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
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吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

吉　田　　　新

櫻　井　康　人 教　授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）
論文指導Ⅰ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
論文指導Ⅱ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
論文指導Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
論文指導Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
論文指導Ⅰ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
論文指導Ⅱ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
論文指導Ⅰ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
論文指導Ⅱ 渡　辺　昭　一 教 授

2
（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開） 川　島　堅　二 教 授
論文指導Ⅰ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）
論文指導Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（キリスト教美術の成立と展開）

1.　履修指導・研究指導の方法
　（1） 　博士後期課程を修了する標準的条件は、3年以上在学して12単位（演習8単位、論文指導4単位）

以上を修得し、研究指導を受けて博士論文を提出し、論文審査及び最終試験に合格することとする。
　　  　ただし、特に優れた研究業績をあげたものについては、在学期間を短縮して、2年の在学期間を
もって修了できるようにする場合がある。
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　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況を中間発表会で報告し、指導教員を
含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。

　 1月　修士論文の提出
　 1月  ～ 2月　審査委員（主査１名、副査 1名）を決定し、論文審査並びに口述試験を含む最終試験を

実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研
究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

2．修士論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえた上での研究課題であること。
　　③一次史料を含めて、研究資料の蒐集・分析・解釈が的確であること。
　　④独自の知見や発想、斬新な着眼点を示す研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、修士論文の審査に際して、論文審査委員（主査１名、副査１名）が選任され、論文
査読と口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審
査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会に諮られ、修士論文としての合否の判
定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）
を授与することになる。

◎ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ

出　村　みや子 教 授 2
（初期キリスト教文献の研究）
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅲ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅳ 櫻　井　康　人 教 授

2
（ヨーロッパ社会の成立と構造） 楠　　　義　彦 教 授
ヨーロッパ文化史演習Ⅰ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
ヨーロッパ文化史演習Ⅱ

楠　　　義　彦 教 授 2
（宗教改革とヨーロッパ社会）
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　（2） 　博士後期課程の学生は既に修士論文を作成した経験をもっているのが普通であり、入・進学の
時点である程度まで研究テーマが絞られている。そのテーマを真に意味のあるものに鍛え上げ、
確実な成果を上げうるように次のような演習、論文指導を行う。

　　  　本専攻は、概ね時代別に 5つの「研究分野」を設定し、相互に密接な研究テーマを専攻する指導
教員が各分野に分属して、それぞれの演習を担当する。さらに論文指導は、各研究分野において演
習と関連をもたせながら、直接指導にあたる教員が主指導教員となって行い、これに他の指導教員
が協力するという方式をとる。もとより各研究分野の指導教員は必要に応じて他分野に対しても協
力する。

ヨーロッパ文化史演習
I・Ⅱ
（ 1年次）

　あらかじめ提出された「研究計画書」をもとに、所属する研究分野で、
主指導教員が中心となってセミナーを行う。先ず博士論文のテーマ及び
その研究方法の確認を主たる目標とし、先行研究の調査・整理及びその
正確な理解方法を指導する。他の指導教員はこれに協力する。

ヨーロッパ文化史演習
Ⅲ・Ⅳ
（ 2年次）

　主指導教員を中心とし、当該研究分野の他の指導教員の協力による指
導体制のもとで、博士論文の骨格作りを目標とするセミナーを行う。こ
こでは特に研究課題にかかわる資料の調査・蒐集とその批判的研究及び
その正確な理解方法等を指導する。

論文指導
（ 3年次）

　演習Ⅲ・Ⅳと同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具体的指
導を行う。

　＊文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程研究分野
　　研究分野Ⅰ :初期キリスト教
　　研究分野Ⅱ :ヨーロッパ社会の成立と構造
　　研究分野Ⅲ :宗教改革とヨーロッパ社会
　　研究分野Ⅳ :近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開
　　研究分野Ⅴ :キリスト教美術の成立と展開

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士課程後期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、専門分野についてより高度な指導を行う。
提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典及び研究論文の読解を中心とする「演習」
を 2年間にわたって行い、指導教員（主指導教員と副指導教員）がそれぞれの専門分野において博士
論文完成までの指導を行う。その過程で博士論文提出までに学術雑誌に論文 3本（うち査読付き 1
本）を発表させる。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教

員（主指導教員及び副指導教員）を決定する。
　　　  　各大学院生は、指導教員の「演習 I」「演習 II」を履修し、指導教員と相談の上、１年次終了時

の到達目標を決定する。
　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について、指導教員に報告し、指導

と助言を受ける。
　 2月  　各大学院生は、「研究経過報告書」を作成し、指導教員に提出する。
【 2年次】
　 4月  　1年次に引き続き各大学院生は、指導教員の「演習 III」「演習 IV」を履修し、授業を通して博
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士論文のテーマに即した指導を受ける。
　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について中間報告会で報告し、指導

教員を含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。
　 2月　各大学院生は、「博士論文中間報告書」を指導教員に提出する。
【 3年次】
　 4月  　各大学院生は、指導教員の「論文指導 I」「論文指導 II」を履修し、博士論文の完成を目指して

必要な助言と指導を受ける。
　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について中間報告会で報告し、指導

教員を含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。
　 1月　博士論文を提出する。
　 1月   ～2月　審査委員4名 (主査１名・副査3名、うち１名は学外の専門研究者 )を決定し、論文査読、

口述試験を含む最終試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専
攻会議の協議を経て文学研究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。承認された博士学
位論文は本学学術情報リポジトリに公表することが義務づけられている。

2．博士論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　  　博士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　① テーマの選択が明確であること。
　　② 研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえた上での研究課題であること。
　　③一次史料を含めて、研究資料の蒐集・分析・解釈が的確であること。
　　④研究内容や着眼点に独創性があり、当該研究分野への学術的な貢献ができる研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、博士論文の審査に際して、論文審査委員（主査１名、副査 3名：うち 1名は学外の
専門研究者）が選任され、論文査読と口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文審査結
果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会に諮ら
れ、博士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院
委員会で審議後、学位（博士）を授与することになる
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　（2） 　博士後期課程の学生は既に修士論文を作成した経験をもっているのが普通であり、入・進学の
時点である程度まで研究テーマが絞られている。そのテーマを真に意味のあるものに鍛え上げ、
確実な成果を上げうるように次のような演習、論文指導を行う。

　　  　本専攻は、概ね時代別に 5つの「研究分野」を設定し、相互に密接な研究テーマを専攻する指導
教員が各分野に分属して、それぞれの演習を担当する。さらに論文指導は、各研究分野において演
習と関連をもたせながら、直接指導にあたる教員が主指導教員となって行い、これに他の指導教員
が協力するという方式をとる。もとより各研究分野の指導教員は必要に応じて他分野に対しても協
力する。

ヨーロッパ文化史演習
I・Ⅱ
（ 1年次）

　あらかじめ提出された「研究計画書」をもとに、所属する研究分野で、
主指導教員が中心となってセミナーを行う。先ず博士論文のテーマ及び
その研究方法の確認を主たる目標とし、先行研究の調査・整理及びその
正確な理解方法を指導する。他の指導教員はこれに協力する。

ヨーロッパ文化史演習
Ⅲ・Ⅳ
（ 2年次）

　主指導教員を中心とし、当該研究分野の他の指導教員の協力による指
導体制のもとで、博士論文の骨格作りを目標とするセミナーを行う。こ
こでは特に研究課題にかかわる資料の調査・蒐集とその批判的研究及び
その正確な理解方法等を指導する。

論文指導
（ 3年次）

　演習Ⅲ・Ⅳと同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具体的指
導を行う。

　＊文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程研究分野
　　研究分野Ⅰ :初期キリスト教
　　研究分野Ⅱ :ヨーロッパ社会の成立と構造
　　研究分野Ⅲ :宗教改革とヨーロッパ社会
　　研究分野Ⅳ :近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開
　　研究分野Ⅴ :キリスト教美術の成立と展開

文学研究科ヨーロッパ文化史専攻博士課程後期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、専門分野についてより高度な指導を行う。
提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典及び研究論文の読解を中心とする「演習」
を 2年間にわたって行い、指導教員（主指導教員と副指導教員）がそれぞれの専門分野において博士
論文完成までの指導を行う。その過程で博士論文提出までに学術雑誌に論文 3本（うち査読付き 1
本）を発表させる。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教

員（主指導教員及び副指導教員）を決定する。
　　　  　各大学院生は、指導教員の「演習 I」「演習 II」を履修し、指導教員と相談の上、１年次終了時

の到達目標を決定する。
　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について、指導教員に報告し、指導

と助言を受ける。
　 2月  　各大学院生は、「研究経過報告書」を作成し、指導教員に提出する。
【 2年次】
　 4月  　1年次に引き続き各大学院生は、指導教員の「演習 III」「演習 IV」を履修し、授業を通して博

－66－

戻る

- 62 -



◎文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、基本
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

専攻分野に関する学術
研究の遂行及び成果の
公表にむけて、研究者
として必要な知識、技
能、意識を有する

AS100-01-5C-1 歴史資料論Ⅰ ◎
AS100-02-5C-1 歴史資料論Ⅱ ◎
AS100-03-5C-1 物質文化資料論 ◎
AS100-04-5C-1 情報資料論 ◎
AS200-01-5R-2 アジア文化史演習Ⅰ ◎ ○
AS200-02-5R-2 アジア文化史演習Ⅱ ◎ ○
AS200-03-6R-3 アジア文化史演習Ⅲ ○ ◎
AS200-04-6R-3 アジア文化史演習Ⅳ ○ ◎
AS200-05-5E-2 日本古代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-06-5E-2 日本古代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-07-5E-2 日本中世史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-08-5E-2 日本中世史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-09-5E-2 日本中近世地域社会史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-10-5E-2 日本中近世地域社会史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-11-5E-2 日本近世史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-12-5E-2 日本近世史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-13-5E-2 日本近現代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-14-5E-2 日本近現代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-15-5E-2 北方アジア史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-16-5E-2 北方アジア史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-17-5E-2 中国古代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-18-5E-2 中国古代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-19-5E-2 中国中世史特論 ◎ ○
AS200-20-5E-2 アジア民族史特論 ◎ ○
AS200-21-5E-2 日本考古学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-22-5E-2 日本考古学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-23-5E-2 アジア考古学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-24-5E-2 アジア考古学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-25-5E-2 日本民俗学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-26-5E-2 日本民俗学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-27-5E-2 アジア地域環境論 ◎ ○
AS200-28-5E-2 日本列島人文環境論 ◎ ○
AS200-29-5E-2 地域解析学 ◎ ○

◎文学研究科アジア文化史専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、専門
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、高度に専門的
で、学術的な価値
の高い知見を有す
る

専攻分野に関する学術
研究の継続的遂行及び
成果の公表にむけて、
自立した研究者として
必要な知識、技能、意
識を有する

AS300-01-5R-1 アジア文化史演習Ⅰ ◎ ○ ○
AS300-02-5R-1 アジア文化史演習Ⅱ ◎ ○ ○
AS300-03-6R-2 アジア文化史演習Ⅲ ◎ ○
AS300-04-6R-2 アジア文化史演習Ⅳ ◎ ○
AS300-05-7R-3 論文指導Ⅰ ◎ ◎
AS300-06-7R-3 論文指導Ⅱ ◎ ◎
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◎アジア文化史専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
選 択 必 修 科 目 （ 基 礎 科 目 ）

歴史資料論Ⅰ 永　田　英　明 教 授
2（日本史資料） 菊　池　慶　子 教 授

七　海　雅　人 教 授
歴史資料論Ⅱ

下　倉　　　渉 教 授 2
（中国史資料）
物質文化資料論　 佐　藤　敏　幸 講 師 2

情報資料論 佐　藤　義　則 教 授 2

選 択 科 目
日本古代史特論Ⅰ 永　田　英　明 教 授 2

日本古代史特論Ⅱ 永　田　英　明 教 授 2

日本中世史特論Ⅰ 七　海　雅　人 教 授 2

日本中世史特論Ⅱ 七　海　雅　人 教 授 2

日本中近世地域社会史特論Ⅰ 竹　井　英　文 准教授 2

日本中近世地域社会史特論Ⅱ 竹　井　英　文 准教授 2

日本近世史特論Ⅰ 菊　池　慶　子 教 授 2

日本近世史特論Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授 2

日本近現代史特論Ⅰ 河　西　晃　祐 教 授 2

日本近現代史特論Ⅱ 河　西　晃　祐 教 授 2

北方アジア史特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
北方アジア史特論Ⅱ 小　沼　孝　博 教 授 2

中国古代史特論Ⅰ 下　倉　　　渉 教 授 2

中国古代史特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
中国中世史特論 下　倉　　　渉 教 授 2

アジア民族史特論 小　沼　孝　博 教 授 2

日本考古学特論Ⅰ 辻　　　秀　人 教 授 2

日本考古学特論Ⅱ 辻　　　秀　人 教 授 2

アジア考古学特論Ⅰ 佐　川　正　敏 教 授 2

アジア考古学特論Ⅱ 佐　川　正　敏 教 授
2

郭　　　　　物 客員教授
日本民俗学特論Ⅰ 政　岡　伸　洋 教 授 2

日本民俗学特論Ⅱ 政　岡　伸　洋 教 授 2

アジア地域環境論 目　代　邦　康 准教授（兼担） 2

日本列島人文環境論 高　野　岳　彦 教授（兼担） 2

地域解析学 目　代　邦　康 准教授（兼担） 2

必 修 科 目
アジア文化史演習Ⅰ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 永　田　英　明 教 授
2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授

七　海　雅　人 教 授
アジア文化史演習Ⅲ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授
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◎アジア文化史専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
選 択 必 修 科 目 （ 基 礎 科 目 ）

歴史資料論Ⅰ 永　田　英　明 教 授
2（日本史資料） 菊　池　慶　子 教 授

七　海　雅　人 教 授
歴史資料論Ⅱ

下　倉　　　渉 教 授 2
（中国史資料）
物質文化資料論　 佐　藤　敏　幸 講 師 2

情報資料論 佐　藤　義　則 教 授 2

選 択 科 目
日本古代史特論Ⅰ 永　田　英　明 教 授 2

日本古代史特論Ⅱ 永　田　英　明 教 授 2

日本中世史特論Ⅰ 七　海　雅　人 教 授 2

日本中世史特論Ⅱ 七　海　雅　人 教 授 2

日本中近世地域社会史特論Ⅰ 竹　井　英　文 准教授 2

日本中近世地域社会史特論Ⅱ 竹　井　英　文 准教授 2

日本近世史特論Ⅰ 菊　池　慶　子 教 授 2

日本近世史特論Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授 2

日本近現代史特論Ⅰ 河　西　晃　祐 教 授 2

日本近現代史特論Ⅱ 河　西　晃　祐 教 授 2

北方アジア史特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
北方アジア史特論Ⅱ 小　沼　孝　博 教 授 2

中国古代史特論Ⅰ 下　倉　　　渉 教 授 2

中国古代史特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
中国中世史特論 下　倉　　　渉 教 授 2

アジア民族史特論 小　沼　孝　博 教 授 2

日本考古学特論Ⅰ 辻　　　秀　人 教 授 2

日本考古学特論Ⅱ 辻　　　秀　人 教 授 2

アジア考古学特論Ⅰ 佐　川　正　敏 教 授 2

アジア考古学特論Ⅱ 佐　川　正　敏 教 授
2

郭　　　　　物 客員教授
日本民俗学特論Ⅰ 政　岡　伸　洋 教 授 2

日本民俗学特論Ⅱ 政　岡　伸　洋 教 授 2

アジア地域環境論 目　代　邦　康 准教授（兼担） 2

日本列島人文環境論 高　野　岳　彦 教授（兼担） 2

地域解析学 目　代　邦　康 准教授（兼担） 2

必 修 科 目
アジア文化史演習Ⅰ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 永　田　英　明 教 授
2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授

七　海　雅　人 教 授
アジア文化史演習Ⅲ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授
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◎文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、基本
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、専門的で学術
的な価値のある知
見を有する

専攻分野に関する学術
研究の遂行及び成果の
公表にむけて、研究者
として必要な知識、技
能、意識を有する

AS100-01-5C-1 歴史資料論Ⅰ ◎
AS100-02-5C-1 歴史資料論Ⅱ ◎
AS100-03-5C-1 物質文化資料論 ◎
AS100-04-5C-1 情報資料論 ◎
AS200-01-5R-2 アジア文化史演習Ⅰ ◎ ○
AS200-02-5R-2 アジア文化史演習Ⅱ ◎ ○
AS200-03-6R-3 アジア文化史演習Ⅲ ○ ◎
AS200-04-6R-3 アジア文化史演習Ⅳ ○ ◎
AS200-05-5E-2 日本古代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-06-5E-2 日本古代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-07-5E-2 日本中世史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-08-5E-2 日本中世史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-09-5E-2 日本中近世地域社会史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-10-5E-2 日本中近世地域社会史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-11-5E-2 日本近世史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-12-5E-2 日本近世史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-13-5E-2 日本近現代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-14-5E-2 日本近現代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-15-5E-2 北方アジア史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-16-5E-2 北方アジア史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-17-5E-2 中国古代史特論Ⅰ ◎ ○
AS200-18-5E-2 中国古代史特論Ⅱ ◎ ○
AS200-19-5E-2 中国中世史特論 ◎ ○
AS200-20-5E-2 アジア民族史特論 ◎ ○
AS200-21-5E-2 日本考古学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-22-5E-2 日本考古学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-23-5E-2 アジア考古学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-24-5E-2 アジア考古学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-25-5E-2 日本民俗学特論Ⅰ ◎ ○
AS200-26-5E-2 日本民俗学特論Ⅱ ◎ ○
AS200-27-5E-2 アジア地域環境論 ◎ ○
AS200-28-5E-2 日本列島人文環境論 ◎ ○
AS200-29-5E-2 地域解析学 ◎ ○

◎文学研究科アジア文化史専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
専攻分野に関する
幅広い視野、専門
的な知識及び思考
力を有する

専攻分野に関する
研究課題につい
て、高度に専門的
で、学術的な価値
の高い知見を有す
る

専攻分野に関する学術
研究の継続的遂行及び
成果の公表にむけて、
自立した研究者として
必要な知識、技能、意
識を有する

AS300-01-5R-1 アジア文化史演習Ⅰ ◎ ○ ○
AS300-02-5R-1 アジア文化史演習Ⅱ ◎ ○ ○
AS300-03-6R-2 アジア文化史演習Ⅲ ◎ ○
AS300-04-6R-2 アジア文化史演習Ⅳ ◎ ○
AS300-05-7R-3 論文指導Ⅰ ◎ ◎
AS300-06-7R-3 論文指導Ⅱ ◎ ◎
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2

松　谷　基　和 教　授 2

金　子　祥　之 准教授

辻　　　秀　人

辻　　　秀　人

辻　　　秀　人

辻　　　秀　人
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅳ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅱ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅲ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅳ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅰ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 菊　池　慶　子 教 授
2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授

2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 菊　池　慶　子 教 授
2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅳ 菊　池　慶　子 教 授

2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 河　西　晃　祐 教 授
2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅱ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授
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辻　　　秀　人
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅲ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 小　沼　孝　博 教 授

2
（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

下　倉　　　渉 教 授
郭　　　　　物 客員教授

アジア文化史演習Ⅲ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅰ
（ 本 年 度 休 講 ）

（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅲ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅳ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅰ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 下　倉　　　渉 教 授

2
（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

七　海　雅　人 教 授
アジア文化史演習Ⅲ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅲ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 小　沼　孝　博 教 授

2
（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

下　倉　　　渉 教 授
郭　　　　　物 客員教授

アジア文化史演習Ⅲ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 小　沼　孝　博 教 授

2（北方アジア史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
下　倉　　　渉 教 授

アジア文化史演習Ⅰ
（ 本 年 度 休 講 ）

（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅱ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅲ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅳ

（ 本 年 度 休 講 ）
（中国古代史の研究）
アジア文化史演習Ⅰ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 下　倉　　　渉 教 授

2
（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

七　海　雅　人 教 授
アジア文化史演習Ⅲ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 下　倉　　　渉 教 授

2（中国中世史の研究） 佐　川　正　敏 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅳ 永　田　英　明 教 授

2（日本古代史の研究） 辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅱ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅲ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅳ 七　海　雅　人 教 授

2（日本中世史の研究） 下　倉　　　渉 教 授
竹　井　英　文 准教授

アジア文化史演習Ⅰ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 竹　井　英　文 准教授

2（日本中近世地域社会史の研究）　 小　沼　孝　博 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 菊　池　慶　子 教 授
2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授

2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 菊　池　慶　子 教 授
2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅳ 菊　池　慶　子 教 授

2（日本近世史の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 河　西　晃　祐 教 授
2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授

政　岡　伸　洋 教 授
アジア文化史演習Ⅱ 河　西　晃　祐 教 授

2（日本近現代史の研究） 菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅲ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 佐　川　正　敏 教 授

2
（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授

郭　　　　　物 客員教授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

履修方法
　前期課程においては、2年以上在学して、上記授業科目より 30単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けた上、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅲ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 辻　　　秀　人 教 授

2（日本考古学の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 佐　川　正　敏 教 授

2
（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授

郭　　　　　物 客員教授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 佐　川　正　敏 教 授

2（アジア考古学の研究） 辻　　　秀　人 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 政　岡　伸　洋 教 授

2（日本民俗学の研究） 金　子　祥　之 准教授
菊　池　慶　子 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅲ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅳ 金　子　祥　之 准教授

2（物質文化の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

履修方法
　前期課程においては、2年以上在学して、上記授業科目より 30単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けた上、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
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　（1）　アジア文化史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは必修科目とし、8単位以上を修得するものとする。
　（2 ）　基礎科目のうち 3科目を選択必修とし、6単位以上を修得するものとする。
　（3 ）　ヨーロッパ文化史専攻に開設されている授業科目の中から選択履修できるものとし、4単位を

限度に課程修了に必要な単位として認める。

文学研究科アジア文化史専攻博士課程前期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程前期課程における研究指導計画
　  　必修の「演習」では修士論文の完成を目指す。2年次前期の構想発表会と後期の中間発表会におい
て本専攻の全教員による指導を行う。修士論文の完成に向けては、主指導教員（論文審査の主査に予
定）以外に、1名の副指導教員（論文審査の副査に予定）も指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科ガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、指導教員（主指導

教員と副指導教員）を決定する。
　　　  　各大学院生は、本専攻の基礎科目 4科目から 3科目を選択する。当該指導教員が担当する「演

習 I」「演習 II」を履修し、その助言を受けて研究テーマに適合する「特論」の履修科目を決定
し、履修登録する。

　　　  　「演習 I」「演習 II」及び「特論」等では修士論文の作成に必要な基礎的技術や視点を学び、個
別の研究テーマの明確化作業を行う。

　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について報告し、指導教員の確認を
受ける。

  12月　各大学院生は、修士論文の論文題目を仮決定し、指導教員に報告する。
【 2年次】
　 4月  　各大学院生は、1年次に引き続き指導教員が担当する「演習 III」「演習 IV」を履修し、またそ

の助言を受けて関連する 2年次の履修科目を決定・登録する。
　　　  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況を構想発表会で報告し、専攻に関わ

る全教員の指導と助言を受ける。あわせて学位論文の概要を指導教員に提出する。
　　　  　各大学院生は、指定された日時に「修士論文題目届」を提出する。
  10月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況を中間発表会で報告し、指導教員を

含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。
　 1月　修士論文の提出
　 1月 ～ 2月 審査委員（主査 1名、副査 1名）を決定し、論文審査並びに口述試験を含む最終試験を

実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研
究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。

2．修士論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえた上での研究課題であること。
　　③研究資料の蒐集・分析・解釈が的確であること。
　　④独自の知見や発想、斬新な着眼点を示す研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。
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　（2）審査体制
　　  　本専攻では、修士論文の審査に際して、論文審査委員（主査 1名、副査 1名）が選任され、論文

査読と口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審
査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会に諮られ、修士論文としての合否の判
定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）
を授与することになる。

◎アジア文化史専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅰ 永　田　英　明 教 授

2
（東アジア世界の中の日本古代史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 七　海　雅　人 教 授

2
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究） 下　倉　　　渉 教 授

竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 菊　池　慶　子 教 授

2
（日本近世の政治と社会の研究） 河　西　晃　祐 教 授

竹　井　英　文 准教授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 河　西　晃　祐 教 授

2
（日本近現代の政治と社会の研究） 小　沼　孝　博 教 授

菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅰ 政　岡　伸　洋 教 授
2（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究） 河　西　晃　祐 教 授

菊　池　慶　子 教 授
アジア文化史演習Ⅰ 辻　　　秀　人 教 授

2（考古学からみた東アジアと日本の先史 ･古代社会の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅰ
（ 本 年 度 休 講 ）

（中国古代・中世の政治と社会の研究）
アジア文化史演習Ⅰ 小　沼　孝　博 教 授

2（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 永　田　英　明 教 授

2
（東アジア世界の中の日本古代史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 七　海　雅　人 教 授

2
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究） 下　倉　　　渉 教 授

竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教 授

アジア文化史演習Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授

2
（日本近世の政治と社会の研究） 河　西　晃　祐 教 授

竹　井　英　文 准教授
政　岡　伸　洋 教 授

－74－

戻る

◎アジア文化史専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅰ�
（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

永　田　英　明 教　授

2
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授

アジア文化史演習Ⅰ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

2
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

アジア文化史演習Ⅰ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授

2
河　西　晃　祐 教　授
竹　井　英　文 准教授
政　岡　伸　洋 教　授

アジア文化史演習Ⅰ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授

2
小　沼　孝　博 教　授
菊　池　慶　子 教　授
政　岡　伸　洋 教　授

アジア文化史演習Ⅰ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

菊　池　慶　子 教　授
アジア文化史演習Ⅰ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅰ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅰ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
アジア文化史演習Ⅱ�
（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

永　田　英　明 教　授

2
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授

アジア文化史演習Ⅱ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

2
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

アジア文化史演習Ⅱ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授

2
河　西　晃　祐 教　授
竹　井　英　文 准教授
政　岡　伸　洋 教　授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅱ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授

2
小　沼　孝　博 教　授
菊　池　慶　子 教　授
政　岡　伸　洋 教　授

アジア文化史演習Ⅱ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

菊　池　慶　子 教　授
アジア文化史演習Ⅱ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅱ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅱ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
アジア文化史演習Ⅲ�
（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

永　田　英　明 教　授

2
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授

アジア文化史演習Ⅲ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

2
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

アジア文化史演習Ⅲ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

竹　井　英　文 准教授
アジア文化史演習Ⅲ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授
2小　沼　孝　博 教　授

菊　池　慶　子 教　授
アジア文化史演習Ⅲ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

菊　池　慶　子 教　授
アジア文化史演習Ⅲ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅲ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅲ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
アジア文化史演習Ⅳ�
（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

永　田　英　明 教　授

2
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
アジア文化史演習Ⅳ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

2
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

アジア文化史演習Ⅳ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

竹　井　英　文 准教授
アジア文化史演習Ⅳ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授
2小　沼　孝　博 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
アジア文化史演習Ⅳ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

菊　池　慶　子 教　授
アジア文化史演習Ⅳ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅳ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
2佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
アジア文化史演習Ⅳ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
2河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
論文指導Ⅰ�
（東アジア世界の中の日本古代社会の研究）

永　田　英　明 教　授

4
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授

論文指導Ⅰ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

4
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

論文指導Ⅰ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授

4
河　西　晃　祐 教　授
竹　井　英　文 准教授
政　岡　伸　洋 教　授

論文指導Ⅰ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授

4
小　沼　孝　博 教　授
菊　池　慶　子 教　授
政　岡　伸　洋 教　授

論文指導Ⅰ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
4小　沼　孝　博 教　授

菊　池　慶　子 教　授
論文指導Ⅰ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史・古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
4佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
論文指導Ⅰ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
4佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
論文指導Ⅰ 小　沼　孝　博 教 授

4（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

論文指導Ⅱ 永　田　英　明 教 授

4
（東アジア世界の中の日本古代史の研究） 佐　川　正　敏 教 授

辻　　　秀　人 教 授
七　海　雅　人 教 授

論文指導Ⅱ 七　海　雅　人 教 授

4
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究） 下　倉　　　渉 教 授

竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教 授

論文指導Ⅱ 菊　池　慶　子 教 授
4（日本近世の政治と社会の研究） 河　西　晃　祐 教 授

竹　井　英　文 准教授
論文指導Ⅱ 河　西　晃　祐 教 授

4
（日本近現代の政治と社会の研究） 小　沼　孝　博 教 授

菊　池　慶　子 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

論文指導Ⅱ 政　岡　伸　洋 教 授
4（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究） 河　西　晃　祐 教 授

菊　池　慶　子 教 授
論文指導Ⅱ 辻　　　秀　人 教 授

4（考古学からみた東アジアと日本の先史・古代社会の研究） 佐　川　正　敏 教 授
永　田　英　明 教 授

論文指導Ⅱ
（ 本 年 度 休 講 ）

（中国古代・中世の政治と社会の研究）
論文指導Ⅱ 小　沼　孝　博 教 授

4（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究） 河　西　晃　祐 教 授
政　岡　伸　洋 教 授

1.　履修指導・研究指導の方法
　（1） 　博士後期課程を修了する標準的条件は、3年以上在学して12単位（演習8単位、論文指導4単位）

以上を修得し、研究指導を受けて博士論文を提出し、論文審査及び最終試験に合格することとする。
　　  　ただし、特に優れた研究業績をあげたものについては、在学期間を短縮して、2年の在学期間を
もって修了できるようにする場合がある。

　（2） 　博士後期課程の学生は既に修士論文を作成した経験をもっているのが普通であり、入・進学の
時点である程度まで研究テーマが絞られている。そのテーマを真に意味のあるものに鍛え上げ、
確実な成果を上げうるように次のような演習、論文指導を行う。

アジア文化史演習 I
（1 年次）

　あらかじめ提出させた「研究計画書」をもとに、所属する「研究分野」
ごとに、主指導教員を中心として、専門領域を異にする複数の教員によ
るセミナーを行う。先ず博士論文のテーマ及びその研究方法の確認を主
たる目標とし、必要に応じて、先行研究の調査、史・資料の蒐集、読解
の指導を行う。
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
論文指導Ⅰ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
4河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
論文指導Ⅱ�
（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

永　田　英　明 教　授

4
佐　川　正　敏 教　授
辻　　　秀　人 教　授
七　海　雅　人 教　授

論文指導Ⅱ�
（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

七　海　雅　人 教　授

4
下　倉　　　渉 教　授
竹　井　英　文 准教授
永　田　英　明 教　授

論文指導Ⅱ�
（日本近世の政治と社会の研究）

菊　池　慶　子 教　授
4河　西　晃　祐 教　授

竹　井　英　文 准教授
論文指導Ⅱ�
（日本近現代の政治と社会の研究）

河　西　晃　祐 教　授

4
小　沼　孝　博 教　授
菊　池　慶　子 教　授
政　岡　伸　洋 教　授

論文指導Ⅱ�
（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

政　岡　伸　洋 教　授
4河　西　晃　祐 教　授

菊　池　慶　子 教　授
論文指導Ⅱ�
（考古学からみた東アジアと日本の先史・古代社会の研究）

辻　　　秀　人 教　授
4佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
論文指導Ⅱ�
（中国古代・中世の政治と社会の研究）

下　倉　　　渉 教　授
4佐　川　正　敏 教　授

永　田　英　明 教　授
論文指導Ⅱ�
（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

小　沼　孝　博 教　授
4河　西　晃　祐 教　授

政　岡　伸　洋 教　授
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アジア文化史演習 II
（2 年次）

　直接、博士論文の指導にあたる主指導教員を中心とする複数の教員の
協力による指導体制のもとで、博士論文の骨格の確認を目標とするセミ
ナーを行う。研究の進展段階に応じて、必要な先行研究の整理、史・資
料の蒐集、読解の指導を行う。

論文指導
（2・3 年次）

　アジア文化史演習と同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具
体的指導を行う。

　＊文学研究科アジア文化史専攻博士後期課程研究分野
　○アジア文化史演習〔博士後期課程 1 年次〕
　　研究分野Ⅰ : アジア文化と中国史の展開
　　研究分野Ⅱ : 東アジア史の展開と日本古代・中世の文化
　　研究分野Ⅲ : 日本近世・近代史と東アジア文化の展開
　　研究分野Ⅳ : 東北アジア史の展開と日本
　○アジア文化史演習〔博士後期課程 2 年次〕
　　研究分野（1）：中国古代文化の形成と東アジア諸民族
　　研究分野（2）：東アジア世界の中の中国近世社会
　　研究分野（3）：東アジア世界と日本古代の政治と文化
　　研究分野（4）：日本中世の社会と文化
　　研究分野（5）：日本近世・近代の社会構造とその文化的特性
　　研究分野（6）：日本近世・近代の政治と経済
　　研究分野（7）：東北アジアの生活形態と歴史的統合
　　研究分野（8）：日本列島北方史と東北アジア
　○論文指導〔博士後期課程 2年次又は 3年次〕
　　研究分野（1）：中国古代文化形成の研究
　　研究分野（2）：東アジア世界の中の中国近世社会の研究
　　研究分野（3）：東アジア世界の中の日本古代社会の研究
　　研究分野（4）：日本中世社会の研究
　　研究分野（5）：日本近世・近代の社会とその文化的特性の研究
　　研究分野（6）：日本近世・近代の政治と経済の研究
　　研究分野（7）：東北アジア史の研究
　　研究分野（8）：日本列島北方史の研究

文学研究科アジア文化史専攻博士課程後期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、専門分野についてより高度な指導を行う。
提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典及び研究論文の読解を中心とする「演習」
を 2年間にわたって行い、その後の「論文指導」を含めて、指導教員（主指導教員と副指導教員）が
それぞれの専門分野において博士論文完成までの指導を行う。その過程で博士論文提出までに学術雑
誌に論文 3本（うち査読付き 1本）を発表させる。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、主指導

教員及び副指導教員を決定する。
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　　　  　各大学院生は、指導教員の「演習 I」「演習 II」を履修し、指導教員と相談の上、1年次終了時
の到達目標を決定する。

　 9月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について、指導教員に報告し、指導
と助言を受ける。

　 2月  　各大学院生は、「研究経過報告書」を作成し、指導教員に提出する。
【 2年次】
　 4月  　1年次に引き続き各大学院生は、指導教員の「演習 III」「演習 IV」を履修し、授業を通して博

士論文のテーマに即した指導を受ける。
　 6月   　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について中間報告会で報告し、指導

教員を含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。
　 2月  　各大学院生は、「博士論文中間報告書」を指導教員に提出する。
【 3年次】
　 4月  　各大学院生は、指導教員の「論文指導 I」「論文指導 II」を履修し、博士論文の完成を目指して

必要な助言と指導を受ける。
　 6月  　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進行状況について中間報告会で報告し、指導

教員を含む本専攻の全教員から指導と助言を受ける。
　 1月　博士論文を提出する。
　 1月 ～ 2月　審査委員 4名 (主査 1名・副査 3名 )を決定し、論文査読、口述試験を含む最終試験を

実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基づき、本専攻会議の協議を経て文学研
究科委員会及び大学院委員会で合否を決定する。承認された博士学位論文は本学学術情報リポ
ジトリに公表することが義務づけられている。

2．博士論文審査基準・体制
　（1）審査基準
　　　博士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準となる。
　　①テーマの選択が明確であること。
　　②研究対象分野における先行研究を十分に把握し、これを踏まえた上での研究課題であること。
　　③研究資料の蒐集・分析・解釈が的確であること。
　　④研究内容や着眼点に独創性があり、当該研究分野への学術的な貢献ができる研究であること。
　　⑤論文の構成と内容に論理的一貫性があり、論理の展開が明確であること。
　　⑥言語表現が的確であり、書式が規定に基づいていること。

　（2）審査体制
　　  　本専攻では、博士論文の審査に際して、論文審査委員（主査 1名、副査 3名：うち 1名は学外の
専門研究者）が選任され、論文査読と口述試験を含む最終試験が実施され、その結果は論文審査結
果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て文学研究科委員会に諮ら
れ、博士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院
委員会で審議後、学位（博士）を授与することになる。
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アジア文化史演習 II
（2 年次）

　直接、博士論文の指導にあたる主指導教員を中心とする複数の教員の
協力による指導体制のもとで、博士論文の骨格の確認を目標とするセミ
ナーを行う。研究の進展段階に応じて、必要な先行研究の整理、史・資
料の蒐集、読解の指導を行う。

論文指導
（2・3 年次）

　アジア文化史演習と同じ指導体制のもとで、博士論文作成に必要な具
体的指導を行う。

　＊文学研究科アジア文化史専攻博士後期課程研究分野
　○アジア文化史演習〔博士後期課程 1 年次〕
　　研究分野Ⅰ : アジア文化と中国史の展開
　　研究分野Ⅱ : 東アジア史の展開と日本古代・中世の文化
　　研究分野Ⅲ : 日本近世・近代史と東アジア文化の展開
　　研究分野Ⅳ : 東北アジア史の展開と日本
　○アジア文化史演習〔博士後期課程 2 年次〕
　　研究分野（1）：中国古代文化の形成と東アジア諸民族
　　研究分野（2）：東アジア世界の中の中国近世社会
　　研究分野（3）：東アジア世界と日本古代の政治と文化
　　研究分野（4）：日本中世の社会と文化
　　研究分野（5）：日本近世・近代の社会構造とその文化的特性
　　研究分野（6）：日本近世・近代の政治と経済
　　研究分野（7）：東北アジアの生活形態と歴史的統合
　　研究分野（8）：日本列島北方史と東北アジア
　○論文指導〔博士後期課程 2年次又は 3年次〕
　　研究分野（1）：中国古代文化形成の研究
　　研究分野（2）：東アジア世界の中の中国近世社会の研究
　　研究分野（3）：東アジア世界の中の日本古代社会の研究
　　研究分野（4）：日本中世社会の研究
　　研究分野（5）：日本近世・近代の社会とその文化的特性の研究
　　研究分野（6）：日本近世・近代の政治と経済の研究
　　研究分野（7）：東北アジア史の研究
　　研究分野（8）：日本列島北方史の研究

文学研究科アジア文化史専攻博士課程後期課程における研究指導計画と論文審査基準・体制

1．博士課程後期課程における研究指導計画
　  　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、専門分野についてより高度な指導を行う。
提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野の原典及び研究論文の読解を中心とする「演習」
を 2年間にわたって行い、その後の「論文指導」を含めて、指導教員（主指導教員と副指導教員）が
それぞれの専門分野において博士論文完成までの指導を行う。その過程で博士論文提出までに学術雑
誌に論文 3本（うち査読付き 1本）を発表させる。

【入学試験時】
　面接試験の時に学生の研究関心を確認する。
【 1年次】
　 4月  　研究科教員によるガイダンスを行い、各大学院生が提出した「研究計画書」に基づき、主指導

教員及び副指導教員を決定する。
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◎経済学研究科経済学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC100-01-5C-3 特別演習 ◎ ○
EC100-02-5C-3 社会科学特論 ◎ ○
EC100-03-5C-3 経済史概説特論 ◎ ○
EC100-04-5C-3 英語プレゼンテーション ◎
EC100-05-5C-3 情報リテラシー特論 ◎ ○
EC110-01-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-02-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-03-5E-3 マクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-04-5E-3 マクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-05-5E-3 経済原論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-06-5E-3 経済原論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-07-5E-3 社会経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-08-5E-3 社会経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-09-5E-3 金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-10-5E-3 金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-11-5E-3 産業組織論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-12-5E-3 産業組織論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-13-5E-3 公共経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-14-5E-3 公共経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-15-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ ◎ ○
EC110-16-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ ◎ ○
EC110-17-5E-3 経済倫理学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-18-5E-3 経済倫理学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-19-5E-3 経済統計学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-20-5E-3 経済統計学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-01-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-02-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-03-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-04-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-05-5E-3 日本経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-06-5E-3 日本経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-07-5E-3 世界経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-08-5E-3 世界経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-09-5E-3 国際経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-10-5E-3 国際経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-11-5E-3 国際金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-12-5E-3 国際金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-13-5E-3 都市経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-14-5E-3 都市経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-15-5E-3 経済発展論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-16-5E-3 経済発展論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-17-5E-3 農業経済論特論Ⅰ ◎ ○
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◎経済学研究科経済学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC100-01-5C-3 特別演習 ◎ ○
EC100-02-5C-3 社会科学特論 ◎ ○
EC100-03-5C-3 経済史概説特論 ◎ ○
EC100-04-5C-3 英語プレゼンテーション ◎
EC100-05-5C-3 情報リテラシー特論 ◎ ○
EC110-01-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-02-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-03-5E-3 マクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-04-5E-3 マクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-05-5E-3 経済原論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-06-5E-3 経済原論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-07-5E-3 社会経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-08-5E-3 社会経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-09-5E-3 金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-10-5E-3 金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-11-5E-3 産業組織論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-12-5E-3 産業組織論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-13-5E-3 公共経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-14-5E-3 公共経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-15-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ ◎ ○
EC110-16-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ ◎ ○
EC110-17-5E-3 経済倫理学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-18-5E-3 経済倫理学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-19-5E-3 経済統計学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-20-5E-3 経済統計学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-01-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-02-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-03-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-04-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-05-5E-3 日本経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-06-5E-3 日本経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-07-5E-3 世界経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-08-5E-3 世界経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-09-5E-3 国際経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-10-5E-3 国際経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-11-5E-3 国際金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-12-5E-3 国際金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-13-5E-3 都市経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-14-5E-3 都市経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-15-5E-3 経済発展論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-16-5E-3 経済発展論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-17-5E-3 農業経済論特論Ⅰ ◎ ○
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◎経済学研究科経済学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC100-01-5C-3 特別演習 ◎ ○
EC100-02-5C-3 社会科学特論 ◎ ○
EC100-03-5C-3 経済史概説特論 ◎ ○
EC100-04-5C-3 英語プレゼンテーション ◎
EC100-05-5C-3 情報リテラシー特論 ◎ ○
EC110-01-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-02-5E-3 ミクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-03-5E-3 マクロ経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-04-5E-3 マクロ経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-05-5E-3 経済原論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-06-5E-3 経済原論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-07-5E-3 社会経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-08-5E-3 社会経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-09-5E-3 金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-10-5E-3 金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-11-5E-3 産業組織論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-12-5E-3 産業組織論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-13-5E-3 公共経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC110-14-5E-3 公共経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC110-15-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ ◎ ○
EC110-16-5E-3 経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ ◎ ○
EC110-17-5E-3 経済倫理学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-18-5E-3 経済倫理学特論Ⅱ ◎ ○
EC110-19-5E-3 経済統計学特論Ⅰ ◎ ○
EC110-20-5E-3 経済統計学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-01-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-02-5E-3 東北経済論特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-03-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-04-5E-3 東北経済論特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-05-5E-3 日本経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-06-5E-3 日本経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-07-5E-3 世界経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-08-5E-3 世界経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-09-5E-3 国際経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-10-5E-3 国際経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-11-5E-3 国際金融論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-12-5E-3 国際金融論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-13-5E-3 都市経済学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-14-5E-3 都市経済学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-15-5E-3 経済発展論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-16-5E-3 経済発展論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-17-5E-3 農業経済論特論Ⅰ ◎ ○
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC120-18-5E-3 農業経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-19-5E-3 情報経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-20-5E-3 情報経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-21-5E-3 中小企業論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-22-5E-3 中小企業論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-23-5E-3 財政学特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-24-5E-3 財政学特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-25-5E-3 財政学特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-26-5E-3 財政学特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-27-5E-3 経済政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-28-5E-3 経済政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-29-5E-3 社会政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-30-5E-3 社会政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-31-5E-3 社会保障論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-32-5E-3 社会保障論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-33-5E-3 社会福祉論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-34-5E-3 社会福祉論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-35-5E-3 加齢経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-36-5E-3 加齢経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-37-5E-3 環境経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-38-5E-3 環境経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-39-5E-3 経済地理学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-40-5E-3 経済地理学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-41-5E-3 地域社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-42-5E-3 地域社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-43-5E-3 現代社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-44-5E-3 現代社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC130-01-5E-3 経済史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-02-5E-3 経済史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-03-5E-3 経済史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-04-5E-3 経済史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC130-05-5E-3 経済学史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-06-5E-3 経済学史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-07-5E-3 経済学史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-08-5E-3 経済学史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC140-01-5E-3 研究科特論 ◎
EC150-01-5C-3 ミクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-02-5C-3 マクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-03-5C-3 経済原論演習 ◎ ○
EC150-04-5C-3 社会経済論演習 ◎ ○
EC150-05-5C-3 金融論演習 ◎ ○
EC150-06-5C-3 産業組織論演習 ◎ ○
EC150-07-5C-3 公共経済論演習 ◎ ○
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC120-18-5E-3 農業経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-19-5E-3 情報経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-20-5E-3 情報経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-21-5E-3 中小企業論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-22-5E-3 中小企業論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-23-5E-3 財政学特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-24-5E-3 財政学特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-25-5E-3 財政学特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-26-5E-3 財政学特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-27-5E-3 経済政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-28-5E-3 経済政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-29-5E-3 社会政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-30-5E-3 社会政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-31-5E-3 社会保障論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-32-5E-3 社会保障論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-33-5E-3 社会福祉論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-34-5E-3 社会福祉論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-35-5E-3 加齢経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-36-5E-3 加齢経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-37-5E-3 環境経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-38-5E-3 環境経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-39-5E-3 経済地理学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-40-5E-3 経済地理学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-41-5E-3 地域社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-42-5E-3 地域社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-43-5E-3 現代社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-44-5E-3 現代社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC130-01-5E-3 経済史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-02-5E-3 経済史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-03-5E-3 経済史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-04-5E-3 経済史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC130-05-5E-3 経済学史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-06-5E-3 経済学史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-07-5E-3 経済学史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-08-5E-3 経済学史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC140-01-5E-3 研究科特論 ◎
EC150-01-5C-3 ミクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-02-5C-3 マクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-03-5C-3 経済原論演習 ◎ ○
EC150-04-5C-3 社会経済論演習 ◎ ○
EC150-05-5C-3 金融論演習 ◎ ○
EC150-06-5C-3 産業組織論演習 ◎ ○
EC150-07-5C-3 公共経済論演習 ◎ ○

－83－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC120-18-5E-3 農業経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-19-5E-3 情報経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-20-5E-3 情報経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-21-5E-3 中小企業論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-22-5E-3 中小企業論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-23-5E-3 財政学特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC120-24-5E-3 財政学特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC120-25-5E-3 財政学特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC120-26-5E-3 財政学特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC120-27-5E-3 経済政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-28-5E-3 経済政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-29-5E-3 社会政策論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-30-5E-3 社会政策論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-31-5E-3 社会保障論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-32-5E-3 社会保障論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-33-5E-3 社会福祉論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-34-5E-3 社会福祉論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-35-5E-3 加齢経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-36-5E-3 加齢経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-37-5E-3 環境経済論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-38-5E-3 環境経済論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-39-5E-3 経済地理学特論Ⅰ ◎ ○
EC120-40-5E-3 経済地理学特論Ⅱ ◎ ○
EC120-41-5E-3 地域社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-42-5E-3 地域社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC120-43-5E-3 現代社会論特論Ⅰ ◎ ○
EC120-44-5E-3 現代社会論特論Ⅱ ◎ ○
EC130-01-5E-3 経済史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-02-5E-3 経済史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-03-5E-3 経済史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-04-5E-3 経済史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC130-05-5E-3 経済学史特論 A－Ⅰ ◎ ○
EC130-06-5E-3 経済学史特論 A－Ⅱ ◎ ○
EC130-07-5E-3 経済学史特論 B－Ⅰ ◎ ○
EC130-08-5E-3 経済学史特論 B－Ⅱ ◎ ○
EC140-01-5E-3 研究科特論 ◎
EC150-01-5C-3 ミクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-02-5C-3 マクロ経済学演習 ◎ ○
EC150-03-5C-3 経済原論演習 ◎ ○
EC150-04-5C-3 社会経済論演習 ◎ ○
EC150-05-5C-3 金融論演習 ◎ ○
EC150-06-5C-3 産業組織論演習 ◎ ○
EC150-07-5C-3 公共経済論演習 ◎ ○
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC150-08-5C-3 経済モデル・シミュレーション演習 ◎ ○
EC150-09-5C-3 経済倫理学演習 ◎ ○
EC150-10-5C-3 経済統計学演習 ◎ ○
EC160-01-5C-3 東北経済論演習 A ◎ ○
EC160-02-5C-3 東北経済論演習 B ◎ ○
EC160-03-5C-3 日本経済論演習 ◎ ○
EC160-04-5C-3 世界経済論演習 ◎ ○
EC160-05-5C-3 国際経済論演習 ◎ ○
EC160-06-5C-3 国際金融論演習 ◎ ○
EC160-07-5C-3 都市経済学演習 ◎ ○
EC160-08-5C-3 経済発展論演習 ◎ ○
EC160-09-5C-3 農業経済論演習 ◎ ○
EC160-10-5C-3 情報経済論演習 ◎ ○
EC160-11-5C-3 中小企業論演習 ◎ ○
EC160-12-5C-3 財政学演習 A ◎ ○
EC160-13-5C-3 財政学演習 B ◎ ○
EC160-14-5C-3 経済政策論演習 ◎ ○
EC160-15-5C-3 社会政策論演習 ◎ ○
EC160-16-5C-3 社会保障論演習 ◎ ○
EC160-17-5C-3 社会福祉論演習 ◎ ○
EC160-18-5C-3 加齢経済論演習 ◎ ○
EC160-19-5C-3 環境経済論演習 ◎ ○
EC160-20-5C-3 経済地理学演習 ◎ ○
EC160-21-5C-3 地域社会論演習 ◎ ○
EC160-22-5C-3 現代社会論演習 ◎ ○
EC170-01-5C-3 経済史演習 A ◎ ○
EC170-02-5C-3 経済史演習 B ◎ ○
EC170-03-5C-3 経済学史演習 A ◎ ○
EC170-04-5C-3 経済学史演習 B ◎ ○
EC180-01-6R-3 研究科論文指導  ◎

◎経済学研究科博士課程後期課程

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC200-01-7R-3 経済学演習 A ◎
EC200-02-8R-3 経済学演習 B ◎
EC200-03-9R-3 論文指導 ◎
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC150-08-5C-3 経済モデル・シミュレーション演習 ◎ ○
EC150-09-5C-3 経済倫理学演習 ◎ ○
EC150-10-5C-3 経済統計学演習 ◎ ○
EC160-01-5C-3 東北経済論演習 A ◎ ○
EC160-02-5C-3 東北経済論演習 B ◎ ○
EC160-03-5C-3 日本経済論演習 ◎ ○
EC160-04-5C-3 世界経済論演習 ◎ ○
EC160-05-5C-3 国際経済論演習 ◎ ○
EC160-06-5C-3 国際金融論演習 ◎ ○
EC160-07-5C-3 都市経済学演習 ◎ ○
EC160-08-5C-3 経済発展論演習 ◎ ○
EC160-09-5C-3 農業経済論演習 ◎ ○
EC160-10-5C-3 情報経済論演習 ◎ ○
EC160-11-5C-3 中小企業論演習 ◎ ○
EC160-12-5C-3 財政学演習 A ◎ ○
EC160-13-5C-3 財政学演習 B ◎ ○
EC160-14-5C-3 経済政策論演習 ◎ ○
EC160-15-5C-3 社会政策論演習 ◎ ○
EC160-16-5C-3 社会保障論演習 ◎ ○
EC160-17-5C-3 社会福祉論演習 ◎ ○
EC160-18-5C-3 加齢経済論演習 ◎ ○
EC160-19-5C-3 環境経済論演習 ◎ ○
EC160-20-5C-3 経済地理学演習 ◎ ○
EC160-21-5C-3 地域社会論演習 ◎ ○
EC160-22-5C-3 現代社会論演習 ◎ ○
EC170-01-5C-3 経済史演習 A ◎ ○
EC170-02-5C-3 経済史演習 B ◎ ○
EC170-03-5C-3 経済学史演習 A ◎ ○
EC170-04-5C-3 経済学史演習 B ◎ ○
EC180-01-6R-3 研究科論文指導  ◎

◎経済学研究科博士課程後期課程

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC200-01-7R-3 経済学演習 A ◎
EC200-02-8R-3 経済学演習 B ◎
EC200-03-9R-3 論文指導 ◎
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC150-08-5C-3 経済モデル・シミュレーション演習 ◎ ○
EC150-09-5C-3 経済倫理学演習 ◎ ○
EC150-10-5C-3 経済統計学演習 ◎ ○
EC160-01-5C-3 東北経済論演習 A ◎ ○
EC160-02-5C-3 東北経済論演習 B ◎ ○
EC160-03-5C-3 日本経済論演習 ◎ ○
EC160-04-5C-3 世界経済論演習 ◎ ○
EC160-05-5C-3 国際経済論演習 ◎ ○
EC160-06-5C-3 国際金融論演習 ◎ ○
EC160-07-5C-3 都市経済学演習 ◎ ○
EC160-08-5C-3 経済発展論演習 ◎ ○
EC160-09-5C-3 農業経済論演習 ◎ ○
EC160-10-5C-3 情報経済論演習 ◎ ○
EC160-11-5C-3 中小企業論演習 ◎ ○
EC160-12-5C-3 財政学演習 A ◎ ○
EC160-13-5C-3 財政学演習 B ◎ ○
EC160-14-5C-3 経済政策論演習 ◎ ○
EC160-15-5C-3 社会政策論演習 ◎ ○
EC160-16-5C-3 社会保障論演習 ◎ ○
EC160-17-5C-3 社会福祉論演習 ◎ ○
EC160-18-5C-3 加齢経済論演習 ◎ ○
EC160-19-5C-3 環境経済論演習 ◎ ○
EC160-20-5C-3 経済地理学演習 ◎ ○
EC160-21-5C-3 地域社会論演習 ◎ ○
EC160-22-5C-3 現代社会論演習 ◎ ○
EC170-01-5C-3 経済史演習 A ◎ ○
EC170-02-5C-3 経済史演習 B ◎ ○
EC170-03-5C-3 経済学史演習 A ◎ ○
EC170-04-5C-3 経済学史演習 B ◎ ○
EC180-01-6R-3 研究科論文指導  ◎

◎経済学研究科博士課程後期課程

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経済学に関する幅
広く視野、基本的
な知識及び思考力
を有すること

経済学に関するい
くつかの特定テー
マについて専門的
な知識を有するこ
と

経済学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有すること

経済学に関する学術
研究の遂行及び成果
の公表にむけて、研
究者として必要な知
識、技能、意欲を有
すること

経済学研究科に関して学修成果を示すことができる。
理論に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

政策に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

歴史に関するカリキュ
ラムを通して、大学・
研究所の教員や研究ス
タッフを養成する。

数量分析手法に関する
カリキュラムを通し
て、大学・研究所の教
員や研究スタッフを養
成する。

EC200-01-7R-3 経済学演習 A ◎
EC200-02-8R-3 経済学演習 B ◎
EC200-03-9R-3 論文指導 ◎

－84－

戻る

- 80 -



◎経済学研究科経済学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位
原則としてⅠ前期　Ⅱ後期　開講

授 業 科 目 担 当 者 名 単位

研 究 科 講 義
　研究科基礎

特別演習 アレイ　ウィルソン 教 授 2

社会科学特論（前期） （ 本 年 度 休 講 ）
社会科学特論（後期） アレイ　ウィルソン 教 授 2

経済史概説特論 佐　藤　　　純 教 授 2

英語プレゼンテーション 谷　　　祐可子 准教授 2

情報リテラシー特論 篠　崎　　　剛 教 授 2

　経済理論
ミクロ経済学特論Ⅰ アレイ　ウィルソン 教 授 2

ミクロ経済学特論Ⅱ アレイ　ウィルソン 教 授 2

マクロ経済学特論Ⅰ 舟　島　義　人 教 授 2

マクロ経済学特論Ⅱ 舟　島　義　人 教 授 2

経済原論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
経済原論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
社会経済学特論Ⅰ 泉　　　正　樹 教 授 2

社会経済学特論Ⅱ 泉　　　正　樹 教 授 2

金融論特論Ⅰ 松　前　龍　宜 准教授 2

金融論特論Ⅱ 松　前　龍　宜 准教授 2

産業組織論特論Ⅰ 稲　見　裕　介 准教授 2

産業組織論特論Ⅱ 稲　見　裕　介 准教授 2

公共経済論特論Ⅰ 宮　本　拓　郎 准教授 2

公共経済論特論Ⅱ 宮　本　拓　郎 准教授 2

経済モデル・シミュレーション特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
経済モデル・シミュレーション特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
経済倫理学特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
経済倫理学特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
経済統計学特論Ⅰ 前　田　修　也 教 授 2

経済統計学特論Ⅱ 前　田　修　也 教 授 2

　応用経済
東北経済論特論 A－Ⅰ 千　葉　昭　彦 教 授 2

東北経済論特論 A－Ⅱ 千　葉　昭　彦 教 授 2

東北経済論特論 B－Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
東北経済論特論 B－Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
日本経済論特論Ⅰ 田　野　　　穂 准教授 2

日本経済論特論Ⅱ 田　野　　　穂 准教授 2

世界経済論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
世界経済論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
国際経済論特論Ⅰ 倉　田　　　洋 教 授 2

国際経済論特論Ⅱ 倉　田　　　洋 教 授 2

国際金融論特論Ⅰ 伊鹿倉　正　司 教 授 2

国際金融論特論Ⅱ 伊鹿倉　正　司 教 授 2

都市経済学特論Ⅰ 若　生　　　徹 教 授 2

都市経済学特論Ⅱ 若　生　　　徹 教 授 2

経済発展論特論Ⅰ 篠　崎　　　剛 教 授 2

経済発展論特論Ⅱ 篠　崎　　　剛 教 授 2

農業経済論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
農業経済論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
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（ 本 年 度 休 講 ）
（ 本 年 度 休 講 ）
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
情報経済論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
情報経済論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
中小企業論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
中小企業論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
財政学特論 A－Ⅰ 谷　　　達　彦 准教授 2

財政学特論 A－Ⅱ 谷　　　達　彦 准教授 2

財政学特論  B－Ⅰ 佐　藤　　　滋 教 授 2

財政学特論  B－Ⅱ 佐　藤　　　滋 教 授 2

経済政策論特論Ⅰ 倉　田　　　洋 教 授 2

経済政策論特論Ⅱ 舟　島　義　人 教 授 2

社会政策論特論Ⅰ 黒　坂　愛　衣 教 授 2

社会政策論特論Ⅱ 黒　坂　愛　衣 教 授 2

社会保障論特論Ⅰ 熊　沢　由　美 教 授 2

社会保障論特論Ⅱ 熊　沢　由　美 教 授 2

社会福祉論特論Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
社会福祉論特論Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
加齢経済論特論Ⅰ 佐　藤　康　仁 教 授 2

加齢経済論特論Ⅱ 佐　藤　康　仁 教 授 2

環境経済論特論Ⅰ 谷　　　祐可子 准教授 2

環境経済論特論Ⅱ 谷　　　祐可子 准教授 2

経済地理学特論Ⅰ 千　葉　昭　彦 教 授 2

経済地理学特論Ⅱ 千　葉　昭　彦 教 授 2

地域社会論特論Ⅰ 齊　藤　康　則 准教授 2

地域社会論特論Ⅱ 齊　藤　康　則 准教授 2

現代社会論特論Ⅰ 郭　　　基　煥 教 授 2

現代社会論特論Ⅱ 郭　　　基　煥 教 授 2

　歴史
経済史特論 A－Ⅰ 佐　藤　　　純 教 授 2

経済史特論 A－Ⅱ 佐　藤　　　純 教 授 2

経済史特論 B－Ⅰ 白　鳥　圭　志 教 授 2

経済史特論 B－Ⅱ 白　鳥　圭　志 教 授 2

経済学史特論 A－Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
経済学史特論 A－Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
経済学史特論 B－Ⅰ 小　沼　宗　一 教 授 2

経済学史特論 B－Ⅱ 小　沼　宗　一 教 授 2

　共通講義科目
研究科特論 （ 本 年 度 休 講 ）

研 究 科 演 習
　経済理論

ミクロ経済学演習 アレイ　ウィルソン 教 授 4

マクロ経済学演習 舟　島　義　人 教 授 4

経済原論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
社会経済論演習 泉　　　正　樹 教 授 4

金融論演習 松　前　龍　宜 准教授 4

産業組織論演習 稲　見　裕　介 准教授 4

公共経済論演習 宮　本　拓　郎 准教授 4

経済モデル・シミュレーション演習 （ 本 年 度 休 講 ）
経済倫理学演習 （ 本 年 度 休 講 ）
経済統計学演習 前　田　修　也 教 授 4
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小　林　陽　介 准教授 2
小　林　陽　介 准教授 2
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位

　応用経済
東北経済論演習 A （ 本 年 度 休 講 ）
東北経済論演習 B （ 本 年 度 休 講 ）
日本経済論演習 田　野　　　穂 准教授 4

世界経済論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
国際経済論演習 倉　田　　　洋 教 授 4

国際金融論演習 伊鹿倉　正　司 教 授 4

都市経済学演習 若　生　　　徹 教 授 4

経済発展論演習 篠　崎　　　剛 教 授 4

農業経済論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
情報経済論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
中小企業論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
財政学演習 A 谷　　　達　彦 准教授 4

財政学演習 B 佐　藤　　　滋 教 授 4

経済政策論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
社会政策論演習 黒　坂　愛　衣 教 授 4

社会保障論演習 熊　沢　由　美 教 授 4

社会福祉論演習 （ 本 年 度 休 講 ）
加齢経済論演習 佐　藤　康　仁 教 授 4

環境経済論演習 谷　　　祐可子 准教授 4

経済地理学演習 千　葉　昭　彦 教 授 4

地域社会論演習 齊　藤　康　則 准教授 4

現代社会論演習 郭　　　基　煥 教 授 4

　歴史
経済史演習 A 佐　藤　　　純 教 授 4

経済史演習 B 白　鳥　圭　志 教 授 4

経済学史演習 A （ 本 年 度 休 講 ）
経済学史演習 B 小　沼　宗　一 教 授 4

　
研究科論文指導 経済学専攻　専任教員 4

履修方法
　2年以上在学して、次により授業科目について 32 単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け
た上、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）   研究科基礎科目の中から 2科目 4単位以上を修得しなければならない。ただし、課程修了要件

として算入できる単位数は 4単位を限度とする。

　（2）   指導教員による研究科講義科目 2 科目 4 単位（経済理論、応用経済ないし歴史の中から選択） 
と研究科演習 4 単位および研究科論文指導 4 単位合計 12 単位以上の修得を必ず含むものとする。

　（3）   指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認を得て、他研究科及び専攻の授業科目の中から選
択履修することができるものとし、10 単位を限度に課程修了に必要な単位として認める。

◎経済学研究科経済学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
経済学特別演習Ａ 経済学専攻　専任教員 4

経済学特別演習Ｂ 経済学専攻　専任教員 4

論文指導 千　葉　昭　彦 教 授 4
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（ 本 年 度 休 講 ）

小　林　陽　介 准教授 4

篠　崎　　　剛 教　授

経済学専攻　専任教員
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1.　履修方法
　3年以上在学し、授業科目について12単位（経済学特別演習8単位、論文指導4単位）以上を修得し、
指導教員の指導のもとに必要な研究指導をうけた上、博士論文を提出しその審査及び最終試験に合格し
なければならない。
　ただし、在学期間については、優れた研究業績を上げたと認められる場合には、在学期間を短縮する
ことができる。

経済学研究科における研究指導計画と論文審査基準・体制

学位取得（入学から学位授与までの教育プロセス：博士課程前期・後期課程共通）
1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　  　経済学研究科の博士課程における入学から学位授与までの教育プロセスは、前期課程と後期課程の
いずれにおいても、入学後の新入生オリエンテーションでガイダンスを受けることから始まる。これ
に引き続いて、前期課程の大学院生は、主指導教員・副指導教員から履修科目や履修内容についての
指導を受ける。これと同時に、それぞれの研究テーマに基づいて研究計画を作成・提出し、研究科委
員会の承認を受ける。

　  　前期課程の修士論文については、指導教員の演習を 1 年間、研究科論文指導を 1 年間履修すること
で、研究計画を具体化し、修士論文を完成させる仕組みになっている。修士論文の作成のスケジュー
ルは上記の研究計画の作成・提出（前期課程 1 年次）から始まり、前期課程 2 年次の 4 月の修士論文
の題目提出、9 月または 10 月の修士論文の中間報告、1 月の修士論文の提出、2 月の修士論文の審査
で完了する。なお、修士論文の中間報告は、学生に義務化され、指導教員を含む本研究科の全教員か
ら指導と助言を受ける。

　  　後期課程では、演習科目の履修が中心となっており、複数指導教員による研究指導と博士論文の作
成に重点がおかれている。「研究計画書」の提出から始まり、原則として 3 年間で博士論文を完成さ
せることになっている。本研究科では、これを実質化するために、学内での研究報告に加えて、学生
がその研究成果を国内外の学会で報告することを奨励している。博士論文の中間報告は、３年次の９
月または 10月に予定され、学生に義務化されている。この報告会において指導教員を含む本研究科
の全教員から指導と助言を受ける。承認された博士学位論文は本学学術情報リポジトリに公表するこ
とが義務づけられている。

2．学位論文の審査基準
　  　修士論文は、学術研究論文としての基本的要件を備えていることが審査基準となる。具体的には、
①先行研究が十分に理解されているか、② 論旨の展開に一貫性があるか、また明快な構成がなされ
ているか、③ 文献・資料の利用の仕方が適切か、という観点が重視される。

　  　博士論文の審査にあたっては、修士論文に求められる三つの要件に加えて、自立して研究活動がで
きうる能力と学識が要求される。

3．審査体制
　  　本研究科では、学位論文審査に際して、論文審査委員（修士論文の審査では、主査 1 名、副査 1 
名。博士論文の審査では、主査 1 名、副査 2 名以上）が選任され、論文審査と最終試験（口述試験）
が実施される。審査委員は、その審査結果を研究科委員会に報告し、研究科委員会での審議によって
合否が決定されることになる。研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議の
後、学位（修士又は博士）を授与する。
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◎経営学研究科経営学専攻修士課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経営学に関する幅
広い視野、基本的
な知識及び思考力
を有する。

経営学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有する。

経営学に関する学術研
究の遂行及び成果の公
表にむけて、研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する。

BU100-01-5C-2 経営学特講　 ◎
BU100-02-5C-2 経営史特講　 ◎
BU100-03-5C-2 経営管理論特講 ◎
BU100-04-5C-2 経営統計論特講 ◎
BU100-33-5C-2 経営戦略論特講 ◎
BU100-05-5C-2 ベンチャー・マネジメント特講 ◎
BU100-07-5C-2 情報処理論特講 ◎
BU100-08-5C-2 経営組織論特講 ◎
BU100-09-5C-2 国際経営論特講 ◎
BU100-10-5C-2 人的資源管理論特講 ◎
BU100-12-5C-2 ファイナンス特講 ◎
BU100-13-5C-2 コーポレート・ファイナンス特講 ◎
BU100-14-5C-2 財務会計論特講Ⅰ ◎
BU100-15-5C-3 財務会計論特講Ⅱ ◎
BU100-16-5C-2 国際会計論特講Ⅰ ◎
BU100-17-5C-3 国際会計論特講Ⅱ ◎
BU100-18-5C-2 管理会計論特講Ⅰ ◎
BU100-19-5C-3 管理会計論特講Ⅱ ◎
BU100-20-5C-2 原価計算論特講Ⅰ ◎
BU100-21-5C-3 原価計算論特講Ⅱ ◎
BU100-22-5C-2 経営分析論特講 ◎
BU100-23-5C-2 税務会計論特講Ⅰ ◎
BU100-24-5C-3 税務会計論特講Ⅱ ◎
BU100-25-5C-2 租税法特講Ⅰ ◎
BU100-26-5C-3 租税法特講Ⅱ ◎
BU100-27-5E-3 租税法特講Ⅲ ◎
BU100-28-5C-2 監査論特講 ◎
BU100-29-5C-2 商業史特講 ◎
BU100-30-5C-2 流通論特講 ◎
BU100-31-5C-2 商品学特講 ◎
BU100-32-5E-3 特別講義 ◎
BU210-01-5C-3 経営学演習 ◎ 〇
BU210-02-5C-3 経営史演習 ◎ 〇
BU210-03-5C-3 経営管理論演習 ◎ 〇
BU210-04-5C-3 経営統計論演習 ◎ 〇
BU210-25-5C-3 経営戦略論演習 ◎ 〇
BU210-05-5C-3 ベンチャー・マネジメント演習 ◎ 〇
BU210-07-5C-3 情報処理論演習 ◎ 〇
BU210-08-5C-3 経営組織論演習 ◎ 〇
BU210-09-5C-3 国際経営論演習 ◎ 〇
BU210-10-5C-3 人的資源管理論演習 ◎ 〇
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経営学に関する幅
広い視野、基本的
な知識及び思考力
を有する。

経営学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有する。

経営学に関する学術研
究の遂行及び成果の公
表にむけて、研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する。

BU210-12-5C-3 ファイナンス演習 ◎ 〇
BU210-13-5C-3 コーポレート・ファイナンス演習 ◎ 〇
BU210-14-5C-3 財務会計論演習 ◎ 〇
BU210-15-5C-3 国際会計論演習 ◎ 〇
BU210-16-5C-3 管理会計論演習 ◎ 〇
BU210-17-5C-3 原価計算論演習 ◎ 〇
BU210-18-5C-3 経営分析論演習 ◎ 〇
BU210-19-5C-3 税務会計論演習 ◎ 〇
BU210-20-5C-3 租税法演習 ◎ 〇
BU210-21-5C-3 監査論演習 ◎ 〇
BU210-22-5C-3 商業史演習 ◎ 〇
BU210-23-5C-3 流通論演習 ◎ 〇
BU210-24-5C-3 商品学演習 ◎ 〇
BU220-01-6R-3 研究科論文指導 〇 ◎
BU300-01-5C-2 外国経営書研究Ⅰ（英） ◎ 〇
BU300-02-5C-2 外国経営書研究Ⅱ（独） ◎ 〇
BU300-03-5C-2 外国経営書研究Ⅲ（仏） ◎ 〇
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◎経営学研究科経営学専攻修士課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
経営学に関する幅
広い視野、基本的
な知識及び思考力
を有する。

経営学に関する研
究課題について、
専門的で学術的な
価値のある知見を
有する。

経営学に関する学術研
究の遂行及び成果の公
表にむけて、研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する。

BU100-01-5C-2 経営学特講　 ◎
BU100-02-5C-2 経営史特講　 ◎
BU100-03-5C-2 経営管理論特講 ◎
BU100-04-5C-2 経営統計論特講 ◎
BU100-33-5C-2 経営戦略論特講 ◎
BU100-05-5C-2 ベンチャー・マネジメント特講 ◎
BU100-07-5C-2 情報処理論特講 ◎
BU100-08-5C-2 経営組織論特講 ◎
BU100-09-5C-2 国際経営論特講 ◎
BU100-10-5C-2 人的資源管理論特講 ◎
BU100-12-5C-2 ファイナンス特講 ◎
BU100-13-5C-2 コーポレート・ファイナンス特講 ◎
BU100-14-5C-2 財務会計論特講Ⅰ ◎
BU100-15-5C-3 財務会計論特講Ⅱ ◎
BU100-16-5C-2 国際会計論特講Ⅰ ◎
BU100-17-5C-3 国際会計論特講Ⅱ ◎
BU100-18-5C-2 管理会計論特講Ⅰ ◎
BU100-19-5C-3 管理会計論特講Ⅱ ◎
BU100-20-5C-2 原価計算論特講Ⅰ ◎
BU100-21-5C-3 原価計算論特講Ⅱ ◎
BU100-22-5C-2 経営分析論特講 ◎
BU100-23-5C-2 税務会計論特講Ⅰ ◎
BU100-24-5C-3 税務会計論特講Ⅱ ◎
BU100-25-5C-2 租税法特講Ⅰ ◎
BU100-26-5C-3 租税法特講Ⅱ ◎
BU100-27-5E-3 租税法特講Ⅲ ◎
BU100-28-5C-2 監査論特講 ◎
BU100-29-5C-2 商業史特講 ◎
BU100-30-5C-2 流通論特講 ◎
BU100-31-5C-2 商品学特講 ◎
BU100-32-5E-3 特別講義 ◎
BU210-01-5C-3 経営学演習 ◎ 〇
BU210-02-5C-3 経営史演習 ◎ 〇
BU210-03-5C-3 経営管理論演習 ◎ 〇
BU210-04-5C-3 経営統計論演習 ◎ 〇
BU210-25-5C-3 経営戦略論演習 ◎ 〇
BU210-05-5C-3 ベンチャー・マネジメント演習 ◎ 〇
BU210-07-5C-3 情報処理論演習 ◎ 〇
BU210-08-5C-3 経営組織論演習 ◎ 〇
BU210-09-5C-3 国際経営論演習 ◎ 〇
BU210-10-5C-3 人的資源管理論演習 ◎ 〇
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◎経営学研究科経営学専攻修士課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位

講 義 科 目
経営学特講 折　橋　伸　哉 教　授 2

経営史特講 菅　山　真　次 教　授 2

経営管理論特講 矢　口　義　教 教　授 2

経営統計論特講 （ 本 年 度 休 講 ）

経営戦略論特講 秋　池　　　篤 准教授 4

ベンチャー・マネジメント特講 （ 本 年 度 休 講 ）

情報処理論特講 根　市　一　志 教　授 2

経営組織論特講 岡　田　耕一郎 教　授 2

国際経営論特講 村　山　貴　俊 教　授 2

人的資源管理論特講 鈴　木　好　和 教　授 2

ファイナンス特講 松　村　尚　彦 教　授 2

コーポレート・ファイナンス特講 （ 本 年 度 休 講 ）

財務会計論特講Ⅰ 古　賀　裕　也 准教授 2

財務会計論特講Ⅱ 古　賀　裕　也 准教授 2

国際会計論特講Ⅰ 古　賀　裕　也 准教授 2

国際会計論特講Ⅱ 古　賀　裕　也 准教授 2

管理会計論特講Ⅰ 佐々木　郁　子 教　授 2

管理会計論特講Ⅱ 佐々木　郁　子 教　授 2

原価計算論特講Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）

原価計算論特講Ⅱ 松　岡　孝　介 教　授 2

経営分析論特講 （ 本 年 度 休 講 ）

税務会計論特講Ⅰ 掘　　　治　彦 准教授 2

税務会計論特講Ⅱ 掘　　　治　彦 准教授 2

租税法特講Ⅰ 小　池　和　彰 教　授 2

租税法特講Ⅱ 小　池　和　彰 教　授 2

租税法特講Ⅲ （ 本 年 度 休 講 ）

監査論特講 佐久間　義　浩 教　授 2

商業史特講 齋　藤　善　之 教　授 2

流通論特講 （ 本 年 度 休 講 ）

商品学特講 （ 本 年 度 休 講 ）

特別講義 齋　藤　善　之 教　授

4

鈴　木　好　和 教　授

秋　池　　　篤 准教授

池　谷　昌　之

今　野　　　均

髙　橋　弘　美

設　樂　憲　史
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
演 習 科 目

経営学演習 折　橋　伸　哉 教　授 4

経営史演習 菅　山　真　次 教　授 4

経営管理論演習 矢　口　義　教 教　授 4

経営統計論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

経営戦略論演習 秋　池　　　篤 准教授 4

ベンチャー・マネジメント演習 （ 本 年 度 休 講 ）

情報処理論演習 根　市　一　志 教　授 4

経営組織論演習 岡　田　耕一郎 教　授 4

国際経営論演習 村　山　貴　俊 教　授 4

人的資源管理論演習 鈴　木　好　和 教　授 4

ファイナンス演習 （ 本 年 度 休 講 ）

コーポレート・ファイナンス演習 （ 本 年 度 休 講 ）

財務会計論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

国際会計論演習 古　賀　裕　也 准教授 4

管理会計論演習 佐々木　郁　子 教　授 4

原価計算論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

経営分析論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

税務会計論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

租税法演習 小　池　和　彰 教　授 4

租税法演習 堀　　　治　彦 准教授 4

監査論演習 佐久間　義　浩 教　授 4

商業史演習 齋　藤　善　之 教　授 4

流通論演習 （ 本 年 度 休 講 ）

商品学演習 （ 本 年 度 休 講 ）

外 国 経 営 書 研 究 科 目
外国経営書研究Ⅰ（英） 菅　山　真　次 教　授 4

外国経営書研究Ⅰ（英） （ 本 年 度 休 講 ）

外国経営書研究Ⅱ（独） （ 本 年 度 休 講 ）

外国経営書研究Ⅲ（仏） 鈴　木　好　和 教　授 4

研究科論文指導 小　池　和　彰 教　授 4

履修方法
　2年以上在学して、授業科目について次により 30 単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け
た上、修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
（1）�　指導教員による講義 1科目 2単位と演習 4単位および研究科論文指導 4単位、外国経営書研究
4単位合計 14 単位を修得しなければならない。

（2）　前号に定めるほか、授業科目の中から 16 単位以上を修得するものとする。
（3）�　研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認を得て、他研究科及び専攻の授業科目の中
から選択履修することができるものとし、8単位を限度に課程修了に必要な単位として認める。
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経営学研究科における研究指導計画と論文審査基準・体制

学位取得
1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　  　本研究科では、入学直後の新入生ガイダンスにおいて、大学院での学習についての一般的諸注意と
ともに、専任教員による講義内容についての説明と、授業科目担当者による履修希望者への個別指導
が実施される。大学院生は、1年次中に、それぞれの研究テーマに基づいて研究計画を作成・提出し、
研究科委員会の承認を受ける。

　  　修士論文作成のスケジュールは、上記の研究計画の作成・提出から始まり、2年次 4月の論文題目
提出、同 9月または 10月の中間報告、翌 1月の論文提出、2月の論文審査で完了する。なお、中間
報告は義務化され、そこでは指導教員を含む本研究科の全教員から指導と助言を受ける。

2．学位論文の審査基準
　  　学術研究論文としての基本的要件を備えていることが審査基準となる。具体的には、①基本文献の
理解度、②論旨の一貫性、③文献・資料の引用方法の適切性という３要件が重視される。

3．審査体制
　  　本研究科では、学位論文審査に際して、論文審査委員（主査及び副査各１名）が選任され、論文の
査読と口述試験が実施される。審査委員は、その結果を研究科委員会に報告し、審査委員の報告は、
研究科委員会での審議によって合否が決定されることになる。研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位 (修士 )を授与する。
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◎法学研究科法律学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与方針
法学または政治
学に関する幅広
い視野、基本的
な知識及び思考
力を有する。

法学または政治
学に関するいく
つかのテーマに
ついて専門的な
知識を有する。

法学または政治学
に関する研究課題
について、専門的
で学術的な価値の
ある知見を有する。

法学または政治学
に関する学術研究
の遂行及び成果の
公表にむけて、研
究者として必要な
知識、技能、意識
を有する。

LA100-01-5C-1 アカデミック・スキル ○ ◎
LA100-02-5C-1 法学の基礎 ◎ ○
LA200-01-5E-1 民法一般講義 ◎ ○
LA200-02-5E-1 商法一般講義 ◎ ○
LA200-03-5E-1 民事手続法一般講義 ◎ ○
LA200-04-5E-1 労働法一般講義 ◎ ○
LA200-05-5E-1 憲法一般講義 ◎ ○
LA200-06-5E-1 行政法一般講義 ◎ ○
LA200-07-5E-1 租税法一般講義 ◎ ○
LA200-08-5E-1 刑法一般講義 ◎ ○
LA200-09-5E-1 刑事訴訟法一般講義 ◎ ○
LA200-10-5E-1 国際法一般講義 ◎ ○
LA200-11-5E-1 基礎法一般講義 ◎ ○
LA200-12-5E-1 政治学一般講義 ◎ ○
LA300-01-5E-2 民法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-02-5E-2 民法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-03-6E-2 民法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-04-6E-2 民法応用講義Ⅳ ◎ ○
LA300-05-6E-3 民法応用講義Ⅴ ◎ ○
LA300-06-6E-3 民法応用講義Ⅵ ◎ ○
LA300-07-6E-2 知的財産権法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-08-6E-3 知的財産権法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-09-5E-2 商法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-10-6E-2 商法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-11-6E-2 商法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-12-5E-2 民事手続法応用講義Ⅰ  ◎ ○
LA300-13-6E-2 民事手続法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-14-6E-3 民事手続法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-15-5E-2 労働法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-16-6E-2 労働法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-17-6E-3 労働法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-18-5E-2 憲法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-19-6E-2 憲法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-20-6E-3 憲法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-21-5E-2 行政法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-22-6E-2 行政法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-23-6E-3 行政法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-24-5E-2 租税法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-25-6E-2 租税法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-26-6E-3 租税法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-27-6E-2 経済法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-28-6E-3 経済法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-29-5E-2 刑法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-30-6E-2 刑法応用講義Ⅱ ◎ ○
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経営学研究科における研究指導計画と論文審査基準・体制

学位取得
1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　  　本研究科では、入学直後の新入生ガイダンスにおいて、大学院での学習についての一般的諸注意と
ともに、専任教員による講義内容についての説明と、授業科目担当者による履修希望者への個別指導
が実施される。大学院生は、1年次中に、それぞれの研究テーマに基づいて研究計画を作成・提出し、
研究科委員会の承認を受ける。

　  　修士論文作成のスケジュールは、上記の研究計画の作成・提出から始まり、2年次 4月の論文題目
提出、同 9月または 10月の中間報告、翌 1月の論文提出、2月の論文審査で完了する。なお、中間
報告は義務化され、そこでは指導教員を含む本研究科の全教員から指導と助言を受ける。

2．学位論文の審査基準
　  　学術研究論文としての基本的要件を備えていることが審査基準となる。具体的には、①基本文献の
理解度、②論旨の一貫性、③文献・資料の引用方法の適切性という３要件が重視される。

3．審査体制
　  　本研究科では、学位論文審査に際して、論文審査委員（主査及び副査各１名）が選任され、論文の
査読と口述試験が実施される。審査委員は、その結果を研究科委員会に報告し、審査委員の報告は、
研究科委員会での審議によって合否が決定されることになる。研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位 (修士 )を授与する。
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与方針
法学または政治
学に関する幅広
い視野、基本的
な知識及び思考
力を有する。

法学または政治
学に関するいく
つかのテーマに
ついて専門的な
知識を有する。

法学または政治学
に関する研究課題
について、専門的
で学術的な価値の
ある知見を有する。

法学または政治学
に関する学術研究
の遂行及び成果の
公表にむけて、研
究者として必要な
知識、技能、意識
を有する。

LA300-31-6E-3 刑法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-32-5E-2 刑事訴訟法応用講義Ⅰ  ◎ ○
LA300-33-6E-2 刑事訴訟法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-34-6E-3 刑事訴訟法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-35-5E-2 国際法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-36-6E-2 国際法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-37-6E-3 国際法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-38-5E-2 基礎法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-39-6E-2 基礎法応用講義Ⅱ  ◎ ○
LA300-40-6E-3 基礎法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-41-5E-2 政治学応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-42-6E-2 政治学応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-43-6E-3 政治学応用講義Ⅲ ◎ ○
LA400-01-5E-2 演習ⅠＡ ◎ ○
LA400-02-5E-2 演習ⅠＢ ◎ ○
LA400-03-6E-3 演習ⅡＡ ◎ ○
LA400-04-6E-3 演習ⅡＢ ◎ ○
LA400-05-6E-3 演習ⅢＡ ◎ ○
LA400-06-6E-3 演習ⅢＢ ◎ ○
LA500-01-5E-2 原典講読Ⅰ ◎ ○
LA500-02-5E-2 原典講読Ⅱ ◎ ○
LA500-03-5E-2 原典講読Ⅲ ◎ ○
LA500-04-5E-2 原典講読Ⅳ ◎ ○
LA500-05-6E-3 原典講読Ⅴ ◎ ○
LA500-06-6E-3 原典講読Ⅵ ◎ ○
LA500-07-6E-3 原典講読Ⅶ ◎ ○
LA500-08-6E-3 原典講読Ⅷ ◎ ○
LA600-01-5E-2 特定テーマ研究Ⅰ ○ ◎
LA600-02-5E-2 特定テーマ研究Ⅱ ○ ◎ 　
LA600-03-5E-2 特定テーマ研究Ⅲ ○ ◎
LA600-04-5E-2 特定テーマ研究Ⅳ ○ ◎
LA700-01-5R-3 修士論文 ◎ ○

◎法学研究科法律学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科　　目　　名

学位授与方針
法学または政治学
に関する幅広い視
野、専門的な知識
及び思考力を有す
る。

法学または政治学
に関する研究課題
について、高度に
専門的で学術的な
価値の高い知見を
有する。

法学または政治学に関
する学術研究の遂行及
び成果の公表にむけ
て、自立した研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する。

LA800-01-7R-2 法律学演習Ⅰ ◎ ○
LA800-02-8R-3 法律学演習Ⅱ ○ ◎
LA800-03-9R-3 論文指導 ◎ ○
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博士課程前期課程

学位授与の方針

　法学研究科は、博士課程前期課程において、所定の履修細則に従って 30単位を修得し、かつ、必要
な研究指導を受けたうえで提出した修士論文またはそれに代わる学修成果の審査及び最終試験によっ
て、次の学修成果が確認できた者に、「修士（法学）」の学位を授与する。

　 1．法学または政治学に関する幅広い視野、基本的な知識及び思考力を有する。
　 2．法学または政治学に関するいくつかの特定テーマについて専門的な知識を有する。
　 3．法学または政治学に関する研究課題について、専門的で学術的な価値のある知見を有する。
　 4．  法学または政治学に関する学術研究の遂行および成果の公表にむけて、研究者として必要な知

識、技能、意識を有する。

教育課程編成・実施の方針

　法学研究科は、博士課程前期課程において、学位授与の方針に定めた学修成果を達成するため、次の
方針により、体系的・順次的な教育課程を編成・実施する。

　 1．  学位授与の方針に定めた学修成果 1を達成することを主たる目的として、1年前期に「一般講義」、
1年後期から「応用講義」を置く。

　 2．  学位授与の方針に定めた学修成果 2を達成することを主たる目的として、「特定テーマ研究」を
置く。

　 3．  学位授与の方針に定めた学修成果 3を達成することを主たる目的として、1年後期から「演習」
を置くとともに、必要な研究指導を行う。

　 4．  学位授与の方針に定めた学修成果 4を達成することを主たる目的として、「導入科目」を 1年前
期に置き必修とするとともに、必要な研究指導を行う。

　 5．  本課程が目的とする人材養成の多様性に対応するため、複数の履修コースを設け、それぞれ異
なる修了要件とする。

博士課程後期課程

学位授与の方針

　法学研究科は、博士課程後期課程において、所定の履修細則に従って 12単位を修得し、かつ、必要
な研究指導を受けたうえで提出した博士論文の審査及び最終試験によって、次の学修成果が確認できた
者に、「博士（法学）」の学位を授与する。

　 1．法学または政治学に関する幅広い視野、専門的な知識及び思考力を有する。
　 2．  法学または政治学に関する研究課題について、高度に専門的で、学術的な価値の高い知見を有

する。
　 3．  法学または政治学に関する学術研究の継続的遂行および成果の公表にむけて、自立した研究者

として必要な知識、技能、意識を有する。

教育課程編成・実施の方針

　法学研究科は、博士課程後期課程において、学位授与の方針に定めた学修成果を達成するため、次の
方針により、体系的・順次的な教育課程を編成・実施する。
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与方針
法学または政治
学に関する幅広
い視野、基本的
な知識及び思考
力を有する。

法学または政治
学に関するいく
つかのテーマに
ついて専門的な
知識を有する。

法学または政治学
に関する研究課題
について、専門的
で学術的な価値の
ある知見を有する。

法学または政治学
に関する学術研究
の遂行及び成果の
公表にむけて、研
究者として必要な
知識、技能、意識
を有する。

LA300-31-6E-3 刑法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-32-5E-2 刑事訴訟法応用講義Ⅰ  ◎ ○
LA300-33-6E-2 刑事訴訟法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-34-6E-3 刑事訴訟法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-35-5E-2 国際法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-36-6E-2 国際法応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-37-6E-3 国際法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-38-5E-2 基礎法応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-39-6E-2 基礎法応用講義Ⅱ  ◎ ○
LA300-40-6E-3 基礎法応用講義Ⅲ ◎ ○
LA300-41-5E-2 政治学応用講義Ⅰ ◎ ○
LA300-42-6E-2 政治学応用講義Ⅱ ◎ ○
LA300-43-6E-3 政治学応用講義Ⅲ ◎ ○
LA400-01-5E-2 演習ⅠＡ ◎ ○
LA400-02-5E-2 演習ⅠＢ ◎ ○
LA400-03-6E-3 演習ⅡＡ ◎ ○
LA400-04-6E-3 演習ⅡＢ ◎ ○
LA400-05-6E-3 演習ⅢＡ ◎ ○
LA400-06-6E-3 演習ⅢＢ ◎ ○
LA500-01-5E-2 原典講読Ⅰ ◎ ○
LA500-02-5E-2 原典講読Ⅱ ◎ ○
LA500-03-5E-2 原典講読Ⅲ ◎ ○
LA500-04-5E-2 原典講読Ⅳ ◎ ○
LA500-05-6E-3 原典講読Ⅴ ◎ ○
LA500-06-6E-3 原典講読Ⅵ ◎ ○
LA500-07-6E-3 原典講読Ⅶ ◎ ○
LA500-08-6E-3 原典講読Ⅷ ◎ ○
LA600-01-5E-2 特定テーマ研究Ⅰ ○ ◎
LA600-02-5E-2 特定テーマ研究Ⅱ ○ ◎ 　
LA600-03-5E-2 特定テーマ研究Ⅲ ○ ◎
LA600-04-5E-2 特定テーマ研究Ⅳ ○ ◎
LA700-01-5R-3 修士論文 ◎ ○

◎法学研究科法律学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ

科目ナンバリング 科　　目　　名

学位授与方針
法学または政治学
に関する幅広い視
野、専門的な知識
及び思考力を有す
る。

法学または政治学
に関する研究課題
について、高度に
専門的で学術的な
価値の高い知見を
有する。

法学または政治学に関
する学術研究の遂行及
び成果の公表にむけ
て、自立した研究者と
して必要な知識、技
能、意識を有する。

LA800-01-7R-2 法律学演習Ⅰ ◎ ○
LA800-02-8R-3 法律学演習Ⅱ ○ ◎
LA800-03-9R-3 論文指導 ◎ ○

－96－
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　 1．  学位授与の方針に定めた学修成果 1及び 2を達成することを主たる目的として、「法律学演習Ⅰ」
及び「法律学演習Ⅱ」を置き、必修とする。

　 2．  学位授与の方針に定めた学修成果 3を達成することを主たる目的として、「論文指導」を置き必
修とするとともに、研究指導を行う。

◎法学研究科法律学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位

導 入 科 目
アカデミック・スキル 陶　久　利　彦 教 授 2

法学の基礎 陶　久　利　彦 教 授 1

一 般 講 義
民法一般講義 大　窪　　　誠 教 授 2

商法一般講義 横　田　尚　昌 教 授 2

民事手続法一般講義 （ 本 年 度 休 講 ）
労働法一般講義 阿　部　未　央 教 授 2

憲法一般講義 佐々木　く　み 教 授 2

行政法一般講義 佐　藤　英　世 教 授 2

租税法一般講義 加　藤　友　佳 講 師 2

刑法一般講義 宮　川　　　基 教 授 2

刑事訴訟法一般講義 冨　田　　　真 教 授 2

国際法一般講義 黒　田　秀　治 教 授 2

基礎法一般講義 陶　久　利　彦 教 授 2

政治学一般講義 井　上　義比古 教 授 2

応 用 講 義
民法応用講義Ⅰ 近　藤　雄　大 教 授 2

民法応用講義Ⅱ 遠　藤　隆　幸 教 授 2

民法応用講義Ⅲ 大　窪　　　誠 教 授 2

民法応用講義Ⅳ 石　垣　茂　光 教 授 2

民法応用講義Ⅴ 近　藤　雄　大 教 授 2

民法応用講義Ⅵ 大　窪　　　誠 教 授 2

知的財産権法応用講義Ⅰ 辻　田　芳　幸 教 授 2

知的財産権法応用講義Ⅱ 辻　田　芳　幸 教 授 2

商法応用講義Ⅰ 横　田　尚　昌 教 授 2

商法応用講義Ⅱ 菊　地　雄　介 教 授 2

商法応用講義Ⅲ 横　田　尚　昌 教 授 2

民事手続法応用講義Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
民事手続法応用講義Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
民事手続法応用講義Ⅲ （ 本 年 度 休 講 ）
労働法応用講義Ⅰ 阿　部　未　央 教 授 2

労働法応用講義Ⅱ 阿　部　未　央 教 授 2

労働法応用講義Ⅲ 阿　部　未　央 教 授 2

憲法応用講義Ⅰ 佐々木　く　み 教 授 2

憲法応用講義Ⅱ 佐々木　く　み 教 授 2

憲法応用講義Ⅲ 佐々木　く　み 教 授 2

行政法応用講義Ⅰ 佐　藤　英　世 教 授 2

行政法応用講義Ⅱ 佐　藤　英　世 教 授 2

行政法応用講義Ⅲ 佐　藤　英　世 教 授 2

－98－

戻る

◎法学研究科法律学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
導 入 科 目

アカデミック・スキル 陶　久　利　彦 教　授 2
法学の基礎 陶　久　利　彦 教　授 1

一 般 講 義
民法一般講義 大　窪　　　誠 教　授 2
商法一般講義 横　田　尚　昌 教　授 2
民事手続法一般講義 佐　藤　優　希 教　授 2
労働法一般講義 阿　部　未　央 教　授 2
憲法一般講義 佐々木　く　み 教　授 2
行政法一般講義 佐　藤　英　世 教　授 2
租税法一般講義 高　浜　智　輝 准教授 2
刑法一般講義 中　村　雄　一 教　授 2
刑事訴訟法一般講義 冨　田　　　真 教　授 2
国際法一般講義 黒　田　秀　治 教　授 2
基礎法一般講義 陶　久　利　彦 教　授 2
政治学一般講義 井　上　義比古 教　授 2

応 用 講 義
民法応用講義Ⅰ 近　藤　雄　大 教　授 2
民法応用講義Ⅱ 遠　藤　隆　幸 教　授 2
民法応用講義Ⅲ 大　窪　　　誠 教　授 2
民法応用講義Ⅳ 石　垣　茂　光 教　授 2
民法応用講義Ⅴ 近　藤　雄　大 教　授 2
民法応用講義Ⅵ 大　窪　　　誠 教　授 2
知的財産権法応用講義Ⅰ 辻　田　芳　幸 教　授 2
知的財産権法応用講義Ⅱ 辻　田　芳　幸 教　授 2
商法応用講義Ⅰ 横　田　尚　昌 教　授 2
商法応用講義Ⅱ 菊　地　雄　介 教　授 2
商法応用講義Ⅲ 横　田　尚　昌 教　授 2
民事手続法応用講義Ⅰ 佐　藤　優　希 教　授 2
民事手続法応用講義Ⅱ 佐　藤　優　希 教　授 2
民事手続法応用講義Ⅲ 佐　藤　優　希 教　授 2
労働法応用講義Ⅰ 阿　部　未　央 教　授 2
労働法応用講義Ⅱ 阿　部　未　央 教　授 2
労働法応用講義Ⅲ 阿　部　未　央 教　授 2
憲法応用講義Ⅰ 佐々木　く　み 教　授 2
憲法応用講義Ⅱ 佐々木　く　み 教　授 2
憲法応用講義Ⅲ 佐々木　く　み 教　授 2
行政法応用講義Ⅰ 佐　藤　英　世 教　授 2
行政法応用講義Ⅱ 佐　藤　英　世 教　授 2
行政法応用講義Ⅲ 佐　藤　英　世 教　授 2
租税法応用講義Ⅰ 千　葉　直　人 2
租税法応用講義Ⅱ 高　浜　智　輝 准教授 2
租税法応用講義Ⅲ 高　浜　智　輝 准教授 2
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　 1．  学位授与の方針に定めた学修成果 1及び 2を達成することを主たる目的として、「法律学演習Ⅰ」
及び「法律学演習Ⅱ」を置き、必修とする。

　 2．  学位授与の方針に定めた学修成果 3を達成することを主たる目的として、「論文指導」を置き必
修とするとともに、研究指導を行う。

◎法学研究科法律学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位

導 入 科 目
アカデミック・スキル 陶　久　利　彦 教 授 2

法学の基礎 陶　久　利　彦 教 授 1

一 般 講 義
民法一般講義 大　窪　　　誠 教 授 2

商法一般講義 横　田　尚　昌 教 授 2

民事手続法一般講義 （ 本 年 度 休 講 ）
労働法一般講義 阿　部　未　央 教 授 2

憲法一般講義 佐々木　く　み 教 授 2

行政法一般講義 佐　藤　英　世 教 授 2

租税法一般講義 加　藤　友　佳 講 師 2

刑法一般講義 宮　川　　　基 教 授 2

刑事訴訟法一般講義 冨　田　　　真 教 授 2

国際法一般講義 黒　田　秀　治 教 授 2

基礎法一般講義 陶　久　利　彦 教 授 2

政治学一般講義 井　上　義比古 教 授 2

応 用 講 義
民法応用講義Ⅰ 近　藤　雄　大 教 授 2

民法応用講義Ⅱ 遠　藤　隆　幸 教 授 2

民法応用講義Ⅲ 大　窪　　　誠 教 授 2

民法応用講義Ⅳ 石　垣　茂　光 教 授 2

民法応用講義Ⅴ 近　藤　雄　大 教 授 2

民法応用講義Ⅵ 大　窪　　　誠 教 授 2

知的財産権法応用講義Ⅰ 辻　田　芳　幸 教 授 2

知的財産権法応用講義Ⅱ 辻　田　芳　幸 教 授 2

商法応用講義Ⅰ 横　田　尚　昌 教 授 2

商法応用講義Ⅱ 菊　地　雄　介 教 授 2

商法応用講義Ⅲ 横　田　尚　昌 教 授 2

民事手続法応用講義Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
民事手続法応用講義Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
民事手続法応用講義Ⅲ （ 本 年 度 休 講 ）
労働法応用講義Ⅰ 阿　部　未　央 教 授 2

労働法応用講義Ⅱ 阿　部　未　央 教 授 2

労働法応用講義Ⅲ 阿　部　未　央 教 授 2

憲法応用講義Ⅰ 佐々木　く　み 教 授 2

憲法応用講義Ⅱ 佐々木　く　み 教 授 2

憲法応用講義Ⅲ 佐々木　く　み 教 授 2

行政法応用講義Ⅰ 佐　藤　英　世 教 授 2

行政法応用講義Ⅱ 佐　藤　英　世 教 授 2

行政法応用講義Ⅲ 佐　藤　英　世 教 授 2

－98－
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
経済法応用講義Ⅰ （ 本 年 度 休 講 ）
経済法応用講義Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
刑法応用講義Ⅰ 中　村　雄　一 教　授 2
刑法応用講義Ⅱ 宮　川　　　基 教　授 2
刑法応用講義Ⅲ 宮　川　　　基 教　授 2
刑事訴訟法応用講義Ⅰ 冨　田　　　真 教　授 2
刑事訴訟法応用講義Ⅱ 冨　田　　　真 教　授 2
刑事訴訟法応用講義Ⅲ 冨　田　　　真 教　授 2
国際法応用講義Ⅰ 黒　田　秀　治 教　授 2
国際法応用講義Ⅱ 黒　田　秀　治 教　授 2
国際法応用講義Ⅲ 黒　田　秀　治 教　授 2
基礎法応用講義Ⅰ 陶　久　利　彦 教　授 2
基礎法応用講義Ⅱ 陶　久　利　彦 教　授 2
基礎法応用講義Ⅲ 陶　久　利　彦 教　授 2
政治学応用講義Ⅰ 三　須　拓　也 教　授 2
政治学応用講義Ⅱ 井　上　義比古 教　授 2
政治学応用講義Ⅲ 木　下　淑　惠 教　授 2

演 習
演習ⅠＡ 佐　藤　英　世 教　授 2
演習ⅠＡ 高　浜　智　輝 准教授 2
演習ⅠＡ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅠＡ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅠＢ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅠＢ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅠＢ 木　下　淑　惠 教　授 2
演習ⅡＡ 高　浜　智　輝 准教授 2
演習ⅡＡ 宮　川　　　基 教　授 2
演習ⅡＡ 佐　藤　英　世 教　授 2
演習ⅡＡ 近　藤　雄　大 教　授 2

演習ⅡＢ
佐　藤　英　世 教　授

2
大　橋　佳　明

演習ⅡＢ 大　窪　　　誠 教　授 2
演習ⅡＢ 中　村　雄　一 教　授 2
演習ⅡＢ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅢＡ 高　浜　智　輝 准教授 2
演習ⅢＡ 佐　藤　英　世 教　授 2
演習ⅢＡ 近　藤　雄　大 教　授 2
演習ⅢＡ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅢＡ 宮　川　　　基 教　授 2
演習ⅢＢ 大　窪　　　誠 教　授 2
演習ⅢＢ 中　村　雄　一 教　授 2
演習ⅢＢ （ 本 年 度 休 講 ）
演習ⅢＢ （ 本 年 度 休 講 ）

原 典 講 読
原典講読Ⅰ 横　田　尚　昌 教　授 2
原典講読Ⅱ 遠　藤　隆　幸 教　授 2
原典講読Ⅱ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅲ 横　田　尚　昌 教　授 2
原典講読Ⅳ 遠　藤　隆　幸 教　授 2
原典講読Ⅳ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅴ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
原典講読Ⅳ 遠　藤　隆　幸 教 授 2

原典講読Ⅳ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅴ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅶ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）

特 定 テ ー マ 研 究
債権の回収 石　垣　茂　光 教 授

2
大　窪　　　誠 教 授

特定テーマ研究Ⅱ（税の理論と実務） 千　葉　直　人 講 師
2

渋　谷　浩　司 講 師
行政と市民 木　下　淑　惠 教 授

2
井　上　義比古 教 授

憲法と政治制度 佐々木　く　み 教 授
2

齋　藤　　　誠 教 授

1.　履修方法
平成 25年度までの入学者
　修士の学位を修得するためには、博士前期課程に 2年以上在学して、授業科目について 30単位以上
を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しな
ければならない。ただし、授業科目については、30単位のうち 10単位を限度として、他研究科の授業
科目の中から担当教員の承認を得て選択履修することができる。
　なお、特殊講義は幅広い視野を身に付けさせる科目であり、演習は専門分野に関する専門的知識をよ
り深める科目である。そのため、原則として特殊講義を 1年次、演習を 2年次に履修することが望ましい。

平成 26年度からの入学者
〔修了要件〕
　2年以上在学し、総単位数として 30単位上を修得し、かつ、法学研究コースの者については、導入
科目の単位を 2単位以上及び演習科目の単位を 8単位以上修得し、修士論文を提出し、その審査及び最
終試験に合格すること、法学専修コース（論文）の者については、導入科目の単位を 2単位以上、一般
講義及び応用講義の単位を 4単位以上、並びに演習科目の単位を 6単位以上修得し、修士論文を提出し、
その審査及び最終試験に合格すること、法学専修コース（一般）の者については、導入科目の単位を 2
単位以上、一般講義及び応用講義の単位を 8単位以上、並びに演習科目の単位を 6単位以上修得し、リ
サーチペーパーを提出し、その審査及び最終試験に合格することが求められる。ただし、総単位数 30
単位のうち、10単位を限度として他研究科又は学部授業科目の中から主指導教員の承認を得て選択履
修することができる。

〔選択必修単位数〕

コース別 導入
科目 ／一般講義　及び応用講義 ／ 演習 合　計

法学研究コース 2 ／ ― ／ 8 10単位／ 30単位

法学専修（論文）コース 2 ／ 4 ／ 6 12単位／ 30単位

法学専修（一般）コース 2 ／ 8 ／ 6 16単位／ 30単位

－100－
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅶ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）

特 定 テ ー マ 研 究

特定テーマ研究Ⅰ（債権の回収） （ 本 年 度 休 講 ）

特定テーマ研究Ⅱ（税の理論と実務）
千　葉　直　人

2
渋　谷　浩　司

特定テーマ研究Ⅲ（生活の中の保険） 横　田　尚　昌 教　授 2

特定テーマ研究Ⅳ（行政と市民）
木　下　淑　惠 教　授

2
井　上　義比古 教　授
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2.　修士の学位授与までのプロセス
　入学直後に実施される法学研究科ガイダンスでは、大学院での学修についての基本的な注意、一般的
な履修指導、専任教員による授業内容・方法についての説明が行われる。それに続き、授業科目担当教
員による履修希望者への個別指導が行われる。また、この段階ですでに、それぞれの新入生に対する指
導教員は研究科委員会での承認を経て確定している。
　学生は、1年次中に修士論文のテーマを決め、2年次には指導教員の承認のもと「修士論文題目届」
及び「修士論文作成指導申込書」を研究科長に提出する。これらは、研究科委員会で審議・承認されな
ければならない。
　2年次秋（通常 11月）には、「修士・博士論文中間報告会」が実施され、修士論文提出予定者は、そ
の内容について報告をする。この報告会には主指導教員、副指導教員のほか法学研究科構成員全員が参
加することになっており、報告者は出席した教員から評価・指導を受けることができる。
　修士論文が提出されると、研究科委員会は論文を審査する主査、副査を決めるが、主査には主指導 
教員、副査には副指導教員をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試験によって行われ、口
述試験では論文で不十分な点や今後の課題などについての指導もなされる。
　修士論文として承認されたものは、本研究科の紀要『法学研究年誌』に発表することが奨励され、学
生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。
　2年で修士論文を作成できず、課程を修了できなかった者に対する指導については、基本的には 2年
次の学生と同じであるが、既に修了に必要な単位を修得している学生であっても、主指導教員や副指導
教員の授業科目には自由聴講者として出席させ、指導を行っている。

◎法学研究科法律学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単位
法律学演習Ⅰ（公法総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅰ（民事法総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅰ（社会法総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅰ（刑事法総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅰ（基礎法総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅰ（政治学総合演習Ⅰ） 4

法律学演習Ⅱ（公法総合演習Ⅱ） 4

法律学演習Ⅱ（民事法総合演習Ⅱ） 4

法律学演習Ⅱ（社会法総合演習Ⅱ） 4

法律学演習Ⅱ（刑事法総合演習Ⅱ） 4

法律学演習Ⅱ（基礎法総合演習Ⅱ） 4

法律学演習Ⅱ（政治学総合演習Ⅱ） 4

論文指導 4

1.　履修指導・研究指導の方法
　（1） 　博士後期課程を修了する標準的条件は、3年以上在学して12単位（演習8単位、論文指導4単位）

以上を修得し、研究指導を受けて博士論文を提出し、論文審査及び最終試験に合格することである。
　ただし、特に優れた研究業績をあげた者については、それよりも短い在学期間で修了を認める
場合がある。

　（2） 　通常、博士後期課程の学生はすでに修士論文を作成した経験をもっており、入学の時点である
程度まで研究テーマが絞られていることが多い。そのため、そのテーマを真に意味のあるものに
鍛え上げ、確実な成果を上げうるように指導していくこととなる。

　（3）　法律学演習 Iと法律学演習 IIについては、分野ごとの総合演習を設けている。
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授 業 科 目 担 当 者 名 単位
原典講読Ⅳ 遠　藤　隆　幸 教 授 2

原典講読Ⅳ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅴ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅵ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅶ（英語） （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）
原典講読Ⅷ （ 本 年 度 休 講 ）

特 定 テ ー マ 研 究
債権の回収 石　垣　茂　光 教 授

2
大　窪　　　誠 教 授

特定テーマ研究Ⅱ（税の理論と実務） 千　葉　直　人 講 師
2

渋　谷　浩　司 講 師
行政と市民 木　下　淑　惠 教 授

2
井　上　義比古 教 授

憲法と政治制度 佐々木　く　み 教 授
2

齋　藤　　　誠 教 授

1.　履修方法
平成 25年度までの入学者
　修士の学位を修得するためには、博士前期課程に 2年以上在学して、授業科目について 30単位以上
を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で修士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格しな
ければならない。ただし、授業科目については、30単位のうち 10単位を限度として、他研究科の授業
科目の中から担当教員の承認を得て選択履修することができる。
　なお、特殊講義は幅広い視野を身に付けさせる科目であり、演習は専門分野に関する専門的知識をよ
り深める科目である。そのため、原則として特殊講義を 1年次、演習を 2年次に履修することが望ましい。

平成 26年度からの入学者
〔修了要件〕
　2年以上在学し、総単位数として 30単位上を修得し、かつ、法学研究コースの者については、導入
科目の単位を 2単位以上及び演習科目の単位を 8単位以上修得し、修士論文を提出し、その審査及び最
終試験に合格すること、法学専修コース（論文）の者については、導入科目の単位を 2単位以上、一般
講義及び応用講義の単位を 4単位以上、並びに演習科目の単位を 6単位以上修得し、修士論文を提出し、
その審査及び最終試験に合格すること、法学専修コース（一般）の者については、導入科目の単位を 2
単位以上、一般講義及び応用講義の単位を 8単位以上、並びに演習科目の単位を 6単位以上修得し、リ
サーチペーパーを提出し、その審査及び最終試験に合格することが求められる。ただし、総単位数 30
単位のうち、10単位を限度として他研究科又は学部授業科目の中から主指導教員の承認を得て選択履
修することができる。

〔選択必修単位数〕

コース別 導入
科目 ／一般講義　及び応用講義 ／ 演習 合　計

法学研究コース 2 ／ ― ／ 8 10単位／ 30単位

法学専修（論文）コース 2 ／ 4 ／ 6 12単位／ 30単位

法学専修（一般）コース 2 ／ 8 ／ 6 16単位／ 30単位
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◎法学研究科法律学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担　当　者　名 単位
法律学演習Ⅰ（公法総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅰ（民事法総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅰ（社会法総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅰ（刑事法総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅰ（基礎法総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅰ（政治学総合演習Ⅰ） 4
法律学演習Ⅱ（公法総合演習Ⅱ） 4
法律学演習Ⅱ（民事法総合演習Ⅱ） 4
法律学演習Ⅱ（社会法総合演習Ⅱ） 4
法律学演習Ⅱ（刑事法総合演習Ⅱ） 4
法律学演習Ⅱ（基礎法総合演習Ⅱ） 4
法律学演習Ⅱ（政治学総合演習Ⅱ） 4
論文指導 佐　藤　英　世 教　授

4
阿　部　未　央 教　授
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　　　　　　　　　　【法律学演習 I】　　　　　　　　　　【法律学演習 II】
　　　　　　　　　　　公法総合演習 I　　　　　　　　　　公法総合演習 II
　　　　　　　　　　　民事法総合演習 I　　　　　　　　　民事法総合演習 II
　　　　　　　　　　　社会法総合演習 I　　　　　　　　　社会法総合演習 II
　　　　　　　　　　　刑事法総合演習 I　　　　　　　　　刑事法総合演習 II
　　　　　　　　　　　基礎法総合演習 I　　　　　　　　　基礎法総合演習 II
　　　　　　　　　　　政治学総合演習 I　　　　　　　　　政治学総合演習 II

2.　博士の学位授与までのプロセス
　後期課程においては、あらためて主指導教員、副指導教員が選任されるが、前期課程での主指導教員、
副指導教員が引き続きその任にあたることが原則である。学生がその専攻分野にしたがって履修するこ
とになる授業科目及び「論文指導」は原則として主指導教員が担当し、副指導教員は、主指導教員との
連携のもと、必要に応じて研究指導を行う。学生は、各年度当初、主指導教員の承認のもと、研究科長
に「研究計画書」を提出する。この「研究計画書」は研究科委員会で承認されなければならない。これ
によって、主指導教員、副指導教員以外であっても本研究科の専任教員は、各学生の研究状況と研究計
画についての情報を共有し、必要に応じて指導に参加することになる。
　 3 年次秋には、「修士・博士論文中間報告会」で作成中の博士論文について報告を行う。博士論文が
提出されると、研究科委員会は論文を審査する主査 1名、副査 2名を選出するが、主査には主指導教員、
副査 1名には副指導教員、他副査 1名には学外者をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試
験によって行われ、口述試験では論文で不十分な点や今後の課題などについての指導も行われる。博士
論文として承認された学位論文は、公表が義務付けられている。本研究科の紀要『法学研究年誌』に発
表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。

◎学位論文審査基準・体制

1.　審査基準
 　修士論文の場合は、学術研究論文としての基本的要件を備えているかが審査の基準となる。具体的
には、①学術研究論文としての体裁をなしているか、②問題提起に学術的意味があるか、③十分な論証
がなされているか、の観点から審査が行われる。博士論文の審査にあたっては、修士論文に求められる
3つの要件に加えて、自立して研究活動を行うに足る研究能力と学識が学位論文に示されているかも審
査の対象となる。しかしながら、特筆すべき顕著な研究業績を博士論文の要件とするものではない。
　これらの審査基準に関しては、入学式直後に実施される法学研究科ガイダンスにおいて配布資料をも
とに研究科長より説明がなされる。さらに、1年次から 2年次にかけて論文題目を決定する際にも、指
導教員からあらためて審査基準に関しての指導がなされ、基準を満たしていない学位論文は不合格と判
定されることも周知される。

2.　審査体制
　修士論文が提出されると、研究科委員会において論文審査のための主査、副査が選任されるが、主査
には主指導教員、副査には副指導教員をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試験によって
行われ、口述試験の際には論文で不十分な点や今後の課題などについての指導も行われる。口述試験の
内容及び結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、修士論文と
しての合否判定が行われる。学位論文として承認されたものは、本研究科の紀要『法学研究年誌』に発
表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。
 　審査に合格した全ての学位論文の要旨が『法学研究年誌』に公表される。また学位論文審査報告書
についても、その要旨並びに審査委員全員の氏名が『法学研究年誌』に公表される。
 　博士論文については、論文が提出されると研究科委員会により論文審査にあたる主査 1名、副査 2
名が選任される。主査には主指導教員、副査 1名には副指導教員、他 1名の副査には学外専門委員をあ
てるのが原則となっている。審査は査読と口述試験によって行われるが、口述試験の際には論文で不十
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分な点や今後の課題などについての指導も行われる。口述試験の内容及び試験結果は論文審査結果報告
書に記載される。審査結果報告書は研究科委員会に諮られ博士論文としての合否の判定が行われる。学
位論文として承認されたものは公表が義務付けられている。本研究科の紀要『法学研究年誌』に発表す
ることが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。
　審査に合格した全ての学位論文の要旨が『法学研究年誌』に公表される。また学位論文審査報告書に
ついても、その要旨並びに審査委員全員の氏名が『法学研究年誌』に公表される。

修士論文とリサーチペーパーについて
　法学研究科では、平成 26年度から、博士課程前期課程を「法学研究コース」、「法学専修（論文）
コース」、「法学専修（一般）コース」の 3コースに分け、コースによって修了要件を異なるものとし
た。課程修了のために書く論文についても、法学研究コースと法学専修（論文）コースは修士論文を書
き、法学専修（一般）コースは課題研究（以下「リサーチペーパー」という。）を書くことになった。
以下では、修士論文とリサーチペーパーの違いについて説明する。
　その前に、両者の共通性を確認しておく。修士論文もリサーチペーパーも研究論文であることに変わ
りはない。したがって、章立て・註の表記など、当該分野で研究論文として通用する形式・作法を守っ
ていることが求められる。また、分量についても差はない。原則としてではあるが、おおむね 30000字
以上になることが期待されている。
　両者の相違については、まず、取り上げるテーマが異なる。修士論文では、当該学術分野において検
討する意味があると思われるテーマでなければならず、学術的価値が重視される。それに対して、リ
サーチペーパーでは、そうしたテーマだけでなく、実践的・実務的に価値のあるテーマを取り上げても
よい。
　第二に、論文で示される結論について異なる。修士論文では、当該学術分野において学術的に価値の
ある結論を提示していることが求められる。それに対して、リサーチペーパーでは、学術的または実践
的・実務的に価値のある結論が明確に提示されなくとも、模索されていればよい。
　第三に、論文で示される論証について異なる。修士論文では、結論を導出するにあたって、先行研究・
判例・文献等の資料が適切に紹介され、検討されているなど、適切かつ十分な論証が行われていること
が求められる。それに対して、リサーチペーパーでは、選択したテーマについて結論の導出を模索する
ために、十分な関係のある資料・実例について、自分なりの調査または検討を行うことが求められる。
　くりかえしになるが、修士論文もリサーチペーパーも研究論文であることに変わりはない。前者には
学術研究としての性格、結論と論証における高いレベルが求められるのに対して、後者には実践・実務
研究としての性格をもつものも含まれ、結論と論証では研究論文としての一定の水準に達していること
が求められるということである。

法学研究科における研究指導計画と論文審査基準・体制

学位取得
1．研究指導計画
　①修士の学位授与までのプロセス
　　  　入学当初に実施される法学研究科ガイダンスでは、法学研究科での学修についての基本的な注意
から始まって、一般的な履修選択の指導、個別授業の担当教員による各授業内容・方法についての
説明が行われる。その説明をふまえて、各授業科目の履修希望者と当該授業科目担当教員との間
で、個別指導が行われる。また各学生に対する指導教員（主指導教員及び副指導教員）は、法学研
究科委員会による承認を経て正式に確定される。

　　  　学生は、1年次中に修士論文（法学研究コースもしくは法学専修コース（論文）の学生）または
リサーチペーパー（法学専修コース（一般）の学生）の研究テーマを決め、2年次の始めに指導教
員の承認のもと（修士論文またはリサーチペーパー）「題目届」及び（修士論文またはリサーチ
ペーパー）「作成指導申込書」を研究科長宛て提出する。これらの書類は、法学研究科委員会で正
式に承認される。
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　　　　　　　　　　【法律学演習 I】　　　　　　　　　　【法律学演習 II】
　　　　　　　　　　　公法総合演習 I　　　　　　　　　　公法総合演習 II
　　　　　　　　　　　民事法総合演習 I　　　　　　　　　民事法総合演習 II
　　　　　　　　　　　社会法総合演習 I　　　　　　　　　社会法総合演習 II
　　　　　　　　　　　刑事法総合演習 I　　　　　　　　　刑事法総合演習 II
　　　　　　　　　　　基礎法総合演習 I　　　　　　　　　基礎法総合演習 II
　　　　　　　　　　　政治学総合演習 I　　　　　　　　　政治学総合演習 II

2.　博士の学位授与までのプロセス
　後期課程においては、あらためて主指導教員、副指導教員が選任されるが、前期課程での主指導教員、
副指導教員が引き続きその任にあたることが原則である。学生がその専攻分野にしたがって履修するこ
とになる授業科目及び「論文指導」は原則として主指導教員が担当し、副指導教員は、主指導教員との
連携のもと、必要に応じて研究指導を行う。学生は、各年度当初、主指導教員の承認のもと、研究科長
に「研究計画書」を提出する。この「研究計画書」は研究科委員会で承認されなければならない。これ
によって、主指導教員、副指導教員以外であっても本研究科の専任教員は、各学生の研究状況と研究計
画についての情報を共有し、必要に応じて指導に参加することになる。
　 3 年次秋には、「修士・博士論文中間報告会」で作成中の博士論文について報告を行う。博士論文が
提出されると、研究科委員会は論文を審査する主査 1名、副査 2名を選出するが、主査には主指導教員、
副査 1名には副指導教員、他副査 1名には学外者をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試
験によって行われ、口述試験では論文で不十分な点や今後の課題などについての指導も行われる。博士
論文として承認された学位論文は、公表が義務付けられている。本研究科の紀要『法学研究年誌』に発
表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。

◎学位論文審査基準・体制

1.　審査基準
 　修士論文の場合は、学術研究論文としての基本的要件を備えているかが審査の基準となる。具体的
には、①学術研究論文としての体裁をなしているか、②問題提起に学術的意味があるか、③十分な論証
がなされているか、の観点から審査が行われる。博士論文の審査にあたっては、修士論文に求められる
3つの要件に加えて、自立して研究活動を行うに足る研究能力と学識が学位論文に示されているかも審
査の対象となる。しかしながら、特筆すべき顕著な研究業績を博士論文の要件とするものではない。
　これらの審査基準に関しては、入学式直後に実施される法学研究科ガイダンスにおいて配布資料をも
とに研究科長より説明がなされる。さらに、1年次から 2年次にかけて論文題目を決定する際にも、指
導教員からあらためて審査基準に関しての指導がなされ、基準を満たしていない学位論文は不合格と判
定されることも周知される。

2.　審査体制
　修士論文が提出されると、研究科委員会において論文審査のための主査、副査が選任されるが、主査
には主指導教員、副査には副指導教員をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試験によって
行われ、口述試験の際には論文で不十分な点や今後の課題などについての指導も行われる。口述試験の
内容及び結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、修士論文と
しての合否判定が行われる。学位論文として承認されたものは、本研究科の紀要『法学研究年誌』に発
表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が保障されている。
 　審査に合格した全ての学位論文の要旨が『法学研究年誌』に公表される。また学位論文審査報告書
についても、その要旨並びに審査委員全員の氏名が『法学研究年誌』に公表される。
 　博士論文については、論文が提出されると研究科委員会により論文審査にあたる主査 1名、副査 2
名が選任される。主査には主指導教員、副査 1名には副指導教員、他 1名の副査には学外専門委員をあ
てるのが原則となっている。審査は査読と口述試験によって行われるが、口述試験の際には論文で不十
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　　  　各学年の秋（通常は 11月）には（修士論文またはリサーチペーパー）「中間報告会」が開催さ
れ、その提出予定者は各自の研究内容及びその進捗状況について報告を行わなければならない。こ
の報告会には、指導教員以外の法学研究科構成員及び学内の兼担授業担当教員が参加し、報告者は
出席した教員全体から広く評価や示唆を得ることができる。

　　  　修士論文またはリサーチペーパーが提出されると、法学研究科委員会はその審査を担当する主査
及び副査を決定するが、主査には主指導教員、副査には副指導教員をあてるのが原則である。審査
は、提出された論文またはリサーチペーパーの査読と口述試験によって行われ、口述試験は、論文
審査をふまえ、「学位授与の方針」に示された各要件を充足しているかどうかを審査するとともに、
研究の未だ不十分な点や今後の研究課題等についての教育的な指導の意味も込めた最終試験として
実施される。

　　  　修士論文またはリサーチペーパーとして提出された研究成果は、法学研究科の紀要である『法学
研究年誌』に発表することが奨励され、その提出者は指導教員の承認のもと同誌に掲載を求める権
利が保障されている。

　②博士の学位授与までのプロセス
　　  　後期課程においては、あらためて主指導教員、副指導教員が選任されるが、前期課程での主指導
教員、副指導教員が引き続きその任にあたることが原則である。学生がその専攻分野にしたがって
履修することになる授業科目及び「論文指導」は、原則として主指導教員が担当し、副指導教員
は、主指導教員との連携のもと必要に応じて研究指導を行う。学生は各年度当初、主指導教員の承
認を受けて、研究科長に「研究計画書」を提出する。この「研究計画書」は研究科委員会で承認さ
れなければならない。これによって、主指導教員・副指導教員以外の教員も、各学生の研究状況と
研究計画についての情報を共有し、必要に応じて指導に参加することができる。

　　  　3年次秋には、「博士論文中間報告会」の機会を利用して、作成中の博士論文について報告を行
わなければならない。博士論文が提出されると、研究科委員会は論文を審査する主査 1名、副査 2
名を選出する。主査には主指導教員、副査 1名には副指導教員、他副査 1名には学外者をあてるの
が原則である。審査は査読と口述試験によって行われ、口述試験では論文審査をふまえ、「学位授
与の方針」に示された各要件を充足しているかどうかを審査するとともに、論文で不十分な点や今
後の課題などについての指導も行われる。

　　  　承認された博士学位論文は、本学学術情報リポジトリに公表が義務付けられている。本研究科の
紀要『法学研究年誌』に発表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権
利が保障されている。

2．学位論文審査基準・体制
 1）審査基準
　①博士課程前期課程
　　  　法学研究科の学位授与の方針により、博士課程前期課程では以下の 4基準により、論文審査と口
述試験による最終審査をもって、修士の学位審査を行う。

　　（1）法学または政治学に関する幅広い視野、基本的知識及び思考力を有する。
　　（2）法学または政治学に関するいくつかのテーマについて専門的な知識を有する。
　　（3）法学または政治学に関する研究成果について、専門的で学術的価値のある知見を有する。
　　（4 ）法学または政治学に関する学術研究の遂行及び成果の公表に向けて、研究者として必要な知

識、技能、意識を有する。
　　  　このうち、（3）がもっぱら論文審査に係るものであるが、これについては、法学研究科ではさ
らに「テーマ」「結論」「論証」の 3つの項目に分け、それぞれについて審査基準を決めている。審
査基準は、修士論文とリサーチペーパーで多少異なる。

　　  　これらの審査基準に関しては、入学式直後に実施される法学研究科ガイダンスにおいて配布資料
をもとに研究科長より説明される。さらに、1年次から 2年次にかけて論文題目を決定する際にも、
指導教員からあらためて審査基準に関しての指導がなされ、基準を満たしていない学位論文は不合
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格と判定されることも周知される。
　②博士課程後期課程
　　  　法学研究科の学位授与の方針により、博士課程前期課程では以下の 3基準により、論文審査と口
述試験による最終審査をもって、博士の学位審査を行う。

　　（1）法学または政治学に関する幅広い視野、専門的な知識及び思考力を有する。
　　（2 ）法学または政治学に関する研究成果について、高度に専門的で学術的な価値の高い知見を有

する。
　　（3 ）法学または政治学に関する学術研究の遂行及び成果の公表に向けて、自立した研究者として

必要な知識、技能、意識を有する。
　　  　このうち、（2）がもっぱら論文審査に係るものであるが、これについては、法学研究科ではさ
らに「テーマ」「結論」「論証」の 3つの項目に分け、それぞれについて審査基準を決めている。

 2）審査体制
　　  　修士論文が提出されると、研究科委員会において論文審査のための主査、副査が選任される。主
査には主指導教員、副査には副指導教員をあてるのが原則となっている。審査は査読と口述試験に
よって行われ、口述試験の際には論文で不十分な点や今後の課題などについての指導も行われる。
口述試験の内容及び結果は、論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究科委員会に諮
られ、修士論文としての合否判定が行われる。学位論文として承認されたものは、本研究科の紀要
『法学研究年誌』に発表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権利が
保障されている。

　　  　審査に合格した全ての学位論文の要旨が『法学研究年誌』に公表される。また、学位論文審査報
告書についても、その要旨並びに審査委員全員の氏名が『法学研究年誌』に公表される。

　　  　博士論文については、論文が提出されると研究科委員会により論文審査にあたる主査 1名、副査
2名が選任される。主査には主指導教員、副査 1名には副指導教員、他 1名の副査には学外専門委
員をあてるのが原則である。審査は査読と口述試験によって行われ、口述試験の際には論文で不十
分な点や今後の課題などについての指導も行われる。口述試験の内容及び試験結果は、論文審査結
果報告書に記載される。審査結果報告書は研究科委員会に諮られ、博士論文としての合否の判定が
行われる。学位論文として承認されたものは本学学術情報リポジトリによる公表が義務付けられて
いる。また、本研究科の紀要『法学研究年誌』に発表することが奨励され、学生には、指導教員の
承認のもと、発表する権利が保障されている。

　　  　審査に合格した全ての学位論文の要旨が『法学研究年誌』に公表される。また、学位論文審査報
告書についても、その要旨並びに審査委員全員の氏名が『法学研究年誌』に公表される。
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　　  　各学年の秋（通常は 11月）には（修士論文またはリサーチペーパー）「中間報告会」が開催さ
れ、その提出予定者は各自の研究内容及びその進捗状況について報告を行わなければならない。こ
の報告会には、指導教員以外の法学研究科構成員及び学内の兼担授業担当教員が参加し、報告者は
出席した教員全体から広く評価や示唆を得ることができる。

　　  　修士論文またはリサーチペーパーが提出されると、法学研究科委員会はその審査を担当する主査
及び副査を決定するが、主査には主指導教員、副査には副指導教員をあてるのが原則である。審査
は、提出された論文またはリサーチペーパーの査読と口述試験によって行われ、口述試験は、論文
審査をふまえ、「学位授与の方針」に示された各要件を充足しているかどうかを審査するとともに、
研究の未だ不十分な点や今後の研究課題等についての教育的な指導の意味も込めた最終試験として
実施される。

　　  　修士論文またはリサーチペーパーとして提出された研究成果は、法学研究科の紀要である『法学
研究年誌』に発表することが奨励され、その提出者は指導教員の承認のもと同誌に掲載を求める権
利が保障されている。

　②博士の学位授与までのプロセス
　　  　後期課程においては、あらためて主指導教員、副指導教員が選任されるが、前期課程での主指導
教員、副指導教員が引き続きその任にあたることが原則である。学生がその専攻分野にしたがって
履修することになる授業科目及び「論文指導」は、原則として主指導教員が担当し、副指導教員
は、主指導教員との連携のもと必要に応じて研究指導を行う。学生は各年度当初、主指導教員の承
認を受けて、研究科長に「研究計画書」を提出する。この「研究計画書」は研究科委員会で承認さ
れなければならない。これによって、主指導教員・副指導教員以外の教員も、各学生の研究状況と
研究計画についての情報を共有し、必要に応じて指導に参加することができる。

　　  　3年次秋には、「博士論文中間報告会」の機会を利用して、作成中の博士論文について報告を行
わなければならない。博士論文が提出されると、研究科委員会は論文を審査する主査 1名、副査 2
名を選出する。主査には主指導教員、副査 1名には副指導教員、他副査 1名には学外者をあてるの
が原則である。審査は査読と口述試験によって行われ、口述試験では論文審査をふまえ、「学位授
与の方針」に示された各要件を充足しているかどうかを審査するとともに、論文で不十分な点や今
後の課題などについての指導も行われる。

　　  　承認された博士学位論文は、本学学術情報リポジトリに公表が義務付けられている。本研究科の
紀要『法学研究年誌』に発表することが奨励され、学生には、指導教員の承認のもと、発表する権
利が保障されている。

2．学位論文審査基準・体制
 1）審査基準
　①博士課程前期課程
　　  　法学研究科の学位授与の方針により、博士課程前期課程では以下の 4基準により、論文審査と口
述試験による最終審査をもって、修士の学位審査を行う。

　　（1）法学または政治学に関する幅広い視野、基本的知識及び思考力を有する。
　　（2）法学または政治学に関するいくつかのテーマについて専門的な知識を有する。
　　（3）法学または政治学に関する研究成果について、専門的で学術的価値のある知見を有する。
　　（4 ）法学または政治学に関する学術研究の遂行及び成果の公表に向けて、研究者として必要な知

識、技能、意識を有する。
　　  　このうち、（3）がもっぱら論文審査に係るものであるが、これについては、法学研究科ではさ
らに「テーマ」「結論」「論証」の 3つの項目に分け、それぞれについて審査基準を決めている。審
査基準は、修士論文とリサーチペーパーで多少異なる。

　　  　これらの審査基準に関しては、入学式直後に実施される法学研究科ガイダンスにおいて配布資料
をもとに研究科長より説明される。さらに、1年次から 2年次にかけて論文題目を決定する際にも、
指導教員からあらためて審査基準に関しての指導がなされ、基準を満たしていない学位論文は不合
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英語英文学専攻
博士前期課程

文学研究科

講 義 内 容



吉村　富美子

Thesis Writing I
Thesis WritingI

■テーマ■テーマ

研究論文の書き方を学ぶ

■講義内容■講義内容

本講義では、大学院で研究論文を書くために必要な知識とスキルを学びます。具体的には、研究論文の形式、文体
(Academic English)、英語で研究論文を書くための基礎となる要約や批評の書き方などを学びます。

■達成目標■達成目標

１．英語での研究論文の形式と文体について説明できる。
２．英語で研究論文を書くための基礎となる英語の要約と批評が書ける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の修士研究計画の確認を行うこと
【授業内容】　オリエンテーション、研究とは？論文とは？
【事後学修】　シラバスを読み、授業内容と方法を理解する

第２回 【事前学修】　自分の研究分野で代表的な学術雑誌を５つ指導教官に聞いてくる
【授業内容】　図書館の使い方とデータベースの使い方
【事後学修】　自分に必要な学術雑誌の特徴を調べる

第３回 【事前学修】　Silvers & Kreiner (1997)予習
【授業内容】　Silvers & Kreiner (1997)で実証研究論文の読み方を学ぶ１
【事後学修】　Silvers & Kreiner (1997)を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第４回 【事前学修】　Silvers & Kreiner (1997)予習
【授業内容】　Silver & Kreiner (1997)で実証論文の読み方を学ぶ２
【事後学修】　Silvers & Kreiner (1997)を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第５回 【事前学修】　Hill et al. (1982)予習
【授業内容】　英語論文の形式と書き方
【事後学修】　Hill et al. (1982)を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第６回 【事前学修】　Ballad & Clanchy(1991)予習
【授業内容】　Ballad & Clanchy(1991)を読み、英語論文で期待されていることを考える
【事後学修】　Ballad & Clanchy(1991)を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第７回 【事前学修】　Ballad & Clanchy(1991)予習
【授業内容】　Ballad & Clanchy(1991)を読み、英語論文で期待されていることを考える
【事後学修】　Ballad & Clanchy(1991)を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第８回 【事前学修】　Book review１予習
【授業内容】　Book review１を読む
【事後学修】　Book review１を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第９回 【事前学修】　自分のSummary & critiqueで使う論文探し
【授業内容】　要約の書き方と言い換えのしかた
【事後学修】　要約の書き方についての課題

第10回 【事前学修】　自分のSummary & critiqueで使う論文を読む
【授業内容】　批評の書き方
【事後学修】　批評の書き方についての課題

第11回 【事前学修】　Book review２予習
【授業内容】　Book review２ を読む
【事後学修】　Book review２を読み直し、文章構造や表現を学ぶ

第12回 【事前学修】　Summary & Critiqueの論文を読む
【授業内容】　Summary & critiqueを書くoutlineの確認
【事後学修】　Summary & critiqueを書く（outline-->英文）

第13回 【事前学修】　Summary & critiqueを書く(outline-->英文）
【授業内容】　Summary & critiqueを書く1st draftの確認
【事後学修】　Summary & critiqueを書く(1st draft revise)

第14回 【事前学修】　Summary & critiqueを書く(1st draft revise)
【授業内容】　Summary & critiqueを書く2nd draftの確認
【事後学修】　Summary & critiqueを書く(2nd draft proofreading)

第15回 【事前学修】　Summary & critique発表準備とレポート提出準備
【授業内容】　Summary & critique発表とレポート提出（分析的評価表を使ってフィードバックを行う）、まと
め、授業評価
【事後学修】　自分の研究分野の論文をさらに読む。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への参加状況とほぼ毎回だされる課題への取り組み (30%) 、Summary & critique口頭発表 (20%)、Summary &
critiqueレポート (50%)

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画の中に記載した宿題を必ず行うこと。論文のアドバイザーとの連絡を密にして博士前期論文執筆を進めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

Thesis writing II
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■テキスト■テキスト

ほぼ毎回ハンドアウトを渡すのでファイルに整理して保存してください。

■参考文献■参考文献

授業中に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

論文の書き方は、研究分野によって異なります。授業では英語教育学の中の第二言語ライティング分野の書き方を教える
ために、自分の研究分野ではどのように書くべきなのかのジャンル分析を常に行ってください。
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吉村　富美子

Thesis Writing II
Thesis WritingⅡ

■テーマ■テーマ

研究計画書を書く

■講義内容■講義内容

本講義では、大学院で研究論文を書くための基礎となる研究計画書の書き方を学びます。研究論文の形式は、研究の手順
に則っています。そこで、実証研究の手順を学びながら、学んだことを応用して研究計画書として研究論文の序論と文献
研究をまとめ、研究方法とデータの分析方法についてはその概要を書きます。

■達成目標■達成目標

１．引用のルールに則って、先行研究を英文でまとめることができる。
２．自分の研究論文の序論、文献研究、研究方法、データの分析方法の部分を統合した研究計画書を書くことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の博士前期論文の進捗状況の確認とシラバスを読み授業内容と方法を理解してくる
【授業内容】　オリエンテーション、リサーチとは？
【事後学修】　授業の内容と方法を理解し、今学期に書くべき研究計画書に関するスケジュールを立てる

第２回 【事前学修】　引用の作法1～3章予習
【授業内容】　引用の作法1～3章
【事後学修】　引用の作法1～3章復習

第３回 【事前学修】　引用の作法4章予習
【授業内容】　引用の作法4章、文献研究全体像
【事後学修】　引用の作法4章復習

第４回 【事前学修】　仮research question提出準備、（実証研究をする学生のみ Research Method(RM) 2）
【授業内容】　文献研究1-5、文献ノート書き方　仮Research questionsと文献リスト提出
【事後学修】　自分の文献研究1-5

第５回 【事前学修】　自分の文献ノート作成準備,RM3
【授業内容】　文献研究6-8、文献ノート提出
【事後学修】　自分の文献研究6-8

第６回 【事前学修】　RM4
【授業内容】　Introductionの書き方
【事後学修】　自分の研究分野のIntroductionの書き方を確認してくる

第７回 【事前学修】　Introduction提出準備, RM5
【授業内容】　Introductionの書き方と文献研究9
【事後学修】　自分の文献研究をまとめる

第８回 【事前学修】　Literature reviewのアウトライン提出準備, RM6
【授業内容】　引用の３つの方法、文献研究10 Introduction提出
【事後学修】　自分の文献研究をまとめる

第９回 【事前学修】　自分の研究計画について指導教官と相談しておく、RM7　
【授業内容】　integral- & non-integral citations、研究計画書4&5（研究方法）計画書4-5　Literature
reviewのアウトライン提出
【事後学修】　自分の文献研究をまとめる

第10回 【事前学修】　自分の研究方法提出準備、RM8
【授業内容】　研究計画書6-7（研究分析方法）研究方法提出
【事後学修】　自分の文献研究をまとめる

第11回 【事前学修】　自分の研究分析方法提出準備、RM9　
【授業内容】　伝達動詞の使い方、文献研究11　研究分析方法提出
【事後学修】　伝達動詞の使い方の復習

第12回 【事前学修】　自分の文研研究1st draft提出準備、RM10
【授業内容】　文献研究、文献研究12　文献研究1st draft提出（内容と英語についてのフィードバックを与え
る）
【事後学修】　自分の研究計画書をまとめる

第13回 【事前学修】　研究発表と研究計画書提出準備　
【授業内容】　名詞化と非名詞化、研究計画書　
【事後学修】　名詞化と非名詞化練習問題

第14回 【事前学修】　研究発表と研究計画書提出準備　
【授業内容】　文献研究14-15、cover letter, abstractの書き方　研究計画書、発表準備
【事後学修】　研究計画書最終確認

第15回 【事前学修】　研究発表と研究計画書提出準備
【授業内容】　研究計画の発表（25分（質疑応答含）＊全員）とレポート提出（分析的評価表を使ってフィード
バックを行う）、まとめ、授業評価　研究計画書提出
【事後学修】　自分の博士前期研究の継続

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価の観点として、到達目標の１、２を用いる。
到達目標１、２の評価には、授業への参加状況とほぼ毎回だされる課題への取り組み（30%）研究計画プレゼンテーション
（30%）；研究計画書（40%）を用いる。
授業への参加と課題への丁寧な取り組みが最終的な研究計画プレゼンテーションや研究計画書へのステップとなる。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

この授業では、論文の書き方を学びながら、自分の博士前期論文の序論、文献研究、研究方法、分析方法までを書きま
す。毎回出される課題をすることと、自分の博士前期論文の序論、文献研究、研究方法と分析方法についてもできるだけ
決められた期日に提出できるように全体的な日程を把握しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

Thesis writing I

■テキスト■テキスト

１．吉村富美子『英文ライティングと引用の作法―盗用と言われないための英文指導』（研究社、2013年）。
２．（英語教育分野の学生のみ必要）ハーバート・Ｗ・セリガー、イラーナ・ショハミー（土屋武久、森田彰、星美季、
狩野紀子訳）『外国語教育リサーチマニュアル』（大修館書店、2001年）。
３．文献研究のプロセスのハンドアウトを配布するので、ファイルに綴じて保管すること。

■参考文献■参考文献

授業中、適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

論文の書き方は、研究分野によって異なります。授業では英語教育学の中の第二言語ライティング分野の書き方を教える
ために、自分の研究分野ではどのように書くべきなのかのジャンル分析を常に行ってください。
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後藤　和彦

現代英米文学演習 I
Seminar in Contemporary English and American Literature I

■テーマ■テーマ

アメリカ文学の古典、Mark TwainのAdventures of Huckleberry Finnを読む

■講義内容■講義内容

Mark Twainの代表作Adventures of Huckleberry Finnを比較的丁寧に読み進め、この作品に特徴的なアメリカ口語英語あ
るいはアメリカ黒人英語からなる文体に習熟し、文学作品を論ずる技術や方法、論文を執筆する場合の観点や語彙などに
ついて学ぶ。加えてこの作品をアメリカ文学史上に位置づけ、その影響関係などを探るとともに、その時代を生きた人間
Mark Twain （Samuel Langhorne Clemens）の伝記的背景についても一定の見識を養う。

■達成目標■達成目標

①文学作品の英語表現、特にアメリカ口語英語、アメリカ黒人英語に習熟する。
②文学作品を分析し、議論する視点と語彙を学ぶ。
③文学作品を取り巻く歴史的背景や、作家の伝記的事情について学び、これを作品読解に関係づける方法を個々に案出す
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　各自入手可能なアメリカ文学史を参照してMark Twainとその代表作Huck Finnについて一般的知識
を身に着けておく。
【授業内容】　作家の生涯と作品の舞台となった時代および作品の出版された時代について解説する。
【事後学修】　授業内容をレビューし、作品読解の下地を確認する。

第２回 【事前学修】　作品の歴史的背景および作家の伝記的事情について今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第1章を読む。
【事後学修】　作品第1章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第３回 【事前学修】　作品第1章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第2章を読む。
【事後学修】　作品第2章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第４回 【事前学修】　作品第2章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第3章を読む。
【事後学修】　作品第3章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第５回 【事前学修】　作品第3章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第4章を読む。
【事後学修】　作品第4章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第６回 【事前学修】　作品第4章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第5章を読む。
【事後学修】　作品第5章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第７回 【事前学修】　作品第5章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第6章を読む。
【事後学修】　作品第6章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第８回 【事前学修】　作品第6章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第7章を読む。
【事後学修】　作品第7章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第９回 【事前学修】　作品第7章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第8章を読む。
【事後学修】　作品第8章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第10回 【事前学修】　作品第8章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第9章を読む。
【事後学修】　作品第9章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第11回 【事前学修】　作品第9章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第10章を読む。
【事後学修】　作品第10章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第12回 【事前学修】　作品第10章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第11章を読む。
【事後学修】　作品第11章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第13回 【事前学修】　作品第11章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第12章を読む。
【事後学修】　作品第12章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第14回 【事前学修】　作品第12章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品13章を読む。
【事後学修】　作品13章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第15回 【事前学修】　授業期間中に読み進めた部分全体について英語表現と時代背景について今一度確認しておく。
【授業内容】　授業を振り返り、作品と作家について学んだことについて検討する。
【事後学修】　授業内容を総括し、作品について個々の見解をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下のような３つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。授業への事前学習を踏まえた参加ならび
に授業内におこなうディスカッションへの貢献を第一の評価対象とし、目標①および②を評価する（それぞれ30％）。ま
た事後提出を求める2000字程度のレポートによって授業の習熟度を見て③を評価する（40％）。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

同作品には複数の翻訳が出ており、それを利用してもよいので、なるべく早く作品を通読しておいてほしい。また伝記を
事前に紐解いておくのが理想的だが、作家の生涯や彼の生きた時代のアメリカについてインターネットを利用するなどし
て一定の知見を備えておいてほしい。また各自が専門とする作家・テーマに関する研究から比較考察する観点をさらに意
識的に準備しておいてほしい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に指定しないが、アメリカ文学史について基礎的な知識を得られるような科目を履修していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn,

■参考文献■参考文献

Robert L. Ramsay & Frances G. Emberson, A Mark Twain Lexicon (Russelll & Russell, 1938).
後藤和彦『迷走の果てのトム・ソーヤー――小説家マーク・トウェインの軌跡』（松柏社, 2005）

■履修上の注意■履修上の注意

授業には欠かさず参加することは言うまでもないが、上記「学修に必要な準備」欄を参照し、授業内で積極的な発言を行
えるよう、各自がこれまで学習してきた作家や文学とこの授業で取り上げる作家との関
連に常に意識的であってもらいたい。
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諏訪部　浩一

現代英米文学演習 II
Seminar in Contemporary English and American Literature II

■テーマ■テーマ

カーヴァーとアメリカ短編小説

■講義内容■講義内容

レイモンド・カーヴァーの短編を読む

■達成目標■達成目標

①現代アメリカ文学に関する知識を得る。
②原典を通じて、英語の文学を読む訓練をする。
③小説の論じ方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　毎回の授業で扱われる短編を丁寧に読んでおくこと。
【授業内容】　前もって発表者を決めておき、担当者は内容の紹介だけでなく、研究書等で知り得たことをふま
えて、自分なりの意見の提出や、問題提起をおこなう。出席者は、活発な討議を担当者に仕掛けることが期待さ
れる。

第２回 【事前学修】　The Fling
【授業内容】　The Fling
【事後学修】　The Fling

第３回 【事前学修】　A Small, Good Thing
【授業内容】　A Small, Good Thing
【事後学修】　A Small, Good Thing

第４回 【事前学修】　Tell the Women We're Going
【授業内容】　Tell the Women We're Going
【事後学修】　Tell the Women We're Going

第５回 【事前学修】　If It Please You
【授業内容】　If It Please You
【事後学修】　If It Please You

第６回 【事前学修】　So Much Water So Close to Home
【授業内容】　So Much Water So Close to Home
【事後学修】　So Much Water So Close to Home

第７回 【事前学修】　Dummy
【授業内容】　Dummy
【事後学修】　Dummy

第８回 【事前学修】　Pie
【授業内容】　Pie
【事後学修】　Pie

第９回 【事前学修】　The Calm
【授業内容】　The Calm
【事後学修】　The Calm

第10回 【事前学修】　Mine
【授業内容】　Mine
【事後学修】　Mine

第11回 【事前学修】　Distance
【授業内容】　Distance
【事後学修】　Distance

第12回 【事前学修】　Beginners
【授業内容】　Beginners
【事後学修】　Beginners

第13回 【事前学修】　One More Thing
【授業内容】　One More Thing
【事後学修】　One More Thing

第14回 【事前学修】　Feathers
【授業内容】　Feathers
【事後学修】　Feathers

第15回 【事前学修】　Chef's House
【授業内容】　Chef's House
【事後学修】　Chef's House

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 20％、発表内容 50％、授業参加 30％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

分担については、受講予定者と連絡をとって決めておくので、前もって読んでおくこと。また、カーヴァーに関して、一
定の知識を備えてくることが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

Raymond Carver， Collected Stories（Library of America， 2009）．
各自購入しておくこと。

■参考文献■参考文献

諏訪部浩一編『アメリカ文学入門』（三修社、2013年）。
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後藤　和彦

現代英米文学演習 III
Seminar in Contemporary English and American Literature III

■テーマ■テーマ

アメリカ文学の古典、Mark TwainのAdventures of Huckleberry Finnを読む

■講義内容■講義内容

昨年度に引き続き、Mark Twainの代表作Adventures of Huckleberry Finnを比較的丁寧に読み進め、この作品に特徴的な
アメリカ口語英語あるいはアメリカ黒人英語からなる文体に習熟し、文学作品を論ずる技術や方法、論文を執筆する場合
の観点や語彙などについて学ぶ。加えてこの作品をアメリカ文学史上に位置づけ、その影響関係などを探るとともに、そ
の時代を生きた人間Mark Twain （Samuel Langhorne Clemens）の伝記的背景についても一定の見識を養う。

■達成目標■達成目標

①文学作品の英語表現、特にアメリカ口語英語、アメリカ黒人英語に習熟する。
②文学作品を分析し、議論する視点と語彙を学ぶ。
③文学作品を取り巻く歴史的背景や、作家の伝記的事情について学び、これを作品読解に関係づける方法を個々に案出す
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　昨年度の授業内容を振り返り、理解を新たにしておくこと。
【授業内容】　昨年度の学習内容を踏まえ、作家と作品の舞台となった時代および作品の出版された時代につい
て解説する。
【事後学修】　授業内容をレビューし、作品読解の下地を確認する。

第２回 【事前学修】　作品の歴史的背景および作家の伝記的事情について今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第26章を読む。
【事後学修】　作品第26章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第３回 【事前学修】　作品第26章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第27章を読む。
【事後学修】　作品第27章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第４回 【事前学修】　作品第27章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第28章を読む。
【事後学修】　作品第28章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第５回 【事前学修】　作品第28章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第29章を読む。
【事後学修】　作品第29章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第６回 【事前学修】　作品第29章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第30章を読む。
【事後学修】　作品第30章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第７回 【事前学修】　作品第30章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第31章を読む。
【事後学修】　作品第31章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第８回 【事前学修】　作品第31章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第32章を読む。
【事後学修】　作品第32章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第９回 【事前学修】　作品第32章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第33章を読む。
【事後学修】　作品第33章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第10回 【事前学修】　作品第33章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第34章を読む。
【事後学修】　作品第34章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第11回 【事前学修】　作品第34章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第35章を読む。
【事後学修】　作品第35章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第12回 【事前学修】　作品第35章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第36章を読む。
【事後学修】　作品第36章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第13回 【事前学修】　作品第36章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第37章を読む。
【事後学修】　作品第37章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第14回 【事前学修】　作品第37章で触れられた作品読解上のポイントについて今一度確認しておく。
【授業内容】　作品第38章を読む。
【事後学修】　作品第38章に現れた特徴的な英語表現と時代背景について復習する。

第15回 【事前学修】　授業期間中に読み進めた部分全体について英語表現と時代背景について今一度確認しておく。
【授業内容】　授業を振り返り、作品と作家について学んだことについて検討する。
【事後学修】　授業内容を総括し、作品について個々の見解をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下のような３つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。授業への事前学習を踏まえた参加ならび
に授業内におこなうディスカッションへの貢献を第一の評価対象とし、目標①および②を評価する（それぞれ30％）。ま
た事後提出を求める2000字程度のレポートによって授業の習熟度を見て③を評価する（40％）。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

昨年度のどう授業を踏まえつつ、あらためて作品にまず独力で向かってみる。同作品には複数の翻訳が出ており、それを
利用することも可能。また伝記を事前に紐解いておくのが理想的だが、昨年度同授業で得られた知見に加え、作家の生涯
や彼の生きた時代のアメリカについてさらなる知見を備えておいてほしい。また各自が専門とする作家・テーマに関する
研究から比較考察する観点をさらに意識的に準備しておいてほしい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に指定しないが、アメリカ文学史について基礎的な知識を得られるような科目を履修していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn,

■参考文献■参考文献

Robert L. Ramsay & Frances G. Emberson, A Mark Twain Lexicon （Russelll & Russell, 1938）.
後藤和彦『迷走の果てのトム・ソーヤー――小説家マーク・トウェインの軌跡』（松柏社, 2005）

■履修上の注意■履修上の注意

授業には欠かさず参加することは言うまでもないが、上記「学修に必要な準備」欄を参照し、授業内で積極的な発言を行
えるよう、各自がこれまで学習してきた作家や文学とこの授業で取り上げる作家との関
連に常に意識的であってもらいたい。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 111 -



諏訪部　浩一

現代英米文学演習 IV
Seminar in Contemporary English and American Literature IV

■テーマ■テーマ

カーヴァーとアメリカ短編小説

■講義内容■講義内容

レイモンド・カーヴァーの短編を読む

■達成目標■達成目標

①現代アメリカ文学に関する知識を得る。
②原典を通じて、英語の文学を読む訓練をする。
③小説の論じ方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　毎回の授業で扱われる短編を丁寧に読んでおくこと
【授業内容】　前もって発表者を決めておき、担当者は内容の紹介だけでなく、研究書等で知り得たことをふま
えて、自分なりの意見の提出や、問題提起をおこなう。出席者は、活発な討議を担当者に仕掛けることが期待さ
れる。

第２回 【事前学修】　The Fling
【授業内容】　The Fling
【事後学修】　The Fling

第３回 【事前学修】　A Small, Good Thing
【授業内容】　A Small, Good Thing
【事後学修】　A Small, Good Thing

第４回 【事前学修】　Tell the Women We're Going
【授業内容】　Tell the Women We're Going
【事後学修】　Tell the Women We're Going

第５回 【事前学修】　If It Please You
【授業内容】　If It Please You
【事後学修】　If It Please You

第６回 【事前学修】　So Much Water So Close to Home
【授業内容】　So Much Water So Close to Home
【事後学修】　So Much Water So Close to Home

第７回 【事前学修】　Dummy
【授業内容】　Dummy
【事後学修】　Dummy

第８回 【事前学修】　Pie
【授業内容】　Pie
【事後学修】　Pie

第９回 【事前学修】　The Calm
【授業内容】　The Calm
【事後学修】　The Calm

第10回 【事前学修】　Mine
【授業内容】　Mine
【事後学修】　Mine

第11回 【事前学修】　Distance
【授業内容】　Distance
【事後学修】　Distance

第12回 【事前学修】　Beginners
【授業内容】　Beginners
【事後学修】　Beginners

第13回 【事前学修】　One More Thing
【授業内容】　One More Thing
【事後学修】　One More Thing

第14回 【事前学修】　Feathers
【授業内容】　Feathers
【事後学修】　Feathers

第15回 【事前学修】　Chef's House
【授業内容】　Chef's House
【事後学修】　Chef's House

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 20％、発表内容 50％、授業参加 30％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

分担については、受講予定者と連絡をとって決めておくので、前もって読んでおくこと。また、カーヴァーに関して、一
定の知識を備えてくることが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 112 -



■テキスト■テキスト

Raymond Carver， Collected Stories（Library of America， 2009）．
各自購入しておくこと。

■参考文献■参考文献

諏訪部浩一編『アメリカ文学入門』（三修社、2013年）。
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石橋　敬太郎

英米詩研究 I
Studies in English and American Poetry I

■テーマ■テーマ

John DonneのSongs and Sonetsを読む。

■講義内容■講義内容

詩人ジョン・ダンが執筆した時期の思想や宗教をもとに、彼のSongs and Sonetsを読む。コンシートやパラドックスに注
意しながら、作品を精読することによって、詩人ダンの恋愛表現を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる。
②ストア派の思想と作品のそれとの関係を理解できる。
③作品を解釈し、それを自分の言葉で表現することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ジェイムズ一世即位前後の時代思潮を調べ、ノートしておく。
【授業内容】　ジョン・ダンが生きた時代の思想や宗教など、時代背景を確認する
【事後学修】　ストア派の思想について調べて、ノートにまとめておく。

第２回 【事前学修】　詩の設定に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Apparition, The Message, A Jet Ring Sentを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　当時の宇宙観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Regacy, Songを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第４回 【事前学修】　イエズス会について調べて、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Willを読む
【事後学修】　この作品の宗教性を整理して、ノートにまとめておく。

第５回 【事前学修】　詩人の求愛の論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Love's Diet, The Triple Foolを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第６回 【事前学修】　恋人の恨みに対する論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Woman's Constancy, Confined Loveを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第７回 【事前学修】　恋人の恨みに対する論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Woman's Constancy, Confined Loveを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第８回 【事前学修】　詩人の恋愛観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Love's Usury, Mummy or Love's Alchemyを読む
【事後学修】　作品の比喩表現と意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第９回 【事前学修】　パラドックスに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Negative Love or The Nothing, Farewell to Loveを読む
【事後学修】　作品の比喩表現と意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第10回 【事前学修】　死のイメージの機能に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Damp, Withchcraft by a Pictureを読む
【事後学修】　これまで学習してきた詩の死のイメージと比較して、この作品のもつイメージの特異性をノート
にまとめておく。

第11回 【事前学修】　パラドックスと口説き方の論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Paradox, The Baitを読む
【事後学修】　作品の比喩表現と意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第12回 【事前学修】　パラドックスに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Prohibition, The Broken Heartを読む
【事後学修】　作品の比喩表現と意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第13回 【事前学修】　愛の神に何を訴えているのかに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Love's Exchangeを読む
【事後学修】　作品の比喩表現と意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第14回 【事前学修】　当時の宇宙観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Flea, The Dreamを読む
【事後学修】　詩人の愛の空間が宇宙から人間、そして蚤へと小さくなっていることの意味を整理して、ノート
にまとめておく。

第15回 【事前学修】　時代思潮に対する詩人の反応を確認して、ノートしておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの学習を振り返り、理解できなかったことは補習してノートにまとめておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表と積極的な参加を通して、達成目標「①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる」と
「②ストア派の思想と作品のそれとの関係を理解できる」の達成度を評価する（50％）。また、期末のレポートにおい
て、達成目標「③作品を解釈し、それを自分の言葉で表現できる」の達成度を評価する（50％）。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①ダンの詩をルネッサンス期の思想や宗教と関連付けて学習すること。
②詩の形式や比喩的表現と意味内容との関係を関連付けて学習すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

John Donne, Songs and Sonets, ed. Theodore Redpath (Methuen). ISBN 0-416-07982-2

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介する。
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石橋　敬太郎

英米詩研究 II
Studies in English and American Poetry II

■テーマ■テーマ

John DonneのSongs and Sonetsを読む。

■講義内容■講義内容

詩人ジョン・ダンが執筆した時期の思想や宗教をもとに、彼のSongs and Sonetsを読む。イメージや比喩表現に注意しな
がら、作品を精読することによって、詩人ダンの思想を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる。
②ダンの思想を理解できる。
③作品を解釈し、それを自分の言葉で表現することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　名前のもつ意味に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　A Valediction: of my name, in the windowを読む
【事後学修】　ガラスの機能をノートにまとめておく。

第２回 【事前学修】　詩人の口説き方の論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　A Lecture upon the Shadow, Air and Angelsを読む
【事後学修】　作品のコンシートを確認して、ノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　コンシートに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Expiration, The Computation, Love's Infinitenessを読む
【事後学修】　別れと死との関係を整理して、詩人の恋人に対する訴えの論理をノートにまとめておく。

第４回 【事前学修】　プロティノスやネオプラトニズムの宇宙観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Anniversary, Love's Growth or Springを読む
【事後学修】　詩人の思想の論点を整理して、ノートにまとめておく。

第５回 【事前学修】　ネオプラトニズムについて調べて、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Ecstasyを読む
【事後学修】　ネオプラトニズムに対する詩人の反応をノートにまとめておく。

第６回 【事前学修】　ネオプラトニズムの宇宙観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Good-morrow, The Sun Risingを読む
【事後学修】　詩の背景にある思想をノートにまとめておく。

第７回 【事前学修】　詩人の論理的展開に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Break of Day, The Canonizationを読む
【事後学修】　詩の背景にある思想をノートにまとめておく。

第８回 【事前学修】　コンシートに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Curse, Picture and Dreamを読む
【事後学修】　詩の論理的構造をノートにまとめておく。

第９回 【事前学修】　書物に記載されている内容を整理して、作品を読んでくる。
【授業内容】　A Valediction: of the bookを読む
【事後学修】　最終スタンザの意味内容と書物との関係について考えて、ノートにまとめておく。

第10回 【事前学修】　アジアやアフリカとイングランドとの関係を踏まて、作品を読んでくる。
【授業内容】　A Valediction: of weeping, Songを読む
【事後学修】　詩のイメージと意味内容との関係を整理して、ノートにまとめておく。

第11回 【事前学修】　コンシートに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　A Valediction: forbidding mourning, The Funeralを読む
【事後学修】　The Funeralのカトリックへの当てこすりを整理して、ノートにまとめておく。

第12回 【事前学修】　報われぬ愛をどのように表現しているのかに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Love's Deity, Twickenham Gardenを読む
【事後学修】　愛の神への訴えの論理をノートにまとめておく。

第13回 【事前学修】　花と女性との関係に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Blossom, The Primroseを読む
【事後学修】　詩の論理的展開をノートにまとめておく。

第14回 【事前学修】　カトリックの教義とネオプラトニズムに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　The Relic, The Undertaking or Platonic Loveを読む
【事後学修】　これらの詩の時局的な意味をノートにまとめておく。

第15回 【事前学修】　当時の時代思潮に対する詩人の反応をノートにまとめておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの学習を振り返り、理解できなかったことは補習してノートにまとめておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表と積極的な参加を通して、達成目標「①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる」と
「②ダンの思想を理解できる」の達成度を評価する（50％）。また、期末のレポートにおいて、達成目標「③作品を解釈
し、それを自分の言葉で表現できる」の達成度を評価する（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①ダンの詩をルネッサンス期の思想や宗教と関連付けて学習すること。
②詩の形式や比喩的表現と意味内容との関係を関連付けて学習すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

John Donne, Songs and Sonets, ed. Theodore Redpath (Methuen). ISBN 0-416-07982-2

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介する。
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石橋　敬太郎

英米詩研究 III
Studies in English and American Poetry III

■テーマ■テーマ

John DonneのElegiesを読む。

■講義内容■講義内容

詩人ジョン・ダンが執筆した時期の思想や宗教をもとに、彼のElegiesを読む。コンシートやパラドックスに注意しなが
ら、作品を精読することによって、詩人ダンの思想を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる。
②ダンの思想を理解できる。
③作品を解釈し、それを自分の言葉で表現することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　詩人の求愛の論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie I Jealosieを読む
【事後学修】　このエレジーが執筆された時期のロンドン市長、ドイツ人やローマ教皇に対する批判の内容を歴
史書などで調べて、ノートにまとめておく。

第２回 【事前学修】　アナグラムと女性との関係に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie II The Anagramを読む
【事後学修】　「創世記」29章を読んで、詩の意味内容との関連をノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　詩人の女性観に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie III Changeを読む
【事後学修】　このエレジーに言及されている川を地図で確認するとともに、イングランドとの関係について
ノートにまとめておく。

第４回 【事前学修】　香水からの連想に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie IV The Perfumeを読む
【事後学修】　最後の数行の呼びかけの対象を整理して、このエレジーとの関連をノートにまとめておく。

第５回 【事前学修】　詩人の口説きの論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie V His Pictureを読む
【事後学修】　詩人が赴く場所を想定して、その時局的な状況をノートにまとめておく。

第６回 【事前学修】　恋の相手と主君に対する奉公の類似に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie VIを読む
【事後学修】　恋の相手の詩人に対する態度をノートにまとめておく。

第７回 【事前学修】　詩人の口説きの論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　ElegieVIIを読む
【事後学修】　詩人が恋の相手に悲嘆する理由をノートにまとめておく。

第８回 【事前学修】　比喩の展開に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XIII The Comparisonを読む
【事後学修】　作品に描かれる比喩を通して、詩人が描こうとしたことをノートにまとめておく。

第９回 【事前学修】　恋の相手にどのような愛が込められているかに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie IX The Autumnallを読む
【事後学修】　詩人の恋心を整理して、ノートにまとめておく。

第10回 【事前学修】　夢のはたらきに留意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie X The Dreameを読む
【事後学修】　詩人が訴えようとしていることを自分なりに考えて、ノートにまとめておく。

第11回 【事前学修】　それぞれの国の金貨の価値に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XI The Braceletを読む(1)
【事後学修】　エレジーに言及される国とイングランドとの関係をノートにまとめておく。

第12回 【事前学修】　恋人の腕輪を返すときの詩人の思いに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XI The Braceletを読む(2)
【事後学修】　このエレジー全体を振り返り、金貨に対する思いを整理してノートにまとめておく。

第13回 【事前学修】　詩人が訴える対象に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XII His parting from herを読む(1)
【事後学修】　文脈を整理して、その意味内容をノートにまとめておく。

第14回 【事前学修】　イメージの連鎖に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XII His parting from herを読む(2)
【事後学修】　詩人に対する恋人の姿勢を整理して、ノートにまとめておく。

第15回 【事前学修】　恋する相手に対する詩人の論理的展開を整理しておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの学習を振り返り、理解できなかったことは補習して、ノートにまとめておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表と積極的な参加を通して、達成目標「①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる」と
「②ダンの思想を理解できる」の達成度を評価する（50％）。また、期末のレポートにおいて、達成目標「③作品を解釈
し、それを自分の言葉で表現できる」の達成度を評価する（50％）。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①ダンの詩をルネッサンス期の思想や宗教と関連付けて学習すること。
②詩の形式や比喩的表現と意味内容との関係を関連付けて学習すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

John Donne, Poetical Works, ed. Herbert J. C. Grierson. (Oxford University Press) ISBN 0-19-281113-4

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介する。
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石橋　敬太郎

英米詩研究 IV
Studies in English and American Poetry IV

■テーマ■テーマ

John DonneのElegiesとSatyresを読む。

■講義内容■講義内容

詩人ジョン・ダンが執筆した時期の思想や宗教をもとに、彼のElegiesとSatyresを読む。コンシートやパラドックスに注
意しながら、作品を精読することによって、詩人ダンの恋愛観や思想を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる。
②ダンの恋愛観や思想を理解できる。
③作品を解釈し、それを自分の言葉で表現することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ジュリアを非難する詩人の言葉に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XIII Juliaを読む 
【事後学修】　ジュリアに対するイメージの連鎖をノートにまとめておく。

第２回 【事前学修】　市民と詩人との会話の流れに注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XIV A Tale of a Citizen and his Wifeを読む
【事後学修】　この時期のヴァージニア植民地の様子について調べて、ノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　詩人の愛の苦悩と喜びの展開に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XV The Expostulationを読む
【事後学修】　詩人が恋の相手をどのように描いているかをノートにまとめておく。

第４回 【事前学修】　恋人にとどまるよう説得する詩人の論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XVI On his Mistrisを読む
【事後学修】　この時期のオランダとイングランドとの関係を調べて、ノートにまとめておく。

第５回 【事前学修】　論理展開に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XVII Varietyを読む
【事後学修】　詩人の恋愛観をノートにまとめておく。

第６回 【事前学修】　イメージの連鎖に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XVIII Loves Progressを読む
【事後学修】　この時期のインドとイングランドとの関係について調べて、ノートにまとめておく。

第７回 【事前学修】　恋人を口説く詩人のイメージの連鎖に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XIX Going to Bedを読む
【事後学修】　マホメットの楽園について調べて、ノートにまとめておく。

第８回 【事前学修】　ヨーロッパの情勢に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Elegie XX Loves Warreを読む
【事後学修】　この時期のヨーロッパの政治・宗教について調べて、ノートにまとめておく。

第９回 【事前学修】　風刺の対象に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre Iを読む
【事後学修】　このサタイアの時局的な意味をノートにまとめておく。

第10回 【事前学修】　風刺の対象に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre IIを読む
【事後学修】　詩人が風刺する対象とその内容をノートにまとめておく。

第11回 【事前学修】　時局性に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre IIIを読む
【事後学修】　このサタイアの宗教的な主張についてノートにまとめておく。

第12回 【事前学修】　風刺の対象の変化に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre IIIIを読む(1)
【事後学修】　このサタイアの時局的な意味をノートにまとめておく。

第13回 【事前学修】　詩人が結論にたどり着くまでの論理に注意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre IIIIを読む(2)
【事後学修】　時代思潮に対する詩人の思いをノートにまとめておく。

第14回 【事前学修】　詩人が時代に何を求めているのかに留意して、作品を読んでくる。
【授業内容】　Satyre Vを読む
【事後学修】　これまで学習したサタイアの対象と内容の要点をノートにまとめておく。

第15回 【事前学修】　詩人の恋愛観や風刺の対象についてまとめておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの学習を振り返り、理解できなかったことは補習して、ノートにまとめておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表と積極的な参加を通して、達成目標「①コンシートやパラドックスと意味内容との関係を理解できる」と
「②ダンの恋愛観や思想を理解できる」の達成度を評価する（50％）。また、期末のレポートにおいて、達成目標「③作
品を解釈し、それを自分の言葉で表現できる」の達成度を評価する（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①ダンの詩をルネッサンス期の思想や宗教と関連付けて学習すること。
②詩の形式や比喩的表現と意味内容との関係を関連付けて学習すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

John Donne, Poetical Works, ed. Herbert J. C. Grierson. (Oxford University Press) ISBN 0-19-281113-4

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介する。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 121 -



植松　靖夫

英米小説研究 I
Studies in English and American Fiction I

■テーマ■テーマ

Heart of Darkness の精読と研究

■講義内容■講義内容

Joseph Conrad の中篇小説 Heart of Darkness を精読する。

■達成目標■達成目標

①テクストの精読により fiction の英語を読んで意味が理解できる。
②Heart of Darkness の「背景的解説」を読み、non-fiction の英語の意味が理解できる。
③Heart of Darkness の「批評」を読み、論文の文体・構成・議論の展開を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　pp. ix-xix の Introduction の内容を把握しておく。
【授業内容】　テクストについての説明・演習の進め方。
【事後学修】　難解な英語なので、理解を深めるために Introduction の要点を箇条書きにまとめる。

第２回 【事前学修】　Footnotesの1-8の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 3-7 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第３回 【事前学修】　Footnotes の 9 及び 1-5 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 8-12 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第４回 【事前学修】　Footnotes の 6 と 7 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 13-18 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第５回 【事前学修】　Footnotes の 8、9 及び 1 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 19-23 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第６回 【事前学修】　Footnotesの2-4の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 24-28 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第７回 【事前学修】　Footnotesの5-7の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 29-33 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section I の
内容を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　Footnotes の 8-9 及び 1-2 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 34-38 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第９回 【事前学修】　会話文に省略が多いので、類推しながら問題点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 39-43 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第10回 【事前学修】　Footnotes の 3-5 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 44-49 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第11回 【事前学修】　Footnotes の 6-7 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 50-55 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section II の
内容を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 56-61 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第13回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 62-67 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第14回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 68-73 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第15回 【事前学修】　pp. 78-79 の Textual Appendix の内容を把握しておく。
【授業内容】　pp. 74-79 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section III
の内容を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60％）、レポート（40％）評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Joseph Conrad. Heart of Darkness. Ed. Paul B. Armstrong （Norton Critical Edition）

■参考文献■参考文献

随時紹介。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 123 -



植松　靖夫

英米小説研究 II
Studies in English and American Fiction I

■テーマ■テーマ

Heart of Darkness の精読と研究

■講義内容■講義内容

Joseph Conrad の中篇小説 Heart of Darkness を精読する。

■達成目標■達成目標

①テクストの精読により fiction の英語を読んで意味が理解できる。
②Heart of Darkness の「背景的解説」を読み、non-fiction の英語の意味が理解できる。
③Heart of Darkness の「批評」を読み、論文の文体・構成・議論の展開を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　pp. ix-xix の Introduction の内容を把握しておく。
【授業内容】　テクストについての説明・演習の進め方。
【事後学修】　難解な英語なので、理解を深めるために Introduction の要点を箇条書きにまとめる。

第２回 【事前学修】　Footnotesの1-8の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 3-7 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第３回 【事前学修】　Footnotes の 9 及び 1-5 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 8-12 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第４回 【事前学修】　Footnotes の 6 と 7 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 13-18 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第５回 【事前学修】　Footnotes の 8、9 及び 1 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 19-23 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第６回 【事前学修】　Footnotesの2-4の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 24-28 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第７回 【事前学修】　Footnotesの5-7の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 29-33 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section I の
内容を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　Footnotes の 8-9 及び 1-2 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 34-38 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第９回 【事前学修】　会話文に省略が多いので、類推しながら問題点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 39-43 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第10回 【事前学修】　Footnotes の 3-5 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 44-49 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第11回 【事前学修】　Footnotes の 6-7 の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 50-55 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section II の
内容を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 56-61 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第13回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 62-67 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第14回 【事前学修】　本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】　pp. 68-73 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第15回 【事前学修】　pp. 78-79 の Textual Appendix の内容を把握しておく。
【授業内容】　pp. 74-79 の精読。
【事後学修】　精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section III
の内容を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60％）、レポート（40％）評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Joseph Conrad. Heart of Darkness. Ed. Paul B. Armstrong （Norton Critical Edition）

■参考文献■参考文献

随時紹介。
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植松　靖夫

英米小説研究 III
Studies in English and American Fiction II

■テーマ■テーマ

Heart of Darknessの精読と研究

■講義内容■講義内容

Joseph Conradの中篇小説Heart of Darknessを精読する。

■達成目標■達成目標

テクストの精読によりfictionの英語を読んで意味が理解できる。
Heart of Darknessの「背景的解説」を読み、non-fictionの英語の意味が理解できる。
Heart of Darknessの「批評」を読み、論文の文体・構成・議論の展開を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】pp. ix-xixのIntroductionの内容を把握しておく。
【授業内容】テクストについての説明・演習の進め方。
【事後学修】難解な英語なので、理解を深めるためにIntroductionの要点を箇条書きにまとめる。

第２回 【事前学修】footnotesの1-8の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 3-7の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第３回 【事前学修】footnotesの9及び1-5の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 8-12の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第４回 【事前学修】footnotesの6と7の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 13-18の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第５回 【事前学修】footnotesの8, 9及び1の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 19-23の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第６回 【事前学修】footnotesの2-4の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 24-28の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第７回 【事前学修】footnotesの5-7の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 29-33の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section Iの内容
を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】footnotesの8-9及び1-2の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 34-38の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第９回 【事前学修】会話文に省略が多いので、類推しながら問題点を把握しておく。
【授業内容】pp. 39-43の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第10回 【事前学修】footnotesの3-5の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 44-49の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第11回 【事前学修】footnotesの6-7の意味を調べた上で、本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 50-55の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section IIの内
容を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 56-61の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第13回 【事前学修】本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 62-67の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第14回 【事前学修】本文中の疑問点を把握しておく。
【授業内容】pp. 68-73の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこむ。

第15回 【事前学修】pp, 78-79のTextual Appendixの内容を把握しておく。
【授業内容】pp. 74-79の精読。
【事後学修】精読した部分を一切日本語を考えずに英文のまま意味が理解できるまで読みこみ、Section IIIの内
容を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60%）、レポート（40%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Joseph Conrad. Heart of Darkness. Ed. Paul B. Armstrong（Norton Critical Edition）

■参考文献■参考文献

随時紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー、研究室などは開講時に連絡する。
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植松　靖夫

英米小説研究 IV
Studies in English and American Fiction IV

■テーマ■テーマ

Heart of Darkness の研究

■講義内容■講義内容

Joseph Conrad の中篇小説 Heart of Darkness の背景的解説と批評を精読する。

■達成目標■達成目標

①Heart of Darkness の「背景的解説」を読み、non-fiction の英語の意味が理解できる。
②Heart of Darkness の「批評」を読み、論文の文体・構成・議論の展開を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 ※
【授業内容】（後期）
【事前学修】　1902 年版 Encyclopaedia Britannica に載っている Cong Free State の説明を把握する。
【授業内容】　The Congo （1）
【事後学修】　1902 年版 Encyclopaedia Britannica に載っている Cong Free State の要点を箇条書きにす
る。

第２回 【事前学修】　1910 年 版 Encyclopaedia Britannica の European Reaction to Leopold's Abuses の内容を把
握しておく。
【授業内容】　The Congo （2）
【事後学修】　1910 年 版 Encyclopaedia Britannica の European Reaction to Leopold's Abuses の要点を箇
条書きにしておく。

第３回 【事前学修】　Selected Letters En Route to the Congo の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad in the Congo （1）
【事後学修】　Selected Letters En Route to the Congo の 10 通の手紙の要点をまとめる。

第４回 【事前学修】　Introduction to “The Congo Diary” and the “Up-River Book” の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad in the Congo （2）
【事後学修】　ntroduction to “The Congo Diary” and the “Up-River Book” の要点をまとめる。

第５回 【事前学修】　The Congo Diary と Up-River Book の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad in the Congo （3）
【事後学修】　The Congo Diary と Up-River Book の要点を書き出す。

第６回 【事前学修】　Preface to The Nigger of the “Narcissus” の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad on Life and Art （1）
【事後学修】　The Nigger of the “Narcissus” の「序文」の要点をまとめる。

第７回 【事前学修】　Henry James: An Appreciation の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad on Life and Art （2）
【事後学修】　Henry James: An Appreciation の要点をまとめる。

第８回 【事前学修】　Preface to Youth と Preface to A Personal Redordの内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad on Life and Art （3）
【事後学修】　Preface to Youth と Preface to A Personal Redord のの要点をまとめる。

第９回 【事前学修】　Hunt Hawkins の “Heart of Darkness and Racism” の問題点を把握しておく。
【授業内容】　Heart of Darkness: Problem for Critics
【事後学修】　Hunt Hawkins の “Heart of Darkness and Racism” の問題点を箇条書きにして書き出す。

第10回 【事前学修】　Albert Guerard の “The Journey Within” の内容を把握しておく。
【授業内容】　The Journey Within
【事後学修】　Albert Guerard の “The Journey Within” の内容をまとめる。

第11回 【事前学修】　Patrick Brantlinger の “Imperialism， Impressionism， and the Politics of Style” の内
容を把握しておく。
【授業内容】　Marlow's Quest
【事後学修】　Patrick Brantlinger の “Imperialism， Impressionism， and the Politics of Style” の問
題点をまとめる。

第12回 【事前学修】　Daphne Erdinast-Vulcan の “The Failure of Metaphysics” の問題点を把握しておく。
【授業内容】　Marlow's Decent into Hell
【事後学修】　Daphne Erdinast-Vulcan の “The Failure of Metaphysics” の問題点をまとめる。

第13回 【事前学修】　J. Hillis Miller の “Should We Read “Heart of Darkness?” ” の内容を把握しておく。
【授業内容】　The Originality of Conrad
【事後学修】　. Hillis Miller の “Should We Read “Heart of Darkness?” ” の要点をまとめる。

第14回 【事前学修】　Edward Said の “Two Visions in Heart of Darkness” の内容を把握しておく。
【授業内容】　Conrad's “Complicated Presentations”
【事後学修】　Edward Said の “Two Visions in Heart of Darkness” の内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　Ian Watt の “Impressionism and Symbolism in Heart of Darkness” の内容を把握しておく。
【授業内容】　Critical Debate: Structural Devices
【事後学修】　an Watt の “Impressionism and Symbolism in Heart of Darkness” の内容をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60％）、レポート（40％）評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Joseph Conrad. Heart of Darkness. Ed. Paul B. Armstrong （Norton Critical Edition）

■参考文献■参考文献

随時紹介。
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福士　航

英米演劇研究 I
Studies in English and American Drama I

■テーマ■テーマ

シェイクスピア演劇を読む

■講義内容■講義内容

シェイクスピア演劇を、とくに他者表象の問題を意識しながら、批評的に精読する。文化史・劇場史的な背景に関しては
随時講義する。

■達成目標■達成目標

１）シェイクスピア演劇における他者表象の特質を理解し、説明することができるようになる。
２）批評的に作品を解釈し、作品論が書けるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　参考書に目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション：演習の進め方・発表者の分担などの説明　シェイクスピアにおける他者表
象の基礎知識（講義）
【事後学修】　シェイクスピアにおける他者表象に関する知識の定着

第２回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（1）　Act 1、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第３回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（2）　Act 1、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第４回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（3）　Act 1、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第５回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（4）　Act 2、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第６回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（5）　Act 2、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第７回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（6）　Act 2、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第８回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（7）　Act 3、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第９回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読授
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（8）　Act 3、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第10回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（9）　Act 3、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第11回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（10）　Act 3、Scene 4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第12回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（11）　Act 4、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第13回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（12）　Act 4、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第14回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othelloを読む（13）　Act 4、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第15回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othelloを読む（14）　Act 5、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習への積極的参加（50％）、レポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの入念な予習（精読）と復習（レポート作成に向けて論点の整理）
毎授業の事前に2時間程度、事後に2時間程度の学修を要する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

William Shakespeare, Othello （Oxford World's Classics）　ISBN: 978-0199535873

■参考文献■参考文献

シェイクスピアを学ぶ人のために（世界思想社）
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福士　航

英米演劇研究 II
Studies in English and American Drama II

■テーマ■テーマ

シェイクスピア演劇を読む

■講義内容■講義内容

シェイクスピア演劇を、とくに他者表象の問題を意識しながら、批評的に精読する。文化史・劇場史的な背景に関しては
随時講義する。

■達成目標■達成目標

１）シェイクスピア演劇における他者表象の特質を理解し、説明することができるようになる。
２）批評的に作品を解釈し、作品論が書けるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　参考書に目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション：演習の進め方・発表者の分担などの説明　シェイクスピアにおける他者表
象の基礎知識（講義）
【事後学修】　シェイクスピアにおける他者表象に関する知識の定着

第２回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（1）　Act 1、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第３回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（2）　Act 1、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第４回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（3）　Act 2、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第５回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（4）　Act 2、Scene 3-4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第６回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（5）　Act 2、Scene 5-6
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第７回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（6）　Act 2、Scene 7-9
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第８回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（7）　Act 3、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第９回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（8）　Act 3、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第10回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（9）　Act 3、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第11回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（10）　Act 3、Scene 4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第12回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（11）　Act 3、Scene 5
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第13回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（12）　Act 4、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第14回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（13）　Act 4、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第15回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（14）　Act 5、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習への積極的参加（50％）、レポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの入念な予習（精読）と復習（レポート作成に向けて論点の整理）
毎授業の事前に2時間程度、事後に2時間程度の学修を要する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

William Shakespeare, The Merchant of Venice （Oxford World's Classics）　ISBN: 978-0199535859

■参考文献■参考文献

シェイクスピアを学ぶ人のために（世界思想社）
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福士　航

英米演劇研究 III
Studies in English and American Drama III

■テーマ■テーマ

シェイクスピア演劇を読む

■講義内容■講義内容

シェイクスピア演劇を、とくに他者表象の問題を意識しながら、批評的に精読する。文化史・劇場史的な背景に関しては
随時講義する。

■達成目標■達成目標

１）シェイクスピア演劇における他者表象の特質を理解し、説明することができるようになる。
２）批評的に作品を解釈し、作品論が書けるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　参考書に目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション：演習の進め方・発表者の分担などの説明　シェイクスピアにおける他者表
象の基礎知識（講義）
【事後学修】　シェイクスピアにおける他者表象に関する知識の定着

第２回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（1）　Act 1、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第３回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（2）　Act 1、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第４回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（3）　Act 1、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第５回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（4）　Act 2、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第６回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（5）　Act 2、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第７回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（6）　Act 2、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第８回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（7）　Act 3、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第９回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読授
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（8）　Act 3、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第10回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（9）　Act 3、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第11回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（10）　Act 3、Scene 4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第12回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（11）　Act 4、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第13回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othello を読む（12）　Act 4、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第14回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othelloを読む（13）　Act 4、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第15回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、Othelloを読む（14）　Act 5、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習への積極的参加（50％）、レポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの入念な予習（精読）と復習（レポート作成に向けて論点の整理）
毎授業の事前に2時間程度、事後に2時間程度の学修を要する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

William Shakespeare, Othello （Oxford World's Classics）　ISBN: 978-0199535873

■参考文献■参考文献

シェイクスピアを学ぶ人のために（世界思想社）

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 135 -



福士　航

英米演劇研究 IV
Studies in English and American Drama IV

■テーマ■テーマ

シェイクスピア演劇を読む

■講義内容■講義内容

シェイクスピア演劇を、とくに他者表象の問題を意識しながら、批評的に精読する。文化史・劇場史的な背景に関しては
随時講義する。

■達成目標■達成目標

１）シェイクスピア演劇における他者表象の特質を理解し、説明することができるようになる。
２）批評的に作品を解釈し、作品論が書けるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　参考書に目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション：演習の進め方・発表者の分担などの説明　シェイクスピアにおける他者表
象の基礎知識（講義）
【事後学修】　シェイクスピアにおける他者表象に関する知識の定着

第２回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（1）　Act 1、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第３回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（2）　Act 1、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第４回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（3）　Act 2、Scene 1-2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第５回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（4）　Act 2、Scene 3-4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第６回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（5）　Act 2、Scene 5-6
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第７回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（6）　Act 2、Scene 7-9
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第８回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（7）　Act 3、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第９回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（8）　Act 3、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第10回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（9）　Act 3、Scene 3
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第11回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（10）　Act 3、Scene 4
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第12回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（11）　Act 3、Scene 5
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第13回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（12）　Act 4、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第14回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（13）　Act 4、Scene 2
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理

第15回 【事前学修】　テクスト該当箇所の精読
【授業内容】　William Shakespeare、The Merchant of Venice を読む（14）　Act 5、Scene 1
【事後学修】　レポート作成に向けて論点の整理*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習への積極的参加（50％）、レポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの入念な予習（精読）と復習（レポート作成に向けて論点の整理）
毎授業の事前に2時間程度、事後に2時間程度の学修を要する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

William Shakespeare, The Merchant of Venice （Oxford World's Classics）　ISBN: 978-0199535859

■参考文献■参考文献

シェイクスピアを学ぶ人のために（世界思想社）
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バックレイ　フィリップ

英語学演習 I
Seminar in English Linguistics I

■テーマ■テーマ

The linguistics of Early Modern English

■講義内容■講義内容

Students will learn about the linguistics of English from a historical point of view. This will deepen their
understanding of phonology and grammar， and will improve their skills of linguistic data analysis. By
studying the history of English and the ways in which languages change over time， they will also develop
their insights into how and why modern English has evolved into the language it is today.

■達成目標■達成目標

After completing the course， students will be able to explain how modern English has developed over time，
and they will be able to call upon their knowledge of linguistic theory to account for the mechanisms of
historical language change.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes studying the syllabus in
order to fully understand the aims and outcomes of the course. 
【授業内容】　Introduction to language change. What was Early Modern English (EME) like?
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (phonology: EME consonants) in order to gain a background understanding of the topic
for week 2.

第２回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (What was EME like?) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　phonology: EME consonants (consonant distribution)
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the next section
of the handout on EME phonology (consonants) for the next class in order to gain a background
understanding of the topic for week 3.

第３回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　phonology: EME consonants (new consonant sounds)
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the next section
of the handout on EME consonants (spelling-sound correspondence) for the next class in order to gain
a background understanding of the topic for week 4.

第４回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　phonology: EME consonants (sound-spelling correspondence)
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the EME vowel system) in order to gain a background understanding of the topic for
week 5.

第５回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding and provide them with the
background for completing Assignment 1. 
【授業内容】　phonology: the EME vowel system
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (vowel changes between ME and EME) in order to gain a background understanding of the
topic for week 6.

第６回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　vowel changes between ME and EME
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the GVS, high vowels) in order to gain a background understanding of the topic for
week 7.

第７回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (vowel changes between ME and EME) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　the GVS, front vowels
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the GVS, mid/low vowels) in order to gain a background understanding of the topic for
week 8.

第８回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　the GVS, mid/low vowels
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (vowel mergers after the GVS) in order to gain a background understanding of the topic
for week 9.
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第９回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　vowel mergers after the GVS
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (sound-spelling relations after the GVS) in order to gain a background understanding
of the topic for week 10.

第10回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　sound-spelling relations after the GVS
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the pronoun system of Middle English) in order to gain a background understanding of
the topic for week 11.

第11回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　the pronoun system of Middle English
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (personal pronouns in EME) in order to gain a background understanding of the topic
for week 12.

第12回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　personal pronouns in EME
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (relative pronouns in EME) in order to gain a background understanding of the topic
for week 13.

第13回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　relative pronouns in EME
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (reflexive pronouns in EME) in order to gain a background understanding of the topic
for week 14.

第14回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　reflexive pronouns in EME
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (summary of changes to the pronoun system in the history of English).

第15回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　summary of changes to the pronoun system in the history of English
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading all handouts from
weeks 1-15 in order to consolidate their understanding and to prepare themselves for 英語学演習II.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

4 written assignments (80% each)
2 in-class quizzes (20%)
Specific evaluation criteria will be explained in class.

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

To prepare for each class， students should review the handouts and their study notes from the previous class
and also read the next class's study material in advance. Students should be ready to ask questions to the
teacher in order to clarify any uncertainties. Students must be willing to use spoken and written English in
class.

■テキスト■テキスト

None. The instructor will provide handouts.
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バックレイ　フィリップ

英語学演習 II
Seminar in English Linguistics II

■テーマ■テーマ

Language change (phonology) in English

■講義内容■講義内容

Students will learn about how the phonology (sound system) of English has changed over time. This will deepen
their understanding of phonology in general, and it will improve their skills of linguistic data analysis. By
studying the history of English and the ways in which languages change over time, they will also develop
insights into how and why modern English has evolved into the language it is today.

■達成目標■達成目標

After completing the course， students will be able to explain how modern English has developed over time，
and will be able to call upon their knowledge of linguistic theory to account for the mechanisms of
historical language change.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes studying the syllabus in
order to fully understand the aims and outcomes of the course. 
【授業内容】　an overview of phonological change
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (consonant phonemes in PDE) in order to gain a background understanding of the topic
for week 2.

第２回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (an overview of phonological change) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　consonant phonemes in PDE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (fricatives in PDE) in order to gain a background understanding of the topic for week
3.

第３回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (consonant phonemes in PDE) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　fricatives in PDE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (fricatives in OE) in order to gain a background understanding of the topic for week
4.

第４回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (fricatives in PDE) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　fricatives in OE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (consonant changes from OE to PDE) in order to gain a background understanding of the
topic for week 5.

第５回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (fricatives in OE) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　consonant changes from OE to PDE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (review of syllable structure) in order to gain a background understanding of the
topic for week 6.

第６回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (consonant changes from OE to PDE) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　review of syllable structure
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (syllable structure and noun/verb inflections) in order to gain a background
understanding of the topic for week 7.

第７回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (review of syllable structure) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　syllable structure and noun/verb inflections
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (rules of phonotactics in English) in order to gain a background understanding of the
topic for week 8.

第８回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (syllable structure and noun/verb inflections) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　rules of phonotactics in English
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (empty syllable structure) in order to gain a background understanding of the topic
for week 9.
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第９回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (rules of phonotactics in English) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　empty syllable structure
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (data analysis: other English inflections) in order to gain a background understanding
of the topic for week 10.

第10回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (empty syllable structure) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　data analysis: other English inflections
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the timing tier in phonology) in order to gain a background understanding of the
topic for week 11.

第11回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (data analysis: other English inflections) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　the timing tier in phonology
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the history of the velar nasal in English) in order to gain a background
understanding of the topic for week 12.

第12回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (the timing tier in phonology) in order to consolidate their understanding. 
【授業内容】　the history of the velar nasal in English
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the distribution of the velar nasal in OE) in order to gain a background
understanding of the topic for week 13.

第13回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (the history of the velar nasal in English) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　the distribution of the velar nasal in OE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the distribution of the velar nasal in PDE) in order to gain a background
understanding of the topic for week 14.

第14回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (the distribution of the velar nasal in OE) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　the distribution of the velar nasal in PDE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading the handout for
the next class (the status of the velar nasal in PDE).

第15回 【事前学修】　Before the class， students should spend at least 120 minutes reviewing the handout
from the previous class (the distribution of the velar nasal in PDE) in order to consolidate their
understanding. 
【授業内容】　the status of the velar nasal in PDE
【事後学修】　After the class， students should spend at least 120 minutes reading all handouts from
weeks 1-15 in order to consolidate their understanding and to establish the relevance of this
semester's topics to their overall understanding of the phonology of English.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

4 written assignments (70%)， 3 in-class quizzes (30%)
Specific evaluation criteria will be explained in class.

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

To prepare for each class， students should review the handouts and their study notes from the previous class
and also read the next class's study material in advance. Students should be ready to ask questions to the
teacher in order to clarify any uncertainties. Students must be willing to use spoken and written English in
class.

■テキスト■テキスト

None. The instructor will provide handouts.
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バックレイ　フィリップ

英語学演習 III
Seminar in English Linguistics III

■テーマ■テーマ

The foot in the phonology of English

■講義内容■講義内容

Students will study recent literature on the role of foot structure in the （synchronic and historical）
phonology of English. In this semester I course the focus will be on the advantages of a foot-based analysis
over a traditional syllable-based view.

■達成目標■達成目標

Students will learn how foot structure can help explain a number of phonological effects observed in the
history of English， and in turn， how such effects provide insights into segmental structure in the modern
language.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes carefully pre-reading the syllabus to gain an
outline understanding of the course. 
【授業内容】　Introduction to the course and the set text
【事後学修】　Students should spend about 120 minutes reviewing other work by the author （John
Harris） so they understand the context of the reading text.

第２回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第３回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第４回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第５回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第６回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第７回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第８回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第９回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第10回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第11回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第12回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第13回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第14回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes pre-reading the section

第15回 【事前学修】　Students should spend about 120 minutes preparing an outline of their report and be
ready to receive feedback from the instructor.
【授業内容】　Guidance on student report writing
【事後学修】　Students should spend about 120 minutes preparing a final draft of their report，
incorporating any feedback from the instructor.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

Students must prepare the assigned reading before each class， and should be willing to discuss the material
in class. After each class they should revise the same material in preparation for final written reports.

■テキスト■テキスト

Harris， John （2012）. The foot as a phonotactic domain: /aw/ and /wa/ in English. Ms.， University of
London （UCL）.
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バックレイ　フィリップ

英語学演習 IV
Seminar in English Linguistics IV

■テーマ■テーマ

Morphological change in the history of English

■講義内容■講義内容

Students will learn about the morphology of English from a historical point of view. This will deepen their
understanding of word-level English grammar and will improve their skills of linguistic data analysis. By
studying the history of English and the ways in which languages change over time, they will also develop
their insights into how and why modern English has evolved into the language it is today. この授業は対面授業
として行う.

■達成目標■達成目標

After completing the course, students will be able to explain how modern English has developed over time, and
will be able to call upon their knowledge of morphological theory to account for the mechanisms of historical
word-structure change.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes studying the syllabus in
order to fully understand the aims and outcomes of the course.
【授業内容】　Revision of language change in English
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（the nature of morphological change）in order to gain a background understanding of the
topic for week 2.

第２回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（revision of language change in English）in order to consolidate their
understanding.
【授業内容】　The nature of morphological change
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（types of morphological change）in order to gain a background understanding of the topic
for week 3.

第３回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（the nature of morphological change）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Types of morphological change
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（morphological change: analogy）in order to gain a background understanding of the topic
for week 4. They should also begin preparing a group presentation on an assigned topic.

第４回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（types of morphological change）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Morphological change: analogy
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（morphological change: levelling）in order to gain a background understanding of the topic
for week 5. They should also continue working on a group presentation on an assigned topic.

第５回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（morphological change: analogy）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Morphological change: levelling; group presentations
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（loss of inflections in English）in order to gain a background understanding of the topic
for week 6.

第６回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（morphological change: levelling）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Loss of inflections in English
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（phonological rules and morphological change）in order to gain a background understanding
of the topic for week 7.

第７回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（loss of inflections in English）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Phonological rules and morphological change
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（morphological change in pronouns）in order to gain a background understanding of the
topic for week 8. Students should also begin working on written assignment 1.

第８回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（phonological rules and morphological change）in order to consolidate their
understanding.
【授業内容】　Morphological change in English pronouns
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（morphological change in nouns）in order to gain a background understanding of the topic
for week 9. Students should also continue working on written assignment 1.
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第９回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（morphological change in pronouns）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Morphological changes in English nouns; submit written assignment 1
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（morphological change in verbs）in order to gain a background understanding of the topic
for week 10.

第10回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（morphological change in nouns）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Morphological change in English verbs
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（past tense -ed in English）in order to gain a background understanding of the topic for
week 11.

第11回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（morphological change in verbs）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Case study: English past tense -ed
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（the English article 'the'）in order to gain a background understanding of the topic for
week 12.

第12回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（English past tense -ed）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Case study: the English article 'the'
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（synthetic to analytic English structure）in order to gain a background understanding of
the topic for week 13. Students should also begin working on written assignment 2.

第13回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（the English article 'the'）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　The shift from synthetic to analytic structure in English
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（How do morphological changes begin?）in order to gain a background understanding of the
topic for week 14. They should also continue working on written assignment 2.

第14回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（synthetic to analytic structure）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　How do morphological changes begin?
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading the handout for the
next class（summary of historical morphological changes）. They should also complete written
assignment 2.

第15回 【事前学修】　Before the class, students should spend at least 120 minutes reviewing the handout from
the previous class（How do morphological changes begin?）in order to consolidate their understanding.
【授業内容】　Summary of historical morphological changes in English; submit written assignment
【事後学修】　After the class, students should spend at least 120 minutes reading all handouts from
weeks 1-15 in order to consolidate their understanding and to establish the relevance of this
semester's topics to their overall understanding of the grammar of English.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

4 written assignments（100％）.
Specific evaluation criteria will be explained in class.

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

To prepare for each class, students should review the handouts and their study notes from the previous class
and also read the next class's study material in advance. Students should be ready to ask questions to the
teacher in order to clarify any uncertainties. Students must be willing to use spoken and written English in
class.

■テキスト■テキスト

None. The instructor will provide handouts.

■参考文献■参考文献

Trask's Historical Linguistics（2nd edition, 2007）
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大石　正幸

言語学演習 I

■テーマ■テーマ

Language Design

■講義内容■講義内容

チョムスキーの論文を精読し、言語の基本構造についての基本理念を考える。

■達成目標■達成目標

（1）英文そのものについての理解の精度を上げる。
（2）言語構造についての思考法に慣れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　句構造
【事後学修】　事項の整理

第２回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　移動
【事後学修】　事項の整理

第３回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　句構造規則
【事後学修】　事項の整理

第４回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　X-bar 理論
【事後学修】　事項の整理

第５回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　投射
【事後学修】　事項の整理

第６回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　構造保持
【事後学修】　事項の整理

第７回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　併合
【事後学修】　事項の整理

第８回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　外的併合
【事後学修】　事項の整理

第９回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　内的併合
【事後学修】　事項の整理

第10回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　代入と付加
【事後学修】　事項の整理

第11回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　付加と付加構造
【事後学修】　事項の整理

第12回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　投射と派生構造
【事後学修】　事項の整理

第13回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　主要部と素性
【事後学修】　事項の整理

第14回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　言語設計と第三の因子
【事後学修】　事項の整理

第15回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　確認テストと解の解説
【事後学修】　事項の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

確認論述テスト 100％（ねらい等は、授業時に説明する）．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文の精読。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目。
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■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （1972） “Remarks on Nominalization.” In Studies on Semantics in Genrative Grammar.　11-61.
The Hague: Mouton.
Chomsky, Noam （1995） “Bare Phrase Structure.” In Government and Binding Theory and the Minimalist
Program, ed. by Gert Webelhuth, 383-439. Cambridge, MA: Blackwell.
Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projection.” Lingua 130, 33-49.
（Chomsky の上記以外の最近の論文も用意しておくこと.）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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大石　正幸

言語学演習 II

■テーマ■テーマ

Language Design

■講義内容■講義内容

チョムスキーの各種論文を精読し、言語の基本構造についての基本理念を考える。

■達成目標■達成目標

（1）英文そのものについての理解の精度を上げる。
（2）言語構造についての思考法に慣れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Philosoplucal Ldeas
【事後学修】　事項の整理

第２回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Brief History of Linguistics
【事後学修】　事項の整理

第３回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Linguistic Ideas
【事後学修】　事項の整理

第４回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Brief History of Ideas and Science
【事後学修】　事項の整理

第５回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Cognitive Revolutions: Mind/Body & Mind/Brain
【事後学修】　事項の整理

第６回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　SMT & the Third Factor
【事後学修】　事項の整理

第７回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　On the Notion of derivation and its implications
【事後学修】　事項の整理

第８回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Compositionality
【事後学修】　事項の整理

第９回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Projection or Label
【事後学修】　事項の整理

第10回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Displacement
【事後学修】　事項の整理

第11回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Merge & WS
【事後学修】　事項の整理

第12回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Merge
【事後学修】　事項の整理

第13回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　SMT revisited
【事後学修】　事項の整理

第14回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Toward Genuin Explanation
【事後学修】　事項の整理

第15回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　確認テストと解の解説
【事後学修】　事項の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

確認論述テスト 100％（ねらい等は、授業時に説明する）．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文の精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky の近年の論文を適宜選択し精読するので用意しておくこと．

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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大石　正幸

言語学演習 III

■テーマ■テーマ

Language Design

■講義内容■講義内容

チョムスキーの論文を精読し、言語の基本構造についての基本理念を考える。

■達成目標■達成目標

（1）英文そのものについての理解の精度を上げる。
（2）言語構造についての思考法に慣れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　句構造
【事後学修】　事項の整理

第２回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　移動
【事後学修】　事項の整理

第３回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　句構造規則
【事後学修】　事項の整理

第４回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　X-bar 理論
【事後学修】　事項の整理

第５回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　投射
【事後学修】　事項の整理

第６回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　構造保持
【事後学修】　事項の整理

第７回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　併合
【事後学修】　事項の整理

第８回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　外的併合
【事後学修】　事項の整理

第９回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　内的併合
【事後学修】　事項の整理

第10回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　代入と付加
【事後学修】　事項の整理

第11回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　付加と付加構造
【事後学修】　事項の整理

第12回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　投射と派生構造
【事後学修】　事項の整理

第13回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　主要部と素性
【事後学修】　事項の整理

第14回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　言語設計と第三の因子
【事後学修】　事項の整理

第15回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　確認テストと解の解説
【事後学修】　事項の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

確認論述テスト 100％（ねらい等は、授業時に説明する）．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文の精読。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目。
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■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （1972） “Remarks on Nominalization.” In Studies on Semantics in Genrative Grammar.　11-61.
The Hague: Mouton.
Chomsky, Noam （1995） “Bare Phrase Structure.” In Government and Binding Theory and the Minimalist
Program, ed. by Gert Webelhuth, 383-439. Cambridge, MA: Blackwell.
Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projection.” Lingua 130, 33-49.
（Chomsky の上記以外の最近の論文も用意しておくこと.）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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大石　正幸

言語学演習 IV

■テーマ■テーマ

Language Design

■講義内容■講義内容

チョムスキーの各種論文を精読し、言語の基本構造についての基本理念を考える。

■達成目標■達成目標

（1）英文そのものについての理解の精度を上げる。
（2）言語構造についての思考法に慣れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Philosophical Ideas
【事後学修】　事項の整理

第２回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Brief History of Linguistics
【事後学修】　事項の整理

第３回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Lingaistic Ideas
【事後学修】　事項の整理

第４回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Brief History of Ideas and Science
【事後学修】　事項の整理

第５回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Cognitive Revolutions: Mind/Body & Mind/Brain
【事後学修】　事項の整理

第６回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　SMT & the Third Factor
【事後学修】　事項の整理

第７回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　On the Notion of derivation and its implications
【事後学修】　事項の整理

第８回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Compositionality
【事後学修】　事項の整理

第９回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Projection or Label
【事後学修】　事項の整理

第10回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Displacement
【事後学修】　事項の整理

第11回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Merge & WS
【事後学修】　事項の整理

第12回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Merge
【事後学修】　事項の整理

第13回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　SMT revisited
【事後学修】　事項の整理

第14回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　Toward Genuin Explanation
【事後学修】　事項の整理

第15回 【事前学修】　使われている英文の解析
【授業内容】　確認テストと解の解説
【事後学修】　事項の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

確認論述テスト 100％（ねらい等は、授業時に説明する）．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文の精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky の近年の論文を適宜選択し精読するので用意しておくこと．

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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北原　久嗣

文法論演習 I

■テーマ■テーマ

言語とは何か

■講義内容■講義内容

生成文法研究の現在の到達点から「言語とは何か」を考える

■達成目標■達成目標

「言語とは何か」この最も基本的な問いについて理解を深める

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　授業の内容と進め方の説明
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語とは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　話し理解する時いったい何が起きているのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　科学は一見分かり切った単純なことに驚くことから始まる
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　普遍文法とは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語は子供の脳のなかで自然に育つもの
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語は人間の生物学的な資質に根ざしたものであるはず
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　原理とパラメータのアプローチが取り除いた概念的障壁
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの中心的問いとは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語が完璧であるかどうかみてみよう
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　なぜ併合に加え移動があるのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　移動は内的併合にすぎない
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　なぜ言語は一つだけでないかのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　そもそもなぜ言語間に差異があるのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの今後の課題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（50％）とレポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky， Noam （2016） “The language capacity: architecture and evolution.” Psychonomic Bulletin Review.

■参考文献■参考文献

随時紹介する。
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北原　久嗣

文法論演習 II

■テーマ■テーマ

人に生まれながらにして具わる言語の仕組み

■講義内容■講義内容

生成文法研究の現在の到達点から人に具わる言語の仕組みを考える

■達成目標■達成目標

①人に具わる言語の仕組みについて理解を深める
②人に具わる言語の仕組みから個別言語の相違について考察する
③人に具わる言語の仕組みから言語獲得について考察する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　授業の内容と進め方の説明
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの現在の到達点
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性の一致
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　最小探索に基づくラベル付け
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性継承は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　XP － YP 問題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合だけでは不十分
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性 uF の役割
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　相（フェイズ）は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　転送（トランスファー）は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　NP 移動
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　WH 移動
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合の自由適用について
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの今後の課題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（50％）とレポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky， Noam （2015） “Problems of projection: extensions.” In Structures, strategies and beyond: Studies
in honor of Adriana Belletti, 3-16.Amsterdam: John Benjamins.
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■参考文献■参考文献

随時紹介する。
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北原　久嗣

文法論演習 III

■テーマ■テーマ

言語とは何か

■講義内容■講義内容

生成文法研究の現在の到達点から「言語とは何か」を考える

■達成目標■達成目標

「言語とは何か」この最も基本的な問いについて理解を深める

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　授業の内容と進め方の説明
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語とは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　話し理解する時いったい何が起きているのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　科学は一見分かり切った単純なことに驚くことから始まる
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　普遍文法とは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語は子供の脳のなかで自然に育つもの
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語は人間の生物学的な資質に根ざしたものであるはず
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　原理とパラメータのアプローチが取り除いた概念的障壁
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの中心的問いとは何か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　言語が完璧であるかどうかみてみよう
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　なぜ併合に加え移動があるのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　移動は内的併合にすぎない
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　なぜ言語は一つだけでないかのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　そもそもなぜ言語間に差異があるのか
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの今後の課題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（50％）とレポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky， Noam （2016） “The language capacity: architecture and evolution.” Psychonomic Bulletin Review.

■参考文献■参考文献

随時紹介する。
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北原　久嗣

文法論演習 IV

■テーマ■テーマ

人に生まれながらにして具わる言語の仕組み

■講義内容■講義内容

生成文法研究の現在の到達点から人に具わる言語の仕組みを考える

■達成目標■達成目標

①人に具わる言語の仕組みについて理解を深める
②人に具わる言語の仕組みから個別言語の相違について考察する
③人に具わる言語の仕組みから言語獲得について考察する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　授業の内容と進め方の説明
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの現在の到達点
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性の一致
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　最小探索に基づくラベル付け
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性継承は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　XP － YP 問題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合だけでは不十分
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　素性 uF の役割
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　相（フェイズ）は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　転送（トランスファー）は必要か
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　NP 移動
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　WH 移動
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　併合の自由適用について
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの予習
【授業内容】　ミニマリスト・プログラムの今後の課題
【事後学修】　当該授業で扱う範囲の英文テキストおよび配布プリントの復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（50％）とレポート（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky， Noam （2015） “Problems of projection: extensions.” In Structures, strategies and beyond: Studies
in honor of Adriana Belletti, 3-16.Amsterdam: John Benjamins.
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■参考文献■参考文献

随時紹介する。
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豊島　孝之

統語論研究 I

■テーマ■テーマ

統語演算と言語設計

■講義内容■講義内容

言語設計に必要な最小の統語演算機能について考える。

■達成目標■達成目標

様々な構文分析で統語要因と、そうでない要因を峻別できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Language as a biological object: Data and Explanation
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Approaches to Language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Generative Procedures
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　I-language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Specificity of Language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　UG in the biological framework
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Notions of universals
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　rich/poor UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Rational inquiry
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Three Factors
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Organism-independent Factors
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Third Factor
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表 50％、課題レポート 50％ から授業目標の達成度について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （2015） “Problems of Projection: Extensions,

■参考文献■参考文献

Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projections.” Lingua 130: 33-49.
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豊島　孝之

統語論研究 II

■テーマ■テーマ

統語演算

■講義内容■講義内容

言語設計に必要な最小の統語演算機能について考える。

■達成目標■達成目標

極小主義のアプローチで統語現象を分析できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Departures from the Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　SMT
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Evaluation Measure Revisited
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　SAI and Syntactic Analyses
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Distance
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Structural Hierarchy
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Minimal Search
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Merge and SMT
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Set and Syntactic Object
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　EM and Structure Building
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　IM and Displacement
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Copies and Interfaces
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Projection and Order
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Labeling Algorithm and X-bar Theory
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表 50％、課題レポート 50％ から授業目標の達成度について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （2015） “Problems of Projection: Extensions,

■参考文献■参考文献

Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projections.” Lingua 130: 33-49.
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豊島　孝之

統語論研究 III

■テーマ■テーマ

統語演算と言語設計

■講義内容■講義内容

言語設計に必要な最小の統語演算機能について考える。

■達成目標■達成目標

様々な構文分析で統語要因と、そうでない要因を峻別できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Language as a biological object: Data and Explanation
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Approaches to Language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Generative Procedures
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　I-language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Specificity of Language
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　UG in the biological framework
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Notions of universals
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　rich/poor UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Rational inquiry
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest UG
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Three Factors
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Organism-independent Factors
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Third Factor
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表 50％、課題レポート 50％ から授業目標の達成度について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （2015） “Problems of Projection: Extensions,

■参考文献■参考文献

Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projections.” Lingua 130: 33-49.
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豊島　孝之

統語論研究 IV

■テーマ■テーマ

統語演算

■講義内容■講義内容

言語設計に必要な最小の統語演算機能について考える。

■達成目標■達成目標

極小主義のアプローチで統語現象を分析できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第２回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Departures from the Simplest Merge
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第３回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　SMT
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第４回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Evaluation Measure Revisited
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第５回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　SAI and Syntactic Analyses
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第６回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Distance
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第７回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Structural Hierarchy
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第８回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Minimal Search
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第９回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Merge and SMT
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第10回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Set and Syntactic Object
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第11回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　EM and Structure Building
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第12回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　IM and Displacement
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第13回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Copies and Interfaces
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第14回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Projection and Order
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

第15回 【事前学修】　当該授業で扱う予定のテキストに例示されている構文の解析。
【授業内容】　Labeling Algorithm and X-bar Theory
【事後学修】　テキストの当該授業で扱った範囲の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表 50％、課題レポート 50％ から授業目標の達成度について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

原典の徹底した精読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学および言語学の科目

■テキスト■テキスト

Chomsky, Noam （2015） “Problems of Projection: Extensions,

■参考文献■参考文献

Chomsky, Noam （2013） “Problems of Projections.” Lingua 130: 33-49.
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那須川　訓也

音韻論研究 I

■テーマ■テーマ

生成音韻論研究

■講義内容■講義内容

音韻論の主要文献を読みながら、英語の音韻現象にみられる様々な規則性を検討する。

■達成目標■達成目標

①音韻論の専門知識とそれを支える思考方法を身につける。
②発表を通して、論理の組み立て方を学ぶ。
③日常の言語活動で観察される音韻現象を、①と②を用いて分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音韻論で用いられる基礎用語と諸規則を復習しておくこと。
【授業内容】　授業の進め方、授業内容概略説明
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonetics and Phonology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonology in generative grammar
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological phenomena: alternations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological phenomena: distribution
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Representation and derivation
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Rules， principles and constraints
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Linear rules and representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Non-linear representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Parametric variation
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonology and morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Root-level morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Word-level morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　The phonology of roots and words
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。
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第15回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Summary
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（50％）とレポート（50％）（評価基準はルーブリックの形で授業時に公開）によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

音韻論および音声学の基本事項を復習しておいてください。テキストは必ず精読してくること。授業中はノートをよくと
り、その後、復習を兼ねてまとめておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

担当者が作成したプリントを配布します。

■参考文献■参考文献

Oishi， M. & K. Nasukawa. <<Introduction to English Linguistics>>， LLUN Press.

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 164 -



那須川　訓也

音韻論研究 II

■テーマ■テーマ

生成音韻論研究

■講義内容■講義内容

音韻論の主要文献を読みながら、英語の音韻現象にみられる様々な規則性を検討する。

■達成目標■達成目標

①音韻論の専門知識とそれを支える思考方法を身につける。
②発表を通して、論理の組み立て方を学ぶ。
③日常の言語活動で観察される音韻現象を、①と②を用いて分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音韻論で用いられる基礎用語と諸規則を復習しておくこと。
【授業内容】　授業の進め方、授業内容概略説明
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Representation and derivation in phonology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Non-linear representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological positions
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological constituent structure
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonotactics I: initial consonant clusters
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonotactics II: vowels
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Stress and constituency
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　The syllable
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Onsets
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Rhymes
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Nuclei
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Codas
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Appendices
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 165 -



第15回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Summary
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（50％）とレポート（50％）（評価基準はルーブリックの形で授業時に公開）によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

音韻論および音声学の基本事項を復習しておいてください。テキストは必ず精読してくること。授業中はノートをよくと
り、その後、復習を兼ねてまとめておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

担当者が作成したプリントを配布します。

■参考文献■参考文献

Oishi， M. & K. Nasukawa. <<Introduction to English Linguistics>>， LLUN Press.
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那須川　訓也

音韻論研究 III

■テーマ■テーマ

生成音韻論研究

■講義内容■講義内容

音韻論の主要文献を読みながら、英語の音韻現象にみられる様々な規則性を検討する。

■達成目標■達成目標

①音韻論の専門知識とそれを支える思考方法を身につける。
②発表を通して、論理の組み立て方を学ぶ。
③日常の言語活動で観察される音韻現象を、①と②を用いて分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音韻論で用いられる基礎用語と諸規則を復習しておくこと。
【授業内容】　授業の進め方、授業内容概略説明
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonetics and Phonology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonology in generative grammar
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological phenomena: alternations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological phenomena: distribution
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Representation and derivation
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Rules， principles and constraints
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Linear rules and representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Non-linear representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Parametric variation
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonology and morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Root-level morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Word-level morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　The phonology of roots and words
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。
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第15回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Summary
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（50％）とレポート（50％）（評価基準はルーブリックの形で授業時に公開）によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

音韻論および音声学の基本事項を復習しておいてください。テキストは必ず精読してくること。授業中はノートをよくと
り、その後、復習を兼ねてまとめておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

担当者が作成したプリントを配布します。

■参考文献■参考文献

Oishi， M. & K. Nasukawa. <<Introduction to English Linguistics>>， LLUN Press.
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那須川　訓也

音韻論研究 IV

■テーマ■テーマ

生成音韻論研究

■講義内容■講義内容

音韻論の主要文献を読みながら、英語の音韻現象にみられる様々な規則性を検討する。

■達成目標■達成目標

①音韻論の専門知識とそれを支える思考方法を身につける。
②発表を通して、論理の組み立て方を学ぶ。
③日常の言語活動で観察される音韻現象を、①と②を用いて分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音韻論で用いられる基礎用語と諸規則を復習しておくこと。
【授業内容】　授業の進め方、授業内容概略説明
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Representation and derivation in phonology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Non-linear representations
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological positions
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonological constituent structure
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonotactics I: initial consonant clusters
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Phonotactics II: vowels
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Stress and constituency
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　The syllable
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Onsets
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Rhymes
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Nuclei
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Codas
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Appendices
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。
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第15回 【事前学修】　テキストの該当ページを事前読了しておくこと。予習には 120 分程度かかると想定されます。
【授業内容】　Summary
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語と諸範疇・規則を確実に理解すること。復習には 120 分程度か
かると想定されます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（50％）とレポート（50％）（評価基準はルーブリックの形で授業時に公開）によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

音韻論および音声学の基本事項を復習しておいてください。テキストは必ず精読してくること。授業中はノートをよくと
り、その後、復習を兼ねてまとめておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

担当者が作成したプリントを配布します。

■参考文献■参考文献

Oishi， M. & K. Nasukawa. <<Introduction to English Linguistics>>， LLUN Press.
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大沼　仁美

英語学・言語学特殊講義 I

■テーマ■テーマ

生成形態論研究

■講義内容■講義内容

形態論に関する主要な文献を読み、英語および他の言語の語形成過程にみられる規則性を検討する。

■達成目標■達成目標

１．形態論の専門知識とそれを支える思考方法を身につける。
２．発表や質疑応答を通して、論理の組み立て方を学ぶ。
３．英語および他の言語の語形成過程を形態的に分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでおくこと。テキストの該当ページを精読しておくこと。予習には120分程度
の学習を必要とします。
【授業内容】　授業の進め方、テキストについての説明; Chapter 1 Introduction
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 1 Introduction
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 5 Introducing Lexical Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 5 Introducing Lexical Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 6 Insights from Lexical Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 6 Insights from Lexical Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 7 Lexical Morphology: An Appraisal
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 7 Lexical Morphology: An Appraisal
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 8 Prosodic Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 8 Prosodic Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 9 Template and Prosodic Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Productivity and creativity
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 9 Template and Prosodic Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 10 Inflectional Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。
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第15回 【事前学修】　テキストの該当ページを精読しておくこと。予習は120分程度の学習を必要とします。
【授業内容】　Chapter 10 Inflectional Morphology
【事後学修】　授業内容を復習し、扱われた用語、概念、規則などを理解すること。復習は120分程度の学習を必
要とします。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題/レポート（各50％）から授業目標の達成度について評価する。評価基準は講義中に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキスト該当ページの予習時には音読、精読をすること。参考文献を指示した場合はそちらも精読しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学・言語学関連の科目

■テキスト■テキスト

Katamba, Francis (1993) Morphology. Macmillan.

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。
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豊島　孝之

英語学・言語学特殊講義 II

■テーマ■テーマ

統語論理形式とモデル形式意味論

■講義内容■講義内容

モデル形式意味論の基礎となる記号論理学と言語哲学意味論から統語構造の意味表示として派生される論理形式の解釈に
ついて基本事項について検討する。また、形態論的分析に繋がる語彙意味論やフレーゲ流構成性原理に基づかない象意味
論にも検討を加える。

■達成目標■達成目標

一般に変形生成文法で用いられるS構造から論理形式への派生と、その論理形式をモデル形式意味論での意味表示に変換で
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】言語表現の意義と意図との違い、言語表現の意義と指示との違いについて考えておく。
【授業内容】語用論と意味論
【事後学修】context, presupposition, givenness, background, foreground, focus, entailment,
implicature, speech act, performative, indexicality, anaphora, sloppy identity について自身でまとめ直
しておく。

第２回 【事前学修】集合論と代数論と論理学との関係を考えておく。
【授業内容】基本概念
【事後学修】expression, meaning, sense, reference, denotation, extension, intension, ambiguity,
vagueness, negation について自身でまとめ直しておく。

第３回 【事前学修】単語の意味とは何かを考えておく。
【授業内容】語彙意味論 1
【事後学修】opposition, mereology, quantization, cumulativity, universal grinder, sorter, packager,
intersective modeification, subsective modification, privative modification, hyponymy, hypernymy,
synonymy, antonymy, homonymy, polysemy, meronymy, holonymy, scale, meaning postulate, Prototype
Theory について自身でまとめ直しておく。

第４回 【事前学修】述語の意味とは何か考えておく。
【授業内容】語彙意味論 2
【事後学修】event structure, semantic role, argument structure, Generative Semantics, L-Syntax,
Distributed Morphology, Exoskeletal Syntax について自身でまとめ直しておく。

第５回 【事前学修】文の種類とそれぞれの外延について考えておく。
【授業内容】文の意味
【事後学修】concept of truth, truth value, truth function, compositionality, verdicality,
counterfactuality, sentential types, Model Theory について自身でまとめ直しておく。

第６回 【事前学修】平叙文と命題の関係について考えておく。
【授業内容】命題論理
【事後学修】proposition, truth condition, logical connectives, Boolen algebra, set-theoretical
representation of truth functions について自身でまとめ直しておく。

第７回 【事前学修】数量表現の意味について考えておく。
【授業内容】述語論理 1
【事後学修】quantification, quantifier, restrictor, scope, existential closure, unselective binding,
definiteness について自身でまとめ直しておく。

第８回 【事前学修】固有名、定表現の意味を考えておく。
【授業内容】述語論理 2
【事後学修】generalized quantifier, conservativity, Discourse Representation Theory, free choice,
polarity について自身でまとめ直しておく。

第９回 【事前学修】法・時制の意味について考えておく。
【授業内容】様相論理
【事後学修】possible world, evidentiality, alethicity, epistemicity, deonticity, doxasticity,
bouleticity, mirativity, tense, branching future について自身でまとめ直しておく。

第10回 【事前学修】外延を持たない言語表現を考えておく。
【授業内容】内包論理 1
【事後学修】referential opacity, definite description について自身でまとめておく。

第11回 【事前学修】補文の意味が文全体にどのように影響を考えておく。
【授業内容】内包論理 2
【事後学修】modal subordination, propositional attitude, de dicto, de re, de se について自身でまとめ
直しておく。

第12回 【事前学修】外延と内包の違いを考えておく。
【授業内容】タイプ論理とラムダ演算
【事後学修】type shifter, coercion, Montague Grammar, Categorial Grammar, Lambeck calculus について自
身でまとめ直しておく。

第13回 【事前学修】疑問文の意味とは何かを考えておく。
【授業内容】詮索意味論と選択肢意味論
【事後学修】set partition, set of alternatives, focus, Hurford disjunction について自身でまとめ直して
おく。
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第14回 【事前学修】選択公理について調べておく。
【授業内容】選択関数
【事後学修】Skolemization, Skolem function, choice function について自身でまとめ直しておく。

第15回 【事前学修】修飾語の意味について考えておく。
【授業内容】事象意味論
【事後学修】modification, eventuality, semantic role, Situation Semantics

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期中、３回のレポートをもとに総合的に評価する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語学関連科目

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

単元ごとに紹介する。
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村野井　仁

英語教育学演習 I

■テーマ■テーマ

英語教育学および教室第二言語習得研究の動向を理解し、研究を行うための基礎的知識を得る。

■講義内容■講義内容

外国語教育学および第二言語教育学についての研究入門書と学術論文を併せて読み、英語教育のどのような面がどのよう
な方法で研究されているのかを理解する。英語教育を研究対象とした研究がどのように行われているのかを理解し、自分
が実証的研究を行う際の基礎的な知識を得る。

■達成目標■達成目標

①英語教育学・教室第二言語習得研究の主な研究テーマについて理解し、概要を説明することができる。
②英語教育学・教室第二言語習得研究の研究方法について理解し、研究課題を立てて研究デザインを構築することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語教育学に関して自分自身の研究課題を考える。
【授業内容】　英語教育学・教室第二言語習得研究の動向・意義
【事後学修】　英語教育学に関して自分自身の研究課題をまとめ、レポートとして次回提出する。

第２回 【事前学修】　外国語教育の目的に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　外国語教育の目的に関する論文を読む。
【事後学修】　外国語教育の目的に関する論文の要点を確認する。

第３回 【事前学修】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートと
して次回提出する。

第４回 【事前学修】　異文化能力の習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　異文化能力の習得に関する論文を読む。
【事後学修】　異文化能力の習得に関する論文の要点を確認する。

第５回 【事前学修】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートと
して次回提出する。

第６回 【事前学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文の要点を把握する。
【授業内容】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文を読む。
【事後学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文の要点を把握する。

第７回 【事前学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などについて考察
する。
【授業内容】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などに関する考え
をまとめ、レポートとして次回提出する。

第８回 【事前学修】　文法習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　文法習得に関する論文を読む。
【事後学修】　文法習得に関する論文の要点を確認する。

第９回 【事前学修】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第10回 【事前学修】　語彙習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　語彙習得に関する論文を読む。
【事後学修】　語彙習得に関する論文の要点を確認する。

第11回 【事前学修】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第12回 【事前学修】　音声習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　音声習得に関する論文を読む。
【事後学修】　音声習得に関する論文の要点を確認する。

第13回 【事前学修】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第14回 【事前学修】　語用能力習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　語用能力習得に関する論文を読む。
【事後学修】　語用能力習得に関する論文の要点を確認する。

第15回 【事前学修】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして
次回提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標１　研究テーマの知識・理解
　評価方法：担当論文の概要発表（配点50点）、具体的内容（担当した4編の論文の概要を示すハンドアウトを作成し口頭
で概要及び問題点等を伝えることができる）、評価の観点・基準（ハンドアウトの内容25％、ハンドアウトの体裁25％、
口頭発表の内容25％、口頭発表における独自性25％）
達成目標２：研究デザインの構築
　評価方法：研究計画書作成（配点5点）、具体的内容（研究テーマに関する研究デザインを構築し、研究計画書を作成す
ることができる）、評価の観点・基準（関連研究の文献研究50％、研究課題の独自性25％、研究方法の実行可能性25％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語教育および英語学習に関して、研究課題となるような疑問をまとめておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

第二言語習得研究 I ～ IV、英語教育実践研究 I ～ IV

■テキスト■テキスト

学術論文を用いる。入手方法については初回の講義で説明する。

■参考文献■参考文献

白畑知彦・冨田祐一・村野井仁・若林茂則（2019）『英語教育用語辞典第3版』大修館書店、9784469246285
竹内理・水本篤（2014）『外国語教育研究ハンドブック―研究手法のより良い理解のために（改訂版）』松柏社、
9784775402016
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村野井　仁

英語教育学演習 II

■テーマ■テーマ

英語教育学および教室第二言語習得研究の動向を自分の研究テーマに合わせて深く理解し、実証的研究を行う能力を育て
る。

■講義内容■講義内容

自分の研究テーマに従って、海外および国内で発表された英語教育についての学術論文を読み、研究の動向を把握する。
実際に自分の研究テーマを立て、研究デザインを構築し、予備的研究を行い、その結果を発表する。

■達成目標■達成目標

①英語教育学・教室第二言語習得研究の特定の研究テーマについて深く理解し、概要を伝えることができる。
②英語教育学・教室第二言語習得を対象とした研究課題を立て、研究デザインを構築し、研究を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文を読む。
【事後学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文の要点を確認する。

第２回 【事前学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、
レポートとして次回提出する。

第３回 【事前学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　心理要因と第二言語習得に関する論文を読む。
【事後学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文の要点を確認する。

第４回 【事前学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レ
ポートとして次回提出する。

第５回 【事前学修】　社会文化理論に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　社会文化理論に関する論文を読む。
【事後学修】　社会文化理論に関する論文の要点を確認する。

第６回 【事前学修】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして
次回提出する。

第７回 【事前学修】　タスクに関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　タスクに関する論文を読む。
【事後学修】　タスクに関する論文の要点を確認する。

第８回 【事前学修】　タスクに関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　タスクに関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　タスクに関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回提
出する。

第９回 【事前学修】　実証的研究の課題を考える。
【授業内容】　実証的研究の課題設定
【事後学修】　実証的研究の課題を確定し、次回提出。

第10回 【事前学修】　実証的研究のデザインを立てる。
【授業内容】　実証的研究のデザイン構築
【事後学修】　実証的研究のデザインを立て、次回提出。

第11回 【事前学修】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法を考える。
【授業内容】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法検討
【事後学修】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法の確定。

第12回 【事前学修】　実証的研究のデータ収集・分析の準備をする。
【授業内容】　実証的研究のデータ収集・分析
【事後学修】　実証的研究のデータ収集・分析を行う。

第13回 【事前学修】　実証的研究結果の発表準備（1）
【授業内容】　実証的研究結果の発表（1）
【事後学修】　実証的研究結果の発表（1）発表についてリアクション・レポートをまとめる。

第14回 【事前学修】　実証的研究結果の発表準備（2）
【授業内容】　実証的研究結果の発表（2）
【事後学修】　実証的研究結果の発表（2）発表についてリアクション・レポートをまとめる。

第15回 【事前学修】　研究レポートの草稿執筆
【授業内容】　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポートの執筆。提出日までに提出。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 177 -



■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基
準（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標１　研究テーマの知識・理解
評価方法：担当論文の概要発表（配点50点）、具体的内容（担当した4編の論文の概要を示すハンドアウトを作成し口頭で
概要及び問題点等を伝えることができる）、評価の観点・基準（ハンドアウトの内容25％、ハンドアウトの体裁25％、口
頭発表の内容25％、口頭発表における独自性25％）
達成目標２：研究デザインの構築
　評価方法：研究計画書作成（配点50点）、具体的内容（研究テーマに関する研究計画書を前期に作成したものをさらに
発展させる形で作成することができる）、評価の観点・基準（関連研究の文献研究50％、研究課題の独自性25％、研究方
法の実行可能性25％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語教育および英語学習に関する研究テーマをある程度絞っておく。先行研究の論文などを集め、リストを準備しておく
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

学術論文を使用する（入手方法は教室で指示する）。

■参考文献■参考文献

英語教育学演習Ｉと同じ
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村野井　仁

英語教育学演習 III

■テーマ■テーマ

英語教育学および教室第二言語習得研究の動向を理解し、研究を行うための基礎的知識を得る。

■講義内容■講義内容

外国語教育学および第二言語教育学についての研究入門書と学術論文を併せて読み、英語教育のどのような面がどのよう
な方法で研究されているのかを理解する。英語教育を研究対象とした研究がどのように行われているのかを理解し、自分
が実証的研究を行う際の基礎的な知識を得る。

■達成目標■達成目標

①英語教育学・教室第二言語習得研究の主な研究テーマについて理解し、概要を説明することができる。
②英語教育学・教室第二言語習得研究の研究方法について理解し、研究課題を立てて研究デザインを構築することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語教育学に関して自分自身の研究課題を考える。
【授業内容】　英語教育学・教室第二言語習得研究の動向・意義
【事後学修】　英語教育学に関して自分自身の研究課題をまとめ、レポートとして次回提出する。

第２回 【事前学修】　外国語教育の目的に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　外国語教育の目的に関する論文を読む。
【事後学修】　外国語教育の目的に関する論文の要点を確認する。

第３回 【事前学修】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　外国語教育の目的に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートと
して次回提出する。

第４回 【事前学修】　異文化能力の習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　異文化能力の習得に関する論文を読む。
【事後学修】　異文化能力の習得に関する論文の要点を確認する。

第５回 【事前学修】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　異文化能力の習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートと
して次回提出する。

第６回 【事前学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文の要点を把握する。
【授業内容】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文を読む。
【事後学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文の要点を把握する。

第７回 【事前学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などについて考察
する。
【授業内容】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　指導を受けた第二言語習得研究の概要をまとめた論文についてその意義、課題などに関する考え
をまとめ、レポートとして次回提出する。

第８回 【事前学修】　文法習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　文法習得に関する論文を読む。
【事後学修】　文法習得に関する論文の要点を確認する。

第９回 【事前学修】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　文法習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第10回 【事前学修】　語彙習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　語彙習得に関する論文を読む。
【事後学修】　語彙習得に関する論文の要点を確認する。

第11回 【事前学修】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　語彙習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第12回 【事前学修】　音声習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　音声習得に関する論文を読む。
【事後学修】　音声習得に関する論文の要点を確認する。

第13回 【事前学修】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　音声習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回
提出する。

第14回 【事前学修】　語用能力習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　語用能力習得に関する論文を読む。
【事後学修】　語用能力習得に関する論文の要点を確認する。

第15回 【事前学修】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　語用能力習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして
次回提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標１　研究テーマの知識・理解
　評価方法：担当論文の概要発表（配点50点）、具体的内容（担当した4編の論文の概要を示すハンドアウトを作成し口頭
で概要及び問題点等を伝えることができる）、評価の観点・基準（ハンドアウトの内容25％、ハンドアウトの体裁25％、
口頭発表の内容25％、口頭発表における独自性25％）
達成目標２：研究デザインの構築
　評価方法：研究計画書作成（配点50点）、具体的内容（研究テーマに関する研究デザインを構築し、研究計画書を作成
することができる）、評価の観点・基準（関連研究の文献研究50％、研究課題の独自性25％、研究方法の実行可能性
25％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語教育および英語学習に関して、研究課題となるような疑問をまとめておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

第二言語習得研究 I ～ IV、英語教育実践研究 I ～ IV

■テキスト■テキスト

学術論文を用いる。入手方法については初回の講義で説明する。

■参考文献■参考文献

白畑知彦・冨田祐一・村野井仁・若林茂則（2019）『英語教育用語辞典第3版』大修館書店、9784469246285
竹内理・水本篤（2014）『外国語教育研究ハンドブック―研究手法のより良い理解のために（改訂版）』松柏社、
9784775402016
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村野井　仁

英語教育学演習 IV

■テーマ■テーマ

英語教育学および教室第二言語習得研究の動向を自分の研究テーマに合わせて深く理解し、実証的研究を行う能力を育て
る。

■講義内容■講義内容

自分の研究テーマに従って、海外および国内で発表された英語教育についての学術論文を読み、研究の動向を把握する。
実際に自分の研究テーマを立て、研究デザインを構築し、予備的研究を行い、その結果を発表する。

■達成目標■達成目標

①英語教育学・教室第二言語習得研究の特定の研究テーマについて深く理解し、概要を伝えることができる。
②英語教育学・教室第二言語習得を対象とした研究課題を立て、研究デザインを構築し、研究を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文を読む。
【事後学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文の要点を確認する。

第２回 【事前学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　内容言語統合型学習（CLIL）に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、
レポートとして次回提出する。

第３回 【事前学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　心理要因と第二言語習得に関する論文を読む。
【事後学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文の要点を確認する。

第４回 【事前学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　心理要因と第二言語習得に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レ
ポートとして次回提出する。

第５回 【事前学修】　社会文化理論に関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　社会文化理論に関する論文を読む。
【事後学修】　社会文化理論に関する論文の要点を確認する。

第６回 【事前学修】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　社会文化理論に関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして
次回提出する。

第７回 【事前学修】　タスクに関する論文の要点を把握する。
【授業内容】　タスクに関する論文を読む。
【事後学修】　タスクに関する論文の要点を確認する。

第８回 【事前学修】　タスクに関する論文についてその意義、課題などについて考察する。
【授業内容】　タスクに関する論文についてその意義、課題などを議論する。
【事後学修】　タスクに関する論文についてその意義、課題などに関する考えをまとめ、レポートとして次回提
出する。

第９回 【事前学修】　実証的研究の課題を考える。
【授業内容】　実証的研究の課題設定
【事後学修】　実証的研究の課題を確定し、次回提出。

第10回 【事前学修】　実証的研究のデザインを立てる。
【授業内容】　実証的研究のデザイン構築
【事後学修】　実証的研究のデザインを立て、次回提出。

第11回 【事前学修】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法を考える。
【授業内容】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法検討
【事後学修】　実証的研究のデータ収集方法・分析方法の確定。

第12回 【事前学修】　実証的研究のデータ収集・分析の準備をする。
【授業内容】　実証的研究のデータ収集・分析
【事後学修】　実証的研究のデータ収集・分析を行う。

第13回 【事前学修】　実証的研究結果の発表準備（1）
【授業内容】　実証的研究結果の発表（1）
【事後学修】　実証的研究結果の発表（1）発表についてリアクション・レポートをまとめる。

第14回 【事前学修】　実証的研究結果の発表準備（2）
【授業内容】　実証的研究結果の発表（2）
【事後学修】　実証的研究結果の発表（2）発表についてリアクション・レポートをまとめる。

第15回 【事前学修】　研究レポートの草稿執筆
【授業内容】　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポートの執筆。提出日までに提出。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標１　研究テーマの知識・理解
　評価方法：担当論文の概要発表（配点50点）、具体的内容（担当した4編の論文の概要を示すハンドアウトを作成し口頭
で概要及び問題点等を伝えることができる）、評価の観点・基準（ハンドアウトの内容25％、ハンドアウトの体裁25％、
口頭発表の内容25％、口頭発表における独自性25％）
達成目標２：研究デザインの構築
　評価方法：研究計画書作成（配点50点）、具体的内容（研究テーマに関する研究計画書を前期に作成したものをさらに
発展させる形で作成することができる）、評価の観点・基準（関連研究の文献研究50％、研究課題の独自性25％、研究方
法の実行可能性25％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語教育および英語学習に関する研究テーマをある程度絞っておく。先行研究の論文などを集め、リストを準備しておく
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

学術論文を使用する（入手方法は教室で指示する）。

■参考文献■参考文献

英語教育学演習Ｉと同じ
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村野井　仁

英語教育学実践研究Ⅰ

■テーマ■テーマ

専門職（professional）としての英語教師に求められる知識・能力の養成

■講義内容■講義内容

中高の英語教育実践を分析し、より効果的な英語指導を行うためには何が必要なのか考え、改善案を立て、模擬授業を通
して実践する。

■達成目標■達成目標

①現代の主な英語指導法について理論的背景、効果、指導上の注意点を理解した上で、その特徴および問題点を説明する
ことができる。
②５領域における技能を統合的に育てる英語授業を計画し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語指導法についての課題を考える。
【授業内容】　講義概略　英語指導法の動向
【事後学修】　英語指導法の動向について考えをまとめる。

第２回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（リーディング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（リーディング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（リーディング）

第３回 【事前学修】　授業改善案の考察（リーディング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（リーディング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（リーディング）

第４回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（リーディング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（リーディング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（リーディング）

第５回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（スピーキング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（スピーキング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（スピーキング）

第６回 【事前学修】　授業改善案の考察（スピーキング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（スピーキング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（スピーキング）

第７回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（スピーキング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（スピーキング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（スピーキング）

第８回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（領域統合型）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（領域統合型）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（領域統合型）

第９回 【事前学修】　授業改善案の考察（領域統合型）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（領域統合型）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（領域統合型）

第10回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（領域統合型）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（領域統合型）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（領域統合型）

第11回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（ライティング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（ライティング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（ライティング）

第12回 【事前学修】　授業改善案の考察（ライティング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（ライティング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（ライティング）

第13回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（ライティング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（ライティング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（ライティング）

第14回 【事前学修】　学習指導案の作成準備
【授業内容】　学習指導案の作成
【事後学修】　学習指導案の完成

第15回 【事前学修】　研究レポートのテーマを考える。
【授業内容】　まとめ　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポート執筆
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標①英語指導法に関する知識・理解
　評価方法：レポート、配点：40点、具体的内容：英語指導法に関して特定の研究テーマを定め、研究レポートを作成す
る。評価の観点・基準：テーマの独自性30％、関連する研究の文献研究30％、考察の内容30％、レポートの構成・体裁
10％
達成目標②英語授業実践に関する技能
　評価方法；模擬授業の観察及び振り返りシートの評価、配点60点、具体的内容：リーディング、スピーキング、領域統
合及びライティングを中心とした４回の模擬授業を実施する。評価の観点・基準：指導過程（観察）30％、指導略案
30％、振り返りシート記述内容40％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

領域統合型の英語授業、発信力を育てる授業、指導と評価が結びついた授業など、現在の英語教師が展開すべき授業につ
いて、その目標、指導過程および評価方法などの予備知識を得ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

用いない。
配付資料を用いる。

■参考文献■参考文献

教室で紹介する。
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村野井　仁

英語教育学実践研究Ⅱ

■テーマ■テーマ

専門職（professional）としての英語教師に求められる高度な知識・能力の養成

■講義内容■講義内容

小中高の英語教育実践を分析し、より効果的な英語指導を行うためには何が必要なのか考え、改善案を立て、模擬授業を
通して実践する。

■達成目標■達成目標

①現代の主な英語指導法について理論的背景、効果、指導上の注意点を理解した上で、その特徴および問題点について深
く論じることができる。
②５領域を統合的に育てる英語授業を計画し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語指導法についての課題を考える。
【授業内容】　講義概略　英語指導法の動向
【事後学修】　英語指導法の動向について考えをまとめる。

第２回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（小学校英語活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（小学校英語活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（小学校英語活動）

第３回 【事前学修】　授業改善案の考察（小学校英語活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（小学校英語活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（小学校英語活動）

第４回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（小学校英語活動）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（小学校英語活動）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（小学校英語活動）

第５回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（タスク活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（タスク活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（タスク活動）

第６回 【事前学修】　授業改善案の考察（タスク活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（タスク活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（タスク活動）

第７回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（タスク活動）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（タスク活動）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（タスク活動）

第８回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（ICT）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（ICT）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（ICT）

第９回 【事前学修】　授業改善案の考察（ICT）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（ICT）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（ICT）

第10回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（ICT）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（ICT）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（ICT）

第11回 【事前学修】　参考文献を用いた英語テストの問題点の確認
【授業内容】　英語テストの分析
【事後学修】　英語テストの問題点についてまとめレポートして提出する。

第12回 【事前学修】　英語テストの作成
【授業内容】　英語テストの改善・作成
【事後学修】　英語テストを作成する。

第13回 【事前学修】　学習指導案作成
【授業内容】　模擬授業の学習指導案検討
【事後学修】　学習指導案を改善する。

第14回 【事前学修】　模擬授業準備
【授業内容】　総括的模擬授業と講評
【事後学修】　模擬授業の自己評価をまとめ提出する。

第15回 【事前学修】　研究テーマ策定
【授業内容】　まとめ　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポート執筆。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標①英語指導法に関する知識・理解
　評価方法：レポート、配点：40点、具体的内容：英語指導法（英語評価を含む）に関して特定の研究テーマを定め、研
究レポートを作成する。評価の観点・基準：テーマの独自性30％、関連する研究の文献研究30％、考察の内容30％、レ
ポートの構成・体裁10％
達成目標②英語授業実践に関する技能
　評価方法；模擬授業の観察及び振り返りシートの評価、配点60点、具体的内容：3回の模擬授業を実施する。評価の観
点・基準：指導過程（観察）30％、指導略案30％、振り返りシート記述内容40％
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

領域統合型の英語授業、発信力を育てる授業、指導と評価が結びついた授業など、現在の英語教師が展開すべき授業につ
いて、その目標、指導過程および評価方法などの予備知識を得ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

用いない。配付資料を用いる。

■参考文献■参考文献

教室で紹介する。
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村野井　仁

英語教育学実践研究Ⅲ

■テーマ■テーマ

専門職（professional）としての英語教師に求められる知識・能力の養成

■講義内容■講義内容

中高の英語教育実践を分析し、より効果的な英語指導を行うためには何が必要なのか考え、改善案を立て、模擬授業を通
して実践する。

■達成目標■達成目標

①現代の主な英語指導法について理論的背景、効果、指導上の注意点を理解した上で、その特徴および問題点を説明する
ことができる。
② 5領域における技能を統合的に育てる英語授業を計画し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語指導法についての課題を考える。
【授業内容】　講義概略　英語指導法の動向
【事後学修】　英語指導法の動向について考えをまとめる。

第２回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（リーディング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（リーディング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（リーディング）

第３回 【事前学修】　授業改善案の考察（リーディング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（リーディング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（リーディング）

第４回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（リーディング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（リーディング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（リーディング）

第５回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（スピーキング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（スピーキング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（スピーキング）

第６回 【事前学修】　授業改善案の考察（スピーキング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（スピーキング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（スピーキング）

第７回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（スピーキング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（スピーキング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（スピーキング）

第８回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（領域統合型）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（領域統合型）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（領域統合型）

第９回 【事前学修】　授業改善案の考察（領域統合型）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（領域統合型）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（領域統合型）

第10回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（領域統合型）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（領域統合型）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（領域統合型）

第11回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（ライティング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（ライティング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（ライティング）

第12回 【事前学修】　授業改善案の考察（ライティング）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（ライティング）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出。（ライティング）

第13回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（ライティング）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（ライティング）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（ライティング）

第14回 【事前学修】　学習指導案の作成準備
【授業内容】　学習指導案の作成
【事後学修】　学習指導案の完成

第15回 【事前学修】　研究レポートのテーマを考える。
【授業内容】　まとめ　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポート執筆
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標①英語指導法に関する知識・理解
　評価方法：レポート、配点：40点、具体的内容：英語指導法に関して特定の研究テーマを定め、研究レポートを作成す
る。評価の観点・基準：テーマの独自性30％、関連する研究の文献研究30％、考察の内容30％、レポートの構成・体裁
10％
達成目標②英語授業実践に関する技能
　評価方法；模擬授業の観察及び振り返りシートの評価、配点60点、具体的内容：リーディング、スピーキング、領域統
合及びライティングを中心とした４回の模擬授業を実施する。評価の観点・基準：指導過程（観察）30％、指導略案
30％、振り返りシート記述内容40％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

領域統合型の英語授業、発信力を育てる授業、指導と評価が結びついた授業など、現在の英語教師が展開すべき授業につ
いて、その目標、指導過程および評価方法などの予備知識を得ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

用いない。
配付資料を用いる。

■参考文献■参考文献

教室で紹介する。
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村野井　仁

英語教育学実践研究Ⅳ

■テーマ■テーマ

専門職（professional）としての英語教師に求められる高度な知識・能力の養成

■講義内容■講義内容

小中高の英語教育実践を分析し、より効果的な英語指導を行うためには何が必要なのか考え、改善案を立て、模擬授業を
通して実践する。

■達成目標■達成目標

①現代の主な英語指導法について理論的背景、効果、指導上の注意点を理解した上で、その特徴および問題点について深
く論じることができる。
②５領域を統合的に育てる英語授業を計画し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　英語指導法についての課題を考える。
【授業内容】　講義概略　英語指導法の動向
【事後学修】　英語指導法の動向について考えをまとめる。

第２回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（小学校英語活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（小学校英語活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（小学校英語活動）

第３回 【事前学修】　授業改善案の考察（小学校英語活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（小学校英語活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（小学校英語活動）

第４回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（小学校英語活動）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（小学校英語活動）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（小学校英語活動）

第５回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（タスク活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（タスク活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（タスク活動）

第６回 【事前学修】　授業改善案の考察（タスク活動）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（タスク活動）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（タスク活動）

第７回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（タスク活動）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（タスク活動）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（タスク活動）

第８回 【事前学修】　参考文献を用いた授業過程の確認（ICT）
【授業内容】　ビデオを用いた授業研究（ICT）
【事後学修】　ビデオを用いた授業研究の要点をまとめる。（ICT）

第９回 【事前学修】　授業改善案の考察（ICT）
【授業内容】　ビデオを用いた授業分析・改善案（ICT）
【事後学修】　ビデオを用いた授業分析・改善案をまとめレポートとして提出する。（ICT）

第10回 【事前学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の準備（ICT）
【授業内容】　授業分析結果に基づいた模擬授業と講評（ICT）
【事後学修】　授業分析結果に基づいた模擬授業の自己評価をまとめる。（ICT）

第11回 【事前学修】　参考文献を用いた英語テストの問題点の確認
【授業内容】　英語テストの分析
【事後学修】　英語テストの問題点についてまとめレポートして提出する。

第12回 【事前学修】　英語テストの作成
【授業内容】　英語テストの改善・作成
【事後学修】　英語テストを作成する。

第13回 【事前学修】　学習指導案作成
【授業内容】　模擬授業の学習指導案検討
【事後学修】　学習指導案を改善する。

第14回 【事前学修】　模擬授業準備
【授業内容】　総括的模擬授業と講評
【事後学修】　模擬授業の自己評価をまとめ提出する。

第15回 【事前学修】　研究テーマ策定
【授業内容】　まとめ　研究レポートの書き方
【事後学修】　研究レポート執筆。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価においては達成目標の到達度を以下の方法で評価します。それぞれの課題の評価規準（到達目標）及び評価基準
（水準）はルーブリックの形で授業時に公開します。
達成目標①英語指導法に関する知識・理解
　評価方法：レポート、配点：40点、具体的内容：英語指導法（英語評価を含む）に関して特定の研究テーマを定め、研
究レポートを作成する。評価の観点・基準：テーマの独自性30％、関連する研究の文献研究30％、考察の内容30％、レ
ポートの構成・体裁10％
達成目標②英語授業実践に関する技能
　評価方法；模擬授業の観察及び振り返りシートの評価、配点60点、具体的内容：3回の模擬授業を実施する。評価の観
点・基準：指導過程（観察）30％、指導略案30％、振り返りシート記述内容40％
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

領域統合型の英語授業、発信力を育てる授業、指導と評価が結びついた授業など、現在の英語教師が展開すべき授業につ
いて、その目標、指導過程および評価方法などの予備知識を得ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

用いない。配付資料を用いる。

■参考文献■参考文献

教室で紹介する。

英

語

英

文

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 190 -



白畑　知彦

第二言語習得研究 I

■テーマ■テーマ

第二言語習得研究を考察しながら、言語習得のメカニズムを理解し、さらに、学校の教室現場でどのように外国語は学習
されて行くのかを学習する。

■講義内容■講義内容

まず母語はどのように習得されるのか理解して行きたい。次に、第二言語習得の発達過程を、1960年以降現在に至るまで
縦断的に概観して行く。1960年代から70年代までは、対照分析仮説、創造的構築仮説に注目しながら理解して行く。次に
Krashenのインプット仮説に焦点を当て、彼の理論の功罪について見て行く。1980年代から現在までの流れは、理論指向と
実践指向の2つに大きく分かれるため、それらの考え方をおさえて行きたい。そして、これまでに発表されたエポック的な
研究論文のいくつかを輪読して行く。以上の論考を踏まえ、外国語はどのように教えていくと効果的かを検討し、最終的
には実際にデータ収集をして行く。
4日間にわたって集中講義形式で授業を行います。

■達成目標■達成目標

母語習得過程の全体的な理解、第二言語習得研究の歴史の把握、そして外国語学習のメカニズムについて説明できるよう
になる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　母語習得について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　母語習得過程の考察 （1）：子どもが誕生した後、クーイング期、喃語期、一語発話期を経て、
二語発話期に至るまでの言語発達過程を、特に音声の習得を中心に講義する。テキスト「I部1章 母語獲得とは」
【事後学修】　今日講義を受けた母語習得過程について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第２回 【事前学修】　母語習得について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　母語習得過程の考察 （2）：幼児の二語発話期以降から多語発話期にかけての言語発達につい
て、英語と日本語の獲得を中心に講義する。テキスト「I部2章 言語音の知覚と語の獲得」
【事後学修】　今日講義を受けた母語習得過程について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第３回 【事前学修】　母語習得について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　母語習得過程の考察 （3）：幼児は様々な構造の文（sentence）をどのように獲得して行くのか
考察する。テキスト「I部3章 文の獲得」
【事後学修】　今日講義を受けた母語習得過程について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第４回 【事前学修】　母語習得について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　母語習得過程の考察 （4）：言語を獲得するためには言葉を聞くこと（インプット）が不可欠で
ある。しかし、当該言語のすべての構造に関するインプットを均一に聞く可能性はほとんどない。幼児の接触す
るインプットについて考察する。テキスト「I部4章 インプットの役割」
【事後学修】　今日講義を受けた母語習得過程について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第５回 【事前学修】　母語習得について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　母語習得過程の考察 （5）：「理論」のない学問領域はない。理論となるためには反証が可能な
ものでなければならない。母語獲得理論について講ずる。テキスト「I部5章 言語獲得理論」
【事後学修】　今日講義を受けた母語習得過程について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第６回 【事前学修】　第二言語習得過程について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得理論 （1）：第二言語習得研究とはどのようなものなのかを議論する。対照分析仮
説から創造的構築仮説を経て、学習者の誤りの分析が重要視されるようになった、1960年代から1970年代までの
第二言語習得研究の流れをおさえる。テキスト「Ⅱ部1章 第二言語習得とは」
【事後学修】　今日講義を受けた第二限習得過程のメカニズムについて、疑問点がないかどうか確認しておくこ
と

第７回 【事前学修】　第二言語習得過程について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得理論 （2）：1970年代から1980年代までの研究史を論じる。特に、Stephen Krashen
が提唱したMonitor Modelと文法形態素の習得順序研究を中心に、その功罪や限界について論じて行く。テキスト
「Ⅱ部2章 中間言語」
【事後学修】　今日講義を受けた第二限習得過程のメカニズムについて、疑問点がないかどうか確認しておくこ
と

第８回 【事前学修】　第二言語習得過程について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得理論 （3）：1980年代以降、急速に発展してきた「普遍文法理論に基づく第二言語
習得研究」について論じる。テキスト「Ⅱ部3章 第二言語習得のメカニズム」
【事後学修】　今日講義を受けた第二限習得過程のメカニズムについて、疑問点がないかどうか確認しておくこ
と

第９回 【事前学修】　第二言語習得過程について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得理論 （4）：第二言語学習者における内的要因と外的要因について考察する。テキ
スト「Ⅱ部4章 学習者要因」
【事後学修】　今日講義を受けた第二限習得過程のメカニズムについて、疑問点がないかどうか確認しておくこ
と

第10回 【事前学修】　第二言語習得過程について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得理論 （5）： 指導と外国語学習について、Focus on Formとは何かを中心に考察し
て行く。テキスト「Ⅱ部5章 教室における第二言語習得」
【事後学修】　今日講義を受けた第二限習得過程のメカニズムについて、疑問点がないかどうか確認しておくこ
と
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第11回 【事前学修】　教室での外国語学習について、教科書を中心に調べておくこと
【授業内容】　教室での外国語学習：明示的指導と暗示的指導について考察して行く。明示的指導が有効な項目
と暗示的指導の方が有効な項目があることを知る。柴田（2010）　今、坂内（2010）、横田（2010）の研究を読
む。
【事後学修】　今日講義を受けた教室での外国語学習について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第12回 【事前学修】　外国語教育法について調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得研究成果の外国語教授法への応用 （1）：学習者がどのような誤りをするのか、音
声、統語、語彙などで実例を紹介する。次に、そのような誤りに対して、教師はどのように対処して行くことが
最も効果的か論考していく。
【事後学修】　今日講義を受けた教室での外国語学習について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第13回 【事前学修】　外国語教育法について調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得研究成果の外国語教授法への応用 （2）：学習者の誤りを全て均質的なものと捉え
るのではなく、誤りの種類によって対処の仕方が異なることを、過去に収集した実験データを基に論じる。
【事後学修】　今日講義を受けた外国語教授法への応用について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第14回 【事前学修】　外国語教育法について調べておくこと
【授業内容】　第二言語習得研究成果の外国語教授法への応用 （3）： 第二言語のデータ収集方法について、文
法性判断力テスト、真偽値判断テスト、アクトアウト法など、様々な実験方法について、例を示しながら論じ
る。
【事後学修】　今日講義を受けた外国語教授法への応用について、疑問点がないかどうか確認しておくこと

第15回 【事前学修】　全体的に疑問点が残っているか、確認しておくこと
【授業内容】　全体のまとめ：これまでの講義内容を振り返りながら最重要点をもう一度確認して行く。
【事後学修】　全ての講義を通して何を学んだのか整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（25％）、課題の提出（35％）、最終レポート（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

母語はどのように習得されるのか、母語獲得に比べるとなぜ外国語学習は難しいのか、自分なりに考えておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語学、英語教育学関係の諸科目

■テキスト■テキスト

鈴木孝明・白畑知彦（2012）『ことばの習得』 くろしお出版。その他、関連資料を配布します。

■参考文献■参考文献

白畑・冨田・村野井・若林（2019）『第３版 英語教育用語辞典』大修館書店
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白畑　知彦

第二言語習得研究 II

■テーマ■テーマ

「第二言語習得研究I」での論考を基に、第二言語習得研究成果を外国語教育に応用できるかどうか考察することが目的で
ある。

■講義内容■講義内容

外国語教育研究の基礎理論として、第二言語習得に関する先駆的知識を身につけ、その研究成果を実際の教授法や教育プ
ログラムの開発にどのように応用していったらよいかの基礎を養いたい。具体的な授業計画としては、これまでに日本の
外国語教育で因習的におこなわれてきた、語彙指導、文法指導、そして４技能（聞く、話す、読む、書く）の指導方法が
本当に効果的なものであるのか批判的に検討して行く。受講生自らが実証的にデータを収集することで、より良い教授方
法を開発して行く手助けをする。さらに、テスト問題作成を含む評価についても理解を深めたい。

■達成目標■達成目標

第二言語習得研究に関する研究論文を輪読して行くことで、英文を正しく読めるようになり、第二言語習得研究について
も論ずることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　配布された語彙習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　語彙の習得 （1）：第二言語の語彙を習得するとはどういうことなのか、母語の語彙獲得とはど
のような点で異なるのか、両者の過程を比較することにより、第二言語学習者の語彙習得の実態を明らかにして
いきたい。
【事後学修】　配布された語彙習得についての論文を、もう一度整理する。

第２回 【事前学修】　配布された語彙習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　語彙の習得 （2）：語彙を有効に習得させるにはどのような教え方が有効かを、第二言語習得に
おける先行研究を輪読することで明らかにしていきたい。単語を丸暗記して行く方法以外にも様々な工夫ができ
るはずである。機械的暗記から如何に脱却できるかを考察して行く。
【事後学修】　配布された語彙習得についての論文を、もう一度整理する。

第３回 【事前学修】　配布された語彙習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　文法の習得 （1）：第二言語学習者が最も苦手意識を持つ領域は文法である。文法が分からない
から外国語学習が嫌いになった人は枚挙に暇がない。しかし、文法を避けて第二言語を学ぶことはできない。第
二言語習得研究成果に基づき、どのような教授法が考えられるか、先行研究に基づき考察して行く。
【事後学修】　配布された語彙習得についての論文を、もう一度整理する。

第４回 【事前学修】　配布された語彙習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　文法の習得 （2）：to不定詞、受動態、現在完了形、関係代名詞を取り上げ、これらの文法項目
を明示的に教える方法と、暗示的に教える方法とをシミュレーションし、互いの長所、短所を浮き彫りにするこ
とでより良い方法を考察する。
【事後学修】　配布された語彙習得についての論文を、もう一度整理する。

第５回 【事前学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　読むことの習得 （1）：第二言語で文を読み、その内容を理解するとはどのような過程なのだろ
うか。つまり、ある一定の長さの文章を読み、その内容を「理解できる」ようになるにはどのような過程を経る
のだろうか。さらに、「読める」ようになるためには何が必要なのか、第二言語習得理論に基づき考察していき
たい。
【事後学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第６回 【事前学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　読むことの習得 （2）：外国語教育では、文章を読んだりする活動の前に、表題を与えたり、ど
の領域についての話なのかを事前に教えたりする方法（スキーマ）が効果的だという主張がある。スキーマを学
習者に与えるとどのような効果が期待できるかについて考察していく。
【事後学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第７回 【事前学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　書くことの習得 （1）：第二言語習得における書く能力はどのように発達して行くか考察して行
く。まとまった内容を適切な表現で表せるようになるためには、何が習得されていなければならないのか考察し
て行きたい。
【事後学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第８回 【事前学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　書くことの習得 （2）：第二言語で文章を書けるように指導するにはどのような教授法を採用す
ればよいか考察して行きたい。また、どの程度の内容が書けるようになれば、言語教育の目標を達成していると
言えるのか考察して行きたい。
【事後学修】　配布されたリーディングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第９回 【事前学修】　配布されたリスニングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　書くことの習得 （2）：第二言語で文章を書けるように指導するにはどのような教授法を採用す
ればよいか考察して行きたい。また、どの程度の内容が書けるようになれば、言語教育の目標を達成していると
言えるのか考察して行きたい。
【事後学修】　配布されたリスニングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第10回 【事前学修】　配布されたリスニングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　聞くことの習得 （2）母語獲得、第二言語習得を問わず、4技能の習得において、最も早く上達す
るのは「聞く力」である。ただし、外国語として教室で教える場合はそのようにはいかない場合が多い。では、
教室で教える場合は、「聞く力」をつけることが本当に難しいのであろうか、考えて行きたい。
【事後学修】　配布されたリスニングの習得についての論文を、もう一度整理する。
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第11回 【事前学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　話すことの習得 （1）：「第二言語で話せるようになりたい」とは、大抵の学習者の本音であ
る。話す能力はどのように習得されていくのか。話せるようになるためには、その根本能力として何が必要か
（語彙能力か、文法能力か、態度面か）考察して行く。
【事後学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第12回 【事前学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　話すことの習得 （2）：教室環境で学ぶ場合、どの程度のことが話せるようになれば、その学習
者は「成功した学習者」と言えるのであろうか。あらゆる分野の内容を話せるようにはなれないだろう。そうす
ると目標をどこに定めて指導して行くのがよいか考察して行く。
【事後学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第13回 【事前学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　テスティング（データ収集方法） （1）：テストは生徒のためだけではなく教師の自己反省のた
めにもその存在意義がある。しかし、日本ではこれまでほとんど外国語テスト作成について軽んじられてきた。
テストの本質について考察して行く。
【事後学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第14回 【事前学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を読み、疑問点を列挙してくる
【授業内容】　テスティング：データ収集方法と評価について （2）：実際に外国語のテスト問題を作成し、受
講者全員でその内容について吟味してみる。さらに、どのような評価の基準が適切なのかについても考察を加え
たい。
【事後学修】　配布されたスピーキングの習得についての論文を、もう一度整理する。

第15回 【事前学修】　全体を通して、疑問点が残っているか確認してくる
【授業内容】　全体のまとめ：これまでの講義内容を振り返りながら最重要点をもう一度確認して行く。
【事後学修】　全ての論文にもう一度目を通し、疑問点が残っていないかどうか確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（25％）、課題の提出（35％）、最終レポート（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

第二言語習得研究成果の応用について考えてくる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語学、英語教育学関係の諸科目

■テキスト■テキスト

英語で書かれた第二言語習得における様々な研究論文を輪読して行く。

■参考文献■参考文献

白畑・冨田・村野井・若林（2009）『第3版 英語教育用語辞典』大修館書店
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白畑　知彦

第二言語習得研究 III

■テーマ■テーマ

第二言語習得研究そして、修士論文に関連する先行研究を考察しながら、言語習得のメカニズムを理解し、さらに、学校
の教室現場でどのように外国語は学習されて行くのかを学習する。

■講義内容■講義内容

「第二言語習得研究Ⅰ、Ⅱ」で身につけた基礎知識をベースにし、本講義ではその応用として、受講生の修士論文のテー
マに沿った先行研究論文を読み、その内容について、何が明らかとされたのか、一方で、何が問題点として残されている
のかを考察し、先行研究を客観的に分析して行きます。この講義を受けることによって、受講生は、英語で専門論文を読
む力を身につけ、先行研究を批判的に検討・分析する力をつけ、研究論文の書き方を身につけます。

■達成目標■達成目標

研究論文を客観的に読む力が身につき、研究方法について論ずることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　先行研究論文１の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１の解説
【事後学修】　先行研究論文１の復習

第２回 【事前学修】　先行研究論文１の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文１に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文１の復習

第３回 【事前学修】　先行研究論文２の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文２の解説
【事後学修】　先行研究論文２の復習

第４回 【事前学修】　先行研究論文２の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文２に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文２の復習

第５回 【事前学修】　先行研究論文３の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文３の解説
【事後学修】　先行研究論文３の復習

第６回 【事前学修】　先行研究論文３の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文３に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文３の復習

第７回 【事前学修】　先行研究論文４の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文４の解説
【事後学修】　先行研究論文４の復習

第８回 【事前学修】　先行研究論文４の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文４に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文４の復習

第９回 【事前学修】　先行研究論文５の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文５の解説
【事後学修】　先行研究論文５の復習

第10回 【事前学修】　先行研究論文５の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文５に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文５の復習

第11回 【事前学修】　先行研究論文６の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文６の解説
【事後学修】　先行研究論文６の復習

第12回 【事前学修】　先行研究論文６の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文６に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文６の復習

第13回 【事前学修】　先行研究論文７の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文７の解説
【事後学修】　先行研究論文７の復習

第14回 【事前学修】　先行研究論文７の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文７に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文７の復習

第15回 【事前学修】　全体のまとめをする
【授業内容】　全体のまとめ
【事後学修】　全体のまとめをする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（25％）、授業での発言（35％）、最終レポート（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分の研究課題を決めること、先行研究を集めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語学、英語教育学関係の諸科目
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■テキスト■テキスト

受講生の人数にもよりますが、各人が自分の修士論文のテーマに沿った論文を少なくとも「７本」は用意してくること。
足りなくなったならば、こちらで用意します。

■参考文献■参考文献

白畑・冨田・村野井・若林（2009）『第3版 英語教育用語辞典』大修館書店
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白畑　知彦

第二言語習得研究 IV

■テーマ■テーマ

「第二言語習得研究Ⅰ、Ⅱ」での論考を基に、Ⅲと同様、受講生に関連する先行研究論文を読むことで、英文読解力、研
究論文の批判的な読み方、研究方法を身につけることができるようにする。

■講義内容■講義内容

「第二言語習得研究Ⅰ、Ⅱ」で身につけた基礎知識をベースにし、本講義ではその応用として、受講生の修士論文のテー
マに沿った先行研究論文を読み、その内容について、何が明らかとされたのか、一方で、何が問題点として残されている
のかを考察し、先行研究を客観的に分析して行きます。この講義を受けることによって、受講生は、英語で専門論文を読
む力を身につけ、先行研究を批判的に検討・分析する力をつけ、研究論文の書き方を身につけます。

■達成目標■達成目標

研究論文を客観的に読む力が身につき、研究方法について論ずることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　先行研究論文８の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文８の解説
【事後学修】　先行研究論文８の復習

第２回 【事前学修】　先行研究論文８の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文8に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文８の復習

第３回 【事前学修】　先行研究論文９の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文９の解説
【事後学修】　先行研究論文９の復習

第４回 【事前学修】　先行研究論文９の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文9に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文９の復習

第５回 【事前学修】　先行研究論文10の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１0の解説
【事後学修】　先行研究論文10の復習

第６回 【事前学修】　先行研究論文１0の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文10に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文10の復習

第７回 【事前学修】　先行研究論文11の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１1の解説
【事後学修】　先行研究論文11の復習

第８回 【事前学修】　先行研究論文１1の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文11に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文11の復習

第９回 【事前学修】　先行研究論文１2の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１2の解説
【事後学修】　先行研究論文12の復習

第10回 【事前学修】　先行研究論文１2の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文12に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文12の復習

第11回 【事前学修】　先行研究論文１3の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１3の解説
【事後学修】　先行研究論文13の復習

第12回 【事前学修】　先行研究論文１3の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文13に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文13の復習

第13回 【事前学修】　先行研究論文１4の予習
【授業内容】　受講生による先行研究論文１4の解説
【事後学修】　先行研究論文14の復習

第14回 【事前学修】　先行研究論文１4の要点整理、問題点の考察
【授業内容】　先行研究論文14に関する全体討論、講義者からの補足説明
【事後学修】　先行研究論文14の復習

第15回 【事前学修】　全体のまとめをする
【授業内容】　講義全体のまとめ
【事後学修】　全論文の総複数

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への積極的参加（25％）、課題の提出（35％）、最終レポート（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

第二言語習得研究成果の応用について考えてくる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語学、英語教育学関係の諸科目
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■テキスト■テキスト

英語で書かれた論文を配布する。

■参考文献■参考文献

白畑・冨田・村野井・若林（2009）『第3版 英語教育用語辞典』大修館書店
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渡部　良典

英語教育学・応用言語学特殊講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

学びを促す英語学習評価ー Promoting critical language assessment literacy

■講義内容■講義内容

互いに持ち寄ったテストを検討し、テスト研究の成果を学びながら、外国語の習得を促すためのテストや評価の方法を探
ります。合わせて、外部試験等を批判的に検討し、学習者の学びを促すテストのあり方について検討します。
With an emphasis on the foreign language context, the course is intended to provide participants with a solid
grounding in designing and implementing language test and assessment at school. Given this major goal, the
purpose of this course is three-fold. The first purpose is to provide students with a basic knowledge of the
professional field exploring the issue of language testing and assessment. The second purpose is to help
students to help implement the knowledge about the principles of language testing and assessment to
critically review a variety of tests that are used in various settings for various purposes. Such tests may
include not only those tests that are developed and used in Japan (e.g., STEP EIKEN, G-TEC for students,
CASEC, senior high school examinations, university entrance examinations, etc.), but those that are developed
and used internationally (e.g., the TOEFL iBT, TOEIC, IELTS, etc.). And the third purpose is to help students
develop a range of skills and techniques that are needed to develop their own tests for the sake of their
students.

■達成目標■達成目標

Completion of this course will enable candidates to be familiar with current developments in language testing
research, and be able to articulate their familiarity with the theoretical bases that underline the testing
of foreign languages; gain both theoretical and practical understanding about the qualities of good language
assessment; i.e., reliability, validity, practicality, authenticity, and washback; and, evaluate and develop
foreign language tests, and refine them in group meetings.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】分析用テスト準備
【授業内容】Introduction: The role of evaluation, assessment, and testing in foreign language
teaching
1) Understand the basic terms and the principles of language assessment.
2) Discuss to understand the role of language assessment in foreign language teaching.
3) Examine sample test papers.
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成 1

第２回 【事前学修】サンプル・テスト分析１
【授業内容】Understanding the purpose of language assessment
1) Purposes
2) Timing
3) Grading
【事後学修】履修内容についてまとめと報告書作成 2

第３回 【事前学修】サンプル・テスト分析２
【授業内容】Principles of language assessment 1: Reliability
1) Test reliability
2) Inter- and intra-rater reliability
3) Establishing reliability
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成　3

第４回 【事前学修】サンプル・テスト分析２
【授業内容】Principles of language assessment 1: Reliability
1) Test reliability
2) Inter- and intra-rater reliability
3) Establishing reliability
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成　３

第５回 【事前学修】サンプル・テスト分析４
【授業内容】Principles of language assessment 3:
Setting standards
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成　4

第６回 【事前学修】サンプル・テスト採点基準分析１
【授業内容】Principles of language assessment 4:
Practicality
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成　5

第７回 【事前学修】サンプル・テスト採点基準分析２
【授業内容】Alternative assessment
1) Performance assessment
2) Dynamic testing
3) Portfolio assessment
【事後学修】 履修内容についてジャーナル作成　6

第８回 【事前学修】サンプル・テスト分析５
【授業内容】Test specifications - 1
The importance of test specs
【事後学修】 テスト細目作成１
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第９回 【事前学修】テスト細目検討１
【授業内容】Test specifications - 2
Contents of test specs
【事後学修】 テスト細目作成２

第10回 【事前学修】テスト細目検討２
【授業内容】Test specifications - 3
How to produce test specs
【事後学修】 テスト細目検討２

第11回 【事前学修】テスト細目検討３
【授業内容】Test specifications - 4
Reverse engineering
【事後学修】 テスト細目作成４

第12回 【事前学修】テスト細目検討４
【授業内容】Test specifications - 5
Practice reverse engineering
【事後学修】 テスト細目作成５

第13回 【事前学修】テスト細目検討５
【授業内容】Using test scores
1) Giving a final grade
2) Gaining diagnostic information
3) Evaluating curriculum
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成 7

第14回 【事前学修】テスト細目検討４
【授業内容】Social issues of language assessment
1) Fairness 2) Code of ethics
【事後学修】 履修内容についてまとめと報告書作成　8

第15回 【事前学修】テスト細目検討５
【授業内容】Multilingualism, plurilingualism and Common European Framework of Reference (CEFR)
【事後学修】 最終課題準備

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価方法　Assessment:
Presentation and discussion 50 points
授業中、テストや教育評価に関する意見を述べたり、持ち寄ったテストについて簡単な発表をすることによあり、互いに
討論をする契機とします。
Final Project 50 points
以下の３つの課題から一つを選んで提出。
１） 授業内容に基づき、テスト細目（テスト作成のための青写真）を作り、オリジナルのテストを作成して提出する。
２） 授業内容に基づき、テスト結果や授業中の評価活動を分析して結果に考察を加える。
３） 外部テスト（TOEFL, TOEIC, IELTS, G-TEC for students, 英検等）を検討して、正しい使い方をまとめる。
Total 100 points
A 100-90 B 89-80 C 79-70 D 69-60 F less than 60

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに受けた外国語のテスト、自作の外国語テスト等のコピーをご持参ください。授業中に検討します。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語教育学演習、英語教育学特別講義

■テキスト■テキスト

Brown, H. D. & Abeywickrama, P. (2018) Language assessment: Principles and classroom practices, second
edition. New York: Pearson Longman. （この本を参考にしながら進めますが必ずしも購入する必要はありません）

■参考文献■参考文献

授業中に紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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豊島　孝之

論文演習Ⅰ

■テーマ■テーマ

修士論文の執筆指導

■講義内容■講義内容

修士論文のテーマを確定し、章立ての素案を作成し、書式のルールを学ぶ

■達成目標■達成目標

修士論文の本論の完成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画書を具体的に説明できるように準備する
【授業内容】　研究計画書に従い、質疑応答によりテーマを明確にする
【事後学修】　テーマと関連のある先行研究を複数調査して、入手する

第２回 【事前学修】　先行研究（１）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（１）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（１）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第３回 【事前学修】　先行研究（１）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（１）の後半を精読する
【授業内容】　先行研究（１）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第４回 【事前学修】　先行研究（１）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（１）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（１）の要約を作成する

第５回 【事前学修】　先行研究（２）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（２）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（２）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第６回 【事前学修】　先行研究（２）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（２）の後半を精読する
【事後学修】　先行研究（２）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第７回 【事前学修】　先行研究（２）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（２）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（２）の要約を作成する

第８回 【事前学修】　先行研究（３）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（３）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（３）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第９回 【事前学修】　先行研究（３）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（３）の後半を精読する
【事後学修】　先行研究（３）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第10回 【事前学修】　先行研究（３）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（３）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（３）の要約を作成する

第11回 【事前学修】　先行研究を踏まえて本論の前半部分（例えば第１章と第２章）の素稿を作成する
【授業内容】　前半部分の素稿を検討し、問題点を指摘する
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえて前半部分の修正をする

第12回 【事前学修】　本論の前半部分を再読する
【授業内容】　前半部分の再検討を行ない、細部の点を指摘する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第13回 【事前学修】　本論の後半部分（例えば第３章と第４章）の素稿を作成する
【授業内容】　後半部分の素稿を検討し、問題点を指摘する
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえて後半部分の修正をする

第14回 【事前学修】　本論の後半部分を再読する
【授業内容】　後半部分の再検討を行ない、細部の点を指摘する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第15回 【事前学修】　本論の再読をする
【授業内容】　全体の論理的整合性を中心に再検討し、修正点を指摘する
【事後学修】　修正点を踏まえて本論を完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

本論の完成度（80％）、英文の表現と書式（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

「書式」の解説書（MLA Handbookなど）を用意する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

オリエンテーション時に指示する

■テキスト■テキスト

先行研究（１）（２）（３）も含め必要な文献は講義中に指示する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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豊島　孝之

論文演習Ⅱ

■テーマ■テーマ

修士論文の執筆指導

■講義内容■講義内容

修士論文の細部の修正と序論・結論の完成

■達成目標■達成目標

修士論文の完成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の「本論」を詳しく説明できるように準備する
【授業内容】　論文の「本論」の論旨を再検討する
【事後学修】　講義中の再検討に基づいて修正する

第２回 【事前学修】　本論を踏まえた結論の英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第３回 【事前学修】　修正した英文をもとに「結論」の前半を書く
【授業内容】　結論前半の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第４回 【事前学修】　「結論」の後半を書く
【授業内容】　結論後半の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第５回 【事前学修】　「結論」の全体を再読する
【授業内容】　「結論」の英文を再度精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第６回 【事前学修】　本論の前半部分を反映した英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第７回 【事前学修】　修正した英文をもとに「序論」の前半を書く
【授業内容】　「序論」の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第８回 【事前学修】　本論の後半部分を反映した英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第９回 【事前学修】　修正した英文をもとに「序論」の後半を書く
【授業内容】　英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第10回 【事前学修】　「序論」全体を再読する
【授業内容】　「序論」全体を精査し、主に英文表現の修正をする
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第11回 【事前学修】　論文の各章の「題名」の候補を考える
【授業内容】　論文の「本論」の内容を反映した各章の題名を決定する
【事後学修】　決定した題名に再考の余地がないか検討する

第12回 【事前学修】　論文全体の内容を反映した題名の候補を考える
【授業内容】　論文の題名を決定するとともに「序論」から「結論」までの論理的な展開を再度精査する
【事後学修】　修正点がある場合には修正する

第13回 【事前学修】　「引用文献」の一覧を作成する
【授業内容】　引用文献表の「書式」のルールを確認する
【事後学修】　文献表の書式を再確認する

第14回 【事前学修】　指導教授から最終的に問題点を指摘された部分を説明できるようにする
【授業内容】　問題点を確認し、英文の表現も含めて最終的な修正をする
【事後学修】　指示を反映させた修正を行なう

第15回 【事前学修】　引き続き指摘された問題点の説明を準備する
【授業内容】　学生の説明を反映させた修正を指示する
【事後学修】　指示に基づいて最終的な修正を行なう

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文の完成度（80％）、英文の表現と書式（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

「書式」の解説書（MLA Handbookなど）を熟読する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

オリエンテーション時に指示する

■テキスト■テキスト

先行研究（１）（２）（３）も含め必要な文献は講義中に指示する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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英語英文学専攻
博士後期課程

文学研究科

講 義 内 容



植松　靖夫

英語英文学演習Ⅰ（英米文学）

■テーマ■テーマ

文学理論と20世紀小説

■講義内容■講義内容

テクストを精読しながら、様々な理論が文学作品の解釈に応用されている実例を学ぶ

■達成目標■達成目標

①各文学理論の特徴を簡潔に説明できる
②各作品に具体的にどのような理論が適用されたかを説明できる
③理論を応用することによってどのような解釈が可能になったかを説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Introductionを読み、その5つのセクションの内容をまとめておく
【授業内容】　テクストのIntroductionを精読する
【事後学修】　"Target Group and Advice on Using the Book"の要点をまとめる

第２回 【事前学修】　第1章のPrefaceとIntroductionをまとめる
【授業内容】　”What's（in）a Word?”まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第３回 【事前学修】　第1章の"Content Words Are Equal to Lexical Items"から"A Pragmatical Model of Meaning"ま
での疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"A Pragmatical Model of Meaning"まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第４回 【事前学修】　"Pragmatics and the Bakhtinian Dialogic Utterance"から"Intertextuality and the
Relativeness of Meaning"までの疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Intertexuality and the Relativeness of Meaning"まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第５回 【事前学修】　"Repetition' Through Words With Similar Meaning"までの疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Repetition Through Words With Similar Meanings"まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第６回 【事前学修】　"Only Connect"までの疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Only Connect"まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第７回 【事前学修】　"Suggestions for Further Work"について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Suggestions for Further Work"の1から5まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第８回 【事前学修】　LodgeとJoyceに関する部分の要旨を作成し、6から7までの疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Suggestions for Further Work"の6と7を精読する
【事後学修】　D.H.Lawrence の Rainbow と Virginia Woolf の Mrs Dalloway に関する部分の要旨を作成する

第９回 【事前学修】　第2章のPrefaceについて疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第2章の35頁6行目まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第10回 【事前学修】　第2章の後半までの疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第2章の後半（p. 41まで）を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第11回 【事前学修】　第4章 "Dialogue and Power in E. M. Forster's Howards End" の Prefice について諮問の箇所
を明確にする
【授業内容】　第4章の前半（67頁12行目まで）を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第12回 【事前学修】　第4章の後半（72頁2行目まで）について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第4章の後半を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第13回 【事前学修】　第4章の "Suggestions for Further Work" の2までにつていて疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第4章の "Suggestions for Further Work" の2まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第14回 【事前学修】　第4章の "Suggestions for Further Work" の4までについて諮問の箇所を明確にする
【授業内容】　第4章の "Suggestions for Further Work" の4まで精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第15回 【事前学修】　第6章 "Free Indirect Discourse" の Preface について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第6章 "Free Indirect Discourse" の Preface を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60％）、レポート（40％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。

■テキスト■テキスト

Peter Verdonk and Jean Jacques Weber, eds. Twentieth-Century Fiction: From Text to Context （Routledge）
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植松　靖夫

英語英文学演習Ⅱ（英米文学）

■テーマ■テーマ

文学理論と20世紀小説

■講義内容■講義内容

テクストを精読しながら、様々な理論が文学作品の解釈に応用されている実例を学ぶ

■達成目標■達成目標

①各文学理論の特徴を簡潔に説明できる
②各作品に具体的にどのような理論が適用されたかを説明できる
③理論を応用することによってどのような解釈が可能になったかを説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　"Free Indirect Discourse" から "The Linguistic Features of FID" までについて疑問の箇所
を明確にする
【授業内容】　"Free Indirect Discourse" から "The Linguistic Features of FID" まで精読する
【事後学修】　FID の「特徴」と「効果」についてまとめる

第２回 【事前学修】　Doris Lessing の短編を論じた部分についての疑問を明確にする
【授業内容】　"Empathy and Ambiguity in 'One Off the Short List" の前半（106頁15行目まで）を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第３回 【事前学修】　empathyとambiguityについての論点をまとめる
【授業内容】　"Empathy and Ambiguity in 'One Off the Short List” の後半を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第４回 【事前学修】　"Suggestions for Further Work" について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Suggestions for Further Work" を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第５回 【事前学修】　第7章のPrefaceについて疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第7章のPrefaceの前半（118頁2行目まで）を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第６回 【事前学修】　第7章のPrefaceの後半についての疑問を明確にする
【授業内容】　第7章のPrefaceの後半を精読する
【事後学修】　Katherine Mansfieldの'Preludeがどう論じられていたかを中心にまとめる

第７回 【事前学修】　"Suggestions for Further Work"について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Suggestions for Further Work"を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第８回 【事前学修】　Virginia Woolfの'Old Mrs Grey'を読んでおく
【授業内容】　Virginia Woolfの'Old Mrs Grey'を精読する
【事後学修】　英語のまま意味が理解できるまで繰り返し読む

第９回 【事前学修】　第10章Prefaceについて疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第10章Prefaceの前半（171頁3行目まで）を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第10回 【事前学修】　第10章Prefaceの後半について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　第10章Prefaceの後半を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第11回 【事前学修】　"Suggestions for Further Work"について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Suggestions for Further Work"を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第12回 【事前学修】　Virginia Woolfの'Old Mrs Grey'を中心にまとめる
【授業内容】　'Old Mrs Grey'の論じ方について議論する
【事後学修】　議論の要旨を作成する

第13回 【事前学修】　第12章"Working with Sexism"のPrefaceについて疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　Prefaceを精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第14回 【事前学修】　"Sexism"と"Agency"について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Sexism"と"Agency"を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

第15回 【事前学修】　"Linguistic Analysis"について疑問の箇所を明確にする
【授業内容】　"Linguistic Analysis"を精読する
【事後学修】　精読したところまでの要旨を作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での発表（60％）、レポート（40％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

まずは英語が読めなければ話にならないので、テクストの意味が分かるまで調べ、考え、徹底的に読んでおくこと。

■テキスト■テキスト

Peter Verdonk and Jean Jacques Weber, eds. Twentieth-Century Fiction: From Text to Context （Routledge）
オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを(開講時に)公開すると共に manaba の個別指導を使用する。
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植松　靖夫

論文指導Ⅰ（英米文学）

■テーマ■テーマ

博士論文の執筆指導

■講義内容■講義内容

博士論文のテーマを確定し、章立ての素案を作成し、書式のルールを学ぶ

■達成目標■達成目標

博士論文の本論の完成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画書を具体的に説明できるように準備する
【授業内容】　研究計画書に従い、質疑応答によりテーマを明確にする
【事後学修】　テーマと関連のある先行研究を複数調査して、入手する

第２回 【事前学修】　先行研究（１）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（１）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（１）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第３回 【事前学修】　先行研究（１）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（１）の後半を精読する
【事後学修】　先行研究（１）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第４回 【事前学修】　先行研究（１）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（１）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（１）の要約を作成する

第５回 【事前学修】　先行研究（２）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（２）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（２）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第６回 【事前学修】　先行研究（２）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（２）の後半を精読する
【事後学修】　先行研究（２）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第７回 【事前学修】　先行研究（２）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（２）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（２）の要約を作成する

第８回 【事前学修】　先行研究（３）の前半を予習する
【授業内容】　先行研究（３）の前半を精読する
【事後学修】　先行研究（３）の前半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第９回 【事前学修】　先行研究（３）の後半を予習する
【授業内容】　先行研究（３）の後半を精読する
【事後学修】　先行研究（３）の後半から論文に引用できそうな箇所を抜萃する

第10回 【事前学修】　先行研究（３）の問題点を整理する
【授業内容】　先行研究（３）の問題点についての質疑応答
【事後学修】　先行研究（３）の要約を作成する

第11回 【事前学修】　先行研究を踏まえて本論の前半部分（例えば第１章と第２章）の素稿を作成する
【授業内容】　前半部分の素稿を検討し、問題点を指摘する
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえて前半部分の修正をする

第12回 【事前学修】　本論の前半部分を再読する
【授業内容】　前半部分の再検討を行ない、細部の点を指摘する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第13回 【事前学修】　本論の後半部分（例えば第３章と第４章）の素稿を作成する
【授業内容】　後半部分の素稿を検討し、問題点を指摘する
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえて後半部分の修正をする

第14回 【事前学修】　本論の後半部分を再読する
【授業内容】　後半部分の再検討を行ない、細部の修正点を指摘する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第15回 【事前学修】　本論の再読をする
【授業内容】　全体の論理的整合性を中心に再検討し、修正点を指摘する
【事後学修】　修正点を踏まえて本論を完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

本論の完成度（80％）、英文の表現と書式（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指導教授の指定する「書式」の解説書（MLA Handbookなど）を用意する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

オリエンテーション時に指示する

■テキスト■テキスト

先行研究（１）（２）（３）も含め必要な文献は講義中に指示する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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植松　靖夫

論文指導Ⅱ（英米文学）

■テーマ■テーマ

修士論文の執筆指導

■講義内容■講義内容

修士論文の細部の修正と序論・結論の完成

■達成目標■達成目標

修士論文の完成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の「本論」を詳しく説明できるように準備する
【授業内容】　論文の「本論」の論旨を再検討する
【事後学修】　講義中の再検討に基づいて修正する

第２回 【事前学修】　本論を踏まえた結論の英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第３回 【事前学修】　修正した英文をもとに「結論」の前半を書く
【授業内容】　結論前半の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第４回 【事前学修】　「結論」の後半を書く
【授業内容】　結論後半の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第５回 【事前学修】　「結論」の全体を再読する
【授業内容】　「結論」の英文を再度精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第６回 【事前学修】　本論の前半部分を反映した英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第７回 【事前学修】　修正した英文をもとに「序論」の前半を書く
【授業内容】　「序論」の英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第８回 【事前学修】　本論の後半部分を反映した英文の要約を作成する
【授業内容】　要約の内容を精査し、修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第９回 【事前学修】　修正した英文をもとに「序論」の後半を書く
【授業内容】　英文表現を中心に検討し修正する
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第10回 【事前学修】　「序論」全体を再読する
【授業内容】　「序論」全体を精査し、主に英文表現の修正をする
【事後学修】　指摘に基づいて修正する

第11回 【事前学修】　論文の各章の「題名」の候補を考える
【授業内容】　論文の「本論」の内容を反映した各章の題名を決定する
【事後学修】　決定した題名に再考の余地がないか検討する

第12回 【事前学修】　論文全体の内容を反映した題名の候補を考える
【授業内容】　論文の題名を決定するとともに「序論」から「結論」までの論理的な展開を再度精査する
【事後学修】　修正点がある場合には修正する

第13回 【事前学修】　「引用文献」の一覧を作成する
【授業内容】　引用文献表の「書式」のルールを確認する
【事後学修】　文献表の書式を再確認する

第14回 【事前学修】　指導教授から最終的に問題点を指摘された部分を説明できるようにする
【授業内容】　問題点を確認し、英文の表現も含めて最終的な修正をする
【事後学修】　指示を反映させた修正を行なう

第15回 【事前学修】　引き続き指摘された問題点の説明を準備する
【授業内容】　学生の説明を反映させた修正を指示する
【事後学修】　指示に基づいて最終的な修正を行なう

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文の完成度（80％）、英文の表現と書式（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指導教授の指定する「書式」の解説書（MLA Handbookなど）を熟読する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

オリエンテーション時に指示する

■テキスト■テキスト

先行研究（１）（２）（３）も含め必要な文献は講義中に指示する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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ヨーロッパ文化史専攻
博士前期課程

文学研究科

講 義 内 容



杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ

■テーマ■テーマ

ヴェーバーとマルクス 1

■講義内容■講義内容

科学的認識の土台であるマックス・ヴェーバーとカール・マルクスの基本的な物の見方を学ぶ。過去の事象を考察する
際、過去の再現を資料に基づき行うわけであるが、往々にして資料をそのまま叙述することに目的を見出しがちである。
大学院での専門研究を行う上での基本的な学術的見方を学ぶ。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

①ヴェーバーの基本的視角についてノートを見ながら説明できる。
②マルクスの基本的視角についてノートを見ながら説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 1
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 2
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 3
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 4
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 5
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 6
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅰ　社会科学の方法 7
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」をめぐって 1
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」をめぐって 2
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」をめぐって 3
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」をめぐって 4
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」をめぐって 5
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅳ　ヴェーバー社会学における思想と経済 1，2
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅳ　ヴェーバー社会学における思想と経済 3
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅳ　ヴェーバー社会学における思想と経済 4
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、要旨まとめ（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
　要旨まとめ：授業での議論を踏まえてテキスト内容を要約する。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキストの趣旨の理解度（50％）、論理性（25％）、字数の遵守（25％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自テキストに目を通しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史概論Ⅱ

■テキスト■テキスト

大塚久雄『社会科学の方法―ヴェーバーとマルクス―』岩波新書、1966年。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。
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杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史概論Ⅱ

■テーマ■テーマ

ヴェーバーとマルクス 2

■講義内容■講義内容

「ヨーロッパ文化史概論Ⅰ」に引き続き、ヴェーバーとマルクスの基本的な物の見方を学ぶ。過去の事象を考察する際、
往々にして資料をそのまま叙述することに目的を見出しがちであるが、この問題に関して、今回は特に両者の視角の違い
についての理解を深める。これを通じて、大学院での専門研究を行う上での基本的な学術的見方を学ぶ。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

①ヴェーバーの基本的視角についてノートを見ながら説明できる。
②マルクスの基本的視角についてノートを見ながら説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅱ　マルクスの経済学における人間 8
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅱ　マルクスの経済学における人間 9
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅱ　マルクスの経済学における人間 10
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅱ　マルクスの経済学における人間 11
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅱ　マルクスの経済学における人間 12
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 13
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 14
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 15
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 16
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 17、18
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 19
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 20
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 21
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 22
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの該当部分を精読し、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　Ⅲ　ヴェーバーの社会学における人間 23
【事後学修】　授業で学んだ内容を復習し、ノートに整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、要旨まとめ（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
　要旨まとめ：授業での議論を踏まえてテキスト内容を要約する。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキストの趣旨の理解度（50％）、論理性（25％）、字数の遵守（25％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自テキストに目を通しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史概論Ⅰ

■テキスト■テキスト

大塚久雄『社会科学における人間』岩波新書、1977年。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。
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櫻井　康人

ヨーロッパ文化交流史論Ⅰ

■テーマ■テーマ

「ヨーロッパ」の辺境における展開 1

■講義内容■講義内容

辺境地域とは異文化圏に最も近い領域でもあると言えるが、中世ヨーロッパの時代における辺境地域では、どのような世
界が展開されていたのであろうか。この側面からヨーロッパ文化の交流を照射して、そのあり様や変容について考えてみ
たい。本講義では、北欧および東欧に焦点を当てる。

■達成目標■達成目標

①中世ヨーロッパの辺境地域の歴史的状況について説明することができる。
②辺境地域における交流について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　北欧・東欧の歴史全般について、高等学校の『世界史 B』の知識を習得しておく。
【授業内容】　ガイダンス＋辺境とは何か
【事後学修】　「辺境」世界の特徴について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第２回 【事前学修】　ドイツ北東部の状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開①―ドイツ北東部―
【事後学修】　ドイツ北東部の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　デンマークの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開②―デンマーク―
【事後学修】　デンマークの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第４回 【事前学修】　ノルウェーの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開③―ノルウェー―
【事後学修】　ノルウェーの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　スウェーデンの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開④―スウェーデン―
【事後学修】　スウェーデンの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　アイスランドの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開⑤―アイスランド―
【事後学修】　アイスランドの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第７回 【事前学修】　フィンランド・バルト諸国の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　北欧における展開⑥―フィンランド・バルト諸国―
【事後学修】　フィンランド・バルト諸国の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習してお
くこと。

第８回 【事前学修】　ポーランドの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開①―ポーランド―
【事後学修】　ポーランドの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第９回 【事前学修】　チェコ・スロバキアの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開②―チェコ・スロヴァキア―
【事後学修】　チェコ・スロバキアの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第10回 【事前学修】　ハンガリーの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開③―ハンガリー―
【事後学修】　ハンガリーの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　スロベニアの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開④―スロベニア―
【事後学修】　スロベニアの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　クロアチアの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開⑤―クロアチア―
【事後学修】　クロアチアの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第13回 【事前学修】　モンテネグロの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開⑥―モンテネグロ―
【事後学修】　モンテネグロの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第14回 【事前学修】　ボスニアの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開⑦―ボスニア―
【事後学修】　ボスニアの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第15回 【事前学修】　セルビアの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東欧における展開⑧―セルビア―
【事後学修】　セルビアの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：レポート（100％）
評価の観点・基準：達成目標に照らし合わせて、講義内容を正しく理解できているか否か（80％）、適切な文章表現を用
いているか否か（20％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

少なくとも、高等学校の『世界史 B』の知識は習得しておくこと。必ず復習を行うこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人

ヨーロッパ文化交流史論Ⅱ

■テーマ■テーマ

「ヨーロッパ」の辺境における展開 2

■講義内容■講義内容

辺境地域とは異文化圏に最も近い領域でもあると言えるが、中世ヨーロッパの時代における辺境地域では、どのような世
界が展開されていたのであろうか。この側面からヨーロッパ文化の交流を照射して、そのあり様や変容について考えてみ
たい。本講義では、南欧および東地中海に焦点を当てる。

■達成目標■達成目標

①中世ヨーロッパの辺境地域の歴史的状況について説明することができる。
②辺境地域における交流について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　南欧・地中海の歴史全般について、高等学校の『世界史 B』の知識を習得しておく。両シチリア
王国の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス＋南欧における展開①―両シチリア王国―
【事後学修】　両シチリア王国の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第２回 【事前学修】　マルタの歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　南欧における展開②―マルタ―
【事後学修】　マルタの歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　10 世紀のイベリア半島の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　南欧における展開③―イベリア半島（10 世紀）―
【事後学修】　10 世紀のイベリア半島の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第４回 【事前学修】　11 世紀のイベリア半島の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　南欧における展開④―イベリア半島（11 世紀）―
【事後学修】　11 世紀のイベリア半島の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第５回 【事前学修】　12 世紀のイベリア半島の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　南欧における展開⑤―イベリア半島（12 世紀）―
【事後学修】　12 世紀のイベリア半島の歴史およびその特質について、学習内容がさくら井やす人定着するまで
復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　13 世紀以降のイベリア半島の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　南欧における展開⑥―イベリア半島（13 世紀以降）―
【事後学修】　13 世紀以降のイベリア半島の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習してお
くこと。

第７回 【事前学修】　12 世紀前半の十字軍国家の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開①―十字軍国家（12 世紀前半）―
【事後学修】　12 世紀前半の十字軍国家の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第８回 【事前学修】　12 世紀後半の十字軍国家の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開②―十字軍国家（12 世紀後半）―
【事後学修】　12 世紀後半の十字軍国家の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第９回 【事前学修】　13 世紀前半の十字軍国家の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開③―十字軍国家（13 世紀前半）―
【事後学修】　13 世紀前半の十字軍国家の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第10回 【事前学修】　13 世紀後半の十字軍国家の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開④―十字軍国家（13 世紀後半）―
【事後学修】　13 世紀後半の十字軍国家の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第11回 【事前学修】　ラテン帝国の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開⑤―ラテン帝国―
【事後学修】　ラテン帝国の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　13 世紀のキプロス王国の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開⑥―キプロス王国（13 世紀）―
【事後学修】　13 世紀のキプロス王国の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第13回 【事前学修】　14 世紀以降のキプロス王国の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開⑦―キプロス王国（14 世紀以降）―
【事後学修】　14 世紀以降のキプロス王国の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習してお
くこと。

第14回 【事前学修】　12 世紀のヴェネツィア共和国領の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開⑧―ヴェネツィア共和国領（12 世紀）―
【事後学修】　12 世紀のヴェネツィア共和国領の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復習し
ておくこと。
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第15回 【事前学修】　13 世紀以降のヴェネツィア共和国領の歴史について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　東地中海における展開⑨―ヴェネツィア共和国領（13 世紀以降）―
【事後学修】　13 世紀以降のヴェネツィア共和国領の歴史およびその特質について、学習内容が定着するまで復
習しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：レポート（100％）
評価の観点・基準：達成目標に照らし合わせて、講義内容を正しく理解できているか否か（80％）、適切な文章表現を用
いているか否か（20％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

少なくとも、高等学校の『世界史 B』の知識は習得しておくこと。必ず復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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渡辺　昭一

ヨーロッパ史史料論Ⅰ

■テーマ■テーマ

ヨーロッパ近現代史の文書解読の基礎

■講義内容■講義内容

ヨーロッパ近現代史に関する文書利用に際し、必要となる知識やスキルについて検討する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

①外国語文献を的確に検索することができる。
②辞書を用いて欧文を読むことができる。
③史料の種類と文書館について基本的な知識を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを確認する。卒論で利用した資料をまとめる。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　講義の指示に従い、次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の検索方法①　日本語文献
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の検索方法②　日本語文献
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の検索方法③　外国語二次文献
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の検索方法④　一次資料
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の取りまとめ方①
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料を読んで講義概要を確認する。
【授業内容】　史料の取りまとめ方②
【事後学修】　講義内容を整理して、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解①　議会史料
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解②　議会史料
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解③　新聞
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解④　パンフレット
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解⑤　アーカイブ史料
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解⑥　アーカイブ史料
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料を読んでおく。
【授業内容】　史料読解⑦　アーカイブ史料
【事後学修】　読解で確認した内容を整理して次の準備をする。

第15回 【事前学修】　これまでの内容を整理しておく。
【授業内容】　史料読解方法のまとめ
【事後学修】　読解の方法やまとめ方を自分の場合に当てはめて検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

英語文献の読み方及び使い方が身についているかどうかを評価する。
資料検索力30点（情報の正確さ50％、分析力50％）、課題提出70点（課題達成の確認60％、まとめ方40％）。
詳しい評価基準は、授業時に確認する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを十分予習してきてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ近現代に関連する科目
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■テキスト■テキスト

授業中にその都度指示します。

■参考文献■参考文献

授業中にその都度指示します。
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楠　義彦

ヨーロッパ史史料論Ⅱ

■テーマ■テーマ

近世史の史料読解

■講義内容■講義内容

近世史の主要な史料の読解方法を学ぶ

■達成目標■達成目標

①主要な史料の読解方法を身につける
②手書きで書かれた史料が読めるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　歴史学と資料とのかかわりについて学習しておく
【授業内容】　序論　講義の進め方
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第２回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　近世史の諸問題
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第３回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解とは
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第４回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法（1）日本語訳のある資料を利用する
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第５回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法（2）資料の言語であるラテン語
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第６回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法（3）資料の特質を考える
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第７回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法（4）資料が書かれた時代状況を把握する
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第８回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法（5）総合的に分析し資料を理解する
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第９回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　資料読解の基本的方法のフォローアップ
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第10回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　実際に資料を読んでみよう - 取り上げる資料の解説 -
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第11回 【事前学修】　丹念に辞書を引き、実際に資料を読んでくる
【授業内容】　資料の読解と分析の演習（1）参加者の報告 1 回目
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第12回 【事前学修】　丹念に辞書を引き、実際に資料を読んでくる
【授業内容】　資料の読解と分析の演習（2）参加者の報告 2 回目
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第13回 【事前学修】　丹念に辞書を引き、実際に資料を読んでくる
【授業内容】　資料の読解と分析の演習（3）参加者の報告 3 回目
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第14回 【事前学修】　丹念に辞書を引き、実際に資料を読んでくる
【授業内容】　資料の読解と分析の演習（4）参加者の報告 4 回目
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

第15回 【事前学修】　配布した教員作成のプリントの内容を把握しておく
【授業内容】　近世史の資料読解のまとめ
【事後学修】　授業で学習した内容を復習し、ノートに要点を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％。達成目標の②）、レポート（50％。達成目標の①）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■テキスト■テキスト

追って指示する

■参考文献■参考文献

追って指示する
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櫻井　康人

ヨーロッパ史史料論Ⅲ

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパの史料読解・史料批判

■講義内容■講義内容

史料が後世に生きる我々に様々な情報を与えてくれることは言うまでもない。しかし、ただそこに記されていることを鵜
呑みにしては、正しい歴史像を組み立てることはできない。本講義では、中世ヨーロッパの史料を読解する方法に加え
て、史料批判についても学ぶ。

■達成目標■達成目標

①中世ヨーロッパの史料を読むことができる。
②史料批判について理解した上で、それを活用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分自身の研究テーマについて、再確認しておくこと。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　研究テーマの再確認、およびそれに必要な史料の確認。

第２回 【事前学修】　自分自身の研究テーマにとって必要であると思われる史料を複数挙げておくこと。
【授業内容】　史料の検索方法
【事後学修】　自分自身の研究にとって重要であると思われる史料について再吟味しておくこと。

第３回 【事前学修】　自分自身の研究テーマにとって必要であると思われる史料の所蔵を確認しておくこと。および、
史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の収集方法
【事後学修】　史料収集を進めておくこと。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の読解（1）
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。

第５回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の読解（2）
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の読解（3）
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の読解（4）
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。

第８回 【事前学修】　これまで読み進めて来た史料が何を語るのか、確認しておくこと。
【授業内容】　史料の分析（1）
【事後学修】　史料分析の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第９回 【事前学修】　これまで読み進めて来た史料が何を語るのか、確認しておくこと。
【授業内容】　史料の分析（2）
【事後学修】　史料分析の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第10回 【事前学修】　これまで読み進めて来た史料が何を語るのか、確認しておくこと。
【授業内容】　史料の分析（3）
【事後学修】　史料分析の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第11回 【事前学修】　これまで読み進めて来た史料が何を語るのか、確認しておくこと。
【授業内容】　史料の分析（4）
【事後学修】　史料分析の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第12回 【事前学修】　史料の作成者の出自等について、確認しておくこと。
【授業内容】　史料批判（1）―作成者の背景―
【事後学修】　史料批判の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第13回 【事前学修】　史料が作成された時代について、確認しておくこと。
【授業内容】　史料批判（2）―作成年代と系譜―
【事後学修】　史料批判の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第14回 【事前学修】　誰に向けて史料が作成されたのかについて、確認しておくこと。
【授業内容】　史料批判（3）―作成の目的―
【事後学修】　史料批判の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

第15回 【事前学修】　史料が作成された社会背景・政治的背景について、確認しておくこと。
【授業内容】　史料批判（4）―社会的・政治的背景―
【事後学修】　史料批判の手法について、学習したことを再確認しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義内にて相談の上、確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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田島　卓

キリスト教思想・文化史概論Ⅰ

■テーマ■テーマ

前６世紀までの旧約聖書成立史

■講義内容■講義内容

旧約聖書成立史に関する近年の包括的な著作として、K.シュミートの『旧約聖書文学史入門』（教文館、2013年）を読
み、これを批判的に検討することを通して、バビロニア期までの旧約聖書成立に関する仮説的な見通しを獲得する。

■達成目標■達成目標

①旧約聖書成立に関して、各時代・各派の特徴を説明することができる。
②先行研究の批判的読解を通して、自分なりに仮説的な成立史モデルを構築することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストや参考文献を図書館等で確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　テキストや参考文献に目を通し、問題意識を明確にしておく。

第２回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.19-61を読んでおく。
【授業内容】　課題設定と研究史
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第３回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.62-77を読んでおく。
【授業内容】　言語・文字・書物・文書作成
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第４回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.78-88を読んでおく。
【授業内容】　方法論の検討
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第５回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.89-104を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア到来以前の古代イスラエル文学①：祭儀的諸伝承と知恵的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第６回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.105-114を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア到来以前の古代イスラエル文学②：年代記的伝承と物語的伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第７回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.115-128を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア時代の古代イスラエル文学①：祭儀的諸伝承と知恵的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第８回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.129-149を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア時代の古代イスラエル文学②：物語的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第９回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.150-163を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア時代の古代イスラエル文学③：預言者的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第10回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.164-174を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　アッシリア時代の古代イスラエル文学④：法的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第11回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.175-191を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　バビロニア時代の古代イスラエル文学①：祭儀的諸伝承と知恵的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第12回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.192-207を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　バビロニア時代の古代イスラエル文学②：物語的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第13回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.208-222を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　バビロニア時代の古代イスラエル文学③：預言者的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第14回 【事前学修】　『旧約聖書文学史入門』p.223-226を読んでおく。また言及されている聖書箇所を確認する。
【授業内容】　バビロニア時代の古代イスラエル文学④：法的諸伝承
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、特に問題点としたい箇所を挙げておく。
【授業内容】　まとめとふりかえり
【事後学修】　最終レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内での議論（30点）
最終レポート（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テクストを熟読しておく。
また、必要な箇所について、ヘブライ語原典を参照できることが望ましい。

■テキスト■テキスト

K.シュミート（山我哲雄訳）『旧約聖書文学史入門』、教文館、2013年
ISBN 978-4-7642-7371-9 　4,950円（税込）
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■参考文献■参考文献

授業内で適宜指示する。
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川島　堅二

キリスト教思想・文化史概論Ⅱ

■テーマ■テーマ

近代プロテスタント・キリスト教思想の形成と展開

■講義内容■講義内容

16世紀から20世紀に至る主要なプロテスタント・キリスト教神学者について、その生涯、著作、影響を概説する。

■達成目標■達成目標

①プロテスタント・キリスト教の特徴を説明することができる。
②プロテスタントの主要な神学者の生涯と思想、影響について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストや参考文献を図書館等で確認しておく。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　講義で指示されたテキストや参考文献を読み、学習内容のポイントをまとめて、不明な点は次回
に質問できるようにしておく。

第２回 【事前学修】　テキストの10-26頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　ヨハン・ゲアハルトについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第３回 【事前学修】　テキストの32-43頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　リシャール・シモンについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第４回 【事前学修】　テキストの46-68頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　シュペーナーとシュパルディングについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第５回 【事前学修】　テキストの70-105頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　シュライアマハーについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第６回 【事前学修】　テキストの108-126頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　ヨゼフ・クロイトゲンについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第７回 【事前学修】　テキストの128-150頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　キルケゴールについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第８回 【事前学修】　テキストの152-172頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　ユリウス・ヴェルハウゼンについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第９回 【事前学修】　テキストの174-190頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　アドルフ・フォン・ハルナックについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第10回 【事前学修】　テキストの192-209頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　アルフレッド・ロワジーについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第11回 【事前学修】　テキストの212-235頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　エルンスト・トレルチについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第12回 【事前学修】　テキストの238-276頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　ブルトマンとティリッヒについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第13回 【事前学修】　テキストの278-318頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　カール・バルトについて
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。

第14回 【事前学修】　テキストの320-354頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　ニーバー兄弟について
【事後学修】　学習内容の要点を小レポートとして次回提出できるようにしておく。提出後、添削して返却す
る。
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第15回 【事前学修】　テキストの356-380頁を事前に読んで、キーワードやもしあれば質問をまとめておく。
【授業内容】　カール・ラーナーについて
【事後学修】　全体の学習を振り返り、疑問点などがあればオフィス・アワーで質問できるようにまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小レポート（30％）、期末レポート（70％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

図書館で百科事典の「キリスト教」の項目を読み要点をノートにまとめておく

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

F.W.グラーフ編（安酸敏眞監訳）『キリスト教の主要神学者〈下〉リシャール・シモンからカール・ラーナーまで』教文
館 2014年　ISBN-10: 4764273845　ISBN-13: 978-4764273849 4,620円（税込み）

■参考文献■参考文献

授業の中で指示する。
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吉田　新

キリスト教思想・文化史概論Ⅳ

■テーマ■テーマ

新約聖書への歴史的心理学的アプローチ

■講義内容■講義内容

ドイツの代表的新約聖書学者ゲルト・タイセンの大著「原始キリスト教の心理学　初期キリスト教徒の体験と行動」（大
貫隆訳）、新教出版社、2008 年を読み、「歴史的宗教心理学」というアプローチから初期キリスト教徒たちの心性を明ら
かにする。授業ではドイツ語の原著も用いつつ、購読を進める。

■達成目標■達成目標

①タイセンの考察を通して、初期キリスト教の心性を明らかにし、自らの言葉で説明できるようにする。
②新約聖書への歴史心理学的アプローチを批判的に検討し、その問題点等を説明できる。
③ドイツ語による専門書の講読を通して、ドイツ語能力を鍛える。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 1 回：ガイダンス
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第２回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 2 回：序論　①　原始キリスト教の心理学の方法論的限界と可能性
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第３回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 3 回：序論　②　原始キリスト教の心理学の豊富な対象
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第４回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 4 回：第一章　魂とからだ　①　古代における内的人間の発明
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第５回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 5 回：第一章　魂とからだ　②　原始キリスト教における内的人間の革新
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第６回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 6 回：第二章　経験と体験　①　プネウマ　宗教的知覚
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第７回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 7 回：第一章　経験と体験　②　宗教的情動　宗教的発語
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第８回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 8 回：第一章　神話と知恵　①　知恵とケリュグマ
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第９回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第 9 回：第一章　神話と知恵　②　初期ユダヤ教文書における悪の因果関係
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第10回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第10回：第一章　儀礼と共同体　①　洗礼と聖餐式
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第11回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第11回：第一章　儀礼と共同体　②　カリスマと職制
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第12回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第12回：：第一章　エートスと実践　①　愛
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第13回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第13回：第一章　エートスと実践　②　攻撃的行動とその克服
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第14回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第14回：第一章　神秘主義とグノーシス　①　経験と体験
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第15回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　第15回：第一章　神秘主義とグノーシス　②　神話と教え
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％）と期末レポート（50％）によって総合的に評価する。演習内容についての理解と定着がなされているかどう
かを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ゲルト・タイセンの他の書籍を読み、歴史的心理学の概念を理解しておく。
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■テキスト■テキスト

ゲルト・タイセン「原始キリスト教の心理学　初期キリスト教徒の体験と行動」（大貫隆訳）、新教出版社、2008 年　
ISBN-13: 978-4400111474
G. Theißen, Erleben und Verhalten der ersten Christen. Eine Psychologie des Urchristentums, Gütersloh 2007.
ISBN: 978-3-579-08014-7

■参考文献■参考文献

開講時に提示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　康人

ヨーロッパ文化史研究Ⅰ

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ世界の形成と発展 1

■講義内容■講義内容

かねてから、中世ヨーロッパ世界は「ローマ・ゲルマン・キリスト教」という三大要素が融合した結果に生じた独特の世
界であると考えられている。かたや、近年の「長き中世」論においては、古代からの連続性および近世への継続性が強調
されている。これらの点を踏まえて、本講義では、古代や近世との比較から、中世ヨーロッパ社会の構造の同質性・異質
性について、封建王制の成立までを考える。

■達成目標■達成目標

①中世ヨーロッパ社会についての知識を習得し、それについて説明することができる。
②中世ヨーロッパ社会構造の特徴について考え、それについて説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヨーロッパ中世世界（9 世紀頃まで）全般について、高等学校の『世界史 B』の知識を習得して
おく。
【授業内容】　ガイダンス＋「ヨーロッパ」とは何か
【事後学修】　「ヨーロッパ」とは何かについて、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第２回 【事前学修】　ローマ帝国初期について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「ローマ」と「キリスト教」の融合①―「ローマ」の「キリスト教」化―
【事後学修】　「ローマ」の「キリスト教」化について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　原始キリスト教について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「ローマ」と「キリスト教」の融合②―「キリスト教」の「ローマ」化―
【事後学修】　「キリスト教」の「ローマ」化について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第４回 【事前学修】　ローマ帝国末期について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「ローマ」と「ゲルマン」の融合①―「ゲルマン」の「ローマ」化―
【事後学修】　「ゲルマン」の「ローマ」化について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　ゲルマン民族の移動について、概説書などで基本的事項を確認しておく
【授業内容】　「ローマ」と「ゲルマン」の融合②―「ローマ」の「ゲルマン」化―
【事後学修】　「ローマ」の「ゲルマン」化について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　フランク族について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「ゲルマン」と「キリスト教」の融合①―「ゲルマン」の「キリスト教」化―
【事後学修】　「ゲルマン」の「キリスト教」化について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第７回 【事前学修】　ゲルマン民族への布教活動について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「ゲルマン」と「キリスト教」の融合②―「キリスト教」の「ゲルマン」化―
【事後学修】　「キリスト教」の「ゲルマン」について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第８回 【事前学修】　イスラームの成立期に関する状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　イスラーム勢力の台頭と三大世界の形成
【事後学修】　初期イスラームとヨーロッパ世界との関わりについて、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第９回 【事前学修】　6 ～ 9 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　ヨーロッパ・アイデンティティの形成
【事後学修】　ヨーロッパ・アイデンティティの形成過程とその背景について、学習内容が定着するまで復習し
ておくこと。

第10回 【事前学修】　メロヴィング朝の時代について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　古代世界との連続性①―ローマの遺産―
【事後学修】　メロヴィング朝期におけるローマ的要素の残存について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第11回 【事前学修】　メロヴィング朝の時代について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　古代世界との連続性②―行政組織―
【事後学修】　メロヴィング朝期におけるローマ的要素の残存について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第12回 【事前学修】　メロヴィング朝の時代について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　古代世界との連続性③―経済機構・文化―
【事後学修】　メロヴィング朝期におけるローマ的要素の残存について、学習内容が定着するまで復習しておく
こと。

第13回 【事前学修】　カロリング朝の時代について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　封建社会①―封建上部構造―
【事後学修】　カロリング朝期における封建社会の形成過程とその背景について、学習内容が定着するまで復習
しておくこと。

第14回 【事前学修】　カロリング朝の時代について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　封建社会②―封建下部構造―
【事後学修】　カロリング朝期における封建社会の形成過程とその背景について、学習内容が定着するまで復習
しておくこと。

第15回 【事前学修】　9 ～ 11 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　封建王制の成立
【事後学修】　ポスト = カロリング期における封建王制の形成過程とその背景について、学習内容が定着するま
で復習しておくこと。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：レポート（100％）
評価の観点・基準：達成目標に照らし合わせて、講義内容を正しく理解できているか否か（80％）、適切な文章表現を用
いているか否か（20％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

少なくとも、高等学校の『世界史 B』の知識は習得しておくこと。必ず復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人

ヨーロッパ文化史研究Ⅱ

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ世界の形成と発展 2

■講義内容■講義内容

かねてから、中世ヨーロッパ世界は「ローマ・ゲルマン・キリスト教」という三大要素が融合した結果に生じた独特の世
界であると考えられている。かたや、近年の「長き中世」論においては、古代からの連続性および近世への継続性が強調
されている。これらの点を踏まえて、本講義では、古代や近世との比較から、中世ヨーロッパ社会の構造の同質性・異質
性について、封建王制の発展から近世への移行までを考える。

■達成目標■達成目標

①中世ヨーロッパ社会についての知識を習得し、それについて説明することができる。
②中世ヨーロッパ社会構造の特徴について考え、それについて説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　11 ～ 12 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス＋封建王制の発展
【事後学修】　11 ～ 12 世紀における封建王制の発展過程とその背景について、学習内容が定着するまで復習し
ておくこと。

第２回 【事前学修】　13 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　封建社会における非封建的要素
【事後学修】　封建王制期における非封建的要素の位置づけについて、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第３回 【事前学修】　13 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　文書行政の萌芽
【事後学修】　文書行政の萌芽について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第４回 【事前学修】　13 ～ 14 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　文書行政の発展
【事後学修】　文書行政の発展について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　10 世紀までの教皇庁の状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「キリスト教世界」Christianitas としてのヨーロッパの形成
【事後学修】　「キリスト教世界」Christianitas としてのヨーロッパの形成について、学習内容が定着するま
で復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　11 ～ 13 世紀までの教皇庁の状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　「キリスト教世界」Christianitas としてのヨーロッパの発展
【事後学修】　「キリスト教世界」Christianitas としてのヨーロッパの発展について、学習内容が定着するま
で復習しておくこと。

第７回 【事前学修】　14 ～ 15 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　中世末期における王権①―行政―
【事後学修】　14 ～ 15 世紀の官僚組織・発展過程およびその背景について、学習内容が定着するまで復習して
おくこと。

第８回 【事前学修】　14 ～ 15 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　中世末期における王権②―財政―
【事後学修】　14 ～ 15 世紀の官僚組織・発展過程およびその背景について、学習内容が定着するまで復習して
おくこと。

第９回 【事前学修】　14 ～ 15 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　中世末期における王権③―司法―
【事後学修】　14 ～ 15 世紀の官僚組織・発展過程およびその背景について、学習内容が定着するまで復習して
おくこと。

第10回 【事前学修】　ヨーロッパにおける都市の形成・発展の状況について、概説書などで基本的事項を確認してお
く。
【授業内容】　都市の形成と発展
【事後学修】　都市の形成・発展過程およびその背景について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　ヨーロッパにおける都市の形成・発展の状況について、概説書などで基本的事項を確認してお
く。
【授業内容】　王権と都市
【事後学修】　王権と都市の関係の変容およびその背景について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　14 ～ 15 世紀にヨーロッパを襲った災禍について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　社会的危機
【事後学修】　黒死病や戦争がヨーロッパ社会に与えた影響について、学習内容が定着するまで復習しておくこ
と。

第13回 【事前学修】　15 ～ 16 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　中世ヨーロッパ社会の変容
【事後学修】　社会的危機およびその克服がヨーロッパ世界に与えた影響について、学習内容が定着するまで復
習しておくこと。

第14回 【事前学修】　15 ～ 16 世紀のヨーロッパの状況について、概説書などで基本的事項を確認しておく。
【授業内容】　近世ヨーロッパ社会への遺産
【事後学修】　近世と中世の違いと同質性について、学習内容が定着するまで復習しておくこと。
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第15回 【事前学修】　これまでの講義内容を踏まえて、中世ヨーロッパ世界の特質について考えておく。
【授業内容】　総括―あらためて中世の特質を問う―
【事後学修】　これまでの講義内容を踏まえて、中世ヨーロッパ世界の特質について改めて考えてみること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：レポート（100％）
評価の観点・基準：達成目標に照らし合わせて、講義内容を正しく理解できているか否か（80％）、適切な文章表現を用
いているか否か（20％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

少なくとも、高等学校の『世界史 B』の知識は習得しておくこと。必ず復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史研究Ⅲ

■テーマ■テーマ

ヨーロッパ構造史

■講義内容■講義内容

オットー・ブルンナーの著作を基にヨーロッパ史を構造史的に把握する。

■達成目標■達成目標

①構造史の基本的方法について理解する。
②近世ヨーロッパが独自の特質をもつ時代であることを理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　世界史の教科書を参照し、ヨーロッパ中近世がどのような時代であったかを考えておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　術後上の基礎的諸問題
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　キリスト教世界と西欧
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　王権、民族と法
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　荘園と農民
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　国王の官職
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　レーン制
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　高級貴族と下級貴族
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　都市
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　教会と世俗の対立の社会史的帰結
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　騎士的＝宮廷的文化
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　官職国家と身分制国家
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　民族と国民
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　「中世」から「近代」へ
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第15回 【事前学修】　テキストの内容をまとめ、報告できるように準備をしておく。
【授業内容】　総まとめ
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②資料に目を通しておく
③辞書を持参する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（楠担当のもの）

■テキスト■テキスト

オットー・ブルンナー著、山本文彦訳『中世ヨーロッパの内部構造』知泉書館、2013年。
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史研究Ⅳ

■テーマ■テーマ

ヨーロッパ構造史と近世

■講義内容■講義内容

オットー・ブルンナーの構造史を皮切りに、近世史についての理解を深める。

■達成目標■達成目標

①構造史の基本的方法を理解する。
②近世ヨーロッパが独自の特質をもつ時代であることを理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　専門分野としての「歴史」と歴史諸科学
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　西欧の歴史思想
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　イデオロギーの時代
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　「支配」と「正当性」の概念についての覚書
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　ヨーロッパ社会史の問題
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　「全き家」と旧ヨーロッパの「家政学」
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　「封建制」概念（一と二）
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　「封建制」封建国家（三と四）
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　神授王権から君主政原理へ
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　旧身分制社会における自由権
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　ヨーロッパの農民
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　ヨーロッパ史における都市と市民
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　ヨーロッパの市民とロシアの市民
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を熟読し、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　エーストライヒ「ヨーロッパ絶対主義の構造に関する諸問題」
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

第15回 【事前学修】　授業内容をまとめ、報告できるよう準備をしておく。
【授業内容】　総まとめ
【事後学修】　授業内容を復習し、ノートを整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②資料に目を通しておく
③辞書を持参する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（楠担当のもの）
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■テキスト■テキスト

オットー・ブルンナー著、石井・石川・小倉他訳『ヨーロッパ‐その歴史と精神』岩波書店、1974年。
フリッツ・ハルトゥング他著、成瀬治編訳『伝統社会と近代国家』岩波書店、1982年。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史研究Ⅴ

■テーマ■テーマ

資本主義的世界体制の展開過程

■講義内容■講義内容

英米を中心とした資本主義的世界体制の特質とその矛盾を追及しつつ、植民地統治、ヘゲモニー支配とは何かをも言及す
る。

■達成目標■達成目標

世界システムの展開を外政と内政の両面から理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバス内容を確認し、講義テーマについての自分の知識をまとめておく。
【授業内容】　今年度のガイダンス
【事後学修】　講義中の指示に従い、次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　研究史の整理
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第３回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　19 世紀的世界とは？
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第４回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　第一次世界大戦への道
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第５回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　第一次世界大戦とロシア革命
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第６回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　第一次世界大戦とアジア・アフリカ
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第７回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　20 世紀的世界への転換―社会主義体制の成立
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第８回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　ヴェルサイユ体制（1）戦後処理
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第９回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　ヴェルサイユ体制（2）ドイツ賠償とヨーロッパの相対的安定
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第10回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　ワシントン体制
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第11回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　イギリス植民地体制の相対的安定
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第12回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　1929 年恐慌とアメリカ経済の破綻
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第13回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　ヨーロッパ諸国のブロック経済化
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第14回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　アジア諸国の独立運動
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第15回 【事前学修】　これまでの内容を整理して、問題点を確認する。
【授業内容】　資本主義体制と社会主義体制
【事後学修】　これまでの内容を整理して、自分の研究内容とのリンケージを考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末のレポートによって評価する。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞などの、今日の国際関連の情報を集めるとともに、基本的概説書を読むことが必要です。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

毎回レジュメを配布する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史研究Ⅵ

■テーマ■テーマ

戦後冷戦体制の確立と崩壊

■講義内容■講義内容

戦後米ソを中心とした冷戦体制の特質とその矛盾を追及しつつ、冷戦体制の確立から崩壊に至るまでの歴史的過程を検討
する。

■達成目標■達成目標

世界システムの展開を外政と内政の両面から理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバス内容を確認し、講義テーマについての自分の知識をまとめておく。
【授業内容】　第二次世界大戦（1）ヨーロッパ
【事後学修】　講義中の指示に従い、次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　第二次世界大戦（2）アジア
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第３回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　冷戦の確立（1）―国際秩序形成
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第４回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　冷戦の確立（2）―軍事的側面
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第５回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　冷戦の確立（3）―経済的側面
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第６回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　脱植民地化のプロセス（1）政治過程
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第７回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　脱植民地化のプロセス（2）経済過程
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第８回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　アジア・太平洋における新国際秩序の形成―政治面
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第９回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　アジア・太平洋における新国際秩序の形成―経済面
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第10回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　国際開発援助の役割－アジア
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第11回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　国際開発援助の役割－アフリカ
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第12回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　スエズ以東のアジア諸国の台頭
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第13回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　ヴェトナム戦争の世界史的意義
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第14回 【事前学修】　配布資料を確認し、自分なりの論点をまとめておく。
【授業内容】　冷戦の崩壊
【事後学修】　講義内容を整理して、不明点や疑問点があれば自分で調べておく。

第15回 【事前学修】　これまでの内容を整理して、自分の研究内容とのリンケージを考える。
【授業内容】　20 世紀の世界史像とは？
【事後学修】　これまでの内容を整理して、自分の研究内容とのリンケージを考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末のレポートによって評価する。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞などの、今日の国際関連の情報を集めるとともに、基本的概説書を読むことが必要です。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

毎回レジュメを配布する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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吉田　新

キリスト教思想・文化史研究Ⅰ

■テーマ■テーマ

史的イエス研究

■講義内容■講義内容

Angelika Strotmann， Der historische Jesus. Eine Einfuhrung， Paderborn 2012 を精読し、現代における史的イエス
の研究の問題点等を理解する。ドイツ語の専門書を精読することによって、聖書学の専門用語に慣れ、ドイツ語の理解を
深める。

■達成目標■達成目標

① Angelika Strotmann， Der historische Jesus. Eine Einfuhrung， Paderborn 2012 を精読し通して、現代における
史的イエス研究の問題点等を理解し、自身の言葉で説明できるようにする。
② 原著の精読を通して、聖書学の専門用語を理解し、ドイツ語の読解力を向上させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第２回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ライマールスから第三の探求　①　ライマールスと史的イエス研究
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第３回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ライマールスから第三の探求　②　第三の探求
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第４回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ナザレのイエスとその時代に関する非キリスト教資料
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第５回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ナザレのイエスとその時代に関するキリスト教資料
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第６回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ナザレのイエスの誕生と活動
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第７回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ナザレのイエスの死
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第８回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ガリラヤのイエス
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第９回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　ガリラヤの社会・政治的背景
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第10回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　イエスとバプテスマのヨハネ　①　ヨハネ登場の背景
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第11回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　イエスとバプテスマのヨハネ　②　バプテスマについて
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第12回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　神の国宣教　①　初期ユダヤ教の背景
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第13回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　神の国宣教　②　将来的、現在的神の国
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第14回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　神の国と奇跡
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

第15回 【事前学修】　事前に指定されたテキストを読み、議論に備える
【授業内容】　神の国とイスラエル
【事後学修】　授業で議論された内容を復習し、テキストを再読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。演習内容についての理解と定着がなされているかどう
かを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語の文法などを復習しておき、ドイツ語購読に必要な語学力を鍛えておく

■テキスト■テキスト

Angelika Strotmann， Der historische Jesus. Eine Einfuhrung， Paderborn 2012　ISBN-13: 978-3825241605
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■参考文献■参考文献

開講時に提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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田島　卓

キリスト教思想・文化史研究Ⅲ

■テーマ■テーマ

旧約聖書における訳語検討

■講義内容■講義内容

Phyllis A. Bird, Harlot or Holy Woman? :A Study of Hebrew Qedesah, Eisenbrauns, 2019を精読し、従来、神殿聖娼
と解されてきたヘブライ語ケデシャーの含意を検討する。

■達成目標■達成目標

①ヘブライ語「ケデシャー」に関するこれまでの議論を整理できる。
②先行研究の批判的読解を通して、自分の主張を構築することができる。
③英語の読解力を向上させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストや参考文献を図書館等で確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　テキストや参考文献に目を通し、問題意識を明確にしておく。

第２回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　問題設定
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第３回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　解釈的構成物としての神殿聖娼①
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第４回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　解釈的構成物としての神殿聖娼②
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第５回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　フレイザーと神殿聖娼の概念①
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第６回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　フレイザーと神殿聖娼の概念②
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第７回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　神殿聖娼と古典的な資料①
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第８回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　神殿聖娼と古典的な資料②
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第９回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　神殿聖娼と古典的な資料③
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第10回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　古代近東からの新しい資料①
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第11回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　古代近東からの新しい資料②
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第12回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　古代近東からの新しい資料③
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第13回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　古代近東からの新しい資料④
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第14回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　ヘブライ語聖書におけるケデシャー
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、特に問題点としたい箇所を挙げておく。
【授業内容】　まとめとふりかえり
【事後学修】　最終レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内での議論（30点）
最終レポート（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テクストを熟読しておく。
また、必要な箇所について、ヘブライ語原典を参照できることが望ましい。

■テキスト■テキスト

Phyllis A. Bird, Harlot or Holy Woman? :A Study of Hebrew Qedesah, Eisenbrauns, 2019
（コピーを用意する）
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■参考文献■参考文献

授業内で適宜指示する。
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田島　卓

キリスト教思想・文化史研究Ⅳ

■テーマ■テーマ

エレミヤ書成立史研究

■講義内容■講義内容

Konrad Schmid , Buchgestalten des Jeremiabuches : Untersuchungen zur Redaktions- und Rezeptionsgeschichte von
Jer 30-33 im Kontext des Buches, Neukirchener Verlag, 1996を精読し、これを批判・検討する中で、エレミヤ書の成
立に関する仮説的なモデルを構築する。

■達成目標■達成目標

①エレミヤ書成立に関して、各研究者の特徴を説明することができる。
②先行研究の批判的読解を通して、自分なりに仮説的な成立史モデルを構築することができる。
③ドイツ語の読解力を向上させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストや参考文献を図書館等で確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　テキストや参考文献に目を通し、問題意識を明確にしておく。

第２回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　問題設定
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第３回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく
【授業内容】　伝承史研究の所見と、研究史概観①
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第４回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく
【授業内容】　伝承史研究の所見と、研究史概観②
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第５回 【事前学修】　『事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく
【授業内容】　伝承史研究の所見と、研究史概観③
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第６回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30-33章の編集史① ：統一性と不統一性
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第７回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30-33章の編集史②：強調点と読解の種類１
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第８回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30-33章の編集史③：強調点と読解の種類２
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第９回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30-33章の編集史④：強調点と読解の種類３
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第10回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30章以下の原構成①：概略と内容
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第11回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30章以下の原構成②：受容と新解釈
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第12回 【事前学修】　事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30章以下の原構成③：バビロニアのくびきの終わりと新しいダビデ
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第13回 【事前学修】　『事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30章以下の原構成④：「第二イザヤ」的部分と読み替え
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第14回 【事前学修】　『事前に指定されたテクストの箇所を読み、論点を明確にしておく。
【授業内容】　エレミヤ30章以下の原構成⑤：土地と町の聖性
【事後学修】　授業での議論を復習し、該当テクストを再検討する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、特に問題点としたい箇所を挙げておく。
【授業内容】　まとめとふりかえり
【事後学修】　最終レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内での議論（30点）
最終レポート（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テクストを熟読しておく。
また、必要な箇所について、ヘブライ語原典を参照できることが望ましい。
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■テキスト■テキスト

Konrad Schmid , Buchgestalten des Jeremiabuches : Untersuchungen zur Redaktions- und Rezeptionsgeschichte von
Jer 30-33 im Kontext des Buches, Neukirchener Verlag, 1996.
（コピーを用意する）

■参考文献■参考文献

授業内で適宜指示する。
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川島　堅二

キリスト教思想・文化史研究Ⅴ

■テーマ■テーマ

近代ヨーロッパの哲学思想

■講義内容■講義内容

近代西洋哲学思想の出発点に立つデカルトから、現代哲学思想の入り口である現象学と実存主義（フッサールとハイデ
ガー）までを扱う。一方的な講義ではなく、学生は毎回、指定されたテキストや関連文献を読んで発表（プレゼンテー
ション）を行います。

■達成目標■達成目標

(1)近代ヨーロッパ哲学の主要な潮流について説明することができる。
(2)近代ヨーロッパの哲学が課題としたことについて説明することができる。
(3) 学術的なテキストを読み、適切なレジュメ作成とプレゼンテーションができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキストを入手し目次やまえがきを読んでおく
【授業内容】イントロダクション
【事後学修】授業内容を復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第２回 【事前学修】テキスト第1章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】デカルト　自己の根底へ
【事後学修】授業内容デカルトを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第３回 【事前学修】テキスト第2章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】スピノザ他　近代形而上学
【事後学修】授業内容スピノザを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第４回 【事前学修】テキスト第3章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ロック　経験論その1
【事後学修】授業内容ロックを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第５回 【事前学修】テキスト第4章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ライプニッツ　モナド論
【事後学修】授業内容ライプニッツを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第６回 【事前学修】テキスト第5章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】バークリー　知識への反逆
【事後学修】授業内容バークリーを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第７回 【事前学修】テキスト第6章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ヒューム　経験論その2
【事後学修】授業内容ヒュームを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第８回 【事前学修】テキスト第7章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ルソー・ヘルダー　言語論
【事後学修】授業内容ルソー・ヘルダーを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問す
る

第９回 【事前学修】テキスト第8章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】カント　理性の深淵
【事後学修】授業内容カントを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第10回 【事前学修】テキスト第9章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】フィヒテ・シェリング　自我と自然哲学
【事後学修】授業内容フィヒテ・シェリングを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質
問する

第11回 【事前学修】テキスト第10章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ヘーゲル　同一性と差異
【事後学修】授業内容ヘーゲルを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第12回 【事前学修】テキスト第11章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ヘーゲル左派・マルクス・ニーチェ　批判知の起源
【事後学修】授業内容ヘーゲル左派・マルクス・ニーチェを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレク
ション）で質問する

第13回 【事前学修】テキスト第12章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】新カント学派
【事後学修】授業内容新カント学派を復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第14回 【事前学修】テキスト第13章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】ベルクソン　生命論
【事後学修】授業内容ベルクソンを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で質問する

第15回 【事前学修】テキスト第14・15章を熟読しキーワードをノートにまとめておく
【授業内容】フッサールとハイデガー　現象学と実存主義
【事後学修】授業内容フッサールとハイデガーを復習し不明な点があればmanabaの個別指導（コレクション）で
質問する
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には以下A、B二つの方法を用います。
( )は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基準
A.まとめレポート(①授業で学んだ哲学者を一人選んでレポートを提出する。書き方等の詳細は別途指示する:②達成目標
(1)(2):③50点:④記述の適切さ(50％)、字数の遵守(50％))
(b)発表(①授業計画欄に明記:②達成目標(3):③50点:④読解の正確さ(40％)、レジュメ内容の適切さ(40％)、発表時間の
遵守(20％)

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの精読は当然のことながら、さらに授業の中で紹介される参考文献を読んで理解を深める積極的な姿勢が求めら
れる。

■テキスト■テキスト

熊野純彦『西洋哲学史-近代から現代へ』岩波新書　ISBN 4-00-431008-3 990円（税込）

■参考文献■参考文献

廣松渉他（編）『哲学・思想事典』岩波書店
林達夫他（監修）『哲学事典』平凡社

■履修上の注意■履修上の注意

講義への出席が5分の4以上を満たしていない場合、評価の対象とはならない。
オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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川島　堅二

キリスト教思想・文化史研究Ⅵ

■テーマ■テーマ

近代ヨーロッパの実存主義の系譜と現代の「新実在論」

■講義内容■講義内容

19世紀から20世紀における実存主義の諸相と、マルクス・ガブリエルの「新実在論」について学ぶ

■達成目標■達成目標

(1)実存主義の諸相・系譜について説明できる

(2)マルクス・ガブリエルの「新実在論」について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】参考文献の所在を図書館で確認しておく
【授業内容】イントロダクション－この授業の課題と方法について
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第２回 【事前学修】テキスト19～34頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認してお
く。
【授業内容】実存主義について
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第３回 【事前学修】テキスト35～53頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認してお
く。
【授業内容】実存主義の系譜　ハイデガーとサルトル
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第４回 【事前学修】テキスト54～62頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認してお
く。
【授業内容】実存主義の系譜　ヤスパース
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第５回 【事前学修】テキスト64～81頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認してお
く。
【授業内容】キェルケゴールの実存哲学1
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第６回 【事前学修】テキスト82～108頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認してお
く。
【授業内容】キェルケゴールの実存哲学2
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第７回 【事前学修】テキスト109～128頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】実存哲学とソクラテス
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第８回 【事前学修】テキスト130～145頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】キェルケゴールからウィトゲンシュタインへ1
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第９回 【事前学修】テキスト146～165頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】キェルケゴールからウィトゲンシュタインへ2
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第10回 【事前学修】テキスト166～195頁を読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】キェルケゴールからウィトゲンシュタインへ3
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第11回 【事前学修】指定されたテキストを読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】実存主義から「新しい実在論」へ1
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第12回 【事前学修】指定されたテキストを読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】マルクス・ガブリエルの新実在論1
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第13回 【事前学修】指定されたテキストを読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】マルクス・ガブリエルの新実在論2
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく

第14回 【事前学修】指定されたテキストを読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】マルクス・ガブリエルの新実在論3
【事後学修】授業内容を振り返り不明な点があれば次回質問できるようにしておく
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第15回 【事前学修】指定されたテキストを読み、キーワードをリストアップするとともに不明な語は辞典等で確認して
おく。
【授業内容】まとめ
【事後学修】まとめレポートを期日までに提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には以下の(a)(b)の方法を用います。

( )は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基準

(a)まとめレポート(①15回目の授業後に提出:②達成目標(1):③60点:④主張と論拠の明確さ(40％)、記述の適切さ
(40％)、字数の遵守(20％)

(b)発表（①授業時に一人1回行う:②達成目標（1）（2）:③40点:④内容・主張の適切さ(70％)、適切な日本語表現(30％)

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキスト及び参考文献を入手しておく

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

鈴木祐丞『〈実存哲学〉の系譜　キェルケゴールをつなぐ者たち』講談社選書メチエ
マルクス・ガブリエル『世界はなぜ存在しないのか』講談社選書メチエ

■参考文献■参考文献

廣松渉他（編）『哲学・思想事典』岩波書店
林達夫他（監修）『哲学事典』平凡社

■履修上の注意■履修上の注意

講義への出席が5分の4以上を満たしていない場合、評価の対象とはならない。
オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（新約聖書学）

■テーマ■テーマ

マルコによる福音書の釈義的研究

■講義内容■講義内容

マルコによる福音書に関する代表的な注解書や研究を参照しながら、テキストをギリシア語原典で読み、本書の思想・神
学的的特徴について学ぶ。

■達成目標■達成目標

① コイネー・ギリシア語の読解力を鍛える。
② 新約聖書の原典解釈の技術を習得する。
③ マルコ福音書の思想・神学的的特徴について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第２回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　マルコ福音書 1 章 1‐15 節　洗礼者ヨハネの登場
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第３回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 1 章 16‐45 節　ガリラヤでの活動
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第４回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 2 章 1‐17 節　いやしの業とレビを弟子にする
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第５回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 2 章 18‐28 節　断食、安息日についての問題
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第６回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 3 章 1‐12 節　いやしの業
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第７回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 3 章 13‐35 節　12 人を選ぶ、ベルゼブル論争
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第８回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 4 章 1‐20 節　種を蒔く人のたとえ
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第９回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 4 章 21‐41 節　ともし火と秤のたとえ他
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第10回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 5 章 1‐20 節　悪霊に取りつかれた人をいやす
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第11回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 5 章 21‐43 節　ヤイロの娘とイエスの服に触れる女性へのいやし
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第12回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 6 章 1‐29 節　ナザレでは受け入れられない
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第13回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 6 章 30‐56 節　5000 人への食事
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第14回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 7 章 1‐23 節　昔の人の言い伝え
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第15回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 7 章 24‐37 節　シリア・フェニキアの女性の信仰
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した新約聖書研究のアプローチの基本が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

コイネー・ギリシア語と新約聖書学の知識を持っていること。毎回演習テキストの予習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史概論Ⅲ
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■テキスト■テキスト

Nestle-Aland， Novum Testamentum Graece. 28. Aufl.， Deutshe Bibelgesellschaft， 2012.　ISBN-13: 978-
3438051400

■参考文献■参考文献

開講時に提示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（新約聖書学）

■テーマ■テーマ

マルコによる福音書の釈義的研究

■講義内容■講義内容

演習 I に続き、マルコによる福音書に関する代表的な注解書や研究を参照しながら、テキストをギリシア語原典で読み、
本書の思想・神学的的特徴について学ぶ。

■達成目標■達成目標

①　コイネー・ギリシア語の読解力を鍛える。
②　新約聖書の原典解釈の技術を習得する。
③　マルコ福音書の思想・神学的的特徴について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第２回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　マルコ福音書 8 章 1‐21 節　4000 人への食事
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第３回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 8 章 22‐37 節　ベトサイダでのいやし
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第４回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 9 章 1‐32 節　イエスの姿が変わる
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第５回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 9 章 33‐49 節　いちばん偉い者
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第６回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 10 章 1‐16 節　離縁について
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第７回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 10 章 17‐52 節　金持ちの男
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第８回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 11 章 1‐19 節　エルサレムに迎えられる
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第９回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 11 章 20‐33 節　枯れたいちぢくの木の教訓
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第10回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 12 章 1‐34 節　ぶどう園と農夫のたとえ
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第11回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 12 章 35‐44 節　ダビデの子についての問答
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第12回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 13 章 1‐23 節　神殿の崩壊を予告する
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第13回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 13 章 24‐37 節　人の子が来る
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第14回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 14 章 1‐21 節　イエスを殺す計画
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第15回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 14 章 22‐72 節　主の晩餐
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した新約聖書研究のアプローチの基本が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

コイネー・ギリシア語と新約聖書学の知識を持っていること。毎回演習テキストの予習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史概論Ⅲ
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■テキスト■テキスト

Nestle-Aland， Novum Testamentum Graece. 28. Aufl.， Deutshe Bibelgesellschaft， 2012.ISBN-13: 978-3438051400

■参考文献■参考文献

開講時に提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（新約聖書学）

■テーマ■テーマ

「コリントの信徒への手紙 I」の釈義的研究

■講義内容■講義内容

パウロの書簡「コリントの信徒への手紙 I」」に関する代表的な注解書や研究を参照しながら、テキストをギリシア語原
典で読み、本書の思想・神学的的特徴について学ぶ。さらに、パウロの神学的特徴を理解する。

■達成目標■達成目標

①　コイネー・ギリシア語の読解力を鍛える。
②　新約聖書の書簡文学の原典解釈の技術を習得する。
③　コリント書の思想・神学的的特徴、及びパウロの神学的特徴について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第２回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　コリント書 1 章 1‐17 節　挨拶と感謝
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第３回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 1 章 18‐31 節　一致の勧め
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第４回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 2 章 1‐16 節　十字架につけられたキリスト
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第５回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 3 章 1‐23 節　神のために力を合わせて働く
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第６回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 4 章 1‐21 節　使徒の使命
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第７回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 5 章 1‐13 節　不道徳な人々との交際
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第８回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 6 章 1‐20 節　信仰のない人々に訴え出てはならない
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第９回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 7 章 1‐24 節　結婚について
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第10回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 7 章 25‐40 節　未婚の人たち
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第11回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 8 章 1‐13 節　偶像に供えられた肉
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第12回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 9 章 1‐27 節　使徒の権利
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第13回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 10 章 1‐33 節　偶像礼拝に対する警告
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第14回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 11 章 1‐34 節　礼拝でのかぶり物
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第15回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 12 章 1‐31 節　霊的な賜物
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した新約聖書研究のアプローチの基本が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

コイネー・ギリシア語と新約聖書学の知識を持っていること。毎回演習テキストの予習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史概論Ⅲ
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■テキスト■テキスト

Nestle-Aland， Novum Testamentum Graece. 28. Aufl.， Deutshe Bibelgesellschaft， 2012.　ISBN-13: 978-
3438051400

■参考文献■参考文献

開講時に提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（新約聖書学）

■テーマ■テーマ

「コリントの信徒への手紙 II」の釈義的研究

■講義内容■講義内容

演習 III の「コリントの信徒への手紙 I」に続き、パウロの書簡「コリントの信徒への手紙 II」に関する代表的な注解
書や研究を参照しながら、テキストをギリシア語原典で読み、本書の思想・神学的的特徴について学ぶ。さらに、パウロ
の神学的特徴を理解する。

■達成目標■達成目標

①　コイネー・ギリシア語の読解力を鍛える。
②　新約聖書の書簡文学の原典解釈の技術を習得する。
③　IIコリント書の思想・神学的的特徴、及びパウロの神学的特徴について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第２回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　I コリント書 1 章 1‐24 節　苦難と感謝
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第３回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 2 章 1‐17 節　違反者を赦す
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第４回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 3 章 1‐18 節　新しい契約の奉仕者
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第５回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 4 章 1‐18 節　土の器
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第６回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 5 章 1‐21 節　和解させる任務
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第７回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 6 章 1‐18 節　生ける神の神殿
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第８回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 7 章 1‐16 節　教会の悔い改めを喜ぶ
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第９回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 8 章 1‐24 節　自発的な施し
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第10回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 9 章 1‐15 節　エルサレムの信徒のための献金
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第11回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 10 章 1‐18 節　パウロの誇り
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第12回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 11 章 1‐33 節　偽使徒たち
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第13回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 12 章 1‐21 節　主から示された事
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第14回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　同 13 章 1‐13 節　結びの言葉
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

第15回 【事前学修】　指定されたテキストの釈義を行う
【授業内容】　パウロ神学に関するまとめ
【事後学修】　授業で行った釈義を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（50％）によって総合的に評価する。到達目標に示した新約聖書研究のアプローチの基本が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

コイネー・ギリシア語と新約聖書学の知識を持っていること。毎回演習テキストの予習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史概論Ⅲ
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■テキスト■テキスト

Nestle-Aland， Novum Testamentum Graece. 28. Aufl.， Deutshe Bibelgesellschaft， 2012.ISBN-13: 978-3438051400

■参考文献■参考文献

開講時に提示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（初期キリスト教史）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教の神学思想の研究I

■講義内容■講義内容

使徒教父文書の研究を手掛かりにして、原典資料の読解・分析を行う手法を学び、修士論文作成の準備を行う。

■達成目標■達成目標

①　使徒教父文書研究を手掛かりにして、初期キリスト教に関する研究論文読解の技術を習得する。
②　修士論文の作成の準備をする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 参考文献に目を通しておき、授業に備える。
【授業内容】 使徒教父文書の入門
【事後学修】 指定された箇所の復習をする。

第２回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ1‐2の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第３回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ3‐4の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第４回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ5‐6の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第５回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ7‐8の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第６回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ8‐9を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ8‐9の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第７回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ10‐11を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ10‐11の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第８回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ12‐13を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ12‐13の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第９回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ14‐15を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ14‐15の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第10回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ16‐17を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ16‐17の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第11回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ18‐19を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ18‐19の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第12回 【事前学修】イグナティオスの手紙　エフェソ20‐21を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　エフェソ20‐21の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第13回 【事前学修】イグナティオスの手紙　マグネシア1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　マグネシア1‐2の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第14回 【事前学修】イグナティオスの手紙　マグネシア3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　マグネシア3‐4の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

第15回 【事前学修】イグナティオスの手紙　マグネシ5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】イグナティオスの手紙　マグネシア5‐6の読解・分析
【事後学修】指定された箇所を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した初期キリスト教のテキストの読解が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシア語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習I,II,III, IV（新約聖書学）を受講することが望ましい。
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■テキスト■テキスト

荒井献編『使徒教父文書』、1998年、講談社
Henning Paulsen, Die Briefe des Ignatius von Antiochia und der Brief des Polykarp von Smyrna, Tübingen 1985.
Andreas Lindemann u.a. [Hrsg.], Die apostolischen Väter. Griechisch-deutsche Parallelausgabe, Tübingen 1992.

 

■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（初期キリスト教史）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教の神学思想の研究II

■講義内容■講義内容

使徒教父文書の研究を手掛かりにして、原典資料の読解・分析を行う手法を学び、修士論文作成の準備を行う。

■達成目標■達成目標

①使徒教父文書研究を手掛かりにして、初期キリスト教に関する研究論文読解の技術を習得する。
②修士論文の作成の準備をする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　マグネシア7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　マグネシア7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第２回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　マグネシア9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　マグネシア9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第３回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　マグネシア11‐12を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　マグネシア11‐12の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第４回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　マグネシア13‐14を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　マグネシア13‐14の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第５回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　マグネシ15‐16を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　マグネシア15‐16の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第６回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス1‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第７回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第８回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第９回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第10回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第11回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス11‐12を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス11‐12の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第12回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　トラレス13を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　トラレス13の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第13回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ローマ1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ローマ1‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第14回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ローマ3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ローマ3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第15回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ローマ5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ローマ5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した初期キリスト教のテキストの読解が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシア語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習I,II,III, IV（新約聖書学）を受講することが望ましい。
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■テキスト■テキスト

荒井献編『使徒教父文書』、1998年、講談社
Henning Paulsen, Die Briefe des Ignatius von Antiochia und der Brief des Polykarp von Smyrna, Tübingen 1985.
Andreas Lindemann u.a. [Hrsg.], Die apostolischen Väter. Griechisch-deutsche Parallelausgabe, Tübingen 1992.

■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（初期キリスト教史）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教の神学思想の研究III

■講義内容■講義内容

使徒教父文書の研究を手掛かりにして、原典資料の読解・分析を行う手法を学び、修士論文作成の準備を行う。

■達成目標■達成目標

①　使徒教父文書研究を手掛かりにして、初期キリスト教に関する研究論文読解の技術を習得する。
②　修士論文の作成の準備をする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ローマ7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ローマ7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第２回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ローマ9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ローマ9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第３回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア1‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第４回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第５回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第６回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第７回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第８回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア11を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　フィラデルフィア11の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第９回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ1‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第10回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第11回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第12回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第13回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第14回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ11‐12を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ11‐12の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第15回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　スミルナ13を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　スミルナ13の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した初期キリスト教のテキストの読解が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシア語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習I,II,III, IV（新約聖書学）を受講することが望ましい。
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■テキスト■テキスト

荒井献編『使徒教父文書』、1998年、講談社
Henning Paulsen, Die Briefe des Ignatius von Antiochia und der Brief des Polykarp von Smyrna, Tübingen 1985.
Andreas Lindemann u.a. [Hrsg.], Die apostolischen Väter. Griechisch-deutsche Parallelausgabe, Tübingen 1992.

■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（初期キリスト教史）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教の神学思想の研究IV

■講義内容■講義内容

使徒教父文書の研究を手掛かりにして、原典資料の読解・分析を行う手法を学び、修士論文作成の準備を行う。

■達成目標■達成目標

①　使徒教父文書研究を手掛かりにして、初期キリスト教に関する研究論文読解の技術を習得する。
②　修士論文の作成の準備をする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス１‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス１‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第２回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第３回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第４回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第５回 【事前学修】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　イグナティオスの手紙　ポリュカルポス7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第６回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙1‐2を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙1‐2の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第７回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第８回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙3‐4を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙3‐4の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第９回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙5‐6を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙5‐6の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第10回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙7‐8を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙7‐8の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第11回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙9‐10を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙9‐10の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第12回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙11‐12を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙11‐12の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第13回 【事前学修】　ポリュカルポスの手紙13‐14を読み、授業に備える
【授業内容】　ポリュカルポスの手紙13‐14の読解・分析
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第14回 【事前学修】　これまでのテキストをすべて見直し、使徒教父文書テキストの特性を復習する
【授業内容】　使徒教父文書テキストの特性　
【事後学修】　指定された箇所を復習する

第15回 【事前学修】　これまでのテキストをすべて見直し、使徒教父文書神学の特性を復習する
【授業内容】　使徒教父文書神学の特性　
【事後学修】　指定された箇所を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。到達目標に示した初期キリスト教のテキストの読解が
できているかどうかを主な観点として、演習内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシア語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習I,II,III, IV（新約聖書学）を受講することが望ましい。
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■テキスト■テキスト

荒井献編『使徒教父文書』、1998年、講談社
Henning Paulsen, Die Briefe des Ignatius von Antiochia und der Brief des Polykarp von Smyrna, Tübingen 1985.
Andreas Lindemann u.a. [Hrsg.], Die apostolischen Väter. Griechisch-deutsche Parallelausgabe, Tübingen 1992.

■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（宗教改革史）

■テーマ■テーマ

マルチン・ルターの卓上語録を読む‐その１

■講義内容■講義内容

ルターのワイマール版全集に収録された卓上語録(Tischreden)を原書で講読する

■達成目標■達成目標

（1）ルターのドイツ語が読めるようになる。
（2）独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.3の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第２回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.4の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.5の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第４回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.6の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第５回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.7の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第６回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.8の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第７回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.9の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第８回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.10の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第９回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.11の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第10回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.12の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第11回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.13の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第12回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.14の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第13回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.15の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第14回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.16の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第15回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.17の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点100点（毎回の授業における事前準備50％、授業時の発表内容50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語初級文法のマスター

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

D. Martin Luthers Werke, Kritische Ausgabe, Tischreden 1.Band Weimar Hermann Boehlaus Nachfolger 1912.

■参考文献■参考文献

授業の中で指示する
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（宗教改革史）

■テーマ■テーマ

マルチン・ルターの卓上語録を読む‐その2

■講義内容■講義内容

ルターのワイマール版全集に収録された卓上語録(Tischreden)を原書で講読する

■達成目標■達成目標

（1）ルターのドイツ語が読めるようになる。
（2）独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.18の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第２回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.19の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.20の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第４回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.21の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第５回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.22の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第６回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.23の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第７回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.24の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第８回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.25の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第９回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.26の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第10回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.27の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第11回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.28の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第12回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.29の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第13回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.30の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第14回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.40の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第15回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.41の講読
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点100点（毎回の授業における事前準備50％、授業時の発表内容50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語初級文法のマスター

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

D. Martin Luthers Werke, Kritische Ausgabe, Tischreden 1.Band Weimar Hermann Boehlaus Nachfolger 1912.

■参考文献■参考文献

授業の中で指示する
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（宗教改革史）

■テーマ■テーマ

マルチン・ルターの卓上語録を読む‐その3

■講義内容■講義内容

ルターのワイマール版全集に収録された卓上語録(Tischreden)を原書で講読する

■達成目標■達成目標

（1）ルターのドイツ語が読めるようになる。
（2）独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.42
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第２回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.43
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.44
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第４回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.45
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第５回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.46
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第６回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.47
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第７回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.48
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第８回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.49
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第９回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.50
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第10回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.51
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第11回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.52
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第12回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.53
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第13回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.54
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第14回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.55
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第15回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.56
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点100点（毎回の授業における事前準備50％、授業時の発表内容50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語初級文法のマスター

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

D. Martin Luthers Werke, Kritische Ausgabe, Tischreden 1.Band Weimar Hermann Boehlaus Nachfolger 1912.

■参考文献■参考文献

授業の中で指示する
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（宗教改革史）

■テーマ■テーマ

マルチン・ルターの卓上語録を読む‐その4

■講義内容■講義内容

ルターのワイマール版全集に収録された卓上語録(Tischreden)を原書で講読する

■達成目標■達成目標

（1）ルターのドイツ語が読めるようになる。
（2）独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.57
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第２回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.58
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.59
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第４回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.60
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第５回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.61
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第６回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.62
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第７回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.63
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第８回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.64
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第９回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.65
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第10回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.66
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第11回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.67
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第12回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.68
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第13回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.69
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第14回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.70
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

第15回 【事前学修】　指定されたテキストを読み不明な語句を辞書等で調べる
【授業内容】　テキストS.71
【事後学修】　授業を振り返り私訳を作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点100点（毎回の授業における事前準備50％、授業時の発表内容50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語初級文法のマスター

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

D. Martin Luthers Werke, Kritische Ausgabe, Tischreden 1.Band Weimar Hermann Boehlaus Nachfolger 1912.

■参考文献■参考文献

授業の中で指示する
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（近・現代キリスト教思想史）

■テーマ■テーマ

初期ドイツ・ロマン派における「愛」と「結婚」の倫理－シュライアマハーとエレオノーレ・グルーノーの事例を中心に
　その１

■講義内容■講義内容

エレオノーレ宛シュライアマハー書簡の原文講読

■達成目標■達成目標

①初期ドイツロマン派の特徴を、倫理観の面から説明できる。
②シュライアマハーとエレオノーレの関係の特異性を、ドイツロマン派の同時代人との比較で説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ドイツロマン派のについて事典や資料集により基礎的な知識を得ておく。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第２回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1260,1262の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第３回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1276の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第４回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1283の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第５回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1286,1293の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第６回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1297,1311の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第７回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1319の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第８回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1322の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第９回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1327の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第10回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1336の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第11回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1347の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第12回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1351の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第13回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1363の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第14回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1381の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第15回 【事前学修】　これまでに読んだ書簡を再読し、ポイントを整理しておく。
【授業内容】　まとめとふり返り
【事後学修】　この演習全体を振り返り、不明な点があればノートに書きだし、オフィスアワー等で質問し期末
レポート作成の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小レポート13回（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語の基礎文法を修了していること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

F.Schleiermacher, Kritische Gesamtausgabe V.Abt. Bd.6
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■参考文献■参考文献

『哲学・思想事典』岩波書店1998年、『キリスト教神学事典』教文館1995年、A.E.マクグラス編『キリスト教神学資料
集』〈上〉〈下〉キリスト新聞社2007年
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（近・現代キリスト教思想史）

■テーマ■テーマ

初期ドイツ・ロマン派における「愛」と「結婚」の倫理－シュライアマハーとエレオノーレ・グルーノーの事例を中心に
　その２

■講義内容■講義内容

エレオノーレ宛シュライアマハー書簡及び、フリードリヒ・シュレーゲル『ルチンデ』を弁護したシュライアマハーの書
簡体作品[VB]の原文講読

■達成目標■達成目標

①初期ドイツロマン派の特徴を、倫理観の面から説明できる。
②シュライアマハーとエレオノーレの関係の特異性を、ドイツロマン派の同時代人との比較で説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ドイツロマン派のについて事典や資料集により基礎的な知識を得ておく。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第２回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1390の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第３回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1392の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第４回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1402の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第５回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1403の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第６回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1405の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第７回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1417の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第８回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1451の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第９回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1453の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第10回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　書簡1534の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第11回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　[VB]S.143-146の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第12回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　[VB]S.146-148の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第13回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　[VB]S.149-153の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第14回 【事前学修】　授業で扱う書簡を事前に読んで私訳を作成する。
【授業内容】　[VB]S.154-159の講読
【事後学修】　演習内容を小レポートにまとめ次回提出できるようにしておく。

第15回 【事前学修】　これまでに読んだ書簡を再読し、ポイントを整理しておく。
【授業内容】　まとめとふり返り
【事後学修】　この演習全体を振り返り、不明な点があればノートに書きだし、オフィスアワー等で質問し期末
レポート作成の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小レポート13回（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語の基礎文法を修了していること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

F.Schleiermacher, Kritische Gesamtausgabe V.Abt. Bd.6
F.Schleiermacher, Kritische Gesamtausgabe I.Abt. Bd.3[VB]

■参考文献■参考文献

『哲学・思想事典』岩波書店1998年、『キリスト教神学事典』教文館1995年、A.E.マクグラス編『キリスト教神学資料
集』〈上〉〈下〉キリスト新聞社2007年
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（近・現代キリスト教思想史）

■テーマ■テーマ

近代神学の祖シュライアマハーの宗教論(第4版)を読む

■講義内容■講義内容

キリスト教神学及び宗教学の古典であるシュライアマハー『宗教論』の最終版である第4版の第1講「弁明」を原書で読
む。

■達成目標■達成目標

(1) シュライアマハーの時代のドイツ語のスペルと現代ドイツ語のそれとの違いを認識できる。
(2) シュライアマハー『宗教論』の神学史的意義について説明することができる。
(3) 独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シュライアマハーについて図書館所蔵のレファレンス（キリスト教辞典、神学事典等）で調べて
おく。
【授業内容】　イントロダクション1－シュライアマハー『宗教論』について
【事後学修】　授業で配布された資料を読み直しておく

第２回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.14の講読
【事後学修】　授業内容を振り返り、私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.15の講読
【事後学修】　シュライアマハーの『宗教論』について小レポート(A4一枚800字程度)にまとめて次回の授業で提
出する(添削して返却する）

第４回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.16の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第５回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.17の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第６回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.18の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第７回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.19の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第８回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.20の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第９回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.21の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第10回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.22の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第11回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.23の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第12回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.24の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第13回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.25の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第14回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.26の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第15回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.27の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には以下の(a)(b)(c)の方法を用います。
( )は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基準

(a) 小レポート(①授業計画欄に明記:②達成目標(2):③30点:④記述の適切さ(50％)、字数の遵守(50％))
(b) 発表(①授業計画欄に明記:②達成目標(1)(2):③40点:④読解の正確さ(40％)、レジュメ内容の適切さ(40％)、発表時
間の遵守(20％)
(c) コミュニケーションシート(大福帳）(①毎回の授業終了時提出・添削の上次回授業時に返却:②達成目標(3）:③30
点:④授業内容に対応した質問や意見・主張の適切さ(70％)、適切な日本語表現(30％)

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語の初級文法をマスターしていること

■テキスト■テキスト

Friedrich Schleiermacher:Kritische Gesamtausgabe, Schriften und Entwuerfe Bd.12 Ueber die Religion. 4.Auflage

■参考文献■参考文献

相良守峯編『独和辞典』博友社 ISBN-13: 978-4826800013 (19世紀のドイツ語を読むためにこの辞典は必携です。古書等
で探してぜひ入手しておいてください。）
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川島　堅二

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（近・現代キリスト教思想史）

■テーマ■テーマ

近代神学の祖シュライアマハーの宗教論(第4版)を読む

■講義内容■講義内容

キリスト教神学及び宗教学の古典であるシュライアマハー『宗教論』の最終版である第4版の第5講「諸宗教について」を
原書で読む。

■達成目標■達成目標

(1） シュライアマハーの時代のドイツ語のスペルと現代ドイツ語のそれとの違いを認識できる。
(2） シュライアマハー『宗教論』の神学史的意義について説明することができる。
(3) 独和辞典を適切に使用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シュライアマハーについて図書館所蔵のレファレンス(キリスト教辞典、神学事典等)で調べてお
く。
【授業内容】　イントロダクション1－シュライアマハー『宗教論』について
【事後学修】　授業で配布された資料を読み直しておく

第２回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.250の講読
【事後学修】　授業内容を振り返り、私訳を作成する。

第３回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.251の講読
【事後学修】　シュライアマハーの『宗教論』について小レポート(A4一枚800字程度)にまとめて次回の授業で提
出する(添削して返却する）

第４回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.252の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第５回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.253の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第６回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.254の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第７回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.255の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第８回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.256の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第９回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.257の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第10回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.258の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第11回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.259の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第12回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.260の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第13回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.261の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第14回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.262の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する

第15回 【事前学修】　指示されたテキストを事前に読み、不明な語句を辞書等で調べておく。
【授業内容】　テキストS.263の講読
【事後学修】　授業内容を踏まえて発表者は私訳を訂正する。それ以外の学生は当該箇所の和文要旨を作成する
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には以下の(a)(b)(c)の方法を用います。
( )は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基準

(a) 小レポート(①授業計画欄に明記:②達成目標(2):③30点:④記述の適切さ(50％)、字数の遵守(50％))
(b) 発表(①授業計画欄に明記:②達成目標(1)(2):③40点:④読解の正確さ(40％)、レジュメ内容の適切さ(40％)、発表時
間の遵守(20％)
(c) コミュニケーションシート(大福帳）(①毎回の授業終了時提出・添削の上次回授業時に返却:②達成目標(3）:③30
点:④授業内容に対応した質問や意見・主張の適切さ(70％)、適切な日本語表現(30％)

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ドイツ語の初級文法をマスターしていること

■テキスト■テキスト

Friedrich Schleiermacher:Kritische Gesamtausgabe, Schriften und Entwuerfe Bd.12 Ueber die Religion. 4.Auflage

■参考文献■参考文献

相良守峯編『独和辞典』博友社 ISBN-13: 978-4826800013 (19世紀のドイツ語を読むためにこの辞典は必携です。古書等
で探してぜひ入手しておいてください。）
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（ヨーロッパ中世社会の構造）

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ社会の研究 1

■講義内容■講義内容

中世ヨーロッパ社会の諸問題を扱う欧米の著作・論文を取り上げ、その正確な内容の理解および検討を行い、修士論文作
成の基盤となる研究史の整理を行う。

■達成目標■達成目標

①欧語文献読解の技術を習得した上で、それを使用することができる。
②修士論文作成の技術を習得した上で、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分自身の研究の方向性を確認しておくこと。現段階における研究報告の準備をしておくこと。
【授業内容】　講義の進め方
【事後学修】　研究の方向性および欧語文法の基礎知識を確認すること。

第２回 【事前学修】　現段階における研究報告の準備。
【授業内容】　研究報告
【事後学修】　報告の結果を踏まえて、研究の方向性について再考すること。

第３回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた上で、研究の方向性を再確認すること。さらに、研究を進展させるために
重要だと思われる欧語研究文献を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究の方向性
【事後学修】　研究の進展のためにはどのような年代記史料が必要であるのかについて、再確認すること。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読①
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第５回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読②
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読③
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読④
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読⑤
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読⑥
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読⑦
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　欧語研究文献の精読⑧
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究史の整理と問題点の発見①
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究史の整理と問題点の発見②
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き欧語研究文献の精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究史の整理と問題点の発見③
【事後学修】　読み進めた箇所までの欧語研究文献の訳についての復習・確認。欧語文法の再確認。

第15回 【事前学修】　これまで読み進めてきた欧語研究文献からどのような重要な情報を得ることができたのか、熟考
しておくこと。
【授業内容】　研究史の整理と問題点の発見④
【事後学修】　これまで読み進めてきた欧語研究文献からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確
認しておくこと。また、他にはどのような研究文献が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、研究資料の内容を正しく把握しているか否か
（30％）、適切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内で相談の上、確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（ヨーロッパ中世社会の構造）

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ社会の研究 2

■講義内容■講義内容

中世ヨーロッパ社会の諸問題を扱う一次史料の調査・収集を行い、それを読解する。また、これらの過程において、修士
論文作成の上で必要な技術を習得する。

■達成目標■達成目標

①欧語文献読解の技術を習得した上で、それを使用することができる。
②修士論文作成の技術を習得した上で、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究の方向性を確認した上で、修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情
報を収集すること。
【授業内容】　一次史料の調査①
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第２回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査②
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第３回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査③
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第４回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査④
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第５回 【事前学修】　収集した一次史料の精読を進めておくこと
【授業内容】　一次史料の精読①
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読②
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読③
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読④
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑤
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑥
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑦
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑧
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。
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第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑨
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑩
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第15回 【事前学修】　これまでに読み進めた史料から、修士論文作成上で重要だと思われる箇所をまとめておくこと。
【授業内容】　総括―一次史料の分析から見えたものの確認―
【事後学修】　これまで読み進めてきた一次史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認し
ておくこと。また、他にはどのような史・資料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて、相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（ヨーロッパ中世社会の構造）

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ社会の研究 3

■講義内容■講義内容

研究テーマに即した一次史料の読解・分析を行う。

■達成目標■達成目標

①欧語文献読解の技術を習得した上で、それを使用することができる。
②修士論文作成の技術を習得した上で、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究の方向性を確認した上で、修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情
報を収集すること。
【授業内容】　一次史料の調査①
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第２回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査②
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第３回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査③
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第４回 【事前学修】　修士論文を作成するために重要だと思われる一次史料に関する情報（所蔵調査などを含む）を収
集すること。
【授業内容】　一次史料の調査④
【事後学修】　調査した一次史料に関する情報を整理しておくこと。

第５回 【事前学修】　収集した一次史料の精読を進めておくこと
【授業内容】　一次史料の精読①
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読②
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読③
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読④
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑤
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑥
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑦
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑧
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。
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第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑨
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き一次史料の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上
で重要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　一次史料の精読⑩
【事後学修】　読み進めた箇所までの一次史料の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だ
と思われる箇所の再確認。

第15回 【事前学修】　これまでに読み進めた史料から、修士論文作成上で重要だと思われる箇所をまとめておくこと。
【授業内容】　総括―一次史料の分析から見えたものの確認―
【事後学修】　これまで読み進めてきた一次史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認し
ておくこと。また、他にはどのような史・資料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて、相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（ヨーロッパ中世社会の構造）

■テーマ■テーマ

中世ヨーロッパ社会の研究 4

■講義内容■講義内容

研究テーマに即した一次史料の読解・分析を行う。

■達成目標■達成目標

①欧語文献読解の技術を習得した上で、それを使用することができる。
②修士論文作成の技術を習得した上で、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究史のまとめを意識して、現段階における研究報告の準備をしておくこと。および、未読なが
らも重要だと思われる研究論文（二次文献）をセレクトしておき、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―研究史の再検討①―
【事後学修】　研究の方向性の妥当性の再確認。

第２回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き文献の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―研究史の再検討②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第３回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き文献の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―研究史の再検討③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き文献の精読を進めておくこと。および、修士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―研究史の再検討④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、修士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第５回 【事前学修】　研究史を全体的に再検証しておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論展開の再検討①―
【事後学修】　研究史全体をまとめておくこと。

第６回 【事前学修】　修士論文の構想について、全体的な論展開を確認しておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論展開の再検討②―
【事後学修】　修士論文全体の論展開を再確認しておくこと。

第７回 【事前学修】　第 1 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論展開の再検討③―
【事後学修】　第 1 章の内容を再吟味しておくこと。

第８回 【事前学修】　第 2 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論展開の再検討④―
【事後学修】　第 2 章の内容を再吟味しておくこと。

第９回 【事前学修】　第 3 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討①―
【事後学修】　第 3 章の内容を再吟味しておくこと。

第10回 【事前学修】　修士論文作成上で、全体的に必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討②―
【事後学修】　修士論文全体的に、史料の漏れおよび使用方法の妥当性を再確認すること。

第11回 【事前学修】　第 1 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討③―
【事後学修】　第 1 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第12回 【事前学修】　第 2 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討④―
【事後学修】　第 2 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第13回 【事前学修】　第 3 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論の整合性の再検討①―
【事後学修】　第 3 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第14回 【事前学修】　これまでの学習を踏まえて、修士論文の全体構想を再チェックしておくこと。
【授業内容】　修士論文の作成に向けて―論の整合性の再検討②―
【事後学修】　修士論文全体構想の再確認。

第15回 【事前学修】　これまでの学習を踏まえて、修士論文の全体構想を再チェックしておくこと。
【授業内容】　総括―修士論文の全体像の再確認―
【事後学修】　修士論文全体構想の再確認、および修士論文の完成。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて、相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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楠　義彦、櫻井　康人

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（ヨーロッパ近世社会の構造）

■テーマ■テーマ

宗教改革時代と魔女

■講義内容■講義内容

宗教改革時代に存在したさまざまな信仰集団とともに魔女の歴史的意味を学習する。

■達成目標■達成目標

魔女の存在がいかに当時の社会にとって重要であったかをノートを見ながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　魔女に関する日本語の著作を検索しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Introduction
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Medieval Heresy and the Witches' Sabbat
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Heresy and Witchcraft in the Sixteenth Century
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptists and Popular Culture
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptists and the Devil
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptists : Saints or Demons?
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptist Anticlericalism
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Catholic Propaganda : The Anabaptists as the Devil’s Minions
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Lutherans， Exorcism， and Possessed Infants
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Calvinist Propaganda : All the Devils of Hell Have Been Loosed?
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Conclusion
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptists in the Interrogation Room
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Persecution of Anabaptists and Witches : Broad Patters
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Namur
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（楠担当のもの）

■テキスト■テキスト

Gary K. Waite， Eradicating the Devil’s Minions， Toronto U.P， 2007. 第 1-3 章

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦、櫻井　康人

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（ヨーロッパ近世社会の構造）

■テーマ■テーマ

宗教改革時代と魔女

■講義内容■講義内容

「ヨーロッパ文化史演習Ⅰ」を受けて、宗教改革時代に存在したさまざまな信仰集団とともに魔女の歴史的意味を学習す
る。

■達成目標■達成目標

魔女の存在がいかに当時の社会にとって重要であったかをノートを見ながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　魔女に関する文献を検索し、可能な限り目を通しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Demonologists and Rebaptism
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Persecution of Anabaptists in the Southern Netherlands
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Bruges
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Ghent
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Kortrijk
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Brabant
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Conclusion
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Judicial Overlap
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Strasbourg :The Demonizing of Atheists?
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Nocturnal Anabaptist Meeting and the Sabbat in the Holy Roman Empire
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Ecclesiastical Visitations， Anabaptism， and Superstition in Southwestern Germany
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptists and the Witch Panic of Wiesensteig， 1562
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Thuringian Anabaptists and Witches
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Prosecution of Anabaptists and Witches in Hesse
【事後学修】　テキストの内容を要約し復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ（楠担当のもの）

■テキスト■テキスト

Gary K. Waite， Eradicating the Devil’s Minions， Toronto U.P， 2007. 第 4 章以降
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦、櫻井　康人

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（ヨーロッパ近世社会の構造）

■テーマ■テーマ

近世ヨーロッパにおける宗教改革

■講義内容■講義内容

「ヨーロッパ文化史演習Ⅰ・Ⅱ」を受けて、宗教改革の歴史的意味を多角的に学習する。

■達成目標■達成目標

宗教改革についてノートを見ながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　宗教改革に対する理解について自分なりに整理しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation and the End of the World
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation Event
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Luther， the Devil， and the End of the World
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Popular Reformation and Revolt
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anabaptism
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Northern Anabaptism and the End of the World
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Post-Muenster Anabaptism
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Women and the Popular Reformation
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation in England
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Mature Luther and the Devil
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Religious Warfare
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Heresy， Doubt， and Demonizing the Other
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Quest for a Godly Realm
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Spiritualism and Religious Tolerance
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ（楠担当のもの）

■テキスト■テキスト

Gary K. Waite， Heresy， Magic， and Witchcraft in Early Modern Europe， Macmillan， 2003.

■参考文献■参考文献

随時指示する。

ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 294 -



ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 295 -



楠　義彦、櫻井　康人

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（ヨーロッパ近世社会の構造）

■テーマ■テーマ

近世ヨーロッパにおける宗教改革

■講義内容■講義内容

「ヨーロッパ文化史演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を受けて、宗教改革の歴史的意味を多角的に学習する。

■達成目標■達成目標

宗教改革についてノートを見ながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Devil and Antichrist in the Sixteenth Century
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation and Anti-Semitism
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Devil in the New World
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Devil and Confessional Conflict
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Changing Role of the Dead
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anti-Protestant Propaganda
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Anti-Anabaptist Propaganda
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Lutherans， Calvinists， and Possessed Infants
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Suppressing Atheists
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation， Magic， and Witchcraft
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation， Magic， and Science
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Paracelsus
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Reformation and Witchcraft
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Johann Weyer and Jean Bodin
【事後学修】　テキストの内容の要約をし、復習しておく。
※【事前学修】宗教改革に関する一般的理解を整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ（楠担当のもの）

■テキスト■テキスト

Gary K. Waite， Heresy， Magic， and Witchcraft in Early Modern Europe， Macmillan， 2003.
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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杵淵　文夫、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（ヨーロッパ近代史の構造）

■テーマ■テーマ

世界システム分析への誘い

■講義内容■講義内容

世界システム分析は、資本主義世界経済の歴史を、諸国家・諸地域のグローバルな商品連鎖の空間性と、国際分業におけ
る中核・周辺という階層性に着目しつつ解き明かすアプローチである。こうした視角は、経済のグローバル化が進展し、
その行く末について議論が深まるなかでますます重要となってきている。本講義では、そうした世界システム分析の基礎
的な考え方を学ぶ。

■達成目標■達成目標

①世界システム分析の基礎を学び、広い歴史的視野を身につけることができる。
②歴史を、諸国家・諸地域が織りなす関係史として把握できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　資本主義経済の発展の歴史的過程について調べてくる。
【授業内容】　ガイダンス（授業テーマ、授業目標、授業内容、準備物、評価方法など）
【事後学修】　配付テキストを精読し、全体の構成と概要を確認する。

第２回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　世界システムとは何か
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　近代とはいかなる時代か
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　「資本主義」の固有性
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　世界システムと国家
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　社会運動―世界システムへの抵抗
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　イデオロギーと文化―システムを支えるもの
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　システムの移行
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　「新」国際分業の時代
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　国際分業からグローバル化へ
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　反グローバリズムの高まり
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　世界システムと南北格差
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　エコロジーからみた世界システム
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　アジア太平洋経済圏の興隆
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　世界システムの転移と現代
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、授業中の議論（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
１　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
２　授業中の議論：発表内容及びテキストについて、論点を明確にして議論を行う。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（各回3-4点配点）
　　【評価ポイント】テキスト理解の適切さ（50％）、論理性（50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストの指定された範囲を熟読した上で授業に出席すること。

■テキスト■テキスト

山田信行（2012）『世界システムという考え方―批判的入門』世界思想社。

■参考文献■参考文献

適宜、授業中に指示する。
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杵淵　文夫、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（ヨーロッパ近代史の構造）

■テーマ■テーマ

世界システム分析への誘い

■講義内容■講義内容

世界システム分析は、資本主義世界経済の歴史を、諸国家・諸地域のグローバルな商品連鎖の空間性と、国際分業におけ
る中核・周辺という階層性に着目しつつ解き明かすアプローチである。こうした視角は、経済のグローバル化が進展し、
その行く末について議論が深まるなかでますます重要となってきている。本講義では、その提唱者であるI. ウォーラステ
インの古典『近代世界システム』を読み、世界システム分析の理解を深める。

■達成目標■達成目標

①世界システム分析の基礎を学び、広い歴史的視野を身につけることができる。
②歴史を、諸国家・諸地域が織りなす関係史として把握できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　輪読文献を準備し、あらかじめ目を通す。
【授業内容】　ガイダンス―世界システム分析の意義
【事後学修】　配付テキストを精読し、全体の構成と概要を確認する。

第２回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　近代への序曲
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　新たなヨーロッパ分業体制の確立―1450 年頃から 1640 年頃まで
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　絶対王政と国家機構の強化
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　セビーリャからアムステルダムへ
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　強力な中核諸国家
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　ヨーロッパ世界経済―その周辺と外部世界
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　資本主義の「世界経済」
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　17 世紀の「危機」
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　収縮局面
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　オランダのヘゲモニー
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　中核における抗争
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　低成長期における周辺諸地域
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　岐路に立つ半周辺
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　中核地域における抗争―第二の局面 1689 年から 1763 年まで
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、授業中の議論（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
１　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
２　授業中の議論：発表内容及びテキストについて、論点を明確にして議論を行う。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（各回3-4点配点）
　　【評価ポイント】テキスト理解の適切さ（50％）、論理性（50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自テキストに目を通しておくこと。

■テキスト■テキスト

I. ウォーラーステイン（川北稔訳）（2013）『近代世界システムⅠ　農業資本主義と「ヨーロッパ世界経済」の成立』名
古屋大学出版会。
I. ウォーラーステイン（川北稔訳）（2013）『近代世界システムⅡ　重商主義と「ヨーロッパ世界経済」の凝集 1600-
1750』名古屋大学出版会。

■参考文献■参考文献

適宜、授業中に指示する。
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杵淵　文夫、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（ヨーロッパ近代史の構造）

■テーマ■テーマ

世界システム分析への誘い

■講義内容■講義内容

世界システム分析は、資本主義世界経済の歴史を、諸国家・諸地域のグローバルな商品連鎖の空間性と、国際分業におけ
る中核・周辺という階層性に着目しつつ解き明かすアプローチである。こうした視角は、経済のグローバル化が進展し、
その行く末について議論が深まるなかでますます重要となってきている。本講義では、その提唱者であるI. ウォーラステ
インの古典『近代世界システム』を読み、世界システム分析の理解を深める。授業実施形態について、本授業は対面授業
として行う。

■達成目標■達成目標

①世界システム分析の基礎を学び、広い歴史的視野を身につけることができる。
②歴史を、諸国家・諸地域が織りなす関係史として把握できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　輪読文献を準備し、あらかじめ目を通す。
【授業内容】　ガイダンス―産業革命から第一次大戦までの概観
【事後学修】　配付テキストを精読し、全体の構成と概要を確認する。

第２回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　産業革命とは何か
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　大西洋革命論
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　中核部における抗争の第三局面―1763 年から 1815 年まで
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　四地域の世界システムへの組み込み
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　オスマンとヨーロッパ
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　アメリカ独立革命
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　南北アメリカにおける定住植民地の解放
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　イデオロギーとしての中道自由主義
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　自由主義国家の建設
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　中道自由主義国家の確立
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　自由貿易帝国の形成
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　フランス革命と市民権の概念
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　自由主義国家の市民
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　社会科学としての自由主義
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、授業中の議論（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
　授業中の議論：発表内容及びテキストについて、論点を明確にして議論を行う。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（各回3-4点配点）
　　【評価ポイント】テキスト理解の適切さ（50％）、論理性（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自テキストに目を通しておくこと。

■テキスト■テキスト

I. ウォーラーステイン（川北稔訳）（2013）『近代世界システムⅢ　「資本主義的世界経済」の再拡大 1730s-1840s』名
古屋大学出版会。
I. ウォーラーステイン（川北稔訳）（2013）『近代世界システムⅣ　中道自由主義の勝利1789-1914』名古屋大学出版
会。

■参考文献■参考文献

適宜、授業中に指示する。

ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 303 -



杵淵　文夫、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（ヨーロッパ近代史の構造）

■テーマ■テーマ

世界システム分析とアジア

■講義内容■講義内容

世界システム分析は、資本主義世界経済の歴史を、諸国家・諸地域のグローバルな商品連鎖の空間性と、国際分業におけ
る中核・周辺という階層性に着目しつつ解き明かすアプローチである。近年の世界システム分析は、アジア太平洋経済圏
の興隆とともに、アジア、とりわけ中国の覇権の趨勢について興味関心が集まっている。本講義では、中国覇権論の代表
的な論者であるアリギの議論を中心に、世界システムにおけるアジアの問題を考える。

■達成目標■達成目標

①世界システム分析の観点から、広い歴史的視野を身につけることができる。
②アジアの台頭という歴史的事象を、諸国家・諸地域との関係において理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　輪読文献を準備し、あらかじめ目を通す。
【授業内容】　ガイダンス―リオリエント以後の世界システム論
【事後学修】　配付テキストを精読し、全体の構成と概要を確認する。

第２回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　デトロイトのマルクスと北京のスミス
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　アダム・スミスの歴史社会学
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　マルクス、シュンペーター、そして資本と権力の「終わりなき」蓄積
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバルな乱流の経済学
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバルな乱流の社会的ダイナミズム
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　ヘゲモニーの危機
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　ヘゲモニーなき支配
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　史的資本主義の領土的論理
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　「平和的台頭」の挑戦
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　国家、市場、資本主義、そして東と西
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　中国台頭の起源とダイナミズム
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　日本はなぜヘゲモニー国家にならなかったのか？
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　世界システム論とアジア
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

第15回 【事前学修】　テキストの指定された範囲を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　現代ヘゲモニー論の諸相
【事後学修】　授業中の議論にもとづいてテキストを読み直し、ノートに整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％）、授業中の議論（40％）、無断欠席は減点対象となる。
評価基準の詳細は以下の通りである。
　発表：テキスト内容をレジュメ等の資料にまとめて発表する。
　　【達成目標】①、②　【配点】60点（輪番で担当）
　　【評価ポイント】テキスト内容の理解度（50％）、レジュメの内容（50％）
　授業中の議論：発表内容及びテキストについて、論点を明確にして議論を行う。
　　【達成目標】①、②　【配点】40点（各回3-4点配点）
　　【評価ポイント】テキスト理解の適切さ（50％）、論理性（50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自テキストに目を通しておくこと。

■テキスト■テキスト

ジョヴァンニ・アリギ（中山智香子監訳）（2011）『北京のアダム・スミス―21 世紀の諸系譜』作品社。

■参考文献■参考文献

適宜、授業中に指示する。
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渡辺　昭一、杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（ヨーロッパ現代史の構造）

■テーマ■テーマ

イギリス帝国の成立、展開、崩壊過程の研究（1）

■講義内容■講義内容

イギリス帝国の成立から崩壊までの過程について、公式帝国のみならず非公式帝国を視野に入れて、グローバルな支配に
関する資料収集と分析の方法を研究する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

イギリスの内政と外政の両面から、資本主義的世界体制の展開過程について理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。卒論の内容を整理しておく。
【授業内容】　演習の進め方の説明
【事後学修】　打ち合わせ後に課題を確認して次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（5）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　資料分析の方法（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　資料分析の方法（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　史料分析の方法（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　史料分析の方法（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　これまでの検討結果をまとめる。
【授業内容】　実習の成果報告
【事後学修】　これまでまとめてきた内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。

ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 307 -



渡辺　昭一、杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（ヨーロッパ現代史の構造）

■テーマ■テーマ

イギリス帝国の成立、展開、崩壊過程の研究（2）

■講義内容■講義内容

イギリス帝国の成立から崩壊までの過程について、公式帝国のみならず非公式帝国を視野に入れて、グローバルな支配に
関する資料収集と分析の方法を研究する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

イギリスの内政と外政の両面から、資本主義的世界体制の展開過程について理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　演習Ⅰのまとめを確認する。
【授業内容】　演習の進め方の説明
【事後学修】　講義中の指示を確認し、次の準備を行う。

第２回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（5）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（6）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（7）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（8）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（9）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（10）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（11）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（12）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（13）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　演習成果をまとめる。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（14）
【事後学修】　演習の成果をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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渡辺　昭一、杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（ヨーロッパ現代史の構造）

■テーマ■テーマ

修士論文作成のための資料収集と解読方法

■講義内容■講義内容

課題とするテーマについての資料読解を検討する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

修士論文の課題を設定し、それに必要な文献収集・解読を習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　演習Ⅰおよび演習Ⅱの成果を確認する。
【授業内容】　演習の進め方の説明
【事後学修】　演習打ち合わせ内容を確認し、次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題設定方法（1）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題設定方法（2）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題設定方法（3）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（1）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（2）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（3）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（4）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（5）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（6）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（7）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（8）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料読解（9）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料の概要をまとめる。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料解題の作成方法（1）
【事後学修】　演習の結果を整理して、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　修士論文に利用する資料群を確認する。
【授業内容】　修士論文の課題に関する資料解題の作成方法（2）
【事後学修】　修士論文作成の技術方法をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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渡辺　昭一、杵淵　文夫

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（ヨーロッパ現代史の構造）

■テーマ■テーマ

修士論文作成のための資料収集と解読方法

■講義内容■講義内容

課題とするテーマについての史料読解を検討する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

修士論文の課題を設定し、それに必要な文献収集・解読方法を習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの確認。これまでの修士論文に必要なデータの確認。
【授業内容】　演習の進め方の説明事
【事後学修】　演習中の指示を確認し、次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（1）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（2）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（3）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（4）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（5）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（6）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（7）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（8）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（9）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料の予習をする。
【授業内容】　修士論文の課題に関する史料読解（10）
【事後学修】　史料読解の内容を整理して、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　修士論文のレジュメを準備する。
【授業内容】　修士論文の論文構成（1）
【事後学修】　問題点を整理して、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　修士論文のレジュメを準備する。
【授業内容】　修士論文の論文構成（2）
【事後学修】　問題点を整理して、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　修士論文のレジュメを準備する。
【授業内容】　修士論文の論文構成（3）
【事後学修】　修士論文の構成と内容を整理する。

第15回 【事前学修】　修士論文の概要をまとめておく。
【授業内容】　修士論文作成上の留意点の検討
【事後学修】　提出方法など技術的な点を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。

ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 312 -



■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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ヨーロッパ文化史専攻
博士後期課程

文学研究科

講 義 内 容



吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教文献の研究I

■講義内容■講義内容

ギリシア語ないしラテン語で記された初期キリスト教著述家の著作の検討を通じて、初期キリスト教の思想の成立と発展
の過程を明らかにする。研究テーマに関する著作・論文を検討し、博士論文の作成のための研究史を概観する。

■達成目標■達成目標

① 初期キリスト教文献に関する研究論文の読解の技術を習得する。
② 博士論文作成の技術を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選ぶ。
【授業内容】 授業の進め方
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第２回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 研究文献の紹介
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第３回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（1）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第４回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（2）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第５回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（3）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第６回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（4）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第７回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（5）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第８回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（6）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第９回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（7）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第10回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（8）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第11回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（9）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第12回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（10）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第13回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（11）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第14回 【事前学修】研究テーマに関連する研究史についてまとめておく。
【授業内容】 研究史のまとめ
【事後学修】 研究史についてまとめておく。

第15回 【事前学修】 研究成果について報告できるように準備する。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 成果報告のまとめをしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史概論III、キリスト教思想・文化史研究I、II

■テキスト■テキスト

授業内で提示する。
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■参考文献■参考文献

授業内で呈示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教文献の研究II

■講義内容■講義内容

ギリシア語ないしラテン語で記された初期キリスト教著述家の著作の検討を通じて、初期キリスト教の思想の成立と発展
の過程を明らかにする。テーマに関する著作の原典講読を行い、博士論文の作成のための準備をする。

■達成目標■達成目標

① 古代キリスト教に関する文献講読の技術を習得する。
② 博士論文作成の技術を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（1）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第２回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（2）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第３回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（3）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第４回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（4）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第５回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（5）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第６回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（6）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第７回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（7）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第８回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（8）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第９回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（9）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第10回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（10）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第11回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（11）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第12回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（12）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第13回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（13）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第14回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（14）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第15回 【事前学修】 成果報告を作成する。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 研究成果のまとめをする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史研究I、II

■テキスト■テキスト

授業内で提示する。
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■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教文献の研究III

■講義内容■講義内容

ギリシア語ないしラテン語で記された初期キリスト教著述家の著作の検討を通じて、初期キリスト教の思想の成立と発展
の過程を明らかにする。研究テーマに関する著作・論文を検討し、博士論文の作成のための研究史を概観する。

■達成目標■達成目標

① 初期キリスト教文献に関する研究論文の読解の技術を習得する。
② 博士論文作成の技術を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 授業の進め方
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第２回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 研究文献の紹介
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第３回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（1）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第４回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（2）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第５回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（3）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第６回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（4）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第７回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（5）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第８回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（6）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第９回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（7）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第10回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（8）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第11回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（9）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第12回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（10）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第13回 【事前学修】 研究テーマに関連した研究論文を選び、該当箇所を読んでおく。
【授業内容】 文献講読（11）
【事後学修】 研究論文の該当箇所の復習をしておく。

第14回 【事前学修】 研究テーマに関連する研究史についてまとめておく。
【授業内容】 研究史のまとめ
【事後学修】 研究史についてまとめておく。

第15回 【事前学修】 研究成果について報告できるように準備する。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 成果報告のまとめをしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史研究I、II

■テキスト■テキスト

授業内で提示する。
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■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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吉田　新

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

初期キリスト教文献の研究IV

■講義内容■講義内容

ギリシア語ないしラテン語で記された初期キリスト教著述家の著作の検討を通じて、キリスト教の思想の成立と発展の過
程を明らかにする。テーマに関する著作の原典講読を行い、博士論文の作成のための
準備をする。

■達成目標■達成目標

①　古代キリスト教に関する文献講読の技術を習得する。
②　博士論文作成の技術を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（1）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第２回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（2）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第３回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（3）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする

第４回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（4）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第５回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（5）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第６回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（6）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第７回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（7）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第８回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（8）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第９回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（9）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第10回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（10）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第11回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（11）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第12回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（12）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第13回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（13）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第14回 【事前学修】 研究テーマに関する原典テクストの予習をしておく。
【授業内容】 原典講読（14）
【事後学修】 原典テクストの該当箇所の復習をする。

第15回 【事前学修】 成果報告を作成する。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 研究成果のまとめをする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）によって総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

キリスト教思想・文化史研究I、II

■テキスト■テキスト

授業内で提示する。
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■参考文献■参考文献

授業内で提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

初期中世ヨーロッパにおける国家と教会 1

■講義内容■講義内容

メロヴィング期からカロリング期にかけてフランク王国とキリスト教がどのような形で融合していくのかという点につい
て、一次史料（年代記史料）を用いながら検討する。

■達成目標■達成目標

①ヨーロッパ社会の形成過程を把握し、それについて説明することができる。
②初期中世ヨーロッパ社会の構造的特質を把握し、それについて説明することができる。
③ラテン語史料読解の技術を習得し、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分自身の研究の方向性を確認しておくこと。現段階における研究報告の準備をしておくこと。
ラテン語の基礎文法の再確認をしておくこと。
【授業内容】　講義の進め方
【事後学修】　研究の方向性およびラテン語文法の基礎知識を確認すること。

第２回 【事前学修】　現段階における研究報告の準備。
【授業内容】　研究報告
【事後学修】　報告の結果を踏まえて、研究の方向性について再考すること。

第３回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた上で、研究の方向性を再確認すること。さらに、研究を進展させるために
重要だと思われる年代記史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究の方向性
【事後学修】　研究の進展のためにはどのような年代記史料が必要であるのかについて、再確認すること。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第５回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑤―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑥―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑦―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑧―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑨―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑩―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑪―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第15回 【事前学修】　これまで読み進めてきた年代記史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、熟考し
ておくこと。
【授業内容】　小括―年代記史料から見えるもの―
【事後学修】　これまで読み進めてきた年代記史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認
しておくこと。また、他にはどのような史料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ラテン語文法を習得しておくこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内で相談の上、確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

初期中世ヨーロッパにおける国家と教会 1

■講義内容■講義内容

メロヴィング期からカロリング期にかけてフランク王国とキリスト教がどのような形で融合していくのかという点につい
て、一次史料（勅書・証書・書簡）を用いながら検討する。

■達成目標■達成目標

①ヨーロッパ社会の形成過程を把握し、それについて説明することができる。
②初期中世ヨーロッパ社会の構造的特質を把握し、それについて説明することができる。
③ラテン語史料読解の技術を習得し、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる勅書史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第２回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第３回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第５回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる証書史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書⑤―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書⑥―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第11回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる書簡史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第15回 【事前学修】　勅書・証書・書簡史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、熟考しておくこと。
【授業内容】　総括―史料から浮き彫りにされる初期中世ヨーロッパ社会の構造的特質―
【事後学修】　勅書・証書・書簡史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認しておくこ
と。また、他にはどのような史料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ラテン語文法を習得しておくこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義内にて相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

盛期中世ヨーロッパにおける国家と教会 1

■講義内容■講義内容

中世盛期（11 世紀から 13 世紀）における国家と教会の関係およびその変容について、一次史料（年代記史料）を用いな
がら検討する。

■達成目標■達成目標

①ヨーロッパ社会の発展過程を把握し、それについて説明することができる。
②盛期中世ヨーロッパ社会の構造的特質を把握し、それについて説明することができる。
③ラテン語史料読解の技術を習得し、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分自身の研究の方向性を確認しておくこと。現段階における研究報告の準備をしておくこと。
ラテン語の基礎文法の再確認をしておくこと。
【授業内容】　講義の進め方
【事後学修】　研究の方向性およびラテン語文法の基礎知識を確認すること。

第２回 【事前学修】　現段階における研究報告の準備。
【授業内容】　研究報告
【事後学修】　報告の結果を踏まえて、研究の方向性について再考すること。

第３回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた上で、研究の方向性を再確認すること。さらに、研究を進展させるために
重要だと思われる年代記史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究の方向性
【事後学修】　研究の進展のためにはどのような年代記史料が必要であるのかについて、再確認すること。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第５回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑤―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑥―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑦―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑧―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑨―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑩―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―年代記史料⑪―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第15回 【事前学修】　年代記史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、熟考しておくこと。
【授業内容】　小括―年代記史料から見えるもの―
【事後学修】　年代記史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認しておくこと。また、他
にはどのような史料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、史料の内容を正しく把握しているか否か（30％）、適
切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ラテン語文法を習得しておくこと。必ず予習・復習を行うこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内で相談の上、確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

盛期中世ヨーロッパにおける国家と教会 2

■講義内容■講義内容

中世盛期（11 世紀から 13 世紀）における国家と教会の関係およびその変容について、一次史料（勅書・証書・書簡）を
用いながら検討する。

■達成目標■達成目標

①ヨーロッパ社会の発展過程を把握し、それについて説明することができる。
②盛期中世ヨーロッパ社会の構造的特質を把握し、それについて説明することができる。
③ラテン語史料読解の技術を習得し、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる勅書史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第２回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第３回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―勅書④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第５回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる証書史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書⑤―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―証書⑥―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第11回 【事前学修】　研究を進展させるために重要だと思われる書簡史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。
【授業内容】　史料の精読―書簡④―
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。およびラテン語文法の再確認。

第15回 【事前学修】　勅書・証書・書簡史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、熟考しておくこと。
【授業内容】　総括―史料から浮き彫りにされる盛期中世ヨーロッパ社会の構造的特質―
【事後学修】　勅書・証書・書簡史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認しておくこ
と。また、他にはどのような史料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、研究資料の内容を正しく把握しているか否か
（30％）、適切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ラテン語文法を習得しておくこと。必ず予習・復習を行うこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

史料と研究方法 I

■講義内容■講義内容

イギリス本国での史料収集に資する事柄の諸基礎を学ぶ。

■達成目標■達成目標

①代表的な史料の種類について理解することができる。
②各自の専門研究に最適な史料について考えることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今までの自分の史料検索方法について整理しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Outline History and Sources for the Local Historian 前半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Outline History and Sources for the Local Historian 後半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， Contacts with archaeologists
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， Contacts with museums
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， Manuscripts and Printed Works
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， Prehistoric Period
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， Roman and Early Saxon Times
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Earliest times to 1066， The Later Saxon Era
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485 前半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485 後半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485， Contacts with archaeologists and Museums
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485， Manuscripts Sources
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485， General Books
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485， The Kings
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②専門研究との相互参照を常に行ってください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

John Campbell-Lease， A Companion to Lacal History Research， London， 1989.
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

史料と研究方法Ⅱ

■講義内容■講義内容

イギリス本国での史料収集に資する事柄の諸基礎を学ぶ。

■達成目標■達成目標

①代表的な史料の種類について理解することができる。
②各自の専門研究に最適な史料について考えることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今までの自分の史料検索方法について考えをまとめておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Conquest to 1485， Specialists Works
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714 前半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714 後半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714， Contacts with Archaeologists and Museums
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714， Manuscripts and Printed Works
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714， General Books
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714， The Kings and Queens
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1485 to 1714， Specialist books
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day 前半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day 後半
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day， Books and Other Printed Material
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day， Kings and Queens
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day， Biographies of Statemen
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　1714 to the present day， Specialist Works
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②専門研究との相互参照を常に行ってください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

John Campbell-Lease， A Companion to Local History Research， London， 1989.
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

史料と研究方法Ⅲ

■講義内容■講義内容

ヨーロッパ文化史演習Ⅰをさらに発展させ、イギリスに現存する史料の体系について学ぶ。

■達成目標■達成目標

自分の専門とするテーマについての史料の全体図について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヨーロッパ文化史演習Ⅰの内容を復習しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Basic Record Sources
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Chancery Records
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Charter Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Patent Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Close Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Liberate Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Fine Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Miscellaneous Chancery Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Inquisition Post Mortem
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Miscellaneous Inquisitions
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Domesday Book
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Pipe Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Red Book of the Exchequer
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②専門研究との相互参照を常に行ってください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

John Campbell-Lease，　A Companion to Local History Research， London， 1989.

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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楠　義彦

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

史料と研究方法Ⅳ

■講義内容■講義内容

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲをさらに発展させ、イギリスに現存する史料の体系について学ぶ。

■達成目標■達成目標

次年度以降の学位論文につながるように、自分の専門とするテーマについての史料の全体図について詳細に説明すること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヨーロッパ文化史演習Ⅲの内容を復習しておく。
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第２回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Ecclesiastical Records
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第３回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Curia Regis Rolls
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第４回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Assize Records
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第５回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， Feet of Fines
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第６回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Public Record Office， State Papers
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第７回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Royal Commission on Historical Manuscripts
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第８回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　The Victoria County History
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第９回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Place-names
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第10回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Field names
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第11回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Types of Surname
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第12回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Repositories of Local History
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第13回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Palaeography
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第14回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Heraldry and Local History
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

第15回 【事前学修】　当該部分のテキストの単語、用語を調べ、試訳をノートに書いておく。
【授業内容】　Buildings and Architecture
【事後学修】　テキストの内容を要約し、復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（90％）、議論での活躍度（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②専門研究との相互参照を常に行ってください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

John Campbell-Lease，　A Companion to Local History Research， London， 1989.
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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川島　堅二、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅰ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの

■テーマ■テーマ

イギリス帝国の成立、展開、崩壊過程の研究（1）

■講義内容■講義内容

イギリス帝国の成立から崩壊までの過程について、公式帝国のみならず非公式帝国を視野に入れて、グローバルな支配に
関する資料収集と分析の方法を研究する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

イギリスの内政と外政の両面から、資本主義的世界体制の展開過程について理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。卒論の内容を整理しておく。
【授業内容】　演習の進め方の説明
【事後学修】　打ち合わせ後に課題を確認して次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（邦語文献）（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料収集の説明（外国語文献）（5）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　資料分析の方法（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　資料分析の方法（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　史料分析の方法（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　史料分析の方法（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　これまでの検討結果をまとめる。
【授業内容】　実習の成果報告
【事後学修】　これまでまとめてきた内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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川島　堅二、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅱ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの

■テーマ■テーマ

イギリス帝国の成立、展開、崩壊過程の研究（2）

■講義内容■講義内容

イギリス帝国の成立から崩壊までの過程について、公式帝国のみならず非公式帝国を視野に入れて、グローバルな支配に
関する資料収集と分析の方法を研究する。
この講義は、「アクティブ・ラーニング科目」として、個別発表、デスカッションを重視して展開します。

■達成目標■達成目標

イギリスの内政と外政の両面から、資本主義的世界体制の展開過程について理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　演習Ⅰのまとめを確認する。
【授業内容】　演習の進め方の説明
【事後学修】　講義中の指示を確認し、次の準備を行う。

第２回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（1）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（2）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（3）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（4）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（5）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（6）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（7）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（8）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（9）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（10）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（11）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（12）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料に基づき予習をする。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（13）
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　演習成果をまとめる。
【授業内容】　イギリス帝国に関する資料読解（14）
【事後学修】　演習の成果をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点　報告内容（70 点）、発言応答（30 点）。
評価基準は、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

情報検索の方法をマスターしておくこと及び語学力を高めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近現代史関係の関連科目

■テキスト■テキスト

講義中に随時指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に随時指示する。
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川島　堅二、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅲ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの

■テーマ■テーマ

ヨーロッパ文化史分野での論文執筆

■講義内容■講義内容

ヨーロッパ文化史において論文を作成するための準備を行なう。そのために共同で文献を講読し、発表と討論を行う中
で、研究の基礎を学び、論文のテーマを決定してゆく。

■達成目標■達成目標

(1)論文執筆の方法学ぶことができる。(2)受講生各自の研究主題・領域を把握し、それを深化することができる。(3)卒業
論文作成に必要な資料の入手方法を習得することができる。(4)プレゼンテーション、ディスカッション能力を高めること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　ガイダンスと受講生、担当教員の紹介
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第２回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　研究と論文作成の方法(1)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第３回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　研究と論文作成の方法(2)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第４回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(1)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第５回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(2)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第６回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(3)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第７回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(4)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第８回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(5)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第９回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(6)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第10回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(7)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第11回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(8)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第12回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(9)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第13回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(10)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第14回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　発表と討論(11)
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第15回 【事前学修】　論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】　総評、まとめ
【事後学修】　教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

(1)レポートの提出（60％）、(2)授業での発表（40％）を総合的に判断し、評価する。評価基準はルーブリックの形で授
業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自配付資料を読み、必ず予習をして演習にのぞむこと。

■テキスト■テキスト

教室で配布。
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■参考文献■参考文献

教室でその都度指示。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー、連絡先等は開講時に連絡します。
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川島　堅二、渡辺　昭一

ヨーロッパ文化史演習Ⅳ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの

■テーマ■テーマ

ヨーロッパ文化史分野における論文執筆

■講義内容■講義内容

ヨーロッパ文化史演習Ⅲに引き続き、ヨーロッパ文化史分野において論文を作成するための準備を行う。そのために共同
で文献を講読し、発表と討論を行う中で、思想と哲学の研究の基礎を学び、論文のテーマを決定してゆく。

■達成目標■達成目標

(1)論文執筆の方法を学ぶことができる。(2)受講生各自の研究主題・領域を把握し、それを深化することができる。(3)論
文を執筆できる。(4)プレゼンテーション、ディスカッション能力を高めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第２回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(1)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第３回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(2)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第４回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(3)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第５回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(4)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第６回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(5)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第７回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(6)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第８回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(7)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第９回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(8)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第10回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(9)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第11回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(10)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第12回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(11)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第13回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(12)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第14回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】発表と討論(13)
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

第15回 【事前学修】論文執筆に向けて自身の関心領域について考える。
【授業内容】総評、今後の研究についての発表
【事後学修】教員の助言を受けて必要なテキストを精読する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

(1)レポートの提出（60％）、(2)授業での発表（40％）を総合的に判断し評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自配付資料を読み、必ず予習をして演習にのぞむこと。

■テキスト■テキスト

教室で配布。

■参考文献■参考文献

教室で、その都度指示。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー、連絡先等は開講時に連絡します。

ヨ

�

ロ

�

パ

文

化

史

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 346 -



吉田　新

論文指導Ⅰ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文作成

■講義内容■講義内容

初期キリスト教史分野の学術論文を検討しながら、博士論文作成のための準備を行う。論文の構想の概略を立て、論文作
成のための文献リストの作成や、資料集め等の準備作業を行う。

■達成目標■達成目標

① 研究史の整理
② 論文の構成と論理的展開の確認

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 授業の進め方
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第２回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 研究報告
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第３回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（1）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第４回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（2）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第５回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（3）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第６回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（4）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第７回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（5）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第８回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（6）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第９回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（7）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第10回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（8）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第11回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（9）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第12回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（10）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第13回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（11）
【事後学修】 講読箇所の復習をし、博士論文作成につなげる。

第14回 【事前学修】 研究史のまとめをする。
【授業内容】 研究史のまとめ
【事後学修】 研究テーマに関係する研究史についてまとめておく。

第15回 【事前学修】 成果報告を作成する。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 研究成果についてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

初期キリスト教史特論

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。
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■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

十分な準備をして授業に臨み、議論に積極的に参加する。オフィス・アワー等については開講時に連絡する。
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吉田　新

論文指導Ⅱ（初期キリスト教文献の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文作成

■講義内容■講義内容

初期キリスト教史分野の学術論文を検討した後に、研究対象となるテキストを講読しながら博士論文作成のための準備を
行う。論文の構想の概略を立て、論文作成のための文献リストの作成や、資料集め等の準備作業を行う。

■達成目標■達成目標

① 研究史の整理
② 論文の構成と論理的展開の確認

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（1）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第２回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（2）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第３回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（3）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第４回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（4）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第５回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（5）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第６回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（6）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第７回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（7）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第８回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（8）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第９回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（9）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第10回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（10）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第11回 【事前学修】 研究テーマに即した研究論文を選び、講読箇所の予習をする。
【授業内容】 文献講読（11）
【事後学修】 授業で扱った研究論文の講読箇所を復習しておく。

第12回 【事前学修】 博士論文の仕上げ。
【授業内容】 研究成果の検討（1）
【事後学修】 博士論文の完成を目指す。

第13回 【事前学修】 博士論文の仕上げ。
【授業内容】 研究成果の検討（2）
【事後学修】 博士論文の完成を目指す。

第14回 【事前学修】 博士論文の仕上げ。
【授業内容】 研究成果の検討（3）
【事後学修】 博士論文の完成を目指す。

第15回 【事前学修】 博士論文の完成。
【授業内容】 成果報告
【事後学修】 博士論文の完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

クラス発表（80％）と期末レポート（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

古典ギリシアないしラテン語文法を習得していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

初期キリスト教史特論

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。
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■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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櫻井　康人、楠　義彦

論文指導Ⅰ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

博士論文の作成 1

■講義内容■講義内容

これまでの研究の過程を総括して検討し、博士論文の構成を吟味して内容の一貫性などを精査し、完成に向けて指導す
る。

■達成目標■達成目標

①研究史を整理することができる。
②論理的思考能力を深化させ、それを使用することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分自身の研究の方向性を確認しておくこと。現段階における研究報告の準備をしておくこと。
【授業内容】　講義の進め方
【事後学修】　研究の方向性の再確認。

第２回 【事前学修】　現段階における研究報告の準備。
【授業内容】　研究報告
【事後学修】　報告結果を踏まえて、研究の方向性の妥当性の再確認。

第３回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた上で、研究の方向性を再確認すること。さらに、博士論文を作成するため
に重要だと思われる史料を選んだ上で、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究の方向性
【事後学修】　博士論文作成の上で、必要・重要であるが未読の史料の再確認。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証①
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第５回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証②
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第６回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証③
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第７回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証④
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第８回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑤
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第９回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑥
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第10回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑦
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第11回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑧
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第12回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑨
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。
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第13回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑩
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第14回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　史料の検証⑪
【事後学修】　読み進めた箇所までの史料の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第15回 【事前学修】　これまでに読み進めた史料から、博士論文作成上で重要だと思われる箇所をまとめておくこと。
【授業内容】　小括―史料の内容吟味と史料批判―
【事後学修】　これまで読み進めてきた史料からどのような重要な情報を得ることができたのか、再確認してお
くこと。また、他にはどのような史・資料が必要なのか模索しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、研究資料の内容を正しく把握しているか否か
（30％）、適切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて、相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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櫻井　康人、楠　義彦

論文指導Ⅱ（ヨーロッパ社会の成立と構造）

■テーマ■テーマ

博士論文の作成 2

■講義内容■講義内容

これまでの研究の過程を総括して検討し、博士論文の構成を吟味して内容の一貫性などを精査し、完成に向けて指導す
る。

■達成目標■達成目標

①研究史を整理することができる。
②論理的思考能力を深化させ、それを使用することができる。
③最終的に博士論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究史のまとめを意識して、現段階における研究報告の準備をしておくこと。および、未読なが
らも重要だと思われる研究論文（二次文献）をセレクトしておき、その精読を進めておくこと。
【授業内容】　研究報告
【事後学修】　報告結果を踏まえて、研究の方向性の妥当性の再確認。

第２回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―研究史の再検討①―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第３回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―研究史の再検討②―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第４回 【事前学修】　前回に読み進めた所から、引き続き史料の精読を進めておくこと。および、博士論文作成上で重
要だと思われる箇所の内容をチェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―研究史の再検討③―
【事後学修】　読み進めた箇所までの文献の訳についての復習・確認。および、博士論文作成の上で重要だと思
われる箇所の再確認。

第５回 【事前学修】　研究史を全体的に再検証しておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―研究史の再検討④―
【事後学修】　研究史全体をまとめておくこと。

第６回 【事前学修】　博士論文の構想について、全体的な論展開を確認しておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論展開の再検討①―
【事後学修】　博士論文全体の論展開を再確認しておくこと。

第７回 【事前学修】　第 1 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論展開の再検討②―
【事後学修】　第 1 章の内容を再吟味しておくこと。

第８回 【事前学修】　第 2 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論展開の再検討③―
【事後学修】　第 2 章の内容を再吟味しておくこと。

第９回 【事前学修】　第 3 章の内容を吟味しておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論展開の再検討④―
【事後学修】　第 3 章の内容を再吟味しておくこと。

第10回 【事前学修】　博士論文作成上で、全体的に必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討①―
【事後学修】　博士論文全体的に、史料の漏れおよび使用方法の妥当性を再確認すること。

第11回 【事前学修】　第 1 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討②―
【事後学修】　第 1 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第12回 【事前学修】　第 2 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討③―
【事後学修】　第 2 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第13回 【事前学修】　第 3 章において、必要・有効な史料に漏れがないかを再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―史料の妥当性の再検討④―
【事後学修】　第 3 章における、史料の使用方法の妥当性の再確認。

第14回 【事前学修】　これまでの学習を踏まえて、博士論文の全体構想を再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論の整合性と結論の再検討①―
【事後学修】　博士論文全体構想の再確認。

第15回 【事前学修】　これまでの学習を踏まえて、博士論文の全体構想を再チェックしておくこと。
【授業内容】　博士論文の作成に向けて―論の整合性と結論の再検討②―
【事後学修】　博士論文全体構想の再確認、および博士論文の完成。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価方法：発言（60％）、レポート（40％）
評価の観点・基準：文献を正しく読解できているか否か（60％）、研究資料の内容を正しく把握しているか否か
（30％）、適切な文章表現を用いているか否か（10％）。それぞれの評価基準はルーブリックとして初回講義時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日々の研究を怠らないこと。必ず予習・復習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義内にて、相談の上で確定する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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楠　義彦

論文指導Ⅰ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

宗教改革と国家

■講義内容■講義内容

宗教改革がヨーロッパ各地に与えた影響は多種多様ですが、具体的な手がかりをもとに、そのインパクトを資料に基づき
捉えていきます。その作業を通じて、各自の博士論文作成を支援します。

■達成目標■達成目標

具体的な手がかりを発見し、それを時代のなかで位置づける意識をもつことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。卒論の内容を整理しておく。
【授業内容】　講義内容の説明と確認
【事後学修】　打ち合わせ後に課題を確認して次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認①
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認②
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認③
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認④
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認⑤
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認⑥
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認⑦
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　収集資料の確認⑧
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文構成の検討①
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文構成の検討②
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文構成の検討③
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文構成の検討④
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文構成の検討⑤
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　これまでの検討結果をまとめる。
【授業内容】　博士論文構成の検討⑥
【事後学修】　これまでまとめてきた内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、資料を事前に読んでくることが必要です。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「論文指導Ⅱ」（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テキスト■テキスト

第１回目に説明します。

■参考文献■参考文献

その都度指示します。
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楠　義彦

論文指導Ⅱ（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テーマ■テーマ

宗教改革とは何か

■講義内容■講義内容

「論文指導Ⅰ」を受けて、各種資料に基づき課題を検討し、有機的に構成される博士論文作成を支援します。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。卒論の内容を整理しておく。
【授業内容】　博士論文の構成の検討⑦
【事後学修】　打ち合わせ後に課題を確認して次の準備をする。

第２回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の構成の検討⑧
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第３回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の構成の検討⑨
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第４回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の構成の検討⑩
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第５回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討①
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第６回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討②
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第７回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討③
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第８回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討④
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第９回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討⑤
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第10回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討⑥
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第11回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文草稿の検討⑦
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第12回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の表記方法の検討①
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第13回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の表記方法の検討②
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第14回 【事前学修】　配布資料を読んで予習をする。
【授業内容】　博士論文の表記方法の検討③
【事後学修】　演習中に確認した内容をまとめて、次の準備をする。

第15回 【事前学修】　これまでの検討結果をまとめる。
【授業内容】　総括：博士論文提出に向けての手続き
【事後学修】　これまでまとめてきた内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に課題について関心を高め、気づいたことを即座にメモするようにしてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「論文指導Ⅰ」（宗教改革とヨーロッパ社会）

■テキスト■テキスト

第１回目に説明します。

■参考文献■参考文献

その都度指示します。
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川島　堅二、渡辺　昭一

論文指導Ⅰ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開）

■テーマ■テーマ

アメリカのキリスト教史における研究課題の発見－その１

■講義内容■講義内容

Sydney E. Ahlstrom著"A Religious History of the American People"をテキストに、アメリカキリスト教史における研
究課題を明らかにする

■達成目標■達成目標

①博士論文の水準に相応しい論文の書き方を身に着ける。②アメリカキリスト教史における研究動向を知り、自分の研究
課題を発見する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストp.18-35を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　European Prologue:Western Catholicism
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第２回 【事前学修】　テキストp.36-53を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Church in New Spain
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第３回 【事前学修】　テキストp.54-69を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Church in New France
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第４回 【事前学修】　テキストp.70-83を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Reformation
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第５回 【事前学修】　テキストp.121-134を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Protestant Empire Founded:The Rise and Flowering of the Puritan Spirit
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第６回 【事前学修】　テキストp.135-150を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Holy Commonwealths of New England
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第７回 【事前学修】　テキストp.151-165を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Tensions in the New England Way
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第８回 【事前学修】　テキストp.261-279を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Century of Awakening and Revolution:The Shaping of Colonial Presbyterianism
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第９回 【事前学修】　テキストp.280-294を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Great Awakening in New England
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第10回 【事前学修】　テキストp.295-313を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Jonathan Edwards and the Renewal of New England Theology
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第11回 【事前学修】　テキストp.314-329を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Evangelical Expansion in South
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第12回 【事前学修】　テキストp.330-342を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Roman Catholicism in the American Colonies
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第13回 【事前学修】　テキストp.343-359を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Provincial America and the Coming of the Enlightenment
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第14回 【事前学修】　テキストp.360-384を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Revolutionary Era
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第15回 【事前学修】　第14回までの授業を振り返り、論文のテーマを複数準備しておく
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業での指導に基づき、テーマを再検討する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％。達成目標の②）、レポート（50％。達成目標の①）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■テキスト■テキスト

Sydney E. Ahlstrom著"A Religious History of the American People"　Yale University Press. 2004. 2nd edition
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川島　堅二、渡辺　昭一

論文指導Ⅱ（近現代ヨーロッパ社会と世界システムの展開）

■テーマ■テーマ

アメリカのキリスト教史における研究課題の発見－その2

■講義内容■講義内容

前期に引き続きSydney E. Ahlstrom著"A Religious History of the American People"をテキストに、アメリカキリスト
教史における研究課題を明らかにする

■達成目標■達成目標

①博士論文の水準に相応しい論文の書き方を身に着ける。②アメリカキリスト教史における研究動向を知り、自分の研究
課題を発見する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストp.385-402を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Emergence of American Unitarianism
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第２回 【事前学修】　テキストp.403-414を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The New England Theology in Democratic America
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第３回 【事前学修】　テキストp.415-428を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Second Great Awakening in New England; Revival, Evangelism, and Reform
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第４回 【事前学修】　テキストp.429-454を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Great Revival in the West and the Growth of the Popular Denominations
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第５回 【事前学修】　テキストp.429-454を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Presbyterians and Congregationalists in the Old Northwest: Advance and Conflict
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第６回 【事前学修】　テキストp.455-471を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Sectarian Heyday
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第７回 【事前学修】　テキストp.511-526を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Atlantic Migration and Lutheran Crisis
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第８回 【事前学修】　テキストp.527-539を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Forming of the Roman Catholic Church
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第９回 【事前学修】　テキストp.540-554を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Expansion of the Roman Catholic Church
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第10回 【事前学修】　テキストp.555-568を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Anti-Catholicism and the Nativist Movement
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第11回 【事前学修】　テキストp.569-582を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Early Growth of Judaism
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第12回 【事前学修】　テキストp.583-596を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　The Romantic Mood
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第13回 【事前学修】　テキストp.597-614を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Romantic Religion in New England
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第14回 【事前学修】　テキストp.615-632を読み、わからない単語は辞書で調べておく
【授業内容】　Catholic Movements in American Protestantism
【事後学修】　授業内容を振り返り研究課題をリストアップしておく

第15回 【事前学修】　第14回までの授業を振り返り、論文のテーマを複数準備しておく
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業での指導に基づき、テーマを再検討する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％。達成目標の②）、レポート（50％。達成目標の①）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①十分な予習をしてくること
②英和辞典を持参すること

■テキスト■テキスト

Sydney E. Ahlstrom著"A Religious History of the American People"　Yale University Press. 2004. 2nd edition
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アジア文化史専攻
博士前期課程

文学研究科

講 義 内 容



永田　英明、菊池　慶子、七海　雅人

歴史資料論 I（日本史資料）

■テーマ■テーマ

日本史の史・資料についての研究

■講義内容■講義内容

永田が古代史・資料、七海が中世史・資料、竹井が近世史・資料を担当し、各時代の史・資料を概観しながら、それらの
資料的性格、利用方法について考える。この授業は、対面方式で実施する。

■達成目標■達成目標

日本史各時代の史・資料について基礎知識を身につけ、その特質について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　古代史料の金石文について、事典等で基礎的知識を調べておく。
【授業内容】　古代日本における文字文化の成立と史料－金石文を中心に－
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第２回 【事前学修】　六国史をはじめとする古代の史書について、事前配布のプリントや事典等で基礎的知識を調べて
おく。
【授業内容】　古代の史書－六国史を中心に
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第３回 【事前学修】　律令格式をなど古代の法典につき事前配布のプリントや事典等で基礎的知識を調べておく。
【授業内容】　律令格式－法制資料と古代史研究
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第４回 【事前学修】　正倉院文書について事前配布のプリントや事典等で基礎的知識を調べておく。
【授業内容】　古代の文書－正倉院文書をめぐって
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第５回 【事前学修】　古代の木簡について事前配布のプリントや事典等で基礎的知識を調べておく。
【授業内容】　出土文字資料－木簡を中心に
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第６回 【事前学修】　『国史大辞典』の「古文書学」「古文書」「公式様文書」「公家様文書」「武家様文書」の項目
を調べておく。
【授業内容】　歴史資料（史料）の範囲と活用－多様な史料－
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第７回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容に基づき、近代歴史学における古文書学の動向について調べて
おく。
【授業内容】　古文書学―中世史料論の動向―
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第８回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容に基づき、「下文系文書」と「書札様文書」との比較について
調べておく。
【授業内容】　文書様式における二類型論
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第９回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容に基づき、中世武家政権が採用した文書様式の流れについて調
べておく。
【授業内容】　文書様式における四類型論
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第10回 【事前学修】　事前に配布されたプリントの内容に基づき、教材として活用する古文書３点について調べてお
く。
【授業内容】　機能論的考察の一例
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第11回 【事前学修】　近世史料の分類・体系について事典等で基礎知識を学ぶ。
【授業内容】　近世史料の分類
【事後学修】　講義の内容を復習し史料の分類方法を理解する。

第12回 【事前学修】　事前に配付する絵図史料から表記の特徴をまとめておく。
【授業内容】　絵図の種類と表記
【事後学修】　講義の内容を復習し絵図表記の特徴を理解する。

第13回 【事前学修】　事前に配付する古文書の用語を調べる。
【授業内容】　古文書とモノ資料をつき合わせる
【事後学修】　講義の内容を復習し、とりあげた古文書を解読する。

第14回 【事前学修】　事前に配付する史料から分析の方法を見出す。
【授業内容】　史料考察の一例
【事後学修】　講義の内容を復習し史料分析の方法を理解する。

第15回 【事前学修】　古文書保全に取り組む全国の事例をHPで確認しておく。
【授業内容】　古文書の整理と保全
【事後学修】　実習の内容を復習し整理・保存方法を理解する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末のレポートにより評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布物や指示された文献などは事前に予習し、感想や疑問点を整理して授業に臨むこと。
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■テキスト■テキスト

プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

教室で、随時、指示する。
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下倉　渉

歴史資料論 II（中国史資料）

■テーマ■テーマ

中国史基本資料の解説と講読

■講義内容■講義内容

　中国史に関する基本資料を、担当教員が解説した上で、受講生が一部を講読する。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

　中国史の史料内容を、各時代ごとに理解し、時代を問わずにその基礎的な読解力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部の頃に学んだ関連事項を復習しておく。
【授業内容】　中国書籍史概説Ⅰ（書籍目録・書籍改題）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第２回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、中国書籍史概説に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　中国書籍史概説Ⅱ（書籍分類・所蔵機関）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第３回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定の『四庫全書総目提要』を読んでおく。
【授業内容】　『四庫全書総目提要』講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第４回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、十三経に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　十三経概説Ⅰ（儒教経典の成立）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第５回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、十三経に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　十三経概説Ⅱ（注疏と清朝考証学）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第６回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　『尚書』『礼記』『孟子』講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第７回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、正史に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　正史概説Ⅰ（正史の編纂）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第８回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、正史に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　正史概説Ⅱ（正史の注釈）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第９回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　『三国志』『旧五代史』『宋史』講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第10回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　編年史・九通の概説と講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第11回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　詩文資料の概説と講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第12回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　考古学資料の概説と講読Ⅰ（簡牘資料）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第13回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　考古学資料の概説と講読Ⅱ（碑文資料）
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第14回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、講読予定のテキストを読んでおく。
【授業内容】　中国民俗学資料の概説と講読
【事後学修】　講義の内容を復習しておく。

第15回 【事前学修】　前回までの講義内容を全て確認しておく。
【授業内容】　中国史研究と資史料
【事後学修】　前回の講義内容とあわせて全体の内容を全て復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

所定の課題と講読の結果をレポートで提出させ、その達成度によって評価する（100％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

漢文訓読について復習しておくこと。

■テキスト■テキスト

授業で配付する。
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佐藤　敏幸

物質文化資料論

■テーマ■テーマ

物質文化資料による歴史・文化の研究法

■講義内容■講義内容

　物質文化とは人間が文化的行動を行うことによって生み出した物的産物を指し、主として文化人類学（民族学）、考古
学、民俗学等の研究対象とする分野である。本講義では担当者の専門分野である考古学の方法論を中心に、「モノ」の調
査・分析をとおして「コト」へ、さらに歴史・文化の究明へと道筋を立てて研究する方法を講じる。前半では「モノ」の
見方、分析の基本的方法について講じ、後半は「モノ」の分析から総合的歴史叙述の具体例を講じる。事前に紹介する文
献を熟読し意見交換を行う。また、最後の講義では全体討論を行い理解度を深めるアクティブラーニングを取り入れる。
　授業に際しては、担当者が東松島市奥松島縄文村歴史資料館主任学芸員として勤務し物質文化資料を研究した経験を活
かして「モノ」から情報を引き出す実例を提供してすすめる。

■達成目標■達成目標

1.物質文化資料から歴史・文化を究明する考え方、方法を具体的に説明できる。
2.みずからの研究テーマと物資文化研究の接点を見出すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、本講義の進め方を理解しておく。
【授業内容】　本講義のねらいと進め方。「物質文化」とはなにか。
【事後学修】　講義の内容をもとに「物質文化」に関わる研究分野と研究の特質についてまとめる。

第２回 【事前学修】　人の営みによって創出された「モノ」の機能について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料をどうとらえるか　1　機能
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、「モノ」の機能を分析する方法についてまとめる。

第３回 【事前学修】　人の営みによって創出された「モノ」の時間について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料をどうとらえるか　2　時間（編年）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、「モノ」の時間の幅、年代決定を分析する方法についてまと
める。

第４回 【事前学修】　人の営みによって創出された「モノ」の空間について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料をどうとらえるか　3　空間（分布）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、「モノ」の空間的位置付け、分布を分析する方法についてま
とめる。

第５回 【事前学修】　人の営みによって創出された多種多様な「モノ」を分類し、まとめることに関する参考文献を読
んでおく。
【授業内容】　物質文化資料をどうとらえるか　4　分類（型式学）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、「モノ」について意味のある分類を行い、背後にある原因や
意識を分析する方法についてまとめる。

第６回 【事前学修】　「モノ」を分析するにあたって必要な観察と資料化について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質資料の観察と資料化（実測図、形態計測図、写真、拓本）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、「モノ」の観察と資料化に有効な方法・技術についてまとめ
る。

第７回 【事前学修】　物質文化研究にあたって必要な時間的、空間的範囲の設定に関して紹介する参考文献を読んでお
く。
【授業内容】　物質文化資料による研究　1　地域設定と現地（１次資料）調査
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した地域設定・現地調査の実践例をまとめておく。

第８回 【事前学修】　物質文化研究にあたって必要な道具と構築物について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料による研究　2　道具と構築物（遺物と遺構）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した遺物と遺構分析の実践例をまとめておく。

第９回 【事前学修】　物質文化研究にあたって必要な生業・生産について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料による研究　3　生産（手工業、生業）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した生業と手工業生産分析の実践例をまとめておく。

第10回 【事前学修】　物質文化研究にあたって必要な移動・流通について、紹介する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料による研究　4　モノの移動と流通
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修したモノ・技術の移動・流通分析の実践例をまとめてお
く。

第11回 【事前学修】　物質文化研究にあたって必要な構築物（技術）の移動と広がりについて、紹介する参考文献を読
んでおく。
【授業内容】　物質文化資料による研究　5　構築物（技術）の移動と広がり
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した構築物・構築技術の移動・広がり分析の実践例をま
とめておく。

第12回 【事前学修】　人間の活動は同じ「モノ」でも「場」によって使用法、使用する意識が異なる場合がある。紹介
する参考文献を読んでおく。
【授業内容】　物質文化資料による研究　6　機能の異なる「場」での機能の異なる「モノ」
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した「場」と「モノ」の分析の実践例をまとめておく。

第13回 【事前学修】　物質資料の分析では究明するのが苦手な分野を補完する研究例について、紹介する参考文献を読
んでおく。
【授業内容】　歴史・文化の研究　1　モノからコトへ（他分野資料・史料による補完）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した「モノ」の分析を補完する研究の実践例をまとめて
おく。
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第14回 【事前学修】　複数の物質資料の分析と補完する分析を総合して研究を深める方法ついて、紹介する参考文献を
読んでおく。
【授業内容】　歴史・文化の研究　2　総合的歴史叙述へ
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習し、学修した「モノ」の分析と補完する分析を総合した研究の実
践例をまとめておく。

第15回 【事前学修】　これまでの講義内容を復習し、さらに、みずからの研究に活かす研究法をまとめておく。
【授業内容】　討論：物質文化資料研究の課題。「自主研究レポート」提出についての確認。
【事後学修】　事前学習した内容を講義内で討論した結果を踏まえ、みずからの研究との接点について整理す
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）学修に対する意欲、貢献度、習熟度：各講義ごとに事前に紹介した参考文献に関する意見発表（3回×10点＝30
点）。評価基準：意見内容の適切さ（80％）、理論構成の的確さ（20％）
（ｂ）自主研究レポート：講義内容に関連するテーマ課題を課し、2,800～3,000字のレポートの提出を求める（70点）。
評価基準：記述内容の適切さ（80％）、形式・字数の遵守（20％）
（ｃ）授業回数の５分の１を超えて欠席した場合は、単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回幾人かの学生に事前学習の内容について意見発表してもらい、その内容を講義に活かす計画なので、予習・復習を欠
かさないこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

考古学特論、民俗学特論

■テキスト■テキスト

自作の資料（ハンズアウト）とPPTによる視聴覚コンテンツを使用する。

■参考文献■参考文献

講義毎に配布するハンズアウトに参考文献を適宜記載する。また、講義内で適宜連絡する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーは担当講義の前後の時間。
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佐藤　義則

情報資料論

■テーマ■テーマ

アジア文化史に関連するデジタルテキストの分析

■講義内容■講義内容

日本語資料のフルテキストから単語の抽出を行うとともに、単語の出現頻度や文脈、単語間の関係性について、統計的に
分析する。
この授業は対面授業として実施する。

■達成目標■達成目標

コンピュータを用いたテキスト分析の方法を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前の配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　人文学・社会科学におけるコンピュータの活用（第 1 回）
【事後学修】　各自に課された発表課題に取り組むこと。

第２回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　人文学・社会科学におけるコンピュータの活用（第 2 回）
【事後学修】　各自に課された発表課題に取り組むこと。

第３回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキスト処理の方法（第 1 回）
【事後学修】　テキスト処理の課題に取り組むこと。

第４回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキスト処理の方法（第 2 回）
【事後学修】　テキスト処理の課題に取り組むこと。

第５回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　環境の構築
【事後学修】　ソフトウェアの環境を整えておくこと。

第６回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキスト中の単語の検索と出現回数の把握（第 1 回）
【事後学修】　配布されたテキストマイニングに関する文献を読むこと。

第７回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキスト中の単語の検索と出現回数の把握（第 2 回）
【事後学修】　配布されたテキストマイニングに関する文献を読むこと。

第８回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　単語の出現位置の把握（KWIC 索引）
【事後学修】　KWIC 索引作成の課題を行うこと。

第９回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキストの多変量解析（第 1 回）
【事後学修】　配布された多変量解析に関する解説文献を読むこと。

第10回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキストの多変量解析（第 2 回）
【事後学修】　配布された重回帰分析に関する文献を読むこと。

第11回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキストの多変量解析（第 3 回）
【事後学修】　配布された主成分分析に関する文献を読むこと。

第12回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　テキストの多変量解析（第 4 回）
【事後学修】　配布された対応分析に関する文献を読むこと。

第13回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　ジオレファレンスによる地名の web 地図上へのマッピング（第 1 回）
【事後学修】　各自に課された発表課題に取り組むこと。

第14回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　ジオレファレンスによる地名の web 地図上へのマッピング（第 2 回）
【事後学修】　各自に課された発表課題に取り組むこと。

第15回 【事前学修】　配布資料に目を通してから、授業に参加すること。
【授業内容】　成果のまとめと発表
【事後学修】　最終レポートをまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

口頭発表（50％）、最終レポート（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特にありません。

■テキスト■テキスト

資料を配布します。

■参考文献■参考文献

樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析―内容分析の継承と発展を目指して』第２版，　ナカニシヤ出版、2020.3.
　 ISBN: 9784779514746
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永田　英明

日本古代史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

日本古代史研究の方法と課題

■講義内容■講義内容

日本古代史の代表的な学説や研究動向について、代表的な論文を読みながら学ぶ。この授業は対面形式で実施する。

■達成目標■達成目標

①日本古代史研究の基礎的な成果を説明することができる。
②日本古代史研究の発展の経緯とその背景について説明することができる。
③日本古代史と隣接分野、隣接時代史研究との関係について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通しておく。
【授業内容】　授業の狙いと進め方
【事後学修】　参考文献などに目を通しておく。

第２回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代史書研究（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第３回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代史書研究（２）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第４回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　律令制研究（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第５回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　律令制研究（2）　
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第６回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　律令制研究（3）　
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第７回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代政治史と宮都研究（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第８回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代政治史と宮都研究（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第９回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代政治史と宮都研究（3）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第10回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　出土文字資料と地方官衙（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第11回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　出土文字資料と地方官衙（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第12回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　歴史地理学研究（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第13回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　歴史地理学研究（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第14回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　正倉院文書と奈良時代の社会（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第15回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　正倉院文書と奈良時代の社会（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告の内容（60％）及び提出課題（40％）にもとづき総合的に評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指示された文献を事前に読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

教室で指示する。
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■参考文献■参考文献

教室で指示する。
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永田　英明

日本古代史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

東北古代史研究の方法と課題

■講義内容■講義内容

東北古代史の研究動向について論文を読みながら学ぶ。この授業は対面形式で実施する。

■達成目標■達成目標

①日本古代史研究の基礎的な成果を説明することができる。
②日本古代史研究の発展の経緯とその背景について説明することができる。
③日本古代史と隣接分野、隣接時代史研究との関係について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通しておく。
【授業内容】　授業の狙いと進め方
【事後学修】　参考文献などに目を通しておく。

第２回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　東アジアの中のエミシ（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第３回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　東アジアの中のエミシ（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第４回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　国造制から国郡制へ（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第５回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　国造制から国郡制へ（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第６回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　北と南の辺境史（1）
【事後学修】　授業での論点に蝦夷て整理しておく

第７回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　北と南の辺境史（2）
【事後学修】　授業での論点に蝦夷て整理しておく

第８回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　陸奥の仏教文化（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第９回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　陸奥の仏教文化（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第10回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　災害と社会の歩み（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第11回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　災害と社会の歩み（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第12回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代アイヌ文化論（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第13回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代アイヌ文化論（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第14回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代東北の歴史環境（1）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

第15回 【事前学修】　関連する講座論文などに目を通しておく。
【授業内容】　古代東北の歴史環境（2）
【事後学修】　授業での論点について整理しておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告の内容（60％）及び提出課題（40％）にもとづき総合的に評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指示された文献を事前に読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

教室で指示する。
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■参考文献■参考文献

教室で指示する。
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七海　雅人

日本中世史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

鎌倉幕府の御家人制と多賀国府

■講義内容■講義内容

①演習形式をもちいて研究史上重要な論文や最新の論文を検討し、中世地域史研究の現状と課題を整理する。
②中世東北地方史のトピックを用いて、中世武家政権の展開過程について論じる。
③鎌倉時代の多賀国府とその周辺地域について論じる。

■達成目標■達成目標

①中世地域史研究に関する研究史を整理し、研究上の課題について説明できるようになる。
②中世武家政権論、在地領主研究の具体事例を通して、中世地域史研究の現状を理解する。とくに多賀国府周辺を中心と
する東北地方太平洋沿岸部の歴史的な成り立ちについて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。
【授業内容】　はじめに―授業の目標と進め方―
【事後学修】　大石直正・入間田宣夫編『みちのくの都　多賀城・松島』、七海雅人編『鎌倉幕府と東北』を読
み、この授業のための予備知識を獲得する。

第２回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容を予習する。
【授業内容】　第 1 章「中世」の発見と地域史研究のあゆみ　（1）日本史における「中世」の発見
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第３回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容を予習する。
【授業内容】　第 1 章「中世」の発見と地域史研究のあゆみ　（2）地域史への関心と方法
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第４回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容を予習する。
【授業内容】　第 ２ 章平泉藤原氏の主従制　（1）「人々給絹日記」の概要
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第５回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容を予習する。
【授業内容】　第 ２ 章平泉藤原氏の主従制　（2）「人々給絹日記」の解釈試案
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第６回 【事前学修】　事前に配付されたプリントの内容を予習する。
【授業内容】　第 ３ 章鎌倉幕府御家人制の地域的展開　（1）鎌倉幕府の陸奥国掌握過程
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ３ 章鎌倉幕府御家人制の地域的展開　（2）「六条八幡宮造営用途支配注文写」の研究
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第８回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ３ 章鎌倉幕府御家人制の地域的展開　（3）鎌倉幕府の陸奥国御家人制
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第９回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（1）広域空間の復元
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第10回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（2）松島の歴史的景観
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第11回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（3）雄島の板碑群
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第12回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（4）北畠顕家の多賀国府政権
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第13回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（5）鹽竈神社の南北朝動乱
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第14回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 ４ 章中世多賀国府の様相　（6）多賀国府の終焉
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第15回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　おわりに
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・発言の内容（30％）、ミニレポート・期末レポート（70％）。
〔評価基準・観点〕
報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とした先行研究論文・史
料の理解度。
発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し展開する能力。論点提示の根拠と
した先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生は、授業中に提示された文献を読み、疑問点や感想などを整理し、授業において報告をおこなうこと。レポート作
成に向けて自主学習に励むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本中世史特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

プリントを配付し、それにもとづき講義をおこなう。

■参考文献■参考文献

網野善彦『東と西の語る日本の歴史』講談社（講談社学術文庫）、1998年／榎原雅治『日本中世地域社会の構造』校倉書
房、2000年／大石直正・入間田宣夫編『みちのくの都　多賀城・松島』（よみがえる中世 7）平凡社、1992年／小林清
治・大石直正編『中世奥羽の世界』東京大学出版会、1978年／七海雅人編『鎌倉幕府と東北』（東北の中世史 2）吉川弘
文館、2015年／七海雅人『躍動する東北「海道」の武士団』蕃山房、2015 年
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七海　雅人

日本中世史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

鎌倉幕府御家人制の地域的展開とそのゆくえ─中世陸奥国の研究─

■講義内容■講義内容

①中世東北地方史のトピックを用いて、鎌倉幕府御家人制の展開過程とそのゆくえについて論じる。
②鎌倉幕府の政治権力とくに北条氏勢力の地域における動向が、当該地域に与えた歴史的インパクトとその意義について
論じる。

■達成目標■達成目標

①中世東北地方史における具体的な史料の読解作業を通して、鎌倉幕府御家人制の展開が地域社会の形成を促すことに
なった歴史的メカニズムの概要を説明できるようになる。
②東日本大震災における津波被災地の歴史的景観の復元を学ぶことにより、地域史研究の方法と意義を説明することがで
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。
【授業内容】　はじめに－授業の目標と進め方－
【事後学修】　小林清治・大石直正編『中世奥羽の世界』、七海雅人編『鎌倉幕府と東北』、白根靖大編『室町
幕府と東北の国人』、遠藤ゆり子編『伊達氏と戦国争乱』を読み、この授業のための予備知識を獲得する。

第２回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 1 章　陸奥国における北条氏勢力の展開　（1）津軽曽我氏と鎌倉幕府
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第３回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 1 章　陸奥国における北条氏勢力の展開　（2）北条氏所領の内部構造─得宗領における結解
状の分析─
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第４回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 1 章　陸奥国における北条氏勢力の展開　（3）糠部と鎌倉幕府の貢馬
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第５回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 1 章　陸奥国における北条氏勢力の展開　（4）白河結城氏と鎌倉幕府
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第６回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 1 章　陸奥国における北条氏勢力の展開　（5）石川氏と鎌倉幕府
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第７回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 2 章「海道」地域社会の形成　（1）「海道」地域の文治５年奥州合戦
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第８回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 2 章「海道」地域社会の形成　（2）相馬氏の展開
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第９回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 2 章「海道」地域社会の形成　（3）「海道」の南北朝動乱と阿武隈川流域
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第10回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 3 章　鎌倉・南北朝時代の北上川流域　（1）葛西氏と牡鹿湊
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第11回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 3 章　鎌倉・南北朝時代の北上川流域　（2）北上川下流域の板碑群
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第12回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 4 章　国人領主の連携と角逐─仙台領成立の前提─（1）中世の本吉・気仙地域その１　金氏
の展開と平泉藤原氏の勢力範囲
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第13回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 4 章　国人領主の連携と角逐─仙台領成立の前提─（2）中世の本吉・気仙地域その２　千葉
氏の入部と展開
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第14回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　第 4 章　国人領主の連携と角逐─仙台領成立の前提─（3）中世秋保の世界
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。

第15回 【事前学修】　事前に配付されたプリントを予習する。
【授業内容】　おわりに
【事後学修】　授業における説明をふまえて、配付されたプリントの内容を復習する。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・発言の内容（30％）、ミニレポート・期末レポート（70％）。
〔評価基準・観点〕
報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とした先行研究論文・史
料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。
レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・
分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生は、授業中に提示された文献や史料を読み、疑問点や感想などを整理し、授業において報告をおこなうこと（適宜
指示する）。レポート作成に向けて自主学習に励むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本中世史特論Ⅰ

■テキスト■テキスト

プリントを配付し、それにもとづき講義をおこなう。

■参考文献■参考文献

遠藤ゆり子編『伊達氏と戦国争乱』（東北の中世史 4）吉川弘文館、2015年／小林清治・大石直正編『中世奥羽の世界』
東京大学出版会、1978年／白根靖大編『室町幕府と東北の国人』（東北の中世史 3）吉川弘文館、2015年／七海雅人編
『鎌倉幕府と東北』（東北の中世史 2）吉川弘文館、2015年／七海雅人『躍動する東北「海道」の武士団』蕃山房、2015
年
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竹井　英文

日本中近世地域社会史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

中近世城郭研究の現在

■講義内容■講義内容

近年、城郭研究はますます盛んになり、多くの成果が蓄積されつつあるが、同時に多くの課題・問題点も浮き彫りになっ
てきている。本講義では、そうした城郭研究の歴史や方法論を学び、城郭研究の視点から中近世移行期のさまざまな問題
を考え議論する。

■達成目標■達成目標

①城郭研究の現状と課題を理解することができる。
②中近世移行期のさまざまな問題を発見し、調査報告することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、参考文献に目を通しておく。
【授業内容】　城郭研究の現在―授業の狙いと進め方―
【事後学修】　担当部分の発表準備を進める。

第２回 【事前学修】　事前に配布する地図・絵図を読んでおく。
【授業内容】　仙台城・城下町の成り立ちを考える
【事後学修】　仙台城・城下町について議論された点をまとめる。

第３回 【事前学修】　事前に配布する地図・絵図を読んでおく。
【授業内容】　仙台市周辺の街道と城館
【事後学修】　仙台市周辺の街道と城館について議論された点をまとめる。

第４回 【事前学修】　指定された文献を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の歴史―江戸時代から80年代まで―
【事後学修】　議論された点をまとめる。

第５回 【事前学修】　指定された文献を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の歴史――90年代から現在まで―
【事後学修】　議論された点をまとめる。

第６回 【事前学修】　文献史学に関する指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の方法論（1）文献史学
【事後学修】　文献史学の利点と限界点についてまとめる。

第７回 【事前学修】　考古学に関する指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の方法論（2）考古学
【事後学修】　考古学の利点と限界点についてまとめる。

第８回 【事前学修】　歴史地理学に関する指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の方法論（3）歴史地理学
【事後学修】　歴史地理学の利点と限界まとめる。

第９回 【事前学修】　縄張研究に関する指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の方法論（4）縄張研究
【事後学修】　縄張研究の利点と限界をまとめる。

第10回 【事前学修】　その他の方法論に関する指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の方法論（5）その他の方法論
【事後学修】　その他の方法論の利点と限界をまとめる。

第11回 【事前学修】　指定された文献史学の研究論文を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の論文講読（1）文献史学を中心としたもの
【事後学修】　文献史学による城郭研究の方法を復習する。

第12回 【事前学修】　指定された考古学の研究論文を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の論文講読（2）考古学を中心としたもの
【事後学修】　考古学による城郭研究の方法を復習する。

第13回 【事前学修】　指定された歴史地理学の研究論文を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の論文講読（3）歴史地理学を中心としたもの
【事後学修】　歴史地理学による城郭研究の方法を復習する。

第14回 【事前学修】　指定された縄張研究の研究論文を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の論文講読（4）縄張研究を中心としたもの
【事後学修】　縄張研究による城郭研究の方法を復習する。

第15回 【事前学修】　指定された文献・史料を読んでおく。
【授業内容】　城郭研究の論文講読（5）杉山城問題について
【事後学修】　「杉山城問題」をめぐる議論についてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（80点。レジュメの内容の適切さ（80％）、発表の仕方の適切さ（20％））、発言の内容（20点。発言内容の適切さ
（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマに関する学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

特になし。プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

向井一雄・斎藤慎一編『日本城郭史』（吉川弘文館、2016年）ISBN-13: 978-4642083034
中井均『城館調査の手引き』（山川出版社、2016年）ISBN：978-4-634-15091-1
など。その他、適宜指示する。
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竹井　英文

日本中近世地域社会史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

中近世移行期地域史研究を学ぶ

■講義内容■講義内容

さまざまな資史料を駆使して地域史を研究する方法を学ぶ。

■達成目標■達成目標

①さまざまな資史料の存在を理解し、それらを収集することができる。
②さまざまな資史料を使って、具体的な地域史研究を行うことができる。
③講義で得たものを修士論文作成に活かすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読しておく。
【授業内容】　地域史研究の目指すものを考える
【事後学修】　担当部分の発表準備を進める。

第２回 【事前学修】　指定された石造物に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　石造物の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　石造物について議論された点をまとめる。

第３回 【事前学修】　指定された街道に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　街道の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　街道について議論された点をまとめる。

第４回 【事前学修】　指定された寺社に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　寺社の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　寺社について議論された点をまとめる。

第５回 【事前学修】　指定された村落に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　村落の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　村落について議論された点をまとめる。

第６回 【事前学修】　指定された城下町に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　城下町の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　城下町について議論された点をまとめる。

第７回 【事前学修】　指定された宿場町・都市的な場に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　宿場町・都市的な場の調査研究方法を学ぶ
【事後学修】　宿場町・都市的な場について議論された点をまとめる。

第８回 【事前学修】　指定された城館と地域とに関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　城館と地域史研究との関係を学ぶ
【事後学修】　地域のなかの城館について議論された点をまとめる。

第９回 【事前学修】　指定された城館の分布論に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　城館の分布と地域史研究
【事後学修】　城館の分布からわかることをまとめる。

第10回 【事前学修】　指定された古絵図に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　古絵図と地域史研究
【事後学修】　古絵図からわかることをまとめる。

第11回 【事前学修】　指定された古地図に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　古地図と地域史研究
【事後学修】　古地図からわかることをまとめる。

第12回 【事前学修】　『宮城県史』の「安永風土記」の指定箇所を熟読しておく。
【授業内容】　「安永風土記」と地域史研究
【事後学修】　「安永風土記」からわかることをまとめる。

第13回 【事前学修】　指定された考古学に関する参考文献を熟読しておく。
【授業内容】　発掘調査成果と地域史研究
【事後学修】　考古学の研究成果からわかることをまとめる。

第14回 【事前学修】　指定された地域史研究論文を熟読しておく。
【授業内容】　地域史研究の具体例―中近世移行期の利府地域―
【事後学修】　論文の成果と課題・問題点をまとめる。

第15回 【事前学修】　諸資料を熟読しておく。
【授業内容】　地域の巡検
【事後学修】　巡検と資史料の検討を総合して地域史を考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70点。レジュメの内容の適切さ（80％）、発表の仕方の適切さ（20％））、発言の内容（30点。内容の適切さ
（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマに関する学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜指示する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 378 -



■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子

日本近世史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

歴史災害を読み解くⅠ

■講義内容■講義内容

歴史学は自然災害の研究にどのように取り組んできたのか、研究史の動向を理解した上で、自ら近世の災害（地震・津
波・洪水・噴火・飢饉など）関係史料を読み解き、被災の実態と復興にいたる歴史過程、および防災・減災に関わる制
度・システムについて考察を行う。また名取市・仙台市沿岸部の防災林造成の現場で災害復興の現状について調査をおこ
なう。

■達成目標■達成目標

①東北地方を中心に災害・復興をめぐる歴史の概要を理解し、説明することができる。
②近世の災害に関する基本史料・文献を探索する方法を習得し活用することができる。
③近世の災害関係の基本史料を読み解き、内容をまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、講義内容、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　ガイダンス：講義のねらいと史料について
【事後学修】　講義で説明を受けた史料の種類を復習する。

第２回 【事前学修】　提示された参考文献から 1 冊を選び、読み進める。
【授業内容】　歴史災害についての研究史
【事後学修】　参考文献の 1 点目について、内容をまとめておく。

第３回 【事前学修】　提示された参考文献の 2 点目を読み進める。
【授業内容】　災害の歴史を伝える史料
【事後学修】　参考文献の 2 点目について、内容をまとめておく。

第４回 【事前学修】　提示された参考文献の 3 点目を読み進める。
【授業内容】　被災史料の救済活動
【事後学修】　参考文献の 3 点目について、内容をまとめておく。

第５回 【事前学修】　この 20 年の東北の災害と復興をめぐる問題について、新聞などで調べておく。
【授業内容】　古代中世の東北の災害と対応
【事後学修】　東北古代の震災について講義の内容を復習する。

第６回 【事前学修】　事前に配布する史料で東北諸藩の震災対応について検討し、疑問点をまとめる。
【授業内容】　近世東北諸藩の災害と対応
【事後学修】　仙台藩領の地震と津波の発生について講義で解読した史料の内容を復習する。

第７回 【事前学修】　事前に配布する史料で農村部の災害を調べ、疑問点をまとめる。
【授業内容】　村の暮らしと災害
【事後学修】　村の暮らしと災害について講義で解読した史料の内容を復習する。

第８回 【事前学修】　村の災害対応について、事前に配布する史料を解読し、疑問点をまとめる。
【授業内容】　村の暮らしと災害対応
【事後学修】　村の災害対応について講義で解読した史料の内容を復習する。

第９回 【事前学修】　森林の役割について、事前に配布する史料を解読し、疑問点をまとめる。
【授業内容】　暮らしを守る森林の造成
【事後学修】　森林の役割について講義で解読した史料の内容を復習する。

第10回 【事前学修】　近世の海岸防災林について、事前に配布する史料を解読し、疑問点をまとめる。
【授業内容】　海岸防災林の歴史①近世
【事後学修】　近世の防災林について講義で解読した史料の内容を復習する。

第11回 【事前学修】　近代の海岸防災林について、事前に配布する史料を解読し、疑問点をまとめる。
【授業内容】　海岸防災林の歴史②近代
【事後学修】　近代の防災林について講義で解読した史料の内容を復習する。

第12回 【事前学修】　名取市の現地調査の場所と調査方法を確認する。
【授業内容】　海岸防災林の現地調査（1）名取市
【事後学修】　名取市の現地調査の成果を文書にまとめる。

第13回 【事前学修】　仙台市の現地調査の場所と調査方法を確認する。
【授業内容】　海岸防災林の現地調査（2）仙台市
【事後学修】　仙台市の現地調査の成果を文書にまとめる。

第14回 【事前学修】　提出レポートのテーマを考える。
【授業内容】　防災林の現状と未来
【事後学修】　講義の全体を振り返り、疑問点や意見をまとめる。

第15回 【事前学修】　提出レポートの作成にとりかかる。
【授業内容】　近世災害史研究の課題
【事後学修】　提出レポートを仕上げる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（1）史料の解読と議論（50点　達成目標①②　配点は史料解読の的確性50％、議論の的確性50％）
（2）課題レポート（50点　達成目標①③　配点は研究史の理解30％、実証性40％、論旨の合理性と的確性30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布物や指示された文献などは事前に予習し、疑問点や意見を整理して授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

プリントを配付する。

■参考文献■参考文献

授業のなかで提示する。
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金子　祥之

日本近世史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

民俗学の歴史研究／歴史学の民俗研究

■講義内容■講義内容

本講義では近世村落を舞台とした、２つの異なるアプローチの専門書を読み解く。ひとつは民俗学の立場から近世村落を
論じた歴史民俗学的研究であり、もうひとつは近世史の立場から近世の民俗を扱った研究である。それらを通じて、民俗
学的なアプローチの可能性と課題、歴史学的なアプローチの可能性と課題について検討してゆく。

■達成目標■達成目標

①近世・近代における村落の特徴について説明することができる。
②民俗学的なアプローチの可能性と課題について説明することができる。
③歴史学的なアプローチの可能性と課題について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを読み、講義内容、達成目標、進め方を理解する
【授業内容】演習の進め方について確認し、各自の関心をそれぞれ発表する
【事後学修】課題文献について検索する

第２回 【事前学修】第１回で紹介した文献から、履修者自身が関心のある文献を入手する
【授業内容】各自の課題文献を決定し、発表順を確認する
【事後学修】第３回の課題文献を読み込む

第３回 【事前学修】第３回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第４回の課題文献を読み込む

第４回 【事前学修】第４回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第５回の課題文献を読み込む

第５回 【事前学修】第５回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第６回の課題文献を読み込む

第６回 【事前学修】第６回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第７回の課題文献を読み込む

第７回 【事前学修】第７回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第８回の課題文献を読み込む

第８回 【事前学修】第８回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第９回の課題文献を読み込む

第９回 【事前学修】第９回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第10回の課題文献を読み込む

第10回 【事前学修】第10回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第11回の課題文献を読み込む

第11回 【事前学修】第11回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第12回の課題文献を読み込む

第12回 【事前学修】第12回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第13回の課題文献を読み込む

第13回 【事前学修】第13回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】第14回の課題文献を読み込む

第14回 【事前学修】第14回の課題文献についてのコメントを準備する
【授業内容】報告担当者が報告を行ない、教員・出席者からコメントし理解を深める
【事後学修】これまでに学んできた文献をもとに各自の関心を深める

第15回 【事前学修】授業の全体を振り返り、疑問点、意見をまとめる
【授業内容】振り返りとまとめ
【事後学修】フィードバックをもとに、修論作成に役立てる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表課題（50％）、および議論への参加（50％）により評価し、いずれも到達目標の到達度を確認します。発表課題につ
いては、指示された形式等の順守（30％）、内容の正確性および独創性（70％）を評価基準とします。議論への参加につ
いては、各自のコメントの内容から、内容の正確性や独創性を総合的に評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は、報告するテーマに関連する学術用語や方法、学史的意義について説明できるように準備する必要がある。ま
た、他の発表に対しても同様の準備を必要とする。
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■テキスト■テキスト

授業のなかで提示する。

■参考文献■参考文献

授業のなかで提示する。
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河西　晃祐

日本近現代史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

ポストコロニアル・スタディース入門

■講義内容■講義内容

近現代日本の形成に深く関与した植民地統治を念頭に置きながら、演習形式で近年のポストコロニアル研究の基礎を学
ぶ。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

①植民地と帝国の関係についてまなぶ。
②戦後もつづくポストコロニアル状況についての視野を手に入れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス　担当者の決定
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（1）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（2）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（3）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（4）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（5）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（6）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（7）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（8）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（9）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（10）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（11）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（12）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（13）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　前期の内容を振り返っておく
【授業内容】　本橋哲也『ポストコロニアリズム』各章の報告と解説（14）
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）各自分担分のレジュメ報告の適切さ（30％）
ｂ）各回の論文要約の適切さ（10×4＝40％）
ｃ）他の生徒とのグループワークにおける積極性（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に現代の時事問題に興味を持ち、とくに歴史問題について正確な知識を得るように努めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

本橋哲也『ポストコロニアリズム』（岩波書店）

■参考文献■参考文献
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河西　晃祐

日本近現代史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

ポストコロニアル・スタディース入門

■講義内容■講義内容

近現代日本の形成に深く関与した植民地統治を念頭に置きながら、演習形式で近年のポストコロニアル研究の基礎を学
ぶ。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

①植民地と帝国の関係についてまなぶ。
②戦後もつづくポストコロニアル状況についての視野を手に入れる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　スコット『ジェンダーと歴史学』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　サイード『オリエンタリズム』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　サイード『オリエンタリズム』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　サイード『オリエンタリズム』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　サイード『オリエンタリズム』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　サイード『オリエンタリズム』各章の報告と解説
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　サイード『オリエンタリズム』各章のレジュメを作成する
【授業内容】　現代の歴史問題とポストコロニアリズム
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　現代の歴史問題とポストコロニアリズムについての基礎知識を得ておく
【授業内容】　現代の歴史問題とポストコロニアリズム
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　現代の歴史問題とポストコロニアリズムについての基礎知識を得ておく
【授業内容】　現代の歴史問題とポストコロニアリズム
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　現代の歴史問題とポストコロニアリズムについての基礎知識を得ておく
【授業内容】　現代の歴史問題とポストコロニアリズム
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　現代の歴史問題とポストコロニアリズムについての基礎知識を得ておく
【授業内容】　総括
【事後学修】　講義の内容を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）各自分担分のレジュメ報告の適切さ（30％）
ｂ）各回の論文要約の適切さ（10×4＝40％）
ｃ）他の生徒とのグループワークにおける積極性（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に現代の時事問題に興味を持ち、とくに歴史問題について正確な知識を得るように努めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

スコット『ジェンダーと歴史学』（平凡社）、サイード『オリエンタリズム』（平凡社）

■参考文献■参考文献
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松谷　基和

北方アジア史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

朝鮮半島の近現代史と研究史について理解を深める。

■講義内容■講義内容

本科目では朝鮮半島の近現代史の流れを把握するとともに、研究史上の課題について理解を深める。授業では毎回、事前
に精読してきた指定文献について内容の確認したうえで、疑問点などについて議論を行う。また、文献を読み進めていく
中で、受講者の興味に合わせて、特に理解を深めたい領域・問題を見つけ出し、随時、適当な文献を追加し、これについ
ても精読・議論を行う。本授業は基本的に「対面式」で行う。

■達成目標■達成目標

１）朝鮮半島の近現代史上の主要な事件や人物、また専門用語について理解する。
２）前述の１）の内容について研究者間に解釈の相違があり、さまざまな論争が生じていることを理解する。
３）自分の専攻分野、地域の歴史と、朝鮮近現代史の接点を見出せるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　朝鮮半島の歴史について日ごろから疑問に思っていることについて整理する。
【授業内容】　授業の進め方、文献紹介、発表当番決定
【事後学修】　指定された文献を入手し、目を通す。

第２回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「１章　朝鮮の開国と開化」の前半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第３回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「１章　朝鮮の開国と開化」の後半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第４回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「２章　朝鮮の開国と開化」の前半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第５回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「２章　朝鮮の開国と開化」の後半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第６回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第三章　南北分断体制下の独裁と民主化の挫折」の前半について議論。
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第７回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第三章　南北分断体制下の独裁と民主化の挫折」の後半について議論。
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第８回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第４章　開発独裁による南北体制競争への対応」の前半について議論。
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第９回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第４章　開発独裁による南北体制競争への対応」の後半について議論。
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第10回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第５章　民主化と脱冷戦への対応」の前半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第11回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第５章　民主化と脱冷戦への対応」の後半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第12回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第６章　社会主義朝鮮の歴史」の前半について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第13回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　「第６章　社会主義朝鮮の歴史」の後半について議論。次週での希望文献の提案。
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第14回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　受講者の提案による文献について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、次週の文献範囲を精読する。

第15回 【事前学修】　指定された文献箇所をノートを取りながら精読する。
【授業内容】　受講者の提案による文献について議論
【事後学修】　授業で議論した内容を振り返って整理するとともに、レポートテーマについて報告。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内の「発表」（30%）、議論での「貢献」（30％）、「レポート」（40%）の三要素に基づいて評価する。「発表」で
は、文献の要点把握、説明の適切さ、発表態度を評価する。「貢献」では、積極的な発言、問題提起により、受講者全体
の理解水準を高めたか否かを評価する。「レポート」は、問題意識の明確さ、適切な文献資料の利用、文章表現の適切さ
を勘案し、総合的に評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の文献課題をメモを取りながら丁寧に精読し、疑問点・不明な点について、自分のできる範囲で調べたうえで、なお
未解決の問題について次回の授業で質問できるように準備する。また、授業を通して、自分の専攻分野、個人的関心と朝
鮮近現代史の接点がどのような部分に見出させるか、常に考える習慣をつけること。

■テキスト■テキスト

宮嶋　博史・糟谷　憲一編『朝鮮史　2』（山川出版社、2017年）

■参考文献■参考文献

韓国史事典編纂会編『朝鮮韓国近現代史事典： 1860-2005』（日本評論社、2006年）、岡本隆司『世界のなかの日清韓関
係史』（講談社、2006年）、木宮正史『ナショナリズムから見た韓国・北朝鮮近現代史』（講談社、2006年）

■履修上の注意■履修上の注意

①単に文献を読むだけでなく、自分で問題を見出し、それを受講者全員と共有する姿勢が求められる。
②オフィス・アワーについては開講時に通知する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 389 -



小沼　孝博

北方アジア史特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

北方アジア史関連文献の講読

■講義内容■講義内容

本授業では、北方アジア史の展開のなかで生じた政治的・社会的変容について、外国語文献を利用しながら、多角的な視
点から検討・理解できる能力の涵養をめざす。テキストには、E.S. ロウスキー著『Early Modern China and Northeast
Asia』（近世の中国と北アジア）を取り上げる予定であるが、受講生の希望に応じて変更する場合がある。

■達成目標■達成目標

①北方ジア史の研究手法の特徴を理解することができる。
②アジア各地の歴史事象に関する比較の視点を養うことができる。
③欧米におけるアジア史研究の成果を取り入れ、自身の研究に生かすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　概説書等を読み、基礎的な知識を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス、テキスト解説
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読①：序論前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読②：序論後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読③：第1章第1節前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読④：第1章第2節後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑤：第1章第2節前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑥：第1章第2節後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑦：第2章第1節前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑧：第2章第1節後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑨：第2章第2節前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑩：第2章第2節後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑪：第2章第3節前半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑫：第2章第3節後半
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　テキストの講読⑬：結論
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　まとめ（論点の整理、課題の把握）
【事後学修】　学習内容を復習し、各自の研究テーマにフィードバックさせる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業に取り組む積極性（50％）、達成目標の到達度（50％）に基づき総合的に判断する。
テキストの内容に応じて文献や資料を検索・分析したり、各自のテーマにフィードバックさせて考察を深めることができ
ているかは評価の重要なポイントとなる。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

北方アジアの歴史について書かれた概説書等を読み、基礎的な知識を確認しておくとよい。
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■テキスト■テキスト

Evelyn S. Rawski, Early Modern China and Northeast Asia: Cross Border Perspectives（Cambridge University
Press, 2015）. 講読部分はコピーして配布するので購入の必要はない。

■参考文献■参考文献

間野英二ほか『内陸アジア』 朝日新聞社、1992、ISBN：4022585013。
小松久男ほか『中央ユーラシア史』山川出版社、2000、ISBN：9784634413405。
小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
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下倉　渉

中国古代史特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

墓葬から見た中国古代史

■講義内容■講義内容

　本講義では「墓葬」をキーワードにして、中国古代の社会や王権、死生観などの歴史について講じる。取り上げる資料
は多岐にわたっており、考古学的な遺物・遺構はもちろんのこと、経書などの記載も議論の俎上に上す。こうした材料を
どのようにすれば総合的に生かすことができるのか、この点についても考えてみたい。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

　様々な資料を駆使して、社会の諸事象を総合的に考察できる視点と能力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　自身の研究と関連付けて主体的に学べる準備をする。

第２回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　郭墓の種類と歴史
【事後学修】　配付したプリントを用いて郭墓に対する理解を深める。

第３回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　室墓の種類と歴史
【事後学修】　配付したプリントを用いて室墓に対する理解を深める。

第４回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　郭墓から室墓への変化
【事後学修】　配付したプリントを用いて墓葬施設の構造的変化とその歴史的意義について理解を深める。

第５回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　王陵・帝陵の周辺施設
【事後学修】　配付したプリントを用いて王陵・帝陵の周辺施設とその歴史について理解を深める。

第６回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　副葬品の歴史①──殷周時代──
【事後学修】　配付したプリントを用いて殷周時代の副葬品について理解を深める。

第７回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　副葬品の歴史②──春秋戦国時代──
【事後学修】　配付したプリントを用いて春秋戦国時代の副葬品について理解を深める。

第８回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　副葬品の歴史③──秦漢時代──
【事後学修】　配付したプリントを用いて秦漢時代の副葬品について理解を深める。

第９回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　墓中の文字史料
【事後学修】　配付したプリントを用いて出土文字史料に関する理解を深める。

第10回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　墓葬の儀礼について①──『儀礼』の場合──
【事後学修】　配付したプリントを用いて『儀礼』に記された埋葬儀礼について理解を深める。

第11回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　墓葬の儀礼について②──後漢の上陵儀礼──
【事後学修】　配付したプリントを用いて後漢の上陵儀礼に関する理解を深める。

第12回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　墓葬の儀礼について③──序寧簡より見た──
【事後学修】　配付したプリントを用いて序寧簡から窺える墓埋儀礼について理解を深める。

第13回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　厚葬から薄葬へ
【事後学修】　配付したプリントを用いて漢から六朝にかけての墓葬に変遷について理解を深める。

第14回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　日中韓の比較
【事後学修】　配付したプリントを用いて日中韓三国における墓葬の違いについて理解を深める。

第15回 【事前学修】　講義全体の内容を復習しておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　配付したプリントを用いて講義全体の内容を再確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 2 回（各 50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自身が対象とする地域の墓葬に関する歴史について確認しておくこと。

■参考文献■参考文献

その都度紹介する。
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下倉　渉

中国中世史特論

■テーマ■テーマ

中国民間信仰論

■講義内容■講義内容

　本講義では、関羽に関する信仰を主たる題材として、中国中世における民間信仰のあり方について考える。また、この
期間の特質を明らかにするため、近世の関羽信仰や中国内外の状況についても論じる。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

　中国人の信仰のあり方を理解するとともに、各自それと比較することによって、我々日本人、及び受講生が研究対象と
する地域の人々の信仰に如何なる特徴があるかを理解することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部で学んだ関連する事項を復習しておく。
【授業内容】　関羽信仰と中国人
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第２回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、道教に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　中国道教史概観
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第３回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、中国の神仏に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　中国の神々
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第４回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　関羽信仰の形成①──魏晋時代──
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第５回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　関羽信仰の形成②──南北朝時代──
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第６回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　関羽信仰の形成③──隋唐時代──
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第７回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　中国中世における関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第８回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　宋代における関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第９回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　元代における関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第10回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　明代前半の関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第11回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　明代後半の関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第12回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　清代前半の関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第13回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　清代後半の関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第14回 【事前学修】　前回の授業内容をあらためて確認し、関羽信仰に関する事前学修を行っておく。
【授業内容】　中国国外の関羽信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

第15回 【事前学修】　前回の授業内容にあわせてこれまでの内容に関しても全て確認しておく。
【授業内容】　中世における関羽信仰の特徴と中国の民間信仰
【事後学修】　講義の内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 2 回（各 50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生が研究対象とする地域の民間信仰について事前に学習を行うこと。

■参考文献■参考文献

その都度紹介する。
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小沼　孝博

アジア民族史特論

■テーマ■テーマ

内陸アジアの歴史と民族

■講義内容■講義内容

本授業では、近世から近代にかけての内陸アジア（中央ユーラシア）で生じた政治的・社会的変容を、いくつかの事例を
取り上げて検討し、地域社会・民族社会の形成を歴史的に研究する手法と視座について学ぶ。また、その検討を通じて、
ミクロな事象の追究から、マクロな歴史像を再構築していくための視点を養っていく。

■達成目標■達成目標

①アジア民族史、内陸アジア史の研究手法の特徴を理解することができる。
②アジア各地の歴史事象に関する比較の視点を養うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　概説書等を読み、基礎的な知識を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　内陸アジア史概説①（～9世紀）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　内陸アジア史概説②（10世紀～）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　内陸アジア史概説③：基層文化の変遷
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　遊牧国家とオアシス社会①：モグール人政権の変容
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　遊牧国家とオアシス社会②：ジューンガルの発展とムスリム商人
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　周縁化する内陸アジア①：イリ地域社会の変容
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　周縁化する内陸アジア②：清とカザフの境界問題
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　周縁化する内陸アジア③：清朝統治下のムスリム商人
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中国王朝と内陸アジア①：回子営の250年
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中国王朝と内陸アジア②：瓜州トルファン人社会
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中国王朝と内陸アジア③：他者認識の政治性
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　近代国家と「民族」①：「民族」名称の創出
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　近代国家と「民族」②：「少数民族」としての道
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　まとめ（論点の整理、課題の把握）
【事後学修】　学習内容を復習し、各自の研究テーマにフィードバックさせる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業に取り組む積極性（50％）、達成目標の到達度（50％）に基づき総合的に判断する。
テキストの内容に応じて文献や資料を検索・分析したり、各自のテーマにフィードバックさせて考察を深めることができ
ているかは評価の重要なポイントとなる。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

内陸アジアの歴史について書かれた概説書等を読み、基礎的な知識を確認しておくとよい。

■テキスト■テキスト

プリント配布。
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■参考文献■参考文献

間野英二ほか『内陸アジア』 朝日新聞社、1992、ISBN：4022585013。
小松久男ほか『中央ユーラシア史』山川出版社、2000、ISBN：9784634413405。
小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
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辻　秀人

日本考古学特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

日本考古学の歴史と方法

■講義内容■講義内容

明治時代に導入された近代考古学が日本でどのように受容されたかを述べ、日本考古学の特質を考察する。また、日本考
古学の基本的な方法論である型式論と様式論の概要をにべ、その有効性と問題点について論じ、現代考古学への影響を考
察する。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

①近代以降の日本考古学の歴史を説明できる。
②日本考古学の方法論の概要を説明し、考古学研究の基礎的な段階を進めることが出来る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　参考文献を読んでおく
【授業内容】　授業の進め方　プロローグ
【事後学修】　講義内容の復習

第２回 【事前学修】　参考文献を読んでおく
【授業内容】　考古学の黎明期 1　明治時代の考古学　モースの研究、坪井小五郎
【事後学修】　講義内容の復習

第３回 【事前学修】　参考文献を読んでおく
【授業内容】　考古学の黎明期 2　大正期の考古学　縄文人アイヌ説
【事後学修】　講義内容の復習

第４回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　型式論と様式論
【事後学修】　講義内容の復習

第５回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　山内清男の型式論
【事後学修】　講義内容の復習

第６回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　小林行雄の様式論
【事後学修】　講義内容の復習

第７回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　小林達夫の様式論
【事後学修】　講義内容の復習

第８回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　型式論と様式論の比較
【事後学修】　講義内容の復習

第９回 【事前学修】　配布プリントの学習
【授業内容】　現代に応用された型式論　丹羽茂による編年
【事後学修】　講義内容の復習

第10回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　小林様式論の有効性と限界
【事後学修】　講義内容の復習

第11回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　様式論の深化　細別器種
【事後学修】　講義内容の復習

第12回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　細別器種概念の有効性
【事後学修】　講義内容の復習

第13回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　古代社会にいかにしてアプローチするか　古代の人々の認識にせまる
【事後学修】　講義内容の復習

第14回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　仮説の設定と検証
【事後学修】　講義内容の復習

第15回 【事前学修】　講義概要の復習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　講義内容の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

近代以降の日本考古学の歴史の理解度（50％）日本考古学の方法論、考古学研究の基礎的な段階の理解度（50％）を評価
する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

研究方法についての予習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習（日本考古学の研究）Ⅰ～Ⅱ

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 396 -



■テキスト■テキスト

プリントを配布する

■参考文献■参考文献

岩波講座日本考古学 1　研究の方法方法論　ISBN　4-00-00262-1
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辻　秀人

日本考古学特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

東北地方における古代社会形成過程

■講義内容■講義内容

倭国周縁域にあたる東北地方は弥生時代から古墳時代、古代への古代国家形成過程が西日本とは異なっている。本講義で
は東北地方の歴史変動の特質と西日本弥生社会、古代大和王権との関係を論じ、東北地方の特色ある歴史動向を説明す
る。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

東北地方の特色有る古代社会の動向及び倭国の形成過程と東北古代社会の変動との関係を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　東北考古学の学習
【授業内容】　授業の進め方　プロローグ　東北地方の歴史的特色概観
【事後学修】　講義内容復習

第２回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　1　縄文から弥生へ
　　　　　　　（1）　縄文文化の西と東
【事後学修】　講義内容復習

第３回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（2）　西日本の弥生社会形成過程
　　　　　　　（3）　東北への弥生文化の広がり
【事後学修】　講義内容復習

第４回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　2　東北弥生社会の変質と社会変動
　　　　　　　（1）　西日本型弥生文化と東日本型弥生文化
　　　　　　　（2）　東北弥生社会の特質
【事後学修】　講義内容復習

第５回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（3）　天王山式土器の広がり
　　　　　　　（4）　狩猟採集文化と農耕文化
【事後学修】　講義内容復習

第６回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（5）　続縄文文化の広がり
　　　　　　　（6）　北海道と東北
【事後学修】　講義内容復習

第７回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（7）　人の移動と新たな社会
　　　　　　　（8）　邪馬台国末期の動乱と東北社会
【事後学修】　講義内容復習

第８回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　3　東北の古墳時代社会
　　　　　　　（1）　会津盆地の古墳認識の進展
　　　　　　　（2）　出現期の前方後円墳
【事後学修】　講義内容復習

第９回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（3）　会津盆地の古墳時代社会
　　　　　　　（4）　東北南部の古墳時代社会の出現
【事後学修】　講義内容復習

第10回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（5）　大和王権の強大化と周縁地域
　　　　　　　（6）　東北の古墳の変化
【事後学修】　講義内容復習

第11回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（7）　埴輪と須恵器
　　　　　　　（8）　土師器に見る生活の変化
【事後学修】　講義内容復習

第12回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　4　東北北部の古墳時代
　　　　　　　（1）　末期古墳とはなにか
　　　　　　　（2）　東北北部の古墳時代社会
　　　　　　　（3）　蝦夷と呼ばれた人々
【事後学修】　講義内容復習

第13回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　5　律令国家と蝦夷
　　　　　　　（1）　東北南部の国家施設の建設
　　　　　　　（2）　関東系土器と人の移住
【事後学修】　講義内容復習
【事後学修】
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第14回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　（3）　陸奥国府多賀城
　　　　　　　（4）　律令国家と蝦夷の戦争
【事後学修】　講義内容復習

第15回 【事前学修】　参考文献学習
【授業内容】　東北地方における古代社会の形成過程
【事後学修】　講義内容復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

東北地方の特色有る古代社会の動向及び倭国の形成過程と東北古代社会の変動との関係の理解度（50％）、東北地方の特
色ある歴史動向とその特質についての理解度（50％）を評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

東北考古学に関する学習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習（日本考古学の研究）Ⅰ～Ⅱ

■テキスト■テキスト

プリントを配布する

■参考文献■参考文献

『東北古墳研究の原点　会津大塚山古墳』　新泉社　2006 年　ISBN　4-7877-0639-Ⅹ　c1021
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佐川　正敏

アジア考古学特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

古代東・北アジアの都城遺跡と瓦生産

■講義内容■講義内容

古代東アジア（中国、韓国、日本）、および北アジア（モンゴル、ロシア）の考古学的最新成果に基づきながら、寺院な
どの宗教施設を含む都城遺跡および国家の象徴的紋章を表現した瓦の生産の変遷と比較について講義する。その際に、担
当者が奈良文化財研究所に研究員・主任研究官として勤務し、都城と寺院の発掘調査、瓦の研究、国際共同研究に参加し
た経験を十分活かす。毎回の授業の学修到達度については、Responを通して確認する。この授業は対面授業として実施す
る。

■達成目標■達成目標

１：日本を含めて東・北アジアの都城制および国家の象徴的紋章としての瓦の生産の変遷と意義について基本的な理解が
できる。
２：アジア文化史専攻の目標である「現地・原典主義」を重視する立場から、最新の考古学的資料を収集し、分析する方
法を身に着けることができる。
３：東・北アジアの最新の調査 ･ 研究成果を通して、アジア文化史専攻の目標である「グローバルな視点」を自ら積極的
にもつことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部 2年次（旧カリキュラム）の「アジアにおける国家の誕生」や 4年次の「考古学の諸問題
Ⅲ」の配付資料や授業ノートを復習しておく。
【授業内容】　新石器時代末期（龍山）および二里頭文化段階（夏王朝）における都城制の萌芽と建築材料
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　殷・周・春秋戦国時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。殷・周・春秋戦国時代の都城制と瓦生産のキーポイントにつ
いて受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　秦・漢代および匈奴の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを、学修内容のキーポイントについて説
明できるようにする。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。秦・漢時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受講生
全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　三国・西晋時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。三国・西晋時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受
講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　南北朝時代の都城制と瓦生産（1）：北朝
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。北朝の都城制と瓦生産のキーポイントについて受講生全員が
記述説明できるようにする。
【授業内容】　南北朝時代の都城制と瓦生産（2）：東晋と南朝
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。東晋と南朝時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受
講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　隋・唐代および突厥・ウイグル・渤海の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。隋・唐時代および突厥・ウイグル・渤海の都城制と瓦生産の
キーポイントについて受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　宋・遼・金・元代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。宋・遼・金・元代の都城制と瓦生産のキーポイントについて
受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　朝鮮半島三国時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。朝鮮半島三国時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて
受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　統一新羅・高麗時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。
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第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。統一新羅・高麗時代の都城制と瓦生産のキーポイントについ
て受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　飛鳥時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。飛鳥時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受講生全
員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　奈良時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。奈良時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受講生全
員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　平安時代の都城制と瓦生産
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。平安時代の都城制と瓦生産のキーポイントについて受講生全
員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　古代都城制の崩壊と中世都市の成立、瓦生産の変革－白河・鳥羽離宮から平泉、鎌倉へ－
【事後学修】　授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　15 回分の授業のキーポイントについて自分で整理しておく。白河離宮、平泉、鎌倉の都市計画と
瓦生産のキーポイントについて受講生全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　まとめ：古代東・北アジアの都城制と瓦生産の特色と変容。「修了レポート」の課題について説
明する。
【事後学修】　15 回分の授業とテキスト、配布したプリントを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイ
ントについて説明できるようにする。さらに「修了レポート」をmanabaのレポート機能に提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出されるレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標1～3。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切さ
（80％）、指示された書式などの遵守（20％）。
（ｂ）修了レポートの内容（55％）：①達成目標1～3。②55点＝10点×3問＋15点×1問。③記述内容の適切さ（60％）、
記述内容の独創性（20％）、指示された書式などの遵守（20％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料が事前に配布された場合は、必ず読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本考古学特論Ⅰ、日本古代史特論Ⅰ

■参考文献■参考文献

毎回の授業内容に関連する論文のコピーを配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435@mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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佐川　正敏

アジア考古学特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

古代東・北アジアの仏教寺院をめぐる諸問題

■講義内容■講義内容

まず、中国の古代寺院の発掘調査成果と、近年本格的な発掘調査が進行している韓国の百済や統一新羅時代の寺院の調
査・研究成果について講義する。つぎに、それらの影響を受けて成立し、独自の展開をみせた日本の代表的な古代寺院に
関する考古・歴史・思想史・建築史・美術史学的研究や学術論争について講義する。さらに、以上の研究成果を踏まえ
て、古代東・北アジアにおける日本の寺院の伽藍配置や塔心礎の設置形式、舎利奉安形式の特徴を比較・考察しながら講
義する。その際に、担当者が奈良文化財研究所に研究員・主任研究官として勤務し、奈良の寺院の発掘調査や寺院に関す
る国際共同研究にも参加した経験を十分活用する。毎回の授業の学修到達度については、レスポンを通して確認する。こ
の授業は対面授業として実施する。

■達成目標■達成目標

１：世界宗教である仏教の寺院を通して、古代東・北アジア史のグローバルな動向を学修できる。
２：中国と朝鮮半島の寺院や塔、舎利奉安形式との比較によって、日本の寺院の特徴を学修できる。
３：考古学の成果を歴史学、思想史学、建築史学、美術史学との学融合による解釈を通して、学際研究の方法について学
修し、自身の研究に応用できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　飛鳥寺について調べてくる
【授業内容】　飛鳥寺：日本最初の本格的寺院と舎利埋納、瓦生産
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。飛鳥寺の舎利埋納について受講者全員が記述説明できるよう
にする。
【授業内容】　若草伽藍と法隆寺：再建論争の現在、法隆寺式伽藍配置形式
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。法隆寺再建・非再建論の現在について受講者全員が記述説明
できるようにする。
【授業内容】　本薬師寺と平城薬師寺：双塔式伽藍配置、移建論争の現在
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。双塔式伽藍配置の系譜について受講者全員が記述説明できる
ようにする。
【授業内容】　百済と新羅、高句麗の寺院・塔・舎利奉安
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。百済と新羅の舎利奉安について受講者全員が記述説明できる
ようにする。
【授業内容】　後漢・三国時代の最初の仏教遺物と新疆・河西地区の石窟寺院からみた仏教文化の広がり
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。三国時代（呉）の最初の仏教遺物について受講者全員が記述
説明できるようにする。
【授業内容】　東晋・南朝の仏教寺院と仏教文化
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。東晋・南朝の舎利埋納について受講者全員が記述説明できる
ようにする。
【授業内容】　北朝の仏教寺院（1）：北魏思遠寺と雲崗石窟
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。雲崗石窟の変遷について受講者全員が記述説明できるように
する。
【授業内容】　北朝の仏教寺院（2）：北魏洛陽永寧寺と龍門石窟、鞏県石窟
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。北魏洛陽永寧寺の木塔の特徴について受講者全員が記述説明
できるようにする。
【授業内容】　北朝の仏教寺院（3）：東魏北斉?城趙彭城仏寺と核桃園仏寺、響堂山石窟
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。北斉?城の２つの寺院の舎利埋納について受講者全員が比較し
て説明できるようにする。
【授業内容】　隋唐代の仏教寺院（1）：隋文帝の舎利塔の全国的展開、大興城と長安城の仏教寺院
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。
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第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。長安城と寺院の配置計画について受講者全員が記述説明でき
るようにする。
【授業内容】　隋唐代の仏教寺院（2）：奉先寺と大雲寺、慶山寺と法門寺
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。隋唐代の寺院の舎利奉安方式について受講者全員が記述説明
できるようにする。
【授業内容】　隋唐代の仏教寺院（3）：隋唐代の地方と渤海の仏教寺院
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。東・北アジアにおける隋唐代の仏教寺院の伽藍配置の意義に
ついて受講者全員が記述説明できるようにする。
【授業内容】　五代・宋代の仏教寺院
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでくる。五代・宋代の塔地宮について受講者全員が記述説明できるよ
うにする。
【授業内容】　遼・金・元代の仏教寺院
【事後学修】　授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明できるよう
にする。

第15回 【事前学修】　学習内容について第 1 ～ 15 回の講義ノートやテキストを復習して、事前に考えてくる。
【授業内容】　古代東・北アジアの寺院・塔・舎利奉安の特色と日本における変容。「修了レポート」の課題に
ついて要項に基づいて口頭およびmanabaのレポート機能で説明する。
【事後学修】　15 回分の授業やテキストを復習してレスポンを提出し、学修内容のキーポイントについて説明で
きるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出されるレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標：1～3。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切
さ（80％）、指示された形式（体裁）の遵守（20％）。
（ｂ）修了レポートの内容（45％）：①達成目標：1～3。②45点＝10点×3つ＋15点×1つ。③記述内容の適切さ
（50％）、記述内容の独創性（30％）、指示された形式（体裁）の遵守（20％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画で順次対象とする寺院に関わるテキストと参考文献の論文を読み、かつ仙台市周辺や平泉、奈良、京都の寺院・
寺院遺跡を実際に見学すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア考古学特論Ⅰ、日本考古学特論Ⅰ・Ⅱ、日本古代史特論Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

森郁夫 1998年『日本古代寺院造営の研究』法政大学出版局、ISBN: 4-588-32804-2、森郁夫 2009年『日本古代寺院の造営
の諸問題』雄山閣、ISBN: 978-4-639-02112-4、キョウ国強 2006『隋唐長安城仏寺研究』中国・文物出版社のコピーを毎
回配布する。

■参考文献■参考文献

テキストの各章末の参考文献や鈴木靖民編 2010年『古代東アジアの仏教と王権』勉誠出版、ISBN: 978-4-585-10444-5 な
どのコピーを含めて講義の進行に合わせて適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435@mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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政岡　伸洋

日本民俗学特論Ⅰ

■テーマ■テーマ

郷をめぐる民俗研究－民俗の歴史的展開を考えるための視点と方法―

■講義内容■講義内容

近畿地方を中心に、複数のムラで構成される「郷」と呼ばれるまとまりによる民俗が見られ、これまでの民俗学において
は、これを村切前の中世における村落共同体の名残として理解する傾向が顕著であった。しかし、本当に中世から近世、
近代、そして現代にいたるまで変わりなく受け継がれてきたのであろうか。そこで、本講義では近江湖東地方の郷祭りや
奈良盆地の郷墓の事例を取り上げ、従来の理解を再検討するとともに、民俗の歴史的展開を考えるための視点と方法につ
いて、もう一度考えてみたい。

■達成目標■達成目標

民俗の歴史的展開を、聞き書き資料をもとに史料や金石文等も用い、政治的・社会的・経済的背景を押さえた上で分析す
ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　民俗学の視点や方法等について自ら調べておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方、受講上の注意点など）
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第２回 【事前学修】　これまで「民俗」がどのように定義されているか調べておくこと。
【授業内容】　民俗の概念とその問題点
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第３回 【事前学修】　滋賀県の歴史的・地理的環境について調べておくこと。
【授業内容】　郷祭りと水利慣行①―建部祭の現状とその特質―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第４回 【事前学修】　近江湖東地域の中世から近世の歴史について調べておくこと。
【授業内容】　郷祭りと水利慣行②―建部祭の歴史的展開―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第５回 【事前学修】　滋賀県の地理的環境と水の問題について調べておくこと。
【授業内容】　郷祭りと水利慣行③―建部祭の基盤と水利慣行―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第６回 【事前学修】　日本における村落構造論の展開について調べておくこと。
【授業内容】　郷祭りと水利慣行④―祭祀組織の機能と構造―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第７回 【事前学修】　第3回の講義内容についてもう一度整理しておくこと。
【授業内容】　郷祭りの変容と解体①―現在聞かれる五箇祭―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第８回 【事前学修】　日吉社や六角佐々木氏に関する基礎知識を身につけておくこと。
【授業内容】　郷祭りの変容と解体②―五箇祭の成立とその原型―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第９回 【事前学修】　滋賀県を対象とした近世社会経済史の成果や近江商人に関する基礎知識を身につけておくこと。
【授業内容】　郷祭りの変容と解体③―祭礼の変化と解体―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第10回 【事前学修】　第5回の講義内容についてもう一度整理しておくこと。
【授業内容】　郷祭りの変容と解体④―祭礼の基盤とその変容―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第11回 【事前学修】　奈良県の歴史的・地理的環境について調べておくこと。
【授業内容】　郷墓をめぐる墓制の展開とその歴史性①―伝宝墓の立地と現状―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第12回 【事前学修】　両墓制など民俗学における墓制研究の成果を整理しておくこと。
【授業内容】　郷墓をめぐる墓制の展開とその歴史性②―墓郷内における墓制の展開―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第13回 【事前学修】　歴史考古学における墓石研究の基礎知識を身につけておくこと。
【授業内容】　郷墓をめぐる墓制の展開とその歴史性③－石塔の変遷とその特質―
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第14回 【事前学修】　これまでの授業の内容をもう一度確認しておくこと。
【授業内容】　郷をめぐる民俗からみえてくるもの
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

第15回 【事前学修】　これまでの授業の内容をもう一度確認しておくこと。
【授業内容】　民俗の歴史的展開を考えるための視点と方法を再考する
【事後学修】　授業の内容を受けて、それまでのイメージと実際の内容とのずれの背景について考えること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（80％）、議論参加の積極性（20％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルーブリックの形で、授
業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義で取り上げる地域の歴史的・地理的特徴について、事前に調べておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

歴史学・考古学関連の科目はできるだけ多く受講しておくことが望ましい。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 404 -



■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

授業の中でその都度指示する。
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政岡　伸洋

日本民俗学特論Ⅱ

■テーマ■テーマ

戦後日本における民俗学の展開

■講義内容■講義内容

今日、民俗学は大きな転換期を迎えているといえるが、本講義では戦後日本における民俗学の展開を見ていくことで、そ
の特徴と今後の課題について考えてみたい。

■達成目標■達成目標

①今日に至る民俗学の展開について説明できる。
② 1 を踏まえ、自らの研究について、学史の中に位置づけ、説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　一般的な民俗学のイメージについて調べておくこと。
【授業内容】　ガイダンス―受講上の注意点等―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、イメージと実態のずれについて考えておくこと。

第２回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　アカデミズムの中の民俗学
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第３回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　批判と反省の民俗学
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第４回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　新しい民俗学研究の形成①―「民俗学の変化」「民俗の地域差と地域民俗学」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第５回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　新しい民俗学研究の形成②―「沖縄の「本土」復帰と沖縄研究」「比較民俗学」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第６回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　新しい民俗学研究の形成③―「民具研究」「大学教育とマニュアル化の進展」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第７回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　制度の中の民俗学①―「日本民俗学会の組織変更」「国立民族学博物館と国立歴史民俗博物
館」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第８回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　制度の中の民俗学②―「博物館展示と民俗学」「研究機関の発達」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第９回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　社会の変化と民俗学①―「都市民俗学」「ハレ ･ ケ ･ ケガレ論」「餅なし正月」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第10回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　社会の変化と民俗学②―「学際研究と欧米理論」「領域と境界の民俗」「女・子供・老人の民
俗」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第11回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　社会の変化と民俗学③―「仏教と民俗」｢ 社会史の流行と民俗学 ｣「環境の民俗」―
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第12回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　落日の民俗学と現代民俗学
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第13回 【事前学修】　テキストの中の取り上げる部分について精読しておくこと。
【授業内容】　21 世紀の民俗学へ
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、テキストをもう一度読み直しておくこと。

第14回 【事前学修】　事前に配布された論文を精読しておくこと。
【授業内容】　東日本大震災と民俗学
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第15回 【事前学修】　授業で取り上げるテーマについて、自らの研究の内容を踏まえ考えておくこと。
【授業内容】　日本における民俗学の現状を考える
【事後学修】　授業の内容と自らの研究テーマの位置づけについて考えておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（80％）、議論参加への積極性（20％）をもとに、総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

予習としては、関連文献にも目を通したうえでの事前理解、復習としては授業内での議論をふまえた、自らの研究の位置
づけについて分析すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

歴史学・考古学・地理学関連の科目はできるだけ多く受講しておくことが望ましい。
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■テキスト■テキスト

福田アジオ『現代日本の民俗学　ポスト柳田の 50 年』（吉川弘文館、2014 年）

■参考文献■参考文献

講義の中でその都度指示する。
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目代　邦康

アジア地域環境論

■テーマ■テーマ

アジアの諸地域の環境を様々な時空間スケールで理解する．

■講義内容■講義内容

アジア地域はその規模と多様性において他の大陸とは大きく異なる．その実際を様々な空間スケールで整理し，理解でき
るように講義する．

■達成目標■達成目標

アジア地域を地球の中で適切に位置づけられるようになる．地域特性を時空間スケール切り分けて説明できるようにな
る．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア地域の自然環境の特徴を地図帳，Google Earthを用いて理解する．
【授業内容】　地球の中のアジア地域の位置
【事後学修】　地域の概形を描き，

第２回 【事前学修】　大気の大循環とはどのようなものかを調べておこう。
【授業内容】　大気の大循環から見たアジア地域
【事後学修】　アジア大陸の実際を踏まえて大循環を説明できるようになろう。

第３回 【事前学修】　温帯と熱帯のモンスーンについて調べておこう。
【授業内容】　海岸からの距離と緯度経度で見た東岸と西岸の気候
【事後学修】　モンスーンがもたらす地域の文化特性を考察しよう。

第４回 【事前学修】　湿潤熱帯とサバンナ気候との違いを調べておこう。
【授業内容】　熱帯域の気候と植生
【事後学修】　湿潤熱帯の生活環境の一例を語れるようにしよう。

第５回 【事前学修】　チベット―モンゴルの断面を想定して乾燥帯域の植生の違いを把握しておこう。
【授業内容】　乾燥帯域の気候と植生
【事後学修】　一つの地域を例に乾燥帯の生活を語れるようになろう。

第６回 【事前学修】　暖温帯から冷温帯への変化を、植生の違いで調べておこう。
【授業内容】　温帯域の気候と植生
【事後学修】　暖温帯の気候植生と日本の文化について説明できるようにしよう。

第７回 【事前学修】　温帯ステップの地形植生の特徴を調べておこう。
【授業内容】　寒帯域の気候と植生
【事後学修】　中国東北部からシベリアの気候植生変化を理解しよう。

第８回 【事前学修】　第四紀の気候変動を調べておこう。
【授業内容】　気候変動と植生帯の変動
【事後学修】　最終氷期の気候を説明できるようにしよう。

第９回 【事前学修】　海水準変動とはどうして起こるかを調べておこう。
【授業内容】　海水準変動と気候変動
【事後学修】　ミランコビッチサイクルを調べよう。

第10回 【事前学修】　最終氷期最末期の気候環境激変について調べておこう。
【授業内容】　氷期間-氷期サイクルと気候変動の様相
【事後学修】　ヤンガードリアスの気候変動実態を調べておこう。

第11回 【事前学修】　東北地方の最終間氷期以後の気候環境変動を調べておこう。
【授業内容】　気候変動と地形発達過程
【事後学修】　氷期間氷期サイクルが東北はどのような植生変動をもたらしたかを調べておこう。

第12回 【事前学修】　最終氷期最盛期以後の海水準上昇過程を調べておこう。
【授業内容】　海水準変動とサンゴ礁・マングローブ林分布変動
【事後学修】　氷期末の急激な海面上昇とサンゴ礁にキャッチアップを理解しよう。

第13回 【事前学修】　変動帯と安定陸塊との地形・地質特性の違いを調べておこう。
【授業内容】　変動帯の環境変動
【事後学修】　変動帯の典型を東北地方に求めて、その地形特性を理解しよう。

第14回 【事前学修】　安定域の地形地質特性を調べておこう。
【授業内容】　東南アジア熱帯山岳域の環境変動
【事後学修】　安定熱帯域の地形地質特性をまとめよう。

第15回 【事前学修】　中国沿岸域の概要を地図やグーグル画像からまとめておこう。
【授業内容】　中国の環境変動
【事後学修】　アジアの環境変動をどう総括できるか考察しよう。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

3回程度実施するレポートによって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（関連情報は随時図書館などで調べること）

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に無し

■テキスト■テキスト

随時指示する
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高野　岳彦

日本列島人文環境論

■テーマ■テーマ

日本列島における環境利用と開発の地域性

■講義内容■講義内容

日本列島の環境利用・開発の流れを歴史地理学の視点から通覧し（前半）、それらをふまえて主に東北地方を主とする地
域を事例として環境利用の伝統と現状に関する地理学的見方を理解する（後半）。
授業形式（対面,zoom）は受講生の希望に応じる。

■達成目標■達成目標

①人間による環境の改変と利用による地域性の形成過程についての基本的な認識を得る。
②その認識を、自らの研究にも直接・間接に役立てるようにすることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地図帳で日本列島を眺めて、その位置的・地形的特徴、主な交通線、歴史的地域の配置を確認し
ておく
【授業内容】　日本の自然環境
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第２回 【事前学修】　縄文期の地域性と環境利用の概要を調べて来る。
【授業内容】　縄文期の地域性と環境利用
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第３回 【事前学修】　古代の開発形態の地域性の概要について調べて来る。
【授業内容】　古代の開発形態の地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第４回 【事前学修】　中世の開発と地域性の概要を調べて来る。
【授業内容】　中世の開発と地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第５回 【事前学修】　近世における主要な平野の開発について調べて来る。
【授業内容】　近世新田開発の地域性：大平野
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第６回 【事前学修】　近世における台地や扇状地の開発について、調べて来る。
【授業内容】　近世新田開発の地域性：台地・扇状地
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第７回 【事前学修】　近世都市の種類と立地について調べて来る。
【授業内容】　都市的集落の立地と発展
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第８回 【事前学修】　明治維新後の地域開発について調べて来る。
【授業内容】　近代の開発と地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第９回 【事前学修】　戦後開拓が行われた場所について、調べて来る。
【授業内容】　戦後開拓の地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第10回 【事前学修】　高度経済成長に大規模開発が行われた場所を調べておく
【授業内容】　高度経済成長と地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第11回 【事前学修】　開発と環境改変が地域問題を生じさせた事例を調べて来る。
【授業内容】　環境問題の地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第12回 【事前学修】　90 年代の地域環境問題の特徴について調べて来る。
【授業内容】　低成長時代の地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第13回 【事前学修】　三陸海岸にはどんな水産業があるか、調べて来る。
【授業内容】　三陸水産地域の形成と変容
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第14回 【事前学修】　日本の都市の分布と人口推移を調べて来る。
【授業内容】　都市システムの変遷と地域性
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

第15回 【事前学修】　最も印象に残った場所の地域環境開発の流れについて調べて来る。
【授業内容】　課題発表、総合討論
【事後学修】　授業における不明点を再確認し、理解を深める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の小課題 50％、期末課題 50％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろから地域の問題に関心を持ち続けること

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使わない
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■参考文献■参考文献

授業中に紹介

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーの代わりに、manabaの個人指導を活用、
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目代　邦康

地域解析学

■テーマ■テーマ

地域理解と分析手法としての地域解析

■講義内容■講義内容

地域特性を理解し表現する地図化の技法を実習しながら説明する。特にQGISを用いてGISを用いての分析を行う。

■達成目標■達成目標

様々な地域表現のための地図が作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地図とは何かを調べておこう。
【授業内容】　地域実際の客観情報としての地図
【事後学修】　身近な地域を紹介する地図を作ろう。

第２回 【事前学修】　グーグルの画像情報をみて、どう使えるかを考えておこう。
【授業内容】　現在の空間情報その１　画像情報
【事後学修】　画像情報の使い難さを説明できる。

第３回 【事前学修】　3次元デジタル情報とはどんなものかを調べておこう。
【授業内容】　現在の空間情報その２　SRTM３D・AWなどの3次元デジタル情報
【事後学修】　グリッドサイズとその適用可能性を整理してみよう。

第４回 【事前学修】　LiDARデータとは何かを調べておこう。
【授業内容】　現在の空間情報その３　高精度DEM情報
【事後学修】　制度と表現・作業特性の関係を整理しよう。

第５回 【事前学修】　地理院地図を開いてみよう。
【授業内容】　地理院地図の利活用
【事後学修】　紙地図との違いを説明できるようにしよう。

第６回 【事前学修】　空中写真撮影の歴史を知ろう。
【授業内容】　空中写真情報の利活用
【事後学修】　空中写真の実体視ができるようになる。

第７回 【事前学修】　1/25000地形図を確保しよう。
【授業内容】　地形図情報と主題図
【事後学修】　確保した地形図から読み取って主題図化しよう。

第８回 【事前学修】　GISとはどんなことかを調べておこう
【授業内容】　GIS
【事後学修】　GISデータベースを見てみよう。

第９回 【事前学修】　東日本大震災のGISデータを開いてみよう。
【授業内容】　GISを用いた自然災害分析
【事後学修】　津波災害データから地域災害特性を分析しよう。

第10回 【事前学修】　手書きの地域災害地図をイメージ的に作成しよう。
【授業内容】　地域災害管理地図の作成
【事後学修】　1/5000の災害管理地図を作る構想を練ろう。

第11回 【事前学修】　数km四方程度の対象地域を設定しておこう。、
【授業内容】　地域災害管理地図の作成
【事後学修】　基盤地図を作成しておこう。

第12回 【事前学修】　基盤地図に重ねる情報のレイヤー構成を考えよう。
【授業内容】　地域災害管理地図の作成
【事後学修】　地域の災害特性（脆弱性と強み）を評価してみよう。

第13回 【事前学修】　レポートを作成しよう。
【授業内容】　地域災害管理地図の作成
【事後学修】　地域災害対応地図を作成しよう。

第14回 【事前学修】　イラストマップや鳥瞰図を見ておこう。
【授業内容】　地図化表現の応用
【事後学修】　先に作成した地図の簡略化を考察しよう。

第15回 【事前学修】　文字を読めない人々でも解る地図とはどのようなものかを考えておこう。
【授業内容】　地図化表現の応用
【事後学修】　先に作成した地図を簡略化してイラストマップを作ってみよう。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業の過程で4回程度のレポートを求める。各回25点。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

GISの基礎知識を持って授業に臨む。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部レベルでGIS関連授業を受講していることが望まれる。

■テキスト■テキスト

【改訂新版】[オープンデータ+QGIS]統計・防災・環境情報がひと目でわかる地図の作り方．技術評論社

■参考文献■参考文献

必要に応じて提供・紹介する。
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永田　英明、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅰ（日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本古代史研究の現状と課題

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、辻（考古学）・七海（中世
史）がそれぞれの専門の立場から助言を行う。

■達成目標■達成目標

日本古代史研究の現状と課題を説明することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の卒業論文等を確認しておく。
【授業内容】　演習の進め方、基本文献の提示
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第２回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　古代国家形成史をめぐる問題の報告と討論（倭王権）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第３回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　古代国家形成史をめぐる諸問題の報告と討論（六・七世紀）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第４回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　古代国家形成史をめぐる諸問題の報告と討論（七世紀後半）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第５回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の支配体制をめぐる諸問題の報告と討論（官僚制）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第６回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の支配体制をめぐる諸問題の報告と討論（天皇・王権）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第７回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の支配体制をめぐる諸問題の報告と討論（地方支配）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第８回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の変容をめぐる諸問題の報告と討論（八世紀後半）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第９回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の変容をめぐる諸問題の報告と討論（八世紀末～九世紀初）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第10回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　律令国家の変容をめぐる諸問題の報告と討論（九世紀）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第11回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　歴史考古学の諸問題についての報告と討論（官衙論など）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第12回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　歴史考古学の諸問題についての報告と討論（集落論など）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第13回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　古代・中世移行期をめぐる諸問題の報告と討論（貴族社会）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第14回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　古代・中世移行期をめぐる諸問題の報告と討論（地方社会）
【事後学修】　授業で話題となった論点と課題を整理しておく

第15回 【事前学修】　関係文献を読み論点を整理しておく
【授業内容】　総括と講評（永田・辻・七海）
【事後学修】　授業を踏まえ、修士論文のテーマを具体的に検討しておく*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本古代史特論Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ

■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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永田　英明、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅱ（日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本古代史研究の実践

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、辻（考古学）・七海（中世
史）がそれぞれの専門の立場から助言を行う。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する課題を発見し研究を実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文のテーマについて検討しておく
【授業内容】　演習の進め方（永田）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　先行研究の整理
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　先行研究論文の講読（文献 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　先行研究論文の講読（文献 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　先行研究論文の講読（文献 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　先行研究論文の講読（文献 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の概要報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 5）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文のテーマ設定　関係史料の講読と分析（資料 6）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文目次案の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　総括と講評
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本古代史特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

教室で個別に指示する

■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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永田　英明、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅲ（日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本古代史研究の現状と課題

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、辻（考古学）・七海（中世
史）がそれぞれの専門の立場から助言を行う。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する課題を発見し研究を実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度の演習における成果について確認しておく
【授業内容】　演習の進め方（永田）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文構想報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文構想報告に対する検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係論文の講読（文献 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係論文の講読（文献 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係論文の講読（文献 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係論文の講読（文献 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係論文の論点整理
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 5）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料の講読と分析（資料 6）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文関係史料分析の小括と課題整理
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ

■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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永田　英明、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅳ（日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本古代史研究の実践

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、辻（考古学）・七海（中世
史）がそれぞれの専門の立場から助言を行う。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する課題を発見し研究を実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前期の演習での学習内容を確認しておく
【授業内容】　修士論文中間報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文中間報告の講評
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第一章内容報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第一章の史料分析
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第一章内容の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第二章内容報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第二章の史料分析
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第二章内容の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第三章内容報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第三章の史料分析
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文第三章内容の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文修正報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文修正報告内容の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文の最終調整
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　総括と講評
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ

■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅰ（日本中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中世史料の研究と修士論文の構想（その１）

■講義内容■講義内容

中世の社会を研究対象とする場合、どのような題材・考察方法などがあるのか議論する。受講生の研究対象に関する史料
や研究文献を読み込み、修士論文の作成に着手する。七海は若狭国太良庄に関する史料（『若狭国太良荘史料集成』）の
講読を主催し、受講生とともに鎌倉時代の土地制度・荘園制の研究を進める。また、修士論文のテーマの決定や構想の作
成について指導する。竹井は、中近世移行期の観点から史料の紹介や分析、修士論文の構想の作成について指導する。下
倉は、中国史との比較という観点から史料分析の方法などについて指導する。

■達成目標■達成目標

受講生は、上記演習内容に沿って研究活動をすすめ、日本中世史に関する研究方法・史料分析の方法を習得する。また、
修士論文のテーマを確定し構想を作成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。
【授業内容】　はじめに・この演習の進め方
【事後学修】　授業における説明をふまえ、配付されたプリントの内容を復習する。

第２回 【事前学修】　卒業論文（研究論文）の内容を報告資料に仕立てる。
【授業内容】　卒業論文（研究論文）の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第３回 【事前学修】　卒業論文（研究論文）で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　卒業論文（研究論文）の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、卒業論文（研究論文）の内容を再考する。

第４回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第５回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第６回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第７回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第８回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（5）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第９回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（6）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第10回 【事前学修】　修士論文のテーマに関する先行研究のリストを準備する。課題論文の予習をする。報告者は報告
資料を準備する。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（1）先行研究の整理と検討、先行研究論文の講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、課題論文の研究史上における意義を整理する。

第11回 【事前学修】　課題論文の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（2）先行研究論文の講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、課題論文の研究史上における意義を整理する。

第12回 【事前学修】　課題論文の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（3）先行研究論文の講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、課題論文の研究史上における意義を整理する。

第13回 【事前学修】　課題論文の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（4）先行研究論文の講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、課題論文の研究史上における意義を整理する。

第14回 【事前学修】　課題論文の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（5）先行研究論文の講読（5）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、課題論文の研究史上における意義を整理する。

第15回 【事前学修】　夏休み以降の史料調査活動についてスケジュールを立てる。
【授業内容】　修士論文テーマ設定（６）史料調査の計画
【事後学修】　史料調査のスケジュールを調整、確定する。
※受講生の報告順番が決定次第、詳細な進行予定表を配付する。学事日程・担当教員の出張などにより、進行内
容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、修士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。修士論文作成に向けて、常に
研究活動を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅱ（日本中世史の研究）：この演習の受講者は必ず受講すること。

■テキスト■テキスト

『若狭国太良荘史料集成』ほか。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅱ（日本中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中世史料の研究と修士論文の作成（その２）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅰ（日本中世史の研究）にひきつづき、受講生は研究対象に関する史料や研究文献を読み込み、修士
論文の作成を開始する。七海は若狭国太良庄に関する史料（『若狭国太良荘史料集成』）の講読を主催し、受講生ととも
に鎌倉時代の土地制度・荘園制の研究を継続する。また、修士論文の作成について、とくに史料の蒐集・分析の面に力を
入れて指導する。竹井は、中近世移行期の観点から史料の紹介や分析、修士論文の作成について指導する。下倉は、中国
史との比較という観点から史料分析の方法などについて指導する。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動をすすめ、修士論文の作成を開始する。年度末に修士論文の骨子・目次案を
具体的に提示することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　史料調査の成果内容を報告資料に仕立てる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、史料調査の成果を整理する。

第２回 【事前学修】　前回に続き、史料調査の成果内容を報告資料に仕立てる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（2）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、史料調査の成果を整理する。

第３回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第４回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第５回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第６回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第７回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（5）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第８回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（6）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第９回 【事前学修】　『若狭国太良荘史料集成』講読箇所の予習をする。報告者は報告資料を準備する。
【授業内容】　『若狭国太良荘史料集成』講読（7）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、講読箇所の疑問点を解決する。

第10回 【事前学修】　修士論文の中間報告に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（1）史料分析報告（1）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　前回に続き、修士論文の中間報告に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（2）史料分析報告（2）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第12回 【事前学修】　前回に続き、修士論文の中間報告に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（3）史料分析報告（3）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第13回 【事前学修】　前回に続き、修士論文の中間報告に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（4）史料分析報告（4）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　前回に続き、修士論文の中間報告に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（5）史料分析報告（5）
【事後学修】　前回に続き、授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第15回 【事前学修】　修士論文の目次案を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（6）修士論文目次案の提示
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文の目次案を再考する。
※受講生の報告順番が決定次第、詳細な進行予定表を配付する。学事日程・担当教員の出張などにより、進行内
容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、修士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。修士論文作成に向けて、常に
研究活動に励むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅰ（日本中世史の研究）：この演習の受講者は必ず受講すること。

■テキスト■テキスト

『若狭国太良荘史料集成』ほか。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 423 -



七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅲ（日本中世史の研究）

■テーマ■テーマ

修士論文の作成（その１）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅰ・Ⅱ（日本中世史の研究）で修得した史料調査・分析に関する方法論をふまえ、受講生の研究テー
マに即した史料・文献の検討をおこなう。七海は受講生とともに関連史料や文献について考察を深め、修士論文の作成全
体について指導をおこなう。竹井は、中近世移行期の観点から修士論文の作成について支援をおこない、修士論文研究の
進捗状況確認と中間報告の指導をおこなう。下倉は、中国史との比較という観点から修士論文の作成について支援をおこ
ない、修士論文研究の進捗状況確認と中間報告の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動をすすめることにより、修士論文の構想をより具体化し、課題の設定と本論
前半部分の内容を完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。修士論文の構想と目次案を整理する。
【授業内容】　はじめに―この演習の進め方―
【事後学修】　配付されたプリントの内容を復習する。

第２回 【事前学修】　修士論文の構想に関する報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第３回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の概要について説明できるように準備する。
【授業内容】　修士論文構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文の全体構想を再考し、修正を行う。

第４回 【事前学修】　課題論文について予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連論文の講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　課題論文について予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連論文の講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　課題論文について予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連論文の講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　課題論文について予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連論文の講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　修士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第９回 【事前学修】　修士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　修士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　修士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第12回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（1）史料分析報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第13回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（2）史料分析報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　修士論文第 1 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　修士論文中間報告（3）修士論文第 1 章報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第15回 【事前学修】　修士論文第 1 章のプロットを修正する。
【授業内容】　修士論文中間報告（4）修士論文第 1 章内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文第 1 章の草稿を作成する。
※受講生の報告順番が決定次第、詳細な進行予定表を配付する。学事日程・担当教員の出張などにより、進行内
容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、修士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。修士論文作成に向けて、常
に研究活動に励むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅳ（日本中世史の研究）：この演習の受講者は、必ず受講すること。

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅳ（日本中世史の研究）

■テーマ■テーマ

修士論文の作成（その２）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅲ（日本中世史の研究）にひき続き、受講生の研究テーマに即した史料・文献の検討をおこない、修
士論文の完成を目指す。七海は受講生とともに関連史料や文献について考察を深め、修士論文の作成全体について指導を
おこなう。竹井は、中近世移行期の観点から修士論文の作成について支援をおこない、修士論文研究の進捗状況確認と中
間報告の指導をおこなう。下倉は、中国史との比較という観点から修士論文の作成について支援をおこない、修士論文研
究の進捗状況確認と中間報告の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動をおこない、修士論文の第 2 章以降の作成をすすめ、修士論文を完成させる
ことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　夏休みにおける史料調査活動の成果を説明できるように準備する。
【授業内容】　史料調査の成果報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、史料調査活動の成果を点検する。

第２回 【事前学修】　前回に続き、夏休みにおける史料調査活動の成果を説明できるように準備する。
【授業内容】　史料調査の成果報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、史料調査活動の成果を点検する。

第３回 【事前学修】　前回に続き、夏休みにおける史料調査活動の成果を説明できるように準備する。
【授業内容】　史料調査の成果報告（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、史料調査活動の成果を点検する。

第４回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（1）史料分析報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（2）史料分析報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　修士論文第 2 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　修士論文中間報告（3）修士論文第 2 章報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　修士論文第 2 章のプロットを修正する。
【授業内容】　修士論文中間報告（4）修士論文第 2 章内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文第 2 章の草稿を作成する。

第８回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（5）史料分析報告（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第９回 【事前学修】　修士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（6）史料分析報告（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　修士論文第 3 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　修士論文中間報告（7）修士論文第 3 章報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　修士論文第 3 章のプロットを修正する。
【授業内容】　修士論文中間報告（8）修士論文第 3 章内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文第 3 章の草稿を作成する。

第12回 【事前学修】　修士論文全体の草稿を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（9）修士論文内容の全体調整（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文全体の草稿を修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文全体の草稿（第 2 稿）を作成する。
【授業内容】　修士論文中間報告（10）修士論文内容の全体調整（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文の草稿（第 2 稿）を修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文を完成させる。
【授業内容】　修士論文中の完成・提出（最終調整）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文（完成稿）を修正し、提出のためにさらに推敲を進める。

第15回 【事前学修】　修士論文の内容を点検し、口頭試問の準備を進める。
【授業内容】　おわりに─修士論文の講評─
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文の内容を点検する。
※受講生の報告順番が決定次第、詳細な進行予定表を配付する。学事日程・担当教員の出張などにより、進行内
容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、修士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。修士論文作成に向けて、常
に研究活動に励むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅲ（日本中世史の研究）：この演習の受講者は、必ず受講すること。

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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竹井　英文、小沼　孝博、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅰ （日本中近世地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

日本中近世地域社会史の研究

■講義内容■講義内容

上記テーマに関する先行研究の収集・分析、関連史料の収集・読解を進め、受講生の修士論文作成のための準備を着実に
進めていきたい。竹井を中心に、七海・小沼が適宜それぞれの専門分野の観点から随時共同して指導する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①先行研究・関連史料の収集・分析を進めることができる。
②修士論文の方向性を明確にすることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読しておく。
【授業内容】　ガイダンス　演習の進め方
【事後学修】　修士論文に向けて、興味関心に基づき自らさまざまな文献を読み進める。

第２回 【事前学修】　卒業論文の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　卒業論文の内容報告
【事後学修】　指摘された課題・問題点を改めて考える。

第３回 【事前学修】　修士論文の構想をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文の構想報告
【事後学修】　指摘された課題・問題点を踏まえて、改めて修士論文の構想を練る。

第４回 【事前学修】　指定された移行期研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（1）中近世移行期研究全体に関わるもの
【事後学修】　移行期研究全体に関する論点をまとめる。

第５回 【事前学修】　指定された政治史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（2）中近世移行期政治史研究
【事後学修】　政治史研究に関する論点をまとめる。

第６回 【事前学修】　指定された社会史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（3）中近世移行期社会史研究
【事後学修】　社会史研究に関する論点をまとめる。

第７回 【事前学修】　指定された城郭史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（4）中近世移行期城郭史研究
【事後学修】　城郭史研究に関する論点をまとめる。

第８回 【事前学修】　指定された経済史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（5）中近世移行期経済史研究
【事後学修】　経済史研究に関する論点をまとめる。

第９回 【事前学修】　指定された地域史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（6）地域史研究一般
【事後学修】　地域史研究に関する論点をまとめる。

第10回 【事前学修】　指定された東北地域史に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（7）東北地域史研究
【事後学修】　東北地域史に関する論点をまとめる。

第11回 【事前学修】　指定された宮城県の地域史研究に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（8）宮城県地域史研究
【事後学修】　宮城県の地域史研究に関する論点をまとめる。

第12回 【事前学修】　受講生が自ら自分の研究に深く関わる論文を選び、読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（9）受講者のテーマに深く関わるもの（1）
【事後学修】　議論された点をまとめる。

第13回 【事前学修】　受講生が自ら自分の研究に深く関わる論文２本目を選び、読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（10）受講者のテーマに深く関わるもの（2）
【事後学修】　２本目の論文について議論された点をまとめる。

第14回 【事前学修】　受講生が自ら自分の研究に深く関わる論文３本目を選び、読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（11）受講者のテーマに深く関わるもの（3）
【事後学修】　３本目の論文について議論された点をまとめる。

第15回 【事前学修】　受講生が自ら自分の研究に深く関わる論文４本目を選び、読んでおく。
【授業内容】　関連論文の輪読（12）受講者のテーマに深く関わるもの（4）
【事後学修】　４本目の論文について議論された点をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70点。修士論文に向けた研究史の把握度合い（60％）、問題設定の適切さ（40％））
発言（30点。内容の適切さ（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

早い段階でテーマを決め、それに関する学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

適宜指示する。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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竹井　英文、小沼　孝博、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅱ （日本中近世地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

日本中近世地域社会史料の研究

■講義内容■講義内容

上記テーマに関する先行研究の収集・分析、関連史料の収集・読解を進め、受講生の修士論文作成のための準備を着実に
進めていきたい。竹井を中心に、七海・小沼が適宜それぞれの専門分野の観点から随時共同して指導する。

■達成目標■達成目標

①先行研究・関連史料の大部分を収集することができる。
②修士論文のテーマを確定することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　夏休み中の成果をまとめておく。
【授業内容】　夏休み中の進捗状況の報告
【事後学修】　引き続き、史料収集を行う。

第２回 【事前学修】　収集した史料の内容をまとめておく。
【授業内容】　修士論文関連史料の収集状況報告（１）全体的な状況の報告
【事後学修】　指摘された問題点を再考する。

第３回 【事前学修】　収集した史料の内容のうち、第一章に関わるものをまとめておく。
【授業内容】　修士論文関連史料の収集状況報告（２）第一章に関する報告
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、第一章を組み直す。

第４回 【事前学修】　収集した史料のうち、第二章に関わるものをまとめておく。
【授業内容】　修士論文関連史料の収集状況報告（３）第二章に関する報告
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、第二章を組み直す。

第５回 【事前学修】　収集した史料のうち、１～２点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（１）１～２点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、１～２点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第６回 【事前学修】　収集した史料のうち、３～４点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（２）３～４点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、３～４点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第７回 【事前学修】　収集した史料のうち、５～６点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（３）５～６点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、５～６点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第８回 【事前学修】　収集した史料のうち、７～８点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（４）７～８点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、７～８点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第９回 【事前学修】　収集した史料のうち、９～１０点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（５）９～１０点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、９～１０点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第10回 【事前学修】　収集した史料のうち、１１～１２点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（６）１１～１２点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、１１～１２点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第11回 【事前学修】　収集した史料のうち、１３～１４点目を読んで発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文関連史料の講読（７）１３～１４点目
【事後学修】　指摘された問題点を再考し、１３～１４点目の史料の正確な読み下し文・現代語訳を作成する。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマを決め、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（１）テーマ設定
【事後学修】　指摘された問題点を踏まえ、再度テーマを練る。

第13回 【事前学修】　修士論文で使う史料の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（２）史料分析報告
【事後学修】　指摘された問題点を踏まえ、再度史料の分析を行う。

第14回 【事前学修】　修士論文の「はじめに」のレジュメを作る。
【授業内容】　修士論文中間報告（３）修士論文「はじめに」報告
【事後学修】　指摘された問題点を踏まえ、再度「はじめに」の構成を考える。

第15回 【事前学修】　修士論文の第１章のレジュメを作る。
【授業内容】　修士論文中間報告（４）修士論文第１章報告
【事後学修】　指摘された問題点を踏まえ、再度第１章の構成を考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70点。修士論文としての問題設定の適切さ（50％）、内容の適切さ（50％））、発言（30点。内容の適切さ
（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマに関する学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜指示する。
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■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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竹井　英文、小沼　孝博、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅲ （日本中近世地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中近世移行期に関する修士論文の作成指導（１）

■講義内容■講義内容

上記テーマに関する先行研究の収集・分析、関連史料の収集・読解を進め、受講生の修士論文作成に取りかかる。竹井を
中心に、七海・小沼が適宜それぞれの専門分野の観点から随時共同して指導する。

■達成目標■達成目標

①先行研究・関連史料の収集・分析を十分に進めることができる。
②修士論文の中身を明確にすることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　冬休み中の研究成果をまとめておく。
【授業内容】　冬休み中の成果報告
【事後学修】　引き続き、論文・史料の収集を行う。

第２回 【事前学修】　修士論文全体の構想をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文構想報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて全体構想を練る。

第３回 【事前学修】　修士論文の「はじめに」の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文「はじめに」の構想報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて「はじめに」の構成を考える。

第４回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料１～２点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（１）１～ ２点目
【事後学修】　１～２点目に関して議論された点をまとめる。

第５回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料３～４点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（２）３～４点目
【事後学修】　３～４点目に関して議論された点をまとめる。

第６回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料５～６点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（３）５～６点目
【事後学修】　５～６点目に関して議論された点をまとめる。

第７回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料７～８点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（４）７～８点目
【事後学修】　７～８点目に関して議論された点をまとめる。

第８回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料９～10点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（５）９～10点目
【事後学修】　９～10点目に関して議論された点をまとめる。

第９回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料11～12点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（６）11～12点目
【事後学修】　11～12点目に関して議論された点をまとめる。

第10回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料13～14点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（７）13～14点目
【事後学修】　１３～１４点目に関して議論された点をまとめる。

第11回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料15～16点目を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（８）15～16点目
【事後学修】　15～16点目に関して議論された点をまとめる。

第12回 【事前学修】　前回までの議論をまとめておく。
【授業内容】　修士論文中間報告（１）史料分析報告（１）主要史料の検討
【事後学修】　修士論文の軸となる史料を正確に理解しまとめる。

第13回 【事前学修】　修士論文で引用する関連史料を読んでおく。
【授業内容】　修士論文中間報告（２）史料分析報告（２）関連史料の検討
【事後学修】　関連史料について議論された点をまとめる。

第14回 【事前学修】　修士論文の第１章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（３）修士論文第１章報告
【事後学修】　第１章について議論された点をまとめる。

第15回 【事前学修】　修士論文の第２章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（４）修士論文第２章報告
【事後学修】　第２章について議論された点をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70点。修士論文としての問題意識の適切さ（30％）、内容の適切さ（70％））、発言（30点。内容の適切さ
（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜指示する。
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■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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竹井　英文、小沼　孝博、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅳ （日本中近世地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中近世移行期に関する修士論文の作成指導（2）

■講義内容■講義内容

先行研究の収集・分析、関連史料の収集・読解を進め、受講生の修士論文を完成させる。竹井を中心に、七海・小沼が適
宜それぞれの専門分野の観点から随時共同して指導する。

■達成目標■達成目標

①先行研究・関連史料の収集・分析を十分に進めることができる。
②修士論文を完成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　夏休み中の成果をまとめておく。
【授業内容】　夏休み中の成果報告
【事後学修】　引き続き、論文・史料の収集を行う。

第２回 【事前学修】　「はじめに」の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（１）「はじめに」報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて「はじめに」の構成を考える。

第３回 【事前学修】　第１・２章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（２）第１・２章　報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて第１・２章の構成を考える。

第４回 【事前学修】　第３章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（３）第３章構想報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて第３章の構成を考える。

第５回 【事前学修】　第４章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（４）第４章構想報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて第４章の構成を考える。

第６回 【事前学修】　第３・４章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（５）第３・４章の再報告
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、改めて第３・４章の構成を考える。

第７回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（１）１～４点目
【事後学修】　１～４点目について議論された点をまとめ、執筆を進める。

第８回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（２）５～９点目
【事後学修】　５～９点目について議論された点をまとめ、執筆を進める。

第９回 【事前学修】　修士論文で引用する論文・史料を読んでおく。
【授業内容】　修士論文関連論文・史料の講読（３）10～14点目
【事後学修】　10～14点目について議論された点をまとめ、執筆を進める。

第10回 【事前学修】　第１・２章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（６）第１・２章　報告
【事後学修】　第１章・２章について議論された点をまとめ、執筆を進める。

第11回 【事前学修】　第３・４章の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（７）第３・４章　報告
【事後学修】　第３・４章について議論された点をまとめ、執筆を進める。

第12回 【事前学修】　全体の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（８）修士論文内容の全体調整
【事後学修】　全体調整をして執筆を進める。

第13回 【事前学修】　改めて全体の内容をまとめ、発表の準備をする。
【授業内容】　修士論文中間報告（９）修士論文内容の部分調整
【事後学修】　部分調整をして執筆を進める。

第14回 【事前学修】　修士論文の最終執筆の準備をする。
【授業内容】　修士論文の最終執筆
【事後学修】　修士論文の執筆を進める。

第15回 【事前学修】　修士論文の完成版を書き上げる。
【授業内容】　修士論文を完成させる
【事後学修】　修士論文の自己評価を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

修士論文（80点。修士論文としての体裁（20％）、内容の適切さ（80％））、発言（20点。内容の適切さ（100％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学術書・論文・史料を自主的に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜指示する。
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■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（日本近世史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世史に関する史料講読Ⅰ

■講義内容■講義内容

近世から近代初頭の歴史資料を精読し、分析の視点を見出し考察するための方法を鍛錬する。併せて修士論文の作成に向
けて先行研究および史料の収集を進め、中間報告をおこない、プレゼンテーション能力を高める。菊池は近世史の専門か
ら院生の史料講読、および修士論文の構想に助言をおこなう。河西は日本近代史の観点から、政岡は民俗学の観点から修
士論文の作成に向けて助言し支援する。

■達成目標■達成目標

①解読史料の内容を正しく理解し、歴史のなかに位置づけることができる。
②修士論文で扱う史料を探索・収集し、論文の構想を立てることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義内容、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　ガイダンス―演習の目標と進め方
【事後学修】　授業の参考文献を確認し、講読史料について報告の方法を考える。

第２回 【事前学修】　卒業論文の前半について、レジュメを作成し報告の準備をおこなう。
【授業内容】　卒業論文の内容について報告（1）論文前半
【事後学修】　報告と議論を振り返り、文書にまとめておく。

第３回 【事前学修】　卒業論文の後半について、レジュメを作成し報告の準備をおこなう。
【授業内容】　卒業論文の内容について報告（2）論文後半
【事後学修】　報告と議論を振り返り、文書にまとめておく。

第４回 【事前学修】　『仙台市史　資料編５』の概説を読んでおく。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』の所収史料について講義
【事後学修】　『仙台市史　資料編５』の概要を復習する。

第５回 【事前学修】　史料１解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料１の講読
【事後学修】　史料１の内容を復習する。

第６回 【事前学修】　史料２を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料２の講読
【事後学修】　史料２の内容を復習する。

第７回 【事前学修】　史料３を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料３の講読
【事後学修】　史料３の内容を復習する。

第８回 【事前学修】　史料４を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料４の講読
【事後学修】　史料４の内容を復習する。

第９回 【事前学修】　史料５を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料５の講読
【事後学修】　史料５の内容を復習する。

第10回 【事前学修】　史料６を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料６の講読
【事後学修】　史料６の内容を復習する。

第11回 【事前学修】　史料７を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料７の講読
【事後学修】　史料７の内容を復習する。

第12回 【事前学修】　史料８を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料８の講読
【事後学修】　史料８の内容を復習する。

第13回 【事前学修】　史料９を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『仙台市史　資料編５』史料９の講読
【事後学修】　史料９の内容を復習する。

第14回 【事前学修】　修士論文のテーマについて考え、レジュメを作成する。
【授業内容】　修士論文のテーマについて報告
【事後学修】　修士論文のテーマを助言に基づいて定める。

第15回 【事前学修】　修士論文の関係史料について、発表レジュメを作成する。
【授業内容】　修士論文の関係史料について報告
【事後学修】　修士論文の関係史料を再度確認し、併せて課題レポートを執筆する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（１）解読史料の報告とレポート（60点　達成目標①　配点は史料解読の的確性60％、考察の的確性40％）
（２）修士論文の構想に関するレポート（40点　達成目標②　配点は史料解読の的確性60％、構想の合理性・適格性
40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読史料については事前に予習し、内容を十分に調べておくこと。発表者は史料の内容を検討した配布資料を用意するこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

史料を配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（日本近世史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世史に関する史料講読Ⅱ

■講義内容■講義内容

「アジア文化史演習Ⅰ」（日本近世史の研究Ⅰ）に引き続き、近世・近代の歴史資料を精読し分析の視点を見出し考察す
るための方法を鍛錬する。併せて修士論文の作成に向けて先行研究および史料の収集と解読を進め、中間報告をおこな
い、受講者相互で議論を重ねることで理解を深める。菊池は院生の史料講読、および修士論文の全体について助言をおこ
なう。河西は日本近代史、政岡は民俗学の観点から修士論文の作成に向けて助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

①史料の内容を正しく理解し、歴史のなかに位置づけることができる。
②修士論文で扱う史料を探索・収集し、分析を進めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、講義内容、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　修士論文の史料調査報告
【事後学修】　修士論文の史料調査について問題点を整理しておく。

第２回 【事前学修】　修士論文の史料調査について報告の準備をおこなう。
【授業内容】　修士論文の史料調査計画
【事後学修】　『岩沼市史　近世資料』の概説を読んでおく。

第３回 【事前学修】　史料１を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料１
【事後学修】　史料１の内容を復習する。

第４回 【事前学修】　史料２を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料２
【事後学修】　史料２の内容を復習する。

第５回 【事前学修】　史料３を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料３
【事後学修】　史料３の内容を復習する。

第６回 【事前学修】　境澤文書の目録と概説を読んでおく。
【授業内容】　藩政史料の調査（1）境沢文書の概要
【事後学修】　撮影した史料の整理をおこなう。

第７回 【事前学修】　境澤文書の目録から藩政史料を抽出し、特徴を考察する。
【授業内容】　藩政史料の調査（2）境沢文書の藩政史料
【事後学修】　撮影した史料の整理をおこなう。

第８回 【事前学修】　境澤文書の目録から家政関係史料を抽出し、特徴を考察する。
【授業内容】　藩政史料の調査（3）境沢文書の家政史料
【事後学修】　撮影した史料を点検する。

第９回 【事前学修】　史料４を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料４
【事後学修】　史料４の内容を復習する。

第10回 【事前学修】　史料５を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料５
【事後学修】　史料５の内容を復習する。

第11回 【事前学修】　史料６を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料６
【事後学修】　史料６の内容を復習する。

第12回 【事前学修】　史料を解読し、発表の準備をおこなう。
【授業内容】　『岩沼市史　近世資料』の講読　史料７
【事後学修】　史料７の内容を復習する。

第13回 【事前学修】　修士論文前半の解読史料について報告を準備する。
【授業内容】　修士論文中間報告（1）史料解読前半
【事後学修】　解読史料前半について、分析の成果をまとめておく。

第14回 【事前学修】　修士論文後半の解読史料について報告を準備する。
【授業内容】　修士論文中間報告（2）史料解読後半
【事後学修】　解読史料後半について、分析の成果をまとめておく。

第15回 【事前学修】　授業の全体を振り返り、疑問点、成果をまとめておく。
【授業内容】　授業の総括―修士論文作成に向けて
【事後学修】　修士論文の史料に関してレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（１）解読史料の報告とレポート（60点　達成目標①　配点は史料解読の的確性60％、考察の的確性40％）
（２）修士論文の史料解読に関するレポート（40点　達成目標②　配点は史料解読の的確性60％、考察の合理性・適格性
40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読史料については事前に予習し、内容を十分に調べておくこと。発表者は史料の内容を検討した配布資料を用意するこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講読の関係史料を配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅲ（日本近世史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治と社会Ⅰ（修士論文の作成Ⅰ）

■講義内容■講義内容

アジア文化史演習 I Ⅱ（日本近世史の研究）で習得した史料解読・分析に関する方法論をふまえ、研究テーマに即した史
料・文献の検討をおこない、修士論文の執筆を進める。各回とも受講生の主体的な研究報告および関連史料・論文の講読
を中心に据え、担当教員は報告および史料分析の問題点を指摘しながら論文作成に向けて助言をおこなう。菊池が主導
し、河西は日本近現代史の立場から、政岡は民俗学の立場から随時助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

①研究テーマに即した史料・文献を収集し、解読を進めることができる。
②上記演習の内容に沿って研究を進めることにより、修士論文の章立てのうち前半部分を仕上げる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義内容、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　修士論文のテーマ、課題を整理して報告の準備を進める。

第２回 【事前学修】　修士論文の章立てを見直し、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文のテーマと課題の確定
【事後学修】　先行研究の収集と分析を進める。

第３回 【事前学修】　関係論文を収集しリストを作成する。
【授業内容】　修士論文の章立て確定
【事後学修】　分析する史料を収集し、解読を進める。

第４回 【事前学修】　リスト論文の不足を点検し、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（1）論文リスト作成
【事後学修】　リスト論文を点検し不足を補う。

第５回 【事前学修】　分析史料の解読を進める。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（2）分析史料の確認
【事後学修】　分析する史料群の全体を見渡し、補充史料を探す。

第６回 【事前学修】　講読論文 1 を用意し内容をまとめておく。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（3）論文講読 1
【事後学修】　とりあげた関連論文を研究史に位置づける。

第７回 【事前学修】　講読論文 2 を用意し内容をまとめておく。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（4）論文講読 2
【事後学修】　とりあげた関連論文を研究史に位置づける。

第８回 【事前学修】　講読史料 1 を用意し内容をまとめておく。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（5）史料講読 1
【事後学修】　解読史料の内容を整理し本論での展開を考える。

第９回 【事前学修】　講読史料 2 を用意し内容をまとめておく。
【授業内容】　修士論文の関連史料・論文の講読（6）史料講読 2
【事後学修】　解読史料の内容を整理し本論での展開を考える。

第10回 【事前学修】　序章を組み立て、執筆を進める。
【授業内容】　修士論文の中間報告（1）序章
【事後学修】　論文序章の課題を議論にもとづき整理し、執筆を進める。

第11回 【事前学修】　第 1 章の課題を整理し、執筆を進める。
【授業内容】　修士論文の中間報告（2）1 章の課題
【事後学修】　論文第 1 章の課題を議論にもとづき整理し、執筆を進める。

第12回 【事前学修】　第 1 章の本論を整理し、執筆を進める。
【授業内容】　修士論文の中間報告（3）1 章の内容
【事後学修】　論文第 1 章の内容を議論にもとづき整理し、執筆を進める。

第13回 【事前学修】　第 2 章の課題を整理し、執筆を進める。
【授業内容】　修士論文の中間報告（4）2 章の課題
【事後学修】　論文第 2 章の課題を議論にもとづき整理し、執筆を進める。

第14回 【事前学修】　第 2 章の本論を整理し、執筆を進める。
【授業内容】　修士論文の中間報告（5）2 章の内容
【事後学修】　論文第 2 章の内容を議論にもとづき整理し、執筆を進める。

第15回 【事前学修】　調査史料の一覧を作成する。
【授業内容】　史料調査の課題
【事後学修】　序章、1 章、2 章を完成させ、レポートとして提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（1）解読史料の報告とレポート（50点　達成目標①　配点は史料解読の的確性70％　論旨の合理性・適格性30％）
（2）課題レポート（50点　達成目標②　配点は史料解読の的確性70％　論旨の合理性・適格性30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文で用いる史料を揃え疑問点や問題点を整理して演習に臨むこと。

■テキスト■テキスト

特に使用しない。
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■参考文献■参考文献

随時指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅳ（日本近世史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治と社会Ⅱ（修士論文の作成Ⅱ）

■講義内容■講義内容

アジア文化史演習Ⅲ（日本近世史の研究）に引き続き、研究テーマに即した史料・文献の検討をおこない、修士論文を完
成させる。各回とも受講生の主体的な研究報告および関連史料・論文の講読を中心に据え、報告と史料分析の問題点を議
論しながら、論文作成を進める。菊池が主導し、河西は日本近現代史、政岡は民俗学の専門から随時助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

①収集した史料の解読、分析を進め、口頭とレジュメにより発表することができる。
②上記の内容に沿って研究を進めることにより、修士論文を完成させることができる。
③修士論文の成果、残る課題を認識し、報告することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文第 3 章の課題を定め、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の中間報告（1）3 章の課題
【事後学修】　論文第 3 章の課題を見直し、執筆する。

第２回 【事前学修】　論文第 3 章の内容を定め、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の中間報告（2）3 章の内容
【事後学修】　論文第 3 章の内容を見直し、執筆する。

第３回 【事前学修】　論文第 4 章の課題を定め、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の中間報告（3）4 章の課題
【事後学修】　論文第 4 章の課題を見直し、執筆する。

第４回 【事前学修】　論文第 4 章の課題を定め、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の中間報告（4）4 章の内容
【事後学修】　論文第 4 章の内容を見直し、執筆する。

第５回 【事前学修】　終章の内容を定め、報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の中間報告（5）終章の内容
【事後学修】　論文終章の内容を見直し、執筆する。

第６回 【事前学修】　序章の再検討をおこない、執筆する。
【授業内容】　修士論文の中間報告（6）序章の再検討
【事後学修】　序章を読み直し、修正する。

第７回 【事前学修】　第 1 章の再検討をおこない、執筆する。
【授業内容】　修士論文の中間報告（7）1 章の再検討
【事後学修】　第 1 章を読み直し、修正する。

第８回 【事前学修】　第 2 章の再検討をおこない、執筆する。
【授業内容】　修士論文の中間報告（8）2 章の再検討
【事後学修】　第 2 章を読み直し、修正する。

第９回 【事前学修】　第 3 章の再検討をおこない、執筆する。
【授業内容】　修士論文の中間報告（9）3 章の再検討
【事後学修】　第 3 章を読み直し、修正する。

第10回 【事前学修】　第 4 章の再検討をおこない、執筆する。
【授業内容】　修士論文の中間報告（10）4 章の再検討
【事後学修】　第 4 章を読み直し、修正する。

第11回 【事前学修】　第 5 章の再検討をおこない、執筆する、
【授業内容】　修士論文の中間報告（11）終章の再検討
【事後学修】　終章を読み直し、修正する。

第12回 【事前学修】　脚注を見直し、修正箇所を確認しておく。
【授業内容】　修士論文の中間報告（12）脚注の吟味
【事後学修】　脚注を見直し、修正する。

第13回 【事前学修】　図表を見直し、修正点を確認しておく。
【授業内容】　修士論文の中間報告（13）図表の点検
【事後学修】　図表を見直し、修正する。

第14回 【事前学修】　論文の最終点検をおこない、提出の体裁を整える。
【授業内容】　修士論文の提出と成果の報告
【事後学修】　論文審査に向けて、成果と課題を整理しておく。

第15回 【事前学修】　修士論文の成果と今後の課題をまとめ、報告の準備をする。
【授業内容】　今後取り組むテーマについて
【事後学修】　論文審査に向けて、再度成果と課題を整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の２つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。
（1）修士論文についての中間報告（40点　達成目標①　配点は史料の実証性40％、立論の合理性と的確性40％、レジュメ
の工夫20％）
（2）修士論文（60点　達成目標②③　配点は研究史の理解30％、実証性40％、立論の合理性と的確性30％）
修士論文（100％）。研究史の理解、立論の合理性と適格性、実証の正確性を主な観点として評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文で用いる史料を揃え疑問点や問題点を整理して演習に臨むこと。
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■テキスト■テキスト

特に使用しない。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（日本近現代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近現代の政治と社会

■講義内容■講義内容

修士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場から協同して指導を行う。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

修士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（1）　　　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（2）　　　　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　修士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―修士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（日本近現代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近現代の政治と社会

■講義内容■講義内容

修士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場から、政岡は民俗学の立場から
共同して指導を行う。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

修士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前期の課題を見直す
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文構想の報告（1）　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文構想の報告（2）　　　2G 目
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　修士論文（章立ておよび使用史料）についてのレジュメを作成する
【授業内容】　修士論文章立て・史料報告（1）　　　1G 目
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　修士論文（章立ておよび使用史料）についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　修士論文章立て・史料報告（2）　　　1G 目
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（8）　論文 4
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（9）　論文 5
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　修士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―修士論文についての報告
【事後学修】　演習で指摘された内容について振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅲ（日本近現代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近現代の政治と社会

■講義内容■講義内容

修士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場から協同して指導を行う。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

修士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（1）　　　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（2）　　　　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　修士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―修士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅳ（日本近現代史の研究）

■テーマ■テーマ

日本近現代の政治と社会

■講義内容■講義内容

修士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場から協同して指導を行う。
【アクティブ・ラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

修士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（1）　　　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　卒業論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の卒業論文の報告（2）　　　　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　修士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　修士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―修士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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小沼　孝博、佐川　正敏、下倉　渉

アジア文化史演習Ⅰ（北方アジア史の研究）

■テーマ■テーマ

北方アジアの歴史展開

■講義内容■講義内容

北方アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した諸集団の政治・社会・文化に関する学説や最新の研究動向
を整理し、そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。歴史資料については小沼と下倉が、考古資料につい
ては佐川が担当する。

■達成目標■達成目標

①北方アジアの歴史展開とその意義について理解することができる。
②修士論文を補完するレポートを作成して、修士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して基礎的な知識の確認を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 1（地理と風土）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 2（民族と生業）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 3（古代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 4（中世）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 5（近世）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 6（近代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 7（現代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの歴史展開 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

北方アジア史特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。

■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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小沼　孝博、佐川　正敏、下倉　渉

アジア文化史演習Ⅱ（北方アジア史の研究）

■テーマ■テーマ

北方アジアの国家と政治

■講義内容■講義内容

北方アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域に勃興した国家とその政治構造に関する学説や最新の研究動向を整理
し、そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。歴史資料については小沼と下倉が、考古資料については佐
川と郭物が担当する。

■達成目標■達成目標

①北方アジアに成立した国家とその政治構造について理解することができる。
②修士論文を補完するレポートを作成して、修士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して基礎的な知識の確認を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 1（集団構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 2（国家形成）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 3（国家成立）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 4（支配構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 5（政権中枢）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 6（王権論）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 7（対外関係）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの国家と政治 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

北方アジア史特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。

■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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小沼　孝博、佐川　正敏、下倉　渉

アジア文化史演習Ⅲ（北方アジア史の研究）

■テーマ■テーマ

北方アジアの社会構造

■講義内容■講義内容

北方アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した諸集団の社会構造に関する学説や最新の研究動向を整理
し、そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。なお、歴史資料については小沼と下倉が、考古資料につい
ては佐川が担当する。

■達成目標■達成目標

①北方アジアの歴史展開とその意義について理解することができる。
②修士論文を補完するレポートを作成して、修士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して先行研究の整理を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 1（生業）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 2（遊牧と狩猟）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 3（家畜）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 4（農耕）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 5（都市）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 6（交易）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 7（定住民の役割）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの社会構造 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

北方アジア史特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。

■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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小沼　孝博、佐川　正敏、下倉　渉

アジア文化史演習Ⅳ（北方アジア史の研究）

■テーマ■テーマ

北方アジアの文化

■講義内容■講義内容

北方アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した諸集団の文化に関する学説や最新の研究動向を整理し、そ
のなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。歴史資料については小沼と下倉が、考古資料については佐川が担
当する。

■達成目標■達成目標

①北方アジアの文化について歴史的・体系的に理解することができる。
②修士論文を補完するレポートを作成して、修士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して先行研究の整理を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 1（概論）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 2（遊牧狩猟文化）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 3（外来文化の受容）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 4（言語）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 5（文字）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 6（宗教と信仰体系）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 7（宗教と王権）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　北方アジアの文化 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

北方アジア史特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。

■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 459 -



下倉　渉、佐川　正敏、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅰ（中国中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中国中世史研究の現状と課題

■講義内容■講義内容

　これまでの中国中世史研究を回顧し、その中から課題とすべき自分自身の目的関心を鮮明する。なお、本演習では下倉
が主な指導にあたり、佐川が中国考古学の方面から、また七海が日本中世史の方面からアドバイスを行う。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①中国中世史研究の現状と課題について理解することができる。
②修士論文の作成に向けてオリジナルな課題の設定を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　卒業論文を読み直しておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　修士論文のテーマ設定に向けて準備を開始する。

第２回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　中国古代史研究概観
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国古代史研究の状況について再確認する。

第３回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　後漢末期の研究に関する回顧
【事後学修】　後漢末期の研究史について独自にまとめる。

第４回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　曹魏王朝に関する研究の回顧
【事後学修】　曹魏王朝に関する研究史について独自にまとめる。

第５回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　孫呉・蜀漢王朝に関する研究の回顧
【事後学修】　孫呉・蜀漢王朝に関する研究史について独自にまとめる。

第６回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　両晋王朝に関する研究の回顧
【事後学修】　両晋王朝に関する研究史について独自にまとめる。

第７回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　九品官制に関する研究の回顧
【事後学修】　九品官制に関する研究史について独自にまとめる。

第８回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　南朝に関する研究の回顧
【事後学修】　南朝に関する研究史について独自にまとめる。

第９回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　五胡十六国時代に関する研究の回顧
【事後学修】　五胡十六国時代に関する研究史について独自にまとめる。

第10回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　北魏王朝に関する研究の回顧──洛陽遷都以前──
【事後学修】　北魏王朝に関する研究史について独自にまとめる。

第11回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　北魏王朝に関する研究の回顧──洛陽遷都以後──
【事後学修】　北魏王朝に関する研究史について独自にまとめる。

第12回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　隋代に関する研究の回顧
【事後学修】　隋代に関する研究史について独自にまとめる。

第13回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　唐代に関する研究の回顧──安史の乱以前──
【事後学修】　唐代に関する研究史について独自にまとめる。

第14回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　唐代に関する研究の回顧──安史の乱以後──
【事後学修】　唐代に関する研究史について独自にまとめる。

第15回 【事前学修】　受講生自身による課題の設定
【授業内容】　受講生自身による課題の設定
【事後学修】　全体の内容をふまえて自身の問題設定を試みる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（20％）、レポートの達成度（80％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読んで基礎的な知識について習熟しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

中国中世史特論
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■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。
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下倉　渉、佐川　正敏、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅱ（中国中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中国中世史研究と資史料

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅰ（中国中世史の研究）において設定した課題を解決するために、当該時代史を研究するにあたって
の資史料について理解を深める。なお、本演習では下倉が主な指導にあたり、佐川が中国考古学の方面から、また七海が
日本中世史の方面からアドバイスを行う。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①中国中世史研究にあたって、どのような資史料が存在し、且つそれらの中で何が自身の研究に有益であるかを見定める
ことができる。
②修士論文の作成に向けて検討すべき材料（資史料）を選定することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史演習Ⅰでの学習成果を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　示された参考文献を中心に中国の歴史書について独自にまとめる。

第２回 【事前学修】　事前に『後漢書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『後漢書』の性格とその講読
【事後学修】　『後漢書』の性格についてまとめる。

第３回 【事前学修】　事前に『三国志』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『三国志』の性格とその講読
【事後学修】　『三国志』の性格についてまとめる。

第４回 【事前学修】　事前に『晋書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『晋書』の性格とその講読──本紀・載記──
【事後学修】　『晋書』の性格についてまとめる。

第５回 【事前学修】　事前に『晋書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『晋書』の性格とその講読──列伝・志──
【事後学修】　『晋書』の性格についてまとめる。

第６回 【事前学修】　事前に『宋書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『宋書』の性格とその講読
【事後学修】　『宋書』の性格についてまとめる。

第７回 【事前学修】　事前に『南斉書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『南斉書』の性格とその講読
【事後学修】　『南斉書』の性格についてまとめる。

第８回 【事前学修】　事前に『梁書』『陳書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『梁書』『陳書』の性格とその講読
【事後学修】　『梁書』『陳書』の性格についてまとめる。

第９回 【事前学修】　事前に『魏書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『魏書』の性格とその講読
【事後学修】　『魏書』の性格についてまとめる。

第10回 【事前学修】　事前に『北斉書』『周書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『北斉書』『周書』の性格と講読
【事後学修】　『北斉書』『周書』の性格についてまとめる。

第11回 【事前学修】　事前に『隋書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『隋書』の性格とその講読──本紀・列伝──
【事後学修】　『隋書』の性格についてまとめる。

第12回 【事前学修】　事前に『隋書』の該当部分を講読しておく。
【授業内容】　『隋書』の性格とその講読──志──
【事後学修】　『隋書』の性格についてまとめる。

第13回 【事前学修】　事前に該当する唐代の文献史料を講読しておく。
【授業内容】　唐代の諸資料──文献史料──
【事後学修】　唐代の文献史料の性格についてまとめる。

第14回 【事前学修】　事前に該当する唐代の石碑史料を講読しておく。
【授業内容】　唐代の諸資料──石碑史料──
【事後学修】　唐代の石碑史料の性格についてまとめる。

第15回 【事前学修】　本演習で学習した内容を全て確認しておく。
【授業内容】　中国中世史料論の課題
【事後学修】　自身の研究に必要とされる資史料について独自に調査する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（20％）、レポートの達成度（80％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

漢文講読のための基礎知識を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

歴史資料論Ⅱ
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■テキスト■テキスト

その都度配付する。
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下倉　渉、佐川　正敏、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅲ（中国中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中国中世史の諸問題１

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅰ（中国中世史の研究）において設定した課題をより鮮明にするために、当該時代史のこれまで研究
を分野別に回顧する。受業生の関心にあわせて、アジア文化史演習Ⅳ（中国中世史の研究）で扱う内容と入れ替える場合
もある。この授業では下倉が主な指導にあたり、佐川が中国考古学の方面から、また七海が日本中世史の方面からアドバ
イスを行う。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①アジア史文化演習Ⅰ（中国中世史の研究）で学習した内容を更に発展させ、当該時代を対象とした各分野の研究の問題
点をより鮮明にすることができる。
②修士論文で扱う問題を明確にすることができる。
③中間報告を行うことによって、修士論文の進捗状況を確認することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア史文化演習Ⅰ・Ⅱでの学習成果を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　設定した修士論文のテーマについて再検討する。

第２回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官吏登用制度について①──九品官人法（魏晋）──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、九品官人法の研究状況について再確認する。

第３回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官吏登用制度について②──九品官人法（東晋南朝）──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、九品官人法の研究状況について再確認する。

第４回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官吏登用制度について③──九品官人法（北朝）──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、九品官人法の研究状況について再確認する。

第５回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官吏登用制度について④──科挙──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、科挙の研究状況について再確認する。

第６回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官僚制度について①──三省六部──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、三省六部の研究状況について再確認する。

第７回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官僚制度について②──使職──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、使職の研究状況について再確認する。

第８回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　官僚制度について③──地方官──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、地方官職の研究状況について再確認する。

第９回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文作成に向けての中間報告
【事後学修】　報告の討論をふまえて研究の方向性を再検討する。

第10回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　法制について
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世法制史研究の状況について再確認する。

第11回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　兵制について①──兵戸制──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、兵戸制の研究状況について再確認する。

第12回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　兵制について②──府兵制──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、府兵制の研究状況について再確認する。

第13回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　税制について①──租庸調──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、租庸調制の研究状況について再確認する。

第14回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　税制について②──両税法──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、両税法の研究状況について再確認する。

第15回 【事前学修】　本演習で学習した内容を全て確認しておく。
【授業内容】　中国中世史研究5分野の課題
【事後学修】　全体の内容をふまえて自身の問題設定を再検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（20％）、レポートの達成度（80％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部の授業で学んだ関連事項を確認しておくこと。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 464 -



■テキスト■テキスト

解説の必要な事項に関しては、授業の度にプリントを作成して、これを配付する。
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下倉　渉、佐川　正敏、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅳ（中国中世史の研究）

■テーマ■テーマ

中国中世史の諸問題２

■講義内容■講義内容

　アジア史文化演習Ⅲ（中国中世史の研究）に引き続き、当該時代史のこれまで研究を分野別に回顧する。受業生の関心
にあわせて、アジア文化史演習Ⅲ（中国中世史の研究）で扱う内容と入れ替える場合もある。この授業では下倉が主な指
導にあたり、佐川が中国考古学の方面から、また七海が日本中世史の方面からアドバイスを行う。
　なお、この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①アジア史文化演習Ⅲ（中国中世史の研究）に続けて、当該時代を対象とした各分野の研究を整理し、それぞれの問題点
をより一層鮮明にすることができる。
②修士論文で扱う問題を明確にすることができる。
③中間報告を行うことによって、修士論文の進捗状況を確認することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史演習Ⅲでの学習成果を確認しておく。。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　設定した修士論文のテーマについて再検討する。

第２回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　土地制度について①──屯田、占田・課田──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、屯田制、占田・課田制の研究状況について再確認する。

第３回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　土地制度について②──均田制──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、均田制の研究状況について再確認する。

第４回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　夏期休業期間の学習をもふまえた修士論文作成に向けての中間報告
【事後学修】　報告の討論をふまえて研究の方向性を再検討する。

第５回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　思想・宗教について①──儒教──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世における儒教の研究状況について再確認する。

第６回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　思想・宗教について②──仏教──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世における仏教の研究状況について再確認する。

第７回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　思想・宗教について③──道教──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世における道教の研究状況について再確認する。

第８回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　思想・宗教について④──景教他──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世における外来宗教の研究状況について再確認する。

第９回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　民族について①──匈奴──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、匈奴研究の状況について再確認する。

第10回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　民族について②──羌・？──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、羌・？研究の状況について再確認する。

第11回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　民族について③──鮮卑──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、鮮卑研究の状況について再確認する。

第12回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　民族について④──柔然・突厥──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、柔然・突厥研究の状況について再確認する。

第13回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　民族ついて⑤──ソグド・ウイグル──
【事後学修】　示された参考文献を中心に、ソグド・ウイグル研究の状況について再確認する。

第14回 【事前学修】　学部の授業で学んだ関連事項を確認しておく。
【授業内容】　東西交渉について
【事後学修】　示された参考文献を中心に、中国中世東西交渉史研究の状況について再確認する。

第15回 【事前学修】　本演習で学習した内容を全て確認しておく。
【授業内容】　中国中世史研究4分野の課題
【事後学修】　全体の内容をふまえて自身の問題設定を最終確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（20％）、レポートの達成度（80％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部の授業で学んだ関連事項を確認しておくこと。
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■テキスト■テキスト

解説の必要な事項に関しては、授業の度にプリントを作成して、これを配付する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅰ（日本考古学の研究）

■テーマ■テーマ

日本考古学研究の現状と課題

■講義内容■講義内容

日本考古学研究の現状を示す基本文献をもとに発表し、討論、指導を行う。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

日本考古学の現状と課題を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　演習の進め方、基本文献の提示（辻・佐川・永田）
【事後学修】　基本文献の確認

第２回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　日本旧石器時代に関する報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第３回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　日本旧石器時代に関する報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第４回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　縄文文化に関する報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第５回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　縄文文化に関する報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第６回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　弥生文化に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第７回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　弥生文化に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第８回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　弥生時代から古墳時代への移行期に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第９回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳文化に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第10回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳文化に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第11回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳文化に関する報告と討論（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第12回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳時代、古代に関わる文献史学研究成果関する報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第13回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳時代、古代に関わる文献史学研究成果関する報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第14回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　古墳時代、古代に関わる文献史学研究成果関する報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第15回 【事前学修】　演習の進め方、基本文献の提示（辻・佐川・永田）概要学習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　討論、指導内容復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

日本考古学の現状と課題理解度を発表内容、質疑応答応答などで評価する（旧石器時代25％、縄文時代25％、弥生時代
25％、古墳時代25％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備、事前に関係文献を読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本考古学特論Ⅰ、Ⅱ　アジア考古学特論Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

発表に関わるレジュメ。

■参考文献■参考文献

講義時に提示する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅱ（日本考古学の研究）

■テーマ■テーマ

日本考古学研究の実践

■講義内容■講義内容

日本考古学研究を実践し、その進行過程を発表し、討論、指導を行う。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

日本考古学の研究を実践できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　演習の進め方　　　　　　（辻、佐川、永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第２回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第３回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第４回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第５回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（佐川）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第６回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第７回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第８回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第９回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第10回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論　（辻）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第11回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第12回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第13回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第14回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論（永田）
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第15回 【事前学修】　演習の概要学習
【授業内容】　まとめ　　　　　　　　　（辻、佐川、永田）
【事後学修】　討論、指導内容復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

日本考古学研究を実践、その進行過程を発表し、討論内容等で評価する。（研究史50％、問題設定50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備、事前に関係文献を読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本考古学特論Ⅰ、Ⅱ　アジア考古学特論Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

発表に関わるレジュメ。

■参考文献■参考文献

講義で提示する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅲ（日本考古学の研究）

■テーマ■テーマ

日本考古学研究の実践 2

■講義内容■講義内容

日本考古学研究を実践し、その進行過程を発表し、討論、指導を行う。対面講義

■達成目標■達成目標

日本考古学の研究を実践できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　演習の進め方
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第２回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第３回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第４回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第５回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第６回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第７回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第８回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第９回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第10回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第11回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第12回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第13回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第14回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第15回 【事前学修】　演習の概要学習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　討論、指導内容復習*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

日本考古学の研究を実践の過程、特に問題設定とその解決への方向性と実践内容を評価する。（問題設定50％、実践内容
50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備、事前に関係文献を読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本考古学特論Ⅰ、Ⅱ　アジア考古学特論Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

発表に関わるレジュメ。

■参考文献■参考文献

講義で提示する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅳ（日本考古学の研究）

■テーマ■テーマ

日本考古学研究の実践 3

■講義内容■講義内容

日本考古学研究を実践し、その進行過程を発表し、討論、指導を行う。対面講義

■達成目標■達成目標

日本考古学の研究を実践できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　演習の進め方
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第２回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第３回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第４回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第５回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第６回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第７回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第８回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第９回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第10回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第11回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第12回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第13回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第14回 【事前学修】　報告準備
【授業内容】　各自の研究テーマに基づく報告と討論
【事後学修】　報告に関わる討論、指導内容復習

第15回 【事前学修】　演習の概要学習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　討論、指導内容復習*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

日本考古学の研究を実践内容を発表内容、作成レジュメ等で総合的に評価する。（問題解決に向けての資料収集、分析
50％、問題解決の結論と論理構成50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備、事前に関係文献を読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本考古学特論Ⅰ、Ⅱ　アジア考古学特論Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

発表に関わるレジュメ。

■参考文献■参考文献

講義で提示する。
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佐川　正敏、辻　秀人、永田　英明

アジア文化史演習Ⅰ（アジア考古学の研究）

■テーマ■テーマ

生業からみた東・北アジアと日本の比較考古学

■講義内容■講義内容

まず、演習履修者はテキストや参考文献に則して、東・北アジア（中国、モンゴル、ロシア極東、朝鮮半島）の先史・古
代の生業に関する研究史や最新の研究動向を整理し、日本と比較してレポートを作成し意見交換を行います。つぎに、演
習履修者の修士論文の研究テーマとの関連で生業についての諸問題から課題を設定し、レポートを作成します。なお、考
古資料については佐川と辻が、歴史資料については永田が担当します。この授業は対面授業で行います。

■達成目標■達成目標

１：東・北アジアと日本の先史・古代の生業に関する研究史とその意義について理解することができます。
２：１の理解に基づき修士論文の研究テーマに関連する課題を設定してレポートを作成し、修士論文の完成に資すること
ができます。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に修士論文の研究計画案を作成する。テキストの目次や内容を確認しておく。
【授業内容】　演習のガイダンスと修士論文の研究計画の検討①
【事後学修】　修士論文の研究計画案に対する指導教員の指導・助言を参考にして、修正案を作成する。その概
要をレスポンで提出する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 1（旧石器時代の狩猟と狩猟具）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してレスポンで提出し、授業内容のキーポイントについて説明で
きるようにする。

第３回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 1（旧石器時代の狩猟と狩猟具）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 2（新石器時代の狩猟と狩猟具）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習して概要をレスポンで提出し、授業内容のキーポイントについて
説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 2（新石器時代の狩猟と狩猟具）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 3（採集と採集 ･ 調整具）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出し、授業内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 3（採集と採集 ･ 調整具）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 4（先史・古代の農耕と農具）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出し、授業内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 4（先史・古代の農耕と農具）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 5（先史 ･ 古代の家畜）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出し、授業内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 5（先史 ･ 古代の家畜）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業 6（先史 ･ 古代の窯業）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出し、授業内容のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 6（先史 ･ 古代の窯業）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。
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第14回 【事前学修】　授業ノートや配布した発表資料を復習しておく。質問を考えてくる。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の生業の研究史総括
【事後学修】　14 回分の授業ノートと配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出し、授業内容の
キーポイントについて説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　修士論文の研究計画を決定できるように準備する。
【授業内容】　修士論文の研究計画の検討②を修了レポートとして提出する。
【事後学修】　指導教員の指導・助言を参考にして、修士論文の研究計画最終案を作成し、提出する。その概要
をレスポンで提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出するレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標1、2。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切さ
（80％）、指示された書式などの遵守（20％）。
（ｂ）修了レポートの内容（55％）：①達成目標1、2。②55点。③記述内容の適切さ（60％）、記述内容の独創性
（20％）、指示された書式などの遵守（20％）。
詳しい評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストやテキスト各章末に付された参考文献等を読み、予習 ･ 復習をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア考古学特論Ⅰ・Ⅱ、日本考古学特論Ⅰ・Ⅱ、日本古代史特論Ⅰ・Ⅱ、中国古代史特論Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

後藤直・茂木雅博編 2002 年『東アジアと日本の考古学Ⅳ　生業』同成社、ISBN 4-88621-237-9

■参考文献■参考文献

テキストの各章末に付された参考文献をメインとし、ほかの参考文献は授業中に随時指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435＠mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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佐川　正敏、辻　秀人、永田　英明

アジア文化史演習Ⅱ（アジア考古学の研究）

■テーマ■テーマ

交流と交易からみた東・北アジアと日本の比較考古学

■講義内容■講義内容

まず、演習履修者はテキストや参考文献に則して、東・北アジア（中国、モンゴル、ロシア極東、朝鮮半島）の先史・古
代の交流と交易に関する研究史や最新の研究動向を整理し、日本と比較してレポートを作成し、意見交換を行います。つ
ぎに、演習履修者の修士論文の研究テーマとの関連で交流と交易についての諸問題から課題を設定し、レポートを作成
し、意見交換を行います。なお、考古資料については佐川と辻、郭物が、歴史資料については永田が担当します。この授
業は対面授業として行います。

■達成目標■達成目標

１：東・北アジアと日本の先史・古代の交流と交易に関する研究史とその意義について理解することができます。
２：１の理解に基づいて、修士論文の研究テーマに関連する課題を設定してレポートを作成し、修士論文の完成に資する
ことができます。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　夏季休暇中に行った修士論文の進捗部分について報告できるように準備する。
【授業内容】　演習のガイダンスと修士論文の夏季休暇中の進捗部分と研究計画の検討①
【事後学修】　修士論文の前期の進捗部分に係る報告に対する討論および指導教員の指導・助言を参考にして、
修正版を作成し、提出する。その概要をレスポンで提出する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 1（環日本海の石材交易）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。、授業のキーポイントにつ
いて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 1（環日本海の石材交易）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 2（環日本海のその他の文物交流）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業のキーポイントについ
て説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 2（環日本海のその他の文物交流）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 3（黄海をめぐる文物交流と交易）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業のキーポイントについ
て説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 3（黄海をめぐる文物交流と交易）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 4（朝鮮海峡をめぐる文物交流と交易）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業のキーポイントについ
て説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 4（朝鮮海峡をめぐる文物交流と交易）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 5（中韓日をめぐる瓦作りの展開）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業のキーポイントについ
て説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 5（中韓日をめぐる瓦作りの展開）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易 6（中韓日をめぐる精神文化の展開）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業のキーポイントについ
て説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 6（中韓日をめぐる精神文化の展開）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンで提出する。
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第14回 【事前学修】　授業ノートや配布したプリントを復習しておく。質問を考えてくる。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の交流と交易の研究史の総括
【事後学修】　14 回分の授業ノートと配布したプリントを復習してその概要をレスポンで提出する。授業内容の
キーポイントについて説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　修士論文の後期の進捗部分について報告できるように準備する。
【授業内容】　修士論文の後期進捗部分と研究計画の検討②を「修了レポート」として提出する。
【事後学修】　修士論文の後期の進捗部分に係る報告に対する指導教員の指導・助言を参考にして、修正版を作
成し、提出する。その概要をレスポンで提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出するレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標：1、2。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切さ
（80％）、指示された書式などの遵守（20％）。
（ｂ）「修了レポート」の内容（55％）：①達成目標1、2。②55点。③記述内容の適切さ（60％）、記述内容の独創性
（20％）、指示された書式などの遵守（20％）。
詳しい評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストやテキスト各章末に付された参考文献等を読み、予習 ･ 復習を積極的に行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア考古学特論Ⅰ・Ⅱ、日本考古学特論Ⅰ・Ⅱ、日本古代史特論Ⅰ・Ⅱ、中国古代史特論Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

後藤直・茂木雅博編 2002 年『東アジアと日本の考古学Ⅲ　交流と交易』同成社、ISBN 4-88621-262-X

■参考文献■参考文献

テキストの各章末に付された参考文献をメインとし、ほかの文献は授業中に随時指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435@mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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佐川　正敏、辻　秀人、永田　英明

アジア文化史演習Ⅲ（アジア考古学の研究）

■テーマ■テーマ

集落と都市からみた東・北アジアと日本の比較考古学

■講義内容■講義内容

まず、演習履修者はテキストや参考文献に則して、東・北アジア（中国、モンゴル、ロシア極東、朝鮮半島）の先史 ･ 古
代の集落と都市に関する研究史や最新の研究動向を整理し、日本と比較してレポートを作成し討論を行います。つぎに、
演習履修者の修士論文の研究テーマとの関連で集落と都市についての諸問題から課題を設定し、レポートを作成します。
なお、考古資料については佐川と辻が、歴史資料については永田が担当します。この授業は対面授業として行います。

■達成目標■達成目標

１：東・北アジアと日本の先史 ･ 古代の集落と都市に関する研究史とその意義について理解することができます。
２：１の理解に基づき、修士論文の研究テーマに関連する課題を設定してレポートを作成し、修士論文の完成に資するこ
とができます。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の春期休暇中の進捗部分の報告の準備をする。
【授業内容】　演習のガイダンスと修士論文の春期休暇中の進捗部分の報告
【事後学修】　修士論文の進捗部分に係る報告に対する討論および指導教員の指導・助言を参考にして、修正版
を作成し、提出する。その概要をレスポンとして提出する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 1（旧石器時代と縄文時代の集落）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 1（旧石器時代と縄文時代の集落）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 2（中国新石器時代の農耕集落と城塞）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 2（中国新石器時代の農耕集落と城塞）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 3（朝鮮半島新石器時代の農耕集落）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 3（朝鮮半島新石器時代の農耕集落）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 4（弥生時代と古墳時代の農耕集落）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 4（弥生時代と古墳時代の農耕集落）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 5（中国古代の都城）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 5（中国古代の都城）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市 6（朝鮮半島と日本古代の都城）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 6（朝鮮半島と日本古代の都城）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。
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第14回 【事前学修】　授業ノートや配布したプリントを復習しておく。質問を考えてくる。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の集落・都市の研究史総括
【事後学修】　14 回分の授業ノートと配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。学修内
容のキーポイントについて説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　修士論文の前期の進捗部分の報告を準備する。
【授業内容】　修士論文の前期の進捗状況の報告を「修了レポート」として提出する。
【事後学修】　修士論文の前期の進捗部分に係る報告に対する討論および指導教員の指導・助言を参考にして、
修正版を作成し、提出する。その概要をレスポンとして提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出するレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標1、2。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切さ
（80％）、指示された書式などの遵守（20％）。
（ｂ）「修了レポート」の内容（55％）：①達成目標1、2。②55点。③記述内容の適切さ（60％）、記述内容の独創性
（20％）、指示された書式などの遵守（20％）。
詳しい評価基準は授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストやテキスト各章末に付された参考文献を読み、予習 ･ 復習を選挙区的に行う。

■テキスト■テキスト

後藤直・茂木雅博編 2003『東アジアと日本考古学Ⅴ：集落と都市』同成社、ISBN 4-88621-278-6

■参考文献■参考文献

テキストの各章末に付された参考文献をメインとし、ほかの文献は授業中に随時指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435@mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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佐川　正敏、辻　秀人、永田　英明

アジア文化史演習Ⅳ（アジア考古学の研究）

■テーマ■テーマ

精神文化からみた東・北アジアと日本の比較考古学

■講義内容■講義内容

まず、演習履修者はテキストや参考文献に則して、東・北アジア（中国、モンゴル、ロシア極東、朝鮮半島）の先史 ･ 古
代の精神文化に関する研究史や最新動向を整理し、日本と比較してレポートを作成し討論を行います。つぎに、演習履修
者の修士論文の研究テーマとの関連で精神文化についての諸問題から課題を設定し、レポートを作成します。なお、考古
資料については佐川と辻が、歴史資料については永田が担当します。この授業は対面授業として行います。

■達成目標■達成目標

１：東 ･ 北アジアと日本の先史 ･ 古代の精神文化に関する研究史とその意義について理解することができます。
２：１の理解に基づき、修士論文の研究テーマに関連する課題を設定してレポートを作成し、修士論文の完成に資するこ
とができます。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の中間報告の準備をする。
【授業内容】　演習のガイダンスと修士論文の中間報告
【事後学修】　修士論文の中間報告に対する討論および指導教員の指導・助言を参考にして、修正版を作成し、
提出する。その概要をレスポンとして提出する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史・古代の精神文化 1（旧石器時代の精神文化）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 1（旧石器時代の精神文化）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東・北アジアの先史 ･ 古代の精神文化 2（縄文時代と環日本海の精神文化）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 2（縄文時代と環日本海の精神文化）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東 ･ 北アジアの先史 ･ 古代の精神文化 3（弥生時代と環日本海の精神文化）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 3（弥生時代と環日本海の精神文化）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東 ･ 北アジアの先史 ･ 古代の精神文化 4（古墳時代と東アジアの精神文化）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 4（古墳時代と東アジアの精神文化）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東 ･ 北アジアの先史 ･ 古代の精神文化 5（飛鳥時代と東アジアの仏教文化）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 5（飛鳥時代と東アジアの仏教文化）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んでおく。
【授業内容】　東 ･ 北アジアの先史 ･ 古代の精神文化 6（奈良時代と東アジアの祭祀と信仰）
【事後学修】　授業と配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。授業のキーポイントに
ついて説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　発表の準備をする。
【授業内容】　演習履修者による発表 6（奈良時代と東アジアの祭祀と信仰）
【事後学修】　発表者は討論と指導教員の指導・助言を参考にして、発表資料の修正版を作成し、提出する。そ
の概要をレスポンとして提出する。
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第14回 【事前学修】　授業ノートや配布したプリントを復習しておく。
【授業内容】　東 ･ 北アジアの先史 ･ 古代の精神文化の研究史総括
【事後学修】　14 回分の授業ノートと配布したプリントを復習してその概要をレスポンとして提出する。学習内
容のキーポイントについて説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　修士論文の総括報告の準備をする。
【授業内容】　修士論文の総括報告
【事後学修】　修士論文の総括報告に対する討論および指導教員の指導・助言を参考にして、修正版を作成し、
再提出する。その概要をレスポンとして提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（ａ）毎回提出するレスポンの小レポートの内容（45％）：①達成目標：1、2。②45点＝3点×15回。③記述内容の適切さ
（80％）、指示された書式などの遵守（20％）。
（ｂ）修士論文の内容（55％）：①達成目標：1、2。②55点。③記述内容の適切さ（60％）、記述内容の独創性
（20％）、指示された書式などの遵守（20％）。
詳しい評価基準は授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストやテキストの各章末に付された参考文献を読み、予習 ･ 復習を積極的に行う。

■テキスト■テキスト

奈良文化財研究所編 2007 『日本の考古学（上巻・下巻）』学生社、ISBN: 978-4-311-75037-3・978-4-311-75038-0

■参考文献■参考文献

テキストの各章末に付された参考文献をメインとし、ほかの文献は授業中に随時指示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションか担当教員のメールアドレスe9816435@mail.tohoku-
gakuin.ac.jpを使用する。
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政岡　伸洋、金子　祥之、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅰ（日本民俗学の研究）

■テーマ■テーマ

東北地方への民俗のまなざしを問い直す

■講義内容■講義内容

従来の民俗学において、東北地方の民俗を古くから変りなく受け継がれてきたものとして理解し、変化の視点が欠落する
ことが多かった。しかし、歴史学の成果にも注目する限り、政治・経済の変化との関わりを十分押さえたうえで検討する
必要がある。そこで、本演習では、個別の研究関心にも配慮しつつ、歴史的変化の問題に注目した民俗学の論文はもちろ
んのこと、歴史学の論文もいくつか選び、受講生諸君の発表により精読し、議論していく。なお、授業の進め方について
は、政岡を軸に金子・菊池が協同して指導する。

■達成目標■達成目標

東北地方の民俗研究の問題点について、研究史を踏まえた上で説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　どのような研究テーマに取り組むのか考えておくこと。
【授業内容】　前期ガイダンス（授業の進め方、受講上の注意点など）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第２回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（1）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第３回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（2）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第４回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（3）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第５回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（4）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第６回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（1）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第７回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（2）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第８回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（3）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第９回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（4）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第10回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（5）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第11回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（6）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第12回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（7）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第13回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（8）
【事後学修】　授業で指摘された内容を踏まえ、もう一度論文を読み直しておくこと。

第14回 【事前学修】　これまでの授業の内容を踏まえ、東北の民俗研究の課題について考えておくこと。
【授業内容】　東北の民俗をいかに取り上げるべきか（1）
【事後学修】　授業での議論を踏まえ、自らの研究テーマについて考えてみること。

第15回 【事前学修】　東北の民俗研究の学問的可能性について考えておくこと。
【授業内容】　東北の民俗をいかに取り上げるべきか（2）
【事後学修】　授業での議論を踏まえ、自らの研究テーマについて考えてみること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（80％）、議論参加への積極性（20％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルーブリックの形で、
授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に、取り上げる論文の内容について、その地域の歴史的展開も押さえつつ読み込み、授業終了後において再び確認す
るようにしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学関連の科目以外についてもできる限り受講しておくことが望ましい。
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■テキスト■テキスト

授業で取り上げる論文は、こちらで準備する。

■参考文献■参考文献

授業の中でその都度指示する。
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政岡　伸洋、金子　祥之、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅱ（日本民俗学の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学の今日的課題を考える

■講義内容■講義内容

今日、民俗学は大きな変化の時期を迎えているが、本演習では近年話題になっている論文を精読し、この学問の現状を把
握するとともに、自らの研究の位置づけについても考える。本演習では、政岡を軸に金子・菊池が協同して指導する。

■達成目標■達成目標

民俗学全体の現状を踏まえた上で、自らの研究関心を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　どのような研究テーマに取り組むのか考えておくこと。
【授業内容】　前期ガイダンス（授業の進め方、受講上の注意点など）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第２回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（1）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第３回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（2）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第４回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（3）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第５回 【事前学修】　自らの研究テーマについて整理しておくこと。
【授業内容】　自己紹介を兼ねた研究内容の紹介（4）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第６回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（1）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第７回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（2）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第８回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（3）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第９回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（4）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第10回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（5）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第11回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（6）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第12回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（7）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第13回 【事前学修】　論文を精読し、課題についてまとめておくこと。
【授業内容】　論文の精読とそれを踏まえた議論（8）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第14回 【事前学修】　以上の内容と自らの研究テーマの位置づけの関係について考えておくこと。
【授業内容】　民俗学の現状と自らの研究関心（1）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

第15回 【事前学修】　以上の内容と自らの研究テーマの位置づけの関係について考えておくこと。
【授業内容】　民俗学の現状と自らの研究関心（2）
【事後学修】　授業で指摘された部分を踏まえ、自らの研究テーマについて再考すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（80％）、議論参加への積極性（20％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルーブリックの形で、
授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に、取り上げる論文の内容について、その議論の学問的背景も押さえつつ読み込み、授業終了後において再び確認す
るようにしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学関連の科目以外についてもできる限り受講しておくことが望ましい。

■テキスト■テキスト

授業で取り上げる論文は、こちらで準備する。
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■参考文献■参考文献

授業の中でその都度指示する。
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政岡　伸洋、金子　祥之、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅲ（日本民俗学の研究）

■テーマ■テーマ

修士論文作成に向けての基礎データの作成

■講義内容■講義内容

本演習では、政岡を軸としつつ、金子・菊池の協同指導体制により、受講生による発表を通して、自らのの研究テーマを
軸に、先行研究および調査データの検討を行い、修士論文作成に向けての基礎データを作成していく。

■達成目標■達成目標

①近年の民俗学・歴史学の流れを押さえつつ、自らのテーマに関する先行研究の意義と課題が明示できるようになる。
②現地調査に基づく調査データを批判的に検討し、そこから民俗学的な意義を抽出することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自らの研究テーマについて考えておくこと。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第２回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（１）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第３回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（２）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第４回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（３）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第５回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（４）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第６回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（５）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第７回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（６）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第８回 【事前学修】　自らの研究テーマに関する代表的な先行研究 1 本を選び、その内容および問題点についてまとめ
ておくこと。
【授業内容】　先行研究の検討（７）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度先行研究の内容について検討すること。

第９回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（１）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第10回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（２）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第11回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（３）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第12回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（４）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第13回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（５）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第14回 【事前学修】　自らの研究テーマに基づく調査データをまとめておくこと。
【授業内容】　調査データの検討（６）
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度調査データの内容について検討すること。

第15回 【事前学修】　これまでの授業の指摘を踏まえた上で、修士論文作成に向けての課題について整理しておくこ
と。
【授業内容】　修士論文作成に向けての課題
【事後学修】　授業の中で受けた指摘を踏まえ、もう一度修士論文作成に向けての課題について検討すること。*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポート（60％）、報告内容（30％）、議論のなかでの発言（10％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

民俗学全体の流れを意識しつつ、上記の事前・事後学習の内容を踏まえた上で、必ずレジュメを 1 週間前までに準備し担
当教員に配布しておくこと。

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

授業の中でその都度紹介する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 488 -



政岡　伸洋、金子　祥之、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅳ（日本民俗学の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学関連修士論文を作成する

■講義内容■講義内容

政岡を軸としつつ、加藤・菊地（日本近世史）の協同指導体制により、受講生の発表を通して、幅広い視野からの修士論
文の作成に向けて、その内容を検討していく。

■達成目標■達成目標

学術的意義の高い論文が作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の構想をまとめておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方・受講上の注意点など）
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第２回 【事前学修】　先行研究を整理し、学問的課題について整理しておくこと。
【授業内容】　課題の設定①―先行研究の整理―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第３回 【事前学修】　調査データを整理し、どのように活用できるかについて考えておくこと。
【授業内容】　課題の設定②―材料（史資料）の検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第４回 【事前学修】　修士論文の全体構成を考えておくこと。
【授業内容】　全体の構成と目次の作成
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第５回 【事前学修】　問題の所在について検討しておくこと。
【授業内容】　序章の検討①－問題の所在に関する検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第６回 【事前学修】　調査地設定の意義について考えておくこと。
【授業内容】　序章の検討②－調査地設定の意義についての検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第７回 【事前学修】　第 1 章で使用するデータの整合性についてチェックしておくこと。
【授業内容】　第 1 章の検討①―使用する調査データの適合性の検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第８回 【事前学修】　第 1 章で使用するデータと結論が矛盾していないかチェックしておくこと。
【授業内容】　第 1 章の検討②―論理的整合性に関する検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第９回 【事前学修】　第 2 章で使用するデータの整合性についてチェックしておくこと。
【授業内容】　第 2 章の検討①―使用する調査データの適合性の検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第10回 【事前学修】　第 2 章で使用するデータと結論が矛盾していないかチェックしておくこと。
【授業内容】　第 2 章の検討②―論理的整合性に関する検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第11回 【事前学修】　第 3 章で使用するデータの整合性についてチェックしておくこと。
【授業内容】　第 3 章の検討①―使用する調査データの適合性の検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第12回 【事前学修】　第 3 章で使用するデータと結論が矛盾していないかチェックしておくこと。
【授業内容】　第 3 章の検討②―論理的整合性に関する検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第13回 【事前学修】　終章でまとめる内容に矛盾がないか検討しておくこと。
【授業内容】　終章の検討①―全体の内容のまとめの検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第14回 【事前学修】　第 3 章までで得られた結論と終章の間に矛盾がないかチェックしておくこと。
【授業内容】　終章の検討②―論理的整合性に関する検討―
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。

第15回 【事前学修】　以上の授業で指摘された点を踏まえ、修士論文全体の構成に矛盾がないかチェックしておくこ
と。
【授業内容】　論文構成の再検討
【事後学修】　授業の中で指摘された点を踏まえ、必ず再検討すること。*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

修士論文の内容（60％）、報告内容（30％）、授業の中での発言（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

民俗学全体の流れを意識しつつ、上記の事前・事後学習の内容を踏まえた上で、必ずレジュメを 1 週間前までに準備し担
当教員に配布しておくこと。

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

授業の中で、その都度紹介する。
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金子　祥之、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（物質文化の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学の視点と修士論文執筆に向けての指導

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマの報告に対し、金子と政岡を中心として民俗学の立場から助言や指導を行う。また、河西は、受講生
の研究の時代背景の理解について助言や指導を行う。

■達成目標■達成目標

①民俗学の学術用語を適切に用いて議論することができる。
②みずからのフィールドワークで得たデータをもとに、人々の生活の営みや行動の意味について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業の流れを把握する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　レジュメ発表の準備計画をする。

第２回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（1）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第３回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（2）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第４回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（3）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第５回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（4）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第６回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（5）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第７回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（6）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第８回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（7）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第９回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（8）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第10回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（9）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第11回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（10）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第12回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（11）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第13回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（12）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第14回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（13）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第15回 【事前学修】　夏の調査計画の作成。
【授業内容】　夏の調査に向けた助言
【事後学修】　調査計画を完成させて提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメ発表（80％）、議論への参加（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は、報告するテーマに関連する学術用語や方法、学史的意義について説明できるように準備する必要がある。ま
た、他の発表に対しても同様の準備を必要とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学のみならず歴史学、考古学関係の科目も受講し、各学問の視点について学ぶ。

■テキスト■テキスト
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■参考文献■参考文献
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金子　祥之、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（物質文化の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学の視点と修士論文執筆に向けての指導

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマの報告に対し、金子と政岡を中心として民俗学の立場から助言や指導を行う。また、河西は、受講生
の研究の時代背景の理解について助言や指導を行う。夏の調査を踏まえて修士論文の具体像を得る。

■達成目標■達成目標

①民俗学の学術用語を適切に用いて議論することができる。
②みずからのフィールドワークで得たデータをもとに、人々の生活の営みや行動の意味について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業の流れを把握する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　レジュメ作成計画をする。

第２回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（1）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第３回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（2）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第４回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（3）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第５回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（4）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第６回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（5）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第７回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（6）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第８回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（7）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第９回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（8）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第10回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（9）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第11回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（10）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第12回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（11）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第13回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（12）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第14回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（13）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第15回 【事前学修】　調査計画の作成
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言
【事後学修】　調査計画を完成させて提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメ発表（80％）、議論への参加（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は、報告するテーマに関連する学術用語や方法、学史的意義について説明できるように準備する必要がある。ま
た、他の発表に対しても同様の準備を必要とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学のみならず歴史学、考古学関係の科目も受講し、各学問の視点について学ぶ。

■テキスト■テキスト
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■参考文献■参考文献

授業の中で指示する。
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金子　祥之、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅲ（物質文化の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学の視点と修士論文執筆に向けての指導

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマの報告に対し、金子と政岡を中心として民俗学の立場から助言や指導を行う。また、河西は、受講生
の研究の時代背景の理解について助言や指導を行う。夏の調査を踏まえて修士論文の具体像を得る。

■達成目標■達成目標

①民俗学の学術用語を適切に用いて議論することができる。
②みずからのフィールドワークで得たデータをもとに、人々の生活の営みや行動の意味について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業の流れを把握する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　レジュメ発表の準備計画をする。

第２回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（1）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第３回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（2
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第４回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（3）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第５回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（4）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第６回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（5）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第７回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（6）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第８回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（7）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第９回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（8）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第10回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（9）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第11回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（10）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第12回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（11）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第13回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（12）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第14回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　受講生各自の研究テーマ報告（13）
【事後学修】　発表者の発表と自身の研究との関連付けと振り返りを行う

第15回 【事前学修】　夏の調査計画の作成。
【授業内容】　夏の調査に向けた助言
【事後学修】　調査計画を完成させて提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメ発表（80％）、議論への参加（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は、報告するテーマに関連する学術用語や方法、学史的意義について説明できるように準備する必要がある。ま
た、他の発表に対しても同様の準備を必要とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学のみならず歴史学、考古学関係の科目も受講し、各学問の視点について学ぶ。

■テキスト■テキスト
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■参考文献■参考文献

授業の中で指示する。
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金子　祥之、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅳ（物質文化の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学の視点と修士論文執筆に向けての指導

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマの報告に対し、金子と政岡を中心として民俗学の立場から助言や指導を行う。また、河西は、受講生
の研究の時代背景の理解について助言や指導を行う。夏の調査を踏まえて修士論文の具体像を得る。

■達成目標■達成目標

①民俗学の学術用語を適切に用いて議論することができる。
②みずからのフィールドワークで得たデータをもとに、人々の生活の営みや行動の意味について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業の流れを把握する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　レジュメ作成計画をする。

第２回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（1）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第３回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（2）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第４回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（3）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第５回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（4）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第６回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（5）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第７回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（6）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第８回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（7）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第９回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（8）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第10回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（9）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第11回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（10）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第12回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（11）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第13回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（12）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第14回 【事前学修】　発表者はレジュメの準備、発表者以外は発表者の研究テーマに関する関連文献を読んでおく。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言と指導（13）
【事後学修】　発表者の研究と自身の研究との関連付けと振り返りを行う。

第15回 【事前学修】　修士論文の執筆。
【授業内容】　修士論文執筆に向けた助言
【事後学修】　修士論文を執筆する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメ発表（80％）、議論への参加（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は、報告するテーマに関連する学術用語や方法、学史的意義について説明できるように準備する必要がある。ま
た、他の発表に対しても同様の準備を必要とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民俗学のみならず歴史学、考古学関係の科目も受講し、各学問の視点について学ぶ。

■テキスト■テキスト

なし
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■参考文献■参考文献

授業の中で指示する。
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アジア文化史専攻
博士後期課程

文学研究科

講 義 内 容



永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅰ（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界とのかかわりで日本古代研究を実践する。

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、七海（中世史）および辻・佐
川（考古学）がそれぞれの専門の立場から助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する問題を発見・設定しそのために必要な資料収集・分析を進め、博士論文作成に向けた準備を行うこと
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文等における成果と課題を整理しておく
【授業内容】　演習の進め方
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文の内容報告（1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　修士論文の内容の検討（2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構想の報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関係する研究状況の概要報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関係する研究論文の講読・討論（文献 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関係する研究論文の講読・討論（文献 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関係する研究論文の講読・討論（文献 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関係する研究論文の講読・討論（文献 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（資料 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（資料 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（資料 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（資料 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（資料 5）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の課題整理
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ
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■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

アジア文化史演習Ⅰ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（博士論文の構想作成）

■講義内容■講義内容

　日本中世史の分野で博士論文の作成を目指す受講生に対して、構想作成のための指導を行う。七海は受講生とともに研
究史を点検し、博士論文の構想とその論旨に関する議論を重ねていく（関連論文・関連史料の講読と分析）。永田は、古
代日本と周辺諸国との交流、古代から中世の社会へ（中世的国家・文化の形成）という観点から受講生の研究報告を指導
する。竹井は、中世から近世への移行、近世社会の成立という観点から受講生の研究報告を指導する。下倉は、中国史と
の比較という観点から受講生の研究課題に関連する情報の提供、指導を行う。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、博士論文作成のための研究史を整理し、博士論文の
テーマに関する先行研究のリストを作成することができる。また、先行研究における問題点・検討すべき点を認識するこ
とができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。
【授業内容】　はじめに―博士論文の作成に向けて―
【事後学修】　配付されたプリントの内容を復習する。

第２回 【事前学修】　修士論文の内容を報告資料に仕立てる。
【授業内容】　修士論文の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第３回 【事前学修】　修士論文で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　修士論文の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、修士論文の内容を再考する。

第４回 【事前学修】　博士論文のテーマについて報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文のテーマ報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　博士論文で活用しようと考えている史料の概要について説明できるように準備する。
【授業内容】　博士論文のテーマについての検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文のテーマについて再考する。

第６回 【事前学修】　課題論文を予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連論文の講読（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　課題論文を予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連論文の講読（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　課題論文を予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連論文の講読（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第９回 【事前学修】　課題論文を予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連論文の講読（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　課題論文を予習する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連論文の講読（5）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　博士論文に関する史料目録を作成する。
【授業内容】　博士論文関連史料目録の報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、収集史料について再考する。

第12回 【事前学修】　博士論文で活用する史料について、あらためて説明できるように準備する。
【授業内容】　博士論文関連史料目録の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、史料目録の内容を修正する。

第13回 【事前学修】　博士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連史料の講読と分析（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　博士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連史料の講読と分析（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第15回 【事前学修】　博士論文のテーマに関係する史料群を集成する。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文関連史料の講読と分析（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、期末レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅱ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治と社会に関する史料講読（1）

■講義内容■講義内容

日本近世史の分野で博士論文の作成を目指す院生が日本近世史を専攻する教員（菊池慶子）を中心に日本近現代史（河西
晃祐）、日本中世史（竹井英文）、民俗学（政岡伸洋）の教員の助言を得て、近世史料を精読し分析する方法を鍛錬す
る。併せて自身の研究テーマを定めて関係史料を探索し、その一部を解読して報告と議論を重ね、博士論文の作成を開始
する。

■達成目標■達成目標

①講読する史料（仙台藩政史料）を正しく読み解き、内容を把握することができる。
②博士論文のテーマ設定に向けて準備し、報告をおこなうことができる。
③博士論文で取り上げる史料群を考察した課題レポートを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、講義内容、達成目標、進め方を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス―演習の目標と進め方
【事後学修】　論文を投稿する学会誌を決め他の掲載論文に目を通しておく。

第２回 【事前学修】　修士論文前半を読み直し、報告レジュメを作成する。
【授業内容】　修士論文の内容報告（1）前半
【事後学修】　論文の学会誌への投稿に向けて修正をおこなう。

第３回 【事前学修】　修士論文後半を読み直し、報告レジュメを作成する。
【授業内容】　修士論文の内容報告（2）後半
【事後学修】　引き続き論文の学会誌への投稿に向けて修正をおこなう。

第４回 【事前学修】　史料 1 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（1）史料 1
【事後学修】　史料 1 の内容を復習しておく。

第５回 【事前学修】　史料 1 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（2）史料１　前回の再検討
【事後学修】　史料 1 を読み直し、正確な解読文を書く。

第６回 【事前学修】　史料 2 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（3）史料 2
【事後学修】　史料 2 の内容を復習しておく。

第７回 【事前学修】　史料 2 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（4）史料２　前回の再検討
【事後学修】　史料 2 を読み直し、正確な解読文を書く。

第８回 【事前学修】　史料 3 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（5）史料 3
【事後学修】　史料 3 の内容を復習しておく。

第９回 【事前学修】　史料 3 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（6）史料３　前回の再検討
【事後学修】　史料 3 を読み直し、正確な解読文を書く。

第10回 【事前学修】　史料 4 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（7）史料 4
【事後学修】　史料 4 の内容を復習しておく。

第11回 【事前学修】　史料 4 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　仙台藩政史料の講読（8）史料４　前回の再検討
【事後学修】　史料 4 を読み直し、正確な解読文を書く。

第12回 【事前学修】　武家文書の所蔵施設と検索方法について、ホームページで調べておく。
【授業内容】　研究史料と文献の調査方法（武家史料）
【事後学修】　東大史料編纂所のホームページを開き、関心のある史料を閲覧する。

第13回 【事前学修】　農村文書の所蔵施設と検索方法について、ホームページで調べておく。
【授業内容】　研究史料と文献の調査方法（農村史料）
【事後学修】　国立公文書館のホームページを開き、関心のある史料を閲覧する。

第14回 【事前学修】　博士論文のテーマを複数考えておく。
【授業内容】　博士論文のテーマの設定
【事後学修】　博士論文のテーマに関して先行研究を収集する。

第15回 【事前学修】　解読したい古文書を用意し、分析をおこなう。
【授業内容】　博士論文の史料（中間報告）
【事後学修】　課題レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の２つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）課題レポートの提出（50点　達成目標②③　配点は史料収集の的確性50％、史料群の考察論旨の合理性・適格性
50％）
（２）史料講読の発表と議論（50点　達成目標①　配点は史料解読の的確性50％、史料考察の合理性・適格性50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読史料については事前に予習し、内容を十分に調べておくこと。発表者は講読史料の内容を検討した配布資料を用意す
ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

『伊達治家記録』を中心に講読史料集を配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、小沼　孝博、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆に向けての準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場、小沼はアジア史の立場から協
同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（1）　　　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（2）　　　　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　博士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―博士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
Ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
Ｂ）提出課題の適切さ（50％）
Ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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政岡　伸洋、河西　晃祐、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅰ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研
究

■テーマ■テーマ

東アジアの視点から日本の民俗を考える

■講義内容■講義内容

これからの民俗学は、周辺諸国・エスニックグループの事例や近世史・近現代史の知識を踏まえた分析が求められてくる
が、本演習では授業計画にあるテーマを設定し、これに関する論文を受講生による発表という形で精読することで、歴史
的展開を踏まえたアジアの視点から日本の事例を考える視点を身につけることを目的としている。

■達成目標■達成目標

アジアの視点から日本の事例を理解し、説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の内容を簡潔に説明できるように準備しておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方・受講上の注意点等）
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、今後の課題について整理しておくこと。

第２回 【事前学修】　民俗学の流れの中で、修士論文の意義が説明できるように準備しておくこと。
【授業内容】　民俗学からみた修士論文の課題の検討（政岡）
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、今後の課題について整理しておくこと。

第３回 【事前学修】　物質文化論との関連で修士論文の意義が説明できるように準備しておくこと
【授業内容】　物質文化論からみた修士論文の課題の検討（政岡）
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、今後の課題について整理しておくこと。

第４回 【事前学修】　日本近世史との関連で修士論文の意義が説明できるように準備しておくこと
【授業内容】　日本近世史からみた修士論文の課題の検討（菊池）
【事後学修】　指摘された点を踏まえ、今後の課題について整理しておくこと。

第５回 【事前学修】　日本近現代史との関連で修士論文の意義が説明できるように準備しておくこと
【授業内容】　日本近現代史からみた修士論文の課題の検討（河西）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第６回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　韓国済州島の祭りと民俗①―暮らしとの関わりから―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第７回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　韓国済州島の祭りと民俗②―現代社会と民俗―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第８回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　南西諸島の来訪神儀礼①―事例の把握と分類―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第９回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　南西諸島の来訪神儀礼②―その視点の問い直し―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第10回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　帝国日本の南方体験① - 大東亜共栄圏を考える―（河西）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第11回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　帝国日本の南方体験②―日本にとっての南方を考える―（河西）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第12回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　アイヌの物質文化を考える①―従来の研究成果と課題―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第13回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　アイヌの物質文化を考える②―現代社会と文化の表象―（政岡）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第14回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　近世史からみた日本の民俗①―近世村落と民俗―（菊池）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第15回 【事前学修】　取り上げる論文に目を通し、その内容を整理しておくこと。
【授業内容】　近世史からみた日本の民俗②―東北の民俗と近世史―（菊池）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（60％）、報告内容（30％）、議論の中での発言（10％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルー
ブリックの形で、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

レジュメを準備しておくこと。

■テキスト■テキスト

こちらで準備し事前に配布する。
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■参考文献■参考文献

授業の中で必要に応じて紹介する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅰ（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代

■テーマ■テーマ

アジアと日本考古学

■講義内容■講義内容

考古学研究の実践（研究史と研究テーマ）

■達成目標■達成目標

①研究テーマに関わる広範囲の研究史を理解する
②研究史を批判的に分析できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文論旨確認
【授業内容】　演習の進め方　（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　演習に対応する学習計画作成

第２回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 1 の研究史の報告と討論　（佐川）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の不足文献探索

第３回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 1 の研究史の報告と討論（佐川）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の不足文献探索

第４回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 1 の研究史の報告と討論（佐川）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の不足文献探索

第５回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 1 の研究史の報告と討論（下倉）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 1 の不足文献探索

第６回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 2 の研究史の報告と討論（下倉）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の不足文献探索

第７回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 2 の研究史の報告と討論（下倉）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の不足文献探索

第８回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 2 の研究史の報告と討論（辻）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の不足文献探索

第９回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 2 の研究史の報告と討論（辻）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 2 の不足文献探索

第10回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 3 の研究史の報告と討論（辻）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の不足文献探索

第11回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 3 の研究史の報告と討論（辻）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の不足文献探索

第12回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 3 の研究史の報告と討論（永田）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の不足文献探索

第13回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 3 の研究史の報告と討論（永田）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の不足文献探索

第14回 【事前学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の文献探索
【授業内容】　各自の研究テーマに関連する領域 3 の研究史の報告と討論（永田）
【事後学修】　各自の研究テーマ関連する領域 3 の不足文献探索

第15回 【事前学修】　学習の総括
【授業内容】　まとめ（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　研究史の総括

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

研究テーマに関わる広範囲の研究史の理解度（50％）研究史を批判的に分析できる能力（50％）を発表内容、作成レジュ
メ等で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

文献探索、文献読み込み

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史研究Ⅰ東アジア世界の中の日本古代史研究）

■テキスト■テキスト

作成レジュメ、探索文献
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■参考文献■参考文献

古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　ISBN　4-639-011554-7、4-639-00961-5、4-63901021-4、4-639-01008-7、4-
63901056-7、4-639-01068-0、4-63901062-1、4-639-00993-3、4-639-00980-1、4-639-01117-2、4-639-01139-3
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下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅰ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

中国古代・中世の政治と社会

■講義内容■講義内容

殷周時代から唐代までの政治史に関する先行研究を整理し、博士論文執筆に向けての課題設定に備える。

■達成目標■達成目標

殷周時代から唐代までの政治史について理解することができる。
博士論文作成に向けた課題設定のためのレポートを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第２回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　殷周時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第３回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　春秋時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第４回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　戦国時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第５回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　秦代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第６回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　前漢時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第７回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　後漢時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第８回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　三国時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第９回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　晋代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第10回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　南朝時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第11回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　北朝時代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第12回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　隋代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第13回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代前半期の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第14回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代後半期の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第15回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　レポート作成の準備
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに学習した内容を再確認しておく。

■テキスト■テキスト

その都度指示する。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅰ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研
究

■テーマ■テーマ

アジアにおける民族社会の形成

■講義内容■講義内容

アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した様々な民族集団の政治・社会・文化に関する学説や最新の研究
動向を整理し、そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。

■達成目標■達成目標

①アジアの歴史展開と民族社会の形成について理解することができる。
②博士論文を補完するレポートを作成して、博士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して先行研究の整理を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 1（地理と風土）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 2（民族と生業）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 3（古代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 4（中世）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 5（近世）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 6（近代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 7（現代）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジア民族社会の歴史展開 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。
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■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅱ（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界とのかかわりで日本古代研究を実践する。

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、七海（中世史）および辻・佐
川（考古学）がそれぞれの専門の立場から助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する問題を発見・設定しそのために必要な資料収集・分析を進め、博士論文作成に向けた準備を行うこと
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前期の演習における成果と課題を整理しておく
【授業内容】　投稿論文についての内容報告（1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容検討（2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（論点の整理）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての検討（論点の分析）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 5）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（史料分析結果の報告　論点 6）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　次年度計画の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ
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■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 516 -



七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

アジア文化史演習Ⅱ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（投稿論文の作成と博士論文の中間報告・その1）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅰ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）にひきつづき、博士論文作成の指導を行う。七海は受
講生の投稿論文の作成、ならびに博士論文の作成スタート（中間報告）について指導する。永田は、古代日本と周辺諸国
との交流、古代から中世の社会へ（中世的国家・文化の形成）という観点から受講生の研究報告を指導する。竹井は、中
世から近世への移行、近世社会の成立という観点から受講生の研究報告を指導する。下倉は、中国史との比較という観点
から受講生の研究課題に関連する情報の提供、指導を行う。

■達成目標■達成目標

受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、投稿論文を作成し、博士論文の課題を設定することが
できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　投稿論文（第 1 論文）の内容を報告資料にまとめる。
【授業内容】　投稿論文（第 1 論文）の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第２回 【事前学修】　投稿論文（第 1 論文）で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　投稿論文（第 1 論文の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、投稿論文（第 1 論文）の内容を修正し、投稿の準備を進める。

第３回 【事前学修】　史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第４回 【事前学修】　前回に続き、史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　博士論文のテーマに関する先行研究について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（1）先行研究の検討（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　博士論文のテーマに関する先行研究について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（2）先行研究の検討（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　博士論文のテーマに関する先行研究について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（3）先行研究の検討（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（4）史料分析報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第９回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（5）史料分析報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（6）史料分析報告（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　博士論文の構想について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第12回 【事前学修】　博士論文の課題を具体的に設定する。
【授業内容】　博士論文の課題設定
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文の課題について修正し、研究史上の位置づけを考える。

第13回 【事前学修】　投稿論文（第 2 論文）の内容を報告資料にまとめる。
【授業内容】　投稿論文（第 2 論文）の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　投稿論文（第 2 論文）で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　投稿論文（第 2 論文）の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、投稿論文（第 2 論文）の内容を修正し、投稿の準備を進める。

第15回 【事前学修】　次年度の研究スケジュールを計画する。
【授業内容】　次年度スケジュールの作成
【事後学修】　授業における議論をふまえて、次年度の研究スケジュールを修正し、より具体的な計画を作成す
る。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、期末レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅰ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治と社会に関する史料講読（2）

■講義内容■講義内容

日本近世史の分野で博士論文の作成を目指す院生が、アジア文化史演習Ⅰに引き続き、日本近世史を専攻する教員（菊池
慶子）を中心に、日本近代史（河西晃祐）、日本中世史（竹井英文）、民俗学（政岡伸洋）の教員の助言を受けながら、
近世史料を読み解く方法を鍛錬する。仙台藩家臣の系譜史料である『世臣家譜』を中心に系図史料の講読を通して解釈と
立論の方法を習得し、報告と議論を重ねなることにより、研究テーマに関わる史料群の分析に応用・活用する。

■達成目標■達成目標

①藩政史料を精読し、内容を的確に捉えることができる。
②博士論文に関わる先行研究および史料を収集し、分析を進めて中間報告をおこなうことができる。
③上記の中間報告を助言に基づいて点検し、論文の序章および1章部分のアウトラインをまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、演習の概要、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　博士論文の史料調査報告（1）前半
【事後学修】　調査で取集した史料の整理をおこなう。

第２回 【事前学修】　史料調査の成果と問題点について整理しておく。
【授業内容】　博士論文の史料調査報告（2）後半
【事後学修】　調査で取集した史料の解読を進める。

第３回 【事前学修】　史料 1 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　家譜の講読（1）史料 1
【事後学修】　史料 1 の内容を復習しておく。

第４回 【事前学修】　史料 1 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　家譜の講読（2）史料１の再検討
【事後学修】　史料 1 を読み直し、正確な解読文を書く。

第５回 【事前学修】　史料 2 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　家譜の講読（3）史料 2
【事後学修】　史料 2 の内容を復習しておく。

第６回 【事前学修】　史料 2 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　家譜の講読（4）史料２の再検討
【事後学修】　史料 2 を読み直し、正確な解読文を書く。

第７回 【事前学修】　史料 3 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　家譜の講読（5）史料 3
【事後学修】　史料 3 の内容を復習しておく。

第８回 【事前学修】　史料 3 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　家譜の講読（6）史料３の再検討
【事後学修】　史料 3 を読み直し、正確な解読文を書く。

第９回 【事前学修】　史料 4 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　家譜の講読（7）史料 4
【事後学修】　史料 4 の内容を復習しておく。

第10回 【事前学修】　史料 4 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　家譜の講読（8）史料４の再検討
【事後学修】　史料 4 を読み直し、正確な解読文を書く。

第11回 【事前学修】　史料 5 の内容を解読し、レジュメを作成する。
【授業内容】　家譜の講読（9）史料 5
【事後学修】　史料 5 の内容を復習しておく。

第12回 【事前学修】　史料 5 の解読内容の疑問点を整理しておく。
【授業内容】　家譜の講読（10）史料５の再検討
【事後学修】　史料 5 を読み直し、正確な解読文を書く。

第13回 【事前学修】　博士論文序章の課題設定、研究史整理の方針を定める。
【授業内容】　博士論文の中間報告（1）序章
【事後学修】　博士論文の序章の執筆に向けて研究史の整理を進める。

第14回 【事前学修】　博士論文第 1 章の分析史料を用意し、報告を準備する。
【授業内容】　博士論文の中間報告（2）1 章
【事後学修】　博士論文第 1 章の執筆に向けて史料解読を進める。

第15回 【事前学修】　序章、1 章の立論の疑問点について整理しておく。
【授業内容】　中間報告について議論
【事後学修】　授業の全体を振り返り、提出レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の二つの指標により達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）課題レポートの提出（60点　達成目標②③　配点は先行研究に関する文献と史料収集の的確性50％、論旨の合理性
と的確性50％）
（２）報告と議論（40点　達成目標①　配点は史料解読の的確性50％、史料考察の合理性・的確性50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読史料については事前に予習し、内容を十分に調べておくこと。発表者は講読史料の内容を検討した配布資料を用意す
ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

『世臣家譜』の一部を掲載した講読史料集を配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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河西　晃祐、小沼　孝博、菊池　慶子、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆の準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場、小沼はアジア史の立場から協
同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（1）　　　　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（2）　　　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（1）　　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（2）　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　　　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　　　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）　　　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　　　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　　　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　　　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　　　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　博士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―博士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく
※【事前学修】前期を振り返る

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 521 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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政岡　伸洋、河西　晃祐、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅱ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研
究

■テーマ■テーマ

世界各国における民俗学の研究動向

■講義内容■講義内容

民俗学はそれぞれの国家やエスニックグループを単位に自発的に誕生した点に大きな特徴があり、それぞれユニークな展
開をみせている。しかし、近年、日本民俗学会を中心に、国際民俗学会連合の創立やドイツ民俗学会との連携と国際シン
ポの開催など、日本の民俗学は国際化の道を歩みはじめ、今後は世界各国の民俗学の動向を踏まえた上で研究を行ってい
く必要が指摘できる。そこで、本演習では、アメリカ・ドイツ・中国・中国をはじめ、世界各国の代表的な論文を精読す
ることで多様な視点と方法を身につけ、博士論文作成に活用できればと考えている。なお、指導に際しては、政岡（民俗
学）を中心に、菊池（日本近世史）、河西（日本近現代史）が協同で、それぞれの専門分野を活かして行う予定である。

■達成目標■達成目標

①世界各国の民俗学の研究動向とともに、それを踏まえた日本の民俗学の視点や方法の特徴を説明できる。
②グローバルな視点から日本の民俗を分析できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまでの民俗学の基礎理論を調べておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方・受講上の注意点）
【事後学修】　配布された論文（テキスト）に目を通しておくこと。

第２回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　アメリカ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第３回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　アメリカ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第４回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　アメリカ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第５回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　ドイツ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第６回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　ドイツ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第７回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　ドイツ民俗学の理論的枠組みに関する論文精読③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第８回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　中国民俗学の理論的枠組みに関する論文精読①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第９回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　中国民俗学の理論的枠組みに関する論文精読②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第10回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　中国民俗学の理論的枠組みに関する論文精読③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第11回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　世界各国の民俗学の理論的枠組みに関する論文精読①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第12回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　世界各国の民俗学の理論的枠組みに関する論文精読②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第13回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　世界各国の民俗学の理論的枠組みに関する論文精読③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第14回 【事前学修】　取り上げる論文を事前に読んでおくこと。
【授業内容】　世界各国の民俗学の理論的枠組みに関する論文精読④
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第15回 【事前学修】　これまでの授業の内容を整理しておくこと。
【授業内容】　これからの民俗学の可能性
【事後学修】　授業の内容と自らの研究テーマの位置づけについて考えておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（60％）、報告内容（30％）、議論の中での発言（10％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルー
ブリックの形で、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日本語に翻訳されたもののほか、外国語（英語）論文を読むことになるので、十分な準備をしておくこと。

■テキスト■テキスト

こちらであらかじめ準備したものを配布する。

■参考文献■参考文献

授業の中で必要に応じて紹介する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅱ（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代

■テーマ■テーマ

アジアと日本考古学

■講義内容■講義内容

考古学研究の実践（研究方法の探索）

■達成目標■達成目標

①多様な研究方法を説明できる
②各研究方法の機能適用可能範囲等を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史研究Ⅰでの学習内容を復習しておく
【授業内容】　演習の進め方
【事後学修】　演習の進め方に対応した学習計画をたてる。

第２回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法の再検討

第３回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法の再検討

第４回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法の再検討

第５回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 1 の研究方法の再検討

第６回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法の再検討

第７回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法の再検討

第８回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法の再検討

第９回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 2 の研究方法の再検討

第10回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法の再検討

第11回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法の再検討

第12回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法の再検討

第13回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法の再検討

第14回 【事前学修】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わるレジュメ作成
【授業内容】　各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法に関わる報告と討論
【事後学修】　指導を踏まえて各自の研究テーマに関わる領域 3 の研究方法の再検討

第15回 【事前学修】　学習の総括
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　研究方法の総括*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

多様な研究方法の理解度（50％）、各研究方法の機能適用可能範囲の理解度（50％）を発表内容、作成レジュメ等を総合
的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

研究方法の探索と分析

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史研究Ⅱ東アジア世界の中の日本古代史研究）

■テキスト■テキスト

作成レジュメ、研究方法の分析、理解
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■参考文献■参考文献

古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　ISBN　4-639-011554-7、4-639-00961-5、4-639-01021-4、4-63901008-74-639-
01056-7、4-639-01068-0、4-639-01062-1、4-639-00993-3、4-639-00980-1、4-639-01117-2、4-639-01139-3
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下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅱ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

中国古代・中世の政治と社会

■講義内容■講義内容

殷周時代から唐代までの経済史に関する先行研究を整理し、博士論文執筆に向けての課題設定に備える。

■達成目標■達成目標

殷周時代から唐代までの経済史について理解することができる。
博士論文作成に向けた課題設定のためのレポートを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第２回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　殷周時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第３回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　春秋時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第４回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　戦国時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第５回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　秦代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第６回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　前漢時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第７回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　後漢時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第８回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　三国時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第９回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　晋代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第10回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　南朝時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第11回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　北朝時代の経済史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第12回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　隋代の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第13回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代前半期の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第14回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代後半期の政治史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第15回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　レポート作成の準備をする。
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに学習した内容を再確認しておく。

■テキスト■テキスト

その都度指示する。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅱ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研
究

■テーマ■テーマ

アジアにおける国家と民族社会

■講義内容■講義内容

アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域に勃興した国家と民族社会との関わりに関する学説や最新の研究動向を整
理し、そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。

■達成目標■達成目標

①アジアに成立した国家と民族社会の関わりについて理解することができる。
②修士論文を補完するレポートを作成して、修士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して基礎的な知識の確認を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 1（集団構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 2（国家形成）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 3（国家成立）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 4（支配構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 5（政権中枢）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 6（王権論）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 7（対外関係）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの国家と民族社会 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。
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■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 529 -



永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅲ（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界とのかかわりで日本古代研究を実践する。

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、七海（中世史）および辻・佐
川（考古学）がそれぞれの専門の立場から助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する問題を発見・設定しそのために必要な資料収集・分析を進め、博士論文作成に向けた準備を行うこと
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度の演習の成果と課題を整理しておく
【授業内容】　前年度の成果と課題の確認
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 1 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 2 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 3 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 4 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 5 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文に関する報告（1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文に関する検討（2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 6 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 7 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 8 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 9 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想に関する史料の講読・分析（第 10 回）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する修正報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する修正的検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ
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■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

アジア文化史演習Ⅲ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（投稿論文の作成と博士論文の中間報告・その 2）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅱ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）にひきつづき、博士論文作成の指導を行う。七海は受
講生の投稿論文の作成、ならびに博士論文の本論部分の作成（中間報告）について指導する。永田は、古代日本と周辺諸
国との交流、古代から中世の社会へ（中世的国家・文化の形成）という観点から受講生の研究報告を指導する。竹井は、
中世から近世への移行、近世社会の成立という観点から受講生の研究報告を指導する。下倉は、中国史との比較という観
点から受講生の研究課題に関連する情報の提供、指導を行う。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、投稿論文を作成し、博士論文の本論部分の研究を進
めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　投稿論文（第 3 論文）の内容を報告資料にまとめる。
【授業内容】　投稿論文（第 3 論文）の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第２回 【事前学修】　投稿論文（第 3 論文）で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　投稿論文（第 3 論文）の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、投稿論文（第 3 論文）の内容を修正し、投稿の準備を進める。

第３回 【事前学修】　史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第４回 【事前学修】　前回に続き、史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　博士論文第 1 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（1）第 1 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（2）第 1 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 1 章の構想を修正する。

第７回 【事前学修】　博士論文第 2 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（3）第 2 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（4）第 2 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 2 章の構想を修正する。

第９回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（5）史料分析報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（6）史料分析報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（7）史料分析報告（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第12回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（8）史料分析報告（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第13回 【事前学修】　博士論文第 3 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（9）第 3 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（10）第 3 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 3 章の構想を修正する。

第15回 【事前学修】　夏休みの史料調査について計画を立案する。
【授業内容】　史料調査の計画と研究計画の修正
【事後学修】　授業における議論をふまえて、今後の研究計画を見直す。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、期末レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅳ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅲ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治史および社会史の研究Ⅰ（博士論文の構想）

■講義内容■講義内容

博士論文の作成に向けて菊池（日本近世史）を中心に、河西（日本近代史）、竹井（日本中世史）が協力して助言をおこ
ない、論文作成を支援する。これにより研究史の批判的検討、研究視点の設定、史料の収集と読解、論理構築等を進め、
報告と議論を重ねながら、博士論文の完成をめざす。

■達成目標■達成目標

①上記内容に沿って研究を進め、博士論文の序章・1章に関して中間報告をおこなう。
②研究の一部を学術論文に仕上げ、投稿する準備を進める。
③博士論序章・1章を執筆し、期末レポートとして提出する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、演習の概要、達成目標、進め方を理解する。
【授業内容】　ガイダンス―博士論文の作成に向けて
【事後学修】　博士論文の関係論文を点検し補充分を入手する。

第２回 【事前学修】　博士論文の序章の流れを考え、課題を整理する。
【授業内容】　博士論文の構想（1）序章の検討
【事後学修】　博士論文序章の検討結果を整理し、執筆を開始する。

第３回 【事前学修】　博士論文第 1 章の流れを考え、課題を整理する。
【授業内容】　博士論文の構想（2）1 章の検討
【事後学修】　博士論文第 1 章の検討結果についてまとめておく。また序章の執筆を進める。

第４回 【事前学修】　論文 1 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）論文 1
【事後学修】　論文 1 を研究史に位置付ける。

第５回 【事前学修】　論文 2 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）論文 2
【事後学修】　論文 2 を研究史に位置付ける。

第６回 【事前学修】　論文 3 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）論文 3
【事後学修】　論文 3 を研究史に位置付ける。

第７回 【事前学修】　論文 4 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）論文 4
【事後学修】　論文 4 を研究史に位置付ける。

第８回 【事前学修】　論文 5 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）論文 5
【事後学修】　論文 5 を研究史に位置付ける。

第９回 【事前学修】　論文 6 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）論文 6
【事後学修】　論文 6 を研究史に位置付ける。

第10回 【事前学修】　史料 1 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）史料 1
【事後学修】　史料 1 の分析を本論に位置付ける。

第11回 【事前学修】　史料 2 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（8）史料 2
【事後学修】　史料 2 の分析を本論に位置付ける。

第12回 【事前学修】　史料 3 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（9）史料 3
【事後学修】　史料 3 の分析を本論に位置付ける。

第13回 【事前学修】　史料 4 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（10）史料 4
【事後学修】　史料 4 の分析を本論に位置付ける。

第14回 【事前学修】　史料 5 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（11）史料 5
【事後学修】　史料 5 の分析を本論に位置付ける。

第15回 【事前学修】　史料 6 を解読し、分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（12）史料 6
【事後学修】　史料 6 の分析を本論に位置付け、課題レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の二つの指標により達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）課題レポートの提出（60点　達成目標②③　配点は史料実証の的確性50％、論旨の合理性と的確性50％）
（２）報告と議論（40点　達成目標①　配点は先行研究の理解20％、史料解読の的確性30％、史料考察の合理性・的確性
50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読する史料・論考などは事前に予習し、疑問点や問題点を必ず整理して演習に臨むこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

随時指示する
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河西　晃祐、小沼　孝博、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅲ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆の準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場、小沼はアジア史の立場から協
同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（1）　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　博士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―博士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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政岡　伸洋、河西　晃祐、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅲ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研
究

■テーマ■テーマ

博士論文の研究史上の意義を明確化させる。

■講義内容■講義内容

博士論文に関連する文献について、受講生の発表により精読し、その学問的意義および問題点を考える。

■達成目標■達成目標

①　博士論文作成にあたって、関連する研究論文の意義と課題を論理的に説明できる。
②　①を踏まえ、博士論文の学術的意義について、説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の研究史の組み方について考えておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方・受講上の注意点等）
【事後学修】　博士論文の構想を再検討しておくこと。

第２回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第３回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第４回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第５回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読④
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第６回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑤
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第７回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑥
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第８回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑦
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第９回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑧
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第10回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑨
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第11回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑩
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第12回 【事前学修】　取り上げる論文の内容について、その学問的意義、史資料の使い方、論理的整合性、問題点につ
いて整理し、レジュメを作成すること。
【授業内容】　博士論文関連文献の精読⑪
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、論文をもう一度読み直しておくこと。

第13回 【事前学修】　これまで取り上げた論文を研究史として整理しておくこと。
【授業内容】　博士論文の研究史的意義の検討①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの研究の意義について検討すること。

第14回 【事前学修】　これまで取り上げた論文を研究史として整理しておくこと。
【授業内容】　博士論文の研究史的意義の検討②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの研究の意義について検討すること。
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第15回 【事前学修】　これまで取り上げた論文を研究史として整理しておくこと。
【授業内容】　博士論文の研究史的意義の検討③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの研究の意義について検討すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論の論理性（20％）、博士論文中間レポート（40％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、
ルーブリックの形で、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

取り上げる論文のみならず、著者の研究全体の特徴についても調べておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

指定しない。

■参考文献■参考文献

授業の中で必要に応じて紹介する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅲ（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代

■テーマ■テーマ

アジアと日本考古学

■講義内容■講義内容

考古学研究の実践（研究テーマに基づく資料分析Ⅰ）。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

①資料調査と分析を実践できる
②資料分析を通して情報を抽出できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史演習Ⅰ、Ⅱの復習
【授業内容】　演習の進め方　　　（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　指導を踏まえて学習計画作成

第２回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 1 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 1 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 1 に関する復習

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 1 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 1 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 1 に関する復習

第４回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 1 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 1 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 1 に関する復習

第５回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 1 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 1 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 1 に関する復習

第６回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 2 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 2 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 2 に関する復習

第７回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 2 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 2 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 2 に関する復習

第８回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 2 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 2 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 2 に関する復習

第９回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 2 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 2 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 2 に関する復習

第10回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 3 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 3 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 3 に関する復習

第11回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 3 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 3 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 3 に関する復習

第12回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 3 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 3 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 3 に関する復習

第13回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 3 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 3 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 3 に関する復習

第14回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 3 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 3 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 3 に関する復習

第15回 【事前学修】　情報抽出作業の総括
【授業内容】　まとめ（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

資料調査と分析を実践できる能力（50％）資料分析を通して情報を抽出できる能力（50％）を発表内容、作成レジュメ等
で総合的に評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料分析の実践

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史研究Ⅲ東アジア世界の中の日本古代史研究）

■テキスト■テキスト

作成レジュメ、資料の分析、理解
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■参考文献■参考文献

古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　ISBN　4-639-011554-7、4-639-00961-5、4-
639-01021-4、4-63901008-74-639-01056-7、4-639-01068-0、4-639-01062-1、4-639-00993-3、4-639-00980-1、4-639-
01117-2、4-639-01139-3

ア

ジ

ア

文

化

史

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 541 -



下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅲ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

中国古代・中世の政治と社会

■講義内容■講義内容

殷周時代から唐代までの社会史に関する先行研究を整理し、博士論文執筆に向けての課題設定に備える。

■達成目標■達成目標

殷周時代から唐代までの社会史について理解することができる。
博士論文作成に向けた課題設定のためのレポートを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第２回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　殷周時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第３回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　春秋時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第４回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　戦国時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第５回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　秦代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第６回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　前漢時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第７回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　後漢時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第８回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　三国時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第９回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　晋代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第10回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　南朝時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第11回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　北朝時代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第12回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　隋代の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第13回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代前半期の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第14回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代後半期の社会史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第15回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　レポート作成の準備をする。
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに学習した内容を再確認しておく。

■テキスト■テキスト

これまでに学習した内容を再確認しておく。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅲ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研
究

■テーマ■テーマ

アジアの民族社会とその社会構造

■講義内容■講義内容

アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した民族集団の社会構造に関する学説や最新の研究動向を整理し、
そのなかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。

■達成目標■達成目標

①アジアに成立した民族社会の社会構造とその特性について理解することができる。
②博士論文を補完するレポートを作成して、博士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して基礎的な知識の確認を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 1（集団構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 2（国家形成）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 3（国家成立）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 4（支配構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 5（政権中枢）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 6（王権論）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 7（対外関係）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。
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■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

アジア文化史演習Ⅳ（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界とのかかわりで日本古代研究を実践する。

■講義内容■講義内容

日本古代史研究を実践し、その進行過程を発表・討論する。永田が主として指導にあたり、七海（中世史）および辻・佐
川（考古学）がそれぞれの専門の立場から助言をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本古代史に関する問題を発見・設定しそのために必要な資料収集・分析を進め、博士論文作成に向けた準備を行うこと
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前期の演習における成果と課題を整理しておく
【授業内容】　投稿論文についての内容報告（1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第２回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容検討（2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第３回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（論点の整理 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第４回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（論点の整理 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第５回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（論点の整理 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第６回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（資料分析結果の報告 1）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第７回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（資料分析結果の報告 2）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第８回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（資料分析結果の報告 3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第９回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（資料分析結果の報告 4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第10回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文構想についての報告（資料分析結果の報告 5）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第11回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容報告（3）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第12回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　投稿論文についての内容検討（4）
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第13回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する報告
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第14回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　博士論文の構成案に関する検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する

第15回 【事前学修】　関係文献および史料を理解し報告資料を作成する
【授業内容】　次年度計画の検討
【事後学修】　授業での討論をふまえ課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習における報告内容（60％）、討論への参加（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告の準備をし、事前に関係文献を読んで内容を整理しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

報告者が作成したレジュメ
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■参考文献■参考文献

教室で随時指示する
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

アジア文化史演習Ⅳ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（投稿論文の作成と博士論文の中間報告・その 3）

■講義内容■講義内容

　アジア文化史演習Ⅲ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）にひきつづき、博士論文作成の指導を行う。七海は受
講生の投稿論文の作成、ならびに博士論文の本論部分の作成（中間報告）について指導する。永田は、古代日本と周辺諸
国との交流、古代から中世の社会へ（中世的国家・文化の形成）という観点から受講生の研究報告を指導する。竹井は、
中世から近世への移行、近世社会の成立という観点から受講生の研究報告を指導する。下倉は、中国史との比較という観
点から受講生の研究課題に関連する情報の提供、指導を行う。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、投稿論文を作成し、博士論文の本論部分の研究を進
めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　投稿論文（第 4 論文）の内容を報告資料にまとめる。
【授業内容】　投稿論文（第 4 論文）の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第２回 【事前学修】　投稿論文（第 4 論文）で活用した史料の概要を説明できるように準備する。
【授業内容】　投稿論文（第 4 論文）の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、投稿論文（第 4 論文）の内容を修正し、投稿の準備を進める。

第３回 【事前学修】　史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第４回 【事前学修】　前回に続き、史料調査の成果を報告資料にまとめる。
【授業内容】　史料調査の成果報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　博士論文第 4 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（1）第 4 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（2）第 4 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 4 章の構想を修正する。

第７回 【事前学修】　博士論文第 5 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（3）第 5 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（4）第 5 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 5 章の構想を修正する。

第９回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（5）史料分析報告（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（6）史料分析報告（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（7）史料分析報告（3）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第12回 【事前学修】　博士論文で利用する史料の分析について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告（8）史料分析報告（4）
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第13回 【事前学修】　博士論文第 6 章の構想を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文中間報告（9）第 6 章の構想報告
【事後学修】　授業における議論をふまえて、報告資料の内容を検討する。

第14回 【事前学修】　前回の授業で問題になった箇所を整理し、対応案を考える。
【授業内容】　博士論文中間報告（10）第 6 章の構想内容の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえて、博士論文第 6 章の構想を修正する。

第15回 【事前学修】　次年度の研究スケジュールを計画する。
【授業内容】　次年度スケジュールの作成
【事後学修】　授業における議論をふまえて、次年度の研究スケジュールを修正し、より具体的な計画を作成す
る。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論における発言内容（20％）、期末レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅲ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文

アジア文化史演習Ⅳ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世の政治史および社会史の研究Ⅱ（博士論文の構想）

■講義内容■講義内容

日本近世・近代史の分野で博士論文の作成を目指す院生がアジア文化史演習Ⅲに引き続き研究テーマに即した史料・文献
の検討をおこない、博士論文の作成を進める。また序章、1 章の成果をもとに投稿論文を準備する。院生の主体的な研究
発表および関連史料・論文の講読を中心に据え、発表・講読内容の問題点を指導教員と議論しながら研究を深めるものと
する。菊池は、日本近世史の専門的立場から関連史料・論文の批判的検討、助言をおこなう。河西は近代史、竹井は中近
世移行期、政岡は民俗学の専門的見地から助言をおこない論文作成を支援する。

■達成目標■達成目標

①上記内容に沿って研究を進め、博士論文の前半に関して中間報告をおこなう。
②研究の一部を学術論文に仕上げ、投稿する準備を進める。
③博士論文前半を執筆し、期末レポートとして提出する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み演習の概要、達成目標、進め方を理解する。史料1 を解読し内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）史料 1
【事後学修】　史料 1 の分析を本論に位置付ける。

第２回 【事前学修】　史料 2 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）史料 2
【事後学修】　史料 2 の分析を本論に位置付ける。

第３回 【事前学修】　史料 3 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）史料 3
【事後学修】　史料 3 の分析を本論に位置付ける。

第４回 【事前学修】　論文 1 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）論文 1
【事後学修】　論文 1 を本論に位置付ける。

第５回 【事前学修】　論文 2 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）論文 2
【事後学修】　論文 2 を本論に位置付ける。

第６回 【事前学修】　論文 3 を読み、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）論文 3
【事後学修】　論文 3 を本論に位置付ける。

第７回 【事前学修】　史料 4 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）史料 4
【事後学修】　史料 4 の分析を本論に位置付ける。

第８回 【事前学修】　史料 5 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（8）史料 5
【事後学修】　史料 5 の分析を本論に位置付ける。

第９回 【事前学修】　史料 6 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（9）史料 6
【事後学修】　史料 6 の分析を本論に位置付ける。

第10回 【事前学修】　史料 7 を解読し、内容をまとめる。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（10）史料 7
【事後学修】　史料 7 の分析を本論に位置付ける。

第11回 【事前学修】　7 点の解読史料を読み直し、疑問点を整理しておく。
【授業内容】　解読史料の再検討
【事後学修】　序章・第 1 章の成果をもとに投稿論文の準備を進める。

第12回 【事前学修】　投稿論文の章立て、研究史を点検する。
【授業内容】　投稿論文の検討 1　研究史整理
【事後学修】　投稿論文の執筆を進める。

第13回 【事前学修】　投稿論文の主要な史料を点検する。
【授業内容】　投稿論文の検討 2　史料解読
【事後学修】　投稿論文の執筆を進める。

第14回 【事前学修】　投稿論文の図表を検討する。
【授業内容】　投稿論文の検討 3　図表の確認
【事後学修】　投稿論文を完成させる。

第15回 【事前学修】　博士論文の章立てを見直し、立論の再検討
【授業内容】　博士論文第 2 章、3 章の検討
【事後学修】　博士論文全体の構成、立論を見直し、課題レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の二つの指標により達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）課題レポートの提出（60点　達成目標②③　配点は史料実証の的確性50％、論旨の合理性と的確性50％）
（２）報告と議論（40点　達成目標①　配点は先行研究の理解20％、史料解読の的確性30％、史料考察の合理性・的確性
50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読する史料・論考などは事前に予習し、疑問点や問題点を必ず整理して演習に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

随時指示する
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河西　晃祐、小沼　孝博、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅳ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆の準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場、小沼はアジア史の立場から協
同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文作成の前段階として、史料読解の基礎力を要請する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　ガイダンス―演習の進め方
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（1）　1G（グループ）目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　修士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の修士論文の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成する
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　博士論文についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　各自の博士論文の方向性の報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成する
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（1）　1G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　関連資料収集方法についてのレジュメを作成し、報告の準備を進める
【授業内容】　関連資料収集方法に関する報告（2）　2G 目
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　史料 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　史料 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）　史料 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する資料の読解を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　史料 4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　論文 1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　論文 2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　論文 3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　博士論文の方向性について再修正したもののレジュメを作成する
【授業内容】　まとめ―博士論文についての報告
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の修士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に配布する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。
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政岡　伸洋、河西　晃祐、菊池　慶子

アジア文化史演習Ⅳ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研
究

■テーマ■テーマ

博士論文で使用する史資料の検討

■講義内容■講義内容

受講生の博士論文で使用する史資料の分析を発表してもらい、議論を通して論文作成に向けた今後の課題を明確化する。

■達成目標■達成目標

①論文作成に向けて必要な史資料を収集することができる。
②収集した資料を分析し、そこから博士論文作成に向けて活用できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の構想を再検討しておくこと。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方・受講上の注意点等）
【事後学修】　博士論文の構想を再検討しておくこと。

第２回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第３回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第４回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第５回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討④
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第６回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑤
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第７回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑥
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第８回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑦
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第９回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑧
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第10回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑨
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第11回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑩
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第12回 【事前学修】　授業で取り上げる史資料の整理・分析を行い、それをまとめておくこと。
【授業内容】　博士論文で取り上げる史資料の分析とその検討⑪
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、自らの史資料の分析について再検討しておくこと。

第13回 【事前学修】　これまでの授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について検討しておくこと。
【授業内容】　博士論文の構成の検討①
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について再検討しておくこと。

第14回 【事前学修】　これまでの授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について再検討しておくこと。
【授業内容】　博士論文の構成の検討②
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について再検討しておくこと。

第15回 【事前学修】　これまでの授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について再検討しておくこと。
【授業内容】　博士論文の構成の検討③
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、博士論文の構成について再検討しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、議論の論理性（20％）、博士論文中間レポート（40％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、
ルーブリックの形で、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文作成に必要な史資料を事前に収集し、整理・分析しておくこと。また、レジュメは1週間前までに教員に渡してお
くこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし
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■テキスト■テキスト

指定しない。

■参考文献■参考文献

授業の中で必要に応じて紹介する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅳ（考古学からみた東アジアと日本の先史･古代

■テーマ■テーマ

アジアと日本考古学 2

■講義内容■講義内容

考古学研究の実践（研究テーマに基づく資料分析Ⅱ）。この講義は対面型式で行う。

■達成目標■達成目標

①資料分析を実践できる
②資料分析から新たな情報を抽出できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの復習
【授業内容】　演習の進め方（辻、谷口、佐川、永田）
【事後学修】　指導を踏まえて学習計画作成

第２回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 4 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 4 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 4 に関する復習

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 4 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 4 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 4 に関する復習

第４回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 4 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 4 の抽出（佐川）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 4 に関する復習

第５回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 4 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 4 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 4 に関する復習

第６回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 5 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 5 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 5 に関する復習

第７回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 5 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 5 の抽出（下倉）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 5 に関する復習

第８回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 5 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 5 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 5 に関する復習

第９回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 5 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 5 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 5 に関する復習

第10回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 6 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 6 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 6 に関する復習

第11回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 6 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 6 の抽出（辻）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 6 に関する復習

第12回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 6 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 6 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 6 に関する復習

第13回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 6 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 6 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 6 に関する復習

第14回 【事前学修】　研究テーマに関する資料 6 事前作業
【授業内容】　研究テーマに関する資料情報 6 の抽出（永田）
【事後学修】　指導を踏まえて資料情報 6 に関する復習

第15回 【事前学修】　情報抽出作業の総括
【授業内容】　まとめ（辻、下倉、佐川、永田）
【事後学修】　まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

資料分析を実践できる能力（50％）資料分析から新たな情報を抽出できる能力を発表内容、作成レジュメ等で総合的に評
価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料分析の実践

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史研究Ⅳ東アジア世界の中の日本古代史研究）

■テキスト■テキスト

作成レジュメ、資料の分析、理解
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■参考文献■参考文献

古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　古墳時代の研究 1 ～ 11　雄山閣　　ISBN　4-639-011554-7、4-639-00961-5、4-
639-01021-4、4-63901008-74-639-01056-7、4-639-01068-0、4-639-01062-1、4-639-00993-3、4-639-00980-1、4-639-
01117-2、4-639-01139-3
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下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

アジア文化史演習Ⅳ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

中国古代・中世の政治と社会

■講義内容■講義内容

殷周時代から唐代までの文化史に関する先行研究を整理し、博士論文執筆に向けての課題設定に備える。

■達成目標■達成目標

殷周時代から唐代までの文化史について理解することができる。
博士論文作成に向けた課題設定のためのレポートを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第２回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　殷周時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第３回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　春秋時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第４回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　戦国時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第５回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　秦代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第６回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　前漢時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第７回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　後漢時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第８回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　三国時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第９回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　晋代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第10回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　南朝時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第11回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　北朝時代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第12回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　隋代の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第13回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代前半期の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第14回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　唐代後半期の文化史についての回顧
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

第15回 【事前学修】　これまで学習してきた知識を整理しておく。
【授業内容】　レポート作成の準備をする。
【事後学修】　学習した内容を再確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに学習した内容を再確認しておく。

■テキスト■テキスト

その都度指示する。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

アジア文化史演習Ⅳ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研
究

■テーマ■テーマ

アジア民族社会の文化

■講義内容■講義内容

アジアの歴史的な展開をおさえながら、当地域で活動した民族集団の文化に関する学説や最新の研究動向を整理し、その
なかから課題と資料を選択し、レポートを作成する。

■達成目標■達成目標

①アジアに成立した民族社会の社会構造とその特性について理解することができる。
②博士論文を補完するレポートを作成して、博士論文の完成に資することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して基礎的な知識の確認を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、演習計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 1（集団構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 2（国家形成）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 3（国家成立）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 4（支配構造）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 5（政権中枢）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 6（王権論）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 7（対外関係）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　アジアの民族社会 8（1 － 7 回目の講義内容のまとめ）
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　課題の処理方法の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の講読
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　主要資料の批評
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　レポート構成内容の検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内容の理解度（40％）、レポートの達成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

概説書等を読み基礎的な知識や時代の流れを把握しておくこと。

■テキスト■テキスト

初回のガイダンスにおいて指示する。
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■参考文献■参考文献

小松久男ほか編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005年、ISBN：9784582126365。
そのほか、授業中に随時指示する。
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永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

論文指導Ⅰ（東アジア世界の中の日本古代社会の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界の中の日本古代社会の研究

■講義内容■講義内容

アジア文化史演習（東アジア世界の中の日本古代史研究）の成果を踏まえ、博士論文作成のための個別的な援助・指導を
行う。主として永田が指導に当たり、ほかの教員ががそれぞれの専門の立場から助言等をおこなう。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成し完成への見通しを獲得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の構想をまとておく
【授業内容】　ガイダンス（指導方法の説明）
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第２回 【事前学修】　既発表論文の課題について検討しておく
【授業内容】　既発表論文の内容に関する総括的報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第３回 【事前学修】　既発表論文の課題について検討しておく
【授業内容】　既発表論における課題の点検（1）研究史整理
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第４回 【事前学修】　既発表論文の課題について検討しておく
【授業内容】　既発表論における課題の点検（2）史料的状況の確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第５回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の全体構成と作成計画についての報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第６回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第一章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第７回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第一章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第８回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第二章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第９回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第二章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第10回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第三章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第11回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第三章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第12回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第四章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第13回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第四章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第14回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第五章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第15回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第五章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容によって評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の全体構成の中での課題を意識し準備をおこなうこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない

■参考文献■参考文献

特になし
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

論文指導Ⅰ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（博士論文の作成・その１）

■講義内容■講義内容

　日本中世史の分野で博士論文の作成を目指す受講生に対して、論文作成の具体的な指導を行う。七海は受講生と議論を
重ね、博士論文前半部分の作成を指導する。永田は、古代日本と周辺諸国との交流、古代から中世の社会へ（中世的国
家・文化の形成）という観点から博士論文前半部分の作成を指導する。竹井は、中世から近世への移行、近世社会の成立
という観点から博士論文前半部分の作成を指導する。下倉は、中国史との比較という観点から情報の提供、ならびに博士
論文前半部分の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、博士論文の前半部分を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容を確認する。
【授業内容】　はじめに―博士論文の完成に向けて―
【事後学修】　配付されたプリントの内容を復習する。

第２回 【事前学修】　投稿論文の内容を報告資料に仕立てる。
【授業内容】　投稿論文の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第３回 【事前学修】　投稿論文における使用史料とその操作・解釈について説明できるように準備をしておく。
【授業内容】　投稿論文の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、投稿論文の草稿を修正する。

第４回 【事前学修】　博士論文の目次・概要（構想）について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文の目次・概要（構想）の報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第５回 【事前学修】　博士論文の目次・概要（構想）に関する報告資料（修正版）を作成する。
【授業内容】　博士論文の目次・概要（構想）の検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文の全体構想を再考し、修正を行う。

第６回 【事前学修】　博士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文活用史料の点検（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第７回 【事前学修】　博士論文で活用する史料の分析を進める。報告者は報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文活用史料の点検（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　博士論文第１章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 1 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第９回 【事前学修】　博士論文第１章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 1 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 1 章の草稿を作成する。

第10回 【事前学修】　博士論文第２章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 2 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第11回 【事前学修】　博士論文第 2 章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 2 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 2 章の草稿を作成する。

第12回 【事前学修】　博士論文第 3 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 3 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第13回 【事前学修】　博士論文第 3 章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 3 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 3 章の草稿を作成する。

第14回 【事前学修】　博士論文第 4 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 4 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第15回 【事前学修】　博士論文第 4 章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 4 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 4 章の草稿を作成する。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、発言（20％）、博士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文、政岡　伸洋

論文指導Ⅰ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世史に関する博士論文の作成Ⅰ

■講義内容■講義内容

博士論文の完成を目指し、菊池（日本近世史）を中心に、河西（日本近代史）、竹井（日本中世史）、政岡（民俗学）が
協力して論文作成のための助言をおこなう。研究史の批判的検討、研究視点の設定、史料の収集と読解、論理構築等を進
め、報告と議論を重ねて博士論文の完成をめざす。

■達成目標■達成目標

①上記内容に沿って研究を進め、博士論文の前半に関して中間報告をおこなう。
②研究の一部を学術論文に仕上げ、投稿する準備を進める。
③博士論文前半を執筆し、期末レポートとして提出する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　投稿論文について報告レジュメを作成する
【授業内容】　投稿論文の内容報告
【事後学修】　検討を踏まえ修正箇所を確認し見直す。

第２回 【事前学修】　投稿論文の修正内容について報告レジュメを作成する
【授業内容】　投稿論文の再検討
【事後学修】　検討を踏まえ論文投稿の手続きを進める。

第３回 【事前学修】　報告のレジュメを作成する。
【授業内容】　博士論文の構成の報告
【事後学修】　議論を踏まえて構成内容を見直す。

第４回 【事前学修】　講読論文を精読する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（１）論文１
【事後学修】　講読論文１を博士論文に位置付ける。

第５回 【事前学修】　講読論文を精読する
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（２）論文２
【事後学修】　講読論文２を博士論文に位置付ける。

第６回 【事前学修】　講読論文を精読する
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（３）論文３
【事後学修】　講読論文３を博士論文に位置付ける

第７回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（４）史料１
【事後学修】　史料１の解釈を博士論文に取り入れる。

第８回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（５）史料２
【事後学修】　史料２の解釈を博士論文に取り入れる。

第９回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（６）史料３
【事後学修】　史料３の解釈を博士論文に取り入れる。

第10回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（７）史料４
【事後学修】　史料４の解釈を博士論文に取り入れる。

第11回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連資料・論文の講読（８）史料５
【事後学修】　史料５の解釈を博士論文に取り入れる。

第12回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（９）史料６
【事後学修】　史料６の解釈を博士論文に取り入れる。

第13回 【事前学修】　講読史料の内容を分析する。
【授業内容】　博士論文関連史料・論文の講読（10）史料７
【事後学修】　史料７の解釈を博士論文に取り入れる。

第14回 【事前学修】　報告レジュメを作成する。
【授業内容】　博士論文第2章の内容検討
【事後学修】　議論を踏まえ検討箇所を見直す。

第15回 【事前学修】　報告レジュメを作成する。
【授業内容】　博士論文第2章の修正内容の報告
【事後学修】　期末レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の二つの指標により達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）課題レポートの提出（60点　達成目標②③　配点は史料実証の的確性50％、論旨の合理性と的確性50％）
（２）報告と議論（40点　達成目標①　配点は研究史理解と史料解読の的確性50％、史料考察の合理性・的確性50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読論文・史料を事前に予習し、疑問点・問題点などを整理して授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

その都度、授業で指示する。
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河西　晃祐、小沼　孝博、菊池　慶子、政岡　伸洋

論文指導Ⅰ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆の準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場、小沼はアジア史の立場から協
同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文の執筆を行う

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　史料1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　史料2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（31）　史料3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　史料4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　史料5
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　史料6
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　史料7
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　史料7
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（8）　史料8
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（9）　史料9
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（10）　史料10
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（11）　史料11
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（12）　史料12
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（13）　史料13
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（14）　史料14
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の博士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

随時指示する

■テキスト■テキスト

随時指示する

■参考文献■参考文献

随時指示する
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政岡　伸洋、小沼　孝博、菊池　慶子

論文指導Ⅰ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学関連博士論文作成のための最終準備

■講義内容■講義内容

これまでの指導の成果を踏まえ、受講生の研究発表を通して、民俗学（政岡）を軸としながら、アジア史（小沼）、日本
近世史（菊池）との協同指導により、博士論文作成に向けての最終準備を行う。

■達成目標■達成目標

博士論文の全体像と今後の課題を具体的に説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の構想についてまとめておくこと。
【授業内容】　ガイダンス―指導の進め方の説明―
【事後学修】　授業の内容を受け、博士論文の構想を再検討しておくこと。

第２回 【事前学修】　これまでまとめた論文について整理しておくこと。
【授業内容】　既発表論文を総括する
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第３回 【事前学修】　先行研究について整理しておくこと。
【授業内容】　課題の設定①―先行研究の整理―
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第４回 【事前学修】　使用する史資料について整理しておくこと。
【授業内容】　課題の設定②―材料（史資料）の再検討―
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第５回 【事前学修】　全体の構成と目次についてまとめておくこと。
【授業内容】　全体の構成と目次の作成
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第６回 【事前学修】　序章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　序章の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第７回 【事前学修】　第1章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第1章における課題と史資料の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第８回 【事前学修】　第1章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第1章における内容と整合性の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第９回 【事前学修】　第2章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第2章における課題と史資料の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第10回 【事前学修】　第2章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第2章における内容と整合性の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第11回 【事前学修】　第3章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第3章における課題と史資料の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第12回 【事前学修】　第3章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第3章における内容と整合性の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第13回 【事前学修】　第4章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第4章における課題と史資料の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第14回 【事前学修】　第4章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第4章における内容と整合性の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第15回 【事前学修】　今後取り組むべき課題について考えておくこと。
【授業内容】　今後取り組むべき課題の具体化
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（30％）、発言（10％）、博士論文の下書きと今後の課題をまとめたレポート（60％）をもとに、総合的に評価
する。評価基準は、ルーブリックの形で、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に博士論文の全体構成を意識して、準備しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし。

■テキスト■テキスト

なし。
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■参考文献■参考文献

必要に応じてその都度紹介する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

論文指導Ⅰ（考古学からみた東アジアと日本の先史・古代社会の研

■テーマ■テーマ

東アジア世界の中の日本古代社会の研究

■講義内容■講義内容

博士論文作成のための研究発表及び討論、指導を行う

■達成目標■達成目標

博士論文研究史部分、資料分析部分の作成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アジア文化史演習Ⅰ～Ⅳの復習
【授業内容】　博士論文の全体構成と作成方法についてのレポートと検討（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第２回 【事前学修】　博士論文構成に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（佐川）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第３回 【事前学修】　博士論文構成に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（佐川）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第４回 【事前学修】　博士論文構成に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（佐川）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第５回 【事前学修】　博士論文構成に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第６回 【事前学修】　博士論文構成に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第７回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第８回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第９回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第10回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第11回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（辻）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第12回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（永田）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第13回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（永田）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第14回 【事前学修】　博士論文内容の資料分析に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成に沿ったレポート発表と討論、指導（永田）
【事後学修】　討論、指導を踏まえての復習

第15回 【事前学修】　中間報告作成
【授業内容】　博士論文中間報告（辻、佐川、下倉、永田）
【事後学修】　中間報告に関わる再検討

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

作成された博士論文研究史部分（５０％）、資料分析部分（５０％）を中間報告によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

アジア文化史演習を踏まえた調査研究

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅰ～Ⅳ

■テキスト■テキスト

図時指示する

■参考文献■参考文献

履修者個別に指示する。
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下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

論文指導Ⅰ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文の構想を練る。

■講義内容■講義内容

研究テーマにしたがって、博士論文の構想を明確にする。

■達成目標■達成目標

博士論文の構想を練ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　先行研究について確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第２回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　先行研究について再検討する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第３回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　先行研究の問題点を明確にする。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第４回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　先行研究の問題点を解決するための方法を考える。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第５回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　問題点を解決するための資料を検討する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第６回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　継続して資料の検討を行う。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第７回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　資料を精読する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第８回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　継続して資料を精読する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第９回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　資料に基づいて課題を再検討する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第10回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　資料に基づいて論文の構想を再検討する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第11回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　資料を再度整理する。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第12回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　論文の構想をブラッシュアップする。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第13回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　中間報告の準備をする。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第14回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　中間報告を行う。
【事後学修】　博士論文について構想を練る。

第15回 【事前学修】　取り組むべき課題を明確にしておく。
【授業内容】　中間報告に基づいて論文の構想を再検討する。
【事後学修】　取り組んできた作業を振り返る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

作業の進捗状況（40％）、中間発表の完成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の執筆に関するおおまかな年間計画を立てておく。

■テキスト■テキスト

その都度指示する。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

論文指導Ⅰ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文の執筆①

■講義内容■講義内容

研究テーマに関する先行研究の整理、関連史料の精読と分析を進め、博士論文の執筆に取り組む。

■達成目標■達成目標

①研究テーマを掘り下げ、博士論文の構想を練ることができる。
②博士論文の執筆に円滑に着手することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して先行研究の整理を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、博士論文の執筆計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　先行研究の整理①
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　先行研究の整理②
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　先行研究の整理③
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　関連史料の精読と分析①
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　関連史料の精読と分析②
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　関連指導の精読と分析③
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理とフィードバック①
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　問題点の整理とフィードバック②
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　構成の検討①
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　構成の検討②
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　構成の検討③
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中間報告の準備
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中間報告
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　中間報告のフィードバック
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

作業の進捗状況（40％）、中間発表の完成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の執筆に関するおおまかな年間計画を立てておく。

■テキスト■テキスト

授業中に随時指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に随時指示する。
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永田　英明、佐川　正敏、辻　秀人、七海　雅人

論文指導Ⅱ（東アジア世界の中の日本古代史の研究）

■テーマ■テーマ

東アジア世界の中の日本古代社会の研究

■講義内容■講義内容

アジア文化史演習（東アジア世界の中の日本古代史研究）の成果を踏まえ、博士論文作成のための個別的な援助・指導を
行う。主として永田が指導に当たり、ほかの教員ががそれぞれの専門の立場から助言等をおこなう。

■達成目標■達成目標

博士論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　中間報告の成果と課題を整理する
【授業内容】　博士論文の第六章に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第２回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第六章に関する史料の点検・確認
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第３回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の中間報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第４回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第一章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第５回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第二章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第６回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第三章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第７回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第四章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第８回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第五章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第９回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の第六章に関する修正報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第10回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の序章に関する報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第11回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の終章に関する報告・検討
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第12回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の全体に関する報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第13回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の全体に関する講評
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第14回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の全体にかかる修正点の報告・点検
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理しておく

第15回 【事前学修】　現時点での研究の進捗状況をまとめておく
【授業内容】　博士論文の最終報告
【事後学修】　授業を踏まえ成果や課題を整理する*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容によって評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の全体構成の中での課題を意識し準備をおこなうこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない

■参考文献■参考文献

特になし
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七海　雅人、下倉　渉、竹井　英文、永田　英明

論文指導Ⅱ（日本中世政治制度史・地域社会史の研究）

■テーマ■テーマ

中世の政治制度史・地域社会史（博士論文の作成・その２）

■講義内容■講義内容

　日本中世史の分野で博士論文の作成を目指す受講生に対して、論文を完成させための具体的な指導を行う。七海は受講
生と議論を重ね、博士論文後半部分の作成、ならびに論文全体の調整を指導する。永田は、古代日本と周辺諸国との交
流、古代から中世の社会へ（中世的国家・文化の形成）という観点から博士論文後半部分の作成を指導する。竹井は、中
世から近世への移行、近世社会の成立という観点から博士論文後半部分の作成を指導する。下倉は、中国史との比較とい
う観点から情報の提供、ならびに博士論文後半部分の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

　受講生は、上記演習内容に沿って研究活動を展開することにより、博士論文の後半部分を作成し、最終的に博士論文を
完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文第 5 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 5 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第２回 【事前学修】　博士論文第 5 章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 5 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 5 章の草稿を作成する。

第３回 【事前学修】　博士論文第 6 章のプロットを報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 6 章の内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第４回 【事前学修】　博士論文第 6 章のプロットを修正する。
【授業内容】　博士論文第 6 章の内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 6 章の草稿を作成する。

第５回 【事前学修】　博士論文第 1・2 章のプロット（第 2 版）を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 1・2 章の修正内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第６回 【事前学修】　博士論文第 1・2 章のプロット（第 2 版）を修正する。
【授業内容】　博士論文第 1・2 章の修正内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 1・2 章の草稿（第 2 版）を作成する。

第７回 【事前学修】　博士論文第 3・4 章のプロット（第 2 版）を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 3・4 章の修正内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第８回 【事前学修】　博士論文第 3・4 章のプロット（第 2 版）を修正する。
【授業内容】　博士論文第 3・4 章の修正内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 3・4 章の草稿（第 2 版）を作成する。

第９回 【事前学修】　博士論文第 5・6 章のプロット（第 2 版）を報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文第 5・6 章の修正内容報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第10回 【事前学修】　博士論文第 5・6 章のプロット（第 2 版）を修正する。
【授業内容】　博士論文第 5・6 章の修正内容検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文第 5・6 章の草稿（第 2 版）を作成する。

第11回 【事前学修】　博士論文全体の草稿（第 2 版）を作成する。
【授業内容】　博士論文の体裁全体に関わる報告
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文草稿（第 2 版）の要修正点を整理する。

第12回 【事前学修】　博士論文全体の草稿（第 2 稿）の修正箇所について報告資料にまとめる。
【授業内容】　博士論文の体裁全体に関わる検討
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料を点検する。

第13回 【事前学修】　博士論文を完成させる。
【授業内容】　博士論文の完成
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文（完成稿）を修正し、提出のための推敲を進める。

第14回 【事前学修】　博士論文の推敲箇所について報告資料を作成する。
【授業内容】　博士論文の点検（1）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、報告資料の内容を検討する。

第15回 【事前学修】　博士論文（完成版第 2 稿）を作成し、口頭試問の準備を進める。
【授業内容】　博士論文の点検（2）
【事後学修】　授業における議論をふまえ、博士論文（完成版第 2 稿）の内容を再点検する。
※学事日程・担当教員の出張などにより、進行内容を変更することがある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（40％）、発言（20％）、博士論文中間レポート（40％）。
〔評価基準・観点〕報告内容：作成資料における形式・要領の遵守。報告内容の的確さ。課題論文や論点提示の根拠とし
た先行研究論文・史料の理解度。発言内容：論点・論拠の明確さ。レポート：形式・要領の遵守。論理的に文章を作成し
展開する能力。論点提示の根拠とした先行研究論文や史料の読解・分析力。※評価提示後、個別に講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　講読する史料・論考などは事前に予習し、感想や疑問点を必ず整理して演習にのぞむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

とくに使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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菊池　慶子、河西　晃祐、竹井　英文

論文指導Ⅱ（日本近世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

日本近世史に関する博士論文の作成Ⅱ

■講義内容■講義内容

論文指導Ⅰ（日本近世の政治と社会の研究）に引き続き、日本近世史の分野で博士論文の作成を目指す院生が日本近世史
を専攻する教員（菊池慶子）を中心に日本近代史（河西晃祐）、日本中世史（竹井英文）の教員の助言を受けて論文作成
を進める。とくに史料の正確な解読と合理的解釈、現地調査、論旨の明確な展開に留意して修正・点検を重ね、博士論文
の完成を目指す。

■達成目標■達成目標

①収集した史料の解読、分析を進め、口頭とレジュメにより報告することができる。
②上記の報告を重ねて研究を進めることにより、博士論文を完成させることができる。
③博士論文の成果、残る課題を認識し、報告することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　中間報告の議論を整理した文書を作成する。
【授業内容】　博士論文中間報告の検討
【事後学修】　議論を踏まえ問題点を整理しておく。

第２回 【事前学修】　該当史料を点検し問題点をまとめておく。
【授業内容】　博士論文第3章以降の史料の検討
【事後学修】　議論を踏まえ史料を読み直す。

第３回 【事前学修】　第3章を書き上げる。
【授業内容】　博士論文第3章の内容報告
【事後学修】　議論を踏まえ第3章の史料解読を点検する。

第４回 【事前学修】　修正箇所の報告準備をする。
【授業内容】　博士論文第3章の検討
【事後学修】　議論を踏まえ第3章の論旨を点検する。

第５回 【事前学修】　第4章を書き上げる。
【授業内容】　博士論文第4章の内容報告
【事後学修】　議論を踏まえ第4章の史料解読を点検する。

第６回 【事前学修】　修正箇所の報告準備をする。
【授業内容】　博士論文第4章の検討
【事後学修】　議論を踏まえ第4章の論旨を点検する。

第７回 【事前学修】　第5章を書き上げる。
【授業内容】　博士論文第5章の内容報告
【事後学修】　議論を踏まえ第採礁の史料解読を点検する。

第８回 【事前学修】　修正箇所の報告準備をする。
【授業内容】　博士論文第5章の検討
【事後学修】　議論を踏まえ第5章の論旨を点検する。

第９回 【事前学修】　終章を書き上げる。
【授業内容】　博士論文終章の内容報告
【事後学修】　議論を踏まえ終章の史料解読を点検する。

第10回 【事前学修】　修正箇所の報告準備をする。
【授業内容】　博士論文終章の検討
【事後学修】　議論を踏まえ終章の論旨を点検する。

第11回 【事前学修】　報告内容を文書にまとめておく。
【授業内容】　博士論文の全体に関わる報告
【事後学修】　議論・検討を踏まえ修正箇所を見直す。

第12回 【事前学修】　報告文書を文書にまとめておく。
【授業内容】　博士論文の全体に関わる検討
【事後学修】　議論・検討を踏まえ再度修正箇所を見直す。

第13回 【事前学修】　博士論文の体裁・内容の全体を点検する。
【授業内容】　博士論文の完成・提出
【事後学修】　口頭試問の準備を進める。

第14回 【事前学修】　講評に備えて論文全体を見直しておく。
【授業内容】　博士論文の講評（主担当教員）
【事後学修】　講評内容を整理し理解する。

第15回 【事前学修】　次に取り組む研究課題を整理しておく。
【授業内容】　博士論文の講評（副担当教員）
【事後学修】　講評内容を踏まえ次の研究課題をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下の二つの指標により達成目標の達成度について総合的に評価する。
（１）博士論文の提出（70点　達成目標②③　配点は研究史の理解30％、史料実証の的確性30％、論旨の合理性と的確性
40％）
（２）報告と議論（30点　達成目標①　配点は史料解読の的確性50％、史料考察の合理性・的確性50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講読論文・史料を事前に予習し、疑問点・問題点などを整理して授業に臨むこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

その都度、授業で指示する。
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河西　晃祐、小沼　孝博、菊池　慶子、政岡　伸洋

論文指導Ⅱ（日本近現代の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文執筆の準備を行う。

■講義内容■講義内容

博士論文作成にむけて、一次史料を読解し二次史料を収集・整理する能力を身につける。各回ともに受講生の研究テーマ
に従って一次・二次史料の収集、読解力の育成を指導していく。菊池は日本近世史の立場から、小沼はアジア史の立場か
ら協同して指導を行う。
【アクティブラーニング科目】この科目は対面講義で行う。

■達成目標■達成目標

博士論文を執筆する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　論文1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第２回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（2）　論文2
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第３回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（3）　論文3
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第４回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（4）　論文4
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第５回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（1）　論文1
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第６回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（5）　論文5
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第７回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（6）　論文6
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第８回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（7）　論文7
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第９回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（8）　論文8
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第10回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（9）　論文9
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第11回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（10）　論文10
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第12回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（11）　論文11
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第13回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（12）　論文12
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第14回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（13）　論文13
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

第15回 【事前学修】　該当する論文の読解とレジュメ作成を進めていく
【授業内容】　博士論文関連史料・論文講読（14）　論文14
【事後学修】　演習中の指摘を踏まえた振り返り学修を進めていく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価には次の方法を用います。
ａ）報告内容（レジュメ作成・報告の適切さ20×2＝40％）
ｂ）提出課題の適切さ（50％）
ｃ）他の学生の報告に対する発言姿勢・内容・積極性（10％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自己の博士論文テーマにかかわらず、広く日本近現代史にかかわる論文や文献を読破し、疑問点を整理して講義に臨むこ
と。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

随時指示する

■テキスト■テキスト

随時指示する

■参考文献■参考文献

随時指示する
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政岡　伸洋、河西　晃祐、菊池　慶子

論文指導Ⅱ（東アジアの中の日本とその文化的特性の研究）

■テーマ■テーマ

民俗学関連博士論文の作成

■講義内容■講義内容

論文指導Ⅰの成果を踏まえ、受講生の研究発表を通して、政岡（民俗学）を中心に、河西（日本近現代史）との協同指導
により、博士論文の完成を目指す。

■達成目標■達成目標

博士論文を完成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の構想についてまとめておくこと。
【授業内容】　ガイダンス―指導の進め方の説明―
【事後学修】　授業の内容を受け、博士論文の構想を再検討しておくこと。

第２回 【事前学修】　全体の構成と目次についてまとめておくこと。
【授業内容】　全体の構成と目次案の作成
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第３回 【事前学修】　序章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　序章の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第４回 【事前学修】　第1章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第1章における課題と使用する史資料の検討および確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第５回 【事前学修】　第1章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第1章における内容の検討と確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第６回 【事前学修】　第2章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第2章における課題と使用する史資料の検討および確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第７回 【事前学修】　第2章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第2章における内容の検討と確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第８回 【事前学修】　第3章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第3章における課題と使用する史資料の検討および確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第９回 【事前学修】　第3章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第3章における内容の検討と確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第10回 【事前学修】　第4章で議論すべき課題と史資料についてまとめておくこと。
【授業内容】　第4章における課題と使用する史資料の検討および確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第11回 【事前学修】　第4章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　第4章における内容の検討と確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第12回 【事前学修】　終章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　終章の内容についての検討と確定
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第13回 【事前学修】　これまでの授業の内容をふまえ、各章の内容についてまとめておくこと。
【授業内容】　各章の内容の論理的整合性の検討
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第14回 【事前学修】　これまでの授業の内容をふまえ、全体の構成と内容の論理的整合性について検討しておくこと。
【授業内容】　博士論文の構成と全体を通した論理的整合性の検討①―特に序章と終章を軸に―
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で再検討しておくこと。

第15回 【事前学修】　これまでの授業の内容をふまえ、全体の構成と内容の論理的整合性について検討しておくこと。
【授業内容】　博士論文の構成と全体を通した論理的整合性の検討②-全体の再検討―
【事後学修】　授業の内容を受け、指摘された点をふまえた上で博士論文を完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

博士論文（90％）、授業への取り組み方（報告内容及び発言、10％）をもとに、総合的に評価する。評価基準は、ルーブ
リックの形で、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に、民俗学の研究動向に目配りするとともに、博士論文の全体構成を意識して授業に取り組むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし。

■テキスト■テキスト

なし。
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■参考文献■参考文献

必要に応じてその都度指示する。
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辻　秀人、佐川　正敏、永田　英明

論文指導Ⅱ（考古学からみた東アジアと日本の先史・古代社会の研

■テーマ■テーマ

東アジア世界の中の日本古代社会の研究

■講義内容■講義内容

履修者のレポート発表と討論、指導助言

■達成目標■達成目標

博士論文資料分析、評価、考察、結論部分作成

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第２回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第３回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第４回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第５回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第６回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第７回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第８回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第９回 【事前学修】　博士論文の考察部分に関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第10回 【事前学修】　博士論文のまとめに関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第11回 【事前学修】　博士論文のまとめに関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第12回 【事前学修】　博士論文のまとめに関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第13回 【事前学修】　博士論文のまとめに関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第14回 【事前学修】　博士論文のまとめに関わるレポート作成
【授業内容】　博士論文の全体構成にそったレポート
【事後学修】　討論指導を踏まえての復習

第15回 【事前学修】　最終報告作成
【授業内容】　最終報告
【事後学修】　総括*

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

博士論文資料分析（25％）、評価（25％）、考察（25％）、結論部分（25％）を最終報告によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

文献渉猟、資料収集、資料分析

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

アジア文化史演習Ⅰ～Ⅳ、論文指導Ⅰ

■テキスト■テキスト

履修者に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

履修者に応じて指示する。
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下倉　渉、佐川　正敏、永田　英明

論文指導Ⅱ（中国古代・中世の政治と社会の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文を執筆する。

■講義内容■講義内容

論文指導1で練り上げた構想に基づき、博士論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

博士論文を執筆し、完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】論文指導1で練り上げた構想を確認しておく。
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第２回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】序文の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第３回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】序文の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第４回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第一章の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第５回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第一章の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第６回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第二章の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第７回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第二章の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第８回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第三章の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第９回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第三章の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第10回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第四章の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第11回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第四章の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第12回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第五章の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第13回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】第五章の再考
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第14回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】結論の執筆
【事後学修】博士論文の構成を考える。

第15回 【事前学修】前回の内容を確認し、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】結論、全体の構成の再検討
【事後学修】完成した博士論文をふまえて、次の課題設定を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

博士論文の執筆の進捗状況（40％）、博士論文の完成度（60％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の執筆に関する資料をすべてそろえておく。

■テキスト■テキスト

その都度指示する。
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小沼　孝博、河西　晃祐、政岡　伸洋

論文指導Ⅱ（アジアにおける民族社会の形成と展開の研究）

■テーマ■テーマ

博士論文の執筆①

■講義内容■講義内容

研究テーマに関する先行研究の整理、関連史料の精読と分析を進め、博士論文を完成さえる。

■達成目標■達成目標

研究テーマを掘り下げ、博士論文を執筆し、完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自身の研究テーマに関して先行研究の整理を進めておく。
【授業内容】　ガイダンス、博士論文の執筆計画の策定
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第２回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　序文の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第３回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　序文の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第４回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第一章の執筆
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第５回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第一章の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第６回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第二章の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第７回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第二章の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第８回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第三章の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第９回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第三章の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第10回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第四章の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第11回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第四章の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第12回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第五章の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第13回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　第五章の再考
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかること。

第14回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　結論の執筆と分析
【事後学修】　学習内容を復習し、知識の定着と深化をはかる。

第15回 【事前学修】　前回の内容の確認をおこない、解決すべき問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　結論、全体の構成の再検討
【事後学修】　学習内容を復習し、レポートの完成を目指す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

博士論文の執筆の進捗状況（40％）、博士論文の完成度（60％）
より具体的な評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

博士論文の執筆に関する資料をすべてそろえておく。

■テキスト■テキスト

授業中に随時指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に随時指示する。
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経済学専攻
博士前期課程

経済学研究科

講 義 内 容



アレイ　ウィルソン

特別演習
Academic Seminar for Economics

■テーマ■テーマ

今日の問題を経済学的に分析する。

■講義内容■講義内容

この講義では、今日の経済の課題を取り上げて、多面的に分析する。今日の経済状況はそれぞれの経済主体（家計、企
業、政府、海外）の戦略的な行動の結果である。各経済主体が受ける影響、与える影響、またなぜその行動を選び、他の
選択は何があるかを考える。

■達成目標■達成目標

①多面的に問題を分析すること。
②経済政策の目標、限界を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特別演習について、その概要と趣旨をおさえてくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　特別演習の趣旨・意味について確認する。

第２回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　GDPは経済の豊かさを表しているか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第３回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　政府支出を減らせるものがあるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第４回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　消費税を引き上げるべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第５回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　法人税を引き下げるべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第６回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　たばこ税はいくらにすべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第７回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　インフレ率は何％が良いか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第８回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　仮想通貨を普及させるべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第９回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　DXにより、企業はどのように変わるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第10回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　インバウンドはなぜ注目されているか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第11回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　クリーンエネだけに頼ることが可能か。
【事後学修】　授業後に復習する。

第12回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　CO２の排出量はゼロにできるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第13回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　自由貿易は良いか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第14回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　日経平均が上昇すると経済はよくなるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第15回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　全体のまとめ。
【事後学修】　授業内容について振り返り、研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞等の経済ニュースをチェックすること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

開講時に指示する
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アレイ　ウィルソン

社会科学特論（後期）
Methodology of Social Science

■テーマ■テーマ

社会の課題を経済的に考える。

■講義内容■講義内容

この講義では、今日の社会の課題を取り上げて、多面的かつ経済的に考える。今日の社会は家計の行動や政府の政策によ
る結果である。なぜその行動・政策を選び、また、他の選択は何があるかを考える。

■達成目標■達成目標

①多面的に社会問題を分析すること。
②経済政策の目標、限界を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会科学特論について、その概要と主旨をおさえること。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　社会科学特論の大学院の授業における位置づけについてまとめる。

第２回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　何歳まで働くべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第３回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　なぜ未婚が増えているか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第４回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　なぜ少子化が進んでいるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第５回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　年金は何歳から受け取るべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第６回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　収入格差は問題か。
【事後学修】　授業後に復習する。

第７回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　教育格差、情報格差を減らす方法は何か。
【事後学修】　授業後に復習する。

第８回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　有効な就職支援政策は何か。
【事後学修】　授業後に復習する。

第９回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　地域格差はあるか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第10回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　スポーツを促進するべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第11回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　文化活動を促進すべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第12回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　環境の多様性を守る方法は何か。
【事後学修】　授業後に復習する。

第13回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　ダイバーシティを促進すべきか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第14回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　なぜ孤独死は多くなっているのか。
【事後学修】　授業後に復習する。

第15回 【事前学修】　資料を読み、レジメを作成する。
【授業内容】　全体のまとめ。
【事後学修】　授業内容について振り返り、研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞等の経済ニュースをチェックすること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時に指示する
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佐藤　純

経済史概説特論
An introduction to Economic History

■テーマ■テーマ

世界貿易の破綻～両大戦間期の多角的貿易システム～

■講義内容■講義内容

米中間の貿易紛争にみられるように近年の世界貿易は不安定な状況にある。本講義の目的は、世界貿易の現状を冷静、か
つ正確に考察していく上で必要となる歴史的知識・視座を修得することにある。具体的には、両大戦間期における世界貿
易破綻の歴史について検討していく。

■達成目標■達成目標

①経済学の基本的知識を修得する
②近代以降の経済史に関する基本的知識を修得する
③現代のグローバル化した世界経済について歴史的視点から考察・議論することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み講義の内容と運営方法についてよく理解しておく
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　講義の内容と運営方法について確認する

第２回 【事前学修】　財務省のHPで国際収支について調べておく
【授業内容】　国際収支の概念
【事後学修】　講義ノートと財務省のHPを用いて復習する

第３回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易の理論
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第４回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　ロンドン・シティとイギリスの海外投資
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第５回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成とイギリスの自由貿易政策
【事後学修】　教科書を利用し復習する

第６回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムと基軸通貨ポンド
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第７回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの特質（インド支配と南アフリカの金収奪）
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第８回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート①の作成に取り組む
【事後学修】　レポート①を完成させる

第９回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　両大戦間期の世界①
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第10回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　両大戦間期の世界②
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第11回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　アメリカの台頭と多角的貿易システムの変質
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第12回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　イギリスによる自由貿易政策の放棄（一般関税の導入）
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第13回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　大恐慌期のイギリス通商政策と多角的貿易システムの解体
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第14回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート②の作成に取り組む
【事後学修】　レポート②を完成させる

第15回 【事前学修】　これまでの講義ノートを一読する
【授業内容】　授業の総括
【事後学修】　これまでの講義ノートを一読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①達成目標①②については、2回実施するレポートで評価する（各40％）。
②達成目標③については、授業中の発言内容によって評価する（20％）。
③〔レポート①＋レポート②＋発言＝100点〕となるが、合計60点以上で合格となる。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①テキスト（『世界貿易のネットワーク』を用意すること
②可能であれば、高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集を用意すること
②新聞やインターネットを利用しながら世界経済の現状を常に把握するよう努めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済史特論 Ａ－Ⅰ　経済史特論 Ａ－Ⅱ　経済史演習 Ａ

■テキスト■テキスト

国際連盟経済情報部（佐藤純訳）『世界貿易のネットワーク』創成社、改訂版（2023年3月）

■参考文献■参考文献

高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集
（所有していない方には、授業中に適当なものを紹介します）
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谷　祐可子

英語プレゼンテーション
Presentations in English

■テーマ■テーマ

英語による研究発表

■講義内容■講義内容

自らの研究成果を英語で発表できるようにするための理論と実践を学びます。前半は口頭やポスター発表の考え方に関す
るテキストを輪読しながら準備を行ない、後半は発表技術に関するテキストを読みながら実際に口頭発表のための作業を
行ない、最終的に口頭発表をして受講者相互に講評を行ないます。

■達成目標■達成目標

１．英語でのプレゼンテーションに関する要点や注意事項を理解できる。
２．学会等で自らの研究成果を英語で発表できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、プレゼンテーションの技法について調べてノートしておきます。
【授業内容】　授業の進め方について
【事後学修】　授業の内容を振り返り、授業の進め方とプレゼンテーション技法に関する理解を深め、ノートに
まとめます。

第２回 【事前学修】　教材を読み、科学的なプレゼンテーションについて必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 13: Scientific Presentationsの読解と議論
【事後学修】　13章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第３回 【事前学修】　教材を読み、言葉以外でのコミュニケーションについて必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 14: Communication without Wordsの読解と議論
【事後学修】　14章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第４回 【事前学修】　教材を読み、スライドなどの視覚補助資料について必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 15: Visual Aids to Communicationの読解と議論
【事後学修】　15章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第５回 【事前学修】　教材を読み、口頭発表について必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 16: The Oral Presentationの読解と議論
【事後学修】　16章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第６回 【事前学修】　教材を読み、ポスター発表について必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 17: Poster Presentationの読解と議論
【事後学修】　17章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第７回 【事前学修】　教材を読み、グループでの討論について必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 18: Group Communicationsの読解と議論
【事後学修】　18章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第８回 【事前学修】　教材を読み、聴衆との対話について必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 19: Communicating with Other Audiencesの読解と議論
【事後学修】　19章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第９回 【事前学修】　教材を読み、英語で発表することについて必要な下調べをします。
【授業内容】　Chapter 20: To the International Studentの読解と議論
【事後学修】　20章および授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

第10回 【事前学修】　教材を読み、紹介することについて必要な作業を行ないます。
【授業内容】　Giving an Introduction Speech に基づいた作業
【事後学修】　授業の内容を振り返ってイントロダクションに関する理解を深め、ノートにまとめます。

第11回 【事前学修】　教材を読み、描写することについて必要な作業を行ないます。
【授業内容】　Describing an Object に基づいた作業
【事後学修】　授業の内容を振り返って対象描写に関する理解を深め、ノートにまとめます。

第12回 【事前学修】　教材を読み、手順を説明することについて必要な作業を行ないます。
【授業内容】　Explaining a Process or Procedure に基づいた作業
【事後学修】　授業の内容を振り返って過程や手続きの説明に関する理解を深め、ノートにまとめます。

第13回 【事前学修】　教材を読み、概念を定義することについて必要な作業を行ないます。
【授業内容】　Defining a Concept に基づいた作業
【事後学修】　授業の内容を振り返って概念定義に関する理解を深め、ノートにまとめます。

第14回 【事前学修】　教材を読み、課題を解決することについて必要な作業を行ないます。
【授業内容】　Giving a Problem-Solution Speech に基づいた作業
【事後学修】　授業の内容を振り返って課題解決型の報告に関する理解を深め、ノートにまとめます。

第15回 【事前学修】　報告の準備をします。
【授業内容】　成果発表・講評
【事後学修】　授業の内容を振り返って理解を深め、ノートにまとめます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

教材の理解（50％）、発表準備作業と発表内容（50％）を目安に、達成目標の１および２と照らし合わせて総合的に評価
します。欠席および遅刻は減点の対象となります。定められた回数を超えて欠席した場合は、単位修得資格を喪失しま
す。評価基準はルーブリックの形で授業時に明示します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の予習および復習が必要となります。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 593 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特にありません。

■テキスト■テキスト

M. Davis（2005）　Scientific Papers and Presentations（2nd edition）. Elsevier Academic Press. （Chapters 13
to 20）

■参考文献■参考文献

１．S.M. Reinhart（2002）　Giving Academic Presentations. University of Michigan Press.
２．M. Powell（2011）　Presenting in English: how to give successful presentations. Heinle Cengage Learning.
ほか、随時指示します

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示します。
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篠崎　剛

情報リテラシー特論
Information Literacy

■テーマ■テーマ

「情報」を活用する

■講義内容■講義内容

インターネット上の膨大なデータのなかから、目的にあった的確な「情報」を見極めること、収集したデータを分析しそ
の意味を読み解くこと、その結果を説得力をもって表現すること、これらを受講生が設定したテーマに沿って実習する。
分析結果をレポートにまとめ、プレゼンテーションを行う。

■達成目標■達成目標

データの分析力を身につけ、効果的なプレゼンテーションができるようになることが目標。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを事前に読むこと
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　講義の流れを念頭に置いて、取り上げたいテーマを検討する

第２回 【事前学修】　取り上げるテーマを考えてくる
【授業内容】　テーマの設定
【事後学修】　テーマを設定し、どのような文献、情報、データが必要か検討する

第３回 【事前学修】　テーマに関連する文献を検索し、文献の要約をする
【授業内容】　文献検索①
【事後学修】　取り上げた文献の要約で、指摘された不備を修正する

第４回 【事前学修】　テーマに関連する文献を検索し、文献の要約をする
【授業内容】　文献検索②
【事後学修】　取り上げた文献の要約で、指摘された不備を修正する

第５回 【事前学修】　ネット上の情報を収集し、情報の信頼性、有用性を検討する
【授業内容】　インターネット上の情報①
【事後学修】　指摘された問題点を改善するために、新たなネット上の情報を収集する

第６回 【事前学修】　ネット上の情報を収集し、情報の信頼性、有用性を検討する
【授業内容】　インターネット上の情報②
【事後学修】　指摘された問題点を改善するために、新たなネット上の情報を収集する

第７回 【事前学修】　収集したネット上の情報と、テーマの関係性をまとめる
【授業内容】　インターネット上の情報③
【事後学修】　レポートとしてまとめるために、収集した情報を整理する

第８回 【事前学修】　テーマに関するデータを収集し、分析結果をまとめる
【授業内容】　データ分析①
【事後学修】　分析結果の不備を修正し、不足部分を追加する

第９回 【事前学修】　テーマに関するデータを収集し、分析結果をまとめる
【授業内容】　データ分析②
【事後学修】　分析結果の不備を修正し、不足部分を追加する

第10回 【事前学修】　テーマに関するデータを収集し、分析結果をまとめる
【授業内容】　データ分析③
【事後学修】　分析結果の不備を修正し、不足部分を追加する

第11回 【事前学修】　文献、情報、データの分析結果をレポートにまとめる
【授業内容】　レポートの作成
【事後学修】　指摘された問題点を修正し、レポートの完成度をあげる

第12回 【事前学修】　文献、情報、データの分析結果をレポートにまとめる
【授業内容】　レポートの校正
【事後学修】　指摘された問題点を修正し、レポートの完成度をあげる

第13回 【事前学修】　プレゼンテーションの仕方を検討する
【授業内容】　効果的なプレゼンテーション
【事後学修】　分かりやすいプレゼンテーションを行うための工夫をする

第14回 【事前学修】　プレゼンテーションのプロトタイプを作成する
【授業内容】　プレゼンテーションの作成
【事後学修】　指摘された問題点を修正し、プレゼンテーションの完成度をあげる

第15回 【事前学修】　プレゼンテーションの口頭発表の原稿を作成してくる
【授業内容】　プレゼンテーション
【事後学修】　発表後に指摘された問題点を修正する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点とレポート、プレゼンテーション。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし
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■参考文献■参考文献

特になし
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アレイ　ウィルソン

ミクロ経済学特論 I
Lecture in Microeconomics I

■テーマ■テーマ

ミクロ経済学（中・上級）

■講義内容■講義内容

この講義では、ミクロ経済学の理論について学習するだけでなく、ミクロ経済学の面から今日の日本経済を分析する。そ
れにより、適切な政策を提案できるようになる。

■達成目標■達成目標

①ミクロ経済学の考え方、理論を理解・説明すること
②ミクロ経済学的現象を把握し、問題に対して、解決策を提案できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ミクロ経済学の履修目標について考える
【授業内容】　ミクロ経済学の基本的な考え方
【事後学修】　「ミクロ経済学」とは何かを考えてくる。授業後にはシラバスを熟読し、授業の目標や進め方を
理解する。

第２回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論①　合理的行動について
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第３回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論②　効用、無差別曲線
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第４回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論③　最適消費と需要
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第５回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論④　代替効果、所得効果
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第６回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論⑤　価格弾力性
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第７回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　消費理論⑥　所得弾力性、交差弾力性など
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第８回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論①　生産関数
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第９回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論②　利潤最大化
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第10回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論③　費用最小化
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第11回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論④　技術的限界代替率、費用最小化問題
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第12回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論⑤　費用関数と供給関数
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第13回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　生産理論⑥　規模に関する収穫性、長期供給関数　
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第14回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　労働市場について
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第15回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞等の経済ニュースをチェックすること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論Ⅱ、マクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

講義開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義開講時に指示する。
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アレイ　ウィルソン

ミクロ経済学特論 II
Lecture in MicroeconomicsⅡ

■テーマ■テーマ

ミクロ経済学（中・上級）

■講義内容■講義内容

この講義では、ミクロ経済学の理論について学習するだけでなく、ミクロ経済学の面から今日の日本経済を分析する。そ
れにより、適切な政策を提案できるようになる。

■達成目標■達成目標

①ミクロ経済学の考え方、理論を理解・説明すること
②ミクロ経済学的現象を把握し、問題に対して、解決策を提案できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ミクロ経済学の履修目標について考える
【授業内容】　ミクロ経済学Ⅱの概要
【事後学修】　「ミクロ経済学」とは何かを考えてくる。授業後にはシラバスを熟読し、授業の目標や進め方を
理解する。

第２回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　競争市場①　需要と供給
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第３回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　競争市場②　市場結果と社会的総余剰
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第４回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　京商市場③　市場結果と経済政策
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第５回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　独占市場①　独占と市場結果
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第６回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　独占市場②　独占と経済政策
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第７回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　独占市場③　独占的競争
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第８回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　複占市場・寡占市場①　クールノー競争、ベルトラン競争
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第９回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　複占市場・寡占市場②　シュタッケルベルグ競争
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第10回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　ゲーム理論①　ナッシュ均衡
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第11回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　ゲーム理論②　囚人のジレンマ、繰り返しゲーム、参入障壁ゲーム
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第12回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　最近のトピックス①　外部性：環境税
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第13回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　最近のトピックス②　逆選択とモラル・ハザード
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第14回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　最近のトピックス③　公共財の最適水準
【事後学修】　練習問題などを復習する。

第15回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料を読む。
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞等の経済ニュースをチェックすること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論Ⅰ、マクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

講義開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義開講時に指示する。
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舟島　義人

マクロ経済学特論 I
Lecture in MacroeconomicsⅠ

■テーマ■テーマ

マクロ経済学

■講義内容■講義内容

近年のマクロ経済学における基礎となる理論を学習する。前期のマクロ経済学特論Iでは、主に経済成長モデルの基本を学
ぶ。

■達成目標■達成目標

マクロ経済学の基礎理論を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第２回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　GDP
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第３回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ソロー・モデル（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第４回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ソロー・モデル（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第５回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ソロー・モデル（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第６回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ラムゼイ・モデル（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第７回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ラムゼイ・モデル（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第８回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ラムゼイ・モデル（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第９回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　世代重複モデル（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第10回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　世代重複モデル（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第11回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　世代重複モデル（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第12回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　内生的経済成長論（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第13回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　内生的経済成長論（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第14回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　内生的経済成長論（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第15回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表（100%）で評価します。
マクロ経済学の基礎理論の理解度を基準に評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、経済数学、計量経済学の復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論

■テキスト■テキスト

開講時にアナウンスします。
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■参考文献■参考文献

開講時にアナウンスします。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開します。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 602 -



舟島　義人

マクロ経済学特論 II
Lecture in Macroeconomics ll

■テーマ■テーマ

マクロ経済学

■講義内容■講義内容

近年のマクロ経済学における基礎となる理論を学習する。マクロ経済学特論IIでは、主に景気循環モデルの基本を学ぶ。

■達成目標■達成目標

マクロ経済学の基礎理論を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第２回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　IS－LMモデルの問題点
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第３回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　実物的景気循環理論（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第４回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　実物的景気循環理論（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第５回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　実物的景気循環理論（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第６回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ニューケインジアン・モデル（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第７回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ニューケインジアン・モデル（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第８回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　ニューケインジアン・モデル（３）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第９回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　消費理論（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第10回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　消費理論（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第11回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　投資理論（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第12回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　投資理論（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第13回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　失業の理論（１）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第14回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　失業の理論（２）
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第15回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表（100%）で評価します。
マクロ経済学の基礎理論の理解度を基準に評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、経済数学、計量経済学の復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論

■テキスト■テキスト

開講時にアナウンスします。
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■参考文献■参考文献

開講時にアナウンスします。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開します。
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泉　正樹

社会経済学特論 I
Lecture in Political Economy Ⅰ

■テーマ■テーマ

『資本論』第 1 篇を読む

■講義内容■講義内容

マルクス『資本論』の冒頭諸章の精読を通して、市場を構成する基本概念を理解する。

■達成目標■達成目標

①『資本論』に登場する諸概念を説明することができる。
②それら諸概念の有機的な関連を説明することができる。
③『資本論』に残されている理論的課題を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　『資本論』序文
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 1 篇　商品と貨幣
　　　　　　　第 1 章　商品
　　　　　　　　第 1 節　商品の二つの要因　使用価値と価値（価値実体　価値量）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 2 節　商品に表わされる労働の二重性
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 3 節　価値形態または交換価値
　　　　　　　　　A　単純な、個別的な、または偶然的な価値形態
　　　　　　　　　　1　価値表現の両極　相対的価値形態と等価形態
　　　　　　　　　　2　相対的価値形態
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　　　3　等価形態
　　　　　　　　　　4　単純な価値形態の全体
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　　B　全体的な、または展開された価値形態
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　　C　一般的価値形態
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　　D　貨幣形態
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 4 節　商品の呪物的性格とその秘密
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 2 章　交換過程
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 3 章　貨幣または商品流通
　　　　　　　　第 1 節　価値の尺度
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 2 節　流通手段
　　　　　　　　　a　商品の変態
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　　b　貨幣の流通
　　　　　　　　　c　鋳貨　価値章標
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 3 節　貨幣
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第15回 【事前学修】　第 1 回～第14回の該当箇所の全体に目を通す
【授業内容】　まとめ（商品と貨幣）
【事後学修】　第 1 回～第 14 回の該当箇所を読み返す
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告とレポートに基づいて総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の検討箇所を事前に熟読しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済原論特論Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

マルクス『資本論』（邦訳は各社から出版されている）

■参考文献■参考文献

服部文男・佐藤金三郎『資本論体系第 1 巻』有斐閣、2000 年種瀬　茂・富塚良三・浜野俊一郎『資本論体系第 2 巻』有
斐閣、1984 年佐藤金三郎・岡崎栄松・降旗節雄・山口重克『資本論を学ぶ I・II』有斐閣、1977 年宇野弘蔵編『資本論
研究 I』筑摩書房、1967 年など
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泉　正樹

社会経済学特論 II
Lecture in Political Economy Ⅱ

■テーマ■テーマ

『資本論』第 2 ～第 7 篇を読む

■講義内容■講義内容

マルクス『資本論』第 2 ～第 7 篇の読解を通して、総体としての資本主義経済の体系的理解を企図した『資本論』の構
造を学ぶ。

■達成目標■達成目標

①『資本論』に登場する諸概念を説明することができる。
②それら諸概念の有機的な関連を説明することができる。
③『資本論』に残されている理論的課題を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 2 篇　貨幣の資本への転化
　　　　　　　　第 4 章　貨幣の資本への転化
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 3 篇　絶対的剰余価値の生産
　　　　　　　　第 5 章　労働過程と価値増殖過程
　　　　　　　　　第 1 節　労働過程
　　　　　　　　　第 2 節　価値増殖過程
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 6 章　不変資本と可変資本
　　　　　　　　第 7 章　剰余価値率

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第 8 章　労働日
　　　　　　　　第 9 章　剰余価値率と剰余価値量ｚ
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 4 篇　相対的剰余価値の生産
　　　　　　　　第10章　相対的剰余価値の概念
　　　　　　　　第11章　協業
　　　　　　　　第12章　分業とマニュファクチュア
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第13章　機械と大工業
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 5 篇　絶対的および相対的剰余価値の生産
　　　　　　　　第14章　絶対的および相対的剰余価値
　　　　　　　　第15章　労働力の価格と剰余価値との量的変動
　　　　　　　　第16章　剰余価値率を表わす種々の定式
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 6 篇　労　賃
　　　　　　　　第17章　労働力の価値または価格の労賃への転化
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第18章　時間賃金
　　　　　　　　第19章　出来高賃金
　　　　　　　　第20章　労賃の国民的相違
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　第 7 篇　資本の蓄積過程
　　　　　　　　第21章　単純再生産
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第22章　剰余価値の資本への転化
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第23章　資本主義的蓄積の一般的法則
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第24章　いわゆる本源的蓄積
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す
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第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通す
【授業内容】　　第25章　近代植民理論
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返す

第15回 【事前学修】　第 1 回～第14回の該当箇所の全体に目を通す
【授業内容】　まとめ（資本論第 1 巻の構造）
【事後学修】　第 1 回～第 14 回の該当箇所を読み返す

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告とレポートに基づいて総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の検討箇所を事前に熟読しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済原論特論Ⅰ・Ⅱ、社会経済学特論Ⅰ

■テキスト■テキスト

マルクス『資本論』（邦訳は各社から出版されている）

■参考文献■参考文献

服部文男・佐藤金三郎『資本論体系第 1 巻』有斐閣、2000 年
種瀬　茂・富塚良三・浜野俊一郎『資本論体系第 2 巻』有斐閣、1984 年
佐藤金三郎・岡崎栄松・降旗節雄・山口重克『資本論を学ぶⅠ・Ⅱ』有斐閣、1977 年
宇野弘蔵編『資本論研究Ⅰ・Ⅱ』筑摩書房、1967 年　など
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松前　龍宜

金融論特論 I
Lecture in Monetary Economics Ⅰ

■テーマ■テーマ

景気循環理論

■講義内容■講義内容

本講義は，金融経済学（Monetary Economics）の標準的なテキストに基づき，景気循環理論を学習する．

■達成目標■達成目標

景気循環のメカニズムを理解する．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　日本の主要な景気の山と谷を確認しておくこと．
【授業内容】　ガイダンスとイントロ：講義計画・参考書・成績評価・オフィスアワーについてアナウンスした
後，各国の金融政策運営の実際とその経済学的背景について概観する．
【事後学修】　過去の景気の山や谷においてどのようなイベントがあったかを調べてみること．

第２回 【事前学修】　日本のGDP・インフレ・名目マネーの時系列データを収集しておくこと．
【授業内容】　基本的な相関（第1章）：実際のデータで観測される基本的なマクロ変数間の相関について学習す
る．
【事後学修】　日本のマクロ変数についても，テキストと同様の相関が観察されるかどうかを確認すること．

第３回 【事前学修】　金融緩和と積極財政が同時に採用された場合，金融政策が景気やインフレに及ぼした効果のみを
抽出するにはどのようにすればよいのかを考えてみること．
【授業内容】　金融政策の効果の検証（第1章）：金融政策の実体効果に関する実証結果について学習する．
【事後学修】　推定モデルの内生性の問題が金融政策の定量評価にどのような影響をもたらすかを復習しておく
こと．

第４回 【事前学修】　金融政策の効果の識別には推定モデルにどのような条件が必要になるかを考えてみること．
【授業内容】　VARモデル（第1章）：構造VARモデルによる金融政策の定量評価の実証結果を学習する．
【事後学修】　VARモデルの問題点についてまとめておくこと．

第５回 【事前学修】　条件付き最適化問題の解法を復習しておくこと．
【授業内容】　MIUモデルⅠ（第2章）：家計・企業の最適化条件を導出する．
【事後学修】　LM曲線（マネー需要関数）を導出し，その特徴をまとめておくこと．

第６回 【事前学修】　モデルの定常値を計算してみること．
【授業内容】　MIUモデルⅡ（第2章）：定常値の特性とマネー需要に関する実証結果について学習する．
【事後学修】　マイナス金利をこのモデルで解釈してみること．

第７回 【事前学修】　Taylor展開を復習しておくこと．
【授業内容】　MIUモデルⅢ（第2章）：モデルの動学特性を考察する．
【事後学修】　未定係数法によるモデルの解法を復習しておくこと．

第８回 【事前学修】　貨幣愛以外のマネー保有動機を考えてみること．
【授業内容】　CIAモデルⅠ（第3章）：家計・企業の最適化条件を導出する．
【事後学修】　MIUモデルの最適化条件との違いを考えてみること．

第９回 【事前学修】　モデルの定常値を計算してみること．
【授業内容】　CIAモデルⅡ（第3章）：定常値の特性とCIAモデルの実証結果について学習する．
【事後学修】　MIUモデルの定常値の特性との違いを考察すること．

第10回 【事前学修】　MIUモデルの動学特性を復習しておくこと．
【授業内容】　CIAモデルⅢ（第3章）： モデルの動学特性を考察する．
【事後学修】　MIUモデルの動学との違いをまとめておくこと．

第11回 【事前学修】　MIUモデル・CIAモデルにおける家計の最適化条件を復習しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルⅠ（第8章）：家計の最適化条件を導出する．
【事後学修】　最適化条件の経済学的解釈をまとめておくこと．

第12回 【事前学修】　MIUモデル・CIAモデルにおける企業の最適化条件を復習しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルⅡ（第8章）：企業の最適化条件を導出する．
【事後学修】　最適化条件の経済学的解釈をまとめておくこと．

第13回 【事前学修】　伸縮価格時と粘着価格時の最適化条件の違いを確認しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルⅢ（第8章）：定常値の特性を学習する．
【事後学修】　定常値の経済学的解釈をまとめておくこと．

第14回 【事前学修】　定常値周りの線形近似の手法を復習しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルⅣ（第8章）：新しいAD-ASモデルを導出する．
【事後学修】　伸縮価格時と粘着価格時のAD-ASモデルの違いを確認しておくこと．

第15回 【事前学修】　構造ショックが景気やインフレにどのように影響するかを確認しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルⅤ（第8章）：モデルの動学特性を学習する．
【事後学修】　生産性ショックと金融政策ショックをどのように識別すればいいかを考えてみること．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回の課題（40％）と数回の小テスト（60%）で評価する．評価の観点・基準はいずれも，問題を解くにあたって作成した
計算式および図が50%，解答へのプロセスが10%，正答か否かが40％である．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし．
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

金融論特論Ⅱ，金融論演習

■テキスト■テキスト

Carl E. Walsh, “Monetary Theory and Policy” 4th ed. (2017) MIT Press, ISBN: 978-0-262-03581-1

■参考文献■参考文献

特になし．
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松前　龍宜

金融論特論 II
Lecture in Monetary Economics Ⅱ

■テーマ■テーマ

金融政策の役割

■講義内容■講義内容

金融経済学（Monetary Economics）の景気循環理論に基づいて金融政策の役割を学習する．

■達成目標■達成目標

景気循環のメカニズムと金融政策の役割を理解する．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　New Keynesianモデルを復習しておくこと．
【授業内容】　最適金融政策Ⅰ（第8章）：家計の選好を定常値周りで2次近似して，厚生損失関数を解析的に導
出し，景気変動とインフレ変動のコストについて学習する．
【事後学修】　インフレのコストをもたらすモデルの想定について確認しておくこと．

第２回 【事前学修】　金融政策ルールのTaylor係数の変化がAD曲線をどのように変化させるかを考えてみること．
【授業内容】　最適金融政策Ⅱ（第8章）：中銀の厚生損失最小化問題から裁量ルールを解析的に導出し，その意
味を図で直観的に学ぶ．
【事後学修】　厚生損失最小化問題を図で直観的に説明してみること．

第３回 【事前学修】　未定係数法によるモデルの解法を復習しておくこと．
【授業内容】　最適金融政策Ⅲ（第8章）：中銀の厚生損失最小化問題からコミットメントルールを解析的に導出
し，その意味を図で直観的に学ぶ．
【事後学修】　裁量ルールとコミットメントルールの違いをまとめておくこと．

第４回 【事前学修】　コミットメントルールが裁量ルールに比べて厚生改善をもたらす理由を確認しておくこと．
【授業内容】　最適金融政策Ⅳ（第8章）：裁量ルールとコミットメントルールの比較，および安定化バイアスと
インフレバイアスについて学習する．
【事後学修】　コミットメントルールの問題点についてまとめておくこと．

第５回 【事前学修】　New Keynesianモデルにおける財政当局の役割について考えてみること．
【授業内容】　財政・金融政策の相互依存関係Ⅰ（第4章）：金融当局・財政当局の予算制約の統合と，統合政府
の通貨発行益（シニョレッジ）について学習する．
【事後学修】　シニョレッジとインフレ税についてまとめておくこと．

第６回 【事前学修】　統合政府の予算制約を前向きに解いておくこと．
【授業内容】　財政・金融政策の相互依存関係Ⅱ（第4章）：統合政府の予算制約とリカーディアン・非リカー
ディアン政策について学習する．
【事後学修】　非リカーディアン政策を実際に検証する方法について考えてみること．

第７回 【事前学修】　MIUモデルにおいて財政政策の効果を考えてみること．
【授業内容】　財政・金融政策の相互依存関係Ⅲ（第4章）：物価水準の財政理論（FTPL）について学習する．
【事後学修】　FTPLを実際に検証する方法について考えてみること．

第８回 【事前学修】　簡単なMIUモデルでフリードマンルールを復習しておくこと．
【授業内容】　財政・金融政策の相互依存関係Ⅳ（第4章）：最適なインフレ税（最適なシニョレッジ）とフリー
ドマンルールとの関連について学習する．
【事後学修】　年率2％のインフレ税が必要な状況とはどのようなケースなのかを考えてみること．

第９回 【事前学修】　日本の国債利回りのイールドを確認しておくこと．
【授業内容】　金融市場と金融政策Ⅰ（第10章）：金利の期間構造とファイナンス数理の基礎について学習す
る．
【事後学修】　ショックのボラ（2次モーメント）が1次のモデルに影響するメカニズムを確認しておくこと．

第10回 【事前学修】　New Keynesianモデルの構造ショックが幾何ブラウン運動に従うとした場合を考えてみること．
【授業内容】　金融市場と金融政策Ⅱ（第10章）：マクロファイナンスのモデルに基づく時間軸効果の検証方法
について学習する．
【事後学修】　日本における時間軸効果の検証結果について調べてみること．

第11回 【事前学修】　日本のバブル崩壊やリーマン・ショックの原因について，資産価格と景気の関係から考えてみる
こと．
【授業内容】　金融市場と金融政策Ⅲ（第10章）：エージェンシーコストに基づく金融市場の摩擦を織り込んだ
一般均衡モデルを学習する．
【事後学修】　資産価格の変動が増幅して景気に影響するメカニズムについて復習しておくこと．

第12回 【事前学修】　そもそもなぜゼロ金利下限が存在するのかを考えてみること．
【授業内容】　ゼロ金利制約と量的緩和Ⅰ（第11章）：ゼロ金利制約と流動性の罠について学習する．
【事後学修】　流動性の罠を直観的に説明してみること．

第13回 【事前学修】　金利のゼロ下限がある金融政策ルールを考えてみること．
【授業内容】　ゼロ金利制約と量的緩和Ⅱ（第11章）：ゼロ金利制約下のモデルの分析手法について学習する．
【事後学修】　ゼロ金利制約下のモデルの解法を考えてみること．

第14回 【事前学修】　New Keynesianモデルにおいてゼロ金利制約に抵触した場合，どのような厚生損失が生じ得るかを
考えてみること．
【授業内容】　ゼロ金利制約と量的緩和Ⅲ（第11章）：金融当局によるフォワードガイダンスの効果について学
習する．
【事後学修】　リーマン・ショック後の米国中銀の出口戦略について調べておくこと．
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第15回 【事前学修】　リーマン・ショック後における日米欧の金融当局による量的・質的緩和について調べておくこ
と．
【授業内容】　ゼロ金利制約と量的緩和Ⅳ（第11章）：量的緩和による非伝統的金融政策の効果を考察するモデ
ルを学習する．
【事後学修】　中銀による質的緩和をモデル化する方法について考えてみること．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回の課題（40％）と数回の小テスト（60%）で評価する．評価の観点・基準はいずれも，問題を解くにあたって作成した
計算式および図が50%，解答へのプロセスが10%，正答か否かが40％である．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

金融論特論Ⅰを受講済あるいはその内容が理解できていること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

金融論特論Ⅰ，金融論演習

■テキスト■テキスト

Carl E. Walsh, “Monetary Theory and Policy” 4th ed. (2017) MIT Press, ISBN: 978-0-262-03581-1

■参考文献■参考文献

特になし．
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稲見　裕介

産業組織論特論 I
Lecture in Industrial Organization I

■テーマ■テーマ

市場における企業行動

■講義内容■講義内容

本講義では市場における企業行動に関する話題を中心に取り上げる. また, 政府による規制や競争政策がどのような役割
を果たしているか. それらが企業行動に与える影響に注目しながら紹介する.

■達成目標■達成目標

(1) 産業組織論の基本的な内容について理解している.
(2) 産業組織論の重要な概念について説明することができる.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし.
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　特になし.

第２回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　完全競争市場
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第３回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　完全競争市場の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第４回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　独占市場
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第５回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　独占市場の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第６回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　自然独占
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第７回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　自然独占の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第８回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業の参入と退出
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第９回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業の参入と退出の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第10回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　コンテスタブル市場
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第11回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　コンテスタブル市場の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第12回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　製品差別化
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第13回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　独占的競争
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第14回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　独占的競争の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第15回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　独占的競争の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点（100パーセント）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし.

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論I・II を履修済みか, 同時に履修していることが望ましい.

■テキスト■テキスト

指定しない.
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■参考文献■参考文献

参考文献1．J. Tirole, The theory of industrial organization, MIT press, 1988.
参考文献2．Belleflamme, P. and M. Peitz, Industrial organization: markets and strategies. Cambridge
University Press, 2015.
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稲見　裕介

産業組織論特論 II
Lecture in Industrial Organization II

■テーマ■テーマ

寡占市場における企業行動

■講義内容■講義内容

本講義では, 市場における企業の役割に関する話題を中心に取り上げる. また, 政府による規制や競争政策がそうした企
業行動に及ぼす影響についても併せて紹介する.

■達成目標■達成目標

(1) 産業組織論の基本的な内容について正確に理解することができる.
(2) 産業組織論の重要な概念について説明することができる.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし.
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　特になし.

第２回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　ゲーム理論の基礎, 戦略的な意思決定
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第３回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　ゲーム理論の基礎, 戦略形ゲーム
【事後学修】　関連する論文を読んでみる。

第４回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　ゲーム理論の基礎, ナッシュ均衡
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第５回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　寡占市場
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第６回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　寡占市場の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第７回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　カルテル
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第８回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　カルテルの続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第９回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業の形態
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第10回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業の形態の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第11回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業合併と買収
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第12回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　企業合併と買収の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第13回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　垂直的取引関係
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第14回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　垂直的取引関係の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

第15回 【事前学修】　参考文献1, 2の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　垂直的取引関係の続き
【事後学修】　関連する論文を読んでみる.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点（100パーセント）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義の復習を行うこと.

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論I・IIを履修済みか, 同時に履修していることが望ましい.

■テキスト■テキスト

指定しない.
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■参考文献■参考文献

参考文献1．J. Tirole, The theory of industrial organization, MIT press, 1988.
参考文献2．Belleflamme, P. and M. Peitz, Industrial organization: markets and strategies, Cambridge
University Press, 2015.
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宮本　拓郎

公共経済論特論 I
Lecture in Public Economics Ⅰ

■テーマ■テーマ

税と市場の失敗

■講義内容■講義内容

この講義では、税と市場の失敗について考える。公共経済学の理論について学習するだけでなく、日本の税や規制の現状
に関しても調査・研究を行い、授業で学習した理論などを用いて改善策を模索する。

■達成目標■達成目標

①公共経済学の考え方、理論を理解・説明すること
②公共経済学的現象を把握し、問題に対して、解決する経済政策を提案できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　公共経済学の履修目標について考える
【授業内容】　公共経済学の概要
【事後学修】　公共経済学とは何かを考えてくる。授業後にはシラバスを熟読し、授業の目標や進め方を理解す
る。

第２回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　市場均衡とパレート最適
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第３回 【事前学修】　第２回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場均衡と税① 消費税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第４回 【事前学修】　第３回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場均衡と税② 所得税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第５回 【事前学修】　第４回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場均衡と税③ 資産課税・法人税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第６回 【事前学修】　第５回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場均衡と税④ 日本の税の現状
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第７回 【事前学修】　第６回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場失敗① 市場均衡と外部経済
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第８回 【事前学修】　第７回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場失敗② 公共財、フリーライダー
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第９回 【事前学修】　第８回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場失敗③ 環境問題
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第10回 【事前学修】　第９回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場失敗④ 費用逓減産業
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第11回 【事前学修】　第10回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　市場失敗⑤ 情報の非対称性
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第12回 【事前学修】　第11回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　政府の失敗
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第13回 【事前学修】　第12回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　規制緩和
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第14回 【事前学修】　第13回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　適切な政府規模
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第15回 【事前学修】　第14回の授業を踏まえて教科書などの資料を読む。
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部中級レベルのミクロ経済学とマクロ経済学の知識を前提とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

初回授業で指定する

■参考文献■参考文献

初回授業で指定する
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宮本　拓郎

公共経済論特論 II
Lecture in Economic II

■テーマ■テーマ

日本の社会保障と税

■講義内容■講義内容

この講義では、政府などの公的部門が行う経済活動（主に社会保障と税）を考える。 公共経済論特論Ⅰよりも、日本の税
や社会保障の歴史や現状の調査・研究に力を入れる。授業で学習した理論などを用いて改善策を模索する。

■達成目標■達成目標

①社会保障・税について、経済学の観点から理解・説明できること
②日本の社会保障・税の歴史・現状を把握し、問題に対して、解決する経済政策を提案できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　公共経済学の履修目標について考える
【授業内容】　公共経済学の概要
【事後学修】　公共経済学とは何かを考えてくる。授業後にはシラバスを熟読し、授業の目標や進め方を理解す
る

第２回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　市場均衡とパレート最適
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第３回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　情報の非対称性
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第４回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　医療保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う

第５回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　年金
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第６回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　雇用保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第７回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　生活保護と社会福祉制度
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第８回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　介護保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第９回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　社会保障の歴史
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第10回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　消費税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第11回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　所得税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第12回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　法人税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第13回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　国際課税など税に関する国際的な取り組み
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第14回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　環境税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第15回 【事前学修】　タームペーパー作成の準備をすること
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、タームペーパーを作成すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部中級レベルのミクロ経済学とマクロ経済学の知識を前提とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

初回授業で指定する

■参考文献■参考文献

初回授業で指定する
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前田　修也

経済統計学特論 I
Lecture in Economic Statistics I

■テーマ■テーマ

経済統計の計量分析

■講義内容■講義内容

この講義では、学部において経済統計学の入門課程を終えた大学院生が、それを更に現実の経済分析に活用してゆくため
の知識を修得することを目的としている。したがって、記述統計、確率論、推定の理論、検定の理論、最小 2 乗法などの
初歩的知識が備わっていることを前提に講義する。

■達成目標■達成目標

現実のデータを捉えて分析し判断できるような統計的手法を修得することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献をよく読んでおく
【授業内容】　授業の進め方
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献をもう一度確認すること

第２回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計的代表値の理論と実際」をよく読んでおく
【授業内容】　統計的代表値の理論と実際
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計的代表値の理論と実際」をもう一度確認する
事

第３回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計的散布度の理論と実際」をよく読んでおく
【授業内容】　統計的散布度の理論と実際
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計的散布度の理論と実際」をもう一度確認する
事

第４回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「計量統計の具体例」をよく読んでおく
【授業内容】　計量分析の具体例
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「計量統計の具体例」をもう一度確認する事

第５回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計と計量分析」をよく読んでおく
【授業内容】　経済統計と計量分析
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計と計量分析」をもう一度確認する事

第６回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計の資料的側面」をよく読んでおく
【授業内容】　経済統計の資料的側面
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計の資料的側面」をもう一度確認する事

第７回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計調査の理論」をよく読んでおく
【授業内容】　統計調査の理論
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計調査の理論」をもう一度確認する事

第８回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計調査の実際」をよく読んでおく
【授業内容】　統計調査の実際
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「統計調査の実際」をもう一度確認する事

第９回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計と統計集団」をよく読んでおく
【授業内容】　経済統計と統計集団
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「経済統計と統計集団」をもう一度確認すること

第10回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「相関分析の実践」をよく読んでおく
【授業内容】　相関分析の実践
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「相関分析の実践」をもう一度確認する事

第11回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「回帰分析の実践」をよく読んでおく
【授業内容】　回帰分析の実践
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「回帰分析の実践」をもう一度確認すること

第12回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「景気変動の測定と経済統計」をよく読んでおく
【授業内容】　景気変動の測定と経済統計
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「景気変動の測定と経済統計」をもう一度確認する
こと

第13回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「所得格差の統計的計測―尺度からの接近―」をよ
く読んでおく
【授業内容】　所得格差の統計的計測―尺度からの接近―
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「所得格差の統計的計測―尺度からの接近―」をも
う一度確認すること

第14回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「所得格差の統計的計測―資料的課題―」をよく読
んでおく
【授業内容】　所得格差の統計的計測―資料的課題―
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献中の「所得格差の統計的計測―資料的課題―」をもう一
度確認する事

第15回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献をよく読んでおく
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献をもう一度確認すること
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　概ね、レポート（25％）発表内容（50％）小テスト（25％）で評価する。小テストでの評価は、観点毎の配点を授業時
に明示する。また、レポートに関しては、評価基準をルーブリックの形で授業時にしめす。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

詳細な準備事項のリスト等に関しては、新年度の最初の時間に配布する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

教員作成の資料を配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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前田　修也

経済統計学特論 II
Lecture in Economic Statistics II

■テーマ■テーマ

経済統計の計量分析

■講義内容■講義内容

具体的データの読み方および分析手法の基礎から応用まで解説し経済統計の今後の課題を提示する。

■達成目標■達成目標

本演習を受講することによって、各種経済リポートを読みこなすことはもちろん、現実のデータを捉えて分析し、判断で
きるような知識が修得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済学と統計学」をよく読んでおく
【授業内容】　経済学と統計学
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済学と統計学」をもういちど確認すること

第２回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「センサス・データ」をよく読んでおく
【授業内容】　センサス・データ
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「センサス・データ」をもういちど確認すること

第３回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「標本調査」をよく読んでおく
【授業内容】　標本調査
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「標本調査」をもういちど確認すること

第４回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「時系列データ」をよく読んでおく
【授業内容】　時系列データ
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「時系列データ」をもういちど確認すること

第５回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「指数」をよく読んでおく
【授業内容】　指数
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「指数」をもういちど確認すること

第６回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「人口と労働力」をよく読んでおく
【授業内容】　人口と労働力
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「人口と労働力」をもういちど確認すること

第７回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「賃金と労働市場」をよく読んでおく
【授業内容】　賃金と労働市場
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「賃金と労働市場」をもういちど確認すること

第８回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「家計―所得と貯蓄・消費」をよく読んでおく
【授業内容】　家計―所得と貯蓄・消費
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「家計―所得と貯蓄・消費」をもういちど確認するこ
と

第９回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「景気変動の理論と実際」をよく読んでおく
【授業内容】　景気変動の理論と実際
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「景気変動の理論と実際」をもういちど確認すること

第10回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済格差の尺度と実際」をよく読んでおく
【授業内容】　経済格差の尺度と実際
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済格差の尺度と実際」をもういちど確認すること

第11回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「単純回帰と経済的関係の測定」をよく読んでおく
【授業内容】　単純回帰と経済的関係の測定
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「単純回帰と経済的関係の測定」をもういちど確認す
ること

第12回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済時系列分析」をよく読んでおく
【授業内容】　経済時系列分析
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「経済時系列分析」をもういちど確認すること

第13回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「多元回帰分析」をよく読んでおく
【授業内容】　多元回帰分析
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「多元回帰分析」をもういちど確認すること

第14回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「分散分析」をよく読んでおく
【授業内容】　分散分析
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「分散分析」をもういちど確認すること

第15回 【事前学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「現代における経済統計の課題」をよく読んでおくこ
と
【授業内容】　現代における経済統計の課題
【事後学修】　教員作成の資料と毎回指示する参考文献の「現代における経済統計の課題」をもういちど確認す
ること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　概ね、レポート（25％）発表内容（50％）小テスト（25％）で評価する。小テストでの評価は、観点毎の配点を授業時
に明示する。また、レポートに関しては、評価基準をルーブリックの形で授業時にしめす。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

詳細な準備事項のリスト等に関しては、新年度の最初の時間に配布する。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 623 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

教員作成の資料を配布する。

■参考文献■参考文献

授業のときに指示する。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 624 -



千葉　昭彦

東北経済論特論 A-I
Lecture in the Economy of the Tohoku Area A-Ⅰ

■テーマ■テーマ

東北地方の経済活動の諸特徴の把握

■講義内容■講義内容

多くのところで「東北経済」と称されることが少なくないが、「地域経済」としての東北地方の経済は、均一・共通の特
色がみられるわけではない。そのため、東北地方の多様性、その中での地域経済の多様性把握し、それぞれの独自性の現
状と今後の可能性を理解する。

■達成目標■達成目標

①東北の経済の多様性を説明することができる
②東北地方の経済活動の多様性が生じた理由とその経緯を説明することができる
③諸資料やデータなどから各地域の特徴的な経済活動を説明し、今後の可能性について議論することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　いくつかの資料に基づいて「東北経済」の特徴を把握し、授業での高騰説明の準備をする。
【授業内容】　諸資料に基づいて東北経済の実情の検証
【事後学修】　「東北の地域区分と地域的一体性」（経済地理学会北東支部編『北東日本の地域経済』所収）を
読んで、東北経済の実情を整理する

第２回 【事前学修】　前回の授業で指示をした文献を踏まえて、東北経済の多様性と一体性の報告の準備
【授業内容】　東北経済の多様性とその形成要因の検討
【事後学修】　「東北地方」の成立の歴史的経緯を整理する

第３回 【事前学修】　「東北地方の地域性・歴史的背景」（田村・石井・日野編『日本の地誌４ 東北』所収）を読ん
で、東北地方の多様性形成の経緯の説明の準備。
【授業内容】　東北経済の多様性とその形成要因の検討
【事後学修】　東北地方の多様性を整理し、レポートとして提出。

第４回 【事前学修】　「東北地方の地域性・住民と生活」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の人口動向の検討
【事後学修】　東北地方の人口動向を整理し、レポートとして提出

第５回 【事前学修】　「東北地方の地域性・産業構造」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の産業構造の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の産業構造の多様性を整理し、レポートとして提出

第６回 【事前学修】　「東北地方の地域性・農牧業①」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の農業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の農業の多様性を整理し、レポートとして提出

第７回 【事前学修】　「東北地方の地域性・農牧業②」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の牧畜業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の牧畜業の多様性を整理し、レポートとして提出

第８回 【事前学修】　「東北地方の地域性・水産業」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の水産業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の水産業の多様性を整理し、レポートとして提出

第９回 【事前学修】　「東北地方の地域性・鉱工業」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の鉱工業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の鉱工業の多様性を整理し、レポートとして提出

第10回 【事前学修】　「東北地方の地域性・商業」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の商業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の商業の多様性を整理し、レポートとして提出

第11回 【事前学修】　「東北地方の地域性・観光業」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の観光業の多様性の検討
【事後学修】　東北地方の観光業の多様性を整理し、レポートとして提出

第12回 【事前学修】　「東北地方の地域性・地域開発」（前掲『日本の地誌４ 東北』所収）の報告準備
【授業内容】　東北地方の地域開発の歴史の検討
【事後学修】　東北地方の地域開発を整理し、レポートとして提出

第13回 【事前学修】　「福島県郡山地域における電器産業の存立構造」（前掲『北東日本の地域経済』所収）の報告準
備
【授業内容】　今日の東北での製造業の成立・存続の条件の検討
【事後学修】　東北地方での製造業の成立・存続の条件をまとめて、レポートとして提出

第14回 【事前学修】　「東北地方における流通システムと東日本大震災」（前掲『北東日本の地域経済』所収）の報告
準備
【授業内容】　今日の東北での流通システムの特徴の検討
【事後学修】　今日の東北での流通システムの特徴をまとめて、レポートとして提出

第15回 【事前学修】　これまで授業で取り扱ったことを踏まえて、東北地方における経済活動の多様性を整理し、報告
の準備
【授業内容】　東北地方の経済活動の多様性の検討
【事後学修】　講義内容を踏まえて、「東北の経済」というタイトルでのレポート作成

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業の準備80％と最終レポート（20％）で評価する
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前学修と事後学修では必要な資料を配布するが、それ以外のデータや資料、文献等も自ら収集して、論文・レポート作
成の基礎的な能力を養うこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済地理学特論Ⅰ・Ⅱ　東北経済論特論A-Ⅱ

■テキスト■テキスト

特に使用しない

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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千葉　昭彦

東北経済論特論 A-II
Lecture in the Economy of the Tohoku Area A-Ⅱ

■テーマ■テーマ

東北地方の経済活動の特徴の把握

■講義内容■講義内容

「地域経済」としての東北の経済は多様性が強くみられるが、相互関係や結びつきが全くないわけではない。とりわけ近
代以降にその一体性や相互関係が形成されてきたが、その要因や形成過程を検討する。ただ、バブル経済以降はこの地域
の一体性は新たな段階に入りつつある。現在進行形の動きであるので、諸資料やデータなどを用いて実態を把握する。

■達成目標■達成目標

①東北の経済の地域間関係や一体性を説明することができる
②東北の経済活動の一体性が形成された理由と経緯を説明することができる
③諸資料やデータなどから各地域の特徴的な経済活動を説明し、今後の可能性について提案することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　いくつかの資料に基づいて「東北経済」の一体性・統一性を把握し、授業での説明の準備をする
【授業内容】　諸資料に基づいた東北の地域・経済活動の一体性の検討
【事後学修】　「東北地方の地域性・都市システム」（田村・石井・日野編『日本の地誌４ 東北』所収）を読ん
で、東北の地域・経済の一体性が形成された経緯を整理する

第２回 【事前学修】　前回の授業での検討を踏まえて、東北の地域・経済に一体性の報告準備
【授業内容】　東北の地域・経済活動の一体性の検討
【事後学修】　東北地方の地域・経済の一体性成立の経緯を整理し、レポートとして提出

第３回 【事前学修】　「都市の盛衰と都市システムの変容」（阿部・山﨑編著『変貌する日本のすがた』所収）の内容
報告の準備（1回目）
【授業内容】　全国の都市システムの中での東北地方の位置づけの検討（主として戦中期）
【事後学修】　戦中期の都市システム形成と東北地方の伊地知家に関して整理し、レポートとして提出

第４回 【事前学修】　「都市の盛衰と都市システムの変容」（阿部・山﨑編著『変貌する日本のすがた』所収）の内容
報告の準備（２回目）
【授業内容】　全国の都市システムの中での東北地方の位置づけの検討（主として高度経済成長期前）
【事後学修】　高度経済成長期前の都市システム形成と東北地方の位置づけに関して整理し、レポートとして提
出

第５回 【事前学修】　「都市の盛衰と都市システムの変容」（阿部・山﨑編著『変貌する日本のすがた』所収）の内容
報告の準備（３回目）
【授業内容】　全国の都市システムの中での東北地方の位置づけの検討（主として高度経済成長期）
【事後学修】　高度経済成長期の都市システム形成と東北地方の位置づけに関して整理し、レポートとして提出

第６回 【事前学修】　「都市の盛衰と都市システムの変容」（阿部・山﨑編著『変貌する日本のすがた』所収）の内容
報告の準備（４回目）
【授業内容】　全国の都市システムの中での東北地方の位置づけの検討（主としてバブル経済期）
【事後学修】　主としてバブル経済期の都市システム形成と東北地方の位置づけに関して整理し、レポートとし
て提出

第７回 【事前学修】　「支店の集積と都市の階層分化」（日野正輝『都市発展と支店立地』所収）の内容報告準備
【授業内容】　東北の中での都市システム形成とその要因の検討
【事後学修】　東北の都市システムの形成と要因に関して整理し、レポートとして提出

第８回 【事前学修】　「支店の配置要件と配置地点の選定」（日野正輝『都市発展と支店立地』所収）の内容報告準備
【授業内容】　宮城県内の都市システム形成とその要因の検討
【事後学修】　宮城県内の都市システムの形成と要因に関して整理し、レポートとして提出

第９回 【事前学修】　「支店の配置パターンの形成要因」（日野正輝『都市発展と支店立地』所収）の内容報告準備
【授業内容】　東北の都市システム形成の実態と形成要因検討
【事後学修】　東北の都市システムの形成と要因に関して整理し、レポートとして提出

第10回 【事前学修】　「北東地域における県土構造とオフィス立地」（経済地理学会北東支部編『北東日本の地域経
済』所収）の内容報告準備
【授業内容】　（報告分権を参考にしながら）バブル経済期以降の情報化が進展する中での都市システムの変化
の検討
【事後学修】　今日の都市システムの変化を整理し、レポートとして提出

第11回 【事前学修】　前回の講義内容を踏まえて、東北地方の都市システムの変化の報告準備
【授業内容】　バブル経済期以降後東北の都市システムの変化の検討
【事後学修】　今日の東北の都債システムをまとめて、レポートとして提出

第12回 【事前学修】　今日の東北の都市システムを前提とした仙台の都市機能の変化を整理し、報告の準備
【授業内容】　東北の中での今日の仙台の都市機能の役割の検討
【事後学修】　「戦後の仙台の都市機能・拠点性の変遷」（『経済地理学年報』所収）を読んで、講義での討論
内容を整理する

第13回 【事前学修】　前回の講義内容を踏まえて、仙台の中心性・集客性の報告準備
【授業内容】　仙台でのイベント開催の実態と集客性の検討
【事後学修】　仙台でのプロスポーツ開催での集客の実態を具体的に調べ、レポートとして提出

第14回 【事前学修】　仙台でのイベント開催の実態の報告準備
【授業内容】　仙台でのイベント開催の実態と集客性の検討
【事後学修】　仙台での（プロスポーツ以外の）イベント開催での集客の実態を具体的に調べ、レポートとして
提出
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第15回 【事前学修】　これまで取り上げたことを踏まえて、東北地方の経済活動の一体性を整理し、報告準備
【授業内容】　東北地方の経済活動の一体性の検討
【事後学修】　これまでの講義内容を踏まえて「東北の経済」というタイトルでレポート作成

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業の準備（80点）と最終レポート（20点）で評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前・事後の学修で必要な資料等は配布するが、それ以外のデータや資料、文献等は自ら収集して、論文作成等の基礎的
な能力を養うこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

軽罪理地学特論Ⅰ・Ⅱ　東北経済論特論A-Ⅰ

■テキスト■テキスト

特に用いない

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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田野　穂

日本経済論特論 I
Lecture in the Japanese Economy I

■テーマ■テーマ

日本型経済システムの形成と転換

■講義内容■講義内容

経済のグローバル化とともに日本企業が置かれている状況はめまぐるしく変化しています。その変化への対応策を見出す
には比較対象が必要であり、歴史を学ぶ醍醐味はその点にあるといえます。本講義では、戦後日本経済を①経済復興、②
日本型経済システムの形成・機能③日本型経済システムの転換に分けて、各局面の特徴について解説していきます。

■達成目標■達成目標

●　戦後日本の経済成長に関する基礎知識が修得できる。
●　現代日本企業の経営課題について史実に基づいて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　イントロダクション：授業の進め方と経済と景気の見方について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　経済復興（1）戦前・戦時期の出来事と戦後日本経済システムとの関わりについて説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　経済復興（2）GHQによる対日占領政策（財閥解体、農地改革、労働改革など）について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　経済復興（3）経済復興の遅れと潜在成長力などについて説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの形成・機能（1）当該期にみられた国際収支の天井問題、重化学工業化、労
使関係の安定化について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの形成・機能（2）政府の産業政策における方法や幼稚産業育成の成功例と失
敗例について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの形成・機能（3）大衆消費社会化にみられた地域間移動、核家族化、耐久消
費財の普及、賃金上昇・省力化などについて説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの形成・機能（4）企業の資金調達の安定化の背景にあったメインバンク・シ
ステムと安定株主の形成プロセスと役割などについて説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考?献で復習する。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの形成・機能（5）石油危機、ニクソンショック、減量経営などに注目して日
本経済の成長の条件の変化について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの転換（1）バブル経済の背景とその崩壊について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの転換（2）日本企業の制度改革と組織再編について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの転換（3）90年代以降における日本企業の対外進出について説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの転換（4）日本企業におけるメインバンク関係と株式持ち合いの後退につい
て説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　日本型経済システムの転換（5）日本企業による雇用関係と内部統治構造の見直しについて説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所と関連する文献を確認する。
【授業内容】　まとめ、レポートの提出。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表20％、質疑応答20％、レポート60％で評価。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料のみならず授業で紹介した参考文献を用いて適宜復習するようにしてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

東北経済論特論、中小企業論特論など。

■テキスト■テキスト

橋本寿朗・長谷川信・宮島英昭・齊藤尚（2019）『現代日本経済（第4版）』有斐閣。

■参考文献■参考文献

適時指示します。
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田野　穂

日本経済論特論 II
Lecture in the Japanese Economy Ⅱ

■テーマ■テーマ

現代日本企業の経営と課題

■講義内容■講義内容

　この講義では、日本の企業・産業に関する研究動向について比較的新しい論文を通じて学んでいく。取り上げる論文の
内容を理解するには、現代日本経済論や日本企業論の基礎知識が必要となる。その点について十分ではない場合は、日本
経済論特論I も履修することが望ましい。

■達成目標■達成目標

●　産業や企業経営に関する基礎知識が修得できる。
●　日本企業に関する研究動向とその特徴が理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　イントロダクション：授業の進め方の説明。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第２回 【事前学修】　Nakano（2017）Ch.1を予習してくる。
【授業内容】　日本型経営の概要（1）指定した範囲の理解の具合を確認する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第３回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　日本型経営の概要（2）Nakano（2017）Ch.1の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第４回 【事前学修】　Nakano（2017）Ch.3を予習してくる。
【授業内容】　日本型経営組織（1）指定した範囲の理解の具合を確認する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第５回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　日本型経営組織（2）ハイブリッド組織の可能性と課題について学ぶ。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第６回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　日本型経営組織（2）Nakano（2017）Ch. 3の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第７回 【事前学修】　Nakano（2017）Ch.6を予習してくる。
【授業内容】　ものづくり経営（1）指定した範囲の理解の具合を確認する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第８回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　ものづくり経営（2）日本自動車産業の発展史について学ぶ。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第９回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　ものづくり経営（3）日本自動車メーカーの競争力の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第10回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　ものづくり経営（4）Nakano（2017）Ch. 6の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第11回 【事前学修】　Tsuruta（2015） or Tsuruta（2018）を予習してくる。
【授業内容】　中小企業の成長問題（1）①指定論文の理解の具合を確認する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第12回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　中小企業の成長問題（1）②指定論文の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第13回 【事前学修】　Fukugawa（2018）を予習してくる。
【授業内容】　中小企業の成長問題（2）指定論文の理解の具合を確認する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第14回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　Fukugawa（2018）の特徴と課題について議論する。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第15回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　まとめ、レポートの提出。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表20％、質疑応答20％、レポート60％で評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料のみならず授業で紹介した参考文献を用いて適宜復習すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

東北経済論特論、中小企業論特論など。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 631 -



■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

●　Nakano, T（edit）（2017）Japanese Management in Evolution, Routledge.
●　Tsuruta, D（2015）“Leverage and firm performance of small businesses”, Small Business Economics,
44（2）, 385 - 410.
●　Tsuruta, D（2019）“SME Policies as a Barrier to Growth of SMEs” , RIETI, RIETI Discussion Paper Series,
17-E-046.
●　Fukugawa, N（2018）” Division of Labor between Innovation Intermediaries for SMEs”， Journal of Small
Business Management, 56（S1）, 297 - 322.
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倉田　洋

国際経済論特論 I
Lecture in International EconomicsⅠ

■テーマ■テーマ

国際貿易の実証分析の方法と理論を学ぶ

■講義内容■講義内容

国際経済学は、国境を超える財・サービスおよび生産要素の移動に関する要因やその影響を考えることで、国家間で生じ
る経済現象を説明する学問です。国際経済論特論Ⅰでは、国際経済学の一分野である国際貿易のうち、貿易の要因に関す
る理論と実証分析に必要な方法を学びます。また、参加者による報告・議論・レポート作成を通じ、国際貿易における基
本概念を身に付けます。

■達成目標■達成目標

① 国際貿易理論の基本概念を理解し、説明できるようになる。
② 国際貿易の実証分析の方法について理解し、自分で分析ができるようになる。
③ 現実に見られる、国際貿易に関連する現象が起こる理由を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する。学部レベルのミク
ロ経済学、国際貿易理論の内容を復習する。
【授業内容】　イントロダクション；実証分析への招待
【事後学修】　第1回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第２回 【事前学修】　教科書の該当箇所（付録：データ分析の基礎）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　データ分析の基礎
【事後学修】　第2回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第３回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の決定要因）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の決定要因(1)
【事後学修】　第3回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第４回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の決定要因）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の決定要因(2)
【事後学修】　第4回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の決定要因）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の決定要因(3)
【事後学修】　第5回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所（産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　産業内貿易(1)
【事後学修】　第6回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第７回 【事前学修】　教科書の該当箇所（産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　産業内貿易(2)
【事後学修】　第7回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第８回 【事前学修】　教科書の該当箇所（産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　産業内貿易(3)
【事後学修】　第8回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第９回 【事前学修】　教科書の該当箇所（産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　産業内貿易(4)
【事後学修】　第9回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第10回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業の生産性と海外展開）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　企業の生産性と海外展開 (1)
【事後学修】　第10回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第11回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業の生産性と海外展開）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　企業の生産性と海外展開 (2)
【事後学修】　第11回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第12回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業の生産性と海外展開）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　企業の生産性と海外展開 (3)
【事後学修】　第12回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第13回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業の生産性と海外展開）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　企業の生産性と海外展開 (4)
【事後学修】　第13回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第14回 【事前学修】　これまでの授業内容について確認し、レポートのテーマを決定する。
【授業内容】　レポート作成作業
【事後学修】　第14回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第15回 【事前学修】　レポート報告の準備を行う。
【授業内容】　レポート提出・報告；授業内容の振り返り
【事後学修】　全授業内容について振り返り、自分の研究にフィードバックできるポイントを探す。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％），レポート（40％）を総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学・国際貿易理論の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近代経済学関連の授業科目。

■テキスト■テキスト

清田耕造・神事直人『実証から学ぶ国際経済』有斐閣，2017年。

■参考文献■参考文献

授業時に指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

授業スケジュールは、参加人数によって変更する可能性があります。
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倉田　洋

国際経済論特論 II
Lecture in International EconomicsⅡ

■テーマ■テーマ

国際貿易の理論と実証分析の方法を学ぶ

■講義内容■講義内容

国際経済学は、国境を超える財・サービスおよび生産要素の移動に関する要因やその影響を考えることで、国家間で生じ
る経済現象を説明する学問です。国際経済論特論Ⅱでは、国際経済学の一分野である国際貿易に焦点をあて、貿易の効果
と政策に関する理論と実証分析に必要な方法を学びます。また、参加者による報告・議論・レポート作成を通じ、国際貿
易における基本概念を身に付けます。

■達成目標■達成目標

① 国際貿易理論の基本概念を理解し、説明できるようになる。
② 国際貿易の実証分析の方法について理解し、自分で分析ができるようになる。
③ 現実に見られる、国際貿易に関連する現象が起こる理由を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する。学部レベルのミク
ロ経済学、国際貿易理論，国際経済論特論Ⅰの内容を復習する。教科書の該当箇所（付録：データ分析の基礎）
を予習する。
【授業内容】　イントロダクション；データ分析の基礎
【事後学修】　第1回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第２回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の効果）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の効果(1)
【事後学修】　第2回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第３回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の効果）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の効果(2)
【事後学修】　第3回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第４回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の効果）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の効果(3)
【事後学修】　第4回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易の効果）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易の効果(4)
【事後学修】　第5回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の基礎）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の基礎(1)
【事後学修】　第6回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第７回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の基礎）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の基礎(2)
【事後学修】　第7回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第８回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の基礎）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の基礎(3)
【事後学修】　第8回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第９回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の応用）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の応用(1)
【事後学修】　第9回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第10回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の応用）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　企業の生産性と海外展開 (2)
【事後学修】　第10回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第11回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の応用）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の応用 (3)
【事後学修】　第11回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第12回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の応用）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の応用 (4)
【事後学修】　第12回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第13回 【事前学修】　教科書の該当箇所（貿易政策の応用）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　貿易政策の応用 (5)
【事後学修】　第13回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第14回 【事前学修】　これまでの授業内容について確認し、レポートのテーマを決定する。
【授業内容】　レポート作成作業
【事後学修】　第14回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第15回 【事前学修】　レポート報告の準備を行う。
【授業内容】　レポート提出・報告；授業内容の振り返り
【事後学修】　全授業内容について振り返り、自分の研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％），レポート（40％）を総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学・国際貿易理論の復習をしておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近代経済学関連の授業科目。

■テキスト■テキスト

清田耕造・神事直人『実証から学ぶ国際経済』有斐閣，2017年。

■参考文献■参考文献

授業時に指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

授業スケジュールは、参加人数によって変更する可能性があります。
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伊鹿倉　正司

国際金融論特論 I（前期）
Lecture in International FinanceⅠ

■テーマ■テーマ

国際金融の理論分析

■講義内容■講義内容

従来、国際金融のマクロ的側面についてはマクロ経済学を基礎として、その応用としての為替相場決定、経常収支、国際
資本移動、そして国際政策協調の問題については開放マクロ経済学を分析の基礎としてきた。その開放マクロ経済学がミ
クロ的基礎を備え合わせるとともに、異時点間モデルのフレームワークに発展することによって、国際金融理論も同じ発
展の道を歩んでいる。2000 年代以降、金融政策が実物経済に及ぼす影響を考察することの重要性が認識される中、貨幣の
中立性が成立しえない短期的状況を想定して、価格の硬直性を考慮に入れた「新しい開放マクロ経済学」が国際金融の諸
問題を考察する際に取り入れられるようになっている。　本講義は、現在の国際金融に関わる諸問題を分析するにあたっ
て基礎となる諸理論を受講者が十分に理解することを目的としている。

■達成目標■達成目標

①基本となるいくつかの理論モデルについて説明することができるようになる。
②それらの理論モデルを用いて、国際金融に関わる諸問題を論理的に説明できるようになる。
③様々な実証研究の背景にある理論モデルを読み取り、実証結果の問題点を指摘できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　講義ガイダンス
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第２回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　国際通貨と国際通貨制度
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第３回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　為替相場と決定理論（1）―購買力平価、アセット・アプローチを中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第４回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　為替相場と決定理論（2）―マネタリー・アプローチを中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第５回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　経常収支の理論（1）―基本モデル（貯蓄・投資バランスモデルなど）を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第６回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　経常収支の理論（2）―消費平準化アプローチを中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第７回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　対外債務問題
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第８回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　国際資本移動
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第９回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　通貨危機（1）―第 1、第 2 世代モデルを中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第10回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　通貨危機（2）―第 3 世代モデルを中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第11回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　為替相場制度の選択
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第12回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　通貨統合の理論（1）―国際通貨論からのアプローチ―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第13回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　通貨統合の理論（2）―最適通貨理論を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第14回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　経済政策の国際協調（1）―政策協調の自律性を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

第15回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　経済政策の国際協調（2）―政策協調の非最適性を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、内容の定着を図る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポート（100点）により評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

普段から新聞、インターネットなどを用いて最新の情報に触れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

藤田誠一・小川英治編『国際金融理論』有斐閣、2008 年。

■参考文献■参考文献

特になし。
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伊鹿倉　正司

国際金融論特論 II
Lecture in International FinanceⅡ

■テーマ■テーマ

国際金融の現状・政策分析

■講義内容■講義内容

近年の国際金融の動きは、第1次世界大戦前の国際金本位制、第2次世界大戦後のブレトンウッズ体制における固定相場制
の時代とは比較にはならないほどめまぐるしく、理論分析や現状・政策分析において、従来の分析手法に代わる新たな枠
組みが必要となっている。　国際金融論特講Iでは国際金融の理論分析を取り扱う一方で、本講義では現状・政策分析に焦
点を当て、理論分析では十分に解明できていない問題についても意欲的に取り上げていきたい。

■達成目標■達成目標

①変動相場制移行から現代に至る国際金融の流れについて説明することができるようになる。
②国際金融の現実について、企業、金融機関・金融市場、国家（国際機関）のそれぞれのレベルでどのような対応が行わ
れてきたかを説明することができるようになる。
③自らの考えに基づき、国際金融の諸問題（例：グローバル・インバランスなど）に対する処方箋を提示することができ
るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　講義ガイダンス
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第２回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　グローバリゼーションと現代国際金融
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第３回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　変動相場制下のドルとアメリカの役割
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第４回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　現代国際金融と発展途上国
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第５回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　金融のグローバル化と EU
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第６回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　企業の国際財務活動の実際
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第７回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　グローバリゼーションと金融技術革新
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第８回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　金融業の国際的展開と金融規制（1）―多国籍銀行理論からのアプローチ―
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第９回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　金融業の国際的展開と金融規制（2）―バーゼル規制を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第10回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　東アジア金融危機と安定化の方策
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第11回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　人民元をめぐる国際通貨問題
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第12回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　国際通貨・金融の安定化（1）―国際通貨システムの多極化を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第13回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　国際通貨・金融の安定化（2）―国際金融システム改革を中心に―
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第14回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　グローバル・インバランス
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第15回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　政府系ファンドの実態
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポート（100点）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

普段から新聞、インターネットなどを用いて最新の情報に触れておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

田中素香・岩田健治編『現代国際金融』有斐閣、2008 年。

■参考文献■参考文献

特になし。
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篠崎　剛

経済発展論特論 I
Lecture in Economic DevelopmentⅠ

■テーマ■テーマ

経済成長の基礎

■講義内容■講義内容

経済発展論では経済学が考えてきた経済成長理論の基礎的な考え方を学びます。講義内容は、成長会計の考え方，ソロー
モデルによる経済成長の考え方，ラムゼーモデルによる合理的な個人を考慮した経済成長モデルの考え方である。

■達成目標■達成目標

経済成長の基本的な考え方を理解した上で、経済成長のメカニズムを理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　経済成長理論の考え方と生産関数（１）
【事後学修】　経済成長理論の考え方と生産関数の復習

第２回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　経済成長理論の考え方と生産関数（２）
【事後学修】　経済成長理論の考え方と生産関数の復習

第３回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　成長会計の考え方・使い方（１）
【事後学修】　成長会計の考え方の復習

第４回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　成長会計の考え方・使い方（２）
【事後学修】　成長会計の考え方の復習

第５回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　ソローの経済成長モデル（１）
【事後学修】　ソローの経済成長モデルの復習

第６回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト10章）
【授業内容】　ソローの経済成長モデル（２）
【事後学修】　ソローの経済成長モデルの復習

第７回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト15章）
【授業内容】　ラムゼーの経済成長モデル（１）
【事後学修】　ラムゼーの経済成長モデルの復習

第８回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト15章）
【授業内容】　ラムゼーの経済成長モデル（２）
【事後学修】　ラムゼーの経済成長モデルの復習

第９回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト15章）
【授業内容】　ラムゼーの経済成長モデル（３）
【事後学修】　ラムゼーの経済成長モデルの復習

第10回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト15章）
【授業内容】　ラムゼーの経済成長モデル（４）
【事後学修】　ラムゼーの経済成長モデルの復習

第11回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト18章）
【授業内容】　マルサスモデル（１）
【事後学修】　マルサスモデルの復習

第12回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト18章）
【授業内容】　マルサスモデル（２）
【事後学修】　マルサスモデルの復習

第13回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト18章）
【授業内容】　内生成長モデル（１）
【事後学修】　内生成長モデルの復習

第14回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト18章）
【授業内容】　内生成長モデル（２）
【事後学修】　内生成長モデルの復習

第15回 【事前学修】　テキストの熟読（テキスト18章）
【授業内容】　内生成長モデル（３）
【事後学修】　内生成長モデルの復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの内容と年数回のリポートの提出によって総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

齋藤誠　岩本康志　太田聰一　柴田章久『マクロ経済学』 ISBN 978-4-641-05372-4
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■参考文献■参考文献

必要に応じて資料を配布する。
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篠崎　剛

経済発展論特論 II
Lecture in Economic DevelopmentⅡ

■テーマ■テーマ

動学的最適化の習得

■講義内容■講義内容

この講義では経済発展を理解するために必要な数学的基礎を学習します。テキストに沿って，微分方程式，動学的最適化
について学び，ラムゼイモデルを使えるようになることを目標とします。

■達成目標■達成目標

動学的最適化を学ぶことで，自分でモデル分析をすることをできる力を身に着ける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト第1章の予習
【授業内容】　テキスト第1章 動学的な枠組みの概観
【事後学修】　第1章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト第2章の予習
【授業内容】　テキスト第2章　Ｎａｐｉｅｒ数，指数関数と自然対数（１）
【事後学修】　第2章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト第2章の予習
【授業内容】　テキスト第2章　Ｎａｐｉｅｒ数，指数関数と自然対数（２）
【事後学修】　第2章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト第3章の予習
【授業内容】　テキスト第3章　動学最適化問題（Ｐｏｎｔｒｙａｇｉｎの最大値原理）(１)
【事後学修】　第3章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト第3章の予習
【授業内容】　テキスト第3章　動学最適化問題（Ｐｏｎｔｒｙａｇｉｎの最大値原理）(２)
【事後学修】　第3章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト第3章の予習
【授業内容】　テキスト第3章　動学最適化問題（Ｐｏｎｔｒｙａｇｉｎの最大値原理）(３)
【事後学修】　第3章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト第4章の予習
【授業内容】　テキスト第4章　微分方程式の基礎(１)
【事後学修】　第4章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト第4章の予習
【授業内容】　テキスト第4章　微分方程式の基礎(２)
【事後学修】　第4章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト第5章の予習
【授業内容】　テキスト第5章　微分方程式の応用(１)
【事後学修】　第5章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト第5章の予習
【授業内容】　テキスト第5章　微分方程式の応用(２)
【事後学修】　第5章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト第6章の予習
【授業内容】　テキスト第6章　非線形関数の線形近似とその応用(１)
【事後学修】　第6章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト第6章の予習
【授業内容】　テキスト第6章　非線形関数の線形近似とその応用(２)
【事後学修】　第6章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト第7章の予習
【授業内容】　テキスト第7章　より標準的なＲａｍｓｅｙモデル(１)
【事後学修】　第7章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト第7章の予習
【授業内容】　テキスト第7章　より標準的なＲａｍｓｅｙモデル(２)
【事後学修】　第7章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト第8章の予習
【授業内容】　テキスト第8章　演習
【事後学修】　第8章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの内容と年数回のリポートの提出によって総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

全ての回での予習復習を必要とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

中田真佐男　『基礎から学ぶ動学マクロ経済学に必要な数学』，2011年，日本評論社，ISBN：978-4-535-55677-5
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■参考文献■参考文献

特になし
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小林　陽介

情報経済論特論 I
Lecture in The Information EconomyⅠ

■テーマ■テーマ

中央銀行デジタル通貨の可能性とリスク

■講義内容■講義内容

本科目では、近年注目を集め、実用化に向けた動きもみられる中央銀行デジタル通貨（CBDC）を取り上げ、その論点の把
握を試みます。今年度は、井上哲也『デジタル円』、木内登英『決定版デジタル人民元』の2冊を取り上げ、①CBDCが注目
されるようになった背景、②CBDCに関する各国の取組み、③CBDCが経済にもたらす可能性とリスク、の把握を目指しま
す。

■達成目標■達成目標

①CBDCが注目されるようになった経緯を説明できる。
②各国のCBDCに関する取り組みの現状を説明できる。
③CBDCが経済や社会にもたらしうる可能性とリスクについて論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法についてよく理解しておく。
【授業内容】オリエンテーション、リブラの衝撃と金融当局の対応
【事後学修】CBDCについてインターネットで検索し、どのような論点があるかを把握しておく。

第２回 【事前学修】教科書①第2章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】主要国の中央銀行によるデジタル通貨の取り組み―中国
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第３回 【事前学修】教科書①第3章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】主要国の中央銀行によるデジタル通貨の取り組み―欧州＜その1＞
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第４回 【事前学修】教科書①第4章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】主要国の中央銀行によるデジタル通貨の取り組み―欧州＜その2＞
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第５回 【事前学修】教科書①第5章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】中央銀行によるデジタル通貨発行の基本的発想
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第６回 【事前学修】教科書①第6章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】中央銀行がデジタル通貨の発行に関わることの蓋然性
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第７回 【事前学修】教科書①第7章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】二段階アプローチによる中央銀行デジタル通貨の導入
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第８回 【事前学修】教科書①第8章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】経済政策に対する影響
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第９回 【事前学修】教科書①第9章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】日本にとっての中央銀行デジタル通貨の意義
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第10回 【事前学修】教科書②第1章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】世界を震撼させる「デジタル人民元」
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第11回 【事前学修】教科書②第2章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】デジタル人民元は米国の金融覇権への挑戦
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第12回 【事前学修】教科書②第3章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】米中対立から新冷戦構造へ
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第13回 【事前学修】教科書②第4章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】中国で進むプラットフォーマーへの統制強化
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第14回 【事前学修】教科書②第4章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】世界で動き出す中銀デジタル通貨構想
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第15回 【事前学修】教科書②第6章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】2030年金融市場・金融ビジネスの予想図
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告の完成度（40%）、ディスカッションへの貢献度（20％）、レポート（40%）で総合的に評価する。
半期で3回以上欠席した場合は、単位の修得資格を失う。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 645 -



■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①理解を深めるために、授業の前に教科書の該当ページを必ず読んでおくこと。その際、「興味を持った箇所」と「疑問
に感じた箇所」とに分けて線を引き、そのように感じた理由を考えてください。合わせて、わからない単語・箇所をまと
めます。
②テレビや新聞等各種メディアから世界の金融や経済の動きを常にチェックするよう意識すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

各自の関心に応じて幅広く履修し、視野を広げておくこと。

■テキスト■テキスト

教科書①：井上哲也『デジタル円』日経BP、2020年。
教科書②：木内登英『決定版デジタル人民元』東洋経済新報社、2021年。

■参考文献■参考文献

参考文献は、授業中に適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

①初回授業で受講方法に関する詳しい説明をするので履修希望者は必ず出席すること。
②オフィス・アワー等については開講時に指示する。
③授業中にWebで検索したりGoogleのドキュメントやスライドを編集するため、毎回必ずパソコンを持参すること。
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小林　陽介

情報経済論特論 II
Lecture in The Information EconomyⅡ

■テーマ■テーマ

巨大IT企業をめぐる論点

■講義内容■講義内容

本科目では、ビッグテックやプラットフォーマーと呼ばれ、近年特に注目を集める巨大IT企業を取り上げ、その論点の把
握を試みます。今年度は、夏目啓二編『GAFAM支配と民主的規制』、ジョシュ・ホウリー『ビッグテック5社を解体せよ』
の2冊を取り上げ、①巨大IT企業が急成長した背景、②巨大IT企業が経済社会に与えた影響、③巨大IT企業に対する懸念、
の把握を目指します。

■達成目標■達成目標

①巨大IT企業が急成長した背景を説明することができる。
②巨大IT企業が経済社会に与えた影響を論じることができる。
③巨大IT企業に対する社会や政治の懸念について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法についてよく理解しておく。
【授業内容】オリエンテーション、ＧＡＦＡＭ支配と民主的規制
【事後学修】ビッグテックおよびプラットフォーマーについてインターネットで検索し、どのような論点がある
かを把握しておく。

第２回 【事前学修】教科書①第1章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】ＡＩの歴史的意義と資本主義的充用
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第３回 【事前学修】教科書①第2章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】「市場の両面性」とデジタルプラットフォーム
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第４回 【事前学修】教科書①第3章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】巨大デジタルプラットフォームの実態と規制の必要性
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第５回 【事前学修】教科書①第4章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】米中デジタル覇権競争と中国ＩＴ企業規制
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第６回 【事前学修】教科書①第5章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】「ギグエコノミー」と労働・雇用問題
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第７回 【事前学修】教科書①第6章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】経済の二重構造としてのプラットフォームビジネス
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第８回 【事前学修】教科書①第7章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】アマゾンにみるネット通販の成長と民主的規制
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第９回 【事前学修】教科書①第8章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】アマゾンのネット通販事業の競争優位と問題点
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第10回 【事前学修】教科書②第1章と第2章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理してお
く。
【授業内容】独占の復活、泥棒男爵たち
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第11回 【事前学修】教科書②第3章と第4章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理してお
く。
【授業内容】最後の共和主義者、大企業優先自由主義の大勝利
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第12回 【事前学修】教科書②第5章と第6章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理してお
く。
【授業内容】依存症に苦しむアメリカ、反社会的メディア
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第13回 【事前学修】教科書②第7章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理しておく。
【授業内容】検閲担当者たち
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第14回 【事前学修】教科書②第8章と第9章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理してお
く。
【授業内容】新しい世界秩序、不正操作されているワシントン
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。

第15回 【事前学修】教科書②第10章と第11章をよく読み、わからなかった箇所・疑問に感じたこと・感想を整理してお
く。
【授業内容】私たち一人ひとりにできること、新しい政治
【事後学修】ディスカッションの内容について整理しておく。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告の完成度（40%）、ディスカッションへの貢献度（20％）、レポート（40%）で総合的に評価する。
半期で3回以上欠席した場合は、単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①理解を深めるために、授業の前に教科書の該当ページを必ず読んでおくこと。その際、「興味を持った箇所」と「疑問
に感じた箇所」とに分けて線を引き、そのように感じた理由を考えてください。合わせて、わからない単語・箇所をまと
めます。
②テレビや新聞等各種メディアから世界の経済や金融の動きを常にチェックするよう意識すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

各自の関心に応じて幅広く履修し、視野を広げておくこと。

■テキスト■テキスト

教科書①：夏目啓二編『GAFAM支配と民主的規制』学習の友社、2022年。
教科書②：ジョシュ・ホウリー（古村治彦訳）『ビッグテック5社を解体せよ』徳間書店、2021年。

■参考文献■参考文献

参考文献は、授業中に適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

①初回授業で受講方法に関する詳しい説明をするので履修希望者は必ず出席すること。
②オフィス・アワー等については開講時に指示する。
③授業中にWebで検索したりGoogleのドキュメントやスライドを編集するため、毎回必ずパソコンを持参すること。
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谷　達彦

財政学特論 A-I
Lecture in Public FinanceA- I

■テーマ■テーマ

日本財政の課題と改革

■講義内容■講義内容

受講生の報告と議論を通して、日本財政の課題と改革に関する近年の研究成果を検討し、日本財政の理解を深める

■達成目標■達成目標

近年の研究成果を踏まえて、日本財政の課題と改革について論じることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第２回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第1章　研究の問い
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第３回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第2章　先行研究
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第４回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第3章　分析枠組み
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第５回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキスト第一部（第1章から第3章）のまとめと議論
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第６回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第4章　自民党単独政権期の税制過程
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第７回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第5章　連立政権期の税制過程
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第８回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第6章　第一次自公連立政権Ⅰ
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第９回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第7章　第一次自公連立政権Ⅱ
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第10回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第8章　民主党政権と第二次自公連立政権
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第11回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキスト第4章から第8章のまとめと議論
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第12回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第9章　諸外国比較と結論（9.1～9.2）
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第13回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　第9章　諸外国比較と結論（9.3）
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第14回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキスト第1章から第9章のまとめと議論
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第15回 【事前学修】　レポートを作成し、報告の準備をする
【授業内容】　レポート報告と議論
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および議論への貢献（50％）、レポート（50％）により評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストや関連文献を読み、報告資料を作るなどの報告および議論に必要な準備をする

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅱ

■テキスト■テキスト

田中雅子『増税の合意形成　連立政権時代の政党間競争と協調』日本評論社、2022年 ISBN：978-4535525894
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■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜指示する
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谷　達彦

財政学特論 A-II
Lecture in Public FinanceA- Ⅱ

■テーマ■テーマ

財政制度・改革の国際比較

■講義内容■講義内容

受講生の報告と議論を通して、外国の財政に関する近年の研究成果を検討し、外国の財政の理解を深めるとともに国際比
較の視点から日本財政の制度や改革について理解を深める

■達成目標■達成目標

外国の財政と日本財政の比較を踏まえて、日本財政の制度と改革について論じることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第２回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論 1. Government at a Glance
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第３回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　2. How We Got Here, Why It Mattersと3. The Challenge
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第４回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　4. Termites and Wolves
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第５回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　5. Solving the Debt Problem Fairly
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第６回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　6. The Politics of Deficits, the Deficits of Politics
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第７回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　7. Reforming Healthcare
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第８回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　8. Saving Social Security
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第９回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　9. Investing in People
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第10回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　10. Investing for Growth and Security
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第11回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　11. Taxing People
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第12回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　12. Taxing Business
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第13回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　13. Taxing Consumption
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第14回 【事前学修】　テキストを読み、報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　テキストの報告と議論　14. Improving the Environmental Outlook
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第15回 【事前学修】　レポートを作成し、報告の準備をする
【授業内容】　レポート報告と議論
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および議論への貢献（50％）、レポート（50％）により評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストや関連文献を読み、報告資料を作るなどの報告および議論に必要な準備をする

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅰ

■テキスト■テキスト

Gale, William G. （2019） Fiscal Therapy: Curing America’s Debt Addiction and Investing in the Future. New
York: Oxford University Press. ISBN: 9780190645410
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■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜指示する
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佐藤　滋

財政学特論 B-I
Lecture in Public FinanceB- I

■テーマ■テーマ

国際比較の中の福祉国家

■講義内容■講義内容

比較福祉国家論に関する学術論文を英語で読み、福祉国家や福祉政策の現状、福祉国家に対する支持・不支持をめぐる問
題について、国際比較の観点から理解を深める。各回で英語論文を1本読み、ディスカッション形式で講義を進める。

■達成目標■達成目標

①比較福祉国家論の動向を理解することができる
②福祉政策の現状について、国際比較の観点から深めることができる
③福祉国家に対する支持・不支持をめぐる問題について理解を深めることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業に備える
【授業内容】　授業内容の紹介
【事後学修】　授業の振り返り（1）

第２回 【事前学修】　報告・議論の準備（1）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（1）
【事後学修】　授業の振り返り（2）

第３回 【事前学修】　報告・議論の準備（2）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（2）
【事後学修】　授業の振り返り（3）

第４回 【事前学修】　報告・議論の準備（3）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（3）
【事後学修】　授業の振り返り（4）

第５回 【事前学修】　報告・議論の準備（4）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（4）
【事後学修】　授業の振り返り（5）

第６回 【事前学修】　報告・議論の準備（5）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（5）
【事後学修】　授業の振り返り（6）

第７回 【事前学修】　報告・議論の準備（6）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（6）
【事後学修】　授業の振り返り（7）

第８回 【事前学修】　報告・議論の準備（7）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（7）
【事後学修】　授業の振り返り（8）

第９回 【事前学修】　報告・議論の準備（8）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（8）
【事後学修】　授業の振り返り（9）

第10回 【事前学修】　報告・議論の準備（9）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（9）
【事後学修】　授業の振り返り（10）

第11回 【事前学修】　報告・議論の準備（10）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（10）
【事後学修】　授業の振り返り（11）

第12回 【事前学修】　報告・議論の準備（11）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（11）
【事後学修】　授業の振り返り（12）

第13回 【事前学修】　報告・議論の準備（12）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（12）
【事後学修】　授業の振り返り（13）

第14回 【事前学修】　報告・議論の準備（13）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（13）
【事後学修】　授業の振り返り（14）

第15回 【事前学修】　報告・議論の準備（14）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（14）
【事後学修】　授業の振り返り（15）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメによる発表（50％）、ディスカッション（50％）により総合的に評価する。レジュメ、ディスカッションによ
り、達成目標①、②、③の達成度を確認する。レジュメの評価基準：記述の適切さ（100％）、ディスカッションの評価基
準：議論内容の適切性（50％）、発言回数（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生は、指定された英語論文の輪読、レジュメの作成を行う必要がある。統計学に関する基本的な知識があることが望
ましい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅰ、Ａ－Ⅱ

■テキスト■テキスト

文献は授業内で配布する

■参考文献■参考文献

適宜、紹介する
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佐藤　滋

財政学特論 B-II
Lecture in Public FinanceB- II

■テーマ■テーマ

国際比較の中の福祉国家

■講義内容■講義内容

比較福祉国家論に関する学術論文を英語で読み、福祉国家や福祉政策の現状、福祉国家に対する支持・不支持をめぐる問
題について、国際比較の観点から理解を深める。各回で英語論文を1本読み、ディスカッション形式で講義を進める。

■達成目標■達成目標

①比較福祉国家論の動向を理解することができる
②福祉政策の現状について、国際比較の観点から深めることができる
③福祉国家に対する支持・不支持をめぐる問題について理解を深めることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業に備える
【授業内容】　授業内容の紹介
【事後学修】　授業の振り返り（1）

第２回 【事前学修】　報告・議論の準備（1）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（1）
【事後学修】　授業の振り返り（2）

第３回 【事前学修】　報告・議論の準備（2）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（2）
【事後学修】　授業の振り返り（3）

第４回 【事前学修】　報告・議論の準備（3）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（3）
【事後学修】　授業の振り返り（4）

第５回 【事前学修】　報告・議論の準備（4）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（4）
【事後学修】　授業の振り返り（5）

第６回 【事前学修】　報告・議論の準備（5）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（5）
【事後学修】　授業の振り返り（6）

第７回 【事前学修】　報告・議論の準備（6）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（6）
【事後学修】　授業の振り返り（7）

第８回 【事前学修】　報告・議論の準備（7）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（7）
【事後学修】　授業の振り返り（8）

第９回 【事前学修】　報告・議論の準備（8）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（8）
【事後学修】　授業の振り返り（9）

第10回 【事前学修】　報告・議論の準備（9）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（9）
【事後学修】　授業の振り返り（10）

第11回 【事前学修】　報告・議論の準備（10）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（10）
【事後学修】　授業の振り返り（11）

第12回 【事前学修】　報告・議論の準備（11）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（11）
【事後学修】　授業の振り返り（12）

第13回 【事前学修】　報告・議論の準備（12）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（12）
【事後学修】　授業の振り返り（13）

第14回 【事前学修】　報告・議論の準備（13）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（13）
【事後学修】　授業の振り返り（14）

第15回 【事前学修】　報告・議論の準備（14）
【授業内容】　受講生による報告、文献をもとにしたディスカッション（14）
【事後学修】　授業の振り返り（15）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レジュメによる発表（50％）、ディスカッション（50％）により総合的に評価する。レジュメ、ディスカッションによ
り、達成目標①、②、③の達成度を確認する。レジュメの評価基準：記述の適切さ（100％）、ディスカッションの評価基
準：議論内容の適切性（50％）、発言回数（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生は、指定された英語論文の輪読、レジュメの作成を行う必要がある。統計学に関する基本的な知識があることが望
ましい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅰ、Ａ－Ⅱ、財政学特論Ｂ－Ⅰ

■テキスト■テキスト

文献は授業内で配布する

■参考文献■参考文献

適宜、紹介する
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倉田　洋

経済政策論特論 I
Lecture in Economic Policy I

■テーマ■テーマ

産業政策の理解

■講義内容■講義内容

この授業では、ミクロ経済学を応用し、経済政策の効果を分析する方法を学びます。経済政策のうち、独占禁止や垂直的
取引制限などの産業政策に焦点を当て、政策についてのモデル化の方法を学びます。また、参加者による報告・議論・レ
ポート作成を通じ、参加者自身の興味あるテーマについて、理論的・実証的分析を行う力を身につけます。

■達成目標■達成目標

① 産業政策について理解し、その意図と効果を説明できるようになる。
② 産業政策のモデル化の方法について理解するとともに、実際に理論モデルを用いて、論理的説明・具体的提言ができる
ようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する。学部レベルのミク
ロ経済学、国際貿易理論の内容を復習する。
【授業内容】　イントロダクション；数学的知識の確認
【事後学修】　第1回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第２回 【事前学修】　教科書の該当箇所（消費者と生産者）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　消費者と生産者
【事後学修】　第2回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第３回 【事前学修】　教科書の該当箇所（完全競争と独占）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　完全競争と独占(1)
【事後学修】　第3回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第４回 【事前学修】　教科書の該当箇所（完全競争と独占）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　完全競争と独占(2)
【事後学修】　第4回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所（寡占）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　寡占(1)
【事後学修】　第5回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所（寡占）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　寡占(2)
【事後学修】　第6回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第７回 【事前学修】　教科書の該当箇所（参入とコンテスタブル市場）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　参入とコンテスタブル市場
【事後学修】　第7回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第８回 【事前学修】　教科書の該当箇所（市場画定と市場構造）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　市場画定と市場構造
【事後学修】　第8回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第９回 【事前学修】　教科書の該当箇所（カルテル）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　カルテル(1)
【事後学修】　第9回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第10回 【事前学修】　教科書の該当箇所（カルテル）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　カルテル(2)
【事後学修】　第10回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートのテーマについて
考えておく。

第11回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業結合）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　企業結合(1)
【事後学修】　第11回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第12回 【事前学修】　教科書の該当箇所（企業結合）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　企業結合(2)
【事後学修】　第12回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第13回 【事前学修】　教科書の該当箇所（垂直的取引制限）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　垂直的取引制限(1)
【事後学修】　第13回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第14回 【事前学修】　教科書の該当箇所（垂直的取引制限）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　垂直的取引制限(2)
【事後学修】　第14回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。レポートを作成する。

第15回 【事前学修】　レポート報告の準備を行う。
【授業内容】　レポート提出・報告；授業内容の振り返り
【事後学修】　全授業内容について振り返り、自分の研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（60％），レポート（40％）を総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学・産業組織論の復習をしておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱ，産業組織論特論Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

小田切宏之『産業組織論　理論・戦略・政策を学ぶ』有斐閣，2019年。

■参考文献■参考文献

授業時に指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

授業スケジュールは、参加人数によって変更する可能性があります。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 658 -



舟島　義人

経済政策論特論 II
Lecture in Economic Policy Ⅱ

■テーマ■テーマ

マクロ経済政策

■講義内容■講義内容

この授業では、マクロ経済政策（金融政策や財政政策）の実証手法として多用される時系列分析の基礎を学習する。

■達成目標■達成目標

マクロ経済政策の効果を計測するために必須となる基本的な考え方を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にシラバスに目を通し、授業内容を確認
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第２回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Linear VAR Processes
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第３回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Estimation of VAR Models
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第４回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Vector Error Correction Models
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第５回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Structural Impulse Responses
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第６回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Forecast Error Variance Decompositions, Historical Decompositions
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第７回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　The Relationship between VAR Models and Traditional Dynamic Simultaneous Equations
Models
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第８回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　The Relationship between VAR Models and DSGE Models
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第９回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　A Historical Perspective on Causal Inference in Macroeconometrics（１）Granger
Causality Tests
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第10回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　A Historical Perspective on Causal Inference in Macroeconometrics（２）The Narrative
Approach
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第11回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Identification by Short-Run Restrictions（１）Monetary Policy
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第12回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Identification by Short-Run Restrictions（２）Fiscal Policy
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第13回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Identification by Long-Run Restrictions
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第14回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　Identification by Sign Restrictions
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

第15回 【事前学修】　学習内容の該当項目を予習
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業において理解が不十分であった点を復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表（100%）で評価します。
テキストの理解度を基準に評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、経済数学、計量経済学の復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論、マクロ経済学特論
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■テキスト■テキスト

Lutz Kilian and Helmut Lutkepohl, Structural Vector Autoregressive Analysis, Cambridge University Press, 2017

■参考文献■参考文献

開講時にアナウンスします。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開します。
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黒坂　愛衣

社会政策論特論 I
Lecture in Social Policy I

■テーマ■テーマ

差別をめぐる交差性（intersectionality）および複合差別（multiple forms of discrimination）の概念を理解する。

■講義内容■講義内容

差別をめぐる交差性（intersectionality）および複合差別（multiple forms of discrimination）に関する日本語および
英語による先行研究を読む（なにを取り上げるかについては指定した文献のなかから受講者と相談して決定する）。受講
者による報告、または輪読形式とする。

■達成目標■達成目標

（１）「交差性」「複合差別」の概念について理解できるようになる。
（２）複数の抑圧が交差する状況について、日本の具体的な事例について知識をもち思考できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおく
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　配布資料の概要を確認する

第２回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　担当教員による報告
【事後学修】　報告および議論を復習する

第３回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第４回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第５回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論３
【事後学修】　報告および議論を復習する

第６回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論４
【事後学修】　報告および議論を復習する

第７回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者よる報告と議論５
【事後学修】　報告および議論を復習する

第８回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者よる報告と議論６
【事後学修】　報告および議論を復習する

第９回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論７
【事後学修】　報告および議論を復習する

第10回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論８
【事後学修】　報告および議論を復習する

第11回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論９
【事後学修】　報告および議論を復習する

第12回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１０
【事後学修】　報告および議論を復習する

第13回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第14回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第15回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１３
【事後学修】　報告および議論を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標について総合的に評価する。報告（70％），議論への参加（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の授業で文献の指定の範囲を読んでくること。また、担当報告の準備。また、関連する文献を読むことを習慣づけ，
常に思考をめぐらせること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。シラバス執筆時点では下記３点が候補である。
熊本理抄『被差別部落女性の主体性形成に関する研究』（2020、解放出版社）、徐阿貴『在日朝鮮人女性による「下位の
対抗的な公共圏」―大阪における夜間中学を核とした運動』（2012、お茶の水書房）、Crenshaw, K., “Demarginalizing
the Intersection of Race and Sex: A Black Feminist Critique of Anti-Discrimination Doctrine, Feminist Theory
and Anti-Racist Politics,” The University of Chicago Legal Forum 140:Vol.1989, Article 8.
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黒坂　愛衣

社会政策論特論 II
Lecture in Social Policy II

■テーマ■テーマ

差別をめぐる交差性（intersectionality）および複合差別（multiple forms of discrimination）の概念を理解し、議論
のなかで使えるようになる。

■講義内容■講義内容

差別をめぐる交差性（intersectionality）および複合差別（multiple forms of discrimination）に関する日本語および
英語による先行研究を読み、ディスカッションを行なう（なにを取り上げるかについては指定した文献のなかから受講者
と相談して決定する）。受講者による報告、または輪読形式とする。前期「社会政策論特論Ⅰ」の続きとして開講する。

■達成目標■達成目標

（１）「交差性」「複合差別」の概念について理解し、議論のなかで使えるようになる。
（２）複数の抑圧が交差する状況について、日本の具体的な事例について知識をもち思考できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおく
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　配布資料の概要を確認する

第２回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　担当教員による報告
【事後学修】　報告および議論を復習する

第３回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第４回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第５回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論３
【事後学修】　報告および議論を復習する

第６回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論４
【事後学修】　報告および議論を復習する

第７回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者よる報告と議論５
【事後学修】　報告および議論を復習する

第８回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者よる報告と議論６
【事後学修】　報告および議論を復習する

第９回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論７
【事後学修】　報告および議論を復習する

第10回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論８
【事後学修】　報告および議論を復習する

第11回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論９
【事後学修】　報告および議論を復習する

第12回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１０
【事後学修】　報告および議論を復習する

第13回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第14回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第15回 【事前学修】　先行研究の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１３
【事後学修】　報告および議論を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標について総合的に評価する。報告（70％），議論への参加（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の授業で文献の指定の範囲を読んでくること。また、担当報告の準備。また、関連する文献を読むことを習慣づけ，
常に思考をめぐらせること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「社会政策論特論Ⅰ」

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。シラバス執筆時点では下記３点が候補である。
熊本理抄『被差別部落女性の主体性形成に関する研究』（2020、解放出版社）、徐阿貴『在日朝鮮人女性による「下位の
対抗的な公共圏」―大阪における夜間中学を核とした運動』（2012、お茶の水書房）、Crenshaw, K., “Demarginalizing
the Intersection of Race and Sex: A Black Feminist Critique of Anti-Discrimination Doctrine, Feminist Theory
and Anti-Racist Politics,” The University of Chicago Legal Forum 140:Vol.1989, Article 8.
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熊沢　由美

社会保障論特論 I
Lecture in SocialSecurity Ⅰ

■テーマ■テーマ

社会保障の基礎

■講義内容■講義内容

テキストを用いて、社会保障の概念や制度体系など、基礎的なことについて学びます。

■達成目標■達成目標

社会保障の基礎的な知識を身につけること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおくこと。
【授業内容】　授業の進め方について
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の概念と範囲
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の理念の発達
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　欧米における社会保障の歴史（1）救貧法
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　欧米における社会保障の歴史（2）社会保険
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　欧米における社会保障の歴史（3）ナショナルミニマム
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　欧米における社会保障の歴史（4）福祉国家
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　日本における社会保障の歴史（1）戦前
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　日本における社会保障の歴史（2）戦後
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の制度体系
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の方法
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の給付構造
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の財源
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会保障の行政
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第15回 【事前学修】　第 1 回～第14回のノートを読んでおくこと。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告 80％、議論への参加状況 20％ で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日常的に、社会保障に関連するニュースや新聞記事に関心をもって目を通すよう心がけてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

阿部裕二・熊沢由美編『社会保障』弘文堂、2023年を予定しています。
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■参考文献■参考文献

田多英範『日本社会保障制度成立史論』光生館、2009 年、など、必要に応じて指示します。
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熊沢　由美

社会保障論特論 II
Lecture in Social SecurityⅡ

■テーマ■テーマ

現代日本の社会保障

■講義内容■講義内容

テキストを用いて、日本の社会保障について学びます。

■達成目標■達成目標

①日本の社会保障の制度を把握し、何が問題になっているのかを理解すること。
②社会保障の制度改革や今後の方向性について、自分の意見をもてるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおくこと。
【授業内容】　授業の進め方について
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　年金保険（1）近年の公的年金改革と現行制度の仕組み
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　年金保険（2）公的年金制度の体系と概要
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　医療保険（1）近年の医療保険改革と医療保険の仕組み
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　医療保険（2）医療保険制度の概要
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　公衆衛生
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　介護保険（1）介護保険制度の概要
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　介護保険（2）介護保険をめぐる諸問題
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　雇用保険（1）雇用保険制度の概要
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　雇用保険（2）雇用保険をめぐる諸問題
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　労働者災害補償保険（1）労働者災害補償保険の概要
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　労働者災害補償保険（2）労働者災害補償保険をめぐる諸問題
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　公的扶助
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会福祉
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　社会手当
【事後学修】　授業の内容をノートにまとめておくこと。まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告 80％、議論への参加状況 20％ で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日常的に、社会保障に関連するニュースや新聞記事に関心をもって目を通すよう心がけてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

阿部裕二・熊沢由美編『社会保障』弘文堂、2023年を予定しています。
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■参考文献■参考文献

田多英範『日本社会保障制度成立史論』光生館、2009 年、など、必要に応じて指示します。
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佐藤　康仁

加齢経済論特論 I
Lecture in Economicsl of AgingⅠ

■テーマ■テーマ

高齢化の経済分析

■講義内容■講義内容

人口変動と経済の相互依存関係について講義する。

■達成目標■達成目標

人口高齢化のメカニズムと人口高齢化が経済・財政・社会保障に及ぼす影響を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する
【授業内容】　加齢経済論特論Ⅰの授業内容と進め方
【事後学修】　授業内容、達成目標等をあらためて確認する

第２回 【事前学修】　加藤（2001）序章を予習する
【授業内容】　人口変動や経済成長のとらえかた、人口統計指標の基礎知識
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第３回 【事前学修】　加藤（2001）第1章（pp.21-32）を予習する
【授業内容】　人口変動の経済学（1）人口の原理、適度人口論
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第４回 【事前学修】　加藤（2001）第1章（pp.32-44）を予習する
【授業内容】　人口変動の経済学（2）出生力分析
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第５回 【事前学修】　加藤（2001）第2章（pp.49-54）を予習する
【授業内容】　出生行動のミクロ経済学（1）子どもの数と効用最大化問題
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第６回 【事前学修】　加藤（2001）第2章（pp.54-60）を予習する
【授業内容】　出生行動のミクロ経済学（2）質・量モデルによる子ども需要
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第７回 【事前学修】　加藤（2001）第3章を予習する
【授業内容】　経済成長と人口変動
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第８回 【事前学修】　加藤（2001）第4章を予習する
【授業内容】　結婚の経済学
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第９回 【事前学修】　加藤（2001）第5章を予習する
【授業内容】　データで見る人口変動と経済成長
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第10回 【事前学修】　加藤（2001）第6章（pp.199-209）を予習する
【授業内容】　出生・結婚と労働供給（1）出生と結婚
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第11回 【事前学修】　加藤（2001）第6章（pp.209-218）を予習する
【授業内容】　出生・結婚と労働供給（2）女子労働市場
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第12回 【事前学修】　加藤（2001）第6章（pp.218-225）を予習する
【授業内容】　出生・結婚と労働供給（3）女性の労働供給と出生行動
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第13回 【事前学修】　加藤（2001）第7章（pp.237-251）を予習する
【授業内容】　少子高齢化とマクロ経済（1）人口変動と経済成長経路への影響
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第14回 【事前学修】　加藤（2001）第7章（pp.251-260）を予習する
【授業内容】　少子高齢化とマクロ経済（2）少子高齢化と財政・社会保障
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第15回 【事前学修】　授業レポート報告の準備を行う
【授業内容】　授業レポートの提出・報告
【事後学修】　全授業内容を振り返り、ポイントをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業での予習状況や発表内容（100％）
＊具体的な評価基準は開講時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、十分な予習と復習が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

加齢経済論特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

加藤久和『人口経済学入門』（日本評論社、2001年）ISBN:9784535552395
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■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介します。
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佐藤　康仁

加齢経済論特論 II
Lecture in l Economics of AgingⅡ

■テーマ■テーマ

世代会計（Generational Accounting）

■講義内容■講義内容

世代会計の基本的な考え方と推計の方法、推計結果などについて学ぶ。

■達成目標■達成目標

世代会計の基本的な考え方を理解し、その推計結果について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する
【授業内容】　加齢経済論特論Ⅱの授業内容と進め方
【事後学修】　授業内容、達成目標等をあらためて確認する

第２回 【事前学修】　島澤（2013）第1章を予習する
【授業内容】　世代間格差問題の背景
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第３回 【事前学修】　島澤（2013）第2章を予習する
【授業内容】　世代会計とは何か
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第４回 【事前学修】　島澤（2013）第3章を予習する
【授業内容】　世代会計でみる世代間格差の実態
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第５回 【事前学修】　島澤（2013）第4章を予習する
【授業内容】　世代間格差の原因を探る
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第６回 【事前学修】　島澤（2013）第5章を予習する
【授業内容】　シナリオ分析
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第７回 【事前学修】　島澤（2013）第6章を予習する
【授業内容】　生涯純負担率の推計
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第８回 【事前学修】　水谷（2018）第1章を予習する
【授業内容】　世代会計の手法面の展開と類型
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第９回 【事前学修】　水谷（2018）第2章を予習する
【授業内容】　世代会計の基本推計
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第10回 【事前学修】　水谷（2018）第3章を予習する
【授業内容】　世代会計における受益・負担の世代間分配手法の頑健性の検証
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第11回 【事前学修】　水谷（2018）第4章を予習する
【授業内容】　遺産を考慮した世代間格差の分析
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第12回 【事前学修】　水谷（2018）第5章を予習する
【授業内容】　財政危機を考慮した世代会計の分析
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第13回 【事前学修】　授業でとりあげる論文について精読する
【授業内容】　最新の世代会計研究論文のサーベイ（1）
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第14回 【事前学修】　授業でとりあげる論文について精読する
【授業内容】　最新の世代会計研究論文のサーベイ（2）
【事後学修】　授業内容を授業のノートや資料等を活用して復習する

第15回 【事前学修】　授業レポート報告の準備を行う
【授業内容】　授業レポートの提出・報告
【事後学修】　全授業内容を振り返り、ポイントをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業での予習状況や発表内容（100％）
＊具体的な評価基準は開講時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、十分な予習と復習が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

加齢経済論特論Ⅰ
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■テキスト■テキスト

（1）島澤諭『世代会計入門』（日本評論社、2013年）ISBN:9784535557253
（2）水谷剛『日本財政における世代間格差の評価―世代会計の手法を拡張した分析』（関西学院大学出版会、2018
年）ISBN:9784862832689

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介します。
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谷　祐可子

環境経済論特論 I
Lecture in Environmental EconomicsV

■テーマ■テーマ

環境と経済の関わりについて理解する

■講義内容■講義内容

『環境科学』（Enger & Smith, 2012）のテキストを用いて、環境と経済の関わりについて理解を深めます。「相互性」を
キーワードに、各種の経済活動と関わりのある生態系に関する基本的な知識や、人間による活動と環境との関係について
学んでいきます。

■達成目標■達成目標

①生態系のしくみと経済との関連について概略的に把握できる。
②人間の暮らしを支える各種の経済活動がもたらす環境影響について理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業内容について概ね把握しておきます。日本における環境問題と経済活動の
関係に関する情報を収集します。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業の内容を振り返り、授業のテーマと進め方に関する理解を深めます。

第２回 【事前学修】　教材を読み、相互性、および環境倫理について調査します。
【授業内容】　Environmental Interrelationships（環境面での相互性 ）および　Environmental Ethics（環境
倫理）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、相互性、および環境倫理に関する具体例などの必要な調査研究を行なっ
て理解を深めます。

第３回 【事前学修】　教材を読み、環境リスクについて調査します。
【授業内容】　Environmental Risk: economics， assessment and management（環境リスク）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、環境リスクに関して論文検索するなど必要な調査研究を行なって理解を
深めます。

第４回 【事前学修】　教材を読み、相互性の科学的原則、および相互作用について調査します。
【授業内容】　Interrelated Scientific Principles: matter, energy and environment（相互に関係する科学
原則）および Interactions: environments and organisms（相互作用）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、相互性の科学的原則、および相互作用に関する具体例などの必要な調査
研究を行なって理解を深めます。

第５回 【事前学修】　教材を読み、生態系と群集について調査します。
【授業内容】　Kinds of Ecosystems and Communities（生態系と群集の種類）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、生態系と群集に関する具体例などの必要な調査研究を行なって理解を深
めます。

第６回 【事前学修】　教材を読み、個体群・個体数・人口について調査します。
【授業内容】　Populations: characteristics and issues（個体数・人口）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、個体群・個体数・人口に関する具体例などの必要な調査研究を行なって
理解を深めます。

第７回 【事前学修】　教材を読み、エネルギーと文明、およびエネルギーの種類について調査します。
【授業内容】　Energy and Civilization: patterns of consumption（エネルギーと文明）および　
Nonrenewable Energy Sources（枯渇性のエネルギー源）および Renewable Energy Sources（再生可能なエネル
ギー源）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、エネルギーと文明、およびエネルギーの種類に関して論文検索するなど
必要な調査研究を行なって理解を深めます。

第８回 【事前学修】　教材を読み、生物多様性問題について調査します。
【授業内容】　Biodiversity Issues（生物多様性問題）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、生物多様性問題に関してインターネット検索するなど必要な調査研究を
行なって理解を深めます。

第９回 【事前学修】　教材を読み、土地利用計画について調査します。
【授業内容】　Land-use Planning（土地利用計画）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、土地利用計画に関して他国と比較するなど必要な調査研究を行なって理
解を深めます。

第10回 【事前学修】　教材を読み、土壌、および農業について調査します。
【授業内容】　Soil and Its Uses（土壌と利用）および　Agricultural Methods and Pest Management（農業方
法と病虫害管理）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、土壌、および農業に関する具体例などの必要な調査研究を行なって理解
を深めます。

第11回 【事前学修】　教材を読み、水の管理について調査します。
【授業内容】　Water Management（水の管理）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、水の管理に関する具体例などの必要な調査研究を行なって理解を深めま
す。

第12回 【事前学修】　教材を読み、大気質問題について調査します。
【授業内容】　Air Quality Issues（大気質の問題）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、大気質問題に関する具体例などの必要な調査研究を行なって理解を深め
ます。
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第13回 【事前学修】　教材を読み、固形廃棄物管理、および環境規制について調査します。
【授業内容】　Solid Waste Management and Disposal（固形廃棄物の管理と処理）および　Environmental
Regulations: hazardous substances and wastes（環境規制）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、固形廃棄物管理、および環境規制に関する具体例などの必要な調査研究
を行なって理解を深めます。

第14回 【事前学修】　教材を読み、環境政策と意思決定について調査します。
【授業内容】　Environmental Policy and Decision Making（環境政策と意思決定）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、環境政策と意思決定に関して論文検索するなど必要な調査研究を行なっ
て理解を深めます。

第15回 【事前学修】　相互性に関するこれまでの内容と議論を振り返ります。
【授業内容】　生態系のしくみと経済活動による影響をめぐる総合討論および論述試験
【事後学修】　授業の内容を振り返り、相互性に関するこれまでの内容と議論に関して調査分析したことを踏ま
え、さらに必要な調査研究を行なって理解を深めます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内容の理解度（40％）、毎回の議論（40％）、レポート（20％）を目安に、達成目標１および２と照らし合わせて総
合的に評価します。欠席および遅刻は減点の対象となります。定められた回数を超えて欠席した場合は、単位修得資格を
喪失します。評価基準はルーブリックの形で授業時に明示します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の予習および復習が必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境経済論特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

E.D. Enger and B.F Smith（2012）　Environmental Science: a study of interrelationships（13th edition）.
McGraw Hill. ISBN-13: 978-0071318150

■参考文献■参考文献

随時指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時にお知らせします。
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谷　祐可子

環境経済論特論 II
Lecture in Environmental EconomicsⅡ

■テーマ■テーマ

持続可能な開発・発展に関する理論と応用

■講義内容■講義内容

環境経済論特論Ⅰで得られた知識を踏まえ、『環境および資源の経済学』（Tietenberg & Lewis, 2018）のテキストを用
いて、環境問題の緩和、環境質の保全や管理、持続可能な開発・発展の実現等について経済学的にアプローチするための
理論と応用について検討します。

■達成目標■達成目標

１）資源問題および環境汚染問題の種類と特徴について概ね理解できる。
２）環境経済論および資源経済論の基礎的概念を使って、環境と経済の関係について考えることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、授業内容について概ね把握しておきます。教材を読み、日本および海外におけ
る経済活動と環境・資源問題に関する情報を収集します。
【授業内容】　ガイダンス、およびVisions of the Future（将来図）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、授業の進め方と、現在の環境問題について必要な調査研究を行なって理
解を深めます。

第２回 【事前学修】　教材を読み、経済学的な接近方法について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　The Economic Approach （経済学的な接近方法）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、経済学的な接近方法の諸論点に関して必要な調査研究を行なって理解を
深めます。

第３回 【事前学修】　教材を読み、経済と環境のトレードオフ関係について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Evaluating Trade-Offs（トレードオフ関係の検証）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、経済と環境のトレードオフ関係に関する諸議論について必要な調査研究
を行なって理解を深めます。

第４回 【事前学修】　教材を読み、環境価値の測定に関して必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Valuing the Environment（環境の価値評価）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、環境の価値を推定することに関する諸論点について必要な調査研究を行
なって理解を深めます。

第５回 【事前学修】　教材を読み、持続可能性に関して必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Dynamic Efficiency and Sustainable Development（動学的効率性と持続可能な発展）の読解と
議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、持続可能な開発・発展に関する諸論点について必要な調査研究を行なっ
て理解を深めます。

第６回 【事前学修】　教材を読み、枯渇性資源問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Depletable Resource Allocation（枯渇性資源の分配）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、枯渇性資源の現状と対策について必要な調査研究を行なって理解を深め
ます。

第７回 【事前学修】　教材を読み、エネルギー問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Energy（エネルギー）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、エネルギーの種類や特徴と問題点について必要な調査研究を行なって理
解を深めます。

第８回 【事前学修】　教材を読み、再利用可能資源問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Recyclable Resources（再利用可能な資源）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、再利用が可能な資源の現状と対策について必要な調査研究を行なって理
解を深めます。

第９回 【事前学修】　教材を読み、水資源および水質の問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Water（水）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、水資源保全および水質管理について必要な調査研究を行なって理解を深
めます。

第10回 【事前学修】　教材を読み、移動できない多目的資源問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　A Locationally Fixed， Multipurpose Resource（立地が固定された多目的資源）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、移動できない多目的資源の現状と対策について必要な調査研究を行なっ
て理解を深めます。

第11回 【事前学修】　教材を読み、貯蔵できる再生可能資源問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Storable， Renewable Resources（貯蔵可能で再生可能な資源）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、貯蔵可能な再生可能資源の現状と対策について必要な調査研究を行なっ
て理解を深めます。

第12回 【事前学修】　教材を読み、共同利用される資源について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Common-Pool Resources（共同利用される資源）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、共的資源の種類や特徴と問題点について必要な調査研究を行なって理解
を深めます。

第13回 【事前学修】　教材を読み、生態系のしくみについて必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Ecosystem Goods and Services（生態系が提供する財とサービス）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、生態系の役割と経済活動の関係について必要な調査研究を行なって理解
を深めます。
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第14回 【事前学修】　教材を読み、種々の環境汚染問題について必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Economics of Pollution（環境汚染の経済学）の読解と議論
【事後学修】　授業の内容を振り返り、水質汚濁や大気汚染などの環境汚染問題の現状と対策について必要な調
査研究を行なって理解を深めます。

第15回 【事前学修】　教材を読み、環境保全に関する新しい取り組みについて必要な事柄を調査します。
【授業内容】　Visions of the Future Revisited（将来図ふたたび）の読解と議論および論述試験
【事後学修】　授業の内容を振り返り、環境保全と経済活動の両立に関する諸論点について必要な調査研究を行
なって理解を深めます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内容の理解度（40％）、毎回の議論（40％）、レポート（20％）を目安に、達成目標１と２に照らし合わせて総合的
に評価します。欠席および遅刻は減点の対象となります。定められた回数を超えて欠席した場合は、単位修得資格を喪失
します。評価基準はルーブリックの形で授業時に明示します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の予習および復習が必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境経済論特論Ⅰ

■テキスト■テキスト

T. Tietenberg， L. Lewis（2018）　Environmental and Natural Resource Economics（11th edition）. Routledge.
（paperback ISBN-13: 978-1-138-63230-1）

■参考文献■参考文献

B.C. Field（2008）　Natural Resources Economics: an introduction（2nd edition）. Waveland Press.B.C. Field，
M.K. Field（2021）　Environmental Economics: an introduction（8th edition）. McGraw Hill.

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時にお知らせします。
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千葉　昭彦

経済地理学特論 I
Lecture in Economic GeographyⅠ

■テーマ■テーマ

現代の都市空間形成のシステムの研究

■講義内容■講義内容

D. ハーヴェイの理論に則して都市空間の形成のシステムを理解する。特にそれが世界的な経済システム（不均等発展）の
中で果たしている役割を理解し、都市空間を舞台とする資本蓄積によって生み出される諸特徴、諸課題とその限界性を考
える。

■達成目標■達成目標

①テキストの内容を正確に要約し、報告する。
②世界的な経済活動の中で都市が果たす役割を説明することができる。
③経済活動を通じて都市空間の形成を説明することができる。
④現代都市空間の中で生ずる諸問題を経済活動に結び付けて説明することができる。
⑤D. ハーヴェイの理論を踏まえて、今日の都市空間形成に関する自らの意見が言える。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、著者の問題意識を確認するとともに、第 2章を説明できるように準備
する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 2 章どのように資本は集められるのか ?　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第２回 【事前学修】　第 3 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 3 章どのように資本は生産しているか ?　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第３回 【事前学修】　第 4 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 4 章　どのように資本は市場を』通るのか ?　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第４回 【事前学修】　第 5 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 5 章　資本主義発展の共進化　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第５回 【事前学修】　第 6 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 6 章　資本の流れの地理学　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第６回 【事前学修】　第 7 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『資本の〈謎〉』第 7 章　地理的不均等発展の政治経済学　の報告と討論
【事後学修】　『資本の〈謎〉』に対する意見文をＡ 4 版 5 枚にまとめて提出する。

第７回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 1 章　資本主義のもとでの都市過程　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第８回 【事前学修】　第 2 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 2 章　資本主義的蓄積の地理学　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第９回 【事前学修】　第 3 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 3 章　階級的独占地代、金融資本、および都市革命　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第10回 【事前学修】　第 4 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 4 章　資本主義の下での地代　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第11回 【事前学修】　第 5 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 5 章　階級構造と居住分化の理論　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第12回 【事前学修】　第 6 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 6 章　資本主義の地理的不均等の中で都市政治が占める位置　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第13回 【事前学修】　第 7 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 7 章　プランニングのイデオロギーのプランニング　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第14回 【事前学修】　第 8 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『都市の資本論』第 8 章　資本のつくる都市空間　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第15回 【事前学修】　『資本の〈謎〉』と『都市の資本論』に対する意見をまとめ、報告準備。
【授業内容】　D. ハーヴェイの理論と現代都市空間に関するまとめと討論
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、『資本の〈謎〉』と『都市の資本論』に対する意見文をＡ 4 版 8 枚
にまとめて提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

テキストの分担報告 40 点、討論への積極的参加 20 点、最終レポート 40 点
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①報告に際しては充分な説明ができるように準備をする
②報告者以外は検討対象とするテキストを読み、内容を事前に検討する
③必要に応じて D. ハーヴェイの他の著作の学修をすすめる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

D. ハーヴェイ著『資本の〈謎〉』および D. ハーヴェイ著『都市の資本論』

■参考文献■参考文献

上記以外のD. ハーヴェイの著作
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千葉　昭彦

経済地理学特論 II
Lecture in Economic GeographyⅡ

■テーマ■テーマ

現代都市の特徴と限界および新しい都市の展望

■講義内容■講義内容

フォーディズムの中で形成されてきた「世界都市」の形成メカニズム、性格、およびその限界を考察し、その上で新たな
都市の経済的特徴としての「創造都市」の可能性を考える。

■達成目標■達成目標

①テキストの内容を正確に要約し、報告する。
②世界都市が現代経済の中で果たす役割を説明することができる。
③現在経済の限界性と世界都市の課題を結びつけて説明することができる。
④新たな経済システムの方向性として「創造都市」を説明することができる。
⑤サスキア・サッセンなどの理論を踏まえて、経済活動と都市の役割関する自らの意見が言える。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、本書に設定されている問題を確認するとともに、第 2 章を説明でき
るように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 2 章　分散と新しい形の集中　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出。

第２回 【事前学修】　第 3 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 3 章　対外直接投資の新しいパターン　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第３回 【事前学修】　第 4 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 4 章　金融業の国際化と拡大　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第４回 【事前学修】　第 5 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 5 章　生産者サービス　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第５回 【事前学修】　第 6 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 6 章　グローバル・シティ　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第６回 【事前学修】　第 7 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 7 章　グローバル都市システムをつくるもの　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第７回 【事前学修】　第 8 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 8 章　雇用と所得　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第８回 【事前学修】　第 9 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 9 章　経済再編　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第９回 【事前学修】　第 10 章を説明できるように準備する。
【授業内容】　『グローバル・シティ』第 10 章　新しい都市のレジーム　の報告と討論
【事後学修】　『グローバル・シティ』に対する意見文をＡ 4 版 5 枚にまとめて提出する。

第10回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、説明できるように準備する。
【授業内容】　『創造都市への挑戦』第 1 章　「都市の世紀」の幕開け　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第11回 【事前学修】　第 2 章を読み、説明できるように準備する
【授業内容】　『創造都市への挑戦』第 2 章　創造都市・ボローニャへの招待　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第12回 【事前学修】　第 3 章を読み、説明できるように準備する
【授業内容】　『創造都市への挑戦』第 3 章　内発的創造都市をめざす金沢　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第13回 【事前学修】　第 4 章を読み、説明できるように準備する
【授業内容】　『創造都市への挑戦』第 4 章　創造都市への多様なアプローチ　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第14回 【事前学修】　第 5 章を読み、説明できるように準備する
【授業内容】　『創造都市への挑戦』第 5 章　「創造の場」から創造都市の連携にむけて　の報告と討論
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、課題となった事項を次週までレポートにまとめて提出

第15回 【事前学修】　クローバルシティとクリエイティブシティに関する意見をまとめ、報告準備。
【授業内容】　『グローバル・シティ』と『創造都市への挑戦』のまとめと討論
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、グローバルシティとクリエイティブシティに対する意見文をＡ 4 版 8
枚にまとめて提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

テキストの分担報告 40 点、討論への積極的参加 20 点、最終レポート 40 点
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①報告に際しては充分な説明ができるように準備をする
②報告者以外は検討対象とするテキストを読み、内容を事前に検討する
③必要に応じてサッセンや佐々木雅幸らの著作の学修をすすめる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

サスキア・サッセン『グローバル・シティ』　筑摩書房、佐々木雅幸『創造都市への挑戦』岩波現代文庫

■参考文献■参考文献

特になし
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齊藤　康則

地域社会論特論 I
Lecture in Theory of Region and CommunityⅠ

■テーマ■テーマ

戦後日本の地域社会

■講義内容■講義内容

戦後日本の地域社会の構造変動について、高度経済成長下の地域開発と関連づけながら理解する。

■達成目標■達成目標

①戦後日本の地域社会の構造変動に関する基礎知識を獲得する。
②全国総合開発計画をめぐる政治・経済過程を概略的に把握する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの確認
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　配布したプリントを復習する

第２回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会と地域社会学
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第３回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　〈農村─都市〉の社会学から地域社会学へ
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第４回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　グローバリゼーションと地域社会
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第５回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　グローバリゼーション、市民権、都市
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第６回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会の編成と再編
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第７回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会の構造と空間
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第８回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　都市化とコミュニティの変容
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第９回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会の自治と再創造
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第10回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域フィールドワーク実践と地域社会学
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第11回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会の知識社会学
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第12回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域社会へのリテラシー
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第13回 【事前学修】　応用文献の熟読
【授業内容】　応用文献の輪読（1）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第14回 【事前学修】　応用文献の熟読
【授業内容】　応用文献の輪読（2）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第15回 【事前学修】　前期の学習の復習
【授業内容】　受講生によるディベートとまとめ
【事後学修】　半期の議論内容を振り返り、重要概念を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表・議論（50％）・レポート（50％）。3回以上欠席した場合は評価対象外とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

該当する回に取り上げる部分の予習を欠かさないこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

似田貝香門・町村敬志編、2006、『地域社会学講座 1 地域社会学の視座と方法』東信堂。
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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齊藤　康則

地域社会論特論 II
Lecture in Theory of Region and CommunityⅡ

■テーマ■テーマ

現代日本の地域社会

■講義内容■講義内容

現代日本の地域社会の形成過程について、グローバリゼーションや新しい公共性と関連づけながら理解する。

■達成目標■達成目標

①現代日本の地域社会の形成過程に関する基礎知識を獲得する。
②グローバリゼーションや新しい公共性をめぐる社会過程を概略的に把握する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの確認
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　配布したプリントを復習する

第２回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　ポストモダンとしての地域社会
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第３回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　世界システムと世界都市の論理
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第４回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　ネットワーク社会とメディア公共圏
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第５回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　世界の移動と定住の諸過程
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第６回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　トランスナショナリズムの展開がもたらす地域社会の現在的課題
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第７回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　移動と生活・潜在能力の発達
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第８回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　グローバリゼーションと日本の地場産業
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第９回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域形成主体としての女性
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第10回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域形成主体としての弱者
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第11回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　「災害（多発）社会」と人間生活の再生
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第12回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　地域生活、ローカルガバナンス、公共性
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第13回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　いくつものもうひとつの地域社会へ
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第14回 【事前学修】　応用文献の熟読
【授業内容】　応用文献の輪読
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第15回 【事前学修】　後期の学習の復習
【授業内容】　受講生によるディベートとまとめ
【事後学修】　半期の議論内容を振り返り、重要概念を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表・議論（50％）・レポート（50％）。3回以上欠席した場合は評価対象外とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

該当の回に取り上げる部分の予習を欠かさないこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

古城利明・新原道信・広田康生編、2006、『地域社会学講座 2 グローバリゼーション／ポスト・モダンと地域社会』東信
堂。
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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郭　基煥

現代社会論特論 I
Lecture in Contemporary Society I

■テーマ■テーマ

多文化主義／多文化共生

■講義内容■講義内容

①多文化主義に関わる論文または著書を読み、議論を通してその理解を深める。
②多文化主義に対する賛否の主張を理解したうえで、現在の日本の多文化共生の実践について議論を通して理解する。

■達成目標■達成目標

①多文化主義の思想的特徴や課題、発生の経緯を理解できるようになる。
②現在の日本の多文化共生の実態を理解し、今後の可能性について独自の見解を持つことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の問題意識を明瞭にしておくこと
【授業内容】　演習の進め方、レジュメの作成方法、参加者の自己紹介
【事後学修】　自分のテーマについて授業中に指摘した文献に目を通すこと

第２回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義についての基礎理解のための講義①
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第３回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義についての基礎理解のための講義②
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第４回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義の歴史的展開：カナダの事例
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第５回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義の歴史的展開：オーストラリアの事例
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第６回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義の歴史的展開：アメリカの事例
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第７回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義の歴史的展開：ヨーロッパの事例
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第８回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義とナショナリズム研究：原初主義 VS 近代主義
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第９回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義とグローバリゼーション
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第10回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化主義と「他者」をめぐる思想
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第11回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　「正義」の複数性
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第12回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　日本における多文化共生：「共生」概念
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第13回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　日本における多文化共生：「在日問題」
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第14回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　日本における多文化共生：グローバル化以降
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第15回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　多文化共生と東日本大震災
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の議論（積極性20％、論理性20％、独自性20％）、報告（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

多文化主義とディアスポラ（戴エイカ著、明石書店）
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■参考文献■参考文献

授業のはじめに指示
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郭　基煥

現代社会論特論 II
Lecture in Contemporary Society II

■テーマ■テーマ

社会的マイノリティとアイデンティティ

■講義内容■講義内容

①社会的マイノリティとアイデンティティに関わる論文または著書を読み、議論を通してその理解を深める。
②脱アイデンティティ論に関わる論文または著書を読み、議論を通してその理解を深める。

■達成目標■達成目標

①アイデンティティにかかわる社会学の見方を理解することができるようになる。
②社会的マイノリティの取りうるアイデンティティをめぐる諸戦略について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の問題意識を明瞭にしておくこと
【授業内容】　演習の進め方、レジュメの作成方法、参加者の自己紹介
【事後学修】　自分のテーマについて授業中に指摘した文献に目を通すこと

第２回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティについての基礎理解のための講義
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第３回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　脱アイデンティティ論についての基礎理解のための講義
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第４回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論①：フロイト
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第５回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論②：エリクソン
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第６回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論③：ゴフマン
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第７回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論④：構築主義
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第８回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論⑤：バトラー（A）
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第９回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティの諸理論⑥：バトラー（B）
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第10回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティとマイノリティの戦略
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第11回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティと社会運動：公民権運動
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第12回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティと社会運動：「障がい者」運動
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第13回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティと社会運動：ゲイレズビアン運動
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第14回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティと社会運動：在日の運動
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

第15回 【事前学修】　授業内容にかかわる基礎概念を理解しておくこと
【授業内容】　アイデンティティと抵抗
【事後学修】　授業中の内容で理解が及ばなかったものについて文献などを通して確認すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の議論（積極性20％、論理性20％、独自性20％）、報告（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

差別と抵抗の現象学（郭基煥著、新泉社）
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■参考文献■参考文献

社会学キーコンセプト（ニッククロスリー、西原和久他訳、新泉社）
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佐藤　純

経済史特論 A-I
Lecture in Economic History A-I

■テーマ■テーマ

ブロック経済政策の再検討～イギリスと多角的貿易システム～

■講義内容■講義内容

本講義の目的は、世界貿易の現状を冷静、かつ正確に考察していく上で必要となる歴史的視座と知識を修得することにあ
る。具体的には、多角的貿易論の観点から両大戦間期における世界貿易破綻の歴史について検討していく。

■達成目標■達成目標

①経済学の実践的な知識を修得する
②近代以降の経済史に関する基本的知識を修得する
③欧米近現代史の基本的知識を修得する
④現代のグローバル化した世界経済について歴史的視点から考察・議論することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み講義の内容と運営方法についてよく理解しておく
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　講義の内容と運営方法について確認する

第２回 【事前学修】　財務省のHPで国際収支について調べておく
【授業内容】　国際収支の概念
【事後学修】　講義ノートと財務省のHPを用いて復習する

第３回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易の発展とグローバリゼーション
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第４回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　ロンドン・シティの興隆
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第５回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　イギリスの海外投資
【事後学修】　教科書を利用し復習する

第６回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　イギリスの自由貿易帝国主義
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第７回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート①の作成に取り組む
【事後学修】　レポート①を完成させる

第８回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第９回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの特質①（植民地インドの役割）
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第10回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの特質①（南アフリカの役割）
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第11回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの特質①（「非公式帝国」アルゼンチン）
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第12回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　アメリカの台頭と多角的貿易システムの変質
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第13回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　大恐慌期のイギリス通商政策と多角的貿易システムの解体
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第14回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート②の作成に取り組む
【事後学修】　レポート②を完成させる

第15回 【事前学修】　これまでの講義ノートを一読する
【授業内容】　授業の総括
【事後学修】　これまでの講義ノートを一読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①達成目標①～③については、2回実施するレポートで評価する（各40％）。
②達成目標④については、授業中の発言内容によって評価する（20％）。
③〔レポート①＋レポート②＋発言＝100点〕となるが、合計60点以上で合格となる。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①テキスト（『世界貿易のネットワーク』を用意すること
②可能であれば、高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集を用意すること
②新聞やインターネットを利用しながら世界経済の現状を常に把握するよう努めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済史概説特論　経済史特論Ａ－Ⅱ　経済史演習Ａ

■テキスト■テキスト

国際連盟経済情報部（佐藤純訳）『世界貿易のネットワーク』創成社、2023年3月、改訂版

■参考文献■参考文献

高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集
（所有していない方には、授業中に適当なものを紹介します）
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佐藤　純

経済史特論 A-II
Lecture in Ecomonic History Ⅱ

■テーマ■テーマ

ブロック経済政策の再検討～大恐慌期のイギリス通商政策～

■講義内容■講義内容

本講義の目的は、世界貿易の現状を冷静に考察していく上で必要となる歴史的視座と知識を修得することにある。具体的
には、大恐慌期におけるイギリス通商政策の展開と多角的貿易システムの解体について検討する。

■達成目標■達成目標

①経済学の実践的な知識を修得する
②近代以降の経済史に関する基本的知識を修得する
③欧米近現代史の基本的知識を修得する
④現代のグローバル化した世界経済について歴史的視点から考察・議論することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み講義の内容と運営方法についてよく理解しておく
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　講義の内容と運営方法について確認する

第２回 【事前学修】　財務省のHPで国際収支について調べておく
【授業内容】　基本的概念の確認（国際収支／多角的貿易システム）
【事後学修】　講義ノートと財務省のHPを用いて復習する

第３回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能と特質①
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第４回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能と特質②
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第５回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　大恐慌期の世界①
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第６回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　大恐慌期の世界②
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第７回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　大恐慌期の世界③
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第８回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート①の作成
【事後学修】　レポート①の完成と提出

第９回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　自由貿易主義の終焉（多角的貿易システムの機能不全と周辺国の債務危機）①
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第10回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　自由貿易主義の終焉（金本位制離脱と輸入関税法の導入）②
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第11回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　オタワ会議の開催と帝国特恵体制の確立
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第12回 【事前学修】　manabaのコンテンツにアップロードした資料を読解しておく
【授業内容】　ロカ・ランシマン協定の締結と債権保全
【事後学修】　講義ノートとコンテンツの資料を用いて復習する

第13回 【事前学修】　教科書の関連する箇所（授業中に指示）を読解しておく
【授業内容】　対北欧通商政策の展開とその帰結
【事後学修】　講義ノートと教科書を用いて復習する

第14回 【事前学修】　これまでの講義内容を振り返っておく
【授業内容】　レポート②の作成
【事後学修】　レポート②の完成と提出

第15回 【事前学修】　これまでの講義ノートを一読する
【授業内容】　授業の総括
【事後学修】　これまでの講義ノートを一読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①達成目標①～③については、2回実施するレポートで評価する（各40％）。
②達成目標④については、授業中の発言内容によって評価する（20％）。
③〔レポート①＋レポート②＋発言＝100点〕となるが、合計60点以上で合格となる。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①テキスト（『世界貿易のネットワーク』を用意すること
②可能であれば、高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集を用意すること
②新聞やインターネットを利用しながら世界経済の現状を常に把握するよう努めること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済史概説特論　経済史特論 A-Ⅰ　経済史演習 A

■テキスト■テキスト

国際連盟経済情報部（佐藤純訳）『世界貿易のネットワーク』創成社、2021年3月、改訂版

■参考文献■参考文献

高校の授業で使用した世界史の教科書や資料集
（所有していない方には、授業中に適当なものを紹介します）
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白鳥　圭志

経済史特論 B-I
Lecture in Economic History B-Ⅰ

■テーマ■テーマ

日本現代史研究の再検討―『渡辺治著作集』の講読。

■講義内容■講義内容

長年にわたり日本現代史研究をリードし続けている渡辺治氏の著作集を講読する。その上で、今後の研究の方向性につい
て考える。

■達成目標■達成目標

①指定された文献の内容を理解すること、②内容を批判的に検討し、論じることができること、③関連する研究文献を調
査研究できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし。
【授業内容】　ガイダンス。
【事後学修】　特になし

第２回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第３回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第４回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第５回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第６回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第７回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第８回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第９回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第10回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第11回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第12回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第13回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第14回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第15回 【事前学修】　前期の授業内容を復習すること。
【授業内容】　総括的な討論。
【事後学修】　討論内容をノートにまとめ直すこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

準備も含む報告の内容と議論で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指定された『著作集』を購入の上で、指定箇所を関連文献も含めて読了し、報告を作成すること。その際、それだけでは
なく、渡辺氏が批判している論者のものを中心に関連文献も読了してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、政治学（以上、法学研究科）、日本現代史（文学研究科）、日本経済論（経済学研究科）
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■テキスト■テキスト

『渡辺治著作集第10巻　企業社会・自民党政治』旬報社、2023年予定を用いる。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。とりあえず、東京大学社会科学研究所編『現代日本社会』全6巻、東京大学出版会、1991～92年を必ず
読んでおくこと。テキストが発表された時代の日本経済、日本社会の状況、当時の研究状況が理解できるはずである。
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白鳥　圭志

経済史特論 B-II
Lecture in Economic History B-II

■テーマ■テーマ

日本現代史研究の再検討―『渡辺治著作集』の講読（その２）

■講義内容■講義内容

前期の経済史特論Ｂ－Ⅰに引き続いて、日本現代史研究をリードしてきた渡辺治氏の『著作集』を講読する。その上で、
今後の研究の方向性を探る。

■達成目標■達成目標

①指定された文献の内容を理解すること、②内容を批判的に検討し、論じることができること、③関連する研究文献を調
査研究できること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　特になし

第２回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第３回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第４回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第５回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第６回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第７回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第８回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第９回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第10回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第11回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第12回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第13回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第14回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第15回 【事前学修】　前期の授業内容を総復習すること。
【授業内容】　総括的討論
【事後学修】　前期の授業内容、討論の内容をノートに纏めること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

経済史特論Ｂ－Ⅰと同様。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

経済史特論Ｂ－Ⅰと同様。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、刑法などの公法関係の講義、政治学（以上、法学研究科）、日本現代史（文学研究科）、日本経済論（経済学研究
科）。
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■テキスト■テキスト

『渡辺治著作集第13巻　新自由主義日本の軌跡』旬報社、2023年予定。

■参考文献■参考文献

経済史特論Ｂ－Ⅰと同様。

■履修上の注意■履修上の注意

経済史特論B-1を必ず受講すること。これを履修の条件とする。
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小沼　宗一

経済学史特論 B-I
Lecture in the History of Economic Thought B-I

■テーマ■テーマ

古典派経済思想の歴史

■講義内容■講義内容

リカードウとミルを中心にして，古典派経済思想の歴史について講義する。

■達成目標■達成目標

①リカードウの価値論について説明することができる。
②ミルの停止状態論について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードウの時代背景
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　地金論争期のリカードウ
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードウ『利潤論』の理論構成
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードウ『原理』の価値論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　穀物価値論の重要性
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　価値の理論と自由貿易の思想
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードの因果論的分析方法
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードウの地主支配体制批判
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　「労働の市場価格」と「労働の自然価格」
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　リカードウと現代
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルの停止状態論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルの生産・分配峻別論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルの利潤率低下論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルの人間的進歩の思想
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルと現代
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の発表(50％）課題レポート（50％）により総合的に評価する。評価基準は，記述内容の適切さ（60％），指示され
た形式・作法・字数の遵守（40％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

課題レポートは，横書きのワード文書で作成し，manabaの「レポート」へ添付ファイルで提出する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済学史特論 Ｂ－Ⅱ，経済学史演習 Ｂ。

■テキスト■テキスト

小沼宗一『イギリス経済思想史（増補版）』創成社，2007年。ISBN978-4-7944-3086-1
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■参考文献■参考文献

①中村・八木・新村・井上『経済学の歴史』有斐閣アルマ，2001年。ISBN4-641-12138-9
②根井雅弘『経済学の歴史』講談社学術文庫，2005年。ISBN4-06-159700-0
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小沼　宗一

経済学史特論 B-II
Lecture in the History of Economic Thought B-II

■テーマ■テーマ

現代経済思想の歴史

■講義内容■講義内容

マーシャルとケインズを中心にして，現代経済思想の歴史について講義する。

■達成目標■達成目標

①マーシャルの経済進歩論について説明することができる。
②ケインズの資本主義観について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルの時代背景
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルの経済進歩論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャル経済学の課題
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルの賃金基金説批判
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルの有機的成長の思想
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルの教育論
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　マーシャルと現代
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ベンサムの功利主義
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ミルのベンサム批判
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　功利主義とケインズ
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ケインズの階級論的社会観
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ケインズの資本主義観
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　政府のアジェンダ
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　政府のノン・アジェンダ
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にしておくこと。
【授業内容】　ケインズと現代
【事後学修】　授業内容について，要点をノートにまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の発表(50％），課題レポート(50％）により，総合的に評価する。評価基準は，記述内容の適切さ（60％），指示
された形式・作法・字数（40％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

課題レポートは，横書きのワード文書で作成し，manabaの「レポート」へ添付ファイルで提出する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済学史特論 B-Ⅰ，経済学史演習 B。

■テキスト■テキスト

小沼宗一『イギリス経済思想史（増補版）』創成社，2007年。ISBN 978-4-7944-3086-1
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■参考文献■参考文献

①中村・八木・新村・井上『経済学の歴史』有斐閣アルマ，2001年。ISBN4-641-12138-9
②根井雅弘『経済学の歴史』講談社学術文庫，2005年。ISBN4-06-159700-0
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アレイ　ウィルソン

ミクロ経済学演習
Seminar in Microeconomics

■テーマ■テーマ

ミクロ経済学の基本的学習と新しい展開

■講義内容■講義内容

登録希望者と相談して決める。

■達成目標■達成目標

ミクロ経済学的な現象を理解・説明し、また、解決策を提案できること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　このミクロ経済学演習の履修目標について考える
【授業内容】　概要
【事後学修】　演習の目標や進め方を理解する。

第２回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第３回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第４回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第５回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第６回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第７回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第８回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第９回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第10回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第11回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第12回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第13回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第14回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第15回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第16回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第17回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第18回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。
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第19回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第20回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第21回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第22回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第23回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第24回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第25回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第26回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第27回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第28回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第29回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

第30回 【事前学修】　新聞、事前に渡した本、資料などを読み、発表を準備する。
【授業内容】　発表・議論
【事後学修】　発表・議論で学んだことをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞等の経済ニュースをチェックすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論 I・II、マクロ経済学特論 I・II

■テキスト■テキスト

講義開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義開講時に指示する。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 702 -



舟島　義人

マクロ経済学演習
Seminar in the Macroeconomics

■テーマ■テーマ

マクロ経済学演習

■講義内容■講義内容

マクロ経済学の理論および実証に関わるテキストを輪読します。受講者はテキストに書かれている内容を自分の言葉で分
かりやすく説明できるよう、毎回、予習を行う必要があります。また、報告者以外の出席者にも討論に参加してもらいま
す。

■達成目標■達成目標

経済学の基礎理論および統計データを基に、マクロ経済にまつわる諸問題について議論できるようになることを目標とし
ます。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおく。
【授業内容】　授業の進め方、概要、自己紹介、テキストの担当箇所の割り当て
【事後学修】　授業の進め方を確認する。

第２回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第３回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第４回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第５回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第６回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第７回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第８回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第９回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第10回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第11回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第12回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第13回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第14回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第15回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　前期のまとめ
【事後学修】　理解不足だった点を補習しておく。

第16回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　前期の復習、テキストの担当箇所の割り当て
【事後学修】　テキストの復習

第17回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習
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第18回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第19回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第20回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第21回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第22回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第23回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第24回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第25回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第26回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第27回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第28回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第29回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　テキストの輪読
【事後学修】　テキストの復習

第30回 【事前学修】　テキストの総復習
【授業内容】　テキストの総復習
【事後学修】　理解不足だった点を補習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表と討論で評価します（100%）。
テキストの理解度を基準に評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、経済数学、計量経済学の復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

マクロ経済学特論I・II、ミクロ経済学特論I・II

■テキスト■テキスト

初回の授業時にアナウンスします。

■参考文献■参考文献

適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開します。
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泉　正樹

社会経済論演習
Seminar in Pritical Economy

■テーマ■テーマ

資本主義経済の基本構造を理解する

■講義内容■講義内容

マルクス経済学の原理論の領域に焦点を絞って、資本主義経済の論理的な再構成を行う。

■達成目標■達成目標

①資本主義経済を構成する基本的な諸概念の関係を説明できる。
②現在の原理論研究において何が問題となっているのかを説明できる。
③原理論研究の領域からテーマを選び出してレポートが作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通す
【授業内容】　ガイダンス（原理論研究の現在）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し，参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　方法論について（現実と理論、宇野弘蔵の見解）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　方法論について（メタモデル）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商品について（モノと商品とのちがい）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商品について（価値表現：見えないものの見方）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商品について（市場を構成する：商品経済的論理と外的条件）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　貨幣について（売買の意味、価値実現）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　貨幣について（貨幣の諸機能：価値尺度、流通手段、蓄蔵貨幣）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　貨幣について（販売の困難性と市場の変形）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　資本について（貨幣価値の不可知性から資本へ）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　資本について（自己増殖する価値の運動体、流通費用）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　資本について（利潤率を高める方法）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　労働について（目的意識的活動）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　労働について（労働組織：協業・分業）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　労働について（資本主義的労働組織：マニュファクチュア・機械制大工業、賃金制度）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第16回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　社会的再生産について（生産と消費）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第17回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　社会的再生産について（モノの世界へのヒトの介入：補填と取得）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第18回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　社会的再生産について（資本主義的生産編成：価値増殖の社会的根拠、労働市場の構造）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする
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第19回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　社会的再生産について（剰余価値の資本への転化）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第20回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　費用価格と利潤（利潤率の均等化、一般的利潤率）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第21回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　生産価格（単純な価格機構）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第22回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商業資本（販売過程の代位、分化論）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第23回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商業信用（信用売買が生じる契機）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第24回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　商業信用（個別的に先取された将来の貨幣）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第25回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　銀行信用（社会的に先取りされた将来の貨幣、銀行資本）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第26回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　銀行信用（銀行間組織、債券市場）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第27回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　株式資本（結合資本、株式市場）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第28回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　景気循環（現実と理論、好況と不況）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第29回 【事前学修】　テキストの該当箇所に目を通し、タームペーパーの準備をする
【授業内容】　景気循環（恐慌）
【事後学修】　テキストの該当箇所を読み返し、参考文献と読み比べ、タームペーパーの準備をする

第30回 【事前学修】　「歴史現象を理論的に考察する」ということの意味について考えておく
【授業内容】　まとめ（資本主義の原理像：変容を生みだす基盤）
【事後学修】　「歴史現象を理論的に考察する」という問いに対する回答をタームペーパーにまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告とレポートに基づいて総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の検討箇所を事前に熟読しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済原論特論 Ⅰ・Ⅱ、社会経済学特論 Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

小幡道昭『経済原論　基礎と演習』東京大学出版会、2009 年

■参考文献■参考文献

宇野弘蔵『経済原論』岩波全書、1964 年
日高　普『経済原論』有斐閣選書、1983 年
伊藤　誠『資本主義経済の理論』岩波書店、1984 年
山口重克『経済原論講義』東京大学出版会、1985 年
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松前　龍宜

金融論演習
Seminar in Monetary Economics

■テーマ■テーマ

景気循環モデルの定量分析

■講義内容■講義内容

本講義は，Dynareと呼ばれるソフトウェアを使って，金融経済学（Monetary Economics）における景気循環モデルの定量
的な分析手法を学習する．

■達成目標■達成目標

Dynareによる景気循環モデルの分析手法を習得し，①政策シミュレーション②パラメータの推定③景気・インフレ変動の
要因分析を行えるようになることを目標とする．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　OctaveとDynareのサイトを確認しておくこと．
【授業内容】　ガイダンスとイントロ：講義計画・参考書・成績評価・オフィスアワーについてアナウンスした
後，Dynareの設定方法について解説する．
【事後学修】　OctaveとDynareのインストール・パス設定を行うこと．

第２回 【事前学修】　未定係数法による動学モデルの解法を復習しておくこと．
【授業内容】　RBCモデルの解法Ⅰ：RBCモデルの解を未定係数法で解析的に導出する．
【事後学修】　位相図によるモデルの解釈も確認しておくこと．

第３回 【事前学修】　解析的に導出した定常値とモデルの解を確認しておくこと．
【授業内容】　RBCモデルの解法Ⅱ：Dynareのコードの基本的な構造について学習し，解析的に導出した解
と，Dynareが導出した解が一致することを確認する．
【事後学修】　生産性ショックに対するIRFを確認しておくこと．

第４回 【事前学修】　Dynareの出力結果を確認しておくこと．
【授業内容】　理解度確認セッション：Dynareのコードの基本的な構造と出力結果について確認する．
【事後学修】　各コマンドが何を実行して何を出力しているのかを説明できるようにしておくこと．

第５回 【事前学修】　予期せぬ恒久的・一時的な生産性上昇の効果を位相図で考えてみること．
【授業内容】　RBCモデルのシミュレーションⅠ：Dynareの確定的シミュレーションによって，恒久的・一時的な
生産性ショックに対するIRFを考察する．
【事後学修】　予期した恒久的・一時的な生産性上昇の効果を位相図で考え，Dynareで確認してみること．

第６回 【事前学修】　実際のマクロデータが手元にある場合，データとマッチするようにモデルのパラを決めるにはど
うすればいいかを考えてみること．
【授業内容】　RBCモデルのシミュレーションⅡ：Dynareの確率的シミュレーションによって，モデルから導出さ
れるマクロ変数のモーメントを計算する手法を学習する．
【事後学修】　RBCモデルによってどれほど現実のデータのモーメントが再現されているか，先行研究を調べてみ
ること．

第７回 【事前学修】　予期された消費税増税に対するIRFを位相図で考えてみること．
【授業内容】　RBCモデルのシミュレーションⅢ：予期された消費税増税に対する政策シミュレーションをDynare
の確定的シミュレーションで再現し，IRFがなぜそのような反応になるのかを，位相図を使って直観的に説明す
る．
【事後学修】　その他の歪曲税のIRFも位相図で予想し，Dynareのシミュレーションで結果を確認すること．

第８回 【事前学修】　家計の最適化行動から労働供給関数を導出してみること．
【授業内容】　RBCモデルと雇用変動：労働供給を内生化し，ボラタイルな雇用変動を再現するには，どのパラの
値が決定的に重要な役割を果たすのかを，Dynareの確率的シミュレーションを使って解説する．
【事後学修】　RBCモデルで雇用データのモーメントをどれほど再現できているか，先行研究を調べてみること．

第９回 【事前学修】　RBCモデルを使った実証研究について調べてみること．
【授業内容】　RBCモデルとデータの整合性：先行研究からRBCモデルによってデータのモーメントをどれほど再
現されているかを確認し，RBCモデルの拡張について検討する． 
【事後学修】　データとの整合性から，RBCモデルの問題点をまとめておくこと．

第10回 【事前学修】　New Keynesianモデルの家計・企業の最適化条件を復習しておくこと．
【授業内容】　New Keynesianモデルの特性Ⅰ：New Keynesianモデルの特徴と定常値の特性を解説する．
【事後学修】　定常において，金融政策が実体効果をもつかどうかを考えてみること．

第11回 【事前学修】　定常値周りの線形近似の手法について復習しておくこと．
【授業内容】　New Keynesianモデルの特性Ⅱ：定常周りで線形近似したNew Keynesianモデルの動学特性を解説
する．
【事後学修】　景気とインフレのトレードオフが発生するメカニズムを直観的に説明できるように復習しておく
こと．

第12回 【事前学修】　粘着価格下において金融政策が実体効果を持つのは何故かを直観的に説明してみること．
【授業内容】　New KeynesianモデルのシミュレーションⅠ：New Keynesianモデルにおいて，予期せぬ金融政策
ショックのIRFをそれぞれ解釈し，名目硬直性の大きさがIRFに与える影響を考察する．
【事後学修】　予期した金融政策ショックの効果を確定的シミュレーションで実行してみること．

第13回 【事前学修】　これまでのRBCモデルにおけるIRFを解釈しておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルのシミュレーションⅡ：様々な名目硬直性に応じた予期せぬ・予期した生産
性ショックに対するIRFを検討する．
【事後学修】　名目硬直性が高まると，生産性ショックがインフレ変動に及ぼす影響がどのように変化するかを
考えること．
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第14回 【事前学修】　リーマン・ショック後の日米欧の中銀による金融政策を調べておくこと．
【授業内容】　New KeynesianモデルのシミュレーションⅢ：ゼロ金利下における積極財政，および出口戦略につ
いての政策シミュレーションを行う． 
【事後学修】　米国の実際の出口戦略について調べてみること．

第15回 【事前学修】　これまでのNew Keynesianモデルのシミュレーション方法と結果を復習しておくこと．
【授業内容】　理解度確認セッション：様々なパラメータの値に応じたNew Keynesianモデルの各種シミュレー
ションを行う．
【事後学修】　シミュレーション結果の経済学的解釈を行ってみること．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回の宿題（40%）および数回のレポート（60%）で総合的に評価する．なお宿題・レポートの提出に際しては，Dynareの
コードの提出も併せてもとめ，成績評価の対象とする．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

標準的なスペックのノートPCを所有していることが望ましい．また，金融論特論Ⅰ，Ⅱを受講する，あるいはその内容を
理解していること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

金融論特論Ⅰ，Ⅱ

■テキスト■テキスト

特になし．

■参考文献■参考文献

Carl E. Walsh, “Monetary Theory and Policy” 3rd ed. (2010) MIT Press, ISBN: 978-0-262-01377-2
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稲見　裕介

産業組織論演習
Seminar in Industrial Organization

■テーマ■テーマ

日本の産業を読み解く.

■講義内容■講義内容

日本の産業に関する論文を輪読する. 各回ごとに担当者を決め, 発表をしてもらう. また, 演習を通じて関心を持ったト
ピックについて経済学的に分析したレポートをまとめてもらう.

■達成目標■達成目標

(1) 論文に書かれてある内容を理解した上で, 自分の言葉でまとめることができる.
(2) 日本の産業に関して自分の考えを持ち, それを経済学的分析を通じて相手に説明することができる.

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし.
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　特になし.

第２回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第３回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第４回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第５回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第６回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第７回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第８回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第９回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第10回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第11回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第12回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第13回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第14回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第15回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第16回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第17回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第18回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.
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第19回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第20回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第21回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第22回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第23回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第24回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第25回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第26回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第27回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第28回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第29回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

第30回 【事前学修】　参考文献の該当箇所を読んでおく.
【授業内容】　発表（単独）とディスカッション
【事後学修】　演習で取り上げた産業について最近のニュースを調べる.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点（100パーセント）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

担当であるかどうかに関わらず, 当該論文を読んだ上で演習に参加すること.

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ミクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱを履修済みであること.

■テキスト■テキスト

特になし.

■参考文献■参考文献

適宜紹介する.
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宮本　拓郎

公共経済論演習
Seminar inPublic Economics

■テーマ■テーマ

日本の社会保障と税

■講義内容■講義内容

社会保障 / 税 / 政府の規制について取り扱う予定である。ただし、受講生の興味関心に合わせて、取り扱うトピックを
選択する（税ばかりを取り扱うこともあるだろうし、社会保障ばかりを取り扱うこともあると思われる）。また、修士論
文を執筆する上で英語文献を読む必要が出てくることも考慮して、英語文献を読むことも考えられる。

■達成目標■達成目標

①修士論文に関連する資料を読むために必要な専門知識を身に着けること
②修士論文に関連する英語文献を読むために必要な英文読解力を身に着けること（必要ならば）

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　公共経済学の履修目標について考える
【授業内容】　公共経済学の概要
【事後学修】　公共経済学とは何かを考えてくる。授業後にはシラバスを熟読し、授業の目標や進め方を理解す
る。

第２回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　市場均衡とパレート最適
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第３回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　市場の失敗
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第４回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　政府の失敗
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第５回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　医療保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第６回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　年金
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第７回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　雇用保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第８回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　生活保護
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第９回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　介護保険
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第10回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　所得税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第11回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　消費税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第12回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　法人税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第13回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　資産課税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第14回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　国際課税
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第15回 【事前学修】　タームペーパー作成の準備をすること
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、タームペーパーを作成すること

第16回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　公共財（定義・私的供給・効率的水準）
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第17回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　公共財（メカニズムデザイン）
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。
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第18回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　地方公共財
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第19回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　外部性
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第20回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　不完全競争
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第21回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　情報の非対称性（逆選択）
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第22回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　情報の非対称性（モラルハザード）
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第23回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　投票
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第24回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　レントシーキング
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第25回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　アローの不可能性定理
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第26回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　不平等と貧困
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第27回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　地方財政
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第28回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　政府間財政
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第29回 【事前学修】　事前に指定した本、資料を読む。
【授業内容】　政府間競争
【事後学修】　授業内容などの復習を行う。

第30回 【事前学修】　タームペーパー作成の準備をすること
【授業内容】　総括
【事後学修】　授業内容について振り返り、タームペーパーを作成すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・討議の内容とレポートから総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部中級レベルのミクロ経済学とマクロ経済学の知識を前提とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

初回授業で指定する

■参考文献■参考文献

初回授業で指定する
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前田　修也

経済統計学演習
Seminar in Economic Statistics

■テーマ■テーマ

経済統計学の諸問題

■講義内容■講義内容

具体的データの読み方および分析手法の基礎から応用までを解説し経済統計の今後の課題を提示する。

■達成目標■達成目標

本演習を受講することによって、各種経済リポートを読みこなすことはもちろん、現実のデータを捉えて分析し、判断で
きるような知識を修得することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　経済学と統計学①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第２回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　経済学と統計学②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第３回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　センサス・データ①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第４回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　センサス・データ②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第５回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　標本調査①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第６回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　標本調査②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第７回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　時系列データ①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第８回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　時系列データ②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第９回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　指数①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第10回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　指数②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第11回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　人口と労働力①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第12回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　人口と労働力②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第13回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　賃金と労働市場①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第14回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　賃金と労働市場②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第15回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　家計―所得と貯蓄・消費①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第16回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　家計―所得と貯蓄・消費②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認する事

第17回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　景気変動①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第18回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　景気変動②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること
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第19回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　平均値利用の諸問題①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第20回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　平均値利用の諸問題②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第21回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　単純回帰と経済的関係の測定①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第22回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　単純回帰と経済的関係の測定②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第23回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　経済時系列分析①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第24回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　経済時系列分析②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第25回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　多元回帰分析①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第26回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　多元回帰分析②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第27回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　分散分析①基礎
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第28回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　分散分析②応用
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第29回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　現代における経済統計の課題
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

第30回 【事前学修】　テキストの学習内容を事前に読んでおくこと
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　テキストの学習内容を確認すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　概ね、レポート（25％）発表内容（50％）小テスト（25％）で評価する。小テストと発表内容での評価は、観点毎の配
転を授業時に明示する。また、レポートに関しては、評価基準をルーブリックの形で授業時にしめす。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

詳細な準備事項のリスト等に関しては、新年度の最初の時間に配布する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

受講生との相談の上で決める。

■参考文献■参考文献

受講生との相談の上で決める。
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田野　穂

日本経済論演習
Seminar in the Japanese Economy

■テーマ■テーマ

現代日本企業の経営戦略および組織の定性的分析

■講義内容■講義内容

　経済のグローバル化とともに日本企業を取り巻く販売先、仕?先、競合業者などから構成される、経営環境がめまぐるし
く変化し、また経営戦略も多彩になってきています。こうした状況下において企業の可能性と課題を分析する際には、と
りわけ調査設計および調査方法が重要になります。この演習では、国内外の文献を通じて、調査方法論、とくに定性的分
析の基礎と実践方法について学んでいきます。

■達成目標■達成目標

●　海外主要ジャーナルの研究動向をふまえたリサーチデザインができるようになる。
●　調査の設計、調査結果の分析、分析結果の報告・議論に至るまで総合的にできるようになる。
●　定性的分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　イントロダクション：演習の進め方の説明および課題図書の決定。
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第２回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　卒業論文の再検討（1）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第３回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　卒業論文の再検討（2）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第４回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　卒業論文の再検討（3）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第５回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読I（1）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第６回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読I（2）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第７回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読I（3）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第８回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読I（4）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第９回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読II（1）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第10回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読II（2）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第11回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読II（3）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第12回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読II（4）
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第13回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　夏季休暇中の研究計画の作成・報告
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第14回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　夏季休暇中の研究計画の作成・報告
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第15回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　夏季休暇中の研究計画の作成・報告
【事後学修】　配布資料と授業で紹介した参考文献で復習する。

第16回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　夏季休暇中の研究報告
【事後学修】　議論の内容を整理して検討すべき先行研究を再検討する。

第17回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読III（1）
【事後学修】　議論の内容を整理して研究テーマを構想する。
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第18回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読III（2）
【事後学修】　議論の内容を整理して研究テーマを構想する。

第19回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読III（3）
【事後学修】　議論の内容を整理して研究テーマを構想する。

第20回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読III（4）
【事後学修】　議論の内容を整理して研究テーマを構想する。

第21回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読III（5）
【事後学修】　議論の内容を整理して研究テーマを構想する。

第22回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読IV（1）
【事後学修】　議論の内容をふまえて検討すべき先行研究を整理する。

第23回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読IV（2）
【事後学修】　議論の内容をふまえて検討すべき先行研究を整理する。

第24回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読IV（3）
【事後学修】　議論の内容をふまえて検討すべき先行研究を整理する。

第25回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読IV（4）
【事後学修】　議論の内容をふまえて検討すべき先行研究を整理する。

第26回 【事前学修】　配布資料や参考文献を用いて前回の授業内容を復習してくる。
【授業内容】　課題図書の輪読IV（5）
【事後学修】　議論の内容をふまえて検討すべき先行研究を整理する。

第27回 【事前学修】　先行研究をレビュー・整理してくる。
【授業内容】　修士論文のテーマ検討（1）
【事後学修】　議論の内容をふまえて修士論文のテーマを再検討する。

第28回 【事前学修】　先行研究をレビュー・整理してくる。
【授業内容】　修士論文のテーマ検討（2）
【事後学修】　議論の内容をふまえて修士論文のテーマを再検討する。

第29回 【事前学修】　修士論文における分析対象、方法、検討課題を整理してくる。
【授業内容】　修士論文の構成検討（1）
【事後学修】　議論の内容をふまえて修士論文の構成を再検討する。

第30回 【事前学修】　修士論文における分析対象、方法、検討課題を整理してくる。
【授業内容】　修士論文の構成検討（2）
【事後学修】　本演習で学んだ内容から新たな学修課題をみつける。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告20％、質疑応答20％、レポート60％で評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料のみならず授業で紹介した参考文献を用いて適宜復習するようにしてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

東北経済論特論、中小企業論特論など。

■テキスト■テキスト

特に指定しません。

■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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倉田　洋

国際経済論演習
Seminar in International Economics

■テーマ■テーマ

国際貿易理論の展開

■講義内容■講義内容

この講義では、国際貿易分野で研究テーマを見つけられるよう、応用的トピックを取り上げます。前期は外部経済と国際
貿易，資源・環境問題と貿易，独占的競争と産業内貿易，国際間要素移動，戦略的貿易政策の5つのトピックに関する理論
的分析について学びます。後期は前期に扱ったトピックの中から、自らの興味ある論文を選び、研究テーマを決定しま
す。報告・議論を通じ、参加者の研究能力を高め、最終的に小論文を完成させます。

■達成目標■達成目標

① 国際貿易理論の応用トピックを理解し、説明できるようになる。
② 国際貿易理論の分野で興味あるテーマを見つけ、理論モデルを構築し、論理的説明・具体的提言ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する。学部レベルのミク
ロ経済学、国際貿易理論の内容を復習する。教科書の該当箇所（外部経済と国際貿易）を予習する。
【授業内容】　イントロダクション；外部経済と国際貿易(1)
【事後学修】　第1回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第２回 【事前学修】　教科書の該当箇所（外部経済と国際貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　外部経済と国際貿易(2)
【事後学修】　第2回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第３回 【事前学修】　教科書の該当箇所（外部経済と国際貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　外部経済と国際貿易(3)
【事後学修】　第3回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第４回 【事前学修】　教科書の該当箇所（資源・環境問題と貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　資源・環境問題と貿易(1)
【事後学修】　第4回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所（資源・環境問題と貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　資源・環境問題と貿易(2)
【事後学修】　第5回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所（資源・環境問題と貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　資源・環境問題と貿易(3)
【事後学修】　第6回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第７回 【事前学修】　教科書の該当箇所（独占的競争と産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　独占的競争と産業内貿易(1)
【事後学修】　第7回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第８回 【事前学修】　教科書の該当箇所（独占的競争と産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　独占的競争と産業内貿易(2)
【事後学修】　第8回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第９回 【事前学修】　教科書の該当箇所（独占的競争と産業内貿易）を予習する。関連する参考文献・論文を確認す
る。
【授業内容】　独占的競争と産業内貿易(3)
【事後学修】　第9回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第10回 【事前学修】　教科書の該当箇所（国際間要素移動）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　国際間要素移動 (1)
【事後学修】　第10回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第11回 【事前学修】　教科書の該当箇所（国際間要素移動）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　国際間要素移動 (2)
【事後学修】　第11回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第12回 【事前学修】　教科書の該当箇所（国際間要素移動）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　国際間要素移動 (3)
【事後学修】　第12回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第13回 【事前学修】　教科書の該当箇所（戦略的貿易政策）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　戦略的貿易政策 (1)
【事後学修】　第13回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第14回 【事前学修】　教科書の該当箇所（戦略的貿易政策）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　戦略的貿易政策 (2)
【事後学修】　第14回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第15回 【事前学修】　教科書の該当箇所（戦略的貿易政策）を予習する。関連する参考文献・論文を確認する。
【授業内容】　戦略的貿易政策 (3)
【事後学修】　第15回の学習内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。前期課題に取り組む。

第16回 【事前学修】　前期の授業内容について振り返る。前期課題報告の準備を行う。
【授業内容】　前期課題報告
【事後学修】　論文のテーマについて確認する。テーマに関する予備調査を行う。
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第17回 【事前学修】　予備調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　予備調査報告
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、文献調査を行う。

第18回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(1)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第19回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(2)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第20回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(3)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第21回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(4)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第22回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(5)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第23回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(6)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第24回 【事前学修】　関連論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　関連論文の報告(7)
【事後学修】　報告した論文の内容を復習する。関連する参考文献・論文を確認する。

第25回 【事前学修】　調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の報告(1)
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、研究を進める。後期課題小論文を作成する。

第26回 【事前学修】　調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の報告(2)
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、研究を進める。後期課題小論文を作成する。

第27回 【事前学修】　調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の報告(3)
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、研究を進める。後期課題小論文を作成する。

第28回 【事前学修】　調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の報告(4)
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、研究を進める。後期課題小論文を作成する。

第29回 【事前学修】　調査の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の報告(5)
【事後学修】　報告でのコメントを踏まえ、研究を進める。後期課題小論文を作成する。

第30回 【事前学修】　後期課題小論文を完成させる。小論文の内容をまとめ、報告の準備を行う。
【授業内容】　後期課題小論文の最終報告
【事後学修】　全授業内容について振り返り、自分の研究にフィードバックできるポイントを探す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（40％），小論文（60％）を総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルのミクロ経済学・国際貿易理論の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近代経済学関連の授業科目。

■テキスト■テキスト

多和田眞・柳瀬明彦『国際貿易　モデル構築から応用へ』名古屋大学出版会，2018年。

■参考文献■参考文献

授業時に指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

授業スケジュールは、参加人数によって変更する可能性があります。
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伊鹿倉　正司

国際金融論演習
Seminar in International Monetary Economics

■テーマ■テーマ

グローバル化のもとでの現代世界経済

■講義内容■講義内容

グローバル化が進展する世界経済を理解するには、国際金融の知識が不可欠といえる。本講義では、国際金融に関する定
評ある中・上級のテキストを輪読し、知識の確実な習得を図っていく。

■達成目標■達成目標

国際金融に関する諸問題の原因について理論・実証両面から的確に理解し、問題解決のための実効的な提言を行うことが
できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　序章を読み、講義内容の全体像を把握する。
【授業内容】　講義ガイダンス、報告箇所の割り当て
【事後学修】　第2回の講義内容を予習する。

第２回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第３回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第４回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第５回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第６回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第７回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第８回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第９回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第10回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第11回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第12回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第13回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第14回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第15回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　前半の講義内容のまとめ
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第16回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第17回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第18回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。
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第19回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第20回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第21回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第22回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第23回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第24回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第25回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第26回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第27回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第28回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第29回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　受講者による報告
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

第30回 【事前学修】　テキストを熟読し、不明な点は調べておく。
【授業内容】　全講義内容のまとめ
【事後学修】　確認問題を解き、学習内容の定着を図る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50点）と提出レポート（50点）によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

普段から新聞やインターネットなどを通して、国際金融に関する最新の情報を入手しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

河合正弘『国際金融論』東京大学出版会、1994 年

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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篠崎　剛

経済発展論演習
Seminar in Economic Development

■テーマ■テーマ

経済発展論および動学理論

■講義内容■講義内容

本演習では、経済発展論および動学理論における基本文献を輪読することによって、分析ツールおよび基礎的知識の習得
を目指します。特にGalorが構築した統一成長理論について最新の研究を読めるよう研究を進めます。

■達成目標■達成目標

①大学院レベルのテキストを担当者に解説できるようになる。
②大学院レベルのテキストの問題演習を解くことができるようになる。
③ここ五年以内の新しい英語論文を自分の力で読めるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　演習の概要・方針の説明
【事後学修】　テキストの復習

第２回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第３回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第４回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第５回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第６回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第７回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第８回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第９回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第10回 【事前学修】　テキストの解説と問題演習のための予習
【授業内容】　テキストの解説と問題演習
【事後学修】　テキストの解説と問題演習での修正された部分のチェック

第11回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第12回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第13回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第14回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第15回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第16回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第17回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック
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第18回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第19回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第20回 【事前学修】　英語論文 1 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 1 の解説
【事後学修】　英語論文 1 の修正された部分のチェック

第21回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第22回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第23回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第24回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第25回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第26回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第27回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第28回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第29回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

第30回 【事前学修】　英語論文 2 の解説のための予習
【授業内容】　英語論文 2 の解説
【事後学修】　英語論文 2 の修正された部分のチェック

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告（80％）、レポート（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルの英語およびミクロ経済学の知識

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

近代経済学関係の授業科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

講義時に指示する
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小林　陽介

情報経済論演習
Seminar in The Information Economy

■テーマ■テーマ

暗号資産・デジタル資産のベネフィットとリスクについて考える

■講義内容■講義内容

本科目では、暗号資産（Cryptoassets）およびデジタル資産（Digital Assets）について取り上げます。授業では、関連
する著作（英語）をゼミ形式で輪読します。参加者は、毎回指定された箇所の要約を作成します。発表者は毎回ランダム
に指名します。発表者による報告のあと、参加者全員でディスカッションをします。

■達成目標■達成目標

①暗号資産・デジタル資産とはどのようなものであるかを説明することができる
②暗号資産・デジタル資産が金融システムに与える影響を論じることができる
③暗号資産・デジタル資産の規制枠組みについて論じることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法についてよく理解しておく。
【授業内容】オリエンテーション：暗号資産・デジタル資産の台頭について
【事後学修】暗号資産・デジタル資産についてインターネット等で調べ、どのような論点があるかを把握してお
く。

第２回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Introduction
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第３回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Cryptocurrencies and the Evolution of Banking, Money, and Payments
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第４回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Deconstructing "Decentralization": Exploring the Core Claim of Crypto Systems
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第５回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Cryptoasset Valuation: Theory and Practice
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第６回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Toward a Stable Tokenized Medium of Exchange
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第７回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】The Law and Finance of Initial Coin Offerings
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第８回 【事前学修】ここまでで読んできた箇所を再び読み、これまでのディスカッションの内容を確認しておく。
【授業内容】暗号資産についてのディスカッション
【事後学修】ディスカッションを踏まえて、暗号資産の類型、ICO の特徴を整理しておく。

第９回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】What Should Be Disclosed in an Initial Coin Offering?
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第10回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Blockchains and Risk Management Infrastructure of the Derivatives Industry
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第11回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Difficulties in Achieving Neutrality and Other Challenges in Taxing Cryptoassets
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第12回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Blockchain and Identity Persistence
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第13回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Policy and Regulatory Challenges of Disributed Ledger Technology and Digital Assets in
Asia
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第14回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Casting Light on Central Bank Digital Currency
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第15回 【事前学修】ここまでで読んできた箇所を再び読み、これまでのディスカッションの内容を確認しておく。
【授業内容】暗号資産の全体像についてのディスカッション
【事後学修】ディスカッションを踏まえて、トークン、ICO、分散型台帳について整理しておく。

第16回 【事前学修】前期に学習した事項を整理しておく。
【授業内容】前期の復習とレポートについて
【事後学修】期末レポートのテーマについて検討を進めておく。
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第17回 【事前学修】期末レポートのテーマについて検討しておく。
【授業内容】期末レポートのテーマ発表
【事後学修】参加者から出されたコメントを踏まえ、調べるべき事項について検討しておく。

第18回 【事前学修】テーマに関するキーワードを考えておく。
【授業内容】文献探索の方法
【事後学修】自身のテーマに関わる文献のリストを作成する。

第19回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Introduction
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第20回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Overview of Distributed Ledger Technology and Terminology
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第21回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】The Regulation of Virtual Currency Businesses
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第22回 【事前学修】期末レポートのアウトラインを作成しておく。
【授業内容】期末レポートの概要報告
【事後学修】参加者から出された意見・コメントを踏まえ、アウトラインを再検討しておく。

第23回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Fundraising and Securities
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第24回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Offers and Sales of Tokens Under U.S. Securities Laws
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第25回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Smart Contracts
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第26回 【事前学修】期末レポートの内容に関するレジュメを作っておく。
【授業内容】期末レポートの中間報告
【事後学修】参加者から出された意見とコメントついて整理しておく。

第27回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】The Taxation of Digital Assets
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第28回 【事前学修】指定個所の要約を作成する。
【授業内容】Virtual Currency and Criminal Law Index
【事後学修】ディスカッションで話題になった点について整理しておく。

第29回 【事前学修】ここまでで読んできた箇所を再び読み、これまでのディスカッションの内容を確認しておく。
【授業内容】デジタル資産の全体像についてのディスカッション
【事後学修】ディスカッションを踏まえて、デジタル資産の論点と規制上の課題について整理しておく。

第30回 【事前学修】期末レポートの内容に関するPPT資料を作成しておく。
【授業内容】期末レポート発表会
【事後学修】参加者から出されたコメントについて整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告の完成度（40%）、ディスカッションへの貢献度（20％）、レポート（40%）で総合的に評価する。
通年で6回以上欠席した場合は、単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①理解を深めるために、授業の前に教科書の該当ページを必ず読んでおくこと。その際、「興味を持った箇所」と「疑問
に感じた箇所」とに分けて線を引き、そのように感じた理由を考えてください。合わせて、わからない単語・箇所をまと
めます。
②テレビや新聞等各種メディアから暗号資産やデジタル資産の動きを常にチェックするよう意識すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

各自の関心に応じて幅広く履修し、視野を広げておくこと。

■テキスト■テキスト

教科書①：Chris Brummer, ed[2019], Cryptoassets: Legal, Regulatory, and Monetary Perspectives, Oxford Univ
Press.
教科書②：Daniel T. Stabile, Kimberly A. Prior and Andrew M. Hinkes[2020], Digital Assets and Blockchain
Technology: US Law and Regulation, Edward Elgar Publishing.

■参考文献■参考文献

参考文献は、授業中に適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

①初回授業で受講方法に関する詳しい説明をするので履修希望者は必ず出席すること。
②オフィス・アワー等については開講時に指示する。
③授業中にWebで検索したりGoogleのドキュメントやスライドを編集するため、毎回必ずパソコンを持参すること。
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谷　達彦

財政学演習 A
Seminar in Public Finance A

■テーマ■テーマ

現代財政の理論・制度・政策

■講義内容■講義内容

受講生による報告と議論を通して、財政に関する国内外の主要な研究成果を検討し、財政の理論・制度・政策をめぐる研
究の到達点や課題について理解を深める

■達成目標■達成目標

財政に関する主要な研究成果の到達点と課題を理解する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第２回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論1
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第３回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論2
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第４回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論3
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第５回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論4
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第６回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論5
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第７回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論6
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第８回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論7
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第９回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論8
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第10回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論9
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第11回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論10
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第12回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論11
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第13回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論12
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第14回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論13
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第15回 【事前学修】　レポートを作成し、報告の準備をする
【授業内容】　レポート報告と議論1
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第16回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論14
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第17回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論15
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第18回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論16
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う
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第19回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論17
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第20回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論18
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第21回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論19
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第22回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論20
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第23回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論21
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第24回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論22
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第25回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論23
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第26回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論24
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第27回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論25
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第28回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論26
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第29回 【事前学修】　報告・議論に必要な準備をする
【授業内容】　受講生の報告と議論27
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

第30回 【事前学修】　レポートを作成し、報告の準備をする
【授業内容】　レポート報告と議論2
【事後学修】　授業内容をふり返り、必要な調査研究を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および議論への貢献（50％）、レポート（50％）により評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

文献読解、資料の収集・分析などの報告、議論及びレポート作成に必要な調査研究を行う

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅰ、財政学特論Ａ－Ⅱ

■テキスト■テキスト

開講時に指示する

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜指示する
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佐藤　滋

財政学演習 B
Seminar in Public FinanceB

■テーマ■テーマ

財政学分野に関する修士論文の執筆

■講義内容■講義内容

財政学分野に関する修士論文の執筆指導を行う。テーマの決定、先行研究レビュー、論文の執筆ルール、社会科学方法論
の基礎に関する指導が中心となる。

■達成目標■達成目標

①修士論文のテーマの決定方法を学ぶことができる
②修士論文の執筆ルールを学ぶことができる
③社会科学方法論の基礎について理解を深めることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文のテーマの決定について準備を進める（1）
【授業内容】　授業の進め方の説明
【事後学修】　授業の振り返り（1）

第２回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（1）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（1）
【事後学修】　授業の振り返り（2）

第３回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（2）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（2）
【事後学修】　授業の振り返り（3）

第４回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（3）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（3）
【事後学修】　授業の振り返り（4）

第５回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（4）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（4）
【事後学修】　授業の振り返り（5）

第６回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（5）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（5）
【事後学修】　授業の振り返り（6）

第７回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（6）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（6）
【事後学修】　授業の振り返り（7）

第８回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（7）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（7）
【事後学修】　授業の振り返り（8）

第９回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（8）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（8）
【事後学修】　授業の振り返り（9）

第10回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（9）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（9）
【事後学修】　授業の振り返り（10）

第11回 【事前学修】　先行研究レビューを行う（10）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（10）
【事後学修】　授業の振り返り（11）

第12回 【事前学修】　仮説の提示（1）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（11）
【事後学修】　授業の振り返り（12）

第13回 【事前学修】　仮説の提示（2）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（12）
【事後学修】　授業の振り返り（13）

第14回 【事前学修】　仮説の提示（3）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（13）
【事後学修】　授業の振り返り（14）

第15回 【事前学修】　修士論文の構想準備
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（14）
【事後学修】　授業の振り返り（15）

第16回 【事前学修】　修士論文の報告準備（1）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（15）
【事後学修】　授業の振り返り（16）

第17回 【事前学修】　修士論文の報告準備（2）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（16）
【事後学修】　授業の振り返り（17）
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第18回 【事前学修】　修士論文の報告準備（3）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（17）
【事後学修】　授業の振り返り（18）

第19回 【事前学修】　修士論文の報告準備（4）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（18）
【事後学修】　授業の振り返り（19）

第20回 【事前学修】　修士論文の報告準備（5）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（19）
【事後学修】　授業の振り返り（20）

第21回 【事前学修】　修士論文の報告準備（6）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（21）
【事後学修】　授業の振り返り（21）

第22回 【事前学修】　修士論文の報告準備（7）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（22）
【事後学修】　授業の振り返り（22）

第23回 【事前学修】　修士論文の報告準備（8）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（23）
【事後学修】　授業の振り返り（23）

第24回 【事前学修】　修士論文の報告準備（9）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（24）
【事後学修】　授業の振り返り（24）

第25回 【事前学修】　修士論文の報告準備（10）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（25）
【事後学修】　授業の振り返り（25）

第26回 【事前学修】　修士論文の報告準備（11）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（26）
【事後学修】　授業の振り返り（26）

第27回 【事前学修】　修士論文の報告準備（12）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（27）
【事後学修】　授業の振り返り（27）

第28回 【事前学修】　修士論文の報告準備（13）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（28）
【事後学修】　授業の振り返り（28）

第29回 【事前学修】　修士論文の報告準備（14）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（29）
【事後学修】　授業の振り返り（29）

第30回 【事前学修】　修士論文の報告準備（15）
【授業内容】　受講生による報告とディスカッション（30）
【事後学修】　授業の振り返り（30）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告・発表（70％）、ディスカッション（30％）により総合的に評価する。報告・発表、ディスカッションで、達成目標
①、②、③を評価する。報告・発表の評価基準：報告内容の独自性・新規性（70％）、指示された形式の遵守（30％）。
ディスカッションの評価基準：議論内容の適切性（50％）、発言回数（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告・発表の準備

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財政学特論Ａ－Ⅰ、Ａ－Ⅱ、Ｂ－Ⅰ、Ｂ－Ⅱ

■テキスト■テキスト

特に使用しない

■参考文献■参考文献

適宜、紹介する
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黒坂　愛衣

社会政策論演習
Seminar in Social Policy

■テーマ■テーマ

日本の差別問題・人権問題

■講義内容■講義内容

日本の差別問題・人権問題（疾病・障害・セクシュアリティ・部落差別問題等々）のうち，受講生が関心をもつテーマに
ついて，修士論文の論文指導をおこなう。先行研究のレビューのほか，参与観察や聞き取りなどにもとづく調査報告を受
講生がおこない，参加者全員で議論する。

■達成目標■達成目標

（１）自分がテーマとする差別問題について，現場のリアリティをもった問題把握ができるようになる。
（２）質的調査の方法について基本的な理解をもつ。
（３）論文の書き方を身につける。
（４）議論に積極的に参加し，多様な観点からの検討ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでおく
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　配布資料の概要を確認する

第２回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　担当教員による報告
【事後学修】　報告および議論を復習する

第３回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第４回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第５回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論３
【事後学修】　報告および議論を復習する

第６回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論４
【事後学修】　報告および議論を復習する

第７回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論５
【事後学修】　報告および議論を復習する

第８回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論６
【事後学修】　報告および議論を復習する

第９回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論７
【事後学修】　報告および議論を復習する

第10回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論８
【事後学修】　報告および議論を復習する

第11回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論９
【事後学修】　報告および議論を復習する

第12回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１０
【事後学修】　報告および議論を復習する

第13回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第14回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第15回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１３
【事後学修】　報告および議論を復習する

第16回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１４
【事後学修】　報告および議論を復習する

第17回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１５
【事後学修】　報告および議論を復習する
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第18回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１６
【事後学修】　報告および議論を復習する

第19回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１７
【事後学修】　報告および議論を復習する

第20回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１８
【事後学修】　報告および議論を復習する

第21回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論１９
【事後学修】　報告および議論を復習する

第22回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２０
【事後学修】　報告および議論を復習する

第23回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２１
【事後学修】　報告および議論を復習する

第24回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２２
【事後学修】　報告および議論を復習する

第25回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２３
【事後学修】　報告および議論を復習する

第26回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２４
【事後学修】　報告および議論を復習する

第27回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２５
【事後学修】　報告および議論を復習する

第28回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２６
【事後学修】　報告および議論を復習する

第29回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２７
【事後学修】　報告および議論を復習する

第30回 【事前学修】　配布資料の指定箇所を読んでおく
【授業内容】　受講者による報告と議論２８
【事後学修】　報告および議論を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

4つの達成目標について総合的に評価する。報告（70％），議論への参加（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

担当報告の準備。自分の研究テーマの関連文献を読むことを習慣づけ，常に思考をめぐらせること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「社会政策論特論Ⅰ」「社会政策論特論Ⅱ」

■テキスト■テキスト

とくになし

■参考文献■参考文献

授業中に適宜，指示する。
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熊沢　由美

社会保障論演習
Seminar in Social Security

■テーマ■テーマ

現代の社会保障

■講義内容■講義内容

日本の社会保障について、理解を深めます。給付や負担など制度の仕組みに加えて、現在直面しているさまざまな課題、
また必要に応じて諸外国の社会保障についても学びます。

■達成目標■達成目標

日本の社会保障やその課題について理解を深め、自分の意見を持てるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業計画を確認する。

第２回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読む。
【授業内容】　日本の社会保障
【事後学修】　授業の内容を復習する。

第３回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（1）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第４回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（2）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第５回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（3）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第６回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（4）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第７回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（5）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第８回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（6）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第９回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（7）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第10回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（8）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第11回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（9）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第12回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（10）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第13回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（11）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第14回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（12）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第15回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（13）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第16回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読む。
【授業内容】　諸外国の社会保障
【事後学修】　授業の内容を復習する。

第17回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（1）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第18回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（2）
【事後学修】　報告の内容を復習する。
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第19回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（3）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第20回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（4）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第21回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（5）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第22回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（6）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第23回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（7）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第24回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（8）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第25回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（9）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第26回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（10）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第27回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（11）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第28回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（12）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第29回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（13）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

第30回 【事前学修】　報告の準備をする。
【授業内容】　受講生の報告（学びの総括）
【事後学修】　報告の内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告 80％、議論への参加状況 20％ で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日常的に、テレビや新聞等で、社会保障に関連するニュースをチェックするようにしてください。報告については、指定
図書以外にも参考文献や最新のニュースに目を通すようにしてください。また、報告の内容がうまく伝わるようにするに
はどうしたらよいかを考え、報告の方法についても検討してください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会保障論特論Ⅰ、社会保障論特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

阿部裕二・熊沢由美編『社会保障』弘文堂、2023 年などを予定しています。

■参考文献■参考文献

開講時に指示します。
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佐藤　康仁

加齢経済論演習
Seminar in Economics of Aging

■テーマ■テーマ

高齢社会の経済分析

■講義内容■講義内容

演習参加者による研究報告を中心に、加齢経済論（高齢化の経済学）に関する理解を深める

■達成目標■達成目標

論文作成に必要となる加齢経済論に関する専門的知識を獲得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の達成目標や進め方、成績評価の方法を確認する
【授業内容】　加齢経済論演習の授業内容と進め方
【事後学修】　授業内容、達成目標等をあらためて確認する

第２回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第３回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第４回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第５回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第６回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第７回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第８回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第９回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第10回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第11回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第12回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第13回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第14回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第15回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第16回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第17回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第18回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る
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第19回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第20回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第21回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第22回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第23回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第24回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第25回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第26回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第27回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第28回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第29回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

第30回 【事前学修】　報告準備を行う
【授業内容】　演習参加者による報告と議論
【事後学修】　報告内容を振り返る

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業での予習状況や発表内容、質疑応答、議論への貢献度（100％）
＊具体的な評価基準は開講時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、十分な予習と復習が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

加齢経済論特論Ⅰ、加齢経済論特論Ⅱ

■テキスト■テキスト

開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

必要に応じて、適宜紹介します。
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谷　祐可子

環境経済論演習
Seminar in Environmental Economics

■テーマ■テーマ

持続可能な開発・発展に関する研究

■講義内容■講義内容

環境問題の社会経済的要因、環境保全および管理の考え方や方法、持続可能性など、環境と経済に関する代表的な論文等
を取り上げ、演習参加者による報告と議論を通じて持続可能な開発・発展について理解を深めます。

■達成目標■達成目標

①報告と議論を通じて、持続可能な開発・発展に関する理解を深められる。
②各種の環境テーマに関して、現時点での自らの見解を論理的に述べることができる。
③研究成果をレポートおよび論文としてまとめられる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　最近の環境と経済に関する情報をニュースや新聞から収集します。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって理解を深めます。

第２回 【事前学修】　教材を読み、コモンズの悲劇に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Tragedy of the Commons（コモンズの悲劇）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なってコモンズの悲劇についての理解を深めます。

第３回 【事前学修】　教材を読み、汚染に関する経済的常識に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Economic Common Sense of Pollution（汚染に関する経済的常識）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって汚染に関する経済的常識についての理解を深
めます。

第４回 【事前学修】　教材を読み、環境汚染分析と関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Analysis of Environmental Pollution（環境汚染の分析）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって環境汚染分析についての理解を深めます。

第５回 【事前学修】　教材を読み、アメリカ環境保護庁と関連する事柄を調査します。
【授業内容】　EPA and the Evolution of Federal Regulation（環境保護庁と連邦規制の誕生）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なってEPAと連邦規制についての理解を深めます。

第６回 【事前学修】　教材を読み、厚生経済学と関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Some Concepts from Welfare Economics（厚生経済学における概念）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって厚生経済学におけるいくつかの概念について
の理解を深めます。

第７回 【事前学修】　教材を読み、共的資源の利用と管理に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Economic Theory of a Common-Property Resource: the fishery（共的資源をめぐる経済理
論）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって共的資源をめぐる経済理論についての理解を
深めます。

第８回 【事前学修】　教材を読み、社会的費用と私的費用に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Problem of Social Cost On Divergences between Social Cost and Private Cost（私的費
用と社会的費用）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって社会的費用と私的費用についての理解を深め
ます。

第９回 【事前学修】　教材を読み、市場の失敗に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Problem of Market Failure（市場の失敗）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって市場の失敗についての理解を深めます。

第10回 【事前学修】　教材を読み、資源と経済に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Economics of Resources or the Resources of Economics（資源と経済）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって資源と経済についての理解を深めます。

第11回 【事前学修】　教材を読み、持続可能性に関連する事柄を調査すします
【授業内容】　Sustainability: an economist's perspective（持続可能性）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって持続可能性についての理解を深めます。

第12回 【事前学修】　教材を読み、環境保全に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Conservation Reconsidered（環境保全）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって環境保全についての理解を深めます。

第13回 【事前学修】　教材を読み、汚染規制に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Regulatory Strategies for Pollution Control（汚染規制）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって汚染規制についての理解を深めます。

第14回 【事前学修】　教材を読み、所有権に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Land， Water and Ownership（土地と水の所有権）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって土地や水の所有権についての理解を深めま
す。

第15回 【事前学修】　教材を読み、譲渡可能な排出許可証に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Transferable Discharge Permits and the Control of Stationary Source Air Pollution（譲渡
可能な排出許可証と大気汚染管理）。レポートの提出。
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって譲渡可能な排出許可証についての理解を深め
ます。
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第16回 【事前学修】　教材を読み、危険な廃棄物の管理に関連する事柄を調査すします。
【授業内容】　Economic Incentives in the Management of Hazardous Wastes（危険廃棄物管理のための経済手
段）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって危険な廃棄物の管理についての理解を深めま
す。

第17回 【事前学修】　教材を読み、有害廃棄物に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Weighing Alternatives for Toxic Waste Cleanup（有害廃棄物対策）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって有害廃棄物対策についての理解を深めます。

第18回 【事前学修】　教材を読み、費用便益分析に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　An Introduction to Benefit-Cost Analysis（費用便益分析）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって費用便益分析についての理解を深めます。

第19回 【事前学修】　教材を読み、社会的投資に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Criteria for Social Investment（社会的投資）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって社会的投資についての理解を深めます。

第20回 【事前学修】　教材を読み、余暇の評価手法に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Comparisons of Methods for Recreation Evaluation（余暇的価値の評価手法）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって余暇の評価手法についての理解を深めます。

第21回 【事前学修】　教材を読み、オークション手法に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Bidding Games for Valuation of Aesthetic Environmental Improvements（オークション手法に
よる環境評価）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なってオークション手法についての理解を深めま
す。

第22回 【事前学修】　教材を読み、生命の価値に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Economic Value of Life: linking theory to practice（生命の価値）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって生命の経済的価値についての理解を深めま
す。

第23回 【事前学修】　教材を読み、他者の生命に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　The Life You Save may be Your Own（他者の生命と自分の生命）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって他者の生命と自分の生命についての理解を深
めます。

第24回 【事前学修】　教材を読み、リスク評価に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Risk Assessment and Comparisons: an introduction（リスク評価）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なってリスク評価についての理解を深めます。

第25回 【事前学修】　教材を読み、都市における大気汚染に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Controlling Urban Air Pollution: a benefit-cost assessment（都市部における大気汚染）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって都市における大気汚染対策についての理解を
深めます。

第26回 【事前学修】　教材を読み、国際協力に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　International Cooperation for Environmental Protection（国際協力）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって国際協力による環境保護についての理解を深
めます。

第27回 【事前学修】　教材を読み、地球温暖化に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Some Economics of Global Warming（地球温暖化）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって地球温暖化と経済についての理解を深めま
す。

第28回 【事前学修】　教材を読み、温室効果ガスに関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Economic Activity and the Greenhouse Effect（経済活動と温室効果）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって経済活動と温室効果ガスについての理解を深
めます。

第29回 【事前学修】　教材を読み、緑の革命に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Adverse Environmental Consequences of the Green Revolution（緑の革命）
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって緑の革命の環境影響についての理解を深めま
す。

第30回 【事前学修】　教材を読み、森林減少に関連する事柄を調査します。
【授業内容】　Deforestation and Species Loss（森林減少と種の喪失）。論文の提出。
【事後学修】　授業の内容を振り返り、必要な調査研究を行なって森林減少と種の喪失についての理解を深めま
す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の演習での報告（30％）、議論（20％）、レポート（10％）、論文（40％）を目安に、達成目標１から３と照らし合
わせて総合的に評価します。欠席および遅刻は減点の対象となります。定められた回数を超えて欠席した場合は、単位修
得資格を喪失します。評価基準はルーブリックの形で授業時に明示します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の予習および復習が必要になります

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境経済論特論 I、環境経済論特論 II

■テキスト■テキスト

R. Dorfman and N.S. Dorfman（1993）　Economics of the Environment: selected readings（3rd edition） .　W.W.
Norton.　ISBN-13: 978-0393963106

■参考文献■参考文献

R.N. Stavins（2012）　Economics of the Environment: selected readings （6th edition） .　W.W. Norton.　　ほ
か、随時指示します
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に知らせます。
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千葉　昭彦

経済地理学演習
Seminar in Economic Geography

■テーマ■テーマ

地域問題に対する経済地理学的研究

■講義内容■講義内容

学生の選定する地域問題に対して経済地理学的（地域経済論的）アプローチで理解し、その原因を探求する

■達成目標■達成目標

①地域問題を正確に要約し、報告する。
②経済地理学的あるいは地域経済論的な分析から問題発生のメカニズムを説明することができる。
③調査あるいはデータを用いて自らの分析をレポートとしてまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　卒業論文を報告し、その残された課題を整理する。
【授業内容】　卒業論文の再検討
【事後学修】　卒業論文で残された課題の整理

第２回 【事前学修】　卒業論文の残された課題を整理する。
【授業内容】　卒業論文の再検討
【事後学修】　卒業論文で残された課題の整理

第３回 【事前学修】　卒業論文の残された課題に対応する論文・文献を調べる。
【授業内容】　卒業論文の再検討
【事後学修】　卒業論文の残された課題に対応する論文・文献を再度調べる。

第４回 【事前学修】　修士論文のテーマを設定し、その作成に向けた段取りを検討する。
【授業内容】　修士論文のテーマ検討
【事後学修】　討論を踏まえて、修士論文のテーマの再検討

第５回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第６回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第７回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第８回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第９回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第10回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第11回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第13回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第14回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文・文献の報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する基本的な論文・文献の報告
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第15回 【事前学修】　前期報告論文・文献と修士論文のテーマとの関連性の整理
【授業内容】　前期報告論文・文献の全体的なサーヴェイ報告
【事後学修】　討論を踏まえて前期報告論文・文献の全体的なサーヴェイ報告をＡ4版で3枚程度のまとめて提出

第16回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の報告準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第17回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の報告準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第18回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の報告準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。
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第19回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版1 枚程度にまとめる。

第20回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第21回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版1 枚程度にまとめる。

第22回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第23回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第24回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第25回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第26回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第27回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版で1枚程度にまとめる。

第28回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する調査報告もしくは論文・文献報告
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、報告内容をＡ4版1 枚程度にまとめる。

第29回 【事前学修】　修士論文作成のための論文・文献・調査の整理
【授業内容】　修士論文の構成検討
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、修士論文の構成再検討

第30回 【事前学修】　修士論文作成のための論文・文献・調査の整理
【授業内容】　修士論文の構成検討
【事後学修】　授業での討論を踏まえて、修士論文の構成再検討
　　　※【授業内容】　取り扱うテーマ、対象等は最初に学生と相談して決めます。その後は調査報告であれ、
データ分析であれ、学生の報告ですすめ、最後にその成果をレポートとして提出してもらいます。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

分担報告 50 点　最終レポート 50 点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①報告に際しては充分な説明ができるように準備をする
②報告者以外は検討内容を事前に検討する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済地理学特論Ⅰ　経済地理学特論Ⅱ　東北経済論特論Ａ－Ⅰ　東北経済論特論Ａ－Ⅱ

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

特になし
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齊藤　康則

地域社会論演習
Seminar in Theory of Region and Community

■テーマ■テーマ

地域社会の諸問題

■講義内容■講義内容

地域社会において争点となっているテーマ（少子高齢化・人口減少・大震災によって問い直されている生命・自立・共
生、環境・情報・協働など）のうち、とくに参加者が関心を持っている事柄について、文献・データの精査やフィールド
ワークを踏まえて報告し、その報告内容について議論する。なお、参加者の報告テーマ・順番が決定してから、詳細な予
定表を配布する。

■達成目標■達成目標

①地域社会の生活課題を、多様な観点から分析できるようになる。
②自らの調査研究をレジュメにまとめ、内容を聞き手に伝えられるようになる。
③演習に参加している参加者同士で、相異なる見解を交換できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの確認
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　配布したプリントを復習する

第２回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　演習担当者の報告
【事後学修】　配布したプリントを復習する

第３回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（1 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第４回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（2 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第５回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（3 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第６回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（4 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第７回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（5 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第８回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（6 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第９回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（7 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第10回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（8 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第11回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（9 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第12回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（10 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第13回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（11 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第14回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（12 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第15回 【事前学修】　前期の学習の復習
【授業内容】　前期のまとめ
【事後学修】　これまでの内容を振り返り、重要概念を整理する

第16回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　演習担当者の報告
【事後学修】　配布したプリントを復習する

第17回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（1 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る
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第18回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（2 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第19回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（3 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第20回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（4 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第21回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（5 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第22回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（6 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第23回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（7 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第24回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（8 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第25回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（9 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第26回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（10 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第27回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（11 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第28回 【事前学修】　指定文献の熟読
【授業内容】　参加者の報告（12 人目）
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第29回 【事前学修】　前期・後期の内容を振り返る
【授業内容】　ディベート
【事後学修】　議論の内容を振り返る

第30回 【事前学修】　後期の学習の復習
【授業内容】　後期のまとめ
【事後学修】　これまでの内容を振り返り、重要概念を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（30％）・発言（20％）・レポート（50％）。5回以上欠席した場合、演習を除籍する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

早くから文献・データを収集し、報告をまとめるように努力する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域社会論特論 I、地域社会論特論 II

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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郭　基煥

現代社会論演習
Seminar in Contemporary Society

■テーマ■テーマ

社会的マイノリティと社会運動

■講義内容■講義内容

①社会運動全般に関わる論文または著書を読み、議論を通してその理解を深める。
②社会的マイノリティに対するマジョリティによる表象の暴力について、議論を通して理解する。
③社会的マイノリティによる社会運動について論文または著書を読み、議論を通して理解する。

■達成目標■達成目標

①社会的マジョリティとマイノリティについて社会構築主義的な考え方を理解できるようになる。
②社会の変化におよぼす社会運動の力と戦略について理解できるようになる。
③現在の日本におけるマジョリティ－マイノリティの問題を見抜くことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の問題意識をはっきりさせておくこと。
【授業内容】　演習の進め方、レジュメの作成方法、参加者の自己紹介
【事後学修】　授業で確認した各自のテーマについて基礎概念などを調べておくこと

第２回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　社会的マイノリティについての基礎理解のための講義
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第３回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第４回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第５回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第６回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第７回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第８回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第９回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第10回 【事前学修】　社会運動についての事前に紹介した資料に目を通しておくこと
【授業内容】　社会運動についての基礎理解のための講義
【事後学修】　社会運動について基礎概念を理解しておくこと

第11回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第12回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第13回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第14回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第15回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第16回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第17回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと
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第18回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第19回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第20回 【事前学修】　アイデンティティポリティクスについて事前に渡した資料に目を通しておくこと
【授業内容】　社会的マイノリティによる社会運動についての基礎理解のための講義
【事後学修】　アイデンティティポリティクスについて基礎概念を理解しておくこと

第21回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第22回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第23回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第24回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第25回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第26回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第27回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第28回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第29回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

第30回 【事前学修】　発表者は発表の準備をすること。それ以外の学生は事前に与えられた資料に目を通しておくこと
【授業内容】　参加者による報告と議論
【事後学修】　授業の議論の内容で分からなかった点を確認しておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の議論（積極性20％、論理性20％、独自性20％）、報告（40％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

社会運動とは何か（ニック・クロスリー、西原和久他訳、新泉社）

■参考文献■参考文献

授業のはじめに指示
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佐藤　純

経済史演習 A
Seminar in Economic History A

■テーマ■テーマ

両大戦間期における世界貿易の解体に関する研究

■講義内容■講義内容

英語テキストの読解がメインとなるが、ディスカッションやディベート、パワーポイントを使用した報告会なども行う。

■達成目標■達成目標

①貿易やグローバル経済に関する基本的用語を理解する
②貿易や国際経済に関連する簡単な英語の文章を読解できるようになる
③グローバリゼーションについて歴史的視点から説明することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この授業の内容と運営方法について理解しておく
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　貿易に関連する新聞記事や新書等の簡単な著作を読んでおく

第２回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易の理論①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第３回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易の理論②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第４回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　各国・地域の貿易収支①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第５回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　各国・地域の貿易収支②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第６回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　各国・地域の貿易収支③
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第７回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　各国・地域の貿易収支④
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第８回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　各国・地域の貿易収支⑤
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第９回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第10回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第11回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム③
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第12回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム④
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第13回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム⑤
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第14回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　貿易収支の世界システム⑥
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第15回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第16回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第17回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史③
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第18回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史④
【事後学修】　映像資料の内容に関するレポートを作成
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第19回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史⑤
【事後学修】　映像資料の内容に関するレポートを作成する

第20回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの形成史⑥
【事後学修】　キリンビール工場に関するレポートを作成

第21回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第22回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第23回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能③
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第24回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能④
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第25回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの機能⑤
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第26回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの未来①
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第27回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの未来②
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第28回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの未来③
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第29回 【事前学修】　割り当てのある学生は指定箇所の和訳を作成しておく
【授業内容】　多角的貿易システムの未来④
【事後学修】　授業中に読解した英文の復習とまとめレポートの作成

第30回 【事前学修】　読解した英文資料の論旨を把握しておく
【授業内容】　本授業の総まとめを行う
【事後学修】　資料の再読と授業のまとめ振り返るをする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①達成目標①②については、提出課題（80％）により評価する
②達成目標③については授業中の発言内容（20％）により評価する
③〔提出課題＋発言内容＝100点〕となるが、合計60点以上で合格となる

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

到達目標を達成するためには資料全体の構成・内容を理解する努力が必要となるので、授業の前後で入念な準備を行うこ
と

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済史特論 A-I　経済史特論 A-Ⅱ　経済史演習 A

■テキスト■テキスト

教員が用意する文献を利用する、

■参考文献■参考文献

授業中に適宜指示する。
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白鳥　圭志

経済史演習 B
Seminar in Economic History B

■テーマ■テーマ

比較経済史学の批判的再検討。

■講義内容■講義内容

『大塚久雄著作集』第1巻（「株式会社発生史論」）を講読する。その後の経済史研究に対する意義を考える。

■達成目標■達成目標

①テキストの内容を理解すること、②関連文献を調査、読了すること、③研究状況を踏まえて、自分なりの見解を出せる
こと。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特になし
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　特になし

第２回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第３回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第４回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第５回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第６回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第７回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第８回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第９回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第10回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第11回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第12回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第13回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第14回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第15回 【事前学修】　前期の内容の復習
【授業内容】　総括的な討論。
【事後学修】　前期の内容、総括的討論の復習。

第16回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第17回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第18回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

経

済

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 746 -



第19回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第20回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第21回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第22回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第23回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第24回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第25回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第26回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第27回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第28回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第29回 【事前学修】　テキスト指定箇所についての読了と報告作成（関連文献の調査も含む）。
【授業内容】　報告者の報告に基づき、内容について討論する。
【事後学修】　テキストの内容を確認し、討論の内容を纏める。

第30回 【事前学修】　試験勉強
【授業内容】　指定試験
【事後学修】　特になし

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告と討論内容（80％）、指定試験（20％）で評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義中に指示する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

『大塚久雄著作集』第1巻。

■参考文献■参考文献

『大塚久雄著作集』第2巻から第13巻まで。
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小沼　宗一

経済学史演習 B
Seminar in the History of Economic Thought B

■テーマ■テーマ

経済学史と現代

■講義内容■講義内容

経済学史と現代について考える。

■達成目標■達成目標

経済学史と現代について，論点を整理することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第15回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第16回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第17回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第18回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。
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第19回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第20回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第21回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第22回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第23回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第24回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第25回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第26回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第27回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第28回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第29回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

第30回 【事前学修】　テキストの該当箇所を読み，論点を明確にする。
【授業内容】　経済学史研究の現代的意義
【事後学修】　論点を整理してノートにまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

平常点(50％）課題レポート（50％）により総合的に評価する。評価基準は，記述内容の適切さ（60％），指示された形
式・作法・字数の遵守（40％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

参考文献を読み，概要を理解する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済学史特論 B-I,経済学史特論 B-Ⅱ。

■テキスト■テキスト

小沼宗一『経済思想の歴史』創成社,2017年。ISBN978-4-7944-3155-2

■参考文献■参考文献

小峯 敦『経済学史』ミネルヴァ書房,2021年。ISBN978-4-623-09083-9
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篠崎　剛

研究科論文指導

■テーマ■テーマ

研究科論文指導

■講義内容■講義内容

研究論文の指導

■達成目標■達成目標

グローバルスタンダードレベルの修士論文を書き上げることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文を読む（1）テキスト第１章～第５章
【授業内容】　論文の書き方の指導（1）
【事後学修】　論文の書き方の復習（1）

第２回 【事前学修】　論文を読む（2）テキスト第１章～第５章
【授業内容】　論文の書き方の指導（2）
【事後学修】　論文の書き方の復習（2）

第３回 【事前学修】　論文を読む（3）テキスト第１章～第５章
【授業内容】　論文の書き方の指導（3）
【事後学修】　論文の書き方の復習（3）

第４回 【事前学修】　論文を読む（4）テキスト第６章～第11章
【授業内容】　論文の書き方の指導（4）
【事後学修】　論文の書き方の復習（4）

第５回 【事前学修】　論文を読む（5）テキスト第６章～第11章
【授業内容】　論文の書き方の指導（5）
【事後学修】　論文の書き方の復習（5）

第６回 【事前学修】　論文を読む（6）テキスト第６章～第11章
【授業内容】　論文の書き方の指導（6）
【事後学修】　論文の書き方の復習（6）

第７回 【事前学修】　論文を読む（7）テキスト第６章～第11章
【授業内容】　論文の書き方の指導（7）
【事後学修】　論文の書き方の復習（7）

第８回 【事前学修】　論文を読む（8）テキスト第12章～第15章
【授業内容】　論文の書き方の指導（8）
【事後学修】　論文の書き方の復習（8）

第９回 【事前学修】　論文を読む（9）テキスト第12章～第15章
【授業内容】　論文の書き方の指導（9）
【事後学修】　論文の書き方の復習（9）

第10回 【事前学修】　論文を読む（10）テキスト第12章～第15章
【授業内容】　論文の書き方の指導（10）
【事後学修】　論文の書き方の復習（10）

第11回 【事前学修】　論文を読む（11）テキスト第16章～第19章
【授業内容】　論文の書き方の指導（11）
【事後学修】　論文の書き方の復習（11）

第12回 【事前学修】　論文を読む（12）テキスト第16章～第19章
【授業内容】　論文の書き方の指導（12）
【事後学修】　論文の書き方の復習（12）

第13回 【事前学修】　論文を読む（13）テキスト第16章～第19章
【授業内容】　論文の書き方の指導（13）
【事後学修】　論文の書き方の復習（13）

第14回 【事前学修】　論文を読む（14）テキスト第16章～第19章
【授業内容】　論文の書き方の指導（14）
【事後学修】　論文の書き方の復習（14）

第15回 【事前学修】　論文を読む（15）テキスト第16章～第19章
【授業内容】　論文の書き方の指導（15）
【事後学修】　論文の書き方の復習（15）

第16回 【事前学修】　論文を書く（1）
【授業内容】　論文の書き方の指導（1）
【事後学修】　論文の書き方の復習（1）

第17回 【事前学修】　論文を書く（2）
【授業内容】　論文の書き方の指導（2）
【事後学修】　論文の書き方の復習（2）

第18回 【事前学修】　論文を書く（3）
【授業内容】　論文の書き方の指導（3）
【事後学修】　論文の書き方の復習（3）

第19回 【事前学修】　論文を書く（4）
【授業内容】　論文の書き方の指導（4）
【事後学修】　論文の書き方の復習（4）
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第20回 【事前学修】　論文を書く（5）
【授業内容】　論文の書き方の指導（5）
【事後学修】　論文の書き方の復習（5）

第21回 【事前学修】　論文を書く（6）
【授業内容】　論文の書き方の指導（6）
【事後学修】　論文の書き方の復習（6）

第22回 【事前学修】　論文を書く（7）
【授業内容】　論文の書き方の指導（7）
【事後学修】　論文の書き方の復習（7）

第23回 【事前学修】　論文を書く（8）
【授業内容】　論文の書き方の指導（8）
【事後学修】　論文の書き方の復習（8）

第24回 【事前学修】　論文を書く（9）
【授業内容】　論文の書き方の指導（9）
【事後学修】　論文の書き方の復習（9）

第25回 【事前学修】　論文を書く（10）
【授業内容】　論文の書き方の指導（10）
【事後学修】　論文の書き方の復習（10）

第26回 【事前学修】　論文を書く（11）
【授業内容】　論文の書き方の指導（11）
【事後学修】　論文の書き方の復習（11）

第27回 【事前学修】　論文を書く（12）
【授業内容】　論文の書き方の指導（12）
【事後学修】　論文の書き方の復習（12）

第28回 【事前学修】　論文の発表の仕方を予習する（1）
【授業内容】　論文を発表する（1）
【事後学修】　論文発表の仕方（1）

第29回 【事前学修】　論文の発表の仕方を予習する（2）
【授業内容】　論文を発表する（2）
【事後学修】　論文発表の仕方（2）

第30回 【事前学修】　論文の発表の仕方を予習する（3）
【授業内容】　論文を発表する（3）
【事後学修】　論文発表の仕方（3）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文により評価する。評価の基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前半では、論文の書き方の基本を学ぶ。後半では実際に論文を書いたものを添削し、論文の書き方を理解する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

マクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱ、ミクロ経済学特論Ⅰ・Ⅱ、公共経済論特論Ⅰ・Ⅱ、国際経済論特論Ⅰ・Ⅱ、経済統計学特論
Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

経済論文の書き方
出版社：日本評論社（2022/9/16）
発売日：2022/9/16
言　語：日本語
単行本：240ページ
ISBN-10：453554042Ｘ
ISBN-13：978-4535540422
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経済学専攻
博士後期課程

経済学研究科

講 義 内 容



経済学専攻　専任教員

経済学特別演習Ａ
Seminar in Economics A

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第２回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第３回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第４回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第５回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第６回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第７回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第８回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第９回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第10回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第11回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第12回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第13回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第14回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第15回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第16回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第17回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第18回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第19回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第20回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第21回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】
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第22回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第23回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第24回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第25回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第26回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第27回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第28回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第29回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第30回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】
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経済学専攻　専任教員

経済学特別演習Ｂ
Seminar in EconomicsB

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第２回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第３回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第４回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第５回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第６回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第７回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第８回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第９回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第10回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第11回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第12回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第13回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第14回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第15回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第16回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第17回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第18回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第19回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第20回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第21回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】
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第22回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第23回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第24回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第25回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第26回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第27回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第28回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第29回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】

第30回 【事前学修】
【授業内容】
【事後学修】
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千葉　昭彦

論文指導
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地域問題・地域経済に対する経済地理学的研究

■講義内容■講義内容

大学院生の学位論文の研究テーマに沿って選定した地域問題に対して、経済地理学的（地域経済論的）アプローチで理解
を深め、その原因や発生メカニズムを探究する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①単なる事例としてではなく、地域問題として諸事例を把握し、報告できる。
②経済地理学的あるいは地域経済論的な分析から問題発生のメカニズムを説明することができる。
③調査あるいはデータを活用して、自らの分析をレポートとしてまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　博士論文のテーマを設定し、その作成に向けた段取りを検討する。
【授業内容】　博士論文のテーマ検討
【事後学修】　討論を踏まえて、修士論文のテーマを再検討する。

第２回 【事前学修】　修士論文のテーマを設定し、その作成に向けた段取りを検討する。
【授業内容】　修士論文のテーマ検討
【事後学修】　討論を踏まえて、修士論文のテーマを再検討する。

第３回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第４回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第５回 【事前学修】　修士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第６回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第７回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第８回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第９回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第10回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第11回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第12回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第13回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第14回 【事前学修】　博士論文のテーマに応じた論文、文献の報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する論文、文献の報告と検討
【事後学修】　報告論文・文献の要約作成

第15回 【事前学修】　前期の論文、文献と修士論文研究テーマとほ関連の整理
【授業内容】　前期報告論文、文献の全体的なサーヴェイ
【事後学修】　討論内容を踏まえて、前期報告論文、文献のサーヴェイレポートを提出

第16回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の整理、報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関する調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第17回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の整理、報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関する調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出
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第18回 【事前学修】　主として夏休み期間中に実施した調査の整理、報告準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関する調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第19回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第20回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第21回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第22回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第23回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第24回 【事前学修】　修士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　修士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第25回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第26回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第27回 【事前学修】　博士論文作成のための文献報告、もしくは調査報告の準備
【授業内容】　博士論文の研究テーマに関連する文献・論文報告、もしくは調査報告
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて、報告内容をレポートで提出

第28回 【事前学修】　博士論文の検討準備
【授業内容】　博士論文の検討
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて博士論文の修正

第29回 【事前学修】　博士論文の検討準備
【授業内容】　博士論文の検討
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて博士論文の修正

第30回 【事前学修】　博士論文の検討準備
【授業内容】　博士論文の検討
【事後学修】　授業中の討論を踏まえて博士論文の修正

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告50点　最終レポート50点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①報告に際しては十分な説明ができるように準備する
②報告者以外は検討内容を事前に検討してくること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経済地理学特論Ⅰ　経済地理学特論Ⅱ　東北経済論特論A‐Ⅰ　東北経済論特論A‐Ⅱ

■テキスト■テキスト

受講生の研究テーマに即して決める

■参考文献■参考文献

講義を通じてその都度指示をする
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経営学専攻
修士課程

経営学研究科

講 義 内 容



折橋　伸哉

経営学特講
Lecture in Management

■テーマ■テーマ

日本的経営とその海外への移転可能性

■講義内容■講義内容

まず、経営学の全体像について概観した後、日本的経営論について理解を深める。次いで、日本企業の海外展開について
分析した諸研究を読み進める。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①経営学の全体像を理解する
②日本的経営論の大枠について理解する
③海外展開によって発生する経営課題と必要になる対応について理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　経営学に関する何らかの文献を事前に読んでいるのが望ましい。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第２回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　企業とは
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第３回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　経営組織論とは
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第４回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　経営管理論とは（前半：生産管理関係）
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第５回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　経営管理論とは（後半：人事労務管理、購買管理、研究開発管理など）
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第６回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　経営戦略論とは（戦略計画論など）
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第７回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　経営戦略論とは（競争戦略論など）
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第８回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　そもそも日本的経営とは
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第９回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　ものづくり経営の考え方について
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第10回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　製品アーキテクチャ論
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第11回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　ものづくり経営論応用編
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第12回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　ものづくり経営のサービス業などへの応用
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第13回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　日本的経営・生産システムの海外への移転可能性について
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第14回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　諸外国における日本的経営の展開
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

第15回 【事前学修】　前の回に配布した授業資料またはテキストの該当部分に一通り目を通しておくこと。
【授業内容】　まとめ・講評
【事後学修】　復習をすることが望ましい。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義における発表内容（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

予習・復習をきちんと行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営学関連科目
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■テキスト■テキスト

土屋守章『現代経営学入門』新世社
藤本隆宏編『ものづくり経営学』光文社新書

■参考文献■参考文献

折橋伸哉『海外拠点の創発的事業展開』白桃書房
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菅山　真次

経営史特講
Lecture in Business History

■テーマ■テーマ

日本経営史を学ぶ：新しい通史を読む

■講義内容■講義内容

この講義のテーマは、最近出版された日本経営史の 2 冊の通史を熟読することを通して、日本の企業発展のダイナミズム
を学ぶことである。最初に取り上げるのは初心者向けのテキストで、江戸時代―第 1 次大戦前、両大戦間期、第 2 次大
戦後の 3 部構成である。まずこの本を熟読して、基本的な歴史の流れをつかむことを目指す。そのうえで、最新の研究成
果をふんだんに盛り込んだ上級レベルのテキストを読み込む。理解が難しいところも多々あると思うが、読めば必ず知的
刺激を得ることができる素晴らしい本である。

■達成目標■達成目標

①日本企業の江戸時代から現在までの歴史的な歩みについて、その概略を説明することができる。
②日本の経営史研究のおおよその動向と、現在の課題について説明することができる。
③1990年代以降の日本の企業システムの変化について、その基本的な論点を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト①序文・各部概説を熟読する
【授業内容】　テキスト①序文・各部概説
【事後学修】　テキスト①序文・各部概説を再読する

第２回 【事前学修】　テキスト①第 2 章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第 2 章
【事後学修】　テキスト①第 2 章を再読する

第３回 【事前学修】　テキスト①第 3 章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第 3 章
【事後学修】　テキスト①第 3 章を再読する

第４回 【事前学修】　テキスト①第 6 章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第 6 章
【事後学修】　テキスト①第 6 章を再読する

第５回 【事前学修】　テキスト①第 7 章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第 7 章
【事後学修】　テキスト①第 7 章を再読する

第６回 【事前学修】　テキスト①第13章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第13章
【事後学修】　テキスト①第13章を再読する

第７回 【事前学修】　テキスト①第14章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第14章
【事後学修】　テキスト①第14章を再読する

第８回 【事前学修】　テキスト①第15章を熟読する
【授業内容】　テキスト①第15章
【事後学修】　テキスト①第15章を再読する

第９回 【事前学修】　テキスト②序章・終章を熟読する
【授業内容】　テキスト②序章・終章
【事後学修】　テキスト②序章・終章を再読する

第10回 【事前学修】　テキスト②第 1 章を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 1 章
【事後学修】　テキスト②第 1 章を再読する

第11回 【事前学修】　テキスト②第 2 章を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 2 章
【事後学修】　テキスト②第 2 章を再読する

第12回 【事前学修】　テキスト②第 3 章、159-200頁を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 3 章、159-200頁
【事後学修】　テキスト②第 3 章、159-200頁を再読する

第13回 【事前学修】　テキスト②第 3 章、201-264頁を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 3 章、201-264頁
【事後学修】　テキスト②第 3 章、201-264頁を再読する

第14回 【事前学修】　テキスト②第 4 章、265-336頁を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 4 章、265-336頁
【事後学修】　テキスト②第 4 章、265-336頁を再読する

第15回 【事前学修】　テキスト②第 4 章、337-401頁を熟読する
【授業内容】　テキスト②第 4 章、337-401頁
【事後学修】　テキスト②第 4 章、337-401頁を再読する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

討論への参加の積極性（50％）・発言内容（50％）で評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回テキストの熟読が必要。LMS（manaba,google classroomなど）を活用した授業を実施する。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営学関連の諸科目

■テキスト■テキスト

①宮本又郎ほか編著『１からの経営史』（碩学舎・中央経済社、2014年、ISBN 978-4502089008）
②粕谷誠『ものづくり日本経営史』（名古屋大学出版会、2012年、ISBN 978-4815807153）

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーに代わり、manabaの個別指導機能を使用する。LMS（manaba,google classroomなど）を活用した授業を実
施する。
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矢口　義教

経営管理論特講
Lecture in Business Management

■テーマ■テーマ

経営管理論に関する学説の検討

■講義内容■講義内容

テイラー、ファヨール、バーナード、サイモンなど経営管理（マネジメント）に関する学説について、当時の時代背景
（経済的背景・企業事情）と合わせて考察していきます。講義進行では、外国語文献を積極的に活用し、受講生が発表・
報告する機会を多く設けます。

■達成目標■達成目標

経営管理論に関する学説を中心に検討することで、現代企業の経営管理の基礎を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】企業の経営管理について思考をめぐらせてくる。
【授業内容】イントロダクション　経営管理論の全体像
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめる。

第２回 【事前学修】アメリカの経済的歴史を調べてくる。
【授業内容】テイラーの科学的管理法（1）　歴史的背景と能率増進運動
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第３回 【事前学修】アメリカの企業体制を調べてくる。
【授業内容】テイラーの科学的管理法（2）　テイラー・システム①　課業管理
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第４回 【事前学修】アメリカの文化的な歴史を調べてくる。
【授業内容】テイラーの科学的管理法（3）　テイラー・システム②　計画部と職能別組織
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第５回 【事前学修】生産管理・工場管理に関する歴史的文献を読んでくる。
【授業内容】テイラーの科学的管理法（4）　テイラー理論の後継者たち
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第６回 【事前学修】宗教的価値観が企業経営に与える影響を考えてくる。
【授業内容】テイラーの科学的管理法（5）　チャーチ管理論との比較
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第７回 【事前学修】そもそもマネジメントとは何かについて思考をめぐらせてくる。
【授業内容】ファヨールの管理論（1）　経営と管理
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第８回 【事前学修】現代企業が有する機能を調べてくる。
【授業内容】ファヨールの管理論（2）　職能分析と管理原則論
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第９回 【事前学修】マネジメント・サイクルについて調べてくる。
【授業内容】ファヨールの管理論（3）　ファヨール理論の後継者たち
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第10回 【事前学修】人間関係論について調べてくる。
【授業内容】人間関係論と行動科学（1）　ホーソン実権
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第11回 【事前学修】経営管理に用いられる心理学理論を調べてくる。
【授業内容】人間関係論と行動科学（2）　モチベーション論
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第12回 【事前学修】日本企業の経営者の行動を 1 人調べてくる。
【授業内容】人間関係論と行動科学（3）　リーダーシップ論
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第13回 【事前学修】現代企業の様々な組織形態を調べてくる。
【授業内容】バーナード＝サイモンの近代組織論（1）　協働体系としての組織
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第14回 【事前学修】人間が日頃行う意思決定について思考をめぐらせてくる。
【授業内容】バーナード＝サイモンの近代組織論（2）　意思決定の連鎖としての組織
【事後学修】配布資料、板書を整理して要点をまとめて小レポートを作成する。

第15回 【事前学修】配布された資料に目を通して確認をしてくる。
【授業内容】まとめ
【事後学修】全体の振り返りをして、受講生同士で議論をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時間内での受講生の発表・報告（30％）、レポート（50％）、授業時間内での発言（20％）で総合的に評価する。な
お、欠席が 3 回を超える場合には、単位取得の資格を失う場合がある。レポートの評価構成については、課題設定の適格
性（20%）、文章表現（20%）、レポート形式（20%）、考察の深さと一貫性（40%）になっています。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

経営学に関する文献を日頃から、深く読むようにすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

フレデリック W. テイラー著、有賀裕子訳（2009）『新訳科学的管理法―マネジメントの原点』ダイヤモンド社（ISBN:
978-4-478-00983-3）
宮田矢八郎（2001）『経営学 100 年の思想―マネジメントの本質を読む』ダイヤモンド社（ISBN: 978-4-478-33093-7）

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 765 -



秋池　篤

経営戦略論特講

■テーマ■テーマ

戦略的マネジメントについて理解し、考察する

■講義内容■講義内容

Hitt et al, （2014）を用いて、戦略的マネジメントについて理解を深めます。最終的にはその理論をもちいて、企業の
事例の分析や今後の展望について考察していきます。

■達成目標■達成目標

①戦略的なマネジメント方法に関して理解することができる。
②当該分野の理論を用いて、企業の事例の分析や今後の展望について考察ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に、シラバスを確認し,授業内容を把握してくること。
【授業内容】　本授業の進め方及びデータベースの使い方の学修
【事後学修】　論文データベースを使用できるようにしておくこと。

第２回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第1章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第1章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第1章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第３回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第2章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第2章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第2章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第４回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第3章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第3章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第3章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第５回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第4章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第4章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第4章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第６回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第5章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第5章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第5章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第７回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第6章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第6章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第6章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第８回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第7章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第7章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第7章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第９回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第8章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第8章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第8章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第10回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第9章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施）
【授業内容】　『戦略経営論』第9章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第9章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第11回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第10章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施
【授業内容】　『戦略経営論』第10章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第10章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第12回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第11章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施
【授業内容】　『戦略経営論』第11章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第11章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第13回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第12章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施
【授業内容】　『戦略経営論』第12章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第12章を復習し、最終レポート作成に活用すること。

第14回 【事前学修】　事前に、『戦略経営論』第13章の内容をまとめること。（内容を1ページ程度にまとめたものを授
業開始時に提出。フィードバックについては次回授業内で実施
【授業内容】　『戦略経営論』第13章の輪読・発表（発表に関するフィードバックは授業時に実施）
【事後学修】　『戦略経営論』第13章を復習し、最終レポート作成に活用すること。
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第15回 【事前学修】　事前に最終レポートの構成を考えておくこと。
【授業内容】　最終レポート発表会（授業時にコメント形式でフィードバックをします）
【事後学修】　発表会時にえたコメントを基にレポートを完成させること（提出されたレポートは最終的にコメ
ントをつけてフィードバックします）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・報告書（企業の戦略の分析及び今後の展望について4,000字程度でとりまとめ提出）・・50％
　評価基準：要件への対応（分量、参照・引用、タイトルなど）：50％、論理性（起承転結や接続詞など文章面、論理の
展開の明確さ）：25％、独自性（独自な視点が盛り込まれているか、新規なものか）：25％
・事前課題（内容のまとめ1ページ）・・10％
　評価基準：要件への対応（分量）:50％、論理性（要約のまとめが適切か）：50％
・事後課題（内容に関連した事例のまとめ）・・10％
　評価基準：要件への対応（参照・引用、タイトルなど）:50％、論理性（起承転結や接続詞など文章面、論理の展開の明
確さ）：25％、独自性（独自な事例が盛り込まれているか、新規な事例か）：25％
・講義時での発言・・10％
　評価基準：論理性（質問に適切に解答できているか）：50％、独自性（独自な見解が盛り込まれているか）：50％
・文献内容、最終レポートに関する発表・・20％
　評価基準：要件への対応（分量）：50％、論理性（担当部分が適切にまとまっているか）：50％
＊なお５分の１を超えての欠席は単位の修得資格を失います。また上記評価要素に関する具体的な評価基準は資料として
授業時にルーブリック形式で公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①事前の準備として文献に関する内容をまとめることが求められます。
②文献の内容を講読形式で報告するため、そのための準備が必要となります。
③事後的にも事例の探索や最終レポートをまとめるための準備が求められます。
④レポートの提出などのために、通信機器を準備してください。

■テキスト■テキスト

Hitt, M.A, Ireland, R. D. & Hoskissonn, R. E. （2014）. Strategic Management: Competitiveness &
Globalization: Concepts 11th ed Boston; Cengage Learning（マイケル・A・ヒット・R・デュエーン・アイルランド・
ローバード・E・ホスキンソン（2014）『改訂 新版 戦略経営論 競争力とグローバリゼーション』久原正治・横山寛美監
訳.センゲージラーニング）ISBN：9784496050770

■参考文献■参考文献

講義時に指示します。
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根市　一志

情報処理論特講
Lecture in Information Processing

■テーマ■テーマ

一般化線形モデル入門

■講義内容■講義内容

アンケートや調査で得られるカテゴリカル・データ解析の主な目的は結果と原因の関連性を説明することである。それに
よって、意思決定に繋げることができるからである。それでは、どのような関連性が考えられるだろうか。原因と結果に
は全く関連がない、つまり、互いに独立であるのかを単に知りたい場合、結果を被説明変数、原因を説明変数にして、線
形モデル、非線形モデルなどのモデルで関連性を表現する場合、さらに、結果を説明する原因は 1 つとは限らないので、
複数の原因を想定して結果を説明する場合等、さまざまな関連性を考えることができる。この講義では、これらの統計的
方法に統一的な枠組みを与える一般化線形モデルをについて学修する。

■達成目標■達成目標

①一般化線形モデルとは何か説明できる。
②一般化線形モデル、ロジスティック回帰モデル、対数線形モデルなどの手法を説明できる。
③一般化線形モデルがビジネスにおいてどのように応用できるか説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、どのようなことに取り組むのか確認する。
【授業内容】　講義概要の説明。授業内容、授業の進め方、一般化線形モデルとは何かなどを概観する。
【事後学修】　講義内容、達成目標、授業の進め方などを確認する。

第２回 【事前学修】　テキスト第1章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　序論：一般化線形モデルについて概観する。
【事後学修】　一般化線形モデルを学修するためのバックグラウンドについて理解したことを整理する。演習問
題を解く。

第３回 【事前学修】　テキスト第2章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　モデルの当てはめについて学修する。
【事後学修】　モデルの当てはめについて理解したことを整理する。演習問題を解く。

第４回 【事前学修】　テキスト第3章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　指数型分布族と一般化線形モデルについて学修する。
【事後学修】　指数型分布族と一般化線形モデル について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第５回 【事前学修】　テキスト第4章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　推定について学修する。
【事後学修】　推定について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第６回 【事前学修】　テキスト第5章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　推測について学修する。
【事後学修】　推測について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第７回 【事前学修】　テキスト第6章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　非線形モデルについて学修する。
【事後学修】　非線形モデルの構築と応用について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第８回 【事前学修】　テキスト第7章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　2値変数とロジスティック回帰について学修する。
【事後学修】　2値変数とロジスティック回帰について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第９回 【事前学修】　テキスト第8章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　名義および順序ロジスティック回帰について学修する。 
【事後学修】　名義および順序ロジスティック回帰 について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第10回 【事前学修】　テキスト第9章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　ポアソン回帰と対数線形モデルについて学修する。
【事後学修】　ポアソン回帰と対数線形モデルについて理解したことを整理する。演習問題を解く。

第11回 【事前学修】　テキスト第10章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　生存時間解析について学修する。 
【事後学修】　生存時間解析 について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第12回 【事前学修】　テキスト第11章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　クラスターデータおよび経時データについて学修する。
【事後学修】　クラスターデータおよび経時データについて理解したことを整理する。演習問題を解く。

第13回 【事前学修】　テキスト第12章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　ベイズ統計分析について学修する。
【事後学修】　ベイズ分析について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第14回 【事前学修】　テキスト第13章を読み、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　マルコフ連鎖モンテカルロ法について学修する。
【事後学修】　マルコフ連鎖モンテカルロ法について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第15回 【事前学修】　これまで学修してきた内容を復習しておく。
【授業内容】　これまで取り組んできた内容と理解度の照らし合わせを行う。
【事後学修】　これまで学修してきた内容を振り返り、目標達成度を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各章ごとの課題の理解度（70％）、学修に取り組む意欲（30％）を勘案して総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①テキストの予習・復習。
②標準的な統計学の知識が必要なので、学修しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営統計論特講

■テキスト■テキスト

A.J.Dobson, A.G.Barnett， An Introduction To Generalized Linear Models, Third Edition， CRC Press， 2008,
9781584889502

■参考文献■参考文献

講義中に適宜、指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

①manaba、respon、Google Workspace for Educationを使用します。
②オフィスアワー等については開講時に指示します。
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岡田　耕一郎

経営組織論特講
Lecture in Business Organization

■テーマ■テーマ

競争環境下における介護サービス組織のマネジメント

■講義内容■講義内容

経営組織論特講では、組織マネジメントの観点から介護サービス組織を取り巻く環境の変化と介護サービス組織の環境適
応を考察する。

■達成目標■達成目標

①競争環境下における介護サービス組織の編成と介護サービスシステムについて、その概略を説明することができる。
②介護サービス組織の経営課題を組織マネジメントの観点から説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容に目を通す。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　指定されたテキストを読み、介護サービスとサービス組織の概要を理解する。

第２回 【事前学修】　事前に配布した資料（非営利介護サービス組織の概要）を読む。
【授業内容】　非営利介護サービス組織とは何か
【事後学修】　非営利介護サービス組織の概要をレポートにまとめる。

第３回 【事前学修】　事前に配布した資料（介護保険制度の変遷）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織を取り巻く環境と介護保険制度
【事後学修】　介護保険制度の変遷をレポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織と戦略の変革による環境適応）を読む。
【授業内容】　組織の環境適応～戦略論と組織論の研究～
【事後学修】　組織と戦略の変革による環境適応の概要をレポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　事前に配布した資料（競争優位の獲得に関わる諸研究）を読む。
【授業内容】　組織の環境適応～環境の分析と競争優位の獲得～
【事後学修】　競争優位の獲得による環境適応の概要をレポートにまとめる。

第６回 【事前学修】　事前に配布した資料（環境適応の失敗のケース）を読む。
【授業内容】　組織の環境適応の失敗事例と分析
【事後学修】　環境適応の失敗のケースを分析し、レポートにまとめる。

第７回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織の戦略的選択の概要）を読む。
【授業内容】　環境に対する介護サービス組織の戦略的選択
【事後学修】　組織の戦略的選択の概要をレポートにまとめる。

第８回 【事前学修】　事前に配布した資料（環境認識に関わる諸研究）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の環境認識
【事後学修】　介護サービス組織における環境認識の概要をレポートにまとめる。

第９回 【事前学修】　事前に配布した資料（意思決定モデルの概要）を読む。
【授業内容】　意思決定モデル
【事後学修】　介護サービス組織における意思決定の概要をレポートにまとめる。

第10回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織設計の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の構造と組織設計
【事後学修】　介護サービス組織における組織設計の概要をレポートにまとめる。

第11回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織形態の発展）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の組織形態の発展
【事後学修】　介護サービス組織における組織形態の発展の概要をレポートにまとめる。

第12回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織類型の概要）を読む。
【授業内容】　組織類型論
【事後学修】　介護サービス組織の組織類型の概要をレポートにまとめる。

第13回 【事前学修】　事前に配布した資料（経営理念とその変遷）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の経営理念
【事後学修】　介護サービス組織の経営理念の概要をレポートにまとめる。

第14回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織文化とその変革）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の組織文化
【事後学修】　介護サービス組織の組織文化の概要をレポートにまとめる。

第15回 【事前学修】　配布した資料（第 1 回～第14回分）を再読する。
【授業内容】　介護サービス組織の要点整理
【事後学修】　授業で配布した資料とテキストに基づいて介護サービスシステムの変革方法をレポートにまとめ
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表（50％）とレポート（50％）で評価します。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞・雑誌等を読んで介護現場の実態を理解するようにしてください。
経営組織論、非営利組織経営論、福祉経営論などの基礎的な知識を修得しておいてください。
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■テキスト■テキスト

岡田耕一郎・岡田浩子『老人ホームをテストする』暮しの手帖社　ISBN 9784766001501
岡田耕一郎・岡田浩子『介護とマネジメント』環境新聞社　ISBN 9784860182656

■参考文献■参考文献

講義で適宜紹介し、参考資料は配付します。
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村山　貴俊

国際経営論特講
Lecture in International Management

■テーマ■テーマ

テキスト講読を通じた国際経営の基礎理論への学び

■講義内容■講義内容

　経済のグローバル化が進展し、規模や業種に関わりなく、多くの企業が国際的視野のもとで経営を行う時代になってい
る。一方、地域社会も、それら企業の国際行動から様々な影響を受ける。現代社会に生きる我われにとって、国際経営と
いう視点が、いっそう重要になっている。
　このような問題意識のもと、本講義では、国際経営の諸学説の理解ならびに国際企業の事例の分析を通じて、国際経営
論の基礎的な分析視角の修得を目指す。本講義では、毎回、学生にテキストの内容を報告してもらう。その報告を基に受
講生と教員とで討議をおこないテキストの内容への理解を深める。
　また毎回の講義で小テストを実施し理解度を確認する。マナバ上で小テストを実施するため、必ず学内WIFIに繋がる情
報端末を持参すること。講義に遅刻した場合は、小テストは受験できず、その回のテストはゼロ点になる。

■達成目標■達成目標

達成目標１　国際経営論の基礎が理解できるようになる。
達成目標２　国際企業の経営実態が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　半年間の学びの目標を考えてくる。
【授業内容】　イントロダクション：『グローバル経営入門』というテキストの特徴について
【事後学修】　ディスカッションを基に講義用ノートをまとめる。

第２回 【事前学修】　第 1 章　グローバル経営の考え方を事前に読解する
【授業内容】　第 1 章　グローバル経営の考え方の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第１章講義用ノートをまとめる。

第３回 【事前学修】　第 2 章　グローバル経営の戦略論を事前に読解する
【授業内容】　第 2 章　グローバル経営の戦略論の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第２章講義用ノートをまとめる。

第４回 【事前学修】　第 3 章　グローバル経営戦略の諸側面を事前に読解する
【授業内容】　第 3 章　グローバル経営戦略の諸側面の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第３章講義用ノートをまとめる。

第５回 【事前学修】　第 4 章　グローバル経営の組織論を事前に読解する
【授業内容】　第 4 章　グローバル経営の組織論の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第４章講義用ノートをまとめる。

第６回 【事前学修】　第 5 章　グローバル統合・ローカル適応の論理を事前に読解する
【授業内容】　第 5 章　グローバル統合・ローカル適応の論理の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第５章講義用ノートをまとめる。

第７回 【事前学修】　第 6 章　多国籍企業の革新モデルを事前に読解する
【授業内容】　第 6 章　多国籍企業の革新モデルの解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第６章講義用ノートをまとめる。

第８回 【事前学修】　第 7 章　グローバル経営の革新を事前に読解する
【授業内容】　第 7 章　グローバル経営の革新の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第７章講義用ノートをまとめる。

第９回 【事前学修】　第 8 章　グローバル・イノベーションとナレッジ・マネジメントを事前に読解する
【授業内容】　第 8 章　グローバル・イノベーションとナレッジ・マネジメントの解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第８章講義用ノートをまとめる。

第10回 【事前学修】　第 9 章　グローバル R&D マネジメントを事前に読解する
【授業内容】　第 9 章　グローバル R&D マネジメントの解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第９章講義用ノートをまとめる。

第11回 【事前学修】　第10章　グローバル戦略提携のマネジメントを事前に読解する
【授業内容】　第10章　グローバル戦略提携のマネジメントの解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第10章講義用ノートをまとめる。

第12回 【事前学修】　第11章　グローバルな人的資源管理を事前に読解する
【授業内容】　第11章　グローバルな人的資源管理の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第11章講義用ノートをまとめる。

第13回 【事前学修】　第12章　リージョナル・マネジメントを事前に読解する
【授業内容】　第12章　リージョナル・マネジメントの解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第12章講義用ノートをまとめる。

第14回 【事前学修】　第13章　グローバル経営における文化を事前に読解する
【授業内容】　第13章　グローバル経営における文化の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に第13章講義用ノートをまとめる。

第15回 【事前学修】　終　章　グローバル経営の課題を事前に読解する
【授業内容】　終　章　グローバル経営の課題の解説
【事後学修】　ディスカッションを基に終章講義用ノートをまとめる。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価方法：講義内での討議（20％）、毎回のテスト（マナバを活用）（50％）、複数回の小レポート（30％）。
成績評価基準：達成目標１＝国際経営論の重要な理論や概念を正しく理解し、それを適切な表現で他者に伝えられている
か（30％）、達成目標２＝国際経営論の理論や分析枠組みに当てはめて実際の企業の行動を分析し、それを適切な表現で
他者に伝えられているか（30％）、国際経営論の理論や概念を理解したうえで試験に正しく解答できているか（40％）
その他「小テストの領域毎あるいは観点毎の配点を、テスト実施時に公開する」「評価基準は、領域毎あるいは観点毎
に、小テスト／レポートの実施時に公開する」
以下の注意事項をよく読むこと。
（注意１）1／５を超える欠席で単位修得の資格を失う。ただし、学校保健安全法施行規則第18条に指定された感染症への
罹患および忌引（法事を除く）を理由とする欠席届、公共交通機関の遅延証明がある場合は、欠席回数から除外する。そ
の際、学修機会を確保するために欠席回の講義資料は提供するが、追試や代替レポートは実施しないため、欠席回の点数
がゼロ点になることがある。それ以外の理由（例えば、定期ないし緊急性のない通院、部活動・サークル活動（大会出場
を含む）、就職活動など）は、欠席届を提出しても欠席となり、追試ならびにレポートの提出期限の延長も一切行わな
い。欠席届や遅延証明は、必ず発行後の１回目の講義で提出すること。２回目以降に提出した場合は受理しない。
（注意２）新型コロナウイルス感染症の影響で、授業計画および評価方法が変更になることがある。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■テキスト■テキスト

浅川和宏『グローバル経営入門』日本経済新聞社、2003 年（ISBN4-532-13260-6）
(https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/2022/9784532135270/)。新版などが発売された場合は、ISBNなどが変更に
なる可能性があるので注意すること。

■参考文献■参考文献

テキストの中で参考文献に挙げられている論文などを読解することがある。これら文献は、英語で書かれた学術論文であ
るため受講者には一定程度の英語の読解能力が不可欠となる。受講に際しては、この点を十分に承知したうえで参加して
欲しい。
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鈴木　好和

人的資源管理論特講
Lecture in Human Resources Management

■テーマ■テーマ

人的資源管理から人的資本管理への移行を理解する

■講義内容■講義内容

人的資源管理と人的資本管理に関する著書を輪読して、現在の状況を理解して日本における将来展望を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①人的資源管理の内容を説明できる。
②人的資本管理の内容を説明できる。
③我が国における人的資本管理を展望できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　イントロダクションの内容の振り返り。

第２回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第１章　人的資源管理の展開
【事後学修】　第１章の振り返り学習。

第３回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第２章　経営戦略とHRM
【事後学修】　第２章の振り返り学習。

第４回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第３章　採用と解雇に関する管理
【事後学修】　第3章の振り返り学習。

第５回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第4章　人材育成
【事後学修】　第4章の振り返り学習。

第６回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第5章　査定と昇進の管理
【事後学修】　第5章の振り返り学習。

第７回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第６章　労働時間管理
【事後学修】　第6章の振り返り学習。

第８回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第７章　賃金管理
【事後学修】　第7章の振り返り学習。

第９回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第８章　女性と中高齢者の管理
【事後学修】　第8章の振り返り学習。

第10回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第９章　安全衛生管理
【事後学修】　第９章の振り返り学習。

第11回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第10章　労使関係
【事後学修】　第10章の振り返り学習。

第12回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第11章　国際HRM
【事後学修】　第11章の振り返り学習。

第13回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　第12章　人的資源会計・監査
【事後学修】　第12章の振り返り学習。

第14回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　受講生が選んだテキスト①
【事後学修】　第14回授業の振り返り学習。

第15回 【事前学修】　テキストの要約と発表レジメを作成する。
【授業内容】　受講生が選んだテキスト②
【事後学修】　第15回授業の振り返り学習。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎週の発表（50点）とレジュメ（50点）で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎週発表になるので十分な予習が必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特にありません。

■テキスト■テキスト

鈴木好和『人的資源会計論（第6版）』（ISBN未定）
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■参考文献■参考文献

その都度指示します。
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松村　尚彦

ファイナンス特講
Lecture in Fainance

■テーマ■テーマ

効率的市場仮説めぐる一連の論争について

■講義内容■講義内容

現代ファイナンス理論の基礎となる効率的市場仮説をめぐっては、様々な批判が展開されている。本講義ではこのテーマ
に関連する文献を輪読しながら、合理的期待仮説、CAPMアノマリー、行動ファイナンスなどについて理解を深め、最近の
ファイナンス理論の動向について考えていくこととする。

■達成目標■達成目標

①ファイナンスに関する英文の専門文献を理解できる。
②CAPM アノマリーをめぐる論争に関する見解をレポートにまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.3 ～ 12 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　現代ファイナンス理論の概要
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.3 ～ 12 を参考に授業内容を復習する。

第２回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.33 ～ 40 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　ポートフォリオ理論（リターンとリスク）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.33 ～ 40 を参考に授業内容を復習する。

第３回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.41 ～ 64 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　ポートフォリオ理論（投資可能集合と効率的フロンティア）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.41 ～ 64 を参考に授業内容を復習する。

第４回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.65 ～ 76 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　CAPM（マーケットポートフォリオの効率性）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.65 ～ 76 を参考に授業内容を復習する。

第５回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.77 ～ 90 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　CAPM（リスクの価格理論）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.77 ～ 90 を参考に授業内容を復習する。

第６回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.90 ～ 106 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　CAPM（実証分析）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.90 ～ 106 を参考に授業内容を復習する。

第７回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p.235 ～ 240 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　市場の効率性（効率性と期待リターン）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p.235 ～ 240 を参考に授業内容を復習する。

第８回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p240 ～ 246 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　市場の効率性（効率性の数学的表現）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p240 ～ 246 を参考に授業内容を復習する。

第９回 【事前学修】　『新証券投資論①理論編』p246 ～ 262 を読みポイントをまとめる。
【授業内容】　市場の効率性（CAPM アノマリー）
【事後学修】　『新証券投資論①理論編』p246 ～ 262 を参考に授業内容を復習する。

第10回 【事前学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりリターンリバーサルに関する論文を読む。
【授業内容】　行動ファイナンスのサーベイ論文を読む（リターンリバーサル）
【事後学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりリターンリバーサルに関する論文を読み授業内容を復習
する。

第11回 【事前学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりバリュー株効果に関する論文を読む。
【授業内容】　行動ファイナンスのサーベイ論文を読む（バリュー株効果）
【事後学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりバリュー株効果に関する論文を読み授業内容を復習す
る。

第12回 【事前学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりモメンタム効果に関する論文を読む。
【授業内容】　行動ファイナンスのサーベイ論文を読む（モメンタム効果）
【事後学修】　“Behavioral Fainance vol 1-2” よりモメンタム効果に関する論文を読み授業内容を復習す
る。

第13回 【事前学修】　レポートの構成を検討する。
【授業内容】　レポート作成指導（レポートの構成を検討する）
【事後学修】　授業での指摘を元にレポートの構成を再検討する。

第14回 【事前学修】　レポートのドラフトを準備する。
【授業内容】　レポート作成指導（レポートのドラフトを修正する）
【事後学修】　授業での指摘を元にレポートのドラフトを修正する。

第15回 【事前学修】　最終レポートを準備する。
【授業内容】　レポート作成指導（最終レポートの検討）
【事後学修】　授業での指摘を元に最終レポートを完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への参加と貢献（40％）、レポート（60％）
評価基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。
なお３回を超えて欠席した場合には、単位の修得資格を失う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

現代ファイナンス理論の基礎（ポートフォリオ理論、CAPM など）、統計学（推定と検定）、英文読解力が必要です。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

小林孝雄・芹田敏夫（2011）『新証券投資論①理論編』日本経済新聞出版社 4532133726
Hersh Shefrin（2001）“Behavioral Fainance vol 1-2” Edward Elgar Publishing 1-84064-274-2

■参考文献■参考文献

教員作成の資料を配付
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古賀　裕也

財務会計論特講 I
Lecture in Financial AccountingⅠ

■テーマ■テーマ

財務会計の探求

■講義内容■講義内容

本講義の目的は財務会計の基本的なテキストの輪読を通じて、財務会計についての理解を深めることにある。レジュメ作
成と発表を通じて財務会計について包括的な理解をする。

■達成目標■達成目標

①日本の会計基準についての包括的な理解
②会計基準の歴史や背景の理解
③財務諸表分析の理解

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義テーマについて理解しておくこと
【授業内容】　ガイダンス（講義テーマ、講義の進め方、成績評価など）
【事後学修】　テキストの目次を読み、テキストの全体像について理解すること

第２回 【事前学修】　序章（前半）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　現代の企業会計（前半）
【事後学修】　第2回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第３回 【事前学修】　序章（後半）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　現代の企業会計（後半）
【事後学修】　第3回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第４回 【事前学修】　第2章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業会計の本質とフレームワーク（前半）
【事後学修】　第4回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第５回 【事前学修】　第2章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業会計の本質トフレームワーク（後半）
【事後学修】　第5回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第６回 【事前学修】　第3章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　会計制度の論理と体系（前半）
【事後学修】　第6回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第７回 【事前学修】　第3章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　会計制度の論理と体系（後半）
【事後学修】　第7回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第８回 【事前学修】　第4章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業のディスクロージャー（前半）
【事後学修】　第8回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第９回 【事前学修】　第4章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業のディスクロージャー（後半）
【事後学修】　第9回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第10回 【事前学修】　第5章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　損益計算書のパラダイム（前半）
【事後学修】　第10回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第11回 【事前学修】　第5章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　損益計算書のパラダイム（後半）
【事後学修】　第11回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第12回 【事前学修】　第6章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　経営パフォーマンスの測定と表示（前半）
【事後学修】　第12回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第13回 【事前学修】　第6章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　経営パフォーマンスの測定と表示（後半）
【事後学修】　第13回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第14回 【事前学修】　第7章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　貸借対照表のパラダイム（前半）
【事後学修】　第14回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第15回 【事前学修】　第7章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　貸借対照表のパラダイム（後半）
【事後学修】　第15回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の口頭発表及びレポートにより評価する。なお、評価基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義で指定された範囲の熟読と必要となる。また、発表者はレジュメの作成が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

国際会計論特講Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

伊藤邦雄. 2022. 『新・現代会計入門【第5版】』日本経済新聞出版社（ISBN-10: 4532135257）。

■参考文献■参考文献

特になし
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古賀　裕也

財務会計論特講 II
Lecture in Financi AccountingⅡ

■テーマ■テーマ

財務会計の探求

■講義内容■講義内容

本講義の目的は財務会計の基本的なテキストの輪読を通じて、財務会計についての理解を深めることにある。レジュメ作
成と発表を通じて財務会計について包括的な理解をする。

■達成目標■達成目標

①日本の会計基準についての包括的な理解
②会計基準の歴史や背景の理解
③財務諸表分析の理解

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義テーマについて理解しておくこと
【授業内容】　ガイダンス（講義テーマ、講義の進め方、成績評価など）
【事後学修】　テキストの目次を読み、テキストの全体像について理解すること

第２回 【事前学修】　第8章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　資産の会計（前半）
【事後学修】　第2回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第３回 【事前学修】　第8章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　資産の会計（後半）
【事後学修】　第3回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第４回 【事前学修】　第9章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　持分の会計（前半）
【事後学修】　第4回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第５回 【事前学修】　第9章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　持分の会計（後半）
【事後学修】　第5回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第６回 【事前学修】　第10章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　金融商品の会計（前半）
【事後学修】　第6回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第７回 【事前学修】　第10章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　金融商品の会計（後半）
【事後学修】　第7回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第８回 【事前学修】　第11章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　従業員給付の会計（前半）
【事後学修】　第8回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第９回 【事前学修】　第11章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　従業員給付の会計（後半）
【事後学修】　第9回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第10回 【事前学修】　第12章（Accounting today）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　連結グループの会計（前半）
【事後学修】　第10回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第11回 【事前学修】　第12章（Theory and history, Field study）を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　連結グループの会計（後半）
【事後学修】　第11回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第12回 【事前学修】　第13章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業結合・事業分離等の会計
【事後学修】　第12回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第13回 【事前学修】　第14章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　戦略的企業評価に向けて
【事後学修】　第13回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第14回 【事前学修】　好きな会社を2社以上選び、終章（分析の実例と活用）を参考にレジュメを作成すること
【授業内容】　ファンダメンタル分析実践①
【事後学修】　第14回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第15回 【事前学修】　好きな会社を2社以上選び、終章（分析の実例と活用）を参考にレジュメを作成すること
【授業内容】　ファンダメンタル分析実践②
【事後学修】　第15回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の口頭発表及びレポートにより評価する。なお、評価基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義で指定された範囲の熟読と必要となる。また、発表者はレジュメの作成が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

伊藤邦雄. 2022. 『新・現代会計入門【第5版】』日本経済新聞出版社（ISBN-10: 4532135257）。

■参考文献■参考文献
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古賀　裕也

国際会計論特講 I
Lecture in International AccountingⅠ

■テーマ■テーマ

国際会計基準（IFRS・IAS）の研究

■講義内容■講義内容

この講義の目的は国際会計基準の基本的なテキストを輪読し、基礎的な知識を習得する。
国際会計基準に関するテキストを要約・発表し、講義でのディスカションを通じて理解を深める。

■達成目標■達成目標

①国際会計基準の特徴について説明できる。
②国際会計基準と日本基準の差異について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義テーマについて理解しておくこと
【授業内容】　ガイダンス（講義テーマ、講義の進め方、成績評価など）
【事後学修】　テキストの目次を読み、テキストの全体像について理解すること

第２回 【事前学修】　第1章1節・2節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　国際財務報告基準（IFRS）を学ぶことの意義、IFRS学習上のポイント
【事後学修】　第2回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第３回 【事前学修】　第1章3節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　IFRSの学び方
【事後学修】　第3回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第４回 【事前学修】　第2章1節・2節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　IFRS財団の組織とIFRSの構成
【事後学修】　第4回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第５回 【事前学修】　第2章3節・4節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　IFRSの特徴と原則主義
【事後学修】　第5回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第６回 【事前学修】　第2章5節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　概念フレームワーク
【事後学修】　第6回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第７回 【事前学修】　第2章6節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　公正価値および現在価値の概念
【事後学修】　第7回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第８回 【事前学修】　第2章7節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　IFRSに基づく財務諸表
【事後学修】　第8回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第９回 【事前学修】　第3章1節・2節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　会計方針、収益
【事後学修】　第9回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第10回 【事前学修】　第3章3・4節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　棚卸資産、有形固定資産
【事後学修】　第10回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第11回 【事前学修】　第3章5節・6節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　無形資産、減損
【事後学修】　第11回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第12回 【事前学修】　第3章8節・9節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　リース、引当金
【事後学修】　第12回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第13回 【事前学修】　第3章13章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　企業結合
【事後学修】　第13回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第14回 【事前学修】　第3章14節を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　連結・持分法
【事後学修】　第14回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第15回 【事前学修】　これまでの学習内容の論点に関するレジュメを作成すること
【授業内容】　講義のまとめ
【事後学修】　第15回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の口頭発表及びレポートにより評価する。なお、評価基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義で指定された範囲のテキストの熟読が必要となる。
また、初回講義で決定した発表担当者はレジュメの作成が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財務会計論特講Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

橋本尚、山田善隆著. 2018. 『IFRS会計学基本テキスト【第6版】』中央経済社（ISBN-10: 4502285412）。

■参考文献■参考文献

特になし

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 783 -



古賀　裕也

国際会計論特講 II
Lecture in International Accounting

■テーマ■テーマ

海外の財務会計研究の輪読

■講義内容■講義内容

海外の財務会計研究（バルーク・レブ、フェン・グー『会計の再生』）の内容を要約・発表し、会計研究について討議す
る。

■達成目標■達成目標

財務会計が抱える課題・問題について指摘できる。
財務情報の有用性について議論できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義テーマについて理解しておくこと
【授業内容】　ガイダンス（講義テーマ、講義の進め方、成績評価など）
【事後学修】　テキストの目次を読み、テキストの全体像について理解すること

第２回 【事前学修】　本書の要点を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　テキストの要点とアプローチ
【事後学修】　第2回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第３回 【事前学修】　第1章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第1章　企業報告の過去と現在：「進歩」の世紀
【事後学修】　第3回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第４回 【事前学修】　第2章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第2章　まだ利益が重要であると思っていたのか
【事後学修】　第4回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第５回 【事前学修】　第3・4章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第3章　財務情報と株価の乖離の拡大、第4章　一見以上にもっと悪い
【事後学修】　第5回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第６回 【事前学修】　第5・6章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第5章　投資家のせいか、会計のせいか？、第6章　結局、やはり革新がない
【事後学修】　第6回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第７回 【事前学修】　第7・8章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第7章　一体全体それは何を意味するのか、第8章　無形資産の台頭と会計の凋落
【事後学修】　第7回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第８回 【事前学修】　第9・10章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第9章　会計：事実かフィクションか？、第10章　作為の罪と不作為の罪？
【事後学修】　第8回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第９回 【事前学修】　第3部、第11章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第3部　では、何をすべきか？、第11章　投資家（そして経営者）にとって何が真に重要か
【事後学修】　第9回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第10回 【事前学修】　第12章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第12章　戦略的資源・帰結報告書:ケース1－メディア・エンターテイメント
【事後学修】　第10回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第11回 【事前学修】　第13章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第13章　戦略的資源・帰結報告書:ケース1－損害保険
【事後学修】　第11回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第12回 【事前学修】　第14章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第14章　戦略的資源・帰結報告書：ケース3―医薬・バイオ技術
【事後学修】　第12回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第13回 【事前学修】　第15章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第15章　戦略的資源・帰結報告書：ケース4：石油・ガス会社
【事後学修】　第13回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第14回 【事前学修】　第16・17章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第16章　実行、第17章　会計をどう変革するか？
【事後学修】　第14回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

第15回 【事前学修】　第18章を読み、レジュメを作成すること
【授業内容】　第18章　投資家に対する指南書、エピローグ、本書のまとめ
【事後学修】　第15回講義レジュメの確認と討議内容について復習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の口頭発表及びレポートにより評価する。なお、評価基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義で指定された範囲のテキストの熟読が必要となる。
初回講義で決定した発表担当者はレジュメの作成が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財務会計論特講Ⅰ・Ⅱ
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■テキスト■テキスト

バルーク・レブ、フェン・グー著（伊藤邦雄監訳）. 2018. 『会計の再生』中央経済社（ISBN-10: 4502240516）。

■参考文献■参考文献

伊藤邦雄. 2018.『新・現代会計入門【第3版】』日本経済新聞出版社（ISBN-10: 4532134803）。
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佐々木　郁子

管理会計論特講 I
Lecture in Managerial AccountingⅠ

■テーマ■テーマ

マネジメント・コントロール・システムとしての管理会計

■講義内容■講義内容

学部で学んだ内容についての復習と実務で必要となる管理会計の知識について米国ビジネススクールで用いられているテ
キストの翻訳書を使用して学びます。講義では、テキストを事前に読んできてもらい、ディスカッションを中心に進めて
いきます。
双方向型授業

■達成目標■達成目標

マネジメント・コントロール・システムとしての管理会計の役割を理解し実務で使うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストを購入し、目次と前書き、第１章を読み、管理会計の役割についての考えをまとめてお
く。
【授業内容】　ガイダンス（授業の進め方の説明）第１章の内容についてのディスカッション
【事後学修】　章末問題を解き、内容の理解を深める。

第２回 【事前学修】　第２章を読み、まとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　第２章の内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第３回 【事前学修】　第3章を読み、まとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　第3章の内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第４回 【事前学修】　第4章を読み、まとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　第4章の内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第５回 【事前学修】　第5章を読み、まとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　原価情報についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第６回 【事前学修】　第5章Appendixを読み、制約理論について調べておく。
【授業内容】　第5章Appendixの内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第７回 【事前学修】　第6章を読み、原価企画と顧客収益性についてまとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　第6章の内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第８回 【事前学修】　第7章を読み、割引現在価値について調べておく。
【授業内容】　時間的価値についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第９回 【事前学修】　第7章を読み、資本予算意思決定についての例題を読んでおく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　資本予算の意思決定についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第10回 【事前学修】　第8章を読み、予算編成についてまとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　予算編成のプロセスについて確認し、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第11回 【事前学修】　第8章を読み、予算管理についてまとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　予算管理についての確認、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第12回 【事前学修】　第9章を読み、まとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　第9章の内容についての確認と、ディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第13回 【事前学修】　第10章を読み、分権化についてまとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　分権化についてディスカッション
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第14回 【事前学修】　第10章を読み、バランススコアカードについてまとめておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　バランススコアカードに関するDVDの視聴および、ディスカッション。レポート課題を課す。
【事後学修】　授業内容についてまとめておく。

第15回 【事前学修】　第１回から第14回までの内容の確認とレポートの作成
【授業内容】　作成したレポートについてそれぞれを発表する
【事後学修】　レポートはmanabaでフィードバックするので、その内容について確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

最低限の会計知識と経営学の知識

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

管理会計論特講 II
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■テキスト■テキスト

【新版】管理会計のエッセンス（同文舘）ISBN9784495191320
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佐々木　郁子

管理会計論特講 II
Lecture in Managerial AccountingⅡ

■テーマ■テーマ

中小企業管理会計の理論と実践

■講義内容■講義内容

中小企業管理会計に関する学術書を輪読し、中小企業における管理会計の重要性を学び、実際の企業の事例についてディ
スカッションする。
アクティブラーニング

■達成目標■達成目標

中小企業管理会計について理解し、実際の実務へ利用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１章を読んでまとめておく
【授業内容】　中小企業における管理会計研究の意義と課題について、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第２回 【事前学修】　第２章を読んでまとめておく
【授業内容】　中小企業の発展段階と管理会計システムについて、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第３回 【事前学修】　第３章を読んでまとめておく
【授業内容】　中小企業政策の変遷と管理会計施策について、ディスカッションする。
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第４回 【事前学修】　第４章を読んでまとめておく。法人事業概況説明書について調べておく。
【授業内容】　法人事業概況説明書の活用による中小企業管理会計の可能性について、ディスカッションする。
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第５回 【事前学修】　第５章、第６章を読んでまとめておく
【授業内容】　中小企業における同業者比較を活用した管理会計、およびライフサイクル小スティングの導入の
可能性について、ディスカッションする。
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第６回 【事前学修】　第７章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　M社の事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第７回 【事前学修】　第８章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　株式会社エコムの事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第８回 【事前学修】　第９章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　京都試作ネットの事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第９回 【事前学修】　第10章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　株式会社松本鐵工所の事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第10回 【事前学修】　第11章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　株式会社21の事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第11回 【事前学修】　第12章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　諏訪田製作所の事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第12回 【事前学修】　第13章を読んで、事例企業の問題点、学ぶべき点についてレジメにまとめる
【授業内容】　江洲金属株式会社の事例をレジメに基づき、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第13回 【事前学修】　第14章を読んで、実態調査の概要をまとめる
【授業内容】　燕三条・大田区・東大阪地域の中朝企業における管理会計実践に関する実態調査について、ディ
スカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第14回 【事前学修】　第15章を読んで、実態調査の概要をまとめる
【授業内容】　北海道苫小牧地域の中小企業における管理会計実践に関する実態調査について、ディスカッショ
ンする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

第15回 【事前学修】　第16章を読んで、実態調査の概要をまとめる
【授業内容】　中小企業に対する管理会計の導入・活用支援に関する実態調査について、ディスカッションする
【事後学修】　授業のディスカッションで出た内容を踏まえ、自分の考えをまとめておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

最低限の英語読解能力。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

管理会計論特講 I

■テキスト■テキスト

「中小企業管理会計の理論と実践」水野一郎編著（中央経済社）ISBN978502286919
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松岡　孝介

原価計算論特講 II
Lecture in

■テーマ■テーマ

原価計算・管理会計の学術的探究

■講義内容■講義内容

　原価計算・管理会計に関わる学術書や学術論文を輪読する。学術的な会計研究は何らかの理論を基盤に行われる。この
科目では、特に社会学的な視点から行われた学術研究を中心に取り上げていくが、必要に応じて他の理論に基づく研究も
取り上げていく。また、教科書の輪読が終わった後には、欧米の学術研究雑誌から選んだ論文を読み解いていく。
　この科目はディスカッションを中心とする【アクティブラーニング科目】である。また、レポートに対する講評に
manabaを活用する【双方向型授業】である。

■達成目標■達成目標

・原価計算と管理会計に関わる学術研究の理論を説明できるようになる。
・原価計算と管理会計に関わる学術研究の手法を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　原価計算・管理会計について調べておく。
【授業内容】　講義方法の説明、担当者の割り当て
【事後学修】　講義方法について復習しておく。

第２回 【事前学修】　第1章を読み、市場・組織・社会に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第1章　計算が創る市場・組織・社会（國部克彦）
【事後学修】　第1章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第３回 【事前学修】　第2章を読み、目的志向性と感情性に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第2章　勘定と感情──会計実践における目的志向性と感情性（澤邉紀生）
【事後学修】　第2章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第４回 【事前学修】　第3章を読み、計算と交換を支える制度ロジックスに関する用語を先行研究に基づいて調べてお
く。
【授業内容】　第3章　市場取引の神々──計算と交換を支える制度ロジックスの超越と内在（松嶋登・早坂啓）
【事後学修】　第3章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第５回 【事前学修】　第4章を読み、計算の銘刻に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第4章　計算の銘刻としての会計──組織変化の理解に向けて（北田皓嗣）
【事後学修】　第4章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第６回 【事前学修】　第5章を読み、イノベーションの駆動に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第5章　イノベーションの駆動と会計計算──「計算の方程式」に着目した一考察（天王寺谷達
将）
【事後学修】　第5章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第７回 【事前学修】　第6章を読み、マテリアルフローコスト会計に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第6章　可視性の創造と変容──マテリアルフローコスト会計実践の時系列分析（東田明・國部克
彦・篠原阿紀）
【事後学修】　第6章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第８回 【事前学修】　第7章を読み、人材の計算可能性に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第7章　人材を計算可能にするアレンジメント──人材紹介を活用した中途採用の比較ケース・ス
タディ（矢寺顕行）
【事後学修】　第7章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第９回 【事前学修】　第8章を読み、クレジット・スコアリングに関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第8章　金融理論の実践──クレジット・スコアリングに基づいたアルゴリズミックな布置の日米
比較（城田剛）
【事後学修】　第8章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第10回 【事前学修】　第9章を読み、事業計画に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第9章　企業者の計算実践──事業計画の自己拡張と整合化（小川智健）
【事後学修】　第9章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で
行う。

第11回 【事前学修】　第10章を読み、企業間取引に関する用語を先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　第10章　企業間取引の物質的実践──金属切削加工を可視化する計測機器（上西聡子・松嶋登・
早坂啓） 
【事後学修】　第10章のミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業
で行う。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 790 -



第12回 【事前学修】　論文を読み、キーワードを先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　Alawattage, C., & Wickramasinghe, D. (2021). Strategising management accounting:
Liberal origins and neoliberal trends. Accounting, Auditing & Accountability Journal, 35(2), 518-546.
https://doi.org/10.1108/aaaj-01-2021-5124 
【事後学修】　ミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で行う。

第13回 【事前学修】　論文を読み、キーワードを先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　Thomson, I., Grubnic, S., & Georgakopoulos, G. (2014). Exploring accounting-
sustainability hybridisation in the uk public sector. Accounting, Organizations and Society, 39(6),
453-476. https://doi.org/10.1016/j.aos.2014.02.003 
【事後学修】　ミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で行う。

第14回 【事前学修】　論文を読み、キーワードを先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　Lukka, K., & Wouters, M. (2022). Towards interventionist research with theoretical
ambition. Management Accounting Research, 55. https://doi.org/10.1016/j.mar.2022.100783 
【事後学修】　ミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で行う。

第15回 【事前学修】　論文を読み、キーワードを先行研究に基づいて調べておく。
【授業内容】　Lukka, K., Modell, S., & Vinnari, E. (2022). Exploring the “theory is king” thesis in
accounting research: The case of actor-network theory. Accounting, Auditing & Accountability Journal,
35(9), 136-167. https://doi.org/10.1108/aaaj-01-2022-5616 
【事後学修】　ミニレポートを作成し、manabaを通して提出する。提出内容についての講評は次回授業で行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　発表の内容（30％）、議論への貢献度合い（20％）、ミニレポの内容（20%）の3つで評価する。いずれも2つの達成目標
（学術研究の理論と手法について説明できるようになる）と関連している。
　最初の授業も含めて、授業の5分の1を超えて欠席した場合には単位の修得資格を失う。開始時刻から5分遅れてのresopn
提出は遅刻とする。遅刻は2回で欠席1回分とする。30分以上の遅刻は欠席扱いとする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　原価計算・管理会計・経営学に関わる学部レベルの知識を習得していることを前提とする。

■テキスト■テキスト

　輪読する教科書は以下の通り。
國部克彦・澤邉紀生・松嶋登編. 2017.『計算と経営実践―経営学と会計学の邂逅』有斐閣. (ISBN-13: 978-4641164895)

　第12回〜第15回で使用する論文は大学のデータベースを活用して準備しておくこと。

■履修上の注意■履修上の注意

　オフィスアワーはmanabaの個別指導機能で対応する。
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堀　治彦

税務会計論特講 I
Lecture in Tax AccountingⅠ

■テーマ■テーマ

税務会計及び租税法に関する基礎的知識を身につける

■講義内容■講義内容

税務会計は、企業が法人税を納める過程で行う課税所得計算という事象について、租税法学、会計学、そして租税論など
の立場から総合的な分析・検討を行う点で、学際性に富んだ学問領域です。
本講義では、税務会計のこうした特色に注目しつつ、税務会計及び租税法全般の基礎的な知識を身に付け、計算技術的特
徴の理解をすることを目的としています。
また、履修者の興味関心に合わせて、弁護士、会計士、税理士、企業の財務担当者、税務行政に携わる行政官などの専門
家をゲストスピーカーとして迎えることも想定しています。

■達成目標■達成目標

本講義では下記の到達目標を設定しています。
1 税務会計・租税法の知識及び論点を学習し活用できること
2 法解釈や事例の検討を通じ養った論理的思考力を応用できること
3 これらの知識・スキル発揮し、高度専門職や研究者としての社会的要請に応えられる人材となること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】企業の課税に関する事案について調べ、講義の全体像をイメージしてみましょう。また、テキスト
導入部分(テキスト序章)を一読してみましょう
【授業内容】オリエンテーション(授業の内容と進め方)、税務会計論概論、企業課税の基礎
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第２回 【事前学修】テキストChapter１　法人税法の基礎（前半部分）を予習する
【授業内容】企業課税と個人課税
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第３回 【事前学修】テキストChapter１　法人税法の基礎（後半部分）を予習する
【授業内容】法人所得の計算
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第４回 【事前学修】テキストChapter2　益金および損金（前半部分）を予習する
【授業内容】益金
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第５回 【事前学修】テキストChapter2　益金および損金（中盤部分）を予習する
【授業内容】損金
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第６回 【事前学修】テキストChapter2　益金および損金（後半部分）を予習する
【授業内容】別段の定め
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第７回 【事前学修】テキストChapter3　出資と分配（株主法人間取引）（前半部分）を予習する
【授業内容】出資
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第８回 【事前学修】テキストChapter3　出資と分配（株主法人間取引）（後半部分）を予習する
【授業内容】分配1
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第９回 【事前学修】テキストChapter3　出資と分配（株主法人間取引）（後半部分）を予習する
【授業内容】分配2
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第10回 【事前学修】テキストChapter4　グループ法人と組織再編成に関する税制（前半部分）を予習する
【授業内容】グループ法人税制1
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第11回 【事前学修】テキストChapter4　グループ法人と組織再編成に関する税制（前半部分）を予習する
【授業内容】グループ法人税制2
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第12回 【事前学修】配布された資料を予習する
【授業内容】同族会社、グループ通算制度、連結納税制度
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第13回 【事前学修】テキストChapter4　グループ法人と組織再編成に関する税制（後半部分）を予習する
【授業内容】組織再編税制１
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第14回 【事前学修】テキストChapter4　グループ法人と組織再編成に関する税制（後半部分）を予習する
【授業内容】組織再編税制２
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第15回 【事前学修】これまでの講義部分を振り返っておく
【授業内容】講義総括、その他の論点の提示、税務会計論特講Ⅱへのブリッジ、課題の提示
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1. 期末課題(60%) 2.授業時課題や講義へのコミット(40%)により総合的に評価します。
1.~2. に関する具体的な評価基準は講義時に公開します。
なお、授業の 5 分の1を超えて欠席した場合には単位の修得資格を失います。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特に企業の税に関する記事などに関心を持つと、講義内容について、より深い理解や関心が得られるため、日頃から税の
トピックにふれておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ, 財務会計論特講I , II , 国際会計論特講Ⅰ,Ⅱ, 税務会計論特講Ⅱ、そのほかの隣接科目, 関連科
目などを履修しておくこと（あるいは将来的に履修）が望ましい。

■テキスト■テキスト

渡辺徹也 『スタンダード法人税法　第2版』（弘文堂、2019年）
* 改訂版が出ることがあります。適宜アナウンスしますが、その際は最新版を購入してください。

■参考文献■参考文献

金子宏『租税法第 24 版』(弘文堂、2021 年)
* 改訂版が出ることがあります。適宜アナウンスしますが、その際は最新版を購入してください。
そのほか、講義の中で提示します。

■履修上の注意■履修上の注意

・対話型の授業を心がけるので、質問など積極的な取組みを期待します。
・授業内で適宜実施する小テスト・レポートを活用し、授業内容の理解を深めるとともに授業への積極的な参加を促しま
す。
・テキスト以外に必要に応じてレジェメを配布します。その場合には、各自保管をしておいてください。
・講義に関する質問、相談等は、講義終了後の教室又は研究室にて随時受け付けます。
・本科目は Google Workspace for Education 等のコラボレーションソフトウェアやmanabaなどのLMS（Learning
Management System）、必要に応じて Web 会議ツール等を適宜活用する予定です。「東北学院大学 IT ナビ」をよく熟読
し、理解をしておくことに留意してください。
・オフィスアワー及びメールの連絡先については、講義開始時にアナウンスします。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 793 -



堀　治彦

税務会計論特講 II
Lecture in Tax AccountingⅡ

■テーマ■テーマ

税務会計及び租税法に関する応用的知識を身につける

■講義内容■講義内容

税務会計は、企業が法人税を納める過程で行う課税所得計算という事象について、租税法学、会計学、そして租税論など
の立場から総合的な分析・検討を行う点で、学際性に富んだ学問領域です。
本講義では、税務会計のこうした特色に注目しつつ、税務会計及び租税法全般の応用的な知識、論点や計算技術的特徴を
理解することを目的としています。
また、履修者の興味関心に合わせて、弁護士、会計士、税理士、企業の財務担当者、税務行政に携わる行政官などの専門
家をゲストスピーカーとして迎えることも想定しています。

■達成目標■達成目標

本講義では下記の到達目標を設定しています。
1 税務会計・租税法の知識及び論点を学習し活用できること
2 法解釈や事例の検討を通じ養った論理的思考力を応用できること
3 これらの知識・スキル発揮し、高度専門職や研究者としての社会的要請に応えられる人材となること

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】企業の課税に関する事案について調べ、講義の全体像をイメージしてみましょう。また、テキスト
１及び２を一読してみましょう
【授業内容】オリエンテーション(授業の内容と進め方)、税務会計論概論、企業課税の応用
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第２回 【事前学修】テキスト①Chapter5　事業体の種類と課税（前半部分）を予習する
【授業内容】事業体課税を受けるエンティティと導管型のエンティティ
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第３回 【事前学修】テキスト①Chapter5　事業体の種類と課税（後半部分）を予習する
【授業内容】信託と公益法人
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第４回 【事前学修】テキスト②第１章を予習する
【授業内容】国際租税法概論
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第５回 【事前学修】テキスト②第２章を予習する
【授業内容】租税条約
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第６回 【事前学修】テキスト②第３章を予習する
【授業内容】国内源泉所得
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第７回 【事前学修】テキスト②第４章を予習する
【授業内容】外国法人・非居住者の投資所得に対する源泉徴収
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第８回 【事前学修】テキスト②第５章および6章を予習する
【授業内容】外国法人・非居住者の事業所得に関する申告納付
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第９回 【事前学修】テキスト②第7章を予習する
【授業内容】外国税額控除
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第10回 【事前学修】テキスト②第8章を予習する
【授業内容】内国法人の対外進出における外国子会社
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第11回 【事前学修】テキスト②第9章を予習する
【授業内容】移転価格税制
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第12回 【事前学修】テキスト②第10章を予習する
【授業内容】多国籍企業の資金調達
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第13回 【事前学修】テキスト②第11章を予習する
【授業内容】内国法人による対外進出
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第14回 【事前学修】テキスト②第12章を予習する
【授業内容】国際課税における日本の租税法と外国法との相互作用
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習

第15回 【事前学修】これまでの講義部分を振り返っておく
【授業内容】講義総括、その他の論点の提示、課題の提示
【事後学修】講義を振り返りつつ、要点を復習
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1. 期末課題(60%) 2.授業時課題や講義へのコミット(40%)により総合的に評価します。
1.~2. に関する具体的な評価基準は講義時に公開します。
なお、授業の 5 分の1を超えて欠席した場合には単位の修得資格を失います。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特に企業の税に関する記事などに関心を持つと、講義内容について、より深い理解や関心が得られるため、日頃から税の
トピックにふれておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ, 財務会計論特講I , II , 国際会計論特講Ⅰ,Ⅱ, 税務会計論特講I、そのほかの隣接科目, 関連科目
などを履修しておくこと（あるいは将来的に履修）が望ましい。

■テキスト■テキスト

①渡辺徹也 『スタンダード法人税法　第2版』（弘文堂、2019年）
②増井良啓、宮崎裕子『国際租税法　第4版』（東京大学出版会、2019年）
* 改訂版が出ることがあります。適宜アナウンスしますが、その際は最新版を購入してください。

■参考文献■参考文献

金子宏『租税法第 24 版』(弘文堂、2021 年)
* 改訂版が出ることがあります。適宜アナウンスしますが、その際は最新版を購入してください。
そのほか、講義の中で提示します。

■履修上の注意■履修上の注意

・対話型の授業を心がけるので、質問など積極的な取組みを期待します。
・授業内で適宜実施する小テスト・レポートを活用し、授業内容の理解を深めるとともに授業への積極的な参加を促しま
す。
・テキスト以外に必要に応じてレジェメを配布します。その場合には、各自保管をしておいてください。
・講義に関する質問、相談等は、講義終了後の教室又は研究室にて随時受け付けます。
・本科目は Google Workspace for Education 等のコラボレーションソフトウェアやmanabaなどのLMS（Learning
Management System）、必要に応じて Web 会議ツール等を適宜活用する予定です。「東北学院大学 IT ナビ」をよく熟読
し、理解をしておくことに留意してください。
・オフィスアワー及びメールの連絡先については、講義開始時にアナウンスします。
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小池　和彰

租税法特講 I
Lecture in Tax LawⅠ

■テーマ■テーマ

法人税法の研究

■講義内容■講義内容

わが国の法人税法とその理論の学習。

■達成目標■達成目標

この講義では、法人税法に基づく確定申告書作成を通じて、法人税法の理解を深めることができる。又、判例研究もでき
るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　法人税法とは何かを読む
【授業内容】　法人税法とは何か
【事後学修】　法人税とは何かの問題を解く

第２回 【事前学修】　減価償却の方法を読む
【授業内容】　減価償却の方法
【事後学修】　減価償却の問題を解く

第３回 【事前学修】　棚卸資産の評価を読む
【授業内容】　棚卸資産の評価
【事後学修】　棚卸資産の評価の問題を解く

第４回 【事前学修】　租税公課を読む
【授業内容】　租税公課の取り扱い
【事後学修】　租税公課の問題を解く

第５回 【事前学修】　交際費を読む
【授業内容】　交際費の損金不算入
【事後学修】　交際費の問題を解く

第６回 【事前学修】　受取配当の益金算入を読む
【授業内容】　受取配当等の益金不算入
【事後学修】　受取配当の益金算入の問題を解く

第７回 【事前学修】　圧縮記帳を読む
【授業内容】　圧縮記帳の税務上の処理
【事後学修】　圧縮記帳の問題を解く

第８回 【事前学修】　繰延資産の償却を読む
【授業内容】　繰延資産の償却
【事後学修】　繰延資産の償却の問題を解く

第９回 【事前学修】　貸倒引当金を読む
【授業内容】　貸倒引当金の取り扱い
【事後学修】　貸倒引当金の問題を解く

第10回 【事前学修】　借地権を読む
【授業内容】　借地権課税
【事後学修】　借地権の問題を解く

第11回 【事前学修】　有価証券を読む
【授業内容】　有価証券の損益
【事後学修】　有価証券の問題を解く

第12回 【事前学修】　リース取引等を読む
【授業内容】　リース取引等
【事後学修】　リース取引等の問題を解く

第13回 【事前学修】　税額の控除のテキストを読む
【授業内容】　税額の控除
【事後学修】　税額の控除の問題を解く

第14回 【事前学修】　法人税の申告のテキストを読む
【授業内容】　法人税の申告
【事後学修】　法人税の申告の問題を解く

第15回 【事前学修】　役員給与を読む
【授業内容】　役員給与の取り扱い
【事後学修】　役員給与の問題を解く

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）と報告（50％）で評価する。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

該当の回に読む箇所の予習を欠かさない

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講 Ⅲ

■テキスト■テキスト

小池和彰・小池真紀著『解説法人税法』（税務経理協会・2018年）ISBN978-4-419-06579-9
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■参考文献■参考文献

特になし
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小池　和彰

租税法特講 II
Lecture in Tax LawⅡ

■テーマ■テーマ

所得税法の研究

■講義内容■講義内容

わが国の所得税法とその理論の学習。

■達成目標■達成目標

この講義では、所得税法に基づく確定申告書作成を通じて、所得税法の理解を深めることができる。又、税法の論文を併
せて読んでいくので、文献が読めるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　所得税法とはのテキストを読んでくること。
【授業内容】　所得税法とは
【事後学修】　所得税法とは野練習問題を解く

第２回 【事前学修】　利子所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　利子所得
【事後学修】　利子所得の練習問題を解く

第３回 【事前学修】　配当所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　配当所得
【事後学修】　配当所得の練習問題を解く

第４回 【事前学修】　不動産所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　不動産所得
【事後学修】　不動産所得の練習問題を解く

第５回 【事前学修】　事業所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　事業所得
【事後学修】　事業所得の練習問題を解く

第６回 【事前学修】　給与所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　給与所得
【事後学修】　給与所得の練習問題を解く

第７回 【事前学修】　退職所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　退職所得
【事後学修】　退職所得の練習問題を解く

第８回 【事前学修】　山林所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　山林所得
【事後学修】　山林所得の練習問題を解く

第９回 【事前学修】　一時所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　一時所得
【事後学修】　一時所得の練習問題を解く

第10回 【事前学修】　雑所得のテキストを読んでくること。
【授業内容】　雑所得
【事後学修】　雑所得の練習問題を解く

第11回 【事前学修】　所得控除のテキストを読んでくること。
【授業内容】　所得控除の意義
【事後学修】　所得控除の練習問題を解く

第12回 【事前学修】　所得控除の計算方法のテキストを読んでくること。
【授業内容】　所得控除の計算方法
【事後学修】　所得控除の計算方法の練習問題を解く

第13回 【事前学修】　課税標準と損益の通算のテキストを読んでくること。
【授業内容】　課税標準と損益の通算
【事後学修】　課税標準と損益の通算の練習問題を解く

第14回 【事前学修】　税額の計算のテキストを読んでくること。
【授業内容】　税額の計算
【事後学修】　税額の計算の練習問題を解く

第15回 【事前学修】　所得控除の申告のテキストを読んでくること。
【授業内容】　所得税の申告
【事後学修】　所得控除の計算の練習問題を解く

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）と報告（50％）で評価する。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

該当の回に読む箇所の予習を欠かさない

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講Ⅰ

■テキスト■テキスト

小池和彰・小池真紀著『解説所得税法』（税務経理協会・2020年）ISBN978-4-419-06672-7
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■参考文献■参考文献

特になし
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佐久間　義浩

監査論特講
Lecture in Auditing

■テーマ■テーマ

財務諸表監査

■講義内容■講義内容

上場企業の公表する財務諸表は、その信頼性を確保するために、公認会計士などの監査をうけなければならない。本講義
では、財務諸表監査の制度概要および理論面について考察する。講義は、毎回の報告担当の受講生が指定箇所を報告し、
参加者全員によるディスカッションにより行う。

■達成目標■達成目標

本講義の受講により、財務諸表監査の制度と理論を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　最低限、これから授業を進めるにあたって必要となる英語の能力を高めておくこと（ここでいう
「最低限」とは、学術論文を辞書を用いることなく読解し、その内容を説明（日本語でも可）できる程度をい
う）。あわせて監査に関する最低限の学習を済ませること（ここでいう「最低限」とは、公認会計士試験の監査
論の科目合格できる程度をいう）。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　最低限、これから授業を進めるにあたって必要となる英語の能力を高めておくこと（ここでいう
「最低限」とは、学術論文を辞書を用いることなく読解し、その内容を説明（日本語でも可）できる程度をい
う）。あわせて監査に関する最低限の学習を済ませること（ここでいう「最低限」とは、公認会計士試験の監査
論の科目合格できる程度をいう）。

第２回 【事前学修】　第 2 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　保証サービス市場
【事後学修】　第 2 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第３回 【事前学修】　第 3 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査基準の設定プロセス
【事後学修】　第 3 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第４回 【事前学修】　第 4 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査報告書
【事後学修】　第 4 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第５回 【事前学修】　第 5 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査人の法的責任
【事後学修】　第 5 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第６回 【事前学修】　第 6 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査人の倫理
【事後学修】　第 6 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第７回 【事前学修】　第 7 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査の責任と目的
【事後学修】　第 7 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第８回 【事前学修】　第 8 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査証拠の性質と種類
【事後学修】　第 8 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第９回 【事前学修】　第 9 回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査計画
【事後学修】　第 9 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第10回 【事前学修】　第10回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　重要性と監査リスク
【事後学修】　第 10 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第11回 【事前学修】　第11回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　内部統制
【事後学修】　第 11 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第12回 【事前学修】　第12回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　不正リスク
【事後学修】　第 12 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第13回 【事前学修】　第13回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査プロセスにおける情報技術
【事後学修】　第 13 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第14回 【事前学修】　第14回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査計画
【事後学修】　第 14 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおく。

第15回 【事前学修】　第15回の授業の参加にあたってのレジュメ等を作成しておく。
【授業内容】　監査と保証サービス
【事後学修】　第 15 回の授業内容について、再度、教科書の該当箇所を読んでおくの復習。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）、発言（50％）により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
理由を問わず4回以上欠席（遅刻も欠席扱いとする。また授業の予習内容が乏しいと判断した場合も欠席として扱う）した
場合は、単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・英語のテキストを用いるので、履修に当たっては、事前に英語に堪能であることを要する。
・日本の監査制度に関する知識を前提として、講義を進めるので、事前に学習済みのこと（公認会計士試験の監査論の合
格レベル程度の知識で構わない）。
・毎回の授業に参加するにあたって、受講生はテキストに書かれた内容をすべて調べ、不明点を明らかにしたうえで、各
自レジュメを作成し、授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

Arens， A.A.， R.J. Elder and M.K. Beasley， Auditing and Assurance Services An Integrated Approach，
Pearson.　最新版を購入のこと（開講時に指示する）。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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齋藤　善之

商業史特講
Lecture in Commercial History

■テーマ■テーマ

仙台宮城の商業史

■講義内容■講義内容

私たちの身近な地域である仙台や宮城の商業地区はどのようにして作られ現在に至ったのか。なにげない町並みや風景に
も先人たちが築き残した痕跡が至る処に残されている。この講義では計画的に作られた城下町仙台とそこでの商人のあゆ
みを中心に、明治時代までの経済を担った地域の商人群像を見ていくことにしたい。

■達成目標■達成目標

地域の商業史について具体的事例を提示して説明できるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　キーワード「多賀城・奥州藤原氏・奥州金」について調べておく
【授業内容】　古代東北の交流と交易
【事後学修】　配布プリントの見直し

第２回 【事前学修】　キーワード「奥大道・岩切城・塩竈津」について調べておく
【授業内容】　中世東北の市と商業
【事後学修】　配布プリントの見直し

第３回 【事前学修】　キーワード「仙台城下町」について調べておく
【授業内容】　城下町仙台の誕生と商業
【事後学修】　配布プリントの見直し

第４回 【事前学修】　キーワード「仙台藩・河原町」について調べておく
【授業内容】　仙台藩の生鮮野菜流通
【事後学修】　配布プリントの見直し

第５回 【事前学修】　キーワード「仙台藩・肴の道」について調べておく
【授業内容】　仙台藩の鮮魚流通
【事後学修】　配布プリントの見直し

第６回 【事前学修】　キーワード「北上川舟運」について調べておく
【授業内容】　仙台藩の米の流通（北上川と石巻）
【事後学修】　配布プリントの見直し

第７回 【事前学修】　キーワード「貞山堀・貞山運河」について調べておく
【授業内容】　貞山堀の歴史
【事後学修】　配布プリントの見直し

第８回 【事前学修】　キーワード「近江商人の東北進出」について調べておく
【授業内容】　近江商人の東北進出
【事後学修】　配布プリントの見直し

第９回 【事前学修】　キーワード「商業神」について調べておく
【授業内容】　商業神の世界
【事後学修】　配布プリントの見直し

第10回 【事前学修】　キーワード「平塚八太夫」について調べておく
【授業内容】　石巻の豪商平塚八太夫
【事後学修】　配布プリントの見直し

第11回 【事前学修】　キーワード「八木久兵衛」について調べておく
【授業内容】　仙台の豪商八木久兵衛
【事後学修】　配布プリントの見直し

第12回 【事前学修】　キーワード「藤﨑三郎助」について調べておく
【授業内容】　藤﨑家と藤﨑デパートの歴史
【事後学修】　配布プリントの見直し

第13回 【事前学修】　キーワード「亀井文平」について調べておく
【授業内容】　亀井家と商社カメイの歴史
【事後学修】　配布プリントの見直し

第14回 【事前学修】　キーワード「七十七銀行の誕生」について調べておく
【授業内容】　七十七銀行の歴史
【事後学修】　配布プリントの見直し

第15回 【事前学修】　授業をふりかえり自己評価を考えてくる
【授業内容】　ふりかえりと評価、ミニレポートの作成
【事後学修】　ミニレポートの比較と自己再評価

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）授業参加態度（20％）評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

提示されたキーワードについて調べておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

なし
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■参考文献■参考文献

講義のなかで提示します。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 803 -



齋藤　善之、秋池　篤、池谷　昌之、今野　均、設樂　憲史、鈴木　好和、髙橋　弘美

特別講義
Lecture in Selected Topics

■テーマ■テーマ

実務家からの話を通して企業経営における現実の課題や会計の実務などについて学ぶ。

■講義内容■講義内容

企業経営や会計実務に携わる実務家から実際の企業経営や会計実務について学ぶ特別の講義である。複数の実務家が数回
ずつ講義を担当するオムニバス方式での講義となる。今年度講義を担当するのは、ユーメディア社長の今野均三氏、鳴子
ホテル取締役女将の髙橋弘美氏、税理士の設楽憲史氏、アフターリクルーティング社代表の池谷昌之氏と本学鈴木好和、
秋池篤の6人である。なお本学斎藤善之が全体のコーディネータを務める。この授業は対面授業で行う。

■達成目標■達成目標

①企業経営・会計の実際について学び、各企業が抱える課題について自分なりの考えを述べることができる。
②講義で学んだ経営・会計の理論的な内容が実際にどのように使えるのか（その限界も含めて）理解をしている。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの予習をして、わからない用語は調べておく。
【授業内容】　人的資源管理の展開と現状
【事後学修】　小テストの結果を検証する。

第２回 【事前学修】　テキストの予習をして、わからない用語は調べておく。
【授業内容】　SHRMの展開
【事後学修】　小テストの結果を検証する。

第３回 【事前学修】　テキストの予習をして、わからない用語は調べておく。
【授業内容】　人的資源会計・監査の実際
【事後学修】　小テストの結果を検証する。

第４回 【事前学修】　テキストの予習をして、わからない用語は調べておく。
【授業内容】　インターナルマーケティングと人的資源管理の関係と実際
【事後学修】　小テストの結果を検証する。

第５回 【事前学修】　ユーメディアの会社ホームページを確認しておく
【授業内容】　会社概要と経営ビジョン
【事後学修】　講義の内容を整理して感想をまとめる

第６回 【事前学修】　前回の講義内容を振り返り整理しておく
【授業内容】　業態変革と事業開発
【事後学修】　新たな事業アイデアを１つまとめる

第７回 【事前学修】　前回の講義内容を振り返り整理しておく
【授業内容】　人と組織
【事後学修】　現状課題の整理と解決の方向性をまとめる

第８回 【事前学修】　前回の講義内容を振り返り整理しておく
【授業内容】　振り返りとまとめ
【事後学修】　全４回の講義から学んだことをまとめる

第９回 【事前学修】　東北の温泉、旅館業について調べておく。
【授業内容】　おもてなしの経営学
【事後学修】　レジュメに基づいて講義の内容を振り返り考えたことをまとめる。

第10回 【事前学修】　前回の講義の内容を確認する。
【授業内容】　地域再生と企業再生（1）企業再生
【事後学修】　レジュメに基づいて講義の内容を振り返る。震災時に果たした役割について考えをまとめる。

第11回 【事前学修】　前回の講義の内容を確認し、企業再生について調べておく。
【授業内容】　コロナ禍における企業経営
【事後学修】　講義の内容を確認し、企業再生後の経営について考えをまとめる。

第12回 【事前学修】　前回の講義の内容を確認し、CSR、CSVを調べておく。
【授業内容】　創業150年老舗企業の企業力（CSR⇒CSVの時代へ）
【事後学修】　4回の講義を振り返り、感想、参考になった点を文書にまとめる。

第13回 【事前学修】　以下の文献を事前に読んでおくこと。
　　　　　　　網倉久永（2009）「経営戦略の策定プロセス：事前計画としての戦略、事後的パターンとしての
戦略」『赤門マネジメント・レビュー』8（12），701-738．
【授業内容】　理論から実務を考える①　経営戦略論の基本的な考え方を知る
【事後学修】　経営戦略論の基本的な考え方をこれまでの自分の経験と合わせて検討し、レポート作成に備える
こと。

第14回 【事前学修】　以下の文献を事前に読んでおくこと。
　　　　　　　新宅純二郎，小川紘一，善本哲夫（2006）「光ディスク産業の競争と国際的協業モデル―擦り合
わせ要素のカプセル化によるモジュラー化の進展」『赤門マネジメント・レビュー』5（2），35-66．
【授業内容】　理論から実務を考える②　事業戦略の考え方を知る
【事後学修】　事業戦略の考え方をこれまでの自分の経験と合わせて検討し、レポート作成に備えること。

第15回 【事前学修】　以下の文献を事前に読んでおくこと。
　　　　　　　福澤光啓（2008）「なぜ多角化は難しいのか？―経営学輪講 Prahalad and Bettis （1986）」
『赤門マネジメント・レビュー』7（7），535-544．
【授業内容】　理論から実務を考える③　全社戦略の考え方を知る
【事後学修】　全社戦略の考え方をこれまでの自分の経験と合わせて検討し、レポート作成に備えること。
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第16回 【事前学修】　以下の文献を事前に読んでおくこと。
　　　　　　　和田剛明（2010）「探索型イノベーション製品の販売戦略―音楽シングルCDと家庭用ゲームソフ
トの比較から考察」『赤門マネジメント・レビュー』9（7），461-496．
【授業内容】　理論から実務を考える④　イノベーションと経営戦略の関係を知る
【事後学修】　イノベーションと経営戦略の関係についてこれまでの自分の経験と合わせて検討し、第13－第16
回までの内容と合わせてレポートを作成すること。

第17回 【事前学修】　税理士業界について調べておく。
【授業内容】　税理士業界の全体像と将来性
【事後学修】　授業内容について復習する。次回以降の各論につながる。

第18回 【事前学修】　税務相談、提案について経験等を踏まえて整理しておく。
【授業内容】　税務相談、提案における差別化要因
【事後学修】　授業内容について復習する。

第19回 【事前学修】　中小企業の管理会計について経験等を踏まえて整理しておく。
【授業内容】　中小企業の管理会計実務
【事後学修】　授業内容について復習する。

第20回 【事前学修】　相続税の財産評価について経験等を踏まえて整理しておく。
【授業内容】　相続税の財産評価事例研究
【事後学修】　授業内容について復習する。

第21回 【事前学修】　中小企業の資金繰り対策について経験等を踏まえて整理しておく。
【授業内容】　中小企業の資金繰り対策
【事後学修】　授業内容について復習する。

第22回 【事前学修】　相続・事業承継問題について経験等を踏まえて整理しておく。
【授業内容】　相続・事業承継問題事例研究
【事後学修】　授業内容について復習する。

第23回 【事前学修】　前回までの内容を復習する。
【授業内容】　総まとめ
【事後学修】　授業内容について復習する。

第24回 【事前学修】　近年の採用に関するトピックスを事前研究しておく。
【授業内容】　中小企業の採用について
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第25回 【事前学修】　人材の定着を促進する方法について事前研究しておく。
【授業内容】　中小企業の人材定着について
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第26回 【事前学修】　働き方改革に関するトピックスを事前研究しておく。
【授業内容】　働き方改革について
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第27回 【事前学修】　理念やヴィジョン浸透の施策について事前研究しておく。
【授業内容】　ヴィジョン浸透について
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第28回 【事前学修】　自身の今までのキャリアと今後のキャリアを語れる準備をしておく。
【授業内容】　ニューノーマル時代のキャリア形成について
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第29回 【事前学修】　ゲスト企業を分析しておく。
【授業内容】　地元経営者との座談会
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

第30回 【事前学修】　前回までの講義の内容を確認し、感想をまとめておく。
【授業内容】　授業6回分のまとめとクラスディスカッション
【事後学修】　講義の内容を振り返り感じたことをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業への参加・貢献度（20％）により評価する。
具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各講師の講義の中で指示する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営戦略論特講、財務会計論特講Ⅰなど

■テキスト■テキスト

講師の用意するレジュメ、その他各講師の指示するもの（開講時に指示する）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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折橋　伸哉

経営学演習
Seminar in Management

■テーマ■テーマ

経営学に関する実証的な研究の理解

■講義内容■講義内容

①各参加者が、経営学に関する実証分析の手法を用いた研究所・論文を選択し、その内容のあらましを報告すると共に、
その研究のインプリケーションについての自らの見解を報告し、ディスカッション・テーマを提起する。
②提起されたディスカッション・テーマおよび他の演習参加者の提起したテーマについて、演習参加者同士が議論する。
適宜、担当教員もコメントを行う。
③経営学に関する修士学位論文の指導の場も兼ねているので、演習参加者には定期的に進捗状況の報告をしてもらう。

■達成目標■達成目標

①授業において学んでいる経営学の諸理論について、実証研究を深くサーベイすることで、その理解を深める。
②質の高い経営学に関する修士学位論文の作成。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　必要なし
【授業内容】　演習の進め方、レジュメの作成方法、参加者の自己紹介
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第２回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第３回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第４回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第５回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第６回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　修士論文進捗状況報告会
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第７回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第８回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第９回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第10回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第11回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第12回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第13回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第14回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第15回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　修士論文進捗状況報告会
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第16回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第17回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。
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第18回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第19回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第20回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第21回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第22回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第23回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　修士論文進捗状況報告会
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第24回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第25回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第26回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第27回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第28回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第29回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　参加者による報告
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

第30回 【事前学修】　報告準備を入念に行うこと。
【授業内容】　修士論文報告会リハーサル
【事後学修】　当日の授業内容をよく復習すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（60％）、発言内容（40％）を勘案して評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①経営学の諸理論について、各関連講義を履修し、理解を深める。
②自分以外の参加者の報告の際にも、必ず課題図書を事前に読んでおくこと。A4　１枚のレジュメを毎回提出してもらい
ます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営学関係の諸科目

■テキスト■テキスト

演習参加者の関心に合わせて適宜紹介します。

■参考文献■参考文献

演習参加者の関心に合わせて適宜紹介します。
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菅山　真次

経営史演習
Seminar in Business History

■テーマ■テーマ

日本経営史研究

■講義内容■講義内容

この演習では、まず担当者の著書をテキストにとりあげて、日本の雇用関係の歴史について学ぶ。後半では、受講生が各
自の修論作成を念頭に置いて個別報告を行うこととし、その内容についての討議・検討→新たな研究課題の示唆→次の報
告といったサイクルを繰り返すことで、学術研究の名に値する「論文」が書けるようになることを目指す。

■達成目標■達成目標

日本経営史に関する修士論文を作成する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト①の序章・終章・あとがきを事前に読んでおくこと。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　議論の要点をまとめておくこと。

第２回 【事前学修】　テキスト①序章を精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①序章の内容についての討議
【事後学修】　テキストの序章を再読すること。

第３回 【事前学修】　テキスト①第1章Ⅰを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第1章Ⅰの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第1章Ⅰを再読すること。

第４回 【事前学修】　テキスト①第1章Ⅱを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第1章Ⅱの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第1章Ⅱを再読すること。

第５回 【事前学修】　テキスト①第2章Ⅰを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第2章Ⅰの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第2章Ⅰを再読すること。

第６回 【事前学修】　テキスト①第2章Ⅱを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第2章Ⅱの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第2章Ⅱを再読すること。

第７回 【事前学修】　テキスト①第3章Ⅰを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第3章Ⅰの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第3章Ⅰを再読すること。

第８回 【事前学修】　テキスト①第3章Ⅱを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第3章Ⅱの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第3章Ⅱを再読すること。

第９回 【事前学修】　テキスト①第4章1-3を精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第4章1-3の内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第4章1-3を再読すること。

第10回 【事前学修】　テキスト①第4章4-5を精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第4章4-5の内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第4章4-5を再読すること。

第11回 【事前学修】　テキスト①第5章Ⅰを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第5章Ⅰの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第5章Ⅰを再読すること。

第12回 【事前学修】　テキスト①第5章Ⅱを精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①第5章Ⅱの内容についての討議
【事後学修】　テキスト①第5章Ⅱを再読すること。

第13回 【事前学修】　テキスト①終章を精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①終章の内容についての討議
【事後学修】　テキスト①終章を再読すること。

第14回 【事前学修】　テキスト②を精読してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト②第1章Ⅰの内容についての討議
【事後学修】　テキスト②第1章Ⅰを再読すること。

第15回 【事前学修】　テキスト①の書評を収集してレジュメを作成すること。
【授業内容】　テキスト①全体の内容についての討議
【事後学修】　テキスト①の書評を再読すること。

第16回 【事前学修】　受講生Ａ（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Ａの個別報告（1回目）についての討議
【事後学修】　Ａは2回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。
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第17回 【事前学修】　受講生B（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Bの個別報告（1回目）についての討議
【事後学修】　Bは2回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第18回 【事前学修】　受講生C（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Cの個別報告（1回目）についての討議
【事後学修】　Cは2回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第19回 【事前学修】　受講生Ｄ（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Dの個別報告（1回目）についての討議
【事後学修】　Ａは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第20回 【事前学修】　受講生Ｅ（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Eの個別報告（1回目）についての討議
【事後学修】　Bは2回目の報告に向けて準備すること。A・Ｃは当日の議論で興味深かった点をまとめておくこ
と。

第21回 【事前学修】　受講生Ａ（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Ａの個別報告（2回目）についての討議
【事後学修】　Ａは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第22回 【事前学修】　受講生B（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Bの個別報告（2回目）についての討議
【事後学修】　Bは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第23回 【事前学修】　受講生C（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Cの個別報告（2回目）についての討議
【事後学修】　Cは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第24回 【事前学修】　受講生D（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Dの個別報告（2回目）についての討議
【事後学修】　Dは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第25回 【事前学修】　受講生E（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。他の受講生は配布されたレ
ジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Eの個別報告（2回目）についての討議
【事後学修】　Eは3回目の報告に向けて準備すること。他の受講生は当日の議論で興味深かった点をまとめてお
くこと。

第26回 【事前学修】　受講生Ａ（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。受講生Ｂ・Ｃは配布され
たレジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Ａの個別報告（3回目）についての討議
【事後学修】　当日の議論で興味深かった点をまとめておくこと。

第27回 【事前学修】　受講生B（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。受講生Ｂ・Ｃは配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Bの個別報告（3回目）についての討議
【事後学修】　当日の議論で興味深かった点をまとめておくこと。

第28回 【事前学修】　受講生C（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。受講生Ｂ・Ｃは配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Cの個別報告（3回目）についての討議
【事後学修】　当日の議論で興味深かった点をまとめておくこと。

第29回 【事前学修】　受講生D（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。受講生Ｂ・Ｃは配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Dの個別報告（3回目）についての討議
【事後学修】　当日の議論で興味深かった点をまとめておくこと。

第30回 【事前学修】　受講生E（報告担当者）は事前にレジュメを作成・配布しておくこと。受講生Ｂ・Ｃは配布された
レジュメに目を通し、テーマについてリサーチしておくこと。
【授業内容】　Eの個別報告（3回目）についての討議
【事後学修】　当日の議論で興味深かった点をまとめておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（60％）、発言（40％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画の項参照のこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営史特講
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■テキスト■テキスト

①菅山真次『「就社」社会の誕生』名古屋大学出版会、2011年。
②菅山真次「社員の世界・職工の世界」深尾恭司ほか編『日本経済の歴史近代2』岩波書店、2017年。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーに代わり、manabaの個別指導機能を使用する。LMS（manaba,google classroomなど）を活用した授業を実
施する。また、授業ではノートパソコンを使用する。
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矢口　義教

経営管理論演習
Seminar in Business Management

■テーマ■テーマ

外国語文献を通じた経営管理論の理解、論文指導

■講義内容■講義内容

経営管理論の学説について、外国語文献の輪読を通じて検討していきます。前期は、経営管理論の古典理論に関する文献
を、後期は経営管理論の現代的テーマである CSR（企業の社会的責任）に関する外国語文献を輪読していきます。また、
論文指導・研究指導も合わせて行っていきます。

■達成目標■達成目標

外国語文献を通じて欧米の経営管理論について理解し、また、論文の作成方法、研究方法も修得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】経営管理について思考をめぐらせてくる。
【授業内容】【前期】イントロダクション　経営管理論演習の全体像
【事後学修】授業の内容をまとめて、小レポートを作成する。

第２回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第３回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第４回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第５回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第６回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第７回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第８回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第９回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第10回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第11回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第12回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】WREN， D.A.（1994）， The Evolution of Management Thought の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第13回 【事前学修】論文とは何かを調べてくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】論文の方法について整理して、研究倫理違反を犯さないようにする。

第14回 【事前学修】研究テーマを考えてくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】教員の指示に従い、研究テーマを複数設定してその中から選ぶようにする。

第15回 【事前学修】研究計画を考えてくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】教員の指示に従い、研究計画を練り直す。

第16回 【事前学修】夏季休暇中の取り組みを説明できるようにする。
【授業内容】【後期】イントロダクション　後期の進行について
【事後学修】説明の不十分な点を振り返って復習をする。

第17回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第18回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。
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第19回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第20回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第21回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第22回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第23回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第24回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第25回 【事前学修】授業で進める箇所の英文について、単語や専門用語を訳して予習してくる。
【授業内容】Carroll & Bucholtz（1999）， Business & Society の輪読
【事後学修】事前学修での翻訳と、教員指導の違いをまとめて、和訳を整理する。

第26回 【事前学修】研究テーマ・計画に基づき論文を作成してくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】指導教員の修正指示を整理して、論文修正を行う準備をする。

第27回 【事前学修】指導に基づき論文を修正してくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】指導教員の修正指示を整理して、論文修正を行う準備をする。

第28回 【事前学修】指導に基づき論文を再修正してくる。
【授業内容】論文・研究指導
【事後学修】指導教員の修正指示を整理して、論文修正を行う準備をする。

第29回 【事前学修】内容を発表するためパワーポイントを作成してくる。
【授業内容】論文提出・発表
【事後学修】指導教員のコメントを整理して、新たな研究の方向について思考をめぐらせる。

第30回 【事前学修】1年間の授業を振り返ってくる。
【授業内容】まとめ
【事後学修】2年次の研究計画・卒業論文について構想をつくる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時間内での受講生の発表・報告（30％）、授業時間内での発言（20％）、論文（50％）で総合的に評価する。なお、
無断欠席・遅刻は厳禁とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

経営学に関する文献を日頃から、深く読むようにすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

経営管理論特講を合わせて履修することが望ましい。

■テキスト■テキスト

開講時にコピーを配布する。

■参考文献■参考文献

フレデリック W. テイラー著、有賀裕子訳（2009）『新訳科学的管理法―マネジメントの原点』ダイヤモンド社（ISBN:
978-4-478-00983-3）
宮田矢八郎（2001）『経営学 100 年の思想―マネジメントの本質を読む』ダイヤモンド社（ISBN: 978-4-478-33093-7）
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秋池　篤

経営戦略論演習

■テーマ■テーマ

技術の戦略的マネジメントに関する研究を進める

■講義内容■講義内容

本授業では、技術の戦略的マネジメントに関して、海外テキスト（Tidd & Bessant, 2014）を用いながら理解を深めると
同時に研究の進め方について学修します。最終的には研究論文の形式に沿って、レポートを記述します。

■達成目標■達成目標

①技術の戦略的マネジメントについて深く理解できるようになる。
②技術の戦略的マネジメントについて研究論文の形式に沿って文章を記述することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本授業のシラバスを十分に確認しておくこと。技術経営について調べておくこと。
【授業内容】　この授業についての説明及び経営戦略、技術経営のイントロダクション。データベースの使用方
法の学修
【事後学修】　データベースの使用方法を十分に復習しておくこと。

第２回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch1の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch1の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch1の内容について復習しておくこと

第３回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch2の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch2の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch2の内容について復習しておくこと

第４回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch3の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch3の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch3の内容について復習しておくこと

第５回 【事前学修】　第1回レポートプロポーザルの準備をしてくること。
【授業内容】　第1回レポートプロポーザル：レポートの計画を発表しよう（授業時にコメント形式でフィード
バックします）
【事後学修】　フィードバックを受けて自身のレポート計画を改善し、最終レポートに備えること。

第６回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch4の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch4の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch4の内容について復習しておくこと

第７回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch5の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch5の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch5の内容について復習しておくこと

第８回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch6の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch6の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch6の内容について復習しておくこと

第９回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch7の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch7の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch7の内容について復習しておくこと

第10回 【事前学修】　第2回レポートプロポーザルの準備をしてくること。
【授業内容】　第2回レポートプロポーザル：先行研究を整理する。（授業時にコメント形式でフィードバックし
ます）
【事後学修】　フィードバックを受けて自身のレポートの先行研究部分を充実させ、最終レポートに備えるこ
と。

第11回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch8の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch8の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch8の内容について復習しておくこと

第12回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch9の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式で
フィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch9の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch9の内容について復習しておくこと

第13回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch10の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch10の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch10の内容について復習しておくこと

第14回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch11の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch11の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch11の内容について復習しておくこと
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第15回 【事前学修】　第3回レポートプロポーザルの準備をしてくること。
【授業内容】　第3回レポートプロポーザル：研究課題を定める。（授業時にコメント形式でフィードバックしま
す）
【事後学修】　フィードバックを受けて自身のレポートの研究課題を基に、調査を進めていくこと。

第16回 【事前学修】　第4回レポートプロポーザルの準備をしてくること
【授業内容】　第4回レポートプロポーザル：分析を進める（授業時にコメント形式でフィードバックします）
【事後学修】　フィードバックを受けて自身のレポートの分析部分に関する調査をさらに進めていくこと。

第17回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch12の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch12の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch12の内容について復習しておくこと

第18回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch13の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch13の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch13の内容について復習しておくこと

第19回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch14の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch14の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch14の内容について復習しておくこと

第20回 【事前学修】　第5回レポートプロポーザルの準備をしてくること
【授業内容】　第5回レポートプロポーザル：分析結果をまとめる。（授業時にコメント形式でフィードバックし
ます）
【事後学修】　フィードバックを受けて分析・結果の解釈についてさらに検討していくこと。

第21回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch15の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch15の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch15の内容について復習しておくこと

第22回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch16の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch16の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch16の内容について復習しておくこと

第23回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch17の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch17の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch17の内容について復習しておくこと

第24回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch18の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch18の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch18の内容について復習しておくこと

第25回 【事前学修】　第6回プロポーザル
【授業内容】　第6回レポートプロポーザル：貢献・限界をまとめる。（授業時にコメント形式でフィードバック
します）
【事後学修】　フィードバックを受けて貢献・限界について考察を深めること。

第26回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch19の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch19の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch19の内容について復習しておくこと

第27回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch20の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch20の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch20の内容について復習しておくこと

第28回 【事前学修】　Tidd & Bessant（2014）ch21の内容について事前にまとめること（授業時に提出。コメント形式
でフィードバックします）
【授業内容】　Tidd & Bessant（2014）ch21の輪読
【事後学修】　Tidd & Bessant（2014）ch21の内容について復習しておくこと

第29回 【事前学修】　指定した文献を読んで内容を把握しておくこと（文献については授業時に指示します）
【授業内容】　最新の研究論文を読む
【事後学修】　論文の内容を復習して今後の研究に活用すること

第30回 【事前学修】　レポート最終発表会に向けて準備をしてくること。
【授業内容】　レポート最終発表会の実施（授業時にコメント形式でフィードバックします）
【事後学修】　フィードバックを受けて、最終レポートを完成させること。（提出されたレポートはコメントつ
けてフィードバックします）
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・最終レポート（8,000字程度で先行研究・分析を含めて論文形式で提出）・・55％
　評価基準：要件への対応（分量、参照・引用、タイトルなど）:50％、論理性（起承転結や接続詞など文章面、論理の展
開の明確さ）：25％、独自性（独自な視点が盛り込まれているか、新規なものか）：25％
・事前課題（内容のまとめ1ページ）・・30％
　評価基準：要件への対応（分量）：50％、論理性（内容が全体的に適切にまとまっているか）：50％
・講義時での発言・・15％
　評価基準：論理性（質問の内容に適切に回答しているか）:50％、独自性（独自な視点が盛り込まれているか）：50％
＊なお５分の１を超えての欠席は単位習得資格を失います。上記評価要素に関する具体的な評価基準はルーブリック形式
で資料として授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①事前の準備として英語文献に関する内容をまとめることが求められます。
②事後的にも最終レポートをまとめるための準備が求められます。

■テキスト■テキスト

・Tidd J.,& Bessant, J.（2014）.Strategic Innovation Management. Paper back ed. New York; Wiley.ISBN:978-1-
118-45723-8

■参考文献■参考文献

講義内で指示します。
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根市　一志

情報処理論演習
Seminar in Information Processing

■テーマ■テーマ

カテゴリカル・データの解析を実践する。

■講義内容■講義内容

アンケートや調査で得られるカテゴリカル・データの解析を実践する。データ解析の主な目的は結果と原因の関連性を説
明することである。それによって、意思決定に繋げることができるからである。それでは、どのような関連性が考えられ
るだろうか。原因と結果には全く関連がない、つまり、互いに独立であるのかを単に知りたい場合、結果を被説明変数、
原因を説明変数にして、線形モデル、非線形モデルなどのモデルで関連性を表現する場合、さらに、結果を説明する原因
は 1 つとは限らないので、複数の原因を想定して結果を説明する場合等、さまざまな関連性を考えることができる。この
演習では、カテゴリカル・データの解析のスキルをさらに発展させるため、統計ソフトウェア R を用いてカテゴリカル・
データ解析を実践する。

■達成目標■達成目標

①どのような場合にどのような解析を行うべきかを判断できる。
②分割表の分析方法、一般化線形モデル、ロジスティック回帰モデル、対数線形モデルなどの手法を用いて、解析結果を
定量的に評価できる。
③データ解析ソフトウェアをさまざまな解析に適用できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　講義概要の説明
【事後学修】　講義内容、達成目標、授業の進め方、講義に必要な知識を整理する。

第２回 【事前学修】　テキストを予習し、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　二元表について学修する。
【事後学修】　二元表について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第３回 【事前学修】　テキストを予習し、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　三元表について学修する。
【事後学修】　三元表について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第４回 【事前学修】　テキストを予習し、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　一般化線形モデルについて学修する。
【事後学修】　一般化線形モデルについて理解したことを整理する。演習問題を解く。

第５回 【事前学修】　テキストを予習し、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　ロジスティック回帰について学修する。
【事後学修】　ロジスティック回帰について理解したことを整理する。演習問題を解く。

第６回 【事前学修】　テキストを予習し、授業に入る準備をしておく。
【授業内容】　対数線形モデルについて学修する。
【事後学修】　対数線形モデルについて理解したことを整理する。演習問題を解く。

第７回 【事前学修】　解析対象についてどのように解析するか計画を考える。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（1）計画
【事後学修】　解析計画を整理する。

第８回 【事前学修】　解析対象についてどのように解析するか計画を考える。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（2）計画
【事後学修】　解析計画を整理する。

第９回 【事前学修】　解析対象についてどのように解析するか計画を考える。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（3）計画
【事後学修】　解析計画を整理する。

第10回 【事前学修】　解析対象についてどのように解析するか計画を考える。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（4）計画
【事後学修】　解析計画を整理する。

第11回 【事前学修】　解析対象について解析可能なデータの存在を調査する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（5）調査
【事後学修】　調査した結果を整理する。

第12回 【事前学修】　解析対象について解析可能なデータの存在を調査する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（6）調査
【事後学修】　調査した結果を整理する。

第13回 【事前学修】　解析対象について解析可能なデータの存在を調査する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（7）調査
【事後学修】　調査した結果を整理する。

第14回 【事前学修】　解析対象について解析可能なデータの存在を調査する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（8）調査
【事後学修】　調査した結果を整理する。

第15回 【事前学修】　解析対象についてのデータ収集を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（9）データ収集
【事後学修】　収集したデータを整理する。

第16回 【事前学修】　解析対象についてのデータ収集を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（10）データ収集
【事後学修】　収集したデータを整理する。
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第17回 【事前学修】　解析対象についてのデータ収集を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（11）データ収集
【事後学修】　収集したデータを整理する。

第18回 【事前学修】　解析対象についてのデータ収集を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（12）データ収集
【事後学修】　収集したデータを整理する。

第19回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（13）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第20回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（14）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第21回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（15）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第22回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（16）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第23回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（17）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第24回 【事前学修】　データを計画にしたがって解析する。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（18）データ解析
【事後学修】　解析した結果を整理する。

第25回 【事前学修】　解析結果の考察を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（19）解析結果の考察
【事後学修】　考察したことを整理する。

第26回 【事前学修】　解析結果の考察を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（20）解析結果の考察
【事後学修】　考察したことを整理する。

第27回 【事前学修】　解析結果の考察を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（21）解析結果の考察
【事後学修】　考察したことを整理する。

第28回 【事前学修】　解析結果の考察を行う。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（22）解析結果の考察
【事後学修】　考察したことを整理する。

第29回 【事前学修】　プレゼンテーションの準備。
【授業内容】　カテゴリカル・データ解析の実践（23）プレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンテーションの反省点を確認する。

第30回 【事前学修】　これまで取り組んできたことを振り返り、まとめる。
【授業内容】　これまで取り組んできた内容と理解度の照らし合わせを行う。
【事後学修】　これまで取り組んできたことを振り返り、目標達成度の確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションによる理解度（50％）、学修に取り組む意欲（50％）を勘案して総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①テキストの内容を理解すること
②ソフトウェアを操作するための自習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

情報処理論特講

■テキスト■テキスト

A.Agresti， “An Introduction To Categorical Data Analysis Second Edition” , Wiley, 2007, 9780471226185

■参考文献■参考文献

藤井良宣著、「カテゴリカルデータ解析（R で学ぶデータサイエンス 1）」、共立出版、2010、9784320019218

■履修上の注意■履修上の注意

①manaba、respon、Google Workspace for Educationを使用します。
②オフィスアワー等については開講時に指示します。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 817 -



岡田　耕一郎

経営組織論演習
Seminar in Business Organization

■テーマ■テーマ

介護サービスシステムの設計と組織変革のマネジメント

■講義内容■講義内容

経営組織論演習では介護サービス組織におけるサービスシステムの設計と組織変革のマネジメントを研究する。サービス
システムを設計するにあたって、まずタイムスタディにより現状の介護サービス提供状況を把握し、それをふまえて介護
サービスの業務分析を行う。次に、ISO9000s を基礎に置いて介護サービスレベルを設定し、たたき台としての介護サービ
スシステムを設計する。最後に、介護サービスの改善の観点から組織を変革する方法について理解を深める。全体のまと
めとして、修士論文の作成の指導を行う。

■達成目標■達成目標

①介護サービスシステムについて、その概略を説明し、基本的なサービスシステムを設計することができる。
②介護サービス組織を変革するための応用的な手法を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容に目を通す。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　指定されたテキストを読み、介護サービスシステムの構築方法を理解する。

第２回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文の作成の諸注意
【事後学修】　論文の書き方に関する指導書を読む。

第３回 【事前学修】　事前に配布した資料（従来型の介護サービス組織の概要）を読む。
【授業内容】　介護保険制度以前の介護現場の状況
【事後学修】　介護保険制度以前の介護現場の状況をレポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　事前に配布した資料（介護保険制度の変遷）を読む。
【授業内容】　介護保険制度が介護現場に及ぼす影響
【事後学修】　介護保険制度が介護現場に及ぼす影響をレポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　事前に配布した資料（タイムスタディーによる調査方法の概要）を読む。
【授業内容】　介護現場におけるタイムスタディによる調査方法の概要
【事後学修】　介護現場におけるタイムスタディによる調査方法の概要をレポートにまとめる。

第６回 【事前学修】　事前に配布した資料（タイムスタディーによる介護現場の分析）を読む。
【授業内容】　タイムスタディによる現状の介護サービス提供状況の把握
【事後学修】　現状の介護サービスの提供状況をレポートにまとめる。

第７回 【事前学修】　事前に配布した資料（ユニットケアの課題と改善方法）を読む。
【授業内容】　介護サービス提供にあたっての課題
【事後学修】　介護サービス提供にあたっての課題をレポートにまとめる。

第８回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文作成の指導
【事後学修】　修士論文の構成と内容を見直す。

第９回 【事前学修】　事前に配布した資料（介護業務の分析方法）を読む。
【授業内容】　介護サービスの業務分析方法の概要
【事後学修】　介護サービスの業務分析方法の概要をレポートにまとめる。

第10回 【事前学修】　事前に配布した資料（食事介助の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービスの業務分析～食事介助～
【事後学修】　食事介助の業務分析をレポートにまとめる。

第11回 【事前学修】　事前に配布した資料（入浴介助の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービスの業務分析～入浴介助～
【事後学修】　入浴介助の業務分析をレポートにまとめる。

第12回 【事前学修】　事前に配布した資料（排泄介助の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービスの業務分析～排泄介助～
【事後学修】　排泄介助の業務分析をレポートにまとめる。

第13回 【事前学修】　事前に配布した資料（その他の介助の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービスの業務分析～その他の介助～
【事後学修】　その他の介助の業務分析をレポートにまとめる。

第14回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文作成の指導
【事後学修】　修士論文の構成と内容を見直す。

第15回 【事前学修】　配布した資料（第 1 回～第14回分）を再読する。
【授業内容】　介護サービスの要点整理
【事後学修】　介護サービスの現状と課題をレポートにまとめる。

第16回 【事前学修】　事前に配布した資料（ISO による介護現場の管理）を読む。
【授業内容】　ISO9000s を基礎に置いた介護サービスレベルの設定の概要
【事後学修】　ISO による介護現場の管理の概要をレポートにまとめる。

第17回 【事前学修】　事前に配布した資料（食事介助におけるサービスレベルの設定）を読む。
【授業内容】　ISO9000s を基礎に置いた介護サービスレベルの設定～食事介助～
【事後学修】　食事介助のサービスレベルの設定をレポートにまとめる。
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第18回 【事前学修】　事前に配布した資料（入浴介助におけるサービスレベルの設定）を読む。
【授業内容】　ISO9000s を基礎に置いた介護サービスレベルの設定～入浴介助～
【事後学修】　入浴介助のサービスレベルの設定をレポートにまとめる。

第19回 【事前学修】　事前に配布した資料（排泄介助におけるサービスレベルの設定）を読む。
【授業内容】　ISO9000s を基礎に置いた介護サービスレベルの設定～排泄介助～
【事後学修】　排泄介助のサービスレベルの設定をレポートにまとめる。

第20回 【事前学修】　事前に配布した資料（その他の介助におけるサービスレベルの設定）を読む。
【授業内容】　ISO9000s を基礎に置いた介護サービスレベルの設定～その他の介助～
【事後学修】　その他の介助のサービスレベルの設定をレポートにまとめる。

第21回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文作成の指導
【事後学修】　修士論文の構成と内容を見直す。

第22回 【事前学修】　事前に配布した資料（リエンジニアリングの概要）を読む。
【授業内容】　介護業務のリエンジニアリングの概要
【事後学修】　介護業務のリエンジニアリングの概要をレポートにまとめる。

第23回 【事前学修】　事前に配布した資料（サービスマネジメントにおけるリエンジニアリング）を読む。
【授業内容】　介護業務のリエンジニアリング手法と課題
【事後学修】　介護業務のリエンジニアリング手法と課題をレポートにまとめる。

第24回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文作成の指導
【事後学修】　修士論文の構成と内容を見直す。

第25回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織変革の概要）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の変革方法の概要
【事後学修】　介護サービス組織の変革方法の概要をレポートにまとめる。

第26回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織変革の課題）を読む。
【授業内容】　介護サービス組織の変革の困難性
【事後学修】　介護サービス組織の変革の困難性をレポートにまとめる。

第27回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織変革に成功したケース）を読む。
【授業内容】　組織変革の成功事例の紹介と分析
【事後学修】　組織変革の成功事例を分析してレポートにまとめる。

第28回 【事前学修】　事前に配布した資料（組織変革に失敗したケース）を読む。
【授業内容】　組織変革の失敗事例の紹介と分析
【事後学修】　組織変革の失敗事例を分析してレポートにまとめる。

第29回 【事前学修】　事前に配布した資料（論文の書き方）を読む。
【授業内容】　修士論文作成の指導
【事後学修】　修士論文の構成を見直す。

第30回 【事前学修】　配布した資料（第16回～第29回分）を再読する。
【授業内容】　介護サービス組織の変革の要点整理
【事後学修】　授業で配布した資料を再読する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における発表（50％）とレポート（50％）により評価します。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞・雑誌などを読んで介護現場の実態を理解するようにしてください。
経営組織論、非営利組織経営論、福祉経営論などの基礎的な知識を事前に修得しておいてください。

■テキスト■テキスト

岡田耕一郎・岡田浩子『老人ホームをテストする』暮しの手帖社　ISBN 9784766001501
岡田耕一郎・岡田浩子『介護とマネジメント』環境新聞社　ISBN 9784860182656
岡田耕一郎・岡田浩子『だから職員が辞めていく』環境新聞社　ISBN 9784860181499

■参考文献■参考文献

講義で適宜紹介し、参考資料は配付します。
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村山　貴俊

国際経営論演習
Seminar in International Management

■テーマ■テーマ

多国籍企業論の学説研究

■講義内容■講義内容

　なぜ多国籍企業という組織が存在するのか、また多国籍企業とはどのような組織なのか、といった根本的課題について
検討する。これら疑問は、多国籍企業研究史の初期に取り組まれた研究テーマであり、もって本講義では、多国籍企業研
究の中で特に古典と位置づけられる本や論文を取り上げる。それら古典的文献の精読と講義内での討議を通じて、既存研
究を踏まえた独自の分析視角を修得し、修士論文執筆の基礎づくりを目指す。
　特に今年度の演習では、S.H.Hymer, The International Operation of National Firms：A Study of Direct Foreign
Investment, MIT Press, 1976 を課題図書とし、Hymer が多国籍企業の生成条件の 1 つと位置づける企業特殊資産の存在
と、それら特殊資産の国際移転さらに特殊資産のコントロールという問題について検討する。また、Hymer が在外資産の
重要なコントロール手段と位置づける対外直接投資、および対外直接投資を介した子会社の集権的コントロールの特徴に
ついても検討する。講義は、Hymer の著作、関連論文、Discussion Paperなどを精読する形で進める。いずれも英語文献
なので、受講にあたっては英語の読解能力が不可欠となる。

■達成目標■達成目標

達成目標１　多国籍企業の生成理由を理解できるようになる。
達成目標２　修士論文の課題設定ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　1 年間の学びの目標を考える。
【授業内容】　ハイマーという研究者について①　活動
【事後学修】　解説と討議に基づく第1回講義用ノートの作成。

第２回 【事前学修】　事前に配布する第2回講義資料の読解。
【授業内容】　ハイマーという研究者について②　業績
【事後学修】　解説と討議に基づく第2講義用ノートの作成。

第３回 【事前学修】　事前に配布する第3回講義資料の読解。
【授業内容】　ハイマーという研究者について③　思想
【事後学修】　解説と討議に基づく第3回講義用ノートの作成。

第４回 【事前学修】　事前に配布する第4回講義資料の読解。
【授業内容】　「直接投資と証券投資の比較」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第4回講義用ノートの作成。

第５回 【事前学修】　事前に配布する第5回講義資料の読解。
【授業内容】　「対外事業活動の理論①」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第5回講義用ノートの作成。

第６回 【事前学修】　事前に配布する第6回講義資料の読解。
【授業内容】　「対外事業活動の理論②」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第6回講義用ノートの作成。

第７回 【事前学修】　事前に配布する第7回講義資料の読解。
【授業内容】　「アメリカ対外事業活動に関する若干の実証」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第7回講義用ノートの作成。

第８回 【事前学修】　事前に配布する第8回講義資料の読解。
【授業内容】　「直接投資と対外事業活動のための資金調達」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第8回講義用ノートの作成。

第９回 【事前学修】　事前に配布する第9回講義資料の読解。
【授業内容】　「対外事業活動が所得に及ぼす影響」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第9回講義用ノートの作成。

第10回 【事前学修】　事前に配布する第10回講義資料の読解。
【授業内容】　「多国籍企業と国際寡占」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第10回講義用ノートの作成。

第11回 【事前学修】　事前に配布する第11回講義資料の読解。
【授業内容】　「多国籍企業の効率」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第11回講義用ノートの作成。

第12回 【事前学修】　事前に配布する第12回講義資料の読解。
【授業内容】　「多国籍企業と不均等発展の法則」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第12回講義用ノートの作成。

第13回 【事前学修】　事前に配布する第13回講義資料の読解。
【授業内容】　「資本の国際化」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第13回講義用ノートの作成。

第14回 【事前学修】　事前に配布する第14回講義資料の読解。
【授業内容】　「太平洋におけるアメリカ多国籍企業と日本の競争」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第14回講義用ノートの作成。

第15回 【事前学修】　事前に配布する第15回講義資料の読解。
【授業内容】　「多国籍企業の運命」の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第15回講義用ノートの作成。
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第16回 【事前学修】　事前に配布する第16回講義資料の読解。
【授業内容】　ハイマーの思想転換に関わる論文などの検討
【事後学修】　解説と討議に基づく第16回講義用ノートの作成。

第17回 【事前学修】　事前に配布する第17回講義資料の読解。
【授業内容】　The Introduction of Cocoa in Gold Coast ①の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第17回講義用ノートの作成。

第18回 【事前学修】　事前に配布する第18回講義資料の読解。
【授業内容】　The Introduction of Cocoa in Gold Coast ②の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第18回講義用ノートの作成。

第19回 【事前学修】　事前に配布する第19回講義資料の読解。
【授業内容】　The Introduction of Cocoa in Gold Coast ③の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第19回講義用ノートの作成。

第20回 【事前学修】　事前に配布する第20回講義資料の読解。
【授業内容】　The Impact of the Multinational Firm ①の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第20回講義用ノートの作成。

第21回 【事前学修】　事前に配布する第21回講義資料の読解。
【授業内容】　The Impact of the Multinational Firm ②の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第21回講義用ノートの作成。

第22回 【事前学修】　事前に配布する第22回講義資料の読解。
【授業内容】　The Impact of the Multinational Firm ③の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第22回講義用ノートの作成。

第23回 【事前学修】　事前に配布する第23回講義資料の読解。
【授業内容】　The Supply Responses of Agrarian Economies and the Importance of Z Goods ①の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第23回講義用ノートの作成。

第24回 【事前学修】　事前に配布する第24回講義資料の読解。
【授業内容】　The Supply Responses of Agrarian Economies and the Importance of Z Goods ②の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第24回講義用ノートの作成。

第25回 【事前学修】　事前に配布する第25回講義資料の読解。
【授業内容】　The Supply Responses of Agrarian Economies and the Importance of Z Goods ③の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第25回講義用ノートの作成。

第26回 【事前学修】　事前に配布する第26回講義資料の読解。
【授業内容】　A Note on the Constancy of the Real Wage ①の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第26回講義用ノートの作成。

第27回 【事前学修】　事前に配布する第27回講義資料の読解。
【授業内容】　A Note on the Constancy of the Real Wage ②の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第27回講義用ノートの作成。

第28回 【事前学修】　事前に配布する第28回講義資料の読解。
【授業内容】　A Note on the Constancy of the Real Wage ③の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第28回講義用ノートの作成。

第29回 【事前学修】　事前に配布する第29回講義資料の読解。
【授業内容】　Interactions Between the Government and the Private Sector ①の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第29回講義用ノートの作成。

第30回 【事前学修】　事前に配布する第30回講義資料の読解。
【授業内容】　Interactions Between the Government and the Private Sector ②の読解
【事後学修】　解説と討議に基づく第30回講義用ノートの作成。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

【評価方法】各回の発表内容と討議 （60％）、小レポート作成（40％）。
【評価基準】達成目標１＝読解を求められた論文の内容を正しく理解できている（50％）、達成目標２＝論文の読解を通
じて研究テーマが設定できるようになる（30％）、講義ノートを整理したうえで講義内容に関するレポートを正しい表現
を用いて作成することができる（20％）。
【その他】「小テストの領域毎あるいは観点毎の配点を、テスト実施時に公開する」「評価基準は、領域毎あるいは観点
毎に、小テスト／レポートの実施時に公開する」
以下の注意事項をよく読むこと。
（注意１）1／５を超える欠席で単位修得の資格を失う。ただし、学校保健安全法施行規則第18条に指定された感染症への
罹患および忌引（法事を除く）を理由とする欠席届、公共交通機関の遅延証明がある場合は、欠席回数から除外する。そ
の際、学修機会を確保するために欠席回の講義資料は提供するが、追試や代替レポートは実施しないため、欠席回の点数
がゼロ点になることがある。それ以外の理由（例えば、定期ないし緊急性のない通院、部活動・サークル活動（大会出場
を含む）、就職活動など）は、欠席届を提出しても欠席となり、追試ならびにレポートの提出期限の延長も一切行わな
い。欠席届や遅延証明は、必ず発行後の１回目の講義で提出すること。２回目以降に提出した場合は受理しない。
（注意２）新型コロナウイルス感染症の影響で、授業計画および評価方法が変更になることがある。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

１、英語の教材を使うため英語読解力を向上させておくこと。
２、学部で学ぶ経営学の基礎知識を修得しておくこと。

■テキスト■テキスト

S.H. Hymer, The International Operations of National Firms：A Study of Direct Foreign Investment, MA: MIT
Press,1976 （ISBN: 978-0262080859）ほか、Hymer の論文やディカッションペーパーなどを教材に用いる。既に絶版に
なっている著作や入手困難な論文を使用することがあるため、テキストや論文の入手方法については講義開始に指示す
る。

■参考文献■参考文献

講義の中で適宜紹介する。
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鈴木　好和

人的資源管理論演習
Seminar in Human Resources Management

■テーマ■テーマ

人的資源管理から人的資本管理への移行

■講義内容■講義内容

人的資源管理から人的資本管理への移行をメインテーマとしますが、受講生の希望を取り入れつつ講義を進めます。

■達成目標■達成目標

1年目では、修士論文に必要な基本的文献を読み、2年目で修士論文を作成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　予定している修士論文作成計画を準備する。
【授業内容】　論文指導1
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第２回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導2
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第３回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導3
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第４回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導4
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第５回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導5
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第６回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導6
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第７回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導7
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第８回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導8
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第９回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導9
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第10回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導10
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第11回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導11
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第12回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導12
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第13回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導13
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第14回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導14
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第15回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導15
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第16回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導16
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第17回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導17
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第18回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導18
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。
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第19回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導19
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第20回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導20
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第21回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導21
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第22回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導22
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第23回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導23
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第24回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導24
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第25回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導25
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第26回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導26
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第27回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導27
【事後学修】　指論文指導導された箇所を訂正する。

第28回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導28
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第29回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導29
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

第30回 【事前学修】　テキストを読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　論文指導30
【事後学修】　指導された箇所を訂正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

修士論文の内容で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

十分な予習と復習が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特にありません。

■テキスト■テキスト

受講者の論文計画を見てから決めます。

■参考文献■参考文献

その都度指示します。
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古賀　裕也

国際会計論演習
Seminar in International Accounting

■テーマ■テーマ

財務会計に関する研究テーマの実証的考察

■講義内容■講義内容

財務会計を主テーマとする実証的な考察と研究を行う。企業会計制度、ディスクロージャー制度、企業価値評価などを主
たるテーマとし、研究課題を発見し、その課題を分析することが本講義の主たる目的である。

■達成目標■達成目標

①企業会計の基礎的知識の習得と応用
②財務諸表分析の習得
③問題発見能力の習得
④問題解決能力の習得
⑤論文作成の基礎知識の習得

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを確認し、卒業論文のテーマについて考えておくこと
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、論文のテーマについて再考すること

第２回 【事前学修】　論文のテーマに関連する資料を収集し、再考した論文テーマについての報告資料を準備すること
【授業内容】　論文テーマ決め①
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、テーマに関する新聞記事や雑誌記事を集め
ること

第３回 【事前学修】　論文のテーマに関連する新聞記事や雑誌記事を収集し、報告資料を準備すること
【授業内容】　論文テーマ決め②
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、テーマに関する国内で発表された文献を集
めること

第４回 【事前学修】　論文のテーマに関連する国内で発表された論文を収集し、報告資料を準備すること
【授業内容】　論文テーマ決め③
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、テーマに関する海外で発表された文献を集
めること

第５回 【事前学修】　論文のテーマに関連する新聞記事や雑誌記事について熟読し、その概要をまとめ報告資料を作成
すること
【授業内容】　論文テーマに関わる文献購読①
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、テーマと関連する新聞記事を追加的に調査
すること

第６回 【事前学修】　論文のテーマに関連する国内の論文について熟読し、その概要をまとめ報告資料を作成すること
【授業内容】　論文テーマに関わる文献購読②
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、国内論文の収集にもれがないかを確認する
こと

第７回 【事前学修】　論文のテーマに関連して追加的に調べた国内論文について熟読し、その概要をまとめた報告資料
を作成すること
【授業内容】　論文テーマに関わる文献購読③
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、国内論文についての調査内容や概要をエク
セルやワードでリストアップすること

第８回 【事前学修】　論文のテーマに関連する海外論文について熟読し、その概要をまとめた報告資料を作成すること
【授業内容】　論文テーマに関わる文献購読④
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、海外論文の収集にもれがないかを確認する
こと

第９回 【事前学修】　論文のテーマに関連して追加的に調べた海外論文について熟読し、その概要についてまとめた報
告資料を作成すること
【授業内容】　論文テーマに関わる文献購読⑤
【事後学修】　講義中のグループディスカッションの内容をまとめ、海外論文についての調査内容や概要をエク
セルやワードでリストアップすること

第10回 【事前学修】　先行研究の整理から、テーマの検証課題について検討し、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告①
【事後学修】　講義中の指摘をもとに、検証課題について再検討する

第11回 【事前学修】　講義での指摘を受けて、検証課題について再検討し、追加的に調べた結果をまとめ、報告資料を
作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告②
【事後学修】　講義中の指摘を反映し、報告資料を加筆すること

第12回 【事前学修】　具体的な検証課題をまとめ、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告③
【事後学修】　検証課題の検証手法を検討すること

第13回 【事前学修】　検証課題に関する仮説を設定し、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告④
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、仮説について再検討すること
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第14回 【事前学修】　検証課題に関する最終的な仮説を設定し、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑤
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、最終的な仮説を設定すること

第15回 【事前学修】　検証課題の検証方法について検討した結果をまとめ、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑥
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、検証手法について再検討すること

第16回 【事前学修】　検証課題の検証に必要なデータを収集すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑦
【事後学修】　検証課題の検証に必要なデータに漏れがないかを確認すること

第17回 【事前学修】　検証課題の検証に必要なデータを再度収集すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑧
【事後学修】　検証課題の検証に必要なデータを追加的に収集すること

第18回 【事前学修】　収集したデータを基に検証した結果を整理し、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑨
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、検証結果の考察について再検討すること

第19回 【事前学修】　検証結果の考察に必要な追加的な検証を行い、その結果をまとめた報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑩
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、追加検証に関する解釈を行うこと

第20回 【事前学修】　追加検証に関する解釈を整理し、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑪
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、追加検証の解釈について再検討すること

第21回 【事前学修】　卒業論文テーマについてこれまで調べた結果をまとめ、報告資料を作成すること
【授業内容】　論文の進捗報告⑫
【事後学修】　講義中のディスカッションの内容をまとめ、結果について再検討すること

第22回 【事前学修】　序章をWordで執筆すること
【授業内容】　論文の執筆①
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、序章を加筆・修正すること

第23回 【事前学修】　序章をWordで執筆し、序章を完成させること
【授業内容】　論文の執筆②
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、序章の最終版を加筆・修正すること

第24回 【事前学修】　第2章をWordで執筆すること
【授業内容】　論文の執筆③
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、第2章を加筆・修正すること

第25回 【事前学修】　第2章をWordで執筆し、第2章を完成させること
【授業内容】　論文の執筆④
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、第2章の最終版を加筆・修正すること

第26回 【事前学修】　第3章をWordで執筆すること
【授業内容】　論文の執筆⑤
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、第3章を加筆・修正すること

第27回 【事前学修】　第3章をWordで執筆し、第2章を完成させること
【授業内容】　論文の執筆⑥
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、第3章の最終版を加筆・修正すること

第28回 【事前学修】　終章をWordで執筆すること
【授業内容】　論文の執筆⑦
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、終章を加筆・修正すること

第29回 【事前学修】　終章をWordで執筆し、終章を完成させること
【授業内容】　論文の執筆⑧
【事後学修】　講義中の指摘を踏まえ、終章の最終版を加筆・修正すること

第30回 【事前学修】　完成した論文の概要資料を準備すること
【授業内容】　論文の最終報告
【事後学修】　論文を印刷し、製本すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料収集などの準備が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

財務会計論特講Ⅰ・Ⅱ、国際会計論特講Ⅰ・Ⅱ

■テキスト■テキスト

適宜、指定する。

■参考文献■参考文献

適宜、指定する。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 825 -



佐々木　郁子

管理会計論演習
Seminar in Managerial Accounting

■テーマ■テーマ

管理会計研究の基礎研究

■講義内容■講義内容

『会計学の研究方法』（平松一夫監訳、中央経済社）および『管理会計研究のフロンティア』（加登豊・松尾貴巳・梶原
武久編著、中央経済社）を輪読しながら、会計学研究の方法論および管理会計研究の変遷を学習する。その後、『日本の
管理会計研究』（廣本俊郎先生還暦記念論文集出版委員会編、中央経済社）を使って、現在の管理会計研究のトレンドに
ついて見ていき、各自の研究関心に基づいて論文を作成していく。

■達成目標■達成目標

研究者として必要な会計研究方法の基礎を身につけ、管理会計について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト『会計学の研究方法』の目次と1章に目を通しておく。
【授業内容】　ガイダンス（担当箇所の割り当てと授業の進め方の説明）『会計学の研究方法』1 章
【事後学修】　ガイダンスで必要と指示された資料を集めておく。

第２回 【事前学修】　テキスト2章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』2 章（研究アイデアの展開）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第３回 【事前学修】　テキスト3章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』3 章（理論・文献・仮説）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第４回 【事前学修】　テキスト4章～6章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』4 章（データ収集）・5 章（データ分析）・6 章（会計の研究倫理）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第５回 【事前学修】　テキスト7章・8章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』7 章（実験的研究）・8 章（サーベイ研究）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第６回 【事前学修】　テキスト9章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』9 章（フィールドワーク）10 章
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第７回 【事前学修】　テキスト10章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』10 章（アーカイバル研究）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第８回 【事前学修】　テキスト11章・12章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『会計学の研究方法』11 章（指導と審査の過程）・12 章（研究の出版に向けて）、次回からの
テキストの割り当てを決める。
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第９回 【事前学修】　テキスト序章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』序章
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第10回 【事前学修】　テキスト1章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』1 章
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第11回 【事前学修】　テキスト2 章章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』2 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第12回 【事前学修】　テキスト3 章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』3 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第13回 【事前学修】　テキスト4 章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』4 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第14回 【事前学修】　テキスト5 章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』5 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第15回 【事前学修】　テキスト6 章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』6 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第16回 【事前学修】　テキスト7章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』7 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第17回 【事前学修】　テキスト8章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』8 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。
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第18回 【事前学修】　テキスト9章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』9 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第19回 【事前学修】　テキスト10章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』10 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第20回 【事前学修】　テキスト11章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』11 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第21回 【事前学修】　テキスト12章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』12 章・関連論文のサーベイ
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。関連文献を分析する。

第22回 【事前学修】　テキスト終章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『管理会計研究のフロンティア』終章・研究関心についての発表
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。授業のディスカッションに基づいて
研究テーマを確定する。

第23回 【事前学修】　テキスト1章・2 章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』1 章（医療の質向上と管理会計）・2 章（自動車産業のディーラー・販
売部門のマネジメント・コントロール・システム）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第24回 【事前学修】　テキスト3章・4章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』3 章（日本企業の実務に学ぶプロフィット・センター制と管理会計）・4
章（イトーヨーカ堂における中期経営計画の策定プロセス）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第25回 【事前学修】　テキスト5章・6章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』5 章（ＳＢＵ別管理登投資の意思決定）・6 章（精度向上を目指す予算
管理）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第26回 【事前学修】　各自の研究の進捗状況に基づいて報告用レジュメをまとめてくる。
【授業内容】　各自の研究についての中間報告
【事後学修】　演習でのディスカッションに基づいて、修正を行う。

第27回 【事前学修】　テキスト7章・8章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』7 章（日本企業における予算管理システムの展開）・8 章（戦間期の企
業組織と予算管理の導入・利用）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第28回 【事前学修】　テキスト9章・10章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』9 章（フロントラインの業績管理システム）・10 章（チェーン組織にお
けるＭＣＳ）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第29回 【事前学修】　テキスト11章・12章を読んでくる。レポーターはレジュメを作ってくる。
【授業内容】　『日本の管理会計研究』11 章（異なる目的には異なる原価会計基準）・12 章（設備投資の意思
決定についての研究）
【事後学修】　レジュメに基づいて授業の内容を振り返り、理解を深める。

第30回 【事前学修】　各自の研究内容を15分～20分のパワーポイントにまとめる。
【授業内容】　各自の研究報告
【事後学修】　演習でのディスカッションに基づいて、修正を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

最低限の英語読解能力。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

管理会計論特講 I・II

■テキスト■テキスト

『会計学の研究方法』（平松一夫監訳、中央経済社、ISBN 978-4502134616）・『管理会計研究のフロンティア』（加登
豊・松尾貴巳・梶原武久編著、中央経済社、ISBN 978-4502231100）・『日本の管理会計研究』（廣本俊郎先生還暦記念論
文集出版委員会編、中央経済社、ISBN 978-4502154218）。その他必要に応じて日米英の関連論文・文献を使用する。
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（本年度　休講）

税務会計論演習
Seminar in Tax Accounting
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小池　和彰

租税法演習
Seminar in Tax Law

■テーマ■テーマ

租税法研究

■講義内容■講義内容

税法に関する論文の書き方

■達成目標■達成目標

この講義では、法人税法・所得税法等の税法に関する論文作成ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文構成を考えて事前に書いてくる。
【授業内容】　論文構成
【事後学修】　論文構成を直す。

第２回 【事前学修】　論文タイトルを書いてくる。
【授業内容】　論文のタイトル
【事後学修】　論文のタイトルを直す。

第３回 【事前学修】　結論を事前に書いてくる。
【授業内容】　結論の書き方
【事後学修】　結論を直す。

第４回 【事前学修】　社会科学の文章を読んでくる。
【授業内容】　社会科学論文の文章
【事後学修】　社会科学の論文を復習する。

第５回 【事前学修】　引用の仕方を調べる。
【授業内容】　引用の仕方
【事後学修】　引用を直す。

第６回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（1）。
【授業内容】　論文の作成（1）
【事後学修】　論文を直す（1）。

第７回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（2）。
【授業内容】　論文の作成（2）
【事後学修】　論文を直す（2）。

第８回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（3）。
【授業内容】　論文の作成（3）
【事後学修】　論文を直す（3）。

第９回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（4）。
【授業内容】　論文の作成（4）
【事後学修】　論文を直す（4）。

第10回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（5）。
【授業内容】　論文の作成（5）
【事後学修】　論文を直す（5）。

第11回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（6）。
【授業内容】　論文の作成（6）
【事後学修】　論文を直す（6）。

第12回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（7）。
【授業内容】　論文の作成（7）
【事後学修】　論文を直す（7）。

第13回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（8）。
【授業内容】　論文の作成（8）
【事後学修】　論文を直す（8）。

第14回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（9）。
【授業内容】　論文の作成（9）
【事後学修】　論文を直す（9）。

第15回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（10）。
【授業内容】　論文の作成（10）
【事後学修】　論文を直す（10）。

第16回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（11）。
【授業内容】　論文の作成（11）
【事後学修】　論文を直す（11）。

第17回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（12）。
【授業内容】　論文の作成（12）
【事後学修】　論文を直す（12）。

第18回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（13）。
【授業内容】　論文の作成（13）
【事後学修】　論文を直す（13）。
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第19回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（14）。
【授業内容】　論文の作成（14）
【事後学修】　論文を直す）（14）。

第20回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（15）。
【授業内容】　論文の作成（15）
【事後学修】　論文を直す（15）。

第21回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（16）。
【授業内容】　論文の作成（16）
【事後学修】　論文を直す（16）。

第22回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（17）。
【授業内容】　論文の作成（17）
【事後学修】　論文を直す（17）。

第23回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（18）。
【授業内容】　論文の作成（18）
【事後学修】　論文を直す（18）。

第24回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（19）。
【授業内容】　論文の作成（19）
【事後学修】　論文を直す（19）。

第25回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（20）。
【授業内容】　論文の作成（20）
【事後学修】　論文を直す（20）。

第26回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（21）。
【授業内容】　論文の作成（21）
【事後学修】　論文を直す（21）。

第27回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（22）。
【授業内容】　論文の作成（22）
【事後学修】　論文を直す（22）。

第28回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（23）。
【授業内容】　論文の作成（23）
【事後学修】　論文を直す（23）。

第29回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（24）。
【授業内容】　論文の仕上げ（24）
【事後学修】　論文を直す（24）。

第30回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（25）。
【授業内容】　論文の仕上げ（25）
【事後学修】　論文を直す（26）。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）と論文（50％）で評価する。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

早めの文献やデータの収集

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講

■テキスト■テキスト

小池和彰『給与所得者の必要経費』（税務経理協会・2017年）ISBN978-4-419-06438-9経
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堀　治彦

租税法演習
Seminar in Tax Law

■テーマ■テーマ

租税法研究

■講義内容■講義内容

税法に関する論文の書き方

■達成目標■達成目標

この講義では、法人税法・所得税法等の税法に関する論文作成ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文構成を考えて事前に書いてくる。
【授業内容】　論文構成
【事後学修】　論文構成を直す。

第２回 【事前学修】　論文タイトルを書いてくる。
【授業内容】　論文のタイトル
【事後学修】　論文のタイトルを直す。

第３回 【事前学修】　結論を事前に書いてくる。
【授業内容】　結論の書き方
【事後学修】　結論を直す。

第４回 【事前学修】　社会科学の文章を読んでくる。
【授業内容】　社会科学論文の文章
【事後学修】　社会科学の論文を復習する。

第５回 【事前学修】　引用の仕方を調べる。
【授業内容】　引用の仕方
【事後学修】　引用を直す。

第６回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（1）。
【授業内容】　論文の作成（1）
【事後学修】　論文を直す（1）。

第７回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（2）。
【授業内容】　論文の作成（2）
【事後学修】　論文を直す（2）。

第８回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（3）。
【授業内容】　論文の作成（3）
【事後学修】　論文を直す（3）。

第９回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（4）。
【授業内容】　論文の作成（4）
【事後学修】　論文を直す（4）。

第10回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（5）。
【授業内容】　論文の作成（5）
【事後学修】　論文を直す（5）。

第11回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（6）。
【授業内容】　論文の作成（6）
【事後学修】　論文を直す（6）。

第12回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（7）。
【授業内容】　論文の作成（7）
【事後学修】　論文を直す（7）。

第13回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（8）。
【授業内容】　論文の作成（8）
【事後学修】　論文を直す（8）。

第14回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（9）。
【授業内容】　論文の作成（9）
【事後学修】　論文を直す（9）。

第15回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（10）。
【授業内容】　論文の作成（10）
【事後学修】　論文を直す（10）。

第16回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（11）。
【授業内容】　論文の作成（11）
【事後学修】　論文を直す（11）。

第17回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（12）。
【授業内容】　論文の作成（12）
【事後学修】　論文を直す（12）。

第18回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（13）。
【授業内容】　論文の作成（13）
【事後学修】　論文を直す（13）。
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第19回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（14）。
【授業内容】　論文の作成（14）
【事後学修】　論文を直す）（14）。

第20回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（15）。
【授業内容】　論文の作成（15）
【事後学修】　論文を直す（15）。

第21回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（16）。
【授業内容】　論文の作成（16）
【事後学修】　論文を直す（16）。

第22回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（17）。
【授業内容】　論文の作成（17）
【事後学修】　論文を直す（17）。

第23回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（18）。
【授業内容】　論文の作成（18）
【事後学修】　論文を直す（18）。

第24回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（19）。
【授業内容】　論文の作成（19）
【事後学修】　論文を直す（19）。

第25回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（20）。
【授業内容】　論文の作成（20）
【事後学修】　論文を直す（20）。

第26回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（21）。
【授業内容】　論文の作成（21）
【事後学修】　論文を直す（21）。

第27回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（22）。
【授業内容】　論文の作成（22）
【事後学修】　論文を直す（22）。

第28回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（23）。
【授業内容】　論文の作成（23）
【事後学修】　論文を直す（23）。

第29回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（24）。
【授業内容】　論文の仕上げ（24）
【事後学修】　論文を直す（24）。

第30回 【事前学修】　事前に論文を書いてくる（25）。
【授業内容】　論文の仕上げ（25）
【事後学修】　論文を直す（26）。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）と論文（50％）で評価する。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

早めの文献やデータの収集

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

租税法特講

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。（小池和彰『給与所得者の必要経費』（税務経理協会・2017年）ISBN978-4-419-06438-9）経
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佐久間　義浩

監査論演習
Seminar in Auditing

■テーマ■テーマ

財務諸表監査の研究

■講義内容■講義内容

本講義では，Auditing : A Journal of Practice & Theory, Journal of Accounting Research, Journal of Accounting
and Economics， The Accounting Reviewなどの学術誌を輪読する。本講義の受講によって，監査の知識を深めるととも
に，報告資料の作成技術およびプレゼンテーション技術を高めることが可能となる。さらに随時，論文作成に必要となる
基礎的な知識についても触れ，受講者の修士論文作成の一助となることを目標とする。

■達成目標■達成目標

財務諸表監査に関する研究状況について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　監査論についての研究状況をサーベイする。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　ガイダンスの内容を理解する。

第２回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（1）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第３回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（2）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第４回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（3）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第５回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（4）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第６回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（5）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第７回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryの論文報告（6）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第８回 【事前学修】　Auditing : A Journal of Practice & Theoryに掲載されている論文を受講生自らセレクトし、そ
の論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　受講生のセレクションした論文の報告
【事後学修】　授業で報告した論文を再度、精読する。

第９回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（1）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第10回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（2）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第11回 【事前学修】　報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（3）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第12回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（4）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第13回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（5）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第14回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting Researchの論文報告（6）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第15回 【事前学修】　Journal of Accounting Researchに掲載されている論文を受講生自らセレクトし、その論文の報
告準備をしておく。
【授業内容】　受講生のセレクションした論文の報告
【事後学修】　授業で報告した論文を再度、精読する。

第16回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（1）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第17回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（2）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

経

営

学

専

攻

修

士

課

程

- 833 -



第18回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（3）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第19回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（4）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第20回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（5）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第21回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　Journal of Accounting and Economicsの論文報告（6）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第22回 【事前学修】　Journal of Accounting and Economicsに掲載されている論文を受講生自らセレクトし、その論文
の報告準備をしておく。
【授業内容】　受講生のセレクションした論文の報告
【事後学修】　授業で報告した論文を再度、精読する。

第23回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（1）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第24回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（2）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第25回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（3）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第26回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（4）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第27回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（5）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第28回 【事前学修】　指定された論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　The Accounting Reviewの論文報告（6）
【事後学修】　指定された論文を、再度、精読する。

第29回 【事前学修】　The Accounting Reviewに掲載されている論文を受講生自らセレクトし、その論文の報告準備をし
ておく。
【授業内容】　受講生のセレクションした論文の報告
【事後学修】　授業で報告した論文を再度、精読する。

第30回 【事前学修】　これまで扱ったジャーナル（Auditing : A Journal of Practice & Theory, Journal of
Accounting Research, Journal of Accounting and Economics, The Accounting Review）に掲載されている論文
を受講生自らセレクトし、その論文の報告準備をしておく。
【授業内容】　受講生のセレクションした論文の報告
【事後学修】　授業で報告した論文を再度、精読する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％），授業内での発言（50％）により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
４回以上欠席（※遅刻はもちろん、明らかに予習不足の受講生についても欠席とする）した場合は、単位の修得資格を失
う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・英語の文献を用いるので，履修に当たっては，事前に英語に堪能であることを要する。
・本講義では、数学とミクロ経済学の知識を前提とする。受講に当たっては，事前に学習を済ませること。
・日本の監査制度に関する知識を前提として，講義を進めるので，事前に学習済みのこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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齋藤　善之

商業史演習
Seminar in Commercial History

■テーマ■テーマ

経営者のライフヒストリー研究

■講義内容■講義内容

経営者や商人への聞き取りおよび文献調査を通して、彼らが経験のなかで独自に育んできたさまざまな技術や知恵、さら
には倫理観や道徳を見いだし、時代を超える商業や経営の普遍的なありよう、その真髄とは何かを考えていきます。

■達成目標■達成目標

経営者や商人の精神や技術について具体的事例を提示して説明できるようになること。さらにそれらを学術的な論文にま
とめることができるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ゼミへの抱負を考えてくる
【授業内容】　導入（ゼミとは何か、長期スケジュール）
【事後学修】　年間計画の確認

第２回 【事前学修】　文献検索の試行
【授業内容】　文献検索の方法（講義）
【事後学修】　文献検索を実施

第３回 【事前学修】　文献検索結果の報告準備
【授業内容】　文献検索の結果（受講生による報告）
【事後学修】　報告のふりかえり

第４回 【事前学修】　文献検索結果の報告準備
【授業内容】　文献検索の結果の評価
【事後学修】　事故報告のふりかえり

第５回 【事前学修】　調査対象について考えてくる
【授業内容】　調査対象の選定方法（講義）
【事後学修】　調査対象の絞り込み

第６回 【事前学修】　調査対象の報告準備
【授業内容】　調査対象の選定（受講生による報告）
【事後学修】　報告のふりかえり

第７回 【事前学修】　調査対象の報告準備
【授業内容】　調査対象の選定の評価
【事後学修】　報告のふりかえり

第８回 【事前学修】　調査対象地について考えてくる
【授業内容】　調査対象地の文献調査（講義）
【事後学修】　文献検索を試行

第９回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　調査対象地の文献調査結果（受講生による報告）
【事後学修】　報告のふりかえり

第10回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　調査対象地の文献調査結果の評価
【事後学修】　報告のふりかえり

第11回 【事前学修】　対象業界について下調べ
【授業内容】　業界研究の方法（講義）
【事後学修】　講義のふりかえり（ノート整理）

第12回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　業界研究の結果（受講生による報告）
【事後学修】　報告のふりかえり（修正）

第13回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　業界研究の結果の評価
【事後学修】　報告のまとめ

第14回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　ヒアリング調査の方法（講義）
【事後学修】　講義のふりかえり（ノートの整理）

第15回 【事前学修】　ヒアリングの準備
【授業内容】　ヒアリング調査の実施
【事後学修】　ヒアリングの成果まとめ

第16回 【事前学修】　報告の準備
【授業内容】　ヒアリング調査の結果（受講生による報告）
【事後学修】　報告の修正

第17回 【事前学修】　他の報告への評価を考える
【授業内容】　ヒアリング調査の結果の相互評価
【事後学修】　評価をうけての修正

第18回 【事前学修】　報告の評価を考える
【授業内容】　ヒアリング調査の結果の総合評価
【事後学修】　評価をうけての修正
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第19回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（受講生の構想報告）
【事後学修】　論文の修正

第20回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（構想への指導）
【事後学修】　論文の修正

第21回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（構想の修正）
【事後学修】　論文の修正

第22回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（受講生の中間報告）
【事後学修】　論文の修正

第23回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（中間報告への指導）
【事後学修】　論文の修正

第24回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（中間報告の見直し）
【事後学修】　論文の修正

第25回 【事前学修】　補足調査の準備
【授業内容】　補足調査
【事後学修】　補足調査のまとめ

第26回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（受講生の最終報告）
【事後学修】　論文の修正

第27回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（最終報告への指導）
【事後学修】　論文の修正

第28回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（細部の点検）
【事後学修】　論文の修正

第29回 【事前学修】　論文の執筆
【授業内容】　論文作成（完成と提出）
【事後学修】　論文の修正

第30回 【事前学修】　論文の完成
【授業内容】　振り返りと評価
【事後学修】　評価のふりかえり

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

修士論文の提出（80％）授業参加態度（20％）評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

提示された資料に目を通しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

講義のなかで提示
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菅山　真次

外国経営書研究 I（英）
Studies in Foreign Literature l (English)

■テーマ■テーマ

社会科学の英語文献を読む

■講義内容■講義内容

社会科学の英語文献の精読を通して、英語の基本構造を理解し、独力で選書や論文を読むことができる力を養う。とくに
重視するのが文型の把握である。文型をつかまなければ、論理的な文章を理解することは絶対できない。授業では、はじ
めに基本5文型についての解説を行た後、毎回対象とするテキストの範囲を指定して（5頁ほど）、そのすべての文につい
て文型の解析を受講生とのディスカッションを通して行う。このように文の構造の把握に力点を置くので、テキストには
すでに日本語訳のある名著や、日本語バージョンのある私の英語論文を用いることにする。

■達成目標■達成目標

①英語文の文型を正しく把握することができる。
②辞書を用いて英文の専門書や論文を正しく理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの内容及び成績評価方法をよく読んだ上で履修の有無を決めること。
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　テキストや辞書等を入手し、学習環境を整えること。

第２回 【事前学修】　英語の5文型について参考書などで事前に調べておくこと。
【授業内容】　基本5文型についての解説①。
【事後学修】　5文型について、指定の問題を解くこと。

第３回 【事前学修】　文・節・句・語および接続詞・関係詞について参考書などで事前に調べておくこと。
【授業内容】　基本5文型についての解説②
【事後学修】　文・節・句・語および接続詞・関係詞について、指定の問題を解くこと。

第４回 【事前学修】　テキスト①pp.79-84を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト①pp.79-84の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.79-84について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第５回 【事前学修】　テキスト①pp.85-89を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト①pp.85-89の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.85-89について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第６回 【事前学修】　テキスト①pp.90-94を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト①pp.90-94の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.90-94について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第７回 【事前学修】　テキスト①pp.95-99を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト①pp.95-99の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.95-99について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第８回 【事前学修】　テキスト①pp.100-104を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.100-104の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.100-104について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第９回 【事前学修】　テキスト①pp.105-109を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.105-109の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.105-109について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第10回 【事前学修】　テキスト①pp.110-114を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.110-114の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.110-114について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第11回 【事前学修】　テキスト①pp.115-119を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.115-119の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.115-119について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第12回 【事前学修】　テキスト①pp.526-529を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.526-529の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.526-529について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第13回 【事前学修】　テキスト①pp.530-534を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.530-534の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.530-534について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第14回 【事前学修】　テキスト①pp.535-539を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこ
と。
【授業内容】　テキスト①pp.535-539の輪読・解析
【事後学修】　テキスト①pp.535-539について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第15回 【事前学修】　第4回―第14回の内容を復習しておくこと。
【授業内容】　小テスト①
【事後学修】　小テストの解答の誤りを訂正すること。
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第16回 【事前学修】　テキスト②pp.11-14を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.11-14の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.11-14について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第17回 【事前学修】　テキスト②pp.15-19を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.15-19の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.15-19について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第18回 【事前学修】　テキスト②pp.20-24を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.20-24の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.20-24について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第19回 【事前学修】　テキスト②pp.25-29を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.25-29の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.25-29について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第20回 【事前学修】　テキスト②pp.30-34を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.30-34の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.30-34について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第21回 【事前学修】　テキスト②pp.35-39を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.35-39の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.35-39について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第22回 【事前学修】　テキスト②pp.40-46を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト②pp.40-46の輪読・解析
【事後学修】　テキスト②pp.40-46について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第23回 【事前学修】　テキスト③pp.1-3を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.1-3の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.1-3について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第24回 【事前学修】　テキスト③pp.4-6を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.4-6の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.4-6について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第25回 【事前学修】　テキスト③pp.7-9を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.7-9の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.7-9について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第26回 【事前学修】　テキスト③pp.10-12を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.10-12 の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.10-12について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第27回 【事前学修】　テキスト③pp.13-15を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.13-15の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.13-15について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第28回 【事前学修】　テキスト③pp.16-18を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.16-18の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.16-18について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第29回 【事前学修】　テキスト③pp.19-21を読み、全文の文型を解析しておくこと。意味を正確につかんでおくこと。
【授業内容】　テキスト③pp.19-21の輪読・解析
【事後学修】　テキスト③pp.19-21について事前に行った解析の誤りを訂正すること。

第30回 【事前学修】　第15回―第29回の内容を復習しておくこと。
【授業内容】　小テスト②
【事後学修】　小テストの解答の誤りを訂正すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業への準備・討論への参加度（50％）、小テスト2回（50％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画参照。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

①Jared Diamond, Collapse, Penguin Books, 2005.
②Shinji Sugayama,"Placement work based on the logic of education: schools, firms, and the labor market for
new graduates in Japan", Japanese Research in Business History, Vol.34, 2017, pp.11-46.
③Shinji Sugayama, "Organizing rural-uraban migration of young workers: roles of labaor market institutions
in postwar Japan", Asian journal of German and European Studies, Vol. 4-2,2019.

■参考文献■参考文献

授業中に随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーに代わり、manabaの個別指導機能を使用する。LMS（manaba,google classroomなど）を活用した授業を実
施する。また、授業ではノートパソコンを使用する。
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鈴木　好和

外国経営書研究 III（仏）
Studies in Foreign Literature lll (French)

■テーマ■テーマ

フランスの人的資源管理の理解

■講義内容■講義内容

フランスの人的資源管理に関する高度な専門的知識を得るために、専門書を読みます。授業の方法は、輪読方式で行いま
す。
この授業は対面です。

■達成目標■達成目標

①フランスの人的資源管理に関する知識を習得するとともに、多様な視点を認識し、異なる思考方法や価値観が理解でき
るようになる。
②辞書があれば原書が読むことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの予習
【授業内容】　講読の進め方、テキスト内容概略説明、参加者自己紹介
【事後学修】　テキストのまとめ

第２回 【事前学修】　前回の復習とテキスト1の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討1
【事後学修】　テキスト1のまとめ

第３回 【事前学修】　前回の復習とテキスト2の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討2
【事後学修】　テキスト2のまとめ

第４回 【事前学修】　前回の復習とテキスト3の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討3
【事後学修】　テキスト3のまとめ

第５回 【事前学修】　前回の復習とテキスト4の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討4
【事後学修】　テキスト4のまとめ

第６回 【事前学修】　前回の復習とテキスト5の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討5
【事後学修】　テキスト5のまとめ

第７回 【事前学修】　前回の復習とテキスト6の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討6
【事後学修】　テキスト6のまとめ

第８回 【事前学修】　前回の復習とテキスト7の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討7
【事後学修】　テキスト7のまとめ

第９回 【事前学修】　前回の復習とテキスト8の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討8
【事後学修】　テキスト8のまとめ

第10回 【事前学修】　前回の復習とテキスト9の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討9
【事後学修】　テキスト9のまとめ

第11回 【事前学修】　前回の復習とテキスト10の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討10
【事後学修】　テキスト10のまとめ

第12回 【事前学修】　前回の復習とテキスト11の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討11
【事後学修】　テキスト11のまとめ

第13回 【事前学修】　前回の復習とテキストの予習12
【授業内容】　学生による翻訳と検討12
【事後学修】　テキスト12のまとめ

第14回 【事前学修】　前回の復習とテキスト13の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討13
【事後学修】　テキスト13のまとめ

第15回 【事前学修】　前回の復習とテキスト14の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討14
【事後学修】　テキスト14のまとめ

第16回 【事前学修】　前回の復習とテキスト15の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討15
【事後学修】　テキスト15のまとめ

第17回 【事前学修】　前回の復習とテキスト16の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討16
【事後学修】　テキスト16のまとめ
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第18回 【事前学修】　前回の復習とテキスト17の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討17
【事後学修】　テキスト17のまとめ

第19回 【事前学修】　前回の復習とテキスト18の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討18
【事後学修】　テキスト18のまとめ

第20回 【事前学修】　前回の復習とテキスト19の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討19
【事後学修】　テキスト19のまとめ

第21回 【事前学修】　前回の復習とテキスト20の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討20
【事後学修】　テキスト20のまとめ

第22回 【事前学修】　前回の復習とテキスト21の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討21
【事後学修】　テキスト21のまとめ

第23回 【事前学修】　前回の復習とテキスト22の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討22
【事後学修】　テキスト22のまとめ

第24回 【事前学修】　前回の復習とテキスト23の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討23
【事後学修】　テキスト23のまとめ

第25回 【事前学修】　前回の復習とテキスト24の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討24
【事後学修】　テキスト24のまとめ

第26回 【事前学修】　前回の復習とテキスト25の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討25
【事後学修】　テキスト25のまとめ

第27回 【事前学修】　前回の復習とテキスト26の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討26
【事後学修】　テキスト26のまとめ

第28回 【事前学修】　前回の復習とテキスト27の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討27
【事後学修】　テキスト27のまとめ

第29回 【事前学修】　前回の復習とテキスト28の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討28
【事後学修】　テキスト28のまとめ

第30回 【事前学修】　前回の復習とテキスト29の予習
【授業内容】　学生による翻訳と検討29及び総括
【事後学修】　テキスト29のまとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

翻訳の正確さで評価します。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

次回分の翻訳はもちろんのこと、毎回十分な予習と復習を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特にありません。

■テキスト■テキスト

Estelle MERCIER et G?raldine SCHMIDT, 2004, Gestion des Ressources Humaines, Pearson
Education France. （ISBN 9782744070136） 及び Jean-Marie Peretti, Ressources Humaines et Gestion des
Personnes,Vuibert, 2015. （ISBN 9782311401059）などのテキストについて、受講生の意見を聞きながら決定します。

■参考文献■参考文献

随時指示します。
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小池　和彰

研究科論文指導

■テーマ■テーマ

研究科論文指導

■講義内容■講義内容

研究論文の指導。

■達成目標■達成目標

修士論文を書き上げることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（1）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（1）。
【事後学修】　論文を修正する（1）。

第２回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（2）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（2）。
【事後学修】　論文を修正する（2）。

第３回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（3）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（3）。
【事後学修】　論文を修正する（3）。

第４回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（4）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（4）。
【事後学修】　論文を修正する（4）。

第５回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（5）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（5）。
【事後学修】　論文を修正する（5）。

第６回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（6）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（6）。
【事後学修】　論文を修正する（6）。

第７回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（7）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（7）。
【事後学修】　論文を修正する（8）。

第８回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（8）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（8）。
【事後学修】　論文を修正する（8）。

第９回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（9）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（9）。
【事後学修】　論文を修正する（9）。

第10回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（10）。
【授業内容】　論文の書き方の指導とく添削を行う（10）。
【事後学修】　論文を修正する（10）。

第11回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（11）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（11）。
【事後学修】　論文を修正する（11）。

第12回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（12）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（12）。
【事後学修】　論文を修正する（12）。

第13回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（13）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（13）。
【事後学修】　論文を修正する（13）。

第14回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（14）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（14）。
【事後学修】　論文を修正する（14）。

第15回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（15）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（15）。
【事後学修】　論文を修正する（15）。

第16回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（16）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（16）。
【事後学修】　論文を修正する（16）。

第17回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（17）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（17）。
【事後学修】　論文を修正する（17）。

第18回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（18）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（18）。
【事後学修】　論文を修正する（18）。

第19回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（19）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（19）。
【事後学修】　論文を修正する（19）。
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第20回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（20）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（20）。
【事後学修】　論文を修正する（20）。

第21回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（21）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（21）。
【事後学修】　論文を修正する（21）。

第22回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（22）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（22）。
【事後学修】　論文を修正する（22）。

第23回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（23）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（23）。
【事後学修】　論文を修正する（23）。

第24回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（24）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（24）。
【事後学修】　論文を修正する（24）。
【事後学修】　論文を修正する。

第25回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（25）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（25）。
【事後学修】　論文を修正する（25）。

第26回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（26）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（26）。
【事後学修】　論文を修正する（26）。

第27回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（27）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（27）。
【事後学修】　論文を修正する（27）。

第28回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（28）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（28）。
【事後学修】　論文を修正する（28）。

第29回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（29）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（29）。
【事後学修】　論文を修正する（29）。

第30回 【事前学修】　資料を読み、論文を書く（30）。
【授業内容】　論文の書き方の指導と添削を行う（30）。
【事後学修】　論文を修正する（30）。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文と研究報告で評価する。評価の基準はルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料を読み、論文を書いてくる。

■テキスト■テキスト

小池和彰『財政支出削減の理論と財源確保の手段に関する諸問題』（税務経理協会・2020年）ISBN:978-4-419-06705-2
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法律学専攻
博士前期課程

法学研究科

講 義 内 容



陶久　利彦

アカデミック・スキル

■テーマ■テーマ

人文・社会科学系研究論文の書き方

■講義内容■講義内容

　社会科学系の研究論文の書き方について、その標準的構成及び技法を学び、それを使い短い論文を実際に書く。

■達成目標■達成目標

①論文とはどんな文章なのか、研究論文とはどんな論文なのかを説明できる。
②論文の標準的構成及び各構成要素に書くべきことを説明できる。
③論文を書くときの表記上のルール・技法・文献等の引用方法を説明できる。
④短い論文を書くことができる。
⑤研究者倫理を理解し実践できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文のテーマを選択する。
【授業内容】　論文の構成について考える。
【事後学修】　授業で指摘されたことを踏まえ、書きなおす。

第２回 【事前学修】　研究者倫理に関するHPを閲覧し、自身で該当コースを学習する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。研究者倫理
【事後学修】　研究者倫理の逸脱例を学び、そこから研究者倫理の要点をまとめる。

第３回 【事前学修】　指定された論文を読み、まとめる。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の基本的構成
【事後学修】　授業で指摘されたことを踏まえ、書きなおす。①

第４回 【事前学修】　指定されたテーマについて、序論を書く。
【授業内容】　前回課題へのコメント。序論の書き方
【事後学修】　授業で指摘されたことを踏まえ、書きなおす。②

第５回 【事前学修】　指定されたテーマについて、本論を書く。
【授業内容】　前回課題へのコメント。本論の書き方
【事後学修】　授業で指摘されたことを踏まえ、書きなおす。

第６回 【事前学修】　指定された論文を読み、文献・論文の引用の仕方を知る。
【授業内容】　前回課題へのコメント。文献の引用の仕方
【事後学修】　さまざまな文献の引用の仕方を知る。

第７回 【事前学修】　指定された判例を読み、まとめる。
【授業内容】　前回課題へのコメント。判例の読み方・引用の仕方
【事後学修】　授業で指摘されたことを踏まえ、まとめなおす。

第８回 【事前学修】　指定された判例を読み、批判的に検討する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。判例の評価
【事後学修】　判例の評価をまとめて書く。

第９回 【事前学修】　指定された論文を読み、批判的に検討する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の評価
【事後学修】　論文の評価をまとめて書く。

第10回 【事前学修】　論文練習のテーマを決め、全体構想をたてる。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（1）：テーマの設定・理解
【事後学修】　論文練習のテーマを決め、全体構想をたて直す。

第11回 【事前学修】　論文練習のテーマについて基本的な調査を行い、全体構想を修正する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（2）：基礎調査と全体構想
【事後学修】　論文練習のテーマについて基本的な調査を行い、全体構想をさらに修正する。

第12回 【事前学修】　論文練習のアウトラインを書く。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（3）：アウトライン
【事後学修】　論文練習のアウトラインを書き直す。

第13回 【事前学修】　論文練習の各アウトラインについて論証方法を考える。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（4）：論証
【事後学修】　論文練習の各アウトラインについて論証方法を修正する。

第14回 【事前学修】　論文練習について論述する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（5）：論述
【事後学修】　論文練習について論述を修正する。

第15回 【事前学修】　論文練習について推敲する。
【授業内容】　前回課題へのコメント。論文の練習（6）：仕上げ
【事後学修】　論文練習についてさらに推敲する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（1）授業での発表・質疑応答（40 点）
（2）課題論文（60 点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業ごとに次の授業までの準備内容を指示するので、毎回きちんとそれをこなすこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし
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■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

参考文献がある場合は、適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

この授業は基本的に対面で行うが、受講生の事情により遠隔授業併用又は遠隔授業にすることがある。
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陶久　利彦

法学の基礎

■テーマ■テーマ

（１）研究者倫理の基本知識の習得。
（２）判決例や論文を読解する能力を高める。

■講義内容■講義内容

法学研究者としての基本知識と態度を修得する。

■達成目標■達成目標

（１）研究者倫理を十分に身に着け、研究できるようになる。
（２）法学の基本的知識を確認し、身近な問題を法的視点から説明し解決策を提案できるようになる。
（３）修士論文を作成するうえで、基本的な法学知識を身に着け、判決例や論文を正確に読み取ることができるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.htmlにある大学院生向けの研究者倫理コースを受講し
ておく。
【授業内容】　ガイダンス・研究者倫理①
【事後学修】　研究者倫理で具体的に問題になりそうな事例について考える。課題をmanabaで提出する。

第２回 【事前学修】　https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.htmlにある研究者倫理で問題になりそうな事例をさら
に検討しておく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。研究者倫理②
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する。

第３回 【事前学修】　各自の専門領域に関する代表的論文を事前に読み、その要約をする。①
【授業内容】　提出課題へのコメント。学術論文の読み方①
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する①

第４回 【事前学修】　各自の専門領域に関する代表的論文を事前に読み、その要約をする。②
【授業内容】　提出課題へのコメント。学術論文の読み方②
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する②

第５回 【事前学修】　各自の専門領域に関連する判決例を読み、そこでの論理を再構成してみる。①
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例の読み方①
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する③

第６回 【事前学修】　各自の専門領域に関連する判決例を読み、そこでの論理を再構成してみる。②
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例の読み方①
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する。④

第７回 【事前学修】　事前に配布される論文執筆法メモを熟読し、事前課題をこなす。①
【授業内容】　提出課題へのコメント。論文の書き方①
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する。⑤

第８回 【事前学修】　事前に配布される論文執筆法メモを熟読し、事前課題をこなす。②
【授業内容】　提出課題へのコメント。論文の書き方②
【事後学修】　授業に関連する課題をmanabaで提出する。⑥

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業振り返り3点×8回＝24点、毎回の課題3点×8回＝24点、授業への参加態度12点、最終レポート40点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

専門領域に関わる文献探索法や判例検索サイトの利用法に習熟していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「アカデミック・ライティング」

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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大窪　誠

民法一般講義

■テーマ■テーマ

2017年の民法改正の概説

■講義内容■講義内容

2017年の民法改正のうち、民法総則、債権各論に関する部分について解説する。対面授業と遠隔授業との併用の可能性が
ある。

■達成目標■達成目標

①民法総則と債権各論の規定のうち、2017年に改正されたものについて、内容を説明することができる。
②民法総則と債権各論のうち、2017年の民法改正の対象となった部分に関連する事案について、解決方法を提示すること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの法律行為と意思表示の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　ガイダンス。法律行為と意思表示。意思能力を欠く者の意思表示。
【事後学修】　法律行為と意思表示について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第２回 【事前学修】　テキストの意思表示の瑕疵、意思表示の効力発生時期の箇所を読み、分からない用語を法律辞典
等で確認する。
【授業内容】　意思表示の瑕疵。意思表示の効力発生時期。
【事後学修】　意思表示の瑕疵。意思表示の効力発生時期について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第３回 【事前学修】　テキストの代理制度の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　代理制度。
【事後学修】　代理制度について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第４回 【事前学修】　テキストの法律行為の無効・意思表示の取消しの効果の箇所を読み、分からない用語を法律辞典
等で確認する。
【授業内容】　法律行為の無効。意思表示の取消しの効果。
【事後学修】　法律行為の無効、意思表示の取消しの効果について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第５回 【事前学修】　テキストの消滅時効の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。授業で取り上げる
条文を読む。
【授業内容】　消滅時効。
【事後学修】　消滅時効について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第６回 【事前学修】　テキストの契約の基本原則・契約の成立の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認す
る。
【授業内容】　契約の基本原則。契約の交渉から契約の成立へ。
【事後学修】　契約の基本原則・契約の成立について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第７回 【事前学修】　テキストの契約の解釈の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。授業で取り上げ
る条文を読む。
【授業内容】　契約の解釈。
【事後学修】　契約の解釈について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第８回 【事前学修】　テキストの約款の規制の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　約款の規制。
【事後学修】　約款の規制について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第９回 【事前学修】　テキストの双務契約の効果の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　双務契約の効果。
【事後学修】　双務契約の効果について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第10回 【事前学修】　テキストの第三者のためにする契約の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　第三者のためにする契約。
【事後学修】　第三者のためにする契約について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第11回 【事前学修】　テキストの契約上の地位の移転の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　契約上の地位の移転。
【事後学修】　契約上の地位の移転について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第12回 【事前学修】　テキストの契約解除の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　契約解除。
【事後学修】　契約解除について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第13回 【事前学修】　テキストの危険負担の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　危険負担。
【事後学修】　危険負担について、民法改正の前後での相違点を整理する。

第14回 【事前学修】　テキストの継続的契約の終了の箇所を読み、分からない用語を法律辞典等で確認する。
【授業内容】　継続的契約の終了。
【事後学修】　継続的契約の終了について、民法改正の前後での相違点を整理する。
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第15回 掲示した【事案】を読み、【課題】についてのレポートを提出してください。
　　　　　　　　　　　レポートの形式等については、【課題】の下の【レポートの形式等】をご覧ください。
　　　　【課題】
　Ａさんの立場に立って、勉強の相手の中学生とその親権者に交付する特定約款を作成してください。
　特定約款を作成するにあたり、下記の①～⑤を前提にしてください。
　特定約款の内容は自由です（特定約款の形式は、下記⑤を参照）。家庭教師の仕事に関連して起こりそうな問
題を予想して、起こりそうな問題に対応することができるような特定約款を作成するように心がけてください。
①中学生に勉強を教えるのは東北学院大学法学部の学生（学年は問わない）とし、仕事の名称は「家庭教師」と
する。
②東北学院大学法学部の学生が勉強を教える相手は、仙台市在住で仙台市内の中学校に通っている中学生とす
る。
③家庭教師の時給は1000円とする。
④家庭教師は、ズームを利用して勉強を教える。
⑤特定約款は横書きで、冒頭にタイトル（名称は自由）を記載し、その下に、条文（第１条、第２条、･･･）を列
挙するという形式とする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・授業で、2017年の民法改正の内容を適切に説明できたか（達成目標①）（70％）。
・2017年の民法改正に関連して授業で取り上げた事案を適切に処理することができたか（達成目標②）（30％）。
・詳しい成績評価基準については、授業で提示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・上記の【事前学修】に記載した内容を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

松尾弘『債権法改正を読む』（慶応義塾大学出版会、2017年）。ISBN978-4-7664-2474-4

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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横田　尚昌

商法一般講義

■テーマ■テーマ

会社が取引先と行う商取引をめぐる諸問題

■講義内容■講義内容

民法の特別法である商法は、反復的・集団的取引であることを特質とする商取引の当事者間の利害を調整することを一つ
の目的としている。この点について、判例に現れた事例を参考に、企業間取引の実際について考察する。

■達成目標■達成目標

①民法の特別法としての商法の位置づけを理解できる。
②反復的・集団的取引であることを特質とする商取引の意義について理解できる。
③商取引当事者間の利害の調整のありかたについて理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　商取引の特質について、研究の仕方について
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第２回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　論文の書き方について
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第３回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　商事売買（売主の権利・義務）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第４回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　商事売買（買主の権利・義務）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第５回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　交互計算
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第６回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　代理商
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第７回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　仲立人
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第８回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　問屋営業（意義）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第９回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　問屋営業（法的地位）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第10回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　運送営業総説
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第11回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　物品運送（運送人の権利・義務）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第12回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　物品運送（荷受人の地位、相次運送、貨物引換証）
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第13回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　旅客運送
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第14回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　運送取扱営業
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第15回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　倉庫営業、場屋営業
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学年末の定期試験（50％）と随時のレポート提出（50％）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

商行為の基本的なしくみの確認と、民法総則および債権の復習が必須である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関係の科目

■テキスト■テキスト

テキストは特に指定しない。必要に応じてレジュメを配布する。
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■参考文献■参考文献

『商法（総則・商行為）判例百選第 5 版（別冊ジュリスト）』（有斐閣・2008 年）
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佐藤　優希

民事手続法一般講義

■テーマ■テーマ

民事手続法の体系的理解

■講義内容■講義内容

本講義では、民事訴訟法（判決手続）全般、すなわち訴えの提起にはじまり判決の確定に至るまでの手続についての学習
を進める。民事訴訟法に関する種々の重要な問題を取り上げて、様々な観点から検討・考察を加え、民事訴訟法について
の体系的な理解を深めることを目標とする。
授業は、各テーマについて報告者を選定し、その報告を受けて参加者全員が討論するという方式で行う。

■達成目標■達成目標

①民事手続法全般についての体系的な理解を深めることができるようになる。
②民事手続法についての様々な論点を知ることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究したい内容について情報収集しておく。
【授業内容】　ガイダンス：報告者の選定、授業の進め方
【事後学修】　研究対象と民事訴訟法との関係について整理する。

第２回 【事前学修】　テキストで非訟と訴訟にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　非訟と訴訟
【事後学修】　非訟と訴訟にかかる裁判例および学説を整理する。

第３回 【事前学修】　テキストで訴状にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴えの提起①　訴状
【事後学修】　訴状にかかる裁判例および学説を整理する。

第４回 【事前学修】　テキストで訴訟物にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴えの提起②　訴訟物
【事後学修】　訴訟物にかかる裁判例および学説を整理する。

第５回 【事前学修】　テキストで管轄にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴えの提起③　管轄
【事後学修】　管轄にかかる裁判例および学説を整理する。

第６回 【事前学修】　テキストで訴訟係属にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴えの提起④　訴訟係属
【事後学修】　訴訟係属にかかる裁判例および学説を整理する。

第７回 【事前学修】　テキストで審理原則にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の審理①　審理原則
【事後学修】　審理原則にかかる裁判例および学説を整理する。

第８回 【事前学修】　テキストで訴えの利益にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の審理②　訴えの利益
【事後学修】　訴えの利益にかかる裁判例および学説を整理する。

第９回 【事前学修】　テキストで証拠調べにかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の審理③　証拠調べ
【事後学修】　証拠調べにかかる裁判例および学説を整理する。

第10回 【事前学修】　テキストで立証責任にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の審理④　立証責任
【事後学修】　立証責任にかかる裁判例および学説を整理する。

第11回 【事前学修】　テキストで既判力の時間的限界にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の終了①　既判力の時間的限界
【事後学修】　既判力の時間的限界にかかる裁判例および学説を整理する。

第12回 【事前学修】　テキストで既判力の主観的限界にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の終了②　既判力の主観的限界
【事後学修】　既判力の主観的限界にかかる裁判例および学説を整理する。

第13回 【事前学修】　テキストで裁判によらない訴訟の終了にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　訴訟の終了③　裁判によらない訴訟の終了
【事後学修】　裁判によらない訴訟の終了にかかる裁判例および学説を整理する。

第14回 【事前学修】　テキストで人事訴訟にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　人事訴訟
【事後学修】　人事訴訟にかかる裁判例および学説を整理する。

第15回 【事前学修】　テキストで ADR にかかる部分を予習しておく。わからない用語は調べておく。
【授業内容】　ADR
【事後学修】　ADR にかかる裁判例および学説を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および質疑応答（80％）、課題レポート（20％）。
具体的な評価基準は、第1回目の授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は報告のための十分な準備をし、他の受講生は討論のための予習をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連科目。民事手続法応用講義。
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■テキスト■テキスト

開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

必要に応じて、適宜指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先およびオフィス・アワーについては、開講時にお知らせします。
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阿部　未央

労働法一般講義

■テーマ■テーマ

労働法概論

■講義内容■講義内容

　労働法とは、会社（使用者）と働く人（労働者）の間の労働をめぐる関係を取り扱う法である。この講義では、労働基
準法と労働契約法を中心に労働法の基本事項について解説するとともに、関連する裁判例や学説について検討する。

■達成目標■達成目標

①労働法の基本的な用語や理念を理解することができる。
②雇用の場面において問題を的確に捉える力、論理的に考える力を身につけることができる。
③裁判例を通じてその具体的な適用の様相を把握するととともに、解釈論上・立法施策論上の課題を認識することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本講義の内容と運営方法を理解する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で紹介されたテーマのほか自分の興味のあるテーマについて調べてみる。

第２回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働法の機能　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第３回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働法上の「労働者」「使用者」　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第４回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働契約　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第５回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　就業規則　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第６回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働協約　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第７回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　採用・内定　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第８回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　賃金　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第９回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働時間　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第10回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　休暇・休業　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第11回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　人事・懲戒　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第12回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　解雇　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第13回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　労働者の人権、雇用差別
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第14回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　非正規雇用　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第15回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　第14回までのまとめ　
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での質疑応答に基づく平常点（40%）とレポート（60％）によって評価する。
授業の到達目標で示した労働法の基本的な枠組みを理解し、基本的な用語や概念を説明できているか、および問題解決に
向けた説得的な論述となっているかを評価の基準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

レジュメや関連判例を参照して講義の理解度を確かめる。
ネット、テレビ、新聞などを通して、労働問題に関心をもつ。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法一般講義

■テキスト■テキスト

レジュメをmanabaで配信する。

■参考文献■参考文献

別冊ジュリスト『労働判例百選（第9版）』（有斐閣、2016年）ISBN 9784641115316
水町勇一郎『労働法（第8版）』（有斐閣、2020年）ISBN 9784641243361
水町勇一郎『詳解 労働法』（東京大学出版、2019年）ISBN 9784130311922ほか初回に説明する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーやメールアドレスは開講時に連絡する。
他大学で行われる研究会等への参加・報告を求めることがある。
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佐々木　くみ

憲法一般講義

■テーマ■テーマ

「人権保障の現代的課題の再検討」

■講義内容■講義内容

【アクティブラーニング科目】
各回のテーマについて、テキストに掲載されている諸論文を予め読んできてもらい、質疑応答をしながら授業をすすめ
る。

■達成目標■達成目標

①人権保障について現在どのようなことが課題となっているか説明できるようになる。
②人権保障の現代的課題について自らの見解を論ずることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを一読する
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　ガイダンスでの説明内容について整理する

第２回 【事前学修】　外国人の人権に関する論文を読み込む
【授業内容】　人権の享有主体性①～外国人の人権～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、外国人の人権に関する論文を読み込む

第３回 【事前学修】　法人の人権に関する論文を読み込む
【授業内容】　人権の享有主体性②～法人の人権～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、法人の人権に関する論文を読み込む

第４回 【事前学修】　結社の自由に関する論文を読み込む
【授業内容】　人権の享有主体性③～結社の自由～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、結社の自由に関する論文を読み込む

第５回 【事前学修】　直接効力説に関する論文を読み込む
【授業内容】　私人間効力①～直接効力説～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、直接効力説に関する論文を読み込む

第６回 【事前学修】　間接効力説に関する論文を読み込む
【授業内容】　私人間効力②～間接効力説～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、間接効力説に関する論文を読み込む

第７回 【事前学修】　無効力説に関する論文を読み込む
【授業内容】　私人間効力③～無効力説～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、無効力説に関する論文を読み込む

第８回 【事前学修】　私人間効力の学説史に関する論文を読み込む
【授業内容】　私人間効力④～学説史～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、私人間効力の学説史に関する論文をを読み込む

第９回 【事前学修】　私人間効力に関する判例を読み込む
【授業内容】　私人間効力⑤～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、私人間効力に関する判例を読み込む

第10回 【事前学修】　法の下の平等に関する論文を読み込む
【授業内容】　法の下の平等①～学説～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、法の下の平等に関する論文を読み込む

第11回 【事前学修】　尊属殺重罰規定違憲訴訟を読み込む
【授業内容】　法の下の平等②～尊属殺重罰規定違憲訴訟～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、尊属殺重罰規定違憲訴訟を読み込む

第12回 【事前学修】　国籍法違憲訴訟を読み込む
【授業内容】　法の下の平等③～国籍法違憲訴訟～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、国籍法違憲訴訟を読み込む

第13回 【事前学修】　待婚期間違憲違憲訴訟を読み込む
【授業内容】　法の下の平等④～待婚期間違憲訴訟～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、待婚期間違憲訴訟を読み込む

第14回 【事前学修】　アファーマティブ・アクションに関する論文を読み込む
【授業内容】　法の下の平等⑤～アファーマティブ・アクション～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、アファーマティブ・アクションに関する論文を読み込む

第15回 【事前学修】　平等エンプティ論に関する論文を読み込む
【授業内容】　法の下の平等⑥～平等エンプティ論～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、平等エンプティ論に関する論文を読み込む

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①授業での参加態度（60％）②レポート（40％）。
到達目標に示した「人権保障の現代的課題」が理解できているかどうかを主な観点として、それについての自らの見解を
述べることができるかどうか、また、授業内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①学部のときに学んだ憲法の基礎知識を復習しておく
②教材となる論文と判例を熟読する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法応用講義

法

律

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 855 -



■テキスト■テキスト

授業中適宜指示します。

■参考文献■参考文献

授業中適宜指示します。
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佐藤　英世

行政法一般講義

■テーマ■テーマ

行政組織法と行政作用法

■講義内容■講義内容

行政法の特色、その全体像、行政の仕組み（行政組織法）および行政活動（行政作用法）について検討します。授業は、
基本的に対面式で行います。

■達成目標■達成目標

行政法の特色、その全体像について理解し、行政の担い手やその組織および行政が行っている諸活動についてそれぞれ説
明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、第2回から第15回までの授業内容を確認する。
【授業内容】　授業の進め方、文献・判例の調べ方等についての指導
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第２回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法の全体像（1）：行政法の特色・行政を拘束する諸原則、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第３回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法の全体像（2）：行政の仕組み・行政活動、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第４回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政による規範定立（行政基準）、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第５回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政行為（1）：行政行為の意義・効力・類型、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第６回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政行為（2）：行政行為の瑕疵、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第７回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。　
【授業内容】　行政契約、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第８回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政指導、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第９回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政計画、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第10回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　即時強制、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第11回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政調査、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第12回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政上の実効性確保手段（1）：行政上の強制執行、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第13回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政上の実効性確保手段（2）：行政罰・その他の実効性確保手段、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第14回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政手続（1）：行政手続法の概要、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第15回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政手続（2）：不利益処分手続、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生に割り当てられる課題についてレポートを作成し、授業で報告できるように準備する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法一般講義

■テキスト■テキスト

最初の授業で指示します。
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■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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高浜　智輝

租税法一般講義

■テーマ■テーマ

法学研究科の教育理念である、「人間の尊厳への深い理解を追及しつつ、法又は政治についての先進的な研究を推進する
とともに、法又は政治に関する体系的な、最新の知識とその応用」に貢献すること。

■講義内容■講義内容

租税法の全体像を理解し、基本的な論点について考察する。受講生の関心に応じて取り扱う内容を変更する可能性があ
る。

■達成目標■達成目標

①租税法的考え方を理解し、身につけることができる。
②問題意識を持って租税法上の課題について考え、自分なりの解答を導くことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、第2回から第15回までの授業内容を確認する。
【授業内容】　授業の進め方、文献・判例の調べ方等についての確認
【事後学修】　関心のあるトピックに関連する文献・判例を実際に調べる。

第２回 【事前学修】　金子・租税法（第１編第1章から第３章まで）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税法の基礎
【事後学修】　戦後のわが国税制におけるシャウプ勧告の今日的意義を考える。

第３回 【事前学修】　金子・租税法（第１編第４章）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税法の基本原則　―租税法律主義・租税公平主義・信義則―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第４回 【事前学修】　金子・租税法（第１編第６章）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税法の解釈と適用（1）　―租税法と私法―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第５回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第５款［国際取引と所得課税］を読み、レジュメを作成す
る。
【授業内容】　租税法の解釈と適用（2）　―租税回避行為と租税法の対応―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第６回 【事前学修】　金子・租税法（第３編）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税手続法の基礎　―申告行為と課税・徴収処分―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第７回 【事前学修】　金子・租税法(第４編)を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税争訟法の基礎　―救済手続のあり方―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第８回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第２章）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　租税実体法入門　―課税要件総論―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第９回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第１款第1項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　所得課税の基礎　―｢所得｣と｢（非）課税所得｣―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第10回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第１款第3項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　所得区分　―事業所得課税・資産所得課税・勤労所得課税―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第11回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第１款第2項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　各種の所得控除　―生活・家族と税制―
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第12回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第１款第4項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　収入金額と必要経費
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第13回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第２款第1項・第４款）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　法人課税の意義と納税義務者　
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第14回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第２款第2項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　法人所得の意義と計算
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

第15回 【事前学修】　金子・租税法（第２編第３章第２節第２款第6･7･10項）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　法人組織・企業活動と租税法
【事後学修】　授業中の質問や他の院生の意見および参考文献等を踏まえ、レジュメを作り直す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告内容（70％）および報告に対する発言（30％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告担当者は責任を持って報告し、授業中の質問にも対応できるようにすること。報告担当でない院生も発言・質問がで
きるように裁判例等にはきちんと目を通しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、行政法、民法、会社法など
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■テキスト■テキスト

金子宏『租税法(第24版)』(弘文堂、2021年)
このほか、必要に応じて授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

中里実ほか編『租税判例百選(第7版)』(有斐閣、2021年)、水野忠恒『大系租税法(第4版)』（中央経済社、2023年）等。
必要に応じて授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先・オフィス・アワーは最初の授業でお知らせします。
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中村　雄一

刑法一般講義

■テーマ■テーマ

刑法総論の基礎

■講義内容■講義内容

刑法総論分野の基本的知識を学ぶ

■達成目標■達成目標

①刑法総論分野に関する基本的知識（概念・判例・学説）を正確に理解できる
②①を前提に、現在の議論状況について理解できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　罪刑法定主義を調べる
【授業内容】　罪刑法定主義
【事後学修】　罪刑法定主義について学んだことを確認する

第２回 【事前学修】　不作為犯を調べる
【授業内容】　不作為犯
【事後学修】　不作為犯について学んだことを確認する

第３回 【事前学修】　因果関係を調べる
【授業内容】　因果関係
【事後学修】　因果関係について学んだことを確認する

第４回 【事前学修】　故意を調べる
【授業内容】　故意
【事後学修】　故意について学んだことを確認する

第５回 【事前学修】　事実の錯誤を調べる
【授業内容】　事実の錯誤
【事後学修】　事実の錯誤について学んだことを確認する

第６回 【事前学修】　過失を調べる
【授業内容】　過失
【事後学修】　過失について学んだことを確認する

第７回 【事前学修】　違法性・正当行為を調べる
【授業内容】　違法性・正当行為
【事後学修】　違法性・正当行為について学んだことを確認する

第８回 【事前学修】　正当防衛・過剰防衛・誤想防衛を調べる
【授業内容】　正当防衛・過剰防衛・誤想防衛
【事後学修】　正当防衛・過剰防衛・誤想防衛について学んだことを確認する

第９回 【事前学修】　責任能力・原因において自由な行為を調べる
【授業内容】　責任能力・原因において自由な行為
【事後学修】　責任能力・原因において自由な行為について学んだことを確認する

第10回 【事前学修】　実行の着手を調べる
【授業内容】　実行の着手
【事後学修】　実行の着手について学んだことを確認する

第11回 【事前学修】　中止犯を調べる
【授業内容】　中止犯
【事後学修】　中止犯について学んだことを確認する

第12回 【事前学修】　不能犯を調べる
【授業内容】　不能犯
【事後学修】　不能犯について学んだことを確認する

第13回 【事前学修】　共犯の基本原理を調べる
【授業内容】　共犯の基本原理
【事後学修】　共犯の基本原理について学んだことを確認する

第14回 【事前学修】　共同正犯を調べる
【授業内容】　共同正犯
【事後学修】　共同正犯について学んだことを確認する

第15回 【事前学修】　共犯と身分・共犯と錯誤を調べる
【授業内容】　共犯と身分・共犯と錯誤
【事後学修】　共犯と身分・共犯と錯誤について学んだことを確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験は実施しない。講義における発言および質疑応答（70点）とレポート（30点）で評価する。評価基準は、ルーブリッ
ク等の形で初回の授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

刑法の総論につき、概略はしっかり学んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の前にレジュメを配布する。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

予習・復習はしっかり行うこと。オフィス・アワーおよび連絡先等は開講時に連絡する。
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冨田　真

刑事訴訟法一般講義

■テーマ■テーマ

刑事訴訟の基礎

■講義内容■講義内容

刑事訴訟についての基礎的な知識を確認しつつ、刑事訴訟を規律する規範を正確に理解できるようにします。

■達成目標■達成目標

①刑事訴訟に関する基本的な判例の規範的な意味を理解することができるようになる。
②関連する学説の観点から判例の射程などを理解することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　刑事手続きの全体的な構成について確認する。
【授業内容】　刑事手続きの概観
【事後学修】　刑事手続きの基本原則や全体の構成について説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　任意捜査と強制捜査の区別に関する学説と判例を確認する。
【授業内容】　任意捜査と強制捜査の区別
【事後学修】　任意捜査と強制捜査の区別に関して、裁判例などによりながら説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　職務質問に関する規定や所持品検査に関する要件などを確認する。
【授業内容】　職務質問と所持品検査の限界
【事後学修】　職務質問や所持品検査についての裁判例から、それらの要件について説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　任意同行に関する規定や任意同行の適法性に関する基準を学説を中心として確認する。
【授業内容】　任意同行
【事後学修】　任意同行が適法となる場合の基準を説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　捜索差押えに関する憲法や刑訴法の規定などから、要件について確認する。
【授業内容】　捜索差押えの要件と範囲
【事後学修】　捜索差押えに関する規定を示し、それを裁判例に即して説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　逮捕に伴う捜索差押えに関する規定などから、その根拠などについて確認する。
【授業内容】　逮捕に伴う捜索差押え
【事後学修】　逮捕に伴う捜索差押えの根拠を示し、捜索が許される範囲を説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　強制採尿など体液の採取に関する規定を確認しておく。
【授業内容】　強制採尿と採血
【事後学修】　採血や採尿について条文や裁判例について説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　通信の傍受に関する規定と問題点などを確認する。
【授業内容】　通信の傍受など
【事後学修】　通信の傍受についての現行法の規定の基本的な解釈を行い、問題点を指摘できるようにする。

第９回 【事前学修】　写真撮影や録音などが任意捜査として許される事例などを確認する。
【授業内容】　写真撮影などの任意捜査
【事後学修】　任意捜査として写真撮影や録音ができる場合などについて、基準を示しながら説明できるように
する。

第10回 【事前学修】　令状に基づく逮捕と現行犯逮捕などの種類と要件などを確認する。
【授業内容】　現行犯逮捕、緊急逮捕など
【事後学修】　令状に基づく逮捕の要件を示し、現行犯逮捕が適法である場合の要件について説明できるように
する。

第11回 【事前学修】　勾留手続きの要件などを逮捕と比較しながら確認する。
【授業内容】　勾留手続
【事後学修】　勾留手続きの要件、逮捕手続きが違法であったときの法的手続きについて説明できるようにす
る。

第12回 【事前学修】　逮捕・勾留の１回性の原則の根拠と例外的場合について確認する。
【授業内容】　逮捕・勾留の 1 回性の原則
【事後学修】　逮捕・勾留の１回性の原則の根拠やその例外的場合について説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　別件逮捕に関する学説や基本的な判例を確認する。
【授業内容】　逮捕・勾留の諸問題：余罪取調べと別件逮捕
【事後学修】　別件逮捕について、本件基準説、別件基準説、実体喪失説などの概念を使いながら説明できるよ
うにする。

第14回 【事前学修】　弁護人依頼権の意義や現行法の規定について確認する。
【授業内容】　被疑者の防禦権：接見交通権
【事後学修】　接見交通権に関して、接見指定することができる場合の要件を様々な類型ごとに説明できるよう
にする。

第15回 【事前学修】　被疑者取調べに関する学説や実務の解釈論について確認する。
【授業内容】　被疑者取調べ
【事後学修】　被疑者取調べに関して、取調べ受忍義務の問題点などについて説明することができるようにす
る。

第16回 【事前学修】　公訴提起に関する基本原則、公訴権濫用論の意義を確認する。
【授業内容】　公訴に関する諸原理と公訴権濫用論
【事後学修】　公訴提起に関する諸原則、公訴権濫用論の諸類型について説明できるようにする。

第17回 【事前学修】　証拠法の様々な概念について調べ、証拠開示に関する規定などを確認する。
【授業内容】　証拠法総論　証拠開示
【事後学修】　証拠法の諸概念や証拠開示の様々な類型について説明できるようにする。
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第18回 【事前学修】　訴因の基本的な概念や訴因変更の要否に関する基準を確認する。
【授業内容】　訴因の特定と訴因変更（1）：訴因変更の要否
【事後学修】　訴因特定の意義について説明し、変更の要否に関する基準を事例に当てはめて説明できるように
する。

第19回 【事前学修】　訴因変更の可否について判例の基準などを中心に確認する。
【授業内容】　訴因変更（2）：訴因変更の可否
【事後学修】　訴因変更の可否に関する判例の基準だけでなく、近時の学説についても説明できるようにする。

第20回 【事前学修】　違法収集証拠の排除法則の根拠などについて確認する。
【授業内容】　違法収集証拠排除法則（1）：違法承継
【事後学修】　排除法則を支える根拠を示し、排除法則の適用に関する基準について説明できるようにする。

第21回 【事前学修】　毒樹の果実論の基本的な問題点について確認する。
【授業内容】　違法収集証拠排除法則（2）：毒樹の果実論
【事後学修】　毒樹の果実論の基本的な事例に即して、証拠排除の可否に関する基準を説明できるようにする。

第22回 【事前学修】　自白法則の規定を確認し、その根拠に関する諸見解を調べる。
【授業内容】　自白法則
【事後学修】　自白法則の根拠に関わる諸見解を整理し、様々な事案について説明できるようにする。

第23回 【事前学修】　補強法則に関する規定を確認しつつ、その根拠について調べる。
【授業内容】　補強法則
【事後学修】　補強法則の根拠、補強法則が適用される範囲について説明できるようにする。

第24回 【事前学修】　伝聞法則の意義について法律上の規定だけでなく、その根拠なども調べて確認する。
【授業内容】　伝聞法則（1）：伝聞の意義など
【事後学修】　伝聞法則の根拠を踏まえて定義を説明し、様々な事案についても伝聞・非伝聞の区別ができるよ
うにする。

第25回 【事前学修】　伝聞例外として刑訴法が証拠能力を認める場合について確認する。
【授業内容】　伝聞法則（2）：伝聞例外の要件など
【事後学修】　伝聞例外に関わる条文に即して、証拠能力が認められる場合について説明できるようにする。

第26回 【事前学修】　再伝聞の意義と問題点について確認する。
【授業内容】　伝聞法則（3）：再伝聞
【事後学修】　再伝聞の問題点を指摘し、再伝聞が認められる場合について条文を当てはめながら説明できるよ
うにする。

第27回 【事前学修】　検証などの際に行われる現場指示と現場供述の意義を確認する。
【授業内容】　伝聞法則（4）：現場供述、現場写真など
【事後学修】　現場指示と現場供述とについて区別し、それぞれの場合について条文を示しながら説明できるよ
うにする。

第28回 【事前学修】　択一的認定の様々な類型について確認する。
【授業内容】　裁判と択一的認定
【事後学修】　択一的認定の諸類型について確認し、狭義の択一的認定の問題点について説明できるようにす
る。

第29回 【事前学修】　控訴、上告や再審の規定や要件を確認する。
【授業内容】　上訴・再審など
【事後学修】　上訴制度や再審について要件を説明できるようにする。

第30回 【事前学修】　近時行われてきた刑訴法の改正について確認する。
【授業内容】　全体のまとめ：近時の法改正との関連
【事後学修】　刑事手続きの課題などについて、近時の法改正なども踏まえて説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業での発言（20％）評価基準については、最初の授業で公表します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業は双方向的に行います。事前に毎回授業の範囲について説明するので、関連する判例とテキストを丁寧に読み込んで
おくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法、憲法

■テキスト■テキスト

上口裕『刑事訴訟法（5 版）』（成文堂）、田宮裕『刑事訴訟法（新版）』（有斐閣）などスタンダードなテキストを各
自で選んでください。

■参考文献■参考文献

『刑事訴訟法判例百選（10 版）』（有斐閣）　『刑事訴訟法の争点（4 版）』（有斐閣）
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黒田　秀治

国際法一般講義

■テーマ■テーマ

国際法の基礎的概念の研究

■講義内容■講義内容

国際法の特徴を国内法との比較を通じて浮き彫りにし、同時に国際法の基礎的概念を検討します。

■達成目標■達成目標

①国際社会の特徴を法的側面から説明することができる。
②国際法の基礎的な概念である、国際法の法源、国際法律行為、国家管轄権、国家責任を理解し、かつ説明することがで
きる。
③国際的事件について、国際法の側面から説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、授業内容を理解しておく。
【授業内容】　授業の進め方、資料・文献の調べ方等、研究全般の指導
【事後学修】　図書館またはネット上で資料を探してみる。

第２回 【事前学修】　国際法の分類に関して配布された資料を読んでおく。
【授業内容】　H.L.A.Hart のによる法の分類手法を用いた実定国際法の分類
【事後学修】　実際にさまざまな条約の条項また国内制定法の条項の分類を行ってみる。

第３回 【事前学修】　近世以降の国際法の歴史を調べておく。
【授業内容】　20世紀以降の国際法制史
【事後学修】　グローバリズムと自国第一主義との相克を確認する。

第４回 【事前学修】　法源の意味について調べておく。
【授業内容】　国際法における法源論の意義
【事後学修】　国際法の法源と国内法の法源との異同を確認する。

第５回 【事前学修】　国際慣習法の成立要件について調べておく。
【授業内容】　国際慣習法の成立
【事後学修】　国際慣習法の成立についての問題点を確認する。

第６回 【事前学修】　国際慣習法の適用範囲について調べておく。
【授業内容】　国際慣習法の適用範囲
【事後学修】　国際慣習法適用範囲についての学説を確認する。

第７回 【事前学修】　条約が国際法の法源でありながら国際法律行為である理由を考えておく。
【授業内容】　条約の締結、無効など権能付与規則としての条約法
【事後学修】　締結方式と無効原因を確認する。

第８回 【事前学修】　条約法特有の規則について調べておく。
【授業内容】　条約の留保
【事後学修】　国際人権規約に対する留保の課題について確認する。

第９回 【事前学修】　条約上の義務の意義を調べておく。
【授業内容】　条約の解釈、効力、終了などの義務賦課規則としての条約法
【事後学修】　条約法を権能付与規則と義務賦課規則に分類する意義を確認する。

第10回 【事前学修】　国家主権と国家管轄権の異同を調べておく。
【授業内容】　国家管轄権の対抗力
【事後学修】　対抗力の意味を確認する。

第11回 【事前学修】　国家管轄権の事項的分類を調べておく。
【授業内容】　属地主義、属人主義、受動的属人主義
【事後学修】　管轄権の行使における原則的立場と例外の関係を確認する。

第12回 【事前学修】　普遍的管轄権と国際法上の犯罪を調べておく。
【授業内容】　普遍主義、国家管轄権の競合・抵触の解決基準
【事後学修】　国家管轄権行使の有効性と国家管轄権の抵触の意味を確認する。

第13回 【事前学修】　国家責任の特色・概念
【授業内容】　ILC 国家責任条文草案の概要、国際違法行為
【事後学修】　ILC 国家責任条文草案における権利義務規範（行為規範）とサンクション規範（裁決規範）の区
別を確認する。

第14回 【事前学修】　国家責任の帰属および国際社会の一般利益と国家の相互的利益の違いを調べておく。
【授業内容】　国家責任の帰属、国家責任の発生、国家責任の解除
【事後学修】　違法行為、責任の発生、責任の解除の関連を確認する。

第15回 【事前学修】　国家責任の追及を調べておく。
【授業内容】　国家責任の追及、外交的保護
【事後学修】　国家責任法の全体像を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、授業での質疑応答（50％）で評価します。評価基準はルーブリックの形で授業時にプリントにて明示
します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基本的な国際法の知識を前提に、基礎概念を深掘りしてその課題を探ります。シラバスに記載された事前の準備を怠るこ
となく、授業に臨みましょう。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

国際法応用講義Ⅰ、同講義Ⅱ、同講義Ⅲ
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■テキスト■テキスト

指定しません。

■参考文献■参考文献

①浅田正彦編著『国際法　第4版』（東信堂、2019年、ISBN:978-4-7989-1545-6）、②山本草二『国際法新版』（有斐閣、
1994年、ISBN:978-4641045934）、③エイクハースト=マランチュク、長谷川正国訳『現代国際法入門』（成文堂、1999
年、ISBN:978-4792331535）、④小寺彰他編『講義国際法』〔第2版〕（有斐閣、2010年、ISBN:978-641046535）、⑤柳原
正治他編『プラクティス国際法講義』〔第３版〕（信山社、2017年、ISBN:978-797224528）⑥島田征夫編『国際法学入
門』（成文堂、2011年、ISBN:978-4792332846）⑦岩沢雄司『国際法』（東大出版会、2020年、ISBN: 978-4-13-032391-
8）、⑧大沼保昭『国際法一はじめて学ぶ人のための』（東信堂、2009年、ISBN:978-4887138315）、⑨森川幸一・兼原敦
子・酒井啓亘・西村　弓　編『国際法判例百選 第3版　＜別冊ジュリスト判例百選　255号＞』（有斐閣、2021年、ISBN
978-4-641-11555-2、⑩)国際法学会編『国際関係法辞典』〔第2版〕（三省堂、2005年、ISBN:978-4385157511）
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陶久　利彦

基礎法一般講義

■テーマ■テーマ

基礎法学の概観

■講義内容■講義内容

基礎法学として分類されている、法哲学・法制史学・法社会学・外国法学・法人類学・法心理学・法情報学等について、
その歴史的展開と現状とを概観する。
提出課題へのコメントは、毎回又は数回分まとめてmanaba上に文書をアップする。

■達成目標■達成目標

①基礎法学の背景と内容とを大まかに理解し、それを自分の言葉で説明できる。
②修得した知識を基にして、実定法学とは異なる視点から、現実の法的問題を分析し把握することができる。
③実定法学の背景を理解し、実定法学への視野をさらに深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ガイダンスに先立ち、基礎法学についての自分自身の予備知識を確認しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業内容を振り返り、本授業の目標を理解する。関連課題をmanaba上で提出する。

第２回 【事前学修】　自分自身の体験から、不文法と呼んで差し支えない法の形と内容を検討する。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。未開社会の法―慣習法・習俗等の不文法
【事後学修】　非制定法がもつ社会統制機能を考える。関連課題をmanaba上で提出する。

第３回 【事前学修】　ギリシャ思想や中国思想について事前に文献を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。制定法の成立―ギリシャ法思想・中国の法家思想
【事後学修】　制定法の意義を未だ成文化されていないルールとの比較で検討する。関連課題をmanaba上で提出
する。

第４回 【事前学修】　ギリシャ哲学および法思想に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。ギリシャ法思想
【事後学修】　ギリシャ哲学が目指した真理への追究を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第５回 【事前学修】　アリストテレスの『形而上学』や『二コマコス倫理学』を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。アリストテレス哲学と法的思考
【事後学修】　アリストテレス哲学の中にある法的思考の柔軟な把握と位置づけを再検討する。関連課題を
manaba上で提出する。

第６回 【事前学修】　ローマ法学に関する基本文献やキケロの著作を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。ローマ法学と修辞学
【事後学修】　ローマ法学が日本法に及ぼしている影響を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第７回 【事前学修】　キリスト教と法・国家の問題について関連文献を読む。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。キリスト教と法・国家
【事後学修】　キリスト教に代表される宗教が法とどのようにかかわるのかを再検討する。関連課題をmanaba上
で提出する。

第８回 【事前学修】　ヨーロッパ特にドイツの中世法や近世・近代の法に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。ドイツ中世法と近世・近代の法
【事後学修】　日本の中世（例えば、鎌倉幕府法）とドイツ中世法とを比較してみる。関連課題をmanaba上で提
出する。

第９回 【事前学修】　社会契約論や自然法論並びに歴史法学についての基本文献を読む。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。社会契約論と近代革命・反動としての歴史法学
【事後学修】　社会契約論の現代的意義を考察する。関連課題をmanaba上で提出する。

第10回 【事前学修】　マルクス主義に関連する文献を読む。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。マルクス主義
【事後学修】　壮大な社会実験を可能にしたマルクス主義の人間解放への志向と挫折とを復習する。関連課題を
manaba上で提出する。

第11回 【事前学修】　社会学、特に刑事法関連の文献を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。社会の出現と発見―社会学の誕生から法社会学へ
【事後学修】　社会学がどのようにして成立したのかを復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第12回 【事前学修】　特に明治以降の日本法の展開に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。明治維新と法継受
【事後学修】　明治維新史を振り返り、現代の日本法との接続性を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第13回 【事前学修】　現在の日本人の法意識を、自らの法意識を反省することから検討しなおす。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。日本人の法意識
【事後学修】　自らの体験を振り返り、法意識の特徴を洗い出してみる。関連課題をmanaba上で提出する。

第14回 【事前学修】　情報化社会の中での法情報学の可能性について検討する。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。新しい基礎法学（法心理学・法人類学・法情報学等）の出現
【事後学修】　実定法分野とは異なる法哲学の特徴を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を振り返り、本授業の意義を検討する。
【授業内容】　課題提出原稿へのコメント。まとめ―基礎法学の意義と実定法学との関連
【事後学修】　本授業全体を振り返り、それが自分の研究分野にどのように生かされうるかを確認する。関連課
題をmanaba上で提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業参加態度（30％）、毎回の授業振り返り（30％）、全授業終了後のレポート（40％）
　それぞれの評価基準の詳細は、ルーブリックの形で授業時に公開する。概要は以下の通りである。
・授業参加態度については、事前の予習が十分行き届いているかどうか、授業中の発言内容の的確さを主として評価す
る。
・毎回の授業振り返りについては、授業に関連した設問を私がmanaba上で用意するから、それに適切に応えているかどう
かを評価対象とする。授業内容の理解度、文章表現力、要約の仕方等である。
・最後の総括的レポートについては、論文評価基準と変わらない。但し、本授業の内容理解と同時に自身の修士論文との
関連性が明確であることを、特に評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

他の実定法科目の研究を十分にしておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

基礎法応用講義Ⅰ

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

・マリノフスキー・青山道夫訳『未開社会における犯罪と刑罰　新版』（新泉社、9784787702036）
・森村進編著『法思想の水脈』（法律文化社、2016、9784589037626）
・三島淑臣『法思想史　新版』（青林書院、1993、9784417008231）
・木庭顕『ローマ法案内』（勁草書房、2017、9784326403424）
・新井誠・山本敬三『ドイツ法の継受と現代日本法』（日本評論社、2009、9784535516137）
・ジョン・ロールズ、川本隆史ほか訳『正議論』（紀伊国屋書店、2010、9784314010740）
・川島武宜『日本人の法意識』（岩波新書、1993、9784004100430）
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井上　義比古

政治学一般講義

■テーマ■テーマ

現代政治学の基本的な分析枠組みを学ぶ。

■講義内容■講義内容

①政治現象を体系的に分析し解釈する枠組みを学び、大きく変動しつつある現実政治についても検討する。
②授業は、担当教員による説明、受講者の理解の確認、質疑応答による対話形式で行う。

■達成目標■達成目標

①政治現象を広い視野から見ることができるようになる。
②政治学の基本的な枠組みを理解し説明できるようになる。
③現実に生起している政治現象を、一定の理論的根拠に基づいて解釈・分析し、レポートにまとめることができるように
なる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、政治学の特徴について考えてくる。
【授業内容】　ガイダンス①授業の進め方　②政治学の特徴
【事後学修】　政治学の諸特徴について、示唆された文献及び自分で探した文献によって確認する。
　　　　　　※以下の記述において「文献」とは、示唆された文献及び自分で探した文献を指す。

第２回 【事前学修】　政治の定義、機能等について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政治とはどのようなものか
【事後学修】　政治的なるものの定義について、授業内容及び文献によって確認する。

第３回 【事前学修】　自分が持っている政治権力のイメージを整理しておく。
【授業内容】　政治権力①政治的影響力
【事後学修】　政治的影響力について、授業及び文献によって確認する。

第４回 【事前学修】　政治的影響力の形態の違いについて、指定された文献及び自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政治権力②影響力の形態
【事後学修】　政治的影響力の諸形態について、授業及び文献によって確認する。

第５回 【事前学修】　権力構造の処理論について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　権力の構造①権力構造の諸理論
【事後学修】　権力構造の諸理論について、授業及び文献によって確認する。

第６回 【事前学修】　実際世界の権力構造について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　権力の構造②具体的な権力構造
【事後学修】　実際の具体的な権力構造について、授業及び文献によって確認する。

第７回 【事前学修】　民主主義の理想像について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　民主主義の理想と現実形態
【事後学修】　民主主義の現実形態と理想の関係について、授業及び文献によって確認する。

第８回 【事前学修】　利益集団の機能について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政党と社会集団
【事後学修】　政党と利益集団について、授業及び文献によって確認する。

第９回 【事前学修】　市民の政治参加について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　市民と政治
【事後学修】　市民の政治参加について、授業及び文献によって確認する。

第10回 【事前学修】　政治的リーダーシップについて、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政治的リーダーシップ
【事後学修】　政治的リーダーシップの形態と機能について、授業及び文献によって確認する。

第11回 【事前学修】　官僚制と民主主義の関係について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　官僚制と民主主義
【事後学修】　民主主義における官僚制の機能について、示唆された文献及び自分で探した文献によって確認す
る。

第12回 【事前学修】　政治的対立軸について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政治的イデオロギー
【事後学修】　現代の政治的対立軸について、授業及び文献によって確認する。

第13回 【事前学修】　市民の政治意識について、指定された文献および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　政治意識
【事後学修】　市民の政治意識について、授業及び文献によって確認する。

第14回 【事前学修】　政治に関する操作されたイメージ及び我々自身がもっているイメージについて、指定された文献
および自分で探した文献によって調べる。
【授業内容】　社会的構築としての政治
【事後学修】　政治の世界における「構築されたイメージ」の構造について、授業及び文献によって確認する。

第15回 【事前学修】　これまでに学んだ事項を整理しておく。
【授業内容】　①学習内容の確認　②レポートの説明
【事後学修】　①これまでの学習内容を振り返って確認する。②レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の発言によって達成目標①（25％）及び達成目標②（25％）を評価し、達成目標③をレポート（50％）により評価
する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

政治学の理論と実際世界との関係を、常に意識する。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学関係の諸科目及び公法関係の諸科目

■テキスト■テキスト

必要に応じて印刷された資料を配付する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて随時指示する。
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近藤　雄大

民法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

非典型契約の研究

■講義内容■講義内容

学部の授業では扱われることの少ない非典型契約を取り上げ、それぞれの類型ごとに生じている問題点を理解することに
努める。その後、判例を通して問題点の解決方法を検討し、さらには実務への影響を明らかにする。

■達成目標■達成目標

①各種非典型契約における問題点を把握することができる。
②論点や判例のポイントを押さえたレジュメを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に配布された資料を読んで授業内容を理解する。
【授業内容】　取り上げる非典型契約の紹介と授業の進行方法の説明
【事後学修】　取り上げる非典型契約の概要を確認する。

第２回 【事前学修】　不動産譲渡担保契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　不動産譲渡担保契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　不動産譲渡担保契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第３回 【事前学修】　不動産譲渡担保契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　不動産譲渡担保契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、不動産譲渡担保契約の内容を理解する。

第４回 【事前学修】　動産譲渡担保契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　動産譲渡担保契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　動産譲渡担保契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第５回 【事前学修】　動産譲渡担保契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　動産譲渡担保契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、動産譲渡担保契約の内容を理解する。

第６回 【事前学修】　フランチャイズ契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　フランチャイズ契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　フランチャイズ契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第７回 【事前学修】　フランチャイズ契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　フランチャイズ契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、フランチャイズ契約の内容を理解する。

第８回 【事前学修】　リース契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　リース契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　リース契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第９回 【事前学修】　リース契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　リース契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、リース契約の内容を理解する。

第10回 【事前学修】　医療契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　医療契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　医療契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第11回 【事前学修】　医療契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　医療契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、医療契約の内容を理解する。

第12回 【事前学修】　信託契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　信託契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　信託契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第13回 【事前学修】　信託契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　信託契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、信託契約の内容を理解する。

第14回 【事前学修】　プロバイダ契約に関する資料を読み、問題点をピックアップする。
【授業内容】　プロバイダ契約の概要と問題点の説明
【事後学修】　プロバイダ契約の問題点を理解した上で判例を読む。

第15回 【事前学修】　プロバイダ契約に関する判例の報告準備をする。
【授業内容】　プロバイダ契約の判例報告と議論
【事後学修】　判例報告とそれについての議論をふまえ、プロバイダ契約の内容を理解する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①報告内容（40％）・・・適切な内容のレジュメが作成されていることを評価基準とする。
②プレゼンテーション（25％）・・・レジュメに基づいて自分の意見を明確に説明していることを評価基準とする。
③質疑応答の態様（35％）・・・適切な質疑および応答がなされていること、積極的に討論に参加していることを評価基
準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回とも指定された文献を読んで各契約の内容を理解し、問題点を抽出しておくことが必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法関連科目
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■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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遠藤　隆幸

民法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

家族法立法の現状と課題

■講義内容■講義内容

ここ10年に亘って検討されてきた家族法立法の展開を追跡し、今後の改正課題について検討する。

■達成目標■達成目標

①近時の家族法改正論議に焦点を当て、家族法上の個別的論点を検討する。
②家族法改正に関する議論を検討することで、現下の家族法上の諸問題について理解する。
③家族法解釈学の技法の可能性とその限界を、個別の論点に即して理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　明治民法から現行民法までの立法過程を確認しておく
【授業内容】　ガイダンス―家族法の解釈学的課題と立法論的課題
【事後学修】　家族法の現代的課題を婚姻法・親子法に分類しつつ整理する

第２回 【事前学修】　いわゆる「婚姻意思」に関する学説・判例の立場を確認しておく
【授業内容】　婚姻法① --- 婚姻の要件
【事後学修】　「実質的意思説」の意義とその限界について説明し、私見を述べられるようにしておく

第３回 【事前学修】　民法 762 条の構造と解釈について、判例と主要学説を確認しておく
【授業内容】　婚姻法② --- 夫婦財産法制の検討
【事後学修】　いわゆる「潜在的共有論」が前提にしていた家族観を明らかにし、それについて私見を述べられ
るようにしておく

第４回 【事前学修】　いわゆる「有責配偶者からの離婚請求」に関する最高裁大法廷判決を一読しておく
【授業内容】　離婚法① --- 裁判離婚法の検討
【事後学修】　熟年離婚に関しいわゆる「三要件」が維持可能であるか、私見を述べられるようにしておく

第５回 【事前学修】　離婚慰謝料の法的性格に関する議論を整理しておく
【授業内容】　離婚法② --- 離婚給付法の展望
【事後学修】　離婚後扶養の現代的意義について、私見を述べられるようにしておく

第６回 【事前学修】　「血縁説」と「外観説」の対立について、論点の所在を整理しておく
【授業内容】　実親子法① --- 嫡出否認法制の検討
【事後学修】　最判平成 26 年 7 月 17 日の評価について、私見を述べられるようにしておく

第７回 【事前学修】　「母の認知」に関する議論を整理しておく
【授業内容】　実親子法② --- 認知法制の検討
【事後学修】　最判平成 26 年 1 月 14 日の評価について、私見を述べられるようにしておく

第８回 【事前学修】　無効行為の転換理論に関して確認をしておく
【授業内容】　養子法① --- 普通養子制度の将来
【事後学修】　最判平成 18 年 7 月 7 日の評価について、私見を述べられるようにしておく

第９回 【事前学修】　特別養子法の改正の内容について概観しておく
【授業内容】　養子法② --- 特別養子と児童養護制度
【事後学修】　代理出産と特別養子の関係について、論点を摘示し、私見を述べられるようにしておく

第10回 【事前学修】　児童虐待法制に関する近時の改正について、整理をしておく
【授業内容】　親権法① --- 児童虐待と親権法
【事後学修】　いわゆる「岸和田事件」に関して法的視点から分析をし、私見を述べられるようにしておく

第11回 【事前学修】　利益相反行為における学説の状況について、整理をしておく
【授業内容】　親権法② --- 財産管理権の検討
【事後学修】　利益相反行為に関する 93 条類推適用論について評価し、私見を述べられるようにしておく

第12回 【事前学修】　内縁準婚理論の理論構造を理解しておく
【授業内容】　婚外関係の法的規制① --- 内縁・事実婚
【事後学修】　内縁準婚理論に対する批判について、内在的に理解し、私見を述べられるようにしておく

第13回 【事前学修】　内縁と相続に関する判例法理について検討しておく
【授業内容】　婚外関係の法的規制② --- パートナー法制の展望
【事後学修】　現代的内縁に対して評価し、私見を述べられるようにしておく

第14回 【事前学修】　各自治体のパートナーシップ条例について調べておく
【授業内容】　婚外関係の法的規制③ --- 同性婚法制の展望
【事後学修】　同性カップルへの内縁準婚理論の適用可能性について、私見を述べられるようにしておく

第15回 【事前学修】　家事手続の特徴について、民事訴訟法の原則に即して確認しておく
【授業内容】　家族関係手続の現代化
【事後学修】　家事事件手続法が「子」に対し、どのような手続保障を用意しているか、整理しておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各テーマに関する報告（50 点）、討論（10 点）レポート（40 点）により評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回提示するテーマについて、テキストの該当箇所を読み、事前に検討しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

棚村政行＝水野紀子＝潮見佳男編著　『Haw Practice 民法Ⅲ 親族・相続編（第２版）』（商事法務）を予定している
が、今後の出版状況を勘案してガイダンス時に正式に指定する。

■参考文献■参考文献

中田裕康編『家族法改正』（有斐閣）
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大窪　誠

民法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

契約法の事例研究

■講義内容■講義内容

民法の契約法に関する比較的複雑な事案を検討することを通して、法解釈について学ぶ。

■達成目標■達成目標

①比較的複雑な事案における民法上の問題点を指摘することができる。
②①で指摘した民法上の問題点に関連する法制度について正確に説明することができる。
③②の理解を基礎にして、比較的複雑な事案についての適切な解決方法を提示することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標と授業計画を確認する。テキストのはしがきを読んでテキストの趣旨
について理解する。
【授業内容】　ガイダンス。事例問題の検討の方法についての解説。
【事後学修】　事例問題の検討の方法について、レジュメを参照して確認する。

第２回 【事前学修】　契約の締結と合意の瑕疵に関する事案の内容を理解する。事案の前半部分と関連する法制度につ
いて法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　契約の締結と合意の瑕疵（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　契約の締結と合意の瑕疵についての事案の前半部分の検討内容を整理する。

第３回 【事前学修】　契約の締結と合意の瑕疵に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確
認する。
【授業内容】　契約の締結と合意の瑕疵（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　契約の締結と合意の瑕疵についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第４回 【事前学修】　代理による契約の締結に関する事案の内容を理解する。代理による契約の締結に関する事案の前
半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　代理による契約の締結（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　代理による契約の締結についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第５回 【事前学修】　代理による契約の締結に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認
する。
【授業内容】　代理による契約の締結（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　代理による契約の締結についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第６回 【事前学修】　契約関係と不当利得に関する事案の内容を理解する。契約関係と不当利得に関する事案の前半部
分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　契約関係と不当利得（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　契約関係と不当利得についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第７回 【事前学修】　契約関係と不当利得に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認す
る。
【授業内容】　契約関係と不当利得（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　契約関係と不当利得についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第８回 【事前学修】　債務不履行による損害賠償責任に関する事案の内容を理解する。債務不履行による損害賠償責任
に関する事案の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　債務不履行による損害賠償責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　債務不履行による損害賠償責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理す
る。

第９回 【事前学修】　債務不履行による損害賠償責任に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典
等で確認する。
【授業内容】　債務不履行による損害賠償責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　債務不履行による損害賠償責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理す
る。

第10回 【事前学修】　売主の担保責任に関する事案の内容を理解する。売主の担保責任に関する事案の前半部分と関連
する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　売主の担保責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　売主の担保責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第11回 【事前学修】　売主の担保責任に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　売主の担保責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　売主の担保責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第12回 【事前学修】　請負人の担保責任に関する事案の内容を理解する。請負人の担保責任に関する事案の前半部分と
関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　請負人の担保責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　請負人の担保責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第13回 【事前学修】　請負人の担保責任関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　請負人の担保責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　請負人の担保責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第14回 【事前学修】　賃貸借契約の解除と終了に関する事案の内容を理解する。賃貸借契約の解除と終了に関する事案
の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　賃貸借契約の解除と終了（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　賃貸借契約の解除と終了についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。
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第15回 【事前学修】　賃貸借契約の解除と終了に関する事案の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確
認する。
【授業内容】　賃貸借契約の解除と終了（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　賃貸借契約の解除と終了についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・報告用レジュメの内容（達成目標①②③）30％。
・報告の内容（達成目標①②③）30％。
・授業での質疑応答の内容（達成目標③）40％。
・成績評価の基準の詳細は開講時に提示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業で取り上げる事案で問題になる民法上の制度や、事案で問題になる点に関する判例・学説について、事前に理解して
おく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

松岡久和・潮見佳男・山本敬三『民法総合・事例演習』［第 2 版］（有斐閣）。ISBN978-4-641-13543-7

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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石垣　茂光

民法応用講義Ⅳ

■テーマ■テーマ

家族法の現状と課題

■講義内容■講義内容

　従来からの問題点に加え、同性婚や生殖補助医療による出産など、新たな問題についても検討を加え、家族法の現在の
状況を俯瞰する。

■達成目標■達成目標

①家族法上、現在問題となっている事柄について、どこに問題の本質があるのかを説明することができるようになる。
②家族法解釈学の技法の可能性とその限界を、個別の論点に即して説明することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　結婚の社会学的意味や法的意味について考えてくる。
【授業内容】　ガイダンス。
【事後学修】　ガイダンスを聞いて半年の学修計画書を作成する。

第２回 【事前学修】　相続財産を取得するための結婚、獄中結婚、国籍を取得するための結婚など、様々な理由による
結婚の意味を考えてくる。
【授業内容】　婚姻法①　婚姻の要件
【事後学修】　いくつかの判例を取り上げ、自らの考えをまとめる。

第３回 【事前学修】　結婚以外のパートナーという観点について考えてみる。
【授業内容】　婚外関係の法的規制②　パートナー法制の展望
【事後学修】　婚姻の法的意味について、自らの考えをまとめる。

第４回 【事前学修】　LGBT の人たちにとってのパートナーの意味について考えてくる。
【授業内容】　婚外関係の法的規制③　同性婚法制の展望
【事後学修】　同性婚をどのように法制化すべきかについて、自らの考えをまとめる。

第５回 【事前学修】　離婚の効果として、財産関係はどのようになるかについて考えてくる。
【授業内容】　離婚法②　離婚給付法の展望
【事後学修】　財産分与の在り方について、自らの考えをまとめる。

第６回 【事前学修】　親とはどのようにして決まるのだろうか。最新の生殖医療から考えてみよう。
【授業内容】　実親子法①　嫡出否認法制の検討
【事後学修】　生殖補助医療によって出生した子に対する親の位置づけについて、自らの考えをまとめる。

第７回 【事前学修】　認知制度はなぜあるのか、考えてくる。
【授業内容】　実親子法②　認知法制の検討
【事後学修】　認知をめぐる法的問題について、自らの考えをまとめる。

第８回 【事前学修】　日本における養子制度の意味をほかの国との比較から考えてみる。
【授業内容】　養子法①　普通養子制度の将来
【事後学修】　わが国特有の養子制度について、自らの考えをまとめる。

第９回 【事前学修】　特別養子制度はどのような観点から認められることになったのか。またその問題点は何か、考え
てくる。
【授業内容】　養子法②　特別養子と児童養護制度
【事後学修】　特別養子制度の問題点について、自らの考えをまとめる。

第10回 【事前学修】　子に対する監護とは何か、親は子に対してどのようのことをしなければならないのかについて考
えてくる。
【授業内容】　親権法①　児童虐待と親権法
【事後学修】　親権剥奪と実社会における問題について、自らの考えをまとめる。

第11回 【事前学修】　親の財産処分行為と子の利益が相反する場合とはどのような場合なのかについて考えてくる。
【授業内容】　親権法②　財産管理権の検討
【事後学修】　利益相反行為の基準と、それについての判例を検討し、自らの考えをまとめる。

第12回 【事前学修】　どうして結婚を国に届けなければならないのか。国に届けることよって夫婦と認められることの
意味は何か。
【授業内容】　婚外関係の法的規制①　内縁・事実婚
【事後学修】　内縁関係にどのような法的保護を与えるべきか、自らの考えをまとめる。

第13回 【事前学修】　今まで勉強した問題について裁判になったときの手続きについて調べてくる。
【授業内容】　家族関係手続の現代化
【事後学修】　今後の家族法の在り方についてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各テーマに関する報告（50％）、議論の対応（20％）、レポート（30％）により総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回提示するテーマについて、参考文献を読み、事前に検討しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法科目全般

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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近藤　雄大

民法応用講義Ⅴ

■テーマ■テーマ

債権法改正の内容を理解する

■講義内容■講義内容

改正された債権法が2020年4月に施行された。今回の改正は民法施行以来、債権法分野については初めての大規模なもので
ある。この講義では、そのような改正が行われた背景をふまえたうえで、各規定でどのような改正がなされたのか、従来
の規定とはどのような違いがあるのかなどを理解することを第一の目的とする。さらに今後どのような問題が生じうるの
かについても考えることにしたい。

■達成目標■達成目標

①各規定の改正の内容を理解し、そこでの問題点を把握することができる。
②論点や議論のポイントを押さえたレジュメを作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に配布された資料を読んで授業内容を理解する。
【授業内容】　授業で取り上げる規定の紹介と授業の進行方法の説明
【事後学修】　取り上げる規定の概要を確認する。

第２回 【事前学修】　債権法改正に関する資料を読み、背景や経過を理解する。
【授業内容】　債権法改正の背景および経過
【事後学修】　債権法改正の背景および経過を理解したうえで、問題点をまとめる。

第３回 【事前学修】　意思表示の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　意思表示（特に錯誤）
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、意思表示の改正内容を理解する。

第４回 【事前学修】　代理の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　代理
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、代理の改正内容を理解する。

第５回 【事前学修】　時効の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　時効
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、時効の改正内容を理解する。

第６回 【事前学修】　契約に関する基本原則の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　契約に関する基本原則
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、契約に関する基本原則の改正内容を理解する。

第７回 【事前学修】　契約の解除の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　契約の解除（危険負担）
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、契約の解除の改正内容を理解する。

第８回 【事前学修】　売買の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　売買
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、売買の改正内容を理解する。

第９回 【事前学修】　賃貸借の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　賃貸借
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、賃貸借の改正内容を理解する。

第10回 【事前学修】　法定利息の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　法定利息（中間利息控除）
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、法定利息の改正内容を理解する。

第11回 【事前学修】　履行請求権の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　履行請求権
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、履行請求権の改正内容を理解する。

第12回 【事前学修】　債務不履行に基づく損害賠償の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　債務不履行に基づく損害賠償
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、債務不履行に基づく損害賠償の改正内容を理解する。

第13回 【事前学修】　受領遅滞の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　受領遅滞
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、受領遅滞の改正内容を理解する。

第14回 【事前学修】　債権者代位権の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　債権者代位権
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、債権者代位権の改正内容を理解する。

第15回 【事前学修】　詐害行為取消権の改正についてテキストなどの該当部分を読み報告準備をする。
【授業内容】　詐害行為取消権
【事後学修】　報告とそれについての議論をふまえ、詐害行為取消権の改正内容を理解する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①報告内容（40％）・・・適切なレジュメが作成されていることを評価基準とする。
②プレゼンテーション（25％）・・・レジュメに基づいて自分の意見を明確に説明していることを評価基準とする。
③質疑応答（35％）・・・適切な質疑および応答がなされていること、積極的に討論に参加していることを評価基準とす
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回とも指定された文献を読んで各規定の内容を理解し、問題点を抽出しておくことが必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法関連科目

■テキスト■テキスト

潮見佳男ほか編『詳解改正民法』（商事法務、2018年、9784785726324）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。
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大窪　誠

民法応用講義Ⅵ

■テーマ■テーマ

契約法の事例研究

■講義内容■講義内容

民法の契約法に関する比較的複雑な事案を検討することを通して、法解釈について学ぶ。

■達成目標■達成目標

①比較的複雑な事案における民法上の問題点を指摘することができる。
②①で指摘した民法上の問題点に関連する法制度について正確に説明することができる。
③②の理解を基礎にして、比較的複雑な事案についての適切な解決方法を提示することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標と授業計画を確認する。テキストのはしがきを読んでテキストの趣旨
について理解する。
【授業内容】　ガイダンス。事例問題の検討の方法についての解説。
【事後学修】　事例問題の検討の方法について、レジュメを参照して確認する。

第２回 【事前学修】　契約の締結と合意の瑕疵に関する事案の内容を理解する。事案の前半部分と関連する法制度につ
いて法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　契約の締結と合意の瑕疵（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　契約の締結と合意の瑕疵についての事案の前半部分の検討内容を整理する。

第３回 【事前学修】　契約の締結と合意の瑕疵に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確
認する。
【授業内容】　契約の締結と合意の瑕疵（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　契約の締結と合意の瑕疵についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第４回 【事前学修】　代理による契約の締結に関する事案の内容を理解する。代理による契約の締結に関する事案の前
半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　代理による契約の締結（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　代理による契約の締結についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第５回 【事前学修】　代理による契約の締結に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認
する。
【授業内容】　代理による契約の締結（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　代理による契約の締結についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第６回 【事前学修】　契約関係と不当利得に関する事案の内容を理解する。契約関係と不当利得に関する事案の前半部
分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　契約関係と不当利得（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　契約関係と不当利得についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第７回 【事前学修】　契約関係と不当利得に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認す
る。
【授業内容】　契約関係と不当利得（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　契約関係と不当利得についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第８回 【事前学修】　債務不履行による損害賠償責任に関する事案の内容を理解する。債務不履行による損害賠償責任
に関する事案の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　債務不履行による損害賠償責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　債務不履行による損害賠償責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理す
る。

第９回 【事前学修】　債務不履行による損害賠償責任に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典
等で確認する。
【授業内容】　債務不履行による損害賠償責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　債務不履行による損害賠償責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理す
る。

第10回 【事前学修】　売主の担保責任に関する事案の内容を理解する。売主の担保責任に関する事案の前半部分と関連
する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　売主の担保責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　売主の担保責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第11回 【事前学修】　売主の担保責任に関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　売主の担保責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　売主の担保責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第12回 【事前学修】　請負人の担保責任に関する事案の内容を理解する。請負人の担保責任に関する事案の前半部分と
関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　請負人の担保責任（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　請負人の担保責任についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第13回 【事前学修】　請負人の担保責任関する事案の後半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　請負人の担保責任（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　請負人の担保責任についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

第14回 【事前学修】　賃貸借契約の解除と終了に関する事案の内容を理解する。賃貸借契約の解除と終了に関する事案
の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確認する。
【授業内容】　賃貸借契約の解除と終了（事案の前半部分の検討）
【事後学修】　賃貸借契約の解除と終了についての事案の前半部分に関する授業での検討内容を整理する。
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第15回 【事前学修】　賃貸借契約の解除と終了に関する事案の前半部分と関連する法制度について法律用語辞典等で確
認する。
【授業内容】　賃貸借契約の解除と終了（事案の後半部分の検討）
【事後学修】　賃貸借契約の解除と終了についての事案の後半部分に関する授業での検討内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・報告用レジュメの内容（達成目標①②③）30％。
・報告の内容（達成目標①②③）30％。
・授業での質疑応答の内容（達成目標③）40％。
・成績評価の基準の詳細は開講時に提示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業で取り上げる事案で問題になる民法上の制度や、事案で問題になる点に関する判例・学説について、事前に理解して
おく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

松岡久和・潮見佳男・山本敬三『民法総合・事例演習』［第 2 版］（有斐閣）。ISBN978-4-641-13543-7

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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辻田　芳幸

知的財産権法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

知的財産法（とくに特許法、商標法等）の概要

■講義内容■講義内容

　知的財産制度は、おおまかに言って、人の創作した発明や著作物といった財産的情報や経済活動におけるマークに独占
的権利を与えて保護することを中心とした法システムです。知的財産の領域は、はっきりと定義することが困難なほど、
社会経済の急速な変化に伴って拡大しています。
　人類はある意味模倣によって発展してきたといえるので、情報の利用は原則として自由とすべきです。しかし、すべて
の情報の利用行為がなされるままとなれば、かえって新たな創作活動やそれに対する資本投下の意欲も減退するでしょ
う。ここでは、情報の自由利用の側面と創作者の独占的利益保護の適切なバランスという視点が重要です。また、情報は
国境を越えて流通するので、権利侵害は国際的な問題になっています。
　現在、国家や企業の戦略としても知的財産の重要性は増しており、たとえば「知的財産推進計画 2016」では、知的財産
法の知識を備えた知財人材育成の充実の必要性が指摘されています。
　そこでこの授業では、新聞報道や最新の裁判例などにも注意しながら、特許法、意匠法、商標法などについて学び、こ
れらの基礎的な知識の修得を目指します。

■達成目標■達成目標

①知的財産法（とくに特許法、商標法等）の基礎的知識を身に付けることができる。
②重要な論点について説明することができる。
③重要判例に対する自らの見解を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　知的財産制度の概要
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　特許法の全体構造（特許法の全体像、保護原理、分類、発明）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　特許要件（産業場利用可能性、新規性、進歩性、不特許事由、新規性喪失の例外）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　特許法の保護主体（発明者、特許を受ける権利、従業者発明）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　出願手続（書面主義、明細書、特許請求の範囲）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　審査・審判（出願審査手続、補正、拒絶査定不服審判、特許無効審判）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　特許権の効力と制限（業としての実施、試験研究のためにする実施等）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　標準と知的財産の関係（標準・標準化の基礎知識、オープン・クローズ戦略、パテントプール、
ライセンス）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　特許権の侵害（技術的範囲、均等論）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　侵害に対する抗弁・救済（消尽論、損害賠償、差止請求）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　国際出願（パリ条約、PCT 条約）、実用新案（考案）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。
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第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　意匠法の概要（意匠、秘密意匠、関連意匠、部分意匠）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　商標法の概要（自他商品識別力、商標の審査、不登録事由、不使用取消審判）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　不正競争防止法の概要（営業秘密、不正競争行為）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第15回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　まとめ（特許法、意匠法、商標法）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

配分割合：課題等 50％　議論参加状況 50％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）参考書や予め配布する講義内容に目を通してきてください。
（2）条文は必携です。特許法、意匠法、商標法、著作権法、不正競争防止法の掲載されている六法、あるいはそれらのコ
ピーを講義予定に照らして各自で用意してください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

知的財産法応用講義Ⅱ

■テキスト■テキスト

茶園成樹『特許法』（有斐閣）

■参考文献■参考文献

適宜指示します
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辻田　芳幸

知的財産権法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

知的財産法（とくに著作権法）の概要

■講義内容■講義内容

　知的財産制度は、おおまかに言って、人の創作した発明や著作物といった財産的情報や経済活動におけるマークに独占
的権利を与えて保護することを中心とした法システムです。知的財産の領域は、はっきりと定義することが困難なほど、
社会経済の急速な変化に伴って拡大しています。
　人類はある意味模倣によって発展してきたといえるので、情報の利用は原則として自由とすべきです。しかし、すべて
の情報の利用行為がなされるままとなれば、かえって新たな創作活動やそれに対する資本投下の意欲も減退するでしょ
う。ここでは、情報の自由利用の側面と創作者の独占的利益保護の適切なバランスという視点が重要です。また、情報は
国境を越えて流通するので、権利侵害は国際的な問題になっています。
　現在、国家や企業の戦略としても知的財産の重要性は増しており、たとえば「知的財産推進計画 2016」では、知的財産
法の知識を備えた知財人材育成の充実の必要性が指摘されています。
　そこでこの授業では、新聞報道や最新の裁判例などにも注意しながら、著作権法を中心に学び、その基礎的な知識の修
得を目指します。

■達成目標■達成目標

①知的財産法（とくに著作権法）の基礎的知識を身に付けることができる。
②重要な論点について説明することができる 。
③重要判例に対する自らの見解を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　知的財産制度の概要
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第２回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作物性（思想または感情、創作性）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第３回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作物の種類（言語の著作物、音楽の著作物、美術の著作物、映画の著作物）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第４回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　既存の著作物を基礎とした著作物（二次的著作物、編集著作物）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第５回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作者（著作者、共同著作者）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第６回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　職務著作（職務著作、映画の著作物の著作者・著作権者）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第７回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作者人格権（公表権、氏名表示権、同一性保持権）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第８回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　みなし侵害・保護期間（違法複製物の頒布目的での輸入等）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第９回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作権の制限①（私的使用のための複製、図書館における複製、引用）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第10回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作権の制限②（教育のための利用、営利を目的としない上演等）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第11回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作権侵害に対する救済（損害賠償請求、差止請求、原状回復等措置請求）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。
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第12回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作隣接権（実演家の権利、放送事業者、有線放送事業者）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第13回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　デジタル社会における具体的な著作権問題
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第14回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　著作権の国際的問題
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

第15回 【事前学修】　テキストの該当部分を読んで、内容を理解しておいてください。事案について報告（説明）して
もらうこともあるので、予め指名された方は準備しておいてください。
【授業内容】　まとめ（著作権法）
【事後学修】　授業のポイントを振り返り、説明できるようにしておいてください。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

配分割合：課題等 50％　議論参加状況 50％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）参考書や予め配布する講義内容に目を通してきてください。
（2）条文は必携です。特許法、意匠法、商標法、著作権法、不正競争防止法の掲載されている六法、あるいはそれらのコ
ピーを講義予定に照らして各自で用意してください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

知的財産法応用講義Ⅰ

■テキスト■テキスト

茶園成樹『著作権法』（有斐閣、第2版）

■参考文献■参考文献

適宜指示します
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横田　尚昌

商法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

取締役の義務と責任をめぐる判例・裁判例の学習（Ⅱ）

■講義内容■講義内容

・会社法の成立に至るまでに幾度も行われてきた商法改正の経緯を踏まえながら、毎回取り上げる判例を基準にこれまで
の判例・学説の流れを整理する。
・企業と接点をもつときに必要となってくる株式会社の法的構造についての基礎知識・基礎概念の定着を図る。
・各回に取り上げる判例・裁判例について、どのようなことが争われ、何が議論の対象となっているのかを明確にする。
・この演習は、３年次に学んだことをもう一度振り返って理解を定着させ深化させることを目的とする。

■達成目標■達成目標

・学部在学中に履修した会社法において修得した基礎的知識を踏まえて、各回の授業内容に示された項目に係る重要な判
例・裁判例を検索し、その論点と争点を体系的に理解できる。
・会社法改正が幾度も行われてきたこととの関係を理解したうえで、新たに設けられた諸制度の意義と立法的背景を理解
することができる。
・株式会社組織の中における取締役の位置づけについて、その理論と現実に隅たりがあるところを把握することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　株式会社の法的構造と機能の中心部分を確認する。
【授業内容】　この授業の達成目標について説明する。文献の渉猟の仕方について確認する。
【事後学修】　授業準備と報告に向けての計画をたてておく。

第２回 【事前学修】　株式会社が何のためにあるのかを再確認する。
【授業内容】　株式会社の法的構造について担当者からの解説を受ける。
【事後学修】　株式会社の法的構造について整理する。

第３回 【事前学修】　株主総会決議について整理復習する。
【授業内容】　取締役選任決議の不存在とその後の取締役選任決議の効力
【事後学修】　取締役選任決議の不存在の場合の法的対処について見直しておく。

第４回 【事前学修】　取締役の選任について確認する。
【授業内容】　取締役の解任
【事後学修】　取締役の解任をめぐる紛争について、整理・確認しておく。

第５回 【事前学修】　株主総会決議取消しの訴えについて復習する。
【授業内容】　取締役選任決議取消の訴え－役員が退任した場合と訴えの利益
【事後学修】　決議取消しの訴えについて、留意すべきことを確認しておく。

第６回 【事前学修】　取締役の業務執行の内容について確認する。
【授業内容】　取締役の職務執行停止仮処分の効力
【事後学修】　取締役の職務執行の法的性質について判例・学説を見直しておく。

第７回 【事前学修】　取締役の法令違反について復習する。
【授業内容】　取締役の責任と法令違反
【事後学修】　取締役の職務執行における法令違反とは何かについて確認しておく。

第８回 【事前学修】　取締役の経営判断原則とは何かを確認する。
【授業内容】　取締役の注意義務と経営判断原則
【事後学修】　経営判断原則の適用の在り方について、学説の対立状況を見直しておく。

第９回 【事前学修】　内部統制システムの在り方について考える
【授業内容】　取締役の監督義務と内部統制体制
【事後学修】　内部統制体制の構築の在り方について見直しておく。

第10回 【事前学修】　会社の計算について復習する。
【授業内容】　公正な会計慣行と取締役等の責任
【事後学修】　公正な会計慣行について見直しておく。

第11回 【事前学修】　代表取締役の権限について復習する。
【授業内容】　代表取締役職務代行者による臨時総会の招集と会社の常務
【事後学修】　代表取締役の権限について、整理し確認しておく。

第12回 【事前学修】　取締役会の決議事項について復習する。
【授業内容】　取締役会決議が必要な重要な財産の処分
【事後学修】　取締役会決議なき取締役の業務執行について、法律はどのような対処をとっているのを見直して
おく。

第13回 【事前学修】　取締役の第三者に対する責任が生ずる場合を考える。
【授業内容】　取締役の第三者に対する責任の法意
【事後学修】　取締役が直接に対外的な第三者に対して責任を負うべき場合について、争点を整理し見直してお
く。

第14回 【事前学修】　取締役の業務監視義務について復習する。
【授業内容】　取締役の監視義務と対第三者責任
【事後学修】　監視義務の射程範囲について、判例・学説の流れを整理し確認しておく。

第15回 【事前学修】　計算書類の構造について復習する。
【授業内容】　計算書類の虚偽記載と対第三者責任
【事後学修】　計算書類のしくみについて、見直しておく。
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第16回 【事前学修】　民法の表見代理について復習する。
【授業内容】　表見代表取締役と第三者の過失
【事後学修】　表見代表取締役と会社との関係について、学説の対立状況を見直しておく。

第17回 【事前学修】　取締役の不実登記について復習する。
【授業内容】　選任決議を欠く登記簿上の取締役と対第三者責任
【事後学修】　取締役の登記の効力について確認し、学説の状況を見直しておく。

第18回 【事前学修】　取締役の登記の効力について復習する。
【授業内容】　辞任登記未了の辞任取締役と対第三者責任
【事後学修】　悪意擬制の効力の意義とその問題点について見直しておく。

第19回 【事前学修】　競業取引規制について確認する。
【授業内容】　退任取締役による競業会社設立・従業員引き抜きと忠実義務違反
【事後学修】　退任取締役の行為と会社の責任について、何が問題の要であるのかを確認しておく。

第20回 【事前学修】　競業取引規制について復習する。
【授業内容】　取締役の競業避止義務
【事後学修】　競業取引とは何かについて、確認しておく。

第21回 【事前学修】　利益相反取引とは何かを確認する。
【授業内容】　株主全員の合意と利益相反取引
【事後学修】　会社に対する株主の利害について、利益相反取引の法規制とその効果を見直しておく。

第22回 【事前学修】　手形行為の意義と特徴について確認する。
【授業内容】　手形行為と利益相反取引
【事後学修】　手形行為の意義について理解しておく。

第23回 【事前学修】　間接取引の事例を示せるようにする。
【授業内容】　利益相反の間接取引
【事後学修】　間接取引とは何かについて、判例にあらわれた争点を見直して学説を整理しておく。

第24回 【事前学修】　取締役会の権限について復習する。
【授業内容】　取締役会決議を経ない取引の効力
【事後学修】　取締役会の活動について、整理しておく。

第25回 【事前学修】　取締役会の招集手続について整理確認する。
【授業内容】　招集手続の暇疵と取締役会決議の効力
【事後学修】　取締役会の運営について、ゼミの時間にとったメモを見直しておく。

第26回 【事前学修】　代表取締役の義務と責任について確認する。
【授業内容】　代表取締役解任の取締役会決議と特別利害関係
【事後学修】　取締役会における代表取締役解任の意義とその効果について、問題点を見直しておく。

第27回 【事前学修】　どのような場合に違法行為の差止ができるのかを考える。
【授業内容】　違法行為の差止請求権
【事後学修】　差止請求の実効性について見直しておく。

第28回 【事前学修】　どのような場合に、取締役は株主代表訴訟によってその責任を追及されるのかを考える。
【授業内容】　株主代表訴訟の対象となる取締役の責任
【事後学修】　実際に株主代表訴訟が提起された場合に、何が問題となるのかを整理し確認しておく。

第29回 【事前学修】　どのような場合に、担保提供が求められるのかを考える。
【授業内容】　株主代表訴訟と担保提供
【事後学修】　担保提供手続の実際について確認しておく。

第30回 【事前学修】　なぜ会社が株主代表訴訟の被告側に補助参加することが問題なのか、会社と株主との関係を復習
して考える。
【授業内容】　株主代表訴訟の被告側への会社の補助参加の可否
【事後学修】　原告たる株主と補助参加する会社との関係について、何が問題となるのかを確認し見直してお
く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・無断欠席の傾向が強い者は、単位修得資格を失う（無断欠席の定義については、本演習第一回目に、担当者が参加学生
の状況を見て明確にする｡）。
・判例・学説の要約の仕方の正確さと的確性を注視して評価する。
・レジュメまたは黒板への板書の書き方について、なるべく簡潔に、一見して論点がわかる書き方をすれば高い評価が得
られる。
・担当者からの質問に対して的確に答えたり、積極的に質問したりすれば高く評価される。
・評価割合は、演習での議論参加状況50％レポート50％とする。
・なお、評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
・おって、レポート提出又は小テストを実施した後には、必ず授業での口述又はプリント配付の方法によって出題の趣旨
と評価の際の着眼点を解説したうえで、解答の傾向とその問題点を明らかにし、もって達成目標成就のために必要な事項
の再確認と基礎力の定着を促すというフィードバックを行います。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・判例百選や判例批評についての自らに編集・要点整理したレジュメを用意できるようにする。
・報告の際、「ここでは、何が問題であり、どのように議論が展開しているのか」という類の質問を受けたら、１分以内
で要領良く説明できるためにはどうすればよいか考える。
・論理的な流れをもって各判例に現れた会社法上の重要論点を説明できるようにする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

商法、民法、民事訴訟法の各科目。

■テキスト■テキスト

『会社法判例百選』（有斐閣）の最新版

■参考文献■参考文献

授業中に紹介する。
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菊地　雄介

商法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

企業組織法・企業結合法の諸相

■講義内容■講義内容

単体企業とグループ企業にまたがる企業組織の法的規律を分野横断的に扱う。伝統的に、企業組織規律に関係する利害関
係者相互の利益調整を主眼とする会社法が主要な対象となるが、競争秩序維持法としての独占禁止法上の企業集中規制
や、さらには法人税法上の組織再編税制等にも視野を広げる予定である。

■達成目標■達成目標

①単体企業の法規制とグループ企業の法規制とでどのような視点の相違が重要になるかを、具体例に即して説明できる。
②企業組織規律における会社法的観点と競争法的観点の差異、会社法の実体法的規律と租税法上の税効果の視点との機能
的な交錯を、具体例に即して説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月25日刊行、ISBN978-4-589-04217-
0）から会社・組合・有限責任事業組合の記述を読み込み、根拠条文と照らし合わせておくこと。
【授業内容】　企業組織法の多元的把握：会社・組合・有限責任事業組合の異同
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第２回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）により、持分会社と株式会社の
基本的な異同を調べ、根拠条文を確認しておくこと。
【授業内容】　会社の（人的・物的）組織構造
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第３回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、会社をめぐる関係当事者
間の利害調整規範としての会社法に関する記述を読み込んでおくこと。
【授業内容】　会社法上の主要な利害関係主体：出資者（社員・株主）と会社債権者の利益調整
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第４回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、現行株式会社法上の経営
体制と経営監視体制に関する多様な選択肢を確かめておくこと。
【授業内容】　株式会社の経営機構と経営監視体制：株主・経営者間の権限分配秩序
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第５回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、親子会社関係および完全
親子会社関係に関する記述を読み込み、親子会社関係創設の手法をも確かめておくこと。
【授業内容】　会社法上の親子会社規整
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第６回 【事前学修】　アメリカ法上の LLC と LLP を継受した合同会社と有限責任事業組合に関し、アメリカでは構成
員課税の選択が可能なのに対し、日本ではその本格導入が頓挫した経緯を調べておくこと。
【授業内容】　合同会社・有限責任事業組合とパススルー課税（構成員課税）論
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第７回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、企業再編行為に関する記
述を通読しておくこと。必要に応じて根拠条文をまめに確認しておくことが望ましい。
【授業内容】　グループ企業法制の現状と将来的展望
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第８回 【事前学修】　前回の事前学修に加えて、親子会社関係における親会社株主の子会社に関する代表訴訟の制度
（多重代表訴訟）や会計帳簿閲覧権などに関する記述を読み込んでおくこと。
【授業内容】　グループ経営の合理化とグループ会社株主の保護：グループ・ガバナンスの整備
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第９回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、会社の組織再編と企業買
収に関する記述の箇所をもれなく探し、丁寧に読み込んでおくこと。
【授業内容】　グループ企業の組織再編とＭ＆Ａの選択肢
【事後学修】　事前学修の成果に授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げること。

第10回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、会社の経営統合を実現さ
せる完全親子会社関係の創設手段に関する制度の記述を探し出し、読み込んでおくこと。
【授業内容】　グループ企業の経営統合：純粋持株会社の活用
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第11回 【事前学修】　第 7 回の事前学修項目の中から、特に組織再編および広義の企業再編を行うための制度的な選択
肢を整理し、それら相互間の異同を確認しておくこと。
【授業内容】　会社法上の組織再編・企業再編に関する諸制度
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。
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第12回 【事前学修】　菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年4月）から、三角合併その他の三角組
織再編に関する記述を見つけて読み込み、根拠条文を確認しておくこと。
【授業内容】　会社法上の三角組織再編
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第13回 【事前学修】　独占禁止法上の企業結合規制を条文と照らし合わせながら概観し、会社法上の企業再編に関する
規律と見比べて、両者がどのように異なる機能を果たしているか、確かめておくこと。
【授業内容】　企業再編における独占禁止法と会社法の交錯
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第14回 【事前学修】　独占禁止法のテキストに基づき、独禁法上の企業結合規制につき基調報告ができるだけの下準備
を進めておくこと。
【授業内容】　独占禁止法上の企業結合規制
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を次
回授業時に提出すること。

第15回 【事前学修】　法人税法上の組織再編税制につき、根拠条文にあたりながら概要を調べておくこと。
【授業内容】　企業組織再編税制とグループ法人税制
【事後学修】　事前学修の成果に今回の授業上の新たな知見を加味して、学修レポートに仕上げ、その成果を担
当教員に提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（1）授業での質疑応答（40 点）＋ （2）15 回分の学修レポートの提出（60 点）
成績評価の基準は以下のとおりとする。
（1）授業での質疑応答については、各授業回の授業内容に即して、教育目標①と②に相応する具体的説明を対話形式で求
め、その成果の進捗具合を逐一確認していく。その際、応答内容の適切さに応じて、プラス1点またはプラス2点の積み重
ねを受講者に逐次伝えることで、各自の質疑応答点を明確化する。
（2）学修レポートに関しては、各回の授業内容が適切に捕捉・理解されているか否かを、十分なら2点、ある程度の出来
なら1点として採点し、加えて達成目標①と②に相応する具体例と結びつけられた追加学修の成果を2点または1点として採
点することで、各レポートを合計4点満点で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回の授業終了時等にあらかじめ指示された事項につき基調報告ができるだけの準備作業を進めておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

商法一般講義および商法応用講義の各科目

■テキスト■テキスト

菊地ほか『レクチャー会社法第3版』（法律文化社、2022年3月、ISBN 978-4-589-04217-0）。独禁法および租税法の分野
に関しては、開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

授業の中で随時、必要に応じて指示します。
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横田　尚昌

商法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

株式会社の法的構造と取締役の義務と責任

■講義内容■講義内容

株式会社には、その会社名義での対外的取引が行えるよう法人格が付与されている。もちろん、会社が法人格を有すると
いっても、会社の意思決定や意思表示、債権の取り立てや債務の履行といった業務執行、会社の計算、あるいはこれらに
対する監視は、やはり「自然人」が会社の機関の地位において執り行わなくてはならない。それは、あたかも機関車が客
車を牽引して仕業するように、機関が会社を運営していくものである。しかも、会社には様々な機関があり、それらが協
働して企業活動を成り立たせている。しかも昨今、その機関設計の在り方についての議論が深められ、種々の機関構造が
法制度化されている。そこでは、もはや従来の機関の理解では説明困難なしくみも出てきている。こうした中、本講義で
は、機関の作用的な側面を基本からしっかりと理解するために、とくに株式の制度と取締役の経営判断との関係に焦点を
当てて、従来の判例、裁判例にあらわれ問題の分析を行う。

■達成目標■達成目標

①会社の機関の基礎概念の要点が理解できる。
②会社の機関設計の在り方が理解できる。
③株式に係る判例・裁判例に示された事実関係を正確に把握して、取締役の判断の問題点を的確に示すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第２回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　会社の機関総論
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第３回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　取締役の責任
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第４回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　取締役の経営判断
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第５回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　内部統制システム
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第６回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　取締役会の決議が必要な重要な財産の処分
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第７回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　議決権行使阻止工作と利益供与
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第８回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　株主名簿の閲覧
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第９回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　名義書換え
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第10回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　個別株主通知と少数株主権の行使
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第11回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　譲渡制限株式
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第12回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　譲渡制限違反
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第13回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　自己株式取得
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第14回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　募集株式の有利発行
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

第15回 【事前学修】　担当者が（履修者と相談したうえで）、予め指示する内容の事前学修を行う。
【授業内容】　MBO における株式の取得価額
【事後学修】　授業で何を学んだ内容を、第三者に知らせる、ということを想定したレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学年末の定期試験（50％）と随時のレポート提出（50％）により評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

株式会社の基本的なしくみの確認と、民法総則および債権の復習が必須である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関係諸科目

■テキスト■テキスト

テキストは特に指定しない。必要に応じてレジュメを配布する。

■参考文献■参考文献

『会社法判例百選』の最新版（有斐閣）。
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佐藤　優希

民事手続法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

民事訴訟法学の基礎的な理解

■講義内容■講義内容

本講義では、民事手続法一般講義とあわせて、民事訴訟法（判決手続）全般についての学習を進める。民事訴訟法に関す
る種々の重要論点に関する学説および判例について、様々な観点から検討・考察を加え、民事訴訟法の体系的な理解およ
び民事執行・保全法についての理解も目標とする。
授業は、各判例について報告者を選定し、その報告を受けて参加者全員が討論するという方式で行う。

■達成目標■達成目標

①民事訴訟法学についての様々な論点を知るとともに、それに対する学説・判例を正確に理解することができるようにな
る。
②民事訴訟における重要論点に関する法解釈および判例解釈ができるようになる。
③民事執行・保全法における重要論点に関する法解釈および判例解釈ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究内容と民事訴訟法との関連についてまとめてくる。
【授業内容】　ガイダンス：報告者の選定、授業の進め方
【事後学修】　研究内容と民事訴訟法との関連性を整理する。

第２回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は証拠保全について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　証拠保全に関する判例検討
【事後学修】　証拠保全の判例と学説にかかる議論を整理する。

第３回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は当事者について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　当事者に関する判例検討
【事後学修】　当事者の判例と学説にかかる議論を整理する。

第４回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は管轄について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　管轄に関する判例検討
【事後学修】　管轄の判例と学説にかかる議論を整理する。

第５回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は審判権について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　審判権に関する判例検討
【事後学修】　審判権の判例と学説にかかる議論を整理する。

第６回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟行為について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　訴訟行為に関する判例検討
【事後学修】　訴訟行為の判例と学説にかかる議論を整理する。

第７回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は送達について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　送達に関する判例検討
【事後学修】　送達の判例と学説にかかる議論を整理する。

第８回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は証拠調べについて予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　証拠調べに関する判例検討
【事後学修】　証拠調べの判例と学説にかかる議論を整理する。

第９回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は立証責任について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　立証責任に関する判例検討
【事後学修】　立証責任の判例と学説にかかる議論を整理する。

第10回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は既判力について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　既判力に関する判例検討
【事後学修】　既判力の判例と学説にかかる議論を整理する。

第11回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は裁判によらない訴訟の終了について予習し、わから
ない用語は調べておく。
【授業内容】　裁判によらない訴訟の終了に関する判例検討
【事後学修】　裁判によらない訴訟の終了の判例と学説にかかる議論を整理する。

第12回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は人事訴訟について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　人事訴訟に関する判例検討
【事後学修】　人事訴訟の判例と学説にかかる議論を整理する。

第13回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は ADR について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　ADR に関する検討
【事後学修】　ADR にかかる議論を整理する。
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第14回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は民事執行について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　民事執行に関する判例検討
【事後学修】　民事執行の判例と学説にかかる議論を整理する。

第15回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は民事保全について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　民事保全に関する判例検討
【事後学修】　民事保全の判例と学説にかかる議論を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および質疑応答（80％）、課題レポート（20％）。
具体的な評価基準は、第1回目の授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は報告のための十分な準備をし、他の受講生は討論のための予習をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連科目。民事手続法一般講義。

■テキスト■テキスト

開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

必要に応じて、適時指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先およびオフィス・アワー等については、開講時にお知らせします。
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佐藤　優希

民事手続法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

民事訴訟法における諸問題の検討

■講義内容■講義内容

本講義では、民事手続法一般講義および民事手続法応用講義Ⅰで獲得した基礎知識を深化させることを目的とした講義を
行う。授業は、報告者によるテーマの報告を受けて、参加者全員で討論するという方式で行う。
報告者は、教員と相談してテーマを決定し、テーマに関連する重要な判例や論文を網羅した上で、詳細な研究を行い、授
業において報告する。

■達成目標■達成目標

民事訴訟における最近の問題点を把握した上で、私見を述べることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究内容と民事訴訟法との関連についてまとめてくる。
【授業内容】　ガイダンス：授業の進め方、報告内容の決定
【事後学修】　研究内容と民事訴訟法との関連性を整理する。

第２回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は裁判所、管轄について予習し、わからない用語は調
べておく。
【授業内容】　裁判所、管轄
【事後学修】　裁判所、管轄の判例と学説にかかる議論を整理する。

第３回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は当事者の確定、当事者能力について予習し、わから
ない用語は調べておく。
【授業内容】　当事者の確定、当事者能力
【事後学修】　当事者の確定、当事者能力の判例と学説にかかる議論を整理する。

第４回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟能力について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　訴訟能力
【事後学修】　訴訟能力の判例と学説にかかる議論を整理する。

第５回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟上の代理人について予習し、わからない用語は
調べておく。
【授業内容】　訴訟上の代理人
【事後学修】　訴訟上の代理人の判例と学説にかかる議論を整理する。

第６回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴えの類型について予習し、わからない用語は調べ
ておく。
【授業内容】　訴えの類型
【事後学修】　訴えの類型の判例と学説にかかる議論を整理する。

第７回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟要件について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　訴訟要件
【事後学修】　訴訟要件の判例と学説にかかる議論を整理する。

第８回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟物について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　訴訟物
【事後学修】　訴訟物の判例と学説にかかる議論を整理する。

第９回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は処分権主義について予習し、わからない用語は調べ
ておく。
【授業内容】　処分権主義
【事後学修】　処分権主義の判例と学説にかかる議論を整理する。

第10回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は一部請求、訴え提起の効果について予習し、わから
ない用語は調べておく。
【授業内容】　一部請求、訴え提起の効果
【事後学修】　一部請求、訴え提起の効果の判例と学説にかかる議論を整理する。

第11回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は審理原則、訴訟指揮権について予習し、わからない
用語は調べておく。
【授業内容】　審理原則、訴訟指揮権
【事後学修】　審理原則、訴訟指揮権の判例と学説にかかる議論を整理する。

第12回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は送達、期日・機関について予習し、わからない用語
は調べておく。
【授業内容】　送達、期日・機関
【事後学修】　送達、期日・機関の判例と学説にかかる議論を整理する。

第13回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は口頭弁論について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　口頭弁論
【事後学修】　口頭弁論の判例と学説にかかる議論を整理する。

第14回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は弁論主義について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　弁論主義
【事後学修】　弁論主義の判例と学説にかかる議論を整理する。
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第15回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は職権探知主義について予習し、わからない用語は調
べておく。
【授業内容】　職権探知主義
【事後学修】　職権探知主義の判例と学説にかかる議論を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および質疑応答（80％）、小論文の提出（20％）。
民事訴訟における最近の問題点を把握したうえで、私見を述べることができるどうかを評価します。
具体的な評価基準は、第1回目の授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は報告のための十分な準備をし、他の受講生は討論のための予習をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連科目。民事手続法一般講義および民事手続法応用講義Ⅰ。

■テキスト■テキスト

開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

必要に応じて、適宜指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先およびオフィス・アワー等については、開講時にお知らせします。
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佐藤　優希

民事手続法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

民事訴訟法における諸問題の検討

■講義内容■講義内容

本講義は、民事手続法応用講義 Ⅰ およびⅡ の継続科目である。民事訴訟法の重要論点について、とりわけ最近の問題点
について、報告者によるテーマの報告を受けて、参加者全員で討論するという方式で行う。
報告者は、教員と相談してテーマを決定し、テーマに関連する重要な判例や論文を網羅した上で、詳細な研究を行い、授
業において報告する。

■達成目標■達成目標

民事訴訟における最近の問題点を把握した上で、私見を述べることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は当事者の訴訟行為について予習し、わからない用語
は調べておく。
【授業内容】　当事者の訴訟行為
【事後学修】　当事者の訴訟行為の判例と学説にかかる議論を整理する。

第２回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は証拠、証明と疎明について予習し、わからない用語
は調べておく。
【授業内容】　証拠、証明と疎明
【事後学修】　証拠、証明と疎明の判例と学説にかかる議論を整理する。

第３回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は自由心証主義について予習し、わからない用語は調
べておく。
【授業内容】　自由心証主義
【事後学修】　自由心証主義の判例と学説にかかる議論を整理する。

第４回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は証拠調べについて予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　証拠調べ
【事後学修】　証拠調べの判例と学説にかかる議論を整理する。

第５回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は証拠保全について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　証拠保全
【事後学修】　証拠保全の判例と学説にかかる議論を整理する。

第６回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は立証責任について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　立証責任
【事後学修】　立証責任の判例と学説にかかる議論を整理する。

第７回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴訟の終了、判決の種類について予習し、わからな
い用語は調べておく。
【授業内容】　訴訟の終了、判決の種類
【事後学修】　訴訟の終了、判決の種類の判例と学説にかかる議論を整理する。

第８回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は既判力の範囲について予習し、わからない用語は調
べておく。
【授業内容】　既判力の範囲
【事後学修】　既判力の範囲の判例と学説にかかる議論を整理する。

第９回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴えの取下げについて予習し、わからない用語は調
べておく。
【授業内容】　訴えの取下げ
【事後学修】　訴えの取下げの判例と学説にかかる議論を整理する。

第10回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は請求の放棄・認諾、訴訟上の和解について予習し、
わからない用語は調べておく。
【授業内容】　請求の放棄・認諾、訴訟上の和解
【事後学修】　請求の放棄・認諾、訴訟上の和解の判例と学説にかかる議論を整理する。

第11回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は訴えの客観的併合について予習し、わからない用語
は調べておく。
【授業内容】　訴えの客観的併合
【事後学修】　訴えの客観的併合の判例と学説にかかる議論を整理する。

第12回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は共同訴訟について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　共同訴訟
【事後学修】　共同訴訟の判例と学説にかかる議論を整理する。

第13回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は上訴について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　上訴
【事後学修】　上訴の判例と学説にかかる議論を整理する。

第14回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は略式手続について予習し、わからない用語は調べて
おく。
【授業内容】　略式手続
【事後学修】　略式手続の判例と学説にかかる議論を整理する。
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第15回 【事前学修】　報告者は報告レジュメを作成する。参加者は ADR について予習し、わからない用語は調べてお
く。
【授業内容】　ADR
【事後学修】　ADR にかかる議論を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における報告および質疑応答（80％）、小論文の提出（20％）。
民事訴訟における最近の問題点を把握したうえで、私見を述べることができるどうかを評価します。
具体的な評価基準は、第1回目の授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は報告のための十分な準備をし、他の受講生は討論のための予習をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連科目。民事手続法一般講義および民事手続法応用講義 Ⅰ・Ⅱ。

■テキスト■テキスト

開講時に指示します。

■参考文献■参考文献

必要に応じて、適宜指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先およびオフィス・アワー等については、開講時にお知らせします。
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阿部　未央

労働法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

労働法に関する主要論点の検討

■講義内容■講義内容

この講義では、労働法の主要な論点について、労働基準法、労働契約法、男女雇用機会均等法などの関連法規を解説する
とともに、裁判例や学説を批判的に分析し、解釈論上・立法政策論上の課題を検討する。

■達成目標■達成目標

①労働法の基本的な用語や理念を理解することができる。
②雇用の場面において問題を的確に捉える力、論理的に考える力を身につけることができる。
③裁判例を通じてその具体的な適用の様相を把握するととともに、解釈論上・立法施策論上の課題を認識することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　 本講義の内容と運営方法を理解する。
【授業内容】　 ガイダンス
【事後学修】　 授業で紹介されたテーマのほか自分の興味のあるテーマについて調べてみる。

第２回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「長時間労働」に関するこれまでの法規制の内容と問題点
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第３回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「長時間労働」に関する新しい法規制の内容
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第４回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「長時間労働」に関する今後の課題
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第５回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「賃金」に関する法規制の内容
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第６回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「賃金」に関する裁判例の検討
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第７回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「賃金」に関する今後の課題
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第８回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「配転・出向」に関する法規制の内容
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第９回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「配転」に関する裁判例の検討
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第10回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「出向」に関する裁判例の検討
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第11回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「配転・出向」に関する今後の課題
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第12回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「育児・介護休業」に関する法規制の内容
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第13回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「育児・介護休業」に関する裁判例の検討
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第14回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 「育児・介護休業」に関する今後の課題
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第15回 【事前学修】　 参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　 第14回までの主要論点に関するまとめ
【事後学修】　 講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での質疑応答に基づく平常点（40%）と授業中の報告内容（60％）によって評価する。
授業の到達目標で示した労働法の基本的な枠組みの理解や解釈論上・立法施策論上の課題認識ができているかを評価の基
準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

レジュメや関連判例を参照して講義の理解度を確かめる。ネット、テレビ、新聞などを通して、労働問題に関心をもつ。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法一般講義
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■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

別冊ジュリスト『労働判例百選（第9版）』（有斐閣、2016年）ISBN9784641115316
水町勇一郎『労働法（第8版）』（有斐閣、2020年）ISBN9784641243361
水町勇一郎『詳解 労働法』（東京大学出版、2019年）ISBN9784130311922
ほか初回に説明する。

法

律

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 899 -



阿部　未央

労働法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

労働法に関する主要論点の検討

■講義内容■講義内容

この講義では、労働法の主要な論点について、労働基準法、労働契約法、男女雇用機会均等法などの関連法規を解説する
とともに、裁判例や学説を批判的に分析し、解釈論上・立法政策論上の課題を検討する。

■達成目標■達成目標

①労働法の基本的な用語や理念を理解することができる。
②雇用の場面において問題を的確に捉える力、論理的に考える力を身につけることができる。
③裁判例を通じてその具体的な適用の様相を把握するととともに、解釈論上・立法施策論上の課題を認識することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本講義の内容と運営方法を理解する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で紹介されたテーマのほか自分の興味のあるテーマについて調べてみる。

第２回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「セクシュアルハラスメント」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第３回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「セクシュアルハラスメント」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第４回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「セクシュアルハラスメント」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第５回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「パワーハラスメント」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第６回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「パワーハラスメント」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第７回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「パワーハラスメント」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第８回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「外国人技能実習制度」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第９回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「外国人技能実習制度」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第10回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「外国人技能実習制度」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第11回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「同一労働同一賃金」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第12回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「同一労働同一賃金」に関する裁判例の検討１
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第13回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「同一労働同一賃金」に関する裁判例の検討２
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第14回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「同一労働同一賃金」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第15回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　第14回までの主要論点に関するまとめ
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での質疑応答に基づく平常点（40%）と授業中の報告内容（60％）によって評価する。
授業の到達目標で示した労働法の基本的な枠組みの理解や解釈論上・立法施策論上の課題認識ができているかを評価の基
準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

レジュメや関連判例を参照して講義の理解度を確かめる。ネット、テレビ、新聞などを通して、労働問題に関心をもつ。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法一般講義

法

律

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 900 -



■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

別冊ジュリスト『労働判例百選（第9版）』（有斐閣、2016年）ISBN
9784641115316
水町勇一郎『労働法（第8版）』（有斐閣、2020年）ISBN9784641243361
水町勇一郎『詳解 労働法』（東京大学出版、2019年）ISBN9784130311922
ほか初回に説明する。
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阿部　未央

労働法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

労働法に関する主要論点の検討

■講義内容■講義内容

この講義では、労働法の主要な論点について、労働基準法、労働契約法、男女雇用機会均等法などの関連法規を解説する
とともに、裁判例や学説を批判的に分析し、解釈論上・立法政策論上の課題を検討する。

■達成目標■達成目標

①労働法の基本的な用語や理念を理解することができる。
②雇用の場面において問題を的確に捉える力、論理的に考える力を身につけることができる。
③裁判例を通じてその具体的な適用の様相を把握するととともに、解釈論上・立法施策論上の課題を認識することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本講義の内容と運営方法を理解する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業で紹介されたテーマのほか自分の興味のあるテーマについて調べてみる。

第２回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「労働者性」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第３回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「労働者性」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第４回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「労働者性」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第５回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「解雇」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第６回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「解雇」に関する裁判例の検討１
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第７回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「解雇」に関する裁判例の検討２
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第８回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「解雇」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第９回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「定年制・高齢者雇用」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第10回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「定年制・高齢者雇用」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第11回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「定年制・高齢者雇用」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第12回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「副業」に関する法規制の内容
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第13回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「副業」に関する裁判例の検討
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第14回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　「副業」に関する今後の課題
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

第15回 【事前学修】　参考資料などの該当箇所を読み、疑問点をピックアップしておく。
【授業内容】　第14回までの主要論点に関するまとめ
【事後学修】　講義内容を振り返り、授業中に参照した裁判例や記事などを活用して発展させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での質疑応答に基づく平常点（40%）と授業中の報告内容（60％）によって評価する。
授業の到達目標で示した労働法の基本的な枠組みの理解や解釈論上・立法施策論上の課題認識ができているかを評価の基
準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

レジュメや関連判例を参照して講義の理解度を確かめる。ネット、テレビ、新聞などを通して、労働問題に関心をもつ。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

別冊ジュリスト『労働判例百選（第9版）』（有斐閣、2016年）ISBN9784641115316
水町勇一郎『労働法（第8版）』（有斐閣、2020年）ISBN9784641243361
水町勇一郎『詳解 労働法』（東京大学出版、2019年）ISBN9784130311922
ほか初回に説明する。
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佐々木　くみ

憲法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

名誉毀損表現に関わる裁判例の研究

■講義内容■講義内容

名誉毀損表現に関わる裁判例を取り上げ、名誉毀損表現をとりまく憲法問題について検討します。
各裁判例につき、最初の回で担当者に報告してもらい、次の回で報告をもとにした議論・分析を行います。

■達成目標■達成目標

名誉毀損表現に関する裁判例及び論文を分析し、理解を深める。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に指定する「リーガルリサーチ」に関する書籍を一読する
【授業内容】　憲法判例の調べ方・読み方
【事後学修】　学修したことを踏まえ、名誉毀損に関わる判例①を探す

第２回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例①の報告の準備をする
【授業内容】　判例①報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例①の報告の内容について再検討する

第３回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例①議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例①の議論・分析を踏まえ、判例①の報告内容について再考する。

第４回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例②の報告の準備をする
【授業内容】　判例②報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例②の報告の内容について再検討する

第５回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例②議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例②の議論・分析を踏まえ、判例②の報告内容について再考する。

第６回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例③の報告の準備をする
【授業内容】　判例③報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例③の報告の内容について再検討する

第７回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例③議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例③の議論・分析を踏まえ、判例③の報告内容について再考する。

第８回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例④の報告の準備をする
【授業内容】　判例④報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例④の報告の内容について再検討する

第９回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例④議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例④の議論・分析を踏まえ、判例④の報告内容について再考する。

第10回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例⑤の報告の準備をする
【授業内容】　判例⑤報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例⑤の報告の内容について再検討する

第11回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例⑤議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例⑤の議論・分析を踏まえ、判例⑤の報告内容について再考する。

第12回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例⑥の報告の準備をする
【授業内容】　判例⑥報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例⑥の報告の内容について再検討する

第13回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例⑥議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例⑥の議論・分析を踏まえ、判例⑥の報告内容について再考する。

第14回 【事前学修】　名誉毀損に関わる判例⑦の報告の準備をする
【授業内容】　判例⑦報告
【事後学修】　名誉毀損に関わる判例⑦の報告の内容について再検討する

第15回 【事前学修】　前回の報告を踏まえた議論・分析の準備をする
【授業内容】　判例⑦議論・分析
【事後学修】　講義での名誉毀損に関わる判例⑦の議論・分析を踏まえ、判例⑦の報告内容について再考する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各回の準備（30%）　各回の議論（30%）　提出レポート（40%）
評価基準：記述の適切さ（100%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、予定判例について報告が出来るだけの準備をすること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法一般講義、憲法応用講義Ⅱ・Ⅲ

■テキスト■テキスト

開講時に指示します
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■参考文献■参考文献

必要に応じて指示します
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佐々木　くみ

憲法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

憲法に関わる最高裁判例の再検討

■講義内容■講義内容

『論究ジュリスト 2012 年春号』に掲載されている諸論文と、それらの論文で評釈されている最高裁判例とを予め読んで
きてもらい、質疑応答をしながら授業をすすめる。

■達成目標■達成目標

憲法の最高裁判例を、評釈を踏まえながら、読むことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　警察予備隊違憲訴訟の判決と評釈を用意する
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、警察予備隊違憲訴訟の判決と評釈を一読する

第２回 【事前学修】　警察予備隊違憲訴訟の判決を読み込む
【授業内容】　警察予備隊違憲訴訟①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、警察予備隊違憲訴訟の判決を読み込む

第３回 【事前学修】　警察予備隊違憲訴訟の評釈を読み込む
【授業内容】　警察予備隊違憲訴訟②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、警察予備隊違憲訴訟の評釈と評釈を照らし合わせる

第４回 【事前学修】　猿払事件判決を読み込む
【授業内容】　猿払事件判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、猿払事件判決を読み込む

第５回 【事前学修】　猿払事件判決の評釈を読み込む
【授業内容】　猿払事件判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、猿払事件判決の評釈と判決を照らし合わせる

第６回 【事前学修】　三菱樹脂事件判決を読み込む
【授業内容】　三菱樹脂事件判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、三菱樹脂事件判決を読み込む

第７回 【事前学修】　三菱樹脂事件判決の評釈を読み込む
【授業内容】　三菱樹脂事件判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、三菱樹脂事件判決の評釈と判決を照らし合わせる

第８回 【事前学修】　投票価値の平等に関する判決を読み込む
【授業内容】　投票価値の平等①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、投票価値の平等に関する判決を読み込む

第９回 【事前学修】　投票価値の平等に関する判決の評釈を読み込む
【授業内容】　投票価値の平等②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、投票価値の平等に関する判決の評釈と判決を照らし合わせる

第10回 【事前学修】　北方ジャーナル事件判決を読み込む
【授業内容】　北方ジャーナル事件判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、北方ジャーナル事件判決を読み込む

第11回 【事前学修】　北方ジャーナル事件判決の評釈を読み込む
【授業内容】　北方ジャーナル事件判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、北方ジャーナル事件判決の評釈を判決を照らし合わせる

第12回 【事前学修】　南九州税理士会事件判決を読み込む
【授業内容】　南九州税理士会事件判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、南九州税理士会事件判決を読み込む

第13回 【事前学修】　南九州税理士会事件判決の評釈を読み込む
【授業内容】　南九州税理士会事件判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、南九州税理士会事件判決の評釈と判決を照らし合わせる

第14回 【事前学修】　憲法訴訟論に関する論文を読み込む
【授業内容】　憲法訴訟論
【事後学修】　憲法訴訟論について検討する

第15回 【事前学修】　判例評釈する判決を探す
【授業内容】　判例評釈の書き方
【事後学修】　判例評釈を執筆する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標について、①授業での参加態度（40％）と②提出してもらう判例評釈の内容（60％）から、総合的に評価しま
す。
評価基準：授業内容への興味関心の高さ（40%）・記述の適切さ（60%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①学部の時に学んだ憲法の基礎知識を復習しておく
②教材となる論文と判例を熟読する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法一般講義、憲法応用講義Ⅰ・Ⅲ
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■テキスト■テキスト

論究ジュリスト 2012 年春号、各最高裁判例

■参考文献■参考文献

授業中適宜指示します。
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佐々木　くみ

憲法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

憲法に関わる最高裁判例の再検討と評釈執筆

■講義内容■講義内容

『論究ジュリスト 2012 年春号』に掲載されている諸論文と、それらの論文で評釈されている最高裁判例とを予め読んで
きてもらい、質疑応答をしながら授業をすすめる。

■達成目標■達成目標

憲法の最高裁判例を、学説を踏まえながら、評釈することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　在外国民選挙権訴訟判決と評釈を用意する
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、在外国民選挙権訴訟判決と評釈を一読する

第２回 【事前学修】　在外国民選挙権訴訟判決を読み込む
【授業内容】　在外国民選挙権訴訟①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、在外国民選挙権訴訟判決を読み込む

第３回 【事前学修】　在外国民選挙権訴訟判決の評釈を読み込む
【授業内容】　在外国民選挙権訴訟②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、在外国民選挙権訴訟判決の評釈と判決を照らし合わせる

第４回 【事前学修】　広島市暴走族追放条例事件判決を読み込む
【授業内容】　広島市暴走族追放条例事件判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、広島市暴走族追放条例事件判決を読み込む

第５回 【事前学修】　広島市暴走族追放条例事件判決を読み込む
【授業内容】　広島市暴走族追放条例事件判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、広島市暴走族追放条例事件判決の評釈と判決を照らし合わせる

第６回 【事前学修】　国籍法違憲判決を読み込む
【授業内容】　国籍法違憲判決①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、国籍法違憲判決を読み込む

第７回 【事前学修】　国籍法違憲判決の評釈を読み込む
【授業内容】　国籍法違憲判決②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、国籍法違憲判決の評釈と判決を照らし合わせる

第８回 【事前学修】　日の丸・君が代訴訟に関する判決を読み込む
【授業内容】　日の丸・君が代訴訟①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、日の丸・君が代訴訟に関する判決を読み込む

第９回 【事前学修】　日の丸・君が代訴訟に関する判決の評釈を読み込む
【授業内容】　日の丸・君が代訴訟②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、日の丸・君が代訴訟に関する判決の評釈と判決を照らし合わせる

第10回 【事前学修】　住基ネット訴訟判決を読み込む
【授業内容】　住基ネット訴訟①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、住基ネット訴訟判決を読み込む

第11回 【事前学修】　住基ネット訴訟判決の評釈を読み込む
【授業内容】　住基ネット訴訟②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、住基ネット訴訟判決の評釈と判決を照らし合わせる

第12回 【事前学修】　空知太神社訴訟判決を読み込む
【授業内容】　空知太神社訴訟①～判例～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、空知太神社訴訟判決を読み込む

第13回 【事前学修】　空知太神社訴訟判決の評釈を読み込む
【授業内容】　空知太神社訴訟②～評釈～
【事後学修】　講義の内容を踏まえ、空知太神社訴訟判決の評釈と判決を照らし合わせる

第14回 【事前学修】　判例評釈する判決を決める
【授業内容】　判例評釈の執筆
【事後学修】　判例評釈を執筆する

第15回 【事前学修】　判例評釈を執筆する
【授業内容】　判例評釈の発表と講評
【事後学修】　判例評釈を再度推敲する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標について、①授業での参加態度（40％）②提出してもらう判例評釈の内容（60％）から総合的に評価します。
評価基準：授業内容への興味関心の高さ（40％）・記述の適切さ（60%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①学部の時に学んだ憲法の基礎知識を復習しておく
②教材となる論文と判例を熟読する

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法一般講義、憲法応用講義

■テキスト■テキスト

論究ジュリスト 2012 年春号、各最高裁判例
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■参考文献■参考文献

授業中適宜指示します。
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佐藤　英世

行政法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

行政救済法の研究 I

■講義内容■講義内容

行政救済法の体系やそれを構成する諸救済制度の内容について検討します。

■達成目標■達成目標

行政救済法の全体像を理解し、行政救済法を構成する諸救済制度における基本的論点について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、第１回から第１５回までの授業内容を確認する。
【授業内容】　行政救済法の体系（1）：行政不服審査制度の全体像
【事後学修】　行政救済法の体系について説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政救済法の体系（2）：行政事件訴訟法の全体像、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第３回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。　
【授業内容】　行政不服申立ての意義・特色、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第４回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政不服申立ての要件（1）：不服申立ての種類・対象等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第５回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政不服申立ての要件（2）：不服申立適格・不服申立期間等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第６回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政不服申立ての審理（1）：審理員による審理手続、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第７回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政不服申立ての審理（2）：行政不服審査会等による審理手続、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第８回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　特別な行政不服審査制度（1）：行政委員会による不服審査手続、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第９回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　特別な行政不服審査制度（2）：実質的証拠法則等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第10回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政事件訴訟の意義・特色、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第11回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政事件訴訟・司法権の範囲、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第12回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政事件訴訟の類型、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第13回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟の訴訟要件（1）：処分性その他、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第14回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟の訴訟要件（2）：原告適格、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第15回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟の訴訟要件（3）：訴えの利益、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生に割り当てられる課題についてレジュメを作成し、授業で報告できるように準備する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行政法一般講義

■テキスト■テキスト

最初の授業で指示します。

■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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佐藤　英世

行政法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

行政救済法の研究 II

■講義内容■講義内容

行政法応用講義Ⅰに引き続き、行政救済法の体系やそれを構成する諸救済制度の内容について検討します。

■達成目標■達成目標

行政救済法の全体像を理解し、行政救済法を構成する諸救済制度における基本的論点について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、第1回から第15回までの授業内容を確認する。
【授業内容】　取消訴訟の審理（1）：職権証拠調べ等
【事後学修】　授業で指示された課題について検討する。

第２回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟の審理（2）：立証責任等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第３回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟における判決の種類とその効力、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第４回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　取消訴訟と仮の権利保護（執行停止）、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第５回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　無効等確認訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第６回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　不作為の違法確認訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第７回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　義務付け訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第８回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　差止訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第９回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　仮の義務付けと仮の差止め、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第10回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　民衆訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第11回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　機関訴訟、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第12回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　国家賠償法 1 条（1）：国家賠償制度の沿革・国家賠償責任の性質、課題レポートについての評
価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第13回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　国家賠償法 1 条（2）：国家賠償責任の要件等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第14回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　国家賠償法 2 条（1）：国家賠償法2条の適用範囲等、課題レポートについての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第15回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　国家賠償法 2 条（2）：公の営造物の設置管理の瑕疵とその判断基準、課題レポートについての
評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生に割り当てられる課題についてレジュメを作成し、授業で報告できるように準備する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行政法応用講義 I

■テキスト■テキスト

最初の授業で指示します。
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■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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佐藤　英世

行政法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

行政法の争点

■講義内容■講義内容

行政法学における重要な争点について検討します。

■達成目標■達成目標

行政法学における重要な争点について理解し、その争点について自らの見解を論理的に述べることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスを読み、第1回から第15回までの授業内容を確認する。
【授業内容】　行政法の対象と範囲
【事後学修】　行政法の対象と範囲について説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　公法と私法、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第３回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　グローバル化と行政法、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第４回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法における公益と第三者の利益、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第５回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法における私人の地位と能力、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第６回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政組織法と行政作用法、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第７回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　法律による行政の原理、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第８回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法における比例原則、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第９回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政法における信義則、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第10回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　通達・要綱の法的性質、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第11回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政調査の分類と手続、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第12回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政情報公開と不開示情報、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第13回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　手続的瑕疵の効果、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第14回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政強制の課題、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第15回 【事前学修】　授業内容に関する課題についてレポートを作成する。
【授業内容】　行政上の義務違反に対する制裁、課題についての評価
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講生に割り当てられる課題についてレジュメを作成し、授業で報告できるように準備する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行政法応用講義 I、行政法応用講義 II

■テキスト■テキスト

最初の授業で指示します。

■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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千葉　直人

租税法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

租税法のうち主要な国税４法について体系的に学ぶ。

■講義内容■講義内容

概ね教科書に沿って、法人税法、相続税法、所得税法および消費税法を扱います。
また、各回の講義の中でテーマに沿って適宜判例や実務事例を紹介することにより、研究論文作成のための「気づき」を
提供します。

■達成目標■達成目標

①租税法で扱う法律用語を理解することができる。
②法人税法、相続税法、所得税法および消費税法における各制度の趣旨や意義を理解することができる。
③重要な判例や実務事例を理解することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１章　法人税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　序　租税法を「基礎」から学ぶにあって
　　　　　　　　Ⅰ．法人税の概要
　　　　　　　　　　「①法人税法上の法人とその区分」から「②損益取引と資本取引の区分等」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第２回 【事前学修】　第１章　法人税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅰ．法人税の概要
　　　　　　　　　　「③所得税との統合論」から「⑥欠損金の繰戻しと繰越し」まで
　　　　　　　　Ⅱ．企業会計と租税会計
　　　　　　　　Ⅲ．益金および損金の意義と算入時期
　　　　　　　　　　「①益金および損金の基本的内容」から「②無償取引に関する収益の擬制」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第３回 【事前学修】　第１章　法人税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅲ．益金および損金の意義と算入時期
　　　　　　　　　　「③益金および損金の年度帰属」
　　　　　　　　Ⅳ．益金の額の計算
　　　　　　　　Ⅴ．損金の額の計算
　　　　　　　　　　「①損金算入および損金不算入の意義」から「⑥役員給与の損金不算入等」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第４回 【事前学修】　第１章　法人税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅴ．損金の額の計算
　　　　　　　　　　「⑦寄附金の損金不算入」から「⑬不正行為等にかかる費用等の損金不算入」まで
　　　　　　　　Ⅵ．損益両建経理
　　　　　　　　Ⅶ．法人税額の計算
　　　　　　　　Ⅷ．同族会社税制
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第５回 【事前学修】　第２章　所得税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅰ．所得税の概要
　　　　　　　　Ⅱ．各種所得の意義と金額の計算
　　　　　　　　　　「①所得区分の趣旨と意義」から「④不動産所得」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第６回 【事前学修】　第２章　所得税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅱ．各種所得の意義と金額の計算
　　　　　　　　　　「⑤事業所得」から「⑨譲渡所得」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第７回 【事前学修】　第２章　所得税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅱ．各種所得の意義と金額の計算
　　　　　　　　　　「⑩一時所得」から「⑪雑所得」まで
　　　　　　　　Ⅲ．収入金額の意義と計算
　　　　　　　　Ⅳ．必要経費の意義と計算
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第８回 【事前学修】　第２章　所得税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅴ．収入金額および必要経費の年度帰属
　　　　　　　　Ⅵ．損益通算および損失の繰越控除
　　　　　　　　Ⅶ．所得控除
　　　　　　　　Ⅷ．税額の計算
　　　　　　　　Ⅸ．所得概念論
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。
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第９回 【事前学修】　第４章　相続税・贈与税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　第１節　相続税
　　　　　　　　　Ⅰ．相続税の概要
　　　　　　　　　Ⅱ．相続制度
　　　　　　　　　　　「①包括承継、単独相続・共同相続、相続放棄・限定承認」から「②法定相続人・法定
相続分、養子・内縁、欠格・廃除、代襲相続」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第10回 【事前学修】　第４章　相続税・贈与税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　　Ⅱ．相続制度
　　　　　　　　　　　「③遺言と遺留分」から「⑤寄与分と特別受益」まで
　　　　　　　　　Ⅲ．納税義務者
　　　　　　　　　Ⅳ．課税物件
　　　　　　　　　　　「①本来の相続財産」から「③非課税財産」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第11回 【事前学修】　第４章　　Ⅳ相続税・贈与税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　　Ⅴ．課税標準および税額の計算
　　　　　　　　第２節　贈与税
　　　　　　　　　Ⅰ．贈与税の概要
　　　　　　　　　Ⅱ．納税義務者
　　　　　　　　　Ⅲ．課税物件
　　　　　　　　　　　「①本来の贈与財産」から「③非課税財産」まで
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第12回 【事前学修】　第４章　相続税・贈与税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　　Ⅳ．贈与税の計算
　　　　　　　　　Ⅴ．生前贈与促進税制
　　　　　　　　第３節　財産の評価
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第13回 【事前学修】　第３章　消費税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅰ．消費税の概要
　　　　　　　　Ⅱ．課税の対象
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第14回 【事前学修】　第３章　消費税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅲ．非課税取引および輸出免税
　　　　　　　　Ⅳ．納税義務者
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第15回 【事前学修】　第３章　消費税
　　　　　　　教科書の該当部分を読み、事前によく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　　Ⅴ．課税標準および税額の計算
　　　　　　　　Ⅵ．仕入税額控除等
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を使った予習と復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法、商法、会社法に関する一般講義及び応用講義

■テキスト■テキスト

１．谷口勢津夫他（著）『基礎から学べる租税法〔第3版〕』弘文堂（令和4年） 
２．『租税判例六法　第5版』有斐閣（令和3年）　ISBN978-4-641-00157-2

■参考文献■参考文献

金子宏他（著）『ケースブック租税法』弘文堂（令和３年）　ISBN978-4-335-31555-8
その他、随時必要な文献を講義の場などで紹介します。
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高浜　智輝

租税法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

法学研究科の教育理念である、「人間の尊厳への深い理解を追及しつつ、法又は政治についての先進的な研究を推進する
とともに、法又は政治に関する体系的な、最新の知識とその応用」に貢献すること。

■講義内容■講義内容

租税法の基本原則および所得税法等の理論と課題について検討する。
なお、授業で取り上げる判例や論文は、受講生の意向により変更される可能性がある。

■達成目標■達成目標

租税法の基本問題について納税者、課税庁それぞれの立場からその正当性を論理的に検討することで、判例をの読解、理
解、そして条文の解釈だけではなく、自らの主張を論理的に述べることができるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】租税法の構造を調べる
【授業内容】近年の税制事情
【事後学修】租税法の今日的課題を調べる

第２回 【事前学修】租税法と他の法律との違いを調べる
【授業内容】現代社会と租税法の問題
【事後学修】身の回りに存在する公平と平等の違いについて調べる

第３回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（１）租税法と憲法１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第４回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（２）租税法と憲法２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第５回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（３）租税法律主義１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第６回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（４）租税法律主義２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第７回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（５）租税公平主義
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第８回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（６）租税回避１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第９回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（７）租税回避２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第10回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（８）租税法と私法
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第11回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（９）所得税法１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第12回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（10）所得税法２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第13回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（11）所得税法３
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第14回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（12）所得税法４
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第15回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（13）テーマは受講生により決定
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告内容（70％）および報告に対する発言（30％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告担当者は責任を持って報告し、授業中の質問にも対応できるようにすること。報告担当でない院生も発言・質問がで
きるように裁判例等にはきちんと目を通しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、行政法、民法など
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■テキスト■テキスト

中里実ほか編『租税判例百選(第7版)』(有斐閣、2021年)
このほか、必要に応じて授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

金子宏『租税法(第24版)』（弘文堂、2021年)、水野忠恒『大系租税法(第4版)』（中央経済社、2023年）等。必要に応じ
て授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先・オフィス・アワーは最初の授業でお知らせします。
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高浜　智輝

租税法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

法学研究科の教育理念である、「人間の尊厳への深い理解を追及しつつ、法又は政治についての先進的な研究を推進する
とともに、法又は政治に関する体系的な、最新の知識とその応用」に貢献すること。

■講義内容■講義内容

法人税法の理論と課題について検討する。なお、授業で取り上げる判例や論文は、受講生の意向により変更される可能性
がある。

■達成目標■達成目標

租税法の基本問題について納税者、課税庁それぞれの立場からその正当性を論理的に検討することで、判例をの読解、理
解、そして条文の解釈だけではなく、自らの主張を論理的に述べることができるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】租税法の構造を調べる
【授業内容】近年の税制事情
【事後学修】租税法の今日的課題を調べる

第２回 【事前学修】租税法と他の法律との違いを調べる
【授業内容】現代社会と租税法の問題
【事後学修】身の回りに存在する公平と平等の違いについて調べる

第３回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（１）租税法と憲法１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第４回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（２）租税法と憲法２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第５回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（３）租税法律主義１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第６回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（４）租税法律主義２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第７回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（５）租税公平主義
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第８回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（６）法人税法１
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第９回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（７）法人税法２
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第10回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（８）法人税法３
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第11回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（９）法人税法４
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第12回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（10）法人税法５
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第13回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（11）法人税法６
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第14回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（12）法人税法７
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

第15回 【事前学修】指定された判例について報告用のレジュメを作成する
【授業内容】判例報告（13）テーマは受講生により決定
【事後学修】報告に対する質問や対立意見および報告後の自分の考えをまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告内容（70％）および報告に対する発言（30％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告担当者は責任を持って報告し、授業中の質問にも対応できるようにすること。報告担当でない院生も発言・質問がで
きるように裁判例等にはきちんと目を通しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、行政法、民法など
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■テキスト■テキスト

中里実ほか編『租税判例百選(第7版)』(有斐閣、2021年)
このほか、必要に応じて授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

金子宏『租税法(第24版)』(弘文堂、2021年)、水野忠恒『大系租税法(第4版)』（中央経済社、2023年）等。必要に応じて
授業中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

連絡先・オフィス・アワーは最初の授業でお知らせします。
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中村　雄一

刑法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

刑法各論の基礎

■講義内容■講義内容

刑法各論分野の基本的知識を学ぶ

■達成目標■達成目標

①刑法各論分野に関する基本的知識（概念・判例・学説）を正確に理解できる
②①を前提に、現在の議論の状況について理解できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　人の意義・殺人の罪を調べる
【授業内容】　人の意義・殺人の罪
【事後学修】　人の意義・殺人の罪について学んだことを確認する

第２回 【事前学修】　傷害の罪を調べる
【授業内容】　傷害の罪
【事後学修】　傷害の罪について学んだことを確認する

第３回 【事前学修】　過失傷害・遺棄の罪を調べる
【授業内容】　過失傷害・遺棄の罪
【事後学修】　過失傷害・遺棄の罪について学んだことを確認する

第４回 【事前学修】　略取誘拐の罪を調べる
【授業内容】　略取誘拐の罪
【事後学修】　略取誘拐の罪について学んだことを確認する

第５回 【事前学修】　住居を犯す罪・性的自由に対する罪を調べる
【授業内容】　住居を侵す罪・性的自由に対する罪
【事後学修】　住居を犯す罪・性的自由に対する罪について学んだことを確認する

第６回 【事前学修】　名誉に対する罪を調べる
【授業内容】　名誉に対する罪
【事後学修】　名誉に対する罪について学んだことを確認する

第７回 【事前学修】　信用および業務に対する罪を調べる
【授業内容】　信用および業務に対する罪
【事後学修】　信用および業務に対する罪について学んだことを確認する

第８回 【事前学修】　財産犯総論を調べる
【授業内容】　財産犯総論
【事後学修】　財産犯総論について学んだことを確認する

第９回 【事前学修】　窃盗および強盗の罪を調べる
【授業内容】　窃盗および強盗の罪
【事後学修】　窃盗および強盗の罪について学んだことを確認する

第10回 【事前学修】　詐欺および恐喝の罪を調べる
【授業内容】　詐欺および恐喝の罪
【事後学修】　詐欺および恐喝の罪について学んだことを確認する

第11回 【事前学修】　横領および背任の罪を調べる
【授業内容】　横領および背任の罪
【事後学修】　横領および背任の罪について学んだことを確認する

第12回 【事前学修】　放火の罪を調べる
【授業内容】　放火の罪
【事後学修】　放火の罪について学んだことを確認する

第13回 【事前学修】　文書偽造の罪を調べる
【授業内容】　文書偽造の罪
【事後学修】　文書偽造の罪について学んだことを確認する

第14回 【事前学修】　公務執行妨害罪を調べる
【授業内容】　公務執行妨害の罪・偽証の罪
【事後学修】　公務執行妨害の罪・偽証の罪について学んだことを確認する

第15回 【事前学修】　賄賂の罪を調べる
【授業内容】　賄賂の罪
【事後学修】　賄賂の罪について学んだことを確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験は実施しない。講義における発言および質疑応答（70点）とレポート（30点）で評価する。評価基準は、ルーブリッ
ク等の形で初回の授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

刑法の各論につき、概略はしっかり学んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の前にレジュメを配布する。

法

律

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 922 -



■参考文献■参考文献

必要に応じて講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

予習・復習はしっかり行うこと。オフィス・アワーおよび連絡先等は開講時に連絡する。
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宮川　基

刑法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

個人的法益に対する罪・社会的法益に対する罪（一部）に関する実行の着手

■講義内容■講義内容

個人的法益に対する罪・社会的法益に対する罪（一部）に関する実行の着手の判断方法について解説する。

■達成目標■達成目標

①個人的法益に対する罪に関する実行の着手について，判例・学説状況を説明できる。
②社会的法益に対する罪（一部）に関する実行の着手について，学説状況を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】殺人罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】殺人罪の実行の着手
【事後学修】殺人罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第２回 【事前学修】略取・誘拐罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】略取・誘拐罪の実行の着手
【事後学修】略取・誘拐罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第３回 【事前学修】性的自由に対する罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】性的自由に対する罪の実行の着手
【事後学修】性的自由に対する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第４回 【事前学修】住居侵入罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】住居侵入罪の実行の着手
【事後学修】住居侵入罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第５回 【事前学修】窃盗罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】窃盗罪の実行の着手
【事後学修】窃盗罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第６回 【事前学修】強盗罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】強盗罪の実行の着手
【事後学修】強盗罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第７回 【事前学修】詐欺罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】詐欺罪の実行の着手
【事後学修】詐欺罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第８回 【事前学修】特殊詐欺について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】特殊詐欺の実行の着手
【事後学修】特殊詐欺の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第９回 【事前学修】背任罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】背任罪の実行の着手
【事後学修】背任罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第10回 【事前学修】放火罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】放火罪の実行の着手
【事後学修】放火罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第11回 【事前学修】往来を妨害する罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】往来を妨害する罪の実行の着手
【事後学修】往来を妨害する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第12回 【事前学修】通貨偽造の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】通貨偽造の罪の実行の着手
【事後学修】通貨偽造の罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第13回 【事前学修】有価証券偽造の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】有価証券偽造の罪の実行の着手
【事後学修】有価証券偽造の罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第14回 【事前学修】支払用カード電磁的記録に関する罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】支払用カード電磁的記録に関する罪の実行の着手
【事後学修】支払用カード電磁的記録に関する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第15回 【事前学修】個人的法益に対する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。
【授業内容】個人的法益に対する罪の実行の着手のふりかえり
【事後学修】実行の着手の一般論と個人的法益に対する罪に関する実行の着手の関係についてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①および②を，レポートを通じて評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義でとりあげる犯罪に関して，その構成要件に関して刑法各論の教科書等で事前に調査してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法応用講義Ⅲ

■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用する。
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宮川　基

刑法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

社会的法益に対する罪（一部）・国家的法益に対する罪の実行の着手・特別刑法犯の実行の着手

■講義内容■講義内容

社会的法益に対する罪（一部）・国家的法益に対する罪・特別刑法犯の実行の着手に関する判例・学説状況の解説

■達成目標■達成目標

①社会的法益に対する罪の実行の着手に関する判例・学説状況を説明できる。
②国家的法益に対する罪の実行の着手に関する判例・学説状況を説明できる。
③特別刑法犯の実行の着手に関する判例・学説状況を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】文書偽造の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】文書偽造の罪の実行の着手
【事後学修】文書偽造の罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第２回 【事前学修】印章偽造の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】印章偽造の罪の実行の着手
【事後学修】印章偽造の罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第３回 【事前学修】不正指令電磁的記録に関する罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】不正指令電磁的記録に関する罪の実行の着手
【事後学修】不正指令電磁的記録に関する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第４回 【事前学修】わいせつおよび重婚の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】わいせつおよび重婚の罪の実行の着手
【事後学修】わいせつおよび重婚の罪に関する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第５回 【事前学修】内乱罪・外患誘致罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】内乱罪・外患誘致罪の実行の着手
【事後学修】内乱罪・外患誘致罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第６回 【事前学修】逃走の罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】逃走の罪の実行の着手
【事後学修】逃走の罪実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。

第７回 【事前学修】組織犯罪処罰法について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】組織犯罪処罰法４条
【事後学修】組織犯罪処罰法４条に関する判例・学説状況をまとめる。

第８回 【事前学修】覚醒剤取締法について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】覚醒剤取締法41条・41条の２
【事後学修】覚醒剤取締法41条・41条の２に関する判例・学説状況をまとめる。

第９回 【事前学修】暴力行為等処罰ニ関スル法律について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】暴力行為等処罰ニ関スル法律１条の２
【事後学修】暴力行為等処罰ニ関スル法律１条の２に関する判例・学説状況をまとめる。

第10回 【事前学修】特定秘密の保護に関する法律について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】特定秘密の保護に関する法律23条
【事後学修】特定秘密の保護に関する法律23条に関する判例・学説状況をまとめる。

第11回 【事前学修】児童買春等処罰法について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】児童買春等処罰法８条
【事後学修】児童買春等処罰法８条に関する判例・学説状況をまとめる。

第12回 【事前学修】銃砲刀剣類所持等取締法について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】銃砲刀剣類所持等取締法31条の４
【事後学修】銃砲刀剣類所持等取締法31条の４に関する判例・学説状況をまとめる。

第13回 【事前学修】犯罪捜査のための通信傍受に関する法律について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】犯罪捜査のための通信傍受に関する法律37条
【事後学修】犯罪捜査のための通信傍受に関する法律37条に関する判例・学説状況をまとめる。

第14回 【事前学修】営業秘密侵害罪について調べ，疑問点をノートする。
【授業内容】営業秘密侵害罪の未遂（不正競争防止法21条４項）
【事後学修】営業秘密侵害罪の未遂に関する判例・学説状況をまとめる。

第15回 【事前学修】社会的法益に対する罪・国家的法益に対する罪の実行の着手に関する判例・学説状況をまとめる。
【授業内容】社会的法益に対する罪・国家的法益に対する罪の実行の着手のふりかえり
【事後学修】実行の着手の一般論と社会的法益に対する罪・国家的法益に対する罪の実行の着手の関係について
まとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①，②および③を，レポートをもとに評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義でとりあげる犯罪に関して，その構成要件を刑法各論の教科書等で，事前に調べること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法応用講義Ⅱ

■テキスト■テキスト

適宜，指示する。
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■参考文献■参考文献

適宜，指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用する。
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冨田　真

刑事訴訟法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

刑事訴訟理論の解明

■講義内容■講義内容

刑事訴訟についての基礎的な知識を確認しつつ、刑事訴訟を規律する規範を正確に理解できるようにします。

■達成目標■達成目標

①刑事訴訟に関する基本的な判例の規範的な意味を理解することができるようになる。
②関連する学説の観点から判例の射程などを理解することができるようになる。
③刑事訴訟法の基本的な構造を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にレジュメを配布するので、内容を確認する。
【授業内容】　刑事手続の概観　任意捜査と強制捜査の区別　任意同行
【事後学修】　捜査の基本的な原則、捜査の適法性の判断基準などについて判例や学説を参考に確認する。

第２回 【事前学修】　職務質問と所持品検査に関する判例と学説を確認する。
【授業内容】　職務質問と所持品検査の限界
【事後学修】　職務質問の手続き・要件、所持品検査が適法性を認められる場合を判例に即して確認する。

第３回 【事前学修】　捜索に関する要件を憲法や刑訴法の条文に即して確認する。
【授業内容】　捜索差押えの要件と範囲
【事後学修】　捜索・差押えが認められる要件、捜索の範囲などについて判例を中心に確認する。

第４回 【事前学修】　令状主義の例外として許される逮捕に伴う捜索が認められる根拠や範囲について確認する。
【授業内容】　逮捕に伴う捜索差押え
【事後学修】　逮捕に伴う捜索が許される理論的根拠を確認しながら、その場合に認められる捜索の範囲を確認
する。

第５回 【事前学修】　強制採尿、採血が許される場合の手続きなどについて確認する。
【授業内容】　強制採尿と採血
【事後学修】　体液の採取が認められる令状の種類などについて確認しながら、条文に即して事案について説明
できるようにする。

第６回 【事前学修】　逮捕の種類と要件、逮捕手続きが違法であったときの勾留の可否などについて確認する。
【授業内容】　逮捕・勾留
【事後学修】　逮捕や勾留の要件の違いなどを確認し、逮捕前置主義について理解を深める。

第７回 【事前学修】　再逮捕・再勾留の禁止、別件逮捕の基本的な論点について確認する。
【授業内容】　逮捕・勾留の諸問題：別件逮捕など
【事後学修】　例外的に再逮捕・再勾留が認められる事例、逮捕・勾留手続きが別件逮捕・勾留として違法と判
断される基準などについて確認する。

第８回 【事前学修】　防禦権としての弁護権、黙秘権などの基本的な問題を確認しつつ、被疑者取調べの課題について
確認する。
【授業内容】　防禦権　被疑者取調べ
【事後学修】　接見交通権に関する判例の基準を確認すると同時に、捜査手続きにおける黙秘権の機能について
も確認する。

第９回 【事前学修】　公訴提起に関わる、国家訴追主義、起訴独占主義などの原則の意義を確認する。
【授業内容】　公訴に関する諸原理と公訴権濫用論
【事後学修】　国家訴追主義などの意義を確認しつつ、その問題点についても理解を深める。

第10回 【事前学修】　証拠法の一般的な概念を確認し、証拠開示手続きの概要を調べる。
【授業内容】　証拠法総論　証拠開示
【事後学修】　証拠法に共通する概念を確認すると同時に、証拠開示が認められる範囲などを条文に即して確認
する。

第11回 【事前学修】　訴因特定の意義、訴因変更の要否と可否といった基本的な問題について確認する。
【授業内容】　訴因の特定と訴因変更
【事後学修】　特に訴因変更が必要とされる要否の基準や訴因変更が許される可否の基準について判例に即して
確認する。

第12回 【事前学修】　違法な手続きにより得られた証拠の排除法則についてその理論的根拠、判例などを確認する。
【授業内容】　違法収集証拠排除法則
【事後学修】　排除法則が認められる根拠を確認しながら、事例に即して排除法則が適用される場合を確認す
る。

第13回 【事前学修】　自白獲得手段に違法性などがあるときに、自白の証拠能力はどのような根拠に基づいて判断され
るのかを確認する。
【授業内容】　自白法則・補強法則
【事後学修】　自白法則を基礎付ける根拠などを確認しながら、判例に即して事案について説明できるようにす
る。

第14回 【事前学修】　伝聞法則の根拠、伝聞例外として証拠能力が認められる要件などを確認する。
【授業内容】　伝聞法則
【事後学修】　伝聞証拠と非伝聞証拠を区別する理論的根拠を確認しながら、伝聞例外として証拠能力が認めら
れるか否かを判断できるようにする。

第15回 【事前学修】　裁判の種類・手続き、上訴の概要、再審の制度などについて確認する。
【授業内容】　裁判　上訴・再審など
【事後学修】　条文に即して裁判の種類、上訴の要件などについて確認する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業での発言（20％）　評価基準については、最初の授業で公表します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業は双方向的に行います。事前に毎回授業の範囲について説明するので、関連する判例とテキストを丁寧に読み込んで
おくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法、憲法

■テキスト■テキスト

上口裕『刑事訴訟法（5 版）』（成文堂）、田宮裕『刑事訴訟法（新版）』（有斐閣）などスタンダードなテキストを各
自で選んでください。刑事訴訟法判例百選（第10版）（有斐閣）、『刑事訴訟法の争点（第 4 版）』（有斐閣）

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を紹介する。
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冨田　真

刑事訴訟法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

刑事裁判例の検討

■講義内容■講義内容

最高裁判例を中心とした規範の確認を行うだけでなく、下級審判例をも射程に置いて、刑事訴訟法の規範構造を総括的に
読み解くことを目的とする。

■達成目標■達成目標

①刑事手続上の様々な原理を確認することで、刑事手続きの全体像を把握することができるようになる。
②過去の裁判例を総体的に検討することで、刑事手続きの在り方を考察することができるようになる。
③刑事訴訟法の解釈について、自分なりの見解を示すことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　複数の裁判例の検討を通して、任意捜査に関する基準について確認をしておく。
【授業内容】　任意捜査と強制捜査の区別に関する判例
【事後学修】　任意捜査と強制捜査の区別に関する裁判例の検討を通して、任意捜査を規律する基準を正確に理
解する。

第２回 【事前学修】　職務質問と所持品検査に関する裁判例を事前に学習しておく。
【授業内容】　職務質問と所持品検査
【事後学修】　裁判例の検討を通して、職務質問と所持品検査の適法性の限界などについて説明できるようにす
る。

第３回 【事前学修】　任意同行の適法性に関する基準を、判例と学説に照らして確認しておく。
【授業内容】　任意同行の限界について
【事後学修】　任意同行が適法性に関する判断基準を確認し、違法であった場合の法的な処理の仕方を説明でき
るようにする。

第４回 【事前学修】　捜索差押えの要件及び違法であるときの法的な処理について確認しておく。
【授業内容】　捜索差押えの要件と範囲
【事後学修】　捜索差押えの要件と範囲について確認をし、適法性の限界について説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　逮捕に伴う捜索差押えが許される根拠や範囲などに関する裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　逮捕に伴う捜索差押え
【事後学修】　逮捕に伴う捜索差押えの根拠や範囲について判例に即して説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　強制採尿などの裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　強制採尿と採血
【事後学修】　体液の採取に関わる条文をそれぞれの手続きに従って正確に説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　写真撮影や録音を任意捜査として認めてきた裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　写真撮影などの任意捜査の限界
【事後学修】　写真撮影や録音が任意捜査として適法とされる根拠を、事案に即して説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　現行犯逮捕、準現行犯逮捕に関わる裁判例について事前に確認をしておく。
【授業内容】　現行犯逮捕の適法性など
【事後学修】　現行犯逮捕や準現行犯逮捕の適法性を判断する基準を、判例に即して説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　勾留に先行する逮捕手続きが違法であったときの裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　逮捕手続きが違法な場合と勾留手続
【事後学修】　逮捕手続きが違法であるときの、逮捕前置主義の理論的根拠と事後の手続きとについて判例に即
して説明できるようにする。

第10回 【事前学修】　例外的に再逮捕・再勾留を適法とした裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　逮捕・勾留の 1 回性の原則
【事後学修】　逮捕・勾留の 1 回制の原則、例外的に再逮捕などが認められる場合について裁判例に即して説明
できるようにする。

第11回 【事前学修】　逮捕に伴う取調べの限界の問題に関する、本件基準説や別件基準説について理解を深めておく。
【授業内容】　逮捕・勾留の諸問題（1）：余罪取調べと別件逮捕
【事後学修】　余罪取調べとして適法である場合、別件逮捕として違法となるときについて理論的根拠を示しな
がら説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　別件逮捕に関する実体喪失説の考え方を確認しておく。
【授業内容】　逮捕・勾留の諸問題（2）：別件逮捕の基準について
【事後学修】　別件逮捕に関して、本件基準説や実体喪失説の考え方に従って理論的な根拠を示しながら説明で
きるようにする。

第13回 【事前学修】　接見交通権に関わる裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　被疑者の防禦権：接見交通権
【事後学修】　接見交通権に関わる裁判例の基準を示すと共に、問題点などについて自分の見解を説明できるよ
うにする。

第14回 【事前学修】　被疑者取調べに関する実務、学説や裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　被疑者取調べ
【事後学修】　取調受忍義務の理論的根拠やその問題点について、憲法や刑訴法の条文を示しながら説明できる
ようにする。

第15回 【事前学修】　捜査に関して学習してきた裁判例について確認をしておく。
【授業内容】　捜査のまとめ：捜査を規律する諸原理の確認
【事後学修】　捜査に関わる裁判例の検討を通して、理論的な課題やあるべき解釈論について説明できるように
する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業での発言（20％）　評価基準については、最初の授業で公表します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連する判例や文献を紹介するので、必ず事前に読んでおいて、問題点等を説明することができるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法、憲法

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

上口裕『刑事訴訟法（5 版）』（成文堂）、田宮裕『刑事訴訟法（新版）』（有斐閣）、刑事訴訟法判例百選（第10 版）
（有斐閣）、『刑事訴訟法の争点（第 4 版）』（有斐閣）
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冨田　真

刑事訴訟法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

刑事裁判例の検討

■講義内容■講義内容

最高裁判例を中心とした規範の確認を行うだけでなく、下級審判例をも射程に置いて、刑事訴訟法の規範構造を総括的に
読み解くことを目的とする。

■達成目標■達成目標

①刑事手続上の様々な原理を確認することで、刑事手続きの全体像を把握することができるようになる。
②過去の裁判例を総体的に検討することで、刑事手続きの在り方を考察することができるようになる。
③刑事訴訟法の解釈について、自分なりの見解を示すことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　訴訟条件について確認すると共に、公訴権濫用論に関わる裁判例を確認しておく。
【授業内容】　公訴に関する諸原理と公訴権濫用論
【事後学修】　公訴権濫用論について、類型ごとにどのような結論をとるべきか説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　証拠開示に関するこれまでの裁判例を読み、公判前整理手続きにおける証拠開示規定を確認して
おく。
【授業内容】　証拠開示
【事後学修】　事前の開示が認められる証拠などについて、条文や判例に即して説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　訴因変更の要否に関する裁判例を確認しておく。
【授業内容】　訴因の特定と訴因変更（1）：訴因変更の要否
【事後学修】　訴因変更が必要とされる要否の基準について、訴因対象説に従って説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　訴因変更の可否に関わる判例の基準と近時の学説を確認しておく。
【授業内容】　訴因変更（2）：訴因変更の可否
【事後学修】　訴因変更の可否に関する判例の基準、及び近時の学説についても説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　排除法則の理論的根拠を裁判例に即して確認しておく。
【授業内容】　違法収集証拠排除法則（1）：違法承継
【事後学修】　排除法則の根拠、排除法則が適用される基準や問題点いついて、判例に即して説明できるように
する。

第６回 【事前学修】　毒樹の果実として証拠能力が否定される基準などを確認しておく。
【授業内容】　違法収集証拠排除法則（2）：毒樹の果実論
【事後学修】　毒樹の果実としての証拠の証拠能力判断の基準について、判例に即して説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　自白法則に関わる裁判例を事前に確認しておく。
【授業内容】　自白法則
【事後学修】　自白法則に関わる裁判例の検討により、自白法則の理論的根拠を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　補強法則に関する理論的根拠や裁判例を確認しておく。
【授業内容】　補強法則
【事後学修】　補強法則に関する裁判例の検討を通して理論的な課題についても説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　伝聞法則の定義に関わる裁判例を確認しておく。
【授業内容】　伝聞法則（1）：伝聞の意義など
【事後学修】　伝聞証拠の定義に関わる裁判例の検討を通して、定義を説明するだけでなく供述が伝聞証拠であ
るか否かを区別できるようにする。

第10回 【事前学修】　伝聞例外として刑訴法が証拠能力を認める要件や裁判例を確認しておく。
【授業内容】　伝聞法則（2）：伝聞例外の要件など
【事後学修】　伝聞例外に関する条文について、裁判例に即して正しい解釈をすることができるようにする。

第11回 【事前学修】　再伝聞に関わる裁判例を読み、理論的な問題について確認しておく。
【授業内容】　伝聞法則（3）：再伝聞
【事後学修】　再伝聞が認められるときの条文の処理ができるだけでなく、その理論的な問題についても説明で
きるようにする。

第12回 【事前学修】　実況見分調書などに記載される現場指示と現場供述に関わる裁判例を確認しておく。
【授業内容】　伝聞法則（4）：現場供述、現場写真など
【事後学修】　現場指示と現場供述を区別し、特に現場供述に証拠能力が認められる要件について説明できるよ
うにする。

第13回 【事前学修】　択一的認定の訴訟法的な問題点と裁判例を確認しておく。
【授業内容】　裁判と択一的認定
【事後学修】　択一的認定について、類型ごとに訴訟法的な問題点を説明できるようにする。

第14回 【事前学修】　控訴、上告、再審の要件や手続きについて確認しておく。
【授業内容】　上訴・再審など
【事後学修】　控訴、上告や再審の理由を示すだけでなく、それぞれの手続きの特徴などを説明できるようにす
る。

第15回 【事前学修】　公判手続きの問題点や、近時の法改正についても確認しておく。
【授業内容】　全体のまとめ：近時の法改正との関連
【事後学修】　公判手続きに関わる裁判例の検討を通して、理論的な課題やあるべき解釈論について説明できる
ようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業での発言（20％）評価基準については、最初の授業で公表します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連する判例や文献を紹介するので、必ず事前に読んでおいて、問題点等を説明することができるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法、憲法

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

上口裕『刑事訴訟法（5 版）』（成文堂）、田宮裕『刑事訴訟法（新版）』（有斐閣）、刑事訴訟法判例百選（第10 版）
（有斐閣）、『刑事訴訟法の争点（第 4 版）』（有斐閣）
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黒田　秀治

国際法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

国際法の基本的かつ重要な先例の研究（A）

■講義内容■講義内容

国際司法裁判所を中心とした国際裁判で実定国際法の形成に重要な影響を及ぼしたと考えられるいくつかの事件を検討す
る。

■達成目標■達成目標

１）国際法の定立・適用・執行の特徴を説明することができる。
２）国際紛争のなかで法律的紛争の類型を説明できる。
３）国際紛争の解決方法のなかで、国際司法裁判所の機能とその限界について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、この講義の目的を理解する。
【授業内容】　講義の進め方等のガイダンス
【事後学修】　指示された資料等を図書館や電子ジャーナルで確かめる。

第２回 【事前学修】　ローチュス号事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　ローチュス号事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第３回 【事前学修】　ローチュス号事件（国家管轄権とその対抗力）を調べておく。
【授業内容】　ローチュス号事件（国家管轄権とその対抗力）
【事後学修】　指摘された課題（国家管轄権とその対抗力）を復習する。

第４回 【事前学修】　ロチュース号事件（国際法の禁止規則・許容規則）を調べておく。
【授業内容】　ロチュース号事件（国際法の禁止規則と許容規則）
【事後学修】　指摘された課題（国際法の禁止規則と許容規則）を復習する。

第５回 【事前学修】　北海大陸棚事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　北海大陸棚事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を調べておく。

第６回 【事前学修】　北海大陸棚事件（慣習法の成立要件とその適用範囲）を調べておく。
【授業内容】　北海大陸棚事件（慣習法の成立要件とその適用範囲）
【事後学修】　指摘された課題（慣習法の成立要件とその適用範囲）を復習する。

第７回 【事前学修】　北海大陸棚事件（衡平原則）を調べておく。
【授業内容】　北海大陸棚事件（衡平原則）
【事後学修】　指摘された課題（衡平原則）を復習する。

第８回 【事前学修】　裁判権免除事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　裁判権免除事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第９回 【事前学修】　裁判権免除事件（主権免除）を調べておく。
【授業内容】　裁判権免除事件（主権免除）
【事後学修】　指摘された課題（主権免除）を復習する。

第10回 【事前学修】　裁判権免除事件（国際法における実体法と手続法）を調べておく。
【授業内容】　裁判権免除事件（国際法における実体法と手続法）
【事後学修】　指摘された課題（国際法における実体法と手続法）を復習する。

第11回 【事前学修】　コンゴ領軍事活動事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　コンゴ領軍事活動事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を調べておく。

第12回 【事前学修】　コンゴ領軍事活動事件（ジェノサイド等の国際法上の犯罪）を調べておく。
【授業内容】　コンゴ領軍事活動事件（ジェノサイド等の国際法上の犯罪）
【事後学修】　指摘された課題（ジェノサイド等の国際法上の犯罪）を復習する。

第13回 【事前学修】　バルセロナ・トラクション事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　バルセロナ・トラクション事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第14回 【事前学修】　バルセロナ・トラクション事件（国際社会の一般利益）を調べておく。
【授業内容】　バルセロナ・トラクション事件（国際社会の一般利益）
【事後学修】　指摘された課題（国際社会の一般利益）を復習する。

第15回 【事前学修】　バルセロナ・トラクション事件（国際司法裁判所の管轄権と当事者適格）を調べておく。
【授業内容】　バルセロナ・トラクション事件（国際司法裁判所の管轄権と当事者適格）
【事後学修】　指摘された課題（国際司法裁判所の管轄権と当事者適格）を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（40％）、質疑応答（20％）、レポート（20％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は参考文献の該当箇所を熟読し、報告のためのレジュメを作成しておきます。その他の参加者も同様に、該当箇所
を熟読し、質疑のための準備をします。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

国際法一般講義、国際法応用講義Ⅱ、国際法応用講義Ⅲ
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■テキスト■テキスト

森川幸一・兼原敦子・酒井啓亘・西村　弓　編『国際法判例百選 第3版　＜別冊ジュリスト判例百選　255号＞』（有斐
閣、2021年、ISBN 978-4-641-11555-2)

■参考文献■参考文献

①浅田正彦編著『国際法　第4版』（東信堂、2019年、ISBN:978-4-7989-1545-6）、②山本草二『国際法新版』（有斐閣、
1994年、ISBN:978-4641045934）、③エイクハースト=マランチュク、長谷川正国訳『現代国際法入門』（成文堂、1999
年、ISBN:978-4792331535）、④小寺彰他編『講義国際法』〔第2版〕（有斐閣、2010年、ISBN:978-641046535）、⑤柳原
正治他編『プラクティス国際法講義』〔第３版〕（信山社、2017年、ISBN:978-797224528）⑥島田征夫編『国際法学入
門』（成文堂、2011年、ISBN:978-4792332846）⑦岩沢雄司『国際法』（東大出版会、2020年、ISBN: 978-4-13-032391-
8）、⑧大沼保昭『国際法一はじめて学ぶ人のための』（東信堂、2009年、ISBN:978-4887138315）、⑨国際法学会編『国
際関係法辞典』〔第2版〕（三省堂、2005年、ISBN:978-4385157511）
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黒田　秀治

国際法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

国際法の基本的かつ重要な先例の研究（B）

■講義内容■講義内容

国際司法裁判所を中心とした国際裁判で実定国際法の形成に重要な影響を及ぼしたと考えられるいくつかの事件を検討す
る。

■達成目標■達成目標

１）国際法の定立・適用・執行の特徴を説明することができる。
２）国際紛争のなかで法律的紛争の類型を説明できる。
３）国際紛争の解決方法のなかで、国際司法裁判所の機能とその限界について説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、この講義の目的を理解する。
【授業内容】　講義の進め方等のガイダンス
【事後学修】　指示された資料等を図書館や電子ジャーナルで確かめる。

第２回 【事前学修】　ベルヌ条約事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　ベルヌ条約（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第３回 【事前学修】　ベルヌ条約事件（未承認国家）を調べておく。
【授業内容】　ベルヌ条約事件（未承認国家）
【事後学修】　指摘された（未承認国家）を復習する。

第４回 【事前学修】　ピノチェト事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　ピノチェト事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題を復習する。

第５回 【事前学修】　ピノチェト事件（刑事管轄権免除）を調べておく。
【授業内容】　ピノチェト事件（刑事管轄権免除）
【事後学修】　指摘された課題（刑事管轄権免除）を復習する。

第６回 【事前学修】　パルマス島事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　パルマス島事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第７回 【事前学修】　パルマス島事件（領域の得喪）を調べておく。
【授業内容】　パルマス島事件（領域の得喪）
【事後学修】　指摘された課題（領域の得喪）を復習する。

第８回
【事後学修】パルマス島事件（領域の権原）を調べておく。
【授業内容】　パルマス島事件（領域権原）
【事後学修】　指摘された課題（領域権原）を復習する。

第９回 【事前学修】　在テヘラン米大使館人質事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　在テヘラン米大使館人質事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第10回 【事前学修】　在テヘラン米大使館人質事件（国際違法行為）を調べておく。
【授業内容】　在テヘラン米大使館人質事件（国際違法行為）
【事後学修】　指摘された課題（国際違法行為）を復習する。

第11回 【事前学修】　在テヘラン米大使館人質事件（国家責任の帰属）を調べておく。
【授業内容】　在テヘラン米大使館人質事件（国家責任の帰属）
【事後学修】　指摘された課題（国家責任の帰属）を復習する。

第12回 【事前学修】　ニカラグア事件（事実）を調べておく。
【授業内容】　ニカラグア事件（事実）
【事後学修】　指摘された課題（事実）を復習する。

第13回 【事前学修】　ニカラグア事件（武力不行使原則）を調べておく。
【授業内容】　ニカラグア事件（武力不行使原則）
【事後学修】　指摘された課題（武力不行使原則）を復習する。

第14回 【事前学修】　ニカラグア事件（集団安全保障）を調べておく。
【授業内容】　ニカラグア事件（集団安全保障）
【事後学修】　指摘された課題（集団安全保障）を復習する。

第15回 【事前学修】　ニカラグア事件（集団的自衛権）を調べておく。
【授業内容】　ニカラグア事件（集団的自衛権）
【事後学修】　指摘された課題（集団的自衛権）を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（40％）、質疑応答（20％）、レポート（20％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者は参考文献の該当箇所を熟読し、報告のためのレジュメを作成しておきます。その他の参加者も同様に、該当箇所
を熟読し、質疑のための準備をします。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

国際法一般講義、国際法応用講義Ⅰ、国際法応用講義Ⅲ
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■テキスト■テキスト

森川幸一・兼原敦子・酒井啓亘・西村　弓　編『国際法判例百選 第3版　＜別冊ジュリスト判例百選　255号＞』（有斐
閣、2021年、ISBN 978-4-641-11555-2)

■参考文献■参考文献

①浅田正彦編著『国際法　第4版』（東信堂、2019年、ISBN:978-4-7989-1545-6）、②山本草二『国際法新版』（有斐閣、
1994年、ISBN:978-4641045934）、③エイクハースト=マランチュク、長谷川正国訳『現代国際法入門』（成文堂、1999
年、ISBN:978-4792331535）、④小寺彰他編『講義国際法』〔第2版〕（有斐閣、2010年、ISBN:978-641046535）、⑤柳原
正治他編『プラクティス国際法講義』〔第３版〕（信山社、2017年、ISBN:978-797224528）⑥島田征夫編『国際法学入
門』（成文堂、2011年、ISBN:978-4792332846）⑦岩沢雄司『国際法』（東大出版会、2020年、ISBN: 978-4-13-032391-
8）、⑧大沼保昭『国際法一はじめて学ぶ人のための』（東信堂、2009年、ISBN:978-4887138315）、⑨国際法学会編『国
際関係法辞典』〔第2版〕（三省堂、2005年、ISBN:978-4385157511）
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黒田　秀治

国際法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

現代国際法が内包する課題の検討

■講義内容■講義内容

寺谷広司編『国際法の現在　変転する現代社会で法の可能性を問い直す』（日本評論社、2020年）所収の適切な論文を輪
読し、現代国際法と国際社会の課題を検討する。なお、検討する論文は履修者の関心をふまえ変更することもある。

■達成目標■達成目標

現代国際社会の課題を法的側面から説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、この講義の目的を理解する。
【授業内容】　講義の進め方等のガイダンス
【事後学修】　指示された資料等を図書館や電子ジャーナルで確かめる。

第２回 【事前学修】　第1部第1章村瀬論文を熟読しておく。
【授業内容】　村瀬論文の要旨：国際立法
【事後学修】　指摘された課題（村瀬論文の要旨）を復習する。

第３回 【事前学修】　第1部第1章村瀬論文の論点を考えておく。
【授業内容】　村瀬論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（村瀬論文の論点）を復習する。

第４回 【事前学修】　第1部第4章酒井論文を熟読しておく。
【授業内容】　酒井論文の要旨：国際司法裁判所と国際立法
【事後学修】　指摘された課題（酒井論文の要旨）を復習する。

第５回 【事前学修】　第1部第4章酒井論文の論点を考えておく。
【授業内容】　酒井論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（酒井論文の論点）を復習する。

第６回 【事前学修】　第1部第6章根岸論文を熟読しておく。
【授業内容】　根岸論文の要旨：強行規範に関する国際法委員会の審議）
【事後学修】　指摘された課題（根岸論文の要旨）を復習する。

第７回 【事前学修】　第1部第6章根岸論文の論点を考えておく。
【授業内容】　根岸論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（根岸論文の論点）を復習する。

第８回 【事前学修】　第2部第12章尾崎論文を熟読しておく。
【授業内容】　尾崎論文の要旨：国際刑事裁判所
【事後学修】　指摘された課題（尾崎論文の要旨）を復習する。

第９回 【事前学修】　第2部第12章尾崎論文の論点を考えておく。
【授業内容】　尾崎論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（尾崎論文の論点）を復習する。

第10回 【事前学修】　第2部第19章竹内論文を熟読しておく
【授業内容】　竹内論文の要旨：国家の刑事管轄権
【事後学修】　指摘された課題（竹内論文の要旨）を復習する。

第11回 【事前学修】　第2部第19章竹内論文の論点を考えておく。
【授業内容】　竹内論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（竹内論文の論点）を復習する。

第12回 【事前学修】　第3章第28章伊藤論文を熟読しておく。
【授業内容】　伊藤論文の要旨：国際経済秩序と国際立憲主義
【事後学修】　指摘された課題（伊藤論文の要旨）を復習する。

第13回 【事前学修】　第3章第28章伊藤論文の論点を考えておく。
【授業内容】　伊藤論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（伊藤論文の論点）を復習する。

第14回 【事前学修】　第3部第32章須網論文を熟読しておく。
【授業内容】　須網論文の要旨：常設投資裁判所構想
【事後学修】　指摘された課題（須網論文の要旨）を復習する。

第15回 【事前学修】　第3部第32章須網論文の論点を考えておく。
【授業内容】　須網論文の論点
【事後学修】　指摘された課題（須網論文の論点）を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（40％）、質疑応答（20％）、まとめレポート（20％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

すべての履修者があらかじめ該当論文を熟読し、筆者の主張の要旨、論点等をまとめ、配布用のレジュメにしておきま
す。報告者は自己のレジュメを配付し、それに基づいて質疑応答します

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

国際法一般講義、国際法応用講義Ⅰ、国際法応用講義Ⅱ

■テキスト■テキスト

寺谷広司編『国際法の現在　変転する現代社会で法の可能性を問い直す』（日本評論社、2020年）　ISBN 978-4-535-
52481-1
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■参考文献■参考文献

①浅田正彦編著『国際法　第4版』（東信堂、2019年、ISBN:978-4-7989-1545-6）、②山本草二『国際法新版』（有斐閣、
1994年、ISBN:978-4641045934）、③エイクハースト=マランチュク、長谷川正国訳『現代国際法入門』（成文堂、1999
年、ISBN:978-4792331535）、④小寺彰他編『講義国際法』〔第2版〕（有斐閣、2010年、ISBN:978-641046535）、⑤柳原
正治他編『プラクティス国際法講義』〔第３版〕（信山社、2017年、ISBN:978-797224528）⑥島田征夫編『国際法学入
門』（成文堂、2011年、ISBN:978-4792332846）⑦岩沢雄司『国際法』（東大出版会、2020年、ISBN: 978-4-13-032391-
8）、⑧大沼保昭『国際法一はじめて学ぶ人のための』（東信堂、2009年、ISBN:978-4887138315）、⑨国際法学会編『国
際関係法辞典』〔第2版〕（三省堂、2005年、ISBN:978-4385157511）、⑩森川幸一・兼原敦子・酒井啓亘・西村　弓　編
『国際法判例百選 第3版　＜別冊ジュリスト判例百選　255号＞』（有斐閣、2021年、ISBN 978-4-641-11555-2)
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陶久　利彦

基礎法応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

法思想史の概論

■講義内容■講義内容

　主に西洋を念頭に置きながら、法思想史を概説する。

■達成目標■達成目標

①現在の法制度がどのような法思想に根ざしているのかを、説明できる。
②適切に理解した法思想の流れを、実定法解釈の背景的知識として利用できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　『シラバス』を読み、講義内容・達成目標・授業計画等を理解しておくこと。
【授業内容】　授業の方針・進め方等の説明
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第２回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ギリシャ法思想①（自然哲学からソクラテス以前のソフィストへ）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第３回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ギリシャ法思想②（ソクラテスとその法思想）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第４回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ギリシャ法思想③（プラトンの哲学と法思想）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第５回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ギリシャ法思想④（アリストテレスと法・政治）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第６回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ストア派の法思想
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第７回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。初期キリスト教（教父の法思想）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第８回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。キリスト教法思想（アウグスティヌスとトマス・アキナス）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第９回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。ヨーロッパ中世法思想
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第10回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。近世法思想（トマジウス、プーフェンドルフ）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第11回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。近代法思想①（ホッブズ）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第12回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。近代法思想②（ルソー）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第13回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。近代法思想③（カント）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

第14回 【事前学修】　授業対象の当該箇所を読み、歴史・法律用語を辞典で調べておくこと。疑問点等を整理しておく
こと。
【授業内容】　提出課題へのコメント。近代法思想④（ヘーゲル）
【事後学修】　復習し、疑問点等を整理しておくこと。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。
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第15回 【事前学修】　配布プリントを読んでくること。
【授業内容】　提出課題へのコメント。まとめ（ヨーロッパ古代から近代まで）、中国法思想
【事後学修】　レポートを作成すること。授業内容に関する課題をmanaba上で提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加態度（30 点）、毎回の授業振り返り（30 点）、レポート（40 点）を勘案して評価する。それぞれの評価基準の
詳細はルーブリックの形で授業時に公開するが、概要は以下の通りである。
・授業参加態度については、事前の予習が十分行き届いているかどうか、授業中の発言内容の的確さを主として評価す
る。
・毎回の授業振り返りについては、授業に関連した設問がmanaba上で用意されるので、それに適切に応えているかどうか
を評価対象とする。授業内容の理解度、文章表現力、要約の仕方等である。
・最後の総括的レポートについては、論文評価基準と変わらない。但し、本授業の内容理解と同時に自身の修士論文との
関連性が明確であることを、特に評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

参考文献や用語を事前に調べ、必要に応じてコピーをしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

基礎法一般講義

■テキスト■テキスト

三島淑臣『法思想史』（青林書房、2008年）。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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陶久　利彦

基礎法応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

判決文の論理構成と法解釈技法の研究

■講義内容■講義内容

毎回異なった最高裁判決例を読み、そこでどのような解釈技法に基づいて何が考慮され、結論が導かれているのかを詳し
く検討する。扱う判決例は、①裁判官相互で解釈に分裂があり解釈方法の違いが顕著であるもの、②依拠すべき条文が不
明で、裁判官が一種の立法作用をせざるを得ないもの等である。

■達成目標■達成目標

（１）判決例の論理構造を正確に把握できるようになる。
（２）判決例に見られる条文解釈の在り方とその背景を、より深く理解できるようになる。
（３）修士論文テーマに関する判決例を、自身の関心に合わせた形で整理できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　専門領域に関する代表的判決例を読み込んでおく。
【授業内容】　ガイダンス。法解釈方法の概説。
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第２回 【事前学修】　授業で扱う判決例を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告①
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第３回 【事前学修】　授業で扱う判決例を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告②
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第４回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告③
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第５回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告④
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第６回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑤
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第７回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑥
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第８回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑦
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第９回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑧
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第10回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑨
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第11回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑩
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第12回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　判決例報告⑪
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第13回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑫
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第14回 【事前学修】　授業で扱う判決例や解説を読み込んでおく。
【授業内容】　提出課題へのコメント。判決例報告⑬
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業で扱った判決例を振り返り、法解釈の在り方についてメモを作成する。
【授業内容】　提出課題へのコメント。まとめ
【事後学修】　授業内容に関連した課題をmanaba上で提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の振り返り1点×15回＝15点、毎回の課題2点×15＝30点、報告を含めた授業態度15点、最終レポート40点。レポート
作成法等については、ルーブリックを公開する。毎回の振り返りや課題についての評価基準は概略以下のようにする。1．
問いかけの趣旨をよく理解し、それに適切に答えていること、2．誤字・脱字、変換ミスがないこと、3．所定の字数に収
まっていること、4．内容面では、論点が適切に取り上げられ、検討に偏りがなく、バランスの取れた論理が展開されてい
ること、以上である。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

判決例を教材にするので、判例検索サイトTKCの使い方に慣れておくこと。尚、報告の際には判例評釈も参考にされたい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

各専門分野の科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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陶久　利彦

基礎法応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

法哲学の基礎

■講義内容■講義内容

　法哲学の内容は多岐にわたるが、最近の教科書を読むことを通じて、その一端を理解し、今後の法哲学学習に向けた基
礎的知識の習得を目指す。

■達成目標■達成目標

①法哲学という名の下に論じられている事柄について、一定の基礎的知識を習得できる。
②修得した知識を基にして、現実の具体的問題を分析し、理解する応用力を獲得できる。
③修得した知識と思考法を修士論文作成に生かすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ガイダンスに先立ち、教科書を通読しておく。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業内容を振り返り、本授業の目標を理解する。関連課題をmanaba上で提出する。

第２回 【事前学修】　功利主義に関する教科書の説明を理解し、疑問点を洗い出す。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。功利主義について考える。
【事後学修】　功利主義の内容理解をさらに深め、その現代的適用の可能性を今一度検討する。

第３回 【事前学修】　正義に関する教科書の説明を検討し、いくつかの質問を用意する。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。正義論の基本枠組みをロールズに見、その意義を検討する。
【事後学修】　正義論の最前線を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第４回 【事前学修】　自由についての自らの経験を振り返り、何が問題なのかを考えてくる。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。現代法での自由の意義を考察する。
【事後学修】　自由の意義と法的自由の意味を再確認する。関連課題をmanaba上で提出する。

第５回 【事前学修】　平等についての言説を拾い集め、何が平等という言葉の下に論じられているのかを確認する。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。平等特に経済的それとして貧困を取り上げ、関連問題を考察する。
【事後学修】　何が平等なのかを、法的・道徳的等の観点から整理する。関連課題をmanaba上で提出する。

第６回 【事前学修】　権利は実によく用いられる言葉であるが、それと対比される義務との関連で、権利という言説の
持つ機能を考える。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。権利のカタログを確認し、その拡張傾向を把握する。
【事後学修】　権利を義務という反面から検討しなおしてみる。関連課題をmanaba上で提出する。

第７回 【事前学修】　正義に関する諸問題を身近なところで見つけてみる。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。正義論の最前線特に国際・世代・生命・環境について考える。
【事後学修】　正義に反する具体例を今一度洗い出してみる。関連課題をmanaba上で提出する。

第８回 【事前学修】　ルールとしての法は事実としての法とどう違うのかを考える。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。ルールとしての法
【事後学修】　原理としての法という側面から、ルールの意義を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第９回 【事前学修】　法は価値とどのように関係するのか、具体例を挙げてみる。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。法の価値
【事後学修】　法自体が持つ価値と法が目指す価値とを具体例を挙げつつ、検討する。関連課題をmanaba上で提
出する。

第10回 【事前学修】　泥棒集団内のルールは法的ルールとどのように違うのかを考える。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。法の権威
【事後学修】　何が法に権威と呼ばれるものを与えるのか、法の特権的地位はどこに由来するのかを今一度検討
する。関連課題をmanaba上で提出する。

第11回 【事前学修】　法的言葉の意味を具体例を通じて検討する。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。解釈としての法
【事後学修】　自分の研究分野で著名な判決例を取り上げ、そこでどのような解釈技法が用いられているかを確
認する。関連課題をmanaba上で提出する。

第12回 【事前学修】　法全体に対する批判をどう展開するのか、又既存の法秩序への根本的ないし修正的批判の可能性
を考える。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。批判理論
【事後学修】　法全体を批判する可能性について、復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第13回 【事前学修】　悪法になぜ人は従わなければならないのか、この問いは深刻である。何が「悪法」と呼ばれる
か、それに対してどう対処すべきかを考える。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。遵法義務
【事後学修】　自分の研究分野で問題になりうる遵法義務違反の例を考え、授業内容を復習する。関連課題を
manaba上で提出する。

第14回 【事前学修】　法哲学的問いかけの特徴を考えてみる。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。法哲学の基礎理論
【事後学修】　実定法分野とは異なる法哲学の特徴を復習する。関連課題をmanaba上で提出する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を振り返り、本授業の意義を検討する。
【授業内容】　提出原稿へのコメント。まとめ
【事後学修】　本授業全体を振り返り、それが自分の研究分野にどのように生かされうるかを確認する。関連課
題をmanaba上で提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業参加態度（30％）、毎回の授業振り返り（30％）、全授業終了後のレポート（40％）
　それぞれの評価基準の詳細は、ルーブリックの形で授業時に公開する。概要は以下の通りである。
・授業参加態度については、事前の予習が十分行き届いているかどうか、授業中の発言内容の的確さを主として評価す
る。
・毎回の授業振り返りについては、授業に関連した設問を私がmanaba上で用意するから、それに適切に応えているかどう
かを評価対象とする。授業内容の理解度、文章表現力、要約の仕方等である。
・最後の総括的レポートについては、論文評価基準と変わらない。但し、本授業の内容理解と同時に自身の修士論文との
関連性が明確であることを、特に評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

他の実定法科目の研究を十分にしておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

基礎法応用講義Ⅰ、Ⅱ

■テキスト■テキスト

瀧川・宇佐美・大屋共著『法哲学』（有斐閣、2014 年）

■参考文献■参考文献

開校時に指示する。
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三須　拓也

政治学応用講義Ⅰ

■テーマ■テーマ

国際政治学の分析手法の習得

■講義内容■講義内容

国際政治学の基本的な考え方を考察する。
授業は対面で行う。

■達成目標■達成目標

①　国際政治学の特徴と有効性を説明できる。
②　国際政治学の主要なテーマ及び基礎概念を説明できる。
③　②の各テーマに関するこれまでの成果と今後の課題について概要を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の通読
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　特になし

第２回 【事前学修】　教科書「第１章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　戦争の体系としての国際政治（第１章）
【事後学修】　教科書「第１章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙1 枚にまとめる。

第３回 【事前学修】　教科書「第２章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　国際秩序はどう構想されてきたか（第２章）
【事後学修】　教科書「第２章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第４回 【事前学修】　教科書「第３章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　誰が国際政治の主体なのか（第３章）
【事後学修】　教科書「第３章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第５回 【事前学修】　教科書「第４章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　権力と国益（第４章）
【事後学修】　教科書「第４章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第６回 【事前学修】　教科書「第５章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　外交政策の類型（第５章）
【事後学修】　教科書「第 4 章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第７回 【事前学修】　教科書「第６章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　外交政策はなぜ誤るのか（第６章）
【事後学修】　教科書「第６章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第８回 【事前学修】　教科書「第７章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　力の均衡とは何か（第７章）
【事後学修】　教科書「第８章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第９回 【事前学修】　教科書「第８章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　同盟の力学（第８章）
【事後学修】　教科書「第８章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第10回 【事前学修】　教科書「第９章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なことを
Ａ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　帝国と覇権（第９章）
【事後学修】　教科書「第９章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第11回 【事前学修】　教科書「第１０章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なこと
をＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　国際政治はどのように拡大したのか（第１０章）
【事後学修】　教科書「第１０章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第12回 【事前学修】　教科書「第１１章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なこと
をＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　ナショナリズム（第１１章）
【事後学修】　教科書「第１１ 章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第13回 【事前学修】　教科書「第１２章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なこと
をＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　戦争とその変化（第１２章）
【事後学修】　教科書「第１２章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。

第14回 【事前学修】　教科書「第１３章」について、①初めて知ったこと、②重要と思ったこと、③疑問・不明なこと
をＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
【授業内容】　相互依存は国際政治を変えるのか（第１３章）
【事後学修】　教科書「第１３章」について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 1 枚にまとめる。
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第15回 【事前学修】　教科書全体について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 3 枚にまとめる。
【授業内容】　ふりかえりとまとめ
【事後学修】　教科書全体について、①学んだこと、②考えたことをＡ 4 判用紙 5 枚にまとめて提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（1）授業での発表・質疑応答（60 点）（2）ふりかえりレポート（40 点）。なおレポートの評価基準は以下の通りとし
ます。
Ｓ：トピックを十分に理解し、自らの見解を論理的に展開している。
Ａ：トピックを十分に理解し、自らの見解を述べている。
Ｂ：トピックを理解し、自らの見解を述べている。
Ｃ：トピックを理解しているが、自らの見解が述べられていない。
Ｄ：講義の内容に即した議論を展開していない。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業ごとに次の授業までの準備内容を指示する。下記のテキストは授業開始までに購入しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学一般講義

■テキスト■テキスト

藤原帰一『国際政治』（放送大学教育振興会、2007年、ISBN-13: 978-4595135040）

■参考文献■参考文献

テキストの「参考文献」を参照。重要なものは授業で指示する。
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井上　義比古

政治学応用講義Ⅱ

■テーマ■テーマ

政策形成過程研究の枠組み及び政策形成の事例を学ぶ

■講義内容■講義内容

①政策形成過程における漸増主義を提唱したリンドブロムの著作を輪読し、1 つの政治システム内部において政策がどの
ような主体によってどのように形成されるかについての大枠的観点を得る。
②キューバ危機を分析する 3 つのモデルを提示したグレアム・アリソンの著作を輪読し、具体的な国際政治過程におい
て、我々が用いる分析モデルの相違が事態の解釈および行動にどのような影響を与えるかについての知識を得る。
③外交政策研究の大家であるメイの著作を輪読し、外交政策を決定する政治エリートたちがいかに歴史上の事例を誤用し
てきたかについて学ぶ。
④受講者は、各回の内容を簡単なレジュメにまとめてくる。

■達成目標■達成目標

①実際の政策形成過程を観察する場合、分析に必要な観察対象であるアクターを想起できる。
②政策形成過程を分析する 3 つの分析モデルの概略を説明できる。
③アメリカの外交政策における歴史的事例の誤用および活用のケースをあげることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　ガイダンス
　　　　　　　①授業の進め方
　　　　　　　②各文献の政治的・学問的意義の説明
　　　　　　　③レジュメ作成方法の説明
　　　　　　　④情報検索方法の説明
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第２回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　リンドブロムの概括的枠組み①
　　　　　　　政策形成をめぐる諸問題
　　　　　　　分析の限界
　　　　　　　民主主義の潜在的知性
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第３回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　リンドブロムの概括的枠組み②
　　　　　　　投票の不確実性
　　　　　　　公選職公務員
　　　　　　　官僚による政策形成
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第４回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　リンドブロムの概括的枠組み③
　　　　　　　利益集団
　　　　　　　経済界の特権的地位
　　　　　　　政治的不平等
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第５回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　リンドブロムの概括的枠組み④
　　　　　　　調査の機能不全
　　　　　　　分析の最大限の活用
　　　　　　　さらなる民主主義を求めて
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第６回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　アリソンの第Ⅰモデル：合理的行為者
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第７回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　第Ⅰモデルによるキューバ危機の説明
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第８回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　アリソンの第Ⅱモデル：組織の行動
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第９回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　第Ⅱモデルによるキューバ危機の説明
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。
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第10回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　アリソンの第Ⅲモデル：政府内政治
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第11回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　第Ⅲモデルによるキューバ危機の説明
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第12回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　歴史の誤用①
　　　　　　　第二次世界大戦
　　　　　　　東西冷戦
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第13回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　歴史の誤用②
　　　　　　　朝鮮戦争
　　　　　　　ヴェトナム戦争
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第14回 【事前学修】　テキストの該当箇所を熟読し、レジュメにまとめてくる。
【授業内容】　歴史の活用
【事後学修】　文献熟読から得られた事項及び説明された事項について、紹介された資料、Web、自分で探した文
献などで確認しておく。

第15回 【事前学修】　前回までの学習内容についての疑問・質問をメモしてくる。
【授業内容】　まとめ
　　　　　　　学習内容の確認
　　　　　　　確認レポート作成方法の説明
【事後学修】　講義で確認された学習内容を、さらに関連文献等でチェックするとともに、レポートの作成を開
始する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告　50％　　質疑応答　30％　　確認レポート　20％

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講者は、輪読する文献のレジュメを作成するに際して、あげられている事例に関する情報を調べておく。授業中に情報
が必要になった場合には、PC、タブレット、スマートフォン等を活用して調べる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学関係の講義科目

■テキスト■テキスト

①チャールズ・Ｅ・リンドブロム＆エドワード・Ｊ・ウッドハウス（藪野祐三＆案浦明子訳）『政策形成の過程―民主主
義と公共性』（東京大学出版会、2004 年）
②グレアム・アリソン＆フィリップ・ゼリコウ『決定の本質　第2版　Ⅰ・Ⅱ』（日経 BP社、2016 年）
③アーネスト・メイ『歴史の教訓』（岩波現代文庫、2004 年）

■参考文献■参考文献

授業の中で随時指示します。
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木下　淑惠

政治学応用講義Ⅲ

■テーマ■テーマ

比較の視点から考える地方自治

■講義内容■講義内容

近年の地方自治における変化と課題をふまえ、日本および北欧を中心とする外国の自治体による課題への対応を学ぶ。比
較の視点をもって検討することを通して、これからの自治体の取り組み方について考える。

■達成目標■達成目標

①比較することの意義を説明できる。
②近年の地方自治が直面する課題と変化について指摘し、説明できる。
③地方自治体の課題への対応について、比較をふまえて評価し、論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義の内容と達成目標を理解する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　シラバスを確認し、テキストを整理する。

第２回 【事前学修】　報告者は第2回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第2回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　比較の意義と方法（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第2回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　報告者は第3回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第3回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　現代日本の課題／地方自治の理念と役割（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第3回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第４回 【事前学修】　報告者は第4回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第4回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　地方自治制度と課題（1）行政組織（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第4回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第５回 【事前学修】　報告者は第5回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第5回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　地方自治制度と課題（2）議会と政治（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第5回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第６回 【事前学修】　報告者は第6回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第6回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　自治体と効率（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第6回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第７回 【事前学修】　報告者は第7回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第7回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　自治体と地域社会（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第7回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第８回 【事前学修】　報告者は第8回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第8回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　北欧の地方自治制度（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第8回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第９回 【事前学修】　報告者は第9回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第9回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　福祉（1）子ども（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第9回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第10回 【事前学修】　報告者は第10回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第10回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　福祉（2）高齢者（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第10回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第11回 【事前学修】　報告者は第11回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第11回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　生活環境（1）まちづくり（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第11回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第12回 【事前学修】　報告者は第12回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第12回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　生活環境（2）地域の交通（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第12回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第13回 【事前学修】　報告者は第13回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第13回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　文化施設（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第13回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。

第14回 【事前学修】　報告者は第14回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第14回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　自治体と情報（テキストの報告による意見発表と討論）
【事後学修】　第14回のテキストに目を通し、議論の内容を整理する。
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第15回 【事前学修】　これまでの講義を振り返り、要点と疑問をまとめる。
【授業内容】　まとめとしての討論会
【事後学修】　議論の内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下のような２つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。講義時の報告の内容により目標①②③を
評価する（50％）。質疑応答・討論の内容により①②③を評価する（50％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公
開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告者はテキストの報告準備を行う。報告者以外は、テキストを読んでその内容の要約と批評をまとめる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学一般講義

■テキスト■テキスト

開講時、また必要に応じて指示します。

■参考文献■参考文献

適時紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては、開講時に指示する。
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佐藤　英世

演習ⅠＡ

■テーマ■テーマ

公法における裁判例と学説の研究

■講義内容■講義内容

公法分野における裁判例と学説について検討します。本授業は、「アクティヴ・ラーニング」で行われます。なお、授業
で取り上げる判例や論文は、受講生の修士論文のテーマにより変更される可能性があります。

■達成目標■達成目標

①法令、裁判例、学説について、その内容を調べ、その要点をまとめ説明することができる。
②公法分野の問題について、条文を解釈し、事実に当てはめ、法的判断を導くことができる。
③法的問題解決の限界、法的判断の正しさの限界について、いくつかの例を用いて説明することができる。
④公法分野における裁判例を正しく理解し、評価することができる。
⑤公法分野において争いがあるテーマについて、諸説を正確に整理し、自らの意見を述べることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（1）：指定確認検査機関による確認事務
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第２回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（2）：道路の自由使用
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第３回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（3）：専決による支出と賠償責任
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第４回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（4）：行政上の不当利得
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第５回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（5）：裁量と権利侵害行為
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第６回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（6）：違法性の承継
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第７回 【事前学修】　指定された判例について報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　判例研究（7）：指導要綱による開発負担金
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第８回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（1）：公法と私法
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第９回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（2）：処分の付款と争訟
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第10回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（3）：審査基準・処分基準
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第11回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（4）：手続的瑕疵の効果
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第12回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（5）：行政機関によるＡＤＲ
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第13回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（6）：警察制限・公用制限
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第14回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（7）：職務命令と服従義務
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

第15回 【事前学修】　指定されたテーマについて報告用のレジュメを作成する。
【授業内容】　論文研究（8）：公物・公共施設の利用関係
【事後学修】　授業で指摘された課題について調べる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告内容（70点）と質疑応答（30点）の合計で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業の準備を十分にしてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

憲法、行政法、税法
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■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

必要に応じて随時指示します。
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高浜　智輝

演習ⅠＡ

■テーマ■テーマ

修士論文に関係する学説・裁判例等の検討

■講義内容■講義内容

修士論文に関係する論文や判例等について報告し、修士論文の執筆に必要な知識を獲得する。

■達成目標■達成目標

①租税法に関する文献や裁判例等を理解し、まとめることができる。
②租税法における主な課題について、法的根拠を用いて自分なりの考えを述べることができる。
③研究計画書および修士論文を書き上げるための文章力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第２回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第３回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第４回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第５回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第６回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第７回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第８回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第９回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第10回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第11回 【事前学修】　修士論文に関係する論文や判例についてまとめたレジュメを作成する。
【授業内容】　レジュメを用いた報告とフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点や答えられなかった質問に対して自分なりに考え、レジュメを作り直す。

第12回 【事前学修】　自身が作成した研究計画書を見直す。
【授業内容】　研究計画書の報告・作成
【事後学修】　授業中の指摘を踏まえて、研究計画書を作り直す。

第13回 【事前学修】　自身が作成した研究計画書を見直す。
【授業内容】　研究計画書の再考
【事後学修】　授業中の指摘を踏まえて、研究計画書を作り直す。

第14回 【事前学修】　研究計画書を完成させる。
【授業内容】　研究計画書の完成
【事後学修】　作成した研究計画書を踏まえて、修士論文の骨子を作成する。

第15回 【事前学修】　修士論文のテーマ、構成および内容を考える。
【授業内容】　修士論文の方向性の確認とコメント
【事後学修】　授業で指摘された点について考える。そして、論文の書き方について正確に確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題の内容（50％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

報告のためにきちんと準備し、レジュメを作成すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

修士論文のテーマや学生の要望に応じて適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

報告に関する文献等は、学生と相談した上で決定する。オフィス・アワーおよび連絡先は、最初の授業で指示する。
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木下　淑惠

演習ⅠＢ

■テーマ■テーマ

地方自治の研究入門

■講義内容■講義内容

現代日本の地方自治を主な研究対象とする。まず、地方自治のしくみと運営について整理する。さらに、今日指摘されて
いる課題について順次検討していく。

■達成目標■達成目標

①　日本の地方自治に関する文献を正確に理解し、まとめることができる。
②　日本の地方自治について、文献の正確な理解をもとに説明できる。
③　日本の地方自治における主な課題について、文献をもとに論理的に検討し、考えを述べることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義の内容と達成目標を理解する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　シラバスを確認し、テキストを整理する。

第２回 【事前学修】　報告者は第2回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第2回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第2回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第2回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　報告者は第3回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第3回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第3回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第3回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第４回 【事前学修】　報告者は第4回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第4回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第4回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第4回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第５回 【事前学修】　報告者は第5回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第5回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第5回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第5回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第６回 【事前学修】　報告者は第6回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第6回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第6回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第6回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第７回 【事前学修】　報告者は第7回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第7回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第7回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第7回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第８回 【事前学修】　報告者は第8回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第8回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第8回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第8回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第９回 【事前学修】　報告者は第9回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第9回のテキストを読んでその内容
の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第9回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第9回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第10回 【事前学修】　報告者は第10回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第10回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第10回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第10回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第11回 【事前学修】　報告者は第11回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第11回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第11回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第11回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第12回 【事前学修】　報告者は第12回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第12回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第12回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第12回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第13回 【事前学修】　報告者は第13回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第13回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第13回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第13回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。

第14回 【事前学修】　報告者は第14回のテキストの報告準備を行う。報告者以外は、第14回のテキストを読んでその内
容の要約および批評をまとめる。
【授業内容】　テキスト（第14回）に基づく報告と討論
【事後学修】　第14回のテキストを読み返し、議論の内容を整理する。
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第15回 【事前学修】　これまでの講義を振り返り、要点と疑問をまとめる。
【授業内容】　まとめとしての討論会
【事後学修】　議論の内容を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下のような２つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。講義時の報告の内容により目標①②③を
評価する（50％）。質疑応答、討論の内容により①②③を評価する（50％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公
開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎日、ＴＶや新聞で地方自治に関するニュースに注意を払ってください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学関係科目

■テキスト■テキスト

開講時、また必要に応じて指示します。

■参考文献■参考文献

適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては、開講時に指示する。
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高浜　智輝

演習ⅡＡ

■テーマ■テーマ

修士論文に関係する論文・判例等の検討

■講義内容■講義内容

修士論文に関係する論文や判例についてレポートを作成し、報告する。

■達成目標■達成目標

①修士論文に関係する論文および判例のの意義や問題点を正確に理解し、それについて説明できる。
②修士論文の目次・構成を作成し、その内容について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第２回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第３回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第４回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第５回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第６回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第７回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第８回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第９回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第10回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘されたレポートの問題点を踏まえ、レポートを作り直す。

第11回 【事前学修】　修士論文の目次・構成を作成する。
【授業内容】　目次・構成とその内容についての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文の目次・構成を作成する。
【授業内容】　目次・構成とその内容についての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文の各目次の内容についてレポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文の内容について推敲し、レポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第15回 【事前学修】　修士論文の内容について推敲し、レポートを作成する。
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対するフィードバック
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題の内容（50％）で総合的に評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

課題について十分に検討し、レポートを作成すること。報告のためにきちんと準備すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

修士論文のテーマに応じて授業中に指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

注意点は特になし。オフィス・アワーおよび連絡先は最初の授業で指示する。
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佐藤　英世

演習ⅡＡ

■テーマ■テーマ

修士論文に関する論文・判例等の検討

■講義内容■講義内容

修士論文に関する論文や判例についてさらに検討するとともに、修士論文の原案を作成する。この授業は、「アクティ
ヴ・ラーニング」で行われる。

■達成目標■達成目標

①修士論文に関係する論文の意義や問題点を正確に理解し、それについて説明できる。
②修士論文に関係する判例の意義や問題点を正確に理解し、それについて説明できる。
③修士論文の目次を作成し、目次の項目ごとにその内容について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第２回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。　
【授業内容】　報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。　
【授業内容】　報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。　
【授業内容】　報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第５回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。　
【授業内容】　報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第６回 【事前学修】　修士論文の目次とその項目ごとの概要をレポートにまとめる。　
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第７回 【事前学修】　修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第８回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第９回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第10回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第11回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第15回 【事前学修】　修士論文の新たな項目についてまとめる。　
【授業内容】　まとめた項目についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

課題について十分に検討し、レポートを作成する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

なし
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■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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近藤　雄大

演習ⅡＡ

■テーマ■テーマ

修士論文の作成に向けた判例・学説の研究

■講義内容■講義内容

修士論文に関連する判例や文献を読み、論文の構成や内容を検討する。

■達成目標■達成目標

①修士論文の作成に必要な判例や学説を理解することができる。
②①を修士論文の内容に反映させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文の完成に向けたスケジュールを考える。
【授業内容】　ガイダンス（判例・文献の選定およびスケジューリング）
【事後学修】　授業内容をもとに判例や文献を決定し、スケジューリングを行う。

第２回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告①（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第３回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告②（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第４回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告①（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第５回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告②（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第６回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告③（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第７回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告④（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第８回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告③（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第９回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告④（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第10回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告⑤（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第11回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告⑥（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第12回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告⑤（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第13回 【事前学修】　選定した文献を読み、内容を理解する。
【授業内容】　文献の報告⑥（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

第14回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告⑦（前半）
【事後学修】　指摘された内容を次回の報告に反映させる。

第15回 【事前学修】　選定した判例を読み、内容を理解する。
【授業内容】　判例の報告⑧（後半）
【事後学修】　指摘された内容をふまえ、論文としてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①報告内容（50％）・・・適切な内容のレジュメが作成されていること、レジュメ作成への関与の度合いを評価基準とす
る。
②発言（40％）・・・適切な質疑および応答がなされていること、積極的に討論に参加していることを評価基準とする。
③スケジューリング（10％）・・・修士論文の作成に向けて計画を立てていることを評価基準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

判例や文献に目を通して報告準備をする必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目
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■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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宮川　基

演習ⅡＡ

■テーマ■テーマ

実行の着手に関する学説の検討

■講義内容■講義内容

実行の着手に関する佐藤拓磨説，冨川雅満説，杉本一敏説を検討する。

■達成目標■達成目標

①佐藤拓磨説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。
②冨川雅満説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。
③杉本一敏説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　佐藤拓磨説の内容をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説の分析
【事後学修】　佐藤拓磨説の内容をまとめる。

第２回 【事前学修】　佐藤拓磨説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説のあてはめ
【事後学修】　佐藤拓磨説のあてはめをまとめる。

第３回 【事前学修】　佐藤拓磨説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説の問題点
【事後学修】　佐藤拓磨説の問題点をまとめる。

第４回 【事前学修】　佐藤拓磨説と樋口亮介説の異同をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説と樋口亮介説の異同
【事後学修】　佐藤拓磨説と樋口亮介説の異同をまとめる。

第５回 【事前学修】　冨川雅満説の内容をノートしておく。
【授業内容】　冨川雅満説の分析
【事後学修】　冨川雅満説の内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　冨川雅満説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　冨川雅満説のあてはめ
【事後学修】　冨川雅満説のあてはめをまとめる。

第７回 【事前学修】　冨川雅満説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　冨川雅満説の問題点
【事後学修】　冨川雅満説の問題点をまとめる。

第８回 【事前学修】　冨川雅満説と樋口亮介説の異同をノートしておく。
【授業内容】　冨川雅満説と樋口亮介説の異同
【事後学修】　冨川雅満説と樋口亮介説の異同をまとめる。

第９回 【事前学修】　杉本一敏説の内容をノートしておく。
【授業内容】　杉本一敏説の分析
【事後学修】　杉本一敏説の内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　杉本一敏説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　杉本一敏説のあてはめ
【事後学修】　杉本一敏説のあてはめをまとめる。

第11回 【事前学修】　杉本一敏説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　杉本一敏説の問題点
【事後学修】　杉本一敏説の問題点をまとめる。

第12回 【事前学修】　杉本一敏説と樋口亮介説の異同をノートしておく。
【授業内容】　杉本一敏説と樋口亮介説の異同
【事後学修】　杉本一敏説と樋口亮介説の異同をまとめる。

第13回 【事前学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の共通点をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の共通点
【事後学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の共通点をまとめる。

第14回 【事前学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の相違点をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の相違点
【事後学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説および杉本一敏説の相違点をまとめる。

第15回 【事前学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説，杉本一敏説および樋口亮介説の相互作用をノートしておく。
【授業内容】　佐藤拓磨説，冨川雅満説，杉本一敏説および樋口亮介説の相互作用
【事後学修】　佐藤拓磨説，冨川雅満説，杉本一敏説および樋口亮介説の相互作用をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①②③を，毎回のノートをもとに評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連する文献を読み，事前にノートを作成すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法応用講義Ⅱ，刑法応用講義Ⅲ，演習ⅢＡ

■テキスト■テキスト

講義の際に指示する。
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■参考文献■参考文献

講義の際に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを(開講時に)公開する。
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佐藤　英世、大橋　佳明

演習ⅡＢ

■テーマ■テーマ

修士論文に関する論文・判例等の検討

■講義内容■講義内容

修士論文に関する論文や判例についてさらに検討するとともに、修士論文の原案を作成する。この授業は、「アクティ
ヴ・ラーニング」で行われる。

■達成目標■達成目標

①修士論文に関係する論文の意義や問題点を正確に理解し、それについて説明できる。
②修士論文に関係する判例の意義や問題点を正確に理解し、それについて説明できる。
③修士論文の目次を作成し、目次の項目ごとにその内容について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第２回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第５回 【事前学修】　修士論文に関係する論文または判例について報告書を作成する。
【授業内容】　報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第６回 【事前学修】　修士論文の目次とその項目ごとの概要をレポートにまとめる。　
【授業内容】　レポートについての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

第７回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第８回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第９回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第10回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第11回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第12回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第13回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第14回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

第15回 【事前学修】　指示された修士論文の一つの項目を論文形式にまとめる。　
【授業内容】　まとめた論文（１項目）についての報告とそれに対する評価　
【事後学修】　授業で指摘された問題点を踏まえ内容を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊課題について十分に検討し、レポートを作成する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊修士論文のテーマに関連する科目

■テキスト■テキスト

＊なし
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■参考文献■参考文献

＊授業中に適宜指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

＊事前学修で指示された課題について十分に準備すること。
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大窪　誠

演習ⅡＢ

■テーマ■テーマ

修士論文の作成をサポートする。

■講義内容■講義内容

・学生による修士論文執筆の進捗状況についての報告を基にして、論文の構成や論述の進め方について検討する。

■達成目標■達成目標

・授業終了時点において、修士論文提出期限までに必要な水準を満たした修士論文を完成させることができる程度までに
論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今後の論文執筆のスケジュールを考えておく。
【授業内容】　ガイダンス・授業の進め方についての説明
【事後学修】　今後の論文執筆のスケジュールを見直す必要がないか検討する。

第２回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（1回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第３回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（2回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第４回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（3回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第５回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（4回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第６回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（5回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第７回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（6回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第８回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（7回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第９回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（8回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第10回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（9回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第11回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（10回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第12回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（11回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第13回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（12回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第14回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（13回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第15回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（14回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・報告の内容　50％。
・授業での質疑応答の内容　50％。
・成績評価の基準の詳細は開講時に提示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の授業前に、シラバスの【事前学修】を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

演習ⅡＡ

■テキスト■テキスト

使用しない。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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中村　雄一

演習ⅡＢ

■テーマ■テーマ

刑法各論分野の諸問題をより深く理解する

■講義内容■講義内容

刑法各論分野の諸問題を、13のテーマを素材に学説・判例をしっかり理解し、その上で、新たな問題点も検討できるよう
する

■達成目標■達成目標

①刑法各論の諸問題につき、判例の立場をしっかり理解できる
②刑法各論の諸問題につき、学説の現状をしっかり理解できる
③刑法各論の諸問題につき、新たな問題を理解でき、それに対する考えをまとめることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスとテキストの「はしがき」をしっかり読んでおく
【授業内容】　この演習のガイダンスと、テキストの「はしがき」をしっかり読む
【事後学修】　学修した「はしがき」の内容を復習する

第２回 【事前学修】　殺人罪について調べておく
【授業内容】　殺人罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第３回 【事前学修】　傷害の罪について調べておく
【授業内容】　傷害の罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第４回 【事前学修】　住居侵入罪・業務妨害罪について調べておく
【授業内容】　住居侵入罪・業務妨害罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第５回 【事前学修】　窃盗罪の特に「占有」について調べておく
【授業内容】　窃盗罪①
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第６回 【事前学修】　窃盗罪の特に保護法益について調べておく
【授業内容】　窃盗罪②
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第７回 【事前学修】　強盗罪の成立要件について調べておく
【授業内容】　強盗罪①
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第８回 【事前学修】　二項強盗罪・事後強盗罪について調べておく
【授業内容】　強盗罪②
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第９回 【事前学修】　詐欺罪の構造、欺く行為について調べておく
【授業内容】　詐欺罪①
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第10回 【事前学修】　クレジットカードの不正使用、誤振り込みについて調べておく
【授業内容】　詐欺罪②
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第11回 【事前学修】　横領罪、背任罪の成立要件を調べておく
【授業内容】　横領罪・背任罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第12回 【事前学修】　放火罪の成立要件について調べておく
【授業内容】　放火罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第13回 【事前学修】　文書・偽造の意義について調べておく
【授業内容】　文書偽造罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第14回 【事前学修】　隠避の意義等を調べておく
【授業内容】　犯人隠避罪・証拠隠滅罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

第15回 【事前学修】　賄賂罪の保護法益、職務関連性等を調べておく
【授業内容】　公務執行妨害罪・賄賂罪
【事後学修】　学修した内容を整理し復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊授業における積極性（70％）、まとめのレポート（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊既に学部で学習した刑法各論の内容をもう一度復習しておく

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊刑事法関係の科目

■テキスト■テキスト

＊高橋直哉著『刑法の授業［下巻］』成文堂、2022．2、ISBN　978－4－7923－5349－0
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■参考文献■参考文献

＊必要に応じて、授業中に指示します支持する

■履修上の注意■履修上の注意

＊オフィス・アワーについては、開講時に指示する
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（本年度　休講）

演習ⅡＢ
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高浜　智輝

演習ⅢＡ

■テーマ■テーマ

修士論文の完成

■講義内容■講義内容

修士論文を作成し、完成にむけて推敲する。

■達成目標■達成目標

修士論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の内容について報告できるように準備をする。
【授業内容】　修士論文についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第２回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第５回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第６回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第７回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第８回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第９回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第10回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第11回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

第15回 【事前学修】　修士論文の指定された項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および修士論文の内容（50％）により評価。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文の指定された項目について原稿を作成する必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

修士論文に関するものを必要に応じて指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

注意点は特になし。オフィス・アワーおよび連絡先は最初の授業で指示する。
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佐藤　英世

演習ⅢＡ

■テーマ■テーマ

行政法に関する論文の作成

■講義内容■講義内容

行政法に関する論文を作成するために、草案を作成し、それを推敲し、論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

学術的に意義のある修士論文を作成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の全体像について報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　修士論文の全体像について報告し、それについて議論する。
【事後学修】　授業で指摘された点について解明する。

第２回 【事前学修】　修士論文の指定された項目１について原稿を作成する。
【授業内容】　項目１について報告し、議論する。
【事後学修】　項目１について指摘された点を解明し、修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文の指定された項目２について原稿を作成する。
【授業内容】　項目２について報告し、議論する。
【事後学修】　項目２について指摘された点を解明し、修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文の指定された項目３について原稿を作成する。
【授業内容】　項目３について報告し、議論する。
【事後学修】　項目３について指摘された点を解明し、修正する。

第５回 【事前学修】　修士論文の指定された項目４について原稿を作成する。
【授業内容】　項目４について報告し、議論する。
【事後学修】　項目４について指摘された点を解明し、修正する。

第６回 【事前学修】　修士論文の指定された項目５について原稿を作成する。
【授業内容】　項目５について報告し、議論する。
【事後学修】　項目５について指摘された点を解明し、修正する。

第７回 【事前学修】　修士論文の指定された項目６について原稿を作成する。
【授業内容】　項目６について報告し、議論する。
【事後学修】　項目６について指摘された点を解明し、修正する。

第８回 【事前学修】　修士論文の指定された項目７について原稿を作成する。
【授業内容】　項目７について報告し、議論する。
【事後学修】　項目７について指摘された点を解明し、修正する。

第９回 【事前学修】　修士論文の指定された項目８について原稿を作成する。
【授業内容】　項目８について報告し、議論する。
【事後学修】　項目８について指摘された点を解明し、修正する。

第10回 【事前学修】　修士論文の指定された項目９について原稿を作成する。
【授業内容】　項目９について報告し、議論する。
【事後学修】　項目９について指摘された点を解明し、修正する。

第11回 【事前学修】　修士論文の指定された項目10について原稿を作成する。
【授業内容】　項目10について報告し、議論する。
【事後学修】　項目10について指摘された点を解明し、修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文の指定された項目11について原稿を作成する。
【授業内容】　項目11について報告し、議論する。
【事後学修】　項目11について指摘された点を解明し、修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文の指定された項目12について原稿を作成する。
【授業内容】　項目12について報告し、議論する。
【事後学修】　項目12について指摘された点を解明し、修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文の指定された項目13について原稿を作成する。
【授業内容】　項目13について報告し、議論する。
【事後学修】　項目13について指摘された点を解明し、修正する。

第15回 【事前学修】　完成した修士論文を読み、不十分な点を修正する。
【授業内容】　事前学修で修正した点について報告し、議論する。
【事後学修】　授業で指摘された点を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および修士論文の内容（50％）により評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文の指定された項目について原稿を作成する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行政法関係科目、労働法関係科目

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

授業で適宜指示します。
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近藤　雄大

演習ⅢＡ

■テーマ■テーマ

修士論文の作成

■講義内容■講義内容

修士論文の報告をもとに、内容の推敲や検討を行う。

■達成目標■達成目標

修士論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文のスケジューリングをする。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　修士論文の工程表を作成する。

第２回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第３回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第４回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第５回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第６回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第７回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第８回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第９回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第10回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第11回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第12回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第13回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第14回 【事前学修】　修士論文の指定された箇所の報告の準備をする。
【授業内容】　内容の推敲および検討
【事後学修】　指摘された点について手直しをする。

第15回 【事前学修】　論文全体を完成させる。
【授業内容】　全体を通しての検討をする。
【事後学修】　提出が可能なように全体を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

①報告内容（50％）・・・適切な内容のレジュメが作成されていること、レジュメ作成への関与の度合いを評価基準とす
る。
②発言（40％）・・・適切な質疑および応答がなされていること、積極的に討論に参加していることを評価基準とする。
③スケジューリング（10％）・・・修士論文の作成に向けて計画を立てていることを評価基準とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

指定された箇所について報告準備をする必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

修士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

特になし
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■参考文献■参考文献

適宜指示します。
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（本年度　休講）

演習ⅢＡ
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宮川　基

演習ⅢＡ

■テーマ■テーマ

実行の着手に関する学説の検討

■講義内容■講義内容

実行の着手に関する山口厚説，佐伯仁志説，橋爪隆説，二本栁誠説を検討する。

■達成目標■達成目標

①山口厚説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。
②佐伯仁志説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。
③橋爪隆説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。
④二本栁誠説を紹介した上で，その問題点を指摘できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　山口厚説の内容をノートしておく。
【授業内容】　山口厚説の分析
【事後学修】　山口厚説の内容をまとめる。

第２回 【事前学修】　山口厚説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　山口厚説のあてはめ
【事後学修】　山口厚説のあてはめをまとめる。

第３回 【事前学修】　山口厚説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　山口厚説の問題点
【事後学修】　山口厚説の問題点をまとめる。

第４回 【事前学修】　山口厚説と樋口亮介説の相違をノートしておく。
【授業内容】　山口厚説と樋口亮介説の相違
【事後学修】　山口厚説と樋口亮介説の相違をまとめる。

第５回 【事前学修】　佐伯仁志説の内容をノートしておく。
【授業内容】　佐伯仁志説の分析
【事後学修】　佐伯仁志説の内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　佐伯仁志説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　佐伯仁志説のあてはめ
【事後学修】　佐伯仁志説のあてはめをまとめる。

第７回 【事前学修】　佐伯仁志説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　佐伯仁志説の問題点
【事後学修】　佐伯仁志説の問題点をまとめる。

第８回 【事前学修】　佐伯仁志説と樋口亮介説の相違をノートしておく。
【授業内容】　佐伯仁志説と樋口亮介説の相違
【事後学修】　佐伯仁志説と樋口亮介説の相違をまとめる。

第９回 【事前学修】　橋爪隆説の内容をノートしておく。
【授業内容】　橋爪隆説の分析
【事後学修】　橋爪隆説の内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　橋爪隆説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　橋爪隆説のあてはめ
【事後学修】　橋爪隆説のあてはめをまとめる。

第11回 【事前学修】　橋爪隆説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　橋爪隆説の問題点
【事後学修】　橋爪隆説の問題点をまとめる。

第12回 【事前学修】　二本栁誠説の内容をノートしておく。
【授業内容】　二本栁誠説の分析
【事後学修】　二本栁誠説の内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　二本栁誠説の判断基準をノートしておく。
【授業内容】　二本栁誠説のあてはめ
【事後学修】　二本栁誠説のあてはめをまとめる。

第14回 【事前学修】　二本栁誠説の問題点をノートしておく。
【授業内容】　二本栁誠説の問題点
【事後学修】　二本栁誠説の問題点をまとめる。

第15回 【事前学修】　山口厚説，佐伯仁志説，橋爪隆説，二本栁誠説の立場からの樋口亮介説の問題点をノートしてお
く。
【授業内容】　山口厚説，佐伯仁志説，橋爪隆説，二本栁誠説の立場からの樋口亮介説の問題点
【事後学修】　山口厚説，佐伯仁志説，橋爪隆説，二本栁誠説の立場からの樋口亮介説の問題点をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①②③を，毎回のノートをもとに評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連する文献を読み，事前にノートを作成すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

刑法応用講義Ⅱ，刑法応用講義Ⅲ，演習ⅡＡ
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■テキスト■テキスト

講義の際に指示する。

■参考文献■参考文献

講義の際に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを(開講時に)公開する。
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大窪　誠

演習ⅢＢ

■テーマ■テーマ

修士論文の作成をサポートする。

■講義内容■講義内容

・学生による修士論文執筆の進捗状況についての報告を基にして、論文の構成や論述の進め方について検討する。

■達成目標■達成目標

・授業終了時点において、修士論文提出期限までに必要な水準を満たした修士論文を完成させることができる程度までに
論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今後の論文執筆のスケジュールを考えておく。
【授業内容】　ガイダンス・授業の進め方についての説明
【事後学修】　今後の論文執筆のスケジュールを見直す必要がないか検討する。

第２回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（1回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第３回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（2回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第４回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（3回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第５回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（4回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第６回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（5回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第７回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（6回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第８回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（7回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第９回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（8回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第10回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（9回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第11回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（10回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第12回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（11回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第13回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（12回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第14回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（13回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

第15回 【事前学修】　この時点までに作成した論述の内容を確認する。
【授業内容】　学生による報告（14回目）
【事後学修】　授業で取り上げた論文の問題点を踏まえて、論述の修正の方針を検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・報告の内容　50％。
・授業での質疑応答の内容　50％。
・成績評価の基準の詳細は開講時に提示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の授業前に、シラバスの【事前学修】を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

演習ⅡＡ

■テキスト■テキスト

使用しない。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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（本年度　休講）

演習ⅢＢ
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（本年度　休講）

演習ⅢＢ
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中村　雄一

演習ⅢＢ

■テーマ■テーマ

刑法全般の発展応用力を身につける

■講義内容■講義内容

単発ではなく、総論や各論のテーマが複数かかわってくる事例問題を読み、何罪が成立するのか、しないのか等を、判
例・学説等に照らし検討する

■達成目標■達成目標

かなり高度で複雑な刑法の総合的な事例を、一つ一つ何罪が成立するのか、しないのかについてしっかり理解できるよう
になる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスと、テキストの「はしがき」を読んでおく
【授業内容】授業の進め方とテキストの「はしがき」を読む
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第２回 【事前学修】故意と傷害罪ついて調べておく
【授業内容】故意、傷害罪ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第３回 【事前学修】間接正犯、誤想過剰防衛、事後強盗罪の共犯について調べる
【授業内容】間接正犯、誤想過剰防衛、事後強盗罪の共犯ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第４回 【事前学修】強盗罪、暴行罪、胎児性致傷を調べる
【授業内容】強盗罪、暴行罪、胎児性致傷ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第５回 【事前学修】放火罪、中止犯、財産罪を調べる
【授業内容】放火罪、中止犯、財産罪ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第６回 【事前学修】窃盗罪と占有離脱物の関係、共犯関係の解消、財産犯の保護法益を調べておく
【授業内容】窃盗罪と占有離脱物の関係、共犯関係の解消、財産犯の保護法益ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第７回 【事前学修】建造物侵入罪、私文書偽造罪、詐欺罪について調べる
【授業内容】建造物侵入罪、私文書偽造罪、詐欺罪ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第８回 【事前学修】共謀、承継的共犯、同時傷害の特例、行為共同説と部分的犯罪共同説について調べる
【授業内容】共謀、承継的共犯、同時傷害の特例、行為共同説と部分的犯罪共同説ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第９回 【事前学修】業務妨害罪と公務執行妨害罪、名誉毀損罪と侮辱罪について調べる
【授業内容】業務妨害罪と公務執行妨害罪、名誉毀損罪と侮辱罪ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第10回 【事前学修】正当防衛、過剰防衛、片面的共犯を調べる
【授業内容】正当防衛、過剰防衛、片面的共犯ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第11回 【事前学修】財物の一時使用の可罰性、承継的共犯、共犯と錯誤を調べる
【授業内容】財物の一時使用の可罰性、承継的共犯、共犯と錯誤ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第12回 【事前学修】詐欺罪と共犯、住居・建造物侵入窃盗について調べる
【授業内容】詐欺罪と共犯、住居・建造物侵入窃盗ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第13回 【事前学修】横領と不法領得の意思、偽装心中の擬律について調べる
【授業内容】横領と不法領得の意思、偽装心中の擬律ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第14回 【事前学修】名義人の承諾と文書偽造罪、国や地方公共団体に対する詐欺罪を調べる
【授業内容】名義人の承諾と文書偽造罪、国や地方公共団体に対する詐欺罪ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

第15回 【事前学修】事後強盗罪にいう窃盗、事後強盗罪と共犯について調べる
【授業内容】事後強盗罪にいう窃盗、事後強盗罪と共犯ほか
【事後学修】学修した内容を整理し復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊授業における積極的態度（70％）、レポート（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊刑法総論分野および各論分野に関して、判例・学説についての十分な基礎的知識を持っていること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊刑事法科目

■テキスト■テキスト

＊只木誠編著『刑法　演習ノート21問［第2版］』弘文堂　2017．3　ISBN 978-4-335-35693-3
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■参考文献■参考文献

＊必要に応じて授業中に指示する

■履修上の注意■履修上の注意

＊オフィスアワーは、開講時に指示する
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横田　尚昌

原典講読Ⅰ

■テーマ■テーマ

アメリカの保険法の基本書を読む

■講義内容■講義内容

アメリカの保険法について解説した基本書の内容から、特に保険契約のしくみを知る上で重要となる部分について講読
し、日本法との異なりについて理解する。

■達成目標■達成目標

・アメリカにおける保険金請求権者の保護と不正請求防止の在り方の大枠が理解できる。
・我が国の保険法とアメリカの保険法との主要な相違点が理解できる。
・アメリカにおける保険保護の基本的な考え方が理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　与えられたテキストにざっと目を通しておく。
【授業内容】　テキストの概要について担当者から説明を受けたうえで、今後の授業の進め方について、担当者
との打ち合わせを行なう。英語文献の表記方法について学ぶ。
【事後学修】　各項目冒頭にある要約文を読んでおく。

第２回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　What Is Insurance?
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第３回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Sources of Insurance Law
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第４回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Contract Formation
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第５回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　The Insurable Interest Requirement
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第６回 【事前学修】　次回取り扱うテキストの概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和
訳しておく。
【授業内容】　Scope of Obligations: Persons and Interests Protected
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第７回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Scope of Obligations: The Risks Covered
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第８回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　The Insured's Duty to Pay Premiums
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第９回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　The Mechanics of Claim Presentation
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第10回 【事前学修】　次回取り扱うテキストの概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和
訳しておく。
【授業内容】　The Insurer's Duty to Pay Proceeds
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第11回 【事前学修】　次回取り扱うテキストの概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和
訳しておく。
【授業内容】　The Insurer's Duty to Pay Proceeds
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第12回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　The Additional Duties in Third-Party Insurance
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第13回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Automobile Insurance
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第14回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Excess Insurance
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。
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第15回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Excess Insurance
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

出席状況と課題への取り組み方（授業に際しての準備の状況、文献に取り組む積極的な意欲をどこまで示してくれるかど
うかなど）と併せて、講読した文章についてのまとめの試験を評価の対象とする。具体的には、授業への参加態度30％、
報告内容30％、まとめの試験40％とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部在学中に保険法科目の履修経験がないときは、予め日本の保険法の教科書をみておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連の科目

■テキスト■テキスト

Robert H. JerryⅡ and Douglas R. Richmond, Understanding Insurance Law,（LexisNexis）.
なお、授業で上記に関連する資料を配布するので、テキストの購入は不要である。

■参考文献■参考文献

特になし
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遠藤　隆幸

原典講読Ⅱ

■テーマ■テーマ

ドイツ私法の概要を学ぶ

■講義内容■講義内容

Dieter LEIPOLD， Deutsches und Europaisches Privatrechtを日本語に訳し、ドイツ私法の概要を学ぶ。

■達成目標■達成目標

ある程度ドイツ語が読めるようになり、ドイツ私法の構造を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの63 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　63 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（63 ページ）を復習する

第２回 【事前学修】　テキストの64 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　64 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（64 ページ）を復習する

第３回 【事前学修】　テキストの65 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　65 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（65 ページ）を復習する

第４回 【事前学修】　テキストの66 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　66 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（66 ページ）を復習する

第５回 【事前学修】　テキストの67 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　67 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（67 ページ）を復習する

第６回 【事前学修】　テキストの68 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　68 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（68 ページ）を復習する

第７回 【事前学修】　テキストの69 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　69 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（69 ページ）を復習する

第８回 【事前学修】　テキストの70 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　70 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（70 ページ）を復習する

第９回 【事前学修】　テキストの71 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　71 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（71 ページ）を復習する

第10回 【事前学修】　テキストの72 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　72 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（72 ページ）を復習する

第11回 【事前学修】　テキストの73ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　73ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（73ページ）を復習する

第12回 【事前学修】　テキストの74 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　74 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（74 ページ）を復習する

第13回 【事前学修】　テキストの75 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　75 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（75 ページ）を復習する

第14回 【事前学修】　テキストの76 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　76 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（76 ページ）を復習する

第15回 【事前学修】　テキストの77 ページを日本語に訳す
【授業内容】　テキスト　77 ページの日本語訳
【事後学修】　日本語に訳した部分（77 ページ）を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

訳の報告（70％）および授業での意見交換を評価する（30％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的なドイツ語力

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

Dieter LEIPOLD， Deutsches und Europaisches Privatrecht， Ritsumeikan Law Review Nr. 25， 63ff.を読み進めてい
く。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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横田　尚昌

原典講読Ⅲ

■テーマ■テーマ

アメリカの傷害保険事故の裁判例を整理した解説文を読む

■講義内容■講義内容

アメリカの傷害保険の裁判では、かねてより傷害保険金支払事由を満たす要件の内容そのものが一つの大きな争点となっ
ていた。そこでは、伝統的にはAccidental Result とAccidental Meansのいずれに着目するかの議論がなされてきたが、
近年では両者の区別を行わない傾向にある。しかし、このことのゆえに、いったい傷害保険事故とは何かが改めて問われ
る状況になっている。そこで、この授業では、コンメンタールに紹介された判例をみながらAccidental Result と
Accidental Means　の関係を概観する。

■達成目標■達成目標

・アメリカにおける傷害保険の約款を知っている。
・アメリカにおける傷害保険金請求権訴訟における争点を説明できる。
・Accidental Result とAccidental Meansの相違点が理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　与えられたテキストにざっと目を通しておく。
【授業内容】　テキストの概要について担当者から説明を受けたうえで、今後の授業の進め方について、担当者
との打ち合わせを行なう。英語文献の表記方法について学ぶ。
【事後学修】　各項目冒頭にある要約文を読んでおく。

第２回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　What Is an Accident?
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第３回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】

第４回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Accidental Result Versus Accidental Means
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第５回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Something Unforeseen, Unexpected, or Unusual in the Means
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第６回 【事前学修】　次回取り扱うテキストの概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和
訳しておく。
【授業内容】　Self-Administered Drugs, Narcotics, Alcohol
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第７回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Self-Inflicted Gunshot Wound
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第８回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Motor Vehicle Occurrences
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第９回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Exertion, Excitement, Physical Movements, Falls
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第10回 【事前学修】　次回取り扱うテキストの概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和
訳しておく。
【授業内容】　Exposure to Sun, Heat, Cold
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第11回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Carbon Monoxide, Gases and Smoke
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第12回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Medical and Dental Procedures
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第13回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Acts of Another, Fights and Struggles
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。
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第14回 【事前学修】　次回取り扱う文章の概要をつかんでおく。あらかじめ担当者から指示された部分の英文を和訳し
ておく。
【授業内容】　Drowning
【事後学修】　和訳の誤ったところの修正と、専門用語の理解、表現方法について確認する。

第15回 【事前学修】　第１回から第14回において訳した英文のうち、担当者がとくに注意を促した部分について復習し
ておく。
【授業内容】　第１回から第14回まで訳したところの簡単なまとめの試験と、正解の解説
【事後学修】　まとめの試験において解答が不十分であったところを復習し、その要点を確実に理解する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

出席状況と課題への取り組み方（授業に際しての準備の状況、文献に取り組む積極的な意欲をどこまで示してくれるかど
うかなど）と併せて、講読した文章についてのまとめの試験を評価の対象とする。具体的には、授業への参加態度30％、
報告内容30％、まとめの試験40％とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部在学中に保険法科目の履修経験がないときは、予め日本の保険法の教科書をみておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民事法関連の科目

■テキスト■テキスト

The Law of Life and Health Insurance（2015, Matthew Bender & Company, Inc.）.
なお、授業で上記に関連する資料を配布するので、テキストの購入は不要である。

■参考文献■参考文献

特になし
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遠藤　隆幸

原典講読Ⅳ

■テーマ■テーマ

ドイツ家族法論文の精読を通して、ドイツ家族法学の現代的課題を探る。

■講義内容■講義内容

ドイツで近時公刊された記念論文集所収の文献を輪読し、「子どもの権利論」の現代的展開を理解し、日本法との現状比
較を行う。

■達成目標■達成目標

①ある程度ドイツ語を日本語に訳せる力を養うことができる。
②ドイツ家族法の必須語彙や概念を理解することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz1-1）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ①の日本語訳（１）Aufsatz1-1
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz1-1）を復習する

第２回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz1-2）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ①の日本語訳（２）Aufsatz1-2
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz1-2）を復習する

第３回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz1-3）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト①の日本語訳（３）Aufsatz1-3
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz1-3）を復習する

第４回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz2-1）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ②の日本語訳（１）Aufsatz2-1
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz2-1）を復習する

第５回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz2-2）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ②の日本語訳（２）Aufsatz2-2
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz2-2）を復習する

第６回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz2-3）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ②の日本語訳（３）Aufsatz2-3
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz2-3）を復習する

第７回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz3-1）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ③の日本語訳（１）Aufsatz3-1
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz3-1）を復習する

第８回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz3-2）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ③の日本語訳（２）Aufsatz3-2
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz3-2）を復習する

第９回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz3-3）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ③の日本語訳（３）Aufsatz3-3
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz3-3）を復習する

第10回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz4-1）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ④の日本語訳（１）Aufsatz4-1
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz4-1）を復習する

第11回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz4-2）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ④の日本語訳（２）Aufsatz14-2
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz4-2）を復習する

第12回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz4-3）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ④の日本語訳（３）Aufsatz14-3
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz4-3）を復習する

第13回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz5-1）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ⑤の日本語訳（１）Aufsatz5-1
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz5-1）を復習する

第14回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz15-2）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ⑤の日本語訳（２）Aufsatz15-2
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz15-2）を復習する

第15回 【事前学修】　テキストの該当ページ（Aufsatz5-3）を日本語に訳す
【授業内容】　テキスト ⑤の日本語訳（３）Aufsatz5-3
【事後学修】　日本語に訳した部分（Aufsatz5-3）を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

訳の報告（70％）および授業での意見交換を評価する（30％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的なドイツ語力

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

Heilmann・Lack（Hrsg.）， Die Rechte des Kindes FS Ludwig Salgo（2016）の諸論文
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■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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千葉　直人、渋谷　浩司

特定テーマ研究Ⅱ（税の理論と実務）

■テーマ■テーマ

法律家たる税理士として基本的な税法の読み方と判例の見方を身に付ける。

■講義内容■講義内容

事例を読みながら税法を横断的に理解する。税法の構成から法令解釈、税法の読み方の基本を講義する。

■達成目標■達成目標

税法の読み方の基本を身に付ける。 法令解釈の原理を身に付ける。

■授業計画■授業計画

第１回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　オリエンテーション、「1．土神家の一族」（2頁～20頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第２回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「2．機器の更新」（21頁～33頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第３回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「3．法律相談部の憂鬱」（34頁～48頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第４回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「4．趣味と実益」（49頁～66頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第５回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「9．フリーはつらいよ」（132頁～149頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第６回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「14．ファミリービジネス始めました」（224頁～243頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第７回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「17．財産隠しの結末」（280頁～295頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第８回 【担　　当】　千葉
【事前学修】　担当者は、授業内容の「設問」と「解答例」をまとめて、授業の冒頭に発表する。
【授業内容】　「19．マルサではない女」（313頁～330頁）
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第９回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　・ガイダンス　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第10回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第11回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第12回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第13回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

第14回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。
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第15回 【担　　当】　渋谷
【事前学修】　教科書の該当部分を読み、事前に気になる点やよく分からないところを明らかにしておく。
【授業内容】　プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門
【事後学修】　授業で指示された課題について検討すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業での報告・質疑応答（50％）および課題レポート（50％）で評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を使った予習と復習

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

１．佐藤英明（編）『租税法演習ノート〔第4版〕－租税法を楽しむ21問』弘文堂（令和3年）　ISBN978-4-335-35850-0
２．中村和洋（著）『プロフェッショナルを目指す人の税務判例入門』経済産業調査会現代産業選書　ISBN978-4-806530-
12-1

■参考文献■参考文献

随時、必要な文献を講義の場などで紹介します。
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木下　淑惠、井上　義比古

特定テーマ研究Ⅳ（行政と市民）

■テーマ■テーマ

行政と市民の関係を、実例を通して考察する

■講義内容■講義内容

①行政と市民の関係に関する理論的枠組を確認する。
②　行政と市民の関係に関する実例を、政策分野ごとに考察する。
③　行政と市民の関係の将来を考察する。
④　授業は、受講者が指定文献を精読してレジュメを作成し、報告する形で進める。
⑤　授業は、基本的に対面で行うが、事情により遠隔授業と併用することがある。

■達成目標■達成目標

①行政の機能についての応用的知識を得て、実際の問題に適用できる。
②　行政と市民の関係についての多面的な観点を身につけ、具体的な争点の分析に活用できる。
③　指定された課題に関する学問的報告に必要な情報を収集し、報告のためのレジュメを作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義内容と達成目標を理解する。
【授業内容】　ガイダンス、授業の進め方、レジュメ作成方法の説明、情報検索方法の説明、第2回に使用する文
献の提示
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、次回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、レジュメ作成に
必要な資料を収集する。

第２回 【事前学修】　第2回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　行政に対する市民の意識
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第3回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第3回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第３回 【事前学修】　第3回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　行政による市民の育成
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第4回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第4回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第４回 【事前学修】　第4回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　市民と行政情報：市民の行政知識
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第5回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第5回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第５回 【事前学修】　第5回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　行政と市民情報：行政による市民の把握
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第6回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第6回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第６回 【事前学修】　第6回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　大災害と行政の対応
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第7回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第7回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第７回 【事前学修】　第7回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　行政サービスのコンパクト化
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第8回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第8回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第８回 【事前学修】　第8回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　住民参加と政策決定
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第9回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第9回のレジュ
メ作成に必要な資料を収集する。

第９回 【事前学修】　第9回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　公益と住民利益①ゴミ処理
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第10回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第10回のレ
ジュメ作成に必要な資料を収集する。

第10回 【事前学修】　第10回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　公益と住民利益②基地問題
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第11回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第11回のレ
ジュメ作成に必要な資料を収集する。

第11回 【事前学修】　第11回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　公益と住民利益③老人施設と児童施設
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第12回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第12回のレ
ジュメ作成に必要な資料を収集する。

第12回 【事前学修】　第12回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　福祉行政
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第13回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第13回のレ
ジュメ作成に必要な資料を収集する。

第13回 【事前学修】　第13回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　行政機関としての国と自治体
【事後学修】　学習内容を振り返るとともに、第14回の報告に関する担当教員の指示を踏まえて、第14回のレ
ジュメ作成に必要な資料を収集する。
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第14回 【事前学修】　第14回に使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　電子政府
【事後学修】　学習内容を振り返る。

第15回 【事前学修】　第15回で使用する文献を精読してレジュメを作成する。
【授業内容】　まとめ（①学習内容の確認、②レポート作成要領）
【事後学修】　講義で確認された学習内容を、さらに関連文献等でチェックするとともに、レポートの作成を開
始する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

以下のような３つの指標により、達成目標の達成度について総合的に評価する。報告の内容により、目標①②③を評価す
る（50％）。質疑応答の内容により、目標①②③を評価する（30％）。確認レポートの内容により①②③を評価する
（20％）。確認レポートの評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講者は、輪読する文献のレジュメを作成するに際して、あげられている事例に関する情報を調べておく。授業中に情報
が必要になった場合には、PC、タブレット、スマートフォン等を活用して調べる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

政治学関係諸科目

■テキスト■テキスト

開講時までに指示する。

■参考文献■参考文献

随時指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては、開講時に指示する。
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横田　尚昌

特定テーマ研究Ⅲ（生活の中の保険）

■テーマ■テーマ

保険法の基礎

■講義内容■講義内容

平成20年5月30日に第169回国会（常会）で可決成立した「保険法」（公布日・同年6月6日、法律第56号）について概説す
る。保険制度は、我々の日常生活に必要不可欠といってよいほど密接なかかわり合いをもっているが、保険契約をめぐる
法規制については、（リスクを分散させる保険制度の技術的特質ゆえに）民法の契約法とは異なった法理の妥当している
ところが少なくない。こうした点に留意しつつ本講義では、判例・学説が、保険金不正請求の防止と適正な保険金支払い
確保のための法解釈を積み重ねてきたこと、および昨今、保険募集・説明の在り方につき議論が深められていることに焦
点をあてて説明を行う。
　以上が形式面からの説明あるが、実際上この科目を履修する意味は次の点にある。すなわち、就業ないし就職して社会
的に自立しすれば、自分のことは自分で対処・解決していかなくてはならないと考えている人も多いと思う。そして、そ
れが自助の原則の妥当する資本主義社会における基本的な姿勢といえる。
しかし、思わぬ災害や不幸に遭遇したときに生ずる損失や経済的困難は、自分の蓄え（貯金）だけで対処しきれるわけで
はない。高額の賠償金や治療費の支払いを強いられて生活設計に大きな狂いが生ずる危険性は、社会人であれば誰もが背
負っているからである。そのようなとき、強い味方になってくれるのが保険である。
　ところが、その保険契約のしくみについては、日常感覚でもって、これを理解することは困難な面がある。
　そこで、この授業では、社会人なれば不可欠の自動車保険（免許がなくても自動車事故には遭遇し得る）について特に
力点をおいて解説する。さらには、勤務先で勧誘されることの多い生命保険の基本的なしくみと告知義務の意味について
裁判例をベースに場合分けをしながら説明する。そして、入院保険、がん保険などの疾病保険、あるいは傷害保険につい
て、保険金請求の際に問題となる点を解説していく。

■達成目標■達成目標

　次の各用語、概念について、簡潔かつ正確な説明ができる。　
　収支相当の原則、給付反対給付均等の原則、保険契約者、保険者、被保険者、保険金受取人、利得禁止原則、保険事
故、保険金額、被保険利益、保険価額、一部保険、超過保険、重複保険、告知義務、通知義務、危険の増加、残存物代
位、請求権代位、責任保険、直接請求権、自賠責保険、他人の生命保険、第三者のためにする生命保険、責任開始、責任
遡及条項、承諾前死亡、傷害保険。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　保険とは何かを自分なりに考えてくる。
【授業内容】　保険契約総論
【事後学修】　保険の意味を復習する。

第２回 【事前学修】　保険保護を受けることのできる者とできない者がいるとしたら、その分かれ目は何かを考える。
【授業内容】　被保険利益
【事後学修】　保険におけるモラルハザードについて復習する。

第３回 【事前学修】　保障の最高限度額はいかように定められるのかを考える。
【授業内容】　保険金額と保険価額、小テスト
【事後学修】　保険価額の算定について復習する。

第４回 【事前学修】　複数の保険会社に加入していても、一つの保険事故で複数の保険金が得られるとは限らない。こ
れはどういうことか。また、一部保険、超過保険とはどういうことかを考える。
【授業内容】　一部保険、超過保険、重複保険
【事後学修】　一部保険、超過保険、重複保険について説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　保険代位の制度と利得禁止原則との関係を考える。
【授業内容】　保険代位。1回目から4回目までに学修したことの確認テストとその解説をする。
【事後学修】　保険代位の意義と必要性について説明できるようにする。確認テストで出来なかったところの復
習をする。

第６回 【事前学修】　責任保険とはいったい何を付保する保険であるのかを理解する。
【授業内容】　責任保険の性質、小テスト
【事後学修】　損害保険における責任保険種目の特殊性について説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　自動車保険の役割の重要性とその制度的特徴を考える。
【授業内容】　自動車保険（１）――総論
【事後学修】　自動車保険の必要性とその機能について説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　自賠責保険制度の成り立ちとその仕組みについて理解する。
【授業内容】　自動車保険（２）――自賠責保険金の請求と支払の特色
【事後学修】　自賠責保険の意義について説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　運行とは何か、運行供用者とは何か、正確な概念を把握する。
【授業内容】　自動車保険（３）――運行概念と運行供用者責任、小テスト
【事後学修】　運行とは何か、運行供用者とは何か。

第10回 【事前学修】　任意保険の必要性と自賠責保険との異なりについて説明できるようにする。
【授業内容】　自動車保険（４）――対人賠償責任保険
【事後学修】　自賠責保険と任意保険の違いは何か。

第11回 【事前学修】　搭乗者保険金請求の際、問題となり易い点を整理しておく。
【授業内容】　自動車保険（５）――搭乗者保険
【事後学修】　搭乗者の定義

第12回 【事前学修】　自分のための自動車保険として、どのようなものがあって欲しいのかを考える。
【授業内容】　自動車保険（６）――人身傷害補償保険、車両保険。５回目から11回目までに学修したことの確
認テストとその解説をする。
【事後学修】　各種保険の仕組みついて復習する。確認テストで出来なかったところの復習をする。
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第13回 【事前学修】　損害保険と生命保険の違いについて理解する。
【授業内容】　生命保険契約について
【事後学修】　生命保険の意義と機能について整理する。

第14回 【事前学修】　公正かつ衡平な保険保護の提供のために告知義務はなぜ必要なのかを考える。生命保険金受取人
の権利の不確定性について考える。
【授業内容】　告知義務、保険金受取人の指定変更
【事後学修】　告知義務違反となる場合について整理する。保険金受取人の先死亡の対処について復習する。

第15回 【事前学修】　第1回から第14回において学んだ概念と用語の定義について整理、確認する。
【授業内容】　第1回から第14回までの重点項目の確認とその再度の解説によって学修内容の定着を図る。
【事後学修】　理解がが不十分であったところを復習し、その要点を確実なものとする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

manaba小テスト（3回実施）の合計点によって評価します。小テストの実施時期は、授業中に示します。

３回目～１４回目の間で行うmanaba小テスト（計10回）の合計点によって評価します。
出題の傾向については、授業で触れた保険法上の用語や概念を、正確に理解したうえで、保険契約の基本的なしくみを体
系的に理解しているかどうかを問います。
なお、評価の際の観点については、毎回の復習テストとして出題するものですので、過不足なく学修していれば、自ずと
良い点数がとれます。
おって、この小テストに４回以上未解答だった者については、COVID-19その他法定伝染病罹患による入院や法学部長がや
むを得ないと認める事情がない限り、履修放棄とみなし評価しないこととします。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　債権法各論のうち契約法総論の各論点について、２年次の学習を思い出しておいてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

民法関係諸科目。

■テキスト■テキスト

特に指定しない（レジュメを配布して講義する）

■参考文献■参考文献

授業中に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

　保険法は、平成22年4月に施行されました。それ以前の保険法の書籍は、学習用の参考書にはなり得ませんのでご注意く
ださい。
　オフィス・アワーに代わり、manaba の掲示板機能を使用する。
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法律学専攻
博士後期課程

法学研究科

講 義 内 容



佐藤　英世、阿部　未央

論文指導
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

博士論文の執筆指導

■講義内容■講義内容

博士論文の目次の項目ごとに草稿・原稿を作成し、博士論文の完成に向けて推敲する。
本授業は、「アクティヴ・ラーニング」で行う。

■達成目標■達成目標

高度に専門的で学術的な価値の高い博士論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第２回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第３回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第４回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第５回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第６回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第７回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第８回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第９回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第10回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第11回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第12回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第13回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第14回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第15回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について草稿を作成する。
【授業内容】　作成した草稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について草稿を修正する。

第16回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第17回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第18回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。
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第19回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第20回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第21回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第22回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第23回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第24回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第25回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第26回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第27回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第28回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第29回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

第30回 【事前学修】　指示された博士論文の項目について原稿を作成する。
【授業内容】　作成した原稿についての報告とそれに対する評価
【事後学修】　授業で指摘された点について原稿を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊授業での報告・質疑応答（20％）および博士論文の内容（80％）により評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊博士論文の指定された項目について草稿・原稿を作成する必要があります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊博士論文に関連する科目

■テキスト■テキスト

＊なし

■参考文献■参考文献

＊授業中に適宜指示します。

■履修上の注意■履修上の注意

＊常に高度に専門的で学術的な価値の高い博士論文を作成することを心掛ける。
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工 学 研 究 科



◎工学研究科学位論文審査基準・体制

1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　  　教育・研究は開講式と教務ガイダンスに始まり、前期課程に入学した学生は学期の始めに指導教員
とともに研究計画を定め、研究に着手する。

　  　修士論文作成スケジュールに関し、研究は工学修士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論
文提出年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。修士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提
出、2月に各専攻会議、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査される。なお、修士論文提出の
前提として、学会もしくは研究会などで 1回以上の発表を行うことを義務づけている。早期修了に関
しては別に規定する。

　  　　博士論文の作成スケジュールでは工学博士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論文提出
年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。博士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提出、2
月に各専攻会議、他専攻の教員も含めた公聴会、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査され
る。なお、博士論文の提出の義務として、申請する学生が主となって行った研究の論文（審査が終了
し掲載予定の論文を含む）を査読付き学術誌に 1編以上発表していることが条件であり、外国語によ
る発表を行っていることが好ましいと定めてある。また、承認された博士学位論文は本学学術情報リ
ポジトリに公表することが義務づけられている。

2．審査基準
　  　修士論文は、①学術研究論文としての構成・体裁をなしているか、②独創性、新規性、有用性、信
頼性、発展性を有しているかなどの要件について総合的に判断される。

　  　博士論文は、修士論文で示した学術水準を満たすことに加え、自立して研究活動を行うに足る研究
能力と学識を有しているかについても審査の対象になる。

3．審査体制
　  　修士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査のための主査、副査が選任されるが、審査は専
攻での査読と口述試験で行われ、その内容は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究
科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は
大学院委員会で審議の後、学位（修士）を授与する。

　  　博士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査にあたる主査 1名、副査 2名以上が選任され
る。なお、副査の 1人には学外の専門研究者に依頼することが原則である。審査は専攻での査読と口
述試験で行われ、そのほかに全専攻対象の公聴会が開かれる。その結果は論文審査結果報告書に記載
される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの
結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議の後、学位（研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位（修士または博士）を授与する。博士）を授与する。

－684－
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〈カリキュラムマップの見方〉

カリキュラムマップは、開講されている各科目が学位授与の方針（ディプロマポリシー）のいずれを
達成する目的で設置されているかを示す表です。表の左から「科目ナンバリング」、「科目名」、「学位授
与の方針の各項目」の順に並んでおり、学位授与の方針の項目についている◎は「その科目がその方針
の達成を最も重視していること」を表し、○は「その科目がその方針の達成を重視していること」を表
しています。

〈科目ナンバリングの見方〉

　科目ナンバリングとは、その科目の性格を端的に示す記号で、以下のような情報から成っています。

－685－

EN 100－ 01－5R－1

専攻記号
文学研究科
　EN　英語英文学専攻
　AS　アジア文化史専攻
　EU　ヨーロッパ文化史専攻
経済学研究科
　EC　経済学専攻
経営学研究科
　BU　経営学専攻
法学研究科
　LA　法律学専攻
工学研究科
　ME　機械工学専攻
　EI　電気工学専攻
　EE　電子工学専攻
　CE　環境建設工学専攻
人間情報学研究科
　HU　人間情報学専攻

科目区分
科目分類に従い、順に
大分類、中分類、小分類

中分類または小分類がない
場合は 0。

必修選択の区分
R　必修科目
C　選択必修科目
E　選択科目

分類内での

科目番号

難易度
1　基礎
2　中級
3　上級

開講学年
5　修士 1年
6　修士 2年
7　博士 1年
8　博士 2年
9　博士 3年

戻る

◎工学研究科学位論文審査基準・体制

1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　教育・研究は開講式と教務ガイダンスに始まり、前期課程に入学した学生は学期の始めに指導教員
とともに研究計画を定め、研究に着手する。
　修士論文作成スケジュールに関し、研究は工学修士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論
文提出年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。修士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提
出、2月に各専攻会議、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査される。なお、修士論文提出の
前提として、学会もしくは研究会などで 1回以上の発表を行うことを義務づけている。早期修了に関
しては別に規定する。
　　博士論文の作成スケジュールでは工学博士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論文提出
年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。博士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提出、2
月に各専攻会議、他専攻の教員も含めた公聴会、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査され
る。なお、博士論文の提出の義務として、申請する学生が主となって行った研究の論文（審査が終了
し掲載予定の論文を含む）を査読付き学術誌に 1編以上発表していることが条件であり、外国語によ
る発表を行っていることが好ましいと定めてある。また、承認された博士学位論文は本学学術情報リ
ポジトリに公表することが義務づけられている。

2．審査基準
　修士論文は、①学術研究論文としての構成・体裁をなしているか、②独創性、新規性、有用性、信
頼性、発展性を有しているかなどの要件について総合的に判断される。
　博士論文は、修士論文で示した学術水準を満たすことに加え、自立して研究活動を行うに足る研究
能力と学識を有しているかについても審査の対象になる。

3．審査体制
　修士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査のための主査、副査が選任されるが、審査は専
攻での査読と口述試験で行われ、その内容は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究
科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は
大学院委員会で審議の後、学位（修士）を授与する。
　博士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査にあたる主査 1名、副査 2名以上が選任され
る。なお、副査の 1人には学外の専門研究者に依頼することが原則である。審査は専攻での査読と口
述試験で行われ、そのほかに全専攻対象の公聴会が開かれる。その結果は論文審査結果報告書に記載
される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの
結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議の後、学位（研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位（修士または博士）を授与する。博士）を授与する。
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◎工学研究科機械工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

ME100-01-5E-3 材料力学特論 ○ ○ ◎

ME100-02-5E-3 固体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-03-5E-3 材料評価工学特論 ○ ○ ◎

ME100-04-5E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

ME100-05-5E-3 破壊システム工学特論 ○ ○ ◎

ME100-06-5E-3 動力学解析特論 ○ ○ ◎

ME100-07-5E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

ME100-08-5E-3 機械加工学特論 ○ ○ ◎

ME100-09-5E-3 オプトメカトロニクス特論 ○ ○ ◎

ME100-10-5E-3 応用熱工学特論 ○ ○ ◎

ME100-11-5E-3 エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

ME100-12-5E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

ME100-13-5E-3 数値流体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-14-5E-3 計測信号処理特論 ○ ○ ◎

ME100-15-5E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

ME100-16-5E-3 適応システム特論 ○ ○ ◎

ME100-17-5E-3 システム制御工学特論 ○ ○ ◎

ME100-18-5E-3 画像計測工学特論 ○ ○ ◎

ME100-19-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

ME100-20-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

ME100-21-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

ME100-22-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

ME100-23-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

ME100-24-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

工学研究科　前期課程

－686－
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◎履修方法（各専攻共通）

（1）　2 年以上在学して、工学特別演習（6 単位）、工学修士研修（10 単位）を必修とし、技術経営特 
論（2 単位）または知的財産特論（2 単位）のいずれか 1 科目の修得を含め、合計 32 単位以上を 
修得しなければならない。さらに必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出し、その審査及び最
終試験に合格しなければ ならない。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたと認
められる者は、1 年以上の在学期間で足りるものとする。

（2）　研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認があれば、関連科目として、次のとおり授業 
科目を履修し単位を修得することができる。ただし、関連科目の履修が修了要件に含められるのは、 
合わせて 4 科目 8 単位までとする。

　　 ア　工学研究科の他の専攻に開設されている授業科目
　　 イ　工学研究科委員会が認める授業科目

◎工学研究科機械工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

機 械 工 学 専 攻

材料力学特論 濱　西　伸　治 2

固体力学特論 李　　　　　渊 2

材料評価工学特論 遠　藤　春　男 2

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

破壊システム工学特論 坂　　　真　澄 2

動力学解析特論 佐　瀬　一　弥 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

機械加工学特論 斎　藤　　　修 2

オプトメカトロニクス特論 松　浦　　　寛 2

応用熱工学特論 星　　　　　朗 2

エネルギー変換工学特論 鈴　木　利　夫 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

数値流体力学特論 下　山　幸　治 2

計測信号処理特論 熊　谷　正　朗 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

適応システム特論 郷　古　　　学 2

システム制御工学特論 魚　橋　慶　子 2

画像計測工学特論 加　藤　陽　子 2

特別講義 城　戸　章　宏 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－687－
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◎工学研究科機械工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

ME100-01-5E-3 材料力学特論 ○ ○ ◎

ME100-02-5E-3 固体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-03-5E-3 材料評価工学特論 ○ ○ ◎

ME100-04-5E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

ME100-05-5E-3 破壊システム工学特論 ○ ○ ◎

ME100-06-5E-3 動力学解析特論 ○ ○ ◎

ME100-07-5E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

ME100-08-5E-3 機械加工学特論 ○ ○ ◎

ME100-09-5E-3 オプトメカトロニクス特論 ○ ○ ◎

ME100-10-5E-3 応用熱工学特論 ○ ○ ◎

ME100-11-5E-3 エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

ME100-12-5E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

ME100-13-5E-3 数値流体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-14-5E-3 計測信号処理特論 ○ ○ ◎

ME100-15-5E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

ME100-16-5E-3 適応システム特論 ○ ○ ◎

ME100-17-5E-3 システム制御工学特論 ○ ○ ◎

ME100-18-5E-3 画像計測工学特論 ○ ○ ◎

ME100-19-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

ME100-20-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

ME100-21-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

ME100-22-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

ME100-23-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

ME100-24-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

工学研究科　前期課程

－686－

戻る

高　奈　秀　匡
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◎工学研究科電気工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EI100-01-5E-3 電気回路学特論 ○ ○ ◎

EI100-02-5E-3 電磁気学特論 ○ ○ ◎

EI100-03-5E-3 電磁エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

EI100-04-5E-3 高電圧応用特論 ○ ○ ◎

EI100-05-5E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EI100-06-5E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EI100-07-5E-3 磁気応用工学特論 ○ ○ ◎

EI100-08-5E-3 パワーエレクトロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI100-09-5E-3 情報信号処理特論 ○ ○ ◎

EI100-10-5E-3 暗号・セキュリティ工学特論 ○ ○ ◎

EI100-11-5E-3 ビジュアルコンピューティング工学特論 ○ ○ ◎

EI100-12-5E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EI100-13-5E-3 環境電磁工学特論 ○ ○ ◎

EI100-14-5E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EI100-15-5E-3 音響工学特論 ○ ○ ◎

EI100-16-5E-3 情報インタラクション特論 ○ ○ ◎

EI100-17-5E-3 電気学術英語 ○ ○ ○ ◎

EI100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EI100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EI100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EI100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EI100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EI100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－688－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

電 気 工 学 専 攻

電気回路学特論 大　場　佳　文 2

電磁気学特論 佐　藤　文　博 2

電磁エネルギー変換工学特論 枦　　　修一郎 2

高電圧応用特論 中　村　英　滋 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

磁気応用工学特論 薮　上　　　信 2

パワーエレクトロニクス工学特論 中　村　健　二 2

情報信号処理特論 吉　川　英　機 2

暗号・セキュリティ工学特論 神　永　正　博 2

ビジュアルコンピューティング工学特論 木　下　　　勉 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

環境電磁工学特論 陳　　　　　強 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

音響工学特論 岩　谷　幸　雄 2

情報インタラクション特論 木　村　敏　幸 2

電気学術英語 呉　　　国　紅 2

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－689－

戻る

◎工学研究科電気工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EI100-01-5E-3 電気回路学特論 ○ ○ ◎

EI100-02-5E-3 電磁気学特論 ○ ○ ◎

EI100-03-5E-3 電磁エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

EI100-04-5E-3 高電圧応用特論 ○ ○ ◎

EI100-05-5E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EI100-06-5E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EI100-07-5E-3 磁気応用工学特論 ○ ○ ◎

EI100-08-5E-3 パワーエレクトロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI100-09-5E-3 情報信号処理特論 ○ ○ ◎

EI100-10-5E-3 暗号・セキュリティ工学特論 ○ ○ ◎

EI100-11-5E-3 ビジュアルコンピューティング工学特論 ○ ○ ◎

EI100-12-5E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EI100-13-5E-3 環境電磁工学特論 ○ ○ ◎

EI100-14-5E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EI100-15-5E-3 音響工学特論 ○ ○ ◎

EI100-16-5E-3 情報インタラクション特論 ○ ○ ◎

EI100-17-5E-3 電気学術英語 ○ ○ ○ ◎

EI100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EI100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EI100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EI100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EI100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EI100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－688－

戻る

- 1014 -



◎工学研究科電子工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EE100-01-5E-3 先端電子材料特論 ○ ○ ◎

EE100-02-5E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EE100-03-5E-3 光電子材料工学特論 ○ ○ ◎

EE100-04-5E-3 ナノデバイス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-05-5E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-06-5E-3 応用電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-07-5E-3 電子計測工学特論 ○ ○ ◎

EE100-08-5E-3 弾性波工学特論 ○ ○ ◎

EE100-09-5E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EE100-10-5E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-11-5E-3 情報伝送工学特論 ○ ○ ◎

EE100-12-5E-3 電子数理学特論 ○ ○ ◎

EE100-13-5E-3 空間情報学特論 ○ ○ ◎

EE100-14-5E-3 シミュレーション工学特論 ○ ○ ◎

EE100-15-5E-3 応用技術英語 ○ ○ ○ ◎

EE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎
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戻る
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◎工学研究科電子工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

電 子 工 学 専 攻

先端電子材料特論 鈴　木　仁　志 2

半導体特論 原　　　明　人 2

光電子材料工学特論 淡　野　照　義 2

ナノデバイス工学特論 嶋　　　敏　之 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

応用電子工学特論 石　上　　　忍 2

電子計測工学特論 志子田　有　光 2

弾性波工学特論（※３名で５回づつ担当）

金　井　　　浩

2吉　澤　　　晋

荒　川　元　孝

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

情報伝送工学特論 川　又　　　憲 2

電子数理学特論 足　利　　　正 2

空間情報学特論 物　部　寛太郎 2

シミュレーション工学特論 門　倉　博　之 2

応用技術英語 桑　野　聡　子 2

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－691－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EE100-01-5E-3 先端電子材料特論 ○ ○ ◎

EE100-02-5E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EE100-03-5E-3 光電子材料工学特論 ○ ○ ◎

EE100-04-5E-3 ナノデバイス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-05-5E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-06-5E-3 応用電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-07-5E-3 電子計測工学特論 ○ ○ ◎

EE100-08-5E-3 弾性波工学特論 ○ ○ ◎

EE100-09-5E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EE100-10-5E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-11-5E-3 情報伝送工学特論 ○ ○ ◎

EE100-12-5E-3 電子数理学特論 ○ ○ ◎

EE100-13-5E-3 空間情報学特論 ○ ○ ◎

EE100-14-5E-3 シミュレーション工学特論 ○ ○ ◎

EE100-15-5E-3 応用技術英語 ○ ○ ○ ◎

EE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－690－

戻る

佐々木　義　卓

嶋　　　敏　之
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 地盤動力学特論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-17-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

CE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－692－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

環 境 工 学 専 攻

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

コンクリート材料・劣化診断特論 武　田　三　弘 2

地盤力学特論 飛　田　善　雄 2

地盤動力学特論 山　口　　　晶 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境保全工学特論 中　村　寛　治 2

環境化学特論 韓　　　連　熙 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

応用水理学特論 三戸部　佑　太 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

構造工学特論 中　沢　正　利 2

構造振動学特論 李　　　相　勲 2

建築計画学特論 恒　松　良　純 2

建築構造設計特論 井　川　　　望 2

建築保存再生特論 﨑　山　俊　雄 2

都市・建築設計特別演習 櫻　井　一　弥 2

建築設計インターンシップ 櫻　井　一　弥 6

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－693－

戻る

◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 地盤動力学特論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-17-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

CE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－692－

戻る

櫻　井　一　弥
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博士前期課程共通

工学研究科

講 義 内 容



松浦　寛

技術経営特論
Management of Technology

■テーマ■テーマ

新技術のライフサイクルと開発戦略

■講義内容■講義内容

市場は、よい技術であるからといって必ずしも受け入れるとは限らない。特に新しいイノベーションが社会に受容され事
業化されるためには、技術開発の段階から経営的なセンスが求められる。本講義では、技術と社会との関わりを踏まえつ
つ、多くの事例を通してイノベーションダイナミックスや研究開発マネジメントの基礎を理解する。

■達成目標■達成目標

イノベーションダイナミクスやIT技術のマーケッティングについて理解し、エンジニアとして身につけるべき研究開発マ
ネジメントの基礎を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　序論（技術と社会のかかわりについて）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第２回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　イノベーションライフサイクルとドミナントデザイン
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第３回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（ドミナントデザインの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第４回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　製品イノベーションとプロセスイノベーション
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第５回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　革新的イノベーションの進入
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第６回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（革新的イノベーションの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第７回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　破壊的イノベーション
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第８回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　破壊的イノベーションへの対応
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第９回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（破壊的イノベーションの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第10回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　IT技術のマーケッティング
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第11回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　行動経済学（第一学期）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第12回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（マーケッティングの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第13回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　組織論および情報革命への対応
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第14回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　国内の事例紹介（新型銅系形状記憶合金の開発・製品化）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第15回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　総括（これからの時代を工学者として生きるために）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、最終レポートをまとめ提出すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートと質疑応答

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

パワーポイント等発表用ソフトを使用出来るようにしておくこと。
初回授業でMoodleの登録を行うのでパソコンとマウスと電源を必ず持参すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義資料を配布する場合もある。

■参考文献■参考文献

多数に渡るため講義内で紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

初回講義日を決めるため履修期間中にマナバを必ず見ておくこと。初回講義日は履修期間中に行う（講義日：集中講義を
決める）。学会及び出張により講義の曜日校時が変わる場合がある。講義は基本的に対面で行う。新技術のライフサイク
ルと開発戦略に関して県内企業と合同で講義をする可能性がある（日程は未定、交通費は実費、先方都合により中止にな
る場合は学内講義）。演習の進捗度により講義内容が変わることがある。COVID-19等の状況により，講義の一部がリモー
トになる可能性もある。講義日が変更になる場合，不利にならないよう配慮する。
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松枝　浩一郎

知的財産特論
Intellectual Property

■テーマ■テーマ

知的財産の創造・保護・活用のための知的財産権制度の役割

■講義内容■講義内容

特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権を含む知的財産権にかかる法制度についての基礎的知識を習得する。特に
特許法に重点を置き、特許権の取得、活用について学び、特許権以外の知的財産権も、特許権との違いからのその内容を
理解できるようにする。
この授業は「オンデマンド授業」として実施する。

■達成目標■達成目標

知的財産権制度について俯瞰し、事業・経済活動における知的財産権の役割について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　概説（知的財産権の分類とその保護の必要性）
【事後学修】　第１回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第２回 【事前学修】　第２回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法①（特許制度の概略、発明の定義）
【事後学修】　第２回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第３回 【事前学修】　第３回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法②（特許要件）
【事後学修】　第３回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第４回 【事前学修】　第４回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法③（特許を受ける権利、職務発明）
【事後学修】　第４回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第５回 【事前学修】　第５回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法④（特許権を取得するまで）
【事後学修】　第５回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第６回 【事前学修】　第６回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑤（特許権の効力-特許権侵害）
【事後学修】　第６回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第７回 【事前学修】　第７回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑥（特許権の利用-ライセンス）
【事後学修】　第７回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第８回 【事前学修】　第８回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑦（特定領域分野の特許-ソフトウェア関連特許）
【事後学修】　第８回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第９回 【事前学修】　第９回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑧（実用新案制度、外国の特許制度）
【事後学修】　第９回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第10回 【事前学修】　第10回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑨（特許法のまとめ、第１回確認テスト（特許法））
【事後学修】　第10回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第11回 【事前学修】　第11回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　意匠法
【事後学修】　第11回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第12回 【事前学修】　第12回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　商標法①（識別力、商標の類比）
【事後学修】　第12回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第13回 【事前学修】　第13回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　商標法②（商標権の効力、利用）
【事後学修】　第13回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第14回 【事前学修】　第14回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　著作権
【事後学修】　第14回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第15回 【事前学修】　第15回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　不正競争防止法、第２回確認テスト（全範囲）
【事後学修】　第15回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

２回の確認テストの点数で評価し（100％）、２回の平均点が60点以上で合格とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

下記参考文献に目を通しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

講義資料を配布する。

■参考文献■参考文献

2022年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁の次のURLから無料でダウンロード可能）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/2022_nyumon.html

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等については、次のメールアドレス宛に連絡ください
e1641218@mail.tohoku-gakuin.ac.jp　又は、koichiro.matsueda@fields-ip.jp
又は、電話連絡も受け付けます（022-777-8083：フィールズ国際特許事務所宛）
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機械工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



濱西　伸治

材料力学特論

■テーマ■テーマ

これまで学んだ材料力学の知識に基づく様々な生体材料の力学特性と応用例を学ぶ。

■講義内容■講義内容

材料力学では、機械構造物に作用する様々な力に伴う変形について学んだ。本授業では、生体材料に着目し、様々な材料
の基本的な力学的特性を学ぶとともに、人工代用器官への応用例について受講者同士で知識を共有することで、各自の研
究課題やものづくりに対する合理的な設計手法を学ぶ。
研究および発表を行うアクティブラーニング科目である。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

（1）生体の粘弾性特性について理解する
（2）骨・筋肉・血管の力学的特性について理解する
（3）高分子材料・生体由来材料・金属材料・無機材料の力学的特性と人工代用器官への応用例について理解する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　材料力学で学んだ知識を過去のノート等で再確認する
【授業内容】　材料力学と生体材料
【事後学修】　主な生体材料をリストアップする

第２回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　骨の力学的特性
【事後学修】　骨の力学的特性について資料としてまとめておく

第３回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　筋肉の力学的特性
【事後学修】　筋肉の力学的特性について資料としてまとめておく

第４回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　血管の力学的特性
【事後学修】　血管の力学的特性について資料としてまとめておく

第５回 【事前学修】　テフロン、ポリエチレンの構造を文献で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（1）テフロン、ポリエチレンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第６回 【事前学修】　製品化されている人工血管、人工靭帯をインターネットで調べる
【授業内容】　合成高分子材料（2）テフロン、ポリエチレンの人工血管・人工靭帯への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第７回 【事前学修】　シリコンの構造を文献で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（3）シリコンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第８回 【事前学修】　製品化されている形成外科用材料をインターネット等で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（4）シリコンの形成外科材料への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第９回 【事前学修】　コラーゲンの構造を文献で調べる
【授業内容】　生体由来材料（1）コラーゲンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第10回 【事前学修】　応用されている組織工学の研究例をインターネット等で調べる
【授業内容】　生体由来材料（2）コラーゲンの組織工学への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第11回 【事前学修】　過去の授業ノート等で金属材料の力学的特性を調べる
【授業内容】　金属材料（1）ステンレス鋼の力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第12回 【事前学修】　製品化されている人工関節をインターネット等で調べる
【授業内容】　金属材料（2）ステンレス鋼の人工関節への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第13回 【事前学修】　ハイドロキシアパタイトの構造を文献で調べる
【授業内容】　無機材料（1）ハイドロキシアパタイトの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第14回 【事前学修】　製品化されている人工骨をインターネット等で調べる
【授業内容】　無機材料（2）ハイドロキシアパタイトの人工骨への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第15回 【事前学修】　これまでの応用例をまとめておく
【授業内容】　総まとめ
【事後学修】　発表内容のアブストラクトを英文で作成する【課題研究】

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（60点）と担当した項目の発表（40点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で履修した材料力学やバイオメカニクスに関する科目を基礎とした講義であるので、それらの科目を各自復習して授
業を受けること
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部の「生体・制御工学科目」

■テキスト■テキスト

使用しない

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスタワーに代わり、manabaの掲示板機能を使用する
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李　渊

固体力学特論

■テーマ■テーマ

固体の変形に関する力学

■講義内容■講義内容

固体材料の力学特性を把握し、どのようにして物体内部に生じる変形を取り扱い、弾塑性体の変形の基本的な事項につい
て解説し、固体力学の研究最先端について紹介する。

■達成目標■達成目標

①　弾性力学の基礎（応力とひずみのテンソル標記、弾性方程式など）を理解し、実用上重要な弾性問題の解析について
習得する。
②　塑性力学の基礎（真応力ー真ひずみ関係の数式化、降伏条件、弾塑性構成式など）を理解し、代表的な塑性問題の初
等解析について習得する。
③　固体力学の研究最先端を把握できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　材料力学の基礎（力のつり合い、応力とひずみの定義、外力と内力など）について復習する。
【授業内容】　緒言（力学の基礎等）
【事後学修】　材料力学の基礎について復習し、演習課題を完成させる。

第２回 【事前学修】　応力テンソルと平衡方程式について予習する。
【授業内容】　応力の表現と平衡方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、コーシー式と平衡方程式について復習し、演習課題を完成させる。

第３回 【事前学修】　ひずみのテンソル標記、変位とひずみの関係について予習する。
【授業内容】　ひずみの定義式と適合方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、ひずみテンソルと適合方程式について復習し、演習課題を完成させ
る。

第４回 【事前学修】　応力とひずみの関係について予習する。
【授業内容】　弾性構成式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾性構成式について復習し、演習課題を完成させる。

第５回 【事前学修】　円柱座標系について応力とひずみの表現などについて予習する。
【授業内容】　円柱座標系における支配方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、円柱座標系における支配方程式について復習し、演習課題を完成さ
せる。

第６回 【事前学修】　平面問題と軸対称問題について予習する。
【授業内容】　実用弾性問題
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、実用弾性問題の解法を復習し、演習課題を完成させる。

第７回 【事前学修】　弾性変形における関係内容をまとめて復習する。
【授業内容】　弾性力学の復習と中間テスト
【事後学修】　これまでの課題に基づき、弾性力学の関係知識を系統的に復習す。る

第８回 【事前学修】　真応力ー真ひずみ関係などについて予習する。
【授業内容】　塑性力学における基礎事項
【事後学修】　真応力、真ひずみと公称応力、公称ひずみの違いを理解し、演習課題を完成させる。

第９回 【事前学修】　降伏条件について予習する。
【授業内容】　降伏条件
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、降伏条件の表現について復習し、演習課題を完成させる。

第10回 【事前学修】　相当応力と相当塑性ひずみの増分について予習する。
【授業内容】　相当応力と相当塑性ひずみの増分
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、単軸応力状態と多軸応力状態の違いを理解したうえに、相当応力と
相当塑性ひずみの増分について復習し、演習課題を完成させる。

第11回 【事前学修】　ひずみ増分理論について予習する。
【授業内容】　弾塑性構成式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾塑性構成式について復習し、演習課題を完成させる。

第12回 【事前学修】　弾塑性問題の初等解法について予習する。
【授業内容】　弾塑性問題の近似解法
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾塑性問題について復習する。

第13回 【事前学修】　弾塑性解析に関する英語論文を調査し、選定する。
【授業内容】　固体変形工学の最先端（1）選定論文の精読
【事後学修】　関連参考文献を調査し、選定論文を購読する。

第14回 【事前学修】　まとめた内容を再確認する。
【授業内容】　固体変形工学の最先端（2）選定論文のまとめ
【事後学修】　論文の内容を再確認し、執筆したまとめ資料を推敲する。

第15回 【事前学修】　全体の内容を復習する。
【授業内容】　全体の復習とまとめテスト
【事後学修】　課題の不足点を合わせて、全体の内容に対する理解を深める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習課題（40％）と期末課題（60％）により総合評価する
すべての課題を提出すること。演習課題は正確さ、提出期限で評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

力学基礎と数学（微分・積分と線形代数）の内容を復習しておくこと。
予習、復習をそれぞれ２時間程度行うこと。
演習課題の解説を再確認したうえに、間違っているところを正しく訂正すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

線形代数学、微分積分学

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

１．弾塑性力学の基礎　吉田総仁著
２．弾性と塑性の力学　石川博将著

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する。
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遠藤　春男

材料評価工学特論
Advanced Material Evaluation Engineering

■テーマ■テーマ

材料の破壊面形態と非破壊技法

■講義内容■講義内容

材料特性および各種条件下による特徴的な破面形態を巨視的および微視的見地から学習し、最新の非破壊技術についても
習得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

破壊された材料表面に生じた特徴的模様を具体的に評価し理解できる。また、最新の非破壊技術について理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　フラクトグラフィの基礎
【事後学修】　フラクトグラフィの基礎に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第２回 【事前学修】　マクロフラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　マクロフラクトグラフィ
【事後学修】　マクロフラクトグラフィに関し講義内容をまとめて次回に提出。

第３回 【事前学修】　マイクロフラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　マイクロフラクトグラフィ
【事後学修】　マイクロフラクトグラフィに関し講義内容をまとめて次回に提出。

第４回 【事前学修】　粒内破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の特徴的模様（1）粒内破壊
【事後学修】　破壊面の特徴的模様（1）粒内破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第５回 【事前学修】　粒界破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の特徴的模様（2）粒界破壊
【事後学修】　破壊面の特徴的模様（2）粒界破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第６回 【事前学修】　延性破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（1）延性破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（1）延性破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第７回 【事前学修】　脆性破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（2）脆性破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（2）脆性破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第８回 【事前学修】　疲労破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（3）疲労破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（3）疲労破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第９回 【事前学修】　環境破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 2（1）環境破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 2（1）環境破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第10回 【事前学修】　高温破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 2（2）高温破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 2（2）高温破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第11回 【事前学修】　破壊面の定量解析に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の定量解
【事後学修】　破壊面の定量解析に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第12回 【事前学修】　事故による破面を収集する。
【授業内容】　事故解析
【事後学修】　事故解析に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第13回 【事前学修】　光音響法に関する用語などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（1）原理および構造
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（1）原理および構造に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第14回 【事前学修】　光音響法による非破壊検査への使用例などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（2）解析例
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（2）解析例に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第15回 【事前学修】　光音響法による非破壊技術への使用例などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（3）応用例
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（3）応用例に関し講義内容をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の課題に対するレポート（60％）と材料評価に関連した指定文献の内容発表（40％）により評価する。レポートの
評価の観点と基準は記述内容の適切さ（50％）、指示された形式・作法の尊守（50％）。指定文献の内容発表の評価の観
点と基準は理解度（50％）、指示された形式・時間の尊守（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■テキスト■テキスト

原則として使用しない。
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■参考文献■参考文献

適宜プリントを配布

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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岡田　宏成

機能材料工学特論
Functional Materials Engineering

■テーマ■テーマ

材料の機能性や知能性の発現機構と応用

■講義内容■講義内容

機能性や知能性を有する材料特性の発現機構についてミクロな視点から講義し、機能材料の応用例や将来性について議論
する。

■達成目標■達成目標

金属材料が示す様々な機能性についてミクロ構造と関連づけながら、技術者として必要な材料設計や材料選択が出来るよ
うになる。
この授業は対面授業として行う。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義内容や達成目標を理解する。原子構造と化学結合について調査する。
【授業内容】　電気軌道と結合
【事後学修】　原子構造や化学結合に由来する物質の性質について調査する。

第２回 【事前学修】　フェルミ粒子とボーズ粒子の性質について調査する。
【授業内容】　フェルミ統計とボーズ統計
【事後学修】　フェルミ統計とボーズ統計に従う物質の性質について調査する。

第３回 【事前学修】　固体の比熱や熱伝導率の起源について調査する。
【授業内容】　固体の熱的性質
【事後学修】　固体の熱的性質を利用した応用例について調査する。

第４回 【事前学修】　金属結合と、それに由来する金属特有の性質について調査する。
【授業内容】　金属の自由電子論
【事後学修】　自由電子論に従わない金属について調査する。

第５回 【事前学修】　孤立原子から結晶に至るまでのエネルギーバンドについて調査する。
【授業内容】　バンド理論
【事後学修】　バンド理論の電気的、磁気的性質について調査する。

第６回 【事前学修】　バンド構造の物質の性質の関連性について調査する。
【授業内容】　金属と半導体、絶縁体
【事後学修】　半金属や不純物半導体のハンド構造について調査する。

第７回 【事前学修】　物質の電気抵抗の起源やバンド構造との関連性について調査する。
【授業内容】　固体の電気的性質
【事後学修】　固体の電気的性質を利用した応用例について調査する。

第８回 【事前学修】　原子がもつ磁気モーメントの発生や結晶中での磁気モーメントの結合について調査する。
【授業内容】　固体の磁気的性質
【事後学修】　固体の磁気的性質を利用した応用例について調査する。

第９回 【事前学修】　マルテンサイト変態について調査する。
【授業内容】　形状記憶特性の発現機構
【事後学修】　マルテンサイト相の結晶構造の観点から、大変位、高出力な形状記憶特性を得るための条件を考
察する。

第10回 【事前学修】　形状記憶合金の種類や応用例について調査する。
【授業内容】　形状記憶材料の応用
【事後学修】　形状記憶合金の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第11回 【事前学修】　永久磁石材料に求められる磁気的性質について調査する。
【授業内容】　永久磁石特性の発現機構
【事後学修】　永久磁石特性の発現機構から、強力な磁石を作るための条件を考察する。

第12回 【事前学修】　永久磁石材料の種類は応用例について調査する。
【授業内容】　永久磁石の応用
【事後学修】　永久磁石材料の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第13回 【事前学修】　超伝導現象の発現機構や超伝導体の特徴的性質について調査する。
【授業内容】　超伝導特性の発現機構
【事後学修】　超伝導現象の発現機構から、応用に適した超伝導物質について考察する。

第14回 【事前学修】　超伝導物質の種類や超伝導材料の応用例について調査する。
【授業内容】　超伝導体の応用
【事後学修】　超伝導材料の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第15回 【事前学修】　機能／知能材料特性を用いた環境・エネルギー問題への取り組みについて調査する。
【授業内容】　材料特性と環境・エネルギー問題
【事後学修】　安心・安全な社会を構築する上で、今後どのように機能／知能材料特性を利用すればよいか考察
する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の講義内容に関するレポート（100％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

材料学の基礎知識を復習しておくこと
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

材料関連の科目

■テキスト■テキスト

適宜プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて講義中で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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坂　真澄

破壊システム工学特論
Fracture Mechanics and Nondestructive Evaluation

■テーマ■テーマ

破壊力学ならびに非破壊評価

■講義内容■講義内容

線形破壊力学から弾塑性破壊力学まで破壊力学の考え方を講述し、さらに超音波探傷をはじめとする非破壊評価の手法に
ついて講義する。

■達成目標■達成目標

破壊力学ならびに非破壊評価の概要を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ひずみ、応力
【授業内容】　力と応力
【事後学修】　力と応力の違い

第２回 【事前学修】　応力集中
【授業内容】　線形破壊力学とは。き裂と応力集中
【事後学修】　応力と破壊力学パラメータの違い

第３回 【事前学修】　応力集中係数
【授業内容】　応力拡大係数
【事後学修】　応力拡大係数の定義と特徴、破壊じん性値

第４回 【事前学修】　外力仕事とひずみエネルギー
【授業内容】　エネルギー解放率
【事後学修】　エネルギー解放率の定義と特徴

第５回 【事前学修】　ヤング率、ポアソン比
【授業内容】　その他の破壊力学パラメータ
【事後学修】　き裂先端開口変位、Ｊ積分、破壊力学パラメータ間の関係

第６回 【事前学修】　弾性、塑性
【授業内容】　疲労破壊
【事後学修】　Parisの法則、疲労破壊の抑制

第７回 【事前学修】　応力－ひずみ曲線と温度の関係
【授業内容】　クリープ破壊、応力腐食割れ
【事後学修】　応力腐食割れの特徴と抑制

第８回 【事前学修】　塑性ひずみ
【授業内容】　弾塑性破壊力学とは。延性破壊過程
【事後学修】　延性破壊過程とぜい性破壊の違い

第９回 【事前学修】　線形ばねの特性
【授業内容】　延性き裂進展の安定－不安定遷移
【事後学修】　延性不安定破壊に及ぼす系のコンプライアンスの影響

第10回 【事前学修】　縦波、横波
【授業内容】　非破壊評価とは。超音波の基礎
【事後学修】　超音波の基本諸量

第11回 【事前学修】　音速、周波数、波長
【授業内容】　超音波によるき裂評価
【事後学修】　超音波き裂探傷の代表的手法

第12回 【事前学修】　オームの法則
【授業内容】　電位差法の基礎
【事後学修】　直流電位差法の特徴

第13回 【事前学修】　直流、交流
【授業内容】　電位差法によるき裂評価
【事後学修】　Johnsonの式、近接端子

第14回 【事前学修】　電磁波
【授業内容】　Ｘ線、マイクロ波
【事後学修】　Ｘ線、マイクロ波の特徴

第15回 【事前学修】　破壊力学と非破壊評価
【授業内容】　破壊力学と非破壊評価のまとめと討論
【事後学修】　破壊力学と非破壊評価の概要把握

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験による（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

復習を欠かさない。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

機械材料・材料力学関連の科目

■テキスト■テキスト

テキストは指定せず、板書と質疑応答により講義を進める。
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■参考文献■参考文献

岡村弘之著「線形破壊力学入門」（培風館）

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する。
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佐瀬　一弥

動力学解析特論

■テーマ■テーマ

質点、柔軟物体の動力学解析（マルチボディダイナミクス）

■講義内容■講義内容

質点運動・接触、柔軟物体の運動などについての力学（マルチボディダイナミクス）の理論とプログラミングによる実装
コンピュータグラフィクス（CG）およびロボット工学における数値シミュレーションの応用

■達成目標■達成目標

１．質点、柔軟物体の運動の数学的記述を説明することができる
２．マルチボディダイナミクスの数値解析をプログラミングにより実装できる
３．CGおよびロボット工学における数値シミュレーションの応用例を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にmanabaに掲載される授業資料を見てPythonの開発環境を構築する
【授業内容】　ガイダンスとPython入門（AnacondaによるPythonプログラミング、コマンドプロンプト、スクリ
プトファイルの作成と実行、VS Codeの使い方）
【事後学修】　Pythonスクリプトの作成と実行が自力でできるように練習する

第２回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における変数、型、条件分岐、繰り返し文の文法を確認す
る
【授業内容】　Pythonの基本文法1（変数、型、条件分岐、繰り返し文）
【事後学修】　Pythonの基本文法を用いた演習課題にとりくむ。次回、解答を示す。

第３回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における関数の文法を確認する
【授業内容】　Pythonの基本文法2（関数）、Pythonによる2次元CG1（Tkinterを用いた図形描画）
【事後学修】　描画機能を用いてイラストを描いてみる。

第４回 【事前学修】　質点の放物運動の微分方程式および解析解を確認する
【授業内容】　Pythonによる2次元CG2（Tkinterを用いたアニメーション）、前進オイラー法よる質点運動シミュ
レーション（放物運動）
【事後学修】　前進オイラー法についての演習課題に取り組む。次回、解答を示す。

第５回 【事前学修】　バネ・質点系の振動の微分方程式および解析解を確認する
【授業内容】　Pythonによるグラフ作成（matplotlib）、前進オイラー法よる質点運動シミュレーション（バ
ネ・質点系の運動）
【事後学修】　ばね質点ダンパ系の振動についての演習課題に取り組む。次回、解答を示す。

第６回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における配列の文法を確認する
【授業内容】　Pythonの基本文法3（リスト）、前進オイラー法と後退オイラー法
【事後学修】　数値解の精度評価について、様々な条件で比較する

第７回 【事前学修】　前進オイラー法による解法をよく確認してくる
【授業内容】　2次のルンゲクッタ法による質点運動シミュレーション
【事後学修】　前進オイラー法と2次のルンゲクッタ法の計算結果を比較する

第８回 【事前学修】　2次のルンゲクッタ法による解法をよく確認してくる
【授業内容】　Pythonによる2次元CG3（キー入力）、4次のルンゲクッタ法による質点運動シミュレーション
【事後学修】　前進オイラー法、2次のルンゲクッタ法、4次のルンゲクッタ法の計算結果を比較する

第９回 【事前学修】　キー入力の実装法をよく確認する
【授業内容】　Pythonによる2次元CG4（マウス入力）、円（質点）と直線（壁）の接触処理
【事後学修】　様々な向きの壁との接触処理についての課題に取り組む。次回、解説する。

第10回 【事前学修】　Pythonのリスト（配列）の文法を確認する
【授業内容】　複数質点のシミュレーション、円（質点）同士の接触処理（1次元）
【事後学修】　複数質点のシミュレーションにおいて接触処理を追加してみる。次回、解説する。

第11回 【事前学修】　ベクトルの内積、ノルム、正規化、運動量保存則、力積について復習する
【授業内容】　2次元ベクトル演算、円（質点）同士の接触処理（2次元）
【事後学修】　質点同士が衝突するシミュレーションを完成させる

第12回 【事前学修】　これまでの内容を振り返って復習する
【授業内容】　Pythonの基本文法4（モジュール）、複数質点の接触シミュレーション
【事後学修】　多数の質点が衝突するシミュレーションを完成させる

第13回 【事前学修】　2次元配列の使い方をよく確認する
【授業内容】　ばね質点モデルによる柔軟物体表現
【事後学修】　ばね質点モデルのネットワーク構造と挙動の違いを確認する

第14回 【事前学修】　自分の研究において利用している数値シミュレーション技術を列挙してくる
【授業内容】　動力学シミュレーションの応用（主に、コンピュータグラフィクス、ロボット工学分野）
【事後学修】　数値シミュレーション技術を応用した英語論文を各自調査し、報告書を作成する

第15回 【事前学修】　本講義で学んだことを振り返り、まとめる
【授業内容】　2次元CGまたは数値シミュレーション技術を利用したアプリケーション開発
【事後学修】　自ら開発課題を設定し、Pythonを用いたアプリケーションを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

CGやロボット工学、その他の機械工学分野において、数値シミュレーションに関連する論文を調査し報告書にまとめる
（50%）
CG・数値シミュレーション技術を利用して開発したPythonアプリケーション、および、その説明文書（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

PythonをインストールできるノートPCを持参すること（持参困難な場合はPCを貸し出す）。
Pythonによるプログラミングを行うので、これまでに履修したプログラミング関連の授業内容をよく復習しておくこと。 
事前にmanaba上で示される授業資料を読んで授業開始前にPython開発環境を構築してくること。うまくいかなかった場合
は、第1回授業で対応する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの掲示板機能を用いる。
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矢口　博之

機械力学特論
Dynamics of Machines

■テーマ■テーマ

機械および機械構造物の振動減衰の解明。

■講義内容■講義内容

減衰を有する機械モデルの動的特性および周波数応答特性を、理論的に明らかにする。この授業は、対面授業として行
う。

■達成目標■達成目標

複雑な機械に発生している振動の制振法および防振法の事例についての理解を深め、自分で機械振動分野における最先端
の文献を読み、理解したうえで第三者に説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　機械振動の基礎
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第２回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　機械のモデリング
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第３回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動の複素数表示
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第４回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁の理論（振動伝達率）
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第５回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁の理論（防振支持系）
【事後学修】　１回から５回までの講義内容に関するレポートを提出する

第６回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　防振ゴムによる防振支持系（※レポートについては評価後、希望者には解説する）
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第７回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　金属ばねによる防振支持系
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第８回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　空気ばねによる防振支持系
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第９回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　減衰の種類
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第10回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　粘性減衰による機械の振動減衰
【事後学修】　６回から10回までの講義内容に関するレポートを提出し、総復習を行う

第11回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　構造減衰による機械の振動減衰（※レポートについては評価後、希望者には解説する）
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第12回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　固体摩擦による機械の振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第13回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　複合材による振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートの総まとめを行う

第14回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　複雑な多自由度振動システムの振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートの総まとめを行う

第15回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁および振動減衰のまとめと小テスト（※レポートについては評価後、希望者には解説す
る）
【事後学修】　11回から15回までの講義内容に関するレポートを提出し、総復習を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

提出してもらう課題のレポートを50％、小テストを50％として評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部において講義された機械力学等の基礎的事項について理解しておくこと。

■テキスト■テキスト

工業基礎振動学：斎藤秀雄、養賢堂
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■参考文献■参考文献

Journal of Sound and Vibration の文献。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の進展度合いは、受講者により多少変わります。
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斎藤　修

機械加工学特論
Manufacturing Processes

■テーマ■テーマ

超精密加工に関連する創成技術とマイクロ機械加工

■講義内容■講義内容

精密加工の高度化に関する基本的な知識を身につける。そして工作物材料を目的の形状や寸法そして表面粗さにするため
の機械加工法を最近の論文等により紹介しながら講義する。また、超精密加工およびマイクロ機械加工について代表的な
加工技術とその特性を紹介する。
この講義は対面授業で行う。

■達成目標■達成目標

①機械加工に対する基礎的な知識を修得する。
②機械加工技術者としてあらゆる緒問題に対応できる能力を身につける。
③自ら問題点を見つけ解決する能力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】機械加工についての基本現象について調べてくる。
【授業内容】加工で生じる基本現象
【事後学修】加工で生じる基本現象について整理し、レポートにして提出する。

第２回 【事前学修】機械加工を行う金属材料やセラミックス材料にはどのようなものがあるかを調べてくる。
【授業内容】材料と加工エネルギ
【事後学修】材料と加工エネルギを分類し、レポートにして提出する。

第３回 【事前学修】機械加工における寸法精度と表面粗さについて調べてくる。
【授業内容】寸法精度と表面粗さの概念
【事後学修】寸法精度と表面粗さの概念関係について整理し、レポートにして提出する。

第４回 【事前学修】表面粗さ計の仕組みとその表示方法について調べてくる。
【授業内容】表面粗さの測定法
【事後学修】表面粗さの定義と測定法を分類し、レポートにして提出する。

第５回 【事前学修】加工における精度の種類と基本原理について調べてくる。
【授業内容】加工精度の基本原理
【事後学修】加工精度の基本原理について整理し、レポートにして提出する。

第６回 【事前学修】機械加工する場合の精度の出し方とその高精度化について調べてくる。
【授業内容】機械加工法の高精度化
【事後学修】機械加工法の高精度化について整理し、レポートにして提出する。

第７回 【事前学修】機械加工方法の種類と特徴について調べてくる。
【授業内容】機械工作法の種類と特徴
【事後学修】機械工作法の種類と特徴について整理し、レポートにして提出する。

第８回 【事前学修】工作機械の種類について調べてくる。またその特徴についてまとめてくる。
【授業内容】工作機械の種類と機能
【事後学修】工作機械の種類と機能について整理し、レポートにして提出する。

第９回 【事前学修】工作機械の座標系と運動について調べてくる。
【授業内容】工作機械の座標系と運動
【事後学修】工作機械の座標系と運動について整理し、レポートにして提出する。

第10回 【事前学修】工作機械の数値制御について調べてくる。
【授業内容】数値制御工作機械の種類と特徴
【事後学修】数値制御工作機械の種類と特徴について整理し、レポートにして提出する。

第11回 【事前学修】切削工具の種類と名称について調べてくる。
【授業内容】切削工具の種類と名称
【事後学修】切削工具の種類と名称について整理し、レポートにして提出する。

第12回 【事前学修】工具切れ刃形状の幾何学と切りくず形状のメカニズムを調べてくる。
【授業内容】切削理論と切削メカニズム
【事後学修】切削理論と切削メカニズムについて整理し、レポートにして提出する。

第13回 【事前学修】切りくずのせん断角と加工エネルギについて調べてくる。
【授業内容】加工エネルギとせん断角理論
【事後学修】加工エネルギとせん断角理論について整理し、レポートにして提出する。

第14回 【事前学修】工具切れ刃と加工エネルギが切削温度に及ぼす影響について調べてくる。
【授業内容】加工エネルギと切削温度
【事後学修】加工エネルギと切削温度について整理し、レポートにして提出する。

第15回 【事前学修】切削条件と切削温度が工具摩耗や工具寿命に及ぼす影響について調べてくる。
【授業内容】工具摩耗と寿命
【事後学修】工具摩耗と寿命について整理し、レポートにして提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊課題に対する複数回のレポート（100％）により評価する。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊機械工作学で学んだ知識を復習しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊知能材料工学、機構学、機械設計学、ユニバーサルデザイン、生産システムなど

■テキスト■テキスト

＊必要に応じて印刷物を配布する。

■参考文献■参考文献

＊日本機械学会編「生産加工の原理」日刊工業新聞社　ISBN 4526041211、JSME テキストシリーズ「加工学I-除去加工-」
日本機械学会（丸善）ISBN 4888981477、精密工学会および砥粒加工学会等の発表論文を使用する。

■履修上の注意■履修上の注意

＊配布資料を講義に持参のこと。
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松浦　寛

オプトメカトロニクス特論
Optmechatronics

■テーマ■テーマ

オプトメカトロニクス製品を設計するために CAD を使って光学設計をおこなう。

■講義内容■講義内容

講義は対面で行う。現在、光のコヒーレントで直進性がよいという利点を使って光を利用したメカトロニクス製品が市場
に多く出回っている。これらの製品には、レーザおよび光ファイバから出た光を効率よくレンズを使って伝搬させる機構
が組み込まれている。本講義では光ファイバ、レンズを使うための設計論を体系的に学ぶことを目的にしている。受講者
の数学レベルにより講義難易度を変えるが理論式の計算フォローを主体としているため数学力が必須となる。

■達成目標■達成目標

①機械設計 CAD を応用して光線追跡の設計ができる。
②分布屈折率型レンズの光路計算ができる。
③シングルモードでの結合計算ができる。
④高出力ファイバレーザの構造と安全性について説明ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に前年度の数学テストを行う
【授業内容】　講義目的と日程の説明。本講義で理解するための数学テスト
【事後学修】　数学テストの式展開をトレースする

第２回 【事前学修】　光学で使う数式を書き写す
【授業内容】　光学で使う数式の展開を受講者が発表後に解説
【事後学修】　光学で使う数式の展開をエクセルでトレースする

第３回 【事前学修】　偏光解析ミューラ行列の意味を提出する
【授業内容】　偏光解析ミューラ行列を受講者が発表後に解説
【事後学修】　偏光解析ミューラ行列をエクセルでトレースする

第４回 【事前学修】　偏光解析ジョーンズ行列の意味を提出する
【授業内容】　偏光解析ジョーンズ行列及びミューラ行列との違いを受講生が発表後に解説
【事後学修】　偏光解析ジョーンズ行列をエクセルでトレースする

第５回 【事前学修】　レンズ設計の基礎として ABCD マトリックスについて調べる
【授業内容】　レンズ設計の基礎として収差計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　色収差計算をエクセルでトレースする

第６回 【事前学修】　分布屈折率型レンズについて調べる
【授業内容】　分布屈折率型レンズのマトリックス計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　分布屈折率型レンズの光線追跡をトレースする

第７回 【事前学修】　シングルモードとマルチモードの意味を調べる
【授業内容】　シングルモードの結合のためのガウシアンビーム計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　ガウシアンビームのトレースをする

第８回 【事前学修】　ベッセル関数を調べる
【授業内容】　光ファイバの基礎としてファイバの構造とベッセル関数計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　光ファイバの構造を調べる

第９回 【事前学修】　4 準位レーザについて調べる
【授業内容】　レーザ設計のための準位とレーザ共振器構造について講義
【事後学修】　レーザ共振器構造の種類を調べる

第10回 【事前学修】　3 準位レーザについて調べる
【授業内容】　受講者がレーザ発振器を設計して解説 1
【事後学修】　受講者がレーザ発振器の計算を行う

第11回 【事前学修】　発振器を構造の種類を調べる
【授業内容】　受講者がレーザ発振器を設計して解説 2
【事後学修】　受講者がレーザ発振器の計算結果をエクセルでトレースする

第12回 【事前学修】　ファイバ結合効率をエクセルに入力する
【授業内容】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算を発表 1
【事後学修】　半導体レーザモジュールのファイバ結合計算をトレースする

第13回 【事前学修】　ファイバ結合計算をエクセルで図表する
【授業内容】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算を発表 1
【事後学修】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算をトレースする

第14回 【事前学修】　CAD の操作ができるようにしておく
【授業内容】　受講者が機械設計 CAD を使って光線追跡を解説
【事後学修】　CAD データから図面を作成する

第15回 【事前学修】　まとめテスト
【授業内容】　まとめテスト
【事後学修】　まとめテストのまとめをおこなう

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表資料の質・量で評価する（100％）。1/5 以上の欠席（忌引き、病欠除く）は認めない。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

無線ネットワークに接続できる自分のパソコンを用意すること。（他人の PC では単位を認めない）
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学（行列、微分積分、フーリエ展開、ベッセル関数）

■テキスト■テキスト

資料を配布する

■参考文献■参考文献

Principle of Optics; Born， Optics 2nd Edition; Hecht（訳書もあるが原書を奨める）

■履修上の注意■履修上の注意

大学受験レベルの数学力が必要。毎回 21 時頃までかかる。出張により日程変更がある。
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星　朗

応用熱工学特論
Applied Thermal Engineering

■テーマ■テーマ

基礎的な伝熱現象の理解と設計に必要な伝熱工学の知識習得

■講義内容■講義内容

テキストを中心に、伝熱工学的観点から熱移動について論じる。さらに、演習課題の解法を通して、実践的に理解力を深
める。

■達成目標■達成目標

①熱と流れの基本的な原理・現象を説明することができるようになる。
②　伝熱工学における様々な数式・無次元数・物理量などの意味を説明することができるようになる。
③　伝熱に関する基本的な設計・計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　manabaを利用できるように準備しておく。第１回講義資料を読んで、熱力学で学んだことを復習
してくるとともに、「伝熱の三形態」の概要を調べてくる。
【授業内容】　授業の概要説明、熱力学の復習と伝熱の基礎
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や進め方を理解する。演習課題およびQuiz1を再確認･復習す
る。

第２回 【事前学修】　第２回講義資料を読んで、「フーリエの法則」の概要を調べてくる。
【授業内容】　定常熱伝導（平板の定常熱伝導）
【事後学修】　演習課題およびQuiz2の「平板の熱伝導問題」を解法できるようにする。

第３回 【事前学修】　第３回講義資料を読んで、「熱通過率」の概要を調べてくる。
【授業内容】　定常熱伝導（円筒の定常熱伝導）
【事後学修】　演習課題およびOuiz3の「円筒の熱伝導問題」を解法できるようにする。

第４回 【事前学修】　第４回講義資料を読んで、「非定常熱伝導問題」とは何か考えてくる。
【授業内容】　非定常熱伝導
【事後学修】　演習課題およびQuiz4の「非定常熱伝導問題」を解法できるようにする。

第５回 【事前学修】　第５回講義資料を読んで、「強制対流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（水平平板からの層流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz5の「円柱からの強制対流（層流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第６回 【事前学修】　第６回講義資料を読んで、「層流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（管内流の層流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz6の「管内流の強制対流（層流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第７回 【事前学修】　第７回講義資料を読んで、「乱流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（乱流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz7の「強制対流（乱流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第８回 【事前学修】　第８回講義資料を読んで、「自然対流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　自然対流熱伝達（垂直平板からの自由対流）
【事後学修】　演習課題およびQuiz8の「垂直平板からの自由対流熱伝達問題」を解法できるようにする。

第９回 【事前学修】　第９回講義資料を読んで、「ベナール対流」とは何か考えてくる。
【授業内容】　自然対流熱伝達（物体周りの自由対流）
【事後学修】　演習課題およびQuiz9の「物体周りの自由対流熱伝達問題」を解法できるようにする。

第10回 【事前学修】　第10回講義資料を読んで、「ふく射伝熱」とは何か考えてくる。
【授業内容】　ふく射伝熱（放射伝熱の基礎）
【事後学修】　演習課題およびQuiz10の「放射伝熱の基礎問題」を解法できるようにする。

第11回 【事前学修】　第11回講義資料を読んで、「形態係数」とは何か考えてくる。
【授業内容】　ふく射伝熱（物体面間の放射伝熱）
【事後学修】　演習課題およびQuiz11の「物体面間の放射伝熱問題」を解法できるようにする。応用熱工学特論
（伝熱の三形態）に関する「レポート」を課すので、第15回講義までに解答して提出する。

第12回 【事前学修】　第12回講義資料を読んで、「沸騰熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　相変化を伴う熱伝達（沸騰伝熱）
【事後学修】　演習課題の「沸騰伝熱問題」を解法できるようにする。

第13回 【事前学修】　第13回講義資料を読んで、「凝縮熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　相変化を伴う熱伝達（凝縮伝熱）
【事後学修】　演習課題の「凝縮伝熱問題」を解法できるようにする。

第14回 【事前学修】　第14回講義資料を読んで、「熱交換器」の種類・概要を調べてくる。
【授業内容】　伝熱機器
【事後学修】　演習課題の「熱交換器に関する問題」を解法できるようにする。

第15回 【事前学修】　第２回から第11回の授業の内容について「達成度の確認」を行うので準備をする。
【授業内容】　伝熱工学の総復習および達成度の確認（範囲は第２回～第11回）
【事後学修】　達成度の確認で解らなかった問題を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（40％）、講義時Quiz（20％）および達成度の確認（40％）で総合評価する。
達成度の確認：100点満点筆記試験点数×0.4，問題解法の正確さ（100％）
Quiz：20点-（未提出1点+遅提出0.5点），提出無の場合 0点，問題解法の正確さ（100％）
レポート：40点，問題解法の正確さ（50％）ならびに記述解答の的確さ（50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

熱力学、流体力学、数学（微積分、三角関数など）に関する基礎知識を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

JSMEテキストシリーズ「伝熱工学」、日本機械学会、丸善 ISBN9784888981200

■参考文献■参考文献

講義中に適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

演習問題を通して理解を深めていくので、電卓を持参すること。
研究室：五橋キャンパス研究棟５階Ｒ５１１室
オフィスアワー：授業の際にお知らせします。
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鈴木　利夫

エネルギー変換工学特論
Energy Conversion Engineering

■テーマ■テーマ

　熱エネルギーを中心としたエネルギー変換とその有効利用

■講義内容■講義内容

　現在の主たるエネルギーおよびエネルギーの変換技術について、熱エネルギーを中心に理解し、その変換効率や有効利
用についても学習する。なお、講義の理解確認としてmanabaによる小テストを講義終了後に実施する。

■達成目標■達成目標

　エネルギー資源の特性が理解でき、熱機関を主としたエネルギー変換技術の基本原理と有効利用の概要を把握すること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　エネルギ消費量の 1950 年以前と以後の変化を調べてくる。manaba及びresponを使用できるよう
に操作になれておくこと。
【授業内容】　授業の進め方とエネルギーの概念
【事後学修】　国内のエネルギー消費形態をチャートにまとめる。

第２回 【事前学修】　エネルギ消費の産業、民生および運輸の変化を調べてくる。
【授業内容】　エネルギー消費の変化
【事後学修】　エネルギー消費の推移を無次元化して比較してみる。

第３回 【事前学修】　往復動型内燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－往復動型内燃機関のサイクル－
【事後学修】　往復動型内燃機関の平均有効圧力を示す理論式に関するレポートを提出。

第４回 【事前学修】　往復動型外燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－往復動型外燃機関のサイクル－
【事後学修】　往復動型外燃機関に提案されている「再生」の手法を考えてみる。

第５回 【事前学修】　回転型内燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－回転型内燃機関のサイクル－
【事後学修】　回転型内燃機関において材料開発が重要である理由をまとめる。

第６回 【事前学修】　回転型外燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－回転型外燃機関のサイクル－
【事後学修】　回転型内燃機関と外燃機関の組み合わせに関するレポートを提出。

第７回 【事前学修】　石油、石炭および天然ガスの主要産出国をを調べてくる。
【授業内容】　燃焼および排気ガス
【事後学修】　燃焼によるエネルギー利用に対する環境対策をチヤートにまとめる。

第８回 【事前学修】　石油、石炭および天然ガスの予想可採年数を調べてくる。
【授業内容】　熱エネルギー資源とその特性
【事後学修】　熱エネルギーの二次エネルギー化をチャートにまとめる。

第９回 【事前学修】　原子力エネルギーに関する資源状況と利用形態を調べてくる。
【授業内容】　原子力エネルギー
【事後学修】　既存の各エネルギー利用における長所と課題に関するレポートを提出。

第10回 【事前学修】　自然エネルギーの利用形態の分類を調べてくる。
【授業内容】　自然エネルギーの利用
【事後学修】　自然エネルギーのリスク・問題点をまとめる。

第11回 【事前学修】　熱エネルギー利用に関する熱力学的要求項目を調べてくる。
【授業内容】　省エネルギー技術と高効率化技術
【事後学修】　エクセルギーとアネルギーの概念で自動車のエネルギー利用をチャート化してみる。

第12回 【事前学修】　将来型のエネルギーに要求される項目を調べてくる。
【授業内容】　将来型の熱エネルギーとそのシステム
【事後学修】　将来型のエネルギー利用に関する現状の問題点を調べてみる。

第13回 【事前学修】　生態系に対する環境圏の分類を調べてくる。
【授業内容】　エネルギー変換と環境
【事後学修】　地球上での炭素循環をチャートにしてみる。

第14回 【事前学修】　太陽からの熱エネルギー収支について調べてくる。
【授業内容】　環境汚染とそのメカニズム
【事後学修】　複数提示されたエネルギー利用技術について、各自異なる１テーマを選択し、それについて調査
を行い、更にプレゼンテーションの準備も行う。

第15回 【事前学修】　個々に選択したエネルギー利用技術についてのプレゼンテーションの準備をしてくる。
【授業内容】　エネルギー利用における現状と問題点（発表とディスカッション）
【事後学修】　プレゼンテーションの内容とディスカッションの結果をまとめレポートとして提出。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　小テスト（設問に対する正答率で評価）3点×11回＝33点、課題に対するレポート（課題に対する記述内容の適切さ
(50％)と独自性(30％)、指示された形式・作法の遵守(20％)）10点×3回＝30点、そして選択課題の発表・内容（25点）お
よびレポート（12点）により評価する。なお、選択課題の発表・内容およびレポートに関する観点は選択課題出題時に提
示する。小テストおよび課題レポートについては、評価後に適切・不適切なものを次の回の講義開始時に紹介。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　熱や動力に関連した学部時代の専門科目の復習をして受講して頂きたい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

　応用熱工学特論

■テキスト■テキスト

　適宜プリントを配布

■参考文献■参考文献

　必要に応じて講義中に紹介

■履修上の注意■履修上の注意

　オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導機能を使用する。
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小野　憲文

流体工学特論
Fluid Engineering

■テーマ■テーマ

圧縮性流体工学を中心とした流体工学の基礎と応用

■講義内容■講義内容

圧縮性流体流れを中心とした流体工学に関する知識を習得することに重点をおき、例題を解くことで理解を深め、応用で
きる力を身に付ける。

■達成目標■達成目標

①圧縮性流体工学を中心とする流体工学に関して、その基礎および応用的計算ができる。
②流体工学に関する計算（可視化）結果について十分評価できるような知識を身につける。
③流体工学に関わる応用事例を挙げることができ、それに関連する諸問題に対応できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまでに学習してきた流体工学関連項目について確認を行う。
【授業内容】　ガイダンス（本講義を受ける上での諸注意）
【事後学修】　これからの授業内容に必要な事項を整理しておく。

第２回 【事前学修】　これまでに学習してきた各種流れを整理しておく。
【授業内容】　流れの分類（粘性、圧縮性流体）
【事後学修】　流れの分類を考慮して圧縮性流体についてまとめておく。

第３回 【事前学修】　これまでに学習してきた熱力学関連項目について確認を行う。
【授業内容】　圧縮性流体の熱力学的性質
【事後学修】　圧縮性流体の熱力学的特性に関する簡単な計算を行ってみる。

第４回 【事前学修】　生活に身近な音・音速に関する問題について確認する。
【授業内容】　音速とマッハ数
【事後学修】　音速計算およびマッハ数の導出計算を行ってみる。

第５回 【事前学修】　微分方程式などの数学表現に関して確認を行う。
【授業内容】　一次元圧縮性流体の基礎式
【事後学修】　基礎式の詳細な導出過程を自ら確認する。

第６回 【事前学修】　熱力学で学習したエントロピーについて復習を行っておく。
【授業内容】　等エントロピーの流れ
【事後学修】　等エントロピー状態とそれ以外の区別について確認する。

第７回 【事前学修】　基礎式に関して復習を行っておく。
【授業内容】　定常１次元圧縮性流れの計算
【事後学修】　圧縮性流れの簡単な計算を行ってみる。

第８回 【事前学修】　音速になるための条件を推察しておく。
【授業内容】　先細ノズルの流れ
【事後学修】　先細ノズルの流れに関する簡単な計算を行ってみる。

第９回 【事前学修】　超音速になるための条件を推察しておく。
【授業内容】　ラバルノズルの流れ
【事後学修】　ラバルノズルの流れに関する簡単な計算を行ってみる。

第10回 【事前学修】　実在の衝撃波事例について確認を行っておく。
【授業内容】　垂直衝撃波
【事後学修】　垂直衝撃波に関する簡単な計算を行ってみる。

第11回 【事前学修】　隕石や超音速飛行機が地上に与える影響について調べておく。
【授業内容】　斜め衝撃波
【事後学修】　斜め衝撃波に関する簡単な計算を行ってみる。

第12回 【事前学修】　これまでに学習してきた数式処理等について確認を行う。
【授業内容】　応用 （数式処理ソフトによる計算）
【事後学修】　数式処理ソフトの応用方法を確認する。

第13回 【事前学修】　高速な流れを可視化する方法について調べておく。
【授業内容】　円錐プローブの衝撃波角
【事後学修】　高速な流れから各種情報を得る方法を復習する。

第14回 【事前学修】　特殊な流れについて調べておく。
【授業内容】　ファノーの流れとレーレーの流れ
【事後学修】　講義で出てきた流れの適応個所を確認する。

第15回 【事前学修】　これまで得た知識を集約しておくこと。
【授業内容】　課題演習：総合的な問題について演習する。
【事後学修】　全体の復習を行うこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（a）毎回のレポート［計算、目標①、70 点、式の導出（80％）・結果の正確
性（20％）］
（b）まとめのレポート［計算、目標①②③、30 点、式の導出（80％）・結果の正確性（20％）］

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに受講した熱・流体工学関連教科について復習を行っておくこと。

機

械

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1047 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数値流体力学特論

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

中山泰喜著　新編 流体の力学（養賢堂）ISBN:978-4842504780、
松尾一泰著　圧縮性流体力学－内部流れの理論と解析（理工学社）ISBN:978-4274069697

■履修上の注意■履修上の注意

専用のホームページを用意している。ノートパソコンを用意しておくこと。
授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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高奈　秀匡

数値流体力学特論
Computational Fluid Dynamics

■テーマ■テーマ

流体力学の数値計算法

■講義内容■講義内容

流体の諸現象を数値シミュレーションすることを目的とし、偏微分方程式の解法の一つである有限差分法の基礎を説明
し、さらに、流体の基礎方程式であるナヴィエ・ストークス方程式の差分解法について解説する。

■達成目標■達成目標

①有限差分法の考え方を理解し、偏微分方程式の種類と性質に応じた数値計算法の適用について学習する。
②ナヴィエ・ストークス方程式の性質を理解し、これを解くために適した数値計算法について学習する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】
【授業内容】数値流体力学とは
【事後学修】講師の解説を基に、「数値流体力学」の要点を自分の言葉でまとめること。

第２回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】偏微分方程式の分類と性質
【事後学修】講師の解説を基に、「各偏微分方程式の性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第３回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】移流方程式の性質
【事後学修】講師の解説を基に、「移流方程式の性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第４回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】離散化と差分表式
【事後学修】講師の解説を基に、「離散化と差分表式」の要点を自分の言葉でまとめること。

第５回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】偏微分方程式の差分解法
【事後学修】講師の解説を基に、「偏微分方程式の差分解法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第６回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】差分方程式の適合性と精度
【事後学修】講師の解説を基に、「差分方程式の適合性と精度」の要点を自分の言葉でまとめること。

第７回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】差分スキームの安定性解析
【事後学修】講師の解説を基に、「差分スキームの安定性解析」の要点を自分の言葉でまとめること。

第８回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】計算格子と一般座標変換
【事後学修】講師の解説を基に、「計算格子と一般座標変換」の要点を自分の言葉でまとめること。

第９回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】連立一次方程式の数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「連立一次方程式の数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第10回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】非圧縮性流れの性質と数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「非圧縮性流れの性質と数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第11回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】風上差分法
【事後学修】講師の解説を基に、「風上差分法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第12回 【事前学修】ノートPC及びPythonの動作を確認しておくこと。
【授業内容】Python によるスカラー（移流・拡散）方程式の数値計算
【事後学修】Python の結果を可視化・考察し、レポートとしてまとめること。

第13回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの性質
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第14回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第15回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの時間積分法
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの時間積分法」の要点を自分の言葉でまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）に基づき評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数や微分積分など、数学の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

流体工学特論

■テキスト■テキスト

Python で学ぶ流体力学の数値計算法、藤井孝藏・立川智章　共著、オーム社、2020年、4274224708
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■参考文献■参考文献

偏微分方程式の差分解法、高見穎郎・桑原邦郎　共著、東京大学出版会、1994年、4130629018

■履修上の注意■履修上の注意

連立一次方程式の数値計算法やPythonを利用した演習を行う際には、ノートPCを持参すること。
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熊谷　正朗

計測信号処理特論
Signal Processing for Sensing

■テーマ■テーマ

センサ信号を対象とした信号処理手法と関連技術

■講義内容■講義内容

機械システムなどを制御するため、把握するためにはセンサによる計測が不可欠である。しかし、センサの出力は生の
データではなく、信号処理によって情報を抽出する必要がある。そこで、信号の取り込みから処理までを実践面を重視し
ながら講義する。

■達成目標■達成目標

１：計測システムの構成を把握し、目的に応じた手段の選択ができる。
２：コンピュータを用いた初歩的なデジタル信号処理を自ら行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　科目の目的、授業内容を把握し、自身の研究などにおける信号処理の位置づけをまとめて、（事
前に）担当教員にメイルにて連絡する
【授業内容】　導入：センサの役割
【事後学修】　どのようなセンサがあるか調査する

第２回 【事前学修】　センサのデータシートの特性部分を見てみる
【授業内容】　導入：センサの形態と信号
【事後学修】　具体的なセンサの信号特性を調査する

第３回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（アナログ）
【授業内容】　センサ信号のアナログ処理
【事後学修】　センサ信号処理回路について調査する

第４回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（AD）
【授業内容】　アナログとデジタルの変換、離散時間・離散値
【事後学修】　離散化の事例を調査する

第５回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（AD）
【授業内容】　アナログデジタル変換の実仕様と選定上の観点
【事後学修】　研究に使用しているAD変換の役割と仕様の再確認

第６回 【事前学修】　ラプラス変換の復習をしておく
【授業内容】　Ｚ変換の導入と逆Ｚ変換
【事後学修】　Ｚ変換の変換計算を自分の手で行ってみる

第７回 【事前学修】　前回のＺ変換とラプラス変換の復習をしておく
【授業内容】　パルス伝達関数と伝達関数、Ｚ変換とラプラス変換
【事後学修】　パルス伝達関数の導出を自分の手でしてみる

第８回 【事前学修】　学部講義数学のフーリエ級数を復習しておく
【授業内容】　フーリエ級数、フーリエ変換（DFT、FFT）
【事後学修】　FFTの具体的な手法について調査する

第９回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス総合・工学総合演習II のアナログフィルタを復習しておく
【授業内容】　ディジタルフィルタと特性(FIRとIIR)
【事後学修】　デジタルフィルタの活用事例を調査する

第10回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス総合・工学総合演習II のアナログフィルタを復習しておく
【授業内容】　ディジタルフィルタの設計と評価
【事後学修】　デジタルフィルタの設計例を調査する

第11回 【事前学修】　フーリエ変換（DFT, FFT）を再確認しておく
【授業内容】　窓関数とフーリエ変換の時間分解能、ウェーブレット変換の概要
【事後学修】　ウェーブレットの事例と特性の違いを調査する

第12回 【事前学修】　画像処理について一般事項を確認しておく
【授業内容】　画像処理：画像・映像情報の基礎
【事後学修】　画像処理の産業での活用事例を調査する

第13回 【事前学修】　身の回りの画像処理事例を探してみる
【授業内容】　画像処理：画像フィルタ
【事後学修】　フィルタの演算を自分の手で確認する

第14回 【事前学修】　各自の研究テーマ内の信号処理の課題を確認しておく
【授業内容】　計測システムの実例
【事後学修】　各自の研究課題の中で適用できる処理手段がないか検討する

第15回 【事前学修】　表計算ソフトの利用法を確認しておく
【授業内容】　実践演習と課題の提示
【事後学修】　演習内容の再確認をする
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価は信号の解析を課題とするレポートによって行う。講義に真剣に取り組み、十分な解析結果を得たなら80点以上とす
ることを目安とする。
詳細：
　レポートの課題は
　　（1）修士研究、卒業研究に関わる実データに対する信号処理を用いた分析
　　（2）課題として提供するデータ列からの有意信号の抽出
　の２種類から選択するとする。
　評価指標はいずれも
　　（a）結果のデータの妥当性（結果に誤り、不足がないか）
　　（b）方法の論述の妥当性　（具体的な処理手順が示されているか、説明になっているか）
　　（c）レポートの体裁　　　（構成、用語の適切さ、誤字脱字などの不備の無さ）
　による。オリジナリティは当然必須である。
受講人数が少なく絶対評価が難しいため、該当年度および過去年度との相対比較を行い、標準点からの増減で採点する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

センシングに関する基礎的な理解と、電子回路の基礎知識が前半部分で必要である。中盤以降は基本的に数学的な処理で
あり、三角関数、行列、ベクトル、数列(配列)などに抵抗がないことが必要である。また、実習には表計算ソフトを使う
が、C言語等によるプログラム開発ができるとなお実践的である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

とくになし

■参考文献■参考文献

https://www.mech.tohoku-gakuin.ac.jp/rde/ 他講義において適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

履修登録に際しては、事前にメイル等での相談が望ましい。受講者の基礎知識、具体的な希望をもとに講義の深さと方向
性（処理事例）を修正する用意がある。

連絡先：教員室・実験室＝研究棟３階 R315
オフィスアワー：講義時、または講義で通知するメイルアドレス、必要であれば面会時刻を調整することとする。
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梶川　伸哉

ヒューマン・マシンシステム特論
Human-Machine System

■テーマ■テーマ

人と協調する機械システムの構成法

■講義内容■講義内容

人の活動を支援する機械システムの構築において必要となる、情報伝達機器、操作器、および制御器設計の方法について
学習する。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

１．人の感覚、知覚、運動特性が理解できる。
２．人間の特性理解に基づき、現存するヒューマンマシンシステムの構成が理解できる。
３．ヒューマンマシンシステムの利点、欠点を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヒューマン・マシンシステムの実例について調べる。
【授業内容】　ヒューマン・マシンシステムの定義
【事後学修】　各分野におけるヒューマン・マシンシステムの特徴、およびシステムの構成要素について整理す
る。

第２回 【事前学修】　視覚、聴覚、力覚の得るために必要な物理的刺激の種類、人間の感覚特性について調べる。
【授業内容】　人の感覚特性：視覚、聴覚、力覚等について
【事後学修】　各種感覚刺激に対する受容器の種類、特性についてまとめておく。

第３回 【事前学修】　記憶の種類とその特徴について調べる。
【授業内容】　人の認知特性：推論、記憶等について
【事後学修】　推論をサポートするシステムを実現するには、どのようなデータの構造、また、データ間のつな
がりの記述が必要になるか考える。

第４回 【事前学修】　音声認識、顔画像認識の利用分野と現状課題について調べる。
【授業内容】　情報入力装置：音声認識、画像認識、ポインティングデバイス等
【事後学修】　講義内で解説した認識技術について、その原理をまとめ、理解を深める。

第５回 【事前学修】　視覚、触覚を刺激するデバイスの最新事例を調べる。
【授業内容】　情報表示装置：ディスプレイ装置、ハプティクス装置等
【事後学修】　講義内で解説した視・触覚刺激デバイスの原理について整理する。

第６回 【事前学修】　人体の構造の例として、上肢の筋骨格構造について調べる。
【授業内容】　人の身体構造：関節自由度、筋骨格構造等
【事後学修】　人体モデルについて整理し、理解を深める。

第７回 【事前学修】　機械的インピーダンスの概念について調べる。
【授業内容】　人の運動特性：関節インピーダンス、筋制御等
【事後学修】　人体における関節インピーダンスの調節メカニズム（説）についてまとめる。

第８回 【事前学修】　パワーアシストやリハビリ支援装置に求められる機械的特性について考察しておく。
【授業内容】　人の運動支援装置：パワーアシスト、リハビリ支援装置等
【事後学修】　介護、介助作業ロボットにおけるインピーダンス制御の有用性について整理する。

第９回 【事前学修】　提示された課題に対する調査、考察を行う。
【授業内容】　課題発表 1
【事後学修】　発表に対して討論した内容をまとめ、理解と考察を深める。

第10回 【事前学修】　人間の行う手動制御の例について調べる。基本的な伝達関数要素について復習しておく。
【授業内容】　人の制御動作 1：人の制御モデル
【事後学修】　人間の制御モデルに人体の信号伝達、運動伝達等の特性がどのように取り入れられているか整理
する。

第11回 【事前学修】　学習およびフィードフォワード制御とは、どのようなものか調べる。
【授業内容】　人の制御動作 2 ：人の学習能力、フィードフォワード制御特性
【事後学修】　制御対象の特性に応じて人間がどのようなコントローラとして振る舞うのか（マンマシンシステ
ムとしてどのような特性を持つものになるのか）、まとめる。

第12回 【事前学修】　追従制御、補償制御、予測制御の違いについて調べる。
【授業内容】　人による機械操作 1 ：人の制御特性と情報表示、操作装置の関係
【事後学修】　フィードバック情報の種類と人間のコントローラとしての特性の関係についてまとめる。

第13回 【事前学修】　ヒューマンエラーが引き起こした重大事故の例を調べる。
【授業内容】　人による機械操作 2 ：ヒューマンエラーの軽減策
【事後学修】　ヒューマンエラーの軽減に対するマシン側の設計ポイントについて考察する。

第14回 【事前学修】　提示された課題に対する調査、考察を行う。
【授業内容】　課題発表 2
【事後学修】　発表に対して討論した内容をまとめ、理解と考察を深める。

第15回 【事前学修】　第 1 回～第14回までの講義内容について、整理し、再確認する。
【授業内容】　講義内容のまとめ　
【事後学修】　今後の活動に役立てられるよう授業の内容の復習や考察した事柄をまとめる（最終レポート）。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は以下の方法（a）、（b）により行います。（①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準）
（a）課題発表（①発表時に提示する：②達成目標１、２、３：③40点＝20点×2回：④内容詳細さと独自性（60％）と発
表態度（40％））
（b）最終レポート（①授業内で提示する：②達成目標１、２、３：③60点：④内容の充実度（60％）と独自の意見
（40％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

制御工学、ヒューマンマシンインターフェイスの内容について学んでおくこと。

■テキスト■テキスト

適宜プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜プリントを配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

課題発表を 2 回行う予定としている。課題内容については、講義中に指定する。
教員居室：研究棟 5階 R509室。オフィスアワー：オフィスアワー、および担当教員のメールアドレスは（開講時に）公開
する。
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郷古　学

適応システム特論
Advanced Lectures on Adaptive System

■テーマ■テーマ

適応システムを構築する上で必要となる機械学習に関する基礎知識の習得。

■講義内容■講義内容

機械学習について概説するとともに、学習モデルとして幅広く応用されているニューラルネットワーク（NN）について、
その構造や学習原理についての解説を行う。また、実際にパターン認識プログラムを作成し、NN の応用法について理解す
る。この授業は対面授業で行う。

■達成目標■達成目標

様々なニューラルネットワークのメカニズムを説明できる。また、それらのプログラムを作成し、応用することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　プログラミング言語についての復習
【授業内容】　ガイダンス（講義の進め方）
【事後学修】　課題プログラムの作成

第２回 【事前学修】　機械学習に関する調査
【授業内容】　様々な機械学習（1）
【事後学修】　機械学習に関する応用例の調査

第３回 【事前学修】　機械学習に関する調査
【授業内容】　様々な機械学習（2）
【事後学修】　機械学習にの応用例の調査

第４回 【事前学修】　階層型ニューラルネットワークについての調査
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークについての数理表現
【事後学修】　階層型ニューラルネットワークの特徴についての調査

第５回 【事前学修】　単純パーセプトロンに関する調査
【授業内容】　ニューラルネットワークモデル（単純パーセプトロン）
【事後学修】　パターン識別における単純パーセプトロンの限界について調査する

第６回 【事前学修】　バックプロパゲーション法のメカニズムについての調査
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 1　（モデルの構造と動作）
【事後学修】　バックプロパゲーション法のプログラムを作成する

第７回 【事前学修】　プログラムの作成
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 2　（バックプロパゲーションによるモデルの学習）
【事後学修】　プログラムの修正

第８回 【事前学修】　プログラムの作成
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 3　（実データを用いた識別課題の実施）
【事後学修】　プログラムの修正

第９回 【事前学修】　パターン識別の精度向上のための検討
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークを用いたパターン識別 1
【事後学修】　作成したプログラムを用いてパターン識別課題を実行する

第10回 【事前学修】　パターン識別の精度向上のための検討
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークを用いたパターン識別 2
【事後学修】　パターン識別の精度向上のためのプログラム修正

第11回 【事前学修】　強化学習についての調査
【授業内容】　強化学習について1（強化学習とは何か）
【事後学修】　強化学習の応用例について調査する

第12回 【事前学修】　強化学習についての調査試料の作成
【授業内容】　強化学習について 2（Q-learningなど）
【事後学修】　強化学習についてのプログラムの作成

第13回 【事前学修】　強化学習に関する簡単なシミュレーションの実施
【授業内容】　強化学習について3（様々な学習アルゴリズム）
【事後学修】　強化学習についてのプログラムの作成

第14回 【事前学修】　強化学習の応用方法について検討する
【授業内容】　強化学習について4（強化学習の応用について）
【事後学修】　強化学習の応用に関するレポートをまとめる

第15回 【事前学修】　講義を終えるにあたり到達度を確認する
【授業内容】　まとめ　到達度確認テストと解説
【事後学修】　講義を終えるにあたり到達度を確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（20％）、演習（パターン識別課題）（50％）、プログラム作成課題（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

本講義では、講義内で解説した数理モデルに関するプログラムを実際に作成し、評価していく。そのため、受講する上で
プログラム言語Pythonに関する基礎的知識について、十分理解しておく必要がある。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

予習復習を十分行うこと。オフィスアワーについては初回講義の際に連絡する。
【双方向型授業】【アクティブラーニング科目】
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魚橋　慶子

システム制御工学特論
Systems and Control Theory

■テーマ■テーマ

線形システム理論の基礎

■講義内容■講義内容

システム制御のために必要な線形代数学と、線形システムの表現法を学習する。

■達成目標■達成目標

①行列の対角化・標準形について理解する。
②線形システムの状態空間表現・伝達関数行列表現について理解する。
③線形システムの状態空間表現の、既約性と正準構造分解について理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　線形代数学（行列の演算）の復習を行う。
【授業内容】　ベクトル空間と線形写像
【事後学修】　ベクトル空間と線形写像についての式変形を、自力でできるようにする。

第２回 【事前学修】　線形代数学（内積）の復習を行う。
【授業内容】　内積空間
【事後学修】　内積空間についての式変形を、自力でできるようにする。

第３回 【事前学修】　線形代数学（回転変換）の復習を行う。
【授業内容】　ユニタリ変換と直交変換
【事後学修】　ユニタリ変換と直交変換についての式変形を、自力でできるようにする。

第４回 【事前学修】　学部で学んだ固有値と固有ベクトルの復習を行う。
【授業内容】　固有値と固有ベクトル
【事後学修】　固有値と固有ベクトルについての式変形を、自力でできるようにする。

第５回 【事前学修】　対角化の復習を行う。
【授業内容】　エルミート行列と対称行列
【事後学修】　エルミート行列と対称行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第６回 【事前学修】　固有値と固有ベクトルの復習を行う。
【授業内容】　ジョルダン標準形
【事後学修】　ジョルダン標準形についての式変形を、自力でできるようにする。

第７回 【事前学修】　学部で学んだ状態空間表現の復習を行う。
【授業内容】　状態空間表現
【事後学修】　状態空間表現についての式変形を、自力でできるようにする。

第８回 【事前学修】　学部で学んだ状態遷移行列の復習を行う。
【授業内容】　状態遷移行列
【事後学修】　状態遷移行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第９回 【事前学修】　学部で学んだ伝達関数行列の復習を行う。
【授業内容】　伝達関数行列
【事後学修】　伝達関数行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第10回 【事前学修】　伝達関数行列の復習を行う。
【授業内容】　伝達関数行列の既約分解
【事後学修】　伝達関数行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第11回 【事前学修】　逆行列の復習を行う。
【授業内容】　分解表現とプロパー性
【事後学修】　分解表現とプロパー性についての式変形を、自力でできるようにする。

第12回 【事前学修】　学部で学んだ実現問題の復習を行う。
【授業内容】　実現問題
【事後学修】　実現問題についての式変形を、自力でできるようにする。

第13回 【事前学修】　学部で学んだ可制御性と可観測性の復習を行う。
【授業内容】　可制御性と可観測性
【事後学修】　可制御性と可観測性についての式変形を、自力でできるようにする。

第14回 【事前学修】　状態空間表現の復習を行う。
【授業内容】　システムの分解
【事後学修】　システムの分解についての式変形を、自力でできるようにする。

第15回 【事前学修】　システムの分解の復習を行う。
【授業内容】　システムの正準構造分解
【事後学修】　システムの正準構造分解についての式変形を、自力でできるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部の線形代数学、システム制御工学関連科目の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

システム制御工学関連科目

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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加藤　陽子

画像計測工学特論
Imaging technology and data analysis

■テーマ■テーマ

画像計測工学に関する分野の解説

■講義内容■講義内容

画像計測工学に関する代表的な技術について、具体的な事例に基づいて解説する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

画像計測工学に関する以下の3点を達成目標とする：
1．ディジタル画像におけるデータの特徴について説明する事ができる。
2．代表的な画像処理の手法における原理について説明する事ができる。
3．代表的な画像処理手法における特徴について、具体例を用いて説明する事ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　画像処理に関する具体的な事例の調査。
【授業内容】　本講義の内容（概要）。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　画像処理に関する基本事項の確認。

第２回 【事前学修】　ディジタル画像におけるデータの特徴について確認。
【授業内容】　基礎概念　画像データと構造。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　ディジタル画像におけるデータ処理に関する基本的な事項を確認。

第３回 【事前学修】　画像改善と画像再構成に関する事項を確認。
【授業内容】　画像改善と画像再構成　鮮鋭化から雑音除去まで　第1回レポート課題の提示。演習問題への取り
組みおよび発表。
【事後学修】　第1回レポート課題への取り組み

第４回 【事前学修】　2値画像処理に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　2値画像処理　第1回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　2値画像処理に関する具体的な事項の確認。

第５回 【事前学修】　勾配とラプラシアンに関する具体的な事例について調査。
【授業内容】　勾配とラプラシアン　第1回レポート課題の解説。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第1回レポート課題の解説に対する復習。

第６回 【事前学修】　テクスチャ解析に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　テクスチャ解析　演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　テクスチャ解析に関する基本的な事項を確認。

第７回 【事前学修】　主成分分析と判別分析に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　主成分分析と判別分析　第2回レポート課題の提示。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第2回レポート課題への取り組み。

第８回 【事前学修】　テキスト等における第 2 回から第 7 回までの関連箇所の通読。
【授業内容】　第 2 回から第 7 回までのまとめ 第2回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発
表。
【事後学修】　第2回から第7回の講義内容に関する研究事例の調査。

第９回 【事前学修】　超音波ドップラーについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（１）超音波ドップー　第2回レポート課題の解説。演習問題への取り組みお
よび発表。
【事後学修】　第2回レポート課題の解説に対する復習。

第10回 【事前学修】　MRIについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（２）MRI
【事後学修】　MRIに関する基本的な事項を確認。

第11回 【事前学修】　X線CTについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（3）X線CT　第3回レポート課題の提示。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第3回レポート課題への取り組み。

第12回 【事前学修】　血流速度について調査。
【授業内容】　血流速度の特徴と医用画像　第3回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　血流速度に関する基本的な事項を確認。

第13回 【事前学修】　診断支援に関する事項についての調査。
【授業内容】　医用画像と診断支援　第3回レポート課題の解説。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第3回レポート課題の解説に対する復習。

第14回 【事前学修】　テキスト等における第 9 回から第 13 回の講義内容との関連箇所の通読。
【授業内容】　第 9 回から第 13 回までのまとめ　演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第1回から第14回までに行われた講義内容に対する復習。

第15回 【事前学修】　第1回から第3回のレポート課題に関する解説への復習
【授業内容】　第1回から第14回までにおこなわれた講義内容に対する小論文の作成
【事後学修】　演習問題の復習
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

３回のレポートと第15回の講義において提出された小論文により評価する：
　１．課題の提示：上記授業計画に定められたスケジュールに基づき別途行われる。
　２．達成目標との関連：
　　（１）レポート第1回から第3回は、各々、達成目標１から３に関連する。
　　（２）小論文は、達成目標全てに関連する。
　３．配点：3回のレポート（10点×3＝30点）、第15回の講義において提出された小論文（70点）
　４．評価の観点・基準：小論文共に、課題に対する回答として適切である事（30％）、論述内容の完成度（70％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連書籍・論文等の通読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

コンピュータ画像処理(改訂2版) 　田村秀行 斎藤英雄 編著（オーム社）（ISBN: 978-4274228193）、多変量統計解析法
　田中豊・脇本和昌（現代数学社）（ISBN: 978-4768701546）

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。オフィスアワー：月曜日1コマ（8:45-10:15）（R508）。
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城戸　章宏

特別講義
Special Lecture

■テーマ■テーマ

自動車に導入される最新技術について学ぶ

■講義内容■講義内容

自動車の基本性能は「走る」「曲がる」「止まる」の三つに代表され、三大基本性能と呼ばれる。近年のエレクトロニク
ス技術の進歩はこの三大基本性能を飛躍的に発展させている。本授業は車の低燃費技術、自動運転へつながる先進安全技
術、快適性に貢献するボディー制御技術などの最新技術について解説する。

■達成目標■達成目標

①自動車に導入されている最新技術を理解し、説明することができる。
②サステナビリティの観点から、将来の自動車について議論することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】直噴、ミラーサイクル、バルブトロニックの調査
【授業内容】ガイダンス、ガソリンエンジンの新技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第２回 【事前学修】コモンレール、ＮＯｘ還元触媒の調査
【授業内容】ディーゼルエンジンの新技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第３回 【事前学修】各メーカーのハイブリッドシステム、ネオジウム磁石の調査
【授業内容】ハイブリッドシステム
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第４回 【事前学修】電気自動車の調査
【授業内容】電気自動車
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第５回 【事前学修】トヨタＭＩＲＡＩ、ホンダクラリティーの調査
【授業内容】燃料電池自動車
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第６回 【事前学修】トルクコンバータとステップＡＴの調査
【授業内容】パワートレインの新技術①：トルクコンバータとステップＡＴ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第７回 【事前学修】ＡＭＴ、ＤＣＴの調査
【授業内容】パワートレインの新技術②：ＡＭＴ、ＤＣＴ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第８回 【事前学修】ＬＳＤ、トランスファの調査
【授業内容】パワートレインの新技術③：ＬＳＤ、トランスファ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第９回 【事前学修】電動パワーステアリングの調査
【授業内容】ステアリング制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第10回 【事前学修】アクティブサスペンションの調査
【授業内容】サスペンション制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第11回 【事前学修】先進安全技術の調査
【授業内容】走行安全制御(ASV)
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第12回 【事前学修】自動運転の調査
【授業内容】自動運転
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第13回 【事前学修】電子キーシステム、オートエアコン調査
【授業内容】ボディー制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。
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第14回 【事前学修】カーナビゲーションシステムの調査
【授業内容】カーナビゲーションシステム
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第15回 【事前学修】ブルートゥース、ＤＳＲＣの調査
【授業内容】自動車の通信技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業で課すレポートによって評価する。評価基準はガイダンス時に周知する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

広く自動車全般の知識が求められるので、普段から自動車のニュースに興味をもって情報収集に努めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

応用熱工学特論、エネルギー変換工学特論、ヒューマン・マシンシステム特論

■テキスト■テキスト

使用しない。資料を別途配布する。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

双方向型授業に努めるので、事前に最新技術について調査し、質問等をして授業参加に努めること。
授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワー等については開講時に連絡する。

機

械

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1062 -



工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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岡田　宏成

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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小野　憲文

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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梶川　伸哉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。

機

械

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1066 -



熊谷　正朗

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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郷古　学

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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星　朗

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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松浦　寛

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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矢口　博之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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佐瀬　一弥

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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魚橋　慶子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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斎藤　修

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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李　渊

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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濱西　伸治

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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加藤　陽子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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城戸　章宏

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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電気工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



大場　佳文

電気回路学特論
Theory of Electrical Circuit

■テーマ■テーマ

回路網工学

■講義内容■講義内容

集中定数回路および分布定数回路の概要と、それらの回路合成論を学ぶ。
この授業は対面授業とする。

■達成目標■達成目標

代表的な集中定数回路や分布定数回路の設計ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　高周波伝送回路について調査する。
【授業内容】　高周波伝送回路あれこれ
【事後学修】　高周波伝送回路の種類について学習し、理解を深める。

第２回 【事前学修】　分布定数回路について調べる。
【授業内容】　分布定数回路（電信方程式）
【事後学修】　集中定数回路と分布定数回路のそれぞれの特徴を理解する。

第３回 【事前学修】　電信方程式を解いてみる。
【授業内容】　分布定数回路（電信方程式の解）
【事後学修】　電信方程式の解き方をマスターする。

第４回 【事前学修】　分布定数回路のさまざまな定数を調べる。
【授業内容】　分布定数回路（各種定数）
【事後学修】　分布定数回路の各種定数についての理解を深め、説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　分布定数回路の四端子定数について、事前に調べておく。
【授業内容】　分布定数回路（四端子定数）
【事後学修】　無損失分布定数回路の四端子定数の表記についての理解を深め、説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　集中定数素子の高周波帯での使用の注意点を調べておく。
【授業内容】　高周波伝送回路素子のノウハウ
【事後学修】　高周波帯における素子の使用の注意点をについて理解を深め、対応できるようにする。

第７回 【事前学修】　散乱行列について調べておく。
【授業内容】　ＦパラメータとＳパラメータ
【事後学修】　Ｓパラメータについての理解を深め、Ｓパラメータを計算できるようにする。

第８回 【事前学修】　さまざまな伝送線路について調べておく。
【授業内容】　高周波回路用伝送線路
【事後学修】　マイクロストリップ線路について理解を深め、その特徴を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　集中定数素子で構成される２端子回路について調べておく。
【授業内容】　２端子回路網の合成（部分分数展開による方法）
【事後学修】　初歩的な集中定数回路合成である「２端子回路合成論」について理解を深め、回路合成の練習を
する。

第10回 【事前学修】　集中定数素子で構成される２端子回路について調べておく。
【授業内容】　２端子回路網の合成（連分数展開による方法）
【事後学修】　初歩的な集中定数回路合成である「２端子回路合成論」について理解を深め、回路合成の練習を
する。

第11回 【事前学修】　コイルとコンデンサで構成される集中定数ＬＣ共振回路について復習しておく。
【授業内容】　高周波用共振器の設計
【事後学修】　高周波用共振器についての理解を深め、この共振器を設計できるようにする。

第12回 【事前学修】　各種フィルタ回路について学習しておく。
【授業内容】　フィルタの設計
【事後学修】　初歩的なフィルタの設計法を習得し、具体的に設計できるよう努める。

第13回 【事前学修】　整合について事前に調べておく。
【授業内容】　インピーダンス変換器の設計
【事後学修】　初歩的なインピーダンス変換器の設計法を習得し、具体的に設計できるよう努める。

第14回 【事前学修】　多端子回路について事前に調べておく。
【授業内容】　電力分配器とハイブリッド回路
【事後学修】　初歩的な電力分配器の設計法を習得し、具体的に設計できるように努める。

第15回 【事前学修】　高周波伝送回路に関して、国内・国外の研究文献を調査する。
【授業内容】　いくつかの高度な高周波伝送回路の回路理論の解説。
【事後学修】　各自で、新しい伝送回路を考えてみる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題研究レポートを100点満点とし評価とする。
※　評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワー：金曜日、3校時目。また、manaba上のスレッドでも対応する。
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佐藤　文博

電磁気学特論
Advanced Lectures on Electromagnetic Theory

■テーマ■テーマ

電磁気に関する体系的な理論とエネルギー変換に関する特論

■講義内容■講義内容

理論電磁気学に関する種々の内容を学ぶ。併せて応用として、工学・医学を対象とした電磁エネルギー変換、磁界制御方
法の実際と磁気に関する最近の話題についても学ぶ。

■達成目標■達成目標

電気工学における磁気工学の位置付けを把握する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　理論電磁気に関して提示された各項目について事前学修を行う
【授業内容】　理論電磁気のまとめ
【事後学修】　理論電磁気のまとめ（提示課題への応答）

第２回 【事前学修】　電磁界の系統的成立に至ったこれまでの経緯について事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の系統的成立
【事後学修】　電磁界の系統的成立（提示課題への応答）

第３回 【事前学修】　積分形式によるMaxwell の方程式に関して事前学修を行う
【授業内容】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 1（積分）
【事後学修】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 1（積分）（提示課題への応答）

第４回 【事前学修】　微分形式によるMaxwell の方程式に関して事前学修を行う
【授業内容】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 2（微分）
【事後学修】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 2（微分）（提示課題への応答）

第５回 【事前学修】　変圧器に関する電磁エネルギー変換に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の基礎 1（変圧器）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の基礎 1（変圧器）（提示課題への応答）

第６回 【事前学修】　電磁エネルギー変換分野におけるLagrange’s equationに関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の基礎 2（Lagrange’s equation）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の基礎 2（Lagrange’s equation）（提示課題への応答）

第７回 【事前学修】　電圧、電流を変数とした電磁界の制御方法に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の制御方法 1（電圧、電流）
【事後学修】　電磁界の制御方法 1（電圧、電流）（提示課題への応答）

第８回 【事前学修】　位相、周波数を変数とした電磁界の制御方法に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の制御方法 2（位相、周波数）
【事後学修】　電磁界の制御方法 2（位相、周波数）（提示課題への応答）

第９回 【事前学修】　産業応用化されている磁気デバイスに関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 1（磁気デバイス）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 1（磁気デバイス）（提示課題への応答）

第10回 【事前学修】　弱電・小電力分野におけるエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 2（弱電・小電力）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 2（弱電・小電力）（提示課題への応答）

第11回 【事前学修】　強電・大電力分野におけるエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 3（強電・大電力）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 3（強電・大電力）（提示課題への応答）

第12回 【事前学修】　治療機器として臨床応用されているエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 1（治療機器）
【事後学修】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 1（治療機器）（提示課題への応答）

第13回 【事前学修】　計測機器として臨床応用されているエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 2（計測機器）
【事後学修】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 2（計測機器）（提示課題への応答）

第14回 【事前学修】　磁気応用の未来に関して具体的に提示された課題について事前学修を行う
【授業内容】　最新理論に基づく磁気応用の未来
【事後学修】　磁気応用の未来（提示課題への応答）

第15回 【事前学修】　第14回で行われた講義と相対論を考慮して具体的に提示された課題の事前学修を行う
【授業内容】　電磁気論と相対論の関連
【事後学修】　まとめと達成度の確認（提示課題への応答）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内での討論（50％）、および課題レポート（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気の基礎的な知識がある事、電磁気学Ⅰ（学部）、電磁気学Ⅱ（学部）

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義時に資料を配付する
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■参考文献■参考文献

主にファインマン物理学第 3 巻電磁気学（岩波書店）、理論電磁気学（砂川重信）（紀伊國屋書店）他

■履修上の注意■履修上の注意

講義内での討論に積極参加の事

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1083 -



枦　修一郎

電磁エネルギー変換工学特論
Electromagnetic Energy Conversion

■テーマ■テーマ

電磁エネルギー変換を主とした環境発電工学に関する特論

■講義内容■講義内容

身の回りの環境に存在する微小な未利用のエネルギー源から、電磁エネルギー変換を主とした様々な電気エネルギーへの
変換技術について学ぶ。

■達成目標■達成目標

事前学習を基にしたプレゼンテーションを行うことで環境発電工学への理解を深める。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】学部で開講している「電磁エネルギー変換工学」を復習してから受講する。
【授業内容】エネルギー変換の基礎と法則
【事後学修】講義内容について復習する。

第２回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電（エネルギーハーベスティング）総論
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第３回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電のエネルギー源の種類と変換技術
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第４回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】力学的エネルギーを利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第５回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】力学的エネルギーを利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第６回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】熱・温度差を利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第７回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】熱・温度差を利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第８回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】光を利用した環境発電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第９回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】電磁波を利用した環境発電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第10回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】バイオエネルギーを利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第11回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】バイオエネルギーを利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第12回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電と無線通信
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第13回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電と蓄電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第14回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電の応用分野
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第15回 【事前学修】第1回～第14回の授業内容を振り返り、まとめの課題レポートの準備をする。
【授業内容】まとめの課題レポートの提出及び発表
【事後学修】まとめの課題レポートの内容を確認し、理解が足りなかったところを補修しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に行うプレゼンテーション・討論（70％）、及び課題レポート（30％）により、総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プレゼンテーションの準備

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電磁気学Ⅰ，Ⅱ

■テキスト■テキスト

適宜、資料を配付する。
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■参考文献■参考文献

「環境発電ハンドブック」（エヌ・ティー・エス）
「エネルギーハーベスティング-身の周りの微小エネルギーから電気を創る“環境発電」堀越 智, 竹内 敬治, 篠原真毅
(著)，（日刊工業新聞社）

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等については開講時に指示する。また、manabaの掲示板機能及び個別指導機能も併用して対応する。
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中村　英滋

高電圧応用特論
High Voltage Engineering and its Applications

■テーマ■テーマ

高電圧工学に関して、基礎から実用、先端的応用まで広範囲に学ぶ。

■講義内容■講義内容

高電圧を取り扱う上で必要な知識と、応用に関して広範囲に講義する。応用に関しては、担当者の実務経験のもと、大電
力電送、プラズマ・核融合、高エネルギー粒子科学を対象とする。また、農産物への応用や、AED 等、一般生活への高電
圧技術の貢献に関しても触れる。本講義は、原則、教室で行う通常の対面講義を基本とする（但し、新型コロナウィルス
等の状況しだいで、zoom 等の遠隔授業形式を執ることもある）。本講義は【アクティブラーニング科目】に該当する。

■達成目標■達成目標

講義におけるショートプレゼンテーション、及び、その準備を通して、高電圧工学への理解を深めるとともに、この学問
分野が基礎研究から実生活まで広範囲に貢献していることを学ぶ。また、高電圧の学問においては、様々な視点で考察す
る事が多い。加えて、複合的要素も多く、多様性に対する取り組み方も学ぶ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　「高電圧」が対象とする概要の下調べ（取り扱い対象電圧の範囲等）。
【授業内容】　講義の概要。
【事後学修】　高電圧の定義。

第２回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 1：高電圧に関する理論に必要な基礎物理数学と電気回路。
【事後学修】　高電圧理論の復習。

第３回 【事前学修】　身近にある高電圧機器の確認（電柱、受変電設備）。
【授業内容】　実務 1：高電圧技術を支えるエレメント、放電・電気絶縁破壊。
【事後学修】　電力電送に必要な機器（特に電気絶縁機器）の回顧。

第４回 【事前学修】　身近にある高電圧機器・現象の基礎知識の習得・復習（蛍光灯、雷）。
【授業内容】　基礎 2：電界集中、放電、電気絶縁破壊のプロセス。
【事後学修】　放電プロセス、電界集中、電気絶縁の復習。

第５回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 3：電力伝送の基礎理論。
【事後学修】　電力電送の復習。

第６回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　実務 2：発電所における高電圧の役割、送電技術とこれらを支える機器。
【事後学修】　発送電技術の復習。

第７回 【事前学修】　LCR 回路の周波数特性に関する基礎の復習。
【授業内容】　基礎 4：高電圧高周波の理論。
【事後学修】　高周波理論の復習。

第８回 【事前学修】　身近にある高電圧現象の確認（静電気）。
【授業内容】　実務 3：高電圧発生技術と、実務的な電気絶縁破壊対策。
【事後学修】　高電圧発生技術と、電気絶縁に関する復習。

第９回 【事前学修】　「プラズマ・核融合」の言葉の意味と、現在公開されている一般的な情報の調査。
【授業内容】　応用 1：プラズマ・核融合における高電圧の役割。
【事後学修】　プラズマ・核融合応用に関する復習。

第10回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 5：パルス強磁場電磁石における高電圧に関する理論。
【事後学修】　パルス電磁石に関する復習。

第11回 【事前学修】　身近にある研磨（磨き）の対象機器の確認（鏡、窓、光沢材）。
【授業内容】　実務 4：磨き（表面研磨技術）とコーティングによる絶縁破壊対策。
【事後学修】　研磨・コーティングに関する復習。

第12回 【事前学修】　「高エネルギー粒子」「素粒子」の言葉の意味と、現在公開されている一般的な情報の調査。
【授業内容】　応用 2：高エネルギー粒子線加速器での高電圧の役割。
【事後学修】　高エネルギー粒子に関する復習。

第13回 【事前学修】　身近にある高電圧応用機器の確認（AED）。
【授業内容】　応用 3：高電圧技術の農産物への応用と安全、救命（AED）。
【事後学修】　実生活への応用に関する復習。

第14回 【事前学修】　「国際リニアコライダー（ILC）」（建設予定地：北上高地）に関して現在公開されている一般的
な情報の調査。
【授業内容】　応用 4：ILC（国際リニアコライダー）。
【事後学修】　LC 応用に関する復習。

第15回 【事前学修】　講義の第 1 回から第14回までの復習。
【授業内容】　総括（高電圧の定義から応用）。
【事後学修】　講義全体に関する復習。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊ レポート（60％）、ショートプレゼンテーション（25％）、講義における討論（15％）により評価する。出席ができな
い場合は代替を考慮するので、欠席が決まりしだい、速やかに担当者に連絡を入れること（eiji.nakamura@kek.jp 宛の電
子メールでの連絡が好ましい）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊ 物理学、数学、電気回路関係の学部講義の復習。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊ 電磁気、電気回路、電力、数学、物理学、材料工学関係の講義（いずれも基礎的な領域で良い）。

■テキスト■テキスト

＊ 特になし（講義中に参考資料を配布する）。

■参考文献■参考文献

＊ 高電圧関係の図書、及び、電気主任技術者、電気工事士に関する書籍（その他、講義において随時指示）。

■履修上の注意■履修上の注意

＊ １日数回の分散的集中講義の形態を予定しており、講義日程が不規則になる。詳しい日程は、前回講義中もしくはe-
mailで協議し日程調整の上、決定する。初回講義開始前に、講義に必要な詳細情報を伝達したいので、受講を決めしだ
い、下記アドレスにe-mailにて連絡を入れること。e-mailでの連絡が難しい場合は、学務係にその旨伝達し、指示を仰ぐ
こと。また、欠席の場合も同様に可能な限り速やかに（事後になってでも）必ず連絡を入れること。宛先：中村英滋
（eiji.nakamura@kek.jp：講義内容等事前に詳しい情報が必要な場合の問合せも受け付けます）。2020年度から新型コロ
ナウィルスの影響で授業形態を大幅に変える事が多くなった。e-mail でのやりとりをできる環境を整えておいて戴きた
い。
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呉　国紅

電力系統工学特論
Advanced Lectures on Electrical Power System Engineering

■テーマ■テーマ

電力系統運用に関する高度な技術知識、系統解析技術および安定度問題

■講義内容■講義内容

電力技術者として身に着けるべくより高度な電力技術を学ぶ。電力系統の基本技術知識や最新電力技術動向などを幅広く
学習した後に、電力系統の安定度問題（和英文の教科書を用いる）および電力潮流計算技術を中心に学び、演習など通し
て理解を深める。

■達成目標■達成目標

①電力系統の基本技術および最新の電力技術知識を把握し、説明することができる
②電力技術の和英文専門用語を知り、潮流（電力、電圧の分布）解析法を理解し、単独で解析することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電力系統の技術知識の勉強
【授業内容】　電力・エネルギー問題、電力系統の歴史、変遷及び制御運用のまとめ
【事後学修】　電力系統の最新の技術知識に対する理解を深める

第２回 【事前学修】　電力系統の最新技術概況の了解
【授業内容】　電力系統の構成、電力輸送及び運用方式、最新の電力技術と課題
【事後学修】　電力系統の最新技術を理解し、説明できるように復習する

第３回 【事前学修】　電力系統基本構成および制御システムに関する調査
【授業内容】　電力系統の基本構成及び制御システム（電力英文専門用語・表現を含む）
【事後学修】　電力系統基本構成および制御方法を復習し、理解する

第４回 【事前学修】　電力系統安定性技術総論の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 1（電力英文専門用語・表現を含む）：総論
【事後学修】　電力系統安定性技術に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第５回 【事前学修】　電力系統安定度分類の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 2（電力英文専門用語・表現を含む）：分類
【事後学修】　電力系統安定度分類に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第６回 【事前学修】　各種の安定度の定義と技術内容の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 3（電力英文専門用語・表現を含む）：まとめ
【事後学修】　各種の安定度の定義と内容に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第７回 【事前学修】　電力系統潮流計算の基礎知識の勉強
【授業内容】　電力専門技術技能の一つである電力系統潮流計算手法に関する説明
【事後学修】　電力系統潮流計算の基礎知識を理解する

第８回 【事前学修】　電力系統潮流計算の技術資料の理解
【授業内容】　電力系統潮流計算用方程式の理解および学習
【事後学修】　電力系統潮流計算の技術資料を学習し、理解を深める

第９回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（一回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（一回目）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（一回目）

第10回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（二回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（二回目）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（二回目）

第11回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（三回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（結果の確認および質問対応）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（三回目）

第12回 【事前学修】　電力系統送電・変電技術の学習
【授業内容】　電力系統技術 1：送電と変電（和文教科書）
【事後学修】　電力系統送電・変電技術を理解し、説明できるようにする

第13回 【事前学修】　電力システムの安定化技術の学習
【授業内容】　電力系統技術 2：電力システムの安定度と安定化制御（和文教科書）
【事後学修】　電力システムの安定化技術を理解し、説明できるようにする

第14回 【事前学修】　電力システムの信頼性と過渡安定性の学習
【授業内容】　電力系統技術 3：電力システムの信頼性と過渡安定性（和文教科書）
【事後学修】　電力システムの信頼性と過渡安定性を理解し、説明できるようにする

第15回 【事前学修】　全体の内容を復習し、レポートの内容について調査を行う
【授業内容】　提出レポートの作成要領および詳細内容の説明
【事後学修】　レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

英文技術資料に対する理解、電力潮流計算の演習状況及びレポート（80％程度）、学習意欲と態度（20％程度）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時間以外の予習、復習および演習問題の完成、レポートの作成などが必要

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

講義の内容に関連する資料やプリントを配布する

■参考文献■参考文献

電力系統工学に関するいくつかの教科書から抜粋した内容で講義を構成する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
英文資料内容に関する発表や、計算演習も含め、ディスカッションと討論を積極的に行うこと

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1089 -



郭　海蛟

制御工学特論
Fundamentals of Modern Control Theory

■テーマ■テーマ

現代制御工学の基礎

■講義内容■講義内容

本講義では、システムの解析、設計に際してはその挙動を表わす有効な数学モデル―状態空間法―による制御系の特性の
表現、解析、設計および最適設計の基礎について解説する。

■達成目標■達成目標

状態空間法による制御システムの特性（可制御性、可観測性、など）、設計法（極配置、オブザーバー）および最適制御
の基礎（LQG 理論）を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部で履修した制御工学について予習してくる。
【授業内容】　1.　序論　システム論の歴史
【事後学修】　制御とシステム論の歴史を更に調べる。

第２回 【事前学修】　線形連立微分方程式について予習してくる。
【授業内容】　2.　動的システムと状態空間表現
【事後学修】　高次微分方程式から一次連立微分方程式に変換する方法を復習する。

第３回 【事前学修】　線形性について調べてくる。
【授業内容】　3.　非線形システムの線形化と線形システムの状態方程式表現
【事後学修】　状態の意味と状態方程式と高次微分方程式の関係を復習する。

第４回 【事前学修】　線形回路などの性質を調べてくる。
【授業内容】　4.　線形システムの性質
【事後学修】　線形システムの性質を復習する。

第５回 【事前学修】　制御可能と観測可能の意味を調べてくる。
【授業内容】　4.1　可制御性と可観測性
【事後学修】　システムの可制御と可観測を判断できるようにする。

第６回 【事前学修】　伝達関数を予習してくる。
【授業内容】　4.2　伝達関数と状態方程式
【事後学修】　伝達関数と状態方程式の双方の変換をできるようにする。

第７回 【事前学修】　伝達関数と状態方程式の対応関係を調べてくる。
【授業内容】　4.3　最小実現と正準形
【事後学修】　伝達関数から状態方程式に変換する場合の問題と解決方法を復習する。

第８回 【事前学修】　伝達関数によるフィードバックと状態方程式によるフィードバックの違いを考えてくる。
【授業内容】　4.4　状態フィードバックと極
【事後学修】　伝達関数の極と状態方程式の極の求め方、違いなどを復習する。

第９回 【事前学修】　状態方程式の極と零点を調べてくる。
【授業内容】　4.5　状態フィードバックと零点
【事後学修】　伝達関数の零と状態方程式の零の求め方、違いなどを復習する。

第10回 【事前学修】　最適という意味を調べてくる。
【授業内容】　5.　動的システムの安定性
【事後学修】　与えられたシステムについて、そのシステムの安定性を判別できるようにする。

第11回 【事前学修】　オブザーバーの意味を調べてくる。
【授業内容】　6.1　オブザーバー
【事後学修】　オブザーバーを設計できるようにする。

第12回 【事前学修】　フィルターについて調べてくる。
【授業内容】　6.2　カルマンフィルタ
【事後学修】　カルマンフィルタを設計できるようにする。

第13回 【事前学修】　レギュレータの意味を調べてくる。
【授業内容】　7.1　最適レギュレータ
【事後学修】　最適レギュレータを設計できるようにする

第14回 【事前学修】　白色雑音について調べてくる。
【授業内容】　7.2LQG 制御系
【事後学修】　LQG 制御系を設計できるようにする。

第15回 【事前学修】　全体を復習し、問題点をまとめてくる。
【授業内容】　全体の復習
【事後学修】　総合レポート課題を完成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中数回宿題を課し、総合レポートと総合して評価する。授業中の質疑応答（30点）＋宿題（30 点）＋総合レポート
（40 点）。評価基準はルーブリックの形で講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分方程式、線形代数

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部科目の「制御工学」、「システム工学」
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■テキスト■テキスト

現代制御の基礎と演習　鈴木隆著、山海堂　　ISBN4-381-08834-4

■履修上の注意■履修上の注意

テキストの内容を予習してから受講するようにしてください
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薮上　信

磁気応用工学特論
Applied Magnetics

■テーマ■テーマ

磁気応用工学（生体電磁工学を含む）の概説と学習

■講義内容■講義内容

磁気応用工学および生体電磁工学の基礎として、電磁エネルギー変換、磁気計測工学等の磁気応用工学、電磁界の生体へ
の影響、電磁波や磁界を媒体とした医療応用等を概説する。

■達成目標■達成目標

講義（毎回）のショートプレゼンテーションおよびその準備を通して、磁気応用工学および生体電磁工学への理解を深め
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　序論
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第２回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁性材料とその応用
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第３回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　電磁エネルギー変換
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第４回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁気計測とセンサ
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第５回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁気工学の医療、バイオ応用
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第６回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における電磁気現象
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第７回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体への電磁界の影響（直流、低周波電磁界）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第８回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体への電磁界の影響（高周波電磁界、放射線）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第９回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における画像計測技術（CT、MRI）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第10回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における画像計測技術（PET、超音波）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第11回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　電磁界による治療技術（放射線治療、ハイパーサーミア）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第12回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体信号の計測（脳波、心電計、筋電計）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第13回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体磁気信号の計測（脳磁界、心磁界、筋磁界、肺磁界）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第14回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　遺伝子工学
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第15回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中のショートプレゼンテーション・レポート（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ショートプレゼンテーションの準備

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電磁気学、電気回路学、電子回路学

■テキスト■テキスト

印刷して渡します。
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■参考文献■参考文献

随時

■履修上の注意■履修上の注意

毎回のショートプレゼンテーションの準備をすること
オフィスアワー：担当講義の前後の時間、学生からの質問等があった際に対応する
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中村　健二

パワーエレクトロニクス工学特論

■テーマ■テーマ

パワーエレクトロニクス特論

■講義内容■講義内容

電力変換・制御の基盤技術であるパワーエレクトロニクスについて、デバイスから回路、並びに応用技術や関連技術を学
ぶ。

■達成目標■達成目標

①電力用半導体デバイスの種類と基本特性を理解する。
②整流回路や電源回路など、電力変換・制御回路の動作原理を理解する。
③電力系統機器やモータドライブなどの応用技術を学習する。
④電気自動車や解析手法などの関連技術を学習する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】パワーエレクトロニクスの特徴について予習する
【授業内容】電気工学の歴史とパワーエレクトロニクスの特徴
【事後学修】電気工学の歴史とパワーエレクトロニクスの特徴に対する理解を深める

第２回 【事前学修】電力用半導デバイスについて予習する
【授業内容】電力用半導体デバイスⅠ：ダイオードとトランジスタ
【事後学修】ダイオードとトランジスタに対する理解を深める

第３回 【事前学修】電力用半導デバイスについて予習する
【授業内容】電力用半導体デバイスⅡ：IGBTおよびサイリスタ
【事後学修】IGBTやサイリスタに対する理解を深める

第４回 【事前学修】整流回路について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅰ：整流回路
【事後学修】整流回路に対する理解を深める

第５回 【事前学修】DC/AC変換回路とその応用について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅱ：インバータと交流電源
【事後学修】交流電源に対する理解を深める

第６回 【事前学修】DC/DC変換回路とその応用について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅲ：コンバータと直流電源
【事後学修】直流電源に対する理解を深める

第７回 【事前学修】電力系統で利用されているパワーエレクトロニクス技術について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス技術を利用した電力系統機器
【事後学修】系統電圧調整や直流送電などに対する理解を深める

第８回 【事前学修】電力系統で利用されている様々な機器について予習する
【授業内容】その他の電力系統機器
【事後学修】無効電力補償装置や直列補償器などに対する理解を深める

第９回 【事前学修】各種モータについて予習する
【授業内容】各種モータの特徴と動作原理
【事後学修】各種モータの特徴と動作原理に対する理解を深める

第10回 【事前学修】直流モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅠ：直流モータ
【事後学修】直流モータのドライブ技術に対する理解を深める

第11回 【事前学修】誘導モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅡ：誘導モータ
【事後学修】誘導モータのドライブ技術に対する理解を深める

第12回 【事前学修】同期モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅢ：同期モータ
【事後学修】同期モータのドライブ技術に対する理解を深める

第13回 【事前学修】電気自動車の要素技術について予習する
【授業内容】パワエレ関連技術Ⅰ：電気自動車
【事後学修】電気自動車の要素技術に対する理解を深める

第14回 【事前学修】モータ解析技術について予習する
【授業内容】パワエレ関連技術Ⅱ：モータ解析技術
【事後学修】様々なモータ解析技術に対する理解を深める

第15回 【事前学修】これまでの講義を復習する
【授業内容】講義全体のまとめとレポート課題の説明
【事後学修】レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題に対するレポートにより評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前学習として参考文献を読んでおくと良い。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路学、制御工学、電磁エネルギー変換工学、パワーエレクトロニクス
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■テキスト■テキスト

自作のプリント資料を使用する。

■参考文献■参考文献

「パワーエレクトロニクス入門（改訂5版）」、大野 榮一、小山 正人 共編、オーム社
「パワーエレクトロニクス回路」、電気学会　半導体電力変換システム調査専門委員会編、オーム社

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に予習・復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを開講時に公開する。
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吉川　英機

情報信号処理特論
Information Signal Processing

■テーマ■テーマ

誤り訂正技術の概論とその設計法

■講義内容■講義内容

高度情報化社会において情報を正確に効率よく、かつ安全に伝達、記憶することは重要な情報技術となっている。本講義
では、多くの分野に応用されている誤り訂正符号を取り上げる。また、符号器や復号器等の pythonによる実装や、FPGA
への組込み実装の実習も行う。

■達成目標■達成目標

・誤り訂正技術の基礎理論を理解できる
・基礎的な符号の符号器や復号器をプログラミングによって実装できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の目的の理解
【授業内容】　ガイダンス、符号理論の概要
【事後学修】　符号理論の概要の復習

第２回 【事前学修】　確率論の復習
【授業内容】　確率論と通信路のモデル
【事後学修】　確率論と通信路のモデルとの概要の復習

第３回 【事前学修】　線形代数の復習
【授業内容】　線形符号
【事後学修】　線形符号の理解と計算についての演習問題

第４回 【事前学修】　拡張符号、短縮符号の予習
【授業内容】　拡張符号、短縮符号
【事後学修】　拡張符号、短縮符号ついての演習問題

第５回 【事前学修】　ガロア体についての予習
【授業内容】　ガロア体
【事後学修】　ガロア体の理解と演習問題

第６回 【事前学修】　拡大体についての予習
【授業内容】　拡大体
【事後学修】　拡大体の理解と演習問題

第７回 【事前学修】　巡回の符号の符号化法、誤り検出についての予習
【授業内容】　巡回符号の性質
【事後学修】　巡回符号の符号化法、誤り検出についての演習問題

第８回 【事前学修】　巡回ハミング符号の予習
【授業内容】　巡回ハミング符号
【事後学修】　巡回ハミング符号の符号化法と復号法についての演習問題

第９回 【事前学修】　二重誤り訂正BCH 符号の符号化法についての予習
【授業内容】　二重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法
【事後学修】　二重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法についての演習問題

第10回 【事前学修】　三重誤り訂正BCH 符号の符号化法についての予習
【授業内容】　三重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法
【事後学修】　三重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法についての演習問題、QRコードへの応用

第11回 【事前学修】　RS符号の概要理解
【授業内容】　単一バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　単一バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題

第12回 【事前学修】　RS符号の復号法（ピーターソン法）の予習
【授業内容】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題

第13回 【事前学修】　RS符号の復号法（ユークリッド法）の予習
【授業内容】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題、QRコードへの応用

第14回 【事前学修】　畳込み符号の予習
【授業内容】　畳込み符号とビタビ復号
【事後学修】　畳込み符号の復号法についての理解、FPGA開発ツールのセットアップ

第15回 【事前学修】　復号器の構造理解
【授業内容】　巡回符号の符号器、復号器の組込み実装
【事後学修】　FPGA ボードへの符号器、復号器の実装演習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義時間中に課す課題レポートにより評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

pythonプログラミング環境

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

暗号セキュリティ工学特論
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■テキスト■テキスト

先名健一、「例題で学ぶ符号理論入門」、森北出版（2011）、978-4-627-81741-8

■参考文献■参考文献

兼田　護、「VHDL によるディジタル電子回路設計」、森北出版（2007）978-4-627-79191-6

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。適宜、各自のPCを用いて実習を行うので準備されたい。
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神永　正博

暗号・セキュリティ工学特論
Cryptography and Security Engineering

■テーマ■テーマ

暗号理論とその応用

■講義内容■講義内容

暗号を中心としたIoT(Internet of Things)向けの情報セキュリティ技術
暗号の要素技術に加え、ハードウェアセキュリティについて解説する。今年度は、主として代表的なブロック暗号、RSA暗
号、ラビン暗号、楕円曲線暗号について講義を行う。

■達成目標■達成目標

暗号学の基礎事項（ブロック暗号、公開鍵暗号）についてできるだけの知識を習得すること。
Pythonを用いた暗号処理に習熟すること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】暗号技術の三要素、共通鍵暗号、公開鍵暗号、ハッシュ関数について調べておくこと
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】暗号の基本構成要素の役割を整理しておくkと

第２回 【事前学修】写像の合成について復習しておくこと
【授業内容】ブロック暗号の構造（特にFeistel構造）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること。暗号利用モードについても復習すること

第３回 【事前学修】教科書を一度読んでおくこと
【授業内容】差分電力解析(DPA), 相関電力解析(CPA)
【事後学修】２つの攻撃方法の違いを説明できるようにしておくこと

第４回 【事前学修】ガイダンスの際に説明した公開鍵暗号の役割を復習しておくこと
【授業内容】RSA暗号とRSA署名, OAEP(Optimal Asymmetric Encryption Padding)
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第５回 【事前学修】RSAの公開指数と秘密指数の役割を復習しておくこと
【授業内容】短い秘密指数に対する連分数攻撃（ウイーナーの攻撃）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第６回 【事前学修】CRT（中国人剰余定理）について調べておくこと
【授業内容】RSA署名のCRT実装と差分故障解析
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第７回 【事前学修】モジュラー算術における平方数の例が挙げられるようにしておくこと
【授業内容】平方剰余について
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第８回 【事前学修】RSA暗号の仕組みを復習し、平方剰余の意味を確認しておくこと
【授業内容】ラビン暗号
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第９回 【事前学修】これまでの講義で不明な点を洗い出しておくこと
【授業内容】これまでのまとめ
【事後学修】まとめをノートに整理しておくくこと

第10回 【事前学修】有限体（ガロア体）の定義を調べておくこと
【授業内容】有限体（ガロア体）
【事後学修】有限体の基本的性質を手計算で確認しておくこと

第11回 【事前学修】三角関数の加法定理を復習しておくこと
【授業内容】楕円曲線上の加算・スカラー倍
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第12回 【事前学修】スカラー倍のプログラムを使えるようにしておくこと
【授業内容】楕円曲線署名の原理（ハッシュ関数についても学習）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第13回 【事前学修】ハッセの定理を復習しておくこと
【授業内容】楕円曲線上の点の個数を求める（BSGS法までやる）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第14回 【事前学修】有限体上の楕円曲線とハッシュ関数を復習しておくこと
【授業内容】ビットコインに使われる楕円曲線と楕円曲線署名・楕円シュノア署名
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第15回 【事前学修】これまでに配布したプログラムを整理しておくこと
【授業内容】まとめとレポート課題の説明
【事後学修】これまでに配布したプログラムを利用して課題を解く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポートで評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

離散数学関係の科目
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■テキスト■テキスト

神永正博『現代暗号入門』講談社ブルーバックス

■参考文献■参考文献

神永正博・渡辺高志『Javaでつくって学ぶ暗号技術』森北出版

■履修上の注意■履修上の注意

Pythonを使うので統合環境（IDE）をインストールしておくこと
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木下　勉

ビジュアルコンピューティング工学特論

■テーマ■テーマ

コンピュータグラフィックスの背景にある数理的な理論の修得

■講義内容■講義内容

コンピュータグラフィクスに関する技術・理論は飛躍的に進化しており、微分幾何学・位相幾何学などの専門的な数学を
応用することで、さまざまな手法が提案されている。本講義では、コンピュータグラフィックスの理論を学ぶ上で必須と
なる数学と処理を学び、C++言語によるプログラムの実装を通して理解を深める。

■達成目標■達成目標

描画のために必要な数学的理論を理解し、計算および実装ができるようになる。また、計算幾何の処理について、数式を
用いた表現および計算と実装ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】コンピュータグラフィックス技術に関する情報収集
【授業内容】コンピュータグラフィックス技術の概要
【事後学修】講義資料を読み返し、コンピュータグラフィックス技術について復習する

第２回 【事前学修】幾何形状モデルに関する情報収集
【授業内容】幾何形状モデリング
【事後学修】講義資料を読み返し、幾何形状モデルについて復習する

第３回 【事前学修】レンダリングに関する情報収集
【授業内容】レンダリング
【事後学修】講義資料を読み返し、レンダリングについて復習する

第４回 【事前学修】テキスト第1章と第5章1節を読み、理解しておく
【授業内容】数学的予備知識1（数の拡張、ベクトル空間、写像など）
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第1章と第5章1節を復習する

第５回 【事前学修】テキスト第1章と第5章1節を読み、理解しておく
【授業内容】数学的予備知識2（曲率と捩率、四元数）
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第1章と第5章1節を復習する

第６回 【事前学修】openFrameworksに関する情報収集
【授業内容】openFrameworksの概要と実装練習
【事後学修】openFrameworksを利用した、2次元形状の描画について復習する

第７回 【事前学修】テキスト第2章1・2節を読み、理解しておく
【授業内容】座標系と平面曲線
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第2章1・2節を復習する

第８回 【事前学修】テキスト第2章1・2節の座標系と平面曲線の表現を理解し、実装方法を検討する
【授業内容】平面曲線の描画アプリケーションの実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第8回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第９回 【事前学修】第8回の課題に関するスライドの作成
【授業内容】第8回の課題について各人発表会
【事後学修】アルゴリズムなど指摘された事項についてプログラムを改善する

第10回 【事前学修】テキスト第2章3節を読み、理解しておく
【授業内容】同次座標系におけるアフィン変換とさまざまな合成変換
【事後学修】同次座標系におけるアフィン変換、合成変換および行列・ベクトル演算について復習する

第11回 【事前学修】アフィン変換、合成変換および行列・ベクトル演算などの実装方法を検討する
【授業内容】同次座標系におけるアフィン変換の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第11回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第12回 【事前学修】空間直線・平面などの空間図形のベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何1(点と有限線分の最近点、最短距離、位置関係などを計算する手法)
【事後学修】ベクトル表現を用いた数学課題を復習する

第13回 【事前学修】点と有限直線の距離などの計算に必要なベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何1の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第13回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第14回 【事前学修】空間直線・平面などの空間図形のベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何2(点と有限平面の最近点、最短距離、位置関係などを計算する手法)
【事後学修】ベクトル表現を用いた数学課題を復習する

第15回 【事前学修】点と有限平面の距離などの計算に必要なベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何2の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第15回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に何回か行う数学筆記テスト（40％）および「4回のプログラム実装(C++)課題とそのレポート・発表会（60％）」
によって評価する。
本学の試験施細則に照らし、欠席が多い場合には単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

具体的な評価基準は、授業時に公開する。
線形代数学（写像、アフィン変換、空間図形のベクトル表現、固有値、固有ベクトル、対角化）の復習
std::vectorクラスなどのSTLを用いた、C++の動的配列クラスの操作には慣れておくこと
OpenGLの低水準APIを用いた図形描画の知識
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

郡山 彬・原 正雄・ 峯崎 俊哉、「3Dグラフィックスのための数学入門」、森北出版（ISBN-13: 978-4627096516）

■参考文献■参考文献

「コンピュータグラフィックス［改訂新版］」、画像情報教育振興協会（ISBN-13: 978-4903474496）

■履修上の注意■履修上の注意

C++言語を用いた実装ができることを前提としている。
Visual Studio を用いた実装演習を行うので、windows ノートパソコンを持参すること。 
Visual Studio 2022のプロジェクトファイルを配布し演習をするので、Visual Studio community 2022（無償）の開発環
境（C++言語）を構築しておくこと。
openFrameworks（Visual Studio上で動作するC++開発ツールキット）を用いるが、こちらは講義中に準備するため環境の
構築は不要である。
オフィスアワー等については開講時に指示する。
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鈴木　利則

情報通信工学特論
Information and Communication Engineering

■テーマ■テーマ

携帯電話システムを支える無線通信技術

■講義内容■講義内容

携帯電話システム（4G LTEや5Gなど）を題材にして無線通信ネットワークの主要技術を解説する。コンピュータネット
ワーク（インターネットやWi-Fiなど）に関する通信技術も部分的に含む。

■達成目標■達成目標

携帯電話システムの仕組みを理解し、関連の深い無線通信技術やネットワーキング技術を説明し、評価することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　興味のある情報通信関連の話題をまとめ口頭紹介の準備をする
【授業内容】　ガイダンスと情報通信に関するの自由討議（技術、サービスなど）
【事後学修】　進め方を確認し課題を行う

第２回 【事前学修】　携帯電話の基本機能を考察し箇条書きでまとめる
【授業内容】　携帯電話技術の発展
【事後学修】　携帯電話の世代毎の特徴をまとめ年表形式で整理する

第３回 【事前学修】　振幅変調（AM）と周波数変調（FM）の復習
【授業内容】　アナログ変調
【事後学修】　アナログ変調に関する課題を解いておく

第４回 【事前学修】　受信機とSDRに関する配布資料を通読する
【授業内容】　ソフトウエア無線（SDR）による検波
【事後学修】　受信機の仕組みを理解しSDRに関する演習問題を行う

第５回 【事前学修】　配布資料第2章を通読する
【授業内容】　通信工学のための計算機言語
【事後学修】　基本演算の確認を行う

第６回 【事前学修】　配布資料第3章を通読する
【授業内容】　信号理論の基本
【事後学修】　信号理論に関する演習問題を行う

第７回 【事前学修】　配布資料第4章を通読する
【授業内容】　BPSKとAWGN
【事後学修】　QPSK BERを評価するプログラムを作成すること

第８回 【事前学修】　配布資料第5章を通読する
【授業内容】　フェージングと移動伝送路
【事後学修】　フェージングに関する演習問題を行う

第９回 【事前学修】　ダイバーシチに関する配布資料を通読する
【授業内容】　ダイバーシチ
【事後学修】　ダイバーシチに関する演習問題を行う

第10回 【事前学修】　配布資料第6章を通読する
【授業内容】　スペクトル拡散
【事後学修】　スペクトル拡散に関する演習問題を行う

第11回 【事前学修】　配布資料第7章を通読する
【授業内容】　OFDM
【事後学修】　OFDMに関する演習問題を行う

第12回 【事前学修】　FECに関する配布資料を通読する
【授業内容】　FEC（前方誤り訂正）
【事後学修】　FECに関する演習問題を行う

第13回 【事前学修】　AMCに関する配布資料を通読する
【授業内容】　適応変調（AMC）
【事後学修】　AMCに関する演習問題を行う

第14回 【事前学修】　シャノン・ハートレーの定理を調べる
【授業内容】　セルラーシステムのスループット
【事後学修】　セルラーシステムの評価手法を理解する

第15回 【事前学修】　第14回までの内容を振り返ること
【授業内容】　総合討論
【事後学修】　最終レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義期間中に貸す課題レポートにより評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

移動通信や無線LAN、インターネットなど情報通信に関する話題に日頃から関心を持ち、調査や情報収集を行うこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

資料を講義時に配布する
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■参考文献■参考文献

必要に応じて講義で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

PCを使用した演習を行う。オフィスアワーは開講時に案内する。
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陳　強

環境電磁工学特論
Electromagnetic Compatibility Engineering

■テーマ■テーマ

調和のとれた電磁環境を実現するための基礎技術

■講義内容■講義内容

不要電磁波の発生の理論とシミュレーション技術について述べると共に、不要電磁波の可視化技術、及び抑圧、遮蔽、吸
収技術について講義する。また、電磁波の人体との相互作用について、工学的な視点から解説する。

■達成目標■達成目標

電磁波の応用が欠かせない現代社会において、電磁波をいかに社会と調和して利用できるかについて、その考えと工学的
な知識を修得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電波干渉、電波障害などの社会問題と技術課題（インターネットで調査）
【授業内容】　序論（電波応用と法的規制）
【事後学修】　電波応用と電磁環境の重要性について考える

第２回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　電磁気学の歴史とマクスウェル方程式
【事後学修】　宿題（周波数、波長、偏波）

第３回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　自由空間中の平面波の伝搬
【事後学修】　宿題（平面波の伝搬）

第４回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　損失媒質中の平面電磁波の伝搬
【事後学修】　宿題（伝搬損失、表皮効果）

第５回 【事前学修】　電磁気学の基礎、微分積分
【授業内容】　電磁波の放射：ポテンシャル関数による解法
【事後学修】　宿題（微小ダイポールのベクトルポテンシャル関数）

第６回 【事前学修】　電磁気学の基礎、微分積分
【授業内容】　微小ダイポールからの放射
【事後学修】　宿題（微小ダイポールの放射パターン、放射抵抗）

第７回 【事前学修】　これまでの講義内容の復習
【授業内容】　講義内容の復習と宿題の解説
【事後学修】　これまでの講義内容の復習

第８回 【事前学修】　電子機器の干渉問題
【授業内容】　放射性ノイズと伝導性ノイズ
【事後学修】　参考資料による学習（EMIとイミュニティ）

第９回 【事前学修】　電磁波の放射問題
【授業内容】　不要波の放射メカニズム
【事後学修】　参考資料による学習（コモンモード、ディファレンシャルモード）

第10回 【事前学修】　電波の表現（振幅、位相、ポインティングベクトル）
【授業内容】　電磁波の可視化技術
【事後学修】　参考資料による学習（電磁波の逆問題）

第11回 【事前学修】　導体における電波の反射
【授業内容】　電磁波の遮蔽技術
【事後学修】　参考資料による学習（電波シールド、遮断周波数）

第12回 【事前学修】　損失媒質における電波の吸収
【授業内容】　電磁波の吸収と抑圧技術
【事後学修】　参考資料による学習（電波吸収体の構造と電波無響室）

第13回 【事前学修】　電波の生体影響に関する社会問題
【授業内容】　生体と電磁波
【事後学修】　参考資料による学習（電波照射による生体の刺激効果、熱効果）

第14回 【事前学修】　電波の測定、電磁界シミュレーション
【授業内容】　生体電磁波の評価技術
【事後学修】　参考資料による学習（SARの測定、電磁界シミュレーション）

第15回 【事前学修】　第1回～第14回の授業の復習
【授業内容】　質疑と討論
【事後学修】　まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊出席状況、宿題、レポートより、総合的に評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊学部で学んだ電磁気学、電気回路学を十分修得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊電気回路学特論、生体電磁工学特論

■テキスト■テキスト

＊授業中に講義用資料、スライドを配布

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1104 -



■参考文献■参考文献

＊授業中に参考資料を紹介、配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

＊google classroomを活用し、対面授業を行うため、授業前と授業後にgoogle classroom上の配布資料、宿題問題などを
チェックし、目を通しておくこと。
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金　義鎭

マルチメディア特論
Advanced Multimedia

■テーマ■テーマ

コンピュータにより、文字、図形、画像、CG、音などの代表的なメディアを工学的に取り扱う。

■講義内容■講義内容

ソフトウェア工学を始めコンピュータシステム、ネットワークシステム、データベースシステムの進歩に伴い、マルチメ
ディアを駆使するための技術は我々の日常生活に様々な形で応用されている。本講義では、基本的なマルチメディア技術
を学び、必要に応じて演習も併用して行う。対面授業。

■達成目標■達成目標

基本的なマルチメディア技術を理解し、その技術をコンピュータで駆使できること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部時に勉強した教科書の復習
【授業内容】　マルチメディア工学の概要および最新技術の紹介
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第２回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　情報メディアのディジタル化
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第３回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　ディジタル信号処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第４回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　離散フーリエ変換
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第５回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　色情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第６回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　音声情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第７回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像処理の基礎
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第８回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　図形画像処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第９回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像圧縮処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第10回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像認識処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第11回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第12回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　CG の基礎
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第13回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　CG の応用
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第14回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　ネットワークシステム
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第15回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　データベースシステム
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の討論（40％）、口頭試験（30％）、レポート（30％）により評価

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的な C 言語プログラミングのスキル

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

プログラミング演習 II、ソフトウェア工学、オーディオビジュアル工学

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する
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■参考文献■参考文献

講義中に紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

演習も行うので、ノートパソコンを持参すること。
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岩谷　幸雄

音響工学特論

■テーマ■テーマ

音響学における信号処理とその応用について実習を通して理解をする

■講義内容■講義内容

音響工学の最新動向を探り、関連技術を実際にプログラミングしながら身につける。

■達成目標■達成目標

音響工学と他分野との関連性を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音響工学の分野について調査すること
【授業内容】　音響工学の歴史
【事後学修】　日本音響学会のホームページを調査して関連分野をまとめる

第２回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第３回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第４回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読3
【事後学修】　文献全体のまとめを行いレポートする

第５回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　空間音響に関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第６回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　空間音響に関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

第７回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第８回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第９回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読3
【事後学修】　文献全体のまとめを行いレポートする

第10回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第11回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

第12回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第13回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第14回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第15回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内の課題について大学院生にふさわしい論旨と考察がされているかを評価（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

Matlab/Octaveの基礎的な知見があることが望ましい

■テキスト■テキスト

講義時に用意する。

■参考文献■参考文献

オフィスアワー等については開講時に指示する。
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木村　敏幸

情報インタラクション特論

■テーマ■テーマ

超臨場感コミュニケーションを実現する映像・音響技術の概論

■講義内容■講義内容

今まで映画やテレビなどに応用されてきた映像・音響技術は近年さらに発展し、現在あたかもその場にいるような超臨場
感コミュニケーションを実現するための研究開発が進められている。本講義では、超臨場感コミュニケーションを実現す
るための映像・音響技術について解説する。

■達成目標■達成目標

本講義を通じて、超臨場感コミュニケーションを実現するための映像・音響技術を理解し、説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】事前に配布された第1回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ガイダンス、超臨場感システムとは
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第1回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第２回 【事前学修】事前に配布された第2回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ディジタルシネマ（１）標準化とセキュリティ、共同トライアル
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第2回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第３回 【事前学修】事前に配布された第3回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ディジタルシネマ（２）音響システム、応用と展開
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第3回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第４回 【事前学修】事前に配布された第4回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】スーパーハイビジョン（１）概要、映像と臨場感
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第4回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第５回 【事前学修】事前に配布された第5回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】スーパーハイビジョン（２）音響制作技術及び光伝送システム、圧縮符号化
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第5回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第６回 【事前学修】事前に配布された第6回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（１）概要、応用と展開
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第6回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第７回 【事前学修】事前に配布された第7回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（２）自然な立体ディスプレイ、DFDディスプレイ、インテグラルイメージング
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第7回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第８回 【事前学修】事前に配布された第8回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（３）インテグラルフォトグラフィ、ホログラフィ
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第8回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第９回 【事前学修】事前に配布された第9回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】高臨場感音響システム（１）概要、ステレオスピーカによるシステム
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第9回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第10回 【事前学修】事前に配布された第10回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】高臨場感音響システム（２）波面合成法
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第10回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第11回 【事前学修】事前に配布された第11回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】超臨場感システムと人間
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第11回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第12回 【事前学修】事前に配布された第12回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（１）個人用三次元音場再生技術
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第12回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第13回 【事前学修】事前に配布された第13回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（２）三次元放射音場再生技術
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第13回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第14回 【事前学修】事前に配布された第14回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（３）Multiple Vertical Panning（MVP）方式
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第14回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第15回 【事前学修】事前に配布された第15回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】全体のまとめ（超臨場感システムをどう適用するか）
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第15回資料を読み返し、さらに深く理解する。期末レポート
を期限までに提出する(提出後、優秀レポートをmanabaなどに公開する)。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポートによって評価する（100%）。評価基準及び配点は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ニュースやテレビ番組などで取り上げられている映像・音響技術に日頃から関心を持っておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

マルチメディア特論、ビジュアルコンピューティング特論、音響工学特論

■テキスト■テキスト

講義資料を適宜manabaなどにアップロードする。
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■参考文献■参考文献

映像情報メディア学会編『超臨場感システム』オーム社、2010年、9784274208720

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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呉　国紅

電気学術英語
Academic English for Electrical Engineering

■テーマ■テーマ

英語技術論文の理解・作成方法および慣用文法、英語によるプレゼンテーションおよび技術情報検索方法

■講義内容■講義内容

①英語技術論文の構成法、書き方および作成スキル
②英語技術論文に良く使用される典型的な文法、慣用の電気学術用語など
③英語プレゼン資料の作成および口頭発表方法

■達成目標■達成目標

①英語技術論文の理解能力を向上する
②英語技術論文の作成に関するスキル・ノウハウ・典型的な文法・慣用語などを把握する
③英語発表（情報収集、プレゼン資料の作成、プレゼンテーション）技能を身につける

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　簡単な英語技術論文を読んでみる
【授業内容】　英語技術論文の特徴、英語技術作文のノウホウと重要なポイント
【事後学修】　英語技術論文の特徴、作成ノウホウおよびポイントを理解する

第２回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の題目の特徴を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 1）：Title & Authors
【事後学修】　英語技術論文の題目の検討方法とスキルを理解し、身に付ける

第３回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の要旨を読んでみて、その書き方を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 2）：Abstract
【事後学修】　英語技術論文の要旨の構成方法と作成スキルを理解し、身に付ける

第４回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の序論を読んでみて、その記述方法を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 3）：Instruction
【事後学修】　英語技術論文の序論の基本構成と作成スキルを理解し、身に付ける

第５回 【事前学修】　関連する分野の英語技術論文の研究方法や結果考察の表現方法を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 4）：Methodology & Results/Discussions
【事後学修】　英語技術論文における研究方法・結果考察等の表現方法を理解する

第６回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の結論を読んでみて、そのまとめ方を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 5）：Conclusion
【事後学修】　英語技術論文の結論の作成スキルを理解し、身に付ける

第７回 【事前学修】　英語技術論文の謝辞・参考文献・著者紹介などの書き方について調査する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 6）：Acknowledgement, Reference、その他
【事後学修】　英語技術論文の謝辞、参考文献等の作成スキルを理解し、身に付ける

第８回 【事前学修】　技術英語作文における文章・段落の書き方について調べ、勉強する
【授業内容】　技術英語作文のための典型的な文法（Paragraphの作成方法）
【事後学修】　技術英語作文の段落構成および書き方などを理解する

第９回 【事前学修】　技術英語に良く利用される接続詞、受動態、分詞などの文法を理解する
【授業内容】　技術英語作文のための典型的な文法（接続詞、受動態、分詞、など）
【事後学修】　技術英語作文に使われる接続詞、受動態、分詞などについて理解を深める

第10回 【事前学修】　電気技術英語論文に良く利用される技術用語および慣用表現などを勉強する
【授業内容】　電気技術英語論文作成のための技術用語および慣用表現
【事後学修】　電気技術英語論文を作成するための技術用語および慣用表現を使えるように練習する

第11回 【事前学修】　技術英語プレゼンテーション資料の基本構成を調べ、理解する
【授業内容】　技術英語発表資料の基本構成、作成および発表方法／注意点、慣用表現用語
【事後学修】　技術英語プレゼンテーション資料の作成と発表方法を身に着ける

第12回 【事前学修】　英語技術論文の検索方法について調査する
【授業内容】　東北学院大学の情報資源を活用した英語技術論文の検索方法
【事後学修】　東北学院大学の情報資源を用いて英語技術論文の検索方法を利用できるようにする

第13回 【事前学修】　英語技術論文レジュメを作成するための技術情報を検索する
【授業内容】　英語技術論文レジュメの作成
【事後学修】　関連する研究分野に関する英語技術論文のレジュメを完成する

第14回 【事前学修】　英語技術論文口頭発表資料を作成するための技術情報を準備する
【授業内容】　英語技術論文口頭発表資料の作成
【事後学修】　作成した英語技術論文に関する口頭発表用資料を完成する

第15回 【事前学修】　英語による技術論文プレゼンテーションの準備を行う
【授業内容】　英語による技術論文の口頭発表
【事後学修】　英語プレゼンテーションの結果をふりかえ、ノウハウを掴む

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートおよび発表資料の作成（50％程度）、英語口頭発表（30％程度）、勉強意欲と状況（20％程度）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自の関連する専門分野の英語技術論文を調査し、レジュメやプレゼン資料の作成が必要である

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語関連科目
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■テキスト■テキスト

講義の内容に関連するプリントや英語・日本語技術資料および電力系統専門技術知識の資料などを配布する

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する

■履修上の注意■履修上の注意

ディスカッションや討論などに積極的に参加し、口頭での英語練習も主動的に行うこと
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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郭　海蛟

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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金　義鎭

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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木村　敏幸

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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呉　国紅

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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佐藤　文博

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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鈴木　利則

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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岩谷　幸雄

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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神永　正博

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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吉川　英機

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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大場　佳文

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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木下　勉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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枦　修一郎

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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電子工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



鈴木　仁志

先端電子材料特論
Electronic Materials

■テーマ■テーマ

固体物性の基礎知識を基盤に、固体電子材料の観察法、評価法、作製法を理解する

■講義内容■講義内容

半導体素子などに用いられている電子材料の特性がいかにして現れてくるのか、材料をいかにして観察、評価しているの
かを回折現象を中心として解説する。物質科学の知識を基盤として、理論的な理解を深めるため、周期条件下での電子の
振る舞い、バンド理論までを説明し、材料の電子的特性の違いがなぜ現れるのかを理解する。 X 線、電子線等を用いた回
折現象、観察法、評価法について具体例により理解する。その他、関連するトピック、電子材料に関する時事の話題につ
いても取り扱ってゆく予定である。

■達成目標■達成目標

X線回折、電子回折の原理を理解し、自分の実験試料の回折パターンを解析できるようになる。逆格子と実格子の対応につ
いて、作図できるようになる。回折強度計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んで、講義の内容を理解しておくこと。
【授業内容】　ガイダンス、各学生の学習状況確認、固体材料の種類、性質
【事後学修】　自分の研究対象試料の構造、性質について調べてまとめておくこと。

第２回 【事前学修】　結晶構造、ミラー指数、逆格子の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　結晶とは、ミラー指数、実格子
【事後学修】　示されたミラー指数の面を単位格子中に表記できるように復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　ブラッグ条件について復習しておくこと。
【授業内容】　ブラッグの法則、X 線回折の基礎
【事後学修】　ブラッグ条件について復習しておくこと。

第４回 【事前学修】　ブラッグ条件の各パラメータの意味を確認しておくこと。
【授業内容】　回折強度、消滅則
【事後学修】　逆格子空間の定義を復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　方眼紙に逆格子空間を描いてみること。
【授業内容】　逆格子、ラウエ条件
【事後学修】　ブラッグ条件とラウエ条件の対応を復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　逆格子と実格子の対応の図を描けるようにしておく。
【授業内容】　エワルト球
【事後学修】　ブラッグ条件、ラウエ条件と実格子、逆格子の対応を描けるように復習しておくこと。

第７回 【事前学修】　波動関数の取り扱いについて復習しておくこと。
【授業内容】　単位格子に入射、回折するX線
【事後学修】　回折現象の導出過程について復習しておくこと。

第８回 【事前学修】　結合エネルギーについて復習しておくこと。
【授業内容】　ボルン‐ハーバーサイクル
【事後学修】　熱化学エネルギーと結合エネルギーについて復習しておくこと。

第９回 【事前学修】　イオン結晶について調べておくこと。
【授業内容】　イオン半径比
【事後学修】　イオン結晶についえ復習しておくこと。

第10回 【事前学修】　固体物理学の内容を復習しておくこと。
【授業内容】　共有結合（１）水素分子イオン
【事後学修】　シュレーディンガー方程式の取り扱いについて復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　バンド理論の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　共有結合（２）ダイヤモンド構造とエネルギーバンド
【事後学修】　周期ポテンシャルがある場合のバンド導出復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　量子力学の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　金属結合（1）自由電子モデル
【事後学修】　ほとんど自由な電子による近似計算について復習しておくこと。

第13回 【事前学修】　自分の研究対象の試料について、その構造を確認しておくこと。
【授業内容】　金属結合（２）金属結晶
【事後学修】　FCC、HCPの関係について復習しておくこと。

第14回 【事前学修】　合金の構造について調べておくこと。。
【授業内容】　金属結合（３）貴金属合金
【事後学修】　ヒューム‐ロザリー則について復習しておくこと。

第15回 【事前学修】　ファンデルワールス力について調べておくこと。
【授業内容】　ファンデルワールス結合
【事後学修】　ファンデルワールス力について、復習しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

15 回のうち 2 つの内容をレポートとして課し、100％ の評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

力学、電磁気学、固体物性工学、電子物性工学、機能性材料工学、電子材料工学、ナノテクノロジー工学等の復習、自分
のあつかっている試料の性質、観察法、評価法の原理を調べておく。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

回折結晶工学特論

■テキスト■テキスト

その都度指定する。

■参考文献■参考文献

大貫惇睦「物性物理学」朝倉書店、ISBN 4-254-13081-3 C3042

■履修上の注意■履修上の注意

この授業はゼミ形式で行う。授業の内容に関するプレゼンテーションを課す場合がある。
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原　明人

半導体特論
Semiconductor Devices Engineering

■テーマ■テーマ

LSIを構成する MOSFET の動作原理および処理速度に関し、数式を用いた厳密な議論により、その物理を深く理解する。

■講義内容■講義内容

半導体の基本的な物性を講義した後、MOSFET に不可欠な PN 接合、MOS 界面について講義を行う。最後に MOSFET の動作
原理、スイッチング速度を理解する。

■達成目標■達成目標

①　LSI の基本である MOSFET の動作原理をデバイス物理に基づいて理解できるようになる。
②　LSI の処理速度をデバイス物理に基づいて理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積デバイス工学を復習する。特に半導体とは何か、
何に使われているかについて復習をすること。
【授業内容】半導体物性（1）　　結晶構造
【事後学修】半導体物性の結晶構造に関して復習する。

第２回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積回路工学を復習する。半導体のバンド構造につい
て復習すること。
【授業内容】半導体物性（2）　　バンド構造
【事後学修】半導体物性のバンド構造に関して復習する。

第３回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積回路工学を復習する。キャリアの輸送現象につい
て復習すること。
【授業内容】半導体物性（3）　　キャリアの輸送現象
【事後学修】半導体物性のキャリアの輸送現象に関して復習する。

第４回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特にPN接合について。
【授業内容】PN 接合（1）　　構造と原理
【事後学修】PN 接合の構造と原理について復習する。

第５回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に PN 接合のバンド構造について。
【授業内容】PN 接合（2）　　電流電圧特性の解析
【事後学修】PN 接合の電流電圧特性について復習する。

第６回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOS 構造について。
【授業内容】MOS キャパシタ　　バンド構造
【事後学修】MOS キャパシタのバンド構造について復習する。

第７回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の構造について。
【授業内容】MOS キャパシタ　　CV 特性
【事後学修】MOS キャパシタの CV 特性について復習する。

第８回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の電流電圧特性について。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　MOSFET の動作原理
【事後学修】MOSFET の動作原理について復習する。
【授業内容】
【事後学修】

第９回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に反転層に形成のメカニズムについて。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　MOSFET の電流電圧特性
【事後学修】MOSFET の電流電圧特性について復習する。

第10回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に反転層におけるキャリア輸送について。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　反転層におけるキャリアの運動
【事後学修】MOSFET の反転層におけるキャリアの運動について復習する。

第11回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の構造について復習すること。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　微細デバイス
【事後学修】MOSFET の微細化について復習する。

第12回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータの構造について復習するこ
と。
【授業内容】MOS 論理ゲート（1）　　インバータ
【事後学修】インバータについて復習する。

第13回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータの動作について復習するこ
と。
【授業内容】MOS 論理ゲート（2）　　CMOS インバータ
【事後学修】CMOS インバータの原理について復習する。

第14回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータのスイッチングの原理につい
て復習すること。
【授業内容】MOS 論理ゲート（3）　　スイッチング特性
【事後学修】MOS 論理ゲートのスイッチング特性について復習する。

第15回 【事前学修】全体の復習をしてくること。
【授業内容】まとめ及び課題提出
【事後学修】まとめ及び課題提出
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

研究レポート（80点）および講義に対する積極性（20点）により評価する。研究レポートは学術論文誌APL、EDLより半導
体デバイスに関する最新の2編の論文を選んで内容を解説する。レポートの評価基準はルーブリックの形で授業時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。

■テキスト■テキスト

教科書：小林清輝 集積回路のための半導体デバイス工学 　コロナ社

■参考文献■参考文献

参考図書：原明人　初歩から学ぶ半導体工学（講談社サイエンチフィック、2022年）

■履修上の注意■履修上の注意

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。オ
フィスアワーについてはmanabaの個別指導機能を利用する。
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淡野　照義

光電子材料工学特論
Optical and electronic properties of materials

■テーマ■テーマ

光電子材料工学の基礎と応用

■講義内容■講義内容

光に関する性質を利用した材料やデバイスの開発のために必要な基礎的事項を学習する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①物質の光学的性質を理解する。
②　光で物質の何がわかるのか、逆にその性質をどのように使えるのかについて、自分で考えるための道具を手に入れ
る。
③　物質の光学的性質の応用について広く把握し、材料・デバイス開発のための視野を広げる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストを入手（貸借でも可）し、達成目標やシラバスとの対応を考える。
【授業内容】　ガイダンス　物質の光学的性質を応用したデバイス等について概観する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第２回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　物質中の Maxwell 方程式　物質中で減衰する電磁波の式を導出する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第３回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光学定数　減衰する電磁波の式から、屈折率・消衰係数・誘電率等の意味を考察する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　Lorentz 振動子モデル　古典的な物質のモデルに対する誘電率を求める。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　Drude モデル　金属の自由電子モデルに対する光学定数を求める。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第６回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　水素原子と物質の量子論　まず物質側を量子化して、光と物質の相互作用を考察する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第７回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　摂動論と光吸収　量子化された物質に対する弱い相互作用として光吸収係数を計算する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第８回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　誘電体の光物性　フォノンとエキシトンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第９回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　半導体の光物性　ポラリトンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第10回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　金属の光物性　プラズモンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第11回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　分光技術　光学定数を決定するための測定機器について学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第12回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　量子光学　光の場を量子化することにより、物質と光の相互作用の完全な取り扱いを学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第13回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光半導体デバイス　光ダイオードとフォトダイオードの原理と特性を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第14回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光通信デバイス　レーザダイオードと光ファイバーの原理と特性を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第15回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光学ガラス・光学薄膜　光ファイバーやフィルター材料としてのガラスの特性と、コーティング
処理等の原理を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告書（具体的な物質・デバイスについてその光学的特性の考察）100％
提出されたレポートに対するフィードバックはmanabaに掲示する。
具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気学の基礎知識を必要とする。
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■テキスト■テキスト

固体スペクトロスコピー　大成誠之助　裳華房

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーは開講時に連絡する。
授業回毎に復習を行い、内容を理解すること。
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嶋　敏之

ナノデバイス工学特論
Nanometer-scale devices and their applications

■テーマ■テーマ

薄膜作製技術と先端材料開発

■講義内容■講義内容

電子技術の新時代を開くと期待されるナノデバイスついて、その基礎と最近の研究成果について紹介し、特にナノ構造を
有する試料作製方法に関して理解を深めることを目的とする。

■達成目標■達成目標

①科学技術の新時代を担うナノデバイスに関する基礎的事項が身につくようになる
②　その意義や本質を十分理解した上で、その開発に携わる素養が身につくようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　身の回りにあるナノテクに関する情報を収集する
【授業内容】　ガイダンス／薄膜とはどのようなものなのかを紹介する
【事後学修】　授業の達成目標や進め方を理解する　また薄膜について調べておく

第２回 【事前学修】　第 1 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　身の回りにある薄膜／身近にある薄膜について学習する
【事後学修】　先端電子デバイスの基礎となる薄膜についてさらに詳細に調べておく

第３回 【事前学修】　第 2 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　原子を制御する／どのようにして原子を制御するのかを紹介する
【事後学修】　原子を制御する方法について調べておく

第４回 【事前学修】　第 3 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　電子ビーム蒸着／電子ビーム蒸着法の原理と応用を学習する
【事後学修】　電子ビーム蒸着法について調べておく

第５回 【事前学修】　第 4 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタリング現象／スパッタリングの原理と応用を学習する
【事後学修】　スパッタリング法について調べておく

第６回 【事前学修】　第 5 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　自己組織化と自己集合化／自然の力による特異な構造形成について紹介する
【事後学修】　自己組織化について調べておく

第７回 【事前学修】　第 6 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィー技術／広範囲に用いられているナノテク技術を紹介する
【事後学修】　微小成分を分析するチップについて調べておく

第８回 【事前学修】　第 7 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　インプリンティング技術／次世代のナノテク技術を紹介する
【事後学修】　インプリンティング技術について調べておく

第９回 【事前学修】　第 8 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　第 8 回までのまとめと中間課題
【事後学修】　これまで行ったトピックスのまとめを行い、中間課題に着手する

第10回 【事前学修】　第 9 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタ法に関する論文講読／スパッタリングに関連する原著論文を理解する
【事後学修】　スパッタリングに関する最近の原著論文の講読を行う

第11回 【事前学修】　第10回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタ法に関するプレゼン報告／スパッタリングに関連する原著論文を報告する
【事後学修】　スパッタリングに関連する原著論文をまとめ報告する

第12回 【事前学修】　第11回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィーに関する論文講読／リソグラフィーに関連する原著論文を理解する
【事後学修】　リソグラフィーに関する最近の原著論文の講読を行う

第13回 【事前学修】　第12回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィーに関するプレゼン報告／リソグラフィーに関連する原著論文を報告する
【事後学修】　リソグラフィーに関連する原著論文をまとめ報告する

第14回 【事前学修】　第13回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　最近の論文を用いた新しい話題提供／萌芽的な研究を紹介する
【事後学修】　最近の萌芽的な研究を理解する

第15回 【事前学修】　第14回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　課題学習報告、議論
【事後学修】　生活を豊かにするナノテク技術について知見を深める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業期間に行う数回の課題学習報告（60％）及び、期末の課題（40％）とした観点別評価を総合して最終評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自宅においても、ナノテク関連の進展・記事を注意深く調べるようにすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

先端電子材料特論、応用磁気工学特論

■テキスト■テキスト

講義で使用する資料は講義内で紹介・配布する。
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■参考文献■参考文献

講義において紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

積極的に講義に参加し、講義中の質問及び発表を行うこと。オフィス・アワー等については開講時に指示する
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土井　正晶

スピントロニクス工学特論
Spintronics Engineering

■テーマ■テーマ

磁気工学の現象論と量子論、および磁性材料の工学的特性と応用およびスピントロニクス応用

■講義内容■講義内容

物質の多様な磁気特性や異方性、磁歪、磁気抵抗などの磁気に付随する特性を様々な分野に利用する磁気工学について、
磁気の現象論と量子論の基礎からはじめ、電子スピンが関与する量子効果を利用する現代の磁気工学まで、磁性材料の工
学的応用を中心に講義する。また、特殊な磁気特性を持つ磁性体や磁性薄膜、人工格子、微粒子およびナノスケール磁性
体などの応用例として最新のスピントロニクス工学応用の話題にも言及する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①磁気工学の様々な専門分野の学習や研究に必要な基礎知識を理解する。
②　先端磁気材料の基礎となる量子効果を定性的に説明することができる。
③　実験データの簡単な解析ができ、工学的応用の視点から磁気特性を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　磁性体の基本的性質に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁気工学の基礎（1）：磁性体の基本的性質、強磁性の現象論
【事後学修】　磁性体の基本的性質、強磁性の現象論について復習する。

第２回 【事前学修】　磁気付随現象に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁気工学の基礎（2）：磁気付随現象（磁気異方性、磁歪、磁区など）
【事後学修】　磁気付随現象について復習する。

第３回 【事前学修】　フントの規則に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　原子の磁性と量子論：スピンと軌道の角運動量、フントの規則、LS結合など
【事後学修】　原子の磁性と量子論について復習する。

第４回 【事前学修】　交換相互作用に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　交換相互作用：直接交換相互作用、超交換相互作用、s-d 相互作用
【事後学修】　交換相互作用について復習する。

第５回 【事前学修】　磁性体の分子場理論に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁性体の分子場理論：強磁性、反強磁性、フェリ磁性体の分子場理論による解釈
【事後学修】　磁性体の分子場理論について復習する。

第６回 【事前学修】　3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデルに関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行
う。
【授業内容】　物質の構造と磁性（1）：3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデル
【事後学修】　3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデルについて復習する。

第７回 【事前学修】　化合物の磁性、酸化物の磁性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　物質の構造と磁性（2）：希土類金属の磁性、化合物の磁性、酸化物の磁性
【事後学修】　希土類金属の磁性、化合物の磁性、酸化物の磁性について復習する。

第８回 【事前学修】　硬質磁性材料に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性材料（1）：磁石の基本、磁化過程、保磁力の機構
【事後学修】　磁石の基本、磁化過程、保磁力の機構について復習する。

第９回 【事前学修】　磁石材料の種類と磁気特性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性材料（2）：磁石材料の種類と特性：金属系磁石、希土類磁石など
【事後学修】　金属系磁石、希土類磁石について復習する。

第10回 【事前学修】　磁気記録媒体に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性薄膜材料の応用：薄膜永久磁石、磁気記録媒体
【事後学修】　硬質磁性薄膜材料の応用の現象論について復習する。

第11回 【事前学修】　軟質磁性材料の磁気特性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　軟質磁性材料の磁気特性と各種材料：パーマロイ、Fe-Si、アモルファスなど
【事後学修】　軟質磁性材料の磁気特性と各種材料について復習する。

第12回 【事前学修】　多層膜、人工格子の磁気特性と電気伝導に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行
う。
【授業内容】　軟質磁性薄膜材料の特性と応用：多層膜、人工格子の磁気特性と電気伝導（GMR、TMR）
【事後学修】　軟質磁性薄膜材料の特性と応用について復習する。

第13回 【事前学修】　磁歪材料に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　特異な磁性を示す物質と工学的応用：磁歪材料、磁気冷凍材料、光磁気材料
【事後学修】　磁歪材料、磁気冷凍材料、光磁気材料について復習する。

第14回 【事前学修】　メスバウァー分光に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　原子核の磁性と応用：核磁気共鳴、メスバウァー分光
【事後学修】　原子核の磁性と応用について復習する。

第15回 【事前学修】　スピントロニクス分野に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　最近のスピントロニクス分野話題について論文講読による学習、議論
【事後学修】　スピントロニクス分野話題について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義時間内での、演習（30％）、議論（20％）、およびレポート提出（50％）によって評価する。欠席は減点対象とな
る。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義内容を記述したプリントを毎回配布します。知識の積み重ねが必要なので、次回の講義の準備として復習すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ナノ物性特論 I、II、応用電子論特論 I、II、先端材料工学特論、など

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

強磁性体の物理上、下（近角聰信）、裳華房；磁性材料（島田寛、他）、講談社など

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に予習・復習を必ず行うこと。
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石上　忍

応用電子工学特論
Advanced Lectures in Applied Electronics

■テーマ■テーマ

IoT、5G時代に適応できる電気・電子技術者に必要な、電子回路の基礎から応用までを満遍なく学ぶ．

■講義内容■講義内容

電子回路の基礎である増幅、発振、変復調回路をはじめとして、ディジタル変復調、電子機器の動作原理、分布定数回路
の応用等について講義を行う．

■達成目標■達成目標

本講義を通じて得た知識や考え方などを、修士課程における研究に生かしてゆくだけでなく、将来技術者として様々な問
題に立ち向かえる知識と知見を持てるようになること．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電子回路学，通信工学等の復習を行わせる。
【授業内容】　序　電子回路の概要と歴史
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第２回 【事前学修】　前回講義後に配布したテキストにより予習を行わせる。
【授業内容】　増幅回路の動作原理、種類
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第３回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　増幅回路の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第４回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　発振回路の動作原理と設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第５回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　アナログ変復調回路の動作原理
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第６回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　アナログ変復調回路の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第７回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　電子素子規格表の見方と回路設計への応用
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第８回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　ディジタル変復調の動作原理
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第９回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　ディジタル変復調の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第10回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　分布定数回路とSパラメータの応用と測定機器
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第11回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　雑音について（雑音の種類、統計的性質、雑音指数など）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第12回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　測定の不確かさについて
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第13回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　無線通信機器のしくみと動作（アナログ通信）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第14回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　無線通信機器のしくみと動作（ディジタル通信）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第15回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　電磁両立性と無線通信の保護、CISPR規格とは
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義における質疑応答および課題レポート記述内容などを考慮して総合的に評価する（質疑対応：30％、課題レポート：
70％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義に臨む前に前回の復習を欠かさないこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路、ディジタル回路、通信工学、電磁波工学に関する科目

電

子

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1137 -



■テキスト■テキスト

配布資料による

■参考文献■参考文献

鈴木利則「通信システム工学」ISBN: 978-4-339-00893-7

■履修上の注意■履修上の注意

プリント資料を配布するので講義中にメモを積極的に書き込むこと、また専用ファイルに綴じて講義に持参すること
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志子田　有光

電子計測工学特論
Fundamentals of Electronics Measurements

■テーマ■テーマ

IoT 機器のセンサなどから集められた電子計測データを解析するために必要な一般的数値計算法および ニューラルネット
ワーク・機械学習を用いた分類問題、回帰問題の実装技術を学ぶ

■講義内容■講義内容

Pythonプログラミングによる数値計算の基礎的原理理解と実装方法の習得

■達成目標■達成目標

Pythonプログラムによる数値計算の実装ができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　ガイダンス（Pythonプログラミングの環境構築と基本操作）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第２回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　非線形方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第３回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　非線形方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第４回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　数値微分と数値積分（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第５回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　数値微分と数値積分（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第６回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　連立１次方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第７回 【事前学修】　授業内容を予習する 
【授業内容】　連立１次方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第８回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　常微分方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第９回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　常微分方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第10回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　補完と近似（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第11回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　補完と近似（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第12回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　偏微分方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第13回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　偏微分方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第14回 【事前学修】　過去の講義について復習する
【授業内容】　ニューラルネットワークによる分類問題・線形回帰問題の解法（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第15回 【事前学修】　過去の講義について復習する
【授業内容】　ニューラルネットワークによる分類問題・回帰問題の解法（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に課すレポート（40％）および、まとめ課題等（60％）によって評価する
本学の試験施行細則に照らし、欠席が多い場合には単位の修得資格を失う
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストや配布された資料を熟読し、内容を十分予習すること
あらかじめ、下記のサイトなどからPythonプログラムの開発環境(Anaconda)をインストールしておくこと
https://www.anaconda.com/products/distribution
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■テキスト■テキスト

Pythonによる数値計算法の基礎／橋本修／毛塚敦 森北出版　ISBN 9784627744318

■参考文献■参考文献

https://docs.python.org/ja/3/

■履修上の注意■履修上の注意

WindowsOS搭載ノートPCを準備すること。指導教員の指示に従うこと。 オフィスアワー等については開講時に指示する。
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金井　浩、荒川　元孝、吉澤　晋

弾性波工学特論
Elastic Wave Engineering

■テーマ■テーマ

弾性波の発生・伝播とその超音波計測への応用

■講義内容■講義内容

固体中の弾性波の発生と伝播について講義し，その超音波計測への応用について解説する。

■達成目標■達成目標

超音波の性質や特徴と固体中での発生・伝播を理解する。
圧電現象を利用した機能デバイスについて説明できる。
その代表的な応用分野である超音波計測の手法や装置を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本講義のシラバスを読み，授業計画と講義内容について事前に調べておく
【授業内容】　「弾性波伝播の特性」
【事後学修】　「弾性波伝播の特性」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第２回 【事前学修】　「粒子変位と歪み」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「粒子変位と歪み」
【事後学修】　「粒子変位と歪み」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第３回 【事前学修】　「応力と力学方程式」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「応力と力学方程式」
【事後学修】　「応力と力学方程式」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第４回 【事前学修】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」
【事後学修】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第５回 【事前学修】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」
【事後学修】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第６回 【事前学修】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」
【事後学修】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第７回 【事前学修】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」
【事後学修】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第８回 【事前学修】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」
【事後学修】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第９回 【事前学修】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」
【事後学修】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第10回 【事前学修】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」
【事後学修】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第11回 【事前学修】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」について，配布講義資料に目を通し，予習してお
く
【授業内容】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」
【事後学修】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第12回 【事前学修】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」
【事後学修】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第13回 【事前学修】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」について，配布講義資料に目を通し，予習して
おく
【授業内容】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」
【事後学修】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第14回 【事前学修】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」
【事後学修】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第15回 【事前学修】　「大学での学び」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「大学での学び」
【事後学修】　「大学での学び」についての講義内容をまとめ，理解を深める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポートを課し，その記述内容が講義の達成目標を満たしているか否かにより評価する。
評価は，主に超音波とその応用に関するレポートとするが，受講態度も考慮する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

振動・波動工学や代数学，ベクトル解析学，微分方程式，電気回路学，電磁気学の基礎を学んでおくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

プリントを配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

自分自身の研究に直接関連がない分野であっても，履修の意思がある場合は真剣な態度で受講すること。
オフィス・アワーについては，学生からの質問等があった際に担当講義後の時間に対応する。
授業担当：金井（第１回・第９回・第10回・第14回・第15回）、吉澤（第２回・第３回・第６回・第７回・第８回）、荒
川（第４回・第５回・第11回・第12回・第13回）
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小澤　哲也

計測制御工学特論

■テーマ■テーマ

さまざまな計測方法とその応用

■講義内容■講義内容

物理現象を検証し応用するためには計測制御方法の確立が不可欠である。本講義では、担当者が国内大手の電機メーカー
の技術者および外資系計測制御機器メーカーの技術営業マンとして勤務し獲得してきた経験話を取り入れながら、コン
ピュータベース型の計測制御技術の構築方法と構成部品の要素技術について学ぶと同時に高精度な計測制御に必要なデジ
タル分解能の概念やその応用事例について演習を交えながら獲得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

コンピュータベース型の計測制御システムの構成について論じ、実用レベルの能力を身に付けること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの基礎
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努める
こと。

第２回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの応用
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努める
こと。

第３回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎に関する事項を調査し予習しておく
こと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎に関して学んだ事項を復習し知識の
定着化に努めること。

第４回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用に関する事項を調査し予習しておく
こと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用に関して学んだ事項を復習し知識の
定着化に努めること。

第５回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズムに関する事項を調査し予習してお
くこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズム
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズムに関して学んだ事項を復習し知識
の定着化に努めること。

第６回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズムに関する事項を調査し予習してお
くこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズム
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズムに関して学んだ事項を復習し知識
の定着化に努めること。

第７回 【事前学修】　計測制御システムの構築技術の基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの構築技術の基礎
【事後学修】　計測制御システムの構築技術の基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第８回 【事前学修】　計測制御システムの構築技術の応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの構築技術の応用
【事後学修】　計測制御システムの構築技術の応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第９回 【事前学修】　アナログ出力の特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　アナログ出力の特性
【事後学修】　アナログ出力の特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第10回 【事前学修】　アナログ入力の特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　アナログ入力の特性
【事後学修】　アナログ入力の特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第11回 【事前学修】　デジタル入出力デバイスの特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　デジタル入出力デバイスの特性
【事後学修】　デジタル入出力デバイスの特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第12回 【事前学修】　計測器間通信の基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測器間通信の基礎
【事後学修】　計測器間通信の基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第13回 【事前学修】　計測器間通信の応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測器間通信の応用
【事後学修】　計測器間通信の応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第14回 【事前学修】　計測制御システムの基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの基礎
【事後学修】　計測制御システムの基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。
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第15回 【事前学修】　計測制御システムの応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの応用
【事後学修】　計測制御システムの応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業で実施する課題レポートを100%とした結果を最終評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電気回路、電子回路学の内容をよく理解しておくと同時に、Windowsコンピュータを使いこなす能力が必要である。
LabVIEWプログラミングの習得を必須とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路の計算、電子回路の計算、コンピュータプログラミング、論理演算を取り扱う科目。

■テキスト■テキスト

受講時に提示する

■参考文献■参考文献

小澤著「パソコン計測制御ソフトウェアLabVIEWリファレンス・ブック」CQ出版、2013年、9784789840968
小澤著「ミニ・アダプタmyDAQとLabVIEWで作るMy実験ベンチ」CQ出版、2013年、9784789840941
小澤著「図解LabVIEW入門」森北出版、2012年、9784627849815
小澤著「図解LabVIEWデータ集録プログラミング」森北出版、2008年、9784627848214

■履修上の注意■履修上の注意

ゼミ方式で講義を実施する。実際の計画制御機器を使用した実習を実施する。
履修登録希望者は事前に講義担当者へ相談しておくことが望ましい。
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加藤　和夫

生体電子工学特論
Advanced Lectures in Bioelectronics

■テーマ■テーマ

生体を対象とした信号計測と信号処理

■講義内容■講義内容

生体の電気現象、神経電流の特性と計測方法、生体システムとその機能、生体信号の特性と計測方法・装置、生体信号に
対する特徴抽出法、時間－周波数解析、信号源の位置推定などの信号処理法、生体情報の工学的な応用などの講義内容で
ある。

■達成目標■達成目標

生体の電気現象や機能を理解できるようになり、その特性に基づいた生体信号計測技術（計測方法・装置、信号処理方
法）を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに基づき、生体電子工学概論の全体の講義構成について把握をすること。
【授業内容】　生体の電気現象についての概説
【事後学修】　生体の電気現象について、講義内容の復習をすること。

第２回 【事前学修】　神経電流の特性について、参考書等で調べること。
【授業内容】　神経電流の特性
【事後学修】　神経電流の特性について、講義内容の復習をすること。

第３回 【事前学修】　神経電流の計測とモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　神経電流の計測とモデル
【事後学修】　神経電流の計測とモデルについて、講義内容の復習をすること。

第４回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に視覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（1）（視覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に視覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第５回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に聴覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（2）（聴覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に聴覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第６回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に触覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（3）（触覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に触覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第７回 【事前学修】　生体信号のセンシング技術の構成について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号のセンシング技術の構成
【事後学修】　生体信号のセンシング技術の構成について、講義内容の復習をすること。

第８回 【事前学修】　生体信号の特性と計測方法の特徴について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号の特性と計測方法の特徴
【事後学修】　生体信号の特性と計測方法の特徴について、講義内容の復習をすること。

第９回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に X 線 CT について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（1）（X 線 CT など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に X 線 CT について、講義内容の復習をすること。

第10回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に脳波計測について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（2）（脳波計測など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に脳波計測について、講義内容の復習をすること。

第11回 【事前学修】　生体信号測定装置、脳磁界計測について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（3）（脳磁界計測など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に脳磁界計測について、講義内容の復習をすること。

第12回 【事前学修】　生体信号計測用電磁気シールドについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号計測用電磁気シールド
【事後学修】　生体信号計測用電磁気シールドについて、講義内容の復習をすること。

第13回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に fMRI、NIRS について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（4）（fMRI、NIRS など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に fMRI、NIRS について、講義内容の復習をすること。

第14回 【事前学修】　生体信号の処理方法、特徴抽出法について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号の処理方法、特徴抽出法
【事後学修】　生体信号の処理方法、特徴抽出法について、講義内容の復習をすること。

第15回 【事前学修】　これまで講義内容全体について整理、復習すること。
【授業内容】　最新のトピックスの紹介、および講義全体の総括とレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に取り組み、期日までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義での取り組み状況（20％）、およびレポート（80％）で評価する。生体の電気現象や機能を理解し、その特性に基づ
いた生体信号計測技術（計測方法・装置、信号処理方法）を習得できているかを主な観点とした評価がされる。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気学、電気電子回路学、電子計測学についての知識を習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

応用電子工学特論、電子計測工学特論
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■テキスト■テキスト

使用しない（必要に応じプリント等を配布）

■参考文献■参考文献

講義において随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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川又　憲

情報伝送工学特論
Information Transmission Engineering

■テーマ■テーマ

高周波数域における電気回路の働きを理解し、電磁波や電磁的エネルギーの伝送について学習する。

■講義内容■講義内容

近年、インターネットやモバイル通信においても、大容量の情報を高速度で伝える要請が高まっている。これらの情報は
電磁波など電磁気的な電気信号によって伝えられ、情報の大容量化に伴って高周波数域の電磁エネルギーを取り扱う必要
が生じる。本講義では、高周波数域の電磁的エネルギーを取り扱うための電気回路について学習し、さらに、情報伝送の
ための方式や課題について学習する。なお，本講義は対面授業として実施する。

■達成目標■達成目標

分布定数回路の基本を学習し、各種伝送線路の電気的特性について理解する。また近年の高度情報化を踏まえ、EMC 課題
などの情報伝送に関する問題点を認識する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　情報伝送工学についてインターネット等による事前調査を行う
【授業内容】　講義ガイダンスと到達目標の説明
【事後学修】　講義ガイダンスと到達目標の説明についての振り返り

第２回 【事前学修】　情報伝送工学を学ぶ上での準備学習として学部における電磁気学の復習
【授業内容】　情報伝送工学を学ぶ上での準備学習
【事後学修】　情報伝送工学についての振り返りと復習

第３回 【事前学修】　分布定数回路についての予習
【授業内容】　分布定数回路の基本
【事後学修】　分布定数回路の基本についての振り返りと復習

第４回 【事前学修】　入力インピーダンスと反射係数についての予習
【授業内容】　入力インピーダンスと反射係数
【事後学修】　入力インピーダンスと反射係数についての振り返りと復習

第５回 【事前学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての予習
【授業内容】　分布定数回路上の電圧・電流分布
【事後学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての振り返りと復習

第６回 【事前学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての演習問題予習
【授業内容】　分布定数回路上の電圧・電流分布の演習
【事後学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布の演習についての振り返りと復習

第７回 【事前学修】　整合回路・スミスチャートについての予習
【授業内容】　整合回路・スミスチャート
【事後学修】　整合回路・スミスチャートについての振り返りと復習

第８回 【事前学修】　分布定数回路の行列表現についての予習
【授業内容】　分布定数回路の行列表現
【事後学修】　分布定数回路の行列表現についての振り返りと復習

第９回 【事前学修】　各種線路の構造と特性についての予習
【授業内容】　各種線路の構造と特性
【事後学修】　各種線路の構造と特性についての振り返りと復習

第10回 【事前学修】　分布定数回路の応用についての予習
【授業内容】　分布定数回路の応用
【事後学修】　分布定数回路の応用についての振り返りと復習

第11回 【事前学修】　電磁波の応用についての予習
【授業内容】　電磁波の応用
【事後学修】　電磁波の応用についての振り返りと復習

第12回 【事前学修】　アンテナについての予習
【授業内容】　アンテナ
【事後学修】　アンテナについての振り返りと復習

第13回 【事前学修】　電波伝搬についての予習
【授業内容】　電波伝搬
【事後学修】　電波伝搬についての振り返りと復習

第14回 【事前学修】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）についての予習
【授業内容】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）
【事後学修】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）についての振り返りと復習

第15回 【事前学修】　まとめおよびレポート作成、達成度の確認
【授業内容】　まとめおよびレポート評価、達成度の確認
【事後学修】　まとめおよび達成度の振り返り

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価は、分布定数回路の基本知識、各種伝送線路の電気的特性について理解しているか？また近年の高度情報化を踏ま
え、EMC 課題などの情報伝送に関する問題点を認識しているか？の観点から行う。評価方法は、講義での取り組み状況
（50％）レポート課題（50％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電気回路学 I・II、電磁気学の知識が基礎となるので、復習すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路学 I、電気回路学 II およびこれらの演習

■テキスト■テキスト

情報伝送入門、内藤善之著、昭晃堂

■参考文献■参考文献

（1）入門電波応用、藤本京平著、共立出版
（2）電磁妨害波の基本と対策、清水康敬・杉浦行、電子情報通信学会

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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佐々木　義卓

電子数理学特論
Electronic Mathematics

■テーマ■テーマ

さまざまな整数論の問題の解法とその応用

■講義内容■講義内容

微分方程式やさまざまな特殊関数の学習とその応用の考察を対面授業によって行う。

■達成目標■達成目標

電気・電子分野に応用される整数論の問題に着目し、その問題を解くための数学的道具立てや理論、計算機を用いた計算
方法、応用実態について理解することを目標とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】母関数について事前に調べておく
【授業内容】母関数の概念と種類
【事後学修】母関数の概念と種類について整理する

第２回 【事前学修】母関数の微積分の性質について調べる
【授業内容】母関数の微積分
【事後学修】母関数の微積分に関する性質を整理してまとめる

第３回 【事前学修】母関数の畳み込みについて調べる
【授業内容】母関数の畳み込み
【事後学修】母関数の畳み込みに関する性質を整理してまとめる

第４回 【事前学修】漸化式の求め方について復習する
【授業内容】母関数の具体例の計算
【事後学修】種々の母関数の例を整理してまとめる

第５回 【事前学修】母関数の微積分について復習する
【授業内容】上昇演算子と母関数
【事後学修】上昇演算子と母関数の関係について整理してまとめる

第６回 【事前学修】線形微分方程式の解法について復習する
【授業内容】上昇演算子と微分方程式
【事後学修】上昇演算子と母関数の微分方程式を用いた解法について整理してまとめる

第７回 【事前学修】離散断層撮影法について調べる
【授業内容】ロンサム行列の概念とその応用
【事後学修】ロンサム行列の概念とその応用について整理してまとめる

第８回 【事前学修】ベルヌーイ数について調べる
【授業内容】ベルヌーイ数の概念とその計算
【事後学修】ベルヌーイ数の計算方法について整理しまとめる

第９回 【事前学修】スターリング数についてまとめる
【授業内容】スターリング数とその性質
【事後学修】スターリング数の概念とその性質について整理しまとめる

第10回 【事前学修】ベルヌーイ数について復習する
【授業内容】多重ベルヌーイ数の概念とその計算
【事後学修】多重ベルヌーイ数の計算方法について整理しまとめる

第11回 【事前学修】ロンサム行列について復習する
【授業内容】多重ベルヌーイ数とロンサム行列
【事後学修】多重ベルヌーイ数とロンサム行列の関係について整理しまとめる

第12回 【事前学修】素数分布について調べる
【授業内容】素数とその応用
【事後学修】素数に関する定理について整理しまとめる

第13回 【事前学修】母関数について復習する
【授業内容】整数の母関数と素数分布
【事後学修】整数の母関数と素数分布について整理しまとめる

第14回 【事前学修】素数に関する諸定理について復習する
【授業内容】2次式で表される素数
【事後学修】2次式で表される素数について整理しまとめる

第15回 【事前学修】第1回〜第14回の内容を復習する
【授業内容】第1回〜第14回の内容に関する総まとめのレポートを作成する
【事後学修】確認テストの内容を振り返る

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中での質疑応答60％及び演習の解答発表40％によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部時代に学んだ数学の復習等の準備。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

まとまった１冊の教科書は使用しないが、複数の参考書等で代用する。
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■参考文献■参考文献

講義中に示唆する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーは開講時に指示する
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物部　寛太郎

空間情報学特論

■テーマ■テーマ

空間情報学の基礎を学修する。

■講義内容■講義内容

本講義では、空間情報学の基礎を、その背景、原理、実践例の理解を通して学修する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

空間情報学の基礎を理解し、その背景、原理、実践例を踏まえて説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまでの情報系の講義と演習を復習する
【授業内容】　ガイダンス（講義の進め方）
　　　　　　　尚、各回の講義中に課したテスト・演習・レポート等の評価については、必要に応じて次回以降
の講義の中、もしくはMyTG・manaba等で解説・講評等を行いフィードバックする。
【事後学修】　空間情報学の概要について調査して整理する

第２回 【事前学修】　空間情報学の基礎についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の基礎
【事後学修】　空間情報学の基礎について詳細をさらに調査して整理する

第３回 【事前学修】　GISとその歴史についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GISとその歴史
【事後学修】　GISとその歴史について詳細をさらに調査して整理する

第４回 【事前学修】　地図の表現と方法についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　地図の表現と方法
【事後学修】　地図の表現と方法について詳細をさらに調査して整理する

第５回 【事前学修】　空間情報のデータの種類と構造についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報のデータの種類と構造
【事後学修】　空間情報のデータの種類と構造について詳細をさらに調査して整理する

第６回 【事前学修】　空間情報の規格についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報の規格
【事後学修】　空間情報の規格について詳細をさらに調査して整理する

第７回 【事前学修】　空間データの分析についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間データの分析
【事後学修】　空間データの分析について詳細をさらに調査して整理する

第８回 【事前学修】　空間情報学の研究事例についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の研究事例
【事後学修】　空間情報学の研究事例について詳細をさらに調査して整理する

第９回 【事前学修】　GPSについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GPS
【事後学修】　GPSについて詳細をさらに調査して整理する

第10回 【事前学修】　リモートセンシングについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　リモートセンシング
【事後学修】　リモートセンシングについて詳細をさらに調査して整理する

第11回 【事前学修】　空間情報学の応用事例（国内）についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の応用事例（国内）
【事後学修】　空間情報学の応用事例（国内）について詳細をさらに調査して整理する

第12回 【事前学修】　空間情報学の応用事例（海外）についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の応用事例（海外）
【事後学修】　空間情報学の応用事例（海外）について詳細をさらに調査して整理する

第13回 【事前学修】　空間情報学の展望についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の展望
【事後学修】　空間情報学の展望について詳細をさらに調査して整理する

第14回 【事前学修】　GoogleEarthについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GoogleEarth演習（基本）
【事後学修】　演習内容の確認を行う

第15回 【事前学修】　GoogleEarthの応用技術についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GoogleEarth演習（応用）
【事後学修】　演習内容の確認を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の課題（100点）
評価基準は授業内容についての理解の正確さとする
欠席は減点対象とする

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義内の演習でノートPC（Windows）を利用するため、各自準備しておくこと。準備できない場合は、貸与するので講義内
で申し出ること。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義内容の理解不足を招かないように、事前学修・事後学修を十分に行った上で講義を受講すること。
オフィスアワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する、また、manabaの個別指導機能を使用する。
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門倉　博之

シミュレーション工学特論

■テーマ■テーマ

人の流れを対象としたモデル化とシミュレーション

■講義内容■講義内容

人の流れをモデル化するめに必要な歩行者と群集流に関する基礎知識を学ぶ。また、人流シミュレーションを行うための
知識として、人の移動行動のモデル化とマルチエージェントシミュレーションについて学ぶ。

■達成目標■達成目標

①人の流れについてのモデル化を理解できる
②人流シミュレーションを行うための知識を身に付ける

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに基づき、全体の講義構成について把握をすること。
【授業内容】　モデル化とシミュレーションの概説
【事後学修】　モデル化とシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第２回 【事前学修】　歩行者の空間行動について、参考書等で調べること。
【授業内容】　歩行者の空間行動
【事後学修】　歩行者の空間行動について、講義内容の復習をすること。

第３回 【事前学修】　群集行動の基本特性について、参考書等で調べること。
【授業内容】　群集行動の基本特性
【事後学修】　群集行動の基本特性について、講義内容の復習をすること。

第４回 【事前学修】　群集流のモデル化について、参考書等で調べること。
【授業内容】　群集流のモデル化
【事後学修】　群集流のモデル化について、講義内容の復習をすること。

第５回 【事前学修】　避難行動について、参考書等で調べること。
【授業内容】　避難行動
【事後学修】　避難行動について、講義内容の復習をすること。

第６回 【事前学修】　モデル化のための計測技術について、参考書等で調べること。
【授業内容】　モデル化のための計測技術
【事後学修】　モデル化のための計測技術について、講義内容の復習をすること。

第７回 【事前学修】　人流シミュレーションモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　人流シミュレーションモデル
【事後学修】　人流シミュレーションモデルについて、講義内容の復習をすること。

第８回 【事前学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　マルチエージェントシミュレーション（1）
【事後学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第９回 【事前学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　マルチエージェントシミュレーション（2）
【事後学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第10回 【事前学修】　セルオートマトンについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　セルオートマトン
【事後学修】　セルオートマトンについて、講義内容の復習をすること。

第11回 【事前学修】　ポテンシャルモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ポテンシャルモデル（1）
【事後学修】　ポテンシャルモデルについて、講義内容の復習をすること。

第12回 【事前学修】　ポテンシャルモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ポテンシャルモデル（2）
【事後学修】　ポテンシャルモデルについて、講義内容の復習をすること。

第13回 【事前学修】　ネットワークモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ネットワークモデル（1）
【事後学修】　ネットワークモデルについて、講義内容の復習をすること。

第14回 【事前学修】　ネットワークモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ネットワークモデル（2）
【事後学修】　ネットワークモデルについて、講義内容の復習をすること。

第15回 【事前学修】　これまで講義内容全体について整理、復習すること。
【授業内容】　講義全体の総括とレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に取り組み、期日までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義での取り組み状況（20％）、およびレポート課題（80％）で評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし（manabaで資料を適宜配布）。
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■参考文献■参考文献

山影 進「人工社会構築指南 artisocによるマルチエージェント・シミュレーション入門 改訂新版 （人工社会の可能
性）」（書籍工房早山）、2010年、ISBN：978-4-904701-03-4

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。演習時には、ノートパソコンを持参すること。オフィスアワーに代わ
り、担当教員のアドレスを公開、またmanabaの掲示板機能を使用する。
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嶋　敏之

応用技術英語
practical English for Engineering

■テーマ■テーマ

工学分野における技術英語の読解力を高める

■講義内容■講義内容

工学の現場において活用できる技術英語の理解を深めるため、与えられた技術英語を題材として、英文読解を行い、技術
用語の説明と質疑応答手法について学習する。講義ごとに配布される文献および先端技術トピックスについて翻訳し、読
解力、プレゼンテーション能力を養うための専門的英語力を習得する。

■達成目標■達成目標

専門分野の技術英語について、独力で調べ読解することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　和英辞書、英英辞書などの準備と確認を行う。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　ガイダンスの内容を確認し、配布された資料の復習を行う。

第２回 【事前学修】　第１回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Three-dimensional drawing」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第２回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第３回 【事前学修】　第２回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Shapes of components」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第３回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第４回 【事前学修】　第３回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Units of measurement」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第４回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第５回 【事前学修】　第４回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Chemical elements」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第５回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第６回 【事前学修】　第５回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Common structural elements」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第６回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第７回 【事前学修】　第６回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Types of load and moments」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第７回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第８回 【事前学修】　第７回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Vapour, cooling and thermal inertia」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第８回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第９回 【事前学修】　第８回の授業で行った内容を復習する。
【授業内容】　第８回までのまとめと課題提出
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第９回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第10回 【事前学修】　第９回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「The electromagnetic spectrum」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１０回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第11回 【事前学修】　第１０回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Pipe and hose fittings and valves」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１１回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第12回 【事前学修】　第１１回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Siphonic action」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１２回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第13回 【事前学修】　第１２回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Electrical and electronic components」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１３回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第14回 【事前学修】　第１３回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Sensing, measuring and regulating devices」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１４回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第15回 【事前学修】　これまで行ってきた内容を復習するとともに、期末課題について自ら考え予習する。
【授業内容】　期末課題の作成とプレゼンテーション。
【事後学修】　期末課題についてまとめ、期限までに提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義ごとに出題される課題の提出（60％）、期末の課題（40％）を総合的に評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語の文法的事項を復習しておくこと。講義それぞれの和訳課題に対して、自分の訳した文章を記したノートを作成し、
講義に臨み、講義内容で訂正して、例文を完全に理解すること。

■テキスト■テキスト

開講時に配布するプリント等を利用する。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて講義中に紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

機械翻訳ではなく、辞書を積極的に活用するように努力すること。オフィス・アワー等については開講時に指示する
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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石上　忍

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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加藤　和夫

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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川又　憲

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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志子田　有光

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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嶋　敏之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。

電

子

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1162 -



鈴木　仁志

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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土井　正晶

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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原　明人

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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淡野　照義

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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小澤　哲也

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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桑野　聡子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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門倉　博之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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物部　寛太郎

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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佐々木　義卓

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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環境建設工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



石川　雅美

連続体力学特論
Continuum Mechanics

■テーマ■テーマ

構造解析手法として最も広く使われている有限要素法の理論的背景である連続体力学の知識を身につけ、非線形有限要素
解析に対応できる能力を養う。

■講義内容■講義内容

応力テンソル、不変量、変形および各種ひずみの定義など連続体の基本的概念について、輪講形式にて授業を行う。

■達成目標■達成目標

英語の専門書を独力で読む力を身につけるとともに、3 次元空間における応力および変形に関する知識を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】不静定構造の解き方を確認しておくこと
【授業内容】変位法と応力法
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第２回 【事前学修】力と弾性変形について確認しておくこと
【授業内容】最小ポテンシャルエネルギの原理
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第３回 【事前学修】学部で勉強した仮想仕事の原理について確認しておくこと
【授業内容】仮想仕事の原理と有限要素法
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第４回 【事前学修】教科書の 1.1 ～ 1.8 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】ベクトルとテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第５回 【事前学修】教科書の 1.9 ～ 1.10 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】自由標（Free Index）、擬標（Dummy Index）、および総和規約
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第６回 【事前学修】教科書の 1.11 ～ 1.13 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】座標系とテンソルの座標変換則
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第７回 【事前学修】教科書の 1.14 ～ 1.22 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】応力テンソルと応力ベクトルの関係
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第８回 【事前学修】教科書の 2.1 ～ 2.6 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】Cauchy の応力原理
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第９回 【事前学修】教科書の 2.7 ～ 2.12 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】主応力と応力不変量
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第10回 【事前学修】教科書の 3.1 ～ 3.5 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形の幾何学概説
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第11回 【事前学修】教科書の 3.1 ～ 3.4 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小ひずみ、工学ひずみ、ラグランジュのひずみ、およびオイラーのひずみ
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第12回 【事前学修】教科書の 3.5 ～ 3.7 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形こう配と変位こう配
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第13回 【事前学修】教科書の 3.8 ～ 3.10 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形テンソルと有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第14回 【事前学修】教科書の 3.11 ～ 3.15 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小変形理論と有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第15回 【事前学修】教科書の 3.11 ～ 3.15 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小変形理論と有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊毎回の輪講形式において、予め割り当てられた箇所に対する準備状況に応じて評価する。評価割合は 100％ とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊数学、英語および構造力学に関する基礎知識

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊特になし

■テキスト■テキスト

＊Continuum Mechanics George E. Mase McGraw-Hill
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■参考文献■参考文献

＊鷲津久一郎＝著、「エネルギ原理入門」（倍風館）

■履修上の注意■履修上の注意

＊上記英語のテキストを使用し、輪講形式で行うので必ず予習してくること。
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武田　三弘

コンクリート材料・劣化診断特論
Advanced Concrete Engineering

■テーマ■テーマ

コンクリートの性質と劣化診断技術

■講義内容■講義内容

コンクリートの品質が材料、施工、養生そして環境作用の影響を受けることによってどの様に変化するのか学習するとと
もに、コンクリートの検査、診断、補修補強方法を理解したコンクリートドクターとなるための技術を習得する。なお、
この講義は対面形式で行う。

■達成目標■達成目標

コンクリートの品質に及ぼす材料、施工、養生そして環境作用の影響を理解し、コンクリート構造物の調査を自分で実施
し報告書が書けるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に配付した資料の「豆板、コールドジョイント、内部欠陥」の範囲をよく読み理解してくる
こと
【授業内容】　コンクリートの変状（豆板、コールドジョイント、内部欠陥など）
【事後学修】　豆板、コールドジョイント、内部欠陥の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第２回 【事前学修】　事前に配付した資料の「ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンス」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリートの変状（ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンスなど）
【事後学修】　ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンスの特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第３回 【事前学修】　事前に配付した資料の「中性化、塩害」の範囲をよく読み理解してくること
【授業内容】　コンクリートの劣化機構（中性化、塩害など）
【事後学修】　中性化、塩害の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第４回 【事前学修】　事前に配付した資料の「アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食」の範囲をよく読み理解してく
ること
【授業内容】　コンクリートの劣化機構（アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食など）
【事後学修】　アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第５回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の変状（たわみ、変形、疲労）」の範囲をよく読み
理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の変状（たわみ、変形、疲労など）
【事後学修】　たわみ、変形、疲労の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第６回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（書類調査）」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（書類調査）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（書類調査）の内容を整理しておくこと

第７回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（目視調査）」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（目視調査）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（目視調査）の内容を整理しておくこと

第８回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れ）」の範囲をよく
読み理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れなど）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れ）の内容を整理しておくこと

第９回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レー
ダー、X 線）」の範囲をよく読み理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レーダー、X 線など）
【事後学修】　コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レーダー、X 線）の内容を整
理しておくこと

第10回 【事前学修】　これまで勉強した変状事例が学内の構造物に発生していないか確認しておきこと
【授業内容】　学内におけるコンクリート構造物の調査と診断
【事後学修】　学内におけるコンクリート構造物の調査・診断結果が正しかったのか確認しておくこと

第11回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 1）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 1）の内容整理

第12回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 2）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 2）の内容整理

第13回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 3）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 3）の内容整理
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第14回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 4）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 4）の内容整理

第15回 【事前学修】　これまで習得した内容の確認
【授業内容】　講義まとめ
【事後学修】　これまで行った調査結果の確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の質疑およびレポート内容を 60 点、現場コンクリート構造物の調査報告書 40点として、それらの合計で評価す
る。
なお、評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自宅周辺や通学途中のコンクリート構造物をよく観察すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

連続体力学特論、コンクリート構造工学特論

■テキスト■テキスト

テキストとして授業で使用する資料は配付する。

■参考文献■参考文献

コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針（日本コンクリート工学会）

■履修上の注意■履修上の注意

できるだけ多くの現場コンクリート構造物を自分で見学・調査すること。
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飛田　善雄

地盤力学特論
Advanced Geomechanics

■テーマ■テーマ

地盤の物性、変形強度特性、地盤構造物の安定、地盤関係事業のリスクマネジメント

■講義内容■講義内容

地盤材料変形強度特性を理解する。これらの知識に基づいて地盤構造物の安定性の評価方法を理解する。地盤構造物の安
定性について、不確実性を考慮して、マクロ的視点からの安定性の評価について考える。

■達成目標■達成目標

①地盤材料の変形強度特性を説明できる。地盤構造物の安定性の評価について説明できる。
②地盤材料の特徴と強さの関係について説明できる。
③地盤中の水の流れと圧密沈下で利用される偏微分方程式の解法の流れが説明できる
④不確実性の高い地盤関係事業のリスクを説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部の教科書のうち、圧密と土の強さの章を復習しておく
【授業内容】　地盤材料の特徴と地盤構造物の安定評価に関する概論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第２回 【事前学修】　土の強さが摩擦であることを認識し、摩擦によりどのような特徴をもつか予習する
【授業内容】　地盤材料の強度特性：間隙に水が無い場合の議論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第３回 【事前学修】　全応力、有効応力、間隙水圧の関係、ダイレイタンシーとせん断時の排水条件について予習する
【授業内容】　地盤材料の強度特性：間隙に水がある場合の議論：飽和土と不飽和土
【事後学修】　講義中に指示された課題「土の強さの特徴」について、レポートを作成し、次回の講義前に提出
する。

第４回 【事前学修】　有効応力の原理を微視的観点より導入しておく。
【授業内容】　地盤力学における有効応力の原理の重要性
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第５回 【事前学修】　せん断時の変形特性のうち、ダイレイタンシーの重要性について調べておく
【授業内容】　地盤材料の変形特性：特に、ダイレイタンシー
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第６回 【事前学修】　軟弱地盤状に盛土を構築したときに、全体の応力経路がどうなるか調べておく。
【授業内容】　軟弱地盤上に盛土を構築した場合の有効応力経路
【事後学修】　講義中に指示された課題「土の変形特性と強さ」について、レポートを作成し、次回の講義前に
提出する。

第７回 【事前学修】　アースダムの構造物としての特徴を調べておく。
【授業内容】　フィルタイプダムの有効応力経路
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第８回 【事前学修】　応力、ひずみ、弾性体の関係式について予習しておく。
【授業内容】　2 相混合体理論の基本的考え方
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第９回 【事前学修】　地盤中の水の流れについて、土質力学の教科書により予習しておく。
【授業内容】　地盤の浸透問題：ラプラス方程式
【事後学修】　講義中に指示された課題「土構造物の安定性」について、レポートを作成し、次回の講義前に提
出する。

第10回 【事前学修】　圧密沈下について、沈下量の計算、沈下と時間の関係について予習しておく。
【授業内容】　圧密沈下の問題：熱伝導型問題
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第11回 【事前学修】　熱伝導型方程式の解法について予習しておく。
【授業内容】　沈下と時間の関係
【事後学修】　講義中に指示された課題「地盤力学における数学的手法」について、レポートを作成し、次回の
講義前に提出する。

第12回 【事前学修】　盛土および切土の安全率の時間経過に伴う変化について調査しておく。
【授業内容】　地盤構造物の安定性が時間経過とともに変化する理由
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第13回 【事前学修】　斜面の安定性の計算での仮定について予習しておく。
【授業内容】　斜面の安定性に関する議論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第14回 【事前学修】　リスクマネジメントについて、指定された本を読んでおく。
【授業内容】　公共事業におけるリスクマネジメントの重要性
【事後学修】　講義中に指示された課題「ある事故におけるリスクマネジメントの欠落」について、レポートを
作成し、次回の講義前に提出する。

第15回 【事前学修】　講義ノートを整理しておく。発表の準備をする。
【授業内容】　講義のまとめ：講義の重点事項に関する発表
【事後学修】
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に提示された課題に対するレポートを評価（50 点）する。土構造物の設計・施工にかかわる課題を総合課題レポー
ト（50 点）とし、併せて60 点以上を合格とする。これらのレポートの評価のポイントは、以下のとおりである。①レ
ポートしての体裁が整っているか、②わかりやすいスタイルで記述されているか、③記載内容は合理的であるか、④計算
は確実に行われているか、⑤考察は十分であるか

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で利用した教科書を充分に復習すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地盤動力学特論、耐震防災工学特論

■テキスト■テキスト

利用しない。

■参考文献■参考文献

より深く学習するための参考書および参考文献は講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

地盤力学は、固相と液相の両者を考える問題であることを常に心がけること
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山口　晶

地盤動力学特論
Geotechnical Dynamics

■テーマ■テーマ

これまで学んだ地盤力学の知識の復習を行う。それとともに，特に液状化を対象とした繰返し挙動の基礎知識を得る。

■講義内容■講義内容

学部の時に学んだ地盤力学の復習とさらに踏み込んだ内容を講義したのちに，特に液状化を対象とした繰返し挙動の基礎
知識を得る。

■達成目標■達成目標

地盤力学から地盤工学の範囲を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部の講義における地盤力学の復習
【授業内容】　ガイダンス　今後の進め方、テキストの説明、講義の概要の説明
【事後学修】　地盤力学IおよびIIの復習をする

第２回 【事前学修】　地盤工学の必要性と位置付けをまとめておく
【授業内容】　地盤工学の概要
【事後学修】　教科書を読んでおく

第３回 【事前学修】　土の成り立ち，地形との相関について調べておく
【授業内容】　2. 土の成り立ち
【事後学修】　土の成り立ちについての復習

第４回 【事前学修】　土質試験にはどのおうな種類があるか調べておく
【授業内容】　3. 土質試験
【事後学修】　土質試験についての復習

第５回 【事前学修】　原位置試験にはどのような種類があるか調べておく
【授業内容】　4.原位置試験
【事後学修】　原位置試験についての復習

第６回 【事前学修】　単位体積重量について理解しておく
【授業内容】　5.垂直応力の計算
【事後学修】　垂直応力の計算ができるようにする

第７回 【事前学修】　圧密現象について教科書を読んでおく
【授業内容】　6.圧密現象　圧密のメカニズム
【事後学修】　圧密のメカニズムについて復習する

第８回 【事前学修】　標準圧密試験の目的をまとめておく
【授業内容】　7.圧密現象　標準圧密試験
【事後学修】　標準圧密試験で求められる係数の整理をする

第９回 【事前学修】　圧密沈下量の計算方法の復習
【授業内容】　8.圧密現象　圧密沈下量の計算手法
【事後学修】　条件により沈下量の計算手法を使い分けられるようにする

第10回 【事前学修】　せん断の部分の復習をしておく
【授業内容】　9.土の強さ　モールの円とクーロンの破壊線
【事後学修】　モールの円，クーロンの破壊線の復習をする

第11回 【事前学修】　せん断試験における排水条件を調べておく
【授業内容】　10.土の強さ　せん断試験と排水条件
【事後学修】　せん断試験と排水条件，土質定数の関係をまとめる

第12回 【事前学修】　液状化被害について自分で調べておく
【授業内容】　11.液状化の基礎
【事後学修】　液状化被害にはどのようなものがあるかまとめる

第13回 【事前学修】　地盤災害と対策工法について調べておく。
【授業内容】　12.液状化被害と対策
【事後学修】　液状化被害と対策をまとめる

第14回 【事前学修】　地震時の地盤災害について調べておく
【授業内容】　13. 地震被害　東北地方太平洋沖地震における地盤災害
【事後学修】　自分で東北地方太平洋沖地震の地盤災害を調べてみる

第15回 【事前学修】　口頭試問に備える。
【授業内容】　口頭試問
【事後学修】　答えられなかったことを復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊各講義時間における発表と質疑応答の内容 40％、最終日の口頭試問60％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊テキストを熟読し、発表資料を準備する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊地盤力学特論

■テキスト■テキスト

＊配布資料
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■参考文献■参考文献

＊「液状化の調査から対策工まで」　安田進　鹿島出版会

■履修上の注意■履修上の注意

＊講義を主とする。
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宮内　啓介

環境生物工学特論
Environmental Biotechnology

■テーマ■テーマ

遺伝子工学の基礎

■講義内容■講義内容

環境分析において使用される DNA 解析技術の基盤となる遺伝子工学の基礎知識を習得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①セントラルドグマを理解し、説明できるようになる。
②　遺伝子組換え技術について理解し、説明できるようになる。
③　細菌の遺伝子クローニングについて理解し、説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読してくること。
【授業内容】　授業内容の説明
【事後学修】　シラバスを再読し、内容を確認する。

第２回 【事前学修】　真核生物、原核生物の細胞の構造を図にする。
【授業内容】　細胞の構造
【事後学修】　真核生物、原核生物の細胞を構成する成分についてまとめる。

第３回 【事前学修】　細菌の増殖曲線と各フェーズについて調べる。
【授業内容】　微生物の増殖
【事後学修】　増殖曲線の各フェーズがなぜうまれるのかをまとめる。

第４回 【事前学修】　タンパク質の定義について調べる。
【授業内容】　タンパク質の構造と機能
【事後学修】　タンパク質の 1 - 4 次構造についてまとめる。

第５回 【事前学修】　DNA の構造を図にする。
【授業内容】　DNA の構造と機能
【事後学修】　セントラルドグマについてまとめる。

第６回 【事前学修】　転写について調べる。
【授業内容】　転写のメカニズム
【事後学修】　事前に描いてきた図に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第７回 【事前学修】　翻訳について調べる。
【授業内容】　翻訳のメカニズム 1；コドン表
【事後学修】　DNA 配列からタンパク質の一次構造を求めることができるようにする。

第８回 【事前学修】　基本的な 3 種の RNA について調べる。
【授業内容】　翻訳のメカニズム 2；リボソームと tRNA の働き
【事後学修】　3 種の RNA の区別を理解する。

第９回 【事前学修】　遺伝子組換えの定義と例を調べる。
【授業内容】　遺伝子組換え技術概説
【事後学修】　遺伝子組換えの歴史についてまとめる。

第10回 【事前学修】　プラスミドの定義と例を調べる。
【授業内容】　大腸菌の遺伝子組換え 1；プラスミドとベクター
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第11回 【事前学修】　形質転換におけるベクターの役割について調べる。
【授業内容】　大腸菌の遺伝子組換え 2；形質転換法
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第12回 【事前学修】　DNA のクローニングについて調べる。
【授業内容】　DNA の解析技術
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第13回 【事前学修】　PCR 法の原理について調べる。
【授業内容】　PCR 法
【事後学修】　PCR 法を用いた目的配列の増幅についてまとめる。

第14回 【事前学修】　サンガー法について調べる。
【授業内容】　DNA 塩基配列決定法
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第15回 【事前学修】　これまでの講義内容を復習して、不明な点をまとめておく。
【授業内容】　講義のまとめとレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に基づいてレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの内容（50％）および授業中の口頭試問（50％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

環境分野の科目の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境保全工学特論、環境化学特論
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■テキスト■テキスト

プリントおよび学術論文のコピーを配布する。

■参考文献■参考文献

EURO 版　バイオテクノロジーの教科書（ブルーバックス）

■履修上の注意■履修上の注意

与えられた課題に対しては、時間をかけて調べ、考えること。
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中村　寛治

環境保全工学特論
Environmental Protection Engineering

■テーマ■テーマ

環境汚染の機構を理解し、その対策に関する工学的な知識と技術を学ぶ

■講義内容■講義内容

これまでに起きた環境問題を例にその機構を理解し、環境保全への工学的な対応を学ぶ。この授業は対面授業として行
う。

■達成目標■達成目標

①環境保全に関する知識と技術を体系的に修得させる。
②世界各地で起きている環境汚染問題の実情を把握する。
③個々の環境汚染問題に対して、対応可能な技術を提示できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会生活と環境問題－水の汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－水の汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－水の汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第２回 【事前学修】　社会生活と環境問題－大気の汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－大気の汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－大気の汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第３回 【事前学修】　社会生活と環境問題－土壌汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－土壌汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－土壌汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第４回 【事前学修】　環境保全に係わる法規の体系について日本の法律を調べる
【授業内容】　環境保全に係わる法規の体系
【事後学修】　環境保全に係わる法規の体系　とアメリカとの差をまとめる

第５回 【事前学修】　環境中の物質循環　について重要な元素について調べる
【授業内容】　環境中の物質循環
【事後学修】　環境中の物質循環　について自己把握との差を整理、修正する

第６回 【事前学修】　環境中の汚染物質の分析　について現在濃度測定が難しい汚染物質を調べる
【授業内容】　環境中の汚染物質の分析
【事後学修】　環境中の汚染物質の分析　について現在濃度測定が難しい汚染物質の国内測定企業をまとめる

第７回 【事前学修】　排水処理技術の体系　について分類資料を作成する
【授業内容】　排水処理技術の体系
【事後学修】　排水処理技術の体系　について分類資料を基に国内の商品化の現状をまとめる

第８回 【事前学修】　活性汚泥法の原理及び応用　について日本の利用現状を調べる
【授業内容】　活性汚泥法の原理及び応用
【事後学修】　活性汚泥法の原理及び応用　について多賀城周辺の状況をまとめる

第９回 【事前学修】　排水処理技術の高度化　について現在日本で注目されている技術を調べる
【授業内容】　排水処理技術の高度化
【事後学修】　排水処理技術の高度化　について現在日本で注目されている技術の適用先の特徴をまとめる

第10回 【事前学修】　排水の物理化学的処理　で利用される基本原理を調べる
【授業内容】　排水の物理化学的処理
【事後学修】　排水の物理化学的処理　が利用されるた場合のメリットを生物的な処理との比較でまとめる

第11回 【事前学修】　汚染土壌の処理技術（易分解性）で適用されている技術を調べる
【授業内容】　汚染土壌の処理技術（易分解性）
【事後学修】　汚染土壌の処理技術（易分解性）が適用可能な汚染現場を整理する

第12回 【事前学修】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）で適用されている処理技術を調べる
【授業内容】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）
【事後学修】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）の国内の処理状況を整理する

第13回 【事前学修】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）で適用されている処理技術を調べる
【授業内容】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）
【事後学修】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）の国内の処理状況を整理する

第14回 【事前学修】　環境影響を評価する手法　について適用できる統計解析法を調べる
【授業内容】　環境影響を評価する手法
【事後学修】　環境影響を評価する手法　について適用できる統計解析法を使って事例解析を行う

第15回 【事前学修】　全体の授業内容を復習する。
【授業内容】　まとめの試験
【事後学修】　まとめの試験の結果を見直し、復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート課題（50％）およびまとめの試験（50％）によって評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部科目の環境工学 II および環境保全工学の内容を理解していること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境微生物学特論
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■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示

■履修上の注意■履修上の注意

現状の環境問題に関する情報を意識して収集、理解すること
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韓　連熙

環境化学特論
Environmental Chemistry

■テーマ■テーマ

地球と環境化学

■講義内容■講義内容

環境に対する意識、理念、計画、基準、指標などについて論ずる。また、実際の環境問題を取り上げ、処理方法などの解
決について討議しあいながら修得していく。

■達成目標■達成目標

①環境中で重要となる様々な現象を説明することができる。
②　環境問題を統合的に把握できる。
③　近年注目される汚染物質の発生原因、移動、問題の顕在化、対策を学ぶことにより、環境問題を多面的に捉えること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　シラバスの説明（総論）
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や進め方を理解する。

第２回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「宇宙と地球」と「生命と地球」について考えてくる。
【授業内容】　地球環境
【事後学修】　宇宙の中の地球について理解し、地球の生命の誕生について説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「原子の種類」、「化学結合」、「有機分子」についてまとめて
くる。
【授業内容】　化学物質と環境
【事後学修】　高分子について基本的な構造から考え、まとめる。

第４回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「身の回りの化学物質」について考えてくる。
【授業内容】　生活の中の化学物質（健康と化学物質）
【事後学修】　身の回りの化学物質として合成洗剤やプラスチックなどの構造や処理について調べて理解する。

第５回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「有害な有機化合物」についてまとめてくる。
【授業内容】　生活の中の化学物質（有害な有機物質）
【事後学修】　環境中に拡散した化学物質により発生した被害や病気などについて調べて理解する。

第６回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「大気を構成する物質」について考えてくる。
【授業内容】　大気の化学
【事後学修】　浮遊粒子状物質の発生経路や被害について調べる。

第７回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「水の性質」についてまとめてくる。
【授業内容】　水の化学（循環水、生活の中の水）
【事後学修】　循環する水についてまとめて理解し、生活中に使える水の量について調べて理解する。

第８回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「生活の中の水」について考えてくる。
【授業内容】　水の化学（上下水道）
【事後学修】　水道水をつくる過程を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「水の汚染の事例」についてまとめてくる。
【授業内容】　水の化学（水の汚染）
【事後学修】　最近、起きた環境中の水汚染について原因や再発防止について調べて理解する。

第10回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「土壌ってどのようなもの」と「地球上における物質の循環」に
ついて考えてくる。
【授業内容】　土壌の化学
【事後学修】　土壌中の炭素や窒素の循環について説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「地球温暖化の原因物質」についてまとめてくる。
【授業内容】　地球環境問題（地球温暖化）
【事後学修】　地球温暖化がもたらす影響を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「酸性雨の事例」についてまとめてくる。
【授業内容】　地球環境問題（オゾン層と酸性雨）
【事後学修】　オゾン層の説明と酸性雨の概念の説明や pH 計算ができるようにする。

第13回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「化石燃料と再生可能エネルギー」についてまとめてくる。
【授業内容】　エネルギーと環境（自然エネルギー）
【事後学修】　国内で使用可能な再生エネルギーについて調べて説明できるようにする。

第14回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「グリーンケミストリ―」について考えてくる。
【授業内容】　エネルギーと環境（グリーンケミストリ―）
【事後学修】　環境にやさしい化学合成で生産されたものについて調べ、まとめる。

第15回 【事前学修】　授業中で取り上げたことの中で課題を決め、発表スライドを準備することと討論の準備をするこ
と。
【授業内容】　総合討論（課題発表）
【事後学修】　発表課題や討論課題について詳しく説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートや小テストなどによる平常点（達成目標①と②、配点40点＝10点×4回、評価の観点・基準：記述内容の適切さ
（50％）、指示された形式の遵守（50％））、課題発表（達成目標③、配点60点＝30点×2回、評価の観点・基準：テーマ
の独自性（20％）、主張と論拠の明確さ（50％）、発表スライドの完成度（30％））によって評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地球環境レベルの問題について、様々な具体例を基に講義を進めるため、一般的な化学に関しては事前に理解しておくこ
とが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境保全工学特論、環境微生物学特論

■テキスト■テキスト

毎回の講義で資料を配布する。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

国際的な環境問題について、新聞、インターネット等を通して常に興味を高めておくこと。また、オフィスアワー等につ
いては開講時に指示する。
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鈴木　道哉

環境共生型地域設備計画特論
Sustainable area facility planning

■テーマ■テーマ

本講義では、国内の地域再開発などの事例研究を通じ、持続可能な地域空間の設備システム構築に向けたデザイン手法に
ついて学ぶ

■講義内容■講義内容

多賀城市の地域再開発計画などを題材として関連技術の講義と地域の設備システム計画と概念設計実施とこれらの発表お
よび討議をメインとした内容とする。対面で実施。

■達成目標■達成目標

現在の地域再開発におけるサステナブルなエネルギー供給システムを含めた設備基本計画が構築できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回
【授業内容】　ガイダンス

第２回
【授業内容】　終戦直後の東京に学ぶ都市再生ビジョンと都市計画の視点（講義）

第３回
【授業内容】　東京の都市再生の在り方と環境共生都市への視点（受講者発表と討議）

第４回
【授業内容】　環境共生都市構築のための負荷平準化と設備システム技術（講義と討議）

第５回
【授業内容】　未来都市構想におけるエネルギー供給システムと技術（講義と討議）

第６回
【授業内容】　再開発地域などの多賀城市内視察

第７回
【授業内容】　視察結果の受講者報告と討議

第８回
【授業内容】　都市の低炭素法、省エネ法など関連法規の整理（受講者発表と討議）

第９回
【授業内容】　エリアのサステナブル化のための基本計画、概念設計（受講者発表と討議）

第10回
【授業内容】　都市のヒートアイランド防止と都市緑化の効用（講義と討議）

第11回
【授業内容】　歴史的建造物の保存と設備リニューアル技術（講義と討議）

第12回
【授業内容】　先端的な建設技術の都市再開発への適用（講義と討議）

第13回
【授業内容】　エネルギー供給システムの今後の在り方と設備システム計画上の留意点（受講者発表と討議）

第14回
【授業内容】　再開発エリアの設備システム概念設計（受講者成果発表と討議）

第15回
【授業内容】　総合討論、まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

設備設計成果などのプレゼンテーション 80％、討議での発言 20％ で評価する。プレゼンテーションでは、コンセプトの
明確さと設備システム計画の妥当性、発表スキルなどを評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連文献を熟読し関連する知識習得に努めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

既に、建築設備、建築設備計画を履修して知識を習得していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

特になし（必要に応じて資料を適宜、教員より配布）

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

積極的に議論に参加すること。オフィスアワーに代えてmanabaの個別指導コレクションを用いる。
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三戸部　佑太

応用水理学特論
Advanced Course of Applied Hydraulics

■テーマ■テーマ

水理学の応用に向けた基礎理論と数値解法

■講義内容■講義内容

水の流れを支配する基礎方程式を導出し、流れの基本的な性質について学習する。さらに基礎方程式を数値的に解く方法
を学習する。

■達成目標■達成目標

①水の流れについて応用的な問題に取り組むための基礎的な知識を習得する。
②プログラミングの基礎を習得するとともに流体の数値計算法の概要を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　工学的に水理学が応用される問題に関する情報収集
【授業内容】　概説および水理学の復習
【事後学修】　学部で修得した水理学に関する復習

第２回 【事前学修】　管路や開水路における連続式の復習
【授業内容】　質量保存
【事後学修】　授業時に説明する 3 次元流体の連続式を自ら導出する

第３回 【事前学修】　管路や開水路における運動量保存則の復習
【授業内容】　運動量保存
【事後学修】　授業時に説明する 3 次元流体の運動方程式を自ら導出する

第４回 【事前学修】　ベルヌイ式の復習
【授業内容】　エネルギー保存
【事後学修】　授業時に説明する一般化されたベルヌイ式を自ら導出する

第５回 【事前学修】　第 2 回～第 4 回授業の復習
【授業内容】　ポテンシャル流れ
【事後学修】　第 5 回授業内容の復習

第６回 【事前学修】　水の物性に関する基礎の復習
【授業内容】　粘性流体の流れ
【事後学修】　第 6 回授業内容の復習

第７回 【事前学修】　水の波の基礎理論に関する復習
【授業内容】　浅水流方程式
【事後学修】　授業時に説明する浅水流方程式を自ら導出する

第８回 【事前学修】　身近に存在する乱流現象についての情報収集
【授業内容】　層流と乱流について
【事後学修】　身近な現象を対象に層流と乱流について考察する

第９回 【事前学修】　第 8 回授業の復習
【授業内容】　乱流の運動方程式
【事後学修】　授業時に説明する乱流の運動方程式を自ら導出する

第10回 【事前学修】　プログラミングの基礎およびパソコンの使用方法に関する確認
【授業内容】　プログラミングの基礎
【事後学修】　プログラミングの練習

第11回 【事前学修】　プログラミングの練習
【授業内容】　微分方程式の数値解法の基礎
【事後学修】　簡単な微分方程式を数値的に解く練習

第12回 【事前学修】　簡単な微分方程式を数値的に解く練習
【授業内容】　数値計算結果の図示
【事後学修】　数値計算結果の図示の練習

第13回 【事前学修】　第10回~第12回授業の復習
【授業内容】　1 次元浅水流方程式の数値計算
【事後学修】　浅水流方程式の数値計算の実践

第14回 【事前学修】　第10回~第12回授業の復習
【授業内容】　1 次元乱流方程式の数値計算
【事後学修】　乱流方程式の数値計算の実践

第15回 【事前学修】　第13回~第14回授業の復習
【授業内容】　流体の計測方法、数値計算結果の検証
【事後学修】　第15回授業内容の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時に課す演習課題（60％）およびレポート（40％）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で学修した水理学および数学の基礎（特に微分・積分）に関する復習、プログラミング習得のための自主的な練習

■テキスト■テキスト

講義資料を配布
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■参考文献■参考文献

水理学入門（真野・田中・風間・梅田、共立出版）、9784320074309
明解水理学（日野幹雄、丸善株式会社）、9784621027786

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等は開講時に指示します。
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千田　知弘

耐震・防災工学特論
Disaster Prevention Engineering

■テーマ■テーマ

被害予測のための地震応答解析

■講義内容■講義内容

地盤の地震応答解析の方法を示す。
本講義は対面で実施する．

■達成目標■達成目標

①地盤の繰返しせん断特性を理解する
②全応力に基づく地震応答解析ができるようになる
③地震応答解析の結果が評価できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト 1 ～ 16 ページを読んでおく
【授業内容】地盤を伝わる地震動の特徴
【事後学修】テキスト 1～16 ページの内容を理解する。

第２回 【事前学修】テキスト 17 ～ 20 ページを読んでおく
【授業内容】地盤を伝わる地震動の特徴
【事後学修】テキスト 17～20 ページの内容を理解する。

第３回 【事前学修】テキスト 21～30 ページを読んでおく
【授業内容】入力地震動の設定
【事後学修】テキスト 21～30 ページの内容を理解する。

第４回 【事前学修】テキスト 47～58 ページを読んでおく
【授業内容】地盤調査の方法
【事後学修】テキスト 47～58 ページの内容を理解する

第５回 【事前学修】テキスト 59～90 ページを読んでおく
【授業内容】繰返しせん断試験とは
【事後学修】テキスト 59～90 ページの内容を理解する

第６回 【事前学修】テキスト 91～126 ページを読んでおく
【授業内容】繰返しせん断特性のモデル化
【事後学修】テキスト 91～126 ページの内容を理解する

第７回 【事前学修】テキスト 205～209 ページを読んでおく
【授業内容】地盤の減衰特性 1　散乱減衰
【事後学修】テキスト 205～209 ページの内容を理解する

第８回 【事前学修】テキスト 201～212 ページを読んでおく
【授業内容】地盤の減衰特性 2　材料減衰
【事後学修】テキスト 201～212 ページ内容を理解する

第９回 【事前学修】テキスト 153～174 ページを読んでおく
【授業内容】空間のモデル化手法
【事後学修】テキスト 153～174 ページ内容を理解する

第10回 【事前学修】テキスト 175～200 ページを読んでおく
【授業内容】数値積分手法
【事後学修】テキスト 175～200 ページの内容を理解する

第11回 【事前学修】テキスト 213～221 ページを読んでおく
【授業内容】実例に基づく各種パラメータの感度
【事後学修】テキスト 213～221 ページの内容を理解する

第12回 【事前学修】テキスト 222～234 ページを読んでおく
【授業内容】数値解析に基づく各種パラメータの感度
【事後学修】テキスト 222～234 ページの内容を理解する

第13回 【事前学修】コマンドプロンプトを使えるようしておく
【授業内容】地震応答解析実習 1　データの作り方
【事後学修】コマンドプロンプトで事例計算を行う

第14回 【事前学修】テキストエディタを使える様にしておく
【授業内容】地震応答解析実習 2　パソコンでのデータの作り方
【事後学修】例題データを走らせて、結果を出力する

第15回 【事前学修】エクセルの Do-While 分が使える様になっておく。
【授業内容】地震応答解析実習 3　出力、データ処理の方法
【事後学修】解析結果の判断を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊実習の結果得られた解析結果で判断する。（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊学部の地盤工学、地震工学の内容を理解しておく。テキストの 17～20 ページを読んでおく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊なし
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■テキスト■テキスト

＊吉田望（2010）：地盤の地震応答解析、鹿島出版会、256pp。

■参考文献■参考文献

＊地盤の動的解析－基礎理論から応用まで－、地盤工学・基礎理論シリーズ2、地盤工学会、2007、152pp。

■履修上の注意■履修上の注意

＊パソコンを使うので、使える様になっておくこと
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中沢　正利

構造工学特論
Advanced Structural Engineering

■テーマ■テーマ

構造部材の塑性解析

■講義内容■講義内容

構造部材の終局強度を知るには、使用材料の弾塑性特性を考慮した解析が必要不可欠である。もっとも簡単なトラス構造
から始め、曲げ材の弾塑性挙動について講義し、さらに構造システムとしてのラーメン構造全体に対する塑性解析法を学
修する。

■達成目標■達成目標

①鋼材の材料特性とその代表的モデル化について理解する。
②弾塑性挙動を伴なうトラス構造の変形過程と終局強度について理解し、説明できるようになる。
③はり部材の形状係数及び曲げに伴なう塑性化範囲が計算できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　建設分野で多用される鋼材の力学的性質について復習してくる。特に鋼材の応力ーひずみ関係と
力学諸量の関連についてまとめ、ノートしてくること。
【授業内容】　鋼材の弾塑性特性とモデル化
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や授業計画を理解すること。

第２回 【事前学修】　トラス構造の軸力の解法（節点法、切断法）について、専門書等で確認してノートしてくるこ
と。
【授業内容】　トラス構造の弾塑性挙動
【事後学修】　トラス構造の課題を2つの異なる解法によって解き、答えを検証することの大切さを理解するこ
と。

第３回 【事前学修】　不静定トラス構造の軸力を求める解法について、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの例題
【事後学修】　トラス構造の軸力に材料的な上限値がある場合の挙動について、各部材の断面積を変化させた場
合について解くこと。

第４回 【事前学修】　トラス構造内の一部材の軸力が限界値に達する場合のトラス構造の全体的な力のつりあいを求め
る解法について、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの弾塑性挙動
【事後学修】　トラス構造の全体的な力のつりあいをいくつかに区分して、各部材の断面積を変化させた場合に
ついて解くこと。

第５回 【事前学修】　トラス構造の全体的な力のつり合いをいくつかに区分して考えた場合の、総合的な荷重と変位の
関係を考えて解いてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの剛塑性挙動との関連
【事後学修】　材料特性に剛塑性モデル化を適用した場合を弾塑性挙動と比較することより、トラス構造の終局
強度について考えてくること。

第６回 【事前学修】　曲げ部材に生じる曲げ応力度の求め方及び曲げモーメントとの関係について、専門書等で再確認
してノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の基礎理論と曲率
【事後学修】　曲げ応力度算定式の具体的導出を行い、曲げ部材の曲率の考え方を、関連する式とともに整理す
ること。

第７回 【事前学修】　曲げ部材に生じる曲げ応力度にも材料的な上限値があるため、弾塑性状態での曲げ応力度分布に
ついて調べてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の弾塑性挙動
【事後学修】　弾塑性状態での曲げ応力度分布と曲げモーメントの関係について、関連する式とともに整理し、
例題を解くこと。

第８回 【事前学修】　曲げモーメント基本式に基づいた弾塑性状態での曲げモーメントの求め方について、専門書等で
調べてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の降伏曲げモーメントと全塑性モーメント
【事後学修】　理論的な積分表現による曲げモーメントの定式化を理解し、例題を解くこと。

第９回 【事前学修】　単純な矩形断面ではない I 形断面桁の場合の曲げ応力度分布と曲げモーメントの求め方につい
て、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　種々の形状を持つ断面の弾塑性挙動
【事後学修】　具体的な断面課題について理論的な積分表現による曲げモーメント定式化と、簡易計算式による
値を比較すること。

第10回 【事前学修】　三角形などの上下非対称断面桁の場合の曲げ応力度分布と曲げモーメントの求め方について、専
門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　非対称断面の全塑性モーメント
【事後学修】　左右非対称な溝形鋼などの演習問題について、曲げモーメントの値を求めること。

第11回 【事前学修】　曲げ材の一部が降伏応力度に達した場合の塑性化範囲の拡がり方を考えてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲の例題
【事後学修】　曲げ材に発生する曲げ応力度の分布とその一部が降伏応力度に達した場合の曲げ応力度の頭打ち
現象について、例題を確認すること。

第12回 【事前学修】　曲げ応力分布の一部が降伏応力度に達した場合の曲率について考えてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲計算法
【事後学修】　曲げ応力度が降伏応力度に達する範囲を示す関係式について確認し、指定した弾塑性状態での塑
性化範囲を図示すること。
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第13回 【事前学修】　曲げ応力度が降伏応力度に達する範囲を示す関係式に各種パラメータを代入して、その妥当性を
確認してくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲と塑性ヒンジについて
【事後学修】　断面の全領域が降伏応力度に達する場合には、塑性ヒンジとしてモデル化できる理由を考えるこ
と。

第14回 【事前学修】　曲げ材に生じるたわみ量の計算法について、専門書等で確認してノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の弾塑性たわみ
【事後学修】　曲げ材の一部が降伏応力度に達した弾塑性状での曲げ材に生じるたわみ量の計算法を例題により
確認すること。

第15回 【事前学修】　曲げ材の曲げ応力度が弾塑性状態にある場合の曲げ強度を示す関係式について、専門書等で調べ
てノートしておくこと。
【授業内容】　塑性解析のための各種手法
【事後学修】　塑性解析のための各種手法について、関係式を確認しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義期間中に課す複数回のレポート(80％)及び小テスト(20％)の結果を総合評価して、得点率60％以上を合格とする。授
業中の演習課題により達成目標①の達成度を確認する。評価基準は理解度(100％)である。また、レポート及び小テストに
より達成目標②と③の達成度を確認する。評価基準は記述の適切性(50％)、解答の正確性(50％)である。具体的な評価基
準と結果のフィードバック方法は、授業の中で説明する。または、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

トラス部材、曲げ部材の力学は理解しているものとして授業は成り立っている。

■参考文献■参考文献

石川信隆・大野友則著：「入門・塑性解析と設計法」、森北出版、1988。 ISBN 9784627913103

■履修上の注意■履修上の注意

エネルギー原理および仮想仕事の原理を用いるので、それらに関する予習が必要不可欠である。オフィス・アワーに代わ
り、担当教員のメイルアドレスを開講時に公開する。

環

境

建

設

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1193 -



李　相勲

構造振動学特論
Advanced Structural Dynamics

■テーマ■テーマ

スペクトル解析

■講義内容■講義内容

時間的あるいは空間的に変化する不規則変動の強度および周波数特性を探る解析法について、データ処理の手法から耐震
設計を中心とする応用まで講義する。

■達成目標■達成目標

スペクトル解析の概念および基本理論、データ処理の手法などについ て理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】虹という自然現象を調べて太陽光線のスペク トルについて理解する。
【授業内容】スペクトルとは
【事後学修】スペクトルと関連する用語を習得する。

第２回 【事前学修】三角関数の演算について理解する。
【授業内容】フーリエ級数
【事後学修】フーリエ級数の解を求める過程を詳しく示す。

第３回 【事前学修】複素数の演算について理解する。
【授業内容】フーリエ積分
【事後学修】フーリエ・スペクトルの意義を整理する。

第４回 【事前学修】データの相関性をグラフで表してみる。
【授業内容】自己相関係数
【事後学修】自己相関係数プログラムを用いて例題波の自己相関係数を求める。

第５回 【事前学修】有限複素フーリエ級数について復習する。
【授業内容】パワースペクトル
【事後学修】FOUCを使い例題波に対する結果を求める。

第６回 【事前学修】自己相関と相互相関を理解する。
【授業内容】クロススペクトル
【事後学修】クロススペクトルの意味と性質について整理する。

第７回 【事前学修】白色雑音について調べる。
【授業内容】白色雑音のスペクトルと自己相関関数
【事後学修】プログラムを用いて白色雑音の自己相関係数 を求める。

第８回 【事前学修】物理学でのエントロピーについて理解する。
【授業内容】情報エントロピーとスペクトル
【事後学修】情報エントロピーとスペクトルの関連性と意 義を整理する。

第９回 【事前学修】確立分布関数と確率密度関数について理解する。
【授業内容】確率密度と相関関数
【事後学修】地震波に対し、ゼロ・クロッシング法とビー ク法による周期一頻度スペクトルを求める。

第10回 【事前学修】手計算でフーリエ・スペクトルの係数を求める。
【授業内容】スペクトル計算の誤差理論
【事後学修】スペクトルの推定誤差を求める方法を整理する。

第11回 【事前学修】Excel でフーリエ・スペクトルの係数を求める。
【授業内容】データ処理の手法 (fast Fourier transform法)
【事後学修】エル・セントロ地震波に対してのFOUCとFASTの結果を求め比較する。

第12回 【事前学修】Fortran 言語の基本 (命令語、 フォーマット など)について学習する。
【授業内容】データ処理の手法(最大エントロピー法)
【事後学修】最大エントロピー法によるプログラムを作成する。

第13回 【事前学修】学部の地震工学Ⅰの運動方程式について復習する。
【授業内容】振動理論
【事後学修】コンクリート造の門型ラーメンに対する固有周期を求める。

第14回 【事前学修】学部の地震工学Ⅰの耐震設計の概念について復習する。
【授業内容】地震応答スペクトル
【事後学修】応答スペクトルを求めるプログラムを作成する。

第15回 【事前学修】コンピュータプログラムの入出力について学習する。
【授業内容】コンピュータプログラム
【事後学修】授業で使用したプログラムをすべて一般化する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊基準 講義期間中に課すレボート (100%) 結果を評価して60点以上を合格する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊三角関数の微積分、複素関数、振動学、確率論、フォートラン言語に対する基礎知識が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊特になし。

■テキスト■テキスト

＊特に指定しない。

環

境

建

設

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1194 -



■参考文献■参考文献

＊スペクトル解析 (日野幹雄著)、新・地震動のスペクトル解析入門 (大崎順彦著)

■履修上の注意■履修上の注意

＊授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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恒松　良純

建築計画学特論
Architectural Programming

■テーマ■テーマ

　本講義では、広範にわたる建築計画より、主として景観に関する諸理論を概観し、景観デザインの方法論や概念につい
て概説する。特に実践的な地域の景観まちづくりの視点から各々の建築に関わる人が求める建築の機能とその建築が地域
にもたらすファサードデザインの効果について計画の整合性について考察する。

■講義内容■講義内容

　集落、都市の発生過程をふり返りながら景観における空間概念を理解する。　国内における景観法の活用なども視野に
入れた事例調査を行う。空間における調査・分析方法の解説を行った後、実際の建築・都市空間におけるフィールドサー
ベイを行う。建築設計上の留意点を把握し、都市との関係性に着目する。調査内容の発表をメインとしたゼミナール形式
とする。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

・景観緑三法について説明できる。
・空間の意味とデザインに関する説明ができる。
・景観デザインとまちづくりに関する方法論を理解できる。
・景観についての諸問題について提言、提案することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　講義内容について確認する
【授業内容】　ガイダンス－都市の成立について
【事後学修】　都市の成立について復習する

第２回 【事前学修】　景観とまちづくりについて予習する
【授業内容】　景観まちづくりとその意義・方法
【事後学修】　景観とまちづくりについて復習する

第３回 【事前学修】　景観形成と建築デザインについて考える
【授業内容】　景観形成と建築デザイン
【事後学修】　景観形成と建築デザインについて調べる

第４回 【事前学修】　調査・分析方法について考える
【授業内容】　調査・分析方法
【事後学修】　調査・分析方法について復習する

第５回 【事前学修】　デザインガイドラインについて調べる
【授業内容】　デザインガイドラインと設計上の留意点
【事後学修】　設計上の留意点を考える

第６回 【事前学修】　地域と住民の参画について考える
【授業内容】　地域・住民の参画
【事後学修】　住民の参画について調べる

第７回 【事前学修】　リサーチ結果をまとめる
【授業内容】　まちづくりのリサーチ結果に対する討議
【事後学修】　討議内容を復習する

第８回 【事前学修】　法規制について調べる
【授業内容】　法規制と景観まちづくり
【事後学修】　法規制について復習する

第９回 【事前学修】　都市計画について調べる
【授業内容】　都市計画と景観まちづくり
【事後学修】　都市計画について復習する

第10回 【事前学修】　景観法について調べる
【授業内容】　景観法と景観まちづくり
【事後学修】　景観法について復習する

第11回 【事前学修】　リサーチ結果をまとめる
【授業内容】　景観法のリサーチ結果に対する討議
【事後学修】　討議内容について復習する

第12回 【事前学修】　実空間を調査する
【授業内容】　実空間を対象としたフィールドサーベイ
【事後学修】　実空間の調査結果をまとめる

第13回 【事前学修】　内部空間を調査する
【授業内容】　建築設計上の内部空間構成のフィールドサーベイ
【事後学修】　内部空間の調査結果をまとめる

第14回 【事前学修】　外部空間を調査する
【授業内容】　建築設計上の外部空間構成のフィールドサーベイ
【事後学修】　外部空間の調査結果をまとめる

第15回 【事前学修】　プレゼンテーションをまとめる
【授業内容】　サーベイの結果に関するプレゼンテーションと討議
【事後学修】　景観まちづくりについてまとめる
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

リサーチ結果のプレゼンテーション 80％、討議での発言 20％ で評価する。プレゼンテーションでは、リサーチの正確さ
と情報をまとめる力、発表スキルを評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義の中で適宜指示する

■参考文献■参考文献

まちづくり教科書　第 8 巻　景観まちづくり　日本建築学会編　丸善株式会社　ISBN4-621-07563-2

■履修上の注意■履修上の注意

授業回ごとに復習を行い、よく内容を理解すること
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櫻井　一弥

建築構造設計特論
Structural Design

■テーマ■テーマ

本講義では、講義と課題を通して、建築の構造設計手法について学ぶ。

■講義内容■講義内容

建築構造設計およびその関連技術についての講義と、具体的な例題について設計を行う課題などの内容とする。

■達成目標■達成目標

建築の構造設計手法について基礎的な技術を習得し、簡単な構造設計が行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書等をもとに建築構造全般について復習しておく
【授業内容】　ガイダンス、建築における構造の役割
【事後学修】　建築構造についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第２回 【事前学修】　資料等をもとに、地震被害と耐震設計の歴史について調べておく
【授業内容】　地震被害と耐震設計の歴史
【事後学修】　地震被害と耐震設計の歴史についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第３回 【事前学修】　資料等をもとに、構造計算ルートの概要について調べておく
【授業内容】　構造計算ルートの概要
【事後学修】　構造計算ルートの概要についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第４回 【事前学修】　資料等をもとに、荷重と外力について調べておく
【授業内容】　荷重と外力
【事後学修】　荷重と外力についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第５回 【事前学修】　資料等をもとに、許容応力度設計について調べておく
【授業内容】　許容応力度設計
【事後学修】　許容応力度設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第６回 【事前学修】　資料等をもとに、偏心率、剛性率について調べておく
【授業内容】　偏心率、剛性率
【事後学修】　偏心率、剛性率についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第７回 【事前学修】　資料等をもとに、保有水平耐力について調べておく
【授業内容】　保有水平耐力
【事後学修】　保有水平耐力についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第８回 【事前学修】　資料等をもとに、鉄筋コンクリート造部材の設計について調べておく
【授業内容】　鉄筋コンクリート造部材の設計
【事後学修】　鉄筋コンクリート造部材の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第９回 【事前学修】　資料等をもとに、鉄骨造部材の設計について調べておく
【授業内容】　鉄骨造部材の設計
【事後学修】　鉄骨造部材の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第10回 【事前学修】　資料等をもとに、木造構造の設計、基礎の設計について調べておく
【授業内容】　木造構造の設計、基礎の設計
【事後学修】　木造構造の設計、基礎の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第11回 【事前学修】　資料等をもとに、1自由度系線形応答,応答スペクトルについて調べておく
【授業内容】　動的設計（1）　1自由度系線形応答、応答スペクトル
【事後学修】　1自由度系線形応答、応答スペクトルについての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第12回 【事前学修】　資料等をもとに、弾塑性応答について調べておく
【授業内容】　動的設計（2）　弾塑性応答
【事後学修】　弾塑性応答についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第13回 【事前学修】　資料等をもとに、地盤の振動、地震動について調べておく
【授業内容】　地盤の振動、地震動
【事後学修】　地盤の振動、地震動についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第14回 【事前学修】　資料等をもとに、免震、制振について調べておく
【授業内容】　免震、制振
【事後学修】　免震、制振についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第15回 【事前学修】　資料等をもとに、今までに習ったことについて調べておく
【授業内容】　補足説明、まとめ
【事後学修】　今までに習ったことについての課題を解き、わからない箇所は調べておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（レポート）80％、プレゼンテーションおよび討論 20％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

大学での関連する講義内容を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし（必要に応じ、資料を配布）
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■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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﨑山　俊雄

建築保存再生特論
Architectural Preservation and Renovation

■テーマ■テーマ

建築遺産を保存し再生することの考え方、制度、技術について学び、設計者が取り組むべき課題について理解を深める。

■講義内容■講義内容

本講義は、①都市・建築遺産保護の歴史、理念、制度および関連法規について講じる保存修復論、②保存再生事例のリ
サーチとプレゼンテーションを行う保存再生設計論、③保存再生事例の実地見学と現場講義、から成る。

■達成目標■達成目標

建築遺産の保存再生に取り組む上で必要な基本理念と関連法規について説明できるようになる。その上で、建築物の調査
および保存活用計画等を立案するための基礎的手法を修得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　科目についての確認をする。
【授業内容】　保存修復論①　都市・建築遺産保護の歴史
【事後学修】　都市・建築遺産保護の歴史について復習し、レポートにまとめる。

第２回 【事前学修】　都市・建築遺産保護の理念について、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論②　都市・建築遺産保護の理念
【事後学修】　都市・建築遺産保護の理念について復習し、レポートにまとめる。

第３回 【事前学修】　文化財保護法に基づく建築遺産保護の制度的枠組みについて、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論③　日本における文化財保護制度と関連法規（１）　文化財保護法
【事後学修】　文化財保護法に基づく建築遺産保護の制度について復習し、レポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　歴史まちづくり法に基づく建築遺産保護の制度的枠組みについて、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論④　日本における文化財保護制度と関連法規（２）　歴史まちづくり法
【事後学修】　歴史まちづくり法に基づく建築遺産保護の制度について復習し、レポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　事例を選択し、当該事例の計画の概要についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論①　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（１）　計画の概要
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第６回 【事前学修】　当該事例の保存管理計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論②　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（２）　保存管理計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第７回 【事前学修】　当該事例における保存部位の設定についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論③　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（３）　部位の設定
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第８回 【事前学修】　当該事例の環境保全計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論④　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（４）　環境保全計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第９回 【事前学修】　当該事例の防災計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑤　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（５）　防災計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第10回 【事前学修】　当該事例の活用計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑥　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（６）　活用計画 
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第11回 【事前学修】　歴史的建築の耐震診断と補強方法についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑦　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（７）　耐震補強
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第12回 【事前学修】　第５回〜第11回を振り返り、プレゼンテーションを仕上げる。
【授業内容】　リサーチ結果に対する討議
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションを修正して完成させる。

第13回 【事前学修】　見学事例について、配布資料を予習する。
【授業内容】　再生事例の実地見学と現場講義①　民家・社寺等
【事後学修】　見学事例について復習し、スライドにまとめる。

第14回 【事前学修】　見学事例について、配布資料を予習する。
【授業内容】　再生事例の実地見学と現場講義②　近代建築
【事後学修】　見学事例について復習し、スライドにまとめる。

第15回 【事前学修】　プレゼンテーションの準備をする。
【授業内容】　見学結果に対する討議
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションを修正して完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

リサーチ結果などのプレゼンテーション（80％）と討議での発言（20％）により評価する。特にプレゼンテーションで
は、リサーチの正確さと情報をまとめる力、発表技術を評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①国内外に残る建築遺産の保存・活用事例やまちづくり等に積極的に関心を向けること。
②図書館やインターネットを活用して多くの参考文献や官公庁公表資料を読んだり、実物を見学するなど、積極的に学修
する努力を怠らないこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

スライドと配布資料を用いる。

■参考文献■参考文献

講義の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

①課題に対するリサーチと発表・討議を中心とした講義形式とする。
②オフィス・アワーや連絡先等については開講時に指示する。
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櫻井　一弥

都市・建築設計特別演習
Urban and Architectural Design Practice

■テーマ■テーマ

現代の都市や建築が抱える様々な課題について調査した上で、社会的かつ実践的な都市・建築空間の設計演習に取り組
む。

■講義内容■講義内容

演習を行う課題については、前半のディスカッションを踏まえて決定していく。課題内容が決定した後は、毎回エスキー
スを行い、コンセプトを形にする演習を行う。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

現在の都市・建築のあり方や形態を多面的に捉えた上で、その展開可能性について考え、具体的な空間としてまとめあげ
ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　建築を取り巻く現代的な状況について、図書館の資料などをもとに調べておく
【授業内容】　ガイダンス･現代の都市と建築が抱える課題について
【事後学修】　現代の都市と建築が抱える課題について再確認しておく

第２回 【事前学修】　近代建築と近代都市の成り立ちについて調べておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（1）　　近代建築・近代都市の成立条件
【事後学修】　学修した内容を振り返り、指摘された重要ポイントを調べておく

第３回 【事前学修】　歴史的建造物の成立背景について確認しておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（2）　　歴史的建造物の意味
【事後学修】　授業で紹介された事例をさらに調査し、理解を深めておく

第４回 【事前学修】　近年の建築構造・建築設備の傾向について調べておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（3）　　建築構造・設備とデザイン
【事後学修】　構造・設備とデザインの関係について復習しておく

第５回 【事前学修】　これまでの内容を振り返る
【授業内容】　前3回の討議を踏まえた演習課題の検討と決定
【事後学修】　決定した課題の構成について確認しておく

第６回 【事前学修】　工事監理および職能倫理について文献で調べておく
【授業内容】　工事監理と職能倫理について
【事後学修】　工事監理および職能倫理についてよく復習しておく

第７回 【事前学修】　対象敷地に行き、条件を把握しておく
【授業内容】　エスキース（1）　　敷地条件と与件の整理
【事後学修】　エスキースで指摘された敷地条件に関する事項をよく確認しておく

第８回 【事前学修】　ゾーニングを踏まえて、設計する建物のコンセプトを立案しておく
【授業内容】　エスキース（2）　　空間構成のコンセプト
【事後学修】　エスキースで指摘されたコンセプトに関する事項をよく確認しておく

第９回 【事前学修】　各箇所の動線計画を練った上で、建物デザインをしておく
【授業内容】　エスキース（3）　　動線計画
【事後学修】　エスキースで指摘された動線計画とデザインに関する事項をよく確認しておく

第10回 【事前学修】　構造と設備の計画をしてエスキースに臨む
【授業内容】　エスキース（4）　　構造計画・設備計画
【事後学修】　指摘された事項を修正しておく

第11回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、各種図面を作成しておく
【授業内容】　エスキース（5）　　平面図・立面図・断面図の制作
【事後学修】　エスキースで指摘された事項を解決し、図面を書き直す

第12回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、詳細関係の図面を作成しておく
【授業内容】　エスキース（6）　　矩計図・平面詳細図の制作
【事後学修】　エスキースで指摘された事項を解決し、詳細図面を書き直す

第13回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、模型とパースを作成しておく
【授業内容】　エスキース（7）　　模型・パースの制作
【事後学修】　指摘事項を踏まえ、模型とパースをブラッシュアップする

第14回 【事前学修】　ここまでの成果をプレゼンテーションボードにまとめて草稿を作っておく
【授業内容】　エスキース（8）　　プレゼンテーションボードの制作
【事後学修】　エスキースで指摘されたプレゼンテーションに関する事項をよく確認しておく

第15回 【事前学修】　最終プレゼンテーションボードを作成し、発表の準備をしておく
【授業内容】　プレゼンテーションと討議・講評
【事後学修】　講評会での指摘事項をよく確認し、次の作品に活かせるポイントをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションボードや模型を使ったプレゼンテーション 80％、討議での発言20％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

必要な資料は配布する。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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櫻井　一弥

建築設計インターンシップ
Architecture Internship

■テーマ■テーマ

建築設計の実務経験が豊富な一級建築士の指導のもとで、建築設計・工事監理実務の一部を経験することにより、建築設
計に関する知識を充実させるとともに、業務の全体像や重要性を理解することを目的とする。

■講義内容■講義内容

夏休み・冬休み・春休み等の長期休暇を利用して、建築設計の実務経験が豊富な一級建築士が在籍する建築士事務所にお
いて、建築設計・工事監理に関する実務を中心とした実習を行う。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

建築設計に関する実務経験を積むことによって、これまで習得した知識や獲得したスキルを現実の建築設計実務に適用す
ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回
【授業内容】
　　・長期休暇期間中の実施を基本とし、一日7時間の実習時間を確保することを原則とする。
　　・実習期間は、合計で 30 日以上とし、実インターンシップ時間として 210 時間を確保する。
　　・内容については、建築設計ならびに工事監理実務に関連する内容とし、建築設計実務を体験しつつ、実務
訓練を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実習日誌の記録（20％）、実習先責任者からの報告（30％）および実習報告会における発表内容（50％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に実習先となる建築設計事務所と協議の上、実習期間ならびに実習内容について取り決め、教員に報告しておくこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

都市・建築設計特別演習

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

事前にインターンシップ保険に加入しておくこと。
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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李　相勲

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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櫻井　一弥

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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鈴木　道哉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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武田　三弘

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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千田　知弘

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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恒松　良純

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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中村　寛治

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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宮内　啓介

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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（本年度　休講）

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering
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石川　雅美

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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韓　連熙

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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山口　晶

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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﨑山　俊雄

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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三戸部　佑太

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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中沢　正利

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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◎工学研究科機械工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

ME200-01-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

ME200-02-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-03-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

ME200-04-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

ME200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

ME200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

ME200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

ME200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

ME200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

ME200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

ME200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

ME200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

ME300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

ME300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

ME300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

ME300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

工学研究科　後期課程

－768－

戻る
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◎工学研究科機械工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

ME200-01-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

ME200-02-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-03-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

ME200-04-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

ME200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

ME200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

ME200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

ME200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

ME200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

ME200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

ME200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

ME200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

ME300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

ME300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

ME300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

ME300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

工学研究科　後期課程

－768－

戻る

◎履修方法（各専攻共通）

　3年以上在学し、授業科目について次により 16単位以上を修得し、かつ、指導教授の指導のもとに
必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し、その審査および最終試験に合格しなければならない。
ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者と認められる場合には、前期課程又は修士課
程における在学期間と合わせて 3年以上在学すれば足りるものとする。
（1）　工学博士研修 8単位を含め専門科目 10単位以上、学際基盤科目 4単位以上で総計 16単位以上
修得しなければならない。

（2）　学際基盤科目における「関連科目」とは、工学研究科各専攻前期課程に開講されている授業科
目（特別講義を含む。）および工学研究科委員会が認める授業科目であり、履修に際しては研究指
導教員および当該授業科目担当教員の承認により履修し単位を修得することができる。ただし、
修了要件に含められる単位数は、他専攻開講科目については 4単位まで、自専攻開講科目につい
ては 2単位までとする。

（3）　前期課程に開講されている「知的財産特論」および「技術経営特論」については、前期課程で
修得していない場合、他専攻開講の関連科目として扱い、いずれかの 1科目を必ず修得しなければ
ならない。なお、両方修得することが望ましい。

◎工学研究科機械工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－769－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EI200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EI200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EI200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EI200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EI200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EI200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EI200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EI200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EI200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EI200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EI200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EI200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EI300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EI300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EI300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EI300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－770－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EI200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EI200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EI200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EI200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EI200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EI200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EI200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EI200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EI200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EI200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EI200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EI200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EI300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EI300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EI300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EI300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－770－

戻る

◎工学研究科電気工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－771－

戻る

- 1224 -



◎工学研究科電子工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EE200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EE200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EE200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EE200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EE200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－772－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－773－

戻る
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◎工学研究科電子工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EE200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EE200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EE200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EE200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EE200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－772－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－773－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

CE200-01-7E-3 機能材料学特論 ○ ○ ◎

CE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

CE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

CE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

CE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

CE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

CE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

CE200-09-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

CE200-10-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

CE200-11-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-12-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

CE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

CE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

CE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

CE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

CE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－774－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

CE200-01-7E-3 機能材料学特論 ○ ○ ◎

CE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

CE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

CE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

CE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

CE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

CE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

CE200-09-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

CE200-10-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

CE200-11-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-12-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

CE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

CE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

CE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

CE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

CE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－774－

戻る

◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－775－

戻る
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機械工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship Training

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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期

課

程
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工学特別研修
Special Semminer on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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魚橋　慶子

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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岡田　宏成

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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小野　憲文

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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梶川　伸哉

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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郷古　学

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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佐瀬　一弥

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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星　朗

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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松浦　寛

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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矢口　博之

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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李　渊

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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電気工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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佐藤　文博

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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岩谷　幸雄

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。

電

気

工

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1248 -



郭　海蛟

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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神永　正博

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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金　義鎭

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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木村　敏幸

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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呉　国紅

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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鈴木　利則

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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吉川　英機

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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枦　修一郎

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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電子工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship Training

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修
Special Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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石上　忍

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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小澤　哲也

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。

電

子

工

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1262 -



加藤　和夫

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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川又　憲

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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志子田　有光

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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嶋　敏之

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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土井　正晶

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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原　明人

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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環境建設工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修
Special Seminar on Engineeringr

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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李　相勲

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。

環

境

建

設

工

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1273 -



（本年度　休講）

工学博士研修
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石川　雅美

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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﨑山　俊雄

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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櫻井　一弥

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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鈴木　道哉

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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武田　三弘

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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千田　知弘

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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恒松　良純

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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中沢　正利

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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中村　寛治

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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韓　連熙

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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三戸部　佑太

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。

環

境

建

設

工

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1285 -



宮内　啓介

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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山口　晶

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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人間情報学研究科



人間情報学研究科

〈カリキュラムマップの見方〉

　カリキュラムマップは、開講されている各科目が学位授与の方針（ディプロマポリシー）のいずれを
達成する目的で設置されているかを示す表です。表の左から「科目ナンバリング」、「科目名」、「学位授
与の方針の各項目」の順に並んでおり、学位授与の方針の項目についている◎は「その科目がその方針
の達成を最も重視していること」を表し、○は「その科目がその方針の達成を重視していること」を表
しています。

〈科目ナンバリングの見方〉

　科目ナンバリングとは、その科目の性格を端的に示す記号で、以下のような情報から成っています。

－851－

EN 100－ 01－5R－1

専攻記号
文学研究科
　EN　英語英文学専攻
　AS　アジア文化史専攻
　EU　ヨーロッパ文化史専攻
経済学研究科
　EC　経済学専攻
経営学研究科
　BU　経営学専攻
法学研究科
　LA　法律学専攻
工学研究科
　ME　機械工学専攻
　EI　電気工学専攻
　EE　電子工学専攻
　CE　環境建設工学専攻
人間情報学研究科
　HU　人間情報学専攻

科目区分
科目分類に従い、順に
大分類、中分類、小分類

中分類または小分類がない
場合は 0。

必修選択の区分
R　必修科目
C　選択必修科目
E　選択科目

分類内での

科目番号

難易度
1　基礎
2　中級
3　上級

開講学年
5　修士 1年
6　修士 2年
7　博士 1年
8　博士 2年
9　博士 3年

戻る
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◎�人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2023 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学にか
かわる専門的知
識を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇

HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎

HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇

HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎

HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇

HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇

HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎

HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎

HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎

HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎

HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇

HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎

HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇

HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇

HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇

HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎

HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎

HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇

HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎

HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎

HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎

HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇

HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇

HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇

HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎

HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇

HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇

HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎

HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇

HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇

HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇

HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇

HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎

HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇
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科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学にか
かわる専門的知
識を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎

HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇

HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇

HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎

HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎

HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇

HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇

HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇

HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎

HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇

HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇

HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎

HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇

HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇

HU210-13-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇

HU220-01-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇

HU220-02-5C-2 計算と論理 ◎

HU220-03-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇

HU220-04-5C-2 フラクタル ◎ 〇

HU220-05-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎

HU220-06-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎

HU220-07-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇

HU220-08-5C-2 データベース特論 〇 ◎

HU220-09-5C-2 人工知能特論 〇 ◎

HU220-10-5C-2 地球環境史 ◎ 〇

HU220-11-5C-2 地球環境論 ◎ 〇

HU220-12-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇

HU220-13-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇

HU220-14-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇

HU230-01-5C-3 福祉分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-02-5C-3 教育分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-03-5C-3 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-04-5C-3 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-05-5C-3 心理的アセスメントに関する理論と実践 〇 ◎

HU230-06-5C-3 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関
する理論と実践 〇 ◎

HU230-07-5C-3 心理実践実習Ⅰ 〇 ◎

HU230-08-6C-3 心理実践実習Ⅱ 〇 ◎

HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇

HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る

- 1292 -



◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

－855－

戻る

- 1293 -



◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－852－

戻る

- 1294 -



◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－852－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎
HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇
HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇
HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎
HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎
HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇
HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇
HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇
HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎
HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇
HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇
HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎
HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇
HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇
HU210-13-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇
HU220-01-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇
HU220-02-5C-2 計算と論理 ◎
HU220-03-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇
HU220-04-5C-2 フラクタル ◎ 〇
HU220-05-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎
HU220-06-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎
HU220-07-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇
HU220-08-5C-2 データベース特論 〇 ◎
HU220-09-5C-2 地球環境史 ◎ 〇
HU220-10-5C-2 地球環境論 ◎ 〇
HU220-11-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇
HU220-12-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇
HU220-13-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇
HU230-01-5C-3 福祉分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-02-5C-3 教育分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-03-5C-3 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-04-5C-3 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-05-5C-3 心理的アセスメントに関する理論と実践 〇 ◎

HU230-06-5C-3 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関
する理論と実践 〇 ◎

HU230-07-5C-3 心理実践実習Ⅰ 〇 ◎
HU230-08-6C-3 心理実践実習Ⅱ 〇 ◎
HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇
HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇

－853－

戻る

- 1295 -



◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

－855－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学 ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 安全行動情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-06-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-08-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-09-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-11-5C-3 健康行動学 ◎ 〇
HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 マルチメディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－856－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学 ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 安全行動情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-06-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-08-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-09-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-11-5C-3 健康行動学 ◎ 〇
HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 マルチメディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－856－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎
HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇
HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇
HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎
HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎
HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇
HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇
HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇
HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎
HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇
HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇
HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎
HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇
HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇
HU210-13-5C-2 言語コミュニケーション論 〇 ◎
HU210-14-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇
HU220-01-5C-2 記号処理論 ◎
HU220-02-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇
HU220-03-5C-2 計算と論理 ◎
HU220-04-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇
HU220-05-5C-2 フラクタル ◎ 〇
HU220-06-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎
HU220-07-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎
HU220-08-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇
HU220-09-5C-2 データベース特論 〇 ◎
HU220-10-5C-2 地球環境史 ◎ 〇
HU220-11-5C-2 地球環境論 ◎ 〇
HU220-12-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇
HU220-13-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇
HU220-14-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇
HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇
HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇

－857－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

－859－

戻る

◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎
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授 業 科 目 担 当 表

人間情報学研究科

◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

コ
ア
科
目
群

社
会
情
報
学
領
域

応用社会学特論 2 教　授　神林　博史
人間情報学演習Ⅰ（応用社会学特論） 4 教　授　神林　博史
人間情報学演習Ⅱ（応用社会学特論） 4 教　授　神林　博史
社会情報システム論特講 2 准教授　小林　信重
人間情報学演習Ⅰ（社会情報システム論特講） 4 准教授　小林　信重
人間情報学演習Ⅱ（社会情報システム論特講） 4 准教授　小林　信重
情報社会論特講 2 教　授　鈴木　　努
人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講） 4 教　授　鈴木　　努
人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講） 4 教　授　鈴木　　努
社会統計学特論 2 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅰ（社会統計学特論） 4 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅱ（社会統計学特論） 4 教　授　片瀬　一男
社会教育学特論 2 教　授　原　　義彦
人間情報学演習Ⅰ（社会教育学特論） 4 教　授　原　　義彦
人間情報学演習Ⅱ（社会教育学特論） 4 教　授　原　　義彦
教育社会学特論 2 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅰ（教育社会学特論） 4 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅱ（教育社会学特論） 4 教　授　片瀬　一男
地域政策論特講 2 教　授　柳井　雅也
人間情報学演習Ⅰ（地域政策論特講） 4 教　授　柳井　雅也
人間情報学演習Ⅱ（地域政策論特講） 4 教　授　柳井　雅也
地域産業論特講 2 教　授　岩動志乃夫
人間情報学演習Ⅰ（地域産業論特講） 4 教　授　岩動志乃夫
人間情報学演習Ⅱ（地域産業論特講） 4 教　授　岩動志乃夫

地域福祉論特講 2 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅰ（地域福祉論特講） 4 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅱ（地域福祉論特講） 4 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

地域情報学特論 2 非常勤　高野　岳彦
人間情報学演習Ⅰ（地域情報学特論） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（地域情報学特論） 4 （本年度休講）
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域社会論特講 2 教　授　佐久間政広
人間情報学演習Ⅰ（地域社会論特講） 4 教　授　佐久間政広
人間情報学演習Ⅱ（地域社会論特講） 4 教　授　佐久間政広
環境情報学特論 2 准教授　栁澤　英明
人間情報学演習Ⅰ（環境情報学特論） 4 准教授　栁澤　英明
人間情報学演習Ⅱ（環境情報学特論） 4 准教授　栁澤　英明

行
動
情
報
学
領
域

行動情報心理学 2 教　授　萩原　俊彦
人間情報学演習Ⅰ（行動情報心理学） 4 教　授　萩原　俊彦
人間情報学演習Ⅱ（行動情報心理学） 4 教　授　萩原　俊彦
適応行動学 2 教　授　金井　嘉宏
人間情報学演習Ⅰ（適応行動学） 4 教　授　金井　嘉宏
人間情報学演習Ⅱ（適応行動学） 4 教　授　金井　嘉宏
適応行動学 

（心理支援に関する理論と実践） 2 教　授　金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学） 
（心理支援に関する理論と実践） 4 教　授　金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学） 
（心理支援に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

社会心理学特論 2 教　授　福野　光輝
人間情報学演習Ⅰ（社会心理学特論） 4 教　授　福野　光輝
人間情報学演習Ⅱ（社会心理学特論） 4 教　授　福野　光輝
安全行動情報学 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅰ（安全行動情報学） （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（安全行動情報学） （本年度休講）
組織心理情報学 2 准教授　井川　純一
人間情報学演習Ⅰ（組織心理情報学） 准教授　井川　純一
人間情報学演習Ⅱ（組織心理情報学） 准教授　井川　純一
知覚心理学特論 2 教　授　櫻井　研三
人間情報学演習Ⅰ（知覚心理学特論） 4 教　授　櫻井　研三
人間情報学演習Ⅱ（知覚心理学特論） 4 教　授　櫻井　研三
認知心理学特論 2 教　授　加藤　健二
人間情報学演習Ⅰ（認知心理学特論） 4 教　授　加藤　健二
人間情報学演習Ⅱ（認知心理学特論） 4 教　授　加藤　健二
教育工学特論 2 教　授　稲垣　　忠
人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論） 4 教　授　稲垣　　忠
人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論） 4 教　授　稲垣　　忠
スポーツ生理学 2 教　授　千葉　智則
人間情報学演習Ⅰ（スポーツ生理学） 4 教　授　千葉　智則
人間情報学演習Ⅱ（スポーツ生理学） 4 教　授　千葉　智則
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

健康体力統計学 2 教　授　高橋　信二
准教授　岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅰ（健康体力統計学） 4 教　授　高橋信二准
准教授　岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅱ（健康体力統計学） 4 教　授　高橋　信二
准教授　岡﨑　勘造

健康行動学 2 准教授　東海林　渉
非常勤　堀毛　裕子

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学） 4 准教授　東海林　渉
人間情報学演習Ⅱ（健康行動学） 4 准教授　東海林　渉
健康行動学 

（心の健康教育に関する理論と実践） 2 非常勤　堀毛　裕子

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学） 
（心の健康教育に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

人間情報学演習Ⅱ（健康行動学） 
（心の健康教育に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

臨床健康心理学 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（臨床健康心理学） 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（臨床健康心理学） 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

生
命
・
情
報
学
領
域

応用情報学特論 2 非常勤　乙藤　岳志
人間情報学演習Ⅰ（応用情報学特論） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（応用情報学特論） 4 （本年度休講）
インターフェース特論 2 教　授　伊藤　則之
人間情報学演習Ⅰ（インターフェース特論） 4 教　授　伊藤　則之
人間情報学演習Ⅱ（インターフェース特論） 4 教　授　伊藤　則之
コンピュータシステム演習 2 教　授　坂本　泰伸
マルチメディア情報処理特論 2 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅰ（マルチメディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅱ（マルチメディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
メディア情報処理特論 2 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅰ（メディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅱ（メディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
コンピュータネットワーク特論 2 教　授　坂本　泰伸
人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論） 4 教　授　坂本　泰伸
人間情報学演習Ⅱ（コンピュータネットワーク特論） 4 教　授　坂本　泰伸
アルゴリズム特論 2 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅰ（アルゴリズム特論） 4 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅱ（アルゴリズム特論） 4 教　授　武田　敦志
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

視覚科学特論 2 教　授　牧野　悌也
人間情報学演習Ⅰ（視覚科学特論） 4 教　授　牧野　悌也
人間情報学演習Ⅱ（視覚科学特論） 4 教　授　牧野　悌也
生体情報学特論 2 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅰ（生体情報学特論） 4 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅱ（生体情報学特論） 4 准教授　土原　和子
生体情報処理系特論 2 教　授　松尾　行雄
人間情報学演習Ⅰ（生体情報処理系特論） 4 教　授　松尾　行雄
人間情報学演習Ⅱ（生体情報処理系特論） 4 教　授　松尾　行雄
確率・統計特論 2 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅰ（確率・統計特論） 4 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅱ（確率・統計特論） 4 准教授　岩田友紀子
代数幾何学特論 2 教　授　石田　弘隆
人間情報学演習Ⅰ（代数幾何学特論） 4 教　授　石田　弘隆
人間情報学演習Ⅱ（代数幾何学特論） 4 教　授　石田　弘隆
代数学特論 2 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅰ（代数学特論） 4 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅱ（代数学特論） 4 准教授　佐藤　　篤
幾何学特論 2 准教授　片方　　江
人間情報学演習Ⅰ（幾何学特論） 4 准教授　片方　　江
人間情報学演習Ⅱ（幾何学特論） 4 准教授　片方　　江
解析学特論 2 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅰ（解析学特論） 4 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅱ（解析学特論） 4 准教授　星野　真樹
地表環境論 2 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅰ（地表環境論） 4 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅱ（地表環境論） 4 教　授　伊藤　晶文
生態学特論 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（生態学特論） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（生態学特論） 4 教　授　平吹　喜彦
大気・水環境論 2 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅰ（大気・水環境論） 4 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅱ（大気・水環境論） 4 准教授　目代　邦康

基
礎
学
科
目
群

Ⅰ
群

人間学特論 2 教　授　紺野　　祐
人間情報学演習Ⅰ（人間学特論） 4 教　授　紺野　　祐
人間情報学演習Ⅱ（人間学特論） 4 教　授　紺野　　祐
人間形成原論 2 准教授　坪田　益美
人間情報学演習Ⅰ（人間形成原論） 4 准教授　坪田　益美
人間情報学演習Ⅱ（人間形成原論） 4 准教授　坪田　益美
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

宗教と科学・文化 2 教　授　佐久間政広
比較文化論特講 2 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅰ（比較文化論特講） 4 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅱ（比較文化論特講） 4 教　授　津上　　誠
地域文化論特講 2 准教授　遠藤　　尚
人間情報学演習Ⅰ（地域文化論特講） 4 准教授　遠藤　　尚
人間情報学演習Ⅱ（地域文化論特講） 4 准教授　遠藤　　尚
スポーツ科学特論 2 教　授　坂本　　譲
人間情報学演習Ⅰ（スポーツ科学特論） 4 教　授　坂本　　譲
人間情報学演習Ⅱ（スポーツ科学特論） 4 教　授　坂本　　譲
共同体論特講 2 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅰ（共同体論特講） 4 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅱ（共同体論特講） 4 教　授　津上　　誠
国際地域論 2 教　授　楊　　世英
人間情報学演習Ⅰ（国際地域論） 4 教　授　楊　　世英
人間情報学演習Ⅱ（国際地域論） 4 教　授　楊　　世英
福祉市民活動論特講 2 准教授　大澤　史伸
人間情報学演習Ⅰ（福祉市民活動論特講） 4 准教授　大澤　史伸
人間情報学演習Ⅱ（福祉市民活動論特講） 4 准教授　大澤　史伸
生活情報システム論 2 教　授　仙田　幸子
人間情報学演習Ⅰ（生活情報システム論） 4 教　授　仙田　幸子
人間情報学演習Ⅱ（生活情報システム論） 4 教　授　仙田　幸子
記号論特講 2 准教授　文　　景楠
人間情報学演習Ⅰ（記号論特講） 4 准教授　文　　景楠
人間情報学演習Ⅱ（記号論特講） 4 准教授　文　　景楠
言語コミュニケーション論 2 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論） 4 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅱ（言語コミュニケーション論） 4 准教授　房　　賢嬉
日本語教育学 2 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学） 4 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学） 4 准教授　房　　賢嬉
日本語教育学 2 准教授　佐藤　真紀
人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学） 4 准教授　佐藤　真紀
人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学） 4 准教授　佐藤　真紀

Ⅱ
群

記号処理論 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅰ（記号処理論） （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（記号処理論） （本年度休講）
言語情報処理論 2 教　授　岸　　浩介
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

人間情報学演習Ⅰ（言語情報処理論） 4 教　授　岸　　浩介
人間情報学演習Ⅱ（言語情報処理論） 4 教　授　岸　　浩介
プログラム言語論 2 教　授　杉浦　茂樹
人間情報学演習Ⅰ（プログラム言語論） 4 教　授　杉浦　茂樹
人間情報学演習Ⅱ（プログラム言語論） 4 教　授　杉浦　茂樹
計算と論理 2 非常勤　乙藤　岳志
人間情報学演習Ⅰ（計算と論理） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（計算と論理） 4 （本年度休講）
データベース特論 2 准教授　高橋　秀幸
人間情報学演習Ⅰ（データベース特論） 4 准教授　高橋　秀幸
人間情報学演習Ⅱ（データベース特論） 4 准教授　高橋　秀幸
人工知能特論 2 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅰ（人工知能特論） 4 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅱ（人工知能特論） 4 教　授　武田　敦志
数理情報科学 2 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅰ（数理情報科学） 4 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅱ（数理情報科学） 4 准教授　佐藤　　篤
フラクタル 2 教　授　村上　弘志
人間情報学演習Ⅰ（フラクタル） 4 教　授　村上　弘志
人間情報学演習Ⅱ（フラクタル） 4 教　授　村上　弘志
複雑系の科学 2 教　授　菅原　　研
人間情報学演習Ⅰ（複雑系の科学） 4 教　授　菅原　　研
人間情報学演習Ⅱ（複雑系の科学） 4 教　授　菅原　　研
数理統計学特論 2 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅰ（数理統計学特論） 4 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅱ（数理統計学特論） 4 准教授　岩田友紀子
関数方程式論 2 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅰ（関数方程式論） 4 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅱ（関数方程式論） 4 准教授　星野　真樹
遺伝・進化情報学 2 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅰ（遺伝・進化情報学） 4 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅱ（遺伝・進化情報学） 4 准教授　土原　和子
地球環境史 2 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅰ（地球環境史） 4 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅱ（地球環境史） 4 教　授　伊藤　晶文
地球環境論 2 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅰ（地球環境論） 4 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅱ（地球環境論） 4 准教授　目代　邦康
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、

－866－

戻る
学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
准教授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

教　授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴浩

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2

非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄
准教授　井川　純一
教　授　加藤　健二
教　授　金井　嘉宏
教　授　櫻井　研三
准教授　東海林　渉
教　授　萩原　俊彦

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）
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学生は 1年間の履修計画を完成させ、それに対応した「学科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習 I」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで論文講読・フィー
ルドワーク・調査・実験等を実施する。それらを通じて当該領域の研究方法を学修すると同時に、独
自の研究テーマを絞り込んでゆく。その過程では、国内外の研究者とのインターネットを利用した学
術交流についても体験する。
　年度末には、1年間の学修成果を『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈二年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、学位論文提出までの日程と提出に必要な手続き、及び論
文提出後の審査過程に関する説明が行われる。それに従い、学生は「修士論文題目届」と研究経過や
今後の研究計画等を記述した「修士論文作成指導申込書」とを作成し、指導教員の承認を得て提出し
なければならない。
　学生は 1年間「人間情報学演習 II」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで研究計画に基づく
調査や実験等の進捗状況の報告と討論を積み重ね、それらを基盤として論文を作成し、提出する。
　年度末には、1年間の学修成果を『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈論文審査の体制〉
　提出された論文に対して主査 1名と副査若干名（原則として演習指導教員）からなる審査委員会が
構成され、論文審査と最終試験（口述試験）が実施される。審査結果は研究科委員会で報告され、そ
こでの審議により合否が決定される。

〈論文の審査基準〉
　学術研究論文としての基本的要件を備えており、提出者の基本的研究能力を証左するものであるこ
とが審査基準となる。具体的には、①学術研究論文としての体裁、②論旨の一貫性、③データや資料
の分析の適切性と分析結果に基づく論証の的確性、等の観点から審査される。
　最終試験では、学位論文の内容及び当該分野に関する理解の程度を口述または筆答により審査す
る。

〈学位授与の要件〉
　①必要な科目の単位を全て履修済であること、②論文審査及び最終試験に合格すること、の 2点が
学位授与の要件となる。　　

－867－

戻る

学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、
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◎人間情報学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

社
会
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

人間情報学演習Ⅲ（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

人間情報学演習Ⅲ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅲ（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

人間情報学演習Ⅲ 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

人間情報学演習Ⅳ（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

人間情報学演習Ⅳ（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

人間情報学演習Ⅳ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅳ（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

人間情報学演習Ⅳ 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

論文指導（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

論文指導（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

論文指導（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝
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領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

論文指導 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

行
動
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅲ（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

人間情報学演習Ⅲ（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅳ（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

人間情報学演習Ⅳ（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

論文指導（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

論文指導（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

論文指導（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦
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領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
准教授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4
准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

1．履修方法
　 3年以上在学し、授業科目について 12単位以上を修得し、指導教授の下に必要な研究指導を受けた
上、博士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、優れた研究業績を
上げた者と認められる場合には在学期間を短縮することができる。
　
（1）社会情報学・行動情報学・生命情報学の三領域の一つをメジャーとして選択する。
　

－870－

戻る

領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ 
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹

教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ 
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明

教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ 
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹

教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ 
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明

教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康
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（2）選択した領域ごとにそれぞれ、演習Ⅲ 4単位、演習Ⅳ 4単位、論文指導 4単位計 12単位以上を修
得するものとする。

　
（3）演習Ⅲ、演習Ⅳ、論文指導は、それぞれの研究課題のうちから一つの課題を専修し、履修するも
のとする。

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　進学時に確認された学生の研究テーマ、研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を 2つ以
上の領域から選出し、年度開始までに指導体制を構築する。

〈一年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目
履修に関する一般的説明などが行われ、その後、指導教員から研究計画に関する個別指導が行われ
る。学生は 1年間の研究計画を策定し、それに対応した「学科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習Ⅲ」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで博士論文作成のた
めの基礎を固める。具体的には、最新の文献と並行してより基本的・古典的な文献も講読しつつ、実
証的な資料の蓄積による研究の進め方、問題の設定方法、データ解析の方法について学修する。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈二年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、年間の学事スケジュールが提示され、その後指導教員に
より研究計画に関する個別指導が行われる。学生は 1年間の研究計画を策定し、それに対応した「学
科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習Ⅳ」を履修し、主及び副指導教員のもとで最新の技術や方法論に関
する文献や資料の解析と討論を重ねながら、研究テーマの絞り込みを行う。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈三年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、学位論文提出までの日程と提出に必要な手続き、及び論
文提出後の審査過程に関する説明が行われる。それに従い、学生は「学科目履修届」のほかに、「博
士論文題目届」と研究経過や今後の研究計画等を記述した「博士論文作成指導申込書」とを作成し、
指導教員の承認を得て提出しなければならない。
　学生は 1年間「論文指導」を履修し、主及び副指導教員のもとで博士論文作成のために必要な知
識・技術を学修しながら論文を作成し、提出する。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈論文審査の体制〉
　学生の論文審査及び学力確認のために、学生毎に審査委員会を組織する。審査委員会は、主指導教
員を委員長とし、主指導教員が所属する領域より 1名以上、他の領域から 1名以上を含む合計 3名以
上の大学院担当教員で構成する。また、必要に応じて、本学以外の大学院担当教員を審査委員として
加えることがある。
　予備審査：論文提出資格の充足と博士論文の作成がともに 1年以内に可能であると判断される学生
は、審査委員会の指示に従って、論文提出の前に予備審査を受けなければならない。予備審査を受け
る学生は、「業績一覧」を含む「研究計画書」を、予備審査の 1ヵ月前までに審査委員会に提出する。
予備審査において、審査委員会は後述する審査基準を満たす論文の作成可能性を判断する。同時に、
審査基準を満たすための条件を学生とのあいだで合意し、それを記録して保管する。審査結果は研究
科委員会に報告される。
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領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
准教授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4
准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

1．履修方法
　 3年以上在学し、授業科目について 12単位以上を修得し、指導教授の下に必要な研究指導を受けた
上、博士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、優れた研究業績を
上げた者と認められる場合には在学期間を短縮することができる。
　
（1）社会情報学・行動情報学・生命情報学の三領域の一つをメジャーとして選択する。
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　本審査：予備審査に合格した学生は、期日までに「論文審査願」に「博士論文」、「論文要旨」、「論
文目録」及び「履歴書」を添えて研究科長を通して学長に提出する。

〈論文の審査基準〉
　提出された論文が学術研究論文としての基本的要件を備えており、提出者が専攻分野の研究者とし
て自立した研究活動を行うに必要となる高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有すること
を証左するものであることが、論文の審査基準となる。具体的には、①学術研究論文としての体裁、
②論旨の一貫性、③データや資料の分析の適切性と分析結果に基づく論証の的確性、④専攻分野の発
展に寄与する新たな知見、等の観点から審査される。
　最終試験では、学位論文の内容及び当該分野に関する理解の程度を口述または筆答により審査す
る。

〈学位授与の要件〉
　学位授与の要件は、①論文審査に合格すること、②課程在学中に博士論文の研究主題に関連する内
容で 2編以上の論文が学術雑誌に掲載済または採択済であること（うち 1編は定評のある査読有りの
学術雑誌であること）、③博士論文の主題の分野に関するしかるべき水準の知識及び外国語の能力が
確認されること、の 3点である。
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人間情報学専攻
博士前期課程

人間情報学研究科

講 義 内 容



神林　博史

応用社会学特論
Special Topics in Applied Sociology

■テーマ■テーマ

総中流社会から格差社会へ：階層意識からのアプローチ

■講義内容■講義内容

2000 年代以降、日本社会は「格差社会」になったと言われている。確かに、様々な社会経済的変数の不平等度は、1980
年代以降緩やかに上昇している。しかし、そうした実態レベルの不平等化に比べ、人びとの意識レベルでの変化――「総
中流社会」から「格差社会」への認識の変化――はより急激に生じたように見える。このギャップは何を意味するのだろ
うか。この講義では、1980 年代から 2000 年代までの階層意識（不平等に関する意識）の変遷を追いながら、日本社会に
おける不平等と、それをめぐる意識や社会認識の関係を検討する。

■達成目標■達成目標

（1）社会階層と階層意識に関する基礎知識を理解し、説明できるようになる。
（2）不平等および階層意識に関わる問題について、関連情報を自らの手でリサーチする能力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　日本の社会的・経済的不平等の現状について調べておく
【授業内容】　日本の不平等と階層意識
【事後学修】　講義時に指定された参考文献を読む。講義内容をふまえ、各種世論調査などから不平等に関する
意識の現状を調べる。

第２回 【事前学修】　第1回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　内容：階層帰属意識（1）：階層帰属意識から見た戦後日本社会
【事後学修】　第2回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第３回 【事前学修】　第2回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　階層帰属意識（2）：「中」回答の意味
【事後学修】　第3回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第４回 【事前学修】　第3回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　階層帰属意識（3）：階層イメージの変化
【事後学修】　第4回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第５回 【事前学修】　第4回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく。戦後日
本の投票率および政党支持の推移を調べておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（1）：政党支持と政治的関心
【事後学修】　第5回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。近年の世論調査の結果の動
向を確認する。

第６回 【事前学修】　第5回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（2）：ネオリベラリズム vs 福祉国家
【事後学修】　第6回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第７回 【事前学修】　第6回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（3）：ナショナリズムと排外主義
【事後学修】　第7回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第８回 【事前学修】　第7回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（1）：望ましい働き方
【事後学修】　第8回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第９回 【事前学修】　第8回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（2）：地位不安とメンタルヘルス
【事後学修】　第9回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第10回 【事前学修】　第9回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（3）：日本人の「勤勉性」のゆくえ
【事後学修】　第10回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第11回 【事前学修】　第10回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　相対的剥奪（1）：どれくらい収入があれば満足か
【事後学修】　第11回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第12回 【事前学修】　第11回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　相対的剥奪（2）：「最低限文化的な生活」とは
【事後学修】　第12回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第13回 【事前学修】　第12回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　行為と社会階層（1）：「下流社会」と消費の階層性
【事後学修】　第13回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第14回 【事前学修】　第13回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　行為と社会階層（2）：社会的活動の階層性
【事後学修】　第13回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第15回 【事前学修】　第14回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　まとめ：格差社会と階層意識の今後
【事後学修】　第15回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。期末レポートの準備を行
う。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時の質問など授業への参加度（40％）および期末レポート（60％）で評価する。期末レポートは（1）社会階層と階層
意識に関する基礎知識をきちんと説明できているか、（2）関連情報を適切にリサーチできているか、を主な観点として、
授業内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義で指定する文献を可能な限り予習して講義に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

なし。毎回、教員が準備した資料を配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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神林　博史

人間情報学演習Ⅰ（応用社会学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

社会科学のためのデータ分析入門

■講義内容■講義内容

データの統計分析は、多くの学術分野において必須のツールとなっている。この演習では、社会科学で用いられる多様な
データ分析の技法を、実習形式で実践的に習得することを目指す。ソフトウェアはフリーの統計ソフトRを使用する。

■達成目標■達成目標

（1）データ分析の諸技法を理解する。
（2）データ分析の諸技法について、統計ソフトウェアを適切に操作し実践する力を身につける。
（3）各自の関心にしたがってデータを自らの手で分析する力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト第1章を読んでおく。各自のPCにRをインストールしておく
【授業内容】Rの基本的な操作
【事後学修】Rの基本操作の練習を行っておく

第２回 【事前学修】テキスト第2章の2.2までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（1）労働市場における人種差別
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第３回 【事前学修】テキスト第2章の2.3から2.4までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（2）因果効果と反事実、RCT
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第４回 【事前学修】テキスト第2章の2.5から2.7までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（3）観察研究
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第５回 【事前学修】テキスト第2章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】因果関係に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第６回 【事前学修】テキスト第3章の3.1から3.3までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（1）戦時における民間人の被害
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第７回 【事前学修】テキスト第3章の3.4から3.5までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（2）標本調査
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第８回 【事前学修】テキスト第3章の3.6から3.8までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（3）2変量関係の要約、クラスター化
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第９回 【事前学修】テキスト第3章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】測定に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第10回 【事前学修】テキスト第2章から第3章までを復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第11回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行っておく
【授業内容】データ分析報告会（第1回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

第12回 【事前学修】テキスト第4章の4.1から4.2までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】予測（1）選挙結果の予測、線形回帰
【事後学修】テキスト第4章の練習問題（指定されたもの）を行う

第13回 【事前学修】テキスト第4章の4.3から4.4までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】予測（2）回帰分析と因果関係
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第14回 【事前学修】テキスト第4章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】予測に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第4章の練習問題（指定されたもの）を行う

第15回 【事前学修】テキスト第5章の5.1を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（1）テキスト・データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第16回 【事前学修】テキスト第5章の5.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（2）ネットワーク・データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第17回 【事前学修】テキスト第5章の5.3を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（3）空間データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う
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第18回 【事前学修】テキスト第5章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】発見に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第19回 【事前学修】テキスト第4章から第5章までを復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第20回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備をお粉う
【授業内容】データ分析報告会（第2回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

第21回 【事前学修】テキスト第6章の6.1から6.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（1）確率と条件付き確率
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第22回 【事前学修】テキスト第6章の6.3を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（2）確率変数と確率分布
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第23回 【事前学修】テキスト第6章の6.4から6.5を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（3）大標本理論
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第24回 【事前学修】テキスト第6章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】確率に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第25回 【事前学修】テキスト第7章の7.1を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（1）推定
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第26回 【事前学修】テキスト第7章の7.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（2）仮説検定
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第27回 【事前学修】テキスト第7章の7.3から7.4を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（3）不確実性を伴う線形回帰モデル
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第28回 【事前学修】テキスト第7章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】不確実性に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第29回 【事前学修】テキスト第6章から第7章を復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第30回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行っておく
【授業内容】データ分析報告会（第3回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

3回の報告会の報告内容および報告レポートによって評価する（第1回33点＋第2回33点+第3回34点）。各回の評価基準は以
下の通り。（1）データ分析の諸技法の特徴を正しく理解した上で使えているか（11点）、（2）統計ソフトウェアを適切
に使いこなせているか（11点、3回目は12点）、（3）各自の関心にしたがって適切なデータ分析・結果の解釈ができてい
るか（11点）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時間以外にも積極的に分析の練習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

初級～中級レベルの統計学の講義を受講していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

今井耕介（粕谷祐子他訳）『社会科学のためのデータ分析入門（上・下）』岩波書店、2018、400061245X（上）、
4000612468（下）

■参考文献■参考文献

授業時に指示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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神林　博史

人間情報学演習Ⅱ（応用社会学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会疫学研究の課題

■講義内容■講義内容

社会疫学は健康の社会的決定要因を探求する学問であり、公衆衛生、経済学、社会学、心理学など様々な領域と関連しつ
つ現在最も注目を集めている研究分野の 1 つである。この演習では、2014 年に刊行された Berkman， Kawachi， and
Glymour の Social Epidemiology ［Second Edition］ の原書をテキストに、社会疫学の基本的な考え方と研究動向を把
握すると共に、社会学からこの領域に対しどのような貢献ができるかを考察する。

■達成目標■達成目標

（1）社会疫学の基礎的な知識を理解し説明できるようになる。
（2）英語文献を正しく読解できるようになる。
（3）社会疫学に関わる問題についてリサーチし、議論できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト第１章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】A Historical Framework for Social Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキストの参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第２回 【事前学修】テキスト第 1 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】A Historical Framework for Social Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第２回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第３回 【事前学修】テキスト第2章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Socioeconomic Status and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第2章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第４回 【事前学修】テキスト第 2 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】Socioeconomic Status and Health（2）議論と考察
【事後学修】第4回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第５回 【事前学修】テキスト第3章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Discrimination and Health Inequalities（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第3章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第６回 【事前学修】テキスト第3章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Discrimination and Health Inequalities（2）議論と考察
【事後学修】第6回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第７回 【事前学修】テキスト第4章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Income Inequality（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第4章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第８回 【事前学修】テキスト第 4 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】Income Inequality（2）議論と考察
【事後学修】第8回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第９回 【事前学修】テキスト第5章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Working Conditions and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第5章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第10回 【事前学修】テキスト第5章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Working Conditions and Health（2）議論と考察
【事後学修】第10回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第11回 【事前学修】テキスト第6章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Labor Markets， Employment Policies， and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第6章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第12回 【事前学修】テキスト第6章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Labor Markets， Employment Policies， and Health（2）議論と考察
【事後学修】第12回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第13回 【事前学修】テキスト第7章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Social Network Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第7章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第14回 【事前学修】テキスト第7章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Social Network Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第14回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第15回 【事前学修】テキスト第8章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Social Capital， Social Cohesion， and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第8章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む
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第16回 【事前学修】テキスト第8章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Social Capital， Social Cohesion， and Health（2）議論と考察
【事後学修】第16回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第17回 【事前学修】テキスト第9章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Affective Status and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第9章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第18回 【事前学修】テキスト第9章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Affective Status and Health（2）議論と考察
【事後学修】第18回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第19回 【事前学修】テキスト第10章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Changing Health Behaviors in a Social Context（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第10章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第20回 【事前学修】テキスト第 10 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Changing Health Behaviors in a Social Context（2）議論と考察
【事後学修】第20回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第21回 【事前学修】テキスト第11章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Experimental Psychological Interventions（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第11章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第22回 【事前学修】テキスト第 11 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Experimental Psychological Interventions（2）議論と考察
【事後学修】第22回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第23回 【事前学修】テキスト第12章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Policies as Tools for Research and Translation in Social Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第12章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第24回 【事前学修】テキスト第 12 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Policies as Tools for Research and Translation in Social Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第24回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第25回 【事前学修】テキスト第13章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Applications of Behavioral Economics to Improve Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第13章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第26回 【事前学修】テキスト第 13 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Applications of Behavioral Economics to Improve Health（2）議論と考察
【事後学修】第26回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第27回 【事前学修】テキスト第14章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Biological Pathways Linking Social Conditions and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキストの参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第28回 【事前学修】テキスト第 14 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Biological Pathways Linking Social Conditions and Health（2）議論と考察
【事後学修】第28回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第29回 【事前学修】テキスト第15章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】From Science to Policy（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第15章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第30回 【事前学修】テキスト第 15 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】From Science to Policy（2）議論と考察
【事後学修】第30回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習時の報告（30％）、演習時の議論への参加の積極性と発言内容（30％）、期末レポート（40％）によって採点する。
到達目標に照らして、（1）社会疫学の基礎的な知識が身についているか、（2）テキストを正しく読みこなせているか、
（3）社会疫学にかかわる問題について、文献や情報を自らリサーチし、それを議論に生かせているか、の 3 つの観点か
ら評価を行う。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを予習して講義に臨むこと。前回の講義内容を復習し、不明な点を質問すること。

■テキスト■テキスト

Berkman， Lisa F， Ichiro Kawachi, and M. Maria Glymour. 2014. Social Epidemiology ［Second Edition］. Oxford
University Press. 0199395330

■参考文献■参考文献

川上憲人・橋本英樹・近藤尚己（編）, 2015, 『社会と健康：健康格差解消に向けた統合科学的アプローチ』東京大学出
版会

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

社会情報システム論特講
Special Lectures on Social Information Systems

■テーマ■テーマ

ゲームスタディーズ

■講義内容■講義内容

教員が指定した文献・論文の翻訳・発表・議論を、毎週行う。
今年度は、Frans Mäyräの『An Introduction to Game Studies』を主に輪読し、受講生による報告と議論を行う。
なお、教員が翻訳の参考資料を用意する。

■達成目標■達成目標

ゲームの歴史を理解する。
ゲームスタディーズを理解する。
ゲームスタディーズの論文を書く力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　授業の概要、スケジュール、各自の関心の紹介
【事後学修】　第１回授業内容を復習する

第２回 【事前学修】　指定文献を読み、レジュメを作成する（第１章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第１章前半）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する

第３回 【事前学修】　指定文献を読み、レジュメを作成する（第１章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第１章後半）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する

第４回 【事前学修】　レジュメを作成する（第２章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第２章前半）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する

第５回 【事前学修】　レジュメを作成する（第２章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第２章後半）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する

第６回 【事前学修】　レジュメを作成する（第３章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第３章前半）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する

第７回 【事前学修】　レジュメを作成する（第３章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第３章後半）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する

第８回 【事前学修】　レジュメを作成する（第４章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第４章前半）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する

第９回 【事前学修】　レジュメを作成する（第４章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第４章後半）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する

第10回 【事前学修】　レジュメを作成する（第５章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第５章前半）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する

第11回 【事前学修】　レジュメを作成する（第５章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第５章後半）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する

第12回 【事前学修】　レジュメを作成する（第６章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第６章前半）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する

第13回 【事前学修】　レジュメを作成する（第６章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第６章後半）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する

第14回 【事前学修】　レジュメを作成する（第７章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第７章前半）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する

第15回 【事前学修】　レジュメを作成する（第７章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第７章後半）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内課題（7割）、授業態度（3割）で評価する。欠席は減点対象とする。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを購入すること。
指定文献を翻訳したレジュメを毎週用意すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Mäyrä, Frans, 2008, An Introduction to Game Studies: Games in Culture, Sage. 141293446X
その他の文献・論文については、適宜指定する。

■参考文献■参考文献

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．4623086925

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

人間情報学演習Ⅰ（社会情報システム論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

メディア文化・産業

■講義内容■講義内容

メディア文化・産業に関する社会科学的な論文の書き方を学ぶ。論文の形式、研究対象の選択と調査、先行研究の読み
方、データ収集・分析方法、調査結果・考察・結論の書き方などを習得する。
受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①学術論文を生産できるようになる。
②データ収集・分析方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　授業の概要
【事後学修】　第１回授業内容を復習する。

第２回 【事前学修】　第２回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（対象と問い①）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する。

第３回 【事前学修】　第３回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（対象と問い②）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する。

第４回 【事前学修】　第４回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（テーマ選択の指針）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する。

第５回 【事前学修】　第５回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表①）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表②）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表③）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する。

第８回 【事前学修】　第８回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文①）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する。

第９回 【事前学修】　第９回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文②）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する。

第10回 【事前学修】　第10回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文③）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する。

第11回 【事前学修】　第11回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文④）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する。

第12回 【事前学修】　第12回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑤）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する。

第13回 【事前学修】　第13回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑥）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する。

第14回 【事前学修】　第14回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑦）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する。

第15回 【事前学修】　前期におこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（半期のふりかえり）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する。

第16回 【事前学修】　第16回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『メディアの卒論』①）
【事後学修】　第16回授業内容を復習する。

第17回 【事前学修】　第17回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『メディアの卒論』②）
【事後学修】　第17回授業内容を復習する。
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第18回 【事前学修】　第18回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表④）
【事後学修】　第18回授業内容を復習する。

第19回 【事前学修】　第19回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑤）
【事後学修】　第19回授業内容を復習する。

第20回 【事前学修】　第20回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑥）
【事後学修】　第20回授業内容を復習する。

第21回 【事前学修】　第21回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑧）
【事後学修】　第21回授業内容を復習する。

第22回 【事前学修】　第22回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑨）
【事後学修】　第22回授業内容を復習する。

第23回 【事前学修】　第23回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑩）
【事後学修】　第23回授業内容を復習する。

第24回 【事前学修】　第24回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑪）
【事後学修】　第24回授業内容を復習する。

第25回 【事前学修】　第25回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『創造的論文の書き方』①）
【事後学修】　第25回授業内容を復習する。

第26回 【事前学修】　第26回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『創造的論文の書き方』②）
【事後学修】　第26回授業内容を復習する。

第27回 【事前学修】　第27回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑦）
【事後学修】　第27回授業内容を復習する。

第28回 【事前学修】　第28回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑧）
【事後学修】　第28回授業内容を復習する。

第29回 【事前学修】　第29回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑨）
【事後学修】　第29回授業内容を復習する。

第30回 【事前学修】　これまでおこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（通年のふりかえり）
【事後学修】　第30回授業内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

担当者の発表を重視する（60％）。また、授業に出席した際の授業態度、アンケート、コメントなどの平常点でも評価す
る（40％）。
なお、著しく出席数が低い学生や授業態度が悪い者は、単位の修得資格を失う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを購入すること。

■テキスト■テキスト

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．
河野哲也，2018，『レポート・論文の書き方入門　第4版』慶應義塾大学出版会．4766425278
藤田真文編著，2016，『メディアの卒論　第2版』ミネルヴァ書房．4623077195

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

人間情報学演習Ⅱ（社会情報システム論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

メディア文化・産業

■講義内容■講義内容

メディア文化・産業に関する社会科学的な論文の書き方を学ぶ。論文の形式、研究対象の選択と調査、先行研究の読み
方、データ収集・分析方法、考察と結論の書き方などを実技形式で習得する。

■達成目標■達成目標

①学術論文を生産できるようになる。
②データ収集・分析方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　授業の概要
【事後学修】　第１回授業内容を復習する。

第２回 【事前学修】　第２回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（インタビュー調査）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する。

第３回 【事前学修】　第３回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（フィールドワーク）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する。

第４回 【事前学修】　第４回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（Googleフォーム）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する。

第５回 【事前学修】　第５回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS①）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS②）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS③）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する。

第８回 【事前学修】　第８回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（KH Coder①）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する。

第９回 【事前学修】　第９回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（KH Coder②）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する。

第10回 【事前学修】　第10回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（問題意識）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する。

第11回 【事前学修】　第11回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（調査対象）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する。

第12回 【事前学修】　第12回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（調査結果）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する。

第13回 【事前学修】　第13回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（考察）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する。

第14回 【事前学修】　第14回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（結論）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する。

第15回 【事前学修】　前期におこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（半期のふりかえり）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する。

第16回 【事前学修】　第16回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表①）
【事後学修】　第16回授業内容を復習する。

第17回 【事前学修】　第17回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表②）
【事後学修】　第17回授業内容を復習する。

第18回 【事前学修】　第18回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表③）
【事後学修】　第18回授業内容を復習する。
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第19回 【事前学修】　第19回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文①）
【事後学修】　第19回授業内容を復習する。

第20回 【事前学修】　第20回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文②）
【事後学修】　第20回授業内容を復習する。

第21回 【事前学修】　第21回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文③）
【事後学修】　第21回授業内容を復習する。

第22回 【事前学修】　第22回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文④）
【事後学修】　第22回授業内容を復習する。

第23回 【事前学修】　第23回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文⑤）
【事後学修】　第23回授業内容を復習する。

第24回 【事前学修】　第24回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（問題意識）
【事後学修】　第24回授業内容を復習する。

第25回 【事前学修】　第25回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（問題意識）
【事後学修】　第25回授業内容を復習する。

第26回 【事前学修】　第26回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（調査対象）
【事後学修】　第26回授業内容を復習する。

第27回 【事前学修】　第27回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（調査結果）
【事後学修】　第27回授業内容を復習する。

第28回 【事前学修】　第28回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（考察）
【事後学修】　第28回授業内容を復習する。

第29回 【事前学修】　第29回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（結論）
【事後学修】　第29回授業内容を復習する。

第30回 【事前学修】　これまでおこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（通年のふりかえり）
【事後学修】　第30回授業内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

担当者の発表を重視する（60％）。また、授業に出席した際の授業態度、アンケート、コメントなどの平常点でも評価す
る（40％）。
なお、著しく出席数が低い学生や授業態度が悪い者は、単位の修得資格を失う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業でデータ収集・分析方法を学ぶため、ノートPCを用意すること。
テキストを購入すること。

■テキスト■テキスト

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．
河野哲也，2018，『レポート・論文の書き方入門　第4版』慶應義塾大学出版会．4766425278
藤田真文編著，2016，『メディアの卒論　第2版』ミネルヴァ書房．4623077195

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

情報社会論特講
Special Lectures on Information Society

■テーマ■テーマ

社会科学におけるビッグデータの利用

■講義内容■講義内容

ビッグデータや集合知を使った新しいサーベイ法、デジタル社会実験などの手法を学ぶ。受講生による報告と議論を行
う。

■達成目標■達成目標

ウェブを利用した社会調査や実験の基礎的な概念を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１章　イントロダクション前半の予習
【授業内容】　第１章　イントロダクション前半の報告と議論
【事後学修】　第１章　イントロダクション前半の復習

第２回 【事前学修】　第１章　イントロダクション後半の予習
【授業内容】　第１章　イントロダクション後半の報告と議論
【事後学修】　第１章　イントロダクション後半の復習

第３回 【事前学修】　第２章　行動を観察する前半の予習
【授業内容】　第２章　行動を観察する前半の報告と議論
【事後学修】　第２章　行動を観察する前半の復習

第４回 【事前学修】　第２章　行動を観察する後半の予習
【授業内容】　第２章　行動を観察する後半の報告と議論
【事後学修】　第２章　行動を観察する後半の復習

第５回 【事前学修】　第３章　質問をする前半の予習
【授業内容】　第３章　質問をする前半の報告と議論
【事後学修】　第３章　質問をする前半の復習

第６回 【事前学修】　第３章　質問をする後半の予習
【授業内容】　第３章　質問をする後半の報告と議論
【事後学修】　第３章　質問をする後半の復習

第７回 【事前学修】　第４章　実験を行う前半の予習
【授業内容】　第４章　実験を行う前半の報告と議論
【事後学修】　第４章　実験を行う前半の復習

第８回 【事前学修】　第４章　実験を行う後半の予習
【授業内容】　第４章　実験を行う後半の報告と議論
【事後学修】　第４章　実験を行う後半の復習

第９回 【事前学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の予習
【授業内容】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の報告と議論
【事後学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の復習

第10回 【事前学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の予習
【授業内容】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の報告と議論
【事後学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の復習

第11回 【事前学修】　第６章　倫理前半の予習 
【授業内容】　第６章　倫理前半の報告と議論
【事後学修】　第６章　倫理前半の復習

第12回 【事前学修】　第６章　倫理後半の予習 
【授業内容】　第６章　倫理後半の報告と議論
【事後学修】　第６章　倫理後半の復習

第13回 【事前学修】　第７章　未来前半の予習
【授業内容】　第７章　未来前半の報告と議論
【事後学修】　第７章　未来前半の復習

第14回 【事前学修】　第７章　未来後半の予習
【授業内容】　第７章　未来後半の報告と議論
【事後学修】　第７章　未来後半の復習

第15回 【事前学修】　レポートの作成
【授業内容】　レポートの発表
【事後学修】　レポートの反省

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義進行に応じて簡単な演習を課す（30％）ならびに期末レポート（70％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必ず授業準備を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

マシュー・J.サルガニック『ビット・バイ・ビット -- デジタル社会調査入門』ISBN 978-4-641-17448-1
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■参考文献■参考文献

テキストの参考文献を参照

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ネットワーク分析の基礎

■講義内容■講義内容

データ分析用ソフトウェアRと汎用的なプログラミング言語であるPythonを用いてネットワーク分析の基礎を実技形式で学
ぶ。

■達成目標■達成目標

Rの基本的操作ができるようになる。
Pythonで初歩的なプログラミングができるようになる。
RとPythonを用いて初歩的なネットワーク分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Rについて調べてインストールの準備をしておく。
【授業内容】　Rのインストールと基本操作。
【事後学修】　Rの起動、終了など基本操作を確認し、次回授業以降スムーズに学修にとりかかれるようにしてお
く。

第２回 【事前学修】　Rの基本的な演算や関数について調べておく。
【授業内容】　Rによる計算、プログラミング。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で計算やプログラミングをする。

第３回 【事前学修】　Rによる基本的な統計分析の方法を調べておく。
【授業内容】　Rによる基本的な統計分析。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々な統計計算をする。

第４回 【事前学修】　Rのグラフィックス機能について調べておく。
【授業内容】　Rによるグラフィックスの基礎。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々な描画をしてみる。

第５回 【事前学修】　ネットワークの入力形式について調べておく。
【授業内容】　Rによるネットワークデータの扱い。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々なネットワークデータを入力してみる。

第６回 【事前学修】　最短経路探索について調べておく。
【授業内容】　Rによる最短経路探索。
【事後学修】　さまざまな最短経路探索法について特徴をまとめる。

第７回 【事前学修】　ネットワーク構造の指標について調べておく。
【授業内容】　Rによるネットワークの密度、推移性、相互性の算出。
【事後学修】　ネットワークの密度、推移性、相互性について整理しておく。

第８回 【事前学修】　ネットワークの中心性について調べておく。
【授業内容】　離心中心性と近接中心性。
【事後学修】　ネットワーク距離と中心性について整理しておく。

第９回 【事前学修】　ネットワークの次数について調べておく。
【授業内容】　次数中心性とその拡張。
【事後学修】　固有ベクトル中心性の特徴について整理しておく。

第10回 【事前学修】　PageRankについて調べておく。
【授業内容】　PageRankとパワー中心性。
【事後学修】　固有ベクトル中心性の修正と拡張について整理しておく。

第11回 【事前学修】　ネットワークの連結性について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの連結性とクリーク。
【事後学修】　ネットワークの連結性について整理しておく。

第12回 【事前学修】　ネットワークのコミュニティについて調べておく。
【授業内容】　ネットワークのコミュニティ抽出。
【事後学修】　ネットワークのコミュニティについて整理しておく。

第13回 【事前学修】　リンクコミュニティについて調べておく。
【授業内容】　リンクコミュニティの抽出。
【事後学修】　リンクコミュニティについて整理しておく。

第14回 【事前学修】　構造同値について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの構造同値性。
【事後学修】　構造同値について整理しておく。

第15回 【事前学修】　ネットワークの類似性とコア周辺構造について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの類似性とコア周辺構造。
【事後学修】　ネットワークの類似性とコア周辺構造について整理しておく。

第16回 【事前学修】　PythonとNetworkxについて調べておく。
【授業内容】　PythonとNetworkxの導入。
【事後学修】　PythonとNetworkxの操作に慣れておく。

第17回 【事前学修】　Pythonのデータ入力方法について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークデータの入力。
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークデータを入力する。
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第18回 【事前学修】　ネットワークの可視化について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークの可視化。
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークデータを可視化する。

第19回 【事前学修】　パスと連結成分について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるパスと連結成分の分析
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークの構造を調べる。

第20回 【事前学修】　次数相関について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる次数相関の分析。
【事後学修】　次数相関の特徴について整理する。

第21回 【事前学修】　中心性について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる中心性の分析
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークの中心性を調べる。

第22回 【事前学修】　ネットワークの経路探索について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる経路探索
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークについて経路探索してみる。

第23回 【事前学修】　ネットワークの分割について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークの分割。
【事後学修】　ネットワークの分割について整理する。

第24回 【事前学修】　コミュニティ抽出について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークのコミュティ抽出。
【事後学修】　コミュニティ抽出について整理する。

第25回 【事前学修】　ランダムグラフについて調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークモデルの生成。
【事後学修】　様々なネットワークモデルについて整理する。

第26回 【事前学修】　リンク予測について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるリンク予測。
【事後学修】　リンク予測について整理する。

第27回 【事前学修】　ネットワーク伝播について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワーク伝播のシミュレーション。
【事後学修】　ネットワーク伝播について整理する。

第28回 【事前学修】　ネットワークデータを集める。
【授業内容】　RとPythonによるネットワーク分析の実践。
【事後学修】　自分が分析したいネットワークデータを収集する。

第29回 【事前学修】　ネットワーク分析の計画を立てる。
【授業内容】　実際に集めたネットワークデータを分析する。
【事後学修】　分析結果に関する検討。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備。
【授業内容】　ネットワーク分析の発表。
【事後学修】　プレゼンの改善点の検討。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習についての報告（2点×15回＝30点）
実際にネットワークデータを集めて分析した結果の発表（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

R、Pythonなど使用するソフトウェアに習熟しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講）

■テキスト■テキスト

鈴木努，2017，『Rで学ぶデータサイエンス8　ネットワーク分析　第2版』（共立出版、ISBN:978-4-320-11315-2）
村田剛志，2019，『Pythonで学ぶネットワーク分析』（オーム社、ISBN:978-4-274-22425-6）

■参考文献■参考文献

Mohammed Zuhair Al-Taie & Seifedine Kadry, 2017, Python for Graph and Network Analysis, Springer, ISBN:978-
3319530031.

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

ネットワーク分析の応用

■講義内容■講義内容

RとPythonを用いたネットワーク分析の発展的内容を実技形式で学ぶ。

■達成目標■達成目標

RやPythonを用いて発展的、応用的なネットワーク分析をできるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト1第7章7.1の予習
【授業内容】　ネットワーク分析における統計的仮説検定
【事後学修】　第1回授業の復習

第２回 【事前学修】　テキスト1第7章7.2の予習
【授業内容】　QAP検定
【事後学修】　第2回授業の復習

第３回 【事前学修】　テキスト1第7章7.3の予習
【授業内容】　コア/周辺構造のQAP検定
【事後学修】　第3回授業の復習

第４回 【事前学修】　テキスト1第7章7.4の予習
【授業内容】　CUG検定
【事後学修】　第4回授業の復習

第５回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5の予習
【授業内容】　指数ランダムグラフモデル
【事後学修】　第5回授業の復習

第６回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.1の予習
【授業内容】　p1モデル
【事後学修】　第6回授業の復習

第７回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.2の予習
【授業内容】　p*モデル
【事後学修】　第7回授業の復習

第８回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.3の予習
【授業内容】　曲指数型分布族モデル
【事後学修】　第8回授業の復習

第９回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.4の予習
【授業内容】　statnetの場合
【事後学修】　第9回授業の復習

第10回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6の予習
【授業内容】　SAOMの基礎
【事後学修】　第10回授業の復習

第11回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6.1の予習
【授業内容】　RSienaの基本
【事後学修】　第11回授業の復習

第12回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6.1の予習
【授業内容】　RSienaの実例
【事後学修】　第12回授業の復習

第13回 【事前学修】　テキスト1第8章8.1の予習
【授業内容】　パーソナルネットワークの調査研究法
【事後学修】　第13回授業の復習

第14回 【事前学修】　テキスト1第8章8.2の予習
【授業内容】　認知ネットワークからのネットワーク構造の推定
【事後学修】　第14回授業の復習

第15回 【事前学修】　テキスト1第9章9.1と9.2の予習
【授業内容】　ソーシャル・メディアのネットワーク分析
【事後学修】　第15回授業の復習

第16回 【事前学修】　テキスト1第9章9.3と9.4の予習
【授業内容】　テキストマイニングによるネットワーク抽出
【事後学修】　第16回授業の復習

第17回 【事前学修】　テキスト1第10章10.1の予習
【授業内容】　複雑ネットワークの基礎
【事後学修】　第17回授業の復習

第18回 【事前学修】　テキスト1第10章10.2の予習
【授業内容】　ランダムグラフ
【事後学修】　第18回授業の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト1第10章10.3の予習
【授業内容】　スモールワールド・ネットワーク
【事後学修】　第19回授業の復習

第20回 【事前学修】　テキスト1第10章10.4の予習
【授業内容】　スケールフリー・ネットワーク
【事後学修】　第20回授業の復習

第21回 【事前学修】　テキスト1第10章10.5と10.6の予習
【授業内容】　友人数のパラドクスと次数相関
【事後学修】　第21回授業の復習

第22回 【事前学修】　テキスト2第1章前半の予習
【授業内容】　Pythonを用いた複雑ネットワーク分析
【事後学修】　第22回授業の復習

第23回 【事前学修】　テキスト2第1章後半の予習
【授業内容】　NetworkX
【事後学修】　第23回授業の復習

第24回 【事前学修】　テキスト2第2章前半の予習
【授業内容】　ネットワーク分析指標の経済系への応用
【事後学修】　第24回授業の復習

第25回 【事前学修】　テキスト2第2章後半の予習
【授業内容】　企業間サプライチェーンに関するネットワーク研究
【事後学修】　第25回授業の復習

第26回 【事前学修】　テキスト2第3章前半の予習
【授業内容】　ネットワーク上のランダムウォーク
【事後学修】　第26回授業の復習

第27回 【事前学修】　テキスト2第3章後半の予習
【授業内容】　コミュニティ抽出機能の拡張
【事後学修】　第27回授業の復習

第28回 【事前学修】　テキスト2第4章前半の予習
【授業内容】　インフルエンサーの抽出や最適な攻撃耐性に関する進展
【事後学修】　第28回授業の復習

第29回 【事前学修】　テキスト2第4章後半の予習
【授業内容】　攻撃耐性の最適強化
【事後学修】　第29回授業の復習

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備。
【授業内容】　ネットワーク分析の発表。
【事後学修】　プレゼンの改善点の検討。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習についての報告（2点×15回＝30点）
実際にネットワークデータを集めて分析した結果の発表（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

R、Pythonなど使用するソフトウェアに習熟しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講）

■テキスト■テキスト

1.鈴木努，2017，『Rで学ぶデータサイエンス8　ネットワーク分析　第2版』（共立出版、ISBN:978-4-320-11315-2）
2.林幸雄（編著），2019，『Pythonと複雑ネットワーク分析』（近代科学社、ISBN:978-4-7649-0602-0）

■参考文献■参考文献

授業内容ごとに指示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

社会統計学特論
Special Topics in Social Statistics

■テーマ■テーマ

社会統計学の基礎

■講義内容■講義内容

社会科学における社会調査や実験から得られたデータをもとに、統計的・計量的分析を行なうための基礎を学ぶ。

■達成目標■達成目標

調査・実験データの統計的分析のための基本的な技法を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　調査はどのように行われるか
【事後学修】　テキスト 1 章の学習課題

第２回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　調査データをどう分析するか：統計調査を中心に
【事後学修】　テキスト 2 章の学習課題

第３回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　度数分布表を作成する
【事後学修】　テキスト 3 章の学習課題

第４回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　度数分布を記述する
【事後学修】　テキスト 4 章の学習課題

第５回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　クロス表を作成する
【事後学修】　テキスト 5 章の学習課題

第６回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　クロス表で変数間の関係を検定する：カイ二乗検定
【事後学修】　テキスト 6 章の学習課題

第７回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　2 の平均の差を検定する：t 検定
【事後学修】　テキスト 7 章の学習課題

第８回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　複数の平均の差を検定する（1）：分散分析の基礎
【事後学修】　テキスト 8 章の学習課題

第９回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　複数の平均の差を検定する（2）：分散分析の実際
【事後学修】　テキスト 9 章の学習課題

第10回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　2 つの連続変数間の関係を推定する（1）：回帰分析の基礎
【事後学修】　テキスト 10 章の学習課題

第11回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　2 つの連続変数間の関係を推定する（2）：回帰分析の応用
【事後学修】　テキスト 11 章の学習課題

第12回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　離散変数間の関連を測定する：関連係数
【事後学修】　テキスト 12 章の学習課題

第13回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　多重クロス表を作成する
【事後学修】　テキスト 13 章の学習課題

第14回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　多重クロス表を分析する：エラボレーション
【事後学修】　テキスト 14 章の学習課題

第15回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　多変量解析への招待
【事後学修】　テキスト 15 章の学習課題

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 4 回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

片瀬一男ほか『社会統計学ベイシック』ミネルヴァ書房。
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■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅰ（社会統計学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

多変量解析の応用

■講義内容■講義内容

因果分析のための多変量解析の応用を講ずる。そして、エラボレーション、二元配置分散分析、回帰分析で多変量解析の
考え方を教授したのち、重回帰分析の展開、因子分析・主成分分析について学ぶ。

■達成目標■達成目標

計量社会学の基本を身につけ、それを用いて論文を書くことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析
【事後学修】　テキスト序章の学習課題

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　社会調査データ分析における多変量解析
【事後学修】　テキスト 1 章の学習課題

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（1）：エラボレーション
【事後学修】　テキスト 2 章の学習課題

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（2）：二元配置の分散分析
【事後学修】　テキスト 3 章の学習課題

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（3）：回帰分析から重回帰分析へ
【事後学修】　テキスト 4 章の学習課題

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（1）：ダミー変数と交互作用効果
【事後学修】　テキスト 5 章の学習課題

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（2）：ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト 6 章の学習課題

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（3）：多項ロジット分析
【事後学修】　テキスト 7 章の学習課題

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（4）：因果モデルとパス解析
【事後学修】　テキスト 8 章の学習課題

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析入門
【事後学修】　テキスト 9 章の学習課題

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の基礎
【事後学修】　テキスト 10 章の学習課題

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の展開
【事後学修】　テキスト 11 章の学習課題

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　因子分析入門
【事後学修】　テキスト 12 章の学習課題

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　因子分析の基礎
【事後学修】　テキスト 13 章の学習課題

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　因子分析の展開
【事後学修】　テキスト 14 章の学習課題

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　主成分分析入門
【事後学修】　テキスト 15 章の学習課題

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　主成分分析の基礎
【事後学修】　テキスト 16 章の学習課題

第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　主成分分析の展開
【事後学修】　テキスト 17 章の学習課題
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第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　クラスター分析入門
【事後学修】　テキスト 18 章の学習課題

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　クラスター分析の基礎
【事後学修】　テキスト 19 章の学習課題

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　クラスター分析の展開
【事後学修】　テキスト 20 章の学習課題

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（1）：重回帰分析の場合
【事後学修】　テキスト 21 章の学習課題

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（2）：ロジスティック回帰分析の場合
【事後学修】　テキスト 22 章の学習課題

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（3）：多項ロジット分析の場合
【事後学修】　テキスト 23 章の学習課題

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（4）：ログリニア分析の場合
【事後学修】　テキスト 24 章の学習課題

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（5）：因子分析の場合
【事後学修】　テキスト 25 章の学習課題

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（6）：主成分分析の場合
【事後学修】　テキスト 26 章の学習課題

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（7）：クラスター分析の場合
【事後学修】　テキスト 27 章の学習課題

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析再訪（1）：データ分析における因果推論
【事後学修】　テキスト 28 章の学習課題

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析再訪（2）：データ分析における分類と潜在因子の推定
【事後学修】　テキスト 29 章の学習課題

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会統計学特論。

■テキスト■テキスト

片瀬一男ほか『社会統計学アドバンスト』ミネルヴァ書房

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅱ（社会統計学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会意識の計量分析

■講義内容■講義内容

仙台圏で行われた「教育と社会に対する高校生の意識」調査に関する計量社会学的分析を学ぶことで、実際の社会調査
データ分析の基礎を身につける。

■達成目標■達成目標

因果分析のための基本的技法を理解し自分でも使いこなすことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト①序章の予習
【授業内容】　カイ２乗検定
【事後学修】　テキスト①序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト① 1 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析
【事後学修】　テキスト① 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト① 2 章の予習
【授業内容】　一元配置分散分析
【事後学修】　テキスト① 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト① 3 章の予習
【授業内容】　二元八分散分析
【事後学修】　テキスト① 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト① 4 章の予習
【授業内容】　重回帰分析
【事後学修】　テキスト① 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト① 5 章の予習
【授業内容】　因子分析
【事後学修】　テキスト① 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト① 6 章の予習
【授業内容】　主成分分析
【事後学修】　テキスト① 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト① 7 章の予習
【授業内容】　重回帰分析とダミー変数
【事後学修】　テキスト① 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト① 8 章の予習
【授業内容】　重回帰分析と交互作用
【事後学修】　テキスト① 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト① 9 章の予習
【授業内容】　階層的重回帰分析
【事後学修】　テキスト① 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト① 10 章の予習
【授業内容】　二項ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト① 11 章の予習
【授業内容】　順序ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト① 12 章の予習
【授業内容】　多項ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト① 13 章の予習
【授業内容】　構造方程式モデル
【事後学修】　テキスト① 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト① 14 章の予習
【授業内容】　対応分析
【事後学修】　テキスト① 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト②序章の予習
【授業内容】　「失われた時代」の高校生の意識
【事後学修】　テキスト②序章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト② 1 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の実習
【事後学修】　テキスト② 1 章の復習

第18回 【事前学修】　テキスト② 2 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」が学習を変えたか
【事後学修】　テキスト② 2 章の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト② 3 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」と学習の変容（1）：自発的学習行動の変化
【事後学修】　テキスト② 3 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト② 4 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」と学習の変容（2）学習動機の変化
【事後学修】　テキスト② 4 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト② 5 章の予習
【授業内容】　規範意識の二側面（1）：同調性としての規範意識
【事後学修】　テキスト② 5 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト② 6 章の予習
【授業内容】　規範意識の二側面（2）：序列性としての規範意識
【事後学修】　テキスト② 6 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト② 7 章の予習
【授業内容】　変容する進学意識と職業志望：（1）進学意識の変容
【事後学修】　テキスト② 7 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト② 8 章の予習
【授業内容】　変容する進学意識と職業志望：（2）職業志望の変容
【事後学修】　テキスト② 8 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト② 9 章の予習
【授業内容】　性別役割意識の変容（1）：ライフコース展望と性別役割意識
【事後学修】　テキスト② 9 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト② 10 章の予習
【授業内容】　性別役割意識の変容（2）：性別役割意識の世代間伝達
【事後学修】　テキスト② 10 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト② 11 章の予習
【授業内容】　相談ネット①ワークが進路選択におよぼす影響（1）：相談ネット①ワークの範囲と多様性
【事後学修】　テキスト② 11 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト② 12 章の予習
【授業内容】　相談ネットワークが進路選択におよぼす影響（2）：相談ネット①ワークと進路選択
【事後学修】　テキスト② 12 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト② 13 章の予習
【授業内容】　社会意識の動態（1）：満足感・不公正感の動態
【事後学修】　テキスト② 13 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト② 14 章の予習
【授業内容】　社会意識の動態（2）：学歴社会イメージの動態
【事後学修】　テキスト② 14 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート10回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会統計学特論。

■テキスト■テキスト

①片瀬一男ほか『社会統計学アドバンスト』ミネルヴァ書房
②海野道郎・片瀬一男編『〈失われた時代〉の高校生の意識』有斐閣。

■参考文献■参考文献

片瀬一男『夢の行方』東北大学出版会。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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原　義彦

社会教育学特論
Special Topics in Adult Education

■テーマ■テーマ

社会教育・生涯学習のシステム論的考察と研究方法

■講義内容■講義内容

生涯学習社会における社会教育、学校教育、家庭教育の現状と課題についてシステム論的に考究することで、生涯学習社
会に果たすそれぞれの教育の役割、関係性を理解する。また、生涯学習のシステム論的考察の手立てとして、生涯学習研
究の理論と方法を習得する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①社会教育、学校教育、家庭教育がどのよう関係しているかについて、自分なりの説明ができる。
②研究課題の解明につながる適切な質問紙を作成できるようになる。
③自身の研究課題について、研究の構想、研究対象と研究方法を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。

第２回 【事前学修】　国内外の生涯教育進展の歴史を概観してくる。
【授業内容】　生涯学習社会の構築とその背景
【事後学修】　日本において生涯学習社会を構築するときの課題を整理する。

第３回 【事前学修】　生涯学習、社会教育の基本用語について調べてくる。
【授業内容】　生涯学習社会における社会教育、学校教育、家庭教育
【事後学修】　社会教育とは何か、学校教育とは何かについて、自分なりに説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　学校教育における地域との関わりを示す答申、学習指導要領等を読んでくる。
【授業内容】　学校教育における地域との連携、融合、協働
【事後学修】　社会教育施設と学校でどのような協働活動が可能を検討する。

第５回 【事前学修】　社会教育、学校教育、社会教育がどのような関係にあるかについて図式を作成してくる。
【授業内容】　社会教育、学校教育、社会教育の関係性（発表と討議）
【事後学修】　発表を聞いて、自身の関係性の捉え方について再検討する。

第６回 【事前学修】　児童生徒の学力・学習状況調査の近年のデータから見える課題を考えてくる。
【授業内容】　学力と学校、家庭、地域の関係
【事後学修】　子どもの学力と大人の学力（成人力）を高めるため必要なことを考察する。

第７回 【事前学修】　身近な地域にある社会教育施設・学習施設の現状を調べてくる。
【授業内容】　地域の社会教育施設・学習施設
【事後学修】　個人の自立と地域形成に果たす社会教育施設のあり方を考察する。

第８回 【事前学修】　デンマークの教育制度について調べてくる。
【授業内容】　海外の生涯学習事情
【事後学修】　授業で取り上げた以外の国の学校教育、成人教育の制度を調べる。

第９回 【事前学修】　学部の卒業研究をどのように進めてきたかについてまとめてくる。
【授業内容】　社会教育学、生涯学習学研究の視点と方法、研究論文とは何か
【事後学修】　自分自身の研究テーマの研究方法は何かを吟味する。

第10回 【事前学修】　研究論文を読むときの留意点をまとめてくる。
【授業内容】　論文作成と問題解決の技法
【事後学修】　授業で取り上げた問題解決技法を活用して、研究論文を読む。

第11回 【事前学修】　教育研究で使われる多変量解析等には何があるか調べてくる。
【授業内容】　社会調査の理論と方法、教育調査の統計的な分析手法
【事後学修】　自身の研究課題で必要な分析手法、活用が可能な分析手法は何かを検討する。

第12回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法1（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第13回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法2（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第14回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法3（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第15回 【事前学修】　授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　社会教育学、生涯学習学の研究課題と動向、学習成果の確認
【事後学修】　期日までに教育の関係性に関するレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内での発表（50％）、授業内の討議・発言（50%）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

国や自治体の生涯学習、社会教育施策に関するニュースを欠かさずにチェックする。事前に配付される資料を熟読する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、ま
たは生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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原　義彦

人間情報学演習Ⅰ（社会教育学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生涯学習研究・生涯学習実践の課題

■講義内容■講義内容

学会誌に掲載された論文を手がかりに、生涯学習研究・生涯学習実践の方法と課題について検討する。主として受講生に
よる報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①生涯学習研究の動向を説明できる。
②生涯学習の方法と実践上の課題について説明できる。
③生涯学習の研究と実践のかかわりについて自分の考えをもつ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。担当する論文のレジュメを作成する。

第２回 【事前学修】　自分が担当する論文のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　総論
【事後学修】　生涯学習研究の全体的な動向を自分なりに整理する。

第３回 【事前学修】　「生涯学習社会における教育・学習施設の機能」に関する資料、および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習社会における教育機能
【事後学修】　「生涯学習社会における教育・学習施設の機能」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等
について吟味する。

第４回 【事前学修】　「生涯学習の学習内容」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習の学習内容
【事後学修】　「生涯学習の学習内容」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味する。

第５回 【事前学修】　「情報化の進展と生涯学習の方法」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見
を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　情報化の進展と生涯学習の方法
【事後学修】　「情報化の進展と生涯学習の方法」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味
する。

第６回 【事前学修】　第 3 回～第 5 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　小総括
【事後学修】　討議を通じて、少子高齢化、地方分権、DXの時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分
なりに整理し確認する。

第７回 【事前学修】　「生涯学習に関する比較研究」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習に関する比較研究 
【事後学修】　「生涯学習に関する比較研究」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味す
る。

第８回 【事前学修】　「生涯学習における調査枠組みの構築手法」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質
問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習における調査枠組みの構築手法
【事後学修】　「生涯学習における調査枠組みの構築手法」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等につ
いて吟味する。

第９回 【事前学修】「日本における生涯学習の研究と教育」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　日本における生涯学習の研究と教育
【事後学修】　「日本における生涯学習の研究と教育」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について
吟味する。

第10回 【事前学修】　第 7 回～第 9 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　小総括
【事後学修】　討議を通じて、グローバル化、地方分権、社会的包摂の時代における生涯学習の方法と実践上の
課題を自分なりに整理し確認する。

第11回 【事前学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―」に関する資料、および担当者のレ
ジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―
【事後学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―」の資料を批判的に読み返し、研究
方法・課題等について吟味する。

第12回 【事前学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―」に関する資料、および担当者の
レジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―
【事後学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―」の資料を批判的に読み返し、研
究方法・課題等について吟味する。
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第13回 【事前学修】　「生涯学習成果の評価・認証」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習成果の評価・認証
【事後学修】　「生涯学習成果の評価・認証」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味す
る。

第14回 【事前学修】　第 3 回～第 13 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題をめぐって
【事後学修】　討議を通じて、地方創生、多様化の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整
理し確認する。

第15回 【事前学修】　前期授業を振り返り、授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習の研究課題」に関するレポートを所定の記述までに完成させる。

第16回 【事前学修】　自分が担当する論文のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　総論
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の課題」に関する資料を批判的に読み返し、実践研究の
課題について自分なりに整理する。

第17回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における生涯学習研究の課題」）および担当者のレジュメを読み、質
問・意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における生涯学習研究の課題
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習実践の課題」を批判的に読み返し、生涯学習実践の課題につ
いて自分なりに整理する。

第18回 【事前学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の実践」に関する資料、および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における生涯学習実践の課題
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の実践」の資料を批判的に読み返し、生涯学習実践研究
の方法と実践上の課題について自分なりに整理する。

第19回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における家庭教育の課題」）および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における家庭教育の課題
【事後学修】　討議を通じて、変革の時代における家庭教育とその支援の実践上の課題を自分なりに整理し確認
する。

第20回 【事前学修】　第 17 回～第 19 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　「教育改革の時代における社会教育行政改革」を批判的に読み返し、社会教育行政改革の方法と
実践上の課題について自分なりに整理する。

第21回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における社会教育行政改革」）および担当者のレジュメを読み、質問・
意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における社会教育行政改革
【事後学修】　「教育委員会制度の課題と方向」を批判的に読み返し、教育委員会制度の課題について自分なり
に整理する。

第22回 【事前学修】　「教育委員会制度の改革」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えて
くる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育委員会制度の課題と方向
【事後学修】　「地方分権化と生涯学習」を批判的に読み返し、地方分権化における生涯学習の課題について自
分なりに整理する。

第23回 【事前学修】　「地方分権化と生涯学習」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えて
くる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　地方創生と生涯学習
【事後学修】　討議を通じて、連携・協働の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整理し確
認する。

第24回 【事前学修】　第 21 回～第 23 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　「教育改革と生涯学習社会の構築」に関する資料を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た
学校教育改革の方法と課題について自分なりに整理する。

第25回 【事前学修「生涯学習社会と学校改革」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習社会と学校改革
【事後学修】　「生涯学習と大学システム問題」を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た大学システムの
課題について自分なりに整理する。

第26回 【事前学修】　「生涯学習支援と大学」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習支援と大学
【事後学修】　「生涯学習支援と大学ネットワーク」を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た大学ネット
ワーク構築の方法と課題について自分なりに整理する。

第27回 【事前学修】　「生涯学習支援と大学ネットワーク」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習支援と大学ネットワーク
【事後学修】　討議を通じて、連携・協働の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整理し確
認する。

第28回 【事前学修】　第 25 回～第 27 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　これまでの授業を踏まえ、連携・協働による生涯学習支援の方法と実践上の課題についてまとめ
る。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1343 -



第29回 【事前学修】　生涯学習の研究と実践のかかわりについて考えてくる。
【授業内容】　生涯学習の研究と実践のかかわりについて
【事後学修】　討議を踏まえ、生涯学習の研究と実践のかかわりについて自分なりに整理し確認する。

第30回 【事前学修】　授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習研究・生涯学習実践の課題」に関するレポートを所定の記述までに完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2回のレポート（60%）、授業への参加の状況（40%）。観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公表する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①様々な領域の研究方法に関する文献をふだんから読んでおく。
②生涯学習支援に関するニュースを毎日チェックする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会教育学特論

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。また、担当教員のアドレスをmanabaに公開し
ます。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、または生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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原　義彦

人間情報学演習Ⅱ（社会教育学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

家庭・地域と学校の連携・協働による教育活動の検討

■講義内容■講義内容

基本文献と全国各地で行われている実践事例を手がかりに、家庭・地域と学校の連携・協働による教育活動の動向、課題
等について検討する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①家庭・地域と学校の協働による教育活動の動向を説明できる。
②家庭・地域と学校の協働が成立するための条件について自分の考えを文章に表すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。担当する論文のレジュメを作成する。

第２回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動　総論
【事後学修】　授業を振り返り、家庭・地域と学校の協働による教育活動の全体像をイメージする。

第３回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の施策の動向・課題に関する資料および担当者のレジュ
メを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動施策の動向・課題
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第４回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の研究の動向・課題に関する資料および担当者のレジュ
メを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動研究の動向・課題
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の研究の動向・課題を自分なりに整理する。

第５回 【事前学修】　学社連携・融合に関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　学社連携・融合
【事後学修】　学社連携・融合に関する施策と研究の動向・課題を自分なりに整理する。

第６回 【事前学修】　第 3 回～第 5 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 3 ～ 5 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第７回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。学習支援ネットワークの形成に関する資料お
よび担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　学習支援ネットワークの形成
【事後学修】　学習支援ネットワークの形成に関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分なりに整
理する。

第８回 【事前学修】　地域課題の解決とコーディネートに関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　地域課題の解決とコーディネート
【事後学修】　地域課題の解決とコーディネートに関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分なり
に整理する。

第９回 【事前学修】　新しい公共性とソーシャルキャピタルに関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見
を考えてくる。
【授業内容】　新しい公共性とソーシャルキャピタル
【事後学修】　新しい公共性とソーシャルキャピタルに関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分
なりに整理する。

第10回 【事前学修】　第 7 回～第 9 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 7 ～ 9 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第11回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。家庭・地域と学校の協働における学校・教員
の役割に関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働における学校・教員の役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働における学校・教員の役割に関する資料を読み返し、施策と研究の動
向・課題を自分なりに整理する。

第12回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割に関する資料および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割に関する資料を読み返し、施策と研究の動
向・課題を自分なりに整理する。

第13回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割に関する資料および担当者のレジュメ
を読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割に関する資料を読み返し、施策と研究
の動向・課題を自分なりに整理する。
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第14回 【事前学修】　第 11 ～ 13 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 11 ～ 13 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　第 1 ～ 14 回のまとめと学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習の研究課題」に関するレポートを所定の期日までに完成させる。

第16回 【事前学修】　自分が興味を持った都道府県の実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　事例研究　学校と地域の協働による教育活動推進事業　総論
【事後学修】　授業を振り返り、実践事例を批判的に検討する際のポイント等を整理する。

第17回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業１
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第18回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業２
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第19回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業３
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第20回 【事前学修】　第 17 ～ 19 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。自分が興味を持った市町村の
実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　第 17 ～ 19 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第21回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業１
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第22回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業２
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第23回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業３
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第24回 【事前学修】　第 21 ～ 23 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。自分が興味を持った宮城県内
の実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　第 21 ～ 23 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第25回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　志教育（宮城県）と自分づくり教育（仙台市） 
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第26回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　学校支援地域本部事業と放課後子ども教室事業
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第27回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　嘱託社会教育主事制度（仙台市）
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第28回 【事前学修】　第 25 回 ～ 第 27 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 25 ～ 27 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第29回 【事前学修】　実践事例を通して浮かび上がってきた家庭・地域と学校の協働に関する課題について考えてく
る。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動をめぐって
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、自治体が展開する施策の動向・課題を自分なりに整理し確認
する。

第30回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　第 16 ～ 29 回のまとめと学習成果の確認
【事後学修】　「家庭・地域と学校の協働による教育活動実践の動向・課題」に関するレポートを所定の期日ま
でに完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2回のレポート（60%）、授業への参加の状況（40％）。観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公表する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

家庭・学校・地域の連携・協働に関する教育実践のニュースを欠かさずチェックする。事前に配付される資料を熟読す
る。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会教育学特論、人間情報学演習（社会教育学特論）

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。また、担当教員のアドレスをmanabaに公開し
ます。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、または生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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片瀬　一男

教育社会学特論
Special Topics in Educational Sociology

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムの制御に関する研究

■講義内容■講義内容

現代社会の構造変動、特に高度情報社会の進展とそれに伴う人間関係や意識、制度的規制のあり方を新しい社会情報シス
テムの導入との関連において、実証的・理論的に考究する。特に情報リテラシー、情報公開、個人情報保護などの情報規
範意識、生活の質の確保といった課題について、現実の地域社会における行政施策や住民ニーズに関連づけながら体系的
なアプローチを展開する。

■達成目標■達成目標

履修者が教育社会学の理論を理解し、それを用いて現代の教育問題を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　はじめに：講義のねらい
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　学校化社会へのアプローチ
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　社会化とアイデンティティ
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　教育と社会階層
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　ジェンダーと教育
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　変貌する中等教育
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　変貌する高等教育
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　大学院教育の展開
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　文化としての学習
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　「教育困難」と教師の実践
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　メディアと青少年
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　逸脱と少年非行
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　制度としての教育・組織としての学校
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　教育社会学の研究方法
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　講義のまとめ：教育社会学研究の展望
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文２回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前にテキスト資料を精読し、担当者はレジュメを作成してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

近藤博之・岩井八郎編『現代教育社会学』有斐閣。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅰ（教育社会学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

学歴をキーワードに教育社会学の基礎を学ぶ

■講義内容■講義内容

教育社会学の基礎的な文献を読むことによって、教育の社会学的研究の基礎知識を身につける。そして、「格差」や「二
極化」が叫ばれる現代日本の状況を踏まえ、それを生み出すメカニズムとしての「学歴」の効用や、その取得をめぐる
「受験競争」の実態を明らかにする 90 年代以降の諸論考を精選。教育と社会的地位との関連をめぐる混迷や閉塞を解
き、理解できるようになる。

■達成目標■達成目標

履修者が教育社会学の理論を理解し、それを用いて現代の教育問題を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　選抜・競争と社会変動の導入
【事後学修】　テキスト序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　社会階層と進路形成の変容
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　現代社会で求められる『能力』
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　選抜・競争と社会変動のまとめ
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　学歴取得の機会と学歴によるキャリアへの影響の導入
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　教育と社会移動の趨勢
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　高度成長期以降の学歴・キャリア・所得
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　会社のなかの学歴社会
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　大衆教育社会のなかの階層意識
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　就職と選抜
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　学歴取得の機会と学歴によるキャリアへの影響のまとめ
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　学校から職業への移行の導入
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　地位達成過程と社会構造　制度的連結理論の批判的再検討
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　学校と職業社会の接続
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　増加するフリーター経由の移行
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　大学教育と職業への移行
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　学校から職業への移行のまとめ
【事後学修】　テキスト 16 章の復習
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第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　競争意識の変化の導入
【事後学修】　テキスト 17 章の復習

第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　〈自信〉の構造―セルフ・エスティームと教育における不平等
【事後学修】　テキスト 18 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　職業観と学校生活感―若者の『まじめ』は崩壊したか
【事後学修】　テキスト 19 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　教育アスピレーションの変容
【事後学修】　テキスト 20 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　現代高校生の学習意欲と進路希望の形成
【事後学修】　テキスト 21 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　競争意識の変化のまとめ
【事後学修】　テキスト 22 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　競争と選抜の国際比較の導入
【事後学修】　テキスト 23 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　学歴取得と学歴効用の国際比較
【事後学修】　テキスト 24 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　教育アスピレーションの加熱・冷却
【事後学修】　テキスト 25 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　高校教育における日本とシンガポールのメリトクラシー
【事後学修】　テキスト 26 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　教育改革と学校文化―システム外的要因による変化
【事後学修】　テキスト 27 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　競争と選抜の国際比較のまとめ
【事後学修】　テキスト 28 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　演習のまとめ：教育社会学研究の展望
【事後学修】　テキスト 29 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前にテキスト資料を精読し、担当者はレジュメを作成してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

岩井八郎・近藤博之『現代教育社会学』有斐閣。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅱ（教育社会学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

高等教育の社会学的研究の基礎を学ぶ

■講義内容■講義内容

高等教育における市場化、学力評価システムの日米比較、大学と地域・企業の産学連携、大学評価の研究と実践、法人と
しての大学経営など高等教育の問題をめぐるリーディングスをよみ、高等教育の社会学的研究の意義をさぐる。

■達成目標■達成目標

高等教育に関する教育社会学の代表的な文献を集めたリーディングスを読解することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　高等教育システムへの導入
【事後学修】　テキスト序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　大学組織の変容と質的保証に関する考察
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　高等教育における市場化─国際比較からみた日本
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　グローバル化する e ラーニング─市場原理と国家の交錯
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　高等教育機会の格差と是正政策
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　高等教育システムのまとめ
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　大学教育への導入
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　初年次教育とその評価
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　学生のエンゲージメントと大学教育のアウトカム
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　大学新卒者採用における面接評価の構造
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　評価以前の研究
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　知識社会における大学教育と職業
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　学力評価システムの日米比較
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　大学教育のまとめ
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　研究と社会貢献への導入
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　近代日本における『フンボルトの理念』─福田徳三とその時代
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　フンボルト理念とは神話だったのか
【事後学修】　テキスト 16 章の復習

第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　高等教育改革と大学教授職
【事後学修】　テキスト 17 章の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　日本の研究パフォーマンスと研究実施構造の変遷
【事後学修】　テキスト 18 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　大学と地域社会に関する研究動向と課題
【事後学修】　テキスト 19 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　イノベーション政策と産学連携
【事後学修】　テキスト 20 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　研究と社会貢献のまとめ
【事後学修】　テキスト 21 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　大学評価・大学経営への導入
【事後学修】　テキスト 22 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　国際的通用力を持つ大学評価システムの構築
【事後学修】　テキスト 23 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　大学評価の研究と実践の 10 年
【事後学修】　テキスト 24 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　大学アドミニストレーターの役割と養成
【事後学修】　テキスト 25 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　今後日本でも重視される『IR 部門』の役割
【事後学修】　テキスト 26 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　学校法人活性化・再生研究会　最終報告ポイント
【事後学修】　テキスト 27 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　国立大学の『選択と集中』
【事後学修】　テキスト 28 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　大学評価・大学経営のまとめ
【事後学修】　テキスト 29 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高等教育に関する知識が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

教育社会学特論。

■テキスト■テキスト

塚原修一編『リーディングス　日本の教育と社会　第 12 巻　高等教育』。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1353 -



柳井　雅也

地域政策論特講
Special Lectures on Regional Policy

■テーマ■テーマ

グローバルプレッシャー下の地域の産業、地域政策

■講義内容■講義内容

世界経済の動向を踏まえながら、主要産業部門の産業構造と世界的な立地を、産業特性と立地条件を踏まえながら明らか
にしていく。このことによって、立地適地及び不適地における地域政策の課題を明らかにしていく。取り上げる産業は、
自動車、電機、化学、情報産業である。これらの産業構造と立地はリーディングインダストリーとして、世界経済や日本
経済の主導的地位にある。これらの分析を通じて地域政策の考え方、競争戦略上の課題、地域に及ぼす影響を考えてい
く。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

各産業の立地特性や地域経済の産業構成が分かるようになる。また、国や地域の産業競争の実態が分かるようになる。地
域政策の課題が、単に地域の「誘致したい産業」と「実際に、誘致可能」な産業との間にギャップがあることが分かるよ
うになる。また。地域政策はその時の解決策のみならず未来を先取りした戦略であることも理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　世界貿易の最新と 10 年前のデータ比較を統計資料を使って読み取り報告する。
【授業内容】　世界の経済構造のフレーム
【事後学修】　日本の海外進出企業の大陸別進出数と投資額を調べて提出する。

第２回 【事前学修】　自動車産業の世界ランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　自動車産業の世界競争
【事後学修】　ベンツの工場立地場所（ドイツ）を調べて立地理由を考察して提出。

第３回 【事前学修】　日本の自動車産業のランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　日本の自動車産業の構造と立地
【事後学修】　トヨタ自動車の工場立地とその理由を考察して提出。

第４回 【事前学修】　トヨタおよび関連産業の宮城県内の立地について調べては発表する。
【授業内容】　自動車産業の振興政策と地域政策（宮城県の実態）
【事後学修】　宮城県の自動車産業関連企業のリストを作成して提出。

第５回 【事前学修】　電機産業の世界ランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　電機産業の世界競争
【事後学修】　世界の電機企業（1 社）の事業展開について調べて次回の授業時に発表する。

第６回 【事前学修】　日本の電機産業のランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　日本の電機産業の構造と立地
【事後学修】　日本の電機企業 （1 社 ） の事業展開について調べて次回の授業時に発表する。

第７回 【事前学修】　シャープの液晶事業の経緯を調べて発表する。
【授業内容】　電機産業の衰退と地域政策（関西地域の家電産業）
【事後学修】　工業統計（1990 ～ 2015 年　5 年ごと）を調べて日本の電機産業の衰退状況を調べて提出。

第８回 【事前学修】　化学産業の世界動向をネットで調べて報告する。
【授業内容】　化学産業の世界競争
【事後学修】　ヘキスト社の企業分析と工場立地を調べて提出する。

第９回 【事前学修】　日本の化学産業の業界構造をネットで調べて報告する。
【授業内容】　日本の化学産業の構造と立地
【事後学修】　三菱化学の企業分析と工場立地を調べて提出する。

第10回 【事前学修】　日本の化学産業の地域政策についてネットで調べて報告する。
【授業内容】　化学産業の設備集約と地域政策
【事後学修】　日本の化学工場（1 社）の立地を資本系列別（10 年前と最新を比較）に確認して、その理由を整
理して提出。

第11回 【事前学修】　世界の情報産業のランキングをジャンル別に調べて報告する。
【授業内容】　情報産業の成長と世界競争
【事後学修】　マイクロソフトとグーグルの販売構成比を比較してその違いを提出。

第12回 【事前学修】　日本の情報産業のランキングをジャンル別に調べて報告する。
【授業内容】　日本の情報産業の構造と立地
【事後学修】　日本の情報産業（1 社）の企業構造と立地を調べて提出。

第13回 【事前学修】　地域産業政策の定義について調べて報告する。
【授業内容】　地域産業政策とは何か
【事後学修】　テクノポリス政策について調べて提出する。

第14回 【事前学修】　産業立地政策の事例を調べて報告する。
【授業内容】　産業立地と地域政策
【事後学修】　産業クラスター政策について調べて提出する。

第15回 【事前学修】　産業クラスター政策について調べて報告する。
【授業内容】　地域政策の新たな展開
【事後学修】　授業の後半で、これまでで最も興味があったテーマについて報告し討論する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習20％、事後学30％、発表内容50％。授業目標の達成度の視点から総合的に判断する。評価基準はルーブリックの
形で授業中に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

産業特性の把握を行う為、新聞記事の検索をして発表するための準備をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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柳井　雅也

人間情報学演習Ⅰ（地域政策論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

産業集積の経済地理学的研究

■講義内容■講義内容

産業集積論の経済地理学的研究について、マーシャル、ヴェーバーなどを俎上に検討していく。具体的には、サード・イ
タリィ、シリコンバレー等、産業集積地域を事例にその理論の適用可能性と課題を探っていきたい。また、日本の産業集
積の特質と課題も同時に明らかにしていく。

■達成目標■達成目標

産業集積について、理論、世界分布とその分析が分かるようになる。これによって、最新の理論を修得するだけでなく、
多様な観点から産業集積地域を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　企業城下町：門真市の松下本社の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　なぜ産業集積なのか
【事後学修】　産業集積の考え方を整理しておくこと。

第２回 【事前学修】　企業城下町：日立市の松下本社の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーの位置と概要
【事後学修】　シリコンバレーの企業（大規模企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第３回 【事前学修】　企業城下町：鯖江市の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーの発展
【事後学修】　シリコンバレーの企業（中規模企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第４回 【事前学修】　企業城下町：亀山市のシャープ工場現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーのダイナミズム
【事後学修】　シリコンバレーの企業（ベンチャー企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第５回 【事前学修】　企業城下町：会津若松市の富士通工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「サード・イタリィ」とはなにか
【事後学修】　サード・イタリィの家具事例を調べて次回授業時に報告する。

第６回 【事前学修】　企業城下町：大衡村のトヨタ工場の現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャル的産業地区としての「サード・イタリィ」
【事後学修】　サード・イタリィの皮革製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第７回 【事前学修】　企業城下町：にかほ市の TDK 工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「産業地区」の動態
【事後学修】　サード・イタリィの家電製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第８回 【事前学修】　企業城下町：黒部市の YKK 工場現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「サード・イタリィ」の制度的特徴
【事後学修】　サード・イタリィの金具製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第９回 【事前学修】　企業城下町：小松市の小松製作所の工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（1）「産業地区」と産業風土
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ イギリス ） を調べて次回授業時に報告する。

第10回 【事前学修】　企業城下町：大津市の東レの現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（2）産業地域の理論的諸問題
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ ドイツ ） を調べて次回授業時に報告する。

第11回 【事前学修】　企業城下町：延岡市の旭化成の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（3）マーシャルの産業地域論の視野
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ 日本 ） を調べて次回授業時に報告する。

第12回 【事前学修】　北上市の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ウェーバーの集積論
【事後学修】　ウェーバーの集積論に沿ってドイツの製鉄業について調べて次回授業時に報告する。

第13回 【事前学修】　米沢市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　フーヴァーの集積論
【事後学修】　フーバーの集積論に沿った産業立地について調べて次回授業時に報告する。

第14回 【事前学修】　坂城町の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ウリーンの集積論
【事後学修】　ウリーンの集積論に沿った産業立地について調べて次回授業時に報告する。

第15回 【事前学修】　三条・燕市の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「新しい産業空間」のフレーム
【事後学修】　「新しい産業空間」の事例を新聞やネットで調べて次回授業時に報告する。

第16回 【事前学修】　東京都大田区の産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「新しい産業空間」論における集積発生の説明
【事後学修】　「新しい産業空間」の事例を新聞やネットで調べて次回授業時に報告する。

第17回 【事前学修】　大阪府東大阪の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表す
る。
【授業内容】　クルーグマンのフレーム
【事後学修】　クルーマンの考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。
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第18回 【事前学修】　桐生市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　中心・周辺モデル
【事後学修】　中心・周辺の考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第19回 【事前学修】　太田市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　産業の局地化に関するモデル
【事後学修】　産業の局地化の考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第20回 【事前学修】　諏訪市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　クルーグマン理論における問題点
【事後学修】　クルーグマンの考え方を示す事例（第 17 回以外で）をネットや新聞記事から探して次回授業時
に報告する。

第21回 【事前学修】　富士市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ポーターの競争優位論
【事後学修】　ポーターの考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第22回 【事前学修】　京都市伏見区の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　競争優位論の環境的諸条件
【事後学修】　ワイン産業事例を使って競争優位を説明し次回授業時に報告する。

第23回 【事前学修】　アメリカのシリコンバレーの産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表
する。
【授業内容】　競争優位と産業クラスター
【事後学修】　日本の電機産業事例を使って競争優位を説明し次回授業時に報告する。

第24回 【事前学修】　サードイタリィの産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　知的創造と場所
【事後学修】　民間ベンチャーの事例をネットや新聞から調べてその内容と課題を次回授業時に報告する。

第25回 【事前学修】　中国の経済特区についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　知識と情報
【事後学修】　大学発ベンチャーの事例をネットや新聞から調べてその内容と課題を次回授業時に報告する。

第26回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた企業城下町系を比較分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　暗黙知とコード化された知識のスパイラス的変換
【事後学修】　伝統産業の技術が先端産業の技術に応用されている事例をネットや新聞から調べてその内容と課
題を次回授業時に報告する。

第27回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた地場産業地域を業種別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　知識創造と空間的近接性
【事後学修】　シリコンバレーの事例を調べて次回授業時に報告する。

第28回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた産業地域を国別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　イノベーション・ミリューと学習する地域
【事後学修】　イノベーション・ミリューと学習する地域の事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報
告する。

第29回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた産業地域を業種別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　日本の産業集積の現状と課題
【事後学修】　日本の産業集積の現状と課題の事例を調べて次回授業時に報告する。

第30回 【事前学修】　前回の内容をマーシャルの産業地域論から整理して、その理論の普遍性と課題を報告する。
【授業内容】　日本の産業集積への理論的適用の意義と限界
【事後学修】　これまで一番興味のあったテーマを報告し討論を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習20％、事後学習30％、発表の内容50％。授業目標の達成度の視点から総合的に判断し、授業中に解説を行う。評
価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、新聞記事のオンライン検索で関連する話題を提供してもらう。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

特になし。
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柳井　雅也

人間情報学演習Ⅱ（地域政策論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

空間的分業について

■講義内容■講義内容

Massey の空間分業論を検討しながら、現代日本の地域構造を検討していく。主にヨーロッパで検証された「構造アプロー
チ」の視点を検証して、日本での適用可能性を検討する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

Massey の空間分業論を検討しながら、「構造アプローチ」の考え方を学ぶ。そのため、社会的関係や不均等発展の概念規
定について学びながら、現状分析の方法も習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地域にとって空間とは何かについて調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業における問題の所在
【事後学修】　空間とは何かについて経済地理学の視点から整理して次回の授業時に提出する。

第２回 【事前学修】　社会的諸関係の定義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（1）論争
【事後学修】　社会的諸関係と空間組織について論争点を一覧図に整理して次回の授業時に提出する。

第３回 【事前学修】　資本の諸特徴について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（2）資本の諸特徴
【事後学修】　社会的諸関係について事例を探して次回授業時に報告する。

第４回 【事前学修】　社会構造と生産関係とは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（3）社会構造と生産関係
【事後学修】　社会的諸関係について社会構造と生産関係が見える事例を探して次回報告する。

第５回 【事前学修】　社会関係と空間組織を地理的考えるとは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（4）地理
【事後学修】　社会的諸関係について地理的にわかる事例を探して次回報告する。

第６回 【事前学修】　イタリアの事例をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（5）イタリアにおける例証
【事後学修】　サード・イタリィの事例を調べて次回報告する。

第７回 【事前学修】　不均等発展の定義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（1）アプローチ
【事後学修】　不均等発展を世界統計から調べて発表する。

第８回 【事前学修】　空間構造とは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（2）空間構造
【事後学修】　不均等発展の空間構造とは何かを事例的に調べて次回提出する。

第９回 【事前学修】　地理的不均等について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（3）地理的不均等
【事後学修】　地理的不均等の事例を調べて次回提出する。

第10回 【事前学修】　場所のユニークネスとは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（4）場所のユニークネス
【事後学修】　場所のユニークネスの事例を調べて次回報告する。

第11回 【事前学修】　イギリスの空間構造の変化の背景について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（1）背景
【事後学修】　イギリスの産業の特徴について調べて次回報告する。

第12回 【事前学修】　イギリスのエレクトロニクス産業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（2）エレクトロニクス
【事後学修】　イギリスのエレクトロニクスの特徴を事例的に調べて報告する。

第13回 【事前学修】　イギリスの衣服産業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（3）衣服産業
【事後学修】　イギリスの衣服産業の特徴を事例的に調べて報告する。

第14回 【事前学修】　イギリスのサービス業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（4）サービス業
【事後学修】　イギリスのサービス業の特徴を事例的に調べて報告する。

第15回 【事前学修】　産業と地域の関係について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　地域への影響（1）ユニーク
【事後学修】　空間構造について地理的な図を論文などから調べて報告する。

第16回 【事前学修】　空間組織と空間構造による炭田地域での展開を調べて発表する。
【授業内容】　地域への影響（2）炭田地域
【事後学修】　今回の授業で取り上げた事例で炭田の特徴を調べて次回授業時に報告する。

第17回 【事前学修】　空間組織と空間構造による縁辺地域での展開を調べて発表する。
【授業内容】　地域への影響（3）縁辺地域
【事後学修】　縁辺地域の空間構造の特徴を示す事例を調べて次回授業時に報告する。

第18回 【事前学修】　雇用と地理の関係について教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（1）空間構造と空間的分業
【事後学修】　教科書の事例地域の現在についてネットや新聞記事より調べて報告する。
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第19回 【事前学修】　政治と地理の関係について教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（2）不均等発展と国家政治
【事後学修】　不均等発展と国家政治の現代的な事例をネットや新聞記事より調べて次回授業時に報告する。

第20回 【事前学修】　雇用の変化が地理的分布に与える影響を教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（3）地理的変化
【事後学修】　不均等発展の変化のパターンについて整理して次回授業時に報告する。

第21回 【事前学修】　不均等の再生産とは何かについて教科書を調べて発表する。
【授業内容】　不均等の再生産
【事後学修】　不均等の再生産に関する事例を調べて次回授業時に報告する。

第22回 【事前学修】　空間的分業に関する論争を教科書を調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（1）テーマ
【事後学修】　自動車産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第23回 【事前学修】　空間的分業と資本主義の関係について調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（2）資本主義分析
【事後学修】　造船業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第24回 【事前学修】　空間的分業をめぐる説明方法の手順を教科書からまとめて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（3）説明方法
【事後学修】　鉄鋼業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第25回 【事前学修】　空間概念について教科書をまとめて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（4）空間概念
【事後学修】　食品産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第26回 【事前学修】　空間的分業の論争を 22 回目の講義から 25 回目までを踏まえて整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（5）テーマの要約
【事後学修】　時計産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第27回 【事前学修】　空間的分業の日本の地域構造への展開についてその課題はどこにあるか教科書を整理して発表す
る、
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（1）理論的課題設定
【事後学修】　電機産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第28回 【事前学修】　日本の地域構造に関する学説史を教科書を参考に整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（2）他の諸論との比較
【事後学修】　自動車産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第29回 【事前学修】　日本の地域構造を統計的に把握することの意義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（3）統計的接近
【事後学修】　繊維産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第30回 【事前学修】　空間的分業の日本への適用についての課題を教科書で調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（4）まとめ
【事後学修】　これまでの学習の中で一番気になったテーマについて、授業最後に報告・討論を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習20％と事後学習30％、授業中の発表内容50％。
授業目標の達成度の視点から総合的に判断し、授業中に解説を行う。評価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、新聞記事のオンライン検索で関連する話題を提供してもらう。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

特になし。
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岩動　志乃夫

地域産業論特講
Special Lectures on Regional Industry

■テーマ■テーマ

地域産業の展開と地域構造の変貌

■講義内容■講義内容

わが国では 20 世紀後半から経済成長と共に産業構造を大きく変化させた。本講義では戦後の産業成長とその集積がどの
ような地域展開をしてきたのかを検証する。特に第二次産業と第三次産業の変容に着目する。

■達成目標■達成目標

①人口減少が進み、国際化が進展する中で、わが国の産業集積と産業構造に関する基礎知識を習得し、地域産業の構造と
展開について空間的に論ずることができるようになる。
②産業の立地論に関して説明することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指示された内容にしたがって学習を進めましょう。論文検索の方法を復習する。
【授業内容】　はじめに（授業の進め方、準備するもの、評価方法の説明など）
【事後学修】　第１回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第２回 【事前学修】　第２回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。東北地理学会
【授業内容】　戦後の国土計画と第二次産業の地域展開
【事後学修】　第２回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第３回 【事前学修】　第３回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。東北地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の第二次産業
【事後学修】　第３回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第４回 【事前学修】　第４回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の第二次産業の課題
【事後学修】　第４回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第５回 【事前学修】　第５回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　情報化社会の第二次産業
【事後学修】　第５回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第６回 【事前学修】　第６回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　情報化社会の第二次産業の課題
【事後学修】　第６回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第７回 【事前学修】　第７回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　戦後の地場産業の成長と衰退、課題について
【事後学修】　第７回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第８回 【事前学修】　第８回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　戦後の第三次産業の地域的展開
【事後学修】　第８回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第９回 【事前学修】　第９回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　高度経済成長期の商業
【事後学修】　第９回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第10回 【事前学修】　第10回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の商店街の発達と機能
【事後学修】　第10回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第11回 【事前学修】　第11回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　駅前商店街と都心商業地
【事後学修】　第11回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第12回 【事前学修】　第12回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　都心商店街の衰退と郊外商業地の急成長（現地調査を予定）
【事後学修】　第12回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第13回 【事前学修】　第13回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　まち中の再生と地域づくり
【事後学修】　第13回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

第14回 【事前学修】　第14回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　地域づくりと産業振興
【事後学修】　第14回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

第15回 【事前学修】　第15回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　受講を終えるにあたっての修得内容の確認
【事後学修】　第15回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％）、レポート提出（50％）による。提出後、内容について解説する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したもので可）を毎回持参して下さい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。
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■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1361 -



岩動　志乃夫

人間情報学演習Ⅰ（地域産業論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人文地理学や経済地理学における産業立地と都市の構造に関する文献講読

■講義内容■講義内容

人文地理学、経済地理学における産業立地に関する専門書および研究論文の読解を行い、受講生の研究能力の向上を図
る。取り上げる論文は地理学評論、人文地理、経済地理学年報、季刊地理学、地理科学、Annals of the Association of
American Geographers、その他を予定している。

■達成目標■達成目標

①先行文献（論文）の選び方を学び、論文の読解力を身につけ、地域産業に関するアカデミックな説明ができるようにな
る。
②学会発表で口頭説明ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地理学一般に関する文献講読
【事後学修】　東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。発表の準備をす
る。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　人口に関する文献講読
【事後学修】　第２回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第３回 【事前学修】　第３回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第一次産業に関する文献講読
【事後学修】　第３回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第４回 【事前学修】　第４回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　稲作地域の変容に関する文献講読
【事後学修】　第４回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第５回 【事前学修】　第５回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第一次産業と地域再生に関する文献講読
【事後学修】　第５回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第二次産業に関する文献講読
【事後学修】　第６回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　工業立地に関する文献講読
【事後学修】　第７回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　工業発展と工業集積地の構造に関する文献講読
【事後学修】　第８回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の歴史的経緯に関する文献講読
【事後学修】　第９回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の産地形成に関する文献講読
【事後学修】　第10回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の産地再生に関する文献講読
【事後学修】　第11回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第三次産業に関する文献講読
【事後学修】　第12回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第13回 【事前学修】　第13回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　商業に関する文献講読
【事後学修】　第13回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。
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第14回 【事前学修】　第14回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　中心商店街の推定に関する文献講読
【事後学修】　第14回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　中心商店街の再生に関する文献講読
【事後学修】　第15回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　大型商業施設の立地に関する文献講読
【事後学修】　第16回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文
【授業内容】　大型商業施設の出店に対する各方面への影響に関する文献講読
【事後学修】　第17回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の内部構造に関する文献講読
【事後学修】　第18回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第19回 【事前学修】　第19回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の産業立地に関する文献講読
【事後学修】　第19回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市階層の展開に関する文献講読
【事後学修】　第20回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第21回 【事前学修】　第21回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　まち中再生に関する文献講読
【事後学修】　第21回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第22回 【事前学修】　第22回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の魅力に関する文献講読
【事後学修】　第22回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第23回 【事前学修】　第23回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　観光に関する文献講読
【事後学修】　第23回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第24回 【事前学修】　第24回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市観光に関する文献講読
【事後学修】　第24回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第25回 【事前学修】　第25回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　農村観光に関する文献講読
【事後学修】　第25回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　グリーンツーリズムとエコツーリズムに関する文献講読
【事後学修】　第26回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地域づくりに関する文献講読
【事後学修】　第27回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　まちおこしに関する文献講読
【事後学修】　第28回講義で学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検
索する。発表の準備をする。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　むらおこしに関する文献講読
【事後学修】　第29回講義で学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検
索する。発表の準備をする。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　受講を終えるにあたっての習得内容の確認
【事後学修】　本講義から学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索
する。発表の準備をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％）、レポート提出（50％）による。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したものでも可）を毎回持参して下さい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。

■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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岩動　志乃夫

人間情報学演習Ⅱ（地域産業論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

人文地理学や経済地理学に関する修士論文の作成指導

■講義内容■講義内容

各自の研究テーマに関連する諸論文の読解指導、資料収集法の指導、資料の加工・分析指導を行い、受講生の論文の完成
度を高める。

■達成目標■達成目標

①学位論文の作成に必要な文献収集、調査法について学び、研究資料を作成することができるようになる。
②学位論文を作成することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文作成に向けてのテーマ決定と章立てを考える。
【授業内容】　地域産業の研究に必要な文献と資料について
【事後学修】　授業内容にもとづきデータを整理する。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献、資料の収集方法①　図書館、資料室等での収集
【事後学修】　第２回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第３回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献、資料の収集方法②　インターネット検索
【事後学修】　第３回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第４回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献・資料の読解方法と参考文献の書き方
【事後学修】　第４回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第５回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　注の書き方
【事後学修】　第５回の授業内容にもとづき、表現方法を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献の整理と保管について
【事後学修】　第６回の授業内容にもとづき、表現方法を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査の収集方法とその加工　①人口
【事後学修】　第７回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査の収集方法とその加工　②産業
【事後学修】　第８回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査データのマップ化
【事後学修】　第９回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計の収集方法とその加工　①大分類
【事後学修】　第10回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計の収集方法とその加工　②中分類・その他
【事後学修】　第11回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計表データのマップ化
【事後学修】　第12回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第13回 【事前学修】　第13回講義前にデータを整理しておく。
【授業内容】　分布図の作成方法
【事後学修】　第13回の授業内容にもとづきデータからマップ化する。

第14回 【事前学修】　第14回講義前にデータを整理しておく。
【授業内容】　主題図の作成方法
【事後学修】　第14回の授業内容にもとづきデータからマップ化する。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　良き論文を作成するための注意点
【事後学修】　第15回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計の収集方法とその加工　①市区町村単位
【事後学修】　第16回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計の収集方法とその加工　②産業分類編
【事後学修】　第17回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計データのマップ化
【事後学修】　第18回の授業内容にもとづきデータを整理する。
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第19回 【事前学修】　第19回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　事業所・企業統計調査データの収集方法とその加工
【事後学修】　第19回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　事業所・企業統計調査データのマップ化
【事後学修】　第20回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第21回 【事前学修】　第21回講義前に聞き取り表の作成。
【授業内容】　資料収集とまとめ方の注意事項
【事後学修】　第21回の授業内容にもとづき聞き取り表の修正。

第22回 【事前学修】　第22回講義前に聞き取り調査の準備。
【授業内容】　聞き取り調査の意義と調査用紙の作成方法
【事後学修】　第22回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第23回 【事前学修】　第23回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　聞き取り調査のまとめ方
【事後学修】　第23回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第24回 【事前学修】　第24回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　聞き取り調査による図表の作成法
【事後学修】　第24回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第25回 【事前学修】　第25回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート法の有効性と調査用紙の作成方法
【事後学修】　第25回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケートのまとめ方
【事後学修】　第26回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート集計、1 次集計、2 次集計
【事後学修】　第27回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート法の注意事項
【事後学修】　第28回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に論文執筆。
【授業内容】　論文を執筆する際の注意事項やコツについて
【事後学修】　第29回の授業内容にもとづき論文執筆。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に論文執筆。
【授業内容】　作成した資料の発表会
【事後学修】　本講義の授業内容にもとづき論文執筆。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（20％）、論文提出（80％）による。提出後、内容について解説する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したものでも可）を毎回持参して下さい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。

■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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増子　正、菅原　真枝

地域福祉論特講
Special Lectures on Community Social Work

■テーマ■テーマ

コミュニティワークへのアプローチ

■講義内容■講義内容

わが国の社会福祉は、現代社会の変貌に伴い、少子・高齢化などの現象に象徴されるように、新しいパラダイムの転換が
求められている。本講義では、我われの生活圏を対象にして、地域が抱えている課題を解決するためのアプローチを、福
祉政策、財政、組織面から考えていく。

■達成目標■達成目標

①現代社会における福祉課題を把握することができるようになる。
②簡単な地域福祉計画が策定できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該科目履修の目的をまとめる
【授業内容】　少子・高齢化社会の課題（菅原）
【事後学修】　少子 ･ 高齢社会の特徴と課題をまとめる

第２回 【事前学修】　人口動態から想定される生活課題を考える
【授業内容】　地域福祉とコミュニティ（菅原）
【事後学修】　人口動態から将来の課題を整理する

第３回 【事前学修】　介護保険の地域包括ケアシステムの概要を調べる
【授業内容】　地域ケアシステム（菅原）
【事後学修】　地域包括ケアシステムとは何かを整理する

第４回 【事前学修】　社会保障制度について概要を調べる
【授業内容】　少子・高齢社会と医療問題（菅原）
【事後学修】　社会保障制度の概要をまとめる

第５回 【事前学修】　社会保障制度と福祉の関係を調べる
【授業内容】　少子・高齢社会と福祉問題（菅原）
【事後学修】　社会保障と福祉制度の関連を整理する

第６回 【事前学修】　介護保険制度の概要を調べる
【授業内容】　介護保険制度の課題（菅原）
【事後学修】　介護保険制度の概要を整理する

第７回 【事前学修】　市町村合併の背景を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉（菅原）
【事後学修】　市町村合併による効果を調べる

第８回 【事前学修】　地域福祉計画の概要策定状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画の概要（菅原）
【事後学修】　地域福祉計画の概要策定状況を調べる

第９回 【事前学修】　地域福祉計画と地域福祉活動計画の特徴を調べる
【授業内容】　地域福祉計画策定手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画の策定プロセスを整理する

第10回 【事前学修】　評価の概念を調べる
【授業内容】　地域福祉計画評価手法（増子）
【事後学修】　事業評価の考え方を整理する

第11回 【事前学修】　行政の事業評価の実施状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画モニタリング手法（増子）
【事後学修】　事業評価のプログラムをシミュレーションする

第12回 【事前学修】　福祉コミュニティの概念を調べる
【授業内容】　地域福祉とセーフティネット（増子）
【事後学修】　自助・共助・公助の意義を整理する

第13回 【事前学修】　地域をアセスメントすることの意義を考える
【授業内容】　地域アセスメント手法と分析（増子）
【事後学修】　アセスメントの手法をまとめる

第14回 【事前学修】　情報システムとは何かを調べる
【授業内容】　保健・医療・福祉情報システム（増子）
【事後学修】　福祉情報システムの重要性をまとめる

第15回 【事前学修】　地域包括ケアの概念を整理する
【授業内容】　地域包括ケアシステム（増子）
【事後学修】　介護保険制度における地域包括ケアシステムの特徴を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回の小テスト（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

わが国における社会福祉の現状を把握しておかれたい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

中田雅美「高齢者の住まいとケアからみた地域包括ケアシステム」、明石書店、2015年、ISBN4750341576

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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増子　正、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅰ（地域福祉論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域福祉研究の動向

■講義内容■講義内容

地域福祉学分野に関連する研究動向のレビューをおこない、専門書及び関連論文の読解をおこなう。

■達成目標■達成目標

①地域福祉計画策定におけるプロセスを把握することができるようになる。
②地域福祉計画策定における地域アセスメントができるようになる。
③地域福祉計画のモニタリングができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会福祉のなりたちを調べる
【授業内容】　社会福祉基礎構造改革（増子）
【事後学修】　社会福祉基礎構造改革が行われた背景を整理する

第２回 【事前学修】　介護保険制度のなりたちを調べる
【授業内容】　社会福祉基礎構造改革と地域福祉（増子）
【事後学修】　社会福祉基礎構造改革と地域福祉の位置づけをまとめる

第３回 【事前学修】　少子・高齢社会が抱える課題を調べる
【授業内容】　市町村をめぐる地域福祉の動向（増子）
【事後学修】　市町村をめぐる地域福祉の動向を整理する

第４回 【事前学修】　地域福祉とは何かをまとめる
【授業内容】　社会福祉協議会をめぐる動向（増子）
【事後学修】　社会福祉協議会をめぐる動向を整理する

第５回 【事前学修】　地域福祉あり方研究会報告書の概要を調べる
【授業内容】　厚生労働省「地域福祉あり方研究会報告」（増子）
【事後学修】　厚生労働省「地域福祉あり方研究会報告」が設置された背景を整理する

第６回 【事前学修】　地域福祉あり方研究会の述べている「新しい支え合」とはないかを調べる
【授業内容】　厚生労働省「地域福祉ありかた研究会報告」と現状（増子）
【事後学修】　厚生労働省「地域福祉ありかた研究会報告」の進捗状況をまとめる

第７回 【事前学修】　地域福祉計画とは何かを調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の概要（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の概要を整理する

第８回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の概要を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の策定手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の策定手法を整理する

第９回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の特徴を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の評価方法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の評価方法を整理する

第10回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画実施の進捗状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）のモニタリング手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）のモニタリング手法を整理する

第11回 【事前学修】　地域福祉計画に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画に関する論文を選び要約する

第12回 【事前学修】　地域福祉計画の評価に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画の評価手法に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画の評価手法に関する論文を選び要約する

第13回 【事前学修】　地域福祉のモニタリングに関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画のモニタリングに関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画のモニタリングに関する論文を選び要約する

第14回 【事前学修】　社会福祉協議会の動向に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の動向に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の動向に関する論文を選び要約する

第15回 【事前学修】　社会福祉協議会の事業評価に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の評価に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の評価に関する論文を選び要約する

第16回 【事前学修】　地域福祉のフォーマル、インフォーマルなサービスを調べる
【授業内容】　福祉サービス利用について（菅原）
【事後学修】　福祉サービス利用のプロセスを整理する

第17回 【事前学修】　後見人制度について調べる
【授業内容】　地域福祉権利擁護事業（菅原）
【事後学修】　成年後見人制度について整理する

第18回 【事前学修】　地域福祉の財源について調べる
【授業内容】　共同募金と地域福祉活動（菅原）
【事後学修】　共同募金と地域福祉活動の関係を整理する
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第19回 【事前学修】　地域包括ケアシステムの意義を調べる
【授業内容】　地域包括支援センターの役割（菅原）
【事後学修】　地域包括支援センターの役割を整理する

第20回 【事前学修】　介護保険制度の概要を調べる
【授業内容】　介護保険制度の概要（菅原）
【事後学修】　自分の町の介護保険制度の概要をまとめる

第21回 【事前学修】　介護保険制度と日常生活支援について調べる
【授業内容】　介護保険制度と地域福祉（菅原）
【事後学修】　介護保険制度と地域福祉の関係を整理する

第22回 【事前学修】　居宅介護保険事業者数の推移を調べる
【授業内容】　居宅介護支援事業と経営（菅原）
【事後学修】　自分の町の居宅介護支援事業の現状を調べる

第23回 【事前学修】　市町村合併の効果を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉（菅原）
【事後学修】　市町村合併がもたらした地域福祉を整理する

第24回 【事前学修】　市町村合併により地域福祉がどのような位置づけになったのかを調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉の課題（菅原）
【事後学修】　市町村合併と地域福祉の課題をまとめる

第25回 【事前学修】　市町村の行財政分析について調べる
【授業内容】　市町村合併における民生費（菅原）
【事後学修】　市町村合併における民生費の変化を調べる

第26回 【事前学修】　市町村合併に伴う福祉水準の変化に関する論文を調べる
【授業内容】　市町村合併と民生費に関する論文読解（菅原）
【事後学修】　市町村合併と民生費に関する論文を選び要約する

第27回 【事前学修】　共同募金と地域福祉活動の関係を調べる
【授業内容】　地域福祉と資源（菅原）
【事後学修】　地域福祉の資源を整理する

第28回 【事前学修】　フォーマルな社会資源とインフォーマルな社会資源の違いをまとめる
【授業内容】　地域福祉とインフォーマルな資源活用（菅原）
【事後学修】　自分の町の地域福祉とインフォーマルな資源活用状況を調べる

第29回 【事前学修】　小地域福祉ネットワーク活動に関する論文の精読
【授業内容】　小地域ネットワーク活動に関する論文読解（菅原）
【事後学修】　小地域ネットワーク活動に関する論文を選び要約する

第30回 【事前学修】　地域福祉に関する研究のテーマを考える
【授業内容】　地域福祉研究のまとめ（菅原）
【事後学修】　地域福祉研究の方法をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

武川正吾：「地域福祉計画」、有斐閣アルマ、2005 年を読み、地域福祉計画の概要を理解しておく。ISBN 4641-12260-1

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

講義の際に指定する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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増子　正、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅱ（地域福祉論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

市町村合併と地域福祉

■講義内容■講義内容

市町村合併と地域福祉に関する研究及び受講者の研究テーマに関する諸論文の読解と、データ解析指導をおこない、論文
作成の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

①わが国における市町村合併の変遷を理解することができるようになる。
②地域福祉における市町村合併の効果測定の手法を身につける。
③福祉政策の評価とモニタリングができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　市町村合併の背景を調べる
【授業内容】　市町村合併にみる地域福祉の展望（菅原）
【事後学修】　市町村合併の背景を整理する

第２回 【事前学修】　市町村合併後の地域の変化について調べる
【授業内容】　市町村合併にみる地域福祉の課題（菅原）
【事後学修】　市町村合併後の地域の変化について整理する

第３回 【事前学修】　市町村合併の事例を調べる
【授業内容】　先進自治体における市町村合併の事例研究（菅原）
【事後学修】　市町村合併の成功事例と失敗事例の要因をまとめる

第４回 【事前学修】　市町村合併の目的を調べる
【授業内容】　市町村合併の効果（菅原）
【事後学修】　道州制についての考えをまとめる

第５回 【事前学修】　市町村合併解消事例を調べる
【授業内容】　市町村合併の効果（菅原）
【事後学修】　市町村合併解消事例から合併成立に必要な要件をまとめる

第６回 【事前学修】　市町村合併と地域福祉の関係を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉の関係（菅原）
【事後学修】　市町村合併と地域福祉の関係をまとめる

第７回 【事前学修】　市町村合併の形態を調べる
【授業内容】　市町村合併の合意形成（菅原）
【事後学修】　市町村合併の形態と特徴をまとめる

第８回 【事前学修】　新設合併と吸収合併による事業調整について調べる
【授業内容】　市町村合併の合意形成事例研究（菅原）
【事後学修】　新設合併と吸収合併による事業調整の方法をまとめる

第９回 【事前学修】　合併済み自治外を選び合併後の事業の変化を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉事業の統廃合（菅原）
【事後学修】　合併済み自治外を選び合併後の事業の変化の特徴をまとめる

第10回 【事前学修】　事業評価の体系を調べる
【授業内容】　市町村合併における地域福祉事業の評価（菅原）
【事後学修】　事業評価の体系を整理する

第11回 【事前学修】　事業評価の手法を調べる
【授業内容】　市町村合併における地域福祉事業評価のシミュレーション（菅原）
【事後学修】　事業評価の手法を整理する

第12回 【事前学修】　交通弱者について調べる
【授業内容】　市町村合併と住民への交通サービス（菅原）
【事後学修】　交通弱者の課題を整理する

第13回 【事前学修】　デマンドバス運行事例を調べる
【授業内容】　市町村合併と住民への交通サービスの事例研究（菅原）
【事後学修】　移動サービスの形態をまとめる

第14回 【事前学修】　住民ニーズ収集の方法を調べる
【授業内容】　市町村合併における住民ニーズの把握（菅原）
【事後学修】　住民ニーズとは何かを整理する

第15回 【事前学修】　住民ニーズ評価の事例を集める
【授業内容】　市町村合併における住民ニーズの評価方法（菅原）
【事後学修】　住民ニーズ評価の事例から、シミュレーションの方法を整理する

第16回 【事前学修】　データ解析の基礎を調べる
【授業内容】　データ解析について（増子）
【事後学修】　データ解析の基礎をまとめる

第17回 【事前学修】　基本等軽量についての基礎を調べる
【授業内容】　基本統計量（増子）
【事後学修】　基本統計量についてまとめる
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第18回 【事前学修】　データ解析用のデータを集める
【授業内容】　データ集計と検定（増子）
【事後学修】　データ解析用のデータの集め方を整理する

第19回 【事前学修】　公開されている福祉関係のデータを調べる
【授業内容】　福祉に関する公開データによる演習（増子）
【事後学修】　公開されている福祉関係のデータを一覧表にまとめる

第20回 【事前学修】　行財政分析とは何かを調べる
【授業内容】　福祉政策の財政分析（増子）
【事後学修】　行財政分析の目的をまとめる

第21回 【事前学修】　自治体の決算カードの読み方を調べる
【授業内容】　福祉政策評価のシミュレーション（性質別歳出、目的別歳出）（増子）
【事後学修】　自治体の決算カードから、政策の優先順位の読み方を整理する

第22回 【事前学修】　事業評価における満足度調査の種類を調べる
【授業内容】　福祉サービスの満足度評価・分析（増子）
【事後学修】　事業評価における満足度調査の手法を整理する

第23回 【事前学修】　福祉事業の満足度調査に関する論文の精読
【授業内容】　福祉サービス満足度評価論文読解（増子）
【事後学修】　福祉事業の満足度調査結果と政策へのフィードバックの方法をまとめる

第24回 【事前学修】　自分の都道府県の政策評価の状況を調べる
【授業内容】　福祉政策評価・分析（増子）
【事後学修】　自分の都道府県の政策の優先順位をまとめる

第25回 【事前学修】　政策評価に関する論文を調べる
【授業内容】　福祉政策評価論文読解（増子）
【事後学修】　政策評価に関する論文から政策評価の手法を整理する

第26回 【事前学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けの方法を考える
【授業内容】　福祉ニーズの順位付け手法（増子）
【事後学修】　分布関数を用いてて福祉ニーズの順位付けをシミュレーションする

第27回 【事前学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けに関する論文の精読
【授業内容】　福祉ニーズ順位付け手法論文読解（増子）
【事後学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けの方法を整理する

第28回 【事前学修】　自分の都道府県の政策評価の状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画の事例研究（増子）
【事後学修】　政策評価とアカウンタビリティの関係を整理する

第29回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の策定状況を調べる
【授業内容】　地域福祉活動計画の事例研究（増子）
【事後学修】　自分の町の地域福祉計画の策定状況まとめる

第30回 【事前学修】　自分の町の地域福祉活動計画の策定状況を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉のまとめ（増子）
【事後学修】　自分の町の地域福祉活動計画の策定状況をまとめる
※授業内容：市町村合併が地域福祉に及ぼした影響を調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

川村匡由：「市町村合併と地域福祉」、ミネルヴァ書房、2007 年を読み、市町村合併の目的と変遷を理解して、道州制を
視野に入れた地域福祉のこれからのあり方について考えをまとめておく。ISBN 978-4-623-04613-3

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

講義の際に指定する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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高野　岳彦

地域情報学特論
Special Topics in Regional Information

■テーマ■テーマ

統計分析と分布図化による地域特性の解読

■講義内容■講義内容

地域情報の入手と分析および分布図化の技法習得とその課題地域への適用を通して、地域特性の科学的な捉え方とその限
界を学ぶ。

■達成目標■達成目標

地域情報の入手・分析とその地図化の技法を習得し、それを研究対象地域に適用して地域特性の科学的な把握の仕方とそ
の限界が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地域統計データにはどんなものがあるか、調べてくる
【授業内容】　地域の社会経済情報の入手
【事後学修】　授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく。

第２回 【事前学修】　地図情報にはどんなものがあるか、調べて来る
【授業内容】　web地図サイトにはどんなものがあるか調べる。
【事後学修】　授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく。

第３回 【事前学修】　主題図にはどんなものがあるか、地図帳で調べる
【授業内容】　主題図作成の基礎
【事後学修】　主題図の制作課題を行う。

第４回 【事前学修】　GIS ソフトとは何か、調べてくる
【授業内容】　GIS ソフトの紹介
【事後学修】　授業て紹介したGISソフトをPCに組み込んで動かしてみる。

第５回 【事前学修】　Kashmir3D とは何をするソフトか、調べて来る
【授業内容】　Kashmir3D の基本
【事後学修】　Kashmir3Dを使った地図製作課題を完成させる。

第６回 【事前学修】　地図太郎とは何ができるソフトか、調べて来る
【授業内容】　地図太郎の基本
【事後学修】　地図太郎を使った地図製作課題を完成させる。

第７回 【事前学修】　Mandara とは何ができるソフトか、調べてくる
【授業内容】　Mandara の基本
【事後学修】　Mandaraを使った統計地図づくりの課題を完成させる。

第８回 【事前学修】　自らの研究テーマに関連する地域や事象を決めて来る
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（1）対象事象の決定、リスト作成
【事後学修】　自ら選んだ地域について，Mandaraで人口増減図を作ってみる。

第９回 【事前学修】　Mandara操作の基本を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（2）緯度・経度ファイル作成
【事後学修】　対象地点の緯度経度をしらべる。

第10回 【事前学修】　緯度経度しらべの手順を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（3）　Mandara 地図との統合
【事後学修】　授業で例示した地点分布図づくりを，対象を変えて実践してみる。

第11回 【事前学修】　Mandaraによる線のデザイン方法を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（4）分布図のデザイン・出力
【事後学修】　授業で紹介した技能を駆使して，地図を見栄え良くデザインしてみる。

第12回 【事前学修】　主題図にはどんなデザイン技能があるか，地図帳をみて確認しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（1）ベース画像の読み込み
【事後学修】　任意の地域を対象に，授業で解説した地図作り技能を実践してみる。

第13回 【事前学修】　土地利用図にはどんな表現方法があるか確認しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（2）対象事象のワークシートを作成
【事後学修】　対象地域を変えて，地図作りを試行してみる。

第14回 【事前学修】　前回の地図技能について復習しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（3）地図のデザイン・出力
【事後学修】　より見やすい地図になるよう，デザインを工夫してみる。

第15回 【事前学修】　地図から地域性を読みとる方法について考えてみる。
【授業内容】　地域特性の把握
【事後学修】　作成した地図から地域性を読みとり文章にまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の課題 70％、まとめ課題 30％　課題にはコメントをつけて返却する。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

Excel による四則演算はできるようにしておく

■テキスト■テキスト

使用しない
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■参考文献■参考文献

授業で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代えて、manaba の個別指導機能を使用する。
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佐久間　政広

地域社会論特講
Special Lectures on Community Studies

■テーマ■テーマ

地域社会の論理を考える

■講義内容■講義内容

地域社会において生じる諸現象を、贈与論の理論的枠組みを用いて解き明かす。

■達成目標■達成目標

地域社会を分析的視線で考察するさいの自分なりの枠組みを述べることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する
【授業内容】　本講義の課題設定
【事後学修】　現代の地域問題についてサーベイする。

第２回 【事前学修】　現代日本における地域社会の意義について考えてみる。
【授業内容】　地域と地域社会
【事後学修】　日常生活において地域社会を実感しない理由を整理する。

第３回 【事前学修】　ポランニーの経済人類学について調べておく。
【授業内容】　生活資源獲得の 4 ルート
【事後学修】　自給／相互扶助／市場交換／再分配それぞれの定義を確認する。

第４回 【事前学修】　モース『贈与論』について調べておく。
【授業内容】　贈与交換の世界（相互扶助）
【事後学修】　贈与交換に対応する人間関係・社会関係の特徴を整理する。

第５回 【事前学修】　岩井克人『ベニスの商人の資本論』を読んでおく。
【授業内容】　市場交換の世界（商品と貨幣）
【事後学修】　市場交換に対応する人間関係・社会関係の特質を整理する。

第６回 【事前学修】　福祉国家について調べておく。
【授業内容】　再分配の世界（政府の役割）
【事後学修】　再分配が実施される根拠を整理する。

第７回 【事前学修】　家事労働論争について調べておく。
【授業内容】　自給の世界（家と家族）
【事後学修】　家族／世帯／家の違いについて整理する。

第８回 【事前学修】　家がどのように定義されているか調べておく。
【授業内容】　家とは何か
【事後学修】　現代日本において存在する「家的なもの」を考えてみる。

第９回 【事前学修】　村の定義としてこれまでどのようなものがあるか調べておく。
【授業内容】　家連合としての村
【事後学修】　同族的結合と講組的結合の違いを整理しておく。

第10回 【事前学修】　農家数、農業就業者数、食料自給率などの変化を調べておく。
【授業内容】　農業の近代化と農村社会の変貌
【事後学修】　農業政策の実施にさいし村落がどのように関わったかを整理する。

第11回 【事前学修】　都市の定義としてどのようなものがあるかを調べておく。
【授業内容】　都市的生活様式とは何か
【事後学修】　都市的生活様式について整理しておく

第12回 【事前学修】　自分の居住地の町内会について調べておく。
【授業内容】　町内会の歴史
【事後学修】　現代の地域社会において町内会が担う機能について整理する。

第13回 【事前学修】　ボランティアの歴史について調べておく。
【授業内容】　市民社会とボランティア
【事後学修】　現代日本においてボランティアが抱える困難について整理する。

第14回 【事前学修】　現代日本において公共性をめぐってどのような議論がなされているか調べておく。
【授業内容】　公共性と親密性
【事後学修】　親密性と公共性の関係について整理しておく。

第15回 【事前学修】　これまで授業で話されてきた事柄を振り返っておく。
【授業内容】　地域社会の論理を考える
【事後学修】　地域社会の理屈について整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の40％）およびレポート（評価の 60％）。評価基準はルーブリッ
クの形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組を通して、現在の日本社会において生じている問題に関して知識を深め
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示。
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佐久間　政広

人間情報学演習Ⅰ（地域社会論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

今日の地域社会が直面する諸課題の検討

■講義内容■講義内容

今日、高齢化問題、過疎化問題、環境問題等、地域の抱える問題は深刻である。そうした諸問題の解決にさいして、大き
な期待が地域社会に向けられている。この期待は十分に現実的であろうか。演習では、種々の文献を検討するとともに、
現実の問題を取り上げ考察を深めていく。

■達成目標■達成目標

地域社会を分析的視線で考察するさいの枠組みを述べることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　本演習のオリエンテーション
【事後学修】　現代日本における地域問題を整理する。

第２回 【事前学修】　文献収集の手法に関する書籍を読む。
【授業内容】　地域問題に関する文献収集の方法
【事後学修】　自分の関心に従って文献を収集してみる。

第３回 【事前学修】　地域社会に関する定義を調べてみる。
【授業内容】　地域社会概念に関する理論的検討
【事後学修】　地域社会概念を検討するさいの論点を整理する。

第４回 【事前学修】　コミュニティ概念を調べてみる。
【授業内容】　地域社会とコミュニティ
【事後学修】　さまざまなコミュニティ概念を整理する。

第５回 【事前学修】　共同体という概念を調べてみる。
【授業内容】　共同体概念に関する理論的検討
【事後学修】　なぜ共同体概念を安易に使用できないかを確認する。

第６回 【事前学修】　村に関してどのような定義がなされているかを調べてみる。
【授業内容】　村落共同体概念に関する検討
【事後学修】　村の概念を整理してみる。

第７回 【事前学修】　家概念について調べてみる。
【授業内容】　家の成立について
【事後学修】　農民の家の成立を歴史的に確認する。

第８回 【事前学修】　民俗学において家がどのように説明されているかを調べてみる。
【授業内容】　文化としての家
【事後学修】　日本社会に残る家的な習俗を確認する。

第９回 【事前学修】　有賀喜左衞門が家についてどのような説明をおこなっているか調べてみる。
【授業内容】　生活保障組織としての家
【事後学修】　生活保障組織として家を把握する利点を整理する。

第10回 【事前学修】　有賀喜左衞門について調べてみる。
【授業内容】　家連合としての村
【事後学修】　家連合の考え方を整理する。

第11回 【事前学修】　有賀喜左衞門の石神村調査について調べてみる。
【授業内容】　有賀理論における同族団
【事後学修】　大家齋藤家と分家との関係について整理する。

第12回 【事前学修】　福武直について調べてみる。
【授業内容】　同族結合と講組結合
【事後学修】　同族結合と講組的結合の関係について整理する。

第13回 【事前学修】　竹内利美について調べてみる。
【授業内容】　竹内理論における村
【事後学修】　竹内理論の特徴を整理する。

第14回 【事前学修】　家族に関する定義を調べてみる。
【授業内容】　家と家族
【事後学修】　家概念と家族概念の違いを整理する。

第15回 【事前学修】　家父長制概念について調べる。
【授業内容】　家の家父長制をどう捉えるか
【事後学修】　農家の家父長制に関する竹内利美の説明を確認する。

第16回 【事前学修】　鈴木榮太郞『農村社会学原理』における村の諸組織を調べてみる。
【授業内容】　村における生産の諸組織
【事後学修】　今日の農村における生産の組織を確認する。

第17回 【事前学修】　鈴木榮太郞『農村社会学原理』における村の諸組織を調べてみる。
【授業内容】　村における生活の諸組織
【事後学修】　今日の農村における生活の組織を確認する。

第18回 【事前学修】　農地改革について調べてみる。
【授業内容】　戦後改革は村を変えたか
【事後学修】　戦後改革が農村に与えた影響を整理する。
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第19回 【事前学修】　日本の高度経済成長について調べてみる。
【授業内容】　高度経済成長と村落社会
【事後学修】　高度経済成長期の農村の変貌について整理する。

第20回 【事前学修】　農業の近代化とは何を指すか調べてみる。
【授業内容】　農業の近代化と村落の変容
【事後学修】　稲作機械化により農村がどのように変化したかを整理する。

第21回 【事前学修】　過疎と過密という言葉の登場について調べる。
【授業内容】　過疎問題の登場
【事後学修】　新しい過疎について調べてみる。

第22回 【事前学修】　山村高齢者の生活実態に関する論文を読む。
【授業内容】　過疎山村における高齢者
【事後学修】　村落社会における相互扶助の原理を確認する。

第23回 【事前学修】　人口の高齢化の現状について調べてみる。
【授業内容】　村落社会の高齢化
【事後学修】　村落社会における高齢者の位置づけを確認する。

第24回 【事前学修】　地域福祉の概念について調べてみる。
【授業内容】　地域社会の福祉機能
【事後学修】　高齢者の生活維持にとって地域社会の有する意義を確認する。

第25回 【事前学修】　農山村の環境問題としてどのようなものがあるか調べてみる。
【授業内容】　地域社会と環境問題
【事後学修】　農業の有する多面的機能について調べてみる。

第26回 【事前学修】　生活環境主義の文献を探して読んでみる。
【授業内容】　生活環境主義
【事後学修】　生活環境主義の考え方を整理する。

第27回 【事前学修】　地域組織としての町内会の特徴ついて調べてみる。
【授業内容】　自治組織としての地域社会
【事後学修】　町内会の歴史について調べてみる。

第28回 【事前学修】　ボランティアの概念について調べてみる。
【授業内容】　地域社会とボランティア
【事後学修】　日本社会におけるボランティアの困難について整理する。

第29回 【事前学修】　「地方消滅」をめぐる議論について調べてみる。
【授業内容】　地域社会に何を期待できるか
【事後学修】　「地方消滅」論を批判する議論を調べてみる。

第30回 【事前学修】　授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　地域社会が直面する課題についてのまとめ
【事後学修】　自らの研究テーマと受容内容の関連を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の60％）およびレポート（評価の 40％）。評価基準については
ルーブリックの形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組を通して、現在の日本社会において生じている問題に関して知識を深め
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

授業中に指示。
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佐久間　政広

人間情報学演習Ⅱ（地域社会論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会システム理論の研究

■講義内容■講義内容

主にニクラス・ルーマンの社会システム理論を検討することを通じて、社会的現実に関する理論社会学的な見方を習得す
る。

■達成目標■達成目標

システム理論の視点から社会現象を理論的、分析的に説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　本演習のオリエンテーション
【事後学修】　社会システム理論について調べてみる。

第２回 【事前学修】　システムに関するいろいろな定義を調べてみる。
【授業内容】　システムとは何か
【事後学修】　システム概念を整理する。

第３回 【事前学修】　ユクスキュルについて調べる。
【授業内容】　システムと環境
【事後学修】　環境概念について整理する。

第４回 【事前学修】　トマス ･ ホッブスについて調べておく。
【授業内容】　根本問題としての社会秩序問題
【事後学修】　社会秩序問題について整理する。

第５回 【事前学修】　タルコット・パーソンズについて調べておく。
【授業内容】　秩序問題に関するパーソンズの解決
【事後学修】　秩序問題をパーソンズはどのように定式化し、いかに解決したかを整理する。

第６回 【事前学修】　ニクラス・ルーマンについて調べておく。
【授業内容】　秩序問題とダブルコンティンジェンシー
【事後学修】　ダブルコンティンジェンシー問題のパーソンズ的解決を確認する。

第７回 【事前学修】　他者の意図を把握することの可能性について考えてみる。
【授業内容】　ブラックボックスとしての他者
【事後学修】　なぜ他者をブラックボックスとして捉えなければならないかの理由を整理する。

第８回 【事前学修】　この回の講義内容に関連する論文を読んでおく。
【授業内容】　意思疎通の不可能性
【事後学修】　安易に意思疎通を前提とすることの問題点について整理する。

第９回 【事前学修】　情報に関する定義としてどのようなものがあるか調べてみる。
【授業内容】　情報とは何か
【事後学修】　ルーマンの情報概念を確認する。

第10回 【事前学修】　パーソンに関する論文を読んでおく。
【授業内容】　伝達：コミュニケーションの宛先としての人格
【事後学修】　パーソンを伝達の宛先となることで定義することの意義を考えてみる。

第11回 【事前学修】　解釈学的循環について調べておく。
【授業内容】　理解の構造：先入見と整合性
【事後学修】　理解の構造を整理しておく。

第12回 【事前学修】　ルーマンのコミュニケーション概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　理解の自己言及
【事後学修】　基底的自己言及について整理しておく。

第13回 【事前学修】　ルーマンのコミュニケーション概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　コミュニケーションの自己言及
【事後学修】　基底的自己言及、過程的自己言及、システム自己言及を整理しておく。

第14回 【事前学修】　オートポイエシスについて調べておく。
【授業内容】　コミュニケーションのオートポイエシス
【事後学修】　コミュニケーションのオートポイエシスの考え方の骨子を確認する。

第15回 【事前学修】　パーソンズのメディア概念について調べておく
【授業内容】　コミュニケーション・メディア
【事後学修】　ルーマンのメディア概念を整理する。

第16回 【事前学修】　真理概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての真理
【事後学修】　真理メディアに関するルーマンの考え方を確認する。

第17回 【事前学修】　親密性に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての愛
【事後学修】　愛メディアに関するルーマンの考え方を確認する。

第18回 【事前学修】　岩井克人『貨幣論』を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての貨幣
【事後学修】　貨幣メディアに関するルーマンの考え方を確認しておく。
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第19回 【事前学修】　権力についてどのような定義があるか調べておく。
【授業内容】　メディアとしての権力
【事後学修】　権力メディアに関するルーマンの考え方を確認しておく。

第20回 【事前学修】　生物学における分化概念について調べておく。
【授業内容】　分化形式の変容としての社会進化
【事後学修】　社会の進化に関するルーマンの考え方を確認しておく。

第21回 【事前学修】　ウェーバー『職業としての学問』を読んでおく。
【授業内容】　機能分化システムとしての近代社会
【事後学修】　文化諸領域の分離独立発展の帰結に関して考えてみる。

第22回 【事前学修】　包摂の問題を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　包摂と排除
【事後学修】　機能分化した現代の社会システムにおける個人の位置について確認する。

第23回 【事前学修】　親密性を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　匿名性と親密性
【事後学修】　匿名性の点で前近代社会と近代社会の違いを確認する。

第24回 【事前学修】　公共性を論じた論文を読んでおく。
【授業内容】　公共性と親密性
【事後学修】　親密性と公共性の二本立てで考察する意義を確認する。

第25回 【事前学修】　パーソンズ理論とルーマン理論の関係について論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　ルーマン理論とパーソンズ理論
【事後学修】　パーソンズ理論とルーマン理論の関係について整理しておく。

第26回 【事前学修】　パーソンズの分析的リアリズムについて調べておく。
【授業内容】　理論的抽象とは何か
【事後学修】　理論の発展に関するパーソンズの考え方を整理しておく。

第27回 【事前学修】　構築主義・構成主義について調べておく。
【授業内容】　ラディカル構成主義
【事後学修】　ルーマンのラディカル構成主義と他の構成主義との違いを整理しておく。

第28回 【事前学修】　小田中直樹『歴史学ってなんだ』を読んでおく。
【授業内容】　物語としての歴史記述
【事後学修】　歴史記述の問題状況について整理しておく。

第29回 【事前学修】　分析概念としてのシステムと実在を言い表すシステム概念の違いを考えてみる。
【授業内容】　システムは実在する！
【事後学修】　ルーマンのシステム概念を整理する。

第30回 【事前学修】　これまでの授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　社会システム理論
【事後学修】　ルーマンの社会システム理論の骨子を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の60％）およびレポート（評価の 40％）。評価基準については
ルーブリックの形で授業時に公開する。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

粘り強い思考が求められるので、授業で指示されるテキストを事前に丁寧に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

授業中に指示。
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栁澤　英明

環境情報学特論
Special Topics in Environmental Informatics

■テーマ■テーマ

地形や地物の測量方法を学ぶ

■講義内容■講義内容

地形や地物の測量方法を学ぶとともに３Ｄ測量システムを構築し、その精度を検証する。

■達成目標■達成目標

①地形測量の方法を学び、理解できる。 
②３Ｄ測量システムを構築できる。
③３Ｄ測量システムの精度を検証できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地形測量の情報を書籍などから調べる。
【授業内容】　授業ガイダンス
【事後学修】　測量の基本的な考え方を復習する。

第２回 【事前学修】　地形測量の種類を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の種類
【事後学修】　地形測量の種類について復習する。

第３回 【事前学修】　地形測量の方法を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の方法
【事後学修】　地形測量の方法について復習する。

第４回 【事前学修】　地形測量の手順（直接水準測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　①直接水準測量
【事後学修】　地形測量の手順（直接水準測量）について復習する。

第５回 【事前学修】　地形測量の手順（三角測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　②三角測量
【事後学修】　地形測量の手順（三角測量）について復習する。

第６回 【事前学修】　地形測量の手順（GNSS測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　③GNSS測量
【事後学修】　地形測量の手順（GNSS測量）について復習する。

第７回 【事前学修】　ライダーの種類を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーの種類
【事後学修】　ライダーの種類について復習する。

第８回 【事前学修】　ライダーによる測量方法を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる測量方法
【事後学修】　ライダーによる測量方法について復習する。

第９回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄ測量の概念）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① 概要説明
【事後学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄ測量の概念）について復習する。

第10回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄシステムの設計）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① システム設計
【事後学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄシステムの設計）について復習する。

第11回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（システムの機器）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① システム構築
【事後学修】　ライダーによる測量方法（システムの機器）について復習する。

第12回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（精度検証）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（教室内）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（精度検証）について復習する。

第13回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（誤差評価）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（教室外）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（誤差評価）について復習する。

第14回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（誤差の計算法）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（屋外）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（誤差の計算法）について復習する。

第15回 【事前学修】　これまでの内容を確認する。
【授業内容】　まとめと最終課題（成果発表会）
【事後学修】　これまでの内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の課題（50％）とレポート作成（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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栁澤　英明

人間情報学演習Ⅰ（環境情報学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

津波防災と環境変化

■講義内容■講義内容

テーマに関連する文献を講読し、内容に関連した調査を実施する。収集したデータを分析する技法を指導するとともに、
資料作成・学会発表について支援する。

■達成目標■達成目標

地震・津波の影響と環境変化の関係について分析し、自然現象と被害発生メカニズムの解明を進めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　災害に関する事例を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　災害の基本事項を復習する。

第２回 【事前学修】　地震と津波に関する事例を調べる。
【授業内容】　地震・津波による影響に関する概説
【事後学修】　地震と津波に関するメカニズムを復習する。

第３回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の発生）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（1）：第 1 章（津波の発生）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の発生）を熟読してまとめる。

第４回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の伝播）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（2）：第 2 章（津波の伝播）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の伝播）を熟読してまとめる。

第５回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の被害）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（3）：第 3 章（津波の被害）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の被害）を熟読してまとめる。

第６回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の対策）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（4）：第 4 章（津波の対策）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の対策）を熟読してまとめる。

第７回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波に強いまちづくり）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（5）：第 5 章（津波に強いまちづくり）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波に強いまちづくり）を熟読してまとめる。

第８回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の防災の取りくみ）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（6）：総括（津波の防災の取りくみ）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の防災の取りくみ）を熟読してまとめる。

第９回 【事前学修】　研究に関する論文（津波の研究例）を収集する。
【授業内容】　科学論文の検索方法
【事後学修】　研究に関する論文（津波の研究例）を熟読してまとめる。

第10回 【事前学修】　研究に関する論文（先行研究）を収集する。
【授業内容】　先行研究論文の検索
【事後学修】　研究に関する論文（先行研究）を整理する。

第11回 【事前学修】　研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　先行研究論文の講読（1）論文の読み方
【事後学修】　研究に関する論文を熟読する。

第12回 【事前学修】　研究に関する論文の参考文献を調べる。
【授業内容】　先行研究論文の講読（2）研究方法
【事後学修】　研究に関する論文を熟読してまとめる。

第13回 【事前学修】　研究に関する論文の参考文献の資料を収集する。
【授業内容】　先行研究論文の講読（3）研究のまとめ方
【事後学修】　研究に関する論文を熟読して考察する。

第14回 【事前学修】　文献調査結果について発表資料を作成する。
【授業内容】　総括・発表
【事後学修】　文献調査結果について発表資料を見直す。

第15回 【事前学修】　フィールドワークの計画（基礎データの収集）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（基礎データの収集）
【事後学修】　フィールドワークの計画（基礎データの収集）を見直す。

第16回 【事前学修】　フィールドワークの計画（GIS データの作成）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（GIS データの作成）
【事後学修】　フィールドワークの計画（GIS データの作成）を見直す。

第17回 【事前学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査地の概要）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（1）
【事後学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査地の概要）を見直す。

第18回 【事前学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査の方法）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（2）
【事後学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査の方法）を見直す。
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第19回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS、エクセルによる図面作成）
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS、エクセルによる図面作成）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS、エクセルによる図面作成）

第20回 【事前学修】　収集データの確認をする。（衛星画像などとの重ね合わせ）
【授業内容】　収集したデータの整理（衛星画像などとの重ね合わせ）
【事後学修】　収集データの整理をする。（衛星画像などとの重ね合わせ）

第21回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS によるデータ処理）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS によるデータ処理）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS によるデータ処理）

第22回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS による解析）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS による解析）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS による解析）

第23回 【事前学修】　調査結果の発表準備をする。
【授業内容】　中間報告会
【事後学修】　調査結果の発表資料を修正する。

第24回 【事前学修】　分析方法を調べる。（回帰分析）
【授業内容】　収集データに基づく解析（回帰分析）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（回帰分析）

第25回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析手法）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析手法）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析手法）

第26回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析の実践）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析の実践）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析の実践）

第27回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析と実測の比較）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析と実測の比較）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析と実測の比較）

第28回 【事前学修】　報告書の書き方を調べる。（論文の書き方）
【授業内容】　報告書の作成方法（論文の書き方）
【事後学修】　報告書の作成する。（論文の書き方）

第29回 【事前学修】　報告書を修正する。（論文の書き方）
【授業内容】　報告書の修正（論文の書き方）
【事後学修】　報告書を修正する。（論文の書き方）

第30回 【事前学修】　研究成果の発表準備をする。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　研究成果の発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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栁澤　英明

人間情報学演習Ⅱ（環境情報学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

津波影響分析に基づく地域脆弱性評価

■講義内容■講義内容

各研究テーマに関連する演習を実施し、成果に関連した討論を通じて、修士論文の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

各研究テーマにおける課題について、高度な解析・分析を実践し、その研究成果を報告できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究に関する事例を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　研究に関する情報を整理する。

第２回 【事前学修】　テーマに関する情報を調べる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　テーマに関する情報を整理する。

第３回 【事前学修】　研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（大学図書館および、インターネット）
【事後学修】　研究に関連する文献を整理する。

第４回 【事前学修】　研究に関連するデータを調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（地元図書館）
【事後学修】　研究に関連するデータを整理する。

第５回 【事前学修】　研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（関連研究者との相談）
【事後学修】　研究に関連する文献を整理する。

第６回 【事前学修】　対象地域の情報を調べる。（地域特性）
【授業内容】　研究対象地域の選定
【事後学修】　対象地域の情報を整理する。（地域特性）

第７回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（研究手法）
【授業内容】　研究手法の検討
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（研究手法）

第８回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（研究計画）
【授業内容】　研究計画の作成
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（研究計画）

第９回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（分析・解析手法）
【授業内容】　先行研究の分析（分析・解析手法）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（分析・解析手法）

第10回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（結果のまとめ）
【授業内容】　先行研究の分析（結果のまとめ）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（結果のまとめ）

第11回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（課題の抽出）
【授業内容】　先行研究の分析（課題の抽出）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（課題の抽出）

第12回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　総括：中間報告
【事後学修】　発表資料を修正する。

第13回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（画像処理）
【授業内容】　事前データの作成（画像処理）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（画像処理）

第14回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（GIS データ）
【授業内容】　事前データの作成（GIS データ）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（GIS データ）

第15回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析に関連する基礎データ：地形）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析に関連する基礎データ：地形）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析に関連する基礎データ：地形）

第16回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）

第17回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析結果）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析結果）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析結果）

第18回 【事前学修】　調査計画を立てる。
【授業内容】　現地調査計画の作成
【事後学修】　調査計画を見直す。
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第19回 【事前学修】　調査計画を立てる。（GIS データの作成）
【授業内容】　現地調査事前準備（GIS データの作成）
【事後学修】　調査計画を見直す。（GIS データの作成）

第20回 【事前学修】　調査計画を立てる。（調査器具の準備、マップ作成）
【授業内容】　現地調査事前準備（調査器具の準備、マップ作成）
【事後学修】　調査計画を見直す。（調査器具の準備、マップ作成）

第21回 【事前学修】　調査計画の最終確認をする。
【授業内容】　現地調査の実施
【事後学修】　現地データの確認をする。

第22回 【事前学修】　収集データを整理する。（GIS、エクセルによる図面作成）
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS、エクセルによる図面作成）
【事後学修】　収集データを整理する。（GIS、エクセルによる図面作成）

第23回 【事前学修】　収集データを整理する。（衛星画像などとの重ね合わせ）
【授業内容】　収集したデータの整理（衛星画像などとの重ね合わせ）
【事後学修】　収集データを整理する。（衛星画像などとの重ね合わせ）

第24回 【事前学修】　収集データを整理する。（GIS によるデータ処理）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS によるデータ処理）
【事後学修】　収集データを整理する。（GIS によるデータ処理）

第25回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　総括：中間報告会
【事後学修】　発表資料を修正する。

第26回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析の実践）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析の実践）
【事後学修】　分析方法を整理する。（数値解析の実践）

第27回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析と実測の比較）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析と実測の比較）
【事後学修】　分析方法を整理する。（数値解析と実測の比較）

第28回 【事前学修】　報告書の作成方法を調べる。
【授業内容】　報告書の作成方法
【事後学修】　報告書の作成方法を整理する。

第29回 【事前学修】　報告書を作成する。
【授業内容】　報告書の作成
【事後学修】　報告書を修正する。

第30回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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萩原　俊彦

行動情報心理学
Psychology of Behavior and Information

■テーマ■テーマ

人間行動―情報システム研究における動機づけ研究の動向

■講義内容■講義内容

本講義でいう「人間行動―情報システム」とはいわゆる心と行動の総体のことであり、人間が内的・外的環境情報を取り
込み、処理し、そこから広義の形で新たな情報を産出していく全体的システムをいう。本講義ではこのシステムにおいて
行動を始発し、方向づけ、維持する過程である動機づけについて、研究の主要理論と方法を概観し、その異同や関連に留
意しながら包括的理解を目指す。

■達成目標■達成目標

人間が社会生活を営むにあたって不可欠な動機づけ過程に関する理論が、これまでどのように発展してきたかを理解し、
各理論の異同や関連を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り組みたいテーマと本講義との関連性について説
明できるよう準備する。シラバスをよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションをふまえて、紹介された文献から自分の担当する箇所を決め、読み進める。

第２回 【事前学修】　第２回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　動機づけの基本事項の理解（基本的情動・様々な動機づけの様態）
【事後学修】　第２回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第３回 【事前学修】　第３回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　マレーの欲求理論
【事後学修】　第３回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第４回 【事前学修】　第４回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　マクレランドの動機論
【事後学修】　第４回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第５回 【事前学修】　第５回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　アトキンソンの達成動機づけ理論
【事後学修】　第５回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第６回 【事前学修】　第６回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　ワイナーの原因帰属理論
【事後学修】　第６回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第７回 【事前学修】　第７回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　内的―外的統制
【事後学修】　第７回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第８回 【事前学修】　第８回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　学習性無力感
【事後学修】　第８回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第９回 【事前学修】　第９回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　自己効力
【事後学修】　第９回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第10回 【事前学修】　第10回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　内発的動機づけとアンダーマイニング現象
【事後学修】　第10回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第11回 【事前学修】　第11回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　デシとライアンの自己決定理論
【事後学修】　第11回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。
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第12回 【事前学修】　第12回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　自尊心の維持と高揚
【事後学修】　第12回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第13回 【事前学修】　第13回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　ドゥエックの目標理論
【事後学修】　第13回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第14回 【事前学修】　第14回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　動機づけ理論における包括的・構造的理解
【事後学修】　第14回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第15回 【事前学修】　授業内容を振り返り、修士論文で取り組みたいテーマとの関連が深かった回はどの回か、説明で
きるよう準備する。
【授業内容】　まとめ（既習事項の復習とレポート課題の説明）
【事後学修】　授業内容をふまえて、修士論文で取り組みたいテーマに活かせる点を考える。また、レポートを
作成し、期限までに提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）・議論への参加状況（30％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に配布される文献・資料類に目を通し、疑問点や論点を言語化して整理してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて資料を配布する。

■参考文献■参考文献

随時、必要に応じて関連文献を指示・紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅰ（行動情報心理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間行動の研究法の基本的問題に関する指導（行動情報心理学）

■講義内容■講義内容

人間行動－情報システム研究としての現代心理学や現代発達心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英
文の論文の講読や議論などを通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究対象の選択など、研究上の基本につい
て指導し、修士課程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。

■達成目標■達成目標

①修士論文作成のための、各自の関心領域に関わる基本的知識を身につけられるようになる。
②修士論文作成のための、研究の進め方について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションの内容を良く理解する、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを立
て、自らのスケジュールを調整する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年間の作業の見通しについ
て考える。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを再度確認する。

第３回 【事前学修】　修士論文の研究テーマに関わると思われる検索キーワードをリストアップしてくる。
【授業内容】　文献検索等の情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ検索方法をふまえて、自分の研究テーマに必要な文献を検索して入手する。

第４回 【事前学修】　事前に決めた文献を読み、全体もしくは一部についてレビューを作成する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ文献読解方法をふまえて、自分の文献の読み方と、作成したレジュメに必要な修正
を行う。

第５回 【事前学修】　卒業研究まで自分が参照していた基本文献・学術雑誌・データベースをリストアップしてくる。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースを実際に閲覧・使用して、それ
ぞれの特徴や長所・短所を把握する。

第６回 【事前学修】　自分の卒業論文がいかなるアプローチでなされた研究であったか、修士論文で必要なアプローチ
は何かを考えてくる。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　第６回授業での検討をふまえて、修士論文で必要なアプローチを再検討する。

第７回 【事前学修】　自分の卒業論文がいかなるアプローチでなされた研究であったか、修士論文で必要なアプローチ
は何かを、前回の授業内容をふまえて再検討してくる。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　第７回授業での検討をふまえて、修士論文で必要なアプローチを再検討する。

第８回 【事前学修】　卒業論文への取り組みで気づいた、関連分野の研究上の問題点をリストアップしてくる。
【授業内容】　人間行動－情報システムをめぐる研究の問題
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文では研究上の問題点をどう打開するかを検討する。

第９回 【事前学修】　ここまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第10回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第11回 【事前学修】　第11回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第12回 【事前学修】　第12回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接、フィールドワーク
【事後学修】　第12回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第13回 【事前学修】　第13回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：アクションリサーチ
【事後学修】　第13回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。
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第14回 【事前学修】　第14回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第14回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第15回 【事前学修】　第15回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：データ処理法
【事後学修】　第15回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第16回 【事前学修】　前期の授業と文献レビューに基づいて修士論文のテーマを再設定し、研究対象・具体的な研究方
法を構想してくる。
【授業内容】　前期のまとめ
【事後学修】　第16回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマと研究対象・具体的な研究方法を確認・修正
する。

第17回 【事前学修】　第17回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：発達的アプローチ
【事後学修】　第17回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第18回 【事前学修】　第18回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：力学的アプローチ
【事後学修】　第18回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：社会文化的アプローチ
【事後学修】　第19回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第20回 【事前学修】　第20回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：刺激－反応と動作
【事後学修】　第20回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第21回 【事前学修】　第21回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：行動と行為
【事後学修】　第21回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第22回 【事前学修】　第22回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：社会的行動と社会的行為
【事後学修】　第22回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第23回 【事前学修】　第23回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：感覚、知覚、認知、社会的認知
【事後学修】　第23回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：情報処理システム
【事後学修】　第24回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第25回 【事前学修】　第25回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの成り立ち
【事後学修】　第25回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第26回 【事前学修】　第26回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：文化と人間行動－情報システム
【事後学修】　第26回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第27回 【事前学修】　第27回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムと適応
【事後学修】　第27回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。
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第28回 【事前学修】　第28回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの形成
【事後学修】　第28回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第29回 【事前学修】　第29回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの変容
【事後学修】　第29回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第30回 【事前学修】　後期の授業と文献レビューに基づいて修士論文のテーマを再設定し、データ収集方法を構想して
くる。
【授業内容】　全体のまとめ（既習事項の確認と研究の方向性の検討）
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文のテーマとデータ収集方法を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）。評価基準は
ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマについて、常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅱ（行動情報心理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（行動情報心理学）

■講義内容■講義内容

人間の行動や社会的行動の問題を一般心理学や発達心理学の多様な観点から扱う。研究の方向性、研究方法、参考文献の
選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要をまとめ、今年度中の作業の見通しについて考える。また、シラバス
をよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションの内容を良く理解する。また、修士論文作成に向けた今年度の作業の見通し
を立て、自らのスケジュールを調整する。

第２回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要をまとめ、今年度中の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回授業での検討をふまえて、今後 1 年間の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　今年度中の研究・作業予定をまとめてくる。
【授業内容】　院生による今年度中の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回授業での検討をふまえて、今後 1 年間の作業の見通しを再度確認する。

第４回 【事前学修】　ここまでの研究実施および修士論文作成上の問題点についてまとめてくる。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回授業での検討をふまえて、研究実施および修士論文作成上の問題点打開を構想する。

第５回 【事前学修】　第５回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：文献レビューの方法
【事後学修】　第５回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　第６回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：具体的な研究課題における研究枠組と概念定義
【事後学修】　第７回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第８回 【事前学修】　第８回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における枠組および概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　第９回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第12回 【事前学修】　第12回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるアプローチと研究方法
【事後学修】　第12回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第13回 【事前学修】　第13回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における対象者選択
【事後学修】　第13回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第14回 【事前学修】　第14回授業に備えて、データ収集技法・処理法について具体的な検討を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ収集技法
【事後学修】　第14回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第15回 【事前学修】　第15回授業に備えて、データ収集技法・処理法について具体的な検討を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理法
【事後学修】　第15回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第16回 【事前学修】　第16回授業に備えて、前期中の研究進捗状況の報告をまとめ、後期の作業見通しについて考え
る。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　第16回授業での検討をふまえて、後期の作業見通しを確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　第17回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　第18回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における全体考察と意義
【事後学修】　第19回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第20回 【事前学修】　第20回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：研究枠組の整理と確認
【事後学修】　第20回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第21回 【事前学修】　第21回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：問題の背景と課題設定
【事後学修】　第21回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第22回 【事前学修】　第22回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：問題設定と概念枠組・モデル
【事後学修】　第22回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第23回 【事前学修】　第23回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：変数間の関係とモデル
【事後学修】　第23回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第24回 【事前学修】　第24回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（対象者・データ収集技法）
【事後学修】　第24回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第25回 【事前学修】　第25回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（データ収集と結果処理）
【事後学修】　第25回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第26回 【事前学修】　第26回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果の読み取りと図表の活用
【事後学修】　第26回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回授業に備えて、研究の論文作成を行い、作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　第27回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第28回 【事前学修】　研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。また作成された修士論文の発表準備を行
う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察・展望
【事後学修】　第28回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第29回 【事前学修】　研究の論文を完成させ、作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：和文および英文要約
【事後学修】　第29回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第30回 【事前学修】　作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　まとめ（既習事項の確認と修士論文提出に向けた検討）
【事後学修】　第30回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の状況（40％）。評価基準はルーブ
リックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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金井　嘉宏

適応行動学
Psychology of Adjustment

■テーマ■テーマ

心理学における「適応」概念の検討

■講義内容■講義内容

「適応」という言葉は、日常的にはきわめて多義的である。本講義では、心理学における適応概念について、パーソナリ
ティ心理学や臨床心理学、社会心理学、さらに認知心理学などの多角的な視点から整理し、そのメカニズムや統御機能の
問題を検討する。また、適応の維持・増進に関する心理学的介入についても考察する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、現在および将来
のメンタルヘルス向上に役立つ方法を紹介する。

■達成目標■達成目標

①「適応」概念の取り扱われ方が学問領域によって多様であることを理解できる。
②臨床、健康、パーソナリティなどの心理学領域における、適応・不適応のとらえ方を習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にはシラバスをよく読む。自分の卒業論文の報告、および修士論文のテーマについて話せる
ように準備する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介など
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、自分の日常生活における「適応」について考える。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：臨床心理学の視点から
【事後学修】　「行動としての適応」と「状態としての適応」の違いを説明できるようにし、日常生活場面で振
り返りながら理解を深める。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：健康心理学の視点から
【事後学修】　臨床心理学の視点からみた適応と健康心理学の視点からみた適応について説明できるようにす
る。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　パーソナリティなどの個人特性と適応の関係について説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：社会心理学の視点から
【事後学修】　パーソナリティなどの個人特性と人間関係における適応の関係について日常生活の例をあげなが
ら説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：認知心理学の視点から
【事後学修】　認知心理学の視点からみた適応とそれまでに学んだ視点からの適応の関連について考える。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応の理解
【事後学修】　不適応の生起メカニズムについて学んだことを日常生活にあてはめながら理解を深める。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応のアセスメント
【事後学修】　不適応のアセスメントを体験し、ほかのアセスメント方法について調べる。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：認知行動療法 1
【事後学修】　認知行動療法に関する文献をさらに調べる。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：認知行動療法 2
【事後学修】　認知行動療法について授業で学んだことを日常生活で実践する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：対人関係療法
【事後学修】　対人関係療法に関する文献をさらに調べる。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：ブリーフセラピー
【事後学修】　ブリーフセラピーに関する文献をさらに調べる。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応に関わる個人的要因
【事後学修】　適応と不適応、およびその変化メカニズムに関わる個人的要因についてさらに考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応と well-being
【事後学修】　適応と well-being に関する文献をさらに調べる。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　文化と well-being
【事後学修】　文化と well-being について自分の体験をあてはめて考える。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1394 -



■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）・授業中の質問や発言（30％）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自の前期課程における研究テーマと関連させながら毎回の講義内容を理解することを通して、学習内容の定着を図るこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（適応行動学）

■講義内容■講義内容

主としてパーソナリティ心理学や臨床心理学、感情心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文
の講読や議論などを通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本につ
いて指導し、博士課程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

①修士論文を作成するために、各自の関心領域に関わる基本的知識を習得できる。
②修士論文を作成するための、研究の進め方を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索する。

第４回 【事前学修】　文献検索の結果をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。

第５回 【事前学修】　文献検索をさらに進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第８回 【事前学修】　臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連をさら
に考える。

第９回 【事前学修】　パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの
関連をさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　第10回授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、
問題設定を考える。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第13回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：面接
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。
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第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的
配慮について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告①
【事後学修】　第16回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告②
【事後学修】　第17回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告③
【事後学修】　第18回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告④
【事後学修】　第19回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑤
【事後学修】　第20回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑥
【事後学修】　第21回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　第22回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　第23回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　第24回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　第25回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　第26回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　第27回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　第28回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　第29回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　第30回授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（適応行動学）

■講義内容■講義内容

主としてパーソナリティ心理学や臨床心理学、感情心理学の領域に関わる問題を扱う。研究の方向性、研究方法、参考文
献の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回授業の内容を踏まえ、前年度および春休み中の作業内容、進捗状況を振り返る。

第２回 【事前学修】　前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回授業の内容を踏まえ、前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について振り返る。

第３回 【事前学修】　今年度の作業スケジュールを計画し、発表できるように準備する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、今年度の作業スケジュールの検討をさらに進める。

第４回 【事前学修】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究実施および修士論文作成上の問題点についてさらに検討する。

第５回 【事前学修】　これまでに調べた先行研究の展望を行うことができるように準備する。
【授業内容】　文献レビューの方法
【事後学修】　第５回授業の内容を踏まえ、先行研究の展望をさらに進める。

第６回 【事前学修】　先行研究の展望の成果を報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による文献レビューの成果報告
【事後学修】　第６回授業の内容を踏まえ、先行研究の展望をさらに進める。

第７回 【事前学修】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　第７回授業の内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義をさらに検討す
る。

第８回 【事前学修】　研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回授業の内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義をさらに検討す
る。

第９回 【事前学修】　仮説の設定とその検証方法を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　仮説の設定とその検証方法
【事後学修】　第９回授業の内容を踏まえ、仮説の設定とその検証方法をさらに検討する。

第10回 【事前学修】　研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回授業の内容を踏まえ、仮説の設定とその検証方法をさらに検討する。

第11回 【事前学修】　研究方法に関する文献レビューを報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する文献レビューをさらに進める。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 1
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 2
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 3
【事後学修】　第14回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 4
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第16回 【事前学修】　データ収集状況の報告ができるよう準備する。
【授業内容】　データ収集状況の報告
【事後学修】　第16回授業の内容を踏まえ、データ収集をさらに進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 1
【事後学修】　第17回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。
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第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 2
【事後学修】　第18回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 3
【事後学修】　第19回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 4
【事後学修】　第20回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 1
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆を進める。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 2
【事後学修】　第22回授業の内容を踏まえ、結果の執筆をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 3
【事後学修】　第23回授業の内容を踏まえ、考察の執筆を進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 4
【事後学修】　第24回授業の内容を踏まえ、考察の執筆をさらに進める。

第25回 【事前学修】　序論の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：序論
【事後学修】　序論の第 1 稿を修正する。

第26回 【事前学修】　方法の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：方法
【事後学修】　方法の第 1 稿を修正する。

第27回 【事前学修】　結果の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：結果
【事後学修】　結果の第 1 稿を修正する。

第28回 【事前学修】　考察の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　考察の第 1 稿を修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 1
【事後学修】　研究成果発表用のスライドを修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 2
【事後学修】　研究成果発表用の抄録を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の準備状況（40％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業を進めている
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

適応行動学（心理支援に関する理論と実践）

■テーマ■テーマ

公認心理師の実践における心理支援の理論と方法を理解し実践する

■講義内容■講義内容

本講義では，力動論に基づく心理療法，認知行動理論に基づく心理療法，来談者中心療法，家族療法などの理論と方法に
ついて学び，その知識を心理支援に応用できるようになることが目的である。
学部で学んだ心理学的支援の概論のうえに，各心理療法をはじめとした心理支援に関する文献を読んだり心理面接の動画
を視聴することによって，それぞれの支援法の理論的背景と実践方法を学ぶ。受講者は文献を調べて読んでまとめたレ
ジュメを作成し，授業の中でその内容についてディスカッションを行うことが求められる。

■達成目標■達成目標

（１）代表的な心理療法の理論と方法について説明できる。
（２）心理支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法を選択したり調整できる。
（３）心理支援において良好な人間関係を築くコミュニケーション方法を身につける。
（４）心理支援を行う際のプライバシーへの配慮について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　学部科目の「心理学的支援法」で学んだ内容を復習する。

第２回 【事前学修】　ロジャースが提唱した「治療的人格変化の必要十分条件」について調べる。
【授業内容】　来談者中心療法（１）
【事後学修】　日常生活における対話場面において来談者中心療法の視点を意識する。

第３回 【事前学修】　傾聴について調べてくる。
【授業内容】　来談者中心療法（２）
【事後学修】　日常生活における対話場面において来談者中心療法のコミュニケーション方法を意識する。

第４回 【事前学修】　動機づけ面接について調べてくる。
【授業内容】　動機づけ面接
【事後学修】　日常生活における対話場面において動機づけ面接を意識する。

第５回 【事前学修】　不安症について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（１）：不安症に対する認知行動療法
【事後学修】　第５回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第６回 【事前学修】　強迫症について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（２）：強迫症に対する行動療法
【事後学修】　第６回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第７回 【事前学修】　うつ病について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（３）：うつ病に対する認知行動療法
【事後学修】　第７回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第８回 【事前学修】　発達障害について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（４）：応用行動分析とシングルケースデザイン
【事後学修】　シングルケースデザインを用いて応用行動分析の効果を検討している事例研究を調べて読む。

第９回 【事前学修】　ブリーフセラピーについてまとめてくる。
【授業内容】　ブリーフセラピー：解決志向アプローチ
【事後学修】　第９回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第10回 【事前学修】　家族療法についてまとめてくる。
【授業内容】　家族療法
【事後学修】　第10回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第11回 【事前学修】　フロイトの精神分析についてまとめてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（１）フロイトの精神分析
【事後学修】　フロイトの症例に関する文献を調べて読む。

第12回 【事前学修】　アドラーの個人心理学についてまとめてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（２）ユングの分析心理学とアドラーの個人心理学
【事後学修】　ユングの心理療法が日本においてどのように普及し，用いられているかについて調べる。

第13回 【事前学修】　フロイト後の精神分析を形成した代表的な心理療法家をひとりあげて調べてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（３）フロイト後の精神力動的心理療法
【事後学修】　第13回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第14回 【事前学修】　ケースフォーミュレーションについて調べてくる。
【授業内容】　心理支援を要する者の特性や状況に応じた適切な支援方法の選択と調整（１）　ケースフォー
ミュレーション
【事後学修】　それぞれの心理療法におけるケースフォーミュレーションの違いについて考察する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1401 -



第15回 【事前学修】　ひとつの心理支援法をとりあげて，その事例研究についてまとめてくる。
【授業内容】　心理支援を要する者の特性や状況に応じた適切な支援方法の選択と調整（２）　事例検討，スー
パービジョン，コンサルテーション
【事後学修】　本授業で学んだ内容について，それぞれの内容を関連付けながらメタ的な視点で復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

manabaや用紙で提出される課題（40%），発表内容（30%），ディスカッションなど授業への積極的参加態度（30 %）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各心理療法に関する事例研究について情報収集し授業の中で共有する姿勢が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

大学院における公認心理師関係科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

岡島　義・金井嘉宏　『使う使える臨床心理学』（弘文堂，2020年）ISBN 4335651872

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり，manabaの個別指導コレクションを使用する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1402 -



金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）

■講義内容■講義内容

主として臨床心理学、感情心理学、パーソナリティ心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文
の講読や議論を通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本について
指導し、博士課程前期における論文作成のプロセスを援助する。なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場
面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

①修士論文を作成するために、各自の関心領域に関わる基本的知識を習得できる。
②修士論文を作成するための、研究の進め方を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索する。

第４回 【事前学修】　文献検索の結果をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。

第５回 【事前学修】　文献検索をさらに進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第８回 【事前学修】　臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連をさら
に考える。

第９回 【事前学修】　感情心理学、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考え
る。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：感情心理学、パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、感情心理学、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論
文テーマとの関連をさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　第10回授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、
問題設定を考える。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第13回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：面接
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。
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第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的
配慮について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告①
【事後学修】　第16回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告②
【事後学修】　第17回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告③
【事後学修】　第18回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告④
【事後学修】　第19回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑤
【事後学修】　第20回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑥
【事後学修】　第21回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　第22回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　第23回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　第24回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　第25回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　第26回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　第27回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　第28回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　第29回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　第30回授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学（心理支援に関する理論と実践）、心理的アセスメントに関する理論と実践、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、研究室用Slackやmanabaの個別指導コレクションを使用する。
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）
Seminar in Human Informatics II
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福野　光輝

社会心理学特論
Special Topics in Social Psychology

■テーマ■テーマ

交渉の社会心理学

■講義内容■講義内容

交渉とは、利害の不一致を当事者同士で調整することであり、双方にとって望ましい合意が得られやすい紛争解決手続き
のひとつといえますが、交渉によって必ず最善の結果がもたらされるわけではありません。双方にとって望ましい合意
が、客観的にみても可能である場合でさえ、交渉当事者はなぜそうした合意に到達できないのでしょうか。本講義では、
交渉による合意形成を規定する心理的要因とその過程について、社会心理学的な交渉研究の知見をもとに検討していきま
す。この授業は対面授業として行います（予定）。

■達成目標■達成目標

社会心理学的な交渉研究の動向を把握し、その可能性と限界について自分なりの見方を示すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションをふまえ、次回授業の準備を行う。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、文献検索を行い、社会心理学的な交渉研究にどのようなものがあるか自
分なりに調べてみる。
【授業内容】　社会心理学における交渉研究の概要
【事後学修】　第２回の授業の内容をふまえ、社会心理学的な交渉研究の可能性と限界について考えてみる。

第３回 【事前学修】　分配的交渉と統合的交渉について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉における利害対立構造
【事後学修】　第３回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第４回 【事前学修】　交渉方略の分類モデルの 1 つである二重関心モデルについて、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉における方略
【事後学修】　第４回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、交渉時の認知バイアス研究について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と認知 1
【事後学修】　第５回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、交渉時の認知バイアス研究について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と認知 2
【事後学修】　第６回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第７回 【事前学修】　文献検索を行い、合意形成における公正感の働きを調べた研究にどのようなものがあるか自分な
りに調べてみる。
【授業内容】　交渉と公正感
【事後学修】　第７回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第８回 【事前学修】　文献検索を行い、交渉時の動機づけの分類モデルにどのようなものがあるか自分なりに調べてみ
る。
【授業内容】　交渉と動機づけ
【事後学修】　第８回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第９回 【事前学修】　文献検索を行い、交渉における主観的価値の働きを調べた研究にどのようなものがあるか自分な
りに調べてみる。
【授業内容】　交渉と主観的価値
【事後学修】　第９回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉経験が交渉行動や合意形成にどのような影響をお
よぼすか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と経験
【事後学修】　第10回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉経験が交渉行動や合意形成にどのような影響をお
よぼすか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と経験
【事後学修】　第11回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉時の感情の役割、とくに個人内効果に関する研究
にどのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と感情 1
【事後学修】　第12回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉時の感情の役割、とくに対人効果に関する研究に
どのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と感情 2
【事後学修】　第13回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第14回 【事前学修】　文献検索を行い、対人関係の分類モデルにどのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と対人関係
【事後学修】　第14回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第15回 【事前学修】　文献検索を行い、文化が交渉行動や合意形成にどのような影響をおよぼすか自分なりに調べてみ
る。
【授業内容】　交渉と文化
【事後学修】　第15回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（100％）で評価します。レポートの評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

予備知識は必要ありませんが、興味関心をもって取り組むことをもとめます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

Goldman， B.， & Shapiro， D. L. （2012）．The Psychology of Negotiations in the 21st Century Workplace: New
Challenges and New Solutions. Routledge.
Kilgour, D. M., & Eden, C. (Eds.). (2021). Handbook of group decision and negotiation (2nd ed.). Dordrecht:
Springer. 978-3-030-49629-6
Olekalns， M.， & Adair， W. L. （Eds.）．（2013）． Handbook of Research on Negotiation. Edward Elgar
Publishing　1781005893．
Pruitt， D. G.， & Carnevale， P J．（1993）．Negotiation in social conflict. Thomson Brooks/Cole Publishing
Co　0335098657．
Thompson, L. L. （Ed.）．（2006）．Negotiation theory and research. Psychology Press　1841694169．3

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1408 -



福野　光輝

人間情報学演習Ⅰ（社会心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 1（社会心理学）

■講義内容■講義内容

社会心理学領域における先行研究の批判的検討を通して、修士論文の研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定し
ます。また、研究対象や研究方法の選択、データ収集の実施など、基本的な研究方法に関する学習を通して、博士課程前
期における研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

①修士論文のための研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定できる。
②修士論文作成に必要な基本的知識と技能を身につけ、実際に作業を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年
間の作業の見通しについて考え、資料にまとめる。
【授業内容】　卒業論文の報告と今後の方向性に関する検討
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを文書にする。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　文献検索の仕方とクラウドサービスの利用法
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　実証研究の論理と方法
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　問題の設定と仮説の構成
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　さまざまな研究方法とその選択
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　測定の基礎
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　尺度構成と相関
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の基礎
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の発展
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験研究の企画と実施
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　観察法
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　社会調査法
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた執筆方法を確認する。
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、データベース検索を通じて、社会心理学領域の研究動向を調べる。
【授業内容】　社会心理学の研究動向
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 1
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 2
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 3
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 4
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 5
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 6
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 7
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 8
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 9
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 10
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 11
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 12
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 13
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 14
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　文献の検討 15
【事後学修】　第30回の修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化してい
く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加（40％）、論文作成の準備状況（20％）で評価します。これらの評
価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

安藤清志・村田光二・沼崎誠（2017）、補訂新版社会心理学研究入門　東京大学出版会　413012112X

■参考文献■参考文献

研究テーマに関連した文献は適宜紹介しますが、研究活動全般に関する参考書の一部は以下の通りです。
Dunn， S. D. （2012）. Research methods for social psychology （2nd ed.）. Hoboken， NJ: Wiley.
Joireman, J., & Van Lange, P. A.（2015）. How to publish high quality research: Discovering, building, and
sharing the contribution. Washington, DC: American Psychological Association.
堀正岳 （2012）。理系のためのクラウド知的生産術：メール処理から論文執筆まで　講談社ブルーバックス。
酒井聡樹 （2015）。これから論文を書く若者のために：究極の大改訂版　共立出版。
田中幸夫 （2012）。卒論執筆のための Word 活用術：美しく仕上げる最短コース　講談社ブルーバックス。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝

人間情報学演習Ⅱ（社会心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 2（社会心理学）

■講義内容■講義内容

引き続き修士論文のためのデータ収集を行いながら、修士論文のための研究指導を行います。この授業は対面授業として
行います（予定）。

■達成目標■達成目標

実証データにもとづき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　前年度の研究作業に関する進捗報告
【事後学修】　第２回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　今年度の研究作業の見通しの検討
【事後学修】　第３回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告と対処
【事後学修】　第４回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 1
【事後学修】　第５回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 2
【事後学修】　第６回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 1
【事後学修】　第７回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 2
【事後学修】　第８回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　リサーチクエスチョンと仮説の確認と再検討
【事後学修】　第９回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 1
【事後学修】　第10回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 2
【事後学修】　第11回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 1
【事後学修】　第12回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 2
【事後学修】　第13回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 3
【事後学修】　第14回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 4
【事後学修】　第15回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　収集されたデータの整理と分析方針の検討
【事後学修】　第16回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 1
【事後学修】　第17回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 2
【事後学修】　第18回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 3
【事後学修】　第19回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 4
【事後学修】　第20回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 1
【事後学修】　第21回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 2
【事後学修】　第22回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 1
【事後学修】　第23回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 2
【事後学修】　第24回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 1
【事後学修】　第25回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 2
【事後学修】　第26回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 1
【事後学修】　第27回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 2
【事後学修】　第28回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 1
【事後学修】　第29回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 2
【事後学修】　第30回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加（30％）、論文作成の状況（40％）で評価します。これらの評価基
準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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（本年度　休講）

安全行動情報学（休講）
Human Informatics of Safety and Security
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅰ（安全行動情報学）（休講）
Seminar in Human Informatics I
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅱ（安全行動情報学）（休講）
Seminar in Human Informatics II
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井川　純一

組織心理情報学
Organizational Psychology

■テーマ■テーマ

組織における人間の心理・行動

■講義内容■講義内容

組織における人間の心理・行動、特に仕事への動機づけ、職務満足感、組織コミットメント、組織ストレスなどのトピッ
クスについて日本企業の特質と関係づけながら講ずる。また、主要な論文を全員で読み、議論を行う。

■達成目標■達成目標

組織における人間の心理・行動の一般的な傾向、および日本企業で働く労働者の心理・行動の特徴を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。自分の卒業論文の報告、および修士論文
のテーマについて話せるように準備する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションをふまえ、次回授業の準備を行う。紹介された文献から自分の担当する箇所
を決め、読み進める。

第２回 【事前学修】　仕事への動機づけ（内容理論）について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　仕事への動機づけ（1）：内容理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、仕事への動機づけに関する欲求理論を説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　仕事への動機づけ（過程理論）について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　仕事への動機づけ（1）：過程理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、仕事への動機づけに関係する過程理論を説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　科学的管理法と人間関係論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作
成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　職務満足感（1）：科学的管理法と人間関係論
【事後学修】　授業内容をふまえて、職務満足感についての科学的管理法と人間関係論の考え方の違いを説明で
きるようにする。

第５回 【事前学修】　新人間関係論と社会心理学的理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資
料を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　職務満足感（2）：新人間関係論と社会心理学的理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、職務満足感についての新人間関係論と社会心理学的理論の考え方の違いを
説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　組織コミットメントの諸理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を
作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織コミットメント（1）：組織コミットメントの諸理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織コミットメントの諸理論を説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　日本企業と組織コミットメントについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織コミットメント（2）：日本企業と組織コミットメント
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織コミットメントの関係を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　組織ストレスの概念について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織ストレス（1）：組織ストレスの概念
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織ストレスの概念および諸理論を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　日本企業と組織ストレスについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織ストレス（2）：日本企業と組織ストレス
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織ストレスの関係を過労死などの例で説明できるようにす
る。

第10回 【事前学修】　組織内キャリアの理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織内キャリア（1）：組織内キャリアの理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織内キャリアの規定要因について説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　女性の組織内キャリアについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織内キャリア（2）：女性の組織内キャリア
【事後学修】　授業内容をふまえて、女性の組織内キャリアの実態を調べ、差別の要因を説明できるようにす
る。

第12回 【事前学修】　組織性逸脱行為の理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織性逸脱行為（1）：組織性逸脱行為の理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織性逸脱行為の理論を説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　日本企業と組織性逸脱行為について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作
成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織性逸脱行為（2）：日本企業と組織性逸脱行為
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織性逸脱行為の関係を理論的に説明できるようにする。
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第14回 【事前学修】　日本企業の職務システムについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　日本企業の人的資源管理の特質（1）：職務システム
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業の職務システムの特質を説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　日本企業の従業員の影響過程について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を
作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　日本企業の人的資源管理の特質（2）：従業員の影響過程
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業の従業員の影響過程の特質を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

議論への参加状況（40％）、レポートの内容（60％）。具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開
する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業以外での情報収集活動が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

必要があれば初回の講義で、学生と決定する。

■参考文献■参考文献

適宜配布する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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井川　純一

人間情報学演習Ⅰ（組織心理情報学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 1（産業・組織心理学）

■講義内容■講義内容

産業・組織心理学領域における先行研究の批判的検討を通して、修士論文の研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を
設定します。また、研究対象や研究方法の選択、データ収集の実施など、基本的な研究方法に関する学習を通して、博士
課程前期における研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

1) 修士論文のための研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定できる。
2) 修士論文作成に必要な基本的知識と技能を身につけ、実際に作業を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年
間の作業の見通しについて考え、資料にまとめる。
【授業内容】　卒業論文の報告と今後の方向性に関する検討
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを文書にする。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　文献検索の仕方とクラウドサービスの利用法
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　実証研究の論理と方法
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　問題の設定と仮説の構成
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　さまざまな研究方法とその選択
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　測定の基礎
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　尺度構成と相関
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の基礎
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の発展
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験研究の企画と実施
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　観察法
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　社会調査法
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた執筆方法を確認する。
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、データベース検索を通じて、社会心理学領域の研究動向を調べる。
【授業内容】　社会心理学の研究動向
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 1
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 2
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 3
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 4
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 5
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 6
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 7
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 8
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 9
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 10
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 11
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 12
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 13
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 14
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　文献の検討 15
【事後学修】　第30回の修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化してい
く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加（40％）、論文作成の準備状況（20％）で評価します。これらの評
価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。修士論文作成にあたり、一度は学会発表をしてもらいます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

履修生の興味関心を踏まえて初回に決定する。

■参考文献■参考文献

研究テーマに関連した文献は適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1422 -



井川　純一

人間情報学演習Ⅱ（組織心理情報学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 2（産業・組織心理学）

■講義内容■講義内容

演習Ⅰに引き続き修士論文のためのデータ収集を行いながら、修士論文のための研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

実証データにもとづき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　前年度の研究作業に関する進捗報告
【事後学修】　第２回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　今年度の研究作業の見通しの検討
【事後学修】　第３回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告と対処
【事後学修】　第４回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 1
【事後学修】　第５回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 2
【事後学修】　第６回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 1
【事後学修】　第７回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 2
【事後学修】　第８回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　リサーチクエスチョンと仮説の確認と再検討
【事後学修】　第９回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 1
【事後学修】　第10回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 2
【事後学修】　第11回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 1
【事後学修】　第12回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 2
【事後学修】　第13回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 3
【事後学修】　第14回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 4
【事後学修】　第15回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　収集されたデータの整理と分析方針の検討
【事後学修】　第16回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 1
【事後学修】　第17回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 2
【事後学修】　第18回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 3
【事後学修】　第19回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 4
【事後学修】　第20回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 1
【事後学修】　第21回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 2
【事後学修】　第22回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 1
【事後学修】　第23回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 2
【事後学修】　第24回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 1
【事後学修】　第25回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 2
【事後学修】　第26回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 1
【事後学修】　第27回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 2
【事後学修】　第28回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 1
【事後学修】　第29回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 2
【事後学修】　第30回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加（30％）、論文作成の状況（40％）で評価します。これらの評価基
準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。修士論文作成にあたり、一度は学会発表をしてもらいます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学講義一般

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

知覚心理学特論
Special Topics in Psychology of Perception

■テーマ■テーマ

視覚機能から探る人間の情報処理の特性

■講義内容■講義内容

露出した脳といわれる眼の機能、すなわち視覚を理解することは脳を理解することである。この講義では、視覚に関する
基本的な知識を中心に解説した上で、視知覚と身体の機能障害に関する症例も紹介しながら、視覚の諸機能を理解しても
らうことを目標とする。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から入り、視覚研究がこれまでどのような発見を成し遂げてきたのかを学習する。さらに視知
覚の高次機能としての身体機能との連関も理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　眼球と脳の解剖生理学を予習し、各部位の名称を確認しておく。
【授業内容】　視覚経路
【事後学修】　大細胞（magno）系と小細胞（parvo）系の違いを説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　空間周波数チャンネル理論について調べておく。
【授業内容】　形の知覚
【事後学修】　マルチチャンネルモデルを説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　Marr の計算理論アプローチについて調べておく
【授業内容】　面の知覚
【事後学修】　輝度差輪郭に対応するゼロ交差検出モデルを説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　奥行手がかりの分類について調べておく。
【授業内容】　奥行知覚 1（単眼的手がかり）
【事後学修】　運動視差からの奥行知覚を幾何学的に説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　ランダムドットステレオグラムについて調べておく。
【授業内容】　奥行知覚 2（両眼的手がかり）
【事後学修】　両眼立体視の原理を幾何学的に説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　恒常性が関係する錯視を確認しておく。
【授業内容】　恒常現象
【事後学修】　大きさ、形、色の恒常性に関係する神経学的対件を確認する。

第７回 【事前学修】　運動検出の基本モデルについて調べておく。
【授業内容】　運動視 1（運動検出機構）
【事後学修】　1 次運動と 2 次運動の違いを説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　バイオロジカルモーションについて調べておく。
【授業内容】　運動視 2（奥行との相互作用）
【事後学修】　運動からの構造復元について説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　Sperling の感覚情報貯蔵の研究を調べておく。
【授業内容】　視覚的注意 1（注意の範囲）
【事後学修】　注意のスポットライト説を説明できるようにする。

第10回 【事前学修】　視覚探索課題でのポップアウトとは何かを調べておく。
【授業内容】　視覚的注意 2（特徴統合理論）
【事後学修】　探索非対称性と特徴マップの関係を説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　選好注視法について調べておく。
【授業内容】　視覚の発達 1（infant vision）
【事後学修】　様々な視覚機能の発現時期を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　道具的条件づけによる心理物理学測定法を確認しておく。
【授業内容】　視覚の発達 2（動物実験からの知見）
【事後学修】　動物の視覚コントラスト感度曲線の特徴を説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　視覚情報処理のモジュール説を調べておく。
【授業内容】　視覚障害 1（モジュール説に対応する症例）
【事後学修】　運動盲や皮質性色覚障害が対応する脳の機能局在とモジュール説との関係を説明できるようにす
る。

第14回 【事前学修】　視野闘争および盲視現象について調べておく。
【授業内容】　視覚障害 2（視覚的アウェアネス）
【事後学修】　視覚的アウェアネスの生起部位として側頭葉が疑われる理由を説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　単純接触効果と選択盲現象について調べておく。
【授業内容】　視覚と意識
【事後学修】　意識できる選択（決定）の理由がポストディクティブである理由を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期間中の課題に対するレポート（50％）、議論への参加状況（50％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英文の資料を読むことに慣れておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の他の科目。

■テキスト■テキスト

使用しない。必要に応じて、資料を配付する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

人間情報学演習Ⅰ（知覚心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

視覚科学の最前線

■講義内容■講義内容

視覚科学のテキストと主要文献を精読しながら、現在の視覚研究が取り組んでいる問題について学ぶ。同時に、専門的な
実験研究の技法を学び、修士論文作成の基盤を確立する。

■達成目標■達成目標

心理物理学を基礎的方法とする視覚研究の現状を概観し、専門的な実験研究の技法を学ぶ。視覚研究の最先端の状況を把
握した上で、修士論文作成の基盤を確立できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト（363 ページ）の全体の構成を確認して、通年で読み通せるよう計画を立てておく。
【授業内容】　オリエンテーション（年間の演習内容の概観）
【事後学修】　演習の運営方針を確認し、1 週間の時間配分を決めておく。

第２回 【事前学修】　テキストの 1 ～ 15 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究の歴史と方法
【事後学修】　Helmholtz や Wundt が実施した視覚実験について調べる。

第３回 【事前学修】　テキストの 15 ～ 30 ページを読んでおく。
【授業内容】　心理物理学の基礎知識
【事後学修】　Fechner の法則と Stevens のマグニチュード推定法を説明できるようにしておく。

第４回 【事前学修】　テキストの 30 ～ 45 ページを読んでおく。
【授業内容】　極限法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第５回 【事前学修】　テキストの 45 ～ 60 ページを読んでおく。
【授業内容】　恒常法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第６回 【事前学修】　テキストの 60 ～ 75 ページを読んでおく。
【授業内容】　調整法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第７回 【事前学修】　テキストの 75 ～ 90 ページを読んでおく。
【授業内容】　信号検出理論
【事後学修】　信号検出理論での d' と C の算出方法を確認しておく。

第８回 【事前学修】　テキストの 90 ～ 105 ページを読んでおく。
【授業内容】　新しい閾値測定法
【事後学修】　PEST 法と Classification Image 法の手続きを説明できるようにしておく。

第９回 【事前学修】　テキストの 105 ～ 120 ページを読んでおく。
【授業内容】　コントラスト感度曲線の求め方
【事後学修】　Campbell & Robson のコントラスト変調デモの有効性を説明できるようにしておく。

第10回 【事前学修】　テキストの 120 ～ 135 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の古典的生成法
【事後学修】　オシロスコープディスプレイを利用したテレビジョン技法の原理を説明できるようにしておく。

第11回 【事前学修】　テキストの 135 ～ 150 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の生成と制御
【事後学修】　ディスプレイの x，y，z 軸入力値と空間周波数、輝度変調、フレーム数の関係を説明できるよう
にしておく。

第12回 【事前学修】　テキストの 150 ～ 165 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究におけるグレーティング刺激の利用例
【事後学修】　聴覚研究におけるフーリエ解析の概念と、その視覚研究への応用について説明できるようにして
おく。

第13回 【事前学修】　テキストの 165 ～ 180 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の呈示方法と問題点
【事後学修】　視覚の受容野とグレーティング刺激の位相の関係を考察しておく。

第14回 【事前学修】　テキストの 180 ～ 195 ページを読んでおく。
【授業内容】　ガボール刺激の生成と制御
【事後学修】　搬送波と変調波の概念を確認しておく。

第15回 【事前学修】　前期分の内容を要約して発表できるようにしておく。
【授業内容】　視覚研究におけるガボール刺激の利用例
【事後学修】　位相を制御できるガボール刺激を利用した錯視現象を調べておく。

第16回 【事前学修】　テキストの 195 ～ 210 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドット刺激の生成と制御
【事後学修】　Julesz のランダムドットステレオグラムの初期の論文のいずれかを読んでおく。

第17回 【事前学修】　テキストの 210 ～ 225 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究におけるランダムドット刺激の利用例
【事後学修】　Braddick の運動検出機構に関する long-range と short-range の切り分けを説明できるように
しておく。
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第18回 【事前学修】　テキストの 225 ～ 240 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドット刺激の呈示方法と問題点
【事後学修】　ランダムドットパタンを構成するドットのライフタイム制御について調べてみる。

第19回 【事前学修】　テキストの 240 ～ 255 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドットパタンのステレオ刺激への展開
【事後学修】　ランダムドットステレオグラムで両眼立体視の対応問題を説明できるようにしておく。

第20回 【事前学修】　テキストの 255 ～ 270 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：網膜神経節細胞の受容野形状と反応特性
【事後学修】　ヘルマン格子錯視と網膜神経節細胞受容野との関係を調べておく。

第21回 【事前学修】　テキストの 270 ～ 285 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：特徴検出細胞の発見
【事後学修】　Hubel & Wiesel の主要業績を説明できるようにしておく。

第22回 【事前学修】　テキストの 285 ～ 300 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：視覚のマルチチャンネルモデル
【事後学修】　運動や輪郭を複数のメカニズムで検出している視覚の方略を説明できるようにしておく。

第23回 【事前学修】　テキストの 300 ～ 315 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：大細胞系と小細胞系
【事後学修】　Livingstone & Hubel の主要業績を説明できるようにしておく。

第24回 【事前学修】　テキストの 315 ～ 330 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：第 1 次視覚野での cortical magnification
【事後学修】　De Valois らの主要業績を説明できるようにしておく。

第25回 【事前学修】　テキストの 330 ～ 345 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：腹側経路と背側経路の機能分担
【事後学修】　What 経路と How 経路について説明できるようにしておく。

第26回 【事前学修】　テキストの 345 ～ 360 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：V4 の色覚情報処理
【事後学修】　Zeki の主要業績を説明できるようにしておく。

第27回 【事前学修】　テキストの 345 ～ 360 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：MT と MST 野における運動の検出
【事後学修】　選択的運動盲の症例を説明できるようにしておく。

第28回 【事前学修】　テキストの 360 ～ 363 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：視野闘争観察時の側頭葉の反応
【事後学修】　アウェアネスと視野闘争の議論を調べておく。

第29回 【事前学修】　後期分の内容を要約して発表できるようにしておく。
【授業内容】　文献研究：顔知覚への側頭葉の関与
【事後学修】　顔認識細胞の生理学的研究の流れを把握しておく。

第30回 【事前学修】　修士論文で取り上げるテーマ案を複数用意しておく。
【授業内容】　修士論文への展望
【事後学修】　修士論文で取り上げるテーマに沿って、関連する重要文献をリストアップしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、および各自の論文作成に向けた準備状況
（20％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたいテーマについて熟考し、文献検索と読解を行なうこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の他の科目。

■テキスト■テキスト

Foundations of Perception. George Mather， Psychology Press.

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示。また院生各自の必要と関心により、独自に文献を検索・読解する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

人間情報学演習Ⅱ（知覚心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

視覚機構の科学的解明

■講義内容■講義内容

人間の視覚機能の解明を目指して、院生各自の関心に合わせた研究テーマを模索する。研究の方向性、研究法、参考文献
の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。

■達成目標■達成目標

実験データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の構想を練っておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要を修士論文の構想と関係づけて報告する準備をしておく。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　今年度の研究・作業予定を修士論文の構想と関係づけて報告する準備をしておく。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究実施および修士論文作成上の問題点を整理してお
く。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　研究主題に関連する文献でレビューすべきもののリストを作成しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；文献レビューの方法と文献研究の全体的計画
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　前回の演習で構築した文献研究の計画に従い、進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　研究課題を絞り込んで、研究の枠組みと取り上げる概念の定義を明確にしておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究の枠組みおよび取り上げる概念の定義を再度検討
しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法の素案を準備しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究課題における仮説と検証方法の素案を再度検討し
ておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　課題への異なるアプローチおよび研究方法を検討できるよう文献をレビューしておく。
【授業内容】　研究方法の検討；アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　課題への独自のアプローチと研究方法の長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究におけるアプローチと手法
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　用いる実験デザインの長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究における実験デザイン
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　用いる測定法の候補を複数検討し、それぞれの長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究における測定法
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　用いる測定法に対応したデータ処理の方法について調べておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究におけるデータ処理
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　前期および夏休み中の研究進捗状況の報告準備をしておく。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第17回 【事前学修】　後期開始までに収集したデータについて処理結果を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第18回 【事前学修】　前回報告した結果をもとに仮説を検証できるかどうかを考察しておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、全体的考察と研究の意義をどのようにまとめるかを考
えておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究における全体考察と意義
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　研究枠組みを再度整理して内容を確認し、修士論文のアウトラインを作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；研究枠組みの整理と確認
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　理論的背景と課題設定の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；理論的背景と課題設定
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　検証するモデルと仮説を説明する原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；検証するモデルと仮説
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　修論前半の論理的展開を確認し、問題点を洗い出しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；論理的展開の確認
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　実験の方法（観察者・刺激・装置）部分の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；方法（観察者・刺激・装置）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　実験の方法（手続き）部分の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；方法（手続き）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　結果の原稿と、図表をどのように活用するのかについての原案を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；結果の記述と図表の活用
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　考察の原稿を作成し、不十分と思われる点の洗い出しとその部分の点を再度整理しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；考察の深め方と論点の整理
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　全体的考察と結論までの原稿を作成し、全体の論理的整合性を確認しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；全体の論理的整合性の確認
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　修論全体を通して読み、表現の一貫性を確認しておく。また、英文要約の原案を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；和文および英文要約
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　修士論文を投稿できそうな学術誌をリストアップして、それぞれの投稿規定を確認しておく。
【授業内容】　論文投稿についての指導
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、および論文作成の状況（20％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献研究、実験データの収集と分析、論文の論理構成等について、積極的に作業を進めて
いること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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加藤　健二

認知心理学特論
Special Topics in Cognitive Psychology

■テーマ■テーマ

認知心理学の実際

■講義内容■講義内容

記憶、理解、判断といった人間の高次な認知機能がいかなる心的メカニズムで達成されているのか。この問いに対してこ
れまで提出されてきた様々なモデルを、英文原典論文にあたり、具体的実験結果との関係を明らかにしながら検討する。
後半には実際に代表的実験を学生自らの手で追試し、認知心理学的研究の本質を理解する。

■達成目標■達成目標

①認知心理学における代表的概念・理論・モデルを明確に説明できるようになる。
②認知心理学実験の構成について理解し、簡単な実験を実際に組み立てられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスと事前に配布される資料を熟読し、本授業の趣旨と運営方法をよく理解してくる。
【授業内容】　序論：認知心理学とは
【事後学修】　資料の序論の内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第２回 【事前学修】　事前に配布される英文資料を熟読し、代表的研究技法である反応時間測定について理解を整理し
て、授業時の課題 （ 実験 ） にスムースに入れるよう準備する。
【授業内容】　認知心理学の方法論　（反応時間測定実習を含む）
【事後学修】　反応時間測定を復習し、理解に不明確なところがあれば整理しておく。

第３回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 1 を読み、特に working memory について理解を整理しておく。
【授業内容】　記憶過程に関するモデル（1）貯蔵に焦点をあてたモデル
【事後学修】　英文論文 1を復習し、記憶過程に関するモデルを探れるようにしておく。

第４回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 2 を読み、retrieval cue について理解を整理しておく。
【授業内容】　記憶過程に関するモデル（2）検索に焦点をあてたモデル
【事後学修】　記憶過程に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第５回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 3 を読み、知識のネットワーク構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　知識構造に関するモデル（1）命題ネットワーク
【事後学修】　知識構造に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第６回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 4 を読み、非言語的知識の構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　知識構造に関するモデル（2）スキーマ、PS、ニューラルネット
【事後学修】　スキーマ等に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第７回 【事前学修】　事前に配布される資料１を読み、メンタルモデルとその機能について理解を整理しておく。
【授業内容】　思考、理解過程に関するモデル（1）問題解決におけるメンタルモデル
【事後学修】　学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第８回 【事前学修】　事前に配布される資料２を読み、メンタルモデルとその機能について理解を整理しておく。
【授業内容】　思考、理解過程に関するモデル（2）アナロジーによる思考
【事後学修】　思考に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第９回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 5 を読み、空間的知識の構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　空間認知に関するモデル　（1）空間表象に関するモデル
【事後学修】　空間認知に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第10回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 6 を読み、空間的行動の特質について理解を整理しておく。
【授業内容】　空間認知に関するモデル　（2）空間産出に関するモデル
【事後学修】　空間産出に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第11回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 7 を読み、記述されている実験の内容を理解しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（1）実験計画および刺激作成
【事後学修】　時間内に終わらなかった作成作業を完了させておく。

第12回 【事前学修】　事前に配布される実験用ソフトのマニュアルを熟読し、基本的操作方法を理解しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（2）パラメータの設定
【事後学修】　時間内に終わらなかった設定作業を完了させておく。

第13回 【事前学修】　実験準備が完了していることを確認しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（3）実験の実施
【事後学修】　時間内に終わらなかった実験作業を完了させておく。

第14回 【事前学修】　事前に配布される資料を読み、統計ソフトを用いた統計処理について基礎的理解をしておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（4）統計分析と解釈
【事後学修】　時間内に終わらなかった統計分析作業を完了させておく。

第15回 【事前学修】　追試実験をまとめたレポートを準備し、指導教員に事前に送る。
【授業内容】　まとめ（振り返りと理解の確認）レポート返却とコメント
【事後学修】　教員からのコメントを参考に、自らの学習達成度について確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業・作業への取り組み方（60％）、最終レポート（40％）をもとに目標の達成度を総合的に評価する。具体的評価基準
は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料、英文論文読解に時間を要するので、十分な学習時間を確保しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

適宜、資料を配付する。英文原典もコピーを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜、紹介する。
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加藤　健二

人間情報学演習Ⅰ（認知心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

認知心理学研究の実際

■講義内容■講義内容

認知心理学およびその関連領域に関する基礎的な知識、研究法、実験技法を学習する。また文献抄読を通じて論文の読み
方、レポートのまとめ方など「研究能力の基礎」の向上をはかる。ネットワークを利用した国内および国外の研究者や研
究機関との学術的情報交換の実習指導も行う。

■達成目標■達成目標

①学術論文の構成について理解し、そのポイントを説明できるようになる。
②研究遂行の流れについて理解し、自らの研究テーマに即して実際に計画を立てられるようになる。
③実験の計画と実施を自ら行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスと事前に配布される資料を熟読し、この科目の趣旨と目標を理解してくる。
【授業内容】　授業の年間計画と自己紹介
【事後学修】　説明された年間計画をもとに、自らの年間計画を調整する。

第２回 【事前学修】　自らの卒論の内容を説明する資料を作成し、発表の準備を済ませる。また今後の研究のアイデア
をまとめておく。
【授業内容】　各自の卒業研究の紹介と展望
【事後学修】　演習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第３回 【事前学修】　事前に配布される資料を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成して
おく。
【授業内容】　関連分野の基幹的文献の検索、ネットワーク・学内施設利用方法
【事後学修】　演習内容を復習し、文献検索に関する課題を終わらせておく。

第４回 【事前学修】　事前に配布される資料１を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成し
ておく。
【授業内容】　学会への大会参加の準備と加入学会の選定
【事後学修】　演習内容を復習し、学会調査に関する課題を終わらせておく。

第５回 【事前学修】　事前に配布される資料２を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成し
ておく。
【授業内容】　学会発行の学術誌と学術出版物の紹介
【事後学修】　演習内容を復習し、学会誌調査に関する課題を終わらせておく。

第６回 【事前学修】　事前に配布される文献１を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の紹介と研究動向の把握
【事後学修】　演習内容を復習し、文献読解に関する課題を終わらせておく。

第７回 【事前学修】　事前に配布される文献２を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（1）文献の紹介の方法
【事後学修】　文献の読解を終わら、内容を整理しておく。

第８回 【事前学修】　事前に配布される文献を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（2）論文の全体構成
【事後学修】　演習内容を復習し、練習課題を終わらせておく。

第９回 【事前学修】　事前に配布される文献３を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（3）論文の書き方　アブスラクト、章の展開など
【事後学修】　演習内容を復習し、ライティングに関する課題を終わらせておく。

第10回 【事前学修】　事前に配布される文献４を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究主題の設定と方法をめぐる討論
【事後学修】　演習内容を復習し、実験法に関する課題を終わらせておく。

第11回 【事前学修】　事前に配布される文献５を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究主題の設定と展望についての討論
【事後学修】　演習内容を復習し、レビュー課題を終わらせておく。

第12回 【事前学修】　事前に配布される文献６を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（1）データの収集方針の討論
【事後学修】　演習内容を復習し、データ収集技法のレビュー課題を終わらせておく。

第13回 【事前学修】　事前に配布される文献７を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（2）データの収集に際しての倫理など
【事後学修】　演習内容を復習し、研究倫理に関する課題を終わらせておく。

第14回 【事前学修】　事前に配布される文献８を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（3）統計法
【事後学修】　演習内容を復習し、統計技法に関する調査課題を終わらせておく。

第15回 【事前学修】　事前に配布される文献９を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（4）実験法の理解
【事後学修】　演習内容を復習し、実験法に関する要点整理を終わらせておく。

第16回 【事前学修】　これまでの学習をもとに、自らの研究テーマについて焦点を絞った案を複数まとめておく。
【授業内容】　各自の研究テーマと目的の構想
【事後学修】　演習時のコメント１を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。
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第17回 【事前学修】　先行研究結果との関係に焦点を当ててテーマ案の妥当性・可能性を検討しておく。
【授業内容】　先行研究の理論的背景の整理
【事後学修】　演習時のコメント２を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。

第18回 【事前学修】　研究（実験）方法に焦点を当ててテーマ案の妥当性・可能性を検討しておく。
【授業内容】　先行研究の方法論の整理
【事後学修】　演習時のコメント３を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。

第19回 【事前学修】　具体的仮説を検討し、文章化してくる。
【授業内容】　研究目的と仮説の検討
【事後学修】　演習時のコメント４を参考に、作業を進めておく。

第20回 【事前学修】　要因計画と具体的な材料（刺激）、装置について整理しておく。
【授業内容】　研究計画の立案と研究手法の検討
【事後学修】　演習時のコメント５を参考に、作業を進めておく。

第21回 【事前学修】　刺激と装置の準備をし、実習時間内に予備実験を行えるようにしておく。
【授業内容】　研究準備と予備研究の実施
【事後学修】　演習時のコメント６を参考に、作業を進めておく。

第22回 【事前学修】　予備実験の結果について整理し、問題点があれば報告の準備をしておく。
【授業内容】　予備研究の結果と方法論の確認
【事後学修】　演習時のコメント７を参考に、作業を進めておく。

第23回 【事前学修】　本実験の準備を完了しておく。
【授業内容】　研究の実施とデータ収集 （1）
【事後学修】　演習時のコメント８を参考に、作業を進めておく。

第24回 【事前学修】　本実験の遂行状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　研究の実施とデータ収集 （2）
【事後学修】　演習時のコメント９を参考に、作業を進めておく。

第25回 【事前学修】　データの予備分析の結果について報告の準備をしておく。
【授業内容】　データ分析と解釈 （1）
【事後学修】　演習時のコメント10を参考に、作業を進めておく。

第26回 【事前学修】　データの分析結果とその解釈について、報告の準備をしておく。
【授業内容】　データ分析と解釈 （2）
【事後学修】　演習時のコメント11を参考に、作業を進めておく。

第27回 【事前学修】　結果の確認とそれに基づく仮説の検討結果報告の準備をしておく。
【授業内容】　結果のまとめと仮説の検証 （1）
【事後学修】　演習時のコメント12を参考に、作業を進めておく。

第28回 【事前学修】　修正された検討結果の報告準備をしておく。
【授業内容】　結果のまとめと仮説の検証 （2）
【事後学修】　演習時のコメント13を参考に、作業を進めておく。

第29回 【事前学修】　今回の結果と先行研究の結果とを比較検討し、その異同を整理しておく。
【授業内容】　先行研究との比較
【事後学修】　演習時のコメント14を参考に、作業を進めておく。

第30回 【事前学修】　今年度の研究結果をまとめ、修士論文完成に向けて不足している点などを書き出しておく。
【授業内容】　研究の問題点と今後の展開
【事後学修】　今年度の研究実践について報告（年誌）の準備をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業への取り組み（準備状況、発表内容、議論への参加：70％）、まとめのレポート内容（30％）などをもとに目
標の達成度を総合的に評価する。具体的評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業以外での情報収集活動が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

随時、資料、論文プリントを配付する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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加藤　健二

人間情報学演習Ⅱ（認知心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

認知心理学研究の展開と論文作成

■講義内容■講義内容

演習 I での学習を基礎に、研究主題に沿った文献収集および研究目的の設定を行い、研究方法の選択や資料の処理および
統計法について選択し、修士論文の全体的構成について原案を提出し検討する。

■達成目標■達成目標

①自らの主題に即した研究計画について、批判的に検討できるようになる。
②自ら執筆した論文の構成や論理的一貫性を批判的に検討できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　演習 I での研究結果を報告する準備をしておく。
【授業内容】　修士論文の構想についての検討結果発表
【事後学修】　演習時のコメント１を参考に、作業を進める。

第２回 【事前学修】　関連他分野における研究動向について調べておく。
【授業内容】　関連する領域の検討（他の研究との比較）結果発表
【事後学修】　演習時のコメント２を参考に、作業を進める。

第３回 【事前学修】　関連分野の研究者、研究機関について検索しておく。
【授業内容】　関連する領域の研究者と研究機関の調査結果発表
【事後学修】　演習時のコメント３を参考に、作業を進める。

第４回 【事前学修】　関連する最新文献について検索しておく。
【授業内容】　関連する先行研究の再検索とその結果発表
【事後学修】　演習時のコメント４を参考に、作業を進める。

第５回 【事前学修】　事前に配布される資料をもとに、これまでの研究成果を発表するに相応しい学会について調べて
おく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （1） 計画の発表（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント５を参考に、作業を進める。

第６回 【事前学修】　発表用ポスター作成の準備をしておく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （2） 準備状況の発表（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント６を参考に、作業を進める。

第７回 【事前学修】　発表のための最終チェックを終えておく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （3） 発表練習（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント７を参考に、作業を進める。

第８回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）のテーマ、目的、仮説の妥当性をチェック
し、報告の準備をしておく。
【授業内容】　研究主題と目的・仮説の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント８を参考に、作業を進める。

第９回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）の要因計画等の妥当性をチェックし、報告の
準備をしておく。
【授業内容】　研究計画の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント９を参考に、作業を進める。

第10回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）の方法の妥当性をチェックし、報告の準備を
しておく。
【授業内容】　研究手法の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント10を参考に、作業を進める。

第11回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）のデータ分析法の妥当性をチェックし、報告
の準備をしておく。
【授業内容】　分析方法の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント11を参考に、作業を進める。

第12回 【事前学修】　再吟味を経た修士論文の構想を整理し、資料を作成し、発表の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文の構想発表
【事後学修】　演習時のコメント12を参考に、作業を進める。

第13回 【事前学修】　修士論文研究（実験）の準備を進めておく。
【授業内容】　修士論文研究 （1） 準備状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント13を参考に、作業を進める。

第14回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （2） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント14を参考に、作業を進める。

第15回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （3） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント15を参考に、作業を進める。

第16回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （4） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント16を参考に、作業を進める。
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第17回 【事前学修】　修士論文研究（実験）のデータ分析結果について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （5） データ分析結果の発表
【事後学修】　演習時のコメント17を参考に、作業を進める。

第18回 【事前学修】　修士論文研究（実験）データ分析結果の解釈について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （6） 解釈に関する検討
【事後学修】　演習時のコメント18を参考に、作業を進める。

第19回 【事前学修】　修士論文研究（実験）についてまとめの報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （7） 結果のまとめ案の発表
【事後学修】　演習時のコメント19を参考に、作業を進める。

第20回 【事前学修】　事前に配布される資料を熟読し、心理学分野における標準的論文作成ルールを理解しておく。
【授業内容】　科学論文の書き方の再確認（ポイントの発表）
【事後学修】　演習時のコメント20を参考に、作業を進める。

第21回 【事前学修】　修士論文全体の構成について案を作成しておく。
【授業内容】　論文の構成　とくに章立てに関する案の発表
【事後学修】　演習時のコメント21を参考に、作業を進める。

第22回 【事前学修】　序論（背景）について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　序論の執筆と理論的枠組みの整理に関する案の発表
【事後学修】　演習時のコメント22を参考に、作業を進める。

第23回 【事前学修】　目的、方法について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　目的、方法の執筆と検討（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント23を参考に、作業を進める。

第24回 【事前学修】　結果について筋立て、および使用する図表を報告する準備をしておく。
【授業内容】　結果の執筆と議論の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント24を参考に、作業を進める。

第25回 【事前学修】　結果からどのような考察が妥当か、検討しておく。
【授業内容】　データからの考察と理論の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント25を参考に、作業を進める。

第26回 【事前学修】　考察について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　考察の執筆と今後の研究の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント26を参考に、作業を進める。

第27回 【事前学修】　論文全体の最終チェックをしておく。
【授業内容】　論文執筆に関する最終作業と論文の完成（確認作業）
【事後学修】　演習時のコメント27を参考に、作業を進める。

第28回 【事前学修】　修士論文の内容について、説明をする準備をしておく。
【授業内容】　口頭試問のための準備（ポイントの整理と質疑練習）
【事後学修】　演習時のコメント28を参考に、作業を進める。

第29回 【事前学修】　修士論文発表会のための資料（パワポ等を含む）案を作成しておく。
【授業内容】　修士論文発表会のための準備（リハーサル）
【事後学修】　演習時のコメント29を参考に、作業を進める。

第30回 【事前学修】　今年度の研究実践についてまとめの報告（年誌）の準備をしておく。
【授業内容】　全体のまとめ発表
【事後学修】　演習時のコメント30を参考に、作業を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学会発表などの確実な成果（20％）と、修士論文としての新規性、論理性、体系性を勘案して（80％）、目標の達成度を
総合的に評価する。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に新たに得た情報に基づいて、自らの研究を批判的に検討する姿勢を持ち続けること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

適宜、資料、論文プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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稲垣　忠

教育工学特論
Special Topics in Educatinonal Technology

■テーマ■テーマ

情報社会における学びの場のデザイン

■講義内容■講義内容

「教育工学」は、教育における教授・学習活動の諸問題の解決を志向する学問領域である。教授・学習活動を支援する道
具（教室環境、教具、教材、ICT、視聴覚機器を含む）の開発・使い方を明らかにしたり、授業そのものを分析する手法を
提供している。本講義では、情報社会の進展に伴い、学校教育がどのような変化を求められているのかについて論じられ
た文献を輪読し、教育工学的な視点からの学習環境のデザイン技法について学ぶ。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学・学習に関する諸理論を理解する。
②情報社会に対応した学習環境デザインを理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業計画を確認し、次回以降の学修の前提となる情報を確認する

第２回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　デジタル社会で何が起きているのか？
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第３回 【事前学修】　テキストの第 2 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　テクノロジ推進派の意見
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第４回 【事前学修】　テキストの第 3 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　テクノロジ懐疑派の意見
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第５回 【事前学修】　テキストの第 4 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学校教育の成立に果たしたテクノロジの役割
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第６回 【事前学修】　テキストの第 5 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学習環境の新たな動向
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第７回 【事前学修】　テキストの第 6 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　教育はどのように変化しているのか？
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第８回 【事前学修】　テキストの第 7 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学校とテクノロジの関わり方
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第９回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　教育工学における学習理論
【事後学修】　教育工学会論文誌から論文を 1 つ選び、学習理論の観点から検討する

第10回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学習環境デザインと教育工学
【事後学修】　企業、学校等、学びの場を 1 つ選び、学修環境設計の観点から考察する

第11回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　情報社会における学びとは何か
【事後学修】　情報社会とそれ以前とを対比し、学習の何が変化したのか表にまとめる

第12回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　社会の変化と学力観の変化
【事後学修】　「新しい能力」として示された学力モデルを 1 つ選び、その開発経緯を調べる

第13回 【事前学修】　示されたキーワードの中から 1 つ選び、関連する資料を集めてくる
【授業内容】　日本における教育現場の最新動向
【事後学修】　次期学習指導要領を読み、教育工学の立場から検討すべき課題と考えられる解決方法を検討する

第14回 【事前学修】　示されたキーワードの中から 1 つ選び、関連する資料を集めてくる
【授業内容】　諸外国における教育現場の最新動向
【事後学修】　外国を 1 つ選び、学校制度、特色ある教育活動について調べ、教育工学の観点から考察する

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、関心をもったトピックを 3 つ設定し、関連情報を集めてくる
【授業内容】　総括討議
【事後学修】　討議の結果をもとにテーマを 1 つ選び、これまでの授業内容をいかし、期末課題にまとめる
※授業内容：テキストの輪読を中心とする。ただし、受講者の希望に応じて、教材開発、模擬授業等の実技を含
める可能性がある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

討議への参加状況（30％）、授業中の発表（30％）、期末レポート（40％）から総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書・配付資料の内容を熟読し、疑問点・論点を整理してくること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

アラン・コリンズ、リチャード・ハルバーソン著　稲垣忠編訳「デジタル社会の学びのかたち Ver.2　～教育とテクノロ
ジの新たな関係」北大路書房　ISBN-10: 4762831263

■参考文献■参考文献

授業中に必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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稲垣　忠

人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

教育工学の研究方法を探る

■講義内容■講義内容

教育工学、学習論に関する研究動向レビューを行い、受講者の研究テーマの位置づけを明確にする。あわせて学校現場
等、教育の現場とのかかわり、フィールド調査の方法、授業分析の技法などの研究方法を習得することを目指す。受講生
による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学理論に基づく授業や教育システムの設計・開発・評価の方法を習得する。
②教育工学分野における研究方法論を習得する。
③教育における実証的データの取り扱いに留意して、研究計画を立案できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読してくる
【授業内容】　オリエンテーション：教育工学研究のスタイル
【事後学修】　授業内容をふりかえり、自分の研究テーマ候補を構想する

第２回 【事前学修】　教育システムを 1 つ選び、紹介レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（1）　さまざまな教育システム
【事後学修】　分析対象とした教育システムと類似した教育システムを探し、比較検討する

第３回 【事前学修】　行動主義の学習理論について調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（2）　行動主義的学習論に基づく設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、行動主義的学習理論の観点から分析する

第４回 【事前学修】　学習指導案を検索し、紹介するレジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（3）　ガニエの 9 教授事象による設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、ガニェの 9 教授事象を用いて分析する

第５回 【事前学修】　企業やアルバイトなど、社会における学習の事例を 1 つ選び、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（4）　活動理論・状況論による設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、活動理論の枠組みを用いて分析する

第６回 【事前学修】　大学における教育システムの導入事例を調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（5）　授業の中の教育システム
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、授業での活用事例を分析する

第７回 【事前学修】　ＭＯＯＣＳのサービスを調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（6）　e ラーニングと教育システム設計
【事後学修】　e ラーニングサービスを 1 つ選び、授業内容をもとに分析する

第８回 【事前学修】　教育システムを 1 つ選び、これまでの授業内容をいかして分析し、プレゼンテーションを作成す
る
【授業内容】　教育システムの分析発表
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第９回 【事前学修】　開発してみたい授業あるいは教材のテーマを考えてくる
【授業内容】　課題分析の方法（1）　学習課題のブレインストーミング
【事後学修】　開発してみたい授業あるいは教材のテーマを決定し、資料を収集する

第10回 【事前学修】　テーマについてウェビング図を作成してくる
【授業内容】　課題分析の方法（2）　学習課題の構造化
【事後学修】　学習課題を詳細化し、評価問題を作成する

第11回 【事前学修】　ブルームのタキソノミーについて調べ、例示できるようにする
【授業内容】　課題分析の方法（3）　学習目標に応じた課題分析
【事後学修】　課題分析図を作成する

第12回 【事前学修】　テーマを学習目標分類に分解する
【授業内容】　課題分析の方法（4）　教授カリキュラムマップの設計
【事後学修】　教授カリキュラムマップを作成する

第13回 【事前学修】　テーマに関連する図書を複数探し、記載内容を整理する
【授業内容】　課題分析の方法（5）　カリキュラムのデザイン
【事後学修】　課題分析図とカリキュラムマップを統合する

第14回 【事前学修】　テーマについて課題分析図を作成する
【授業内容】　課題分析図の相互評価
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第15回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（1）　授業を構成する要素のモデル化
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、構成要素を分析する

第16回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（2）　授業を記録する方法
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、授業記録を作成する

第17回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（3）　フランダースのカテゴリー分析
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、カテゴリー分析を行う
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第18回 【事前学修】　授業記録の中から教師の発言を取り出し、表にまとめる
【授業内容】　授業分析の方法（4）　発問の分類
【事後学修】　授業記録から抽出した教師の発問を分析する

第19回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、教師と学習者の対話場面を抽出する
【授業内容】　授業分析の方法（5）　発話プロトコルの書き方
【事後学修】　授業ビデオから取り上げた場面についてプロトコルを作成、考察する

第20回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、学習環境の影響がみられる場面を抽出する
【授業内容】　授業分析の方法（6）　学習環境への視座
【事後学修】　授業ビデオから取り上げた場面について学習環境の影響を考察する

第21回 【事前学修】　授業を 1 つ分析し、プレゼンテーションにまとめる
【授業内容】　授業分析の結果報告
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第22回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（1）　学習目標の分類と評価規準
【事後学修】　第 9 回で設定したテーマについて評価規準を作成する

第23回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（1）　学習目標の分類と評価規準
【事後学修】　第 9 回で設定したテーマについて評価規準を作成する

第24回 【事前学修】　既存のテスト問題を収集し、分析対象とする候補を探してくる
【授業内容】　学習評価の方法（3）　定量的な評価方法
【事後学修】　第10 回で作成した評価問題を詳細化する

第25回 【事前学修】　レポートやプレゼンテーションなど、分析対象となる学習成果物を探してくる
【授業内容】　学習評価の方法（4）　定性的な評価方法
【事後学修】　学修成果物についてルーブリック評価を行い、考察する

第26回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（5）　自己評価・相互評価の活用
【事後学修】　自己評価あるいは相互評価のワークシートを作成する

第27回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（6）　授業リフレクションとは
【事後学修】　授業の事後検討会の運営方法を授業内容をもとに開発・提案する

第28回 【事前学修】　これまでの授業内容をもとに関心をもったテーマを考えてくる
【授業内容】　フィールド研究（1）　研究課題の設定の仕方
【事後学修】　フィールドを探し、コンタクトをとる

第29回 【事前学修】　自分が関わるフィールドについて、課題と考えられる事柄をリストアップする
【授業内容】　フィールド研究（2）　アクションリサーチとは
【事後学修】　フィールドと課題を共有し、課題解決の方策を検討する

第30回 【事前学修】　研究構想のプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　研究構想の発表会
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、今後の研究計画を詳細化する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

討議への参加状況（30％）、4 回の発表会でのプレゼンテーション（40％）及び期末レポート（30％）から総合的に評価
する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学校、大学、社会教育・企業内教育など、教育活動が行われているフィールドに対して興味関心と問題意識をもっておく
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論）。

■テキスト■テキスト

必要に応じて授業中に紹介する。

■参考文献■参考文献

野嶋栄一郎、教育実践を記述する―教えること・学ぶことの技法、金子書房。ISBN-10: 4760823042

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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稲垣　忠

人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

教育工学をテーマにした論文をまとめるには

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマに関するフィールド調査、実証実験の経過報告をもとに研究討議を行い、研究計画の立案、分析方
法、研究発表、論文執筆の指導を行う。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学における実証データの取り扱い方法を習得する。
②教育工学的な手法を用いた、実証研究を実施できるようになる。
③教育に関する研究論文の執筆方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する
【授業内容】　オリエンテーション：教育工学をテーマに論文を書くには
【事後学修】　大会論文集を閲覧し、研究テーマの候補をみつける

第２回 【事前学修】　研究テーマの候補を 3 ～ 5 つ考えてくる
【授業内容】　研究目的の設定（1）　問題意識の設定
【事後学修】　研究テーマを 3 つ以内にしぼり、何が問題なのか分析する

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する論文を探してくる
【授業内容】　研究目的の設定（2）　先行研究のレビュー
【事後学修】　研究テーマを 1 つに決め、関連する先行研究レビューを行う

第４回 【事前学修】　研究テーマに関する政策動向を調べる
【授業内容】　研究目的の設定（3）　教育政策の動向を把握する
【事後学修】　研究テーマについて政策動向をレビューする

第５回 【事前学修】　研究テーマを 1 つに決める
【授業内容】　研究目的の設定（4）　研究目的の設定
【事後学修】　研究テーマに基づいて目的を具体化する

第６回 【事前学修】　構想発表会用のプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　構想発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究目的を改善する

第７回 【事前学修】　先行研究の中から取り組んでみたい研究方法を選び、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（1）　研究計画のデザインと方法論
【事後学修】　研究テーマにどのようなアプローチで取り組むか検討する

第８回 【事前学修】　研究テーマに関する先行研究の研究方法をレビューする
【授業内容】　研究計画（2）　実践研究とシステム研究の違い
【事後学修】　研究テーマに関する複数のアプローチの先行研究を調べる

第９回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（3）　システム研究の方法論
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第10回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（4）　実践研究の方法論
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第11回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（5）　理論研究との関連性
【事後学修】　研究テーマに特に関連する理論枠組みを探る

第12回 【事前学修】　研究テーマに使用できる方法論を検討し、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（6）　計画書の書き方
【事後学修】　研究計画書を作成する

第13回 【事前学修】　研究計画発表会
【授業内容】　研究計画発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究計画書を改善する

第14回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（1）　問題の特定と要素技術のレビュー
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第15回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（2）　教育システムのモデル化
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第16回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（3）　ラピッド・プロトタイピング
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第17回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（1）　フィールドとの関わり方
【事後学修】　フィールドを確定し、研究テーマを調整する
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第18回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（2）　量的な実証データの収集方法
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考慮し、データの収集法法を検討する

第19回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（3）　質的な実証データの収集方法
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考慮し、データの収集法法を検討する

第20回 【事前学修】　研究テーマに使用できる方法論を検討し、レジメにまとめる
【授業内容】　中間発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究方法を改善する

第21回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　論文執筆の方法（1）　教育工学論文の構成と体裁
【事後学修】　研究テーマのもとで論文の目次を作成する

第22回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（2）　論文の新規性
【事後学修】　課題として示された論文について、新奇性の観点から考察する

第23回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（3）　論文の信頼性
【事後学修】　課題として示された論文について、信頼性の観点から考察する

第24回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（4）　論文の了解性
【事後学修】　課題として示された論文について、了解性の観点から考察する

第25回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（5）　論文の有効性
【事後学修】　課題として示された論文について、有効性の観点から考察する

第26回 【事前学修】　レビューを試みたい論文を3 本探してくる
【授業内容】　論文のクロスレビュー
【事後学修】　選んだ論文について4 つの観点から批評文を作成する

第27回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究発表の方法（1）　学会発表の方法
【事後学修】　研究テーマについてプレゼンテーション資料を作成する

第28回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究発表の方法（2）　効果的なプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンテーション資料を修正し、口頭での発表練習を行う

第29回 【事前学修】　研究テーマについてプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　研究発表の相互評価
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、発表方法を改善する

第30回 【事前学修】　口頭発表の練習をする
【授業内容】　研究発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究内容を改善する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2 回の発表会（30％）、論文（70％）から総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自らの研究課題に対して明確な問題意識を持ち、実証研究が可能なフィールドとの関わりをもっていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論）。

■テキスト■テキスト

S.M. ロス、G.R. モリソン（著）、向後千春、清水克彦、余田義彦、鈴木克明（訳）数育工学を始めよう―研究テーマの
選び方から論文の書き方まで、北大路書房。ISBN-10: 4762822450

■参考文献■参考文献

授業中に必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則

スポーツ生理学
Sports Physiology

■テーマ■テーマ

スポーツの生理学・運動の生理学

■講義内容■講義内容

スポーツ・運動時のヒトの生理的応答について、競技パフォーマンス向上および健康維持増進の観点から検討する。

■達成目標■達成目標

運動時の生理的なメカニズムを理解できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読し、かつ、運動時のエネルギー供給系について調べておく
【授業内容】　運動とエネルギー
【事後学修】　不明な点については専門書等で調べて、学習内容の理解を深める

第２回 【事前学修】　Fox のエネルギー連続体の概念について調べておく
【授業内容】　スポーツとエネルギー連続体
【事後学修】　エネルギー連続体の概念が適用される具体例について調べる

第３回 【事前学修】　運動時のエネルギー基質について調べておく
【授業内容】　運動に必要な燃料
【事後学修】　燃料としての糖質，脂質の特性の違いについて調べる

第４回 【事前学修】　回復時のエネルギー供給系について調べておく
【授業内容】　運動の回復過程
【事後学修】　運動後過剰酸素摂取の具体例について調べる

第５回 【事前学修】　運動単位について調べておく
【授業内容】　スポーツに応用される神経筋の概念
【事後学修】　運動単位の概念が適用される具体例をまとめる

第６回 【事前学修】　筋肥大のメカニズムについて調べておく
【授業内容】　ウエイトトレーニング
【事後学修】　レジスタンストレーニングの違いによる筋肥大効果の違いについてまとめる

第７回 【事前学修】　運動時の呼吸器系の働きについて調べておく
【授業内容】　運動と酸素運搬系（呼吸）
【事後学修】　アスリートの最大酸素摂取量について比較してまとめる

第８回 【事前学修】　運動時の循環器系の働きについて調べておく
【授業内容】　運動と酸素運搬系（循環）
【事後学修】　トレーニングによる安静時心拍数の変化のメカニズムについてまとめる

第９回 【事前学修】　無酸素性運動と有酸素性運動の特徴をまとめておく
【授業内容】　スプリントと持久性トレーニング
【事後学修】　長時間高強度間欠的運動について調べる

第10回 【事前学修】　体脂肪率の測定法について調べておく
【授業内容】　身体組成
【事後学修】　アスリートの身体組成についてまとめる

第11回 【事前学修】　三大栄養素および微小栄養素の働きをまとめておく
【授業内容】　栄養と運動能力
【事後学修】　高炭水化物食の全身持久力への効果をまとめる

第12回 【事前学修】　骨代謝のメカニズムを調べておく
【授業内容】　運動と骨
【事後学修】　運動による骨代謝変化のメカニズムについてまとめる

第13回 【事前学修】　体温調節機構の基礎についてまとめておく
【授業内容】　暑熱環境下での運動
【事後学修】　WBGTと運動実施の基準についてまとめる

第14回 【事前学修】　高所における生理応答の基礎をまとめておく
【授業内容】　低酸素環境下での運動
【事後学修】　高所における運動時の急性の影響についてまとめる

第15回 【事前学修】　これまでの講義内容について概観しておく
【授業内容】　運動時の生理的メカニズムの総括
【事後学修】　最終課題レポートを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回十分な予習を行う

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

健康体力統計学・スポーツ科学特論

■テキスト■テキスト

特になし
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■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則

人間情報学演習Ⅰ（スポーツ生理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

スポーツ生理学実験法

■講義内容■講義内容

スポーツ・運動生理学的実験法の基礎を指導する。

■達成目標■達成目標

実験を通して運動時の生理的データを測定できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読しておく
【授業内容】　前期ガイダンス
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておく

第２回 【事前学修】　形態測定法についてまとめておく
【授業内容】　ヒトの形態
【事後学修】　収集した体格指数データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第３回 【事前学修】　キャリパー法による体脂肪率推定について調べておく
【授業内容】　身体組成（1）キャリパー法
【事後学修】　収集した体脂肪率データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第４回 【事前学修】　バイオインピーダンス法による体脂肪率推定について調べておく
【授業内容】　身体組成（2）バイオインピーダンス法
【事後学修】　収集した体脂肪率データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第５回 【事前学修】　柔軟性の測定法についてまとめておく
【授業内容】　柔軟性
【事後学修】　収集した柔軟性データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方
法・基準」に記した基準により行う

第６回 【事前学修】　筋力の測定法についてまとめておく
【授業内容】　筋力
【事後学修】　収集した握力・背筋力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第７回 【事前学修】　調整力の測定法についてまとめておく
【授業内容】　調整力
【事後学修】　収集した調整力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方
法・基準」に記した基準により行う

第８回 【事前学修】　有酸素性作業能力（PWC150）の測定法についてまとめておく
【授業内容】　有酸素性作業能力（PWC150）
【事後学修】　収集した心拍数・作業量データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成
績評価方法・基準」に記した基準により行う

第９回 【事前学修】　最大無酸素性パワーの測定法についてまとめておく
【授業内容】　無酸素性作業能力（1）最大無酸素性パワー
【事後学修】　収集した最大無酸素性パワーデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第10回 【事前学修】　ウインゲートテストについて調べておく
【授業内容】　無酸素性作業能力（2）乳酸性パワー
【事後学修】　収集した乳酸性パワーデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第11回 【事前学修】　安静時代謝についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（1）安静時代謝
【事後学修】　収集した安静時代謝データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第12回 【事前学修】　RMR についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（2）RMR
【事後学修】　収集した運動時の酸素摂取量とRMRの関係をまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバッ
クは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第13回 【事前学修】　METS についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（3）METS
【事後学修】　収集した運動時の酸素摂取量とMETSの関係性をまとめ、レポートの作成をする。結果のフィード
バックは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第14回 【事前学修】　RQ についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（4）RER
【事後学修】　収集した漸増負荷運動時のRERデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う
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第15回 【事前学修】　前期実験法についてまとめておく
【授業内容】　前期　実験法の総括
【事後学修】　これまで作成したレポートの振り返りをおこなう。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第16回 【事前学修】　スラバスを精読しておく
【授業内容】　後期ガイダンス
【事後学修】　収集したデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第17回 【事前学修】　VO2max について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（5）VO2max
【事後学修】　収集したVO2maxデータからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第18回 【事前学修】　VT について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（6）VT
【事後学修】　収集したVTデータからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基準」
に記した基準により行う

第19回 【事前学修】　CO2excess について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（7）CO2excess
【事後学修】　収集したCO2excessからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基準」
に記した基準により行う

第20回 【事前学修】　皮膚血流量の生理的意義についてまとめておく
【授業内容】　皮膚血流量
【事後学修】　収集した安静時皮膚血流量データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第21回 【事前学修】　運動時の鼓膜温の変化についてまとめておく
【授業内容】　鼓膜温
【事後学修】　収集した運動時鼓膜温データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第22回 【事前学修】　運動時の血中乳酸濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　血中乳酸濃度
【事後学修】　収集した運動時血中乳酸濃度データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第23回 【事前学修】　運動時の血糖値の変化についてまとめておく
【授業内容】　血糖
【事後学修】　収集した運動時血糖データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第24回 【事前学修】　運動時の血中電解質濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　血中電解質濃度
【事後学修】　収集した血中電解質データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第25回 【事前学修】　運動時の血漿浸透圧の変化についてまとめておく
【授業内容】　血漿浸透圧
【事後学修】　収集した血漿浸透圧データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第26回 【事前学修】　低酸素環境下における経皮的動脈血酸素飽和濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　経皮的動脈血酸素飽和濃度
【事後学修】　収集した経皮的動脈血酸素飽和濃度データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィード
バックは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第27回 【事前学修】　等尺性筋力測定法を調べておく
【授業内容】　等尺性筋出力
【事後学修】　収集した等尺性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第28回 【事前学修】　等速性筋出力測定法を調べておく
【授業内容】　等速性筋出力（1）速度とパワーの関係
【事後学修】　収集した等速性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第29回 【事前学修】　筋疲労曲線の解釈について調べておく
【授業内容】　等速性筋出力（2）筋疲労曲線
【事後学修】　収集した等速性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第30回 【事前学修】　前期実験法についてまとめておく
【授業内容】　後期　実験法の総括
【事後学修】　これまでの実験法をまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取組（50％）およびレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

スポーツ生理学の基礎知識を身につけておく

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則

人間情報学演習Ⅱ（スポーツ生理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

スポーツ生理学の論文作成

■講義内容■講義内容

研究テーマの設定および研究成果の報告発表をめぐる討論を通じて、論文作成の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本体力学会・日本運動生理学会で発表できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読しておく
【授業内容】　ガイダンス（前期）
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第２回 【事前学修】　興味のある研究課題についてまとめておく
【授業内容】　研究課題の設定
【事後学修】　研究課題の設定について不明な点を調べ確認しておくこと

第３回 【事前学修】　研究課題に関連する先行研究をレビューする
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと（１）

第４回 【事前学修】　先行研究の問題点についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと（２）

第５回 【事前学修】　関連する先行研究についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）
【事後学修】　再検討した内容をまとめておくこと

第６回 【事前学修】　関連する先行研究についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）まとめ
【事後学修】　先行研究のレビューの概要をまとめる

第７回 【事前学修】　研究課題の絞り込みをしておく
【授業内容】　研究課題の検討
【事後学修】　研究課題について議論した内容をまとめておくこと

第８回 【事前学修】　先行研究との関連性から研究仮説を検討しておく
【授業内容】　研究仮説の検討
【事後学修】　研究仮説について議論した内容をまとめておくこと

第９回 【事前学修】　実験計画書を作成しておく
【授業内容】　実験計画の検討（１）
【事後学修】　実験計画について議論した内容をまとめておくこと（１）

第10回 【事前学修】　実験計画の問題点を修正しておく
【授業内容】　実験計画の検討（２）
【事後学修】　実験計画について議論した内容をまとめておくこと（２）

第11回 【事前学修】　適切なデータ分析法を調べておく
【授業内容】　データ分析法の検討
【事後学修】　分析法について議論した内容をまとめておくこと

第12回 【事前学修】　適切な測定法を調べておく
【授業内容】　予備実験（1）測定法の検討
【事後学修】　測定装置の使い方に慣れておくこと（１）

第13回 【事前学修】　適切な測定法の再検討をしておく
【授業内容】　予備実験（2）測定方法の確認
【事後学修】　測定装置の使い方に慣れておくこと（２）

第14回 【事前学修】　適切な測定法の再検討をしておく
【授業内容】　実験計画の再検討
【事後学修】　再検討した結果としての実験計画をまとめておくこと

第15回 【事前学修】　実験計画書の再作成
【授業内容】　実験計画の総括
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第16回 【事前学修】　データを分析し、主要な結果をまとめておく
【授業内容】　実験結果中間報告
【事後学修】　分析結果について議論した内容をまとめておくこと

第17回 【事前学修】　プレゼンテーションスライドを作成しておく
【授業内容】　学会発表のための準備（1）口頭発表・質疑応答
【事後学修】　質疑応答で指摘された点について再検討すること（１）

第18回 【事前学修】　プレゼンテーションスライドの修正をしておく
【授業内容】　学会発表のための準備（2）口頭発表の修正
【事後学修】　質疑応答で指摘された点について再検討すること（２）
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第19回 【事前学修】　緒言のアウトラインをまとめておく
【授業内容】　論文作成（1）緒言の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（１）

第20回 【事前学修】　方法について文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（2）方法の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（２）

第21回 【事前学修】　データ分析結果をまとめ、結果に文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（3）結果の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（3）

第22回 【事前学修】　考察のアウトラインをまとめておく
【授業内容】　論文作成（4）考察の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（4)

第23回 【事前学修】　考察の問題点をまとめておく
【授業内容】　論文作成（5）考察の再検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（5）

第24回 【事前学修】　結果について文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（6）結論の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（6）

第25回 【事前学修】　修士論文中間報告会にむけて資料を作成して、発表練習をしておく
【授業内容】　修士論文中間報告会
【事後学修】　質疑応答で指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること

第26回 【事前学修】　口頭発表で確認された問題点について、まとめておく
【授業内容】　問題点の検討
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第27回 【事前学修】　要約を作成しておく
【授業内容】　要約
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第28回 【事前学修】　要約の問題点をまとめておく
【授業内容】　要約の再検討
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第29回 【事前学修】　修士論文最終報告会にむけて資料を作成して、発表練習をしておく
【授業内容】　最終報告会の準備
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第30回 【事前学修】　修士論文最終報告会にむけて、問題点をまとめておく
【授業内容】　最終報告会
【事後学修】　論文本体の最終確認をする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取組（50％）およびレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身体活動科学における研究方法 NAP（2004）を読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

健康体力統計学
Statistics in Health and Sports Science

■テーマ■テーマ

健康増進と関わるヒトの「活動」の考え方、評価、及びその推進策と課題

■講義内容■講義内容

ヒトの「活動」量を増進させることは健康に好ましい影響をもたらすため、生涯にわたって「活動」的な生活を送ること
は大切である。そのヒトの「活動」は広義であり、健康増進のための「活動」の考え方、及び評価方法について考察す
る。さらに、健康との関わりを概観し、「活動」を推進させる方策について、その現状と課題を考察する。これら考察を
通して、「活動」的な生活を送るための基礎知識と態度を養う。

■達成目標■達成目標

１）健康及びヒトの「活動」について、その考え方、評価方法について説明できる。
２）ヒトの「活動」を推進させるための方策の現状と課題について説明できる。
３）「活動」的な生活を実践することに興味関心を持ち、その方策を計画できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヒトが動くことと健康との関わりを考察し、学修する。
【授業内容】　オリエンテーション：授業の目標と内容（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、授業に期待することを学修する。

第２回 【事前学修】　ヒトの活動におけるスポーツ・運動の定義を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動①：スポーツ・運動の捉え方（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、健康とヒトの活動の捉え方を包括的に学修する。

第３回 【事前学修】　ヒトの活動とは何かを考察する。
【授業内容】　ヒトの活動②：スポーツ・運動から身体活動へ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、身体活動の捉え方を包括的に学修する。

第４回 【事前学修】　セルモニタリングについて考察する。
【授業内容】　ヒトの活動③：「活動」のセルフモニタリング（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業中セルフモニタリングした活動から、日常生活を振り返る。

第５回 【事前学修】　ヒトの活動を評価する方法を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動④：「活動」の測り方（加速度計）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえて、活動量計による評価方法のメリット・デメリットを学修する。

第６回 【事前学修】　質問紙法でヒトの活動を評価する方法を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動⑤：「活動」の測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえて、活動量計と質問紙法による評価方法の違いを学修する。

第７回 【事前学修】　QOLを調べてくる。
【授業内容】　健康とは①：QOLとその測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、QOLの意義について学修する。

第８回 【事前学修】　QOLを評価する方法を調べてくる。
【授業内容】　健康とは②：QOLの測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、QOLの意義とその評価方法について学修する。

第９回 【事前学修】　ヘモグロビンについて調べてくる。
【授業内容】　健康とは③：ヘモグロビンと健康（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、ヘモグロビンと健康との関連を学修する。

第10回 【事前学修】　ヘモグロビンとヒトの活動との関わりについて調べてくる。
【授業内容】　健康とは④：ヘモグロビンと活動との関連（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、ヘモグロビンと活動との関連を学修する。

第11回 【事前学修】　個人を対象としたヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策①：行動科学を活かした「活動」推進の理論（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、個人を対象とした推進方策の理論・モデルを学修する。

第12回 【事前学修】　前回の理論モデルを活かすための場を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策②：行動科学を活かした「活動」推進の実際（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、実践上の課題を学修する。

第13回 【事前学修】　社会環境の視点からヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策③：「活動」推進を環境から考える（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、社会環境とヒトの活動の関連を学修する。

第14回 【事前学修】　社会環境の視点からヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策④：環境を活かした「活動」推進の実際（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、社会環境から捉えたヒトの活動を推進させる実践上の課題を学修する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に復習する。
【授業内容】　ヒトの「活動」と健康に関する包括的考察（高橋・岡﨑）
【事後学修】　ヒトの活動と健康について、包括的に学修し、日常生活に活かす方法を学習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（20％）、及び最後の包括的考察（80％）によって評価する。
授業の5分の1を超えて欠席した場合には、単位の修得資格を失う。
欠席は、減点対象になる。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自らの健康を良くすることに興味・関心を持ち、予習・復習を各2時間程度行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心身の健康、及び人間行動と関連した科目

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅰ（健康体力統計学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究課題の作成方法と研究仮説の検証方法の習得

■講義内容■講義内容

受講者の研究テーマに関連する文献レビューを行い、検証可能な研究仮説を構築する。

■達成目標■達成目標

反復的に文献研究を行うことにより、科学論文の形式、仮説検証のプロセス（実験・調査・解析）、議論の進め方を習得
できる。最終的には、新規性、独創性および社会的意義を満足した修士論文の研究仮説および研究計画を作成できるよう
になることを目的とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究テーマの概要を説明できるように準備する
【授業内容】　研究の種類の紹介（質的研究と量的研究）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究の種類に応じた論文の構成を復習する

第２回 【事前学修】　研究テーマの社会的問題と学術的問題を検討する
【授業内容】　研究課題の設定と文献レビュー（新規性と独自性に優れた課題の設定のために）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　課題として出された文献をレビューする

第３回 【事前学修】　論文検索データベースを利用する
【授業内容】　online-database を活用しての文献収集（高橋・岡﨑）
【事後学修】　系統的な文献検索を行う

第４回 【事前学修】　複数の論文を講読する
【授業内容】　文献レビューを効果的に行うための論理的推論（文献批評のポイント）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献の検定統計量と効果量をまとめる

第５回 【事前学修】　発表資料を準備するⅠ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅰ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅠ

第６回 【事前学修】　発表資料を準備するⅡ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅱ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅡ

第７回 【事前学修】　発表資料を準備するⅢ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅲ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅢ

第８回 【事前学修】　発表資料を準備するⅣ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅳ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅣ

第９回 【事前学修】　発表資料を準備するⅤ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅴ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅤ

第10回 【事前学修】　発表資料を準備するⅥ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅵ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅥ

第11回 【事前学修】　発表資料を準備するⅦ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅶ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅦ

第12回 【事前学修】　発表資料を準備するⅧ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅷ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅧ

第13回 【事前学修】　発表資料を準備するⅨ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅸ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅨ

第14回 【事前学修】　これまで講読した論文を計画・対象についてまとめる
【授業内容】　メタ分析の紹介（高橋・岡﨑）
【事後学修】　課題としてだされたメタ分析論文を講読する

第15回 【事前学修】　これまで講読した論文の効果量をまとめる
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅰ（メタ分析に用いる文献の選定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　採用基準を決定し、対象論文を増やす

第16回 【事前学修】　基本的な検定統計量について復習する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅱ（効果量の算出）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　統合できるように効果量を揃える（再計算）

第17回 【事前学修】　効果量のデータセットを作成する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅲ（効果量の統合）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量を統合する

第18回 【事前学修】　効果量の誤差（残差）を計算する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅳ（等質性の検証）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量の平方和を計算する
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第19回 【事前学修】　先行研究の等質性について分析する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅴ（前回までと異なるテーマについて）（メタ分析に用いる文献の選定）（高
橋・岡﨑）
【事後学修】　採用基準を決定し、対象論文を増やす

第20回 【事前学修】　採択基準を決定し、論文を検索する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅵ（効果量の算出）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　統合できるように効果量を揃える（再計算）

第21回 【事前学修】　効果量のデータセットを作成する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅶ（効果量の統合）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量を統合する

第22回 【事前学修】　効果量の誤差（残差）を計算する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅷ（等質性の検証）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量の平方和を計算する

第23回 【事前学修】　研究テーマの新規性と独自性を検討する
【授業内容】　研究課題の作成（これまでの文献レビューおよびメタ分析を通じて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　テーマを決定する

第24回 【事前学修】　研究仮説を立案する
【授業内容】　研究課題と研究仮説の設定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　母集団、調査・測定方法を検討する

第25回 【事前学修】　変数を操作的に定義する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅰ（研究の従属変数・独立変数の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　変数の種類に応じて分析モデルを決定する

第26回 【事前学修】　仮説としての効果量を計算する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅱ（検定力分析・標本数の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　標本数と抽出方法を決定する

第27回 【事前学修】　実行可能な実験スケジュールを立案する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅲ（実験計画法の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　固定効果と変量効果を検討する

第28回 【事前学修】　固定効果と変量効果をもとに統計解析方法を検討する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅳ（統計解析法の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　仮説モデルを作成する

第29回 【事前学修】　研究の期待される成果をまとめる
【授業内容】　競争的研究資金の獲得について（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究費申請書を作成する

第30回 【事前学修】　研究費獲得のプレゼンテーションを準備する
【授業内容】　全体のまとめ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究計画を修正する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎週授業時発表されるレジュメ、プレゼン資料により評価（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

最新の科学論文を批評することができる程度の英語力を準備すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅱ（健康体力統計学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

研究課題の作成方法と研究仮説の検証方法の習得

■講義内容■講義内容

研究仮説を証明するためのデータ収集、解析および解析結果の解釈を実践する。

■達成目標■達成目標

最終的に学術団体への投稿論文を作成できるようになることを目標とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究テーマを決定してくる
【授業内容】　ガイダンス（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究計画書を作成する

第２回 【事前学修】　研究計画の発表資料を準備する
【授業内容】　研究計画書（背景、意義、仮説、方法）の作成（プレゼンテーション）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画を修正する

第３回 【事前学修】　修正した計画の発表資料を準備する
【授業内容】　研究計画書（背景、意義、仮説、方法）の修正（再プレゼンテーション）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　予備実験を計画する

第４回 【事前学修】　予備実験の説明資料を準備する
【授業内容】　予備実験の計画（高橋・岡﨑）
【事後学修】　測定用具を整備・確認する

第５回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　予備実験Ⅰ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第６回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　予備実験Ⅱ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第７回 【事前学修】　データセットを作成する
【授業内容】　予備実験Ⅲ（データ解析）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　解析結果をもとに計画の修正を検討する

第８回 【事前学修】　予備実験の報告資料を準備する
【授業内容】　研究計画書の見直し（予備実験の結果を考慮して、必要に応じて仮説の変更）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画・仮説を修正する

第９回 【事前学修】　最終的な研究計画の発表資料を準備する
【授業内容】　最終的な研究計画書の決定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　スケジュールの修正を行う

第10回 【事前学修】　実験のスケジュールを決定する
【授業内容】　実験計画の作成（高橋・岡﨑）
【事後学修】　測定用具を整備・確認する

第11回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅰ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第12回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅱ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第13回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅲ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第14回 【事前学修】　データセットを作成する
【授業内容】　研究実践Ⅳ（データセットの作成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　記述統計を計算する

第15回 【事前学修】　解析結果の報告資料を準備する
【授業内容】　研究実践Ⅴ（データ解析とその評価）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　先行研究の結果と比較する

第16回 【事前学修】　図表の作成
【授業内容】　研究結果のまとめ（図表の作成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　図表の修正

第17回 【事前学修】　研究仮説の判定
【授業内容】　研究結果の評価（必要に応じて再データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画修正

第18回 【事前学修】　投稿する学術誌の検討
【授業内容】　投稿先学術団体の選定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　投稿フォーマットの確認
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第19回 【事前学修】　緒言の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅰ（緒言）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　緒言の修正

第20回 【事前学修】　方法の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅱ（方法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　方法の修正

第21回 【事前学修】　結果の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅲ（結果）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　結果の修正

第22回 【事前学修】　考察の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅳ（考察）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　考察の修正

第23回 【事前学修】　文献リストの作成
【授業内容】　論文執筆Ⅴ（文献リスト）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献リストの修正

第24回 【事前学修】　抄録の作成
【授業内容】　論文執筆Ⅵ（和英抄録）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　抄録の英文化

第25回 【事前学修】　投稿データを完成させる
【授業内容】　論文投稿（高橋・岡﨑）
【事後学修】　論文を投稿する

第26回 【事前学修】　学位論文の形式を確認する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅰ（学位論文の形式の確認）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　投稿論文の形式を学位論文の形式に揃える

第27回 【事前学修】　研究の意義（学術的・社会的）を明確にする
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅱ（研究の社会的および学術的意義の明示）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　意義の記述

第28回 【事前学修】　用語を概念的および操作的定義する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅲ（用語の操作的定義の記述）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　用語の定義の記述

第29回 【事前学修】　先行研究をまとめる
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅳ（文献研究）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献研究の記述

第30回 【事前学修】　論文の完成データ（印刷）を準備する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅴ（学位論文完成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　論文提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

作成された論文（投稿形式）の完成度により評価（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的な実験計画（局所管理、反復、無作為化）や統計解析（線形モデル）について授業開始前に復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉、堀毛　裕子

健康行動学
Health Psychology

■テーマ■テーマ

健康心理学特論

■講義内容■講義内容

健康心理学は、精神的健康と身体的健康の双方を対象として、健康の維持・促進を目指す心理学の応用領域である。ここ
では、健康心理学の基礎とともに、あわせて最新の研究知見にも目を向けて、現代の健康心理学の概要を提示する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校、さまざまな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授業内容
においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

１．健康心理学領域の基礎的な知識について説明することができる。
２．健康心理学における研究と実践の広がりの現状について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、講義内容や達成目標について理解する。
【授業内容】オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】「健康」という概念について調べる。
【授業内容】健康心理学の視点
【事後学修】「健康」という概念について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第３回 【事前学修】心理学各領域の基礎的理論について調べる。
【授業内容】健康心理学の基礎
【事後学修】心理学各領域の基礎的理論について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第４回 【事前学修】心理学におけるさまざまな研究法について調べる。
【授業内容】健康心理学の研究法
【事後学修】心理学における研究法について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第５回 【事前学修】心理学における行動のモデルを調べる。
【授業内容】健康関連行動
【事後学修】心理学における行動のモデルについて、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第６回 【事前学修】ストレス理論について調べる。
【授業内容】心理学的ストレスモデル
【事後学修】ストレス理論について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第７回 【事前学修】健康や病気に関連するパーソナリティ要因について調べる。
【授業内容】健康とパーソナリティ
【事後学修】健康や病気に関連するパーソナリティ要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第８回 【事前学修】行動変容の技法およびストレスマネジメントについて調べる。
【授業内容】健康への認知行動的アプローチ
【事後学修】行動変容の技法およびストレスマネジメントについて、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第９回 【事前学修】健康に関連する社会文化的要因について調べる。
【授業内容】健康と社会文化的要因
【事後学修】健康に関連する社会文化的要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第10回 【事前学修】疾病に伴う心理学的問題について考える。
【授業内容】医療と健康心理学
【事後学修】疾病に伴う心理学的問題について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第11回 【事前学修】健康増進の方法について考える。
【授業内容】健康教育とヘルスプロモーション
【事後学修】健康増進の方法について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第12回 【事前学修】健康を維持・増進するパーソナリティ要因について調べる。
【授業内容】疾病生成論と健康生成論
【事後学修】健康を維持・増進するパーソナリティ要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第13回 【事前学修】英語論文のデータベースで、ポジティブ心理学領域の論文数の年次変化を調べる。
【授業内容】ポジティブ心理学
【事後学修】ポジティブ心理学の知見について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第14回 【事前学修】「健康」の定義に照らして、世界各国における健康心理学的問題を考える。
【授業内容】クリティカル健康心理学
【事後学修】世界各国の健康心理学的問題について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第15回 【事前学修】これまでの授業内容を総合的に復習し、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】まとめと課題：授業の中で関心を持ったテーマに関するレポート作成
【事後学修】自分自身の日常生活あるいは研究課題において、健康心理学の知見を活かしたい問題を考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業中の質問や発言（20％）。
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時にプリントにて明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじ
め文献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

春木豊・森和代・石川利江・鈴木平　『健康の心理学；心と身体の健康のために』　サイエンス社

■参考文献■参考文献

島井・小玉・長田（編）　『健康・医療心理学 入門 -- 健康なこころ・身体・社会づくり』　有斐閣アルマ
島井哲志（監修）『保健と健康の心理学　標準テキスト（全15巻）』ナカニシヤ出版
その他にも、随時、関連文献を指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（健康行動学）

■講義内容■講義内容

おもに、健康心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文の講読や院生・教員間の論議などを通
して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択など、研究上の基本について指導し、博士課
程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校等における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その
体験が反映される。

■達成目標■達成目標

１．修士論文作成のための、各自の関心領域に係わる基本的知識について説明することができる。
２．修士論文作成のための、研究の進め方について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと2年間の作業の見通しについて
考える。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後1年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を振り返る。
【授業内容】　文献検索等の情報収集技法
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献収集の漏れを確認する。

第４回 【事前学修】　関心のあるテーマについて、文献を検索して収集する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　第４回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　関心のあるテーマについて、収集した文献の一覧表を作成する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベース等の紹介
【事後学修】　第５回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学（医学・公衆衛生領域）の研究動向を探る。
【授業内容】　文献検索による健康心理学の動向：医学・公衆衛生領域
【事後学修】　第６回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学（心理学領域）の研究動向を探る。
【授業内容】　文献検索による健康心理学の動向：心理学領域
【事後学修】　第７回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学の研究課題を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究課題
【事後学修】　第８回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　データベース検索を通じて、医学・疫学の研究方法を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究法：医学・疫学的方法
【事後学修】　第９回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学の研究方法を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究法：心理学的研究法
【事後学修】　第10回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　これまで自分が実際に用いた研究方法を振り返る。
【授業内容】　研究方法の検討：実験・質問紙調査
【事後学修】　第11回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　これまで自分が実際に用いたことのない研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接・フィールドワーク
【事後学修】　第12回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　これから自分が用いる可能性のある研究方法の特徴を整理する。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究・アクションリサーチ
【事後学修】　第13回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　文部科学省や厚生労働省のHPに掲載されている、研究倫理の指針について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第14回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　これから自分が用いる可能性のある研究方法を用いた文献を探る。
【授業内容】　研究方法の検討；データ処理法
【事後学修】　第15回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　前期の授業を振り返って、関心のある研究テーマに対するアプローチを考える。
【授業内容】　前期のまとめ；心理学における研究法と院生の研究スタンス
【事後学修】　第16回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1459 -



第17回 【事前学修】　健康心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康行動のモデル
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　健康心理学における概念（認知的評価と関連要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：心理学的ストレスモデル①　認知的評価と関連要因
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　健康心理学における概念（コーピング）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：心理学的ストレスモデル②　コーピングと関連要因
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康阻害要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康とパーソナリティ①　健康阻害要因
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康促進要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康とパーソナリティ②　健康促進要因
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　健康心理学における概念（ヘルスプロモーションと治療的介入）について、文献を読みながら調
べる。
【授業内容】　文献検討：行動変容とヘルスプロモーション①　治療的介入
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　健康心理学における概念（ヘルスプロモーションと予防的介入）について、文献を読みながら調
べる。
【授業内容】　文献検討：行動変容とヘルスプロモーション②　予防的介入
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　健康心理学における概念（ウェルビーイングとQOL）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：患者理解の視点①　ウェルビーイングとQOL
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　健康心理学における概念（病いの語りとナラティブ）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：患者理解の視点②　病気体験とナラティブ
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康生成論）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康生成論
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　健康心理学における概念（ポジティブ心理学における個人特性と認知）について、文献を読みな
がら調べる。
【授業内容】　文献検討：ポジティブ心理学①　個人の特性と認知
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　健康心理学における概念（ポジティブ心理学における人間関係と集団環境）について、文献を読
みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：ポジティブ心理学②　人間関係と集団環境
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　健康心理学における概念（クリティカル健康心理学における諸要因）について、文献を読みなが
ら調べる。
【授業内容】　文献検討：クリティカル健康心理学
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　全体のまとめおよび次年度の修士論文作成の見通しに関する検討
【事後学修】　修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化していく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマについて、常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

健康行動学、適応行動学など、行動情報系の科目。

■テキスト■テキスト

随時、関連文献を指示する。

■参考文献■参考文献

随時、関連文献を指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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堀毛　裕子

健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践）

■テーマ■テーマ

心の健康教育に関する理論と実践を学ぶ

■講義内容■講義内容

公認心理師の業務には、支援を要する者等に対する支援だけでなく、心の健康に関する知識の普及を図るための教育や情
報提供、すなわち人々に対する健康教育や健康増進も含まれる。ここでは、健康教育や健康増進に関する理論と実践につ
いてその概要を学修する。
担当者は精神病院およびさまざまな相談機関での心理支援の経験を持つため、授業においても可能な範囲でその体験が反
映される。

■達成目標■達成目標

1.健康教育や健康増進に関する基本的な理論について説明することができる。
2.健康教育や健康増進に係る実践について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、講義内容や達成目標について理解する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】　健康の概念について調べる。
【授業内容】　健康教育・健康増進①：「健康」のとらえかた
【事後学修】　不明な点は調べ、「健康」概念について理解を深める。

第３回 【事前学修】　健康・病気、適応・不適応などの二分法の問題について考えてくる。
【授業内容】　健康教育・健康増進②：well-beingとポジティブ心理学の視点
【事後学修】　不明な点は調べ、健康増進に係る理解を深める。

第４回 【事前学修】　自分の生活における「当たり前」を疑ってみる。
【授業内容】　健康と社会・文化
【事後学修】　比較文化的な視点を持ち、さまざまなヘルスケアシステムについて理解する。

第５回 【事前学修】　心理学における行動のモデルを調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論①：健康行動のモデル①
【事後学修】　不明な点は調べ、健康行動に関するモデルの理解を深める。

第６回 【事前学修】　前回学習したもの以外の行動のモデルを調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論②：健康行動のモデル②
【事後学修】　健康行動に関するモデルを、問題に応じて使いわけることを考えてみる。

第７回 【事前学修】　健康や病気に関連する調査技法について調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論③：プリシード・プロシードモデル
【事後学修】　不明な点は調べ、健康増進に関するモデルの理解を深める。

第８回 【事前学修】　心理教育の意義について考えてみる。
【授業内容】　心理教育
【事後学修】　不明な点は調べ、心理教育に関する理解を深める。

第９回 【事前学修】　心理学的ストレスモデルについて調べておく。
【授業内容】　ストレスマネジメント
【事後学修】　不明な点は調べ、ストレスマネジメントを実践できるようにする。

第10回 【事前学修】　ソーシャルスキルトレーニングが必要な場合について考える。
【授業内容】　ソーシャルスキルトレーニング
【事後学修】　不明な点は調べ、ソーシャルスキルトレーニングについて理解を深める。

第11回 【事前学修】　心身の健康に関わる具体的な問題を挙げてみる。
【授業内容】　心身の健康に関わるさまざまな問題への支援
【事後学修】　不明な点は調べ、心身の健康に関わる問題への介入について考える。

第12回 【事前学修】　危機介入の概念について調べておく。
【授業内容】　災害からの回復支援①：危機介入
【事後学修】　不明な点は調べ、危機介入に関する理解を深める。

第13回 【事前学修】　最近の災害支援の現状について調べておく。
【授業内容】　災害からの回復支援②：災害支援の実際
【事後学修】　不明な点は調べ、災害支援に関する理解を深める。

第14回 【事前学修】　「コミュニティ」の概念について調べておく。
【授業内容】　コミュニティへの支援
【事後学修】　不明な点は調べ、コミュニティ心理学に関する理解を深める。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に振り返り、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】　まとめ（講義内容全体に関わる討論）
【事後学修】　健康教育や健康増進の視点を持ち、必要に応じて今後の実践に活かせるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・レポート（80%）、授業中の質問や発言（20%）。
・レポートでは、課題に関わる達成目標の達成度を確認する。
　評価基準：指示された形式・文字数等の遵守（50%）、記述の適切さ（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじめ文
献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

他の公認心理師対応科目

■テキスト■テキスト

随時、関連文献や資料を提示する。

■参考文献■参考文献

野島・岡村（監修）　松本・宮崎（編著）　2019　『公認心理師実践ガイダンス４：心の健康教育』　木立の文庫

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目はコア学科目群（行動情報学領域）の選択科目であるが、公認心理師国家試験の受験資格取得希望者には、単
位取得が必須である。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（健康行動学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（健康行動学）

■講義内容■講義内容

おもに健康心理学の視点から問題を扱い、院生・教員間の論議を通じて、研究の方向性、研究法、参考文献の選択など、
修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校等における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その
体験が反映される。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第２回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況の報告ができるように準備する。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業状況から、今後の作業を整理する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文作成に向けた今後の作業を抽出し、スケジュールを立てる。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における研究主題の設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：文献レビューの方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の研究主題を確認・修正する。

第６回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における問題点の整理を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文で扱う問題点を確認・修正する。

第７回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における研究枠組みの設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　授業での検討を受けて、研究枠組みを確認・修正する。

第８回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における概念定義を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の概念定義を確認・修正する。

第９回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における仮説の設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の仮説を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における仮説の検証方法の検討を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の仮説の検証方法を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　修士論文に関わる方法論を文献レビューする。
【授業内容】　研究方法の検討：アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の方法を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文に関わる方法論を整理し、具体的なアプローチを検討する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるアプローチと研究方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の具体的なアプローチを確認・修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文に関わる調査対象者を検討する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における対象者選択
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文における調査対象者を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ収集技法
【事後学修】　授業での検討を受けて、具体的なデータ収集の方法等を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ処理の方法を文献レビューする。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理法
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ処理の方法を見直す。

第16回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ処理の方法をシミュレーションする。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ処理の方法を確認・修正し実施する。

第17回 【事前学修】　データ分析を行う。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ分析について確認・修正する。
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第18回 【事前学修】　データ分析の結果をまとめる。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ分析の結果の読み取りと記述について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　データ分析の結果を考察する。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究における全体考察と意義
【事後学修】　授業での検討を受けて、結果の考察について確認・修正する。

第20回 【事前学修】　研究枠組みの整理と確認を行い、必要に応じて追加のデータ分析を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：研究枠組みの整理と確認
【事後学修】　授業での検討を受けて、研究枠組みの整理と追加のデータ分析について確認・修正する。

第21回 【事前学修】　問題の背景と課題設定を記述する。
【授業内容】　論文作成の指導：問題の背景と課題設定
【事後学修】　授業での検討を受けて、問題の背景と課題設定の記述について確認・修正する。

第22回 【事前学修】　概念枠組み・モデルの記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：課題設定と概念枠組み・モデル
【事後学修】　授業での検討を受けて、概念枠組み・モデルの記述について確認・修正する。

第23回 【事前学修】　変数間の関係とモデルの記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：変数間の関係とモデル
【事後学修】　授業での検討を受けて、変数間の関係とモデルの記述について確認・修正する。

第24回 【事前学修】　対象者・データ収集法の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（対象者・データ収集法）
【事後学修】　授業での検討を受けて、対象者・データ収集法の記述について確認・修正する。

第25回 【事前学修】　分析方法と結果の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（データ収集と結果処理）
【事後学修】　授業での検討を受けて、分析方法と結果の記述について確認・修正する。

第26回 【事前学修】　図表を含めて結果の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果の読み取りと図表の活用
【事後学修】　授業での検討を受けて、図表を含めた結果の記述について確認・修正する。

第27回 【事前学修】　考察の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　授業での検討を受けて、考察について確認・修正する。

第28回 【事前学修】　展望および引用文献の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察・展望
【事後学修】　授業での検討を受けて、考察・展望と引用文献について確認・修正する。

第29回 【事前学修】　論文の仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：和文および英文要約
【事後学修】　授業での検討を受けて、論文を完成させる。

第30回 【事前学修】　修士論文発表会に向けて、プレゼンテーションの準備を行う。
【授業内容】　修士論文発表に関する準備
【事後学修】　授業での検討を受けて、発表会のプレゼンテーションを確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の状況（40％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支援の展開）

■テーマ■テーマ

臨床健康心理学の実践（保健医療分野に関する理論と支援の展開）

■講義内容■講義内容

　保健医療分野で働く心理師には、臨床心理学および健康心理学の知見を業務に生かすことが求められる。本授業では、
保健医療分野で精神疾患および身体疾患を有するクライエントへの支援を行う場合に必要となる理論の習熟と支援の実際
を知ることを目指す。
　特に近年、疾病構造の主要因が感染症から慢性疾患に代わり、平均寿命が延びるにしたがって、病気と健康への理解の
仕方が変化してきている。ここには身体疾患だけでなく精神疾患も含まれ、健康の考え方は病気や障害からの回復モデル
だけでなく、病気や障害の発生の予防モデル、病いと共に生きる生活モデルへと展開している。本授業ではこれらのモデ
ルを基に、人々の心理的問題の改善や予防を目的にしている臨床心理学と、人々の心身の健康の維持増進に寄与すること
を目的にしている健康心理学に基づいて、臨床実践を紹介し、保健医療分野において心理学がどのように活用されている
かを学ぶ。
　なお，授業では毎回授業の感想等をICT（manaba等）で受け付け、次の回にフィードバックする。また、担当者は学校現
場、病院の精神科・身体科、災害被災地における心理支援業務の実践経験を生かして講義を行う。

■達成目標■達成目標

(1) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の臨床実践に必要な理論を説明できる。
(2) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の臨床応用の具体例を説明することができる。
(3) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の貢献と課題を現実に即して分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の第１章を読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション、臨床心理学・臨床健康心理学とは
【事後学修】　臨床心理学・臨床健康心理学の歴史、範囲、モデルについて不明な点を調べてノートする。

第２回 【事前学修】　教科書の第２章を読んでくる。
【授業内容】　慢性疾患や身体障害の受容とその対処。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　病いや障害の受容に関連する心理学的要因について不明な点を調べてノートする。

第３回 【事前学修】　医療における心理査定について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助１：心理査定。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　心理面接、行動観察、心理検査など心理アセスメントについて不明な点を調べてノートする。

第４回 【事前学修】　医療における心理面接について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助２：心理面接。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　個人療法、集団療法など心理療法について不明な点を調べてノートする。

第５回 【事前学修】　医療における心理面接について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助３：チーム医療と他職種連携。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　コンサルテーション、精神科リエゾン、コラボレーション、アウトリーチについて不明な点を調
べてノートする。

第６回 【事前学修】　医療における地域援助について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助４：精神科デイケア、地域連携。前回コメントへのフィード
バック。
【事後学修】　精神科デイケア、就労支援、ケースワークについて不明な点を調べてノートする。

第７回 【事前学修】　教科書の第３章、第４章を読んでくる。
【授業内容】　血液透析患者への健康心理学的援助、心臓疾患者への健康心理学的リハビリテーション。前回コ
メントへのフィードバック。
【事後学修】　腎不全の病態と身体的・心理的負担および健康心理学的支援、心不全の病態と身体的・心理的負
担および心臓リハビリテーションについて不明な点を調べてノートする。

第８回 【事前学修】　教科書の第５章を読んでくる。
【授業内容】　がん患者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　がんの病態と身体的・心理的負担および健康心理学的支援について不明な点を調べてノートす
る。

第９回 【事前学修】　教科書の第６章、第７章を読んでくる。
【授業内容】　喫煙者への健康心理学的援助、飲酒者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　喫煙問題と喫煙の身体的・心理的特徴および健康心理学的支援、アルコール依存症の病態と心理
および当事者や家族への健康心理学的支援について不明な点を調べてノートする。

第10回 【事前学修】　教科書の第８章、第９章を読んでくる。
【授業内容】　女性特有の疾患への健康心理学的援助、不眠症者への健康心理学的援助。前回コメントへの
フィードバック。
【事後学修】　女性のライフサイクル、女性特有の疾患への健康心理学的支援、睡眠の問題と不眠症の病態と心
理および健康心理学的支援について不明な点を調べてノートする。

第11回 【事前学修】　教科書の第１０章、第１１章を読んでくる。
【授業内容】　糖尿病者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　糖尿病の病態と身体的・心理的特徴、特異的なストレス、糖尿病の当事者や家族への健康心理学
的支援について不明な点を調べてノートする。
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第12回 【事前学修】　教科書の第１２章を読んでくる。
【授業内容】　災害精神保健（被災者支援）における健康心理学的アプローチ。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　災害精神保健と被災者支援、被災地域支援について不明な点を調べてノートする。

第13回 【事前学修】　教科書の第１３章を読んでくる。
【授業内容】　行動療法/認知行動療法。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　認知行動療法の歴史、心理療法としての特徴、行動的/認知的アプローチについて不明な点を調べ
てノートする。

第14回 【事前学修】　教科書の第１４章を読んでくる。
【授業内容】　動機づけ面接/コーチング。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　動機づけ面接の理念と方法、コーチングの理念と方法について不明な点を調べてノートする。

第15回 【事前学修】　学習ノートを復習し最終試験に備える。
【授業内容】　最終試験と学習の振り返り
【事後学修】　試験の振り返りにおいて不明な点を調べてノートする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・最終試験（60％）：学習内容を踏まえて記述式の試験を行う。「知識の正確性」「文章の論理性」「知識の豊富さ」
「考察の発展性」等の観点で評価する。
・毎回のミニレポート（40％）：学習した内容を踏まえて次の回までに関連する文献を検索して読んでくることを課題と
する。そのミニレポートを「文献選択の適切性」「文章の論理性」「要約の妥当性」「考察の発展性」等の観点で評価す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

(1) 普段から新聞やニュース等で心身の健康問題に関心を抱き、関連する記事を読んで知識を蓄えておくこと。
(2)【事前学修】に書かれている予習と【事後学修】に書かれている復習を行うこと。
(3) 授業内では積極的に発言・参加し、担当者と受講者で共に学びの場を共有すること。
(4) 教科書や授業時に配布する資料だけでなく臨床心理学・健康心理学に関する書籍を参照して学習すること。
(5) 出典の不明なインターネット記事は鵜呑みにせず、複数のサイトで内容を確認したり、図書館の書籍等を講読したり
するなど必ず情報の信憑性を確認すること。
(6) 東北学院大学学習支援システム「manaba」を利用するので、事前に登録や使用方法の確認をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

公認心理師資格取得のために設置されている各科目

■テキスト■テキスト

羽鳥健司[編]（2017）『臨床健康心理学(保健と健康の心理学標準テキスト4]』ナカニシヤ出版（ISBN-10:
4779512050）3,200＋税

■参考文献■参考文献

臨床心理学関連
(1) 丹野義彦ほか (2015)『臨床心理学 (New Liberal Arts Selection)』有斐閣（ISBN: 978-4641053793）
(2) 下山晴彦[編] (2009)『よくわかる臨床心理学［改訂新版］』ミネルヴァ書房（ISBN: 978-4623054350）
(3) 桑原知子 (2007)『臨床心理学 (朝倉心理学講座)』朝倉書店（ISBN: 978-4254526691）
(4) 伊藤良子 (2009)『臨床心理学:全体的存在として人間を理解する』ミネルヴァ書房（ISBN: 978-4623052844）
健康心理学関連
(1) 島井哲志・長田久雄・小玉正博[編] (2020)『健康・医療心理学 入門：健康なこころ・身体・社会づくり』有斐閣
（ISBN: 978-4641221420）
(2) 春木豊・石川利江・鈴木平・森和代[著] (2007)『健康の心理学：心と身体の健康のために』サイエンス社（ISBN:
978-4781911731）
(3) 太田信夫[監修]・竹中晃二[編] (2017)『健康心理学(シリーズ心理学と仕事 12)』北大路書房（ISBN: 978-
4762829956）
(4) 鈴木伸一[編] (2016)『からだの病気のこころのケア：チーム医療に活かす心理職の専門性』北大路書房（ISBN: 978-
4762829314）

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（臨床健康心理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（臨床健康心理学）

■講義内容■講義内容

臨床心理学や健康心理学に関連するテーマを扱う。関連する領域の和文・英文の論文の講読や議論などを通して、修士論
文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本について指導し、博士課程前期における
論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者の学校現場，病院の精神科・身体科，災害被災地における心理支援業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

(1) 修士論文を作成するために必要な、各自の関心領域に関わる基本的知識を説明し記述できる。
(2) 修士論文を作成するための、研究の進め方を解説できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、１年間に研究上すべきことをリストアップしてくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索して読みノートにまと
める。

第４回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる文献の概要をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。新たに文献を検索して読みノートにまとめる。

第５回 【事前学修】　文献検索と読解を進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチを用いた文献を文献を検索して読みノートにまとめる。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチを用いた文献を文献を検索して読みノートにまとめる。

第８回 【事前学修】　健康心理学の視点から、「健康」と自分の修士論文テーマの接点について考える。
【授業内容】　研究テーマの検討：健康心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、健康心理学の視点から自分の修士論文テーマをさらに考える。

第９回 【事前学修】　臨床心理学の視点から、「臨床」と自分の修士論文テーマの接点について考える。
【授業内容】　研究テーマの検討：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点から自分の修士論文テーマをさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、問題設
定を考える。

第11回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で質問紙法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる質問紙を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で実験法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験法
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる実験法を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第13回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で面接法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接法
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる面接法を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第14回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で介入研究として実施されている文献を検索して読解しノー
トにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる介入研究による先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。
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第15回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的配慮についてノートにま
とめる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わるt検定および相関分析を
用いた文献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告①と文献抄読：t検定および相関分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第17回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる二要因以上の分散分析
を用いた文献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告②と文献抄読：二要因以上の分散分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の研究枠組みと概念定義について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる重回帰分析を用いた文
献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告③と文献抄読：重回帰分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の仮説について先行研究を調べながらさらに準備を進める。

第19回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる因子分析を用いた文献
を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告④と文献抄読：因子分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の仮説検証のための方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　実験・調査材料を作成する。修士論文のテーマに関わる共分散構造分析を用いた文献を検索し概
要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告⑤と文献抄読：共分散構造分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の方法（調査対象者）について先行研究を調べながらさらに準
備を進める。

第21回 【事前学修】　実験・調査材料を作成する。修士論文のテーマに関わるクラスター分析を用いた文献を検索し概
要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告⑥と文献抄読：クラスター分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の方法（データ収集法）について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第22回 【事前学修】　予備研究の計画およびデータ収集法を検討する。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集の確認・修正をする。

第23回 【事前学修】　予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　予備研究の結果を解読する。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解析を確認・修正する。

第26回 【事前学修】　データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　データ検討会用の資料を確認・修正する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解読を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、解析結果の考察を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　考察を含めた予備研究の報告書を作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究の報告書を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を積極的に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群、公認心理師資格対応科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（臨床健康心理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（臨床健康心理学）

■講義内容■講義内容

臨床心理学や健康心理学に関連するテーマを扱う。研究の方向性、研究方法の策定、データ分析、結果の解釈、考察点の
抽出、参考文献の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者の学校現場、病院の精神科・身体科、災害被災地における心理支援業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度の作業内容について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業内容を踏まえ、前年度の作業内容、進捗状況を振り返る。

第２回 【事前学修】　春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　授業内容を踏まえ、春休み中の作業内容、進捗状況を振り返る。

第３回 【事前学修】　今年度の作業スケジュールを計画し、発表できるように準備する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえて一年間でやるべき事項をリストアップして、年間の作業スケジュールを修
正する。

第４回 【事前学修】　研究実施および修士論文作成上の問題点について報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究実施および修士論文作成上の問題点についてさらに検討する。

第５回 【事前学修】　自分の修士論文のテーマに関してこれまでに調べた先行研究の展望を発表することができるよう
に準備する。
【授業内容】　文献レビューの方法
【事後学修】　授業内容を踏まえ、先行研究の知見を整理する。

第６回 【事前学修】　自分の修士論文のテーマに関して先行研究の展望の成果を報告できるようにレジュメを作成す
る。
【授業内容】　院生による文献レビューの成果報告
【事後学修】　授業内容を踏まえ、先行研究の課題を整理する。

第７回 【事前学修】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　授業内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みをさらに検討する。

第８回 【事前学修】　研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　授業内容を踏まえ、具体的な研究課題における概念定義をさらに検討する。

第９回 【事前学修】　仮説の設定とその検証方法を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　仮説の設定とその検証方法
【事後学修】　授業内容を踏まえ、仮説の設定をさらに検討する。

第10回 【事前学修】　研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討
【事後学修】　授業内容を踏まえ、仮説の検証方法をさらに検討する。

第11回 【事前学修】　研究方法（研究手法、対象、人数、測度、分析方法など）に関する文献レビューを報告できるよ
うにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究方法に関する文献レビューをさらに進める。

第12回 【事前学修】　研究方法（研究手法）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 1
【事後学修】　授業内容を踏まえ、研究手法に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第13回 【事前学修】　研究方法（対象、人数、測度）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 2
【事後学修】　授業内容を踏まえ、対象、人数、測度に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第14回 【事前学修】　研究方法（分析方法）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 3
【事後学修】　授業内容を踏まえ、分析方法に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第15回 【事前学修】　研究方法（仮説検証の具体的方法論）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 4
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討を進め、方法を決定する。

第16回 【事前学修】　データ収集状況の報告ができるよう準備する。
【授業内容】　データ収集状況の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、データ収集をさらに進める。
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第17回 【事前学修】　データ解析（データのクリーニング）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 1
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（データのクリーニング）を確認・修正する。

第18回 【事前学修】　データ解析（記述統計の実施、変数間の関連）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 2
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（記述統計の実施、変数間の関連）を確認・修正する。

第19回 【事前学修】　データ解析（推測統計の実施）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 3
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（推測統計の実施）を確認・修正する。

第20回 【事前学修】　データ解析（結果の読み取り）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 4
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（結果の読み取り）を確認・修正する。

第21回 【事前学修】　データ検討会用にデータ分析結果の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 1
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆を進める。

第22回 【事前学修】　データ検討会用に仮説検証結果の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 2
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆をさらに進める。

第23回 【事前学修】　データ検討会用に考察の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 3
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、考察の執筆を進める。

第24回 【事前学修】　データ検討会用に考察と展望の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 4
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、考察の執筆をさらに進める。

第25回 【事前学修】　序論の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：序論
【事後学修】　序論の第 1 稿を修正する。

第26回 【事前学修】　方法の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：方法
【事後学修】　方法の第 1 稿を修正する。

第27回 【事前学修】　結果の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：結果
【事後学修】　結果の第 1 稿を修正する。

第28回 【事前学修】　考察の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　考察の第 1 稿を修正する。

第29回 【事前学修】　研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 1
【事後学修】　研究成果発表用のスライドを修正する。

第30回 【事前学修】　研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 2
【事後学修】　研究成果発表用の抄録を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の準備状況（40％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業を進めるこ
と。自学自習も必要であるため、積極的に学ぶこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群、公認心理師資格対応科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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乙藤　岳志

応用情報学特論
Special Topics in Applied Information Science

■テーマ■テーマ

コンピュータアーキテクチャとアルゴリズム

■講義内容■講義内容

コンピュータアーキテクチャを概括したうえで、
文字、数値以外でのコンピュータの応用について特徴を論じる。ソフトウェアでも、アルゴリズムを中心とした講義とな
るが、アーキテクチャからくる制約、特徴が生じることを理解することを目的とする。

■達成目標■達成目標

①コンピュータ全般に対して深く理解できるようになる。
②アルゴリズムの変遷について理解できるようになる。
③ネットワークへの展開を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート１回の予習）
【授業内容】　コンピュータアーキテクチャの紹介（入門）
【事後学修】　講義ノート１回の復習、レポート作成の準備

第２回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート２回の予習）
【授業内容】　コンピュータアーキテクチャの詳細（CISC とRISC）
【事後学修】　講義ノート２回の復習、レポート作成の準備

第３回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート３回の予習）
【授業内容】　同CISC
【事後学修】　講義ノート３回の復習、レポート作成の準備

第４回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート４回の予習）
【授業内容】　同 RISC
【事後学修】　講義ノート４回の復習、レポート作成の準備

第５回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート５回の予習）
【授業内容】　その他のアーキテクチャ
【事後学修】　講義ノート５回の復習、レポート作成の準備

第６回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート６回の予習）、レポート作成
【授業内容】　データの表現（図形）
【事後学修】　講義ノート６回の復習

第７回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート７回の予習）
【授業内容】　データの表現（画像 1：BMP、JPG）
【事後学修】　講義ノート７回の復習、レポート作成の準備

第８回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート８回の予習）
【授業内容】　データの表現（画像 2：MPG）
【事後学修】　講義ノート８回の復習、レポート作成の準備

第９回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート９回の予習）
【授業内容】　データの表現（音声 1：PCM）
【事後学修】　講義ノート９回の復習、レポート作成の準備

第10回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート10回の予習）
【授業内容】　データの表現（音声 2：MPEG）
【事後学修】　講義ノート10回の復習、レポート作成の準備

第11回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート11回の予習）、レポート作成
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（表現方法）
【事後学修】　講義ノート11回の復習

第12回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート12回の予習）
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（基本的な処理方法）
【事後学修】　講義ノート12回の復習、レポート作成の準備

第13回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート13回の予習）
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（特殊な処理方法）
【事後学修】　講義ノート13回の復習、レポート作成の準備

第14回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート14回の予習）
【授業内容】　アーキテクチャとアルゴリズム
【事後学修】　講義ノート14回の復習、レポート作成の準備

第15回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート15回の予習）、レポート作成
【授業内容】　NP 問題
【事後学修】　講義ノート15回の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回のレポート提出（採点後、解説、講評をする60％）と平常点（40％）により総合的に評価。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み, 予習しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

Computer Architecture（ISBN: 978-0-12-811905-1）
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伊藤　則之

インターフェース特論
Special Topics in Human-Machine Interface

■テーマ■テーマ

インターフェースに基づいたコンピュータシステムの理解

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、人間と機械（ハードウェアおよ
びソフトウェア）の共生系であるコンピュータシステムをインターフェースの観点から講ずる。具体的には、（1）アプリ
ケーションプログラムインターフェースなどの機械同士のインターフェース、（2）ユーザーインターフェースなどの人間
と機械の間のインターフェース、（3）グループウェアなどの機械を介した人間同士のインターフェースの 3 つに大別し
て、それぞれに関して詳しく考察する。

■達成目標■達成目標

①機械同士のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。
②人間と機械の間のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。
③機械を介した人間同士のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の 1 章前半（1. 1 ～ 1. 2）を予習する。
【授業内容】　ヒューマンインターフェースとは
【事後学修】　教科書の 1 章前半（1. 1 ～ 1. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第２回 【事前学修】　教科書の 1 章後半（1. 3 ～ 1. 5）を予習する。
【授業内容】　人間の特性
【事後学修】　教科書の 1 章後半（1. 3 ～ 1. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第３回 【事前学修】　教科書の 2 章前半（2. 1 ～ 2. 3）を予習する。
【授業内容】　デザイン目標とユーザ特性
【事後学修】　教科書の 2 章前半（2. 1 ～ 2. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第４回 【事前学修】　教科書の 2 章後半（2. 4 ～ 2. 5）を予習する。
【授業内容】　対話型システムのデザイン
【事後学修】　教科書の 2 章後半（2. 4 ～ 2. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第５回 【事前学修】　教科書の 3 章前半（3. 1 ～ 3. 3）を予習する。
【授業内容】　入力インターフェース①（キーボードとポインティングデバイス）
【事後学修】　教科書の 3 章前半（3. 1 ～ 3. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第６回 【事前学修】　教科書の 3 章後半（3. 4 ～ 3. 5）を予習する。
【授業内容】　入力インターフェース②（その他の入力デバイス）
【事後学修】　教科書の 3 章後半（3. 4 ～ 3. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第７回 【事前学修】　教科書の 4 章前半（4. 1 ～ 4. 2）を予習する。
【授業内容】　表示デバイスと GUI
【事後学修】　教科書の 4 章前半（4. 1 ～ 4. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第８回 【事前学修】　教科書の 4 章後半（4. 3 ～ 4. 4）を予習する。
【授業内容】　GUI システムの構成とデザイン
【事後学修】　教科書の 4 章後半（4. 3 ～ 4. 4）を復習し、章末の課題を解答する。

第９回 【事前学修】　教科書の 5 章前半（5. 1 ～ 5. 4）を予習する。
【授業内容】　人と人工物のコミュニケーション①（音声インターフェースと非言語インターフェース）
【事後学修】　教科書の 5 章前半（5. 1 ～ 5. 4）を復習し、章末の課題を解答する。

第10回 【事前学修】　教科書の 5 章後半（5. 5）を予習する。
【授業内容】　人と人工物のコミュニケーション②（マルチモーダルインターフェース）
【事後学修】　教科書の 5 章後半（5. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第11回 【事前学修】　教科書の 6 章前半（6. 1）を予習する。
【授業内容】　バーチャルリアリティ
【事後学修】　教科書の 6 章前半（6. 1）を復習し、章末の課題を解答する。

第12回 【事前学修】　教科書の 6 章後半（6. 2）を予習する。
【授業内容】　実世界指向インターフェース
【事後学修】　教科書の 6 章後半（6. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第13回 【事前学修】　教科書の 7 章前半（7. 1 ～ 7. 3）を予習する。
【授業内容】　マルチユーザインターフェース
【事後学修】　教科書の 7 章前半（7. 1 ～ 7. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第14回 【事前学修】　教科書の 7 章後半（7. 4 ～ 7. 6）を予習する。
【授業内容】　コンピュータによる協同作業支援
【事後学修】　教科書の 7 章後半（7. 4 ～ 7. 6）を復習し、章末の課題を解答する。

第15回 【事前学修】　教科書の 8 章全体（8. 1 ～ 8. 3）を予習する。
【授業内容】　インターフェースの評価
【事後学修】　教科書の 8 章全体（8. 1 ～ 8. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終レポート（40％）、課題提出（30％）、授業態度（30％）。
観点毎の配点は授業のなかで明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、教科書を予習と復習する必要がある。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし。

■テキスト■テキスト

岡田謙一、西田正吾、葛岡英明、仲谷美江、塩澤秀和「IT Text ヒューマンコンピュータインタラクション改訂 2 版」
オーム社（2016 年 3 月）。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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伊藤　則之

人間情報学演習Ⅰ（インターフェース特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

やわらかいシステムの基盤技術の調査・分析と基礎的実験

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、人間と機械の共生系であるコン
ピュータシステムを対象として、人にやさしい「やわらかいシステム」の基盤技術の調査・分析と基礎的実験に関する指
導を行う。

■達成目標■達成目標

人にやさしい「やわらかいシステム」に関して理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の原案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の原案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　ハードウェアのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース①：ハードウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のハードウェアのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　ソフトウェアのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース②：ソフトウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のソフトウェアのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第４回 【事前学修】　ネットワークのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース③：ネットワーク関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のネットワークのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　機械同士のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　機械同士のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第６回 【事前学修】　CUIに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース①：CUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のCUIに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第７回 【事前学修】　GUIに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース②：GUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のGUIに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第８回 【事前学修】　MUI に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース③：MUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のMUI に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第９回 【事前学修】　人間と機械の間のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第10回 【事前学修】　非同期型コミュニケーションに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース①：非同期型コミュニケーション関連の著書・論文の
調査・分析
【事後学修】　授業中の非同期型コミュニケーションに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第11回 【事前学修】　同期型コミュニケーションに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース②：同期型コミュニケーション関連の著書・論文の調
査・分析
【事後学修】　授業中の同期型コミュニケーションに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第12回 【事前学修】　ソーシャルウェアに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース③：ソーシャルウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のソーシャルウェアに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第13回 【事前学修】　機械を介した人間同士のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第14回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　インターフェース全般に関しての発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第15回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　インターフェース全般に関しての発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　やわらかいシステムに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論①：著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかいシステムに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第17回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第18回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第19回 【事前学修】　やわらかいネットワークに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかいネットワーク①：論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかいネットワークに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいネットワーク②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第21回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかいネットワーク③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第22回 【事前学修】　やわらかい情報処理システムに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム①：論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかい情報処理システムに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第23回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第24回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第25回 【事前学修】　従来システム（非やわらかいシステム）3 種類以上とやわらかいシステム 3 種類以上を調べ、各
システムの特徴をまとめる。
【授業内容】　従来システム（非やわらかいシステム）とやわらかいシステムの比較
【事後学修】　授業中の非やわらかいシステムとやわらかいシステムの比較に関する質疑とそれに対する回答を
まとめる。

第26回 【事前学修】　やわらかいシステムフレームワークをダウンロードする。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験①：フレームワークの導入
【事後学修】　やわらかいシステムフレームワークのマニュアルを熟読する。

第27回 【事前学修】　実験計画書と実験手順書の原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験②：実験の計画
【事後学修】　実験計画書と実験手順書を修正する。

第28回 【事前学修】　実験の準備を行う。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験③：実験の実施
【事後学修】　実験結果を整理し、データ化する。

第29回 【事前学修】　実験結果の分析を行い、実験結果と実験手順と実験結果が記載された実験報告書の作成に着手す
る。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験④：実験結果の分析
【事後学修】　実験報告書を修正する。

第30回 【事前学修】　実験結果の評価を行い、実験報告書に追加する。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験⑤：実験結果の評価
【事後学修】　実験報告書を完成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、討論（30％）、演習ノート（40％）。観点毎の配点は授業のなかで明示する。
manabaによる提出物にはmanabaもしくは授業内においてフィードバックを行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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伊藤　則之

人間情報学演習Ⅱ（インターフェース特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

やわらかいシステムの研究・開発と論文指導

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、演習 I の内容を発展させ、「や
わらかいシステム」の実践的な研究・開発と論文作成に関する指導を行う。

■達成目標■達成目標

①　「やわらかいシステム」の新規提案を行うことができるようになる。
②　①で提案したシステムの実装を行うことができるようになる。
③　②で実装したシステムの評価を行うことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の修正案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の修正案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　従来型システム（非やわらかいシステム）の現状に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文
の概要をまとめる。
【授業内容】　従来型システム（非やわらかいシステム）の調査・分析①：現状の認識
【事後学修】　授業中の従来型システム（非やわらかいシステム）の現状に関する質疑とそれに対する回答をま
とめる。

第３回 【事前学修】　従来型システム（非やわらかいシステム）の問題点に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論
文の概要をまとめる。
【授業内容】　従来型システム（非やわらかいシステム）の調査・分析②：問題点の明確化
【事後学修】　授業中の従来型システム（非やわらかいシステム）の問題点に関する質疑とそれに対する回答を
まとめる。

第４回 【事前学修】　既存のやわらかいシステムの基盤技術に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をま
とめる。
【授業内容】　既存のやわらかいシステムの調査・分析①：基盤技術関連
【事後学修】　授業中の既存のやわらかいシステムの基盤技術に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　既存のやわらかいシステムの応用研究に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をま
とめる。
【授業内容】　既存のやわらかいシステムの調査・分析②：応用研究関連
【事後学修】　授業中の既存のやわらかいシステムの応用研究に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第６回 【事前学修】　新規システムの対象領域に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討①：対象領域の検討
【事後学修】　新規システムの対象領域に関する原案を修正する。

第７回 【事前学修】　新規システムの問題点と解決法に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討②：問題点とやわらかさに基づく解決法の検討
【事後学修】　新規システムの問題点と解決法に関する原案を修正する。

第８回 【事前学修】　新規システムのシステム概要に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討③：システム概要の提案
【事後学修】　新規システムのシステム概要に関する原案を修正する。

第９回 【事前学修】　提案システムの要件定義に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの要件定義
【事後学修】　提案システムの要件定義に関する原案を修正する。

第10回 【事前学修】　提案システムの概要設計に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計①：概要設計
【事後学修】　提案システムの概要設計に関する原案を修正する。

第11回 【事前学修】　提案システムの詳細設計に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計②：詳細設計
【事後学修】　提案システムの詳細設計に関する原案を修正する。

第12回 【事前学修】　提案システムの設計レビューに関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計③：設計のレビュー
【事後学修】　提案システムの設計レビューに関する原案を修正する。

第13回 【事前学修】　発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　中間発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表の全体構成を修正する。

第14回 【事前学修】　発表用スライドを作成する。
【授業内容】　中間発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　発表用スライドを修正する。

第15回 【事前学修】　発表練習を行う。
【授業内容】　中間発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装①：フレームワーク構築
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第17回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装②：バックエンド
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第18回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装③：フロントエンド
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第19回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装④：インターフェースの改善
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　評価の原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの評価
【事後学修】　評価の原案を修正する。

第21回 【事前学修】　評価を行い、評価報告書を作成する。
【授業内容】　評価結果の分析・考察
【事後学修】　評価報告書を修正する。

第22回 【事前学修】　論文の全体構成を作成する。
【授業内容】　論文作成指導①：全体構成（序論、関連研究、本論、結論）の検討
【事後学修】　論文の全体構成を修正する。

第23回 【事前学修】　論文の序章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導②：序論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の序章を修正する。

第24回 【事前学修】　論文の関連研究を作成する。
【授業内容】　論文作成指導③：関連研究に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の関連研究を修正する。

第25回 【事前学修】　論文の本論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導④：本論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の本論を修正する。

第26回 【事前学修】　論文の結論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導⑤：結論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の結論を修正する。

第27回 【事前学修】　論文全体を見直し、完成度を高める。
【授業内容】　論文作成指導⑥：各ページの推敲
【事後学修】　論文を完成させる。

第28回 【事前学修】　発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　最終発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表の全体構成を修正する。

第29回 【事前学修】　発表用スライドを作成する。
【授業内容】　最終発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　発表用スライドを修正する。

第30回 【事前学修】　発表練習を行う。
【授業内容】　最終発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（30％）、発表（20％）、討論（20％）、演習ノート（30％）。
観点毎の配点は授業のなかで明示する。
manabaによる提出物にはmanabaもしくは授業内においてフィードバックを行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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坂本　泰伸

コンピュータシステム演習
Seminar in Computer System

■テーマ■テーマ

Open Source Software（OSS）を利用したコンピュータシステムの理解と設計

■講義内容■講義内容

Open Source Software（OSS）を活用したコンピュータシステムの構築を行う。OS の構造の理解から始まり、コンピュー
タ内部でのソフトウェアの動作を理解することを目的とする。受講者の将来の方向に応じて、OSS（オープンソースソフト
ウェア）を活用した応用プログラムの開発なども行う。

■達成目標■達成目標

基本的な UNIX 系 OS のインストールと設定が行えるようになる。
UNIX 系で動作する OSS のインストールと設定が行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　一般的な OS が持つ基本的な機能について調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　一般的な OS が持つ基本的な機能について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第２回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のインストールと起動シーケンスについて関連する用語の意味を調べてノート
にまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のインストールと起動シーケンスについて学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第３回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス管理方法とシグナルの関係について関連する用語の意味を調べて
ノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス管理方法とシグナルの関係について学習する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第４回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の標準入出力・標準エラー出力について関連する用語の意味を調べてノートに
まとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の標準入出力・標準エラー出力について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第５回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の一般的なプロセス（フォアグラウンドプロセスとバックグラウンドプロセ
ス）とデーモンの違いについて関連する用語の意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の一般的なプロセス（フォアグラウンドプロセスとバックグラウンドプロセ
ス）とデーモンの違いについて学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第６回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス、デーモン、ログの関係について調べて関連する用語の意味をノー
トにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス、デーモン、ログの関係について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第７回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信（共有メモリ、ソケット、パイプ）について関連する用語の
意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信（共有メモリ、ソケット、パイプ）について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第８回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間における同期方法（セマフォ、シグナル）について関連する用語
の意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間における同期方法（セマフォ、シグナル）について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第９回 【事前学修】　事前に指示された内容のプロセス間通信を使った演習プログラムの開発
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信を使った演習プログラムの開発
【事後学修】　授業中に完成しなかった演習用プログラムを開発させておくこと

第10回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の権限とユーザ空間とカーネル空間について関連する用語の意味を調べてノー
トにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の権限とユーザ空間とカーネル空間について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第11回 【事前学修】　web サーバの設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　web サーバの設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第12回 【事前学修】　web サーバとバックエンドプログラムの関係に関して調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　web サーバとバックエンドプログラムの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第13回 【事前学修】　OSS（RDBMS）の設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　OSS（RDBMS）の設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第14回 【事前学修】　OSS（メールサーバ）の設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　OSS（メールサーバ）の設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第15回 【事前学修】　1回目から14回目までに作ったノートを振り返り理解不足な点をまとめておくこと
【授業内容】　1回目から14回目の授業を振り返って理解不足な部分について細く説明を実施する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記して完全なノートとしてまとめておくこと
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終回に提出するノートの内容（60%）と第9回目に提出するプログラムの内容（40％）を評価する。
ルーブリック等による具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

講義中に指示。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1482 -



松本　章代

メディア情報処理特論
Special Topics in Multimedia Processing

■テーマ■テーマ

多様なメディアの処理技術の獲得

■講義内容■講義内容

コンピュータおよびネットワークで扱われているメディアに関する基本的かつ重要な知識の取得を目的とする。文字情
報、音声情報、画像情報などの要素技術について論じると共に、ネットワーク社会において各種メディアが果たす役割に
ついても述べる。

■達成目標■達成目標

コンピュータネットワークが発達した現代社会において、ディジタル化したメディアとの関わりが当たり前になっている
反面、その仕組みに関する理解は十分とはいいがたい。この講義では、特別な予備知識を必要とすることなく、マルチメ
ディアの根底にある基本知識と技術を学ぶことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書全体をひととおりざっと眺めておくこと。
【授業内容】　マルチメディアの基礎
【事後学修】　マルチメディアの基礎について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第２回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（1）文書、音声と音響」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（1）文書、音声と音響
【事後学修】　文書、音声と音響の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第３回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（2）画像と図形」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（2）画像と図形
【事後学修】　画像と図形の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第４回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース」の範囲
を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース
【事後学修】　アニメーションと映像、ヒューマンインタフェースについて、興味を持った技術や理解できな
かった点についてはさらに調べてみること。

第５回 【事前学修】　教科書の「コンピュータとインターネット」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンピュータとインターネット
【事後学修】　コンピュータとインターネットについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第６回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン」
の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン
【事後学修】　コンセプトメイキング、コンテンツデザインについて、興味を持った技術や理解できなかった点
についてはさらに調べてみること。

第７回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース」の範囲を読
み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース
【事後学修】　プログラミング、データベースについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側
【事後学修】　フロントエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点について
はさらに調べてみること。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（2）バックエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（2）バックエンド側
【事後学修】　バックエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点については
さらに調べてみること。

第10回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信」の範囲を読み、興味
を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信
【事後学修】　電話と携帯端末、放送と通信について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第11回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電」の範囲を読み、興
味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電
【事後学修】　エンタテインメント、情報家電について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。
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第12回 【事前学修】　教科書の「インターネットの応用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　インターネットの応用
【事後学修】　インターネットの応用について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第13回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会」の範囲を読み、興味を持った
技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会
【事後学修】　ユビキタスネット社会について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第14回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策」の範囲を読み、興味を持った技術
についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策
【事後学修】　セキュリティ対策について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみ
ること。

第15回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権
【事後学修】　知的財産権について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみるこ
と。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

実践マルチメディア（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474618

■参考文献■参考文献

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533
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松本　章代

人間情報学演習Ⅰ（マルチメディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

インタラクティブなシステムの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、基本的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「イン
タラクティブ」をキーワードにウェブシステムを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にインタラクティブなウェブシステムを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めることがで
きる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Web デザインへのアプローチ」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　Web デザインへのアプローチ
【事後学修】　Web デザインへのアプローチについてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「コンセプトメイキング」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　コンセプトメイキング
【事後学修】　コンセプトメイキングについてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「情報の収集と分類、組織化」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　情報の収集と分類、組織化
【事後学修】　情報の収集と分類、組織化についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構造への展開」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構造への展開
【事後学修】　Web サイト構造への展開についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェース」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェース
【事後学修】　ユーザインタフェースについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「ナビゲーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　ナビゲーション
【事後学修】　ナビゲーションについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「動きと音の効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　動きと音の効果
【事後学修】　動きと音の効果についてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（1）HTML」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（1）HTML
【事後学修】　HTMLについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（2）CSS」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（2）CSS
【事後学修】　CSSについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（3）JavaScript」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（3）JavaScript
【事後学修】　JavaScriptについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（4）CGI」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（4）CGI
【事後学修】　CGIについてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（5）データベース」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（5）データベース
【事後学修】　データベースについてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails」の範囲を読み、興味を持った技術に
ついてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails
【事後学修】　Ruby on Railsについてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「Web サイトのテスト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　Web サイトのテスト
【事後学修】　Web サイトのテストについてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「Web サイトの運用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べて
おくこと。
【授業内容】　Web サイトの運用
【事後学修】　Web サイトの運用についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　HTML の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（1）HTML の基礎演習
【事後学修】　HTML の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　HTML の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（2）HTML の応用演習
【事後学修】　HTML の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　CSS の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（3）CSS の基礎演習
【事後学修】　CSS の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　CSS の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（4）CSS の応用演習
【事後学修】　CSS の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　JavaScript の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（5）JavaScript の基礎演習
【事後学修】　JavaScript の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　JavaScript の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（6）JavaScript の応用演習
【事後学修】　JavaScript の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　CGI の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（7）CGI の基礎演習
【事後学修】　CGI の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　CGI の応用演習技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（8）CGI の応用演習
【事後学修】　CGI の応用演習演習の課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　データベースの基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（9）データベースの基礎演習
【事後学修】　データベースの基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　データベースの応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（10）データベースの応用演習
【事後学修】　データベースの応用演習の課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　データベースの発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（11）データベースの発展演習
【事後学修】　データベースの発展演習の課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　Ruby on Rails の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（12）Ruby on Rails の基礎演習
【事後学修】　Ruby on Rails の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　Ruby on Rails の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（13）Ruby on Rails の応用演習
【事後学修】　Ruby on Rails の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　Ruby on Rails の発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（14）Ruby on Rails の発展演習
【事後学修】　Ruby on Rails の発展演習の課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。前半（第 15 回まで）のうちに、
後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルウェブシステムの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

人間情報学演習Ⅱ（マルチメディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

マルチメディア技術を応用したスマートフォン・タブレット端末用アプリの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、応用的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「ディ
ジタル技術」をキーワードにスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めるこ
とができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（1）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（1）
【事後学修】　Unity 入門（1）についてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（2）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（2）
【事後学修】　Unity 入門（2）についてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェースの作成」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェースの作成
【事後学修】　ユーザインタフェースの作成についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「オブジェクトの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　オブジェクトの制御
【事後学修】　オブジェクトの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「物理エンジン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておく
こと。
【授業内容】　物理エンジン
【事後学修】　物理エンジンについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（1）スプライト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（1）スプライト
【事後学修】　スプライトについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（2）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（2）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ
【事後学修】　モデル・ライト・カメラについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（2）シーン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（2）シーン
【事後学修】　シーンについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（3）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（3）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（1）効果音の再生」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（1）効果音の再生
【事後学修】　効果音の再生についてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生」の範囲を読み、興味を持った技術について
はさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生
【事後学修】　ピッチの変更・逆再生についてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（3）残響効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（3）残響効果
【事後学修】　残響効果についてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（4）BGM の処理」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（4）BGM の処理
【事後学修】　BGM の処理についてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（5）スピーカーの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（5）スピーカーの制御
【事後学修】　スピーカーの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　企画の考案の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（1）企画の考案
【事後学修】　企画の考案の演習課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　企画書の作成の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（2）企画書の作成
【事後学修】　企画書の作成の演習課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　要件定義の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（3）要件定義
【事後学修】　要件定義の演習課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　外部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（4）外部設計
【事後学修】　外部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　内部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（5）内部設計
【事後学修】　内部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　プログラム設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（6）プログラム設計
【事後学修】　プログラム設計の演習課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　Unity 環境構築の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（7）Unity 環境構築
【事後学修】　Unity 環境構築の演習課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（8）実装①
【事後学修】　実装①の演習課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（9）実装②
【事後学修】　実装②の演習課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（10）実装③
【事後学修】　実装③の演習課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（11）実装④
【事後学修】　実装④の演習課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（12）実装⑤
【事後学修】　実装⑤の演習課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　テストの手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（13）テスト
【事後学修】　テストの演習課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　プレゼンの内容をあらかじめ考えておくこと。
【授業内容】　演習（14）プレゼン準備
【事後学修】　プレゼン準備の演習課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前半（第 15 回まで）のうちに、後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルアプリの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

メディア情報処理特論

■テーマ■テーマ

多様なメディアの処理技術の獲得

■講義内容■講義内容

コンピュータおよびネットワークで扱われているメディアに関する基本的かつ重要な知識の取得を目的とする。文字情
報、音声情報、画像情報などの要素技術について論じると共に、ネットワーク社会において各種メディアが果たす役割に
ついても述べる。

■達成目標■達成目標

コンピュータネットワークが発達した現代社会において、ディジタル化したメディアとの関わりが当たり前になっている
反面、その仕組みに関する理解は十分とはいいがたい。この講義では、特別な予備知識を必要とすることなく、マルチメ
ディアの根底にある基本知識と技術を学ぶことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書全体をひととおりざっと眺めておくこと。
【授業内容】　マルチメディアの基礎
【事後学修】　マルチメディアの基礎について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第２回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（1）文書、音声と音響」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（1）文書、音声と音響
【事後学修】　文書、音声と音響の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第３回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（2）画像と図形」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（2）画像と図形
【事後学修】　画像と図形の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第４回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース」の範囲
を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース
【事後学修】　アニメーションと映像、ヒューマンインタフェースについて、興味を持った技術や理解できな
かった点についてはさらに調べてみること。

第５回 【事前学修】　教科書の「コンピュータとインターネット」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンピュータとインターネット
【事後学修】　コンピュータとインターネットについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第６回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン」
の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン
【事後学修】　コンセプトメイキング、コンテンツデザインについて、興味を持った技術や理解できなかった点
についてはさらに調べてみること。

第７回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース」の範囲を読
み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース
【事後学修】　プログラミング、データベースについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側
【事後学修】　フロントエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点について
はさらに調べてみること。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（2）バックエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（2）バックエンド側
【事後学修】　バックエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点については
さらに調べてみること。

第10回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信」の範囲を読み、興味
を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信
【事後学修】　電話と携帯端末、放送と通信について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第11回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電」の範囲を読み、興
味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電
【事後学修】　エンタテインメント、情報家電について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。
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第12回 【事前学修】　教科書の「インターネットの応用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　インターネットの応用
【事後学修】　インターネットの応用について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第13回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会」の範囲を読み、興味を持った
技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会
【事後学修】　ユビキタスネット社会について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第14回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策」の範囲を読み、興味を持った技術
についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策
【事後学修】　セキュリティ対策について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみ
ること。

第15回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権
【事後学修】　知的財産権について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみるこ
と。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

実践マルチメディア（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474618

■参考文献■参考文献

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533
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松本　章代

人間情報学演習Ⅰ（メディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

インタラクティブなシステムの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、基本的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「イン
タラクティブ」をキーワードにウェブシステムを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にインタラクティブなウェブシステムを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めることがで
きる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Web デザインへのアプローチ」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　Web デザインへのアプローチ
【事後学修】　Web デザインへのアプローチについてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「コンセプトメイキング」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　コンセプトメイキング
【事後学修】　コンセプトメイキングについてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「情報の収集と分類、組織化」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　情報の収集と分類、組織化
【事後学修】　情報の収集と分類、組織化についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構造への展開」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構造への展開
【事後学修】　Web サイト構造への展開についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェース」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェース
【事後学修】　ユーザインタフェースについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「ナビゲーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　ナビゲーション
【事後学修】　ナビゲーションについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「動きと音の効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　動きと音の効果
【事後学修】　動きと音の効果についてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（1）HTML」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（1）HTML
【事後学修】　HTMLについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（2）CSS」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（2）CSS
【事後学修】　CSSについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（3）JavaScript」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（3）JavaScript
【事後学修】　JavaScriptについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（4）CGI」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（4）CGI
【事後学修】　CGIについてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（5）データベース」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（5）データベース
【事後学修】　データベースについてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails」の範囲を読み、興味を持った技術に
ついてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails
【事後学修】　Ruby on Railsについてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「Web サイトのテスト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　Web サイトのテスト
【事後学修】　Web サイトのテストについてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「Web サイトの運用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べて
おくこと。
【授業内容】　Web サイトの運用
【事後学修】　Web サイトの運用についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　HTML の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（1）HTML の基礎演習
【事後学修】　HTML の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　HTML の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（2）HTML の応用演習
【事後学修】　HTML の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　CSS の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（3）CSS の基礎演習
【事後学修】　CSS の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　CSS の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（4）CSS の応用演習
【事後学修】　CSS の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　JavaScript の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（5）JavaScript の基礎演習
【事後学修】　JavaScript の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　JavaScript の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（6）JavaScript の応用演習
【事後学修】　JavaScript の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　CGI の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（7）CGI の基礎演習
【事後学修】　CGI の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　CGI の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（8）CGI の応用演習
【事後学修】　CGI の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　データベースの基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（9）データベースの基礎演習
【事後学修】　データベースの基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　データベースの応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（10）データベースの応用演習
【事後学修】　データベースの応用演習の課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　データベースの発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（11）データベースの発展演習
【事後学修】　データベースの発展演習の課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　Ruby on Rails の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（12）Ruby on Rails の基礎演習
【事後学修】　Ruby on Rails の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　Ruby on Rails の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（13）Ruby on Rails の応用演習
【事後学修】　Ruby on Rails の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　Ruby on Rails の発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（14）Ruby on Rails の発展演習
【事後学修】　Ruby on Rails の発展演習の課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。前半（第 15 回まで）のうちに、
後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルウェブシステムの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

人間情報学演習Ⅱ（メディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

マルチメディア技術を応用したスマートフォン・タブレット端末用アプリの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、応用的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「ディ
ジタル技術」をキーワードにスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めるこ
とができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（1）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（1）
【事後学修】　Unity 入門（1）についてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（2）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（2）
【事後学修】　Unity 入門（2）についてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェースの作成」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェースの作成
【事後学修】　ユーザインタフェースの作成についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「オブジェクトの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　オブジェクトの制御
【事後学修】　オブジェクトの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「物理エンジン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておく
こと。
【授業内容】　物理エンジン
【事後学修】　物理エンジンについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（1）スプライト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（1）スプライト
【事後学修】　スプライトについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（2）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（2）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ
【事後学修】　モデル・ライト・カメラについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（2）シーン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（2）シーン
【事後学修】　シーンについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（3）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（3）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（1）効果音の再生」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（1）効果音の再生
【事後学修】　効果音の再生についてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生」の範囲を読み、興味を持った技術について
はさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生
【事後学修】　ピッチの変更・逆再生についてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（3）残響効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（3）残響効果
【事後学修】　残響効果についてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（4）BGM の処理」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（4）BGM の処理
【事後学修】　BGM の処理についてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（5）スピーカーの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（5）スピーカーの制御
【事後学修】　スピーカーの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　企画の考案の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（1）企画の考案
【事後学修】　企画の考案の演習課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　企画書の作成の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（2）企画書の作成
【事後学修】　企画書の作成の演習課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　要件定義の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（3）要件定義
【事後学修】　要件定義の演習課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　外部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（4）外部設計
【事後学修】　外部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　内部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（5）内部設計
【事後学修】　内部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　プログラム設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（6）プログラム設計
【事後学修】　プログラム設計の演習課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　Unity 環境構築の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（7）Unity 環境構築
【事後学修】　Unity 環境構築の演習課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（8）実装①
【事後学修】　実装①の演習課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（9）実装②
【事後学修】　実装②の演習課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（10）実装③
【事後学修】　実装③の演習課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（11）実装④
【事後学修】　実装④の演習課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（12）実装⑤
【事後学修】　実装⑤の演習課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　テストの手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（13）テスト
【事後学修】　テストの演習課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　プレゼンの内容をあらかじめ考えておくこと。
【授業内容】　演習（14）プレゼン準備
【事後学修】　プレゼン準備の演習課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前半（第 15 回まで）のうちに、後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルアプリの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

特になし
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坂本　泰伸

コンピュータネットワーク特論
Special Topics in Computer Network

■テーマ■テーマ

IPC や TCP/IP に基づくネットワークの通信方法とその応用

■講義内容■講義内容

プロセス間通信（IPC）によるコミュニケーションの特徴を理解した後に、TCP/IP によるネットワークの構築方法を学び
進める。IPC によるコミュニケーションや TCP/IP を用いたネットワークの通信方法を、実践的な演習を含めながら知識
として習得する。講義では、ネットワーク上でのシステムの運用や応用における問題点についても、具体的な事例を用い
て解説を進める。

■達成目標■達成目標

IPC によるコミュニケーションや TCP/IP を用いたネットワーク通信を行う基礎的なプログラムを開発できるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　UNIX上のシグナルの役割について調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　共有メモリと signal を使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを完成させておくこと

第２回 【事前学修】　UNIXにおけるFIFOとメッセージキューの役割に関して調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるプロセス間通信の概要の解説１（FIFO、メッセージキュー）
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、FIFO、メッセージキューの役割に関するまとめをノートに記載して
おくこと

第３回 【事前学修】　UNIXにおけるIPCに関して共有メモリ、ソケット、パイプという機能に関して調べてノートにまと
めておくこと
【授業内容】　IPC によるプロセス間通信の概要の解説２（共有メモリ、ソケット、パイプ（無名パイプ、名前
付きパイプ））
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、共有メモリとソケット、パイプの役割に関するまとめをノートに記
載しておくこと

第４回 【事前学修】　UNIX上のIPCを使うプログラムに必要とされる同期処理や排他制御の方法について調べてノートに
まとめておくこと
【授業内容】　IPC による同期処理の必要性（リードライトロック、fcntl ロック、signal、セマフォ、mutex）
の解説
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、リードライトロック、fcntl ロック、signal、セマフォ、mutexの役
割に関するまとめをノートに記載しておくこと

第５回 【事前学修】　第３回目のノートを１読して同期処理や排他制御に関する知識定着を実施しておくこと
【授業内容】　セマフォや mutex を用いたロックに関する基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　講義中に進めたプログラムの開発を終了させておくこと

第６回 【事前学修】　UNIX上でパイプを用いる方法について事前に調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX上における複数プロセスによるIPCを使った同期処理の実現１（パイプ版）
【事後学修】　講義で実施したパイプを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第７回 【事前学修】　UNIX上で共有メモリを用いる方法について事前に調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX上における複数プロセスによるIPCを使った同期処理の実現２（共有メモリ版）
【事後学修】　講義で実施した共有メモリを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第８回 【事前学修】　キューイングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　FIFO を使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを完成させておくこと

第９回 【事前学修】　優先度に基づくキュイーニングの役割について調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　FIFO の問題点及び優先度付きメッセージキューの必要性
【事後学修】　優先度を考慮したキューイングのプログラムを完成させておくこと

第10回 【事前学修】　通信ソケットの仕組みについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX ソケットを使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　通信ソケットを使ったプログラムをを完成させておくこと

第11回 【事前学修】　UDP，TCP/IP の役割や仕組みを調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UDP，TCP/IP によるネットワークの特徴（パケットとルーティングの処理）の解説
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、UDP，TCP/IP の仕組みの違いとアプリケーションとの関係に関する
まとめをノートに記載しておくこと

第12回 【事前学修】　UDP 通信が必要となるアプリケーションの特徴を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UDP を用いた基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　UDP 通信を使ったプログラムを完成させておくこと

第13回 【事前学修】　TCP 通信が必要となるアプリケーションの特徴を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　TCP を用いた基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　TCP 通信を使ったプログラムを完成させておくこと

第14回 【事前学修】　並列処理アプリケーションの概要を構想してノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの設計
【事後学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの設計を終了させておくこと
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第15回 【事前学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発に必要な関数などを調べ
てノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発
【事後学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発を終了させておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

一連の講義で作成するプログラムの提出状況（100％）：講義で解説した機能が実装されているか評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

C 言語によるプログラミングの能力が必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

第 1 回目に指示します。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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坂本　泰伸

人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

情報通信ネットワークシステムの分析や設計について実践的な理解を深める

■講義内容■講義内容

情報通信ネットワーク、特にインターネットにおけるネットワークシステムのニーズに関する分析方法や、個々のシステ
ムの設計手法、ネットワーク環境全体の設定を通じてネットワークシステムが立脚している技術に関する理解を深める。

■達成目標■達成目標

TCP/IP によるコンピュータネットワークの通信手法の基本概念を理解した上で、ネットワークシステムに求められる要求
の分析に基づきシステムを設計し、その内容を他者に対して説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ネットワークプログラミングに必要となるC言語の関数を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ネットワーク技術の歴史と Internet Protocol（TCP、UDP）に関する解説
【事後学修】　ネットワークを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第２回 【事前学修】　TCP、UDPを用いたネットワークアプリケーションについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　TCP/UDP を利用した上位の通信プロトコルに関する解説
【事後学修】　TCP/UDP を利用した上位の通信プロトコルに関してノートに整理しておくこと

第３回 【事前学修】　ネットワークセキュリティについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ルーティングとファイヤーウォールに関する解説
【事後学修】　ルーティングとファイヤーウォールに関してノートに整理しておくこと

第４回 【事前学修】　ネットワークを介した攻撃手法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　セキュアネットワークとアタックの分類に関する解説
【事後学修】　セキュアネットワークとアタックの分類に関してノートに整理しておくこと

第５回 【事前学修】　ソフトウェアの開発工程を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ソフトウェアシステムの開発手法に関する解説
【事後学修】　ソフトウェアの開発工程

第６回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要求分析方法と要件定義の必要性に関する解説
【事後学修】　要求分析の手順をまとめるに関してノートに整理しておくこと

第７回 【事前学修】　概要設計の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計手法に関する解説
【事後学修】　概要設計の手順に関してノートに整理しておくこと

第８回 【事前学修】　詳細設計の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計手法に関する解説
【事後学修】　詳細設計の手順に関してノートに整理しておくこと

第９回 【事前学修】　工程管理の必要性を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　工程管理の必要性に関する解説
【事後学修】　工程管理に必要となる項目に関してノートに整理しておくこと

第10回 【事前学修】　ソフトウェアのチューニングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ソフトウェアシステムのボトルネックとデータ処理能力の関係に関する解説
【事後学修】　ソフトウェアシステムのボトルネックとデータ処理能力の関係に関してノートに整理しておくこ
と

第11回 【事前学修】　ネットワークのチューニングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ネットワークシステムのボトルネックと通信量の関係に関する解説
【事後学修】　ネットワークシステムのボトルネックと通信量の関係に関してノートに整理しておくこと

第12回 【事前学修】　リアルタイム性が重要となるアプリケーションを調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　リアルタイム性に関する解説
【事後学修】　リアルタイム性に関してノートに整理しておくこと

第13回 【事前学修】　性能評価の対象となる項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　システム全体の処理能力に関する評価方法に関する解説
【事後学修】　システム全体の処理能力に関する評価方法に関してノートに整理しておくこと

第14回 【事前学修】　安全評価の対象となる項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　システム全体のセキュリティに関する評価方法に関する解説
【事後学修】　システム全体のセキュリティに関する評価方法に関してノートに整理しておくこと

第15回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 1（要求の調査）
【事後学修】　要求分析の手順をまとめノートに整理しておくこと

第16回 【事前学修】　要求分析として書く必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 2（要求の分析）
【事後学修】　要求分析として書く必要がある項目をまとめノートに整理しておくこと

第17回 【事前学修】　概要設計に必要となる要求分析の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 3（要件の定義）
【事後学修】　概要設計に必要となる要求分析の項目をまとめノートに整理しておくこと
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第18回 【事前学修】　要求分析書を作成する
【授業内容】　要件定義書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　これまでの講義（No.15-No.17）で作成した要求分析書を修正してノートに整理しておくこと

第19回 【事前学修】　概要設計として記載する必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 1（概要設計の実施方法の再確認）
【事後学修】　概要設計として記載する項目をまとめる

第20回 【事前学修】　詳細設計に必要となる概要設計の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 2（概要設計の実施）
【事後学修】　詳細設計に必要となる概要設計の項目をまとめノートに整理しておくこと

第21回 【事前学修】　概要設計と要求分析の照合方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 3 （概要設計書の内容と要求定義書との照らし合わせ）
【事後学修】　概要設計と要求分析の照合方法をまとめノートに整理しておくこと

第22回 【事前学修】　これまでの講義（No.19-No.21）をもとに概要設計書を作成しておくこと
【授業内容】　概要設計書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　作成した概要設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第23回 【事前学修】　詳細設計として書く必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 1（詳細設計の実施方法の再確認）
【事後学修】　詳細設計として書く必要がある項目をまとめノートに整理しておくこと

第24回 【事前学修】　実装に必要となる詳細設計の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 2（詳細設計の実施）
【事後学修】　実装に必要となる詳細設計の項目をまとめノートに整理しておくこと

第25回 【事前学修】　詳細設計と概要設計の照合方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 3 （詳細設計書の内容と概要設計書との照らし合わせ）
【事後学修】　詳細設計と概要設計の照合方法をまとめノートに整理しておくこと

第26回 【事前学修】　これまでの講義（No.23-No.25）をもとに詳細設計書を作成しておくこと
【授業内容】　詳細設計書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　作成した詳細設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第27回 【事前学修】　設計書を使った性能評価方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計書に基づいたシステムのボトルネックに関する考察の実施
【事後学修】　詳細設計書に基づいたシステムのボトルネックに関する考察の方法に関してノートに整理してお
くこと

第28回 【事前学修】　設計書を使った安全評価方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計書に基づいたシステムのセキュリティに関する考察の実施
【事後学修】　設計書を使った安全評価方法に関してノートに整理しておくこと

第29回 【事前学修】　これまでの講義（No.15-No.28）をもとにソフトウェアの設計書を作成する
【授業内容】　システムの評価方法に関する考察の実施
【事後学修】　作成したソフトウェアの設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第30回 【事前学修】　ソフトウェアの開発計画書の作成を完了させておくこと
【授業内容】　システムの管理運営に関する考察の実施
【事後学修】　作成した講義ノートを用いて本講義の一連の振り返りを実施し知識の定着を図ること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート提出（３回100％）で評価：評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラミングの能力やプレゼンテーションの能力は必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特にありません。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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坂本　泰伸

人間情報学演習Ⅱ（コンピュータネットワーク特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

情報通信ネットワークシステムに求められる要求を理解してシステムの分析や設計・開発を実践する

■講義内容■講義内容

インターネットにおけるネットワークシステムのニーズに関する分析方法や、個々のシステムの設計手法、ネットワーク
環境全体の設定を通じてネットワークシステムが立脚している技術に関する理解を深め、実際の開発を進めながらシステ
ムの評価を実施する。

■達成目標■達成目標

ネットワークシステムに求められる要求の分析に基づいてシステムを設計し、実際に開発を進めることができるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ソフトウェアの開発工程を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　三階層モデルに関する解説
【事後学修】　ソフトウェアの開発工程をまとめノートに整理しておく

第２回 【事前学修】　概要設計と詳細設計の方法を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　概要設計手法と詳細設計手法の解説
【事後学修】　概要設計と詳細設計の方法をまとめノートに整理しておく

第３回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から要件定義書を作成する
【事後学修】　要件定義書を完成させておくこと

第４回 【事前学修】　概要設計の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から概要設計書を作成する
【事後学修】　概要設計書を完成させておくこと

第５回 【事前学修】　詳細設計の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から詳細設計書の概要を作成する
【事後学修】　詳細設計書の概要を完成させておくこと

第６回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ構造）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 1（データ構造の決定）
【事後学修】　詳細設計書（データ構造）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第７回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ層全体の設計）に関する構想をまとめてノートに整理しておく
こと
【授業内容】　詳細設計の実践 2（データ層全体の設計）
【事後学修】　詳細設計書（データ層全体の設計）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第８回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ処理方法）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 3（データ処理方法の設計）
【事後学修】　詳細設計書（データ処理方法）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第９回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（制御機能）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 4（アプリケーション層の設計）
【事後学修】　詳細設計書（制御機能）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第10回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（ユーザインターフェイス）に関する構想をまとめてノートに整理して
おくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 5（ユーザインターフェイスのデザイン設計）
【事後学修】　詳細設計書（ユーザインターフェイス）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第11回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（プレゼンテーション層）に関する構想をまとめてノートに整理してお
くこと
【授業内容】　詳細設計の実践 6（プレゼンテーション層全体の設計）
【事後学修】　詳細設計書（プレゼンテーション層）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第12回 【事前学修】　講義（No.6,No.7）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 1（データ構造とデータ層の実装）
【事後学修】　データ構造とデータ層に関するプログラム開発を進めておくこと

第13回 【事前学修】　講義（No.8,No.9）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 2（データ処理とアプリケーション層に関する実装）
【事後学修】　データ処理とアプリケーション層に関するプログラム開発を進めておくこと

第14回 【事前学修】　講義（No.10,No.11）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 3（ユーザインターフェイスとプレゼンテーション層の実装）
【事後学修】　ユーザインターフェイスとプレゼンテーション層に関するプログラム開発を進めておくこと

第15回 【事前学修】　プログラム開発を終了させておくこと
【授業内容】　各種設計書に基づいたシステムの改善に関する解説
【事後学修】　講義中の指摘に従ってプログラムを改善させておくこと

第16回 【事前学修】　アプリケーションを自身の研究に活用するためのレビューの方法について考えてノートにまとめ
ておくこと
【授業内容】　システムのレビューに関する解説（量的評価と質的評価）
【事後学修】　システムのレビューに関してまとめてノートに整理しておくこと
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第17回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関して考えてノートにまとめておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関する解説
【事後学修】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関してまとめてノートに整理しておくこと

第18回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料の概要を作成してノートにまとめておく
こと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料（ヒアリングシート、アンケート票）の
開発
【事後学修】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料（ヒアリングシート、アンケート票）の
開発を終了させておくこと

第19回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法の実施に必要となる準備（手順・資料）を完成させておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施1（データの収集）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（データの収集）を開始すること

第20回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価（解析手法）に関してノートにまとめておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施2（解析手法の検討）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（解析手法）に関してノートに整理しておくこと

第21回 【事前学修】　既に入手しているデータを利用してプレリミナルな解析を実施しておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施3（解析の実施）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（解析）を継続して実施しておくこと

第22回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価（解析）を終了させておくこと
【授業内容】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく評価の実施
【事後学修】　開発したアプリケーションの質的評価についてまとめてノートに整理しておくこと

第23回 【事前学修】　質的評価の結果を整理してアプリケーションの改善点をノートにまとめておく
【授業内容】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく改良の実施
【事後学修】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく改良を終了させておくこと

第24回 【事前学修】　開発したアプリケーションのボトルネックとなっている部分を調べてノートにまとめること
【授業内容】　アプリケーションのボトルネックに関する考察の実施
【事後学修】　アプリケーションのボトルネックに関する考察をまとめてノートに整理しておくこと

第25回 【事前学修】　開発したアプリケーションのボトルネックの解消方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　アプリケーションのボトルネック改善に関する考察の実施
【事後学修】　アプリケーションのボトルネック改善に関する考察をまとめてノートに整理しておくこと

第26回 【事前学修】　データ連携機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討1（データ層）
【事後学修】　データ連携機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第27回 【事前学修】　制御機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討 2（アプリケーション層）
【事後学修】　制御機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第28回 【事前学修】　表示機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討 3（プレゼンテーション層）
【事後学修】　表示機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第29回 【事前学修】　アプリケーションの改善作業を終了させておくこと
【授業内容】　システムの改良結果の発表と質疑応答
【事後学修】　アプリケーションの改善作業についてまとめてノートに整理しておくこと

第30回 【事前学修】　これまでの講義を振り返りながら自身が開発したアプリケーションの長所と短所をノートにまと
めておくこと
【授業内容】　情報通信ネットワークシステムに求められる「要求」と「システムの分析や設計」「開発」過程
との関係に関する解説
【事後学修】　これまでの講義で作ったノートを見返しながら知識定着をはかること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート提出（３回100％）で評価：評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラミングの能力やプレゼンテーションの能力は必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論）。

■テキスト■テキスト

特にありません。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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武田　敦志

アルゴリズム特論

■テーマ■テーマ

データ解析のためのアルゴリズム

■講義内容■講義内容

大量のデータを扱うためのアルゴリズムについて、以下の項目について学ぶ。
（1）ソートアルゴリズムと探索アルゴリズム
（2）並列計算と分散環境
（3）探索木と評価関数
（4）強化学習と遺伝的アルゴリズム

■達成目標■達成目標

（1）ソートアルゴリズムと探索アルゴリズムの種類と特性を説明できるようになる
（2）分散環境におけるデータ解析アルゴリズムを説明できるようになる
（3）評価関数を用いた探索方法を説明できるようになる
（4）強化学習と遺伝的アルゴリズムについて説明できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アルゴリズムの種類について調べる
【授業内容】　プログラミングとアルゴリズム
【事後学修】　アルゴリズムの種類について整理する

第２回 【事前学修】　P問題とNP問題について調査する
【授業内容】　アルゴリズムの性能評価
【事後学修】　性能評価の指標について整理する

第３回 【事前学修】　配列・リスト構造・ツリー構造について調べる
【授業内容】　データ構造
【事後学修】　リスト構造とツリー構造の利点と欠点について整理する

第４回 【事前学修】　O（N logN）時間で実行できるソートアルゴリズムを調べる
【授業内容】　ソートアルゴリズム
【事後学修】　それぞれのソートアルゴリズムの利点と欠点について整理する

第５回 【事前学修】　O（logN）時間で実行できる探索アルゴリズムを調べる
【授業内容】　探索アルゴリズム
【事後学修】　探索アルゴリズムの実行時間について整理する

第６回 【事前学修】　一方向ハッシュ関数について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　ブロックチェーンの仕組みについて整理する

第７回 【事前学修】　マルチプロセスとマルチスレッドについて調べる
【授業内容】　並列計算と排他制御
【事後学修】　排他制御の種類について整理する

第８回 【事前学修】　分散環境を想定した情報システム（Bigtableなど）について調べる
【授業内容】　ビッグデータを扱うアルゴリズム
【事後学修】　ビッグデータの解析を行うためのアルゴリズムを整理する

第９回 【事前学修】　探索木について調べる
【授業内容】　幅優先探索と深さ優先探索
【事後学修】　幅優先探索と深さ優先探索の利点と欠点について整理する

第10回 【事前学修】　評価関数について調べる
【授業内容】　評価関数を用いた探索
【事後学修】　評価関数を用いた探索方法の欠点について整理する

第11回 【事前学修】　複数人で行うゲーム（将棋・囲碁など）での探索木の使い方を調べる
【授業内容】　探索木の枝狩り
【事後学修】　Mini-Max法とアルファベータ法について整理する

第12回 【事前学修】　モンテカルロ法について調べる
【授業内容】　モンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索の問題点について整理する

第13回 【事前学修】　動的計画法の仕組みについて調べる
【授業内容】　動的計画法
【事後学修】　動的計画法が有効となる問題について整理する

第14回 【事前学修】　強化学習の仕組みについて調べる
【授業内容】　強化学習
【事後学修】　強化学習が有効となる問題について整理する

第15回 【事前学修】　遺伝的アルゴリズムの仕組みについて調べる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム
【事後学修】　遺伝的アルゴリズムが有効となる問題について整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）に基づいて評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

より理解を深めるためには講義中に学んだ事を実際に試す必要がある。そのため、プログラミングできる環境があること
が望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅰ（アルゴリズム特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

並べ替え・探索・並列処理に関するアルゴリズム

■講義内容■講義内容

プログラムの作成を通じて、以下のアルゴリズムを学習する。
（1）並べ替えのアルゴリズム
（2）探索のアルゴリズム
（3）並列処理のアルゴリズム

■達成目標■達成目標

（1）並べ替えのプログラムを作成できるようになる
（2）探索のプログラムを作成できるようになる
（3）並列処理のプログラムを作成できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートPCなどの演習に必要な機器を準備する
【授業内容】　アルゴリズムとプログラミング
【事後学修】　プログラミングに必要なソフトウェアをインストールする

第２回 【事前学修】　プログラミングの基本的な制御文を調べる
【授業内容】　制御文
【事後学修】　制御文を使ったプログラムを完成させる

第３回 【事前学修】　プログラミングの基本的な配列の文法を調べる
【授業内容】　配列
【事後学修】　配列を使ったプログラムを完成させる

第４回 【事前学修】　線形サーチについて調べる
【授業内容】　線形サーチ
【事後学修】　線形サーチのプログラムを完成させる

第５回 【事前学修】　バイナリサーチについて調べる
【授業内容】　バイナリサーチ
【事後学修】　バイナリサーチのプログラムを完成させる

第６回 【事前学修】　サーチアルゴリズムの性能について考察する
【授業内容】　サーチアルゴリズムの性能
【事後学修】　サーチアルゴリズムの性能について整理する

第７回 【事前学修】　選択ソートについて調べる
【授業内容】　選択ソート
【事後学修】　選択ソートのプログラムを完成させる

第８回 【事前学修】　バブルソートについて調べる
【授業内容】　バブルソート
【事後学修】　バブルソートのプログラムを完成させる

第９回 【事前学修】　マージソートについて調べる
【授業内容】　マージソート
【事後学修】　マージソートのプログラムを完成させる

第10回 【事前学修】　クイックソートについて調べる
【授業内容】　クイックソート
【事後学修】　クイックソートのプログラムを完成させる

第11回 【事前学修】　挿入ソートについて調べる
【授業内容】　挿入ソート
【事後学修】　挿入ソートのプログラムを完成させる

第12回 【事前学修】　ソートアルゴリズムの性能について考察する
【授業内容】　ソートアルゴリズムの性能
【事後学修】　ソートアルゴリズムの性能について整理する

第13回 【事前学修】　一方向リスト構造について調べる
【授業内容】　一方向リスト構造
【事後学修】　一方向リスト構造を使ったプログラムを完成させる

第14回 【事前学修】　双方向リスト構造について調べる
【授業内容】　双方向リスト構造
【事後学修】　双方向リスト構造を使ったプログラムを完成させる

第15回 【事前学修】　リスト構造を使った挿入ソートについて調べる
【授業内容】　リスト構造を使った挿入ソート
【事後学修】　リスト構造を使った挿入ソートのプログラムを完成させる

第16回 【事前学修】　ツリー構造について調べる
【授業内容】　ツリー構造
【事後学修】　ツリー構造を使ったプログラムを完成させる

第17回 【事前学修】　ツリー構造を使ったソートについて調べる
【授業内容】　ツリー構造を使ったソート
【事後学修】　ヒープソートのプログラムを作成する
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第18回 【事前学修】　ヒープソートについて調べる
【授業内容】　ヒープソート
【事後学修】　ヒープソートのプログラムを完成させる

第19回 【事前学修】　ハッシュ関数について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　ハッシュ関数を使ったプログラムを作成する

第20回 【事前学修】　ハッシュ関数の種類について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数の種類
【事後学修】　ハッシュ関数を使ったプログラムを完成させる

第21回 【事前学修】　ハッシュ関数を使った探索について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数を使った探索
【事後学修】　ハッシュテーブルのプログラムを作成する

第22回 【事前学修】　ハッシュテーブルについて調べる
【授業内容】　ハッシュテーブル
【事後学修】　ハッシュテーブルのプログラムを完成させる

第23回 【事前学修】　並列処理について調べる
【授業内容】　並列処理
【事後学修】　マルチスレッドのプログラムを作成する

第24回 【事前学修】　マルチスレッドについて調べる
【授業内容】　マルチスレッド
【事後学修】　マルチスレッドのプログラムを完成させる

第25回 【事前学修】　排他制御について調べる
【授業内容】　排他制御
【事後学修】　排他制御を使ったプログラムを作成する

第26回 【事前学修】　共有ロックと排他ロックについて調べる
【授業内容】　共有ロックと排他ロック
【事後学修】　排他制御を使ったプログラムを完成させる

第27回 【事前学修】　FIFOや優先処理について調べる
【授業内容】　データの順次処理
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを作成する

第28回 【事前学修】　キューイングについて調べる
【授業内容】　キューイング
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを完成させる

第29回 【事前学修】　割り込みについて調べる
【授業内容】　割り込み処理
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを作成する

第30回 【事前学修】　シグナルについて調べる
【授業内容】　シグナル
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ノートPCなどのプログラムを作成できる環境を用意すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅱ（アルゴリズム特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

木探索・乱数・動的計画法・強化学習に関するアルゴリズム

■講義内容■講義内容

プログラムの作成を通じて、以下のアルゴリズムを学習する。
（1）木探索のアルゴリズム
（2）乱数を使ったアルゴリズム
（3）動的計画法
（4）強化学習

■達成目標■達成目標

（1）木探索のプログラムを作成できるようになる
（2）乱数を使ったプログラムを作成できるようになる
（3）動的計画法のプログラムを作成できるようになる
（4）強化学習のプログラムを作成できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートPCなどの演習に必要な機器を準備する
【授業内容】　アルゴリズムとプログラミング
【事後学修】　プログラミングに必要なソフトウェアをインストールする

第２回 【事前学修】　プログラミングの基本的な文法を調べる
【授業内容】　探索
【事後学修】　探索アルゴリズムのプログラムを完成させる

第３回 【事前学修】　プログラミングの基本的な文法を調べる
【授業内容】　ツリー構造
【事後学修】　ツリー構造を使ったプログラムを完成させる

第４回 【事前学修】　マルコフモデルについて調べる
【授業内容】　マルコフモデル
【事後学修】　マルコフモデルを表現するプログラムを作成する

第５回 【事前学修】　ツリー構造を用いたマルコフモデルの表現方法について調べる
【授業内容】　マルコフモデルの表現方法
【事後学修】　マルコフモデルを表現するプログラムを完成させる

第６回 【事前学修】　深さ優先探索について調べる
【授業内容】　深さ優先探索
【事後学修】　深さ優先探索を使ったプログラムを完成させる

第７回 【事前学修】　幅優先探索について調べる
【授業内容】　幅優先探索
【事後学修】　幅優先探索を使ったプログラムを完成させる

第８回 【事前学修】　ボードゲーム（囲碁・将棋・三目並べなど）の探索方法を調べる
【授業内容】　ゲームにおける探索
【事後学修】　Mini-Max法を使ったプログラムを作成する

第９回 【事前学修】　Mini-Max法について調べる
【授業内容】　Mini-Max法
【事後学修】　Mini-Max法を使ったプログラムを完成させる

第10回 【事前学修】　枝刈りについて調べる
【授業内容】　枝刈り
【事後学修】　アルファ・ベータ法を使ったプログラムを作成する

第11回 【事前学修】　アルファ・ベータ法について調べる
【授業内容】　アルファ・ベータ法
【事後学修】　アルファ・ベータ法を使ったプログラムを完成させる

第12回 【事前学修】　探索しきれない場合の対応策を調べる
【授業内容】　探索空間
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを作成する

第13回 【事前学修】　評価値を使った探索を調べる
【授業内容】　評価値を使った探索
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを改良する

第14回 【事前学修】　優先度を使った探索を調べる
【授業内容】　優先度を使った探索
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを完成させる

第15回 【事前学修】　探索アルゴリズムの種類を調べる
【授業内容】　探索アルゴリズムの利点と欠点
【事後学修】　探索アルゴリズムの利点と欠点を整理する

第16回 【事前学修】　ボードゲーム（囲碁・将棋・三目並べなど）の探索空間について調べる
【授業内容】　探索アルゴリズムと課題
【事後学修】　探索アルゴリズムの課題を整理する
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第17回 【事前学修】　評価テーブルについて調べる
【授業内容】　評価テーブル
【事後学修】　評価テーブルを使ったプログラムを作成する

第18回 【事前学修】　統計的手法を用いた評価テーブルについて調べる
【授業内容】　統計的手法を用いた評価テーブル
【事後学修】　評価テーブルを使ったプログラムを完成させる

第19回 【事前学修】　評価関数について調べる
【授業内容】　評価関数
【事後学修】　評価関数を使ったプログラムを作成する

第20回 【事前学修】　統計的手法を用いた評価関数について調べる
【授業内容】　統計的手法を用いた評価関数
【事後学修】　評価関数を使ったプログラムを完成させる

第21回 【事前学修】　モンテカルロ法について調べる
【授業内容】　モンテカルロ法
【事後学修】　モンテカルロ法を使ったプログラムを完成させる

第22回 【事前学修】　モンテカルロ木探索について調べる
【授業内容】　モンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索を使ったプログラムを作成する

第23回 【事前学修】　効率的なモンテカルロ木探索について調べる
【授業内容】　効率的なモンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索を使ったプログラムを完成させる

第24回 【事前学修】　動的計画法について調べる
【授業内容】　動的計画法
【事後学修】　動的計画法を使ったプログラムを作成する

第25回 【事前学修】　動的計画法の性能について調べる
【授業内容】　動的計画法と探索
【事後学修】　動的計画法を使ったプログラムを完成させる

第26回 【事前学修】　強化学習について調べる
【授業内容】　強化学習
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを作成する

第27回 【事前学修】　Q学習について調べる
【授業内容】　Q学習のアルゴリズム
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを改良する

第28回 【事前学修】　Q学習における報酬の与え方について調べる
【授業内容】　Q学習と報酬
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを改良する

第29回 【事前学修】　Q学習におけるランダム探索ついて調べる
【授業内容】　Q学習とランダム探索
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを完成させる

第30回 【事前学修】　Q学習における評価関数について調べる
【授業内容】　Q学習と評価関数
【事後学修】　Q学習の評価関数として利用できるアルゴリズムを整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ノートPCなどのプログラムを作成できる環境を用意すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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牧野　悌也

視覚科学特論
Special Topics in Vision Science

■テーマ■テーマ

脳における視覚情報処理機構

■講義内容■講義内容

視覚に関して、脳の基本構造から視覚情報処理プロセス、さらには 3D 映像のしくみまで広く学び、視覚のメカニズムに
関する基礎知識を習得する。テキストによる学習をベースとして、討論を行うことで理解を深める。これらにより画像情
報、文字情報を認識するしくみとその特質を理解する。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から最先端の研究まで広く概観することで視覚のメカニズムに関する知見を得ることができ
る。また、討論を通して、各項目の内容を深いレベルで理解し、説明できるようになる。脳における視覚メカニズムと画
像認識、文字認識との関係を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト「神経科学－脳の探究－」第I部第1章と付録を読んでまとめてくる
【授業内容】　脳の基本構造
【事後学修】　脳の基本構造に関する特徴をまとめておく

第２回 【事前学修】　テキスト「神経科学－脳の探究－」第I部第2章から第7章を読んでまとめてくる
【授業内容】　ニューロンによる情報処理プロセス
【事後学修】　ニューロンによる情報処理の特徴をまとめておく

第３回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第1章読んでまとめてくる
【授業内容】　視覚系の初期伝達経路
【事後学修】　視覚系の初期伝達経路の特徴をまとめておく

第４回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第2章読んでまとめてくる
【授業内容】　明るさと色
【事後学修】　明るさ知覚と色知覚に関する特徴をまとめておく

第５回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第3章読んでまとめてくる
【授業内容】　奥行きと運動
【事後学修】　奥行き知覚と運動知覚の特徴をまとめておく

第６回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第4章読んでまとめてくる
【授業内容】　一目で分かること
【事後学修】　「一目で分かる」情報処理にはどういう特徴があるかまとめておく

第７回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第5章読んでまとめてくる
【授業内容】　視覚的注意
【事後学修】　視覚的注意の情報処理における特徴をまとめておく

第８回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第6章読んでまとめてくる
【授業内容】　オブジェクト認知
【事後学修】　オブジェクト認知の特徴をまとめておく

第９回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第7章読んでまとめてくる
【授業内容】　情景理解と空間認知
【事後学修】　情景理解と空間認知の特徴をまとめておく

第10回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第8章読んでまとめてくる
【授業内容】　感覚間相互作用
【事後学修】　感覚間相互作用の特徴をまとめておく

第11回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第9章読んでまとめてくる
【授業内容】　脳、意識
【事後学修】　意識とは何か、脳活動と同関連するか特徴をまとめておく

第12回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第1章～第3章をまとめてくる
【授業内容】　錯視とは
【事後学修】　初期視覚情報処理と錯視の関係をまとめておく

第13回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第4章～第6章をまとめてくる
【授業内容】　錯視のもつ可能性
【事後学修】　高次視覚情報処理と錯視の関係をまとめておく

第14回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第7章～第9章をまとめてくる
【授業内容】　脳という情報処理システム
【事後学修】　視覚情報処理から見た脳と言うシステムの特徴をまとめておく

第15回 【事前学修】　第１回から第14回資料をよく読み込んでくる
【授業内容】　脳と視覚、総まとめ
【事後学修】　脳における視覚情報処理システムの特徴をまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

神経科学　－脳の探求－〈改訂版〉（ベアー／コノーズ／パラディーソ、西村書店）
視覚科学（横澤一彦著、勤草書房）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する
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牧野　悌也

人間情報学演習Ⅰ（視覚科学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

視覚系の情報処理

■講義内容■講義内容

視覚に関して、脳の基本構造から視覚情報処理プロセス、さらには 3D 映像のしくみまで広く学び、視覚のメカニズムに
関する基礎知識を習得する。テキストによる学習をベースとして、演習と討論を行うことで理解を深める。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から最先端の研究まで広く概観することで視覚のメカニズムに関する知見を得ることができ
る。また、演習と討論を通して、各項目の内容を深いレベルで理解し、説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳の基本構造をまとめてくる
【授業内容】　脳の基本構造
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳の基本構造の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第２回 【事前学修】　前回の脳の基本構造に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳の基本構造）
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳の基本構造に関して討論された内容をまとめておくこと

第３回 【事前学修】　配付資料をよく読みニューロンによる情報処理プロセスをまとめてくる
【授業内容】　ニューロンによる情報処理プロセス
【事後学修】　演習内容を振り返り、ニューロンによる情報処理プロセスの理解で足りなかった部分を調べ補っ
ておく

第４回 【事前学修】　前回のニューロンによる情報処理プロセスに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（ニューロンによる情報処理プロセス）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ニューロンによる情報処理プロセスに関して討論された内容をまとめてお
くこと

第５回 【事前学修】　配付資料をよく読み視覚系の初期伝達経路をまとめてくる
【授業内容】　視覚系の初期伝達経路
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系の初期伝達経路の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第６回 【事前学修】　前回の視覚系の初期伝達経路に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（視覚系の初期伝達経路）
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系の初期伝達経路に関して討論された内容をまとめておくこと

第７回 【事前学修】　配付資料をよく読み明るさと色をまとめてくる
【授業内容】　明るさと色
【事後学修】　演習内容を振り返り、明るさと色の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第８回 【事前学修】　前回の明るさと色に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（明るさと色）
【事後学修】　演習内容を振り返り、明るさと色に関して討論された内容をまとめておくこと

第９回 【事前学修】　配付資料をよく読み奥行きと運動をまとめてくる
【授業内容】　奥行きと運動
【事後学修】　演習内容を振り返り、奥行きと運動の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第10回 【事前学修】　前回の奥行きと運動に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（奥行きと運動）
【事後学修】　演習内容を振り返り、奥行きと運動に関して討論された内容をまとめておくこと

第11回 【事前学修】　配付資料をよく読み「一目で分かること」をまとめてくる
【授業内容】　一目で分かること
【事後学修】　演習内容を振り返り、一目で分かることの理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第12回 【事前学修】　前回の一目で分かることに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（一目で分かること）
【事後学修】　演習内容を振り返り、一目で分かることに関して討論された内容をまとめておくこと

第13回 【事前学修】　配付資料をよく読み視覚的注意をまとめてくる
【授業内容】　視覚的注意
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚的注意の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第14回 【事前学修】　前回の視覚的注意に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（視覚的注意）、プレゼンテーション課題１提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚的注意に関して討論された内容をまとめておくこと、

第15回 【事前学修】　これまでの配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 1
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かったところをまとめておく

第16回 【事前学修】　配付資料をよく読みオブジェクト認知をまとめてくる
【授業内容】　オブジェクト認知
【事後学修】　演習内容を振り返り、オブジェクト認知の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第17回 【事前学修】　前回のオブジェクト認知に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（オブジェクト認知）
【事後学修】　演習内容を振り返り、オブジェクト認知に関して討論された内容をまとめておくこと
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第18回 【事前学修】　配付資料をよく読み情景理解と空間認知をまとめてくる
【授業内容】　情景理解と空間認知
【事後学修】　演習内容を振り返り、情景理解と空間認知の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第19回 【事前学修】　前回の情景理解と空間認知に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（情景理解と空間認知）
【事後学修】　演習内容を振り返り、情景理解と空間認知に関して討論された内容をまとめておくこと

第20回 【事前学修】　配付資料をよく読み感覚間相互作用をまとめてくる
【授業内容】　感覚間相互作用
【事後学修】　演習内容を振り返り、感覚間相互作用の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第21回 【事前学修】　前回の感覚間相互作用に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（感覚間相互作用）
【事後学修】　演習内容を振り返り、感覚間相互作用に関して討論された内容をまとめておくこと

第22回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳と意識をまとめてくる
【授業内容】　脳、そして意識
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳と意識の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第23回 【事前学修】　前回の脳と意識に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳、そして意識）
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳と意識に関して討論された内容をまとめておくこと

第24回 【事前学修】　配付資料をよく読み初期知覚と錯視の関係をまとめてくる
【授業内容】　錯視とは
【事後学修】　演習内容を振り返り、初期知覚と錯視の関係の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第25回 【事前学修】　前回の錯視に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（錯視とは）
【事後学修】　演習内容を振り返り、初期知覚と錯視に関して討論された内容をまとめておくこと

第26回 【事前学修】　配付資料をよく読み高次知覚と錯視の関係をまとめてくる
【授業内容】　錯視のもつ可能性
【事後学修】　演習内容を振り返り、高次知覚と錯視の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第27回 【事前学修】　前回の高次知覚と錯視に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（錯視のもつ可能性）
【事後学修】　演習内容を振り返り、高次知覚と錯視に関して討論された内容をまとめておくこと

第28回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳を情報処理システムという視点からまとめてくる
【授業内容】　脳という情報処理システム
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳という情報処理システムの理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第29回 【事前学修】　前回の脳という情報処理システムに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳という情報処理システム）、プレゼンテーション課題２提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳という情報処理システムに関して討論された内容をまとめておくこと

第30回 【事前学修】　配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 2
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かったところをまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

神経科学－脳の探求－〈改訂版〉（ベアー／コノーズ／パラディーソ、西村書店）
視覚科学（横澤一彦著、勤草書房）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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牧野　悌也

人間情報学演習Ⅱ（視覚科学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

視覚と画像情報処理

■講義内容■講義内容

視覚と深く関わる画像情報の取り扱いとその処理技術に関する演習を行う。基礎技術から最新の画像入力デバイスの原理
まで広く学び、画像処理に関する基礎知識を習得する。簡単なプログラミングを行うことで理解を深める。

■達成目標■達成目標

情報機器における画像情報の取り扱いとその処理手法について、基礎から最新技術まで広く学び、その原理に関する基礎
知識が習得できる。また、プログラミングを行うことでその実装法まで理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　画像処理技術に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　画像処理技術とは
【事後学修】　演習内容を振り返り、画像処理技術に関してまとめておく

第２回 【事前学修】　前回の画像処理技術に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（画像処理技術とは）
【事後学修】　演習内容を振り返り、画像処理技術に関するプログラミングを習熟しておく

第３回 【事前学修】　平滑化フィルタに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　空間フィルタ : 平滑化フィルタ
【事後学修】　演習内容を振り返り、空間フィルタ、平滑化フィルタに関してまとめておく

第４回 【事前学修】　空間フィルタに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミング演習（平滑化フィルタ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、平滑化フィルタに関するプログラミングを習熟しておく

第５回 【事前学修】　エッジ抽出と鮮鋭化に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　空間フィルタ : エッジ抽出と鮮鋭化
【事後学修】　演習内容を振り返り、エッジ抽出と鮮鋭化に関してまとめておく

第６回 【事前学修】　前回のエッジ抽出と鮮鋭化に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（エッジ抽出と鮮鋭化）
【事後学修】　演習内容を振り返り、エッジ抽出と鮮鋭化に関するプログラミングを習熟しておく

第７回 【事前学修】　明暗変換と 2 値化に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　明暗変換と 2 値化
【事後学修】　演習内容を振り返り、明暗変換と 2 値化に関してまとめておく

第８回 【事前学修】　前回の明暗変換と 2 値化に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（明暗変換と 2 値化）
【事後学修】　演習内容を振り返り、明暗変換と 2 値化に関するプログラミングを習熟しておく

第９回 【事前学修】　ディザに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　ディザ
【事後学修】　演習内容を振り返り、ディザに関してまとめておく

第10回 【事前学修】　前回のディザに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（ディザ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ディザに関するプログラミングを習熟しておく

第11回 【事前学修】　テンプレートマッチングに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　テンプレートマッチング
【事後学修】　演習内容を振り返り、テンプレートマッチングに関してまとめておく

第12回 【事前学修】　前回のテンプレートマッチングに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（テンプレートマッチング）
【事後学修】　演習内容を振り返り、テンプレートマッチングに関するプログラミングを習熟しておく

第13回 【事前学修】　アフィン変換に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　アフィン変換
【事後学修】　演習内容を振り返り、アフィン変換に関してまとめておく

第14回 【事前学修】　前回のアフィン変換に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（アフィン変換）、プレゼンテーション課題１提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、アフィン変換に関するプログラミングを習熟しておく、プレゼンテーショ
ン課題１の準備

第15回 【事前学修】　前半の配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題１の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 1
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かった点をまとめて億

第16回 【事前学修】　算術的圧縮法に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　データ圧縮（算術的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、算術的圧縮法に関してまとめておく

第17回 【事前学修】　前回の算術的圧縮法に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（データ圧縮 : 算術的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、算術的圧縮法に関するプログラミングを習熟しておく
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第18回 【事前学修】　辞書的圧縮法に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　データ圧縮（辞書的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、辞書的圧縮法に関してまとめておく

第19回 【事前学修】　前回の辞書的圧縮法に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（データ圧縮 : 辞書的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、辞書的圧縮法に関するプログラミングを習熟しておく

第20回 【事前学修】　フーリエ変換と DCTに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　フーリエ変換と DCT
【事後学修】　演習内容を振り返り、フーリエ変換と DCTに関してまとめておく

第21回 【事前学修】　前回のフーリエ変換と DCTに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（フーリエ変換と DCT）
【事後学修】　演習内容を振り返り、フーリエ変換と DCTに関するプログラミングを習熟しておく

第22回 【事前学修】　JPEG と MPEGに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　PEG と MPEG
【事後学修】　演習内容を振り返り、JPEG と MPEGに関してまとめておく

第23回 【事前学修】　前回のJPEG と MPEGに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（JPEG と MPEG）
【事後学修】　演習内容を振り返り、JPEG と MPEGに関するプログラミングを習熟しておく

第24回 【事前学修】　ラスタデータとベクタデータに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　ラスタデータとベクタデータ
【事後学修】　演習内容を振り返り、ラスタデータとベクタデータに関してまとめておく

第25回 【事前学修】　前回のラスタデータとベクタデータに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（ラスタデータとベクタデータ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ラスタデータとベクタデータに関するプログラミングを習熟しておく

第26回 【事前学修】　文字認識のしくみに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　文字認識のしくみ
【事後学修】　演習内容を振り返り、文字認識のしくみに関してまとめておく

第27回 【事前学修】　前回の文字認識のしくみに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（文字認識のしくみ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、文字認識のしくみに関するプログラミングを習熟しておく

第28回 【事前学修】　視覚系入力デバイスのしくみに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　視覚系入力デバイスのしくみ
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系入力デバイスのしくみに関してまとめておく

第29回 【事前学修】　前回の視覚系入力デバイスのしくみに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（視覚系入力デバイスのしくみ）、プレゼンテーション課題２提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系入力デバイスのしくみに関するプログラミングを習熟しておく、プ
レゼンテーション課題２の準備

第30回 【事前学修】　後半の配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題２の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 2
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かった点をまとめて億

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。適宜資料を配布する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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土原　和子

生体情報学特論
Special Topics in Biological Information Systems

■テーマ■テーマ

生体における情報処理の仕組みとその特徴の解析

■講義内容■講義内容

生体における情報処理システムの仕組みとその特徴を、さまざまな動物の脳神経系を題材としそれらの構造と機能を解説
する。

■達成目標■達成目標

生体における情報の発現と受容、および情報伝達の仕組みの概要を脳神経系全体の観点から説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経系の構造について調べてくる
【授業内容】　神経系の構造
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　神経細胞について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の構造
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　情報コーディングについて調べてくる
【授業内容】　神経情報の伝導と伝達
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　神経伝達物質と神経修飾物質について調べてくる
【授業内容】　神経伝達物質と神経修飾物質の作用機序
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　神経伝達物質と神経修飾物質の作用機序について調べてくる
【授業内容】　神経伝達物質と神経修飾物質の種類
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　感覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　感覚情報処理概論
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　視覚系について調べてくる
【授業内容】　視覚の情報処理
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　聴覚系について調べてくる
【授業内容】　聴覚の情報処理
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　嗅覚系について調べてくる
【授業内容】　嗅覚の情報処理
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　体性感覚系について調べてくる
【授業内容】　体性感覚の情報処理
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　運動情報処理について調べてくる
【授業内容】　運動情報処理概論
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　大脳の運動制御系について調べてくる
【授業内容】　大脳による運動制御
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　小脳、脊髄の運動制御系について調べてくる
【授業内容】　小脳、脊髄による運動制御
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　記憶と情動について調べてくる
【授業内容】　記憶と情動
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　脳の可塑性について調べてくる
【授業内容】　脳の可塑性
【事後学修】　第15回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の２点でおこなう。1）授業における発表（60％）、2）発表資料（40％）
評価基準と配点を以下に示す
1）授業における発表、発表の仕方（60％）、資料作成（30％）、質疑応答（50％）で評価する。配点：4点×15回 = 60点
2）発表資料は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：40点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体システムが実世界においてリアルタイムで機能するために必要な情報処理と脳の仕
組みとの関係を考えること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅰ（生体情報学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

神経細胞における興奮の発現とその伝導・伝達

■講義内容■講義内容

生体の脳神経系における情報処理ネットワークシステムでは、神経細胞の興奮の発現、伝導、伝達がその基礎をなしてい
る。本演習ではこれらの機序に関る事象を、神経生理学的・計算論的な立場から討論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

生体の生存条件を巧に利用した情報伝達を興奮と抑制の両面から実際の生体に即して説明できる。また神経細胞のモデル
化の要点を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経細胞と神経膠細胞について調べてくる
【授業内容】　神経細胞と神経膠細胞
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　体液成分について調べてくる
【授業内容】　体液の成分
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　体液成分の濃度の表し方について調べてくる
【授業内容】　体液成分の濃度の表し方
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　体液のバランスについて調べてくる
【授業内容】　体液のバランス
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　生理食塩水について調べてくる
【授業内容】　生理食塩水のイオン構成
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　緩衝剤について調べてくる
【授業内容】　緩衝剤による pH の調整事
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　神経細胞のイオン環境について調べてくる
【授業内容】　神経細胞のイオン環境
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　静止膜電位について調べてくる
【授業内容】　細胞の静止膜電位の発現機序
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　静止膜電位の熱力学について調べてくる
【授業内容】　静止膜電位の熱力学
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　静止膜電位の数学的解析について調べてくる
【授業内容】　静止膜電位の数学的解析
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　神経細胞の興奮について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の興奮
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　神経細胞の不応期について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の不応期
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　活動電位の発生機序について調べてくる
【授業内容】　活動電位の発生機序
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　興奮の伝導とその遮断物質について調べてくる
【授業内容】　興奮の伝導とその遮断物質
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　神経細胞膜の構造と特徴について調べてくる
【授業内容】　神経細胞膜の構造と特徴
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　神経細胞膜の働きについて調べてくる
【授業内容】　神経細胞膜の働き
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　イオンチャンネル概論
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　Na イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Na イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　K イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　K イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　Cl イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Cl イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　Ca イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Ca イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　神経細胞内の Ca イオン動態について調べてくる
【授業内容】　神経細胞内の Ca イオン動態
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　ニューロン間の興奮伝達について調べてくる
【授業内容】　ニューロン間の興奮伝達
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　シナプスの構造について調べてくる
【授業内容】　シナプスの構造
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　シナプス伝達の機序について調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達の機序
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　シナプス伝達の特徴について調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達の特徴
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　シナプスにおける長期増強と長期抑圧について調べてくる
【授業内容】　シナプスにおける長期増強と長期抑圧
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　グルタミン酸受容体の機能について調べてくる
【授業内容】　グルタミン酸受容体の機能
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　抑制性シナプスについて調べてくる
【授業内容】　抑制性シナプスの重要性
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　GABA 受容体とグリシン受容体について調べてくる
【授業内容】　GABA 受容体とグリシン受容体の分布の違い
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）－3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点×2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点×15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。神経細胞や神経ネットワークのモデル化における要点を考えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅱ（生体情報学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

生体情報信号処理のモデルシミュレーション

■講義内容■講義内容

生体では神経細胞がネットワークを形成することで、様々な外界の刺激に処理し、多様な機能を発現している。本演習で
は、コンピュータにより神経細胞をモデル化し、ネットワークモデルを構築することで、神経系における生体情報処理の
機能発現をシミュレートする。

■達成目標■達成目標

生体における情報処理機能を発現するネットワークモデルを構築できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経系における情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経系における情報処理概論
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　神経細胞における情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経細胞における情報処理
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　神経ネットワークにおける情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経ネットワークにおける情報処理
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　神経細胞の電気的特性について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の電気的特性
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　神経細胞モデルについて調べてくる
【授業内容】　神経細胞モデル概論
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　微分方程式と数値計算について調べてくる
【授業内容】　微分方程式と数値計算
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　神経細胞の静止膜電位について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の静止膜電位のモデル化
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　神経細胞の活動電位について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の活動電位のモデル化
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　シナプス伝達モデルについて調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達モデル概論
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　興奮性シナプス伝達について調べてくる
【授業内容】　興奮性シナプス伝達のモデル化
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　抑制性シナプス伝達について調べてくる
【授業内容】　抑制性シナプス伝達のモデル化
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　運動制御ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　運動制御ネットワーク概論
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　相反抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　相反抑制ネットワークモデルとリズム
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　結合振動子系について調べてくる
【授業内容】　結合振動子系とリズムの伝播
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　運動機能の発現と感覚入力について調べてくる
【授業内容】　運動機能の発現と感覚入力
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　感覚情報処理ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　感覚情報処理ネットワーク概論
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　側抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　側抑制ネットワークモデル
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　視覚情報処理における側抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　視覚情報処理における側抑制ネットワーク
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　結線による情報処理機能の発現について調べてくる
【授業内容】　結線による情報処理機能の発現
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　線分検出について調べてくる
【授業内容】　線分検出モデル
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　曲線検出について調べてくる
【授業内容】　曲線検出モデル
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　時間パターン生成による情報処理機能の発現について調べてくる
【授業内容】　時間パターン生成による情報処理機能の発現
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　嗅覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　嗅覚情報処理ネットワーク
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　糸球体モジュールについて調べてくる
【授業内容】　糸球体モジュールのモデル化
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　糸球体内抑制性介在神経について調べてくる
【授業内容】　糸球体内抑制性介在神経と時間パターン
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　糸球体間抑制性介在神経について調べてくる
【授業内容】　糸球体間抑制性介在神経と時間パターン
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　高次嗅覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　高次嗅覚情報処理ネットワークの機能
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　シナプス可塑性と記憶について調べてくる
【授業内容】　シナプス可塑性と記憶
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　情報の分類と階層化について調べてくる
【授業内容】　情報の分類と階層化
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの授業で学んだことをまとめておく
【授業内容】　脳神経系における情報処理に関する総合討論
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）－3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点×2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点×15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。シミュレーションモデルを実世界で機能する情報処理システムに拡張する方法を考える
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1518 -



松尾　行雄

生体情報処理系特論
Special Topics in Biological Information Processing

■テーマ■テーマ

知覚・感覚システムの情報処理

■講義内容■講義内容

生物の情報処理の中で聴覚に関する情報処理を生理学的レベル・行動学的レベル・計算論レベルで概観し、情報処理シス
テムとして捉えなおす。毎回、responを用いて学修の振り返りを提出し、その内容は履修者相互に閲覧できるようにす
る。

■達成目標■達成目標

聴覚に関係する生体の情報処理の基礎知識ならびに情報システムとしての働きを習得することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること。manaba course及びResponを利用できるように準備しておく
【授業内容】　生物の情報処理の基礎
【事後学修】　生物の情報処理について復習し、内容をまとめてくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚末梢系の機能について調べてくること
【授業内容】　聴覚末梢系の機能
【事後学修】　聴覚末梢系の機能について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚末梢系の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　聴覚末梢系の仕組み
【事後学修】　聴覚末梢系の仕組みについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚中枢系の機能について調べてくること
【授業内容】　聴覚中枢系の機能
【事後学修】　聴覚中枢系の機能について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚中枢系の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　聴覚中枢系の仕組み
【事後学修】　聴覚中枢系の仕組みについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音源定位の機能について調べてくること
【授業内容】　音源定位の基礎
【事後学修】　音源定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音源定位の機能について調べてくること
【授業内容】　音源定位
【事後学修】　音源定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位について調べてくること
【授業内容】　反響定位の基礎
【事後学修】　反響定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、生物の情報処理、特に反響定位について調べてくること
【授業内容】　反響定位のための聴覚システム
【事後学修】　反響定位のための聴覚システムについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、生物の情報処理、特に反響定位にかかわる聴覚システムについて調べてく
ること
【授業内容】　反響定位
【事後学修】　反響定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第11回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位のモデルについて調べてくること
【授業内容】　反響定位の計算論モデル（１）コウモリ
【事後学修】　反響定位の計算論モデルについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第12回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位のモデル、特にイルカについて調べてくること
【授業内容】　反響定位の計算論モデル（２）イルカ
【事後学修】　反響定位の計算論モデルについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第13回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声信号処理について調べてくること
【授業内容】　音声認識の基礎
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第14回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声認識システムについて調べてくること
【授業内容】　音声認識
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第15回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声認識について調べてくること
【授業内容】　音声認識の応用例
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％、４回程度）、小テスト（20％）という割合で評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料を熟読の上講義に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

適宜紹介します。

■参考文献■参考文献

特になし。
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松尾　行雄

人間情報学演習Ⅰ（生体情報処理系特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

音声信号処理による分析と設計

■講義内容■講義内容

音声信号処理、特に音声認識や空間定位に関する信号処理の基礎の習得、ならびにセミナーや実験を指導する。また、
ネットワークを利用し、国内および国外の研究者や研究機関との学術的な情報交換の実習を指導する。

■達成目標■達成目標

音声認識や空間認識に関する基礎知識を習得し、信号処理プログラムを開発できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　音声や超音波に関する基本的知識について
【事後学修】　音声や超音波に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析の基礎
【事後学修】　音声解析に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、フーリエ変換について調べてくること
【授業内容】　音声解析（１）フーリエ変換
【事後学修】　音声解析、特にフーリエ変換、に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、相関解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（２）相関解析
【事後学修】　音音声解析、特に相関解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、時間周波数解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（３）時間周波数解析
【事後学修】　音声解析、特に時間周波数解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ケプストラム解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（４）ケプストラム解析
【事後学修】　音声解析、特にケプストラム解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ピッチ解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（５）ピッチ解析
【事後学修】　音声解析、特にピッチ解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、第２回から７回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　２回から７回までのまとめと確認
【事後学修】　音声解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、プログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析の基礎
【事後学修】　について復習し、まとめてくること

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、フーリエ変換の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（１）フーリエ変換
【事後学修】　フーリエ変換について復習し、プログラムを完成させてくること

第11回 【事前学修】　配布資料に基づいて、相関解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（２）相関解析
【事後学修】　相関解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第12回 【事前学修】　配布資料に基づいて、時間周波数解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（３）時間周波数解析
【事後学修】　時間周波数解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第13回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ケプストラム解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（４）ケプストラム解析
【事後学修】　ケプストラム解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第14回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ピッチ解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（５）ピッチ解析
【事後学修】　ピッチ解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第15回 【事前学修】　配布資料に基づいて、第９回から14回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　９回から14回までのまとめと確認
【事後学修】　音声解析に関するプログラムについて復習し、まとめてくること

第16回 【事前学修】　webなどを用いて、コウモリの能力について調べてくること
【授業内容】　コウモリの空間認識
【事後学修】　空間認識に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第17回 【事前学修】　配布資料に基づいて、コウモリの空間認識について調べてくること
【授業内容】　コウモリの空間認識の仕組み
【事後学修】　コウモリの空間認識に関する事項について復習し、まとめてくること

第18回 【事前学修】　配布資料に基づいて、信号の種類について調べてくること
【授業内容】　チャープ信号とCF信号
【事後学修】　信号に関する基礎事項について復習し、まとめてくること
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第19回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ウェーブレット解析について調べてくること
【授業内容】　ウエーブレット解析
【事後学修】　ウェーブレット解析に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第20回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間認識について調べてくること
【授業内容】　16回から19回までのまとめと確認
【事後学修】　コウモリの空間認識に関係する事項について復習し、まとめてくること

第21回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いたチャープ信号作成
【事後学修】　チャープ信号について復習し、プログラムを完成させてくること

第22回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析にかかわる信号処理について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いたウエーブレット解析
【事後学修】　ウエーブレット解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第23回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声計測について調べてくること
【授業内容】　音響計測とは
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第24回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声計測と解析について調べてくること
【授業内容】　音響計測の基礎
【事後学修】　音響計測に関する事項について復習し、まとめてくること

第25回 【事前学修】　配布資料に基づいて、スピーカについて調べてくること
【授業内容】　スピーカの基礎
【事後学修】　スピーカに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第26回 【事前学修】　配布資料に基づいて、マイクについて調べてくること
【授業内容】　マイクの基礎
【事後学修】　マイクに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第27回 【事前学修】　配布資料に基づいて、計測システムの基礎について調べてくること
【授業内容】　計測システムの基礎
【事後学修】　計測システムに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第28回 【事前学修】　配布資料に基づいて、計測システムについて調べてくること
【授業内容】　計測システムを用いた音響計測の準備
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第29回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音響計測について調べてくること
【授業内容】　計測システムを用いた音響計測
【事後学修】　音響計測に関する事項について復習し、まとめてくること

第30回 【事前学修】　計測結果に基づいて、第27回から29回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　計測結果のまとめと討論
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラムに関する基礎知識を理解しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生体情報処理系特論。

■テキスト■テキスト

特に指定しないが、授業で資料などを配布する。

■参考文献■参考文献

授業中に適宜、紹介する。
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松尾　行雄

人間情報学演習Ⅱ（生体情報処理系特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

音声信号処理解析システム

■講義内容■講義内容

音声信号処理、特に音声認識や空間定位に関する信号処理アルゴリズムの習得、ならびにセミナーや実験を指導する。ま
た、ネットワークを利用し、国内および国外の研究者や研究機関との学術的な情報交換の実習を指導する。

■達成目標■達成目標

音声認識や空間認識に関する基礎知識を習得し、信号処理プログラムを開発できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　音声認識とは
【事後学修】　今回学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験の基礎
【事後学修】　音声明瞭度の基礎事項について復習し、まとめてくること

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度実験について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験の準備
【事後学修】　音声明瞭度実験について復習し、まとめてくること

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声入出力について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声入出力
【事後学修】　音声入出力の基礎事項について復習し、まとめてくること

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度実験について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声明瞭度実験
【事後学修】　音声明瞭度の基礎事項について復習し、まとめてくること

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度にかかる文献について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声明瞭度実験の準備
【事後学修】　音声明瞭度の事項について復習し、プログラムを完成させてくること

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（解析方法）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（１）1回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（まとめる）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（２）2回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（統計）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（３）3回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験結果の解析
【事後学修】　音声明瞭度実験結果についてまとめてくること

第11回 【事前学修】　音声明瞭度に関係する論文や実験結果に基づいて、発表資料をまとめてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験結果の評価・発表資料の作成
【事後学修】　発表内容についてコメントをまとめてくること

第12回 【事前学修】　前回の発表に基づいて、結果をまとめてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験に関する実験結果報告
【事後学修】　音声明瞭度の実験結果についてまとめてくること

第13回 【事前学修】　関連する音声明瞭度の論文について、調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験に関する実験まとめ資料の作成
【事後学修】　音声明瞭に関する資料をまとめてくること

第14回 【事前学修】　音声明瞭度の論文について、調べてくること（解析）
【授業内容】　音声明瞭度実験の問題点の指摘（討論を含めて）
【事後学修】　音声明瞭度実験の課題についてまとめてくること

第15回 【事前学修】　音声明瞭度の論文について、調べてくること（方法）
【授業内容】　音声明瞭度実験の応用
【事後学修】　音声明瞭度実験についてまとめてくること

第16回 【事前学修】　webなどを用いて、空間定位について調べてくること
【授業内容】　空間定位とは
【事後学修】　空間定位の基礎事項について復習し、まとめてくること

第17回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の用語について調べてくること
【授業内容】　空間定位の基礎
【事後学修】　空間定位について復習し、まとめてくること

第18回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位のシステムについて調べてくること
【授業内容】　空間定位システムとは
【事後学修】　空間定位システムの基礎事項について復習し、まとめてくること
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第19回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの仕組み
【事後学修】　空間定位システムについて復習し、まとめてくること

第20回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の機能について調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの機能
【事後学修】　空間定位システムの機能について復習し、まとめてくること

第21回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位のシステム設計について調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの設計
【事後学修】　空間定位システムについて復習し、システムをまとめてくること

第22回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位全体について調べてくること
【授業内容】　16回から21回までのまとめ
【事後学修】　空間定位システムについてまとめてくること

第23回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位プログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位の基礎
【事後学修】　空間定位について復習し、プログラムを完成させてくること

第24回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位実験
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第25回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験方法のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位実験の準備
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第26回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験解析のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　空間定位実験
【事後学修】　空間定位実験を実施、結果をまとめてくること

第27回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の方法に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験結果の評価
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第28回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の結果に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験の発表資料作成
【事後学修】　空間定位実験について復習し、発表資料をまとめてくること

第29回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の機能に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験の結果報告
【事後学修】　結果報告に関するコメントに基づいて修正事項をまとめてくること

第30回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の仕組みに関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの評価とまとめ
【事後学修】　空間システムについて復習し、まとめてくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラムに関する基礎知識を理解しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生体情報処理系特論。

■テキスト■テキスト

特に指定しないが、授業で資料などを配布する。

■参考文献■参考文献

授業中に適宜、紹介する。
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岩田　友紀子

確率・統計特論

■テーマ■テーマ

位相空間論

■講義内容■講義内容

確率論の土台となる位相空間論を学ぶ。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

1変数関数や多変数関数で学んだ微積分学をより一般化した位相空間論を定義を踏まえて自分で説明出来るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　集合と論理の確認
【授業内容】　集合の無限演算
【事後学修】　具体的な集合で演算法の確認

第２回 【事前学修】　写像の定義の確認
【授業内容】　写像と集合の演算
【事後学修】　単射と全射の定義の確認

第３回 【事前学修】　集合演算の確認
【授業内容】　閉包の公理
【事後学修】　閉包演算の確認

第４回 【事前学修】　開区間、閉区間の定義の確認
【授業内容】　閉集合と開集合
【事後学修】　閉集合と開集合の定義が説明できるように取り組む

第５回 【事前学修】　集合族の確認
【授業内容】　ボレル集合族
【事後学修】　σ加法族の確認

第６回 【事前学修】　近傍の定義の確認
【授業内容】　基底、部分基底
【事後学修】　具体的な空間における基底の確認

第７回 【事前学修】　極限の定義の確認
【授業内容】　集合の境界と内部
【事後学修】　集合の境界と内部を具体例を通して説明できるように取り組む

第８回 【事前学修】　有理数と実数の関係の確認
【授業内容】　稠密な部分集合、疎集合
【事後学修】　集合の稠密性と疎集合を具体例を通して説明できるように取り組む

第９回 【事前学修】　数列における集積点の確認
【授業内容】　集積点の集合、第1類集合、第2類集合
【事後学修】　集積点、第1類集合、第2類集合とを具体例を通して説明できるように取り組む

第10回 【事前学修】　一様有界性の定義の確認
【授業内容】　ベールの定理
【事後学修】　至る所微分不可能な関数の存在とベールの定理の確認

第11回 【事前学修】　連続関数の定義の確認
【授業内容】　連続写像
【事後学修】　連続写像の定義から導出される定理の確認

第12回 【事前学修】　開集合と閉集合の復習
【授業内容】　同相写像
【事後学修】　具体的な同相写像を説明できるように取り組む

第13回 【事前学修】　２次元における領域の確認
【授業内容】　連結空間
【事後学修】　具体的な連結空間を説明できるように取り組む

第14回 【事前学修】　コーシー列の定義の確認
【授業内容】　コンパクト性
【事後学修】　コンパクト性に関する基本定理の確認

第15回 【事前学修】　距離空間の定義の確認
【授業内容】　距離空間におけるコンパクト性
【事後学修】　点列コンパクトとコンパクト性の違いの確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前に講義ノートに記載の例題や演習問題を解く

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学Ⅰ、解析学Ⅱ

■テキスト■テキスト

「Topology: Volume I」K. Kuratowski （著）、Academic Press

■参考文献■参考文献

「位相への30講」志賀浩二（著）、朝倉書店
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■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅰ（確率・統計特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

様々な独立同分布な確率過程と確率分布

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察する。セミナー形式の授業を行ない指導する。双方向型授
業で行う。

■達成目標■達成目標

確率と確率変数の意味が理解でき、様々な確率分布の平均、分散、相関係数等が正しく計算できるようになる。また正規
分布表やその他の重要な数表の使い方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　相加平均、相乗平均、調和平均とはどのようなものか予習して来る。
【授業内容】　資料の整理と代表値
【事後学修】　相加平均の計算の簡便法を、具体例を用いて復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習して来る。
【授業内容】　度数分布表と平均・分散
【事後学修】　度数分布表から平均と分散を計算する簡便法を練習する。

第３回 【事前学修】　分散の計算法（2 種類）を復習する。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式の証明法を復習する。

第４回 【事前学修】　2 変量の相関表について予習して来る。
【授業内容】　相関表と共分散
【事後学修】　共分散の持つ意味を復習する。

第５回 【事前学修】　相関の強さを表す方法を考えてくる。
【授業内容】　相関係数
【事後学修】　具体例を用いて相関係数を計算する練習をしておく。

第６回 【事前学修】　相関係数の求め方を復習しておく。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　回帰直線の持つ意味を復習する。

第７回 【事前学修】　場合の数と確率について予習しておく。
【授業内容】　標本空間と事象
【事後学修】　集合の演算法則を復習する。

第８回 【事前学修】　標本空間と事象の例を復習しておく。
【授業内容】　確率の定義、組み合わせ論的確率と統計的確率
【事後学修】　組み合わせ論的確率と統計的確率について復習しておく。

第９回 【事前学修】　組み合わせ論的確率を復習しておく。
【授業内容】　確率の公理的定義、確率空間
【事後学修】　確率空間という概念を復習しておく。

第10回 【事前学修】　確率を求める具体的な問題を解く練習をする。
【授業内容】　条件付確率
【事後学修】　確率の乗法定理の応用例をいくつか解いておく。

第11回 【事前学修】　条件付確率を復習しておく。
【授業内容】　ベイズの定理とその応用
【事後学修】　ベイズの定理を使う問題をいくつか解いておく。

第12回 【事前学修】　定積分の復習をしておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数
【事後学修】　連続確率変数の確率分布の例を復習しておく。

第13回 【事前学修】　微分積分学の基本定理を復習しておく。
【授業内容】　分布関数と確率密度関数
【事後学修】　確率密度関数の性質を理解しておく。

第14回 【事前学修】　2 種類の確率変数が必要となる例を考えてくる。
【授業内容】　2 次元分布（離散と連続）
【事後学修】　2 次元の確率変数の例を復習しておく。

第15回 【事前学修】　二重積分を復習しておく。
【授業内容】　2 次元確率密度と 2 次元確率密度関数
【事後学修】　2 次元確率変数の具体例に対して確率計算の練習をしておく。

第16回 【事前学修】　条件付き確率の復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の独立性
【事後学修】　独立な確率変数と従属な確率変数の例をそれぞれ復習をしておく。

第17回 【事前学修】　確率変数の和が確率変数になることを確かめてくる。
【授業内容】　確率変数の演算
【事後学修】　確率変数の和や積の確率分布について復習をしておく。

第18回 【事前学修】　度数分布表に対する平均・分散について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均と分散の計算練習をしておく
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第19回 【事前学修】　データの整理で述べたチェビシェフの不等式を復習をしておく。
【授業内容】　確率変数についてのチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体例に適用する練習をしておく。

第20回 【事前学修】　統計的確率の復習をしておく。
【授業内容】　大数の法則
【事後学修】　統計的確率と大数の法則の関係を復習をしておく。

第21回 【事前学修】　確率変数とその演算について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数のモーメント母関数
【事後学修】　平均や分散とモーメント母関数の関係を復習をしておく。

第22回 【事前学修】　分布関数とは何であったかを復習をしておく。
【授業内容】　分布関数とモーメント母関数の関係
【事後学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。

第23回 【事前学修】　二項分布とは何であったを復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をどのように計算したかを復習をしておく。

第24回 【事前学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布のモーメント母関数
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をモーメント母関数から導く方法を復習をしておく。

第25回 【事前学修】　正規分布とはどのような分布かを復習しておく。
【授業内容】　正規分布とそのモーメント母関数
【事後学修】　正規分布の平均・分散について復習しておく。

第26回 【事前学修】　定積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　標準正規分布と正規分布表
【事後学修】　正規分布表の見方を復習しておく。

第27回 【事前学修】　二重積分の計算練習をしておく
【授業内容】　正規分布の再生性
【事後学修】　正規分布の再生性を示す定理の証明法を復習しておく。

第28回 【事前学修】　確率変数の平均について復習しておく。
【授業内容】　母集団と標本、統計量
【事後学修】　標本や統計量の意味をしっかり把握する。

第29回 【事前学修】　標本平均とその分布について復習をしておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の証明法を理解しておく。

第30回 【事前学修】　二項定理について復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理の応用、ラプラスの定理
【事後学修】　二項分布を正規分布で近似する際の注意点を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅱ（確率・統計特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

関数解析、エルゴード理論

■講義内容■講義内容

関数解析を通して、エルゴード理論について学ぶ。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

独立でない確率変数列に対しても、ある種の条件下で大数の法則や、中心極限定理が成り立つことを確認できるようにな
る。講義を通して測度論の基礎理論も習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　三角不等式の確認
【授業内容】　ノルム空間
【事後学修】　具体的なノルム空間の確認

第２回 【事前学修】　完備化の定義の確認
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　具体的なバナッハ空間の確認

第３回 【事前学修】　行列の線形性の確認
【授業内容】　有界線形作用素
【事後学修】　具体的な有界線形作用素の確認

第４回 【事前学修】　作用素ノルムの確認
【授業内容】　一様有界性定理
【事後学修】　作用素ノルムの演算の確認

第５回 【事前学修】　集合のカルテシアンの確認
【授業内容】　開写像定理と閉グラフ定理
【事後学修】　開写像定理と閉グラフ定理の具体例の確認

第６回 【事前学修】　閉部分空間の確認
【授業内容】　共役空間とその表現
【事後学修】　具体的なバナッハ空間の共役空間の確認

第７回 【事前学修】　共役空間の定義の確認
【授業内容】　ハーン・バナッハの分離定理
【事後学修】　幾何学的なハーン・バナッハの分離定理の確認

第８回 【事前学修】　ノルムの定義の確認
【授業内容】　弱位相、汎弱位相
【事後学修】　弱位相と汎弱位相の具体例の確認

第９回 【事前学修】　無限次元バナッハ空間の定義の確認
【授業内容】　L_p空間
【事後学修】　L_p空間の線形性やノルムの定義の確認

第10回 【事前学修】　L_2空間の定義の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　スペクトルとリゾルベントの確認

第11回 【事前学修】　ボレル測度空間を説明できるように取り組む
【授業内容】　確率空間と確率過程
【事後学修】　独立な確率過程で成り立つ諸定理の確認

第12回 【事前学修】　結合分布の密度関数の計算法の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖
【事後学修】　マルコフ作用素の具体例の確認

第13回 【事前学修】　半群の定義の確認
【授業内容】　マルチンゲール
【事後学修】　連続時間と離散時間マルチンゲールの定義の確認

第14回 【事前学修】　一様可積分性の定義の確認
【授業内容】　停止時刻と任意抽出定理
【事後学修】　任意抽出定理を説明できるように取り組む

第15回 【事前学修】　大数の法則の確認
【授業内容】　エルゴード定理
【事後学修】　カオティックな力学系を用いてエルゴード定理を確認

第16回 【事前学修】　位相空間論の確認
【授業内容】　弱位相
【事後学修】　弱位相の例の確認

第17回 【事前学修】　弱位相の定義の確認
【授業内容】　汎弱位相
【事後学修】　弱位相と汎弱位相の具体例の確認

第18回 【事前学修】　ノルム空間の定義の確認
【授業内容】　L_p空間
【事後学修】　L_p空間の具体例の確認
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第19回 【事前学修】　ルベーグ積分の基本性質の確認
【授業内容】　L_p空間の基本性質
【事後学修】　Ｌ_p空間上の不等式の確認

第20回 【事前学修】　ノルム空間の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間の定義を説明できるように取り組む

第21回 【事前学修】　有界線形作用素の定義の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間上の線形作用素
【事後学修】　ヒルベルト空間での線形作用素の具体例の確認

第22回 【事前学修】　確率測度の確認
【授業内容】　確率空間と確率過程
【事後学修】　可測関数の基本性質の確認

第23回 【事前学修】　確率測度の定義の確認
【授業内容】　様々な確率空間と分布
【事後学修】　絶対連続性の確認

第24回 【事前学修】　ルベーグ積分の確認
【授業内容】　期待値
【事後学修】　期待値の基本性質の確認

第25回 【事前学修】　期待値の定義の確認
【授業内容】　確率空間における様々な不等式
【事後学修】　イェンセンの不等式の確認

第26回 【事前学修】　確率過程の定義の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖
【事後学修】　結合分布の定義の確認

第27回 【事前学修】　結合分布の密度関数の計算法の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖の応用例
【事後学修】　マルコフ作用素の具体例の確認

第28回 【事前学修】　半群の定義の確認
【授業内容】　マルチンゲール確率過程
【事後学修】　連続時間と離散時間マルチンゲールの定義の確認

第29回 【事前学修】　一様可積分性の定義の確認
【授業内容】　停止時刻と任意抽出定理
【事後学修】　任意抽出定理を説明できるように取り組む

第30回 【事前学修】　大数の法則の確認
【授業内容】　エルゴード定理
【事後学修】　カオティックな力学系を用いてエルゴード定理を確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前に講義ノートに記載の例題や演習問題を解く

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学Ⅰ、解析学Ⅱ

■テキスト■テキスト

「関数解析」宮島 静雄　（著）、横浜図書
「Ergodic Theory of Markov Processes」Shaul R. Foguel （著）、Van Nostrand Reinhold Inc.,U.S. （December
1969）

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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石田　弘隆

代数幾何学特論

■テーマ■テーマ

平面代数曲線

■講義内容■講義内容

代数幾何学の入門として、歴史的に古くから研究されてきた平面代数曲線について具体的な計算を交えて学ぶ。

■達成目標■達成目標

①平面代数曲線の定義を説明することができ、特異点や変曲点を求めることができるようになる。
②ベズーの定理とその応用例を理解できるようになる。
③ブローイング・アップによる特異点解消と特異点の特徴を調べることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　極座標について確認しておく。
【授業内容】　歴史的曲線
【事後学修】　歴史的に研究されてきた曲線について復習する。

第２回 【事前学修】　環や体の定義を確認しておく。
【授業内容】　1変数多項式
【事後学修】　1数多項式の基本事項について復習する。

第３回 【事前学修】　拡大体、拡大次数、超越的な元について復習しておく。
【授業内容】　多変数多項式
【事後学修】　多変数多項式の基本事項について復習する。

第４回 【事前学修】　実数体、複素数体について確認しておく。
【授業内容】　アフィン曲線
【事後学修】　アフィン曲線の定義について復習する。

第５回 【事前学修】　群の定義および一般線形群について確認しておく。
【授業内容】　アフィン幾何
【事後学修】　アフィン変換について復習する。

第６回 【事前学修】　偏微分について確認しておく。
【授業内容】　特異点、接線、変曲点
【事後学修】　特異点、接線、変曲点について復習する。

第７回 【事前学修】　線形代数学における1次連立方程式の基本事項、行列式について確認しておく。
【授業内容】　終結式（1変数の場合）
【事後学修】　終結式について復習する。

第８回 【事前学修】　環やイデアルについて確認しておく。
【授業内容】　終結式（多変数の場合）
【事後学修】　判別式や多変数の場合の終結式を復習する。

第９回 【事前学修】　対称行列の対角化について確認しておく。
【授業内容】　射影曲線
【事後学修】　射影曲線について復習する。

第10回 【事前学修】　アフィン曲線の特異点について確認しておく。
【授業内容】　射影曲線の特異点
【事後学修】　射影曲線の特異点について復習する。

第11回 【事前学修】　射影曲線について確認しておく。
【授業内容】　ベズーの定理
【事後学修】　ベズーの定理とその応用について復習する。

第12回 【事前学修】　射影平面と射影曲線の接線について確認しておく。
【授業内容】　双対射影平面
【事後学修】　双対射影平面と双対曲線について復習する。

第13回 【事前学修】　平面幾何学におけるパスカルの定理やパップスの定理を確認しておく。
【授業内容】　射影2次曲線、射影3次曲線
【事後学修】　射影2次曲線、射影3次曲線について復習する。

第14回 【事前学修】　収束べき級数環について確認しておく。
【授業内容】　局所交点数
【事後学修】　局所交点数について復習する。

第15回 【事前学修】　平面曲線の特異点とその重複度について確認しておく。
【授業内容】　ブローイング・アップと特異点解消
【事後学修】　ブローイング・アップとこれによる特異点解消について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①－③について, レポート課題（指示された形式の遵守（20％），記述の適切さ（30％），答案の正しさ
（50％）で評価）により達成度を確認する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数学、代数学について十分に復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

酒井文雄 著「平面代数曲線」共立出版、2012年（ISBN： 9784320019928）
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■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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石田　弘隆

人間情報学演習Ⅰ（代数幾何学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

複素代数幾何学入門

■講義内容■講義内容

複素多様体の基礎理論について学ぶ。さらに、コンパクトリーマン面、代数曲線、1変数代数関数体の3つが本質的に同値
な対象であることや楕円曲面の特異ファイバーの分類も学習する。

■達成目標■達成目標

①複素多様体の基礎理論を理解できるようになる。
②コンパクトリーマン面、代数曲線、1変数代数関数体の3つの概念の関係を理解できるようになる。
③楕円曲面の特異ファイバーの型を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　1変数正則関数に関して確認しておく．
【授業内容】　正則関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、正則関数に関する学習内容をノートにまとめる.

第２回 【事前学修】　多変数正則関数に関して確認しておく．
【授業内容】　Weierstrassの予備定理と種々の定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Weierstrassの予備定理や逆関数の定理などの学習内容をノー
トにまとめる.

第３回 【事前学修】　形式べき数全体の集合や収束べき級数全体の集合が環をなすことを確認しておく. 
【授業内容】　収束ベキ級数環
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、収束べき級数環の性質をノートにまとめる.

第４回 【事前学修】　複素多様体の定義を確認しておく. 
【授業内容】　複素多様体の定義と有理型関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、複素多様体の定義と例，および有理型関数学習内容をノート
にまとめる.

第５回 【事前学修】　因子の定義を確認しておく. 
【授業内容】　因子と直線束
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、因子と直線束に関する学習内容をノートにまとめる.

第６回 【事前学修】　直線束の定義を確認しておく. 
【授業内容】　直線束と有理型関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、直線束と有理型関数に関する学習内容をノートにまとめる.

第７回 【事前学修】　解析的部分集合に関して確認しておく. 
【授業内容】　解析的部分集合
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、解析的部分集合に関する学習内容をノートにまとめる.

第８回 【事前学修】　ブローイングアップの定義を確認しておく. 
【授業内容】　ブローイングアップ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、ブローイングアップに関する学習内容をノートにまとめる.

第９回 【事前学修】　Chowの定理に関して確認しておく．
【授業内容】　Chowの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Chowの定理に関する学習内容をノートにまとめる.

第10回 【事前学修】　層の定義を確認しておく．
【授業内容】　層の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、層とその例に関する学習内容をノートにまとめる.

第11回 【事前学修】　コホモロジー群の定義を確認しておく．
【授業内容】　コホモロジー群
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、コホモロジー群の定義および具体的な計算例をノートにまと
める.

第12回 【事前学修】　コホモロジー群とDe Rhamコホモロジーの定義を確認しておく．
【授業内容】　De Rhamの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、De Rhamコホモロジーの定義とDe Rhamの定理，およびその計
算例をノートにまとめる.

第13回 【事前学修】　正則p次形式のgermの層を確認しておく．
【授業内容】　Dolbeaultの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Dolbeaultの定理，およびその計算例をノートにまとめる.

第14回 【事前学修】　コホモロジー群, De Rhamコホモロジーの定義を確認しておく．
【授業内容】　リーマン面の種数の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、リーマン面の種数に関する学習内容をノートにまとめる.

第15回 【事前学修】　有理型関数について確認しておく．
【授業内容】　有理型関数の存在
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、コホモロジーを用いたリーマン面上の有理型関数の存在性に
ついてノートにまとめる.

第16回 【事前学修】　Riemann-Rochの定理を確認しておく．
【授業内容】　Riemann-Rochの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Riemann-Rochの定理とその応用に関してノートにまとめる.
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第17回 【事前学修】　Serreの双対性を確認しておく．
【授業内容】　Serreの双対性
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Serreの双対性に関して学習内容をノートにまとめる.

第18回 【事前学修】　一次系の定義を確認しておく．
【授業内容】　一次系
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、一次系に関する学習内容をノートにまとめる.

第19回 【事前学修】　リーマン面の被覆に関して確認しておく. 
【授業内容】　リーマン面の被覆
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、リーマン面の被覆に関する学習内容をノートにまとめる.

第20回 【事前学修】　超楕円曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　超楕円曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、超楕円曲線に関する学習内容をノートにまとめる.

第21回 【事前学修】　平面曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　平面曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、平面曲線に関する学習内容をノートにまとめる.

第22回 【事前学修】　代数関数体の定義を確認しておく．
【授業内容】　代数関数体
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、代数関数体に関する学習内容をノートにまとめる.

第23回 【事前学修】　種数やコホモロジー群を確認しておく．
【授業内容】　種数公式
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、種数公式と具体的な計算をノートにまとめる.

第24回 【事前学修】　解析接続に関して確認しておく．
【授業内容】　解析接続と被覆面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、解析接続と被覆面に関する学習内容をノートにまとめる.

第25回 【事前学修】　楕円曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲線の構造に関して学習内容をノートにまとめる.

第26回 【事前学修】　楕円関数の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲線の同型類に関して学習内容をノートにまとめる.

第27回 【事前学修】　交点数の定義を確認しておく. 
【授業内容】　交点数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、交点数の定義とその具体的な計算例をノートにまとめる.

第28回 【事前学修】　コホモロジー群の定義および第1Chern類の定義を確認しておく．
【授業内容】　第1Chern類
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、第1Chern類に関する学習内容をノートにまとめる.

第29回 【事前学修】　楕円曲面の特異ファイバーに関して定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面の特異ファイバー
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面の特異ファイバーの例をノートにまとめる.

第30回 【事前学修】　楕円曲面の特異ファイバーに関して定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面の特異ファイバー（重複ファイバー）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面の特異ファイバーの分類をノートにまとめる.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①－③について, 講義の準備状況, 発表内容, 発表における質疑応答（40％）とレポート（60％）によってその
達成度を総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素関数論、代数学について十分に復習しておくこと。学修内容をノートにまとめること。また、授業内のコメントを参
考に復習を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

堀川頴二 著「新装版 複素代数幾何学入門」岩波書店、2015年（ISBN： 9784000059671）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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石田　弘隆

人間情報学演習Ⅱ（代数幾何学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

複素代数曲面論

■講義内容■講義内容

複素代数曲面論の基礎とEnriques-小平の複素代数曲面の分類について学ぶ。

■達成目標■達成目標

①小平次元の定義とそれによる複素代数曲面の分類を理解できるようになる。
②様々な代数曲面の構造を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Picard群の定義を確認しておく. 
【授業内容】　Picard群
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Picard群といくつかの代数曲面のPicard群についてノートに
まとめる.

第２回 【事前学修】　Riemann-Rochの定理を確認しておく．
【授業内容】　Riemann-Rochの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Riemann-Rochの定理に関する学習内容をノートにまとめる.

第３回 【事前学修】　有理写像の定義を確認しておく．
【授業内容】　有理写像
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、有理写像に関する学習内容をノートにまとめる.

第４回 【事前学修】　ブローイング･アップの定義を確認しておく．
【授業内容】　ブローイング･アップ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、ブローイング･アップに関する学習内容をノートにまとめる.

第５回 【事前学修】　線形系とそれに付随する有理写像の定義を確認しておく．
【授業内容】　線形系と有理写像
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線形系とそれに付随する有理写像に関する学習内容をノート
にまとめる.

第６回 【事前学修】　ブローイング･アップについて確認しておく．
【授業内容】　Castelnuovoの可縮定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの可縮定理に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第７回 【事前学修】　線織曲面の定義について確認しておく．
【授業内容】　線織曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第８回 【事前学修】　線織曲面上のベクトル束について確認しておく．
【授業内容】　線織曲面とベクトル束
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面上のベクトル束に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第９回 【事前学修】　線織曲面の不変量について定義を確認しておく．
【授業内容】　線織曲面の数値的性質
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面の不変量の数値的性質をノートにまとめる.

第10回 【事前学修】　有理曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　有理曲面の構造
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、有理曲面の構造に関する学習内容をノートにまとめる.

第11回 【事前学修】　del Pezzo曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　del Pezzo曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、del Pezzo曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第12回 【事前学修】　Castelnuovoの定理を確認しておく. 
【授業内容】　Castelnuovoの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの定理に関して学習内容をノートにまとめる.

第13回 【事前学修】　Castelnuovoの定理を確認しておく. 
【授業内容】　Castelnuovoの定理の応用
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの定理の応用に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第14回 【事前学修】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面の特徴に関して確認しておく．
【授業内容】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、学習内容をノートにまとめる.

第15回 【事前学修】　線織曲面に関して確認しておく．
【授業内容】　線織曲面の特徴づけ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面の数値的性質と特徴づけに関して学習内容をノート
にまとめる.

第16回 【事前学修】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面に関して確認しておく．
【授業内容】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面の構造
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、種数0, 不正則数1以上の代数曲面の構造について学習内容を
ノートにまとめる.
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第17回 【事前学修】　小平次元の定義について確認しておく．
【授業内容】　小平次元の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元に関する学習内容をノートにまとめる.

第18回 【事前学修】　小平次元が0となる代数曲面の例を確認しておく．
【授業内容】　小平次元0の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元が0となる代数曲面に関する学習内容をノートにまと
める.

第19回 【事前学修】　K3曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　K3曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、K3曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第20回 【事前学修】　Enriques曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　Enriques曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Enriques曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第21回 【事前学修】　小平次元に関して確認しておく．
【授業内容】　小平次元1の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元が1となる代数曲面に関する学習内容をノートにまと
める.

第22回 【事前学修】　楕円曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第23回 【事前学修】　一般型曲面の定義とその例を確認しておく．
【授業内容】　一般型曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、一般型曲面に関する学習をノートにまとめる．

第24回 【事前学修】　修士論文の主題と構成について考察しておく。
【授業内容】　論文作成の指導（論文の主題および構成の設定）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第25回 【事前学修】　導入および主結果の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（導入と主結果の設定）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第26回 【事前学修】　修士論文の本論部分（前半）の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（本論部分前半の検討）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第27回 【事前学修】　修士論文の本論部分（後半）の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（本論部分後半の検討）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第28回 【事前学修】　修士論文の原稿の論理展開を確認し、推敲を重ねる。
【授業内容】　論文作成の指導（全体の論理展開の確認と推敲）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第29回 【事前学修】　修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　発表内容の検討
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の発表内容を修正する。

第30回 【事前学修】　修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　発表準備
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の発表内容を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①、②について、準備状況・発表内容・発表における質疑応答（30％）とレポートおよび論文（70％）によって
総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素関数論、代数学について十分に復習しておくこと。学修内容をノートにまとめること。また、授業内のコメントを参
考に復習を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

A. Beauville 著「Complex Algebraic Surfaces」Cambridge University Press，1996年（ISBN： 9780521498425）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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佐藤　篤

代数学特論
Special Topics in Algebra

■テーマ■テーマ

楕円函数と楕円曲線

■講義内容■講義内容

二重周期をもつ有理型函数である楕円函数の基礎理論、ならびに複素数体上の楕円曲線について解説する。また、楕円曲
線のモジュライの観点からモジュラー形式の基礎理論を紹介し、楕円曲線の一意化についても触れる。

■達成目標■達成目標

１．楕円函数の基本的な性質と構成方法について説明できるようになる。
２．複素トーラスが射影平面上の代数曲線と見なせる仕組みについて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　有理型函数の定義と基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　有理型函数の周期
【事後学修】　有理型函数全般について復習する

第２回 【事前学修】　加群やその部分群の定義を確認しておく
【授業内容】　格子と複素トーラス
【事後学修】　平面の格子による剰余群の定義と性質を復習する

第３回 【事前学修】　留数定理と偏角の原理について確認しておく
【授業内容】　楕円函数の定義と基本的な性質
【事後学修】　楕円函数の基本的な性質について証明も含めて復習する

第４回 【事前学修】　絶対収束と一様収束について確認しておく
【授業内容】　Weierstrass の p 函数
【事後学修】　函数項級数の収束について復習する

第５回 【事前学修】　楕円函数の基本的な性質を復習しておく
【授業内容】　p 函数による楕円函数の表示
【事後学修】　楕円函数全体のなす体の構造について復習する

第６回 【事前学修】　冪級数の基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　p 函数がみたす微分方程式
【事後学修】　2 次式と 3 次式の判別式について復習する

第７回 【事前学修】　行列式の定義と基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　p 函数の加法公式
【事後学修】　部分格子の p 函数に関する命題の証明を完成させる

第８回 【事前学修】　well-defined という概念について確認しておく
【授業内容】　複素トーラスの間の正則写像
【事後学修】　剰余群の間の準同型写像について復習する

第９回 【事前学修】　Riemann 球面の自己同型について確認しておく
【授業内容】　同種写像
【事後学修】　モジュラー不変量の定義と性質について復習する

第10回 【事前学修】　射影平面の定義について確認しておく
【授業内容】　楕円曲線
【事後学修】　平面代数曲線の正則点・特異点について復習する

第11回 【事前学修】　p 函数の性質について復習しておく
【授業内容】　複素トーラスと楕円曲線
【事後学修】　一意化定理の証明の流れについて復習する

第12回 【事前学修】　p 函数の加法公式について復習しておく
【授業内容】　楕円曲線の演算
【事後学修】　同種写像の代数的な計算について復習する

第13回 【事前学修】　平面内の格子について復習しておく
【授業内容】　複素トーラスの同型類
【事後学修】　基本領域が実際に基本領域になっていることを確認する

第14回 【事前学修】　モジュラー変換群について復習しておく
【授業内容】　モジュラー形式
【事後学修】　モジュラー形式の定義について復習する

第15回 【事前学修】　モジュラー形式の定義と性質を復習しておく
【授業内容】　Eisenstein 級数
【事後学修】　Eisenstein 級数がモジュラー形式になっていることを確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小テスト （60％） とレポート （40％） による。
小テストとレポートのフィードバック方法は初回授業時に説明する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

フルヴィッツ・クーラント、楕円関数論、丸善出版、2012。
ISBN: 9784621065525
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅰ（代数学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

楕円曲線の数論

■講義内容■講義内容

射影平面上の代数曲線の幾何学な性質、ならびに楕円曲線上の有理点のなす群の数論的な性質を学ぶ。また、暗号理論等
への応用も学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

１．楕円曲線上の点の全体が群をなすことについて説明できるようになる。
２．Mordell の定理の証明について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストA.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　射影平面の定義
【事後学修】　テキストA.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト A.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　射影平面上の曲線
【事後学修】　テキスト A.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　円錐曲線上の有理点
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　3 次曲線における幾何学
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Weierstrass の標準形
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　群法則の明示公式
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　位数 2 または 3 の点
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　3 次曲線上の実点と複素点
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　判別式
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限位数の点は整座標をもつ
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Nagell-Lutz の定理とさらなる発展
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　高さと降下法
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　P+P0 の高さ
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　2P の高さ
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　便利な準同型写像
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Mordell の定理
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　計算例と発展
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する

第18回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　特異 3 次曲線
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する
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第19回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の有理点
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Gauss の定理
【事後学修】　テキスト 4.2 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 4.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　位数有限の点‐再考
【事後学修】　テキスト 4.3 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線を使った因数分解アルゴリズム
【事後学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく

第23回 【事前学修】　テキスト 5.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　整点はどれくらいあるか？
【事後学修】　テキスト 5.1 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　テキスト 5.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　タクシーと 2 つの 3 乗数の和
【事後学修】　テキスト 5.2 節の内容を自分なりに再構成する

第25回 【事前学修】　テキスト 5.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Thue の定理と Diophantus 近似
【事後学修】　テキスト 5.3 節の内容を自分なりに再構成する

第26回 【事前学修】　テキスト 5.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式の構成
【事後学修】　テキスト 5.4 節の内容を自分なりに再構成する

第27回 【事前学修】　テキスト 5.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式は小さい
【事後学修】　テキスト 5.5 節の内容を自分なりに再構成する

第28回 【事前学修】　テキスト 5.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式は消滅しない
【事後学修】　テキスト 5.6 節の内容を自分なりに再構成する

第29回 【事前学修】　テキスト 5.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Diophantus 近似定理の証明
【事後学修】　テキスト 5.7 節の内容を自分なりに再構成する

第30回 【事前学修】　テキスト 5.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　更なる発展
【事後学修】　テキスト 5.8 節の内容を自分なりに再構成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

シルヴァーマン・テイト、楕円曲線論入門、丸善出版、2012。ISBN: 9784621064535

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1540 -



佐藤　篤

人間情報学演習Ⅱ（代数学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

楕円曲線と楕円暗号

■講義内容■講義内容

楕円曲線を利用した公開鍵暗号である楕円暗号の基礎を学ぶ。また、そのために必要となる代数学や整数論についても学
ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

１．公開鍵暗号の概念について説明できるようになる。
２．楕円暗号の仕組みと実際の運用法について説明できるようになる。
３．これまでに学んだことを自分なりに再構成して表現することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　数論・代数曲線と暗号理論
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　暗号小史 ― 古代から近代へ
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　現代暗号 ― サイバー世界と公開鍵暗号
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　暗号の安全性
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　数学の威力 ― 楕円暗号
【事後学修】　テキスト 1.5 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ユークリッド互除法
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　群、環、体
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　合同式の性質と中国人の剰余定理
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　オイラーの定理
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上のベクトル、行列そして多項式
【事後学修】　テキスト 2.6 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の多項式の数学的処理
【事後学修】　テキスト 2.7 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 2.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　拡大体
【事後学修】　テキスト 2.8 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ディオファントス問題と有理数体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　平面曲線としての楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　代数群としての楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線離散対数と楕円暗号
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　複素数体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する
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第18回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線の同型変換
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する

第19回 【事前学修】　テキスト 3.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線の自己準同型写像
【事後学修】　テキスト 3.8 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 3.9 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.9 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 3.10 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ヴェイユ予想
【事後学修】　テキスト 3.10 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 3.11 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　等分点
【事後学修】　テキスト 3.11 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 3.12 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円暗号の安全性と RSA、エルガマル暗号との比較
【事後学修】　テキスト 3.12 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　論文の概要についてまとめておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　論文の概要について修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　主結果について草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　主結果について修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　定理等の依存関係をまとめておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　定理等の依存関係について修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　定理等の証明の草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　定理等の証明について修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字脱字を修正しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：推敲
【事後学修】　論文の誤字脱字について修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備しておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表のスライドについて修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　発表の練習について修正し、適切な内容になっているか確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

辻井重男・笠原正雄 （編著）、暗号理論と楕円曲線、森北出版、2008。ISBN: 9784627847514

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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片方　江

幾何学特論
Special Topics in Geometry

■テーマ■テーマ

函数論とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

函数論に現れるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

具体例を考察し，函数論に現れるフラクタル集合について理解を深める．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§1.1,§1.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素平面・相似変換
【事後学修】授業内容をまとめ，複素平面・相似変換に関連する演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§1.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】自己相似集合
【事後学修】授業内容をまとめ，自己相似集合に関連する演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§1.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素微分
【事後学修】授業内容をまとめ，複素微分に関連する演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§1.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素積分
【事後学修】授業内容をまとめ，複素積分に関連する演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§1.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】コーシーの積分定理
【事後学修】授業内容をまとめ，コーシーの積分定理に関連する演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§2.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】リーマン球面
【事後学修】授業内容をまとめ，リーマン球面に関連する演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§2.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】メビウス変換
【事後学修】授業内容をまとめ，メビウス変換に関連する演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§2.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】等角写像
【事後学修】授業内容をまとめ，等角写像に関連する演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§2.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】極限集合
【事後学修】授業内容をまとめ，極限集合に関連する演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§2.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】双曲幾何
【事後学修】授業内容をまとめ，双曲幾何に関連する演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§4.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】2次多項式
【事後学修】授業内容をまとめ，2次多項式に関連する演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§4.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】ジュリア集合
【事後学修】授業内容をまとめ，ジュリア集合に関連する演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§4.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】グリーン関数
【事後学修】授業内容をまとめ，グリーン関数に関連する演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§4.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】マンデルブロ集合
【事後学修】授業内容をまとめ，マンデルブロ集合に関連する演習問題を解く．

第15回 【事前学修】これまでの内容を復習し，疑問点を確認する．
【授業内容】今後の展望
【事後学修】授業内容を体系的に整理する．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート100%で評価する．
具体的な評価基準は授業時に公開する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

解析学に関する基礎知識を理解しておくこと．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

もう一つの函数論入門（著：谷口雅彦，京都大学学術出版会）
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1544 -



片方　江

人間情報学演習Ⅰ（幾何学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

力学系とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

力学系から生成されるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

力学系から生成されるフラクタル集合の具体例を考察し，議論を一般論へ展開することができる．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§1.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Introduction
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.1の演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§1.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of Möbius Transformations
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.2の演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§1.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.3の演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§1.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Tchebychev Polynomials
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.4の演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§1.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2-1
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.5の演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§1.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2+c
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.6の演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§1.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z+1/z
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.7の演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§1.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ 2z-1/z
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.8の演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§1.9の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Newton's Approximation
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.9の演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§2.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Extended Complex Plane
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.1の演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§2.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rational Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.2の演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§2.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Lipschitz Condition
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.3の演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§2.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Conjugacy
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.4の演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§2.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Valency
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.5の演習問題を解く．

第15回 【事前学修】テキスト§2.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Fixed Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.6の演習問題を解く．

第16回 【事前学修】テキスト§2.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Critical Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.7の演習問題を解く．

第17回 【事前学修】テキスト§2.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】A Topology on the Rational Functions
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.8の演習問題を解く．

第18回 【事前学修】テキスト§3.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Fatou and Julia Sets
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.1の演習問題を解く．
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第19回 【事前学修】テキスト§3.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Completely Invariant Sets
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.2の演習問題を解く．

第20回 【事前学修】テキスト§3.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Normal Families and Equicontinuity
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.3の演習問題を解く．

第21回 【事前学修】テキスト§4.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Exceptional Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.1の演習問題を解く．

第22回 【事前学修】テキスト§4.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Properties of the Julia Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.2の演習問題を解く．

第23回 【事前学修】テキスト§4.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rational Maps with Empty Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.3の演習問題を解く．

第24回 【事前学修】テキスト§5.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Topology of the Sphere
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.1の演習問題を解く．

第25回 【事前学修】テキスト§5.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Completely Invariant Components of the Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.2の演習問題を解く．

第26回 【事前学修】テキスト§5.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Euler Characteristic
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.3の演習問題を解く．

第27回 【事前学修】テキスト§5.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Riemann-Hurwitz Formula for Covering Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.4の演習問題を解く．

第28回 【事前学修】テキスト§5.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Maps Between Components of Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.5の演習問題を解く．

第29回 【事前学修】テキスト§5.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Number of Components of the Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.6の演習問題を解く．

第30回 【事前学修】テキスト§5.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Components of the Julia Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.7の演習問題を解く．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

① 発表の準備状況，発表内容，発表態度［発表者］
② 質問内容，参加態度［聴講者］
③ レポート［全員］

①②70%および③30%で評価する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は分からないところ・曖昧なところがなくなるまで十分に予習を行い，発表原稿を作成すること．
聴講者も予習を行い，分かる・分からないを明確にして参加すること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

Iteration of rational functions（著：Alan F. Beardon，Springer）

■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．
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片方　江

人間情報学演習Ⅱ（幾何学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

力学系とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

力学系から生成されるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

力学系から生成されるフラクタル集合の具体例を考察し，議論を一般論へ展開することができる．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§6.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Classification of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.1の演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§6.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Existence of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.2の演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§6.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】(Super)Attracting Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.3の演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§6.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Repelling Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.4の演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§6.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rationally Indifferent Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.5の演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§6.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Irrationally Indifferent Cycles in F
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.6の演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§6.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Irrationally Indifferent Cycles in J
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.7の演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§6.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Proof of the Existence of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.8の演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§6.9の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Julia set and Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.9の演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§6.10の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Local Conjugacy
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.10の演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§7.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Five Possibilities
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.1の演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§7.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Limit Functions
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.2の演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§7.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Parabolic Domains
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.3の演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§7.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Siegel Discs and Herman Rings
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.4の演習問題を解く．

第15回 【事前学修】テキスト§7.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Connectivity of Invariant Components
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.5の演習問題を解く．

第16回 【事前学修】テキスト§7.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Connectivity of Invariant Components
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.5の演習問題を解く．

第17回 【事前学修】テキスト§8.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】A Preliminary Result
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.2の演習問題を解く．

第18回 【事前学修】テキスト§8.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Conformal Structures
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.3の演習問題を解く．
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第19回 【事前学修】テキスト§8.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Quasiconformal Conjugates of Rational Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.4の演習問題を解く．

第20回 【事前学修】テキスト§8.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Boundary Values of Conjugate Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.5の演習問題を解く．

第21回 【事前学修】テキスト§8.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Proof of Theorem 8.1.2
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.6の演習問題を解く．

第22回 【事前学修】修士論文の主題と概要を準備する．
【授業内容】論文作成指導①（主題・概要）
【事後学修】主題と概要を修正する．

第23回 【事前学修】修士論文の導入部分を準備する．
【授業内容】論文作成指導②（導入）
【事後学修】導入部分を修正する．

第24回 【事前学修】修士論文の主結果を準備する．
【授業内容】論文作成指導③（主結果）
【事後学修】主結果を修正する．

第25回 【事前学修】修士論文の主結果の証明を準備する．
【授業内容】論文作成指導④（証明）
【事後学修】主結果の証明を修正する．

第26回 【事前学修】修士論文の初稿を完成させる．
【授業内容】論文作成指導⑤（推敲）
【事後学修】修士論文の第二稿を完成させる．

第27回 【事前学修】修士論文の第二稿を確認する．
【授業内容】論文作成指導⑥（まとめ）
【事後学修】修士論文の最終稿を完成させる．

第28回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備①（構成）
【事後学修】発表原稿・スライドを作成する．

第29回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備②（発表練習）
【事後学修】発表原稿・スライドの調整を行う．

第30回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備③（まとめ）
【事後学修】発表原稿・スライドを完成させる．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

① 発表の準備状況，発表内容，発表態度［発表者］
② 質問内容，参加態度［聴講者］
③ レポートおよび論文［全員］

①②70%および③30%で評価する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は分からないところ・曖昧なところがなくなるまで十分に予習を行い，発表原稿を作成すること．
聴講者も予習を行い，分かる・分からないを明確にして参加すること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

Iteration of rational functions（著：Alan F. Beardon，Springer）

■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．
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星野　真樹

解析学特論
Special Topics in Analysis

■テーマ■テーマ

関数解析概論

■講義内容■講義内容

微分方程式論やフーリエ解析を学ぶ上で基礎となる関数空間と作用素について取り扱う。

■達成目標■達成目標

１．バナッハ空間やヒルベルト空間について具体例を用いて説明することができるようになる
２．関数空間上の作用素論を用いて、積分方程式や微分方程式の解を考察することができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　実数列の収束条件を調べる
【授業内容】　コーシー列と縮小写像の原理
【事後学修】　縮小写像と収束に関する具体例を調べる

第２回 【事前学修】　ユークリッド空間のベクトルを復習しておく
【授業内容】　ベクトル空間
【事後学修】　一次従属・独立に関して具体例を調べる

第３回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離と性質を確認しておく
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　バナッハ空間の具体例を調べて完備性を証明する

第４回 【事前学修】　縮小写像と不動点について確認する
【授業内容】　バナッハ空間における縮小写像
【事後学修】　フレドホルムの積分方程式を調べる

第５回 【事前学修】　行列、微分、積分についての性質を復習しておく
【授業内容】　線形作用素
【事後学修】　線形作用素の例を調べ、有界かどうか確認する

第６回 【事前学修】　ノルム空間の定義と具体例を調べておく
【授業内容】　有界線形作用素の作る空間
【事後学修】　定理の証明を完成させる

第７回 【事前学修】　等比級数の和と収束条件について確認しておく
【授業内容】　逆作用素
【事後学修】　逆作用素の具体例を調べる

第８回 【事前学修】　重積分と積分順序の交換について復習しておく
【授業内容】　微分方程式と積分方程式への応用
【事後学修】　具体例に対し方程式の解を求めてみる

第９回 【事前学修】　実数の完備性と内積の性質を確認しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間に対して成立する不等式を調べる

第10回 【事前学修】　連続関数列の極限が連続でない例を調べておく
【授業内容】　２乗可積分関数の作る空間
【事後学修】　リーマン積分の範囲では考察できない理由をまとめる

第11回 【事前学修】　ユークリッド空間の基底を正規直交化する手順を復習しておく
【授業内容】　正規直交系
【事後学修】　直交関数系を調べる

第12回 【事前学修】　ユークリッド空間の直和分解を復習しておく
【授業内容】　直和分解
【事後学修】　射影作用素の性質をまとめ証明してみる

第13回 【事前学修】　線形汎関数の例を調べておく
【授業内容】　線形汎関数の表現定理
【事後学修】　リースの表現定理の応用例を調べる

第14回 【事前学修】　対称行列の性質を復習しておく
【授業内容】　共役作用素
【事後学修】　自己共役作用素の性質と例を調べる

第15回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルについて調べておく
【授業内容】　ヒルベルト空間の作用素とスペクトル
【事後学修】　具体的なヒルベルト空間上の作用素とそのスペクトルを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の演習（30％）およびレポート（70％）で評価する。詳細は授業開始時に指示する。授業中の演習については、教
科書の例などについて正しく理解されているか（100％）について評価し、レポートについては教科書中の演習問題に関し
て解いてもらうこと（100％）について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数（抽象ベクトル空間と種々の行列とその性質，固有値問題）や微分積分学（実数の完備性、イプシロンN論法、イ
プシロンデルタ論法、上限や下限の定義、級数の収束）について全体的に復習しておくこと。さらに、位相空間論（距離
空間とコンパクト性，完備空間と完備化等）、ルベーグ積分等も用いられるので履修前に学習しておくこと。
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■テキスト■テキスト

洲之内治男著,改定 函数解析入門, サイエンス社, ISBN978-4-781-90742-0

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅰ（解析学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

関数解析

■講義内容■講義内容

関数解析の理論は、微分方程式をはじめ数学の諸分野において、基礎的な部分からその応用面まで広く重要な役割を果た
している。ここでは、ノルム空間や、ヒルベルト空間といった基本的な関数空間を取り上げ受講生に発表してもらう。さ
らに、基本的な作用素とその性質についても取り扱う。

■達成目標■達成目標

１．ノルム空間、ヒルベルト空間などの関数空間について説明し、使うことができるようになる。
２．関数空間上で定義された作用素について具体的な例をあげたり、利用することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ユークリッド空間について復習する
【授業内容】　ベクトル空間
【事後学修】　適当な関数の集合がベクトル空間になることを確かめる

第２回 【事前学修】　ユークリッド空間の次元について確認する
【授業内容】　次元
【事後学修】　関数空間が無限次元になることを確かめる

第３回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離について確認する
【授業内容】　ノルム空間
【事後学修】　一様収束と各点収束を与える関数列の具体例を考察する

第４回 【事前学修】　ユークリッド空間の開集合や閉集合の性質について調べておく
【授業内容】　ノルム空間の位相
【事後学修】　関数空間に対し開集合系を考え位相空間になることを確かめる

第５回 【事前学修】　有理数が完備でないことを実数列の収束の視点で復習しておく
【授業内容】　完備性
【事後学修】　ノルムの違いによって同じ関数列に対しても完備性が変わることを考察する

第６回 【事前学修】　級数の収束について復習しておく
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　バナッハ空間の例を調べる

第７回 【事前学修】　像や逆像など写像に関する用語と具体例を調べておく
【授業内容】　写像
【事後学修】　写像の例について全射や単射などの性質を調べる

第８回 【事前学修】　線形で有界な写像について具体例を調べておく
【授業内容】　連続な線形写像
【事後学修】　写像の例について線形性や連続性を確認する

第９回 【事前学修】　集合算を復習しておく
【授業内容】　ベールのカテゴリー定理
【事後学修】　定理の証明について文献を調べる

第10回 【事前学修】　有理点で微分不可能な関数について予習しておく
【授業内容】　ベールのカテゴリー定理の応用
【事後学修】　バナッハシュタインハウスの定理の証明にあった実数に関する部分を一般化する

第11回 【事前学修】　有理数の完備化について調べておく
【授業内容】　ノルム空間の完備化
【事後学修】　多項式からなる関数空間の完備化を考察する

第12回 【事前学修】　縮小写像の性質と具体例について調べておく
【授業内容】　バナッハの不動点定理
【事後学修】　適当な積分方程式が不動点をもつことを確かめる

第13回 【事前学修】　区間の集合算とその長さに関して成り立つことを調べておく
【授業内容】　可測関数
【事後学修】　可測関数の例を調べ可測であることを示す

第14回 【事前学修】　イプシロンデルタ論法を復習しておく
【授業内容】　測度収束と極限
【事後学修】　測度収束する関数列に対しその極限を考察する

第15回 【事前学修】　可測関数の具体例と可測性を示すことができるようにしておく
【授業内容】　可測関数列の性質
【事後学修】　階段関数列の測度的極限と関数列の収束を考察する

第16回 【事前学修】　リーマン積分の定義と可積分条件を確認しておく
【授業内容】　有界可測関数の積分
【事後学修】　ルベーグ積分とリーマン積分が一致することを確かめる

第17回 【事前学修】　集合算について復習しておく
【授業内容】　可測集合
【事後学修】　可測集合に関する基本的性質を確かめる
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第18回 【事前学修】　リーマン積分にあった基本的な定理を必要な仮定に気をつけながら調べておく
【授業内容】　ルベーグ積分の基本定理
【事後学修】　具体例に関し基本的性質を確認しルベーグ積分とリーマン積分の比較を通してその有用性を考察
する

第19回 【事前学修】　ユークリッド空間の内積の性質を確認する
【授業内容】　内積
【事後学修】　関数空間に適当な内積を導入し、その性質を考察する

第20回 【事前学修】　ユークリッド空間のノルムについて確認する
【授業内容】　内積空間におけるノルム
【事後学修】　関数空間に適切なノルムを導入しその性質を考察する

第21回 【事前学修】　完備性について復習しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間の例を調べる

第22回 【事前学修】　ノルムと内積について復習しておく
【授業内容】　強収束と弱収束
【事後学修】　弱収束するが強収束しない例を調べる

第23回 【事前学修】　ユークリッド空間の正規直交系を復習しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間の正規直交基底
【事後学修】　関数列から正規直交列を構成してみる

第24回 【事前学修】　ユークリッド空間において正規直交系と内積を用いたベクトルの表示法について調べておく
【授業内容】　フーリエ級数展開
【事後学修】　周期関数に対しフーリエ級数を求める

第25回 【事前学修】　ユークリッド空間における射影の例と性質を確認する
【授業内容】　直交射影
【事後学修】　適当な関数の直交分解を考える

第26回 【事前学修】　直交分解について復習しておく
【授業内容】　リースの表現定理
【事後学修】　適当な線形汎関数に対しリースの表現定理を確かめる

第27回 【事前学修】　行列のノルムと性質について調べておく
【授業内容】　線形作用素と作用素ノルム
【事後学修】　積分作用素とその作用素ノルムを考察する

第28回 【事前学修】　線形写像と具体例について確認しておく
【授業内容】　双線形写像と表現定理
【事後学修】　ラックス・ミルグラムの定理の応用例を調べる

第29回 【事前学修】　対称行列についてその性質を復習しておく
【授業内容】　自己共役作用素
【事後学修】　自己共役作用素の例を調べる

第30回 【事前学修】　逆行列・正規行列・ユニタリ行列について復習しておく
【授業内容】　逆作用素
【事後学修】　逆作用素の例を調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表と質疑応答（80％）、レポート（20％）により評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

位相空間論、抽象ベクトル空間を扱っている線形代数学,収束や連続に関して厳密な定義に基づいた微分積分学全般等の知
識を必要とするので、予め学習しておく必要がある。さらにルベーグ積分の知識が必要となるため、他の教科書を読むな
ど事前の入念な準備と予習と復習が必要である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学特論

■テキスト■テキスト

堀内利朗・下村勝孝共著, 関数解析の基礎 ∞次元の微積分, 内田老鶴圃, ISBN4-7536-0099-8

■参考文献■参考文献

適時紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅱ（解析学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

関数解析

■講義内容■講義内容

関数解析の理論は、微分方程式をはじめ数学の諸分野において、基礎的な部分からその応用面まで広く重要な役割を果た
している。ここでは、引き続き関数空間上で定義された作用素やその性質を取り上げ受講生に発表してもらう。さらに、
それらがどのように応用されるか、微分方程式やフーリエ解析などの観点から考察してもらう。

■達成目標■達成目標

１．様々な作用素とその性質について具体例を用い説明し、応用することができるようになる
２．フーリエ解析や常微分方程式に関数解析的手法を用いることができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　正値行列と行列の平方根について調べる
【授業内容】　正値作用素
【事後学修】　正値作用素の例を調べる

第２回 【事前学修】　射影行列と性質について調べる
【授業内容】　射影作用素
【事後学修】　射影作用素の例を調べる

第３回 【事前学修】　アスコリアルツェラの定理を調べる
【授業内容】　コンパクト作用素
【事後学修】　コンパクト作用素の例を調べる

第４回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルに関して復習しておく
【授業内容】　固有値と固有ベクトル
【事後学修】　積分や微分作用素に関する固有値と固有ベクトルを調べる

第５回 【事前学修】　ユニタリ行列の固有値と固有ベクトルの性質を確認する
【授業内容】　コンパクト作用素と固有値
【事後学修】　自己共役コンパクト作用素の例について固有値と固有ベクトルを調べる

第６回 【事前学修】　行列の場合の固有値に対する固有空間へのベクトルの分解を考察する
【授業内容】　スペクトル分解
【事後学修】　自己共役コンパクト作用素の例についてスペクトル分解を求める

第７回 【事前学修】　有界作用素について復習する
【授業内容】　非有界作用素
【事後学修】　非有界作用素の例を調べる

第８回 【事前学修】　自己共役作用素について復習しておく
【授業内容】　非有界作用素への拡張
【事後学修】　非有界作用素と有界作用素の扱い方を比較する

第９回 【事前学修】　フーリエ級数とフーリエ変換の関係を調べる
【授業内容】　フーリエ変換
【事後学修】　ガウス関数のフーリエ変換を求める

第10回 【事前学修】　簡単な関数についてフーリエ変換ができるようにしておく
【授業内容】　2乗可積分関数の空間におけるフーリエ変換
【事後学修】　2乗可積分関数の例についてフーリエ変換の性質を確認する

第11回 【事前学修】　ラプラス変換とフーリエ変換の関係を調べる
【授業内容】　ラプラス変換
【事後学修】　ラプラス変換の性質を証明する

第12回 【事前学修】　簡単な関数についてラプラス変換ができるようにしておく
【授業内容】　ラプラス逆変換
【事後学修】　ラプラス逆変換の性質を証明する

第13回 【事前学修】　簡単な関数についてラプラス逆変換ができるようにしておく
【授業内容】　ラプラス変換の応用
【事後学修】　ラプラス変換を利用して常微分方程式の初期値問題を解く

第14回 【事前学修】　常微分方程式について復習しておく
【授業内容】　フーリエ変換の常微分方程式への応用
【事後学修】　具体的な常微分方程式をフーリエ変換し解いてみる

第15回 【事前学修】　２階の常微分方程式の境界値問題について復習しておく
【授業内容】　常微分方程式の境界値問題
【事後学修】　自己共役になるような境界値つき常微分作用素の例を調べる

第16回 【事前学修】　ロンスキアンについて復習しておく
【授業内容】　スツルム・リュービル型固有値問題
【事後学修】　スツルム・リュービル型固有値問題の具体例と固有値・固有関数を調べる

第17回 【事前学修】　具体的なスツルム・リュービル型固有値問題について調べておく
【授業内容】　スツルム・リュービル型固有値問題の解法
【事後学修】　スツルム・リュービル型固有値問題の具体例について固有関数展開を用いて解く
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第18回 【事前学修】　多変数関数の部分積分と積分に関する一致の性質について調べておく
【授業内容】　超関数の準備
【事後学修】　共役作用素を計算する

第19回 【事前学修】　ガウス関数の性質を調べておく
【授業内容】　テスト関数の空間
【事後学修】　テスト関数の空間における収束について証明を完成する

第20回 【事前学修】　線形汎関数について復習しておく
【授業内容】　超関数
【事後学修】　超関数の意味で微分することと古典的な微分を比較する

第21回 【事前学修】　ヘルダーの不等式を確認しておく
【授業内容】　超関数と関数空間
【事後学修】　ソボレフ空間の応用について調べる

第22回 【事前学修】　ソボレフ空間について確認しておく
【授業内容】　超関数の性質
【事後学修】　これまでの学習を総括する

第23回 【事前学修】　研究課題について概要を発表できるようにしておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第24回 【事前学修】　序論と主結果の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　本論の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　証明の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　全体のバランスや構成を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：論文全体に関する検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字や脱字など詳細を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑥：推敲
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備して発表できるようにしておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　これまでの反省を踏まえ発表を行えるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文作成および発表（50％）、質疑応答（25％）、レポート（25％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

位相空間論、抽象ベクトル空間を扱っている線形代数学,収束や連続に関して厳密な定義に基づいた微分積分学全般等の知
識を必要とするので、予め学習しておく必要がある。さらにルベーグ積分の知識が必要となるため、他の教科書を読むな
ど事前の入念な準備と予習と復習が必要である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学特論

■テキスト■テキスト

堀内利朗・下村勝孝共著, 関数解析の基礎 ∞次元の微積分, 内田老鶴圃,ISBN4-7536-0099-8

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する
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伊藤　晶文

地表環境論
Earth Surface Processes and Environments

■テーマ■テーマ

湿潤変動帯における地形形成と人間生活

■講義内容■講義内容

湿潤変動帯に位置する日本列島では，さまざまな地形が形成され，変化し続けている。このような環境で生活する日本人
にとって，地形の基礎知識を得ることは，開発や災害予測などを検討する上で重要である。本講義では，南九州に広がる
シラス台地を例に，その特徴や形成過程とともに，人間による開発や土砂災害の事例と対応を紹介する。

■達成目標■達成目標

1．地形の特徴や形成過程などを説明できる
2．地形と人間の開発や自然災害との関係を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　高校までの教科書や地図帳などで，シラス台地の位置や特徴について確認する。

第２回 【事前学修】　「破局噴火」について調べる。
【授業内容】　シラスとは，火山活動と火山地形
【事後学修】　シラスや火山活動と火山地形の定義について復習する。

第３回 【事前学修】　日本の火山分布について調べる。
【授業内容】　噴火様式と火山地形との関係，日本列島の火山の代表的な3タイプ，火砕流
【事後学修】　マグマの種類と噴火様式および火山地形との関係や，日本列島の火山分布の特徴，火砕流につい
て復習する。

第４回 【事前学修】　地理院地図で南九州の地形起伏を確認する。
【授業内容】　シラスの分布，台地
【事後学修】　シラスの分布状況や台地の定義について復習する。

第５回 【事前学修】　台地（段丘）の形成について調べる。
【授業内容】　シラス台地の形成過程，流水による侵食，シラス台地の形成時期
【事後学修】　シラス台地の形成過程および形成時期について復習する。

第６回 【事前学修】　谷地形について調べる。
【授業内容】　シラス台地を刻む谷，河川と流域，水系，シラス地域の1次谷の分類と分布
【事後学修】　シラス台地の開析谷の特徴やその分類および分布について復習する。

第７回 【事前学修】　湧水（または湧泉）について調べる。
【授業内容】　シラス台地の水と開発
【事後学修】　シラス台地の水環境や開発について復習する。

第８回 【事前学修】　岩石の風化について調べる。
【授業内容】　風化，マスムーブメント
【事後学修】　風化とマスムーブメントの定義について復習する。

第９回 【事前学修】　マスムーブメントの分類について確認する。
【授業内容】　土壌匍行，崩落・崩壊，地すべり，土石流
【事後学修】　代表的なマスムーブメントとそれによりできる地形について復習する。

第10回 【事前学修】　斜面地形について調べる。
【授業内容】　斜面型，斜面縦断形の基本的類型，斜面物質の収支による分類
【事後学修】　斜面の基本型と分類について復習する。

第11回 【事前学修】　斜面の長期的な斜面変化について考える。
【授業内容】　斜面発達，長期的な斜面発達モデル，シラス斜面の崩壊の形態と発生箇所
【事後学修】　理論モデルによる斜面発達を復習し，実際の斜面発達を説明できるか考える。

第12回 【事前学修】　シラスの特徴や水環境について再確認する。
【授業内容】　シラス台地周辺斜面の地形と崩壊に関する研究事例
【事後学修】　従来の研究によるシラス台地で発生するマスムーブメントと地形の関係を復習する。

第13回 【事前学修】　マスムーブメントの定義について再確認する。
【授業内容】　斜面崩壊の原因，抵抗力と駆動力の時間的変化パターン
【事後学修】　斜面崩壊の素因と誘因や抵抗力と駆動力の時間的変化パターンについて復習する。

第14回 【事前学修】　南九州で近年発生した土砂災害について調べる。
【授業内容】　崩壊の発生周期を決める要因，シラス台地周辺の土砂災害事例
【事後学修】　崩壊発生周期を決める要因と人為の影響による土砂災害事例について復習する。

第15回 【事前学修】　土砂災害対策について調べる。
【授業内容】　シラス台地周辺の土砂災害対策
【事後学修】　シラス台地周辺に限らず，斜面崩壊による被害を防ぐ，あるいは軽減する対策について考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（30％），適宜課すレポート（70％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授
業時に公開する。レポートの講評・解説は授業中またはmanabaで行う。5回以上欠席した場合は，単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校または学部レベルの地学や自然地理学の知識を習得しておくこと。
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■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅰ（地表環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地形学分野（主にプロセス地形学）の研究課題および最新の研究動向を探る

■講義内容■講義内容

地形学分野（主にプロセス地形学）における修士論文のテーマ設定に向けて，関連文献や論文の講読をとおして，当該分
野の研究課題および最新の研究動向を把握する。本授業では、ディベートや受講生による報告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

1．地形学分野（主にプロセス地形学）の研究課題を説明できる
2．地形学分野（主にプロセス地形学）における最新の研究動向を説明できる
3．修士論文の研究テーマを設定できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の研究計画を立てる。

第２回 【事前学修】　卒業論文に関する発表資料（レジュメおよびパワーポイント資料）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告1：卒業論文
【事後学修】　卒業論文と修士論文との関連やつながりについて考える。

第３回 【事前学修】　第２回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読1：地形と地形学
【事後学修】　第３回の内容に関連する他の文献を調べる。

第４回 【事前学修】　第３回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読2：風化プロセス
【事後学修】　第４回の内容に関連する他の文献を調べる。

第５回 【事前学修】　第４回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読3：石灰岩の溶解プロセス
【事後学修】　第５回の内容に関連する他の文献を調べる。

第６回 【事前学修】　第５回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読4：斜面プロセス
【事後学修】　第６回の内容に関連する他の文献を調べる。

第７回 【事前学修】　第６回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読5：河川プロセス
【事後学修】　第７回の内容に関連する他の文献を調べる。

第８回 【事前学修】　第７回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読6：海岸付近の波および流れの作用
【事後学修】　第８回の内容に関連する他の文献を調べる。

第９回 【事前学修】　第８回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読7：飛砂プロセス
【事後学修】　第９回の内容に関連する他の文献を調べる。

第10回 【事前学修】　第９回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読8：氷河プロセス
【事後学修】　第10回の内容に関連する他の文献を調べる。

第11回 【事前学修】　第10回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読9：周氷河プロセス
【事後学修】　第11回の内容に関連する他の文献を調べる。

第12回 【事前学修】　第３回から第11回までの内容をまとめる。
【授業内容】　文献講読10：地形プロセスのまとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，まとめた内容を整理する。

第13回 【事前学修】　卒業論文作成の際に用いた検索サイト等の利用方法を確認する。
【授業内容】　論文検索方法
【事後学修】　授業で確認した検索方法により，関心のある論文を収集する。

第14回 【事前学修】　第17回以降に報告する論文リスト（3本以上のモデル論文を含む）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告2：論文リスト
【事後学修】　授業での議論をふまえて，論文リストを修正する。

第15回 【事前学修】　現時点で関心を持つ研究テーマに即したパイロット調査計画案を作成する。
【授業内容】　受講者による報告3：パイロット調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，パイロット調査計画案を再検討する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施したパイロット調査の結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告4：パイロット調査結果
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマ案などを考える。

第17回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文1を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読1：論文1
【事後学修】　論文1の内容に関連する他の文献を調べる。
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第18回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文2を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読2：論文2
【事後学修】　論文2の内容に関連する他の文献を調べる。

第19回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文3を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読3：論文3
【事後学修】　論文3の内容に関連する他の文献を調べる。

第20回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文4を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読4：論文4
【事後学修】　論文4の内容に関連する他の文献を調べる。

第21回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文5を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読5：論文5
【事後学修】　論文5の内容に関連する他の文献を調べる。

第22回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文6を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読6：論文6
【事後学修】　論文6の内容に関連する他の文献を調べる。

第23回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文7を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読7：論文7
【事後学修】　論文7の内容に関連する他の文献を調べる。

第24回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文8を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読8：論文8
【事後学修】　論文8の内容に関連する他の文献を調べる。

第25回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文9を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読9：論文9
【事後学修】　論文9の内容に関連する他の文献を調べる。

第26回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文10を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読10：論文10
【事後学修】　論文10の内容に関連する他の文献を調べる。

第27回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究テーマ案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：修士論文の研究テーマ案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマについて再検討する。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究方法案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：修士論文の研究方法案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究方法について再検討する。

第29回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究計画案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：修士論文の研究計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

第30回 【事前学修】　春季休業中の予備調査計画案について，レジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告8：修士論文の予備調査計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

授業時に紹介する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅱ（地表環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

地形学分野（主にプロセス地形学）の修士論文作成に向けた研究指導

■講義内容■講義内容

地形学分野（主にプロセス地形学）の修士論文作成のための研究指導を行う。本授業では、ディベートや受講生による報
告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

各自の研究テーマに即した研究方法により取得した各種試・資料の解析および実験等を行い，完成度の高い修士論文を作
成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅰ（地表環境論）で実施した各種作業の進捗状況を整理し，今年度の計画案を作
成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の計画を立てる。

第２回 【事前学修】　前年度に実施した予備調査結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告1：予備調査
【事後学修】　授業での議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する複数のモデル論文の概略をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告2：モデル論文
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，研究テーマを検討する。

第４回 【事前学修】　研究テーマについてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告3：研究テーマ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，研究テーマを決定する。

第５回 【事前学修】　調査地域と調査理由についてまとめる
【授業内容】　受講者による報告4：調査地域と選定理由
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査地域を決定する。

第６回 【事前学修】　調査項目と調査方法についてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：調査項目と調査方法
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査項目および調査方法を決定する。

第７回 【事前学修】　調査地域の地形に関する先行研究1の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：調査地域の先行研究1
【事後学修】　第７回の授業での議論の内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　調査地域に地形に関する先行研究2の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：調査地域の先行研究2
【事後学修】　第８回授業での議論の内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　地形の区分について専門書で調べ，地形分類に必要な資料を収集する。 
【授業内容】　調査準備1：地形図読図
【事後学修】　読図結果を整理する。

第10回 【事前学修】　地理院地図で調査地域の地表の起伏を把握する。
【授業内容】　調査準備2：空中写真判読1（主に中・小地形）
【事後学修】　判読結果を参照しながら地形図の読図作業結果を適宜修正する。

第11回 【事前学修】　専門書で写真判読の手がかりについて調べる。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読2（主に微地形）
【事後学修】　判読作業結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　先行研究の地形分類図を参照する。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読3（主に微地形）
【事後学修】　微地形に関する判読作業結果をまとめる。

第13回 【事前学修】　読図および判読作業結果を整理する。
【授業内容】　調査準備5：地形分類図（予察図）の作成
【事後学修】　地形分類図（予察図）を完成させる。

第14回 【事前学修】　これまでの作業内容をまとめて発表資料を作成する。
【授業内容】　受講者による報告8：調査準備のまとめ
【事後学修】　授業での議論の内容をまとめ，現地調査計画を検討する。

第15回 【事前学修】　夏季休業中の調査計画書を作成する。
【授業内容】　受講者による報告9：現地調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，現地調査の段取りを再検討し，適宜修正する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施した現地調査の結果（概略）をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告10：現地調査
【事後学修】　第16回の授業での議論の内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　収集したデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験1
【事後学修】　第17回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。
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第18回 【事前学修】　第17回で扱わなかったデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験2
【事後学修】　第18回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　これまでの作業で得られた各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ1：図表作成1
【事後学修】　第19回授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第20回 【事前学修】　第19回で扱わなかった各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ2：図表作成2
【事後学修】　第20回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの各種結果を整理し，結論の核になる短い文章を作成する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ5：まとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，結論の核になる内容を適宜修正する。

第22回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論1
【事後学修】　授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進める。

第23回 【事前学修】　第22回に引き続き，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論2
【事後学修】　第23回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第24回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査地域に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査地域
【事後学修】　第24回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第25回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査方法に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査方法
【事後学修】　第25回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第26回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果1
【事後学修】　第26回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第27回 【事前学修】　第26回に引き続き，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果2
【事後学修】　第27回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察1
【事後学修】　第28回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第29回 【事前学修】　第28回に引き続き，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察2
【事後学修】　第29回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第30回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結論
【事後学修】　第30回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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平吹　喜彦

生態学特論
Special Topics in Ecology

■テーマ■テーマ

「主体－環境系」の概念をマルチスケールの視点で学ぶ

■講義内容■講義内容

生態学があつかう対象は、個々の生物種から地球生態系まで広範に及ぶが、その視点は「生物の生活とそれを包み込む環
境とのかかわりを探求する」点で一貫している。本講義では緑色植物に注目しながら、多様な生物から構成され、複雑な
関係が支配する自然界を理解する指針となりうる生態学の諸原理を、先端的・具体的な研究事例に触れながら学修する。
なお、この授業は双方向的なやりとりを含むオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

生態学の基礎を修得し、生態学的な見方で生物や環境を認識できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、また文献も用いて、身近な環境問題をリストアップする。
【授業内容】　導入：人間社会に役立つ生態学
【事後学修】　文献も参照して「環境問題における生態学の貢献」についてまとめ、課題をこなす。

第２回 【事前学修】　文献も用いて、「生態学史」を調べる。
【授業内容】　生態学とは (1) 生態学がたどってきた歴史
【事後学修】　文献も参照して、第２回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第３回 【事前学修】　文献も用いて、「生態学が取り扱う現象、生態学の主要原理」を調べる。
【授業内容】　生態学とは (2) 視点と手法
【事後学修】　文献も参照して、第３回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第４回 【事前学修】　文献も用いて、「生物多様性、系統樹」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (1) 多様な生活様式、系統樹
【事後学修】　文献も参照して、第４回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第５回 【事前学修】　文献も用いて、「ダーウィンの進化論、個体群の増加パターン」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (2) 進化論、r・k 戦略理論
【事後学修】　文献も参照して、第５回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第６回 【事前学修】　文献も用いて、「ニッチ、共生」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (3) ニッチ、共生
【事後学修】　文献も参照して、第６回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第７回 【事前学修】　文献も用いて、「植物群落、生活形」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (1) 生活形、種組成
【事後学修】　文献も参照して、第７回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第８回 【事前学修】　文献も用いて、「階層構造、分散構造、フェノロジー」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (2) 時空間構造
【事後学修】　文献も参照して、第８回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第９回 【事前学修】　文献も用いて、「遷移」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (3) 遷移
【事後学修】　文献も参照して、第９回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第10回 【事前学修】　文献も用いて、「縄文時代以降の人間活動のあらまし」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (4) 植生史
【事後学修】　文献も参照して、第10回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第11回 【事前学修】　文献も用いて、「生態系の構造・機能」について調べる。
【授業内容】　生態系 (1) 物質の生産と循環、エネルギーフロー
【事後学修】　文献も参照して、第11回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。提示されたテーマに関し
て、レポート作成に着手する。

第12回 【事前学修】　文献も用いて、「生物多様性、生態系サービス」について調べる。
【授業内容】　生態系 (2) 生物多様性、生態系サービス
【事後学修】　文献も参照して、第12回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポート作成を進める。

第13回 【事前学修】　文献も用いて、「地球環境問題」について調べる。
【授業内容】　生態系 (3) 地球環境の悪化
【事後学修】　文献も参照して、第13回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポート作成を進める。

第14回 【事前学修】　文献も用いて、「経済活動のグローバル化、持続可能な社会」について調べる。
【授業内容】　グローバル化時代における生態学の役割
【事後学修】　文献も参照して、これまで学修した内容を総括する。レポート作成を進める。

第15回 【事前学修】　文献も用いて、「環境マネジメント」について調べる。レポートを仕上げる。
【授業内容】　レポートの発表と総合討論、「主体－環境系」の概念を社会に活かす
【事後学修】　レポートに対するコメントを振り返る。文献も用いて、学修内容全体を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％； 毎回の授業における課題発表や発言の①主体性・積極性、②論理展開、③学術性の
3基準で評価）、および2)レポート（総点の40％； 記述の①論理展開、②学術性、③書式・体裁の3基準で評価）による。
課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身のまわりの生物や現象、そして環境にかかわる報道に日ごろから関心を持って接すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生態学の視点から「人と自然のかかわり」を考究する

■講義内容■講義内容

生態学特論で学んだ諸原理のいくつかを取り上げ、関連する文献の講読および現象の確認（フィールド調査を含む）を行
う。大学院において、自ら調査・収集したデータに基づいて研究が進められるよう、調査や研究の技法についても指導す
る。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

生態学の原理や手法に基づいて、地域の生物や植生、環境を合理的に調査し、管理・保護するためのスキームを、すぐれ
た先行研究を読み解くなかで身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、探求したい現象・原理をいくつか選択してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　授業全体の学修内容・過程を明確化する。

第２回 【事前学修】　指定した書籍に目を通す。
【授業内容】　「人と自然のかかわり」と「生態学」を見渡す
【事後学修】　第２回授業の学修内容をまとめる。

第３回 【事前学修】　「書籍 A 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (1) 書籍の講読　A 章
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　「書籍 B 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (2) 書籍の講読　B 章
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　「書籍 C 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (3) 書籍の講読　C 章
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　「書籍 D 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (4) 書籍の講読　D 章
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　「書籍 E 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (5) 書籍の講読　E 章
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　書籍で学修した内容全体を振り返ってくる。
【授業内容】　包括的な学修 (6) 書籍の講読　総括
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　探求したい領域を選択してくる。
【授業内容】　学修を深める領域の選定
【事後学修】　今後の学修内容 ･ 過程を明確化する。

第10回 【事前学修】　インターネット上の学術情報検索サイトをいくつか閲覧してくる。
【授業内容】　文献検索の技法
【事後学修】　探求対象とした「領域 F」に関して、最適な学術論文等を複数探し出す。

第11回 【事前学修】　「F1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (1) 論文等の講読　F1 論文等
【事後学修】　第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「F2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (2) 論文等の講読　F2 論文等
【事後学修】　第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「F3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (3) 論文等の講読　F3 論文等
【事後学修】　第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第14回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 F にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第14回授業の調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　領域 F のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 F の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 F の学修内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　探求対象とした「領域 G」に関して、「G1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (1) 論文等の講読　G1 論文等
【事後学修】　第16回授業の学修内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　「G2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (2) 論文等の講読　G2 論文等
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　「G3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (3) 論文等の講読　G3 論文等
【事後学修】　第18回授業の学修内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 G にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　領域 G のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 G の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 G の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　探求対象とした「領域 H」に関して、「H1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (1) 論文等の講読　H1 論文等
【事後学修】　第21回授業の学修内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　「H2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (2) 論文等の講読　H2 論文等
【事後学修】　第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　「H3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (3) 論文等の講読　H3 論文等
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 H にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第24回授業の調査内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　領域 H のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 H の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 H の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に生態学の諸原理）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体の振り返り (1) 生態学の諸原理
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。報告書の構想を練る。

第27回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に調査・研究技法）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体の振り返り (2) 調査・研究技法
【事後学修】　第27回授業の学修内容をまとめる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　演習報告書の作成 (1) 全体編集
【事後学修】　報告書を作成する。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　演習報告書の作成 (2) 詳細編集
【事後学修】　報告書の作成を進める。

第30回 【事前学修】　授業全体のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：演習報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％；毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％；記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろより書籍を読むなどして、専門的な議論を遂行しうる基礎力を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、地域環境論特講

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

「人と自然のかかわり」を生態学的に探究するスキルの向上

■講義内容■講義内容

副指導教員の協力の下、受講生に主体的な課題設定と研究活動を促し、学修成果の報告・発表をめぐる討論を通じて、論
文作成を指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

フィールドにおいて自ら課題を設定した上で、調査・分析・発表・報告書作成を体験することにより、1 年次より育んで
きた基礎力を検証しつつ、実践力・応用力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスおよび修士・博士論文に目を通してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　課題（研究テーマ）や今後の探求内容・過程を構想する。

第２回 【事前学修】　探求したい課題（研究テーマ）を構想してくる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　課題と探求の道筋を明確化する。

第３回 【事前学修】　探求に適したフィールドの要件を整理してくる。
【授業内容】　研究フィールドの検討
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　研究企画を構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の作成
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　研究企画の検討結果を整理し、プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の発表
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　第５回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (1) 図書館の活用
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　第６回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (2) 研究室書架の活用
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　第７回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (3) インターネットの活用
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　優れた先行研究におけるデータ分析技法について整理してくる。
【授業内容】　先行研究の分析技法
【事後学修】　第９回授業の学修内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　優れた先行研究におけるプレゼンテーション技法について整理してくる。
【授業内容】　分析結果のプレゼンテーション技法
【事後学修】　第10回授業の学修内容をまとめる。

第11回 【事前学修】　「文献 A」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (1) 文献 A
【事後学修】　第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「文献 B」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (2) 文献 B
【事後学修】　第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「文献 C」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (3) 文献 C
【事後学修】　第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　これまでの学修をふりかえって、研究方法の詳細を構想してくる。
【授業内容】　研究方法詳細の検討
【事後学修】　第14回授業の学修内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　フィールド D の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (1) フィールド D
【事後学修】　第15回授業をふまえて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　フィールド E の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (2) フィールド E
【事後学修】　第16回授業をふまえて、調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　これまでの学修を総括して、研究企画を再構築してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 2」の作成・発表
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。

第18回 【事前学修】　第18回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (1) 概況調査 F1
【事後学修】　第18回授業の調査内容をまとめる。
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第19回 【事前学修】　第19回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (2) 詳細調査 F2
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　調査結果を検討し、調査方法を見直す。
【授業内容】　調査結果の検討、フィールド調査方法の修正
【事後学修】　第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　第21回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (3) 詳細調査 F3
【事後学修】　第21回授業の調査内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　第22回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (4) 詳細調査 F4
【事後学修】　第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な表示方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (1) データの視覚化
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な解析方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (2) データの統計解析
【事後学修】　第24回授業の学修内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　調査結果をとりまとめてくる。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ
【事後学修】　第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　調査結果のプレゼンテーション
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。

第27回 【事前学修】　報告書の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成技法
【事後学修】　報告書の骨組みをつくる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (1) 全体編集
【事後学修】　報告書をの肉付けを行う。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (2) 詳細編集
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　授業全体のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：研究報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％；毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％；記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業全体を見通し、学修環境を整えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習 I（生態学特論）、地域環境論特講

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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目代　邦康

大気・水環境論
Environment on Atmosphere and Water Use

■テーマ■テーマ

大気・河川・海の水循環

■講義内容■講義内容

気圏と地圏との間に存在する水の循環は、人の暮らしにも大きな影響を与える。その循環の速度によっては大規模洪水、
土石流などの自然災害として私たちの暮らしを襲う。本講義では水の循環にかかる基本的事象としての大気・水の循環、
そしてその中に存在する大規模な災害について考えてゆく。

■達成目標■達成目標

①地球規模の水循環の理解を背景に、百年・千年のタイムスケールにおいて生じうる大規模な洪水や土砂災害の発生原因
について理解できるようになる。
②近未来の災害に対する防災・減災の方法を論じることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】近年多発する水害についての情報を得ておくこと。
【授業内容】授業ガイダンス：授業の進め方について
【事後学修】授業の進め方について理解しておくこと。

第２回 【事前学修】世界の気候区分について概要を理解しておくこと。
【授業内容】地球規模の大気の大循環と水収支
【事後学修】地球上の水の分布の偏在を大気の循環の視点で整理しておくこと。

第３回 【事前学修】日本の四季を理解しておくこと。
【授業内容】温帯地域の季節変化
【事後学修】日本列島の豪雨の原因や季節について整理しておくこと。

第４回 【事前学修】扇状地という地形について概要を理解しておくこと。
【授業内容】豪雨と扇状地
【事後学修】扇状地の形成と河道変遷について整理しておくこと。

第５回 【事前学修】東北地方において扇状地はどこにあるか探しだしておくこと。
【授業内容】扇状地の成因から見える土砂災害
【事後学修】潜在的土砂災害発生地点について上空からの画像をもとに考察しておくこと。

第６回 【事前学修】確認した幾つかの扇状地のリストを書きとめておく。
【授業内容】日本各地の河川と扇状地
【事後学修】扇状地の地表勾配が意味するものは何か，考察しておくこと。

第７回 【事前学修】沖積平野に分布する微地形について予習しておく。
【授業内容】仙台平野中央部を流下する中規模河川沿いに生じた河道遷移
【事後学修】河道遷移の原因を考察しておくこと。

第８回 【事前学修】放射性炭素年代測定法についてその概要を調べておくこと。
【授業内容】河道遷移の原因とその年代
【事後学修】河道遷移に特定の時期はあるか、整理しておくこと。

第９回 【事前学修】七北田川，岩切以東の地形について知識を得ておくこと。
【授業内容】扇状地を形成しない小規模河川による低地への土砂供給
【事後学修】沖積低地への土砂供給の継続は何をもたらすか考察しておくこと。

第10回 【事前学修】阿武隈川臨海部にみられる自然堤防の存在を確認しておくこと。
【授業内容】大河川下流部にみられる大規模土砂供給の痕跡
【事後学修】水の循環の一部が地形をつくり、災害をもたらすことを整理すること。

第11回 【事前学修】「これまでに経験しなかった豪雨」という言葉について考えておくこと
【授業内容】中・小河川の予想を上回る出水と人的被害
【事後学修】高齢者関連施設の立地との関係を再確認すること。

第12回 【事前学修】地球温暖化による海水面上昇の速度について調べておくこと。
【授業内容】氷河期以降の地球温暖化による海水面上昇
【事後学修】過去2万年間の海水面上昇の全体像を整理しておくこと。

第13回 【事前学修】観光地松島の景観について知っておくこと。
【授業内容】海水面上昇がもたらす地形景観
【事後学修】海水面上昇とリアスの関連性についても考察してみること。

第14回 【事前学修】砂浜侵食の原因をいくつか考察しておくこと。
【授業内容】温暖化による海面上昇という言葉によってかき消されそうな砂浜侵食の原因
【事後学修】なぜ砂浜海岸の侵食が問題視されるのかを理解し整理しておくこと。

第15回 【事前学修】日本列島における長大な砂浜海岸を幾つか探索しておくこと。
【授業内容】砂浜海岸の動態と人為の影響
【事後学修】河川－砂浜－人為を一つの流域として捉えておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（40％），適宜課すレポート（60％）。具体的な評価基準は、達成目標を重視し、ルーブ
リックの形式で提示する。レポートの講評は，レポート提出後の講義のなかで行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校あるいは学部レベルの地学や地理学の知識を得ておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

Montgomery, David R., and Paul R. Bierman. 2019. Key Concepts in Geomorphology. Macmillan Learning.

■参考文献■参考文献

授業の進度や受講生の興味に基づいて、参考文献を適宜紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅰ（大気・水環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

気圏と地圏間の水の循環のうち、降水現象にともなう治水・流域管理の必要性について考える

■講義内容■講義内容

気圏と地圏の間に存在する水の循環は人々の暮らしには不可欠な現象であり、災害をもたらす現象でもある。すなわち、
人々は水を生活や生産のために利用もするが、時として水は豪雨、洪水、土石流などの災害をもたらす原因となる。とく
に近年の地球温暖化に対応した海水面温度の上昇は大気中に大量の水蒸気を供給し、やがては豪雨として地表に降り注
ぐ。本講義では、その豪雨の結果生じる気象災害について、数千年のタイムスケールにおいて議論する。土石流災害に関
するフィールドワークを重視する。

■達成目標■達成目標

①現代の地球環境に連続する過去数千年間の水循環の変動を理解し、気象災害発生のメカニズムを考察できるようにな
る。
②近未来の治水のあり方について考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　気候学、自然地理学に関する知識のレベルを口頭試問するので、その準備をすること。
【授業内容】　本演習のガイダンス（受講者の気候学、自然地理学に関する知識の確認）
【事後学修】　不足する知識をできるだけ早い機会に習得する。

第２回 【事前学修】　希望する研究テーマに即した既存研究についての論文リストを用意する（2週にわたる）。
【授業内容】　研究課題を明確にするための文献検索
【事後学修】　文献リストを作成し始める。

第３回 【事前学修】　希望する研究テーマに即した既存研究についての論文リストを用意しておく（前回の継続）。
【授業内容】　既存論文の選択
【事後学修】　文献リストから紹介する論文を選ぶ。

第４回 【事前学修】　既存論文を 1 編読んでおくこと。
【授業内容】　既存論文の読み方
【事後学修】　文献リストから紹介する論文を選ぶ。

第５回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてレジメを用意しておくこと。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（レジメ作成の方法について）
【事後学修】　アドバイスをレジメに反映させる。

第６回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてパワーポイントファイルを用意する。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（受講生 1）
【事後学修】　発表に際して指摘された箇所を修正する。

第７回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてパワーポイントファイルを用意する。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（受講生 2）
【事後学修】　発表に際して指摘された箇所を修正しておく。

第８回 【事前学修】　研究テーマ案を用意する。
【授業内容】　研究テーマの設定について
【事後学修】　研究テーマをさらに深く考える。

第９回 【事前学修】　研究テーマに即した地域を選定すること。
【授業内容】　研究地域の選定方法について（野外調査）
【事後学修】　調査地域について筆よ湯に応じて再検討しておくこと。

第10回 【事前学修】　フィールドワークではどんなデータを得るべきかを考えておく。
【授業内容】　フィールドワークの方法について（野外調査：洪水現象の理解）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容を再構築する。

第11回 【事前学修】　フィールドワークでは何をするかを考える。
【授業内容】　フィールドワークの方法について（野外調査：洪水痕跡の検出）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効な野外作業の内容を確定する。

第12回 【事前学修】　フィールドワーク準備（機材準備）を行っておく。
【授業内容】　フィールドワークの実践（洪水現象の理解）
【事後学修】　フィールドワーク成果について小レポート 1 を作成する。

第13回 【事前学修】　フィールドワーク準備（機材準備）を行っておく。
【授業内容】　フィールドワークの実践（野外調査：洪水痕跡の検出）
【事後学修】　フィールドワーク成果について小レポート 2 を作成する。

第14回 【事前学修】　研究テーマについて再考結果を用意する。
【授業内容】　研究テーマの発表（受講者 1）
【事後学修】　14回目の授業での指摘をもとにテーマ確定。

第15回 【事前学修】　研究テーマについて再検討の結果を用意する。
【授業内容】　研究テーマの発表（受講者 2）
【事後学修】　15回目の授業での指摘をもとにテーマ確定。

第16回 【事前学修】　暫定成果発表に関して情報の収集，整理を行う。
【授業内容】　受講生のテーマに即したフィールドワーク成果の発表（受講生 1）
【事後学修】　フィールドワークの成果と研究テーマについて検討を行う。
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第17回 【事前学修】　暫定成果発表の準備を行う。
【授業内容】　受講生のテーマに即したフィールドワーク成果の発表（受講生 2）
【事後学修】　フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。

第18回 【事前学修】　研究テーマについて再構築する。
【授業内容】　研究テーマの再構築（受講生 1）
【事後学修】　おおよそ研究テーマをかためる（受講生 1）。

第19回 【事前学修】　研究テーマについて再構築する。
【授業内容】　研究テーマの再構築（受講生 2）
【事後学修】　おおよそ研究テーマをかためる（受講生 2）。

第20回 【事前学修】　フィールドワーク計画を用意する。
【授業内容】　フィールドワークの実践 1
【事後学修】　フィールドワーク成果のまとめ 1

第21回 【事前学修】　フィールドワーク計画を用意する。
【授業内容】　フィールドワークの実践 2
【事後学修】　フィールドワーク成果のまとめ 2

第22回 【事前学修】　試料前処理（河床堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（河床堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（河床堆積物）し、マニュアルを作成しておくこと。

第23回 【事前学修】　試料前処理（洪水堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（洪水堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（洪水堆積物）し、マニュアルを作成しておくこと。

第24回 【事前学修】　試料前処理（その他の堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（その他の堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（その他の堆積物）しマニュアルを作成しておくこと。

第25回 【事前学修】　分析試料を準備（河床堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（河床堆積物）
【事後学修】　分析結果をグラフ化 1しておく。

第26回 【事前学修】　分析試料を準備（洪水堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（洪水堆積物）
【事後学修】　分析結果のグラフ化 2しておく。

第27回 【事前学修】　分析試料を準備（その他の堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（その他の堆積物）
【事後学修】　分析結果のグラフ化 3しておく。

第28回 【事前学修】　暫定成果のまとめ
【授業内容】　研究成果のまとめ（受講生 1）
【事後学修】　検討結果に基づき、必要な修正を加える。

第29回 【事前学修】　暫定成果のまとめ
【授業内容】　研究成果のまとめ（受講生 2）
【事後学修】　検討結果に基づき、必要な修正を加える。

第30回 【事前学修】　残された課題をまとめておく。
【授業内容】　残された課題の確認（受講生 1、2）
【事後学修】　残された課題を再確認し、次年度に向けてレポートを作成しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

過去数千年間の水環境の変化が理解できていること（50％）。学会等での研究成果の公表活動（50％）。課題に対しての
講評は，授業内で行う。
具体的な評価基準は、ルーブリック形式で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルの気候学や自然地理学の知識をあらかじめ習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

「デジタルブック最新第四紀学」授業の1回目に教員から購入。

■参考文献■参考文献

授業で適宜紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅱ（大気・水環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

気圏と地圏間の水の循環のうち、大規模降水現象による斜面崩壊および洪水の発生について考える

■講義内容■講義内容

気圏と地圏における水の循環は、人々の暮らしには不可欠な現象であり、同時に豪雨、洪水、土石流などの自然災害の原
因にもなる。近年、地球温暖化により，海水面温度が上昇し，大気中に大量の水蒸気が供給され、豪雨の発生頻度がたか
まっている。本演習では、その豪雨の結果生じる洪水災害について、過去数千年のタイムスケールにおいて復元し、将来
に備えるための議論を展開する。野外調査を重視する。

■達成目標■達成目標

①現代の地球環境に連続する過去数千年間の水循環の変動を理解し、気象災害発生のメカニズムを考察できるようにな
る。
②近未来の洪水災害への備えについて考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】研究の進捗状況をまとめておくこと。
【授業内容】本演習のガイダンスと研究の進捗状況の確認
【事後学修】不足する知識をできるだけ早い機会に習得しておくこと。

第２回 【事前学修】研究の進捗状況についてのプレゼンテーション準備を行っておくこと。
【授業内容】前年度の研究成果の確認，発表
【事後学修】文献リストの作成。

第３回 【事前学修】進捗状況を整理し、本年度の研究計画を作成する。
【授業内容】本年度の演習の進め方について議論する
【事後学修】文献リストから重要な論文について選択しておくこと。

第４回 【事前学修】研究課題進行にあたっての問題点を整理しておくこと。
【授業内容】研究課題についての検討と学会発表に向けた準備
【事後学修】学会発表準備

第５回 【事前学修】学会発表に向けた準備を行っておく。
【授業内容】学会発表内容の確認
【事後学修】アドバイスをレジメに反映させること。

第６回 【事前学修】研究課題と既存研究の違いを明確にする。
【授業内容】既存の研究と本研究の違いや特徴を確認
【事後学修】発表に際して指摘された箇所を修正する。

第７回 【事前学修】修正した研究課題について考えを整理し、既存研究の違いを説明できるようにしておくこと。
【授業内容】既存の研究と本研究の違いをより深めて考える
【事後学修】発表に際して指摘された箇所を修正する。

第８回 【事前学修】研究遂行に必要なフィールドワークの内容を吟味（地形認識に関する部分）する。
【授業内容】フィールドワーク内容の吟味（地形認識に関する部分）
【事後学修】フィールドワーク内容について復習しておくこと。

第９回 【事前学修】研究遂行に必要なフィールドワークの内容を吟味（試料採取に関する部分）する。
【授業内容】フィールドワーク内容の吟味（試料採取に関する部分）
【事後学修】調査地域を複数選定しておくこと。

第10回 【事前学修】フィールドワークの準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：1回目）
【事後学修】自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容について情報収集を行う。

第11回 【事前学修】フィールドワークに関して情報収集を行う。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：2回目）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容を考える。

第12回 【事前学修】フィールドワークの具体的な準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：3回目）
【事後学修】フィールドワーク成果について小レポートを作成する。

第13回 【事前学修】フィールドワークの準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：4回目）
【事後学修】フィールドワーク成果についてまとめた小レポートを改定する。

第14回 【事前学修】試料採取準備を進める。
【授業内容】採取試料の分析方法についての議論
【事後学修】分析結果の可視化について考えておくこと。

第15回 【事前学修】試料採取準備を進める。
【授業内容】採取試料の分析方法についてのまとめ
【事後学修】分析結果の可視化について考えておく。

第16回 【事前学修】分析結果に関するグラフ等の作成 1。
【授業内容】分析結果の誤差と表現方法
【事後学修】フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。

第17回 【事前学修】分析結果に関するグラフ等の作成 2。
【授業内容】分析結果の可視化
【事後学修】フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。
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第18回 【事前学修】分析結果の考察結果を用意しておく。
【授業内容】分析結果について考察する
【事後学修】分析結果をもとに、研究テーマをかためる。

第19回 【事前学修】分析結果の考察結果を用意しておく。
【授業内容】分析結果についての考察をさらに深める
【事後学修】分析結果をもとに、研究テーマをかためる。

第20回 【事前学修】フィールドワーク再設定とその実施準備を進める。
【授業内容】フィールドワークの再設定と実施
【事後学修】フィールドワーク成果をまとめる。

第21回 【事前学修】フィールドワーク再設定に対する実施準備を進める。
【授業内容】フィールドワーク成果についての議論
【事後学修】フィールドワーク成果をまとめる。

第22回 【事前学修】フィールドワーク成果の整理。
【授業内容】フィールドワーク成果についての議論
【事後学修】河床堆積物についての分析方法の確認。

第23回 【事前学修】フィールドワーク成果の整理。
【授業内容】フィールドワークの再設定と実施
【事後学修】洪水堆積物についての分析方法の確認。

第24回 【事前学修】論文、図表の作成準備1。
【授業内容】論文執筆と図の作成１
【事後学修】堆積物に関する論文、図表の表現方法の確認。

第25回 【事前学修】論文、図表の作成準備 2。
【授業内容】論文執筆と図の作成２
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認2。

第26回 【事前学修】論文、図表の作成準備 3。
【授業内容】論文執筆と図の作成３
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認3。

第27回 【事前学修】論文、図表の作成準備 4。
【授業内容】発表資料の準備
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認4。

第28回 【事前学修】研究発表準備
【授業内容】発表スライドの内容と研究結果との整合性の検討
【事後学修】研究成果について必要な修正を加える

第29回 【事前学修】研究発表準備
【授業内容】研究成果の発表
【事後学修】研究成果について必要な修正を加える

第30回 【事前学修】残された課題をまとめておく
【授業内容】残された課題の確認
【事後学修】残された課題を再確認し、次年度に向けてレポートを作成しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

過去数千年間の水環境の変化を理解していること（50％）。学会、研究会などでの研究成果の公表活動（50％）を行って
いること。課題に対しての講評は，授業中に行う。
具体的な評価基準は、ルーブリック形式で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルの自然地理学の知識をあらかじめ習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特記なし。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

授業で適宜紹介する。
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紺野　祐

人間学特論
Special Topics in Philosophical Anthropology

■テーマ■テーマ

「進化」の人間学を模索する

■講義内容■講義内容

20世紀の哲学的人間学の思想的意義を解明するとともに、生物進化に関連する諸理論の検討を通じて、新たな人間学の構
築を試みる。その過程で、人間形成の現実および人間と教育のありうる関係を探索する。受講生による報告と議論を行
う。毎授業終了後に小レポートを課し、manaba 上に提出する。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

① 20 世紀の哲学的人間学の概要をまとめることができる。
②人間のあり方のさまざまな特質を生物進化の視点から説明することができる。
③生物進化に関連する諸研究の成果から、人間形成の現実、人間と教育の関係、人間形成にとっての教育の意義等を人間
学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを熟読し、本授業の事前理解を進める。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第２回 【事前学修】「理性」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（1）：「理性」の発見
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第３回 【事前学修】「ホモ・サピエンス」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（2）：人間の自己理解の小史
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第４回 【事前学修】「哲学的人間学」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（3）：哲学的人間学の成立とその人間理解
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第５回 【事前学修】「人間科学」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（4）：哲学的人間学とそれ以降
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第６回 【事前学修】「生物」の定義について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（1）：生物をめぐる 4 つの「なぜ？」
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第７回 【事前学修】「生物進化」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（2）：進化理論の基本的なロジック
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第８回 【事前学修】「利己的な遺伝子」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（3）：進化理論の現代的な展開①「利己的な遺伝子」論
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第９回 【事前学修】「利他主義」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（4）：進化理論の現代的な展開②「利他主義」の説明理論
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第10回 【事前学修】「人類の進化」について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（1）：人類進化の概略
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第11回 【事前学修】「心」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（2）：人間の心の進化と発達
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第12回 【事前学修】「学習」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（3）：人間の「学び」の現実
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第13回 【事前学修】「道徳」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（4）：人間の社会性と道徳性
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第14回 【事前学修】「教育」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（5）：人間における「教え」行為の進化と定着
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第15回 【事前学修】教育の困難さについて意見をまとめてくる。
【授業内容】まとめ：教育の可能性と困難さ
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（50％）、授業期間中の小レポート（50％）により、到達目標の達成度について評価する。。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

下記の参考文献を一読してから授業に臨むこと。また、哲学・思想系、心理学系、生物学系等各種の事典類を準備してお
くことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）、人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

指定しない。

■参考文献■参考文献

長谷川寿一・長谷川真理子・大槻久（2022）『進化と人間行動』第２版・東京大学出版会（ISBN：978-4130622301）　ほ
か。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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紺野　祐

人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間のあり方と教育の営みにおける「ケア（ケアリング）」の意義の検討

■講義内容■講義内容

前半では Noddings， N. （2003） Is Teaching a Practice? Journal of Philosophy of Education， 37（2）を精読
し、後半ではケアリング論その他の文献から内容の報告を行う。その過程で、人間のあり方と教育の営みにおける「ケア
（ケアリング）」の意義について参加者全員で討議し、教育を含む人間社会のありうる姿を探索する。受講生による報告
と議論を行う。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

①人間のあり方にとって「ケア（ケアリング）」が果たす意義について理解を深める。
②ケアに関する理論・ケアリング論の概略をまとめることができる。
③人間の「教え」について人間学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】第１回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、本授業の達成目標や進め方についての理解を深める。

第２回 【事前学修】第２回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（1）：ダンとマッキンタイアの対話
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第３回 【事前学修】第３回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（2）：「実践」概念の小史
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第４回 【事前学修】第４回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（3）：「教え」の定義①マッキンタイア
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第５回 【事前学修】第５回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（4）：「教え」の定義②シェフラーとスミス
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第６回 【事前学修】第６回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（5）：「教え」の定義③デューイ
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第７回 【事前学修】第７回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（6）：「教え」の定義のまとめ
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第８回 【事前学修】第８回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（7）：職業としての「教え」
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第９回 【事前学修】第９回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（8）：「教え」の中の利他主義
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第10回 【事前学修】第10回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（9）：関係する実践としての「教え」
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第11回 【事前学修】第11回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（10）：関係する実践とケア（ケアリング）
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第12回 【事前学修】第12回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（11）：ケア（ケアリング）と「教え」
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第13回 【事前学修】Noddings のケアリング論の特質について、意見をまとめる。
【授業内容】Noddings のケアリング論の特質
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第14回 【事前学修】Noddings のケアリング論から見る「教え」と教育について、意見をまとめる。
【授業内容】Noddings のケアリング論から見る「教え」と教育
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第15回 【事前学修】人間社会における教育実践の意義について、意見をまとめる。
【授業内容】前半のまとめ：人間社会における教育実践の意義
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第16回 【事前学修】第16回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告①医療とケア
【事後学修】第16回の授業内容を復習し、理解を定着させる。
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第17回 【事前学修】第17回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告②看護とケア
【事後学修】第17回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第18回 【事前学修】第18回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告③介護とケア
【事後学修】第18回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第19回 【事前学修】第19回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告④生命倫理教育
【事後学修】第19回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第20回 【事前学修】第20回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告①他者の成長を助けることとしてのケア
【事後学修】第20回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第21回 【事前学修】第21回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告②ケアの主な要素
【事後学修】第21回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第22回 【事前学修】第22回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告③ケアの主要な特質
【事後学修】第22回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第23回 【事前学修】第23回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告④人をケアすることの特殊な側面
【事後学修】第23回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第24回 【事前学修】第24回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告⑤ケアと人間の生
【事後学修】第24回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第25回 【事前学修】第25回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告①生きることの質と倫理
【事後学修】第25回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第26回 【事前学修】第26回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告②死ぬこととデス・エデュケーション
【事後学修】第26回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第27回 【事前学修】第27回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告③ケアの思想
【事後学修】第27回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第28回 【事前学修】第28回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告④〈心〉が傷ついた人のケア
【事後学修】第28回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第29回 【事前学修】第29回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告⑤支え合うことの倫理
【事後学修】第29回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第30回 【事前学修】人間社会におけるケアの意義について、意見をまとめる。
【授業内容】後半のまとめ：人間社会におけるケアの意義
【事後学修】第30回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（30％）、討議および報告への参加状況（70％）の割合で評価する。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語で書かれた論文を読むための各種の準備を要する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間学特論、人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

Noddings， N. （2003）　Is Teaching a Practice ?　Journal of Philosophy of Education， 37（2）ほか和書 3 冊。

■参考文献■参考文献

ノディングズ、N. （1992）『学校におけるケアの挑戦』ゆみる出版、2007年（ISBN：978-4946509414）ほか。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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紺野　祐

人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

人間形成における「学習の社会性」の検討

■講義内容■講義内容

前半では Lave， J. （1991） Situating Learning in Communities of Practice. L.B. Rensnick （eds）Perspectives
on Socially Shared Cognition を精読し、後半ではレイヴその他の文献から内容の報告を行う。その過程で、人間形成に
おける「学習の社会性」について参加者全員で討議し、人間形成と教育のありうる姿を探索する。受講生による報告と議
論を行う。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

①人間形成にとってさまざまな学習が果たす意義について理解を深める。
②「状況的学習」に関する理論の概略をまとめることができる。
③「学習の社会性」について人間学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを熟読し、本授業の事前理解を進める。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、本授業の達成目標や進め方についての理解を深める。

第２回 【事前学修】第２回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（1）：「学習」の定義
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第３回 【事前学修】第３回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（2）：「状況に埋め込まれた学習」の定義
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第４回 【事前学修】第４回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（3）：「状況に埋め込まれた学習」の事例
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第５回 【事前学修】第５回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（4）：「正統的周辺参加」の定義
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第６回 【事前学修】第６回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（5）：「正統的周辺参加」の事例
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第７回 【事前学修】第７回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（6）：「正統的周辺参加」としての学習
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第８回 【事前学修】第８回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（7）：アイデンティティの変容とは何か
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第９回 【事前学修】第９回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（8）：アイデンティティの変容と「学習」
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第10回 【事前学修】第10回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（9）：「参加」におけるアイデンティティの変容
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第11回 【事前学修】第11回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（10）：実践の共同体と学習のプロセス
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第12回 【事前学修】第12回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（11）：実践の共同体と職場
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第13回 【事前学修】第13回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（12）：実践の共同体と学校
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第14回 【事前学修】第14回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（13）：学習の伝達と内在化
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第15回 【事前学修】人間形成にとっての状況的学習の意味について、意見をまとめる。
【授業内容】前半のまとめ：人間形成にとっての状況的学習の意味
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第16回 【事前学修】第16回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告①：正統的周辺参加と社会
【事後学修】第16回の授業内容を復習し、理解を定着させる。
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第17回 【事前学修】第17回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告②：さまざまな徒弟制
【事後学修】第17回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第18回 【事前学修】第18回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告③：実践共同体と状況的学習
【事後学修】第18回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第19回 【事前学修】第19回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告①：学校を出てからの生活
【事後学修】第19回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第20回 【事前学修】第20回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告②：スーパーマーケットでの計算行動
【事後学修】第20回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第21回 【事前学修】第21回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告③：実践における認知
【事後学修】第21回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第22回 【事前学修】第22回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告①：「落ちこぼれ」の文化
【事後学修】第22回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第23回 【事前学修】第23回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告②：対抗文化の重層構造
【事後学修】第23回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第24回 【事前学修】第24回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告③：文化の再生産理論
【事後学修】第24回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第25回 【事前学修】第25回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告①：「生まれ」か「育ち」か
【事後学修】第25回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第26回 【事前学修】第26回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告②：〈われわれ〉と〈アイツら〉
【事後学修】第26回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第27回 【事前学修】第27回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告③：子どもたちにとって学校とは
【事後学修】第27回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第28回 【事前学修】第28回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告④：大人になるということ
【事後学修】第28回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第29回 【事前学修】第29回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告⑤：子どもたちの「レジリエンス」
【事後学修】第29回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第30回 【事前学修】学習の社会的な本性と教育の意味について、意見をまとめる。
【授業内容】後半のまとめ：学習の社会的な本性と教育の意味
【事後学修】第30回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（30％）、討議および報告への参加状況（70％）の割合で評価する。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語で書かれた論文を読むための各種の準備を要する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間学特論、人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

Lave， J. （1991） Situating Learning in Communities of Practice. L.B.Resnick （eds.）Perspectives on
Socially Shared Cognition. APA（ISBN： 978-1557983763）　ほか和書 4 冊。

■参考文献■参考文献

内容に即して適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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坪田　益美

人間形成原論
Fundamentals of Human Becoming and Building

■テーマ■テーマ

人間形成を左右する教育と社会との関係性とそれらの影響について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについての資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受講者自身が解
説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①人間形成を図る教育が社会の有り様と不可分に結びついていることとその人間形成における問題性について論じること
ができる。
②教育の「不確かさ」の要因、理由、結果と問題点について、事例を挙げて説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学問としての教育学と実践としての教育の違いを考える
【授業内容】　教育（学）とは何か？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、教育学の意義、課題等について考える

第２回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「教える」とは？「学ぶ」とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第３回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　日本の子どもの学力は上がったのか？
【事後学修】　日本における学力論争の意味と問題点についてまとめる

第４回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　明示的な教育と非明示的（および無意図的）な教育とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、「教育」における「意図」「意識」の重要性について自身の考えをまと
める

第５回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　詰め込み教育？　ゆとり教育？　教育による画一化という抑圧と暴力
【事後学修】　教育による画一化の問題、その問題性等についてまとめる

第６回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　いじめ？　いじり？　教育が介入すべき領域、段階とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第７回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　体罰は教育か？　暴力か？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第８回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　性教育で教えるべきこととは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第９回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　現代社会の特徴と学校教育の世界的潮流
【事後学修】　学校教育の世界的潮流とその社会的背景についてまとめる

第10回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　多文化教育の誕生と歴史的変遷
【事後学修】　多文化教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考えを
まとめる

第11回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　グローバル教育の展開
【事後学修】　グローバル教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考
えをまとめる

第12回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ESD をいかに捉えるか？
【事後学修】　ESD とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考えをまとめ
る

第13回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　シティズンシップ教育とは？
【事後学修】　シティズンシップ教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自
身の考えをまとめる

第14回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　欧米型シティズンシップ教育と日本型シティズンシップ教育
【事後学修】　欧米と比較した日本のシティズンシップ教育の特徴と今後求められるであろう教育について、自
身の考えをまとめる
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第15回 【事前学修】　人間形成と教育の関係性、意義、課題等について自身の考えをまとめる
【授業内容】　総括と結論─　教育の「不確かさ」と当該社会による影響、その問題とは？
【事後学修】　人間形成と社会と教育と学校の相関性をふまえて、教育学に求められることは何か、自身の考え
をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「まとめ（要約）と考察」（60％）＋議論への参加態度（20％）＋レポート（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献についての「まとめ（要約）」を作成し、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。した
がって、毎回必ずそれらの作業を行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分
析し自らの考察・主張を根拠づける努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

教育学関連の諸科目

■テキスト■テキスト

指定なし。適宜プリントおよび課題文献を提示する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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坪田　益美

人間情報学演習Ⅰ（人間形成原論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間の発達における教育の必要性と価値、そのあり方について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについての資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受講者自身が解
説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①人間の発達が教育的な援助を不可欠のものとして要求することをさまざまな角度から理解する。
②人間の発達には教育が不可欠であることを、具体的な事例を挙げながら、さまざまな文献を引用した上で、自らの言葉
でまとめ、説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教育の必要性について各自考察してまとめる
【授業内容】　イントロダクション─教育は必要か？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて教育が必要か、自身の考えをまとめる

第２回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　20 世紀以前の教育哲学の潮流①─　教育を受けるべきなのは誰か？
【事後学修】　教育哲学の潮流をふまえて、教育を受けるべき対象とその理由についてまとめる

第３回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　20 世紀以前の教育哲学の潮流②─　どのような教育が必要か？
【事後学修】　教育哲学の潮流をふまえて、いかなる教育が必要かについて自身の考えをまとめる

第４回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ジョン・デューイを生み出したもの
【事後学修】　ジョン・デューイの思想や教育実践を生み出した社会背景についてまとめる

第５回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ジョン・デューイが目指したもの
【事後学修】　ジョン・デューイが目指したものは何か、それはなぜか、自身の考えをまとめる

第６回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　教育を分析するとは？
【事後学修】　教育を分析するとはどういうことか、どのような手法があり得るか、等についてまとめる

第７回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　教育学における分析哲学の功績
【事後学修】　教育学における分析哲学の系譜についてまとめる

第８回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する①─実存主義　vs　解釈学
【事後学修】　実存主義と解釈学について、教育の観点から考察する

第９回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する②─現象学
【事後学修】　現象学的に教育を考えることの意義、価値、課題等について考察する

第10回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する③─批判理論
【事後学修】　批判理論について教育の観点から考察する

第11回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する④─ポストモダニズム
【事後学修】　ポストモダニズムについて教育の観点から考察する

第12回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　批判的思考とは何か？　いかにして教授するか？　の検討①─　形式論理学 vs 非形式論理学
【事後学修】　日の議論の内容と自身の考えをまとめる

第13回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　批判的思考とは何か？　いかにして教授するか？　の検討②─　マクペック批判と新たな方法論
【事後学修】　日の議論の内容と自身の考えをまとめる

第14回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　知識論と教育学①─　基礎づけ主義 vs 非基礎づけ主義
【事後学修】　基礎づけ主義と非基礎づけ主義、それぞれの立場からの知識論についてまとめる

第15回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　知識論と教育学②─　知識と構成主義
【事後学修】　知識と構成主義についてまとめ、その観点から教育の意味について考察する

第16回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会科学の哲学と教育学研究
【事後学修】　社会科学の哲学と教育学研究の関係についてまとめる
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第17回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　倫理学と道徳教育①─　倫理学の系譜
【事後学修】　倫理学の系譜についてまとめる

第18回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　倫理学と道徳教育②─　道徳教育の潮流と問題の把握
【事後学修】　道徳教育の潮流と問題についてまとめる

第19回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会哲学×政治哲学における論争と教育
【事後学修】　日の演習の内容と自身の考えをまとめる

第20回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　民主主義と教育
【事後学修】　民主主義と教育の関係についてまとめる

第21回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ネル・ノッディングスを生んだもの
【事後学修】　ネル・ノッディングスの思想を生んだ背景についてまとめる

第22回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ケアの倫理と教育
【事後学修】　ケアの理論と教育の相関についてまとめる

第23回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「知る」と「わかる」と「できる」のあいだ
【事後学修】　「知る」と「わかる」と「できる」の違いについてまとめる

第24回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　さまざまな「わかる」
【事後学修】　「わかる」とはどういうことかまとめる

第25回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　人間の本質としての知的好奇心
【事後学修】　日の演習の内容と自身の考えをまとめる

第26回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「わかる」ことの意義と価値
【事後学修】　「わかる」ことの意義と価値について自身の考えをまとめる

第27回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「わかる」から「なっとくする」へ
【事後学修】　「わかる」と「納得する」の違いについてまとめる

第28回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会の構成員としての成長と教育
【事後学修】　日の演習をふまえて、教育の価値について自身の考えをまとめる

第29回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　正統的周辺参加と学校教育
【事後学修】　正統的周辺参加の観点から学校教育の課題と可能性について自身の考えをまとめる

第30回 【事前学修】　ここまでの議論をふまえて、教育は必要か、ということについての自身の考えをまとめる
【授業内容】　総括と暫定的な結論─　教育は必要か？
【事後学修】　改めて教育は必要か、ということについて自身の考えをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「まとめ（要約）と考察」（60％）＋議論への参加態度（20％）＋レポート（20％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献についての「まとめ（要約）」を作成し、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。した
がって、毎回必ずそれらの作業を行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分
析し自らの考察・主張を根拠づける努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間形成原論。

■テキスト■テキスト

ネル・ノディングス著、宮寺晃夫監訳『教育の哲学─　ソクラテスから〈ケアリング〉まで』世界思想社、2006 年。佐伯
胖『「わかる」ということの意味』岩波書店、2009 年。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の内容に関連した質問や意見、主張の積極的な開陳を大いに歓迎します。誤りや無知を恥じるのではなく、それを自
覚し、向き合い、向上しようとする姿勢こそを大事にして、互いに切磋琢磨していきましょう。研究室：泉キャンパス 4
号館 4 階 4402。連絡先は初回の授業で案内する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。なお、オフィスア
ワーは流動的であるため、原則メールにて都合を調整することとする。
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坪田　益美

人間情報学演習Ⅱ（人間形成原論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

現代ならびに近い将来に求められる人間形成（教育）のあり方について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについて各自が用意した資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受
講者自身が解説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①テーマごとに、日本国内外の教育および教育研究の動向を把握する。
②先行研究を批判的に考察するとともに、新たな視点と主張を提示する。
③自らの視点と主張の正当性、妥当性、意義について論拠を提示して論証する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　どんな教育が必要となるか、について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　イントロダクション─どんな教育が必要となるか？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第２回 【事前学修】　現代社会の諸相について自身が注目した観点、内容を説明するための資料を準備する
【授業内容】　現代社会の諸相を明らかにする。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第３回 【事前学修】　グローバル化の現状と課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　グローバル化の現状と課題について考察する。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第４回 【事前学修】　日本型グローバル教育と海外の動向について、自身の関心に基づいた資料を準備する
【授業内容】　日本型グローバル教育と海外の動向。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第５回 【事前学修】　グローバル化する社会に求められる教育について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　グローバル化する社会に求められる教育とは？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第６回 【事前学修】　多文化社会の現状と課題について考察するための資料を準備する
【授業内容】　多文化社会の現状と課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第７回 【事前学修】　多文化教育が目指すものと直面する課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　多文化教育が目指すものと直面する課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第８回 【事前学修】　多文化化する社会に求められる教育について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　多文化化する社会に求められる教育とは？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第９回 【事前学修】　民主主義社会の現状と直面している課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　民主主義社会の現状と直面している課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第10回 【事前学修】　イデオロギーの対立とシティズンシップ教育の多様性について考察するための資料を準備する
【授業内容】　イデオロギーの対立とシティズンシップ教育の多様性
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第11回 【事前学修】　シティズンシップ教育が世界的潮流として重視された背景について説明するための資料を準備す
る
【授業内容】　世界的潮流としてのシティズンシップ教育の重視
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第12回 【事前学修】　イギリスにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　イギリスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　イギリスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第13回 【事前学修】　フランスにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　フランスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　フランスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第14回 【事前学修】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第15回 【事前学修】　EU におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　EU におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　EU におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第16回 【事前学修】　韓国におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　韓国におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　韓国におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1583 -



第17回 【事前学修】　香港におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　香港におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　香港におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第18回 【事前学修】　中国におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　中国におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　中国におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第19回 【事前学修】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第20回 【事前学修】　日本におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　日本におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　諸外国と比較しながら、日本におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第21回 【事前学修】　法とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　法とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第22回 【事前学修】　人権とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　人権とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第23回 【事前学修】　平和に向けたシティズンシップ教育の教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　平和に向けたシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第24回 【事前学修】　シティズンシップ教育における歴史教育の役割について自身の考えを説明する資料を準備する
【授業内容】　シティズンシップ教育における歴史教育の役割
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第25回 【事前学修】　愛国心とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　愛国心とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第26回 【事前学修】　宗教とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　宗教とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第27回 【事前学修】　メディア・リテラシーとシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　メディア・リテラシーとシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第28回 【事前学修】　環境問題とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　環境問題とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第29回 【事前学修】　多文化共生とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　多文化共生とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第30回 【事前学修】　いかなる教育が必要となるか、ここまでの議論をふまえた自身の考えを説明する資料を準備する
【授業内容】　総括と暫定的な結論─どんな教育が必要になるか？
【事後学修】　1 年間の議論をふまえて、最も関心のあるテーマに関するレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「レジュメ」（40％）＋議論への参加態度（30％）＋レポート（30％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献について、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。したがって、毎回必ずそれらの作業を
行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分析し自らの考察・主張を根拠づけ
る努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間形成原論。

■テキスト■テキスト

シティズンシップ研究会編『シティズンシップの教育学』晃洋書房、2006 年。嶺井明子編著『世界のシティズンシップ教
育─　グローバル時代の国民 / 市民形成─』東信堂、2007 年。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の内容に関連した質問や意見、主張の積極的な開陳を大いに歓迎します。誤りや無知を恥じるのではなく、それを自
覚し、向き合い、向上しようとする姿勢こそを大事にして、互いに切磋琢磨していきましょう。
研究室：泉キャンパス 4 号館 4 階 4402。連絡先は初回の授業で案内する。オフィス・アワー等については開講時に指示
する。なお、オフィス・アワーは流動的であるため、原則メールにて都合を調整することとする。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1584 -



佐久間　政広

宗教と科学・文化
Religion, Science and Culture

■テーマ■テーマ

世界に関する説明図式としての宗教と科学

■講義内容■講義内容

しばしば「科学は合理的で、宗教は非合理的」と対比され、宗教は迷信と同一視されることがある。しかし、宗教も科学
も世界に関する説明する枠組みにほかならず、その点では同じである。本講義では、宗教と科学を世界に関する説明枠組
みとして捉え、それぞれの特徴を説明する。そのうえで、ヨーロッパ文化と日本文化それぞれにおいて死と死後の世界が
宗教によってどのように説明されてきたのかを講ずる。

■達成目標■達成目標

①世界に関する説明枠組みとして宗教と科学を位置づける考え方の骨子を説明できる。
②ヨーロッパ文化における死に関する描写の歴史的変遷について説明できる。
③日本文化における「あの世」に関する捉え方の歴史的変遷について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業計画について確認する。

第２回 【事前学修】　磁力について調べてみる。
【授業内容】　磁石の力は歴史的にどのように説明されてきたか
【事後学修】　磁力に関する説明の歴史を整理しておく。

第３回 【事前学修】　近代科学について事典で調べてみる。
【授業内容】　近代科学の成立
【事後学修】　近代科学の特徴について整理しておく。

第４回 【事前学修】　「科学的」とされる事柄の特徴を考えてみる。
【授業内容】　科学的説明とはいかなる説明か
【事後学修】　説明図式として科学を捉える考え方を整理しておく。

第５回 【事前学修】　「パラダイム」について調べてみる。
【授業内容】　科学革命
【事後学修】　科学革命という考え方をめぐるその後の議論を調べてみる。

第６回 【事前学修】　認識論について事典で調べてみる。
【授業内容】　概念枠組みとはなにか
【事後学修】　「概念枠組み」という考え方を整理しておく。

第７回 【事前学修】　魔術について調べてみる。
【授業内容】　魔術的世界観と脱魔術的世界観
【事後学修】　魔術的世界観と脱魔術的世界観との違いを整理しておく。

第８回 【事前学修】　現代社会において「宗教的」とされる営みを考えてみる。
【授業内容】　いかなうる営みを宗教的とみなすか
【事後学修】　宗教を説明図式として捉える考え方を整理しておく。

第９回 【事前学修】　死後の世界に関するキリスト教の説明を調べてみる。
【授業内容】　ヨーロッパ文化における死の描写の変遷（1）：死の個人化
【事後学修】　「死の個人化」について整理しておく。

第10回 【事前学修】　フィリップ・アリエスについて調べてみる。
【授業内容】　ヨーロッパ文化における死の描写の変遷（2）：死の非日常化
【事後学修】　「死の非日常化」について整理しておく。

第11回 【事前学修】　日本神話における死者の世界に関する説明を調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（1）：この世にとどまる死者
【事後学修】　古代の死生観を整理しておく。

第12回 【事前学修】　浄土思想について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（2）：あの世の出現
【事後学修】　平安時代後期の「極楽往生」に関する問題状況を整理しておく。

第13回 【事前学修】　鎌倉仏教について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（3）：鎌倉仏教の革新性
【事後学修】　鎌倉仏教の意義について整理しておく。

第14回 【事前学修】　柳田國男について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（4）：先祖になる
【事後学修】　日本文化における祖先観を整理しておく。

第15回 【事前学修】　14回の授業の内容をふりかえっておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　科学と宗教を説明枠組みとして捉える見方を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回授業終了時に提出するワークシート（50％）、レポート（50％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開す
る。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・新聞を読み、ドキュメンタリー番組を視聴すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。
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津上　誠

比較文化論特講
Special Lectures on Comparative Culture

■テーマ■テーマ

現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイション、といったテーマを設け、異文化社会
におけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。毎回具体例を挙げて講義する。
受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割について適宜資料を探し読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第２回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく

第３回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れについての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れに関する当日配付資料について、次回までに考察を加えてお
く

第４回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第５回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第７回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第８回 【事前学修】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第９回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代に関する当日配付資料について、次回
までに考察を加えておく

第10回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第11回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第12回 【事前学修】　儀礼についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼
【事後学修】　儀礼に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第13回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく

第14回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく
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第15回 【事前学修】　「民族」と「国民」についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」
【事後学修】　「民族」と「国民」に関する当日配付資料について、考察を加える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅰ（比較文化論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

文献講読を通じた現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイションといったテーマを設け、異文化社会に
おけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。以上を、毎回、具体例を盛り込ん
だ論文を読むことを通じて、行なう。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）について適宜資料を探し読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第２回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）に関する当日配付資料について、次回までに
考察を加えておく

第３回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第４回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第５回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第７回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第８回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）についての事前配布資料を
読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）に関する当日配付資料につ
いて、次回までに考察を加えておく

第９回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第10回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第11回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第12回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）についての事前配布
資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）に関する当日配付資
料について、次回までに考察を加えておく
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第13回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第14回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）に関する当日配付資料について、次回
までに考察を加えておく

第15回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第16回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第17回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）についての
事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）に関する当
日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第18回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第19回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）につ
いての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）に関
する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第20回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）について
の事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）に関する
当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第21回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第22回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）についての
事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）に関する当
日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第23回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）に
ついての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）に
関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第24回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）についての事前配布資料
を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）に関する当日配付資料に
ついて、次回までに考察を加えておく

第25回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第26回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第27回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第28回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく
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第29回 【事前学修】　生産の諸様式（採集狩猟民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（採集狩猟民）
【事後学修】　生産の諸様式（採集狩猟民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第30回 【事前学修】　生産の諸様式（遊牧民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（遊牧民）
【事後学修】　生産の諸様式（遊牧民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時に読む論文には必ず事前に目を通しておくこと。報告者はレジュメを作成・配付すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

比較文化論特講。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅱ（比較文化論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

文献講読を通じた現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイション、といったテーマを設け、異文化社会
におけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。以上を、毎回、具体例を盛り込
んだ論文を読むことを通じて、行なう。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生産の諸様式（移動農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（移動農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（移動農耕民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第２回 【事前学修】　生産の諸様式（定住農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（定住農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（定住農耕民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第３回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）について
の事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）に関する
当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第４回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第５回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）についての事前配布
資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）に関する当日配付資
料について、次回までに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）についての事
前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）に関する当日
配付資料について、次回までに考察を加えておく

第７回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第８回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第９回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第10回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第11回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第12回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）についての事前配布資料を読
む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく
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第13回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第14回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）についての事前配布資料
を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）に関する当日配付資料に
ついて、次回までに考察を加えておく

第15回 【事前学修】　儀礼（儀礼論一般）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（儀礼論一般）
【事後学修】　儀礼（儀礼論一般）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第16回 【事前学修】　儀礼（成人儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（成人儀礼）
【事後学修】　儀礼（成人儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第17回 【事前学修】　儀礼（婚姻儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（婚姻儀礼）
【事後学修】　儀礼（婚姻儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第18回 【事前学修】　儀礼（死者儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（死者儀礼）
【事後学修】　儀礼（死者儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第19回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第20回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第21回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第22回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）に関する当日配付資料について、次
回までに考察を加えておく

第23回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）につい
ての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）に関す
る当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第24回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）につい
ての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）に関す
る当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第25回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第26回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）につ
いての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）に関
する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第27回 【事前学修】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第28回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第29回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく
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第30回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）に関する当日配付資料について、考察を加える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時に読む論文には必ず事前に目を通しておくこと。報告者はレジュメを作成・配付すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

比較文化論特講。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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遠藤　尚

地域文化論特講
Special Lectures on Regional Culture

■テーマ■テーマ

地域文化についての知見を深める。

■講義内容■講義内容

本講義では文化とは何かについて問い直した上で、インドネシア、ジャワ農村を事例として地域の文化とその変容につい
て紹介する。また、履修者はそれぞれの選んだ地域の文化について調べて発表し、ディスカッションを行うことで、地域
文化について検討する視点とスキルを身につけることを目指す。

■達成目標■達成目標

1．「文化」をとらえる難しさを理解できる。
2．地域の文化について多面的に検討できる。
3．地域文化について知見が深まったことを実感できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化の定義について調べておく。
【授業内容】　文化とは何か①講義
【事後学修】　授業内容を元に文化の定義について整理する。

第２回 【事前学修】　前回の授業内容と紹介された文献、自主学習の成果を元に「文化とは何か」についての発表資料
をまとめる。
【授業内容】　文化とは何か②発表
【事後学修】　質疑内容踏まえて、発表資料を修正する。

第３回 【事前学修】　「本講義における地域文化」について自分なりにまとめる。
【授業内容】　文化とは何か③ディスカッション「本講義における地域文化」
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえ，「本講義における地域文化」について整理する。

第４回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の立地と自然環境について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴①立地と自然環境
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の立地と自然環境について調べてまとめる。

第５回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の民族分布について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴②民族
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の民族分布とその特徴について調べてまとめる。

第６回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の歴史と宗教の概要について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴③歴史と宗教
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の歴史と宗教について調べてまとめる。

第７回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の現在の産業について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴④産業
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の主要産業とその変化について調べてまとめる。

第８回 【事前学修】　農業のインボリューションについての資料を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化①農業と農村の文化（農業のインボリューションについて）
【事後学修】　自らが選んだ対象地域に関する鍵となる論文を探して読む。

第９回 【事前学修】　配付されたギアーツ以降のジャワ農村に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化②農業と農村の文化（ギアーツ以降の諸研究について）
【事後学修】　自らが選んだ対象地域に関する論文を探して読む。

第10回 【事前学修】　生計研究に関する資料を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化③農村の世帯生計
【事後学修】　自らが選んだ対象地域における生計に関する論文を探して読む。

第11回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ農村に関する第10回までの授業内容を振り返る。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化④まとめ
【事後学修】　自らが選んだ対象地域についてこれまで調べた成果をまとめる。

第12回 【事前学修】　自らが選んだ対象地域についてこれまで調べた成果を報告資料として用意する。
【授業内容】　地域文化について調べる①経過報告
【事後学修】　指摘された不足部分について調べる。

第13回 【事前学修】　前回指摘された不足部分について、不明点を明らかにしておく。
【授業内容】　地域文化について調べる②地域文化を調べる方法（講義）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、自らが選んだ対象地域について分析を進める。

第14回 【事前学修】　自らが選んだ対象地域の地域文化について発表資料を用意する。
【授業内容】　地域文化について調べる③最終発表とディスカッション
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえ、発表資料を修正する。

第15回 【事前学修】　第14回までの授業内容を踏まえて地域文化について改めて考えておく。
【授業内容】　地域文化論とは
【事後学修】　授業の前後で「地域文化」の捉え方がどのように変化したのかレポートとしてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題への取り組み方（15%）、ディスカッションの内容（15%）、最終発表の内容（50点）、最終レポート（20点）
以上の4点から授業の理解度や達成目標の到達度を評価する。授業の5分の1を超えて欠席した場合は、最終発表の評価資格
を失う。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。レポート等の提出物については、添削して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やインターネット、書籍等で興味のある地域について常にアンテナを張っておく。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業の中で随時紹介する。
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遠藤　尚

人間情報学演習Ⅰ（地域文化論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域文化に関する研究を知り、地域研究の視点や分析方法を学ぶ。

■講義内容■講義内容

本演習では、地域文化に関する学術的な研究の視点や分析方法を身につけるために、毎回の課題に沿って論文等を読み進
め、地域文化に関する研究とはどのような研究なのか学んでいく。また、学外でのフィールドワークにおいて地域調査の
手法を身につける。授業は、事前学修を元にした発表、ディスカッションあるいはフィールドワークによって進める。

■達成目標■達成目標

①特に興味のある分野を見つけ、地域文化に関する学術的な研究の視点や基本的な分析ができる。
②他の学生が興味を持ったテーマについても、ディスカッションを通して知見を得、自分なりの意見を言うことができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法について理解しておく。これまでの地域に関す
る講義内容や新聞などから、地域に関する興味を高めておく。
【授業内容】　地域に関する学会誌を知る
【事後学修】　時間中に紹介した学会誌の中から興味深いタイトルの論文を探す。

第２回 【事前学修】　１回目で探した論文をリストとしてまとめ、授業中に紹介できるように整理する。
【授業内容】　事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、論文リストの更新をする。

第３回 【事前学修】　『人文地理』の学会展望などから興味のある分野を見つけ、授業中に紹介できるように整理す
る。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す①（展望論文から）」、事前学修の結果を発表し、ディス
カッションを行う。
【事後学修】　興味のある分野の展望論文を改めて読み返し、中でも興味あるテーマを探してみる。

第４回 【事前学修】　興味のある論文の参考文献から読んでみたい論文と単行本を探し、授業中に紹介できるように整
理する。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す②（芋づる式）」、事前学修の結果を発表し、ディスカッ
ションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえ、読んでみたい論文と単行本のリストを修正する。

第５回 【事前学修】　図書館で利用できる文献検索システムなどを用いて、興味のある論文を探し、リストを作成す
る。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す③（文献検索システム）」、事前学修の結果を発表し、ディ
スカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえ、読んでみたい論文のリストを修正する。

第６回 【事前学修】　これまで作成したリストの中から論文を一つ選び、授業中に紹介できるように要旨をまとめる。
【授業内容】　テーマ「学術論文を読む」、事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し要旨を修正する。

第７回 【事前学修】　6回目で読んだ論文の参考文献から一つ取り上げて論文を読み、要旨にまとめる。
【授業内容】　テーマ「学術論文を読み進める」、事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し要旨を修正する。

第８回 【事前学修】　第7回までで更新されたリストを参考に、興味のある地域・テーマに関する論文を読み進め要旨に
まとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる①」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる①」に関する授業内容を踏まえて、論文
を読み直し要旨を修正する。

第９回 【事前学修】　引き続き興味のある地域・テーマに関する論文を読み進め要旨にまとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる②」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる②」に関する授業内容を踏まえて、論文
を読み直し要旨を修正する。

第10回 【事前学修】　8、9回目で読んだ論文を元に、興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる③」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し研究動向を修正する。

第11回 【事前学修】　これまでの授業を踏まえて、自らの興味のあるテーマにふさわしい調査対象地域を検討する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域について調べる」
【事後学修】　教員のアドバイスを元に、対象地域についてさらに調べる。

第12回 【事前学修】　対象地域について調べた結果を発表資料としてまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域を検討する」
【事後学修】　決定した対象地域について自らのテーマに沿った論文等を調べる。

第13回 【事前学修】　フィールドワークの対象地域について、自らのテーマに沿って調べた内容をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域について発表する」
【事後学修】　授業内容を踏まえて、フィールドワークで自らが行う調査のテーマを検討する。
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第14回 【事前学修】　フィールドワークで自らが行う調査のテーマと調査方法についてまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークにおけるテーマと調査方法」
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、フィールドワークにおけるテーマと調査方法を修正する。

第15回 【事前学修】　フィールドワークの計画を自分なりに立てる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を練る①」事前学修の結果を発表し、履修者間で調整する。
【事後学修】　授業で調整した日程や役割分担を踏まえて、フィールドワークの計画を調整する。

第16回 【事前学修】　調整した結果を踏まえて、交通手段や宿泊先の手配を進める。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を練る②」手配した交通手段等を確認した上で、全体の計画に
反映させる。
【事後学修】　巡検先での自らの具体的な調査計画と準備を進める。

第17回 【事前学修】　巡検先での自らの具体的な調査計画を全体の計画に反映させる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を決定する」全体の計画とそれぞれの役割や行動を確認する。
【事後学修】　巡検の準備を行う。

第18回 【事前学修】　巡検での自らの役割を確認する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク①」共同で行うフィールドワークにおける自らの役割を果たす。
【事後学修】　自らの行動について反省し、必要に応じて修正する。

第19回 【事前学修】　自らのテーマに沿った調査設計について確認する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク②」自らのテーマに沿った調査設計に沿った調査を行う。
【事後学修】　調査結果について整理する。

第20回 【事前学修】　調査結果について随時報告資料をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク③」調査結果について当日の報告会で報告する。
【事後学修】　ディスカッションの結果に応じて、調査内容や方法を調整する。

第21回 【事前学修】　調査結果を整理する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク④」整理の結果、不明点や不足な部分が明らかになった場合、できる
限り追加で調査をする。
【事後学修】　追加部分も含めて調査結果を整理する。

第22回 【事前学修】　アンケート票の整理など結果分析に必要な準備を行う。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析①」アンケート調査のデータ入力、聞き取り調査の結果の
書き起こしなどを行う。
【事後学修】　引き続き入力等を行い、必要に応じて教員のアドバイスなどを元にデータベースを修正する。

第23回 【事前学修】　分析に必要なデータベースを完成させる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析②」ピボットテーブル等を用いて調査結果を分析する。
【事後学修】　引き続き調査結果を分析する。

第24回 【事前学修】　ここまでの分析結果をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析③」ここまでの分析結果を発表する。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、分析を進める。

第25回 【事前学修】　修正した分析結果をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析④」修正した分析結果を発表する。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、分析結果をさらに修正する。

第26回 【事前学修】　事前の準備と分析結果を基に、テーマについて考察を行う。
【授業内容】　テーマ「設定したテーマについて考察を加える」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを
行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、考察を深める。

第27回 【事前学修】　考察した結果を図にまとめる。
【授業内容】　テーマ「考察結果を図にする」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、図を修正する。

第28回 【事前学修】　これまでの学修やフィールドワークの成果を報告書にまとめる。
【授業内容】　テーマ「報告書の作成①」事前学修の結果を報告し、アドバイスを受ける。
【事後学修】　アドバイスの内容を踏まえて、原稿を修正する。

第29回 【事前学修】　報告書の最終原稿をまとめる。
【授業内容】　テーマ「報告書の作成②」フォーマットなども含め、最終原稿について確認する。
【事後学修】　全体の報告書の原稿をそろえ、調整する。

第30回 【事前学修】　報告書の内容を発表資料としてまとめる。
【授業内容】　テーマ「成果を発表する」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　自らの今後の研究について検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

要旨の準備等発表への取り組み（30%）、ディスカッションや巡検への参加状況（30%）、最終報告書の内容（40%）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から新聞やニュースに触れ、地域に関する問題への関心を持つこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業中に随時紹介する。
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遠藤　尚

人間情報学演習Ⅱ（地域文化論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

外国語の文献に親しみ、地域文化についての知見を深める。

■講義内容■講義内容

この講義では、前半で履修者共通の外国語文献、後半で履修者が各自選んだ外国語文献を熟読し、外国語の文献を読むス
キルを身につけると同時に、修士論文執筆に必要な地域文化についての知見を深める。外国語は基本的に英語とする。

■達成目標■達成目標

1．外国語の文献を読めるようになる。
2．国内のものとは異なる地域文化についての知見が深まったことを実感できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自らの興味の方向性を整理しておく。
【授業内容】　提示されたいくつかの中から輪読する論文を2本決め、担当順を決める。
【事後学修】　決まった論文を入手し、構成や要旨などを確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第2回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める①第1回授業で指定された部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める①の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第３回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第3回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める②前回終了時点から第1回授業で指定された第3回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める②の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第４回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第4回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める③前回終了時点から第1回授業で指定された第4回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める③の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第５回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第5回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める④前回終了時点から第1回授業で指定された第5回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める④の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第６回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第6回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑤前回終了時点から第1回授業で指定された第6回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑤授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間違
いの原因も特定する。

第７回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも論文を最後まで読み、不明点を検討する。担当者は訳した内容を資料に
まとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑥前回終了時点から最後まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑥の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第８回 【事前学修】　第7回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する①初回から第7回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検討す
る。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を整理する。

第９回 【事前学修】　2本目の論文について、自分の担当ではなくとも第9回授業までに読み進める部分を読み、不明点
を検討する。担当者は訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑧第8回授業で指定された部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑧の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第10回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第10回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑨前回終了時点から第8回授業で指定された第10回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑨の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第11回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第11回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑩前回終了時点から第8回授業で指定された第11回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑩の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。
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第12回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第12回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑪前回終了時点から第8回授業で指定された第12回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑪の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第13回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第13回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑫前回終了時点から第8回授業で指定された第13回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑫の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第14回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも2本目の論文を最後まで読み、不明点を検討する。担当者は訳した内容を
資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑬前回終了時点から最後まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑬の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第15回 【事前学修】　第14回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する②第9回から第14回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検討
する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第16回 【事前学修】　自らの研究テーマに応じて読みたい外国語文献をリストアップする。
【授業内容】　授業後半で自らが読む外国語文献を2本決める。14回でどのように読み進めるか計画を立てる。
【事後学修】　決まった論文を入手し、構成や要旨などを確認しておく。

第17回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める①（初回分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、初回分の部分を読み直す。

第18回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める②（2回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、2回目分の部分を読み直す。

第19回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める③（3回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、3回目分の部分を読み直す。

第20回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める④（4回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、4回目分の部分を読み直す。

第21回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑤（5回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、5回目分の部分を読み直す。

第22回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を最後まで読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても
内容を把握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑥（最終部分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、最後部分を読み直す。

第23回 【事前学修】　第22回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する③第17回から第22回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検
討する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第24回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑦（初回分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、初回分の部分を読み直す。

第25回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑧（2回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、2回目分の部分を読み直す。

第26回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑨（3回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、3回目分の部分を読み直す。

第27回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑩（4回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、4回目分の部分を読み直す。

第28回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を最後まで読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても
内容を把握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑪（最終部分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、最後部分を読み直す。
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第29回 【事前学修】　第28回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する④第24回から第28回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検
討する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第30回 【事前学修】　この授業で読んだ4本の論文についての所見と外国語文献を読むに際して学んだことをレポートに
まとめる。
【授業内容】　所見と学びについての発表
【事後学修】　今後読みたい外国語文献を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

前半については担当部分の資料、後半については毎回の報告資料の内容（60%）、ディスカッション等への参加状況
（30%）、最終回の報告内容（10%）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

外国語論文を読むのに必要な英語の辞書や辞書アプリを準備しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業中に随時紹介する。
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坂本　譲

スポーツ科学特論
Special Topics in Sports Science

■テーマ■テーマ

スポーツ科学の現状、役割、課題について

■講義内容■講義内容

ヒトの身体や健康に関するスポーツ科学的知見を解説すると共に、近年どのような内容の研究が行われそしてどのような
成果を挙げ、それがどの様に利用されてきているのか、事例を交えながら解説する。

■達成目標■達成目標

スポーツ科学についての理解を深める。
事例に対し科学的視点から物事を理解し、内容に関して批判できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読して内容を確認する。
【授業内容】　身体活動、運動とスポーツ
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに身体活動、運動とスポーツの違いについて理解を深める。

第２回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに体力について調べる。
【授業内容】　健康と体力
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった体力について再度調べ問題
点等、その理解度を高める。

第３回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに生活習慣病について調べる。
【授業内容】　身体活動と生活習慣病の予防
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった生活習慣病について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第４回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに身体能力や健康と遺伝の関係について調べる。
【授業内容】　身体活動と健康の遺伝的要因
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった身体能力や健康と遺伝の関
係について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第５回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに加齢・老化について調べる。
【授業内容】　身体機能の加齢変化
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった加齢・老化について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第６回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに人間の成長について調べる。
【授業内容】　発育と発達
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった人間の成長について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第７回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに最近の心の健康問題について調べる。
【授業内容】　身体活動とこころの健康
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった心の健康問題について再度
調べ問題点等、その理解度を高める。

第８回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに身体を構成する物質（タンパク質、核酸等）について調べ
る。
【授業内容】　身体活動の生命科学的基礎
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった身体を構成する物質（タン
パク質、核酸等）について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第９回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋・骨格系について調べる。
【授業内容】　筋・骨格系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった筋・骨格系について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第10回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに呼吸・循環・内分泌系について調べる。
【授業内容】　呼吸・循環・内分泌系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった呼吸・循環・内分泌系につ
いて再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第11回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに脳・神経系について調べる。
【授業内容】　脳・神経系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった脳・神経系について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第12回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにスポーツバイオメカニクスについて調べる。
【授業内容】　スポーツバイオメカニクス
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となったスポーツバイオメカニクス
について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第13回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにスポーツ医学、免疫学について簡単に調べる。
【授業内容】　スポーツ医学、運動免疫学
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となったスポーツ医学、免疫学につ
いて再度調べ問題点等、その理解度を高める。
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第14回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに発表スライド・資料を準備する。
【授業内容】　スポーツ科学論文抄読会①（プレゼンテーション、質疑応答）
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった内容の科学的背景を再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第15回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに発表スライド・資料を準備し、科学的背景を理解する。
【授業内容】　スポーツ科学論文抄読会②（プレゼンテーション、質疑応答）およびまとめと総括
【事後学修】　発表内容の科学的な背景を理解するとともに半期の授業内容をふり返り全体的な理解度を高め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）。
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時にプリントにて公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

本講義の様々な内容に関する文献検索等の情報収集能力を養っておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

スポーツ生理学、健康体力統計学

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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坂本　譲

人間情報学演習Ⅰ（スポーツ科学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

スポーツトレーニング理論の基礎

■講義内容■講義内容

スポーツ科学の基礎を学び、エネルギー供給系の観点から、運動負荷に対する生体反応について基礎的実験を行いなが
ら、身体運動のメカニズムを理解していく。

■達成目標■達成目標

スポーツ科学の基礎について実験を行いながら学習し、身体運動のメカニズムを知識だけに留まらず、より深く理解でき
るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（前期）
【事後学修】　ガイダンス（前期）内容を理解する。

第２回 【事前学修】　遊びと人間（岩波書店）を読んでくる。
【授業内容】　遊びと人間
【事後学修】　遊びと人間（岩波書店）の要点を理解する。

第３回 【事前学修】　人間の身体の仕組みとその働きについて広く理解できるように準備する。
【授業内容】　人間の身体とスポーツ科学
【事後学修】　人間の身体の仕組みとその働きについて骨格筋を中心として全般にわたり広く理解する。

第４回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋収縮とエネルギー供給について調べる。
【授業内容】　筋収縮とエネルギー供給
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに筋収縮とエネルギー供給について広く理解する。

第５回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋繊維の種類とその特徴について調べる。
【授業内容】　筋繊維の種類とその特徴
【事後学修】　筋繊維の種類とその特徴について配布資料を使って復習する。

第６回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに神経系について調べる。
【授業内容】　神経系の役割
【事後学修】　神経系の役割について配布資料を使って復習する。

第７回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋の収縮様式と筋力について調べる。
【授業内容】　筋の収縮様式と筋力
【事後学修】　筋の収縮様式と筋力について配布資料を使って復習する。

第８回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに循環系について調べる。
【授業内容】　運動と循環
【事後学修】　運動と循環について配布資料を使って復習する。

第９回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに呼吸について調べる。
【授業内容】　運動と呼吸
【事後学修】　運動と呼吸について配布資料を使って復習する。

第10回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに肥満について調べる。
【授業内容】　身体組成と肥満
【事後学修】　身体組成と肥満について配布資料を使って復習する。

第11回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに体温調節について調べる。
【授業内容】　運動と体温調節
【事後学修】　運動と体温調節について配布資料を使って復習する。

第12回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋疲労について調べる。
【授業内容】　筋疲労の要因
【事後学修】　筋疲労について配布資料を使って復習する。

第13回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに老化について調べる。
【授業内容】　老化に伴う身体機能の変化
【事後学修】　老化に伴う身体機能の変化について配布資料を使って復習する。

第14回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに運動と栄養について調べる。
【授業内容】　運動と栄養
【事後学修】　運動と栄養について配布資料を使って復習する。

第15回 【事前学修】　人間の身体の仕組みとその仕組みについて理解度を確認する。
【授業内容】　まとめ（前期）
【事後学修】　前期講義内容をふり返り、全体的な理解度を確認する。

第16回 【事前学修】　シラバスを熟読し後期の内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（後期）
【事後学修】　3つのエネルギー供給系について理解する。

第17回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにエネルギー供給系について調べる。
【授業内容】　エネルギー供給系の基礎
【事後学修】　エネルギー供給系について配布資料を使って復習する。

第18回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにATP-PCr 系について調べる。
【授業内容】　ATP-PCr 系スポーツの種目特性
【事後学修】　ATP-PCr 系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。
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第19回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　最大無酸素性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第20回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定の実践
【事後学修】　最大無酸素性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第21回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるよう準備する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに最大無酸素性パワーの測定結果をまとめる。

第22回 【事前学修】　短時間高強度運動の種目特性および血中乳酸濃度の数値について調べる。
【授業内容】　乳酸系スポーツの種目特性
【事後学修】　乳酸系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。

第23回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　乳酸性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第24回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定の実践
【事後学修】　乳酸性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第25回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるように準備する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに乳酸性パワーの測定結果をまとめる。

第26回 【事前学修】　持久性運動の種目特性および最大酸素摂取量・血中乳酸濃度の数値について調べる。
【授業内容】　有酸素系スポーツの種目特性
【事後学修】　有酸素系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。

第27回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　有酸素性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第28回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定の実践
【事後学修】　有酸素性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第29回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるよう準備する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに有酸素性パワーの測定結果をまとめる。

第30回 【事前学修】　3つエネルギー供給系の仕組みを再度確認する。
【授業内容】　エネルギー供給系のまとめ
【事後学修】　エネルギー供給系についての理解度を高める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各種測定機器を使いこなせるよう事前に準備しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

スポーツ生理学、健康体力統計学。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

随時配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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坂本　譲

人間情報学演習Ⅱ（スポーツ科学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

スポーツ科学研究の展開と論文作成

■講義内容■講義内容

研究テーマの設定および研究成果の報告・発表を通して議論し、論文作成の指導をする。

■達成目標■達成目標

日本体育学会、日本体力医学会等で発表ができるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（前期）事
【事後学修】　研究計画書を入念に作成する。

第２回 【事前学修】　研究計画書を作成する。
【授業内容】　研究課題の設定
【事後学修】　研究課題の修正・調整をすること。

第３回 【事前学修】　先行研究を入念に調べる。
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）発表
【事後学修】　先行研究のレビューの発表の問題点を明確にし、参考文献等で復習する。

第４回 【事前学修】　主となる先行研究を熟読し、関連のある論文も検。索しディスカッションができるよう準備する
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）議論
【事後学修】　ディスカッションで理解不足の点を論文・参考文献等で理解度を深める。

第５回 【事前学修】　主となる先行研究に関連のある論文を検索しディスカッションができるよう準備する。
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）再検討
【事後学修】　ディスカッションで理解不足の点を再検討し、論文・参考文献等でそれらの理解度を深める。

第６回 【事前学修】　研究課題の領域の現状がおおよそ理解できているよう準備する。
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）まとめ
【事後学修】　自分自身の研究課題が明確になるように準備する。

第７回 【事前学修】　研究課題を明確化する。
【授業内容】　研究課題の検討
【事後学修】　研究課題についてディスカッション内容の理解度を深める。

第８回 【事前学修】　研究課題の仮説を明確化する。
【授業内容】　研究仮説の検討
【事後学修】　研究仮説についてディスカッション内容の理解度を深める。

第９回 【事前学修】　先行研究等を参考に実験方法・手順を考える。
【授業内容】　実験計画の検討
【事後学修】　実験計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第10回 【事前学修】　研究計画が実際に問題なく行うことができるかを検討する。
【授業内容】　実験計画の再検討
【事後学修】　再検討した実験計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第11回 【事前学修】　研究方法から導き出される結果についてどのような分析をすべきかを検討する。
【授業内容】　データ分析法の検討
【事後学修】　データ分析法についてディスカッション内容の理解度を深める。

第12回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を熟読し測定上の問題点を把握する。
【授業内容】　予備実験（1）測定法の検討
【事後学修】　測定上の問題点についてディスカッション内容の理解度を深める。

第13回 【事前学修】　測定機器の作動確認をし、より正確なデータが得られるようチェックする。
【授業内容】　予備実験（2）測定法の確認
【事後学修】　測定機器の作動確認についてディスカッション内容の理解度を深める。

第14回 【事前学修】　研究計画の細部まで見直す。
【授業内容】　研究計画の再検討
【事後学修】　再検討した研究計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第15回 【事前学修】　研究計画がいつでも実行できるよう必要な準備を進める。
【授業内容】　まとめ（前期）
【事後学修】　実験計画を具体化できるよう調整する。

第16回 【事前学修】　実験結果のデータを整理しておくこと。
【授業内容】　実験結果の中間発表
【事後学修】　実験結果の中間発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第17回 【事前学修】　整理されたデータから研究内容が発表できるよう準備する。
【授業内容】　学会発表のための準備（1）口頭発表
【事後学修】　口頭発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第18回 【事前学修】　学会発表の手順を再チェックする。
【授業内容】　学会発表のための準備（2）口頭発表の修正
【事後学修】　修正した口頭発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。
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第19回 【事前学修】　論文作成に着手する。
【授業内容】　論文作成（1）緒言の検討
【事後学修】　緒言に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第20回 【事前学修】　緒言の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（2）研究方法の検討
【事後学修】　研究方法に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第21回 【事前学修】　研究方法の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（3）結果の検討
【事後学修】　結果に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第22回 【事前学修】　結果のまとめ方、書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（4）考察の検討
【事後学修】　考察に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第23回 【事前学修】　考察の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（5）考察の再検討
【事後学修】　再検討した考察に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第24回 【事前学修】　考察の書き方の順序や参考文献の扱いについて検討する。
【授業内容】　論文作成（6）結論の検討
【事後学修】　結論に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第25回 【事前学修】　研究課題について発表できるよう準備する。
【授業内容】　修士論文中間発表
【事後学修】　中間発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第26回 【事前学修】　発表会での問題点を整理し、修正する。
【授業内容】　問題点の検討
【事後学修】　問題点の修正に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第27回 【事前学修】　要約を作成する。
【授業内容】　要約
【事後学修】　要約に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第28回 【事前学修】　ディスカッションでの問題点を修正する。
【授業内容】　要約の再検討
【事後学修】　再検討した要約に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第29回 【事前学修】　研究発表ができるよう準備する。
【授業内容】　最終報告会の準備
【事後学修】　最終報告会に向けた研究発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第30回 【事前学修】　発表の詳細まで再検討し準備する。
【授業内容】　まとめ（最終報告会）
【事後学修】　最終発表会の全般にわたる反省をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料を読み予習しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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津上　誠

共同体論特講
Special Lectures on Community Theory

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。基本的には講義形式であるが、ワークシートを使った思考課題や
グループでのミニ議論などの手法を授業に取り入れる。

■達成目標■達成目標

共同体について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　親族関係と名称体系についての語られ方を、適宜選んだ文化人類学の基礎文献から探して調べて
おく
【授業内容】　親族関係と名称体系
【事後学修】　親族関係と名称体系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第２回 【事前学修】　家族と出自集団についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　家族と出自集団
【事後学修】　家族と出自集団についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　婚姻と性関係の諸規定についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　婚姻と性関係の諸規定
【事後学修】　婚姻と性関係の諸規定についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第４回 【事前学修】　交叉イトコ婚の意味についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　交叉イトコ婚の意味
【事後学修】　交叉イトコ婚の意味についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第５回 【事前学修】　生態系と生業についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　生態系と生業
【事後学修】　生態系と生業についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　市場・生産・社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　市場・生産・社会
【事後学修】　市場・生産・社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第７回 【事前学修】　法と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　法と紛争
【事後学修】　法と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　政体と王についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　政体と王
【事後学修】　政体と王についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第９回 【事前学修】　呪術と宗教についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　呪術と宗教
【事後学修】　呪術と宗教についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第10回 【事前学修】　シャーマン・祭司・儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　シャーマン・祭司・儀礼
【事後学修】　シャーマン・祭司・儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第11回 【事前学修】　全体主義と現代社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　全体主義と現代社会
【事後学修】　全体主義と現代社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第12回 【事前学修】　神話・象徴・社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神話・象徴・社会
【事後学修】　神話・象徴・社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第13回 【事前学修】　通過儀礼（生と死）についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　通過儀礼：生と死
【事後学修】　通過儀礼（生と死）についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第14回 【事前学修】　一線的文化進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　一線的文化進化論
【事後学修】　一線的文化進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく
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第15回 【事前学修】　多線的文化進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　多線的文化進化論
【事後学修】　多線的文化進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点となる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かっての積極性ということである。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々のサマリーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅰ（共同体論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

文化人類学のテキスト群を用い、古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。毎回テキストを割当てられた者
が、以上の趣旨にそった発表を行ない、それについて議論を行なう。

■達成目標■達成目標

共同体について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　親族の概念についての語られ方を、適宜選んだ文化人類学の基礎文献から探して調べておく
【授業内容】　親族の概念
【事後学修】　親族の概念についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第２回 【事前学修】　擬制親族関係についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　擬制親族関係
【事後学修】　擬制親族関係についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　親族名称体系についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　親族名称体系
【事後学修】　親族名称体系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第４回 【事前学修】　親族構造と行動様式についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　親族構造と行動様式
【事後学修】　親族構造と行動様式についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第５回 【事前学修】　核家族の普遍性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　核家族の普遍性
【事後学修】　核家族の普遍性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　家族概念の検討についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　家族概念の検討
【事後学修】　家族概念の検討についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第７回 【事前学修】　出自集団についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　出自集団
【事後学修】　出自集団についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　単系出自集団の構造についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　単系出自集団の構造
【事後学修】　単系出自集団の構造についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第９回 【事前学修】　家族・親族研究の課題についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　家族・親族研究の課題
【事後学修】　家族・親族研究の課題についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第10回 【事前学修】　ディスクールとしての性と婚姻についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探し
て調べておく
【授業内容】　ディスクールとしての性と婚姻
【事後学修】　ディスクールとしての性と婚姻についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているか
を調べておく

第11回 【事前学修】　性と婚姻の不確定性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　性と婚姻の不確定性
【事後学修】　性と婚姻の不確定性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第12回 【事前学修】　婚姻における感情と構造についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　婚姻における感情と構造
【事後学修】　婚姻における感情と構造についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第13回 【事前学修】　女性の交換としての婚姻についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　女性の交換としての婚姻
【事後学修】　女性の交換としての婚姻についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく
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第14回 【事前学修】　交換の体系とイトコ婚についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　交換の体系とイトコ婚
【事後学修】　交換の体系とイトコ婚についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第15回 【事前学修】　婚姻交換の象徴性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　婚姻交換の象徴性
【事後学修】　婚姻交換の象徴性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第16回 【事前学修】　文化と環境についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化と環境
【事後学修】　文化と環境についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第17回 【事前学修】　文化生態学についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化生態学
【事後学修】　文化生態学についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第18回 【事前学修】　文化生態学の具体例についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　具体例
【事後学修】　文化生態学の具体例についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第19回 【事前学修】　モデルとしての生態系についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　モデルとしての生態系
【事後学修】　モデルとしての生態系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第20回 【事前学修】　社会の中に埋め込まれた経済についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　社会の中に埋め込まれた経済
【事後学修】　社会の中に埋め込まれた経済についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第21回 【事前学修】　互酬性・再分配・市場交換についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　互酬性・再分配・市場交換
【事後学修】　互酬性・再分配・市場交換についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第22回 【事前学修】　伝統的社会の諸類型についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　伝統的社会の諸類型
【事後学修】　伝統的社会の諸類型についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第23回 【事前学修】　交換論と生産論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　交換論と生産論
【事後学修】　交換論と生産論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第24回 【事前学修】　日常生活における法と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　日常生活における法と紛争
【事後学修】　日常生活における法と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第25回 【事前学修】　人類学における法と紛争の研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探し
て調べておく
【授業内容】　人類学における法と紛争の研究
【事後学修】　人類学における法と紛争の研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているか
を調べておく

第26回 【事前学修】　秩序と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　秩序と紛争
【事後学修】　秩序と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第27回 【事前学修】　紛争処理のための手段についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　紛争処理のための手段
【事後学修】　紛争処理のための手段についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第28回 【事前学修】　法人類学の課題についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　法人類学の課題
【事後学修】　法人類学の課題についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第29回 【事前学修】　政治と人類学についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　政治と人類学
【事後学修】　政治と人類学についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第30回 【事前学修】　支配と従属についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　支配と従属
【事後学修】　支配と従属についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点となる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かって積極性ということである。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々の部分コピーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅱ（共同体論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

文化人類学のテキスト群を用い、古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。毎回テキストを割当てられた者
が、以上の趣旨にそった発表を行ない、それについて議論を行なう。

■達成目標■達成目標

「共同体」について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　分散的政治組織についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　分散的政治組織
【事後学修】　分散的政治組織についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第２回 【事前学修】　集権的政体についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　集権的政体
【事後学修】　集権的政体についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　神聖な王権についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神聖な王権
【事後学修】　神聖な王権についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第４回 【事前学修】　国家と民族についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　国家と民族
【事後学修】　国家と民族についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第５回 【事前学修】　宗教文化についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　宗教文化
【事後学修】　宗教文化についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　呪術と宗教に関する学説についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　呪術と宗教についての学説
【事後学修】　呪術と宗教に関する学説についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第７回 【事前学修】　白呪術と黒呪術についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　白呪術と黒呪術
【事後学修】　白呪術と黒呪術についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　呪術と宗教のダイナミックスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　呪術と宗教のダイナミックス
【事後学修】　呪術と宗教のダイナミックスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第９回 【事前学修】　シャーマンと祭司についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　シャーマンと祭司
【事後学修】　シャーマンと祭司についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第10回 【事前学修】　シャーマン・祭司の諸相についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　シャーマン・祭司の諸相
【事後学修】　シャーマン・祭司の諸相についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第11回 【事前学修】　儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　儀礼とは
【事後学修】　儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第12回 【事前学修】　儀礼の分類についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　儀礼の分類
【事後学修】　儀礼の分類についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第13回 【事前学修】　コミュニタスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　コミュニタス
【事後学修】　コミュニタスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第14回 【事前学修】　象徴の体系としての文化についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　象徴の体系としての文化
【事後学修】　象徴の体系としての文化についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第15回 【事前学修】　文化の象徴論的研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　文化の象徴論的研究
【事後学修】　文化の象徴論的研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く
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第16回 【事前学修】　神話についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神話
【事後学修】　神話についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第17回 【事前学修】　象徴、社会、歴史についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　象徴と社会、そして歴史
【事後学修】　象徴、社会、歴史についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第18回 【事前学修】　通過儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　通過儀礼とは
【事後学修】　通過儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第19回 【事前学修】　通過儀礼の構造（死と再生）についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　通過儀礼の構造：死と再生
【事後学修】　通過儀礼の構造（死と再生）についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第20回 【事前学修】　分析モデルとしての通過儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　分析モデルとしての通過儀礼
【事後学修】　分析モデルとしての通過儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第21回 【事前学修】　古典的進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　古典的進化論
【事後学修】　古典的進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第22回 【事前学修】　モルガンの研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　モルガンの研究
【事後学修】　モルガンの研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第23回 【事前学修】　『古代社会』の理論と方法についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　『古代社会』の理論と方法
【事後学修】　『古代社会』の理論と方法についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第24回 【事前学修】　親族名称と婚姻・家族についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　親族名称と婚姻・家族
【事後学修】　親族名称と婚姻・家族についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第25回 【事前学修】　モルガン理論の評価についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　モルガン理論の評価
【事後学修】　モルガン理論の評価についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第26回 【事前学修】　文化圏説についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化圏説
【事後学修】　文化圏説についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第27回 【事前学修】　新進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　新進化論
【事後学修】　新進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第28回 【事前学修】　新進化論のその後についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　新進化論のその後
【事後学修】　新進化論のその後についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第29回 【事前学修】　文明とは何かについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文明とは何か
【事後学修】　文明とは何かについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第30回 【事前学修】　文明のプロセスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文明のプロセス
【事後学修】　文明のプロセスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点になる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かっての積極性ということである。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々の部分コピーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1614 -



楊　世英

国際地域論
Regional Problems in International Perspective

■テーマ■テーマ

国際的地域分析手法と国際地域論の枠組み

■講義内容■講義内容

国際地域論の分析手法・統計分析、統計ソフトを用いて学ぶ。また国際地域論に関する諸理論の問題点の整理。

■達成目標■達成目標

国際地域研究の分析の方法を把握したうえ、国際経済社会において存在している未解決な理論問題や現実の課題をテーマ
にして、そのメカニズムを説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　国際地域論の概略
【事後学修】　指定の参考文献の該当箇所を読んでくること

第２回 【事前学修】　国際地域論の枠組みを復習しておく
【授業内容】　国際地域論に関する諸理論を紹介
【事後学修】　配布した資料の該当箇所を読んでくることと問題点を見つかること

第３回 【事前学修】　国際地域論の分析手法について復習しておく
【授業内容】　国際地域論の研究方法
【事後学修】　アジア地域の国際問題をまとめること

第４回 【事前学修】　地域論の国際性について復習しておく
【授業内容】　国際地域論の課題
【事後学修】　アジアの地域性を調べてまとめること

第５回 【事前学修】　配布資料の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　地域別の地域論（日本）
【事後学修】　日本経済における技術立国の経緯を調べること

第６回 【事前学修】　中国経済を復習しながらその特徴をまとめておくこと
【授業内容】　地域別の地域論（中国）
【事後学修】　中国経済の現状をまとめてレポートを作成すること

第７回 【事前学修】　配布した資料の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　地域別の地域論（韓国）
【事後学修】　中国経済の特徴部分の資料を読んでくること

第８回 【事前学修】　中国の産業構造について復習すること
【授業内容】　地域別の地域論（インド）
【事後学修】　中東アジア諸国の産業構造を調べること

第９回 【事前学修】　アジア経済における経済成長部分の資料を調べる
【授業内容】　地域別の地域論（東南アジア諸国）
【事後学修】　東南アジア諸国の農業構造とは何？資料を調べてまとめてみよう。

第10回 【事前学修】　ASEANとは何ですかについて調べる
【授業内容】　地域別の地域論（ASEAN）
【事後学修】　ASEAN諸国の経済構造の共通性について調べたうえまとめる。

第11回 【事前学修】　南アジア経済の特徴を調べる
【授業内容】　地域別の地域論（シンガポール）
【事後学修】　シンガポールの経済構造を調べてまとめる。

第12回 【事前学修】　統計手法とデータの選択について復習すること
【授業内容】　実証分析方法 1 統計基礎と誤差問題
【事後学修】　経済構造に対して実証分析を用いてある地域を分析すること

第13回 【事前学修】　データの加工手法を調べて下さい
【授業内容】　実証分析方法 2 データベースの処理
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノートを作成すること

第14回 【事前学修】　実証データの分類法について調べる
【授業内容】　実証分析方法 3 最適化問題とモデルの構築
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとモデルを構築するためのノートを作成すること

第15回 【事前学修】　事例分析の事前準備事項について確認しておく
【授業内容】　事例分析
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノートを作成すること
※事後学修：世界経済・地域問題点を取り上げながら解決策を論じること
※事前学修：国際経済学・アジア社会学を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。
小テスト（50％）２回、レポートによって（50％）総合的に評価する。
小テストの基準は講義内容・達成目標の確認（80％）、記述の正確さ（20％）である。レポートの基準は課題の解題
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、論理的な展開（20％）である。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。経済学の基本理論（マクロ経済学・ミクロ経済学）
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

開講際に指示する

■参考文献■参考文献

履修時に適宜指示します。また授業の進捗状況と合わせて指示する場合もある。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの個別指導コレクションを使用する
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楊　世英

人間情報学演習Ⅰ（国際地域論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域研究における国際地域論の課題設定と分析の進め方

■講義内容■講義内容

国際地域研究の課題設定と分析・調査の進め方について、教科書・論文等諸研究を解読したうえ討議する。

■達成目標■達成目標

地域の諸現象と問題のとらえ方の多様性を理解し、問題関心に沿った国際地域研究の課題設定と分析、フィルード調査の
計画作成する力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　データの分類法を確認しておく
【授業内容】　情報学基礎 1　データ採集
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでデータの特性をつかむ

第２回 【事前学修】　データを整理する方法はリスト化しておく
【授業内容】　情報学基礎 2　データ分類整理
【事後学修】　一次元データの分類法をまとめること

第３回 【事前学修】　二次関数にかかわる知識を学習しておく
【授業内容】　情報学基礎 3　データ分析・統計関数の選択
【事後学修】　データに基づいて統計関数を作成してみる。

第４回 【事前学修】　相関分析の特徴を復習して事例を挙げて下さい
【授業内容】　相関分析
【事後学修】　産業構造に対して相関分析を試みる。

第５回 【事前学修】　回帰分析の特性を学習してから事例を挙げてみる
【授業内容】　回帰分析
【事後学修】　GDP増加と雇用関係を回帰分析モデルを作成してみる

第６回 【事前学修】　経済学における統計法の常用例を探しておく
【授業内容】　Excel による経済統計入門
【事後学修】　経済統計入門段階における統計関数の類型をまとめる

第７回 【事前学修】　線形計画法の事例分析を探しておく
【授業内容】　線形計画法
【事後学修】　線形計画法の特性をまとめる

第８回 【事前学修】　TSPソフト操作の方法を確認しておく
【授業内容】　TSP 入門
【事後学修】　TPS統計分析の特性をまとめる

第９回 【事前学修】　モデル構築する際の手順を確認して学習する
【授業内容】　モデル基礎 1　方程式
【事後学修】　モデル分析のパラメータについて調べる

第10回 【事前学修】　モデル変数を選択基準を確認しておく
【授業内容】　モデル基礎 2　変数選定
【事後学修】　モデル分析における変数選定の事例を挙げてみる

第11回 【事前学修】　実証分析に関する手法を確認してリスト化しておく
【授業内容】　実証分析基礎
【事後学修】　実証分析の手順をまとめる

第12回 【事前学修】　事例を選択する要点を確認すること
【授業内容】　事例分析手法の基本
【事後学修】　実例をあげて事例分析手法を説明してみる

第13回 【事前学修】　事例分析の実例を挙げてみて問題点を探す
【授業内容】　事例分析
【事後学修】　事例分析とモデル分析の関係を説明する

第14回 【事前学修】　研究調査事例を作ってみておく
【授業内容】　フィルード調査 1　計画
【事後学修】　フィル―ド調査の手順を説明する

第15回 【事前学修】　研究調査の項目を確認すること
【授業内容】　フィルード調査 2　実施と分析　第 1 回
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと調査案レポートを作成すること

第16回 【事前学修】　多変数の定義を確認して理解すること
【授業内容】　情報処理技術 1　多変数
【事後学修】　モデル分析と多変数の関係を調べる

第17回 【事前学修】　パラメータの選択基準を学習・復習すること
【授業内容】　情報処理技術 2　パラメータ
【事後学修】　実例を用いてパラメータの特性を説明する

第18回 【事前学修】　誤差の定義・範囲を確認する
【授業内容】　情報処理技術 3　誤差分析
【事後学修】　誤差範囲の選択を説明すること
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第19回 【事前学修】　実証分析法を分類しておく
【授業内容】　実証分析 1
【事後学修】　経済構造分析に関してモデルの構築を試みる

第20回 【事前学修】　実証分析法の実例を挙げてみて下さい
【授業内容】　実証分析 2
【事後学修】　生産性に関する労働の貢献度に対する分析を試みる

第21回 【事前学修】　実証分析法の特性を確認しておく
【授業内容】　実証分析 3
【事後学修】　GDP分析モデルを作成してみる。

第22回 【事前学修】　実証分析と比較研究との関連について学習しておく
【授業内容】　実証分析 4
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとレポートを作成すること

第23回 【事前学修】　発表するリストを作成する
【授業内容】　総合発表 1
【事後学修】　モデルとデータをうまく説明すること

第24回 【事前学修】　発表するため実証データを点検すること
【授業内容】　総合発表 2
【事後学修】　パラメータを選択する理由を説明してみる

第25回 【事前学修】　発表概要を作成する
【授業内容】　総合発表 3
【事後学修】　変数の策定を試みる

第26回 【事前学修】　発表のため、調査データと実証分析の方法の整合性を再確認する
【授業内容】　総合発表 4
【事後学修】　参考文献の引用を説明すること

第27回 【事前学修】　発表した後、自分が意識したことを考える。例えば問題点とか
【授業内容】　問題点整理 1
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとレポートを作成すること

第28回 【事前学修】　発見した問題点、あるいは指摘した問題点を確認しておく
【授業内容】　問題点整理 2
【事後学修】　問題点を解決方法を探ってみること

第29回 【事前学修】　実証分析した結果を再整理して、問題解決に向けてレポートを作成
【授業内容】　分析結果のまとめ 1
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノート作成案をまとめること

第30回 【事前学修】　分析した結果はデータとの照合を確認すること
【授業内容】　分析結果のまとめ 2
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のノートを作成すること
※事後学修：事例分析法を復習すること
※事前学修：国際地域学を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。
発表（50点）、まとめの試験（50点）。発表の基準は研究課題に対する理解、課題設定に関する自分の見解を述べること
（50％）主張と論拠の明確さ（50％）である。まとめの試験の採点基準は講義内容・達成目標との関連（50％）、記述内
容の適切さ・作法など（50％）である。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。経済学や地域論などを確認しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。とくにミクロ経済学、マクロ経済学、産業連関分析など

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。学生の状況と合わせて決める場合もある。
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楊　世英

人間情報学演習Ⅱ（国際地域論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

研究課題に関する問題意識と方法論の深化

■講義内容■講義内容

国際地域研究という視点からの研究を可能とする課題を絞り、その近い研究論文を関係学会誌から選定して研究方法に学
びつつ、その問題点に整理したうえ自らの問題関心と方法を深化させる。必要の場合は関連するフィールドへの視察を実
施。

■達成目標■達成目標

先行研究における国際地域の見方を理解し、それに基づいて各自の研究テーマに沿った国際地域の課題設定と分析調査方
法の確立、実施する力を身に付けることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　国際経済学の内容を確認すること
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　参考文献を選び、リストをつくること

第２回 【事前学修】　日経新聞など国際経済の動向を確認すること
【授業内容】　関連学会誌紹介
【事後学修】　関連学会誌リストを作ってそれぞれの特徴を説明すること

第３回 【事前学修】　地域経済の分析手法を確認してまとめてみる
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 1
【事後学修】　国際地域論の特徴を調べてレポートを作成すること

第４回 【事前学修】　経済学と国際地域論との関連を再確認して要点をまとめる
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 2
【事後学修】　国際地域論の研究手法について調べること

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 3
【事後学修】　国際地域論に関するモデル分析の可能性についてレポートを作成すること

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　総合討論
【事後学修】　国際地域論の研究範疇を定める要素について調べる。

第７回 【事前学修】　国際経済学の特徴を確認すること
【授業内容】　国際地域論の視点と方法
【事後学修】　入手した参考文献をレポートにする。

第８回 【事前学修】　事例調査リストを作ってみる
【授業内容】　フィルード事例調査 1
【事後学修】　予定の調査地をレポートを作成すること

第９回 【事前学修】　調査した事例を先行研究と比較して学習する
【授業内容】　フィルード事例調査 2
【事後学修】　調査プランを作成てみる

第10回 【事前学修】　研究調査の事例を選択してみて下さい
【授業内容】　フィルード調査発表 1
【事後学修】　調査から得た結果をレポートを作成すること

第11回 【事前学修】　調査発表の方法を確認しておく
【授業内容】　フィルード調査発表 2
【事後学修】　フィル―ド調査の問題点を整理すること

第12回 【事前学修】　調査論文の整理方法を確認すること
【授業内容】　研究調査論文 1
【事後学修】　調査論文の枠組みを構築する

第13回 【事前学修】　調査論文をリスト化して整理方法を確認しておく
【授業内容】　研究調査論文 2
【事後学修】　研究調査論文の予想結論を探る

第14回 【事前学修】　比較研究の重要性を確認しておく
【授業内容】　先行研究と比較
【事後学修】　先行研究と比較する可能性について探る

第15回 【事前学修】　討議する要点を確認しておく
【授業内容】　総合討論・まとめ 1
【事後学修】　まとめ過程において発見した問題点をリストする。

第16回 【事前学修】　研究事例をデータごとにまとめてみる
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究を進めるための方法を探る

第17回 【事前学修】　いくつか先行研究の事例を挙げて下さい
【授業内容】　先行研究の整理
【事後学修】　先行研究から問題点を探る
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第18回 【事前学修】　配布資料を再学習して「先行研究」の重要性を確認する
【授業内容】　問題点整理方法
【事後学修】　問題点に対して分析法を整理する

第19回 【事前学修】　問題点に対する論述方法をまとめる
【授業内容】　実証分析 1（事例研究）
【事後学修】　実証分析のために事例を選び

第20回 【事前学修】　データ分類法を確認しておく
【授業内容】　実証分析 2（データ採集）
【事後学修】　事例研究のためデータの入手

第21回 【事前学修】　実証分析の手法を再確認しておく
【授業内容】　実証分析 3（モデル構築）
【事後学修】　モデル分析の変数選択

第22回 【事前学修】　試算モデルの変数を確認しておく
【授業内容】　実証分析 4（試算モデル構築）
【事後学修】　モデル分析に関わるパラメータを確定

第23回 【事前学修】　発表方法を準備しておく
【授業内容】　総合発表 1
【事後学修】　モデルの構築とモデルの問題点をまとめること

第24回 【事前学修】　発表の要点を確認しておく
【授業内容】　総合発表 2
【事後学修】　プレゼンテーション案を際構築

第25回 【事前学修】　発表する際の資料・データを再確認して準備して下さい
【授業内容】　総合発表 3
【事後学修】　モデルに関わる問題点をまとめること

第26回 【事前学修】　発表のために一回練習してみて下さい
【授業内容】　総合発表 4
【事後学修】　プレゼンテーションの修正

第27回 【事前学修】　研究調査論文のリストを作ってみて下さい
【授業内容】　研究調査論文 3
【事後学修】　調査研究論文の枠組みを構築してみる

第28回 【事前学修】　研究調査論文を分類しておく
【授業内容】　研究調査論文 4
【事後学修】　研究調査論文の構造を分析

第29回 【事前学修】　討論のための要点をまとめておく
【授業内容】　総合討論・まとめ 2
【事後学修】　研究調査論文の概要と調査案レポートを作成すること

第30回 【事前学修】　調査論文の要点をリスト化してから補習しておく
【授業内容】　総合討論・まとめ ３
【事後学修】　研究調査論文の最終修正とレポートを作成すること
※事後学修：事例分析法を復習すること
※事前学修：国際地域論を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50点）、まとめの試験（50点）。発表の基準は研究課題に対する理解、課題設定に関する自分の見解を述べること
（50％）主張と論拠の明確さ（50％）である。まとめの試験の採点基準は講義内容・達成目標との関連（50％）、記述内
容の適切さ・作法など（50％）である。
試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。マクロ経済学　ミクロ経済学、計量経済学

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の際に指導する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの個別指導コレクションを使用する。
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大澤　史伸

福祉市民活動論特講
Special Lectures on Welfare Citizen Activities

■テーマ■テーマ

わが国における福祉市民活動の現状と課題

■講義内容■講義内容

本講義では、特に、民間非営利組織を中心に、我が国における福祉市民活動の現状と課題について考察をする。具体的に
は、ボランティアの歴史や理念、海外と国内のボランティアの比較、NPO 法人や企業の社会貢献活動等の事例について学
ぶことにする。

■達成目標■達成目標

①我が国における福祉市民活動の現状と課題について学習できる。
②福祉市民活動を行うための理論と実践活動について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の関心のあるボランティア団体について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの理念
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体の理念について調べる。

第２回 【事前学修】　欧米のボランティアの歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　欧米のボランティアの歴史
【事後学修】　欧米のボランティアについて事例を挙げて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　欧米のボランティアの現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　欧米のボランティアの現状
【事後学修】　欧米のボランティアの現状について事例を挙げて説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　日本のボランティアの歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　日本のボランティアの歴史
【事後学修】　日本のボランティアの歴史について事例を挙げて説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　日本のボランティアの現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　日本のボランティアの現状
【事後学修】　日本のボランティアの現状について事例を挙げて説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　ボランティアの今日的意味について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの今日的意味
【事後学修】　ボランティアの今日的意味について事例を挙げて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　自分の関心のあるボランティア団体について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの団体・組織
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体について聞き取り調査を行う。

第８回 【事前学修】　自分の関心のある企業を取り上げどのような社会貢献活動を行っているのかを調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動の意義と役割
【事後学修】　自分の関心のある企業を取り上げ実際に聞き取り調査を行う。

第９回 【事前学修】　自分の関心のある企業で行った聞き取り調査の結果を発表するための準備をする。
【授業内容】　企業の社会貢献活動の実際
【事後学修】　聞き取り調査を行った企業に関する文献調査を行う。

第10回 【事前学修】　NPO 法人について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　NPO 法人とは何か①定義
【事後学修】　自分の関心のある NPO 法人の概要について各種資料等を用いて調べる。

第11回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 法人の組織と運営に関して各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　NPO 法人とは何か②組織と運営
【事後学修】　講義で学んだことを通して、自分の関心のある NPO について分析し、問題点を整理する。

第12回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 法人に聞き取り調査を行う。
【授業内容】　NPO 法人の活動の実際
【事後学修】　講義で学んだことをさらに深めるために再度、自分の関心のあるNPO 法人に行き、聞き取り調査
を行う。

第13回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織を取り上げ、概要について調べる。
【授業内容】　非営利組織の経営（経営管理、経営戦略）
【事後学修】　自分の調べた非営利組織の経営についてのレポートを作成する。

第14回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の課題について考える。
【授業内容】　非営利組織の課題（法的制度、資金的基盤）
【事後学修】　自分の調べた非営利組織の課題について聞き取り調査合を行う。

第15回 【事前学修】　ボランティア、NPO、非営利組織の現状と課題について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　現状と課題
【事後学修】　これまでの学びを通して自分が学んだボランティア、NPO、非営利組織の現状と課題について現状
と課題を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、レポート提出（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ボランティア活動や NPO、企業の社会貢献活動に関する新聞、雑誌等に目を通しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『市民活動論 ボランティア・NPO・CSR』、学文社、2022年
ISBN978-4-7620-3160-1

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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大澤　史伸

人間情報学演習Ⅰ（福祉市民活動論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

福祉市民活動研究の動向

■講義内容■講義内容

福祉市民活動分野に関連する研究動向のレビューを行い、専門書及び関連論文の解読を行う。

■達成目標■達成目標

①国内外におけるボランティア活動に関する研究動向を把握できる。
②国内外における NPO 活動に関する研究動向を把握できる。
③国内外における企業の社会貢献活動の研究動向を把握できる。
④福祉市民活動のマネジメントに関する基礎的理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　福祉市民活動について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　福祉市民活動の概念
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動について調査し、報告書を作成する。

第２回 【事前学修】　ボランティアについて資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアとは何か
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア活動について調査し、報告書を作成する。

第３回 【事前学修】　ボランティアの理念に焦点を当て、ボランティアの理念について調べる。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア活動がどのような理念に基づき活動をしているのか調べる。

第４回 【事前学修】　ボランティアの歴史について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体の歴史について調べる。

第５回 【事前学修】　ボランティアの定義について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　ボランティアの定義についてどのようなものがあるのかを文献調査を行う。

第６回 【事前学修】　ボランティアの概念についてどのようなものがあるのか調べて報告書を作成する。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　ボランティア活動についての概念整理を行う。

第７回 【事前学修】　ボランティア活動を進める上でどのような制度・政策があるのか調べる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　ボランティア活動における制度・政策をまとめ、その課題等を明らかにする。

第８回 【事前学修】　ボランティア活動を行う上でどのような障壁があるのか考える。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　ボランティア活動を行う上での課題について、自分の関心のあるボランティアの事例について考
える。

第９回 【事前学修】　NPO とは何かについて、新聞、雑誌、テレビなどを題材にして考える。
【授業内容】　NPO とは何か
【事後学修】　自分の関心のある NPO について文献調査を行う。

第10回 【事前学修】　NPO の理念について、自分の興味のある NPO を取り上げて考える。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　NPO の理念について、どのようなものがあるのかできるだけ多く挙げてみる。

第11回 【事前学修】　NPO の歴史について各種資料を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のある NPO の歴史について文献調査、聞き取り調査を行う。

第12回 【事前学修】　NPO の定義について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　NPO の定義について日本と諸外国の場合について比較してみる。

第13回 【事前学修】　NPO の概念についてどのようなものがあるのかを調べる。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　NPO の概念整理を行い、日本と諸外国の場合について比較してみる。

第14回 【事前学修】　NPO の制度・政策についてどのようなものがあるのかできるだけ挙げてみる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　NPO の制度・政策を整理し、その課題について考えてみる。

第15回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 団体について調べる。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　自分の関心のある NPO 団体の現状と課題についてレポートを作成する。

第16回 【事前学修】　企業の社会貢献活動（CSR） について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動（CSR）とは何か
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動について文献調査を行う。

第17回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の理念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　自分の関心のある企業がどのような理念で社会貢献活動を行っているのか考える。
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第18回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動の歴史について文献調査、聞き取り調査を行う。

第19回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の定義についてどのようなものがあるのかを調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　企業の社会貢献活動の定義について日本と諸外国を比較してみる。

第20回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の概念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　企業の社会貢献活動の概念整理をし、諸外国との比較を行う。

第21回 【事前学修】　企業の社会貢献活動を進める上での制度・政策についてまとめる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　企業の社会貢献活動における制度・政策の長所と短所についてできるだけ挙げてみる。

第22回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の現状と課題について考える。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動の状況と課題についてレポートを作成する。

第23回 【事前学修】　福祉市民活動を進める上で効果的と考える条件についてできるだけ挙げてみる。
【授業内容】　福祉市民活動の事業化
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動について調査をし、その内容をレポートにまとめる。

第24回 【事前学修】　福祉市民活動における経営管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　①経営管理
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動の経営管理について調査を行う。

第25回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような経営戦略があるのか考える。
【授業内容】　②経営戦略
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような経営戦略を行っているのか文献調査、聞き取り調査
を行う。

第26回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのようなマーケティング活動を行っているのか考える。
【授業内容】　③マーケティング
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのようなマーケティング活動を行っているのか調べる。

第27回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような組織形態をとっているのか考える。
【授業内容】　④組織
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような組織形態ととっているのか不フィールドワークを行
う。

第28回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような財務・会計を行っているのか考える。
【授業内容】　⑤財務・会計
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような財務・会計を行っているのか、財務・会計担当者に
話を聞く。

第29回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのようなマンパワー要請を行っているのか考える。
【授業内容】　⑥マンパワーの養成
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのようなマンパワー養成を行っているのか、人事担当者に話
を聞く。

第30回 【事前学修】　今までの学びを通して自分がやってみたい福祉市民活動について考える。
【授業内容】　福祉市民活動研究のまとめ
【事後学修】　今までの学びを通して自分がやってみたい福祉市民活動についての事業計画を立案する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（30％）、レポート（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分が興味を持っている福祉市民活動の情報を収集しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『市民活動論　ボランティア・NPO・CSR』、学文社、2022年
ISBN978-4-7620-3160-1

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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大澤　史伸

人間情報学演習Ⅱ（福祉市民活動論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

企業、NPO における農業分野における知的障害者の就労支援

■講義内容■講義内容

企業、NPO における農業分野における知的障害者の就労支援について取り上げ、解説を行う。また、受講生の研究テーマ
に関する諸論文の解読および論文作成の指導を実施する。

■達成目標■達成目標

①企業、NPO における福祉市民活動の実際を理解できる。
②非営利組織のマネジメントに関する研究手法を身につけることができる。
③経営理念の課題と研究方法を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマについて先行研究を調べる。
【授業内容】　先行研究レビューと課題設定①
【事後学修】　自分の関心のあるテーマについて先行研究を調べ、テーマを設定する。

第２回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの先行研究を調べ、テーマを設定する。
【授業内容】　先行研究レビューと課題設定②
【事後学修】　自分の関心のあるテーマについてどのような研究方法を用いるのかを検討する。

第３回 【事前学修】　会社法人における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　会社法人における知的障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある会社法人による障がい者雇用について調べ、レポートを作成する。

第４回 【事前学修】　自分の関心のある会社法人による障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　会社法人における知的障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　会社法人による障がい者雇用の課題について検討する。

第５回 【事前学修】　農業法人における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　農事組合法人における障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある農業法人における障がい者雇用の現状について調べ、レポートを作成する。

第６回 【事前学修】　自分の関心のある農業法人における障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　農事組合法人における障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　農業法人における障がい者雇用の課題について検討する。

第７回 【事前学修】　市町村における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　市町村における知的障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある市町村における障がい者雇用について調べ、レポートを作成する。

第８回 【事前学修】　自分の関心のある市町村における障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　市町村における知的障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　市町村における障がい者雇用の課題について検討する。

第９回 【事前学修】　企業の社会貢献活動における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動における障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動における障がい者雇用について調べ、レポートを作成す
る。

第10回 【事前学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動における障がい者雇用についての事例について発表準備を
する。
【授業内容】　企業の社会貢献活動における障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　企業の社会貢献活動における障がい者雇用の課題について検討する。

第11回 【事前学修】　農業事業体における障がい者雇用の現状と課題について調べる。
【授業内容】　農業事業体における知的障害者の就労促進への提言と課題①
【事後学修】　農業事業体における障がい者雇用についてのフィールドワークを行う。

第12回 【事前学修】　農業事業体における障がい者雇用の事例についての発表準備を行う。
【授業内容】　農業事業体における知的障害者の就労促進への提言と課題②
【事後学修】　農業事業体における障がい者雇用の提言を行う。

第13回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織に関する文献調査を行う。
【授業内容】　非営利組織の組織
【事後学修】　非営利組織における自分の関心のあるテーマを設定する。

第14回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の存在意義について考える。
【授業内容】　非営利組織の存在意義
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の存在意義について仮説を立てる。

第15回 【事前学修】　非営利組織における経営管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の経営管理
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の経営管理について考える。

第16回 【事前学修】　非営利組織のマーケティングについて各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織のマーケティング研究
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略を分析する。

第17回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略についての発表準備を行う。
【授業内容】　非営利組織のマーケティング戦略
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略の課題を明らかにする。
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第18回 【事前学修】　非営利組織の資源獲得についてどのようなものがあるのか考える。
【授業内容】　非営利組織の資源獲得
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の資源獲得についての課題を明らかにする。

第19回 【事前学修】　非営利組織の人材管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の人材管理
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理について人事担当者に対して聞き取り調査を行う。

第20回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理についての発表準備を行う。
【授業内容】　非営利組織の人材確保
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理についての課題を明らかにする。

第21回 【事前学修】　非営利組織の人材養成について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の人材育成
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材養成の課題を明らかにする。

第22回 【事前学修】　非営利組織の業績評価について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の業績評価
【事後学修】　自分の関心の非営利組織について業績評価を実施し、レポートを作成する。

第23回 【事前学修】　経営理念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　経営理念の課題と研究方法
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念を文献調査・聞き取り調査を行う。

第24回 【事前学修】　自分の関心のある団体の経営理念についての発表準備を行う。
【授業内容】　先行研究からみた経営理念研究
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念に関する課題を明らかにする。

第25回 【事前学修】　経営理念の課題についての先行研究を行う。
【授業内容】　経営理念の今日的課題
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念の課題を解決するための方法を提示する。

第26回 【事前学修】　経営理念について会社法人、非営利組織の共通点と相違点について文献調査を行う。
【授業内容】　経営理念の捉え方
【事後学修】　経営理念の成功事例と失敗事例を比較検討する。

第27回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマ設定を行う。
【授業内容】　事例研究①
【事後学修】　自分の関心のあるテーマの先行研究を行う。

第28回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの研究計画を立案する。
【授業内容】　事例研究②
【事後学修】　フィールドワークの準備を行う。

第29回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの文献調査・聞き取り調査の準備を行う。
【授業内容】　事例研究③
【事後学修】　自分の関心のあるテーマの発表準備を行う。

第30回 【事前学修】　発表準備、レポート作成を行う。
【授業内容】　知的障害者の就労支援についてのまとめ
【事後学修】　発表を終えての振り返りを行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（30％）、レポート（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分が興味を持っている福祉市民活動の情報を収集しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『農業分野における知的障害者雇用促進システムの構築と実践』、（株）みらい、2010 年（ISBN：978-4-
86015-215-4）。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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仙田　幸子

生活情報システム論
Theory of Information System and Social Life

■テーマ■テーマ

現代日本における女性の就業・結婚行動

■講義内容■講義内容

現代日本における女性の就業・結婚行動についての最先端の知識を習得する。講義は、論文の読解（予習）→解読（授
業）→クイズ（授業）→再解読（予習）→口頭報告（授業）を 1 サイクルとして行われる。毎回、全員がその週の課題論
文を読み、レジュメを作成したうえで報告する。輪読制ではない。
この授業は対面授業で行われる。

■達成目標■達成目標

学術論文という研究者が研究者向けに書いた文献を読むことで、修士論文研究に必要な文献を読解する能力を身につけ
る。また、理解したことをレジュメと口頭報告によって学術的に報告する力を身につける。最終的には、授業で取り上げ
たすべての論文を、受講者一人一人の独自の視点でまとめたレポートを作成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の趣旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の趣旨を確認する

第２回 【事前学修】　指定された論文 （1） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　指定された論文 （1） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　指定された論文 （1） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　指定された論文 （2） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　指定された論文の （2） キーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　指定された論文の （2） 全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　論文 （1）（2） を読んで理解したことについてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）（2）のまとめ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　指定された論文 （3） の構造と要旨を理解する
【授業内容】　論文（3）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　指定された論文 （3） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　指定された論文 （3） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　指定された論文 （4） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　指定された論文 （4） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　指定された論文 （4） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　論文 （3）（4） を読んで理解したことについてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）（4）のまとめ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業の課題の達成度 50％（どれくらい正確に論文を読めているか、レジュメと口頭報告の分かりやすさ）、授業へ
の貢献度 50％（ほかの人の報告に対するコメント）による。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

インターネットを用いて論文を入手できるスキルを習得しておくこと。
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■テキスト■テキスト

岩沢美帆・三田房美（2005）。「職縁結婚の盛衰と未婚化の進展」『人口問題研究』（ISSN：03872793）535、16-28。金
井篤子（2010）。「働く女性のキャリア・トランジション」『日本労働研究雑誌』（ISSN：09163808）603、44-53。李尚
波（2011）。「雇用均等時代の大卒女性の雇用に関する研究」『日本労働研究雑誌』（ISSN：09163808）615、63-722。永
瀬信子（2002）。「若年層の雇用の非正規化と結婚行動」『人口問題研究』（ISSN：03872793）58-2、22-35。ほか、履修
者の希望による。テキストはインターネット上で各自が入手する。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。多変量解析の分析結果の表を読みこなす能力が求められる。学士号取
得に際し、家族社会学および女性労働論に関する専門科目を履修していることが履修の前提である。
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仙田　幸子

人間情報学演習Ⅰ（生活情報システム論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

家族と職業の実証研究

■講義内容■講義内容

先行研究のレビューをおこない、それに基づいて仮説を設定し、自らデータを収集して研究を進められるよう基礎的な力
を涵養する。
この授業は対面授業で行われる。

■達成目標■達成目標

家族と職業に関連するテーマを自身で設定し、先行研究のレビューと仮説設定をおこない、データを収集して分析する基
礎的な力を身に付ける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の主旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の主旨を確認する

第２回 【事前学修】　研究計画について整理してレジュメを作成する
【授業内容】　研究計画
【事後学修】　第２回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　研究における先行研究の位置づけを理解し整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）レビューの方法論
【事後学修】　第３回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　インターネットで先行研究を調べて整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）文献データベースによる探索
【事後学修】　第４回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　主要な先行研究の引用論文から先行研究を調べて整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）その他の方法による探索
【事後学修】　第５回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　第 4 回、第 5 回で収集した先行研究の相互の関係を整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）文献の整理
【事後学修】　第６回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　第 4 回、第 5 回で収集した先行研究から得られた知見を整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（5）各自の報告
【事後学修】　第７回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる理論仮説を立ててレジュメにまとめる
【授業内容】　仮説設定（1）理論仮説
【事後学修】　第８回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる作業仮説を立ててレジュメにまとめる
【授業内容】　仮説設定（2）作業仮説
【事後学修】　第９回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる概念を整理して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（3）概念の操作化
【事後学修】　第10回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いるモデルを構築して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（4）モデル構築
【事後学修】　第11回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　自分のオリジナリティを表せる研究で用いるモデルを構築して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（5）モデル検証
【事後学修】　第12回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　第12回で作成したモデルを精緻化して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（6）各自の報告
【事後学修】　第13回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　質的データの分析法について調べて、レジュメを作成する
【授業内容】　データの収集（1）質的データ
【事後学修】　第14回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　量的データの分析法について調べて、レジュメを作成する
【授業内容】　データの収集（2）量的データ
【事後学修】　第15回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第16回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータ収集法を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（3）調査計画
【事後学修】　第16回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第17回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するために必要なサンプリング方法を考え、レジュメにまとめ
る
【授業内容】　データの収集（4）サンプリング
【事後学修】　第17回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
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第18回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するために必要な調査項目を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（5）調査票作成
【事後学修】　第18回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第19回 【事前学修】　調査を実施して、結果をレジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（6）インタビュー
【事後学修】　第19回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第20回 【事前学修】　得られたデータをふまえて、あらためて研究目的を設定し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（1）分析の目的設定
【事後学修】　第20回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第21回 【事前学修】　得られたデータをもとに、あらためて仮説を見直し、検討できそうなことをレジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（2）仮説
【事後学修】　第21回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第22回 【事前学修】　得られたデータの限界を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（3）測定上の問題
【事後学修】　第22回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第23回 【事前学修】　得られたデータの基礎的集計をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（4）記述的分析
【事後学修】　第23回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第24回 【事前学修】　得られたデータの基礎的分析をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（5）統計的推測
【事後学修】　第24回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第25回 【事前学修】　得られたデータの多変量解析を行い、レジュメにまとめる （1）
【授業内容】　データ分析（6）スクリプトの作成
【事後学修】　第25回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第26回 【事前学修】　得られたデータの多変量解析を行い、レジュメにまとめる （2）
【授業内容】　データ分析（7）リアリティの把握
【事後学修】　第26回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第27回 【事前学修】　第20回から第26回までの分析の中から、研究に用いる分析結果を抽出し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（8）報告
【事後学修】　第27回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第28回 【事前学修】　第27回で抽出した分析結果を解釈し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート作成（1）理論的観点からみた分析結果の整理
【事後学修】　第28回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第29回 【事前学修】　論文の基本的構造にしたがい、研究を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート作成（2）レポートの構造
【事後学修】　第29回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第30回 【事前学修】　第29回の内容を改訂し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート発表およびディスカッション
【事後学修】　第30回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
※事後学修：授業の趣旨を確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告（50％）とレポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分自身の関心に基づいてテーマを設定し、関連する文献およびデータを収集すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

家族・労働および社会調査・分析法に関する諸科目。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。学士号取得にあたりこの分野で卒業研究をしており、相応のレベルの
家族社会学および女性労働論の知識があることが履修の前提である。
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仙田　幸子

人間情報学演習Ⅱ（生活情報システム論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

家族と職業の実証研究

■講義内容■講義内容

自らの研究計画に基づいて研究を進め、成果の発表と討論をおこなうことで論文を作成する。この授業は対面授業で行わ
れる。

■達成目標■達成目標

自身で研究計画を立て実行するとともに、研究成果について報告・討論を通じて考察を深め、オリジナルな論文を執筆で
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の主旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の主旨を確認する

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考え、レジュメを作成する
【授業内容】　研究計画（1）研究計画の立て方
【事後学修】　第２回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　自分が研究したいテーマに関する先行研究を探して整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（2）先行研究のレビュー
【事後学修】　第３回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　先行研究で用いられている仮説を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（3）仮説設定
【事後学修】　第４回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　先行研究で用いられている独立変数と従属変数を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（4）操作化
【事後学修】　第５回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　自分の研究に適した調査方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（5）調査計画
【事後学修】　第６回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　調査で得られるデータの分析方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（6）分析計画
【事後学修】　第７回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　第 2 回から第 7 回までを振り返り、自分の研究計画を作成し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（7）各自の報告
【事後学修】　第８回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　第 8 回をふまえて、研究計画を改訂し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（8）討論
【事後学修】　第９回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するための調査方法を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（1）研究の実施方法
【事後学修】　第10回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　あらためて先行研究を収集し、整理してレジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（2）先行研究のレビュー
【事後学修】　第11回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　自分の研究に用いる仮説を立て、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（3）仮説設定
【事後学修】　第12回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　仮説を実証するための概念の操作化をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（4）操作化
【事後学修】　第13回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　どのようなタイミングとペースで調査を行うかを決めてレジュメに整理する
【授業内容】　研究実施（5）調査計画
【事後学修】　第14回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　得られたデータの分析方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（6）分析計画
【事後学修】　第15回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第16回 【事前学修】　調査計画をレジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（7）調査の実施
【事後学修】　第16回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第17回 【事前学修】　実施した調査の概要について、レジュメに整理する
【授業内容】　データの整理
【事後学修】　第17回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第18回 【事前学修】　データの確認を行い、レジュメに整理する
【授業内容】　クリーニング
【事後学修】　第18回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
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第19回 【事前学修】　データの基礎集計を行い、レジュメに整理する
【授業内容】　分析
【事後学修】　第19回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第20回 【事前学修】　データの統計的分析をおこない、レジュメに整理する
【授業内容】　結果と整理
【事後学修】　第20回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第21回 【事前学修】　第20回の結果を仮説と照らし合わせた結果をレジュメに整理する
【授業内容】　仮説との照合
【事後学修】　第21回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第22回 【事前学修】　分析から得られた知見を整理し、レジュメを作成する
【授業内容】　理論的インプリケーション
【事後学修】　第22回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第23回 【事前学修】　第16回から第22回までを振り返り、整理してレジュメにする
【授業内容】　成果の発表と討論
【事後学修】　第23回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第24回 【事前学修】　第23回をふまえて、知見についての考察を深め、整理してレジュメにする
【授業内容】　討論
【事後学修】　第24回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第25回 【事前学修】　テキストをもとに、論文のルールについて分かったことをレジュメにする
【授業内容】　論文のルール
【事後学修】　第25回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第26回 【事前学修】　論文を作成し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第26回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第27回 【事前学修】　第26回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　推敲
【事後学修】　第27回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第28回 【事前学修】　第27回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　相互の批評
【事後学修】　第28回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第29回 【事前学修】　第28回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文報告
【事後学修】　第29回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第30回 【事前学修】　第29回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文提出
【事後学修】　第30回授業中のコメントを受けて、論文を改訂する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告・討論（50％）とレポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分自身のテーマについて研究計画を立て、教員および受講者との討論をおこないながら論文を作成すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

家族・労働・政策および社会調査・分析法に関する諸科目。

■テキスト■テキスト

野田直人 （2015）『小論文・レポートの書き方：パラグラフ・ライティングとアウトラインを鍛える演習帳』有限会社人
の森（ISBN：9784990717018）

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。仙田による人間情報学演習Ⅰを履習していることが履修の前提であ
る。
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文　景楠

記号論特講
Special Lectures on Semiotics

■テーマ■テーマ

現代言語哲学研究入門

■講義内容■講義内容

「言語」は人間が用いる記号の最たるものであり、その研究において現代の言語哲学は欠かすことのできない役割を担っ
ている。この講義では、現代の分析哲学で言語が論じられる際に基本となるトピックを考察することから、その研究手法
に親しむことを目指す。

■達成目標■達成目標

①現代の言語哲学で議論されている中心的なトピックに親しむ。
②現代の言語哲学の基本文献を自力で読みこなす準備となる知識を得る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、テキストとそこで扱われるトピッ
クを簡単に見渡す。
【事後学修】　言語がなぜ哲学において問題になっているのかを、講義の内容に基づいて自分なりに説明できる
ようにしておく。

第２回 【事前学修】　テキストのIntroductionを読んでおくこと。
【授業内容】　②意味と指示
　　　　　　　　言語哲学の最も中心的なトピックである意味と指示に関する導入的な講義を行う。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、意味と指示がどのような仕方で哲学的に
問題にされているのかを説明できるようにすること。

第３回 【事前学修】　テキストの2. Definite descriptionsを読んでおくこと。
【授業内容】　③確定記述1
　　　　　　　　指示の問題に対処するための理論である「確定記述説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「確定記述説」の内容をまとめた500字の
レポートを提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの2. Definite descriptionsで提起されているobjectionsとquestionsを事前に読み、自
分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　④確定記述2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第５回 【事前学修】　テキストの3. Proper names: the description theoryを読んでおくこと。
【授業内容】　⑤固有名の記述説1
　　　　　　　　指示の問題に関して熱心に議論されている「固有名の記述説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「固有名の記述説」の内容をまとめた500
字のレポートを提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの3. Proper names: the description theoryで提起されているobjectionsとquestions
を事前に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑥固有名の記述説2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第７回 【事前学修】　テキストの4. Proper names: direct reference and the causal-historical theoryを読んでお
くこと。
【授業内容】　⑦固有名の直接指示説1
　　　　　　　　固有名の指示の問題に対するもう一つのアプローチである「直接指示説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「固有名の直接指示説」の内容をまとめ
た500字のレポートを提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの4. Proper names: direct reference and the causal-historical theoryで提起され
ているobjectionsとquestionsを事前に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑧固有名の直接指示説2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第９回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑨ 確認と討論
　　　　　　　　参加者が第2回から第8回にかけて提出したレポートをもとに、理解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第10回 【事前学修】　テキストの5. Traditional theories of meaningを読んでおくこと。
【授業内容】　⑩伝統的な意味の理論
　　　　　　　　「意味」が伝統的な哲学においてどのように理解されてきたのかを概観する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、伝統的な意味の理論をまとめた500字のレ
ポートを提出する。
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第11回 【事前学修】　テキストの5. Traditional theories of meaningで提起されているobjectionsとquestionsを事前
に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑪伝統的な意味の理論2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの6. "Use" theoriesを読んでおくころ。
【授業内容】　⑫意味の使用説1
　　　　　　　現代的な意味の理論である「意味の使用説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、特に伝統的な意味の理論と使用説の違い
ニついて500字のレポートを提出する。

第13回 【事前学修】　テキストの6. "Use" theoriesで提起されているobjectionsとquestionsを事前に読み、時分の立
場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑬意味の使用説2
　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第14回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑭確認と討論
　　　　　　　　参加者が第10回から第13回にかけて提出したレポートをもとに、理解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第15回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの講義の内容をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、
それに基づいて議論する。
【事後学修】　議論の内容を参考に、最終レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝2点x15回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・最終レポート（① 7000字程度の最終レポート。② 達成目標2 ③ 70点 ④ テーマの独自性（20％）、主張と論拠の明確
さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、最終レポートに関しては授業終了後に添削し
て返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

① 学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
② 該当する回のテキストの予習が必須となる。
③ 参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）

■テキスト■テキスト

・Lycan, William G. 2008. “Philosophy of language: A contemporary introduction.” 2nd ed. Routledge
Contemporary Introductions to Philosophy. New York: Routledge. （ISBN: 0415957524）
・ライカン、W・G（2005）『言語哲学：入門から中級まで』（荒磯敏文 他 訳）勁草書房．（ISBN：4326101598）
講義では最新版の英語文献を主に用い、日本語訳は適宜参照する。

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
① 飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
② 服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③ 八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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文　景楠

人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

言語哲学基礎文献講読

■講義内容■講義内容

言語哲学の研究手法を用いて実際に修士論文を作成するために、修士1年の時点で読んでおくべき三つの文献（フレーゲ
「意義と意味について」、ラッセル「表示について」、クリプキ『名指しと必然性』）を講読する。

■達成目標■達成目標

①言語哲学の基礎的な文献を日本語または英語で実際に読む能力を養う。
②修士論文の作成に向けて、複雑な議論の組み立て方を学ぶ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、講読するテキストとそこで扱われ
ているトピックを簡単に見渡す。
【事後学修】　これらの文献が、自分の修士論文とどのような関連をもちうるかを300字のレポートでまとめる。

第２回 【事前学修】　訳書5-10頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　②フレーゲ「意義と意味について」1（訳書5-10頁）
【事後学修】　訳書5-10頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第３回 【事前学修】　訳書10-14頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　③フレーゲ「意義と意味について」2（訳書10-14頁）
【事後学修】　訳書10-14頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第４回 【事前学修】　訳書14-20頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　④フレーゲ「意義と意味について」3（訳書14-20頁）
【事後学修】　訳書14-20頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第５回 【事前学修】　訳書20-25頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑤フレーゲ「意義と意味について」4（訳書20-25頁）
【事後学修】　訳書20-25頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第６回 【事前学修】　訳書25-30頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑥フレーゲ「意義と意味について」5（訳書25-30頁）
【事後学修】　訳書25-30頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第７回 【事前学修】　訳書30-36頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑦フレーゲ「意義と意味について」6（訳書30-36頁）
【事後学修】　訳書30-36頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第８回 【事前学修】　訳書36-43頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑧フレーゲ「意義と意味について」7（訳書36-43頁）
【事後学修】　訳書36-43頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。第2回から第8
回までの文献読解をもとに、疑問に思ったことを500字のレポートで提出する。

第９回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑨確認と討論
　　　　　　　　参加者が第2回から第8回にかけて作成したレジュメと第8回後に提出したレポートをもとに、理
解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第10回 【事前学修】　訳書59-65頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑩ラッセル「表示について」1（訳書59-65頁）
【事後学修】　訳書59-65頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第11回 【事前学修】　訳書65-70頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑪ラッセル「表示について」2（訳書65-70頁）
【事後学修】　訳書65-70頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第12回 【事前学修】　訳書70-75頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑫ラッセル「表示について」3（訳書70-75頁）
【事後学修】　訳書70-75頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第13回 【事前学修】　訳書75-80頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑬ラッセル「表示について」4（訳書75-80頁）
【事後学修】　訳書75-80頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第14回 【事前学修】　訳書80-85頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑭ラッセル「表示について」5（訳書80-85頁）
【事後学修】　訳書80-85頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第15回 【事前学修】　夏期レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮夏期レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような夏期レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、夏期休業期間中に7000字のレポートを完成し提出すること。
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第16回 【事前学修】　夏期休業期間中に本人が提出したレポートを読み返しておくこと。
【授業内容】　⑯夏期レポートの振り返り
　　　　　　　　夏期レポートに対して教員がコメントを行い、それをもとに全員で議論する。
【事後学修】　教員のコメントに対する応答を、それぞれ500字のレポートにまとめて提出する。

第17回 【事前学修】　訳書「前書き」を予習してくること。
【授業内容】　⑰クリプキ『名指しと必然性』1（訳書「前書き」）
【事後学修】　訳書「前書き」の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第18回 【事前学修】　訳書「第一講義」25-40頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑱クリプキ『名指しと必然性』2（訳書「第一講義」25-40頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」25-40頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第19回 【事前学修】　訳書「第一講義」40-65頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑲クリプキ『名指しと必然性』3（訳書「第一講義」40-65頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」40-65頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第20回 【事前学修】　訳書「第一講義」65-82頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑳クリプキ『名指しと必然性』4（訳書「第一講義」65-82頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」65-82頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第21回 【事前学修】　「第一講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　21 クリプキ『名指しと必然性』5：「第一講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第22回 【事前学修】　訳書「第二講義」83-98頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　22 クリプキ『名指しと必然性』6（訳書「第二講義」83-98頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」83-98頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第23回 【事前学修】　訳書「第二講義」98-111頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　23 クリプキ『名指しと必然性』7（訳書「第二講義」98-111頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」98-111頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第24回 【事前学修】　訳書「第二講義」111-126頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　24 クリプキ『名指しと必然性』8（訳書「第二講義」111-126頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」111-126頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第25回 【事前学修】　「第二講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　25 クリプキ『名指しと必然性』9：「第二講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第26回 【事前学修】　訳書「第三講義」127-145頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　26 クリプキ『名指しと必然性』10（訳書「第三講義」127-145頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」127-145頁の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第27回 【事前学修】　訳書「第三講義」145-165頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　27 クリプキ『名指しと必然性』11（訳書「第三講義」145-165頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」145-165頁の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第28回 【事前学修】　訳書「第三講義」165-183の箇所を予習してくること。
【授業内容】　28 クリプキ『名指しと必然性』12（訳書「第三講義」165-183頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」165-183の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第29回 【事前学修】　「第三講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　29 クリプキ『名指しと必然性』13：「第三講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第30回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　30 最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、期日までに7000字の最終レポートを完成し提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝1点x30回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・二つのレポート（① 7000字程度の最終レポートを二度課す。② 達成目標2 ③ 70点＝35点x2回 ④ テーマの独自性
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、二つのレポートに関しては添削して返却す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
②該当する回のテキストの予習が必須となる。
③参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

記号論特講
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■テキスト■テキスト

フレーゲ「意義と意味について」とラッセル「表示について」に関しては、下記の選集に収められた訳を使用。
・松坂陽一 編訳（2013）『言語哲学重要論文集』現代哲学への招待Anthology、春秋社。（ISBN：4393323106）
クリプキ『名指しと必然性』は、下記の単行本を使用。
・クリプキ、ソール・A（1985）『名指しと必然性：様相の形而上学と心身問題』（八木沢敬＋野家啓一 訳）産業図書。
（ISBN：4782800223）
いずれも英語原典は必要に応じてコピーで配布する。

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
①飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
②服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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文　景楠

人間情報学演習Ⅱ（記号論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

言語哲学史基礎文献講読

■講義内容■講義内容

言語哲学の研究手法を用いて実際に修士論文を作成するために、修士2年の時点で読んでおくべき「言語哲学史」の基本文
献を、古代と中世のものを中心に講読する。

■達成目標■達成目標

①言語哲学史の基礎的な文献を英語で読む能力を養う。
②修士論文の完成に向けて、言語哲学史の背景的知識を得る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、講読するテキストとそこで扱われ
ているトピックを簡単に見渡す。
【事後学修】　これらの文献が、自分の修士論文とどのような関連をもちうるかを500字のレポートでまとめる。

第２回 【事前学修】　テキストのIntroductionを読んでおくこと。
【授業内容】　②導入
【事後学修】　Introductionの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第３回 【事前学修】　テキストのPresocratics and Sophistsを読んでおくこと。
【授業内容】　③ソクラテス以前とソフィストたち
【事後学修】　Presocratics and Sophistsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第４回 【事前学修】　テキストの3.1 Sophistを読んでおくこと。
【授業内容】　④プラトン1（3.1 Sophist）
【事後学修】　3.1 Sophistの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第５回 【事前学修】　テキストの3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59を読んでおくこと。
【授業内容】　⑤プラトン2（3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59）
【事後学修】　3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59の読解をもとに参加者が作成するレジュメを
再読し、復習を行うこと。

第６回 【事前学修】　テキストの3.3 Cratylus, pp.59-71を読んでおくこと。
【授業内容】　⑥プラトン3（3.3 Cratylus, pp.59-71）
【事後学修】　3.3 Cratylus, pp.59-71の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第７回 【事前学修】　テキストの4.1 Categoriesを読んでおくこと。
【授業内容】　⑦アリストテレス1（4.1 Categories）
【事後学修】　4.1 Categoriesの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第８回 【事前学修】　テキストの4.2 On Interpretationの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑧アリストテレス2（4.2 On Interpretation）
【事後学修】　4.2 On Interpretationの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第９回 【事前学修】　テキストの4.3 Topicsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑨アリストテレス3（4.3 Topics）
【事後学修】　4.3 Topicsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第10回 【事前学修】　テキストの4.4 Rhetoricを読んでおくこと。
【授業内容】　⑩アリストテレス4（4.4 Rhetoric）
【事後学修】　4.4 Rhetoricの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第11回 【事前学修】　テキストの4.5 Poeticsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑪アリストテレス5（4.5 Poetics）
【事後学修】　4.5 Poeticsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第12回 【事前学修】　テキストの4.6 Sophistical Refutationsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑫アリストテレス6（4.6 Sophistical Refutations）
【事後学修】　4.6 Sophistical Refutationsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第13回 【事前学修】　テキストの4.7 Posterior Analyticsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑬アリストテレス7（4.7 Posterior Analytics）
【事後学修】　4.7 Posterior Analyticsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第14回 【事前学修】　テキストのEpicureanismを読んでおくこと。
【授業内容】　⑭エピクロス主義（5.1 Epicurus; 5.2 Lucretius）
【事後学修】　5.1 Epicurus; 5.2 Lucretiusの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第15回 【事前学修】　夏期レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮夏期レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような夏期レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、夏期休業期間中に7000字のレポートを完成し提出すること。
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第16回 【事前学修】　夏期休業期間中に本人が提出したレポートを読み返しておくこと。
【授業内容】　⑯夏期レポートの振り返り
　　　　　　　　夏期レポートに対して教員がコメントを行い、それをもとに全員で議論する。
【事後学修】　教員のコメントに対する応答を、それぞれ500字のレポートにまとめて提出する。

第17回 【事前学修】　テキストのStoicismを読んでおくこと。
【授業内容】　⑰ストア派（6.1 The Stoics）
【事後学修】　6.1 The Stoicsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第18回 【事前学修】　テキストのSextus Empiricusを読んでおくこと。
【授業内容】　⑱セクストス・エンペイリコス（7.1 Outlines of Pyrrhonism）
【事後学修】　7.1 Outlines of Pyrrhonismの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第19回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑲アウグスティヌス1（8.1 On Christian Doctrine; 8.2 On the Teacher, pp. 136-146）
【事後学修】　8.1 On Christian Doctrine; 8.2 On the Teacher, pp. 136-146の読解をもとに参加者が作成す
るレジュメを再読し、復習を行うこと。

第20回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑳アウグスティヌス2（8.2 On the Teacher, pp.146-158）
【事後学修】　8.2 On the Teacher, pp.146-158の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行
うこと。

第21回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　21.アウグスティヌス3（8.2 On the Teacher, pp.158-169; 9.3 Confessions）
【事後学修】　8.2 On the Teacher, pp.158-169; 9.3 Confessionsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを
再読し、復習を行うこと。

第22回 【事前学修】　テキストのNeoplatonistsの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　22.新プラトン主義1（9.1 Proclus, On Plato’s Cratylus）
【事後学修】　9.1 Proclus, On Plato’s Cratylusの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を
行うこと。

第23回 【事前学修】　テキストのNeoplatonistsの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　23.新プラトン主義2（9.2 Ammonius, On Aristotle On Interpretation; 9.3 Boethius, On
Aristotle On Interpretation）
【事後学修】　9.2 Ammonius, On Aristotle On Interpretation; 9.3 Boethius, On Aristotle On
Interpretationの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第24回 【事前学修】　テキストのAnselmの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　24.アンセルムス1（10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.195-205）
【事後学修】　10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.195-205の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第25回 【事前学修】　テキストのAnselmの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　25.アンセルムス2（10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.205-213）
【事後学修】　10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.205-213の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第26回 【事前学修】　テキストのPeter Abelardの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　26.アベラール1（11.1 Abelard on the signification of universal expressions）
【事後学修】　11.1 Abelard on the signification of universal expressionsの読解をもとに参加者が作成す
るレジュメを再読し、復習を行うこと。

第27回 【事前学修】　テキストのPeter Abelardの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　27.アベラール2（11.2 Abelard on What Propositions Signify）
【事後学修】　11.2 Abelard on What Propositions Signifyの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第28回 【事前学修】　テキストのThomas of Aquinasの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　28.トマス・アクィナス1（13.1 Commentary on On Interpretation, Introduction, Lessons 1-
3）
【事後学修】　13.1 Commentary on On Interpretation, Introduction, Lessons 1-3の読解をもとに参加者が作
成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第29回 【事前学修】　テキストのThomas of Aquinasの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　29.トマス・アクィナス2（13.2 Summa Contra Gentiles I, Chapters 30-35）
【事後学修】　13.2 Summa Contra Gentiles I, Chapters 30-35の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再
読し、復習を行うこと。

第30回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　30.最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、期日までに7000字の最終レポートを完成し提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝1点x30回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・二つのレポート（① 7000字程度の最終レポートを二度課す。② 達成目標2 ③ 70点＝35点x2回 ④ テーマの独自性
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、二つのレポートに関しては添削して返却す
る。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

① 学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
② 該当する回のテキストの予習が必須となる。
③ 参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

記号論特講、人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）

■テキスト■テキスト

下記のものを使用するが、高価なので可能な限りコピーで配布する。
・Cameron, Margaret, Benjamin Hill and Robert J. Stainton, eds. 2017. “Sourcebook in the history of
philosophy of language: Primary source texts from the pre-Socratics to Mill.” Springer Graduate Texts in
Philosophy. Dordrecht: Springer.（ISBN：3319269062）

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
① 飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
②　 服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③　 八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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房　賢嬉

言語コミュニケーション論
Language in Communication

■テーマ■テーマ

日本語教育における社会文化諸理論

■講義内容■講義内容

多文化共生社会を実現するための理論的枠組みとして注目されている社会構成主義や社会文化諸理論について、テキスト
及び関連する文献を読んで学ぶ。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

日本語教育の方法（学習内容・教材・学習活動）を社会文化的なパースペクティブ（ヴィゴツキーやバフチンらの社会文
化諸理論）から捉えなおすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　第1章「ジャンル論のエッセンス」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「感性的世界としての意識」「ジャンル論のモチーフ」
【事後学修】　第1章（「感性的世界としての意識」「ジャンル論のモチーフ」）を復習しながら、授業をふり返
る。

第３回 【事前学修】　第1章「ジャンル論のエッセンス」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「ことばのジャンル再考」「言葉と対象」
【事後学修】　第1章（「ことばのジャンル再考」「言葉と対象」）を復習しながら、授業をふり返る。

第４回 【事前学修】　第2章「ことばのジャンルと基礎第二言語教育のデザイン」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問
を整理する。
【授業内容】　「ことばのジャンルと第二言語の習得」「第二言語の習得と言葉遣い」
【事後学修】　第2章（「ことばのジャンルと第二言語の習得」「第二言語の習得と言葉遣い」）を復習しなが
ら、授業をふり返る。

第５回 【事前学修】　第2章「ことばのジャンルと基礎第二言語教育のデザイン」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問
を整理する。
【授業内容】　「新たな基礎第二言語教育の構想」「パフォーマンス・オリエンティッドな基礎第二言語教育の
教育内容」
【事後学修】　第2章を復習しながら、授業をふり返る。

第６回 【事前学修】　第3章「対話原理」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話原理のエッセンス」「対話原理の認識論─人間にとっての経験とことばと現実」
【事後学修】　第3章を復習しながら、授業をふり返る。

第７回 【事前学修】　第3章「対話原理」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　対面的な社会的交通への対話原理の視座
【事後学修】　第3章（「対面的な社会的交通への対話原理の視座」）を復習しながら、授業をふり返る。

第８回 【事前学修】　第4章「社会的交通と発話と内言」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通の展開と外言と内言」
【事後学修】　第4章（「社会的交通の展開と外言と内言」）を復習しながら、授業をふり返る。

第９回 【事前学修】　第4章「社会的交通と発話と内言」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通の多声性」「社会的交通の現実」
【事後学修】　第4章（「社会的交通の多声性」「社会的交通の現実」）を復習しながら、授業をふり返る。

第10回 【事前学修】　第5章「バフチンの超言語学」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通が発現する基底の構造」「社会的交通の発現と発話の立ち現れ」
【事後学修】　第5章（「社会的交通が発現する基底の構造」「社会的交通の発現と発話の立ち現れ」）を復習し
ながら、授業をふり返る。

第11回 【事前学修】　第5章「バフチンの超言語学」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話関係と超言語学」
【事後学修】　第5章（「対話関係と超言語学」）を復習しながら、授業をふり返る。

第12回 【事前学修】　第6章「第二言語教育における対話論的アプローチ」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理
する。
【授業内容】　「言語現象の研究へのバフチンの貢献」「カリキュラム・デザインの指針」
【事後学修】　第6章（「言語現象の研究へのバフチンの貢献」「カリキュラム・デザインの指針」）を復習しな
がら、授業をふり返る。

第13回 【事前学修】　第6章「第二言語教育における対話論的アプローチ」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理
する。
【授業内容】　「教材作成のスキームとナラティブ学習のスキーム」「ユニットの授業プランと学習者と教師」
【事後学修】　第6章（「教材作成のスキームとナラティブ学習のスキーム」「ユニットの授業プランと学習者と
教師」）を復習しながら、授業をふり返る。

第14回 【事前学修】　第7章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話原理から見た接触場面社会的交通」
【事後学修】　第7章（「対話原理から見た接触場面社会的交通」）を復習しながら、授業をふり返る。

第15回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　総括
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

西口光一（2016）『対話原理と第二言語の習得と教育―第二言語教育におけるバフチン的アプローチ』くろしお出版

■参考文献■参考文献

西口光一編著（2005）『文化と歴史の中の学習と学習者―日本語教育における社会文化的パースペクティブ』凡人社
（ISBN10:4893585924）
James V. Wertsch（2004）『心の声―媒介された行為への社会文化的アプローチ』福村出版（ISBN:4571210302）
その他の参考文献は、授業時に随時紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生態学的視点に基づく言語教育

■講義内容■講義内容

科学的視点に基づく一般言語学では、一貫した調査のために現実世界の多様性を単純化したり、問題の原因を探る場合、
問題を「周りと切り離して」分析することが多い。しかし、生態学ではある事象が単純な理論、一つの要因で説明できる
とは考えておらず、個々の生物、人間、ことばやそれに関わるコト・モノのつながり全体に注目する。本演習では、文献
講読を通して生態学的視点に基づく言語教育について理解を深める。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

（1）生態学的視点に基づく考えと一般言語学との違いを理解し、説明できる。
（2）日本語教育の方法（学習内容・教材・学習活動）を生態学的アプローチで捉えなおすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　自分の言語学習観・言語教育観をふり返り、まとめる。

第２回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第1章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「なぜ生態学なのか」
【事後学修】　第1章を復習しながら、授業をふり返る。

第３回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第2章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「言語の見方」①
【事後学修】　第2章（言語の見方①）を復習しながら、授業をふり返る。

第４回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第2章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「言語の見方」②
【事後学修】　第2章（言語の見方②）を復習しながら、授業をふり返る。

第５回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第3章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「記号と意味」①
【事後学修】　第3章（記号と意味①）を復習しながら、授業をふり返る。

第６回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第3章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「記号と意味」②
【事後学修】　第3章（記号と意味②）を復習しながら、授業をふり返る。

第７回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第4章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「創発とアフォーダンス」①
【事後学修】　第4章（創発とアフォーダンス①）を復習しながら、授業をふり返る。

第８回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第4章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「創発とアフォーダンス」②
【事後学修】　第4章（創発とアフォーダンス②）を復習しながら、授業をふり返る。

第９回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第5章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「自己とアイデンティティ」①
【事後学修】　第5章（自己とアイデンティティ①）を復習しながら、授業をふり返る。

第10回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第5章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「自己とアイデンティティ」②
【事後学修】　第5章（自己とアイデンティティ②）を復習しながら、授業をふり返る。

第11回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第6章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「学習と言語」①
【事後学修】　第6章（学習と言語①）を復習しながら、授業をふり返る。

第12回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第6章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「学習と言語」②
【事後学修】　第6章（学習と言語②）を復習しながら、授業をふり返る。

第13回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第7章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学の批判力」
【事後学修】　第7章（生態学の批判力）を復習しながら、授業をふり返る。

第14回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第8章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学の研究法」
【事後学修】　第8章（生態学の研究法）を復習しながら、授業をふり返る。

第15回 【事前学修】　夏期レポートのテーマ設定とアウトラインの作成
【授業内容】　総括＆夏期レポートのテーマとアウトラインの発表
【事後学修】　これまで講読した文献の中から、特に興味を持ったトピックを一つ選び、夏期レポートを作成
し、提出する。

第16回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』（はじめに）をを読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　生態学の基本的見方、背景と問い
【事後学修】　授業内容を復習しながら、授業をふり返る。

第17回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第1章（p.3~p.11）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　言語生態学（Language Ecology）の定義・領域・目的
【事後学修】　第1章（p.3~p.11）を復習しながら、授業をふり返る。
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第18回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第1章（p.12~p.23）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「人間生態学としての言語生態学」
【事後学修】　第1章（p.12~p.23）を復習しながら、授業をふり返る。

第19回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第2章（p.27~p.40）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　グローバル化の下で変動する世界における言語生態学の課題
【事後学修】　第2章（p.27~p.40）を復習しながら、授業をふり返る。

第20回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第2章（p.40~p.45）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「想像力の縮退」の原因を探る:言語生態学のとらえ方の基礎
【事後学修】　第2章（p.40~p.45）を復習しながら、授業をふり返る。

第21回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第3章（p.49~p.56）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　グローバル化の下で創出される言語教育の新たな地平
【事後学修】　第3章（p.49~p.56）を復習しながら、授業をふり返る。

第22回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第3章（p.56~p.61）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「持続可能な生き方」を追求する言語教育
【事後学修】　第3章（p.56~p.61）を復習しながら、授業をふり返る。

第23回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第4章（p.65~p.83）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　ライフコースに沿った生態学的リテラシー（Ecological Literacy）
【事後学修】　第4章（p.65~p.83）を復習しながら、授業をふり返る。

第24回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第4章（p.83~p.99）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　日本語教育における課題と克服の形
【事後学修】　第4章（p.83~p.99）を復習しながら、授業をふり返る。

第25回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.103~p.124）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」①育成の方法の例
【事後学修】　第5章（p.103~p.124）を復習しながら、授業をふり返る。

第26回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.124~p.158）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」②ステップ1、2
【事後学修】　第5章（p.124~p.158）を復習しながら、授業をふり返る。

第27回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.158~p.192）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」③ステップ3、4
【事後学修】　第5章（p.158~p.192）を復習しながら、授業をふり返る。

第28回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.192~p.226）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」④ステップ5、6、7
【事後学修】　第5章（p.192~p.226）を復習しながら、授業をふり返る。

第29回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.227~p.256）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」⑤持続可能な生き方追求の基礎
【事後学修】　第5章（p.227~p.256）を復習しながら、授業をふり返る。

第30回 【事前学修】　最終レポートのテーマ設定とアウトラインの作成
【授業内容】　総括＆最終レポートのテーマとアウトラインの発表
【事後学修】　これまで講読した文献の中から、特に興味を持ったトピックを一つ選び、最終レポートを作成
し、提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論

■テキスト■テキスト

岡崎敏雄（2009）『言語生態学と言語教育』凡人社.（ISBN:4893587285）
van Lier, L.（2004）The Ecology and Semiotics of Language Learning: A Sociocultural Perspective. Dordrecht:
Kluwer Academic Publishers.（ISBN:1402079931）
van Lier, L. 宇都宮裕章訳（2009）『生態学が教育を変える―多言語社会の処方箋』ふくろう出版.（ISBN:4861863988）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーや連絡先については、初回の授業時に知らせます。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅱ（言語コミュニケーション論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語・日本語教育を研究する

■講義内容■講義内容

本演習では、自分の研究関心に基づき、テーマ設定、データ収集・分析、アウトライン作成、執筆、推敲のプロセスを報
告し合い、議論しながら論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

修士論文執筆のために必要な思考力と基礎スキルを身につける。
（1）先行研究を読みながら、問題意識を持ち、独自の研究テーマを設定することができる。
（2）研究テーマについて、文献収集およびそのレビューができる。
（3）修正論文を完成させるための論理的思考、分析的思考、情報収集方法を学び、自分の研究課題を発信するための基礎
力をつける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考えてくる。
【授業内容】　研究テーマについての検討（1）　マインドマップ作成
【事後学修】　マインドマップを精緻化する。

第３回 【事前学修】　最も興味のあるテーマに絞る。
【授業内容】　研究テーマについての検討（2）　構想マップ作成
【事後学修】　構想マップを精緻化する。

第４回 【事前学修】　文献を検索するためのキーワードを複数考えてくる。
【授業内容】　文献検索・情報収集
【事後学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を調べる。

第５回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究のリストを作る。
【授業内容】　文献・情報の整理
【事後学修】　自分仕立ての文献・情報の整理法を考案する。

第６回 【事前学修】　「テキスト批評の仕方」についての文献を読んでくる。
【授業内容】　先行研究を批評するとは？
【事後学修】　文献を読み、テキスト批評を行う。

第７回 【事前学修】　自分の研究テーマに関するレビュー論文を読んでくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（1）　レビュー論文を読む
【事後学修】　先行研究の文献レビューを読み、そのテーマに関する現状と課題を把握しておく。

第８回 【事前学修】　レビュー論文を読み、どのような構成になっているか分析してくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（2）　レビュー論文の書き方
【事後学修】　レビュー論文の書き方についてまとめる。

第９回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を収集する。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（1） 先行研究を分類する
【事後学修】　先行研究を時系列やテーマ別に分類して整理する。

第10回 【事前学修】　先行研究と自分の研究の関係を考えてくる。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（2）　先行研究の中に自分の研究を位置づける
【事後学修】　先行研究の空白を見出し、自分の研究を位置づける。

第11回 【事前学修】　先行研究をレビューする。
【授業内容】　文献レビューの検討
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、文献レビューを修正する。

第12回 【事前学修】　研究計画書のアウトラインを作成する。
【授業内容】　研究計画書の発表　
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、研究計画書ーを修正する。

第13回 【事前学修】　研究計画書に基づき、パイロット調査を行う。
【授業内容】　パイロット調査（1）　準備
【事後学修】　パイロット調査のための準備（インタビュー項目、質問紙）を整える。

第14回 【事前学修】　パイロット調査を実施する。
【授業内容】　パイロット調査（2）　報告
【事後学修】　理論枠組みや方法が研究目的・研究対象に照らして適切かどうか検討する。

第15回 【事前学修】　パイロット調査を踏まえて、研究計画を再検討する。
【授業内容】　総括
【事後学修】　研究計画を練り直す。

第16回 【事前学修】　研究の進捗をまとめる。
【授業内容】　研究計画書の発表
【事後学修】　授業中の課題を振り返り、研究計画を実施可能な形にする。

第17回 【事前学修】　文献『質的研究法マッピング』『初学者のための質的研究26の教え』を読む。
【授業内容】　データの分析（1）　データ分析手法（質的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータ分析計画を立てる。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1645 -



第18回 【事前学修】　『日本語教育のためのはじめての統計分析』を読む
【授業内容】　データの分析（2）　データ分析手法（量的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータを分析する。

第19回 【事前学修】　研究の進捗状況を言語化し、課題を明確にする。
【授業内容】　進捗状況の共有
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第20回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（1）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第21回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（2）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第22回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（3）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第23回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（4）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第24回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（5）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第25回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（6）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第26回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（7）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第27回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（8）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第28回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（1）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第29回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（2）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第30回 【事前学修】　論文のアウトラインに基づき、論文を修正する。
【授業内容】　総括・ふり返り
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。
（4）自身の研究テーマのみならず、日本語学、教育学、心理学等の見識を深めてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論、人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

授業初回に指示します。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

日本語教育学

■テーマ■テーマ

内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の理論と実践

■講義内容■講義内容

内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の文献を読み、持続可能性日本語教育、多言語多文化共生社会にお
ける日本語教育、言語生態学、内容重視の批判的言語教育などにも触れながら、議論する。受講生による報告と議論を行
う。

■達成目標■達成目標

1．内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の理論と実践を学び、グローバル化社会における日本語教育の
あり方を模索する。
2．今後、日本語教育の現場で実践をデザインする際の視座を得ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　配布資料（日本語教育のパラダイム再考）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　日本語教育のパラダイム再考
【事後学修】　授業内容（日本語教育のパラダイム再考）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第３回 【事前学修】　配布資料（学習観の変遷と新しい日本語教育の実践）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　学習観の変遷と新しい日本語教育の実践
【事後学修】　授業内容（学習観の変遷と新しい日本語教育の実践）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第４回 【事前学修】　配布資料（外国語教育における内容重視の言語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　外国語教育における内容重視の言語教育
【事後学修】　授業内容（外国語教育における内容重視の言語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第５回 【事前学修】　配布資料（日本における内容重視の日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　日本における内容重視の日本語教育
【事後学修】　授業内容（日本における内容重視の日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返り
は、次回授業時にクラスで共有する）

第６回 【事前学修】　配布資料（アメリカにおける内容重視の日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　アメリカにおける内容重視の日本語教育
【事後学修】　授業内容（アメリカにおける内容重視の日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第７回 【事前学修】　配布資料（フレイレ的教育学の視点）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　フレイレ的教育学の視点
【事後学修】　授業内容（フレイレ的教育学の視点）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授
業時にクラスで共有する）

第８回 【事前学修】　配布資料（言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化
【事後学修】　授業内容（言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第９回 【事前学修】　配布資料（初級日本語の文字プロジェクト）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（1）初級日本語の文字プロジェクト
【事後学修】　授業内容（初級日本語の文字プロジェクト）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、
次回授業時にクラスで共有する）

第10回 【事前学修】　配布資料（介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教育）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（2）介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教
育
【事後学修】　授業内容（介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教育）を復習しながら、ふ
り返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第11回 【事前学修】　配布資料（地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（3）地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践
【事後学修】　授業内容（地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第12回 【事前学修】　配布資料（多言語多文化共生社会における日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（4）多言語多文化共生社会における日本語教育
【事後学修】　授業内容（多言語多文化共生社会における日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふ
り返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第13回 【事前学修】　配布資料（3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むために-）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（5）3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むため
に-
【事後学修】　授業内容（3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むために-育）を復習しながら、
ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）
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第14回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ）を読み、レジュメを作成
する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（6）持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ）を復習しながら、ふり返
りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第15回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1） 事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2） 文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3） 文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

『未来を創ることばの教育をめざして[新装版]: 内容重視の批判的言語教育（Critical Content-Based Instruction）の
理論と実践 』佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・熊谷由理編、2018、ココ出版（ISBN：4866760079）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

持続可能性日本語教育

■講義内容■講義内容

世界規模のパンデミック、金融不安、環境、食糧、雇用問題など生存を?支える基盤が脆弱化しており、大量生産・大量消
費する社会のあり方の見直しを迫られている。つまり、私たち一人ひとりが自らを、グローバル化社会を生きる当事者と
して捉え、自他の持続可能な生き方を追求することが求められている。本演習では、グローバル化の下、持続可能な社会
を切り拓く日本語教育学である「持続可能性日本語教育」について仲間と議論しながら理解を深める。

■達成目標■達成目標

1．持続可能性日本語教育の理論的背景がわかる。
2．グローバル化社会における日本語教育の課題が理解できる。
3．生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法を理解し、授業をデザインすることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価?法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　配布資料（岡崎眸（2013）「持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ」）を読
み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育とは
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育とは）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回
授業時にクラスで共有する）

第３回 【事前学修】　教科書（第1章：言語生態学とは何か①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の理論的背景－言語教育への生態学的アプローチ①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の理論的背景①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第４回 【事前学修】　教科書（第1章：言語生態学とは何か②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の理論的背景－言語教育への生態学的アプローチ②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の理論的背景②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第５回 【事前学修】　教科書（第2章：想像力の衰退の下にある言語生態①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学の課題①
【事後学修】　授業内容（言語生態学の課題①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第６回 【事前学修】　教科書（第2章：想像力の衰退の下にある言語生態②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学の課題②
【事後学修】　授業内容（言語生態学の課題②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第７回 【事前学修】　教科書（第3章：言語生態学と言語教育①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバル化社会における?本語教育の課題①
【事後学修】　授業内容（グローバル化社会における?本語教育の課題①）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第８回 【事前学修】　教科書（第3章：言語生態学と言語教育②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバル化社会における日本語教育の課題②
【事後学修】　授業内容（グローバル化社会における日本語教育の課題②）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第９回 【事前学修】　教科書（第4章：生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシー育成のための学習デザイン①
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシー育成のための学習デザイン①）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第10回 【事前学修】　教科書（第4章：生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシー育成のための学習デザイン②
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシー育成のための学習デザイン②）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第11回 【事前学修】　配布資料（ライフストーリ作成）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験①：ライフストーリ作成
【事後学修】　授業内容（ライフストーリ作成）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第12回 【事前学修】　配布資料（対話的問題提起学習）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験②：対話的問題提起学習
【事後学修】　授業内容（対話的問題提起学習）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する

第13回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成①
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）
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第14回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成②
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第15回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成③）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成③
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成③）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第16回 【事前学修】　配布資料（ロールレタリング）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験③：ロールレタリング
【事後学修】　授業内容（ロールレタリング）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時に
クラスで共有する）

第17回 【事前学修】　配布資料（キーワードプロジェクト）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験④：キーワードプロジェクト
【事後学修】　授業内容（キーワードプロジェクト）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授
業時にクラスで共有する）

第18回 【事前学修】　配布資料（世界のつながりを紡ぐつながりの図①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験⑤：世界のつながりを紡ぐつながりの図①
【事後学修】　授業内容（世界のつながりを紡ぐつながりの図①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第19回 【事前学修】　配布資料（世界のつながりを紡ぐつながりの図②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験⑥：世界のつながりを紡ぐつながりの図②
【事後学修】　授業内容（世界のつながりを紡ぐつながりの図②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第20回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：留学生①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：留学生①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：留学生①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第21回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：留学生②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：留学生②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：留学生②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第22回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第23回 【事前学修】　配布資料（言語習得・保持研究の再構築と非母語話者年少者日本語教育）を読み、レジュメを作
成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：非母語話者年少者日本語教育
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：非母語話者年少者日本語教育）を復習しながら、ふり
返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第24回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：学部生①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：学部生①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：学部生①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第25回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：学部生②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：学部生②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：学部生②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第26回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の役割：同?者としての教師①）を読み、レジュメ
を作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師①）を復習しなが
ら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第27回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②）を読み、レジュ
メを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②）を復習しなが
ら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第28回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の自己研修・教師養成研究）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の自己研修
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の自己研修）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第29回 【事前学修】　教科書（おわりに：自然史を追うものとしての問い）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　自然史を追うものとしての問い
【事後学修】　授業内容（自然史を追うものとしての問い）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、
次回授業時にクラスで共有する）

第30回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

1．事前学修・事後学修は必ず行ってください。
2．文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
3．文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学

■テキスト■テキスト

岡崎敏雄（2009）『言語生態学と言語教育』凡人社.（ISBN:4893587285）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語教育を研究する

■講義内容■講義内容

本演習では、自分の研究関心に基づき、テーマ設定、データ収集・分析、アウトライン作成、執筆、推敲のプロセスを報
告し合い、議論しながら論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

修士論文執筆のために必要な思考力と基礎スキルを身につける。
（1） 先行研究を読みながら、問題意識を持ち、独自の研究テーマを設定することができる。
（2） 研究テーマについて、文献収集およびそのレビューができる。
（3） 修正論文を完成させるための論理的思考、分析的思考、情報収集方法を学び、自分の研究課題を発信するための基
礎力をつける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考えてくる。
【授業内容】　研究テーマについての検討（1）　マインドマップ作成
【事後学修】　マインドマップを精緻化する。

第３回 【事前学修】　最も興味のあるテーマに絞る。
【授業内容】　研究テーマについての検討（2）　構想マップ作成
【事後学修】　構想マップを精緻化する。

第４回 【事前学修】　文献を検索するためのキーワードを複数考えてくる。
【授業内容】　文献検索・情報収集
【事後学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を調べる。

第５回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究のリストを作る。
【授業内容】　文献・情報の整理
【事後学修】　自分仕立ての文献・情報の整理法を考案する。

第６回 【事前学修】　「テキスト批評の仕方」についての文献を読んでくる。
【授業内容】　先行研究を批評するとは？
【事後学修】　文献を読み、テキスト批評を行う。

第７回 【事前学修】　自分の研究テーマに関するレビュー論文を読んでくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（1）　レビュー論文を読む
【事後学修】　先行研究の文献レビューを読み、そのテーマに関する現状と課題を把握しておく。

第８回 【事前学修】　レビュー論文を読み、どのような構成になっているか分析してくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（2）　レビュー論文の書き方
【事後学修】　レビュー論文の書き方についてまとめる。

第９回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を収集する。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（1） 先行研究を分類する
【事後学修】　先行研究を時系列やテーマ別に分類して整理する。

第10回 【事前学修】　先行研究と自分の研究の関係を考えてくる。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（2）　先行研究の中に自分の研究を位置づける
【事後学修】　先行研究の空白を見出し、自分の研究を位置づける。

第11回 【事前学修】　先行研究をレビューする。
【授業内容】　文献レビューの検討
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、文献レビューを修正する。

第12回 【事前学修】　研究計画書のアウトラインを作成する。
【授業内容】　研究計画書の発表　
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、研究計画書ーを修正する。

第13回 【事前学修】　研究計画書に基づき、パイロット調査を行う。
【授業内容】　パイロット調査（1）　準備
【事後学修】　パイロット調査のための準備（インタビュー項目、質問紙）を整える。

第14回 【事前学修】　パイロット調査を実施する。
【授業内容】　パイロット調査（2）　報告
【事後学修】　理論枠組みや方法が研究目的・研究対象に照らして適切かどうか検討する。

第15回 【事前学修】　パイロット調査を踏まえて、研究計画を再検討する。
【授業内容】　総括
【事後学修】　研究計画を練り直す。

第16回 【事前学修】　研究の進捗をまとめる。
【授業内容】　研究計画書の発表
【事後学修】　授業中の課題を振り返り、研究計画を実施可能な形にする。

第17回 【事前学修】　文献『質的研究法マッピング』『初学者のための質的研究26の教え』を読む。
【授業内容】　データの分析（1）　データ分析手法（質的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータ分析計画を立てる。
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第18回 【事前学修】　『日本語教育のためのはじめての統計分析』を読む
【授業内容】　データの分析（2）　データ分析手法（量的研究）
【事後学修】　 自分の研究におけるデータを分析する。

第19回 【事前学修】　研究の進捗状況を言語化し、課題を明確にする。
【授業内容】　進捗状況の共有
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第20回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（1）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第21回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（2）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第22回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（3）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第23回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（4）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第24回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（5）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第25回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（6）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第26回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（7）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第27回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（8）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第28回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（1）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第29回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（2）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第30回 【事前学修】　論文のアウトラインに基づき、論文を修正する。
【授業内容】　総括・ふり返り
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1） 事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2） 文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3） 文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。
（4） 自身の研究テーマのみならず、日本語学、教育学、心理学等の見識を深めてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論、人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

授業初回に指示します。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐藤　真紀

日本語教育学

■テーマ■テーマ

年少者日本語教育学

■講義内容■講義内容

日本社会で育つ、「複言語環境で育つ子ども」や「外国につながる子ども」が増加傾向にある。本講義は、そのような
「子ども」に注目し、年少者日本語教育の観点から現状を捉え、必要な教育やサポートを考えていく。主に年少者日本語
教育学やバイリンガル教育学に関する文献を読み、受講者による報告と議論を中心に進めていく。

■達成目標■達成目標

①「外国につながる子ども」が直面する問題について自分の言葉で説明することができる。
②バイリンガル教育に関する基礎知識を理解し、自分の言葉で説明することができる。
③バイリンガル育成の理論的モデルを理解し、実際の事例と照らし合わせながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読んでおく
【授業内容】オリエンテーション
【事後学修】現時点で自身が持つ「バイリンガル（教育）」についてのイメージを言語化する

第２回 【事前学修】資料（増加・多様化する「外国につながる子ども」）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリス
トアップしておく
【授業内容】増加・多様化する「外国につながる子ども」
【事後学修】「増加・多様化する『外国につながる子ども』」について資料を読み返しながら議論したことをふ
り返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第３回 【事前学修】資料（バイリンガルの型）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】バイリンガルの型
【事後学修】「バイリンガルの型」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体
的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第４回 【事前学修】資料（バイリンガル教育の基礎知識）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】バイリンガル教育の基礎知識
【事後学修】「バイリンガル教育の基礎知識」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第５回 【事前学修】資料（海外のバイリンガル教育の実態）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】海外のバイリンガル教育の実態
【事後学修】「海外のバイリンガル教育の実態」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第６回 【事前学修】資料（日本のバイリンガル教育の実態）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】日本のバイリンガル教育の実態
【事後学修】 「日本のバイリンガル教育の実態」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第７回 【事前学修】資料（日本の外国人児童生徒教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】日本の外国人児童生徒教育
【事後学修】 「日本の外国人児童生徒教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学
びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第８回 【事前学修】資料（バイリンガル育成の理論的モデル①）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】バイリンガル育成の理論的モデル①：社会的文脈の中の言語習得モデル
【事後学修】「バイリンガル育成の理論的モデル①」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第９回 【事前学修】資料（バイリンガル育成の理論的モデル②）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】バイリンガル育成の理論的モデル②：カミンズのバイリンガル育成理論
【事後学修】「バイリンガル育成の理論的モデル②」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第10回 【事前学修】資料（二言語の関係）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】二言語の関係：転移とバイリンガル育成
【事後学修】「二言語の関係」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第11回 【事前学修】資料（心理的・社会的・文化的要因とモデル）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアッ
プしておく
【授業内容】心理的・社会的・文化的要因とモデル
【事後学修】「心理的・社会的・文化的要因とモデル」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第12回 【事前学修】資料（バイリンガリズムの決定要因）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】バイリンガリズムの決定要因：巨視的モデル
【事後学修】「バイリンガリズムの決定要因」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）
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第13回 【事前学修】資料（教科・母語・日本語相互育成学習モデル）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】教科・母語・日本語相互育成学習モデル
【事後学修】「教科・母語・日本語相互育成学習モデル」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第14回 【事前学修】資料（マルチリンガル教育の方法）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】マルチリンガル教育の方法
【事後学修】「マルチリンガル教育の方法」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学
びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第15回 【事前学修】ここまでの学びをふり返り、改めて、自身が持つ「バイリンガル（教育）」のイメージを言語化し
ておく
【授業内容】まとめ
【事後学修】これまでの授業で学んだことをふり返り、期末レポートを作成し提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

中島和子（2010）『マルチリンガル教育への招待―言語資源としての外国人・日本人年少者―』ひつじ書房（ISBN：978-
89476-446-0）
その他の参考文献は授業内で随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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佐藤　真紀

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

多言語多文化共生社会と日本語教育

■講義内容■講義内容

多言語多文化共生社会を目指す上で、日本語教育は何を志し、どのような理念のもと、どのような実践を行い、どのよう
な役割を果たすことができるだろうか。本演習では、地域日本語教育および目的別日本語教育を柱に、様々な日本語教育
の理念や実践について幅広く学び、日本語教育の役割を再考する。また同時に、各ジャンルの先行研究をもとに、この分
野の研究がどのようなものなのか、その研究手法についても学び、体験を通して学んでいく。

■達成目標■達成目標

①地域日本語教育のこれまでの展開について、自身の言葉で説明できる。
②目的別日本語教育のこれまでの展開について、自身の言葉で説明できる。
③日本語教育の現場を分析する方法として、談話分析、インタビュー調査、フィールドワークなどの質的調査方法につい
て理解し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読んでおく
【授業内容】オリエンテーション
【事後学修】自身が日本語教育を志す理由や日本語教育で目指すところについて、言語化する

第２回 【事前学修】資料（多様化する日本社会）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】多様化する日本社会：「共生」の意味
【事後学修】 「多様化する日本社会」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具
体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第３回 【事前学修】資料（多文化共生社会で求められる日本語教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】多文化共生社会で求められる日本語教育
【事後学修】「多文化共生社会で求められる日本語教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第４回 【事前学修】資料（地域日本語教育の展開）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の展開
【事後学修】 「地域日本語教育の展開」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第５回 【事前学修】資料（地域日本語教育の現状と課題）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】地域日本語教育の現状と課題
【事後学修】 「地域日本語教育の現状と課題」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第６回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文①
【事後学修】 「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第７回 【事前学修】資料（談話分析）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文①の研究方法：談話分析
【事後学修】談話分析について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に言語化す
る（ふり返りは次回授業で共有する）

第８回 【事前学修】自身の実践の一部を談話分析を用いて分析してみる
【授業内容】談話分析のミニ実践
【事後学修】談話分析のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有す
る）

第９回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文②
【事後学修】「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第10回 【事前学修】資料（インタビュー調査）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文②の研究方法：インタビュー調査
【事後学修】インタビュー調査について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第11回 【事前学修】自身の実践の一部をインタビュー調査を用いて分析してみる
【授業内容】インタビュー調査のミニ実践
【事後学修】インタビュー調査のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第12回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文③
【事後学修】「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）
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第13回 【事前学修】資料（フィールドワーク）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文③の研究方法：フィールドワーク
【事後学修】フィールドワークについて資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第14回 【事前学修】自身の実践の一部をフィールドワークを用いて分析してみる
【授業内容】フィールドワークのミニ実践
【事後学修】フィールドワークのミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第15回 【事前学修】ここまでの資料を再度読んで理解を補強しておく
【授業内容】まとめ
【事後学修】ここまでの学びをふり返り、理解をまとめる。期末レポートを作成し、提出する

第16回 【事前学修】自分が行っている実践についてまとめておく
【授業内容】後期オリエンテーション、実践の共有
【事後学修】自身が実践を通して達成したいことを言語化する

第17回 【事前学修】資料（日本社会を構成する多様な背景を持つ人々）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】日本社会を構成する多様な背景を持つ人々
【事後学修】 「日本社会を構成する多様な背景を持つ人々」について資料を読み返しながら議論したことをふり
返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第18回 【事前学修】資料（多様化・専門化していく日本語教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】多様化・専門化していく日本語教育
【事後学修】「多様化・専門家していく日本語教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第19回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の展開）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の展開
【事後学修】 「目的別日本語教育の展開」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第20回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の現状と課題）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】目的別日本語教育の現状と課題
【事後学修】 「目的別日本語教育の現状と課題」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第21回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文①
【事後学修】 「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第22回 【事前学修】資料（談話分析）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文①の研究方法：談話分析
【事後学修】談話分析について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に言語化す
る（ふり返りは次回授業で共有する）

第23回 【事前学修】自身の実践の一部を談話分析を用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育における談話分析のミニ実践
【事後学修】談話分析のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有す
る）

第24回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文②
【事後学修】「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第25回 【事前学修】資料（インタビュー調査）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文②の研究方法：インタビュー調査
【事後学修】インタビュー調査について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第26回 【事前学修】自身の実践の一部をインタビュー調査を用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育におけるインタビュー調査のミニ実践
【事後学修】インタビュー調査のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第27回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文③
【事後学修】「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第28回 【事前学修】資料（フィールドワーク）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文③の研究方法：フィールドワーク
【事後学修】フィールドワークについて資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第29回 【事前学修】自身の実践の一部をフィールドワークを用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育におけるフィールドワークのミニ実践
【事後学修】フィールドワークのミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第30回 【事前学修】ここまでの資料を再度読んで理解を補強しておく
【授業内容】総括
【事後学修】ここまでの学びをふり返り、理解をまとめる。期末レポートを作成し、提出する
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業内で随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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佐藤　真紀

人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語教育学における研究

■講義内容■講義内容

本演習では、各自の問題意識に沿って研究を計画し、実際に調査研究を行い、収集したデータを分析し、推敲を重ねなが
ら論文に仕上げていく。そのために必要なスキルを学びながら、他の受講生と議論を重ね、日本語教育分野に還元できる
研究の遂行を目指す。

■達成目標■達成目標

①修士論文執筆に向け、自身の問題意識に基づき、適当な研究計画を立てることができる。
②先行研究を十分に検討し、オリジナルの研究課題を設定することができる。
③研究課題解明のために適当な研究方法を用い、十分なデータを収集することができる。
④学んだ分析方法を活用し、適当な方法で分析し、その結果を論理的にまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを読み、修士論文執筆プロセスをイメージしてくる
【授業内容】オリエンテーション、研究スケジュールの確認
【事後学修】自身の年間スケジュールを書く

第２回 【事前学修】自身の実践を整理し、問題意識をあげてくる
【授業内容】研究テーマの検討(1）：実践からのアプローチ
【事後学修】議論したことをもとに、自身の実践を捉え返し、研究テーマをブラッシュアップする

第３回 【事前学修】自身の関心と関連する事柄について情報を集めておく
【授業内容】研究テーマの検討(2)：問題の背景・社会的状況からのアプローチ
【事後学修】議論したことをもとに、必要な情報をさらに調べ、研究テーマをブラッシュアップする

第４回 【事前学修】自身の関心と関係がありそうな先行研究を調べておく
【授業内容】関連する先行研究の整理
【事後学修】自身の研究と関連する先行研究について、文献リストを作成する

第５回 【事前学修】関連分野の先行研究を読み、報告できるようにしておく
【授業内容】先行研究のレビュー(1)：関連分野について
【事後学修】議論したことをもとに、さらに先行研究を集め、読んで内容をまとめる

第６回 【事前学修】関連する理論に関する先行研究を読み、報告できるようにしておく
【授業内容】先行研究のレビュー(2)：主軸となる理論について
【事後学修】主軸となる理論について、さらに先行研究を集め、読んで理論を文章化する

第７回 【事前学修】研究課題を3つ以上挙げておく
【授業内容】研究課題の立案
【事後学修】先行研究と自身の研究課題の関連を考え、文章化する

第８回 【事前学修】研究課題を見直し、修正案を考えておく
【授業内容】研究課題の精緻化
【事後学修】研究目的を踏まえ、研究課題を具体な文言に落とし込む

第９回 【事前学修】可能な調査方法を考えておく
【授業内容】研究方法の検討(1)：対象・データ収集方法を検討する
【事後学修】データ収集方法について関連する文献を読む

第10回 【事前学修】予備調査の調査項目案を作成する
【授業内容】予備調査の計画立案
【事後学修】議論をもとに、予備調査の項目を修正する

第11回 【事前学修】先行研究から、援用可能な分析方法を複数挙げておく
【授業内容】研究方法の検討(2)：分析方法を検討する
【事後学修】分析方法について関連する文献を読む

第12回 【事前学修】予備調査を実施し、見えたことを報告できるようにしておく
【授業内容】予備調査の結果報告
【事後学修】予備調査を踏まえ、改善策を考える

第13回 【事前学修】本調査の計画を作成しておく
【授業内容】本調査の計画立案
【事後学修】議論したことをもとに、本調査の研究計画について修正する

第14回 【事前学修】研究倫理に関する先行研究を読んでおく
【授業内容】研究倫理
【事後学修】授業内容を踏まえ、研究倫理に配慮しながら依頼文の作成やフィールドエントリーを行う

第15回 【事前学修】ここまでの研究プロセスをふり返り、必要な改善策を考える
【授業内容】ここまでの総括
【事後学修】具体的な課題を洗い出し、長期休暇中の研究の進め方を計画する

第16回 【事前学修】長期休暇中の進捗状況について、報告できるようにしておく
【授業内容】進捗状況の報告、研究計画の修正
【事後学修】修正した計画をもとに、今後の研究の進め方について、具体的な調整を行う

第17回 【事前学修】データを文字化し、情報を整理しておく
【授業内容】データの検討
【事後学修】今後必要な追加データを整理する
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第18回 【事前学修】関連する論文の構成をまとめておく
【授業内容】章立て
【事後学修】作成した章立てにもとづき、アウトラインを書く

第19回 【事前学修】分析結果の前までの部分について、初稿を書いておく
【授業内容】論文執筆：前半部分の検討
【事後学修】議論したことにもとづき、分析結果の前までの部分の加筆修正を行う

第20回 【事前学修】ここまでの研究経過について報告できるようにしておく
【授業内容】中間発表
【事後学修】議論を踏まえ、今後の研究計画について修正を行う

第21回 【事前学修】分析をして見えてきたことをまとめておく
【授業内容】分析結果の検討
【事後学修】議論を踏まえ、データの解釈について、他の可能性を考える

第22回 【事前学修】さらに分析して見えてきたことをまとめておく
【授業内容】分析結果の再検討
【事後学修】議論を踏まえ、データの解釈について、他の可能性を考える

第23回 【事前学修】分析の結果見えてきたことを文章化しておく
【授業内容】論文執筆：後半部分の検討
【事後学修】議論したことにもとづき、分析結果の部分の加筆修正を行う

第24回 【事前学修】問題意識や研究目的を踏まえ、自分の研究で何が言えるかを箇条書きにしておく
【授業内容】考察：問題意識との関連
【事後学修】議論したことにもとづき、考察を文章化する

第25回 【事前学修】先行研究を踏まえ、自分の研究で何が言えるかを箇条書きにしておく
【授業内容】考察：先行研究との関連
【事後学修】議論したことにもとづき、考察を文章化する

第26回 【事前学修】各章の第2稿を作成しておく
【授業内容】第2稿の推敲
【事後学修】議論したことにもとづき、各章の第2稿を修正する

第27回 【事前学修】論文全体を通した原稿を作成しておく
【授業内容】論文全体の推敲
【事後学修】議論したことに基づき、論文全体を修正する

第28回 【事前学修】研究成果を報告するための資料を作成しておく
【授業内容】研究成果の発表(発表者①)
【事後学修】議論を踏まえ、コメントを再度検討し、論文に必要な加筆修正を行う

第29回 【事前学修】研究成果を報告するための資料を作成しておく
【授業内容】研究成果の発表(発表者②)
【事後学修】議論を踏まえ、コメントを再度検討し、論文に必要な加筆修正を行う

第30回 【事前学修】これまでの研究プロセスをふり返り、達成できたことと課題をまとめておく
【授業内容】研究の総括
【事後学修】研究を通して日本語教育にどう貢献したか、文章化する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学、人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

受講者の関心に応じ適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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岸　浩介

言語情報処理論

■テーマ■テーマ

自然言語の情報処理と文法モデル

■講義内容■講義内容

本講義では、自然言語（＝人間の言語）を産出し、処理する脳内の文法（＝言語計算モデル）がどのようなものであるべ
きか、理論言語学の観点から、具体的な言語現象に対する討論などを通して考察する。また、人間の言語獲得や失語症の
観点から、その文法モデルがどのような特質を持つのかについても探求する。

■達成目標■達成目標

①本講義での学修を通して、言語学の基本的な知識と思考法が身に付く。
②本講義での学修を通して、自然言語の諸特徴がどのようなものか説明できるようになる。
③本講義での学修を通して、脳内の文法モデルがどのようなものであるべきか深く考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法、その他留意すべき点を確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　人間の言語と動物のコミュニケーション体系の類似点と相違点について考えてくること。
【授業内容】　自然言語と動物のコミュニケーション
【事後学修】　人間の言語と動物のコミュニケーション体系の相違点を整理しておくこと。

第３回 【事前学修】　文法と実際の言語使用の関連について考えてくること。
【授業内容】　言語能力と言語運用（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語能力と言語運用の違いについてよく確認しておくこと。

第４回 【事前学修】　文法のモデルはどうあるべきか考えてくること。
【授業内容】　文法モデルの概要（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　統語部門の役割について復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　言語音の産出のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　音韻部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語音産出の際の仕組みをよく確認しておくこと。

第６回 【事前学修】　言語音の処理のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　音韻部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語音処理の際の仕組みをよく確認しておくこと。

第７回 【事前学修】　単語内の構造について考えてくること。
【授業内容】　形態部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　派生と屈折の違いを整理しておくこと。

第８回 【事前学修】　単語と節の関係について考えてくること。
【授業内容】　形態部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　単語と節の平行性に関する事柄を整理しておくこと。

第９回 【事前学修】　文の形式にはどのようなものがあるか考えてくること。
【授業内容】　統語部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　平叙・疑問・命令などの文の形式と機能についてよく確認しておくこと。

第10回 【事前学修】　文の派生のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　統語部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　文派生の過程を復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　人間の言語の「意味」とはどのようなものか考えてくること。
【授業内容】　意味部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　「意味」の集合論的な捉え方について復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　数量表現による多義性について考えてくること。
【授業内容】　意味部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　数量表現による多義性がどのようにしてに生じるのか復習しておくこと。

第13回 【事前学修】　幼児がどのように言語獲得を達成するのか考えてくること。
【授業内容】　言語の獲得（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　生得説と経験説について復習しておくこと。

第14回 【事前学修】　失語症の分類について調べてくること。
【授業内容】　言語の喪失（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　文法モジュールの部分的喪失を表す事例について復習しておくこと。

第15回 【事前学修】　各自、授業全体の内容を振り返り、重要だと思う点をまとめてくること。
【授業内容】　まとめ：講義内容の確認
【事後学修】　授業全体のまとめをふまえて、期末課題を期限までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末に提出する期末課題（40％）と、授業期間中の課題（30％）、授業への参加状況（30％）を総合して成績評価を行
う。評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する予習、もしくは課題を遂行すること。また、講義の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

資料を配布する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1661 -



■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1662 -



岸　浩介

人間情報学演習Ⅰ（言語情報処理論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

理論言語学（生成文法理論）の基礎と言語分析

■講義内容■講義内容

本演習は、生成文法理論の基本的な枠組みを理解することと、それに基づいた言語分析の基礎を身につけることを目的と
する。特に、フェイズ理論を採用した極小主義理論の枠組みにおける統語分析を紹介するとともに、それに関する討論な
どを通して理解を深める。

■達成目標■達成目標

①本演習での学修を通して、生成文法の基本的な知識と思考法が身に付く。
②本演習での学修を通して、自然言語の科学的な分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法、その他留意すべき点を確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、極小主義理論の枠組み全体につい
て復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、併合操作の基本について復習して
おくこと。

第４回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、素性が果たす役割について復習し
ておくこと。

第５回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、一致操作について復習しておくこ
と。

第６回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、フェイズの基本概念について復習
しておくこと。

第７回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、フェイズ不可侵性条件について復
習しておくこと。

第８回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、多重スペルアウトについて復習し
ておくこと。

第９回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、素性継承について復習しておくこ
と。

第10回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの確定方法について復習
しておくこと。

第11回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの音韻的特性について復
習しておくこと。
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第12回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの意味的特性について復
習しておくこと。

第13回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの統語的特性について復
習しておくこと。

第14回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、典型的なフェイズとは何か復習し
ておくこと。

第15回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、CP フェイズについて復習してお
くこと。

第16回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、vP フェイズについて復習してお
くこと。

第17回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、DP フェイズについて復習してお
くこと。

第18回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、典型的なフェイズ以外のものには
どのようなものがあるか復習しておくこと。

第19回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、PrP フェイズについて復習してお
くこと。

第20回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、PP フェイズについて復習してお
くこと。

第21回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、ApplPフェイズについて復習して
おくこと。

第22回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、フェイズの拡大の基本について復
習しておくこと。

第23回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、フェイズの拡大の具体例について
復習しておくこと。

第24回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、言語の多様性とフェイズの関連に
ついて復習しておくこと。

第25回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、音韻的フェイズと意味的フェイズ
の関係について復習しておくこと。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1664 -



第26回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （1/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと外的体系との関連の基
本について復習しておくこと。

第27回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （2/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと感覚運動体系との関係
について復習しておくこと。

第28回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （3/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと概念・意図体系との関
係について復習しておくこと。

第29回 【事前学修】　Chapter 8 をよく読み、疑問点を整理しておくこと。
【授業内容】　Chapter 8 Summaryについての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 8 の内容について振り返ること。特に、フェイズが言語計算の際に果たす
役割について総復習しておくこと。

第30回 【事前学修】　各自、授業全体の内容を振り返り、重要だと思う点をまとめてくること。
【授業内容】　まとめ：演習内容の確認
【事後学修】　授業全体のまとめをふまえて、期末課題を期限までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末に提出する期末課題（50％）と、授業への参加状況（50％）を総合して成績評価を行う。評価基準についてはルー
ブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する一定範囲の予習、もしくは課題を遂行すること。また、演習の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

Citko， Barbara （2014）Phase Theory : An Introduction， Cambridge University Press.（ISBN: 978-1107040847）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岸　浩介

人間情報学演習Ⅱ（言語情報処理論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

理論言語学（生成文法理論）の基礎と言語分析

■講義内容■講義内容

本演習は、「人間情報学演習 I」に基づき、生成文法理論の枠組みで言語分析を行い、研究論文を執筆することを目的と
する。特に、極小主義理論の枠組みにおける統語分析を中心に行う。

■達成目標■達成目標

①本演習での学修を通して、生成文法の基本的な知識と思考法が身に付き、自然言語の科学的な分析ができる。
②本演習での学修を通して、修士論文を完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。また、論文作成の基本について復習しておくこと。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　修士論文作成のスケジュールを確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　生成文法理論の基礎概念、特に全体的枠組みについて確認しておくこと。
【授業内容】　生成文法理論の基礎①（内容確認とディスカッション）　
【事後学修】　生成文法理論の基礎概念、特に統語部門の役割について復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　生成文法理論の基礎概念、特に統語操作全般について確認しておくこと。
【授業内容】　生成文法理論の基礎②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　生成文法理論の基礎概念、特に極小主義理論での統語操作について確認しておくこと。

第４回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な音韻的・形態的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の音韻的・形態的特性に関する調査を続
けること。

第５回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な統語的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の統語的特性に関する調査を続けるこ
と。

第６回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な意味的・語用論的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の意味的・語用論的特性に関する調査を
続けること。

第７回 【事前学修】　関心がある構文のどの領域を扱うか考えておくこと。
【授業内容】　構文研究④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の詳細領域に関する文献を調査するこ
と。

第８回 【事前学修】　関心がある構文の詳細領域について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究⑤（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の詳細領域に関する調査を続けること。

第９回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第9回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第9回授業用）の内容や問題点をまとめておく
こと。

第10回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第10回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第10回授業用）の内容や問題点をまとめてお
くこと。

第11回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第11回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第11回授業用）に関する調査を続けること。

第12回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題を考えておくこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題設定に活かすこと。

第13回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題を定式化すること。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定⑤（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題の定式化に活かすこと。

第14回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題の設定に不備がないか精査すること。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定⑥（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題設定に不備がないか確認しておくこと。

第15回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析の方向性を考えておくこと。
【授業内容】　基本的分析の考案①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の方向性を確認しておくこと。

第16回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析の方法論を確認すること。
【授業内容】　基本的分析の考案②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の方法論を確認しておくこと。
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第17回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析を実施し、概要を報告できるよう準備すること。
【授業内容】　基本的分析の考案③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の結果、内容などを確認しておくこと。

第18回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析を継続し、概要を報告できるよう準備すること。
【授業内容】　基本的分析の考案④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、継続して行った分析の結果、内容などを確認し、まとめ
ておくこと。

第19回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備などを修正し、精緻化するにはどのようにすれば良いか考えておく
こと。
【授業内容】　分析の精緻化①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の問題点や不備を修正しておくこと。

第20回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか確認しておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の新たな問題点や不備を修正しておくこと。

第21回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか引き続き確認しておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の新たな問題点や不備を修正しておくとともに、分
析がもたらす帰結や予測について考えておくこと。

第22回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか引き続き確認するとともに、分析がもたらす帰結や予
測について考えたことをまとめておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析新たな問題点や不備を修正しておくとともに、分析
がもたらす帰結や予測が正しいかどうか確認しておくこと。また、論文の章立てを確認しておくこと。

第23回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（1/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導①（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（1/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第24回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（2/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導②（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（2/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第25回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（3/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導③（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（3/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第26回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（基本的な提案部分）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導④（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（基本的な提案部分）について加筆・
修正を加えておくこと。

第27回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（基本的提案の論証）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導⑤（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（基本的提案の論証）について加筆・
修正を加えておくこと。

第28回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（問題の解決の説明）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導⑥（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（問題の解決の説明）について加筆・
修正を加えておくこと。

第29回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究と自身の分析以外の部分（分析の
帰結など）を執筆すること。また、全体的に書式などを点検しておくこと。
【授業内容】　論文執筆指導⑦（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究と自身の分析以外の部分（分析の帰結など）お
よび全体的な書式について加筆・修正を加えておくこと。

第30回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究と自身の分析以外の部分（序章、
終章、参考文献など）を執筆すること。また、全体的に書式などを点検しておくこと。
【授業内容】　論文執筆指導⑧（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究と自身の分析以外の部分（序章、終章、参考文
献など）および全体的な書式について加筆・修正を加えておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終的に提出する論文（50％）と、口頭発表（25％）、研究への取り組み（25％）を総合して成績評価を行う。評価基準
についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する予習、もしくは課題を遂行すること。また、演習の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

受講者の関心に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

受講者の関心に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

プログラム言語論

■テーマ■テーマ

プログラム言語の構成法

■講義内容■講義内容

プログラム言語の変遷を概観し、典型的なプログラム言語の構成法を論じる。
具体的には、コンパイラを中心とするプログラム言語処理系を設計・実装するための技法を学ぶとともに、コンピュータ
の利用方法の変化にともなってプログラム言語に要求される論理が変化してきていること、および、プログラム言語が
ハードウェアに大きな影響を与えていることを理解する。

■達成目標■達成目標

①代表的なプログラム言語の分類について、それぞれの特徴を説明できるようになる。
②プログラム言語がコンピュータの中でどのように処理されているかを説明できるようになる。
③代表的な字句解析技法について、それぞれの概要と特徴を説明できるようになる。
④代表的な構文解析技法について、それぞれの概要と特徴を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　プログラム言語の歴史を調査し、まとめる。
【授業内容】　ガイダンスと受講環境の準備
【事後学修】　受講環境の使用法を身につける。

第２回 【事前学修】　ソフトウェアにおけるプログラム言語の位置づけを調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語に関する基礎知識
【事後学修】　第2回講義資料の演習問題を解答する。

第３回 【事前学修】　プログラム言語の分類について調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語の歴史と分類
【事後学修】　第3回講義資料の演習問題を解答する。

第４回 【事前学修】　CPUの実装の3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　機械語・アセンブリ言語①：CPUと機械語
【事後学修】　第4回講義資料の演習問題を解答する。

第５回 【事前学修】　アセンブリ言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　機械語・アセンブリ言語②：アセンブリ言語
【事後学修】　第5回講義資料の演習問題を解答する。

第６回 【事前学修】　手続き型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　手続き型言語
【事後学修】　第6回講義資料の演習問題を解答する。

第７回 【事前学修】　関数型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　関数型言語
【事後学修】　第7回講義資料の演習問題を解答する。

第８回 【事前学修】　論理型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　論理型言語
【事後学修】　第8回講義資料の演習問題を解答する。

第９回 【事前学修】　オブジェクト指向言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　オブジェクト指向言語
【事後学修】　第9回講義資料の演習問題を解答する。

第10回 【事前学修】　プログラム言語情報系とは何であるかを調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語情報系の概要
【事後学修】　第10回講義資料の演習問題を解答する。

第11回 【事前学修】　正規表現とBNFの概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　正規表現とBNF
【事後学修】　第11回講義資料の演習問題を解答する。

第12回 【事前学修】　字句解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　字句解析
【事後学修】　第12回講義資料の演習問題を解答する。

第13回 【事前学修】　構文解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　構文解析
【事後学修】　第13回講義資料の演習問題を解答する。

第14回 【事前学修】　意味解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　意味解析とコード生成
【事後学修】　第14回講義資料の演習問題を解答する。

第15回 【事前学修】　プログラム言語処理系の応用事例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　応用事例
【事後学修】　第15回講義資料の演習問題を解答する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の課題提出（60％）、最終レポート（20％）、受講態度（30％）。
毎回の課題提出と最終レポートについては到達目標の達成度にもとづき評価する。
受講態度については授業中の発言や質問の積極性にもとづき評価する。
提出物については、〆切の次回授業で講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎週、受講前にmanabaとGoogleドライブで公開された資料を確認する必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

manabaとGoogleドライブで資料を公開する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

人間情報学演習Ⅰ（プログラム言語論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

コンパイラに関する最新技術の理解

■講義内容■講義内容

コンパイラ作成における問題点を理解するために、コンパイラに関する教科書・論文を題材とした演習を行う。
演習の内容を理解するためにハードウェア、特にCPUの詳細な理解が必要となるが、現実のCPUマニュアルなどを適宜参考
にして演習の理解を深める。

■達成目標■達成目標

①コンパイラ型言語処理系に関して深く理解できるようになる。
②CPUの動作原理に関して深く理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の原案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の原案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　手続き型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム①：手続き型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第２回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　関数型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム②：関数型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第３回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第４回 【事前学修】　論理型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム③：論理型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第４回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム④：古典的プログラミング言語に関する発表と討論
【事後学修】　第５回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第６回 【事前学修】　オブジェクト指向言語に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム⑤：オブジェクト指向言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第６回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第７回 【事前学修】　オブジェクト指向言語に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム⑥：オブジェクト指向言語に関する発表と討論
【事後学修】　第７回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第８回 【事前学修】　コンパイラの基本構成に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作①：コンパイラの基本構成に関する著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第８回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第９回 【事前学修】　字句解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作②：字句解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第９回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第10回 【事前学修】　構文解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作③：構文解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第10回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第11回 【事前学修】　意味解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作④：意味解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第11回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第12回 【事前学修】　最適化に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作⑤：最適化関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第12回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第13回 【事前学修】　コンパイラの動作原理に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラの動作⑥：発表と討論
【事後学修】　第13回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第14回 【事前学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　コンパイラ全般に関しての発表準備
【事後学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第15回 【事前学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドを完成する。
【授業内容】　コンパイラ全般に関しての発表と討論
【事後学修】　コンパイラ全般に関する発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　CPUの動作原理に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　CPUの動作原理①：著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第16回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第17回 【事前学修】　CPUの動作原理に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　CPUの動作原理②：発表と討論
【事後学修】　第17回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。
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第18回 【事前学修】　シミュレータのインストーラをダウンロードする。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解①：シミュレータの導入
【事後学修】　シミュレータのマニュアルを熟読する。

第19回 【事前学修】　シミュレータによる演算ユニットとレジスタの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解②：演算ユニットとレジスタ
【事後学修】　シミュレータによる演算ユニットとレジスタの動作確認結果をまとめる。

第20回 【事前学修】　シミュレータによるメモリアクセスの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解③：メモリアクセス
【事後学修】　シミュレータによるメモリアクセスの動作確認結果をまとめる。

第21回 【事前学修】　シミュレータによる命令デコーダの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解④：命令デコーダ
【事後学修】　シミュレータによる命令デコーダの動作確認結果をまとめる。

第22回 【事前学修】　統合開発環境のインストーラをダウンロードする。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査①：調査環境の構築
【事後学修】　統合開発環境のマニュアルを熟読する。

第23回 【事前学修】　統合開発環境の基本的な使用方法を習得する。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査②：調査の実施
【事後学修】　CPUの調査結果をまとめる。

第24回 【事前学修】　現実のCPUに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査③：発表と討論
【事後学修】　第24回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第25回 【事前学修】　統合開発環境のデバッグ用追加パッケージをダウンロードする。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査①：調査環境の構築
【事後学修】　統合開発環境のデバッグ用追加パッケージのマニュアルを熟読する。

第26回 【事前学修】　統合開発環境の発展的な使用方法を習得する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査②：CPUに依存しない最適化の調査の実施
【事後学修】　CPUに依存しない最適化の調査結果をまとめる。

第27回 【事前学修】　統合開発環境の応用設定の仕方を習得する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査③：CPUに依存する最適化の調査の実施
【事後学修】　CPUに依存する最適化の調査結果をまとめる。

第28回 【事前学修】　現実のコンパイラに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査④：発表と討論
【事後学修】　第28回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第29回 【事前学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　CPUで使用される技術が最適化へ与える影響に関しての発表準備
【事後学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第30回 【事前学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドを完成する。
【授業内容】　CPUで使用される技術が最適化へ与える影響に関しての発表と討論
【事後学修】　現実の最適化に関する発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、討論（30％）、演習ノート（40％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時公開する。
演習ノートは、授業中に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

人間情報学演習Ⅱ（プログラム言語論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

簡易コンパイラの設計・実装と論文指導

■講義内容■講義内容

オープンソースとして流通しているインタプリタやコンパイラを参考にして、簡単な言語処理系の作成を目指す。主要な
目的は、実用的な言語処理系を作成することではなく、言語処理系を実際に設計・実装することを通して言語処理系に用
いられている各技法をより深く理解することである。

■達成目標■達成目標

①簡易コンパイラの設計を行えるようになる。
②簡易コンパイラの実装を行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の修正案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の修正案を修正する。

第２回 【事前学修】　関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　既存の言語処理系の調査・分析
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　解析対象とするオープンソースのインタプリタを3点以上探す。
【授業内容】　オープンソースのインタプリタの解析
【事後学修】　インタプリタの解析結果を報告書にまとめる。

第４回 【事前学修】　解析対象とするオープンソースのコンパイラを3点以上探す。
【授業内容】　オープンソースのコンパイラの解析
【事後学修】　コンパイラの解析結果を報告書にまとめる。

第５回 【事前学修】　簡易コンパイラの基本構成の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計①：概要設計
【事後学修】　簡易コンパイラの基本構成の原案を修正する。

第６回 【事前学修】　文法（字句・構文）の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計②：文法（字句・構文）の定義
【事後学修】　文法（字句・構文）の定義の原案を修正する。

第７回 【事前学修】　データ型の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計③：データ型の定義
【事後学修】　データ型の定義の原案を修正する。

第８回 【事前学修】　仮想実行環境の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計④：仮想実行環境の定義
【事後学修】　仮想実行環境の定義の原案を修正する。

第９回 【事前学修】　目的コードによる意味の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑤：目的コードによる意味の定義
【事後学修】　目的コードによる意味の定義の原案を修正する。

第10回 【事前学修】　最適化の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑥：最適化の定義
【事後学修】　最適化の定義の原案を修正する。

第11回 【事前学修】　設計書の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑦：設計書の作成
【事後学修】　設計書の原案を修正する。

第12回 【事前学修】　設計書レビューの原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑧：設計書のレビュー
【事後学修】　設計書レビューの原案を修正する。

第13回 【事前学修】　中間発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　中間発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　中間発表の全体構成を修正する。

第14回 【事前学修】　中間発表用スライドを作成する。
【授業内容】　中間発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　中間発表用スライドを修正する。

第15回 【事前学修】　中間発表練習を行う。
【授業内容】　中間発表と討論
【事後学修】　中間発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　字句解析の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装①：字句解析
【事後学修】　第16回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第17回 【事前学修】　構文解析の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装②：構文解析
【事後学修】　第17回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第18回 【事前学修】　意味解析とコード生成の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装③：意味解析とコード生成
【事後学修】　第18回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第19回 【事前学修】　最適化の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装④：最適化
【事後学修】　第19回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　仮想実行環境の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装⑤：仮想実行環境
【事後学修】　第20回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第21回 【事前学修】　評価の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの評価
【事後学修】　評価を行い、評価報告書を作成する。

第22回 【事前学修】　論文の全体構成を作成する。
【授業内容】　論文作成指導①：全体構成（序論、関連研究、本論、結論）の検討
【事後学修】　論文の全体構成を修正する。

第23回 【事前学修】　論文の序章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導②：序論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の序章を修正する。

第24回 【事前学修】　論文の関連研究を作成する。
【授業内容】　論文作成指導③：関連研究に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の関連研究を修正する。

第25回 【事前学修】　論文の本論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導④：本論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の本論を修正する。

第26回 【事前学修】　論文の結論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導⑤：結論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の結論を修正する。

第27回 【事前学修】　論文全体を見直し、完成度を高める。
【授業内容】　論文作成指導⑥：各ページの推敲
【事後学修】　論文を完成させる。

第28回 【事前学修】　最終発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　最終発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　最終発表の全体構成を修正する。

第29回 【事前学修】　最終発表用スライドを作成する。
【授業内容】　最終発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　最終発表用スライドを修正する。

第30回 【事前学修】　最終発表の発表練習を行う。
【授業内容】　最終発表と討論
【事後学修】　最終発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（30％）、発表（20％）、討論（20％）、演習ノート（30％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時公開する。
演習ノートは、授業中に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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乙藤　岳志

計算と論理
Computation and Logic

■テーマ■テーマ

計算可能性
チューリングマシン

■講義内容■講義内容

計算できるとはなにか、無限個の内容を有限なステップで処理（証明）できるとはなにか。

■達成目標■達成目標

数学基礎論の初歩を理解し、計算の具体例として Turing machine を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.1.1）
【授業内容】　数えるとはどういうことか？
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.1）

第２回 【事前学修】　教科書該当部分の予習
【授業内容】　無限集合について数え上げるとはどういうことなのか？
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.2）

第３回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.1.3）
【授業内容】　演習問題 1（無限集合について要素を数える工夫、可算性の証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.3）

第４回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.1）
【授業内容】　対角線論法
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.1）

第５回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.2）
【授業内容】　非可算無限集合の例（P の全部分集合の集合）
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.2）

第６回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.3）
【授業内容】　演習問題 2（対角線論法による証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.3）

第７回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.1）
【授業内容】　Turing Machine 概説
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.1）

第８回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.2）
【授業内容】　Turing Machine の実現（エミュレーションを含む）
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.2）

第９回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.3）
【授業内容】　演習問題 3 （加算、乗算などの万能 Turing Machine のマシンテーブル）
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.3）

第10回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.1）
【授業内容】　計算不可能問題と非可算無限（計算不可能な関数の存在証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.1）

第11回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.2）
【授業内容】　Busy Beaver 問題の計算不可能性と停止問題の計算不可能の関係
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.2）

第12回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.3）
【授業内容】　対角線論法による計算不可能関数の存在証明
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.3）

第13回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.1）
【授業内容】　同等な計算不可能性 1：　Abacus 計算可能なら Turing 計算可能
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.1）

第14回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.2）
【授業内容】　同等な計算不可能性 2：再帰関数は Turing 計算可能
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.2）

第15回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.ex）
【授業内容】　演習問題 3（再帰関数に関する話題）
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.ex）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習形式で授業をすすめるので、毎回の参加姿勢、議論への参加（60％）、理解の程度（40％）を総合的に判断する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学基礎論、コンピュータの基礎知識。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

George S. Boolos， John P Burgess and Richad C. Jeffrey， Computability and Logic， 5th ed， Cambridge
University Press
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■参考文献■参考文献

特になし。
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高橋　秀幸

データベース特論
Special Topics in Database

■テーマ■テーマ

データベースの役割と基礎知識を習得する。

■講義内容■講義内容

社会、経済、文化をはじめとして様々な面で情報化が進展している。今後の超情報化社会においてもデータの蓄積および
データの活用が様々な分野において必要不可欠となる。そのデータ蓄積や活用の基盤となるデータベース技術について、
概念的内容ならびに基礎的な仕組み、設計方法、応用などについて演習を交えながら説明する。

■達成目標■達成目標

新規にデータベースを設計する際に必要となるデータモデル、スキーマーさらにデータ構造などの基礎的な知識や設計方
法を理解できるようになる。また、基本的なデータベースシステムの概念設計、論理設計、物理設計ができるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会におけるデータの利活用について調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの利活用）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースが社会、経済、文化などにおいてどのように利用
されているかを確認する。

第２回 【事前学修】　データベースに関する歴史や動向などを調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの概念および目的）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースの概念とこれまでの発展について確認する。

第３回 【事前学修】　データベース設計で扱うデータモデルについて調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの役割と基本モデル）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースモデルの種類と特徴などに関する知識を定着させ
ること。

第４回 【事前学修】　階層型データベースモデルの基本的な概念について事前に調べる。
【授業内容】　階層型データベースモデルの構造と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、階層型データベースモデルの特徴などに関する知識を定着させ
ること。

第５回 【事前学修】　リレーショナル型データベースモデルの基本的な概念について事前に調べる。
【授業内容】　リレーショナル型データベースモデルの構造と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、リレーショナル型データベースモデルの特徴などに関する知識
を定着させること。

第６回 【事前学修】　データベース管理システムの基本的な役割について事前に調べる。
【授業内容】　データベース管理システムの役割と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベース管理システムの役割と機能に関する知識を定着さ
せること。

第７回 【事前学修】　データベース管理システムにおける代表的な機能について調べる。
【授業内容】　データベース管理システム機能（トランザクション処理とファイル管理機能）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、トランザクション処理と管理機能に関する知識を定着させるこ
と。

第８回 【事前学修】　データベース管理システムにおけるセキュリティおよび障害復旧機能などについて調べる。
【授業内容】　データベース管理システム機能（セキュリティ、障害復旧機能）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベース管理システムにおけるセキュリティと障害復旧機
能に関する知識を定着させること。

第９回 【事前学修】　データベース言語について調べる。
【授業内容】　SQL の概要とテーブルおよびデータ操作
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、SQL のテーブルとデータ操作に関する知識を定着させること。

第10回 【事前学修】　SQLにおける基本的なテーブルの作成と操作法について調べる。
【授業内容】　SQLにおけるテーブルの作成と複数テーブル操作、関数について
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、SQLにおけるテーブルの作成や複数テーブル操作に関する知識を
定着させること。

第11回 【事前学修】　データの正規化および正規形について事前に調べたうえで授業に臨むようにすること。
【授業内容】　SQLにおける正規化の目的と規則について
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、正規化および規則に関する知識を定着させること。

第12回 【事前学修】　設計するデータベースの概要についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける概念設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの概念設計書を完成させること。

第13回 【事前学修】　設計するデータベースの機能についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける論理設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの論理設計書を完成させること。

第14回 【事前学修】　設計するデータの管理方法についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける物理設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの物理設計書を完成させること。
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第15回 【事前学修】　プレゼンテーション用スライドと概要についてまとめておくこと。
【授業内容】　設計したデータベースシステムに関するプレゼンテーションとディスカッション
【事後学修】　議論の内容を反映したプレゼンテーション用スライドを修正および提出を行うとともに、第1回か
ら第15回目の授業内容の振り返りを行い、知識を定着させること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（60％）、プレゼンテーション（40％）にもとづき評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

データ構造に関する知識を有すること。授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。また、本講義では、
Microsoft社のPowerPoint、Word、Excelを用いた演習および課題の作成を課すため、PowerPoint、Word、Excelの操作にも
慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

未来へつなぐ　デジタルシリーズ「データベース」　共立出版

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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高橋　秀幸

人間情報学演習Ⅰ（データベース特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

リレーショナルデータベース管理システムの設計と開発

■講義内容■講義内容

リレーショナルデータベース管理システムの設計と開発に関する基礎的な知識と技術について、情報システムやアプリ
ケーション開発に関する演習を交えながら説明する。具体的には、リレーショナルデータベースの設計と開発、データ
ベースを扱うWebサービスの設計と開発、データベースを含む情報システムの運用と管理について説明する。

■達成目標■達成目標

新規にリレーショナルデータベースを活用した情報サーバの基本的な構築、Webサービスの基本設計と開発、データベース
連携やデータ統合を行うための情報システムの開発および運用方法に関する知識と基本的な設計方法を理解できるように
なる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートパソコンの設定に関わる準備を行う。
【授業内容】　データベース管理システムの概要
【事後学修】　今後の演習に必要となるソフトウェアのインストールを行う。

第２回 【事前学修】　オープンソースデータベースソフトウェアについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　リレーショナルデータベースの概要と設定
【事後学修】　データベースの操作方法に関する知識を定着させること。

第３回 【事前学修】　オープンソースの各種SQLの特徴について調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　テーブル作成とデータ操作
【事後学修】　授業で扱ったSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第４回 【事前学修】　商用のSQLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　データベース内の検索
【事後学修】　データを検索するSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第５回 【事前学修】　SQLのDML、DDL、DCLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　データの追加、更新と削除
【事後学修】　データを更新するSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第６回 【事前学修】　NoSQLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　統計データの収集と演算処理
【事後学修】　演算処理を行うためのSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第７回 【事前学修】　PHPを用いたWebアプリケーションの開発方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションの設計
【事後学修】　PHPを用いて基本的なWebページの設計を次回の授業までに完成させること。

第８回 【事前学修】　PHPを用いたWebアプリケーションの実装方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションの開発
【事後学修】　PHPを用いて複雑な動作が可能なWebページを実装し、次回の授業までに完成させること。

第９回 【事前学修】　PHPからデータベースに接続し操作する仕組みについて調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションとデータベースの連携
【事後学修】　データベースに接続し、データベースを操作するための基本的なWebアプリケーションの設計と作
成を行い、次回の授業までに完成させること。

第10回 【事前学修】　PHPからデータベースにデータを追加するための仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベースへのデータ追加
【事後学修】　データベースに接続し、データを追加するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成
させること。

第11回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを検索する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータを検索する検索方法
【事後学修】　基本的な検索フォームを作成し、データベース内のデータが検索可能なWebアプリケーションを作
成し、次回の授業までに完成させること。

第12回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを更新する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータ更新方法
【事後学修】　データベース内のデータを更新するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第13回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを削除する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータの削除方法
【事後学修】　データベース内のデータを削除するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第14回 【事前学修】　データベースのトランザクションおよび排他制御について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの排他制御
【事後学修】　データベースに排他制御を導入したWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第15回 【事前学修】　データベースのコミット制御とロールバックについて調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースのコミット制御とロールバック
【事後学修】　ロールバックを導入した基本的なWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させるこ
と。
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第16回 【事前学修】　データベースを含む情報システムの運用手順と管理方法を調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの運用と管理
【事後学修】　データベースを含む情報システムの運用手順を管理方法について整理し、知識を定着させるこ
と。

第17回 【事前学修】　データベースのバックアップと復元方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースのバックアップとリストア、リカバリー
【事後学修】　データベースのバックアップのスケジュール化と実行について整理し、知識を定着させること。

第18回 【事前学修】　データベースのデータ修正と更新の手順について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの修正と更新
【事後学修】　データベースの修正の計画と実行について整理し、知識を定着させること。

第19回 【事前学修】　データベースを用いるWebアプリケーションの修正手順と方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースアプリケーションの改善
【事後学修】　データベースを含むWebアプリケーションの改善について検討し、改善のための計画を行う。

第20回 【事前学修】　データベースの動作テスト方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの動作テストの方法と手順
【事後学修】　データベースの機能テストおよび動作テストのための機能を次回の授業までに完成させること。

第21回 【事前学修】　Webアプリケーションの動作テスト方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを含むWebアプリケーションの動作テストの方法と手順
【事後学修】　Webアプリケーションの機能テストおよび動作テストのめの機能を次回の授業までに完成させるこ
と。

第22回 【事前学修】　データベースの性能評価方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの性能評価
【事後学修】　データベースの性能を測定するための環境を次回の授業までに作成すること。

第23回 【事前学修】　データベースで用いられる検索アルゴリズムを調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースのパフォーマンスチューニング
【事後学修】　データベースの検索速度が向上する設定を調査・分析すること。

第24回 【事前学修】　文字列の検索を高速化する手法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　文字列検索
【事後学修】　文字列の検索処理速度が向上する設定を調査・分析すること。

第25回 【事前学修】　SQLインジェクションの概要と事例について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースのセキュリティ
【事後学修】　SQLインジェクション対策を加えた基本的なWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第26回 【事前学修】　SQLインジェクションの対応策を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを扱うフレームワーク
【事後学修】　SQLインジェクションを防ぐデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第27回 【事前学修】　Data Access Object（DAO）の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースとオブジェクト指向
【事後学修】　オブジェクトをレコードに変換するデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第28回 【事前学修】　Data Access Object（DAO）の検索処理について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　オブジェクト指向の検索処理
【事後学修】　レコードをオブジェクトに変換するデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第29回 【事前学修】　データベースの負荷分散について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの負荷分散方法
【事後学修】　負荷分散方法を用いたシステムの設計と構築を行い、次回の授業までに完成させること。

第30回 【事前学修】　膨大な量の検索要求を扱うデータベースシステムの構築方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを含む分散システム
【事後学修】　データベースを含む基本的な分散システムを構築し、動作を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。Microsoft社のPowerpoint、Word、Excelを用いた課題も課す
ため、授業の際に持参するノートパソコンには、Powerpoint、Word、Excelをインストールし、操作に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時および進行に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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高橋　秀幸

人間情報学演習Ⅱ（データベース特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

分散型データベースの設計と実装

■講義内容■講義内容

大規模なデータベースで発生する処理能力や安全性の問題を解決する仕組みの１つである分散型データベースの基礎につ
いて学び、大量のデータを処理するための分散型データベースシステムの設計と実装に関する知識と技術について演習を
交えながら講義を進める。具体的には、分散Key-Value Store （KVS） の構成方法、メリットとデメリット、運用管理技
術について学ぶ。

■達成目標■達成目標

分散型データベースにおいて、分散Key-Value Store （KVS） の概念と基礎的な知識と設計方法を理解し、KVSのメリット
とデメリットを説明できるようになる。また、KVSを用いた情報システムの設計と基本的な開発ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業で使用するノートパソコン等の準備を行う。
【授業内容】　Pythonの開発環境の構築
【事後学修】　演習を行う際に必要となるソフトウェアのインストールと設定を行う。

第２回 【事前学修】　Pythonの特徴およびツールの使い方を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　Pythonの基本的な文法
【事後学修】　Pythonを使った簡単なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第３回 【事前学修】　Pythonを用いたハッシュ関数の使用方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　Pythonを用いてハッシュ関数を使った基本的なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第４回 【事前学修】　Key-Value Store（KVS）の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSのデータ構造
【事後学修】　ノートパソコン上で動作する基本的なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第５回 【事前学修】　Pythonのデータ保存方法（pickle）について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データの永続化
【事後学修】　登録したデータを保存する基本的なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第６回 【事前学修】　KVSの仕組みと利用形態について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　小規模なKVSの設計と構築
【事後学修】　単一のファイルに保存されたデータを扱うKVSを作成し、動作の確認を行う。

第７回 【事前学修】　KVSにおけるデータの登録方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するデータを登録するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第８回 【事前学修】　KVSにおけるデータの検索方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ検索とデータの取得
【事後学修】　Keyに対応するデータを取得するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第９回 【事前学修】　KVSにおけるデータの削除と更新方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ削除
【事後学修】　Keyに対応するデータを削除するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第10回 【事前学修】　KVSにおけるデータの加工方法の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSを用いた場合のデータの加工
【事後学修】　合計の計算が可能となるKVSを作成し、動作の確認を行う。

第11回 【事前学修】　KVSにおけるデータの集計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSを用いた平均の計算
【事後学修】　平均の計算が可能となるKVSを作成し、動作の確認を行う。

第12回 【事前学修】　KVSのデータの格納方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　中規模KVSの設計と構築
【事後学修】　複数のファイルに格納されたデータを扱うことが可能なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第13回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの登録方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSを用いたデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するデータを登録するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第14回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの検索方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSを用いたデータ検索
【事後学修】　Keyに対応するデータを取得するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第15回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータ集計方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるデータの合計に関する計算
【事後学修】　合計を計算することが可能なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第16回 【事前学修】　ネットワークプログラミングについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの構成
【事後学修】　ネットワーク通信を行うプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第17回 【事前学修】　分散環境上で大規模データの蓄積・分析を実現するためのオープンソースについて調査しまとめ
ておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの設計と開発
【事後学修】　ネットワーク通信機能を有するKVSを作成し、動作の確認を行う。
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第18回 【事前学修】　KVSノードの連携方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの連携方法
【事後学修】　ネットワーク通信が可能なノード一覧を取得する基本的なプログラムを作成し、動作を確認する
こと。

第19回 【事前学修】　MQ Telemetry Transport （MQTT）の概要と特徴について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ通信
【事後学修】　ノード間でデータの送受信を行う基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第20回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータ処理方法の流れを調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するノードにデータを登録する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第21回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの検索方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ検索
【事後学修】　Keyに対応するノードからデータを取得する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第22回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの追加方法と仕組みについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　計算ノードの追加
【事後学修】　ノードの追加に対応してデータの移動が可能な基本的なプログラムを作成し、動作を確認するこ
と。

第23回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの停止方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　計算ノードの停止
【事後学修】　ノードの停止に対応し、データの移動が可能となる基本的なプログラムを作成し、動作を確認す
ること。

第24回 【事前学修】　分散KVSのデータ集計方法と設計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　合計値の計算
【事後学修】　分散KVSにおいてデータの合計値を集計する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第25回 【事前学修】　分散KVSのデータ集計方法と設計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　平均値の計算
【事後学修】　分散KVSにおいてデータの平均値を集計する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第26回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの故障を検知する方法や対策について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　ノードの状態の検知
【事後学修】　分散KVSにおいてノードの故障を検知する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第27回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの故障に対応するためのデータ配置方法について調査しまとめておくこ
と。
【授業内容】　ノードの故障を考慮したデータ配置とバックアップ
【事後学修】　分散KVSにおいてバックアップデータを配置することが可能な基本的なプログラムを作成し、動作
を確認すること。

第28回 【事前学修】　分散KVSにおいて、ノードが故障した際のバックアップ手順や復旧方法について調査しまとめてお
くこと。
【授業内容】　一部のノードが故障した場合の対応
【事後学修】　分散KVSにおいてノードの故障が発生した際にバックアップデータを移動させることが可能なプロ
グラムを作成し、動作を確認すること。

第29回 【事前学修】　分散KVSにおける排他制御について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSと排他制御
【事後学修】　分散KVSにおいて、ファイルの内容を保存する仕組みを持つプログラムを作成し、動作を確認する
こと。

第30回 【事前学修】　KVSが導入されている情報システムについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSが適した情報システムおよび情報サービス
【事後学修】　分散KVSを利用した情報システムを設計する際に必要となる情報を整理しまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。Microsoft社のPowerpoint、Word、Excelを用いた課題も課す
ため、授業の際に持参するノートパソコンには、Powerpoint、Word、Excelをインストールし、操作に慣れておくこと。ま
た、各自のノートパソコンに、プログラミング言語の環境を構築する必要がある（具体的には、開講時に指示する）。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時および進行に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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武田　敦志

人工知能特論

■テーマ■テーマ

人工知能と深層学習について理解する。

■講義内容■講義内容

現在の人工知能において最も注目されいてる深層学習に焦点をあてて講義を行う。
具体的には以下の内容について説明する。
(1) 機械学習の概要と深層学習の重要性
(2) ニューラルネットワークの学習方法
(3) 畳み込みニューラルネットワークと時系列データの扱い
(4) 深層学習を扱うときの課題とその対処方法

■達成目標■達成目標

深層学習の仕組みについて理解することを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 現在の人工知能における深層学習の重要性を説明できる
(2) ニューラルネットワークの学習方法について説明できる
(3) 深層学習を用いた画像認識や自然言語処理について説明できる
(4) 過学習や転移学習について説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】人工知能の歴史について調べる
【授業内容】人工知能の歴史
【事後学修】現在の人工知能技術の課題についてまとめる

第２回 【事前学修】機械学習が活用されている事例を調べる
【授業内容】機械学習
【事後学修】教師あり学習と教師なし学習の違いを確認する

第３回 【事前学修】画像認識問題と機械翻訳問題について調べる
【授業内容】画像処理と自然言語処理
【事後学修】画像処理と自然言語処理の共通点を確認する

第４回 【事前学修】教科書「第2章」を読む
【授業内容】ネットワークの基本構造
【事後学修】ニューラルネットワークの各要素を確認する

第５回 【事前学修】教科書「第3章」を読む
【授業内容】確率的勾配降下法
【事後学修】勾配降下法の計算手順をまとめる

第６回 【事前学修】教科書「第4章」を読む
【授業内容】誤差逆伝播法
【事後学修】勾配消失問題についてまとめる

第７回 【事前学修】教科書「第5章」を読む
【授業内容】畳み込みニューラルネットワーク
【事後学修】畳み込みニューラルネットワークの構造を確認する

第８回 【事前学修】教科書「第6章」を読む
【授業内容】系列データのためのネットワーク
【事後学修】系列データを扱うための方法についてまとめる

第９回 【事前学修】教科書「第7章」を読む
【授業内容】集合・グラフのためのネットワークと注意機構
【事後学修】グラフ畳み込みニューラルネットワークの仕組みを確認する

第10回 【事前学修】教科書「第8章」を読む
【授業内容】推論の信頼性
【事後学修】ニューラルネットワークの検証方法についてまとめる

第11回 【事前学修】教科書「第9章」を読む
【授業内容】説明と可視化
【事後学修】学習状態の可視化手法についてまとめる

第12回 【事前学修】教科書「第10章」を読む
【授業内容】いろいろな学習方法
【事後学修】ニューラルネットワークの学習方法についてまとめる

第13回 【事前学修】教科書「第11章」を読む
【授業内容】データが少ない場合の学習
【事後学修】転移学習についてまとめる

第14回 【事前学修】教科書「第12章」を読む
【授業内容】生成モデル
【事後学修】画像生成モデルについてまとめる

第15回 【事前学修】深層強化学習について調べる
【授業内容】強化学習
【事後学修】深層強化学習の具体例をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に指示する課題の結果(100%)により成績評価を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読んでいることを前提とした講義となるため、必ず予習として教科書を読んでくること。

■テキスト■テキスト

岡谷貴之 著、深層学習 改訂第２版(機械学習プロフェッショナルシリーズ)、講談社、2022年

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅰ（人工知能特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

深層学習について調査し、現在の深層学習技術に関する課題について理解する。

■講義内容■講義内容

深層学習の仕組みについて調査し、現在の深層学習技術に関する課題について議論する。
具体的には以下の内容を実施する。
(1) 深層学習技術の調査方法
(2) 深層学習が活用されている社会的課題
(3) 現在の深層学習技術では解決できていない課題

■達成目標■達成目標

深層学習の仕組みを理解し、現在の深層学習技術の課題を把握することを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 深層学習の仕組みを理解し、その要素技術について説明できる。
(2) 深層学習が活用されている社会的課題を説明できる。
(3) 現在の深層学習技術では解決できない課題を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】受講するための機材を準備する
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】受講するための環境を整備する

第２回 【事前学修】機械学習について調べる
【授業内容】機械学習と深層学習
【事後学修】深層学習についてまとめる

第３回 【事前学修】教師あり学習と教師なし学習の違いを調べる
【授業内容】教師あり学習と教師なし学習
【事後学修】教師なし学習に必要な技術についてまとめる

第４回 【事前学修】画像認識について調べる
【授業内容】畳み込みニューラルネットワーク
【事後学修】畳み込みニューラルネットワークについてまとめる

第５回 【事前学修】自然言語処理について調べる
【授業内容】自然言語処理
【事後学修】Transformerについてまとめる

第６回 【事前学修】拡散モデルについて調べる
【授業内容】画像生成
【事後学修】画像生成手法についてまとめる

第７回 【事前学修】強化学習について調べる
【授業内容】深層強化学習
【事後学修】深層強化学習についてまとめる

第８回 【事前学修】論文検索の方法を調べる
【授業内容】深層学習の調査方法
【事後学修】主要な国際会議についてまとめる

第９回 【事前学修】深層学習の論文を読む
【授業内容】深層学習技術の分類
【事後学修】深層学習技術の分類をまとめる

第10回 【事前学修】境界分野の論文を読む
【授業内容】深層学習と他の人工知能技術との関係
【事後学修】深層学習の社会的課題への応用方法をまとめる

第11回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】調査結果のまとめ方と報告方法
【事後学修】読んだ論文について報告できる形でまとめる

第12回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】関連する深層学習手法の調査方法
【事後学修】読んだ論文と関連する論文をまとめる

第13回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】重要な深層学習技術の判別方法
【事後学修】読んだ論文の中で重要な部分をまとめる

第14回 【事前学修】今までとは異なる分野の論文を読む
【授業内容】分野の異なる深層学習手法の関連性
【事後学修】分野の異なる論文の関連性をまとまる

第15回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（深層学習の課題）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

第16回 【事前学修】深層学習に関する技術動向を調べる
【授業内容】深層学習に関する技術動向
【事後学修】現在注目されている深層学習技術をまとめる
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第17回 【事前学修】興味のある複数の論文を読む
【授業内容】論文の関連性
【事後学修】論文の関連性をまとめる

第18回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】新規性と有効性
【事後学修】読んだ論文で主張している新規性と有効性をまとめる

第19回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】実験結果と性能評価
【事後学修】読んだ論文に書いてある性能評価についてまとめる

第20回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】要素技術の性能評価
【事後学修】読んだ論文に書いてある要素技術の性能をまとめる

第21回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】技術的課題と社会的課題
【事後学修】技術的課題と社会的課題をまとめる

第22回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】要素技術と技術動向
【事後学修】深層学習に関する技術動向をまとめる

第23回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】論文に書かれていない課題
【事後学修】論文に書かれていない課題をまとめる

第24回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】既存技術では解決されていない課題
【事後学修】既存技術では解決されていない課題を考察する

第25回 【事前学修】検討すべき課題をまとめる
【授業内容】深層学習を用いた問題解決手法の着想
【事後学修】整理した課題に対する問題解決手法を考察する

第26回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】研究開発の方向性
【事後学修】研究開発の方向性について考える

第27回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】問題解決へのアプローチ
【事後学修】問題解決へのアプローチをまとめる

第28回 【事前学修】問題解決のために必要な要素技術をまとめる
【授業内容】問題解決方法の実現可能性
【事後学修】実現可能性を検証するためのプログラムを実装する

第29回 【事前学修】検証すべきポイントをまとめる
【授業内容】問題解決方法を検証するための手順
【事後学修】検証のための実験計画を作成する

第30回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（問題解決へのアプローチ）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの結果(100%)により成績評価を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

演習に用いるコンピュータを準備しておくこと。

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅱ（人工知能特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

深層学習の課題に対する解決方法を考え、その解決方法の有効性を検証する。

■講義内容■講義内容

深層学習の課題に対する解決方法を議論し、その解決方法の有効性を検証する。
具体的には以下の内容を実施する。
(1) 深層学習の課題に対する解決手法の考案方法
(2) 深層学習の解決方法の有効性の評価方法
(3) 実験結果のまとめ方とプレゼンテーション手法

■達成目標■達成目標

深層学習の課題に対する解決方法を提案し、その有効性を説明できることを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 深層学習の課題に対する解決方法を提案できる。
(2) 深層学習の問題解決方法の有効性を検証できる。
(3) 実験結果をまとめ、問題解決手法とその有効性を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】受講するための機材を準備する
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】受講するための環境を整備する

第２回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】深層学習の課題と解決方法の考え方
【事後学修】考案した解決方法についてまとめる

第３回 【事前学修】解決手法の実現可能性について調べる
【授業内容】解決方法を実現するための手順
【事後学修】解決方法を実現するための手順をまとめる

第４回 【事前学修】論文を読み、その実証環境を調べる
【授業内容】解決手法を実現するための環境整備
【事後学修】解決手法を実現するための環境整備する

第５回 【事前学修】論文を読み、その評価方法を調べる
【授業内容】解決手法の評価方法
【事後学修】解決手法の評価方法をまとめる

第６回 【事前学修】論文を読み、その実装方法を調べる
【授業内容】解決手法の実装準備
【事後学修】解決手法の実装するための環境を整える

第７回 【事前学修】論文を読み、使用しているデータセットを調べる
【授業内容】データセットの準備
【事後学修】データセットを準備する

第８回 【事前学修】プログラムを開発する環境を整える
【授業内容】プロトタイプの実装
【事後学修】プロトタイプを実装する

第９回 【事前学修】プロトタイプ実装が動作することを確認する
【授業内容】プロトタイプ実装の検証
【事後学修】プロトタイプ実装を検証する

第10回 【事前学修】プロトタイプ実装が正しく動作することを確認する
【授業内容】プロトタイプ実装の評価
【事後学修】プロトタイプ実装を評価する

第11回 【事前学修】プロトタイプの実行に必要な時間を測る
【授業内容】実行時間の見積もりと実験計画
【事後学修】実験計画をまとめる

第12回 【事前学修】既存手法の公開されている実装を調べる
【授業内容】既存手法の再現
【事後学修】既存手法を再現する

第13回 【事前学修】既存手法の論文に記載されている性能を調べる
【授業内容】再現実装の検証
【事後学修】再現実装を検証する

第14回 【事前学修】データの前処理方法について調べる
【授業内容】データの前処理
【事後学修】データの前処理を実装する

第15回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（課題解決手法の提案）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

第16回 【事前学修】ハイパーパラメータの調整方法を調べる
【授業内容】ハイパーパラメータの調整
【事後学修】ハイパーパラメータを調整する
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第17回 【事前学修】問題解決手法の実装方法を調べる
【授業内容】問題解決手法の導入
【事後学修】問題解決手法を導入する

第18回 【事前学修】問題解決手法の検証手順を計画する
【授業内容】問題解決手法の検証
【事後学修】問題解決手法を検証する

第19回 【事前学修】問題解決手法の評価手順を計画する
【授業内容】問題解決手法の評価
【事後学修】問題解決手法による性能の変化を確認する

第20回 【事前学修】問題解決手法の評価実験を行う
【授業内容】実験結果の整理方法
【事後学修】実験結果を整理する

第21回 【事前学修】性能評価指標を調べる
【授業内容】問題解決手法の性能評価方法
【事後学修】問題解決手法の性能を評価する

第22回 【事前学修】データセットについて調べる
【授業内容】複数のデータセットを用いた性能評価
【事後学修】複数のデータセットを用いて性能を評価する

第23回 【事前学修】ニューラルネットワークの学習状態を確認する方法を調べる
【授業内容】ニューラルネットワークの学習状態の確認
【事後学修】ニューラルネットワークの学習状態を確認する

第24回 【事前学修】問題解決手法についてまとめる
【授業内容】論文執筆方法
【事後学修】論文を作成する

第25回 【事前学修】問題解決手法の新規性と有効性をまとめる
【授業内容】新規性と有効性の説明方法
【事後学修】新規制と有効性が明確な論文を作成する

第26回 【事前学修】問題解決手法についてまとめる
【授業内容】プレゼンテーションの重要性
【事後学修】プレゼンテーションのスライドを作成する

第27回 【事前学修】題解決手法の新規性をまとめる
【授業内容】既存手法を用いた新規性の説明方法
【事後学修】新規性が明確になるプレゼンテーション資料を作成する

第28回 【事前学修】題解決手法の有効性をまとめる
【授業内容】実験結果を用いた有効性の説明方法
【事後学修】有効性が明確になるプレゼンテーション資料を作成する

第29回 【事前学修】プレゼンテーション資料を完成させる
【授業内容】プレゼンテーションの準備と練習
【事後学修】プレゼンテーションの練習をする

第30回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（課題解決手法の結果）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの結果(100%)により成績評価を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

演習に用いるコンピュータを準備しておくこと。

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐藤　篤

数理情報科学
Mathematical Informatics

■テーマ■テーマ

連分数論とその応用

■講義内容■講義内容

有理数による実数のよい近似を組織的に与える方法である連分数の基礎理論、ならびに代数的な数の場合の近似の限界に
ついて解説する。また、その応用として、Pell 方程式の理論についても触れる。

■達成目標■達成目標

1. 連分数が実数のよい近似を与える仕組みを説明できるようになる
2. 具体的に与えられた Pell 方程式を解くことができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　約数と倍数の定義について復習しておく
【授業内容】　約数と倍数
【事後学修】　有理整数環のイデアルの分類を復習する

第２回 【事前学修】　行列の積や行列式について復習しておく
【授業内容】　Euclid の互除法
【事後学修】　Euclid の互除法の図形的な意味や応用について考察する

第３回 【事前学修】　多項式の基本的な性質について復習しておく
【授業内容】　連分数の分子と分母
【事後学修】　連分数の分子・分母に現れる多項式の性質をまとめる

第４回 【事前学修】　Cauchy 列と実数の完備性について調べておく
【授業内容】　連分数の基本的性質
【事後学修】　無限連分数が収束する仕組みについて復習する

第５回 【事前学修】　連分数の分子と分母の性質を確認しておく
【授業内容】　単純連分数
【事後学修】　単純連分数の定義と基本的な性質をまとめる

第６回 【事前学修】　Euclid の互除法について復習しておく
【授業内容】　有理数の連分数展開
【事後学修】　有理数が有限連分数に展開される仕組みを理解する

第７回 【事前学修】　2 の平方根が無理数であることの証明を復習しておく
【授業内容】　無理数の連分数展開
【事後学修】　2 の平方根が無理数であることを連分数を利用して証明する

第８回 【事前学修】　全射と単射の定義を復習しておく
【授業内容】　単純連分数と実数との対応
【事後学修】　実数がどのように連分数に展開されるのかをまとめる

第９回 【事前学修】　1 次分数変換と行列の関係について調べておく
【授業内容】　連分数展開と大小関係
【事後学修】　無理数の近似値を利用して連分数展開を実際に求める

第10回 【事前学修】　代数的数と超越数について調べておく
【授業内容】　2 次無理数
【事後学修】　2 次無理数の定義と共役元について復習する

第11回 【事前学修】　循環小数について復習しておく
【授業内容】　循環連分数
【事後学修】　いくつかの循環連分数が実際に 2 次無理数であることを確認する

第12回 【事前学修】　部屋割り論法について調べておく
【授業内容】　2 次無理数の連分数展開
【事後学修】　部屋割り論法の応用について調べてみる

第13回 【事前学修】　円周率をよく近似する有理数について調べておく
【授業内容】　有理数による実数の近似
【事後学修】　連分数を利用した実数の近似の例を具体的に計算してみる

第14回 【事前学修】　有理数による無理数の近似について復習しておく
【授業内容】　Pell 方程式の解法
【事後学修】　具体的な Pell 方程式を実際に解いてみる

第15回 【事前学修】　環の単数群について調べておく
【授業内容】　Pell 方程式の解の構造
【事後学修】　Pell 方程式の解の構造について群論の言葉を用いてまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小テスト （60％） とレポート （40％） による。
小テストとレポートのフィードバック方法は初回授業時に説明する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅰ（数理情報科学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

無理数・超越数とディオファントス近似

■講義内容■講義内容

無理数や超越数の基本的な性質、ならびに有理数による実数の近似について学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元
にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

1. 無理性・超越性とディオファントス近似との関係について説明できるようになる。
2. eやπが超越数であることについて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有理数と無理数
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　実数のg進法展開
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　連分数
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　πの無理性
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ヤコビのテータ関数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 1.5 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 1.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　フィボナッチ数の逆数和の無理性
【事後学修】　テキスト 1.6 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 1.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　q対数関数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 1.7 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 1.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ζ（3）の無理性
【事後学修】　テキスト 1.8 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　代数的数と超越数
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リューヴィル級数の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　フレドホルム級数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　eの超越性
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　πの超越性
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 2.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　指数関数の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.6 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 2.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リンデマンの定理
【事後学修】　テキスト 2.7 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 2.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ゲルフォント－シュナイダーの定理
【事後学修】　テキスト 2.8 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　楕円関数について、基本事項をまとめた上で、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ワイエルシュトラスの楕円関数
【事後学修】　ワイエルシュトラスの楕円関数について、自分なりにまとめる

第18回 【事前学修】　モジュラ関数について、基本事項をまとめた上で、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円モジュラ関数
【事後学修】　楕円モジュラ関数について、自分なりにまとめる
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第19回 【事前学修】　テキスト 2.9 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　p関数およびモジュラ関数j（τ）の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.9 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ロス－リドゥの定理
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　多項式のロンスキアン
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　多項式の指数
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　一つの補題
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　主補題
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第25回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　証明の完結
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する

第26回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ロス－リドゥの定理の応用
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する

第27回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ベイカーの定理
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第28回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助関数
【事後学修】　テキスト 4.2 節の内容を自分なりに再構成する

第29回 【事前学修】　テキスト 4.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補題
【事後学修】　テキスト 4.3 節の内容を自分なりに再構成する

第30回 【事前学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　証明の完結
【事後学修】　テキスト 4.4 節の内容を自分なりに再構成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

塩川宇賢、無理数と超越数、森北出版、1999。ISBN: 9784627060913

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅱ（数理情報科学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

線形符号と復号アルゴリズム

■講義内容■講義内容

リード・ソロモン符号の話を中心に、誤り訂正符号と復号アルゴリズムについて学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それ
を元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

1. 誤り訂正符号の概念について説明できるようになる。
2. 符号の復号アルゴリズムの仕組みについて説明できるようになる。
3. これまでに学んだことを自分なりに再構成して表現できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　線形符号とベクトル空間
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　最小距離と最小重み
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　シンドローム復号法とハミング限界
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　重み分布
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体の基本的な性質
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体GF（2^m）
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　最小多項式とx^n-1の因数分解
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　確率分布
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　限界距離符号の失敗確率と誤り確率
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　2元ブロック符号の最尤復号に関する限界
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　離散メッセージとエントロピー
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　相互情報量と離散通信路の通信路容量
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 5.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リード・ソロモン符号
【事後学修】　テキスト 5.1 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 5.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リード・ソロモン符号の復号
【事後学修】　テキスト 5.2 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 5.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Vendermonde行列
【事後学修】　テキスト 5.3 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 5.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　その他の復号アルゴリズム
【事後学修】　テキスト 5.4 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 6.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号
【事後学修】　テキスト 6.1 節の内容を自分なりに再構成する
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第18回 【事前学修】　テキスト 6.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号の生成行列とパリティ検査行列
【事後学修】　テキスト 6.2 節の内容を自分なりに再構成する

第19回 【事前学修】　テキスト 6.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号の最小距離についての一定理
【事後学修】　テキスト 6.3 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 6.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回リード・ソロモン符号とBCH符号
【事後学修】　テキスト 6.4 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 11.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ユークリッド法
【事後学修】　テキスト 11.1 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 11.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　RS符号とBCH符号の復号
【事後学修】　テキスト 11.2 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 12.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リスト復号
【事後学修】　テキスト 12.1 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　論文の概要についてまとめておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　論文の概要について修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　主結果について草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　主結果について修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　定理等の依存関係をまとめておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　定理等の依存関係について修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　定理等の証明の草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　定理等の証明について修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字脱字を修正しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：推敲
【事後学修】　論文の誤字脱字について修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備しておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表のスライドについて修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　発表の練習について修正し、適切な内容になっているか確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数学と代数学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

ユステセン・ホーホルト, 誤り訂正符号入門, 第 2 版, 森北出版, 2019.
ISBN: 9784627817128

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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村上　弘志

フラクタル
Fractal

■テーマ■テーマ

フラクタル

■講義内容■講義内容

フラクタルの概要と主な実例について解説し、実際の図の作成方法や応用例の紹介を通じて考え方を伝える。資料を用い
て説明する講義形式で進めるが、講義時間の一部で適宜学生に発表させディスカッションを行う。

■達成目標■達成目標

フラクタルの考え方を理解し、いくつかの例を自分で作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルとはどのようなものか調べる
【授業内容】　フラクタルの考え方について
【事後学修】　フラクタルとはどのようなものであったかまとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　基礎的なフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　自然界のフラクタルの例を調べる
【授業内容】　自然界に見られるフラクタル
【事後学修】　自然界のフラクタルについてまとめる

第４回 【事前学修】　一般的な次元について調べる
【授業内容】　フラクタル次元について（1）：ハウスドルフ次元
【事後学修】　次元の意味について復習する

第５回 【事前学修】　次元の意味について復習する
【授業内容】　フラクタル次元について（2）：ボックス次元
【事後学修】　次元の計算方法について復習する

第６回 【事前学修】　次元の計算方法について復習する
【授業内容】　フラクタル次元について（3）：その他の方法
【事後学修】　フラクタル次元についてまとめる

第７回 【事前学修】　C 言語の開発環境を整える
【授業内容】　数値計算、描画方法の紹介
【事後学修】　数値的にフラクタルの計算を実行する

第８回 【事前学修】　これまでの不明点を洗い出す
【授業内容】　前半を通しての復習と質疑応答
【事後学修】　これまでの内容をまとめる

第９回 【事前学修】　図形描画の開発環境を整える
【授業内容】　フラクタル図形の作成（1）：コッホ曲線
【事後学修】　コッホ曲線を作図する

第10回 【事前学修】　図形の描画方法を振り返る
【授業内容】　フラクタル図形の作成（2）：ジュリア集合
【事後学修】　ジュリア集合を作図する

第11回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　フラクタル図形の作成（3）：セル・オートマトン
【事後学修】　セル・オートマトンをいくつか試す

第12回 【事前学修】　次元解析について調べる
【授業内容】　フラクタルを扱う数学的方法
【事後学修】　数学的にフラクタルを扱う方法について復習する

第13回 【事前学修】　フラクタルの形状について振り返る
【授業内容】　フラクタルの応用例（1）：形状の利用
【事後学修】　フラクタル形状の応用例をまとめる

第14回 【事前学修】　フラクタルの性質を振り返る
【授業内容】　フラクタルの応用例（2）：統計的処理
【事後学修】　フラクタルの統計的処理への応用例をまとめる

第15回 【事前学修】　これまでの不明点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　全体の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく、本質的な考え方を理解することにより自分自身で応用が可能であること
を評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義の内容について復習し、自分でも説明できるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

高安秀樹・フラクタル•朝倉書店　ISBN: 978-4254102352
他、適宜紹介する。
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村上　弘志

人間情報学演習Ⅰ（フラクタル）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

フラクタルの一般論

■講義内容■講義内容

フラクタルの概要と主な実例について学ぶ。はじめに教員が紙やスライドなどの資料を用いて説明し、その後学生が実際
に計算や作図を行う演習形式で実施する。内容のまとまりごとに簡単な発表会を行うことで学生相互の意見交換を活発に
する。また、最後には各自にテーマを割り振って全体に関する発表会を行う。

■達成目標■達成目標

フラクタルについて理解を深め、簡単ないくつかの方法で次元の計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルとはどのようなものか調べる
【授業内容】　導入：フラクタルとは何か
【事後学修】　フラクタルについて振り返り、まとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　導入：基礎的なフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　測度について調べる
【授業内容】　数学的準備：測度と質量分布（1）：測度
【事後学修】　測度についてまとめる

第４回 【事前学修】　質量分布について調べる
【授業内容】　数学的準備：測度と質量分布（2）：質量分布
【事後学修】　質量分布についてまとめる

第５回 【事前学修】　質量分布の復習をする
【授業内容】　数学的準備：確率論に関すること
【事後学修】　確率論についてまとめる

第６回 【事前学修】　確率論の復習をする
【授業内容】　数学的準備：確率論過程に関すること
【事後学修】　確率論過程についてまとめる

第７回 【事前学修】　ハウスドルフ次元について調べる
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ測度
【事後学修】　ハウスドフル測度についてまとめる

第８回 【事前学修】　ハウスドフル測度の復習をする
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元
【事後学修】　ハウスドルフ次元についてまとめる

第９回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の復習をする
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元の計算―簡単な例
【事後学修】　実例についてハウスドルフ次元の計算を行う

第10回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の計算について復習する
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元の同値な定義
【事後学修】　ハウスドルフ次元の定義をまとめる

第11回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の特徴をまとめる
【授業内容】　次元の定義：次元のより精密な定義
【事後学修】　次元の定義について復習する

第12回 【事前学修】　ボックス次元について調べる
【授業内容】　次元の別の定義：ボックス次元
【事後学修】　実例についてボックス次元の計算を行う

第13回 【事前学修】　ボックス次元について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：ボックス次元の性質と問題点
【事後学修】　ボックス次元の問題点をまとめる

第14回 【事前学修】　ボックス次元の性質について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：変形ボックス次元
【事後学修】　変形ボックス次元について実例をまとめる

第15回 【事前学修】　変形ボックス次元について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：パッキング測度といくつかの次元
【事後学修】　パッキング測度にもとづき次元を計算する

第16回 【事前学修】　次元について調べる
【授業内容】　次元の別の定義：いくつかの他の次元の定義
【事後学修】　これまでの次元の定義についてまとめる

第17回 【事前学修】　次元の計算方法について調べる
【授業内容】　次元計算の技術：基本的方法　N
【事後学修】　実例について基本的方法により次元を計算する

第18回 【事前学修】　基本的方法による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：有限測度の集合による方法
【事後学修】　実例について有限測度の集合による方法を用いて次元を計算する
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第19回 【事前学修】　有限測度の集合による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：ポテンシャル論的方法
【事後学修】　実例についてポテンシャル論的方法により次元を計算する

第20回 【事前学修】　ポテンシャル論的方法による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：フーリエ変換による方法
【事後学修】　実例についてフーリエ変換による方法を用いて次元を計算する

第21回 【事前学修】　フラクタル図形の例を調べる
【授業内容】　フラクタル図形の例
【事後学修】　フラクタル図形の例をまとめる

第22回 【事前学修】　様々なフラクタル図形を調べる
【授業内容】　様々なフラクタル図形の比較
【事後学修】　フラクタル図形の比較についてまとめる

第23回 【事前学修】　フラクタルの応用例を調べる
【授業内容】　フラクタルの応用例
【事後学修】　フラクタルの応用例についてまとめる

第24回 【事前学修】　形状を利用した応用例を調べる
【授業内容】　形状を利用した応用例の実践
【事後学修】　形状を利用した応用例についてまとめる

第25回 【事前学修】　統計的処理の応用例を調べる
【授業内容】　統計的処理の応用例の実践
【事後学修】　フラクタルの応用例をまとめる

第26回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　簡単なフラクタル図形の作図
【事後学修】　フラクタル図形の作図を完了する

第27回 【事前学修】　フラクタル図形の特徴について考える
【授業内容】　フラクタル図形の特徴の把握
【事後学修】　フラクタル図形の特徴をまとめる

第28回 【事前学修】　フラクタル図形の構造について考える
【授業内容】　フラクタル図形の構造
【事後学修】　フラクタル図形の構造についてまとめる

第29回 【事前学修】　発表の準備をする
【授業内容】　発表会：各自の割り当てたテーマについて報告する
【事後学修】　発表会でのコメントについて調べ、まとめる

第30回 【事前学修】　全体を振り返り不明点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　まとめレポートを完成し、提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく本質的な考え方を理解しているかどうかを、実際に簡単な計算・作図がで
きるかという観点から評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回資料を見直し、次回までに自分で説明できるようになること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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村上　弘志

人間情報学演習Ⅱ（フラクタル）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

フラクタルの図の作成と応用

■講義内容■講義内容

フラクタルの実際の作図方法を実践し、応用方法を知る。はじめに教員が紙やスライドなどの資料を用いて説明し、その
後学生が実際に計算や作図を行う演習形式で実施する。内容のまとまりごとに簡単な発表会を行うことで学生相互の意見
交換を活発にする。また、最後には各自にテーマを割り振って全体に関する発表会を行う。

■達成目標■達成目標

フラクタル図形をいくつか自分で作図できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルについて調べる
【授業内容】　フラクタルの概要
【事後学修】　フラクタルについて振り返り、まとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　自然界などで見られるフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　開発環境を整備する
【授業内容】　数値計算の準備
【事後学修】　開発環境の整備を完了する

第４回 【事前学修】　数値計算について調べる
【授業内容】　簡単な数値計算の例
【事後学修】　簡単な数値計算を実行する

第５回 【事前学修】　数値計算についてまとめる
【授業内容】　数値計算の演習
【事後学修】　やり残した演習を終わらせる

第６回 【事前学修】　計算結果の描画について調べる
【授業内容】　描画ライブラリの紹介
【事後学修】　描画ライブラリについて調べる

第７回 【事前学修】　描画ライブラリについて調べる
【授業内容】　描画ライブラリの準備
【事後学修】　描画ライブラリを使ってみる

第８回 【事前学修】　描画ライブラリを使ってみる
【授業内容】　簡単な図形の作成
【事後学修】　図形の作成を完了する

第９回 【事前学修】　いくつかの図形を作成する
【授業内容】　図形の作成と操作
【事後学修】　図形の操作を行う

第10回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　フラクタル図形の特徴
【事後学修】　フラクタル図形の特徴をまとめる

第11回 【事前学修】　コッホ曲線について調べる
【授業内容】　コッホ曲線の概要
【事後学修】　コッホ曲線についてまとめる

第12回 【事前学修】　コッホ曲線の作図手順を調べる
【授業内容】　コッホ曲線の作図法の検討
【事後学修】　コッホ曲線の作図法をまとめる

第13回 【事前学修】　コッホ曲線の作図法を決定する
【授業内容】　コッホ曲線の作図の実装
【事後学修】　コッホ曲線の作図の実装を進める

第14回 【事前学修】　コッホ曲線の作図の実装を完了する
【授業内容】　コッホ曲線の作図
【事後学修】　コッホ曲線を作図する

第15回 【事前学修】　コッホ曲線を組み合わせコッホ雪片を作図する
【授業内容】　コッホ曲線の次元
【事後学修】　コッホ曲線の次元についてまとめる

第16回 【事前学修】　ジュリア集合について調べる
【授業内容】　ジュリア集合の概要
【事後学修】　ジュリア集合についてまとめる

第17回 【事前学修】　ジュリア集合の作図手順を調べる
【授業内容】　ジュリア集合の作図法の検討
【事後学修】　ジュリア集合の作図法をまとめる

第18回 【事前学修】　ジュリア集合の作図法を決定する
【授業内容】　ジュリア集合の作図の実装
【事後学修】　ジュリア集合の作図の実装を進める
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第19回 【事前学修】　ジュリア集合の作図の実装を完了する
【授業内容】　ジュリア集合の作図 1：全体像
【事後学修】　ジュリア集合を作図する

第20回 【事前学修】　動画の仕組みを調べる
【授業内容】　ジュリア集合の作図 2：動画
【事後学修】　ジュリア集合の動画を作成する

第21回 【事前学修】　パラメータを変えたジュリア集合の動画を作成する
【授業内容】　ジュリア集合の特徴の把握
【事後学修】　ジュリア集合の作図についてまとめる

第22回 【事前学修】　セル・オートマトンについて調べる
【授業内容】　セル・オートマトンの概要
【事後学修】　セル・オートマトンについてまとめる

第23回 【事前学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形について調べる
【授業内容】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の検討
【事後学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形についてまとめる

第24回 【事前学修】　セル・オートマトンの作図手順を調べる
【授業内容】　セル・オートマトンの実装
【事後学修】　セル・オートマトンの実装を進める

第25回 【事前学修】　セル・オートマトンの実装を完了する
【授業内容】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の作図
【事後学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の作図を完了する

第26回 【事前学修】　様々なフラクタル図形の例を調べる
【授業内容】　様々なフラクタル図形
【事後学修】　様々なフラクタル図形の例をまとめる

第27回 【事前学修】　様々なフラクタル図形を列挙する
【授業内容】　フラクタル図形の比較
【事後学修】　フラクタル図形の比較をまとめる

第28回 【事前学修】　フラクタルの特徴量について調べる
【授業内容】　フラクタルの特徴量の評価
【事後学修】　発表の準備をする

第29回 【事前学修】　発表の準備をする
【授業内容】　発表会：各自の割り当てたテーマについて報告する
【事後学修】　発表会でのコメントについて調べ、まとめる

第30回 【事前学修】　全体を通して疑問点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　まとめレポートを完成し、提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく本質的な考え方を理解しているかどうかを、実際に簡単な計算・作図がで
きるかという観点から評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回資料を見直し、次回までに自分で説明できるようになること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

複雑系の科学
Science of Complex Systems

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデル

■講義内容■講義内容

多岐にわたる複雑系科学のうち、フラクタル、カオス、セルオートマトン、パーコレーション、複雑ネットワーク、交通
流モデルに焦点をあて、その基本概念を修得する。簡単な数理モデルの構築とコンピュータによる解析を通して実践的に
理解を深める。

■達成目標■達成目標

①複雑系の基本概念が理解できるようになる。
②数理モデルに関する理解と応用が可能になる。
③コンピュータシミュレーションを通して、解析力とプログラミング技法が習得できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを十分に読み込んでくる
【授業内容】　複雑系とは
【事後学修】　振り返り作業により「複雑系」を十分に理解する

第２回 【事前学修】　配布資料（フラクタル）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　フラクタルとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「フラクタル」を十分に理解する

第３回 【事前学修】　配布資料（フラクタル次元）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　自然に見られるフラクタルと次元の測り方
【事後学修】　振り返り作業により「次元の測り方」を十分に理解する

第４回 【事前学修】　配布資料（カオス）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　カオスとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「カオス」を十分に理解する

第５回 【事前学修】　配布資料（カオスの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　カオスの応用
【事後学修】　振り返り作業により「カオスの応用」を十分に理解する

第６回 【事前学修】　配布資料（セルオートマトン）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　セルオートマトンとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「セルオートマトン」を十分に理解する

第７回 【事前学修】　配布資料（セルオートマトンの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　セルオートマトンの応用
【事後学修】　振り返り作業により「セルオートマトンの応用」を十分に理解する

第８回 【事前学修】　配布資料（パーコレーション）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　パーコレーションとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「パーコレーション」を十分に理解する

第９回 【事前学修】　配布資料（パーコレーションの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　パーコレーションの応用
【事後学修】　振り返り作業により「パーコレーションの応用」を十分に理解する

第10回 【事前学修】　配布資料（複雑ネットワーク）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　複雑ネットワークとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「複雑ネットワーク」を十分に理解する

第11回 【事前学修】　配布資料（複雑ネットワーク２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　自然・社会に見られる複雑ネットワーク
【事後学修】　振り返り作業により「自然や社会に見られる複雑ネットワーク」を十分に理解する

第12回 【事前学修】　配布資料（人工生命）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　人工生命とは何か
【事後学修】　振り返り作業により「人工生命」を十分に理解する

第13回 【事前学修】　配布資料（人工生命２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　人工生命と人工知能
【事後学修】　振り返り作業により「人工生命と人工知能」を十分に理解する

第14回 【事前学修】　配布資料（交通流モデル）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　交通流モデルとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「交通流モデル」を十分に理解する

第15回 【事前学修】　配布資料（交通流モデル２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　交通流モデルと複雑系
【事後学修】　振り返り作業により「交通流モデルと複雑系の関係」を十分に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

適宜課すレポートにより評価（100％）。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

人間情報学演習Ⅰ（複雑系の科学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデルの構築と解法

■講義内容■講義内容

複雑力学系を特徴づける二つの性質－非線形性とカオス－に注目して、複雑であることの数理的意味を力学系と非力学系
を構成してそれを解くことにより学習する。

■達成目標■達成目標

複雑系の基本モデルであるロジスティックモデル、ローレンツモデル、ホップモデルなどを材料に、力学系のコンピュー
タシミュレーション技法を学ぶことで、複雑系の性質が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる
【授業内容】　ロジスティックモデルと写像　1 自由度系
【事後学修】　第１回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第２回 【事前学修】　第２回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミングによる可視化法（1）　グラフィック表示
【事後学修】　第２回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第３回 【事前学修】　第３回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　拡張写像　2 自由度系
【事後学修】　第３回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第４回 【事前学修】　第４回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　連続線形力学系と線形微分方程式
【事後学修】　第４回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第５回 【事前学修】　第５回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　連続非線形力学系と非線形微分方程式
【事後学修】　第５回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第６回 【事前学修】　第６回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（1）　オイラー法
【事後学修】　第６回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第７回 【事前学修】　第７回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（2）　修正オイラー法
【事後学修】　第７回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第８回 【事前学修】　第８回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（3）　ルンゲクッタ法・ブルリッシュ=ストア法
【事後学修】　第８回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第９回 【事前学修】　第９回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミングによる可視化法（2）　アニメーション
【事後学修】　第９回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第10回 【事前学修】　第10回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　保存系とカオス　4 自由度系
【事後学修】　第10回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第11回 【事前学修】　第11回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　散逸系とカオス（1）　3 自由度系
【事後学修】　第11回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第12回 【事前学修】　第12回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　散逸系とカオス（2）　4 自由度系
【事後学修】　第12回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第13回 【事前学修】　第13回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ポアンカレ断面－系の単純化
【事後学修】　第13回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第14回 【事前学修】　第14回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ヤコビ行列と最大リヤプノフ指数
【事後学修】　第14回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第15回 【事前学修】　第15回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ベルーソフ=ジャポチンスキ反応と自己組織化
【事後学修】　第15回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第16回 【事前学修】　第16回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　チューリング反応と自己組織化
【事後学修】　第16回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第17回 【事前学修】　第17回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　確率過程とモンテカルロ法（1）　酔歩
【事後学修】　第17回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第18回 【事前学修】　第18回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　確率過程とモンテカルロ法（2）　統計力学
【事後学修】　第18回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する
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第19回 【事前学修】　第19回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　セルオートマトンとライフゲーム
【事後学修】　第19回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第20回 【事前学修】　第20回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　地震と自己組織化
【事後学修】　第20回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第21回 【事前学修】　第21回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　砂山と自己組織化
【事後学修】　第21回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第22回 【事前学修】　第22回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（1）　脳の機能
【事後学修】　第22回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第23回 【事前学修】　第23回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（2）　パターン認識のモデル
【事後学修】　第23回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第24回 【事前学修】　第24回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（3）　モデルの改良
【事後学修】　第24回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第25回 【事前学修】　第25回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム（1）　進化
【事後学修】　第25回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第26回 【事前学修】　第26回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム（2）　モデル
【事後学修】　第26回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第27回 【事前学修】　第27回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（1）

第28回 【事前学修】　第28回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（2）　能力と決定構造
【事後学修】　第28回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第29回 【事前学修】　第29回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（3）　モデル
【事後学修】　第29回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第30回 【事前学修】　第30回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（4）　偶然性と決定構造の役割
【事後学修】　全ての演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

人間情報学演習Ⅱ（複雑系の科学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデル

■講義内容■講義内容

複雑系の数理的モデル化の方法と実際を、軍縮モデル・疫病モデル・環境モデルなどの具体例を取り上げテキスト講読を
しながら学習する。

■達成目標■達成目標

数理モデルの構成と解析の方法を理解し応用できるようになる。また、数学上の基本定理とシステムのふるまいとの関係
が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章（軍事競争・戦争・革命の数理モデル）　第 1 回講読　社会システムの特性
【事後学修】　第１回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第２回 【事前学修】　第２回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 2 回講読　Lotka-Volterra 模型
【事後学修】　第２回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第３回 【事前学修】　第３回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 3 回講読　共進化
【事後学修】　第３回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第４回 【事前学修】　第４回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 4 回講読　革新と病疫
【事後学修】　第４回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第５回 【事前学修】　第５回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第５回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第６回 【事前学修】　第６回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章（闘争の力学モデル）　第 1 回講読　闘争とは
【事後学修】　第６回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第７回 【事前学修】　第７回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 2 回講読　強化
【事後学修】　第７回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第８回 【事前学修】　第８回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 3 回講読　闘争の適応モデル
【事後学修】　第８回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第９回 【事前学修】　第９回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 4 回講読　シミュレーションの方法
【事後学修】　第９回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第10回 【事前学修】　第10回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第10回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第11回 【事前学修】　第11回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章（集団的安全と軍事競争の力学）　第 1 回講読　利他と互恵
【事後学修】　第11回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第12回 【事前学修】　第12回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 2 回講読　線型モデル
【事後学修】　第12回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第13回 【事前学修】　第13回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 3 回講読　集団的安全の連結性
【事後学修】　第13回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第14回 【事前学修】　第14回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 4 回講読　強い連結と弱い連結
【事後学修】　第14回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第15回 【事前学修】　第15回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第15回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第16回 【事前学修】　第16回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章（革新・流行・環境）　第 1 回講読　革新・革命と流行病
【事後学修】　第16回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第17回 【事前学修】　第17回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 2 回講読　不満の進化
【事後学修】　第17回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第18回 【事前学修】　第18回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 3 回講読　隔離
【事後学修】　第18回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する
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第19回 【事前学修】　第19回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 4 回講読　免疫
【事後学修】　第19回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第20回 【事前学修】　第20回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第20回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第21回 【事前学修】　第21回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章（麻薬拡散の理論）第 1 回講読　社会現象としての麻薬拡散
【事後学修】　第21回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第22回 【事前学修】　第22回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 2 回講読　モデルと解の安定性
【事後学修】　第22回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第23回 【事前学修】　第23回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 3 回講読　反応拡散の非線形モデル
【事後学修】　第23回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第24回 【事前学修】　第24回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 4 回講読　法制と教育の効果
【事後学修】　第24回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第25回 【事前学修】　第25回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第25回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第26回 【事前学修】　第26回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章（非線形力学系の数理）第 1 回講読　非線形 2 次元自律系
【事後学修】　第26回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第27回 【事前学修】　第27回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 2 回講読　非双曲平衡点
【事後学修】　第27回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第28回 【事前学修】　第28回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 3 回講読　Poincare-Bendixon の定理
【事後学修】　第28回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第29回 【事前学修】　第29回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 4 回講読　指数理論
【事後学修】　第29回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第30回 【事前学修】　第30回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 5 回講読　ブローウェルの不動点定理
【事後学修】　全ての演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

oshua M. Epstein Nonlinear Dynamics， Mathematical Biology， and Social Science 1997 （Addison-Wesley， New
York）。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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岩田　友紀子

数理統計学特論
Special Topics in Mathematical Statistics

■テーマ■テーマ

数理統計学概論

■講義内容■講義内容

確率論と統計学の基礎とそれらのつながりについて詳しく解説する。また、それらが統計学にどのように用いられている
かを紹介する。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

母集団の特性値（平均値、分散、標準偏差、相関係数等）の概念を理解し、具体的なデータをもとにそれらの計算法を習
得する。またいろいろな確率分布の特性を理解し、推定や検定に応用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　一変数関数の微分積分について復習しておく。
【授業内容】　資料の整理、平均と分散
【事後学修】　分散は何を表す量かを復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習してくる。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体的例に適用する練習をする。

第３回 【事前学修】　2 つの変量に対する相関表について予習してくる。
【授業内容】　相関と相関係数
【事後学修】　相関係数を求める練習をしておく。

第４回 【事前学修】　2 変数関数の偏微分について復習してくる。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　具体例に対し回帰直線を求める練習をしておく。

第５回 【事前学修】　確率について予習してくる。
【授業内容】　確率、条件付確率、事象の独立
【事後学修】　独立な事象とそうでない事象の例をいくつか考える。

第６回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数、確率分布
【事後学修】　確率分布の意味を復習しておく。

第７回 【事前学修】　確率変数について復習しておく。
【授業内容】　確率変数の独立性、確率変数の和差積商
【事後学修】　確率変数の和や積も確率変数であることを確認しておく。

第８回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均・分散が、度数分布表の平均・分散と同じ概念であることを確認しておく。

第９回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　チェビシェフの不等式と大数の法則
【事後学修】　大数の法則の証明方法を復習しておく。

第10回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　モーメント母関数
【事後学修】　モーメント母関数の定義と、それを使って平均値や分散を計算する方法を復習しておく。

第11回 【事前学修】　二項分布とはどのような分布か予習してくる。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布がどのような場合にポアソン分布で近似できるか、またそれはどうしてかを復習してお
く。

第12回 【事前学修】　一変数関数の積分と置換積分について復習しておく。
【授業内容】　正規分布
【事後学修】　一般の正規分布を標準正規分布に変換する方法を復習しておく。

第13回 【事前学修】　有限個の確率変数の平均について、その平均や分散はどのように計算されるかを復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の応用について復習しておく。

第14回 【事前学修】　標本について復習しておく。
【授業内容】　推定
【事後学修】　標本平均や標本分散の期待値（平均値）について復習しておく。

第15回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　検定
【事後学修】　仮説の検定の手順を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する。
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高等学校で学習する程度の確率、および大学初年級の解析学（1 変数関数の微分積分や 2 変数関数の偏微分や重積分）の
基礎知識を理解しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅰ（数理統計学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

確率分布と確率過程

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察する。セミナー形式の授業を行ない指導する。双方向型授
業で行う。

■達成目標■達成目標

確率と確率変数の意味が理解でき、様々な確率分布の平均、分散、相関係数等が正しく計算できるようになる。また正規
分布表やその他の重要な数表の使い方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　相加平均、相乗平均、調和平均とはどのようなものか予習して来る。
【授業内容】　資料の整理と代表値
【事後学修】　相加平均の計算の簡便法を、具体例を用いて復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習して来る。
【授業内容】　度数分布表と平均・分散
【事後学修】　度数分布表から平均と分散を計算する簡便法を練習する。

第３回 【事前学修】　分散の計算法（2 種類）を復習する。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式の証明法を復習する。

第４回 【事前学修】　2 変量の相関表について予習して来る。
【授業内容】　相関表と共分散
【事後学修】　共分散の持つ意味を復習する。

第５回 【事前学修】　相関の強さを表す方法を考えてくる。
【授業内容】　相関係数
【事後学修】　具体例を用いて相関係数を計算する練習をしておく。

第６回 【事前学修】　相関係数の求め方を復習しておく。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　回帰直線の持つ意味を復習する。

第７回 【事前学修】　場合の数と確率について予習しておく。
【授業内容】　標本空間と事象
【事後学修】　集合の演算法則を復習する。

第８回 【事前学修】　標本空間と事象の例を復習しておく。
【授業内容】　確率の定義、組み合わせ論的確率と統計的確率
【事後学修】　組み合わせ論的確率と統計的確率について復習しておく。

第９回 【事前学修】　組み合わせ論的確率を復習しておく。
【授業内容】　確率の公理的定義、確率空間
【事後学修】　確率空間という概念を復習しておく。

第10回 【事前学修】　確率を求める具体的な問題を解く練習をする。
【授業内容】　条件付確率
【事後学修】　確率の乗法定理の応用例をいくつか解いておく。

第11回 【事前学修】　条件付確率を復習しておく。
【授業内容】　ベイズの定理とその応用
【事後学修】　ベイズの定理を使う問題をいくつか解いておく。

第12回 【事前学修】　定積分の復習をしておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数
【事後学修】　連続確率変数の確率分布の例を復習しておく。

第13回 【事前学修】　微分積分学の基本定理を復習しておく。
【授業内容】　分布関数と確率密度関数
【事後学修】　確率密度関数の性質を理解しておく。

第14回 【事前学修】　2 種類の確率変数が必要となる例を考えてくる。
【授業内容】　2 次元分布（離散と連続）
【事後学修】　2 次元の確率変数の例を復習しておく。

第15回 【事前学修】　二重積分を復習しておく。
【授業内容】　2 次元確率密度と 2 次元確率密度関数
【事後学修】　2 次元確率変数の具体例に対して確率計算の練習をしておく。

第16回 【事前学修】　条件付き確率の復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の独立性
【事後学修】　独立な確率変数と従属な確率変数の例をそれぞれ復習をしておく。

第17回 【事前学修】　確率変数の和が確率変数になることを確かめてくる。
【授業内容】　確率変数の演算
【事後学修】　確率変数の和や積の確率分布について復習をしておく。

第18回 【事前学修】　度数分布表に対する平均・分散について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均と分散の計算練習をしておく
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第19回 【事前学修】　データの整理で述べたチェビシェフの不等式を復習をしておく。
【授業内容】　確率変数についてのチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体例に適用する練習をしておく。

第20回 【事前学修】　統計的確率の復習をしておく。
【授業内容】　大数の法則
【事後学修】　統計的確率と大数の法則の関係を復習をしておく。

第21回 【事前学修】　確率変数とその演算について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数のモーメント母関数
【事後学修】　平均や分散とモーメント母関数の関係を復習をしておく。

第22回 【事前学修】　分布関数とは何であったかを復習をしておく。
【授業内容】　分布関数とモーメント母関数の関係
【事後学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。

第23回 【事前学修】　二項分布とは何であったを復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をどのように計算したかを復習をしておく。

第24回 【事前学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布のモーメント母関数
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をモーメント母関数から導く方法を復習をしておく。

第25回 【事前学修】　正規分布とはどのような分布かを復習しておく。
【授業内容】　正規分布とそのモーメント母関数
【事後学修】　正規分布の平均・分散について復習しておく。

第26回 【事前学修】　定積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　標準正規分布と正規分布表
【事後学修】　正規分布表の見方を復習しておく。

第27回 【事前学修】　二重積分の計算練習をしておく
【授業内容】　正規分布の再生性
【事後学修】　正規分布の再生性を示す定理の証明法を復習しておく。

第28回 【事前学修】　確率変数の平均について復習しておく。
【授業内容】　母集団と標本、統計量
【事後学修】　標本や統計量の意味をしっかり把握する。

第29回 【事前学修】　標本平均とその分布について復習をしておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の証明法を理解しておく。

第30回 【事前学修】　二項定理について復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理の応用、ラプラスの定理
【事後学修】　二項分布を正規分布で近似する際の注意点を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの提出（60％）と発表の様子（40％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅱ（数理統計学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

確率論における極限定理と推定統計学と帰無仮説検定

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察し、さらなる応用や発展を試みる。セミナー形式の授業を
行ない指導する。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

推定や検定の意味とその手法を習得し、様々なモデルやデータに対して正しく推定や検定が行なえるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特異積分について予習しておく。
【授業内容】　ガンマ関数とベータ関数
【事後学修】　ガンマ関数とベータ関数の性質及びこれらの関数の関係を復習しておく。

第２回 【事前学修】　確率変数の演算について復習しておく。
【授業内容】　カイ 2 乗分布とカイ 2 乗分布表
【事後学修】　カイ 2 乗分布表の見方を復習しておく。

第３回 【事前学修】　スターリングの近似式（公式）について予習してして来る。
【授業内容】　分布と t 分布表
【事後学修】　分布表の見方を復習しておく。

第４回 【事前学修】　二重積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　F 分布と F 分布表
【事後学修】　F 分布表の見方を復習しておく。

第５回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　カイ 2 乗分布をする標本分布
【事後学修】　カイ 2 乗分布をする標本分布の例を復習しておく。

第６回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　分布をする標本分布
【事後学修】　分布をする標本分布の例を復習しておく。

第７回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　F 分布をする標本分布
【事後学修】　F 分布をする標本分布の例を復習しておく。

第８回 【事前学修】　確率変数の演算とその平均・分散について復習しておく。
【授業内容】　点推定と不偏推定量
【事後学修】　不偏推定量の意味と具体例を復習しておく。

第９回 【事前学修】　不変推定量の意味を復習しておく。
【授業内容】　区間推定（信頼係数と信頼区間）
【事後学修】　区間推定の基本的な考え方を復習しておく。

第10回 【事前学修】　標本と標本平均の復習をしておく。
【授業内容】　母平均の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母平均の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第11回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　母平均の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母平均の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第12回 【事前学修】　ラプラスの定理を復習しておく。
【授業内容】　母比率の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母比率の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第13回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　母比率の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母比率の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第14回 【事前学修】　正規分布の再生性について復習しておく。
【授業内容】　母平均の差の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母平均の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第15回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　母平均の差の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母平均の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第16回 【事前学修】　ラプラスの定理を復習しておく。
【授業内容】　母比率の差の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母比率の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第17回 【事前学修】　相関係数について復習しておく。
【授業内容】　母相関係数の推定
【事後学修】　z 変換について復習しておく。

第18回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　母分散の推定
【事後学修】　母分散の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。
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第19回 【事前学修】　区間推定の方法を復習しておく。
【授業内容】　仮説の検定、片側検定と両側検定
【事後学修】　片側検定と両側検定の違いを理解しておく。

第20回 【事前学修】　仮説の検定と区間推定の共通点や相違点について考察する。
【授業内容】　第 1 種の誤りと第 2 種の誤り
【事後学修】　第 1 種の誤りと第 2 種の誤りについて、その違いを復習しておく。

第21回 【事前学修】　母平均の推定（大標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　母平均の検定（母分散が既知の正規母集団、または任意の無限母集団で大標本の場合）
【事後学修】　母分散が既知の正規母集団について、母平均の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第22回 【事前学修】　母平均の推定（小標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　母平均の検定（母分散が未知の正規母集団で小標本の場合）
【事後学修】　母分散が未知の正規母集団で小標本の場合について、母平均の検定の仕方を例を用いて復習して
おく。

第23回 【事前学修】　母比率の推定について復習しておく。
【授業内容】　母比率の検定
【事後学修】　母比率の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第24回 【事前学修】　母相関係数の推定について復習しておく。
【授業内容】　母相関係数の検定
【事後学修】　母相関係数の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第25回 【事前学修】　母分散の推定について復習しておく。
【授業内容】　母分散の検定
【事後学修】　母分散の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第26回 【事前学修】　母平均の差の推定（大標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　等平均の検定（母分散が既知の正規母集団、または任意の無限母集団で大標本の場合）
【事後学修】　母分散が既知の正規母集団について、等平均の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第27回 【事前学修】　母平均の差の推定（小標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　等平均の検定（母分散が未知の正規母集団で小標本の場合）
【事後学修】　母分散が未知の正規母集団で小標本の場合について、等平均の検定の仕方を例を用いて復習して
おく。

第28回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　等分散の検定
【事後学修】　等分散の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第29回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　適合度の検定
【事後学修】　適合度の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第30回 【事前学修】　前回の授業の復習をしておく。
【授業内容】　独立性の検定
【事後学修】　独立性の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの提出（60％）と発表の様子（40％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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星野　真樹

関数方程式論
Theory of Functional Equations

■テーマ■テーマ

常微分方程式論の基礎と数学モデルへの応用

■講義内容■講義内容

常微分方程式の基礎理論の概要を理解し、その応用として実際の現象を微分方程式を用いて考察する。さらに微分方程式
を解く際の計算や解の挙動の可視化のための計算機の利用についても触れる。

■達成目標■達成目標

１．常微分方程式の基礎理論を用いて、微分方程式の解を表示し、その性質を解析することができるようになる。
２．様々な現象を微分方程式を用いて考察することができるようになる。
３．コンピューターを用いて、微分方程式の解の挙動を考察することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノルムと収束の種類について確認しておく
【授業内容】　関数の収束と関数空間
【事後学修】　具体例を探しどのような収束をしているか考察する

第２回 【事前学修】　微分と微分方程式の具体例を調べておく
【授業内容】　微分方程式と数学モデル
【事後学修】　微分方程式の例を調べその式の表す意味を考える

第３回 【事前学修】　常微分方程式の例を確認しておく
【授業内容】　常微分方程式と初期値問題
【事後学修】　初期値問題の具体例を探してその意味を調べる

第４回 【事前学修】　リプシッツ連続関数の意味と具体例を調べる
【授業内容】　解の存在
【事後学修】　簡単な初期値問題の場合に証明の手順で解を構成してみる

第５回 【事前学修】　微分不等式の意味と例について調べる
【授業内容】　解の一意性
【事後学修】　一意性が成りたたない例を考える

第６回 【事前学修】　解が爆発する現象と例について調べる
【授業内容】　解の接続と延長
【事後学修】　具体例に対し解の延長可能な範囲を考察する

第７回 【事前学修】　初期値問題と解の定義や具体例について確認しておく
【授業内容】　解の初期値とパラメーターに関する依存性
【事後学修】　初期値問題の解についてその依存性を具体例で調べてみる

第８回 【事前学修】　微分可能性と微分不可能な関数について調べておく
【授業内容】　解の初期値とパラメーターに関する微分可能性
【事後学修】　証明の概要をまとめ、再構成する

第９回 【事前学修】　線形の意味と具体例を復習しておく
【授業内容】　線形系
【事後学修】　身近にある具体例が線形であるか考察する

第10回 【事前学修】　線形空間の定義と基底について確認しておく
【授業内容】　同次線形系
【事後学修】　線形と非線形の違いを踏まえ解空間の構造について復習しておく

第11回 【事前学修】　指数関数のテイラー展開について計算できるようにしておく
【授業内容】　定数係数の線形系と解の表示
【事後学修】　対角行列をもつ線形系について、解の表示がどうなるか計算する

第12回 【事前学修】　行列の標準化について復習しておく
【授業内容】　指数行列の計算法
【事後学修】　一般の指数行列を具体的に計算してみる

第13回 【事前学修】　周期の定義と例について知らべる
【授業内容】　周期係数の線形系と解の性質
【事後学修】　周期係数を持つ具体例で解の性質を確認してみる

第14回 【事前学修】　線形微分方程式の解法とその表示についてまとめておく
【授業内容】　基礎理論の数学モデルへの応用
【事後学修】　基礎理論の数学モデルへの応用を実際に考えてみる

第15回 【事前学修】　常微分方程式の身近なモデルを探してみる
【授業内容】　数学モデルの解析に向けて
【事後学修】　数学モデルに対しコンピューターを用いた解析を行ってみる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）、授業内の発表・演習（30％）によって評価する。レポートは解の存在と一意性などについて
（100％）,授業内の演習については解の構成などについて（100％）で評価する。
詳細は授業開始時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

大学初年級の解析学（イプシロンデルタ論法、イプシロンN論法、対角線論法、関数列・級数の収束など）と線形代数学
（行列と行列式、線形空間、行列の標準化など）と簡単な微分方程式の知識（求積法）が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した科目

■テキスト■テキスト

斎藤利弥、常微分方程式論、朝倉書店（ISBN:978-4254116533）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅰ（関数方程式論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

力学系とその応用

■講義内容■講義内容

演習を通し、解の定性的理論である力学系の基礎について、線形代数が巧妙に用いられることを中心に学ぶ。また、微分
方程式で表される様々な現象について考察する。

■達成目標■達成目標

１．力学系の基礎理論を簡単なモデル方程式に対し適用し、その解の挙動を解析することができるようになる。
２．微分方程式で表される現象について力学系の理論を用いて考察することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　変数分離形の求積法、相平面について確認しておく
【授業内容】　微分方程式の初期値問題の例とベクトル場
【事後学修】　求積できる例について微分方程式の解曲線を作図しその性質を考察する

第２回 【事前学修】　行列と計算法を確認しておく
【授業内容】　定数係数の線形微分方程式系
【事後学修】　微分方程式と対応するベクトル場や解曲線の性質を考察する

第３回 【事前学修】　単振動とそれを記述する微分方程式の導出について調べる
【授業内容】　調和振動子
【事後学修】　調和振動子に対応する微分方程式を解く

第４回 【事前学修】　合成関数の微分と勾配などベクトル解析に関する部分を復習しておく
【授業内容】　微積分からの準備
【事後学修】　勾配・発散・回転などの幾何学的意味や積分定理との関連について学ぶ

第５回 【事前学修】　運動エネルギーやポテンシャルを学習しておく
【授業内容】　保存力の場
【事後学修】　エネルギー保存則を用いて考察できる現象を調べる

第６回 【事前学修】　外積・角運動量・面積速度について調べておく
【授業内容】　中心力の場
【事後学修】　角運動量保存の法則を用いて考察できる現象を調べる

第７回 【事前学修】　ケプラーの法則・万有引力について調べておく
【授業内容】　惑星の軌道
【事後学修】　惑星の軌道について具体例を調べ、計算してみる

第８回 【事前学修】　線形空間の定義や行列の計算が出来るようにしておく
【授業内容】　行列と作用素
【事後学修】　行列と逆行列の計算や性質を復習する

第９回 【事前学修】　ユークリッド空間の部分空間の具体例や基底や次元について復習しておく
【授業内容】　部分空間・基底・次元
【事後学修】　行列の核や像を具体的に計算できるようにし、１次方程式の理論との関連を確認する

第10回 【事前学修】　ユークリッド空間の基底と座標変換の関係について復習しておく
【授業内容】　基底と座標変換
【事後学修】　教科書で証明が略された部分を完成させる

第11回 【事前学修】　基底や作用素について確認しておく
【授業内容】　作用素・基底・行列
【事後学修】　相似な行列と座標変換について具体例を調べ計算してみる

第12回 【事前学修】　３ｘ３の行列式の計算や性質について復習しておく
【授業内容】　行列式・トレース
【事後学修】　教科書の命題を証明してみる

第13回 【事前学修】　一次方程式の掃き出し法を調べておく
【授業内容】　階数
【事後学修】　行列の階数とこれまでに学んだことの関係をまとめる

第14回 【事前学修】　固有値と固有ベクトルについて確認しておく
【授業内容】　直和分解と固有値
【事後学修】　具体的な行列の直和分解や固有値を求める

第15回 【事前学修】　異なる実固有値を持つ行列の性質を調べておく
【授業内容】　異なる実固有値を持つ微分方程式
【事後学修】　異なる実固有値を持つ微分方程式の具体例と解の挙動を考察する

第16回 【事前学修】　複素数と複素平面について確認しておく
【授業内容】　複素固有値
【事後学修】　複素固有値が得られた場合の幾何学的解釈を具体例で行う

第17回 【事前学修】　実ベクトル空間と複素ベクトル空間を比較して調べておく
【授業内容】　複素ベクトル空間からの準備
【事後学修】　複素ベクトル空間の具体例について考察する

第18回 【事前学修】　複素固有値を持つ行列と意味を確認しておく
【授業内容】　複素ベクトル空間の微分方程式への応用
【事後学修】　複素数を用いた解の表現が有用であることを具体例を通して確認する
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第19回 【事前学修】　ユークリッド空間の開区間や閉区間の定義やその性質について調べておく
【授業内容】　ユークリッド空間の位相
【事後学修】　ユークリッド空間におけるコンパクト性が有界閉集合と同値であることについて示す

第20回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離とその性質を確認しておく
【授業内容】　種々のノルム
【事後学修】　ユークリッド空間におけるノルムと集合の性質の関係について調べる

第21回 【事前学修】　指数関数のテイラー展開ができるようにしておく
【授業内容】　作用素の指数関数
【事後学修】　行列の指数関数とノルムが計算できるようにする

第22回 【事前学修】　線形の定義や意味を確認し具体例を調べておく
【授業内容】　同次線形微分方程式系
【事後学修】　同次線形微分方程式系の具体例について行列をもちいて解を構成してみる

第23回 【事前学修】　非同次線形の定義を確認しておく
【授業内容】　非同次線形微分方程式系
【事後学修】　同次線形微分方程式系の具体例について定数変化法を用いて解を構成してみる

第24回 【事前学修】　高階の微分方程式について具体例と意味をしらべておく
【授業内容】　高階の微分方程式系
【事後学修】　高階の微分方程式系の具体例について連立系に直して解を構成する

第25回 【事前学修】　行列の作用素としての働きをしらべておく
【授業内容】　作用素の基本分解
【事後学修】　具体例について基本分解をしてべきゼロ行列が現れることを確認する

第26回 【事前学修】　行列の分解について調べておく
【授業内容】　S+N分解
【事後学修】　具体的な行列についてS+N分解を求める

第27回 【事前学修】　対角成分や上三角行列の性質について確認しておく
【授業内容】　べき零行列と標準形
【事後学修】　4次元空間において定理を述べその証明を試みる

第28回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルが求められるようにしておく
【授業内容】　ジョルダン標準形
【事後学修】　具体的な行列について固有値と広義固有空間を求めジョルダン標準形と変換行列を求める

第29回 【事前学修】　様々な微分方程式について具体例を調べておく
【授業内容】　微分方程式と標準形
【事後学修】　具体的な行列についてこれまでの標準化の方法を用いて行列の指数関数を求める

第30回 【事前学修】　関数空間について例を調べておく
【授業内容】　関数空間上の作用素
【事後学修】　教科書の証明を完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内の発表・演習及び質疑応答（80％）、レポート（20％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分積分学、線形代数学、複素関数論、微分方程式論の基礎

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

関数方程式特論

■テキスト■テキスト

Morris W.Hirsch, Stephen Smale, Robert L.Devaney共著, 力学系入門 ―微分方程式からカオスまで[原著第3版], 共立
出版, ISBN 978-4-3201-1136-3

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅱ（関数方程式論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

諸現象の数学モデルと力学系

■講義内容■講義内容

具体的なモデル方程式に対する演習を通して、力学系の理論を基にした解の挙動に関する安定性の話題を中心に学ぶ。ま
た、微分方程式で表される現象について計算機を用いながら考察する。

■達成目標■達成目標

研究課題に対し、力学系の理論を用いて考察し、そのことをまとめ発表することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　行列の固有値を計算できるようにしておく
【授業内容】　沈点と源点
【事後学修】　縮小型の流れをもつ具体例を調べ、問題演習を行う

第２回 【事前学修】　正と負の固有値をもつ行列の例を調べる
【授業内容】　双曲型の流れ
【事後学修】　双曲型の流れを持つ具体例を調べ、問題演習を行う

第３回 【事前学修】　開集合や稠密など位相的な性質について確認しておく
【授業内容】　作用素の生成的な性質
【事後学修】　生成的な作用素とそうでないものの具体例を調べ、問題演習を行う

第４回 【事前学修】　ベクトル場について復習する
【授業内容】　力学系とベクトル場
【事後学修】　これまで学んだことを力学系の視点から捉えなおす

第５回 【事前学修】　解の存在定理の条件と一意性の条件を満たす微分方程式の具体例を調べる
【授業内容】　基本定理
【事後学修】　具体例に対し逐次近似法で解を構成し、その収束と一意性を確認する

第６回 【事前学修】　解の初期値やパラメータに関しその連続性について具体例で確認しておく
【授業内容】　初期条件に関する解の連続性
【事後学修】　証明を再構成し、問題演習を行う

第７回 【事前学修】　爆発する解についてしらべておく
【授業内容】　解の延長と大域解
【事後学修】　具体例について局所解を構成しその延長を行う

第８回 【事前学修】　力学系とベクトル場について復習しておく
【授業内容】　微分方程式の流れ
【事後学修】　具体的な解に関して定理の内容を対応させてみる

第９回 【事前学修】　テイラー展開や線形化について調べおく
【授業内容】　非線形の沈点
【事後学修】　非線形の源点を定義し、それに関して成立することを考察する

第10回 【事前学修】　極限の性質や収束などについて具体例を調べながら復習しておく
【授業内容】　安定性
【事後学修】　漸近安定、安定、不安定な平衡点をもつ具体例を調べ、問題演習を行う

第11回 【事前学修】　エネルギーやその保存則について調べる
【授業内容】　Liapunov関数
【事後学修】　Liapunov関数をもつ微分方程式の具体例を調べ、平衡点の安定性を示す

第12回 【事前学修】　勾配について確認しておく
【授業内容】　勾配系
【事後学修】　勾配系であるような具体例を調べ、その極限集合を考察する

第13回 【事前学修】　対称行列の性質や正規直交基底について確認しておく
【授業内容】　勾配系と自己随伴作用素
【事後学修】　勾配系であるような具体例に関し、その平衡点の固有値を作用素の観点から考察する

第14回 【事前学修】　キルヒホッフの法則など電気回路について調べておく
【授業内容】　RLC回路
【事後学修】　RLC回路の微分方程式を導出する

第15回 【事前学修】　モデル方程式の意味を理解しておく
【授業内容】　回路の方程式の解析
【事後学修】　RLC回路に関し、その方程式の解の性質を平衡点の固有値をもとめ考察する

第16回 【事前学修】　Van der Polの方程式の意味を確認しておく
【授業内容】　Van der Polの方程式
【事後学修】　Van der Polの方程式に関して断面写像を用いて解の挙動を解析する

第17回 【事前学修】　その他にどのような電気回路の方程式があるか調べてみる
【授業内容】　一般の回路の方程式
【事後学修】　種々の回路に対応する微分方程式の具体例を調べ、教科書の問題を中心に演習を行う

第18回 【事前学修】　数列と極限など点列の収束に関する意味や性質を復習しておく
【授業内容】　極限集合
【事後学修】　教科書の問題を中心に演習を行う
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第19回 【事前学修】　収束や集積点など位相的な言葉の意味や性質を調べておく
【授業内容】　局所切断面と流れ箱
【事後学修】　具体例に対し、定理の内容を再構成して確認する

第20回 【事前学修】　単調列について具体的な例を調べておく
【授業内容】　平面力学系における単調列
【事後学修】　教科書の問題を中心に演習を行う

第21回 【事前学修】　不動点とその固有値の意味を確認しておく
【授業内容】　ポアンカレ・ベンディクソンの定理
【事後学修】　定理が適用できる有限個の平衡点を持つ具体例を調べ、極限集合を考察する

第22回 【事前学修】　不動点とその固有値の計算が出来るようにしておく
【授業内容】　ポアンカレ・ベンディクソンの定理の応用
【事後学修】　定理が適用できる具体例を調べ、その極限周期軌道を考察する

第23回 【事前学修】　研究課題について概要を発表できるようにしておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第24回 【事前学修】　序論と主結果の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　本論の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　証明の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　全体のバランスや構成を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：論文全体に関する検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字や脱字など詳細を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑥：推敲
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備して発表できるようにしておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　これまでの反省を踏まえ発表を行えるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文作成と発表（50％）、質疑応答（25％）、レポート（25％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分積分学、線形代数学、複素関数論、微分方程式論の基礎

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

関数方程式特論

■テキスト■テキスト

Morris W.Hirsch, Stephen Smale, Robert L.Devaney共著, 力学系入門 ―微分方程式からカオスまで[原著第3版], 共立
出版, ISBN 978-4-3201-1136-3

■参考文献■参考文献

必要に応じて講義内で紹介する。
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土原　和子

遺伝・進化情報学
Genetic Information Systems

■テーマ■テーマ

遺伝子 DNA の機能、ゲノムの組み立て、および生命の進化の仕組みを、分子生物学、遺伝学、情報科学の複数の視点から
概観する

■講義内容■講義内容

生命が長い時間をかけて育ててきたゲノムシステムをミクロのレベルで学習する。ゲノムシステムは、それぞれの遺伝子
とそれらの関係を仲介する転写制御因子の組み合わせで形成されたネットワークシステムであり、しばしばコンピュータ
と比較される中枢神経系はそのようなゲノムシステムを模倣したものと位置づけることができる。生命の進化とは、記憶
を基礎とするゲノムシステムの不可逆な変化のことであり、ゲノムシステムの変化の仕組みや歴史を知ることは、生命と
はなにかについての理解を深め、また現在の人間社会を見る新たな視点を得ることにもつながる。具体的内容は、遺伝子
DNA の構造の基本から始めることで、非専門分野の院生でも充分理解できるように構成されている。

■達成目標■達成目標

①遺伝子の機能を遺伝子のデジタル性で説明することができるようになる
②ゲノムを転写制御因子でつながれたネットワークシステムとして説明することができるようになる
③生命の進化を遺伝子のネットワークの複雑化、重層化で説明することができるようになる
④ゲノムシステムの外界との関わりから、生命と機械の差異、主体性の由来などについて考察することができるようにな
る

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　配布資料の基礎用語集に目を通す
【授業内容】　DNA の物理化学　共有結合と水素結合の性質
【事後学修】　共有結合のシグマ結合とπ結合の違いをノートにまとめる

第２回 【事前学修】　分子の一般的な性質を配布資料で確認する
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基の種類と構造
【事後学修】　ヌクレオシド、ヌクレオチドの違いと ATGCU のそれぞれの名称をノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　酸素、窒素、水素、炭素などの元素間で電気陰性度に違いがある理由を考えてくる
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基間の相補的水素結合の意味
【事後学修】　ATGC が DNA の塩基として使われる理由を考察しノートにまとめる

第４回 【事前学修】　20 種類の L αアミノ酸の側鎖の違い、特に水溶性、疎水性を配布資料で確認する
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基配列を認識するタンパク質
【事後学修】　転写制御因子のうち基本転写因子は共通である。その意味を考察しノートにまとめる

第５回 【事前学修】　DNA の基本構造、5?、3? の意味を配布資料で学習する
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　遺伝子の基本構造
【事後学修】　遺伝子の構造で転写領域と転写制御領域の違いは塩基配列のみで、他の構造上の差異はない。理
由を考察しノートにまとめる

第６回 【事前学修】　DNA と RNA の違い、複製、転写、翻訳の違いが説明できるように準備する
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　転写制御因子群
【事後学修】　細胞分化と転写制御因子の関係をノートにまとめよ

第７回 【事前学修】　TATA ボックスについて、配布資料で学習しておく
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　遺伝子の基本構造
【事後学修】　転写制御因子が発現を制御する機構の例を 3 つ図示せよ

第８回 【事前学修】　遺伝子発現に直接関わる因子を 4 種類に分けておく
【授業内容】　ゲノムシステムはチューリングマシン
【事後学修】　遺伝子発現に関わる 4 要素とチューリングマシンの要素の対応表を作成する

第９回 【事前学修】　アナログは形を介した関係形成、デジタルは IF-THEN を介した関係形成といえることを説明でき
るよう準備する
【授業内容】　タンパク質のアナログな世界　vs　ゲノムシステムのデジタルな世界
【事後学修】　デジタル性がアルゴリズムに不可欠である理由を考察しノートにまとめよ

第10回 【事前学修】　遺伝子、染色体、ゲノムの違いをまとめておく
【授業内容】　ゲノム構造と染色体
【事後学修】　ヒトの染色体とチンパンジーの染色体を比較し、塩基配列の違いや染色体上の位置の違いを 2、3
の遺伝子を用いてまとめよ

第11回 【事前学修】　事前に配布する文献を通読してくること
【授業内容】　染色体の倍数化、環境変化への適応と進化
【事後学修】　配布した文献の要約を作成する

第12回 【事前学修】　配布資料の進化モデルについて、よく説明される事項と残される課題とを表にまとめる
【授業内容】　進化についての多様なモデル
【事後学修】　生物種によって進化の速度が異なる理由を考察しノートにまとめよ

第13回 【事前学修】　生命の進化における競争（適者生存など）の位置づけを考察してくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズムと実際の進化
【事後学修】　遺伝的アルゴリズムが再現する進化はどのような状況で見られる変化と考えられるか考察しノー
トにまとめよ

第14回 【事前学修】　配布資料を通読する
【授業内容】　遺伝子のネットワークモデル
【事後学修】　しがらみのタンパクの世界とアルゴリズムの遺伝子の世界の差異をノートにまとめよ
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第15回 【事前学修】　細胞外や体外の状況が転写制御因子の作用にどのように反映されているかを考察してくる
【授業内容】　ニューロンのネットワークなどの他の生命システムとの比較
【事後学修】　人間社会の歴史との差異や類似点を右の語句を用いてノートにまとめよ（階層　競争　進化　変
化　多様性　生態系　不可逆性）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の２点でおこなう。1）授業における発表（60％）、2）発表資料（40％）
評価基準と配点を以下に示す
1）授業における発表、発表の仕方（60％）、資料作成（30％）、質疑応答（50％）で評価する。配点：4点 × 15回 = 60
点
2）発表資料は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：40点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に配布する資料を通読してくること、授業後ノートの整理を行い次回の授業に備えること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

適宜資料配布

■参考文献■参考文献

適宜資料配布
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土原　和子

人間情報学演習Ⅰ（遺伝・進化情報学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ゲノム情報の解析とその利用

■講義内容■講義内容

生体はゲノム情報で成り立っている。現在はゲノムプロジェクトがかなりの種で終了しているため、その情報の蓄積があ
る。そのゲノム情報は活用して初めて価値がある。本演習ではこれらに関る事象を、生命情報学・計算論的な立場から討
論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

ゲノム、DNA、遺伝子各々と違いを説明することができる。生命情報学を理解した上でゲノム解析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生体をつかさどる、分子の情報についてゲノムを中心に調べてくる。
【授業内容】　ゲノムとは何か
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　核酸について調べてくる。
【授業内容】　DNA、遺伝子
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　メンデル遺伝について復習してくる。
【授業内容】　遺伝の法則
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　体細胞分裂について復習してくる。
【授業内容】　細胞周期
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　減数分裂について復習してくる。
【授業内容】　減数分裂における染色体、配偶子形成
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　セントラルドグマについて調べてくる。
【授業内容】　遺伝子発現
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　転写について調べてくる
【授業内容】　原核細胞と真核細胞の転写
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　翻訳について調べてくる
【授業内容】　真核生物におけるプロセシング、原核細胞と真核細胞の翻訳
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　４回から８回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第10回 【事前学修】　染色体について調べてくる
【授業内容】　性染色体と常染色体
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　生染色体と性決定について調べてくる
【授業内容】　ヒトの性決定過程
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　伴性遺伝について調べてくる
【授業内容】　伴性遺伝
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　遺伝子の組み換えについて調べてくる
【授業内容】　連鎖、乗り換え、組み換え
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　遺伝子の連鎖地図について調べてくる
【授業内容】　連鎖地図
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　染色体異常について調べてくる
【授業内容】　染色体異常と疾病
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　10回から15回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第17回 【事前学修】　ハーディ・ワインベルグの法則について調べてくる
【授業内容】　集団遺伝の基礎
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　量的遺伝について調べてくる
【授業内容】　量的遺伝の基礎１
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　量的遺伝における回帰について調べてくる
【授業内容】　量的遺伝の基礎２
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　進化について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化１（生殖隔離）
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　ホールデンの法則について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化２（雑種形成）
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　小進化と大進化について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化３（小進化と大進化）
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　17回から22回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第24回 【事前学修】　確率について復習してくる
【授業内容】　確率分析
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　優性、劣性、表現型などの遺伝用語について復習いておく
【授業内容】　家系分析
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　DNAの複製について調べてくる
【授業内容】　DNAの複製
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　DNAの修復について調べてくる
【授業内容】　DNAの修復機構、突然変異
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　原核生物の遺伝子発現について調べてくる
【授業内容】　原核生物における遺伝子作用の調節
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　ヒトの免疫について調べてくる
【授業内容】　免疫遺伝学
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの学修を振り返り、疑問点を洗い出してくる
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）-3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点 × 2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点 × 15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体高分子の復習をしておく。特に核酸、タンパク質についてはもう一度まとめなおし
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅱ（遺伝・進化情報学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

バイオインフォマティクス
ゲノム時代のアプローチ・タンパク質の構造と機能

■講義内容■講義内容

遺伝を理解するにはゲノムを理解しなければない。21世紀はゲノム時代といわれうが、そのゲノム時代のアプロ―チとし
て、まずはバイオインフォマティクスを理解しなければその情報は活用できない。本演習ではこれらに関る事象を、生命
情報学・バイオインフォマティクスの立場から討論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

ゲノム、遺伝子、タンパク質の位置づけをを説明することができる。生命情報学を理解した上でバイオインフォマティク
スを活用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　バイオインフォマティクスに調べてくる。
【授業内容】　バイオインフォマティクスとは何か
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　細胞について復習してくる。
【授業内容】　原核細胞と真核細胞
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　核酸について復習してくる。
【授業内容】　遺伝子としてのDNAの構造
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　遺伝子発現について復習してくる。
【授業内容】　タンパク質合成の分子機構
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　遺伝子組み換えについて調べてくる。
【授業内容】　DNAクローニング技術
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　DNA配列の突然変異について調べてくる。
【授業内容】　DNA配列の突然変異と進化
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　遺伝子解析について調べてくる
【授業内容】　分子の相同配列比較の基礎
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　ネット上の解析ソフトについて調べてくる
【授業内容】　データベース検索
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　アライメントについて調べてくる
【授業内容】　マルチプルアライメント
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　５回から９回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第11回 【事前学修】　タンパク質のモチーフについて復習してくる。
【授業内容】　モチーフ検索
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　分子系統樹について調べてくる
【授業内容】　分子系統樹の作成
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　BLASTについて調べてくる
【授業内容】　BLAST, PSI-BLASTの利用
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　タンパク質の立体構造について復習してくる。
【授業内容】　タンパク質の立体構造解析とは？
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　構造バイオインフォマティクスについて調べてくる
【授業内容】　構造バイオインフォマティクス
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　タンパク質立体構造の分類について調べてくる
【授業内容】　立体構造の分類学の必要性
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　11回から16回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。
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第18回 【事前学修】　ゲノム塩基配列解析について調べてくる
【授業内容】　塩基配列の決定方法
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第19回 【事前学修】　遺伝子予測について調べてくる
【授業内容】　ゲノム塩基配列の決定方法、遺伝子予測
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　遺伝子の機能予測について調べてくる
【授業内容】　遺伝子の機能予測と分類
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　トランスクリプトームについて調べてくる
【授業内容】　トランスクリプトーム解析の実験的手法
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　GeneChipについて調べてくる
【授業内容】　GeneChip技術
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　アレイインフォマティクスについて調べてくる
【授業内容】　クラスター解析とネットワーク解析
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　18回から23回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第25回 【事前学修】　プロテオームについて調べてくる
【授業内容】　プロテオーム１（発現プロテオーム）
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　相互作用プロテオームについて調べてくる
【授業内容】　プロテオーム２（タンパク質間相互作用のインフォマティクス）
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　パスウェイデータベースについて調べてくる
【授業内容】　パスウェイ１（ゲノム解析とパスウェイ）
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　原核生物の遺伝子発現について調べてくる
【授業内容】　パスウェイ２（パスウェイ解析の最近の話題と今後）
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　システム生物学について調べてくる
【授業内容】　システム同定・解析
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの学修を振り返り、疑問点を洗い出してくる
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）-3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点 × 2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点 × 15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体高分子の復習をしておく。特にゲノム、タンパク質、遺伝子解析についてはもう一
度まとめなおしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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伊藤　晶文

地球環境史
History of Global Environments

■テーマ■テーマ

地形からみた過去の環境変遷史

■講義内容■講義内容

日本列島における地形発達史とそれに関連する環境変遷について講義する。前半は臨海沖積低地，後半は河成段丘を事例
に挙げて説明する。

■達成目標■達成目標

1．日本列島の地形発達史（臨海沖積低地と河成段丘の地形発達史）を説明できる
2．第四紀後期の環境変遷史を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　地理院地図（以下，Web地図）で，日本における沖積低地や河成段丘の分布を把握する。

第２回 【事前学修】　低地や平野という言葉について調べる。
【授業内容】　沖積低地とは
【事後学修】　沖積低地や沖積層の定義について復習する。

第３回 【事前学修】　日本における扇状地および三角州の分布を調べる。
【授業内容】　沖積低地の地形1：沖積平野
【事後学修】　沖積平野の地形について復習する。

第４回 【事前学修】　日本における浜堤（列）平野や海岸砂丘の分布を調べる。
【授業内容】　沖積低地の地形2：海岸平野
【事後学修】　海岸平野の地形について復習する。

第５回 【事前学修】　氷河性海水準変動について調べる。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動1：第四紀末期の気候・海水準変動
【事後学修】　第四紀末期の気候・海水準変動について復習する。

第６回 【事前学修】　最終間氷期から最終最盛期にかけての海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動2：最終間氷期～最終氷期最盛期
【事後学修】　最終間氷期～最終氷期最盛期の環境変動と沖積低地を構成する沖積層の基底地形の形成について
復習する。

第７回 【事前学修】　最終氷期最盛期から縄文海進高頂期までの海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動3：晩氷期～後氷期（縄文海進高頂期まで）
【事後学修】　晩氷期から縄文海進高頂期までの環境変動と沖積低地の形成について復習する。

第８回 【事前学修】　縄文海進高頂期以降，現在までの海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動4：後氷期（縄文海進高頂期以降）
【事後学修】　縄文海進高頂期以降の環境変動と沖積低地の形成について復習する。

第９回 【事前学修】　段丘地形について調べる。
【授業内容】　河成段丘とは
【事後学修】　段丘（河成段丘）の定義について復習する。

第10回 【事前学修】　日本で確認される段丘の種類について調べる。
【授業内容】　段丘の分類
【事後学修】　さまざまな基準による段丘の分類について復習する。

第11回 【事前学修】　Web地図で河川上流域にみられる低地の特徴を把握する。
【授業内容】　段丘化前の河成低地（谷底堆積低地と谷底侵食低地）
【事後学修】　谷底堆積低地および谷底侵食低地の形成や地形の特徴について復習する。

第12回 【事前学修】　侵食復活（回春）について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成要因：侵食復活の原因
【事後学修】　河成段丘の形成要因となる環境変動について復習する。

第13回 【事前学修】　侵食基準面について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動1：海水準変動
【事後学修】　海水準変動による河成段丘形成について復習する。

第14回 【事前学修】　河川の掃流力について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動2：気候変化
【事後学修】　気候変化による河成段丘形成について復習する。

第15回 【事前学修】　日本における最終間氷期から現在までの環境変動（気候・海水準変動）を確認する。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動3：間氷期・氷期・後氷期における河成段丘形成モデル
【事後学修】　モデルによる河成段丘形成の説明とその限界について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（30％），適宜課すレポート（70％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授
業時に公開する。レポートの講評・解説は授業中またはmanabaで行う。5回以上欠席した場合は，単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校または学部レベルの地学や自然地理学の知識を習得しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。
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■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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目代　邦康

地球環境論
Global Environments

■テーマ■テーマ

地球環境変動と地域資源の適切な管理

■講義内容■講義内容

地球環境変動や地域資源の保全に関わる課題について，理論的な考察とともに各地の地域資源に関わる諸問題について考
察する。講義の中では，グローバルな課題とともに各地で発生している環境問題についても考察し，受講者が問題を多面
的に分析しその解決策を考える演習も行う。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

1992年の「環境と開発に関するリオ宣言」にある「持続可能な開発」の概念に基づいた，地球環境の変動と各地域の自然
資源の科学的な評価ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　日本列島の自然環境について，地図帳を使って調べる
【授業内容】　日本列島の自然環境：世界との比較
【事後学修】　日本列島の自然環境が，世界と比較する視点で説明ができる。

第２回 【事前学修】　過去の世界の様々な文明について調べる
【授業内容】　文明の成立と資源の開発
【事後学修】　文明の成立と資源の開発について説明ができる。

第３回 【事前学修】　生物多様性と生態系サービスの文献を調べる。
【授業内容】　生物多様性と生態系サービス
【事後学修】　生物多様性と生態系サービスについて説明ができる。

第４回 【事前学修】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発の文献を調べる。
【授業内容】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発
【事後学修】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発について説明ができる。

第５回 【事前学修】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍の文献を調べる。
【授業内容】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍
【事後学修】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍について説明ができる。

第６回 【事前学修】　コモンズと入会権，所有権の文献を調べる。
【授業内容】　コモンズと入会権，所有権
【事後学修】　コモンズと入会権，所有権について説明できる。

第７回 【事前学修】　Protected areaの保全と活用の文献を読む。
【授業内容】　Protected areaの保全と活用
【事後学修】　Protected areaの保全と活用について説明できる。

第８回 【事前学修】　順応的管理（adaptive management）と自然再生文献を読む。
【授業内容】　順応的管理（adaptive management）と自然再生
【事後学修】　順応的管理（adaptive management）と自然再生について説明できる。

第９回 【事前学修】　国際NGOと環境ガバナンスの文献を読む。
【授業内容】　国際NGOと環境ガバナンス
【事後学修】　国際NGOと環境ガバナンスについて説明できる。

第10回 【事前学修】　山岳地域における自然の利用と破壊の文献を読む。
【授業内容】　山岳地域における自然の利用と破壊
【事後学修】　山岳地域における自然の利用と破壊について説明ができる。

第11回 【事前学修】　里地里山の利用と森林管理の文献を読む。
【授業内容】　里地里山の利用と森林管理
【事後学修】　里地里山の利用と森林管理について説明ができる。

第12回 【事前学修】　沿岸環境と海の埋め立ての文献を読む。
【授業内容】　沿岸環境と海の埋め立て
【事後学修】　沿岸環境と海の埋め立てについての説明ができる。

第13回 【事前学修】　湿地の開発と湿地環境の破壊の文献を読む。
【授業内容】　湿地の開発と湿地環境の破壊
【事後学修】　湿地の開発と湿地環境の破壊についての説明ができる。

第14回 【事前学修】　汽水湖の淡水化と環境変化の文献を読む。
【授業内容】　汽水湖の淡水化と環境変化
【事後学修】　汽水湖の淡水化と環境変化についての説明ができる。

第15回 【事前学修】　地球環境変動と地域資源の適切な管理の文献を読む。
【授業内容】　地球環境変動と地域資源の適切な管理
【事後学修】　地球環境変動と地域資源の適切な管理の議論ができる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート作成 ４回各25％。レポートの内容についての講評は，講義中に行う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（高校で使ったもので良い）を準備すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

講義の際に紹介する。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅰ（地球環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ジオ多様性の評価と持続可能な開発

■講義内容■講義内容

テーマに関連する文献を講読し，内容に関連した調査を実施する。収集したデータを分析する技法を指導するとともに，
資料作成・学会発表について支援する。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

ジオ多様性の評価と地球科学的自然遺産の保全について分析し，地球科学的視点からの持続可能な開発についての詳細を
説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生物多様性とジオ多様性について用語の意味を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　生物多様性とジオ多様性の基本事項を復習する。

第２回 【事前学修】　地球科学的自然遺産の保全に関する事例を調べる。
【授業内容】　地球科学的自然遺産の保全に関する概説
【事後学修】　地球科学的自然遺産の保全について復習する。

第３回 【事前学修】　地質学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地質学文献の講読
【事後学修】　地質学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第４回 【事前学修】　地球物理学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地球物理学文献の講読
【事後学修】　地球物理学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第５回 【事前学修】　地形学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地形学文献の講読
【事後学修】　地形学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第６回 【事前学修】　気候学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　気候学文献の講読
【事後学修】　気候学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第７回 【事前学修】　水文学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　水文学文献の講読
【事後学修】　水文学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第８回 【事前学修】　土壌学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　土壌学文献の講読
【事後学修】　土壌学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第９回 【事前学修】　地生態学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　地生態学文献の講読
【事後学修】　地生態学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第10回 【事前学修】　生態学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　生態学文献の講読
【事後学修】　生態学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第11回 【事前学修】　環境社会学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　環境社会学研究に関連する論文の講読
【事後学修】　環境社会学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第12回 【事前学修】　環境倫理学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　環境倫理学研究に関する論文の講読
【事後学修】　環境倫理学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第13回 【事前学修】　人文地理学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　人文地理学研究に関する論文の講読
【事後学修】　人文地理学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第14回 【事前学修】　文献調査結果について発表資料を作成する。
【授業内容】　総括・発表
【事後学修】　文献調査結果について発表資料を見直す。

第15回 【事前学修】　フィールドワークについて情報を収集。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（基礎データの収集）
【事後学修】　授業内容を踏まえてフィールドワークの計画を再度検討する。

第16回 【事前学修】　フィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（調査項目の検討）
【事後学修】　調査項目について再検討をする。

第17回 【事前学修】　フィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（1）
【事後学修】　フィールドワーク調査の結果を整理する。

第18回 【事前学修】　次回のフィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（2）
【事後学修】　2回目のフィールドワークの調査の結果を整理する。
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第19回 【事前学修】　収集データの整理方法を考える。
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS等による図面作成）
【事後学修】　GISでの作業をすすめる。

第20回 【事前学修】　前回授業で整理したデータの確認をする。
【授業内容】　収集したデータの整理（各自然遺産の評価）
【事後学修】　評価の妥当性を検討する。

第21回 【事前学修】　保全計画について検討する。
【授業内容】　収集したデータの分析（保全計画の検討）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、保全計画を再検討する。

第22回 【事前学修】　リスク評価について考える。
【授業内容】　収集したデータの分析（リスク評価）
【事後学修】　リスク評価の妥当性について検討する。

第23回 【事前学修】　調査結果の発表準備をする。
【授業内容】　中間報告会
【事後学修】　調査結果の発表資料を修正する。

第24回 【事前学修】　法的保護の可能性を考える。
【授業内容】　法的保護の可能性の検討（GISによる分析）
【事後学修】　法的保護の可能性について再検討する。

第25回 【事前学修】　地域活動との連携方法を考える。
【授業内容】　地域活動との連携方法
【事後学修】　地域活動との連携の可能性について再検討する。

第26回 【事前学修】　環境教育について調べる。
【授業内容】　環境教育との連携方法
【事後学修】　環境教育との連携方法について再検討する。

第27回 【事前学修】　報告書の書き方を調べる。
【授業内容】　報告書の作成方法（主題の明確化）
【事後学修】　報告書の主題について授業を踏まえて再度考える。

第28回 【事前学修】　報告書の構成を考える。
【授業内容】　報告書の構成
【事後学修】　報告書の構成を検討する。

第29回 【事前学修】　報告書に掲載する図表について既存文献を見ておく。
【授業内容】　報告書の作成（図表と論理）
【事後学修】　図表を完成させる。

第30回 【事前学修】　研究成果の発表準備をする。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　研究成果の発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。中韓報告会と最終の発表会で、内容について講評をする。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1729 -



目代　邦康

人間情報学演習Ⅱ（地球環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

湿潤変動帯における自然環境の保全と活用に関する方法論の深化

■講義内容■講義内容

湿潤変動帯における自然環境の保全と活用に関する研究論文を関係学会誌から選定して紹介する。そこから，それらの視
点と方法に学び，その問題点についての討論を行う。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

先行研究における自然環境保全と活用の見方が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自然環境保全に関する議論はどのような分野で行われているか調べる
【授業内容】　ガイダンス、基本的文献の紹介、発表順決め
【事後学修】　授業内容の復習をして、不明点を明らかにしておく

第２回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 1を読んでくる
【授業内容】　GeodiversityとGeodiversity
【事後学修】　Biodiversityについてまとめる

第３回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 2を読んでくる
【授業内容】　地球の進化とプレートテクトニクスについての発表
【事後学修】　地球の進化についてまとめる

第４回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 3 前半（3.1）を読んでくる
【授業内容】　地質学・鉱物学についての発表
【事後学修】　地質学・鉱物学についてまとめる

第５回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 3 後半（3.2）を読んでくる
【授業内容】　地形学についての発表
【事後学修】　地形学についてまとめる

第６回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 前半（4.1～4.4）を読んでくる
【授業内容】　生態系サービスとジオ多様性についての発表
【事後学修】　生態系サービスとジオ多様性についてまとめる

第７回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 前半（4.5）を読んでくる
【授業内容】　供給作用とジオ多様性についての発表
【事後学修】　供給作用とジオ多様性についてまとめる

第８回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 後半（4.6～4.9）を読んでくる
【授業内容】　文化的効用とジオ多様性についての発表
【事後学修】　文化的効用とジオ多様性についてまとめる

第９回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 5 前半（5.1～5.7）を読んでくる
【授業内容】　自然資源とジオ多様性の危機についての発表
【事後学修】　自然資源とジオ多様性の危機についてまとめる

第10回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 5 後半（5.8～5.17）を読んでくる
【授業内容】　産業とジオ多様性の危機についての発表
【事後学修】　産業とジオ多様性の危機についてまとめる

第11回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 6を読んでくる
【授業内容】　国際的なジオコンサベーションの活動についての発表
【事後学修】　国際的なジオコンサベーションの活動についてまとめる

第12回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 7を読んでくる
【授業内容】　世界自然遺産についての発表
【事後学修】　世界自然遺産についてまとめる

第13回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 8を読んでくる
【授業内容】　世界ジオパークについての発表
【事後学修】　世界ジオパークについてまとめる

第14回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.1～9.2）を読んでくる
【授業内容】　アメリカのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　アメリカのジオコンサベーションについてまとめる

第15回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.3～9.4）を読んでくる
【授業内容】　カナダとイギリスのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　カナダとイギリスのジオコンサベーションについてまとめる

第16回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.5～9.6）を読んでくる
【授業内容】　ヨーロッパのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　ヨーロッパのジオコンサベーションについてまとめる

第17回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.7～9.9）を読んでくる
【授業内容】　オーストラリア，ニュージーランドのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　オーストラリア，ニュージーランドのジオコンサベーションについてまとめる

第18回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 10前半（10.1～10.3）を読んでくる
【授業内容】　ワイダーランドスケープについての発表
【事後学修】　ワイダーランドスケープについてまとめる
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第19回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 10後半（10.4～10.5）を読んでくる
【授業内容】　ジオレストレーションについての発表
【事後学修】　ジオレストレーションについてまとめる

第20回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 11を読んでくる
【授業内容】　ジオコンサベーションと土地利用についての発表
【事後学修】　ジオコンサベーションと土地利用についてまとめる

第21回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 12を読んでくる
【授業内容】　ジオコンサベーションと政策についての発表
【事後学修】　ジオコンサベーションと政策についてまとめる

第22回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 13を読んでくる
【授業内容】　ジオ多様性とジオ多様性についての発表
【事後学修】　ジオ多様性とジオ多様性についてまとめる

第23回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 14を読んでくる
【授業内容】　生物多様性とジオ多様性の統合についての発表
【事後学修】　生物多様性とジオ多様性の統合についてまとめる

第24回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 15を読んでくる
【授業内容】　ジオ多様性の将来についての発表
【事後学修】　ジオ多様性の将来についてまとめる

第25回 【事前学修】　海岸地域のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　海岸地域におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき海岸地域におけるジオ多様性についてまとめる

第26回 【事前学修】　河川のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　河川におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき河川におけるジオ多様性についてまとめる

第27回 【事前学修】　湖沼のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　湖沼におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき湖沼におけるジオ多様性についてまとめる

第28回 【事前学修】　丘陵地のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　丘陵地におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき丘陵地におけるジオ多様性についてまとめる

第29回 【事前学修】　山地のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　山地におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき山地におけるジオ多様性についてまとめる

第30回 【事前学修】　これまでの講義を振り返り内容を整理しておく
【授業内容】　ジオ多様性とは
【事後学修】　日本ならびに世界におけるジオ多様性の保全のために何をすべきか考える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献を読んでの発表（80％）、期末課題（20%）。文献を読んでの発表については、その授業ごとに講評を行う。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

次回紹介となる文献については発表者以外も読み込んでくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

Gray Murray(2013)Geodiversity. Wiley Blackwell.

■参考文献■参考文献

授業において随時紹介。
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平吹　喜彦

地域環境論特講
Special Lectures on Regional Environment

■テーマ■テーマ

「持続可能な地域づくり」をめざすランドスケープエコロジーを学ぶ

■講義内容■講義内容

地域生態系をランドスケープエコロジーの視点・手法から分析し、持続可能な地域づくりに活用してゆくためのプロセス
構築を念頭においた講義を行う。特に(1)自然環境の基盤のひとつとして重要であり、また土地利用や生産活動といった人
為と密接なかかわりを有する植生、および(2)活動主体としての市民に大きな影響を及ぼすエコマネジメント・環境教育の
進め方に注目したい。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

多様な地域環境の実態にふれながら、「景観を読み解く」視点と手法を修得できる。さらに、地域の環境特性に調和した
地域づくりの進め方を認識できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通す。また文献も用いて、「持続可能な地域とは何か」検討する。
【授業内容】　導入：「持続可能な地域づくり」の必要性
【事後学修】　文献も参照して、第１回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第２回 【事前学修】　文献も用いて、「地域を構成する自然要素」について、居住地域の実態を調べる。
【授業内容】　地域とは：ヒトと自然の関係史
【事後学修】　文献も参照して、第２回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第３回 【事前学修】　文献も用いて、「温帯域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（1）温帯域
【事後学修】　文献も参照して、第３回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第４回 【事前学修】　文献も用いて、「熱帯域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（2）熱帯域
【事後学修】　文献も参照して、第４回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第５回 【事前学修】　文献も用いて、「乾燥域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（3）乾燥域
【事後学修】　文献も参照して、第５回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第６回 【事前学修】　「ランドスケープエコロジーとは何か」、文献も用いて検討する。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（1）風景を読み解く
【事後学修】　文献も参照して、第６回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第７回 【事前学修】　文献も用いて、「海岸・島しょの景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（2）海岸・島しょ
【事後学修】　文献も参照して、第７回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第８回 【事前学修】　文献も用いて、「平野の景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（3）平野
【事後学修】　文献も参照して、第８回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第９回 【事前学修】　文献も用いて、「丘陵・山地の景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（4）丘陵・山地
【事後学修】　文献も参照して、第９回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第10回 【事前学修】　文献も用いて、「エコマネジメントとは何か」検討する。
【授業内容】　エコマネジメントの視点と手法　（1）エコマネジメントとは
【事後学修】　文献も参照して、第10回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。提示されたテーマに関し
て、レポート作成に着手する。

第11回 【事前学修】　文献も用いて、「優れたエコマネジメントの事例」を調べる。
【授業内容】　エコマネジメントの視点と手法　（2）事例に学ぶ
【事後学修】　文献も参照して、第11回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートの骨組みを固め
る。

第12回 【事前学修】　「ESD（持続を可能にする教育）とは何か」、文献も用いて検討する。
【授業内容】　環境教育の視点と手法　（1）ESD とは
【事後学修】　文献も参照して、第12回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートの肉付けを行
う。

第13回 【事前学修】　文献も用いて、「優れた ESD の事例」について調べる。
【授業内容】　環境教育の視点と手法　（2）事例に学ぶ
【事後学修】　文献も参照して、第13回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートを充実させる。

第14回 【事前学修】　文献も用いてこれまでの学修成果を総括し、「景観を読み解くこと」と「持続可能な地域をつく
ること」に関する意義・手法を検討する。レポートを仕上げる。
【授業内容】　レポートの発表と総合討論：地域と地球をつないで
【事後学修】　レポートに対するコメントをふり返る。文献も参照して、これまでの学修内容を総括する。

第15回 【事前学修】　文献も用いてこれまでの学修成果を総括し、「景観を読み解くこと」と「持続可能な地域をつく
ること」に関する課題・克服方法を検討する。
【授業内容】　残された課題とまとめ
【事後学修】　文献も用いて、これまでの学修内容を総括する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や発言の①主体性・積極性、②論理展開、③学術性の3
基準で評価）、および 2)レポート（総点の40％; 記述の①論理展開、②学術性、③書式・体裁の3基準で評価）による。
課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身近な地域、あるいはグローバル化の下で日常生活に直結している地域に対して、日ごろから関心を持つこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ランドスケープエコロジーの視点から「持続可能な地域づくり」を考究する

■講義内容■講義内容

地域環境論特講で取りあげた「持続可能な地域づくりを進めるためのランドスケープエコロジー」に関して、文献の講読
および現象の確認（フィールド調査を含む）を行う。大学院において、自ら調査・収集したデータに基づいて研究が進め
られるよう、調査や研究の技法についても指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入
して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

ランドスケープエコロジーの視点や手法に基づいて、地域の環境や人間活動を合理的に調査し、地域づくりに反映させて
ゆくためのスキームを、すぐれた先行事例を読み解く中で身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、「ランドスケープエコロジー」の概要を調べてくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　授業全体の学修内容・過程を明確化する。

第２回 【事前学修】　指定した書籍に目を通す。
【授業内容】　「ランドスケープエコロジー」を見渡す
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第２回授業の学修内容をまとめる。

第３回 【事前学修】　「書籍 A 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (1) 書籍の講読　A 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　「書籍 B 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (2) 書籍の講読　B 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　「書籍 C 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (3) 書籍の講読　C 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　「書籍 D 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (4) 書籍の講読　D 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　「書籍 E 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (5) 書籍の講読　E 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　書籍で学修した内容全体をふりかえってくる。
【授業内容】　包括的な学修 (6) 書籍の講読　総括
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　探求したい領域を選択してくる。
【授業内容】　学修を深める領域の選定
【事後学修】　今後の学修内容 ･ 過程を明確化する。

第10回 【事前学修】　インターネット上の学術情報検索サイトをいくつか閲覧してくる。
【授業内容】　文献検索の技法
【事後学修】　「領域 F」に関して、最適な学術論文等を複数探し出す。

第11回 【事前学修】　「F1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (1) 論文等の講読　F1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「F2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (2) 論文等の講読　F2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「F3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (3) 論文等の講読　F3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第14回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 F にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第14回授業の調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第15回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 F の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第15回授業の学修内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　「G1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (1) 論文等の講読　G1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第16回授業の学修内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　「G2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (2) 論文等の講読　G2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第17回授業の学修内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　「G3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (3) 論文等の講読　G3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第18回授業の学修内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 G にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　第20回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 G の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　「H1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (1) 論文等の講読　H1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第21回授業の学修内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　「H2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (2) 論文等の講読　H2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　「H3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (3) 論文等の講読　H3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 H にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第24回授業の調査内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　第25回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 H の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　これまでの学修成果（主にランドスケープエコロジーの諸原理）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体のふりかえり (1) ランドスケープエコロジーの諸原理
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第26回授業の学修内容を総括する。報告書の構想を練る。

第27回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に調査・研究技法）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体のふりかえり (2) 調査・研究技法
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第27回授業の学修内容を総括する。報告書の骨組みを決める。

第28回 【事前学修】　先行事例も参照しつつ、報告書を作成する。
【授業内容】　演習報告書の作成 (1) 全体を見渡す
【事後学修】　報告書の肉付けを行う。

第29回 【事前学修】　先行事例も参照しつつ、報告書を作成を進める。
【授業内容】　演習報告書の作成 (2) 細部を埋める
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　第30回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：演習報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2)報告書（総点の40％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろより書籍を読むなどして、専門的な議論を遂行しうる基礎力を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域環境論特講、生態学特論

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

ランドスケープエコロジーの実践スキルの向上

■講義内容■講義内容

副指導教員の協力の下、学生に主体的な課題設定と研究活動を促し、学修成果の報告・発表をめぐる討論を通じて、論文
作成を指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

フィールドにおいて自ら課題を設定した上で、調査・分析・発表・報告書作成を体験することにより、1年次より育んでき
た基礎力を検証しつつ、実践力・応用力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスおよびいくつかの修士・博士論文に目を通してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　課題（研究テーマ）や今後の探求内容・過程を構想する。

第２回 【事前学修】　探求したい課題（研究テーマ）を構想してくる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　課題および探求の道筋を明確化する。

第３回 【事前学修】　探求に適したフィールドの要件を整理してくる。
【授業内容】　研究フィールドの検討
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　研究企画を構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の作成
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　研究企画の結果を整理し、プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の発表
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　第５回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (1) 図書館の活用
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　第６回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (2) 環境資料室の活用
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　第７回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (3) インターネットの活用
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　優れた先行研究におけるデータ分析技法について整理してくる。
【授業内容】　先行研究の分析技法
【事後学修】　第９回授業の学修内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　優れた先行研究におけるプレゼンテーション技法について整理してくる。
【授業内容】　分析結果のプレゼンテーション技法
【事後学修】　第10回授業の学修内容をまとめる。

第11回 【事前学修】　「文献 A」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (1) 文献 A
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「文献 B」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (2) 文献 B
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「文献 C」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (3) 文献 C
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　これまでの学修をふりかえって、研究方法詳細を構想してくる。
【授業内容】　研究方法詳細の検討
【事後学修】　第14回授業の学修内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　「フィールド D」 の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (1) フィールド D
【事後学修】　第15回授業の調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　「フィールド E」 の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (2) フィールド E
【事後学修】　第16回授業の調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　これまでの学修を総括して、研究企画を再構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 2」の作成・発表
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。

第18回 【事前学修】　第18回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (1) 概況調査 F1
【事後学修】　第18回授業の調査内容をまとめる。
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第19回 【事前学修】　第19回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (2) 詳細調査 F2
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　２回の調査結果を検討し、調査方法を見直す。
【授業内容】　調査結果の検討、フィールド調査方法の修正
【事後学修】　第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　第21回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (3) 詳細調査 F3
【事後学修】　第21回授業の調査内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　第22回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (4) 詳細調査 F4
【事後学修】　第22回授業の調査内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な表示方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (1) データの視覚化
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な解析方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (2) データの統計解析
【事後学修】　第24回授業の学修内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　調査結果をとりまとめてくる。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ
【事後学修】　第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　調査結果のプレゼンテーション
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。

第27回 【事前学修】　報告書の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成技法
【事後学修】　報告書をの骨組みをつくる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (1) 全体を見わたす
【事後学修】　報告書を肉付けする。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (2) 細部を埋める
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：研究報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業全体を見通し、学修環境を整えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域環境論特講、人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講）、生態学特論

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅰ（地球環境史）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地形学分野（主に発達史地形学）の研究課題および最新の研究動向を探る

■講義内容■講義内容

地形学分野（主に発達史地形学）における修士論文のテーマ設定に向けて、関連文献や論文の講読をとおして，当該分野
の研究課題および最新の研究動向を把握する。本授業では、ディベートや受講生による報告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

1．地形学分野（主に発達史地形学）の研究課題を説明できる
2．地形学分野（主に発達史地形学）における最新の研究動向を説明できる
3．修士論文の研究テーマを設定できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の研究計画を立てる。

第２回 【事前学修】　卒業論文に関する発表資料（レジュメおよびパワーポイント資料）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告1：卒業論文
【事後学修】　卒業論文と修士論文との関連やつながりについて考える。

第３回 【事前学修】　第２回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読1：地形と地形学
【事後学修】　第３回の内容に関連する他の文献を調べる。

第４回 【事前学修】　第３回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読2：地表形態と地形の年代
【事後学修】　第４回の内容に関連する他の文献を調べる。

第５回 【事前学修】　第４回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読3：地形物質
【事後学修】　第５回の内容に関連する他の文献を調べる。

第６回 【事前学修】　第５回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読4：内作用とそれによる地形
【事後学修】　第６回の内容に関連する他の文献を調べる。

第７回 【事前学修】　第６回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読5：外作用とそれによる地形1
【事後学修】　第７回の内容に関連する他の文献を調べる。

第８回 【事前学修】　第７回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読6：外作用とそれによる地形2
【事後学修】　第８回の内容に関連する他の文献を調べる。

第９回 【事前学修】　第８回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読7：地形の時・空系列と地形変化の速さ
【事後学修】　第９回の内容に関連する他の文献を調べる。

第10回 【事前学修】　第９回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読8：中・小地形の発達史1
【事後学修】　第10回の内容に関連する他の文献を調べる。

第11回 【事前学修】　第10回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読9：中・小地形の発達史2
【事後学修】　第11回の内容に関連する他の文献を調べる。

第12回 【事前学修】　第３回から第11回までの内容をまとめる。
【授業内容】　文献講読10：大地形の発達史
【事後学修】　授業での議論をふまえて，まとめた内容を整理する。

第13回 【事前学修】　卒業論文作成の際に用いた検索サイト等の利用方法を確認する。
【授業内容】　論文検索方法
【事後学修】　授業で確認した検索方法により，関心のある論文を収集する。

第14回 【事前学修】　第17回以降に報告する論文リスト（3本以上のモデル論文を含む）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告2：論文リスト
【事後学修】　授業での議論をふまえて，論文リストを修正する。

第15回 【事前学修】　現時点で関心を持つ研究テーマに即したパイロット調査計画案を作成する。
【授業内容】　受講者による報告3：パイロット調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，パイロット調査計画案を再検討する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施したパイロット調査の結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告4：パイロット調査結果
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマ案などを考える。

第17回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文1を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読1：論文1
【事後学修】　論文1の内容に関連する他の文献を調べる。
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第18回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文2を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読2：論文2
【事後学修】　論文2の内容に関連する他の文献を調べる。

第19回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文3を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読3：論文3
【事後学修】　論文3の内容に関連する他の文献を調べる。

第20回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文4を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読4：論文4
【事後学修】　論文4の内容に関連する他の文献を調べる。

第21回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文5を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読5：論文5
【事後学修】　論文5の内容に関連する他の文献を調べる。

第22回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文6を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読6：論文6
【事後学修】　論文6の内容に関連する他の文献を調べる。

第23回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文7を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読7：論文7
【事後学修】　論文7の内容に関連する他の文献を調べる。

第24回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文8を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読8：論文8
【事後学修】　論文8の内容に関連する他の文献を調べる。

第25回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文9を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読9：論文9
【事後学修】　論文9の内容に関連する他の文献を調べる。

第26回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文10を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読10：論文10
【事後学修】　論文10の内容に関連する他の文献を調べる。

第27回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究テーマ案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：修士論文の研究テーマ案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマについて再検討する。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究方法案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：修士論文の研究方法案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究方法について再検討する。

第29回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究計画案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：修士論文の研究計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

第30回 【事前学修】　春季休業中の予備調査計画案について，レジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告8：修士論文の予備調査計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

授業時に紹介する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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堀毛　裕子、井川　純一、佐々木　健太

福祉分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

公認心理師の職域の一つである福祉分野における心理学的支援に関して、主要な理論や具体的な支援の展開について考え
る。

■講義内容■講義内容

福祉とは、広く言えば「人を幸せにする営み」である。診察室の中で相談に応じるような心理学的支援と異なり、福祉心
理学の実践においては、人々の生活の中で心理学的支援を行うことになる。ここでは、公認心理師の重要な職域の一つで
ある福祉分野における、心理学的支援の理論や具体的展開について学ぶ。講義にとどまらず、随時、事例検討など具体的
な問題に関するディスカッション（アクティブラーニング）も含めて理解を深める。
授業担当者はいずれも公認心理師であるが、井川は、精神保健福祉士および精神障害者支援等の経験を生かし、社会福祉
の理念や制度・法律、さらに支援者支援などについて解説する。佐々木は、被害者支援に係る経験をもとに、各種の被害
体験に関する心理的支援について具体的な説明を行う。また堀毛は、精神科病院の心理職やさまざまな福祉分野の相談機
関での心理相談業務の経験などを生かして、福祉領域における心理学的支援について具体的な検討を行う。

■達成目標■達成目標

福祉分野におけるさまざまな公認心理師の実践について論じることができる。具体的には以下の通り。
1.　福祉現場において生じる問題やその背景について説明できる。
2.　福祉現場における心理社会的課題と必要な支援について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、教科書等を用意しておく。
【授業内容】　オリエンテーション（堀毛）
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて授業の目的・方法や学生自身の達成目標をよく理解する。

第２回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の法律と制度について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　福祉分野の基礎：法律と制度（井川）
【事後学修】　福祉分野の法律と制度について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第３回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の多職種連携について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。 
【授業内容】　福祉分野における多職種連携・多機関連携（井川）
【事後学修】　多職種・多機関連携について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第４回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の地域福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　地域福祉の展開（井川）
【事後学修】　地域福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
　　　　　　　　社会福祉のあり方に関する課題（課題1）を、manabaを通して提出する。提出課題については、
manaba上で全体的なコメントを提示する。

第５回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の生活や家庭への支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を
通しておく。
【授業内容】　家庭に関する問題の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　家庭に関する問題について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第６回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の児童福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　児童福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　児童福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第７回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の障害者福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　障害者福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　障害者福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第８回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の高齢者福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　高齢者福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　高齢者福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第９回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の認知症への支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通し
ておく。
【授業内容】　認知症の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　認知症への支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第10回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の児童・障害者・高齢者虐待について振り返るとともに、教科書の関連部分
に目を通しておく。
【授業内容】　虐待に関する問題の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　虐待に関する問題について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第11回 【事前学修】　学部「福祉心理学」のDV・犯罪被害者支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を
通しておく。
【授業内容】　被害者支援：DV・犯罪被害の理解と支援（佐々木）
【事後学修】　被害者支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
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第12回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の災害支援やPTSDについて振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通し
ておく。
【授業内容】　被害者支援：災害支援およびPTSDの理解と心理支援（佐々木）
【事後学修】　被害者支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
　　　　　　　　被害者支援に関する課題（課題2）を、manabaを通して提出する。提出課題については、manaba
上で全体的なコメントを提示する。

第13回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の家族支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　支援者支援：介護家族に対する心理支援（井川）
【事後学修】　家族支援について不明な点があれば調べ、学習内容を定着させる。

第14回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の支援者支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　支援者支援：専門職に対する心理支援（井川）
【事後学修】　支援者支援について不明な点があれば調べ、学習内容を定着させる。

第15回 【事前学修】　これまでの学習内容を復習しておく。
【授業内容】　全体のまとめ：福祉分野に関する理論と支援の展開（堀毛）
【事後学修】　福祉分野における心理支援の留意点（課題3）について、manabaを通して提出する。提出課題につ
いては、manaba上で全体的なコメントを提示する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・3回の課題（各25％）および授業全体を通じた参加態度（事例検討における発言の量と内容等：25％）により総合的に評
価する。
・授業時に提示される3つの課題については、達成目標にかかわる部分の達成度を確認する。
　評価基準：指示された形式・文字数等の遵守（50％）、記述の適切さ（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろからTVニュースや新聞、県や市の広報等で、身の回りの福祉に関する話題に敏感にアンテナを張り、情報を収集す
ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

他の公認心理師関連科目

■テキスト■テキスト

片岡玲子・米田弘枝（編）　2019　『福祉分野・理論と支援の展開（公認心理師分野別テキスト2）』　創元社
※そのほか、随時、資料を提示する。

■参考文献■参考文献

中島健一（編）　2018　『福祉心理学（公認心理師の基礎と実践17）』　遠見書房

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目は、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必要な科目をすべて修めた者のみが履修で
きる。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅱ（地球環境史）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

地形学分野（主に発達史地形学）の修士論文作成に向けた研究指導

■講義内容■講義内容

地形学分野（主に発達史地形学）の修士論文作成のための研究指導を行う。本授業では、ディベートや受講生による報告
などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

各自の研究テーマに即した研究方法により取得した各種試・資料の解析および実験等を行い，完成度の高い修士論文を作
成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅰ（地球環境史）で実施した各種作業の進捗状況を整理し，今年度の計画案を作
成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の計画を立てる。

第２回 【事前学修】　前年度に実施した予備調査結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告1：予備調査
【事後学修】　授業での議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する複数のモデル論文の概略をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告2：モデル論文
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，研究テーマを検討する。

第４回 【事前学修】　研究テーマについてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告3：研究テーマ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，研究テーマを決定する。

第５回 【事前学修】　調査地域と調査理由についてまとめる
【授業内容】　受講者による報告4：調査地域と選定理由
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査地域を決定する。

第６回 【事前学修】　調査項目と調査方法についてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：調査項目と調査方法
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査項目および調査方法を決定する。

第７回 【事前学修】　調査地域の地形に関する先行研究1の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：調査地域の先行研究1
【事後学修】　第７回の授業での議論の内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　調査地域に地形に関する先行研究２の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：調査地域の先行研究2
【事後学修】　第８回の授業での議論の内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　地形の区分について専門書で調べ，地形分類に必要な資料を収集する。 
【授業内容】　調査準備1：地形図読図
【事後学修】　読図結果を整理する。

第10回 【事前学修】　地理院地図で調査地域の地表の起伏を把握する。
【授業内容】　調査準備2：空中写真判読1（主に中・小地形）
【事後学修】　判読結果を参照しながら地形図の読図作業結果を適宜修正する。

第11回 【事前学修】　専門書で写真判読の手がかりについて調べる。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読2（主に微地形）
【事後学修】　判読作業結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　先行研究の地形分類図を参照する。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読3（主に微地形）
【事後学修】　微地形に関する判読作業結果をまとめる。

第13回 【事前学修】　読図および判読作業結果を整理する。
【授業内容】　調査準備5：地形分類図（予察図）の作成
【事後学修】　地形分類図（予察図）を完成させる。

第14回 【事前学修】　これまでの作業内容をまとめて発表資料を作成する。
【授業内容】　受講者による報告8：調査準備のまとめ
【事後学修】　授業での議論の内容をまとめ，現地調査計画を検討する。

第15回 【事前学修】　夏季休業中の調査計画書を作成する。
【授業内容】　受講者による報告9：現地調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，現地調査の段取りを再検討し，適宜修正する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施した現地調査の結果（概略）をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告10：現地調査
【事後学修】　第16回の授業での議論の内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　収集したデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験1
【事後学修】　第17回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。
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第18回 【事前学修】　第17回で扱わなかったデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験2
【事後学修】　第18回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　これまでの作業で得られた各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ1：図表作成1
【事後学修】　第19回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第20回 【事前学修】　第19回で扱わなかった各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ2：図表作成2
【事後学修】　第20回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの各種結果を整理し，結論の核になる短い文章を作成する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ5：まとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，結論の核になる内容を適宜修正する。

第22回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論1
【事後学修】　授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進める。

第23回 【事前学修】　第22回に引き続き，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論2
【事後学修】　第23回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第24回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査地域に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査地域
【事後学修】　第24回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第25回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査方法に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査方法
【事後学修】　第25回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第26回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果1
【事後学修】　第26回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第27回 【事前学修】　第26回に引き続き，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果2
【事後学修】　第27回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察1
【事後学修】　第28回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第29回 【事前学修】　第28回に引き続き，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察2
【事後学修】　第29回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第30回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結論
【事後学修】　第30回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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平野　幹雄、早川　典子

教育分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

教育分野の心理学理論と支援

■講義内容■講義内容

本講義では、児童生徒や保護者を対象とした支援のあり方や、教職員に対する支援者支援のあり方について学ぶととも
に、発達障害などに対する特性の理解と支援のあり方や校内連携のあり方、協力体制のあり方について等についても取り
上げて体系的に学ぶこととする。

■達成目標■達成目標

・教育分野における基礎的な心理支援のあり方について理解できる。
・学校での心理支援の実際について理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの中身を熟読してくること
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　教育現場での心理支援の現状について調べること

第２回 【事前学修】　教育相談と生徒指導の現状について調べてくること
【授業内容】　教育相談と生徒指導
【事後学修】　具体的な支援の方法についての復習をすること

第３回 【事前学修】　教育現場で行われている学習支援について調べてくること
【授業内容】　学習支援の基盤
【事後学修】　学習支援について、講義で紹介した内容についてまとめ直すこと

第４回 【事前学修】　特別支援教育の歴史について調べてくること
【授業内容】　発達障害と特別支援教育
【事後学修】　発達障害の定義や特性についてまとめ直すこと

第５回 【事前学修】　インテグレーションとインクルージョンについて調べてくること
【授業内容】　インクルージブ教育
【事後学修】　特別支援教育コーディネーターの役割について復習しておくこと

第６回 【事前学修】　チーム学校の理念について調べてくること
【授業内容】　チーム学校
【事後学修】　チーム学校の中での心理職の役割についてまとめておくこと

第７回 【事前学修】　バリアフリーとユニバーサルデザインについて調べてくること
【授業内容】　ユニバーサルデザインと合理的配慮(関連法規を含む)
【事後学修】　関連法規についてまとめ直しておくこと

第８回 【事前学修】　多文化的な背景を持つ子どもの教育の現状について調べてくること
【授業内容】　多文化的背景を持つ子どもの心理的理解と支援
【事後学修】　実際の支援のあり方についてまとめ直しておくこと

第９回 【事前学修】　教育基本法（前文、一章、二章）を読み、疑問点をメモしてくること
【授業内容】　教育分野における公認心理師の役割と主な業務
【事後学修】　公認心理師の役割と業務の実際についてまとめ直しておくこと

第10回 【事前学修】　身近な体験としての不登校・いじめ問題の実際について振り返り、メモしてくること
【授業内容】　不登校およびいじめ問題の理解と支援
【事後学修】　実際の支援のあり方と実際について復習しておくこと

第11回 【事前学修】　学齢期に体験した「スクールカウンセラーの役割・仕事」のイメージについてメモしてくること
【授業内容】　スクールカウンセリング
【事後学修】　スクールカウンセリングの実際について復習しておくこと

第12回 【事前学修】　心理教育について調べてくること
【授業内容】　心理教育的アセスメント
【事後学修】　心理教育の実際についてまとめ直しておくこと

第13回 【事前学修】　コンサルテーションとコーディネーションの意味と目的について調べてくること
【授業内容】　コンサルテーションとコーディネーション
【事後学修】　コンサルテーションとコーディネーションの目的と実際について復習しておくこと

第14回 【事前学修】　学習・発達支援の必要な子どもの状態・状況について考えてくること
【授業内容】　学習・発達支援
【事後学修】　学習・発達支援の目的とあり方について復習しておくこと

第15回 【事前学修】　緊急支援が必要な時・状態について考え、メモしてくること
【授業内容】　緊急支援
【事後学修】　緊急支援の目的とあり方について復習しておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の講義後のミニレポートをマナバに提出すること(30%)。また、二回のレポートの提出によって評価する(70%)。具体
的な評価の基準については講義中に示すこととする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビ番組でとりあげられる心理学的話題をメモしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理的アセスメントに関する理論と実践等の公認心理師科目
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■テキスト■テキスト

なし。

■参考文献■参考文献

野島一彦監修(2019) 教育分野理論と支援の展開. 創元社.
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菅藤　健一

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

司法・犯罪領域における心理学の基本的な事項を踏まえつつ，それを応用し，将来の公認心理師資格取得に向けて知識の
習得を目指す。また，平素から司法・犯罪領域への興味関心を高め，社会規範を遵守する構えや防犯意識の高揚を図る。

■講義内容■講義内容

犯罪・非行についての基本的知識，戦後の少年事件史について概説する。犯罪・非行の理論全般について事例を通して解
説する。司法犯罪分野における心理アセスメントについて実習を・講義によって解説する。さらに，犯罪・非行臨床に関
わる関係機関について，児童相談所，法務省の関係機関，家庭裁判所等にそれぞれ触れる。犯罪被害，家事事件，犯罪捜
査について個別の話題を提供する。防犯について解説した後で，授業の振り返りを行う。
授業全般について担当者が長年少年鑑別所・刑務所に勤務していた実務経験を活かしてコメントを提供する。この授業は
対面授業として行う。対面授業不可の場合は、オンタイム授業として行う。

■達成目標■達成目標

司法・犯罪心理学に係る基本的知識を確実に習得する。
司法・犯罪に係る関係機関について概略を説明でき，現状の問題点について認識する。
防犯についての知識を習得し，その意識を高める。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】犯罪と非行の違いについて自分なりに考えをまとめておく
【授業内容】授業の進め方，評価方法等の説明，犯罪・非行の基本的知識
【事後学修】少年非行に関わる様々な法律についてその相違を整理する。

第２回 【事前学修】これまでの少年犯罪のうち興味ある事件をインターネットで調べる。
【授業内容】少年事件史の説明
【事後学修】少年犯罪と時代との関連をまとめる。

第３回 【事前学修】法務省，最高裁判所のホームページを閲覧し，少年保護法制とは何かを認識する。
【授業内容】成人犯罪者処遇の流れ，少年保護手続の解説
【事後学修】具体的な非行事例について，事件処理の流れを調べる。

第４回 【事前学修】児童相談所，家庭裁判所とは何か調べる。
【授業内容】児童相談所における非行への対応，家庭裁判所の在宅事件における非行への対応
【事後学修】テキストの復習問題を解く。

第５回 【事前学修】これまでに学習した心理検査について復習しておく。
【授業内容】司法犯罪分野における心理アセスメントについて
【事後学修】人が行動観察するときにおける見方の偏りについてまとめる。

第６回 【事前学修】拘禁された状態とは何かを調べる。
【授業内容】矯正施設における拘禁反応
【事後学修】拘禁反応の特徴について復習する。

第７回 【事前学修】非行に関する動画（MOJチャンネル）を視聴して感想をまとめる。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。薬物犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第８回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。放火犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第９回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。発達障害の特徴について復習する。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。性犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第10回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。性犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第11回 【事前学修】犯罪被害に関する動画を視聴する。
【授業内容】犯罪被害についての基本的知識
【事後学修】犯罪被害者を支援する組織についてまとめてみる。

第12回 【事前学修】家庭裁判所の機能について復習する。
【授業内容】家事事件についての基本的知識
【事後学修】児童虐待に関して学んだことをまとめる。

第13回 【事前学修】警察機関の心理職について調べる。
【授業内容】犯罪捜査と心理学
【事後学修】プロファイリングについて調べる。

第14回 【事前学修】割れ窓理論を調べる。
【授業内容】犯罪予防と心理学
【事後学修】防犯についてひとつの理論をまとめる。

第15回 【事前学修】授業資料を復習する。
【授業内容】授業の振り返りとレポート課題作成
【事後学修】レポート課題のほかの犯罪心理学上の話題に目を通す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊毎授業後のリアクションペーパー30％，授業最後のレポート課題70％をもとに総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊新聞，テレビ，ネット等を丹念にチェックし，日々のニュース（とくに事件）に興味関心をもってください。
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■テキスト■テキスト

＊森丈弓ほか（2021）司法・犯罪心理学　サイエンス社　その他，自作の資料（PPT）を中心に授業を進める。

■参考文献■参考文献

＊日本犯罪心理学会編（2016）犯罪心理学事典　丸善出版，細江達郎（2001）図解　犯罪心理学　ナツメ社

■履修上の注意■履修上の注意

担当授業の前後に質問等に対応します。また，リアクションペーパーを毎授業後に記載していただきますが，そこに記さ
れた質問等にもできるだけ丁寧にお答えしますので，積極的に記載してください。
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井川　純一

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

産業・労働分野における公認心理師の役割

■講義内容■講義内容

現代の産業社会の構造は、急速な技術革新や国際化、企業組織の統合や合理化など、大きな変貌を遂げつつあり、働く
人々の意識や行動、生活場面においても様々な変化が生じている。これらの変化に対応するため、本講義では、産業・労
働分野における公認心理師の役割とともに、あわせて最新の研究知見にも目を向けて、現代の産業・組織心理学の概要を
提示する。なお、担当者は、医療機関や専門学校等におけるソーシャルワーカーの経験を持つため、授業内容においても
随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1. 産業・労働領域の基礎的な知識について説明することができる。
2. 産業・組織労働領域における研究と実践の広がりの現状について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、講義内容や達成目標についてまとめておく。
【授業内容】　オリエンテーション・文献及びテキスト紹介等
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】　指定テキストの序論を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　公認心理師とは
【事後学修】　公認心理師とはについて復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノートにま
とめる。

第３回 【事前学修】　指定テキストの1章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要
【事後学修】　産業・労働分野の概要について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第４回 【事前学修】　指定テキストの2章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要2
【事後学修】　産業・労働分野の概要2について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第５回 【事前学修】　指定テキストの3章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要3
【事後学修】　公認心理師とはについて復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノートにま
とめる。

第６回 【事前学修】　指定テキストの4章　(前半)を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要4
【事後学修】　産業・労働分野の概要4について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第７回 【事前学修】　指定テキストの4章　(後半)を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要5
【事後学修】　産業・労働分野の概要5について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第８回 【事前学修】　文献（1）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論1
【事後学修】　第8回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第９回 【事前学修】　文献（2）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論2
【事後学修】　第9回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第10回 【事前学修】　文献（3）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論3
【事後学修】　第10回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第11回 【事前学修】　文献（4）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論4
【事後学修】　第11回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第12回 【事前学修】　文献（5）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論5
【事後学修】　第12回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第13回 【事前学修】　文献（6）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論6
【事後学修】　第13回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第14回 【事前学修】　文献（7）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論7
【事後学修】　第14回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に復習し、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】　まとめと課題：授業の中で関心を持ったテーマに関するレポート作成
【事後学修】　自分自身の日常生活あるいは研究課題において、健康心理学の知見を活かしたい問題を考える。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習の内容 (50％)、レジュメの形式及び内容で確認する。講義中の質問や発言 (50％)、積極性及び内容で判断す
る。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじ
め文献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

公認心理師指定科目

■テキスト■テキスト

公認心理師分野別テキスト5 産業・労働分野理論と支援の展開 平木典子・松本桂樹[編著] 創元社

■参考文献■参考文献

田中堅一郎 (編) 産業・組織エッセンシャルズ ナカニシヤ出版
変更する可能性があるため、購入は2回目以降としてください。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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金井　嘉宏、佐藤　あけみ、東海林　渉、槙　貴浩

心理的アセスメントに関する理論と実践

■テーマ■テーマ

公認心理師の実践における心理的アセスメントの理論的背景と実施方法を理解し実践する

■講義内容■講義内容

　心理的な支援はアセスメントに基づいて行われる。本授業では，心理的アセスメントの意義と基本姿勢，および心理的
支援への適用について学ぶ。そのうえで，アセスメントに用いられるさまざまな心理検査や測定ツールの理論的背景や具
体的な測定方法に関する知識を獲得するとともに，検査結果に関する所見の書き方とフィードバックの仕方を学ぶ。受講
者は，事前に調べた内容について発表を行うことや，授業の中でディスカッションに参加を求められる。
　なお，担当者の佐藤と槙は，精神科クリニックと病院における心理職としての勤務の経験を生かして，東海林は学校現
場および病院の精神科・身体科での心理相談業務の経験を生かして，金井は医療機関や学校，および産業・労働分野にお
ける心理相談業務の経験を生かし，それぞれの現場に即した心理的アセスメントの実施方法と運用について具体的な検討
を行う。

■達成目標■達成目標

（１）公認心理師の実践における心理的アセスメントの意義と基本的姿勢を説明できる。
（２）アセスメントに用いる心理検査の理論と方法について説明し実践することができる。
（３）アセスメント結果を心理的支援に応用する方法や留意点について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み，心理的アセスメントについて学部で学んだことを振り返る。
【授業内容】　心理的アセスメントの意義と基本姿勢（金井）
【事後学修】　授業で学んだことを復習し，関連する文献を調べる。

第２回 【事前学修】　ケースフォーミュレーション，アウトカムデータ，プロセスデータについて調べる。
【授業内容】　心理的支援へのアセスメントの適用（金井）
【事後学修】　アセスメントが心理的支援に活かされている事例研究の文献を調べる。

第３回 【事前学修】　学部で学んだパーソナリティ検査について復習する。
【授業内容】　パーソナリティ検査：質問紙法，作業検査法，投影法（金井）
【事後学修】　授業で学んだ検査について復習するとともに，当該カテゴリーに含まれる他の検査を調べる。

第４回 【事前学修】　心理検査一般について調べる。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（１）　投影法としてのロールシャッハテスト（佐藤）
【事後学修】　ロールシャッハテストについてまとめる。

第５回 【事前学修】　『新・心理診断法：ロールシャッハ・テストの解説と研究』（片口安史 著）で予習を行う。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（２）　テストの実施法（ロールプレイを用いて）（佐藤）
【事後学修】　実施データのまとめと解釈を行う。

第６回 【事前学修】　精神分析理論，特に防衛機制について予習を行う。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（３）　継起分析を中心としての解釈の実際（佐藤）
【事後学修】　馬場禮子著のロールシャッハ関係文献で復習を行う。

第７回 【事前学修】　発達障害（自閉スペクトラム症，注意欠如・多動症，限局性学習症）について調べる。
【授業内容】　発達検査（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ発達検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を調べ
て読む。

第８回 【事前学修】　知能検査について調べる。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の理論と実践について（槙）
【事後学修】　授業で学んだ知能検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を調べ
て読む。

第９回 【事前学修】　知能検査（ウェクスラー式）のマニュアルを読む。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の実施方法（ロールプレイの実施）（槙）
【事後学修】　授業で学んだ検査の実施方法についてマニュアルを再度読み復習する。

第10回 【事前学修】　知能検査（ウェクスラー式）のマニュアルの採点部分を読む。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の結果の解釈と理解（データのまとめと活用）（槙）
【事後学修】　授業で学んだ検査の結果の解釈と理解について復習し，関連文献を調べて読む。

第11回 【事前学修】　認知症について調べてくる。
【授業内容】　神経心理学的検査（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ神経心理学的検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文
献を調べて読む。

第12回 【事前学修】　学部で学んだDSMとICDについて復習する。
【授業内容】　操作的診断分類と構造化面接法（東海林）
【事後学修】　構造化面接法が臨床実践と研究においてどのように用いられているかさらに調べる。

第13回 【事前学修】　不安症とうつ病について調べてくる。
【授業内容】　症状評価尺度　不安関連・うつ病関連（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ症状評価尺度について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を
調べて読む。

第14回 【事前学修】　心電図，血圧，皮膚電気活動，脳波について調べてくる。
【授業内容】　生理心理学的検査（金井）
【事後学修】　授業で学んだ生理心理学的検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文
献を調べて読む。
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第15回 【事前学修】　アセスメント結果を心理的支援に応用した事例研究の文献を読んでくる。
【授業内容】　心理に関する相談，助言，指導における心理的アセスメントの応用（金井）
【事後学修】　行動観察や生態学的アセスメントを取り入れた文献を調べて読む。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

manabaや用紙で提出される課題（60%），発表内容（30%），ディスカッションなど授業への積極的参加態度（10 %）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各検査に関する書籍や，各検査が用いられている事例研究について情報収集し授業の中で共有する姿勢が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

大学院における公認心理師関係科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜，授業のなかで紹介したりmanabaのコンテンツにアップロードする。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり，manabaの個別指導コレクションを使用する。
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平泉　拓

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践

■テーマ■テーマ

ブリーフセラピー・家族療法・集団療法・地域支援の要諦と実践

■講義内容■講義内容

本講義は，心理に関する相談・助言・指導等に生かすブリーフセラピー・家族療法・集団療法・地域支援の要諦を学修す
る。前半は講義と文献を通じた理論学習，中盤はアセスメントツールの使用と実際面接の観察学習，後半は簡易模擬事例
をロールプレイし体験学習する。以って，それぞれの現場で家族・集団組織・地域支援を提供し，あり方を自ら学び続け
ることができる力を習得する。担当者が教育機関・福祉機関・病院・企業その他で家族・組織の支援に従事した経験を生
かして，毎回実践を踏まえたコメントを提供する。

■達成目標■達成目標

① 家族関係等集団の関係性に焦点を当てた心理支援の理論と方法を説明することができる。
② 地域社会や集団・組織に働きかける心理学的援助に関する理論と方法を説明することができる。
③ 心理に関する相談，助言，指導等への（１）及び（２）の応用を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 シラバスをよく読み，この講義の内容と運営方法についてよく理解しておくこと。manaba course
及びResponを利用できるように準備しておくこと。
【授業内容】 コミュニケーションとダイアローグの概念を検討する。
【事後学修】 第１回授業をもとに、学修内容を自らの経験と関連づけて整理すること。オーディエンスレスポン
スシステム (ARS) 上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第２回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ブリーフセラピーと家族療法について部分的に
説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 ブリーフセラピーと家族療法の理論を検討する。
【事後学修】 第２回授業をもとに、学修内容を自らの事前学習を関連づけて整理すること。ARS上に授業に対す
る振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第３回 【事前学修】 「ブリーフセラピーの基本的要素」（R・フィッシュ)に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 　ブリーフセラピーに関する論文「ブリーフセラピーの基本的要素」（R・フィッシュ)を精読・解
題する。
【事後学修】 第３回授業をもとにARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知るこ
と。精読が不十分な箇所を自分で再読すること。

第４回 【事前学修】 「言語システムとしてのヒューマンシステム」(H.アンダーソン)に関する事前配布資料を一読する
こと。
【授業内容】 ブリーフセラピーに関する論文「言語システムとしてのヒューマンシステム」(H.アンダーソン,H.
グーリシャン)を精読・解題する。
【事後学修】第４回授業をもとに、 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知る
こと。精読が不十分な箇所を自分で再読すること。

第５回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ジェノグラム・エコマップ・ICHIGEKIについて
部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 家族のアセスメントツールの使い方を実践的に学習する。
【事後学修】 　第５回授業をもとに、学修内容を自らの事前学習を関連づけて整理すること。ARS上に授業に対
する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第６回 【事前学修】 家族面接に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 家族面接に関する動画を視聴し，家族面接のエッセンスを議論する。
【事後学修】 学習内容を第4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿
し，自他の考えの異同を知ること。

第７回 【事前学修】 家族面接に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 第6回授業に引き続き，家族面接の実際に関する動画を視聴し，家族面接のエッセンスを議論す
る。
【事後学修】 学習内容を第4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿
し，自他の考えの異同を知ること。

第８回 【事前学修】家族療法の事例に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】簡易模擬事例をロールプレイし，ライブ・スーパービジョンを行う。
【事後学修】 学習内容を第6・7回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第９回 【事前学修】 家族療法の事例に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】第9回講義に引き続き，簡易模擬事例をロールプレイし，ライブ・スーパービジョンを行う。
【事後学修】 学習内容を第6・7回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第10回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，介入技法について部分的に説明できるようにし
ておくこと。
【授業内容】 家族・集団・組織に対する介入技法（リフレーミング，行動的介入法，心理教育）を検討する。
【事後学修】 学習内容と第8・9回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第11回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ケースフォーミュレーションとケースマネジメ
ントについて部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 事例論文を輪読し，ケースフォーミュレーションとケースマネジメントについて議論する。
【事後学修】 学習内容と第3・4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。
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第12回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，集団・組織へのアプローチについて部分的に説
明できるようにしておくこと。
【授業内容】 集団・組織へのアプローチを検討する。
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。産業・労働分野
の理論と支援に関する学習内容と関連づけて整理すること。

第13回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，地域社会・コミュニティへのアプローチについ
て部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 地域社会への支援（コンサルテーション、サポートネットワーキングなど）、災害とコミュニティ
アプローチを検討する。
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第14回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，遠隔心理支援について部分的に説明できるよう
にしておくこと。
【授業内容】 遠隔心理支援（有効性と留意点、倫理とガイドラインの要諦、実践のTips）を検討する
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第15回 【事前学修】 第1～14回の学習内容、配布資料を復習すること。
【授業内容】 第1〜14回の学習内容を振り返り，到達目標に照らして自己・相互点検する
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。第15回講義の後
日，指定の期日までに指定試験としてレポートを提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回提出する振り返りコメントの内容をもとに達成目標①②を評価する（20％）。第6・7・11回のディスカッション（各
自の意見の口頭叙述）から目標③の達成度を評価する（30％）。ディスカッションの配点は、論理性（10％），独自性
（10％），応用可能性（10％）である。指定試験として第15回講義終了後の指定日までにレポートを提出すること
（2,000〜3,000字程度）。レポートの内容をもとに達成目標①②③を評価する（50％）。それぞれの評価基準はルーブ
リックとして初回授業時に公開する。レポートの傾向についてはmanaba を通してフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，各回の授業計画に記載されたキーワードについて調べておくこと。こ
れらの事前学習を前提にして講義を行う。
②クリティカルシンキングに関するスキルについて，特に，論証モデルについて学習し，理解しておくこと。クリティカ
ルシンキングについての基本的な理解があることを前提にして講義を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理支援に関する理論と実践，福祉分野に関する理論と支援，産業・労働分野に関する理論と実践

■テキスト■テキスト

自作の資料と視聴覚コンテンツを使用する。

■参考文献■参考文献

適宜manabaのコンテンツにアップロードする。

■履修上の注意■履修上の注意

①初回授業で受講方法に関する詳しい説明をするので履修希望者は必ず参加すること。
②この授業はmanaba course 及びRespon，その他のオーディエンスレスポンスシステム（ALS）を使用する。Wifiにつなげ
られるスマホ等を準備し，manabaを使用できるように操作になれておくこと。manabaの説明・使用法は大学ホームページ
や各キャンパスのmanaba支援係に問い合わせること。
③オフィス・アワーに代わり，担当教員のアドレスを開講時に公開する。
④以下の関連URLでクリティカル・シンキングについて事前学習してから授業に参加すること。
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堀毛　裕子、井川　純一、加藤　健二、金井　嘉宏、櫻井　研三、東海林　渉、萩原　俊彦、

平野　幹雄、福野　光輝

心理実践実習Ⅰ

■テーマ■テーマ

学部段階での授業や実習を通じて得た公認心理師に必要な知識・技能の基礎的な理解の上に、各施設での実習を通して、
公認心理師の業務に関する知識や理解を深め、基本的技能を修得する。

■講義内容■講義内容

・学部科目の履修を通じて得た公認心理師に必要な知識・技能の基礎的な理解の上に、公認心理師の主要5分野のうち4分
野（保健医療、福祉、教育、司法・犯罪）の施設における実習を通して、以下の事項について学修する。
　（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得
　　　（1）コミュニケーション
　　　（2）心理検査
　　　（3）心理面接
　　　（4）地域支援等
　（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成
　（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ
　（エ）多職種連携及び地域連携
　（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解
・通年30回（45時間）の授業では、実習の事前学習・実習内容に係る具体的な検討や担当教員による指導・事後の振り返
り等を行う。この授業時間に加えて、別途、各施設の定めた日程で施設の実習指導者のもとで実習を行う。また実習中
は、毎日連続する場合は週1回、連続しない場合は5回に1回の頻度で、教員が各施設に出向いて訪問指導を行う。
・授業にはグループワークや発表・討論を含み、また授業時間外に施設実習を行う、アクティブラーニング科目である。
・本科目に加えて前期課程2年の「心理実践実習Ⅱ」を履修することで、公認心理師の大学院科目「心理実践実習」に必要
な450時間以上（うち担当ケースに関する実習時間270 時間以上）の実習時間を満たすことになる。
・実際の各施設の実習日程に対応して、30回の授業内容は順番を入れ替え、あるいは日程を変更する可能性がある。
・実務経験者担当科目である。井川は精神保健福祉士および精神障害者支援等の経験、東海林は学校現場および病院の精
神科・身体科での心理相談業務・他職種連携の経験、金井は医療機関や学校および産業・労働分野における心理相談業務
の経験、また平野は教育や福祉の分野における心理相談・支援業務および多職種・地域連携等の経験、そして堀毛は精神
科病院における心理職としての勤務やさまざまな相談機関での心理相談業務の経験を生かして、現場に即した実習指導を
行う。

■達成目標■達成目標

公認心理師の業務の基本となる以下の5点について、①・②はその基本的な技能を修得し、③～⑤は具体的に説明すること
ができるようになる。
①心理に関する支援を要する者等に関する知識及び技能の修得
②心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成
③心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ
④多職種連携及び地域連携
⑤公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この科目の進め方や内容について確認しておく。
【授業内容】　全体オリエンテーション第1回：心理実践実習Ⅰの概要、履修条件、実習の心得等
【事後学修】　授業内容や配布資料等をよく確認して、この科目のねらいを理解する。

第２回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この科目の進め方や内容について確認しておく。
【授業内容】　全体オリエンテーション第2回：施設における支援実習とケース担当に関する説明等
【事後学修】　授業内容や配布資料等をよく確認して、この科目のねらいを理解する。

第３回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、福祉分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台市
北部発達相談支援センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台市北部発達相談支援センターでの実習準備を整える。

第４回 【事前学修】　仙台市北部発達相談支援センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめて
おく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台市北部発達相談支援センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて発達相談支援における心理職の業務について理
解を深める。

第５回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に少年鑑別所に
おける心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台少
年鑑別所）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台少年鑑別所での実習準備を整える。

第６回 【事前学修】　仙台市少年鑑別所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（模擬資料による見立て・面接・結果通知書作成など）について検討す
る。（仙台少年鑑別所）
【事後学修】　仙台少年鑑別所での次回の実習準備を整える。

第７回 【事前学修】　仙台市少年鑑別所のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをま
とめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台少年鑑別所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて少年鑑別所における心理職の業務について理解
を深める。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1754 -



第８回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に刑務所におけ
る心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（宮城刑
務所）
【事後学修】　不明の点は調べ、宮城刑務所での実習準備を整える。

第９回 【事前学修】　宮城刑務所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（宮城刑務所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて刑務所における心理職の業務について理解を深
める。

第10回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に少年院におけ
る心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（東北少
年院・青葉女子学園）
【事後学修】　不明の点は調べ、東北少年院・青葉女子学園での実習準備を整える。

第11回 【事前学修】　東北少年院・青葉女子学園の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（模擬資料による矯正教育計画作成・面接・処遇ケース検討など）につ
いて検討する。（東北少年院・青葉女子学園）
【事後学修】　東北少年院・青葉女子学園での次回の実習準備を整える。

第12回 【事前学修】　東北少年院・青葉女子学園のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモ
などをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（東北少年院・青葉女子学園）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて少年院における心理職の業務について理解を深
める。

第13回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に保護観察所に
おける心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台保
護観察所）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台保護観察所での実習準備を整える。

第14回 【事前学修】　仙台保護観察所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台保護観察所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて保護観察所における心理職の業務について理解
を深める。

第15回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、保健分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（宮城県
精神保健福祉センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、宮城県精神保健福祉センターでの実習準備を整える。

第16回 【事前学修】　宮城県精神保健福祉センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめてお
く。
【授業内容】　実習におけるケース担当（デイケアプログラム作成・運営等）について検討する。（宮城県精神
保健福祉センター）
【事後学修】　宮城県精神保健福祉センターでの次回の実習準備を整える。

第17回 【事前学修】　宮城県精神保健福祉センターのケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メ
モなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（宮城県精神保健福祉センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて精神保健福祉センターにおける心理職の業務に
ついて理解を深める。

第18回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、教育分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（東北学
院中・高等学校）
【事後学修】　不明の点は調べ、東北学院中・高等学校での実習準備を整える。

第19回 【事前学修】　東北学院中・高等学校の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（保護者・生徒面接の陪席等）について検討する。（東北学院中・高等
学校）
【事後学修】　東北学院中・高等学校での次回の実習準備を整える。

第20回 【事前学修】　面接陪席等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめて
おく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（保健室での生徒対応等）について検討する。（東北学院中・高等学
校）
【事後学修】　ケース担当についてよく検討し、次回の実習準備を整える。

第21回 【事前学修】　保健室での生徒支援等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなど
をまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（グループワーク実施等）について検討する。（東北学院中・高等学
校）
【事後学修】　これまでのケース担当全体をよく振り返り、次回の実習準備を整える。

第22回 【事前学修】　グループワーク等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをま
とめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（東北学院中・高等学校）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためてスクールカウンセラーとしての心理職の業務に
ついて理解を深める。
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第23回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、福祉及び司法・犯罪分野における心
理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（みやぎ
被害者支援センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、みやぎ被害者支援センターでの実習準備を整える。

第24回 【事前学修】　みやぎ被害者支援センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（みやぎ被害者支援センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて被害者支援における心理職の業務について理解
を深める。

第25回 【事前学修】　各施設の実習におけるコミュニケーションや面接等を振り返っておく。
【授業内容】　達成目標①について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に必要な知識と技能について理解を
深める。

第26回 【事前学修】　各施設の実習における、支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画等を振り返ってお
く。
【授業内容】　達成目標②について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援を要する者の理解とニーズ把握、支
援計画の作成について理解を深める。

第27回 【事前学修】　各施設の実習におけるチームアプローチ等について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標③について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に係るチームアプローチについて理
解を深める。

第28回 【事前学修】　各施設の実習における、多職種連携・地域連携支援について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標④について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に係る多職種連携と地域連携につい
て理解を深める。

第29回 【事前学修】　各施設の実習における、職業倫理及び法的義務について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標⑤について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、公認心理師としての職業倫理および法的義務
について理解を深める。

第30回 【事前学修】　実習全体を振り返り、達成目標で十分な点・不十分な点を考えておく。
【授業内容】　実習全体を通じた学修の成果をまとめ、発表する。
【事後学修】　次年度の「心理実践実習Ⅱ」に向けて、必要な準備を進められるようにしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各施設の実習における学生の自己評価（40%）のほか、実習時の態度や実習記録ノートの記載、学習成果のまとめの発表内
容など（60%）を総合的に評価する。
達成目標に関する提出物の評価基準：記述の適切さ等（50%）、指示された形式・作法・字数の遵守等（50%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・授業時間に加えて、授業期間および長期休暇中の施設実習（8施設で合計141.5時間）が必須であるため、他の科目との
日程調整に留意すること。
・実習参加に支障をきたすことのないよう、自分の心身の健康について日常的な管理を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

今年度開講の公認心理師に必要な科目

■テキスト■テキスト

使用しない。必要に応じて、随時資料を提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代えて、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目は、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必要な科目をすべて修めた者のみが履修で
きる。
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人間情報学専攻
博士後期課程

人間情報学研究科

講 義 内 容



片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

人間情報学演習Ⅲ（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムの制御に関する研究

■講義内容■講義内容

現代社会の構造変動、特に高度情報社会の進展とそれに伴う人間関係や意識、制度的規制のあり方を新しい社会情報シス
テムの導入との関連において、実証的・理論的に考究する。特に情報リテラシー、情報公開、個人情報保護などの情報規
範意識、生活の質の確保といった課題について、現実の地域社会における行政施策や住民ニーズに関連づけながら体系的
なアプローチを展開する。

■達成目標■達成目標

履修者が関連学会で報告し、論文を発表することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の確定 （1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の確定 （1）

第２回 【事前学修】　問題関心の確定 （2）
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス
【事後学修】　問題関心の確定 （2）

第３回 【事前学修】　研究テーマの構想発表準備
【授業内容】　研究テーマの構想発表
【事後学修】　研究テーマの構想発表のまとめ

第４回 【事前学修】　先行研究の検討（1）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（1）
【事後学修】　先行研究の検討（1）の復習

第５回 【事前学修】　先行研究の検討（2）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（2）
【事後学修】　先行研究の検討（2）の復習

第６回 【事前学修】　先行研究の検討（3）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（3）
【事後学修】　先行研究の検討（3）の復習

第７回 【事前学修】　先行研究の検討（4）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（4）
【事後学修】　先行研究の検討（4）の復習

第８回 【事前学修】　先行研究をふまえての問題設定の練り直しの予習
【授業内容】　先行研究をふまえての問題設定の練り直し
【事後学修】　先行研究をふまえての問題設定の練り直しの復習

第９回 【事前学修】　調査方法についての予習
【授業内容】　調査方法のガイダンス
【事後学修】　調査方法についての復習

第10回 【事前学修】　調査手続きについての予習
【授業内容】　調査手続きについて
【事後学修】　調査手続きについての復習

第11回 【事前学修】　データ収集法についての予習
【授業内容】　データ収集法について
【事後学修】　データ収集法についての復習

第12回 【事前学修】　データ分析方法についての予習
【授業内容】　データ分析方法について
【事後学修】　データ分析方法についての復習

第13回 【事前学修】　調査の実施の予習
【授業内容】　調査の実施
【事後学修】　調査の実施の復習

第14回 【事前学修】　補充調査の予習
【授業内容】　補充調査
【事後学修】　補充調査の復習

第15回 【事前学修】　データ分析（1）の予習
【授業内容】　データ分析（1）
【事後学修】　データ分析（1）の復習

第16回 【事前学修】　データ分析（2）の予習
【授業内容】　データ分析（2）
【事後学修】　データ分析（2）の復習

第17回 【事前学修】　データ分析（3）の予習
【授業内容】　データ分析（3）
【事後学修】　データ分析（3）の復習
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第18回 【事前学修】　図表の作成についての予習
【授業内容】　図表の作成について
【事後学修】　図表の作成についての復習

第19回 【事前学修】　データの解釈についての予習
【授業内容】　データの解釈について
【事後学修】　データの解釈についての復習

第20回 【事前学修】　研究論文の構成についての予習
【授業内容】　研究論文の構成について
【事後学修】　研究論文の構成についての復習

第21回 【事前学修】　研究論文の文体についての予習
【授業内容】　研究論文の文体について
【事後学修】　研究論文の文体についての復習

第22回 【事前学修】　作成された研究論文の論理構成に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の論理構成に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の論理構成に関する検討の復習

第23回 【事前学修】　作成された研究論文の文章表現に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の文章表現に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の文章表現に関する検討の復習

第24回 【事前学修】　作成された研究論文の図表に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の図表に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の図表に関する検討の復習

第25回 【事前学修】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討の予習
【授業内容】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討
【事後学修】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討の復習

第26回 【事前学修】　研究論文の構成の再検討の予習
【授業内容】　研究論文の構成の再検討
【事後学修】　研究論文の構成の再検討の復習

第27回 【事前学修】　作成された研究論文の注に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の注に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の注に関する検討の復習

第28回 【事前学修】　研究論文の文章表現に関する再検討の予習
【授業内容】　研究論文の文章表現に関する再検討
【事後学修】　研究論文の文章表現に関する再検討の復習

第29回 【事前学修】　結論部の再検討の予習
【授業内容】　結論部の再検討
【事後学修】　結論部の再検討の復習

第30回 【事前学修】　社会情報学研究の展望についての予習
【授業内容】　まとめ：社会情報学研究の展望
【事後学修】　社会情報学研究の展望についての復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐久間　政広、遠藤　尚、津上　誠、紺野　祐

人間情報学演習Ⅲ（コミュニティと地域文化に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

コミュニティおよび地域文化に関する諸理論の検討をおこない、それらを十分に踏まえた実証研究の手法を教示する。

■達成目標■達成目標

先行研究を踏まえて問題設定をおこない、この問題設定にしたがった実証研究を遂行し、論文作成の準備を進めることが
できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読む。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス　（佐久間）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（1）。
【授業内容】　先行研究の検討（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（1）。

第４回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（2）。
【授業内容】　先行研究の検討（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（2）。

第５回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（3）。
【授業内容】　先行研究の検討（3）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（3）。

第６回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（4）。
【授業内容】　先行研究の検討（4）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（4）。

第７回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（5）。
【授業内容】　先行研究の検討（5）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（5）。

第８回 【事前学修】　これまでの先行研究の検討結果を踏まえて問題設定を再検討する。
【授業内容】　問題設定の再検討　（佐久間）
【事後学修】　再検討した問題設定を確認する。

第９回 【事前学修】　設定した問題に関して最も適切な調査方法を考える。
【授業内容】　調査方法に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　調査方法の具体化について整理する。

第10回 【事前学修】　設定した問題に関して最も適切なデータ収集方法を考える。
【授業内容】　データ収集に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　データ収集方法の具体化について整理する。

第11回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（1）。
【授業内容】　現地調査の遂行（1）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（1）。

第12回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（2）。
【授業内容】　現地調査の遂行（2）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（2）。

第13回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（3）。
【授業内容】　現地調査の遂行（3）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（3）。

第14回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（4）。
【授業内容】　現地調査の遂行（4）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（4）。

第15回 【事前学修】　データ整理法に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの整理法に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　これまでの収集したデータ全体を整理する。

第16回 【事前学修】　データの分析方法の案を考えておく（1）。
【授業内容】　データの整理と分析（1）　（津上）
【事後学修】　データの分析手法を確認する（1）。

第17回 【事前学修】　データの分析方法の案を考えておく（2）。
【授業内容】　データの整理と分析（2）　（津上）
【事後学修】　データの分析手法を確認する（2）。

第18回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（1）。
【授業内容】　分析結果の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（1）。
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第19回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（2）。
【授業内容】　分析結果の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（2）。

第20回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（3）。
【授業内容】　分析結果の検討（3）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（3）。

第21回 【事前学修】　論文の構成について案を考えておく。
【授業内容】　論文の構成の検討　（遠藤）
【事後学修】　論文の構成について確認しておく。

第22回 【事前学修】　論文で使用する図表を作成しておく（1）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　論文で使用する図表の最終版を完成させる（1）。

第23回 【事前学修】　論文で使用する図表を作成しておく（2）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　論文で使用する図表の最終版を完成させる（2）。

第24回 【事前学修】　論文前半のプロットを考え文章を作成する。
【授業内容】　論文で展開する論理の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　論文前半部分を修正する。

第25回 【事前学修】　論文後半のプロットを考え文章を作成する。
【授業内容】　論文で展開する論理の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　論文後半部分を修正する。

第26回 【事前学修】　論文全体を通して検討しておく。
【授業内容】　論文の構成の再検討　（遠藤）
【事後学修】　論文全体を通して修正を加える。

第27回 【事前学修】　口頭発表のためのスライドを作成する（1）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（1）　（佐久間）
【事後学修】　口頭発表のためのスライドの修正をおこなう（1）。

第28回 【事前学修】　口頭発表のためのスライドを作成する（2）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（2）　（佐久間）
【事後学修】　口頭発表のためのスライドの修正をおこなう（2）。

第29回 【事前学修】　図表の細部をチェックしておく。
【授業内容】　データの細部のチェック（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　口頭発表の図表を完成させる。

第30回 【事前学修】　授業全体を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　ポイントを自分なりに確認しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。評価基準はルーブリック
の形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組の視聴を通して現代社会における地域問題に関する知見を深めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅲ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

現代社会における福祉課題と課題解決のための福祉市民活動を検討する

■講義内容■講義内容

少子・高齢化の進展によりもたらされるさまざまな生活課題についての制度的アプローチと、インフォーマルなアプロー
チである市民活動によるアプローチの検討と事例分析を行う。

■達成目標■達成目標

少子・高齢化によりもたらされる課題を分析することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究論文の構想を考える
【授業内容】　授業に関するガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想をまとめる

第２回 【事前学修】　研究論文の構想を考える
【授業内容】　研究論文構想発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想をまとめる

第３回 【事前学修】　自分の研究の目的を整理する
【授業内容】　研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究の目的をまとめる

第４回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第５回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第６回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー③（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第７回 【事前学修】　地域をアセスメントする手法に関する先行研究を調べる
【授業内容】　地域アセスメントの方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域をアセスメントする手法をまとめる

第８回 【事前学修】　地域アセスメントに関する先行研究を調べる
【授業内容】　地域アセスメントのシミュレーション（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域をアセスメントする手法をまとめる

第９回 【事前学修】　基本統計量の読み方を復習する
【授業内容】　データ分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　基本統計量についてまとめる

第10回 【事前学修】　多変量解析について復習する
【授業内容】　データ分析①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　多変量解析についてまとめる

第11回 【事前学修】　多変量解析について復習する
【授業内容】　データ分析②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　多変量解析についてまとめる

第12回 【事前学修】　データ解析結果の読み方を調べる
【授業内容】　データ解析の解釈（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　データ解析結果の解釈の仕方をまとめる

第13回 【事前学修】　社会福祉協議会の概要を調べる
【授業内容】　フィールド視察（社会福祉協議会）（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　社会福祉協議会の概要をまとめる

第14回 【事前学修】　地域福祉に関わる行政機関を調べる
【授業内容】　フィールド視察（行政機関）（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関わる行政機関を一覧にする

第15回 【事前学修】　自分の研究の構想を整理する
【授業内容】　15 回のまとめとガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究の構想をまとめる

第16回 【事前学修】　自分の研究に関連する事例を収集する（国内）
【授業内容】　事例の収集方法（増子、大澤）
【事後学修】　事例研究から自分の研究に活用できることを整理する（国内）

第17回 【事前学修】　自分の研究に関連する事例を収集する（国外）
【授業内容】　事例の収集（増子、大澤）
【事後学修】　事例研究から自分の研究に活用できることを整理する（国外）

第18回 【事前学修】　事例の分析方法を検討する
【授業内容】　事例分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　事例研究から地域アセスメントの方法をまとめる
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第19回 【事前学修】　事例の分析計画を立案する
【授業内容】　事例分析発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　事例研究の分析方法を整理する

第20回 【事前学修】　自分の研究論文の構成を考える
【授業内容】　研究論文の構成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究論文の構成をまとめる

第21回 【事前学修】　先行研究の研究論文の構成を調べる
【授業内容】　研究論文の検討①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究の研究論文の構成を整理する

第22回 【事前学修】　自分の研究論文の目次をつくる
【授業内容】　研究論文の検討②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究論文の章構成を整理する

第23回 【事前学修】　調査のフィールドについて調べる
【授業内容】　フィールド調査のガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査のフィールドについて整理する

第24回 【事前学修】　フィールド調査の目的を考える
【授業内容】　調査概要の検討①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の目的を整理する

第25回 【事前学修】　フィールド調査の対象を考える
【授業内容】　調査概要の検討②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の対象を整理する

第26回 【事前学修】　フィールド調査の方法を考える
【授業内容】　分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の方法を整理する

第27回 【事前学修】　調査計画と分析計画を立てる
【授業内容】　分析計画作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査計画と分析計画を整理する

第28回 【事前学修】　質問紙の質問項目を考える
【授業内容】　質問紙の検討（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の質問項目を決める

第29回 【事前学修】　パイロット調査の準備を行なう
【授業内容】　質問紙の作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の修正を行なう

第30回 【事前学修】　分析方法を再確認する
【授業内容】　データ分析について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析方法を決める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

現代社会における地域の福祉課題に関心を持ち、NPO など市民活動についての予備知識をつけておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会福祉及び NPO に関する科目、統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業の中でその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

人間情報学演習Ⅲ（比較文化・異文化交流に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

文化論・比較文化論の理論的・学説史的展開をふまえ、それらを重視しつつも抽象論に流れることなく、具体的な文化パ
タンや地域文化を対象とした実証的な比較研究を実施する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

履修者が関連学会で報告できるようになることに目標を置く。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究テーマの構想発表
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（1）
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（2）
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（3）
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（4）
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究をふまえての問題設定の練り直し
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査方法のガイダンス
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査手続きについて
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　聴き取り・インタビュー法について
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　収集したデータの整理記録について
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査の実施
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　補充調査
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（1）
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（2）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（3）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ解釈
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データの解釈
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の構成について
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の文体について
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の論理構成に関する検討
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の文章表現に関する検討
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の図表に関する検討
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の構成の再検討
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の注に関する検討
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の文章表現に関する再検討
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　結論部の再検討
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　まとめ：比較文化、異文化交流の展望と課題
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）、レポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

人間情報学演習Ⅲ（現代における地域構造の変容と地域問題に関
す
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

最近の研究の紹介とそれをめぐる討議を通した研究課題の理解、および予備調査

■講義内容■講義内容

参加者が輪番で最新の研究や自らの研究を紹介し、それをめぐって論評しあう。前期末に紹介された諸研究の相互比較を
行い、現代の地域問題とその探求方法の特徴についての理解を深める。後期は、研究テーマに沿って、実地の予備調査を
行いその成果を討議する。

■達成目標■達成目標

①最新の地域問題の捉え方についての理解を深め、研究能力を向上できるようになる。
②博士論文の作成に向けた研究調査計画を具体化できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自らの研究テーマを簡単に紹介できるように準備しておく
【授業内容】　自己紹介、演習の進め方と発表順の決定（以下は受講者 3 人の場合の例）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第１回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第２回 【事前学修】　第２回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第２回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第３回 【事前学修】　第３回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（2）　－オムニバス方式－（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第３回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第４回 【事前学修】　第４回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第４回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第５回 【事前学修】　第５回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第５回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第６回 【事前学修】　第６回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第６回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第７回 【事前学修】　第７回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第７回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第８回 【事前学修】　第８回講義前に教育の研究論文を１つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第８回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第９回 【事前学修】　第９回講義前に教育の研究論文を２つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第９回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第10回 【事前学修】　第10回講義前に教育の研究論文を３つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第10回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第11回 【事前学修】　第11回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第11回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第12回 【事前学修】　第12回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第12回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第13回 【事前学修】　第13回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第13回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第14回 【事前学修】　第14回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　紹介された課題に関する総合討論と前期のまとめ課題（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第14回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第15回 【事前学修】　第15回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　紹介された課題に関する総合討論と前期のまとめ課題（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第15回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第16回 【事前学修】　第16回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　受講者によるこれまでの研究・調査成果の発表（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第16回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第17回 【事前学修】　第17回講義前にExcel の四則演算ができるようにしてくる
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第17回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく
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第18回 【事前学修】　第17回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第18回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第19回 【事前学修】　第18回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第19回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第20回 【事前学修】　第19回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第20回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第21回 【事前学修】　第20回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第21回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第22回 【事前学修】　第21回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第22回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第23回 【事前学修】　第22回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第23回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第24回 【事前学修】　第23回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第24回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第25回 【事前学修】　第24回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第25回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第26回 【事前学修】　第25回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第26回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第27回 【事前学修】　第26回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第27回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第28回 【事前学修】　第27回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第28回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第29回 【事前学修】　第28回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第29回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第30回 【事前学修】　春休みの研究計画を作成してくる
【授業内容】　まとめをふまえた春休みの研究計画の討議（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　本講義の授業内容を各自の研究に役立てられるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の参加・発表状況（60％）、前・後期末のまとめ課題（各 40％）。
具体的にはルーブリックの形で提示し、内容について解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろから人文地理関連分野の関連雑誌に紹介される研究をサーチしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中で随時紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

発表は十分に調べて臨んでください。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

人間情報学演習Ⅳ（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムとしてのコミュニティに関する研究

■講義内容■講義内容

演習 III から論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文執筆の準備をさせる。

■達成目標■達成目標

演習 III から、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予
備審査に合格することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の再検討（1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の再検討（1）

第２回 【事前学修】　問題関心の再検討（2）
【授業内容】　前年度の演習 III に提出したレポートを学会投稿用に加筆修正
【事後学修】　問題関心の再検討（2）

第３回 【事前学修】　問題関心の再検討（3）
【授業内容】　論理構成の推敲
【事後学修】　問題関心の再検討（3）

第４回 【事前学修】　先行研究の再検討（1）
【授業内容】　文章表現の推敲
【事後学修】　先行研究の再検討（1）

第５回 【事前学修】　先行研究の再検討（2）
【授業内容】　図表、注の推敲
【事後学修】　先行研究の再検討（2）

第６回 【事前学修】　先行研究の再検討（3）
【授業内容】　先行研究との関連の再検討
【事後学修】　先行研究の再検討（3）

第７回 【事前学修】　学会報告準備（1）
【授業内容】　投稿論文内容の発表
【事後学修】　学会報告準備（1）

第８回 【事前学修】　学会報告準備（2）
【授業内容】　学会報告準備（1）
【事後学修】　学会報告準備（2）

第９回 【事前学修】　投稿論文の準備（1）
【授業内容】　学会報告準備（2）
【事後学修】　投稿論文の準備（1）

第10回 【事前学修】　投稿論文の準備（2）
【授業内容】　投稿論文の指摘箇所の整理と対策
【事後学修】　投稿論文の準備（2）

第11回 【事前学修】　投稿論文の準備（1）
【授業内容】　投稿論文の改稿（1）
【事後学修】　投稿論文の準備（1）

第12回 【事前学修】　博士論文の構想作成
【授業内容】　投稿論文の改稿（2）
【事後学修】　博士論文の構想作成

第13回 【事前学修】　章構成の作成
【授業内容】　博士論文の構想兼用
【事後学修】　章構成の作成

第14回 【事前学修】　方法手続きの確認
【授業内容】　章構成の検討
【事後学修】　方法手続きの確認

第15回 【事前学修】　調査データの拡充（1）
【授業内容】　方法手続きの確認
【事後学修】　調査データの拡充（1）

第16回 【事前学修】　調査データの拡充（2）
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　調査データの拡充（2）

第17回 【事前学修】　調査データの拡充（3）
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　調査データの拡充（3）

第18回 【事前学修】　調査データの拡充（4）
【授業内容】　調査データの拡充（3）
【事後学修】　調査データの拡充（4）
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第19回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（1）
【授業内容】　調査データの拡充（4）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（1）

第20回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（2）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（1）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（2）

第21回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（3）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（2）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（3）

第22回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（4）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（3）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（4）

第23回 【事前学修】　予備審査の心得
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（4）
【事後学修】　予備審査の心得

第24回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（1）
【授業内容】　予備審査の心得
【事後学修】　予備審査に向けての準備（1）

第25回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（2）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（1）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（2）

第26回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（3）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（2）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（3）

第27回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（4）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（3）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（4）

第28回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（5）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（4）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（5）

第29回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（6）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（5）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（6）

第30回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（7）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（6）
【事後学修】　論文構想の再検討

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐久間　政広、遠藤　尚、津上　誠、紺野　祐

人間情報学演習Ⅳ（コミュニティと地域文化に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅲを踏まえ、現地調査にもとづく論文作成の能力を向上させるために必要な事柄を教示する。

■達成目標■達成目標

これまでおこなってきた現地調査を中心とするデータ収集および分析をもとに論文作成の具体的な作業を実施することが
できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを丁寧にみておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（1）。
【授業内容】　先行研究の再検討（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（1）。

第４回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（2）。
【授業内容】　先行研究の再検討（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（2）。

第５回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（3）。
【授業内容】　先行研究の再検討（3）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（3）。

第６回 【事前学修】　データ収集方法に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　研究対象に関するデータ収集方法の再吟味（1）（佐久間）
【事後学修】　データ収集方法に関する再吟味の結果を確認しておく（1）。

第７回 【事前学修】　データ収集方法に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　研究対象に関するデータ収集方法の再吟味（2）（佐久間）
【事後学修】　データ収集方法に関する再吟味の結果を確認しておく（2）。

第８回 【事前学修】　資料批判に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　文書資料の批判（1）（佐久間）
【事後学修】　論文で使用する文書資料に関する扱い方を確認する（1）。

第９回 【事前学修】　資料批判に関する文献を読む（2）。
【授業内容】　文書資料の批判（2）（津上）
【事後学修】　論文で使用する文書資料に関する扱い方を確認する（2）。

第10回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（1）。
【授業内容】　統計データの分析（1）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（1）。

第11回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（2）。
【授業内容】　統計データの分析（2）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（2）。

第12回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（3）。
【授業内容】　統計データの分析（3）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（3）。

第13回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（1）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（1）。

第14回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（2）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（2）。

第15回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（3）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（3）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（3）。

第16回 【事前学修】　これまでの授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　中間的まとめ（津上）
【事後学修】　これまでの授業の要点を確認する。

第17回 【事前学修】　これまで作成した論文の論理展開を図式化しおく（1）。
【授業内容】　論理展開に関する検討（1）（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　論文の論理展開に関し必要な修正をおこなう（1）。

第18回 【事前学修】　これまで作成した論文の論理展開を図式化しおく（2）。
【授業内容】　論理展開に関する検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文の論理展開に関し必要な修正をおこなう（2）。
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第19回 【事前学修】　先行研究をもう一度収集し精読する（1）。
【授業内容】　先行研究との関連についての検討（1）（遠藤）
【事後学修】　論文論旨にとっての先行研究の位置づけを確認する（1）。

第20回 【事前学修】　先行研究をもう一度収集し精読する（2）。
【授業内容】　先行研究との関連についての検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文論旨にとっての先行研究の位置づけを確認する（2）。

第21回 【事前学修】　論文の構成を図式化しおく。
【授業内容】　論文の構成の検討（遠藤）
【事後学修】　論文の構成を確認する。

第22回 【事前学修】　論文においていずれの図表を使用するか案を考える（1）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（1）（遠藤）
【事後学修】　論文において使用する図表を完成させる（1）。

第23回 【事前学修】　論文においていずれの図表を使用するか案を考える（2）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文において使用する図表を完成させる（2）。

第24回 【事前学修】　引用文献のリストを作成しておく
【授業内容】　論文で言及する文献の検討（1）（遠藤）
【事後学修】　引用文献のリストを完成させる。

第25回 【事前学修】　参照文献のリストを作成する。
【授業内容】　論文で言及する文献の検討（2）（遠藤）
【事後学修】　参照文献のリストを完成させる。

第26回 【事前学修】　論文の各箇所に付す注について確認しておく。
【授業内容】　注の検討（遠藤）
【事後学修】　論文の注の修正をおこなう。

第27回 【事前学修】　発表のためのスライドを作成する（1）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（1）（佐久間）
【事後学修】　発表用スライドの修正をおこなう（1）。

第28回 【事前学修】　発表のためのスライドを作成する（2）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（2）（佐久間）
【事後学修】　発表用スライドの修正をおこなう（2）。

第29回 【事前学修】　最終的なデータチェックをおこなっておく。
【授業内容】　データの細部のチェック（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　必要なデータ修正をおこなう。

第30回 【事前学修】　授業内容を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業内容を振り返っておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。評価基準はルーブリック
の形で授業時に公開する。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組の視聴を通して現代社会における地域問題に関する知見を深めておくこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅳ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地域福祉を支える市民活動の現状と課題を分析する

■講義内容■講義内容

社会福祉を目的とする事業を経営するもの、活動を行うものとして NPO などの市民活動の課題を分析、評価するととも
に、博士論文作成のためのデータ分析の方法を検討する。

■達成目標■達成目標

地域で起きている人々の生活課題解決に向けたフォーマルセクターとインフォーマルのセクターの役割を理解するととも
に、研究論文作成に向けたデータ分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究論文の構想発表の準備をする
【授業内容】　授業に関するガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想を整理する

第２回 【事前学修】　研究論文の構想を修正する
【授業内容】　研究論文構想発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想のアドバイスを整理する

第３回 【事前学修】　研究論文の計画発表の準備をする
【授業内容】　研究計画発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画の構想をまとめる

第４回 【事前学修】　研究論文の動向を調べる
【授業内容】　研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の動向を整理する

第５回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読①
【授業内容】　先行研究のレビューと発表①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ①

第６回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読②
【授業内容】　先行研究のレビューと発表②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ②

第７回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読③
【授業内容】　先行研究のレビューと発表③（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ③

第８回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究のサーベイ
【授業内容】　事例研究①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関連する先行研究をまとめる①

第９回 【事前学修】　地域福祉に関連する先行研究の精読
【授業内容】　事例研究②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関連する先行研究をまとめる②

第10回 【事前学修】　NPO の活動の評価方法を考える
【授業内容】　NPO の活動と評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　NPO の活動の評価方法をまとめる

第11回 【事前学修】　NPO の活動の評価の事例を調べる
【授業内容】　評価手法の検討（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　NPO の活動を評価してみる

第12回 【事前学修】　行政機関の政策評価の手法を調べる
【授業内容】　政策評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　行政機関の政策評価の手法を研究にどう活かすかをまとめる

第13回 【事前学修】　ベンチマークと評価の関係性について調べる
【授業内容】　ベンチマークと評価の考え方（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　ベンチマークと評価の関係性についてまとめる

第14回 【事前学修】　情報公開の現状を調べる
【授業内容】　情報公開とアカウンタビリティ（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　情報公開の現状をまとめる

第15回 【事前学修】　自分の研究に用いる評価手法について検討する
【授業内容】　15 回のまとめとガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究に用いる評価手法をまとめる

第16回 【事前学修】　地域福祉計画について関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉計画に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる

第17回 【事前学修】　地域福祉活動計画に関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画と地域福祉活動計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉活動計画に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる

第18回 【事前学修】　地域福祉計画と政策評価に関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画と政策評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉計画と政策評価に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる
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第19回 【事前学修】　政策評価に関する先行研究を精読する
【授業内容】　政策評価の手法の事例研究①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　政策評価に関する先行研究から自分の研究の関連をまとめる

第20回 【事前学修】　政策評価に関する動向を調べる
【授業内容】　政策評価に関する事例発表②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　政策評価に関する動向から自分の研究の関連をまとめる

第21回 【事前学修】　博士論文の構想を考える
【授業内容】　博士論文の構想（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　博士論文の構想を、まとめる

第22回 【事前学修】　調査設計を行う
【授業内容】　調査設計（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査設計をまとめる

第23回 【事前学修】　データ収集の方法を検討する
【授業内容】　データ収集の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　データ収集の方法をまとめる

第24回 【事前学修】　分析方法を検討する
【授業内容】　分析計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析方法をまとめる

第25回 【事前学修】　予備審査に向けた準備①
【授業内容】　予備審査に向けて（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正①

第26回 【事前学修】　予備審査に向けた準備②
【授業内容】　予備審査への準備 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正②

第27回 【事前学修】　予備審査に向けた準備③
【授業内容】　予備審査への準備 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正③

第28回 【事前学修】　予備審査に向けた準備④
【授業内容】　予備審査への準備 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正④

第29回 【事前学修】　予備審査に向けた準備⑤
【授業内容】　予備審査への準備 4（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正⑤

第30回 【事前学修】　予備審査に向けたリハーサルの準備
【授業内容】　中間発表とまとめ（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けたリハーサルの修正

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地域福祉と市民活動に関心を持ち、論文作成に向けた先行研究のサーベイを十分にしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域福祉と NPO に関する科目及び統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業のなかでその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

人間情報学演習Ⅳ（比較文化・異文化交流に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅲから、論文を書く能力をアップさせ、博士論文の準備を整える。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

演習Ⅲから、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予備
審査に合格することを目指す。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　前年度の演習Ⅲに提出したレポートを学会投稿用に加筆修正
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論理構成の推敲
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること　－オムニバス方式－

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　文章表現の推敲
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　図表、注の推敲
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究との関連の再検討
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文内容の発表
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　学会報告準備（1）
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　学会報告準備（2）
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の指摘箇所の整理と対策
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の改稿（1）
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の改稿（2）
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文の構想
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　章構成の検討
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　方法手続きの確認
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（3）
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（4）
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（1）
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（2）
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（3）
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（4）
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査の心得
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（1）
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（2）
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（3）
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（4）
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（5）
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（6）
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）、レポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

人間情報学演習Ⅳ（現代における地域構造の変容と地域問題に関
す
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

博士論文の作成に向けた関連文献、データの分析、論点抽出

■講義内容■講義内容

関連文献と統計データの収集・分析・整理を進める。博士論文の論点を明確にする。この授業はオンデマンド授業として
行う。

■達成目標■達成目標

最新の地域問題の捉え方についての理解を深め、研究能力を向上させ、博士論文の作成に向けた研究調査計画を具体化で
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　各自の研究課題を明らかにしてくる
【授業内容】　演習Ⅲとその後の学習成果をふまえた演習の進め方の討議・決定（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第２回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第３回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第４回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第５回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第６回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第７回 【事前学修】　指定文献を読解してくる　－オムニバス方式－
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第８回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第９回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第10回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第11回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第12回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第13回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第14回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（7）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第15回 【事前学修】　前期のまとめをしてくる
【授業内容】　前期の成果の総括と残された課題の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第16回 【事前学修】　今後の研究の進め方について、明らかにしてくる
【授業内容】　その後の学習の深化をふまえた後期の進め方の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第17回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする
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第18回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第19回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第20回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第21回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第22回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第23回 【事前学修】　予備審査資料を作成してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第24回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第25回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第26回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第27回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第28回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第29回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（7）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第30回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　後期のまとめ、春休みに向けた研究計画の討議（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の参加・発表状況（60％）、前・後期末のまとめ課題（各40％）。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろから人文地理関連分野の関連雑誌に紹介される研究をサーチしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中で随時紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

討論には積極的に参加するよう、事前の準備を怠らないように。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

論文指導（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムとしてのコミュニティに関する研究

■講義内容■講義内容

演習 IV から論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文執筆の準備をさせる。

■達成目標■達成目標

予備審査で明らかになった不十分な箇所を克服しながら、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査
読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予備審査に合格することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の再確認（1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の再確認（1）

第２回 【事前学修】　問題関心の再確認（2）
【授業内容】　博士論文の具体例と備えるべき要件
【事後学修】　問題関心の再確認（2）

第３回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）

第４回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）

第５回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）

第６回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）

第７回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）

第８回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）

第９回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）

第10回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）

第11回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（1）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（1）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（1）

第12回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（2）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（2）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（2）

第13回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（3）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（3）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（3）

第14回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（4）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（4）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（4）

第15回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（5）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（5）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（5）

第16回 【事前学修】　調査データの拡充（1）
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　調査データの拡充（1）

第17回 【事前学修】　調査データの拡充（2）
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　調査データの拡充（2）

第18回 【事前学修】　関連文献の拡充（1）
【授業内容】　関連文献の拡充（1）
【事後学修】　関連文献の拡充（1）
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第19回 【事前学修】　関連文献の拡充（2）
【授業内容】　関連文献の拡充（2）
【事後学修】　関連文献の拡充（2）

第20回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）

第21回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）

第22回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）

第23回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）

第24回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）

第25回 【事前学修】　本審査に向けての準備（1）
【授業内容】　本審査に向けての準備（1）
【事後学修】　本審査に向けての準備（1）

第26回 【事前学修】　本審査に向けての準備（2）
【授業内容】　本審査に向けての準備（2）
【事後学修】　本審査に向けての準備（2）

第27回 【事前学修】　本審査に向けての準備（3）
【授業内容】　本審査に向けての準備（3）
【事後学修】　本審査に向けての準備（3）

第28回 【事前学修】　論文発表の準備（1）
【授業内容】　論文発表の指導（1）
【事後学修】　論文発表の準備（1）

第29回 【事前学修】　論文発表の準備（2）
【授業内容】　論文発表の指導（2）
【事後学修】　論文発表の準備（2）

第30回 【事前学修】　論文発表の準備（3）
【授業内容】　論文発表の指導（3）
【事後学修】　論文発表の準備（3）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1780 -



佐久間　政広、遠藤　尚、紺野　祐、津上　誠

論文指導（コミュニティと地域文化に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

コミュニティおよび地域文化に関する論文を作成するために必要な事項を教授する。

■達成目標■達成目標

コミュニティおよび地域文化に関連する事柄をテーマとした学術論文を作成できる。　－オムニバス方式－

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを丁寧にみておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス（佐久間）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　研究論文収集に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　先行研究の収集法（1）（佐久間）
【事後学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（1）。

第４回 【事前学修】　研究論文収集に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　先行研究の収集法（2）（佐久間）
【事後学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（2）。

第５回 【事前学修】　研究法に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　先行研究の検討法（1）（佐久間）
【事後学修】　研究法の検討結果を確認しておく（1）。

第６回 【事前学修】　研究法に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　先行研究の検討法（2）（佐久間）
【事後学修】　研究法の検討結果を確認しておく（2）。

第７回 【事前学修】　検討した先行研究をふまえて問題設定を再度検討しておく（1）。
【授業内容】　先行研究を踏まえた問題設定（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で検討した問題設定に関する議論を確認しておく（1）。

第８回 【事前学修】　検討した先行研究をふまえて問題設定を再度検討しておく（2）。
【授業内容】　先行研究を踏まえた問題設定（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で検討した問題設定に関する議論を確認しておく（2）。

第９回 【事前学修】　設定した問題を追究するために適切な調査方法を考えておく。
【授業内容】　調査方法に関するガイダンス（津上）
【事後学修】　授業で議論した調査方法について確認しておく。

第10回 【事前学修】　設定した問題を追及するために適切なデータ収集法を考えておく。
【授業内容】　データ収集に関するガイダンス（津上）
【事後学修】　授業で議論したデータ収集法について確認しておく。

第11回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく。
【授業内容】　現地調査の手法（1）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する。

第12回 【事前学修】　インタビュー手法を主題とした文献を読んでおく。
【授業内容】　現地調査の手法（2）（津上）
【事後学修】　インタビュー手法で得たデータの分析について確認しておく。

第13回 【事前学修】　これまで収集したデータの所在を確認しておく。
【授業内容】　収集したデータの管理について（津上）
【事後学修】　授業で検討したデータ管理法によって収集したデータを管理保管する。

第14回 【事前学修】　データ批判に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの批判的検討について（津上）
【事後学修】　収集したデータに関する批判をおこなう。

第15回 【事前学修】　データ分析を主題とした文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの分析方法について（津上）
【事後学修】　授業で確認したデータ分析の手法を用いてみる。

第16回 【事前学修】　データ解釈を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　データの解釈について（津上）
【事後学修】　自分の論文におけるデータ解釈を振り返ってみる。

第17回 【事前学修】　図表作成に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　図表作成の手法（1）（津上）
【事後学修】　授業で学んだことをもとにこれまで作成した図表の修正をおこなう（1）。

第18回 【事前学修】　図表作成に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　図表作成の手法（2）（遠藤）
【事後学修】　授業で学んだことをもとにこれまで作成した図表の修正をおこなう（2）。
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第19回 【事前学修】　研究論文の構成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文の構成について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の構成について検討をおこなう。

第20回 【事前学修】　学術論文の文章を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文の文体について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の文章について検討をおこなう。

第21回 【事前学修】　自分の論文の引用文献・参照文献のリストを見直しておく
【授業内容】　文献の引用について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の引用文献・参照文献のリストを修正しておく。

第22回 【事前学修】　自分の論文の注を読み返しておく。
【授業内容】　研究論文の注に関する検討（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の注の修正をおこなう。

第23回 【事前学修】　学術論文の文章を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　作成した論文の文体についての検討（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の文体について検討をおこなう。

第24回 【事前学修】　作成した図表を改めて確認しておく。
【授業内容】　作成した論文で使用する図表の検討（遠藤）
【事後学修】　図表に関して必要な修正をおこなう。

第25回 【事前学修】　論文の論理展開を図式化しておく。
【授業内容】　作成した論文の論理展開に関する再検討（遠藤）
【事後学修】　論理展開の関して必要な修正をおこなう。

第26回 【事前学修】　問題設定と結論が何であるかを確認しておく。
【授業内容】　問題設定と結論の対応に関する再検討（遠藤）
【事後学修】　設定された問題と結論が整合しているのかを確認する。

第27回 【事前学修】　論文の体裁全般に関して確認しておく。
【授業内容】　論文の体裁についての最終確認（佐久間）
【事後学修】　論文の体裁について必要な修正をおこなう。

第28回 【事前学修】　発表用資料のスライドを作成する。
【授業内容】　口頭発表資料の作成と検討（1）（佐久間）
【事後学修】　個々のスライドの内容に関して必要な修正をおこなう。

第29回 【事前学修】　発表用資料のスライドの順番について検討しておく
【授業内容】　口頭発表資料の作成と検討（2）（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　スライドの順番に関して必要な修正をおこなう。

第30回 【事前学修】　授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業の要点を確認しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。レポートは、コメントを
付して返却する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文作成には明敏な論理的思考力が必要とされるので、日常的に学術書および学術論文に親しむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

論文指導（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地域福祉を支える市民活動の現状と課題に関する研究

■講義内容■講義内容

地域福祉と福祉市民活動に関する論文の作成指導を行う。

■達成目標■達成目標

研究論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文の書き方の精読
【授業内容】　ガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の書き方の精読

第２回 【事前学修】　研究計画を立てる
【授業内容】　研究計画について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画を立てる

第３回 【事前学修】　研究計画の再考をする
【授業内容】　研究計画の発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　発表のアドバイスを整理する

第４回 【事前学修】　研究に関連する論文の精読
【授業内容】　関連する研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究に関連する論文の精読

第５回 【事前学修】　研究に関連する論文のサーベイ
【授業内容】　先行研究の検討（増子、大澤）
【事後学修】　研究に関連する先行研究の動向を整理

第６回 【事前学修】　研究に関連する論文収集
【授業内容】　先行研究の収集（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究収集方法の整理

第７回 【事前学修】　発表用先行研究の準備
【授業内容】　先行研究の発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究のまとめ

第８回 【事前学修】　研究に関連する論文の精読
【授業内容】　研究計画の再考（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画の再確認

第９回 【事前学修】　論文の章構成を考える
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする①

第10回 【事前学修】　研究に関連する論文の章構成の整理
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする②

第11回 【事前学修】　章構成を決める
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする③

第12回 【事前学修】　調査計画の再考をする
【授業内容】　調査計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査計画を修正する

第13回 【事前学修】　研究の仮設の設定
【授業内容】　調査票の設計方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究の仮設の見直し

第14回 【事前学修】　評価手法の検討
【授業内容】　評価手法の作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　評価手法の見直し

第15回 【事前学修】　予備調査の実施構想を立てる
【授業内容】　予備調査の実施（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備調査の実施構想の見直し

第16回 【事前学修】　質問紙の検討をする
【授業内容】　調査票の作成方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の見直し

第17回 【事前学修】　調査対象の検討
【授業内容】　調査の実施 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査対象の見直し

第18回 【事前学修】　調査方法の検討
【授業内容】　調査の実施 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査方法の見直し
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第19回 【事前学修】　調査の準備
【授業内容】　調査の実施 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査準備の決定

第20回 【事前学修】　分析計画を立てる
【授業内容】　データ分析 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析計画を立てる

第21回 【事前学修】　分析計画見直し
【授業内容】　データ分析 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析計画の見直し

第22回 【事前学修】　分析結果のまとめ方の検討
【授業内容】　データ分析 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析結果のまとめ方の見直し

第23回 【事前学修】　研究論文の構成を再検討する
【授業内容】　研究論文の構成の確定（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構成の修正

第24回 【事前学修】　課題の整理①
【授業内容】　執筆指導 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正①

第25回 【事前学修】　課題の整理②
【授業内容】　執筆指導 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正②

第26回 【事前学修】　課題の整理③
【授業内容】　執筆指導 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正③

第27回 【事前学修】　本審査のプロセス確認
【授業内容】　本審査に向けて 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　本審査準備の確認

第28回 【事前学修】　本審査に向けた課題の整理①
【授業内容】　本審査に向けて 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の準備

第29回 【事前学修】　発表に向けた課題の整理
【授業内容】　論文発表指導 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の見直し

第30回 【事前学修】　発表リハーサル
【授業内容】　論文発表指導 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の最終確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（90％）、レポート（10％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地域福祉と市民活動に関心を持ち、論文作成に向けた先行研究のサーベイを十分にしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域福祉と NPO に関する科目及び統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業のなかでその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

論文指導（比較文化・異文化交流に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅳから論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文完成をめざす。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

予備審査で明らかになった不十分な箇所を克服しながら、博士論文の完成を目指す。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文の具体例と備えるべき要件
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（1）
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（2）
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（3）
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（4）
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
　－オムニバス方式－
【授業内容】　上記作業の継続（5）
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（6）
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（7）
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（1）
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（2）
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（3）
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（4）
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（5）
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の拡充（1）
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の拡充（2）
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査に向けての準備（1）
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査に向けての準備（2）
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査の向けての準備（3）
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（1）
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（2）
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（3）
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

論文指導（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

研究テーマに応じた論文の作成指導

■講義内容■講義内容

研究テーマに応じた博士論文の作成指導を行う。

■達成目標■達成目標

研究論文を完成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回講義前に自らの研究テーマについての基本知見を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス、博士論文の要件の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第１回授業をふまえて、研究のテーマ設定を再検討してみる。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第２回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第３回 【事前学修】　第３回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第３回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第４回 【事前学修】　第４回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第４回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第５回 【事前学修】　第５回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第５回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第６回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第７回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第８回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第９回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に実地調査に適切な地区をどのように選べばよいか、検討してくる。
【授業内容】　対象地域内の実態調査地区の検出（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第10回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に実地調査に適切な地区を抽出してくる。
【授業内容】　対象地域内の実態調査地区の検出（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第11回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に対象地区の基本特性を整理してくる
【授業内容】　対象地域おける対象事象の関連研究の整理、調査方法の決定（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第12回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第13回 【事前学修】　第13回講義前に対象地区の基本特性を整理してくる
【授業内容】　対象地域おける対象事象の関連研究の整理、調査方法の決定（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第13回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第14回 【事前学修】　第14回講義前に調査事項・方法の案を考えてくる。
【授業内容】　現地調査の計画（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第14回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に調査事項・方法の案を考えてくる。
【授業内容】　現地調査の計画（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第15回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第16回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第17回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第18回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。
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第19回 【事前学修】　第19回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第19回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第20回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第21回 【事前学修】　第21回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第21回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第22回 【事前学修】　第22回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第22回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第23回 【事前学修】　第23回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第23回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第24回 【事前学修】　第24回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第24回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第25回 【事前学修】　第25回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第25回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に研究の発表準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第26回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に研究の発表準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第27回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第28回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第29回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　本授業の討議をふまえて、研究論文とその発表会の仕方を完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への参加態度20％、発表内容20％、研究論文の完成度60％。
具体的にはルーブリックの形で提示し、内容について解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から自らの研究の充実に向けた努力を怠らないこと。学会誌掲載論文の作成にも努力してください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

特になし。授業中で紹介。

■参考文献■参考文献

授業中で紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

人間情報学演習Ⅲ（行動情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

学生・教員間で、論文主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択、参考文献の選択など必要な基礎的問題
について、論議を重ねながら論文作成過程に関する指導を行う。基本的に心理学を中心に、専門の多少異なる複数教員に
よって指導する。

■達成目標■達成目標

①自らの研究主題に即して長期的な研究計画を見通せるようになる。
②長期的研究計画の中で行うべき実験の、実現可能性、優先順位、短期的計画等を自ら吟味できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　後期課程進学時に立案した研究計画をもとに、3 年間で何をどこまで明らかにするのかを確認し
ておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　修士課程までの研究内容を概観し、問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　これまでの研究の批判的吟味（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　修士課程までの研究内容をどの学会で発表し、論文化についても検討しておく。
【授業内容】　今後の研究の方向性の検討（1）（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回に受け取ったコメントをもとに今後の研究の方向について素案を作成しておく。
【授業内容】　今後の研究の方向性の検討（2）（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　長期的研究計画として D1 でどのような問題に焦点を当てるのかを考えておく。
【授業内容】　長期的研究計画の立案（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　長期的研究計画として D2 でどのような問題に焦点を当てるのかを考えておく。
【授業内容】　長期的研究計画の立案（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　短期的研究計画として、それぞれの学年で取り組む個別の問題の細分化された部分への取り組み
を考えておく。
【授業内容】　短期的研究計画の立案（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　当該研究テーマが注目されるきっかけとなった先行研究について、具体的に解説できるようにし
ておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　当該研究テーマの新たな展開をみせた先行研究について、具体的に解説できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　当該研究テーマの新たな展開をみせた先行研究の意義について、説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　D1 で取り組む問題に対して、有効な解決策を提供する実験計画を考えておく。
【授業内容】　実験計画の立案（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善された実験計画を複数提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　実験準備（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　実験準備の進捗状況を報告する準備をしておく。
【授業内容】　実験準備（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　実験準備の改善案を報告する準備をしておく。
【授業内容】　実験準備（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　実験準備の進捗状況と改善案をまとめ、夏季休業中に何をどこまで進めるかを報告する準備をし
ておく。
【授業内容】　実験準備（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　収集したデータ１について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第17回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析１を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第18回 【事前学修】　収集したデータ２について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析２を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　収集したデータ３について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析３を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　収集したデータ４について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析４を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　収集したデータ５について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析５を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　収集したデータ１をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　収集したデータ２をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　収集したデータ３をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　収集したデータ４をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　収集したデータ５をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学会発表などの確実な成果（40％）と、博士号取得に向けた研究としての新規性、論理性、体系性（60％）を評価する。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に新たに得た情報に基づいて、自らの研究を批判的に検討する姿勢を持ち続けること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

人間情報学演習Ⅲ（生理・運動機能に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

生理・運動機能に関する研究

■講義内容■講義内容

学生・教員間で、論文主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択、参考文献の選択など必要な基礎的問題
について論議を重ねながら論文作成過程に関する指導を行う。基本的にスポーツ科学の運動生理学を中心に、専門の異な
る複数教員によって指導する。

■達成目標■達成目標

①博士論文作成のための全般的な研究の進め方について理解できるようになる
②博士論文作成に向けて、研究テーマおよび研究計画の設定できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認しておくこと
【授業内容】　オリエンテーション（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第１回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第２回 【事前学修】　修士論文の紹介ができるようにしておくとともに研究の方向性について提示できるように準備す
ること
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第２回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第３回 【事前学修】　博士論文のテーマが示せるよう準備しておくこと
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第８回 【事前学修】　博士論文の構成を検討しておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決し－オムニバス方式－ておく
こと

第９回 【事前学修】　博士論文の課題について検討しておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第10回 【事前学修】　博士論文の課題について再検討をしておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第11回 【事前学修】　博士論文の課題の見直しをしておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第12回 【事前学修】　研究課題の仮説を検討しておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
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第13回 【事前学修】　研究課題の仮説の再検討をしておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第14回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法について考えておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第15回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法について再度考えておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第16回 【事前学修】　研究 1 の実施のための準備をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第17回 【事前学修】　研究 1 の実施のための予備実験をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、得られたデータの確認作業を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、得られたデータの再確認作業を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第24回 【事前学修】　データの整理を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第25回 【事前学修】　データの整理とともにデータの加工作業をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第26回 【事前学修】　研究 1 の目的と方法を作成しておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第27回 【事前学修】　研究 1 の目的に適した結果を提示できるようにしておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決しておくこと

第28回 【事前学修】　研究 1 の結果から考察を考えておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第29回 【事前学修】　研究 1 の結論が作成できるようにしておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第30回 【事前学修】　研究 1 の論文を完成させておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　研究 1 の論文の完成度を高めておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成状況（20％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（適応情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導

■講義内容■講義内容

院生・教員間で、研究主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択、参考文献の選択など、博士論文作成に必
要な基礎的問題について論議を重ねながら、論文作成過程に関する指導を行う。基本的に心理学を中心に、専門領域の多
少異なる複数教員によって指導する。なお、担当者1名（金井）は、病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざ
まな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1.　博士論文作成のための、全般的な研究の進め方について説明することができる。
2.　博士論文作成に向けて、各自の関心に応じた研究テーマや研究計画の設定など、基本的な部分を確定することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確定する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念を確定する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確定する。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確定する。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ分析を終了する。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、博士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（社会行動システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

社会行動システム研究上の基本的問題に関する指導

■講義内容■講義内容

院生・教員間で、研究主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択、参考文献の選択など、博士論文作成に必
要な基礎的問題について議論を重ねながら、論文作成過程に関する指導を行う。基本的に社会心理学を中心に、専門領域
の多少異なる複数教員に　－オムニバス方式－よって指導する。この授業は対面授業として行う（予定）。

■達成目標■達成目標

①博士論文作成のための、全般的な研究の進め方について理解し、実践することができる。
②博士論文作成に向けて、各自の関心に応じた研究テーマや研究計画の設定など、基本的な部分を確定する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確定する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念を確定する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確定する。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確定する。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、データ分析を終了する。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な分解読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の状況（20％）。これらの評価基準
はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、博士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

人間情報学演習Ⅳ（行動情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

博士論文の構成と内容の検討を中心に進める。全体の主張とその構成要素になる実証研究の関係、実証研究の進め方を討
議する。実証研究では学会での発表から投稿論文の作成へとつながるように、研究を進め、学位論文へと結実させる。

■達成目標■達成目標

①博士論文全体が独創性と論理性と体系性を有するように計画を立てられるようになる。
②学会発表とそこから論文を投稿できるように論文作成力を磨く。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　年間の学会日程を確認し、D2 での論文投稿の目標を立てて、年度計画の素案を作成しておく。
【授業内容】　年度計画（学会日程と論文投稿の目標など）の検討と確定（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文１と２を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（1）　－オムニバス方式－（櫻井・加藤・東海
林）
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文３と４を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文５と６を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文７と８を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文９と10を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文11と12を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究で、何が問題とされ、どこまで解明されているのかをまとめてお
く。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　当該研究テーマでは、何が未解明のまま残されているのかをまとめておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　学会発表の準備と、論文投稿の準備を並行して進めておく。
【授業内容】　学会発表の練習と投稿論文の構想（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　計画立案（1）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　計画立案（2）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　計画立案（3）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　計画立案（4）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　データ解析（1）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　データ解析（2）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第17回 【事前学修】　データ解析（3）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第18回 【事前学修】　データ解析（4）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　複数の実験結果をまとめて、D2 で論文化できる範囲を設定しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　D2 で論文化する範囲にあわせ、結果の体系化を考えておく。
【授業内容】　データの収集と解析（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　D1 と D2 での研究進展状況をまとめて、個々の論文化の状況と博士論文の概要（案）を作成して
おく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　投稿準備（1）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　投稿準備（2）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　投稿準備（3）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　投稿準備（4）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　投稿準備（5）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　投稿準備（6）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　投稿準備（7）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　投稿準備（8）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　投稿準備（9）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

投稿論文の進展状況（100％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

人間情報学演習Ⅳ（生理・運動機能に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

生理・運動機能に関する研究

■講義内容■講義内容

院生と教員の間で、博士論文の作成に向けた運動生理学的研究の進め方について論議を行い、院生が実施したデータの収
集、処理、論文作成などについて、スポーツ科学を中心とした関連領域の複数教員により綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

①論文作成のための研究を実施できるようになる
②上記研究に基づいて論文を作成し、学会誌等への投稿論文を準備できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認しておくこと
【授業内容】　オリエンテーション（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　研究 2 を進めるための計画を検討すること

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、今年度の作業計画を検討しておくこと
【授業内容】　院生による前年度までの進捗状況、および今年度の作業計画の報告（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　今年度の作業計画を再検討すること

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決し－
オムニバス方式－ておくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第８回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第15回 【事前学修】　投稿規程を確認し形式に十分注意し執筆作業をしておくこと
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第16回 【事前学修】　今後の作業計画の再検討をしておくこと
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（1）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（2）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（3）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（4）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（5）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（6）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（7）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（8）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（9）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
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第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第27回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（13）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（14）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第30回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成状況（20％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（適応情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

実証研究の実施に関する指導

■講義内容■講義内容

院生と教員の間で、博士論文の作成に向けた実証的研究の進め方について論議を行い、院生が実施したデータの収集、処
理、論文作成などについて、心理学を中心とした関連領域の複数教員により、綿密な指導を行う。なお、担当者1名（金
井）は、病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざまな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授
業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1．論文作成のための研究を実施することができる。
2．上記研究に基づいて論文を作成し、学会誌等への投稿論文を準備することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの進捗状況、および今年度の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後1年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、研究課題（研究2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ分析を終了する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。
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第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（1）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（2）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（3）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（4）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（5）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（6）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（7）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（8）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（9）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。
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第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実証研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（社会行動システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

社会的行動システムの実証研究の実施に関する指導

■講義内容■講義内容

院生と教員間で、博士論文の作成に向けた実証的研究の進め方についての議論を行い、院生が実施したデータの収集、処
理、論文作成などについて社会心理学を中心とした関連領域の複数の教員により、綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

①論文作成のための研究を実施できる。
②上記研究に基づいて論文を作成、学会誌等への投稿論文を準備できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの研究の進捗状況、今年度計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ分析を終了する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。　－オムニバス方式－
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（1）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（2）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（3）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（4）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（5）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（6）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（7）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（8）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（9）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実証研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（20％）。これらの評価基準はルー
ブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が博士論文作成に積極的に関わる準備をして、作業を進めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

論文指導（行動情報処理システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

人間と情報のかかわりに関する基礎から応用までの広い分野を見通しながら、博士論文の構成と内容を検討し、学位論文
に値する独創的、論理的、体系的な研究論文を仕上げる。

■達成目標■達成目標

①博士論文を完成させられるようになる。
②博士論文の独創性と論理性と体系性を練り上げられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　D2 までの研究進展状況をまとめ、予備審査に備えて博士論文の素案を作成しておく。
【授業内容】　年度計画と博士論文の具体例と備えるべき要件（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　予備審査で指摘された事項を整理し、改善案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第２回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、全体の論理構成を見直して対案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、導入部分の見直しをして修正案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、文献研究の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を確認し
ておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　第５回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　第６回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　第７回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　第８回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、実験研究の方法までの不足部分をリストアップし、補足すべき内
容を確認しておく。　－オムニバス方式－
【授業内容】　予備審査での指摘事項が改善されたかの再検討（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　第10回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　第11回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　第12回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　第13回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　実験部分までの新たな構成案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、実験研究の結果の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を
確認しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第17回 【事前学修】　第16回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第18回 【事前学修】　第17回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　第18回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　第19回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、考察の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を確認してお
く。
【授業内容】　論文の発表の指導（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　第21回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　第22回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　第23回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　第24回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　博士論文を完成させて、論文提出の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　博士論文に添える他の書類の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　博士論文を完成させて、口頭試問の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　口頭試問で受けたコメントへの対応を行ない、博士論文に最後の修正を加えておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　博士号取得後の行動計画について報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学位論文の評価（100％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

論文指導（生理・運動機能に関する研究）　－オムニバス方式－
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の運動実施による生理的適応に関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位論文の完成を目指して、
論文の枠組み、理論構成、データの収集・整理などについて、スポーツ科学を中心とした関連領域の複数教員により綿密
な指導を行う。

■達成目標■達成目標

博士論文を完成させられるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今年度のスケジュールを確認し計画を明確にしておくこと
【授業内容】　ガイダンス（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第２回 【事前学修】　博士論文の提出までの日程・必要要件等の確認をおこない、提出までのスケジュールを明確にし
ておくこと
【授業内容】　博士論文の提出までの日程・必要要件等の確認（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第２回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第３回 【事前学修】　博士論文の作成にあたり問題点を整理しておくこと
【授業内容】　学生の論文作成に関する進捗状況の確認と今後の展望（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（1）－オムニバス方式－（千葉・坂本・岡
﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第８回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
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第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第27回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第27回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第28回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第29回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第30回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第30回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

議論への参加状況（30％）、研究論文の完成度（70％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から院生自身が積極的に作業を進めていること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

論文指導（適応情報処理システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の心理的適応に関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位論文の完成を目指して、論文の枠組み、
理論構成、実証データの収集やデータの整理などについて、院生と論議を重ねながら、心理学を中心とした関連領域の複
数教員により綿密な指導を行う。
なお、1名の担当者（金井）は、ともに病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざまな相談機関における心理学
的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

質の高い博士論文を完成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文提出に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　院生による、前年度までの進捗状況および今年度の展望についての報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　博士論文提出までの日程・必要要件等の確認と検討（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業日程を確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（20％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（60％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

論文指導（社会行動システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

社会的行動システム領域の博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の社会的行動システムに関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位　－オムニバス方式－論文の完
成を目指して、論文の枠組み、理論構成、実証データの収集やデータの整理と処理について、社会心理学を中心とした関
連領域の複数教員により、綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

社会行動システム領域における質の高い博士論文を完成させられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文提出に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの作業進捗状況、および今年度の展望についての報告（福野・萩原・金
井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　博士論文提出までの日程、必要要検討の確認と検討（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業日程を確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（1）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（2）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（3）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（4）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（5）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（6）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（7）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（20％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（60％）。これらの評価基準
はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が博士論文作成のために積極的な態度で作業を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

コンピュータにおけるユーザインターフェース

■講義内容■講義内容

障害者にも健常者にとっても利用しやすいユニバーサルデザインとしてコンピュータの利用方法について考察をすすめて
いく。
問題点を明らかにするための実験的な方法などについて、体系的に体得した上で、問題点を解消する具体的な方法につい
て、過去の報告も参考にしながら、解析をすすめる。

■達成目標■達成目標

ユニバーサルデザインの観点からユーザインターフェースの問題点を明らかにすることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　概要の調査
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　スケジュールの確認、作成

第２回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（1）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（1）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（1）結果のまとめ

第３回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（2）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（2）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（2）結果のまとめ

第４回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（3）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（3）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（3）結果のまとめ

第５回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（4）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（4）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（4）結果のまとめ

第６回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（5）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（5）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（5）結果のまとめ

第７回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（6）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（6）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（6）結果のまとめ

第８回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（7）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（7）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（7）結果のまとめ

第９回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（8）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（8）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（8）結果のまとめ

第10回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（9）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（9）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（9）結果のまとめ

第11回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（10）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（10）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（10）結果のまとめ

第12回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（11）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（11）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（11）結果のまとめ

第13回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（12）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（12）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（12）結果のまとめ

第14回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（13）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（13）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（13）結果のまとめ

第15回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（14）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（14）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（14）結果のまとめ

第16回 【事前学修】　モデル作成と解析（1）概念の整理
【授業内容】　モデル作成と解析（1）
【事後学修】　モデル作成と解析（1）概念の整理、結果のまとめ

第17回 【事前学修】　モデル作成と解析（2）要求仕様の概要
【授業内容】　モデル作成と解析（2）
【事後学修】　モデル作成と解析（2）要求仕様の概要、結果のまとめ
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第18回 【事前学修】　モデル作成と解析（3）要求仕様の整理
【授業内容】　モデル作成と解析（3）
【事後学修】　モデル作成と解析（3）要求仕様の整理、結果のまとめ

第19回 【事前学修】　モデル作成と解析（4）プロトタイプ設計
【授業内容】　モデル作成と解析（4）
【事後学修】　モデル作成と解析（4）プロトタイプ設計、結果のまとめ

第20回 【事前学修】　モデル作成と解析（5）プロトタイプ完成
【授業内容】　モデル作成と解析（5）
【事後学修】　モデル作成と解析（5）プロトタイプ完成、結果のまとめ

第21回 【事前学修】　モデル作成と解析（6）反省、修正点の確認
【授業内容】　モデル作成と解析（6）
【事後学修】　モデル作成と解析（6）反省、修正点の確認、結果のまとめ

第22回 【事前学修】　モデル作成と解析（7）完成版にむけて
【授業内容】　モデル作成と解析（7）
【事後学修】　モデル作成と解析（7）完成版にむけて、結果のまとめ

第23回 【事前学修】　モデル作成と解析（8）中間報告
【授業内容】　モデル作成と解析（8）
【事後学修】　モデル作成と解析（8）中間報告、結果のまとめ

第24回 【事前学修】　モデル作成と解析（9）修正、改良
【授業内容】　モデル作成と解析（9）
【事後学修】　モデル作成と解析（9）修正、改良、結果のまとめ

第25回 【事前学修】　モデル作成と解析（10）完成版
【授業内容】　モデル作成と解析（10）
【事後学修】　モデル作成と解析（10）完成版、結果のまとめ

第26回 【事前学修】　レポート作成および検討（1）
【授業内容】　レポート作成および検討（1）
【事後学修】　レポート作成および検討（1）反省点、修正点のまとめ

第27回 【事前学修】　レポート作成および検討（2）
【授業内容】　レポート作成および検討（2）
【事後学修】　レポート作成および検討（2）反省点、修正点のまとめ

第28回 【事前学修】　レポート作成および検討（3）
【授業内容】　レポート作成および検討（3）
【事後学修】　レポート作成および検討（3）修正点、改良のまとめ

第29回 【事前学修】　レポート作成および検討（4）
【授業内容】　レポート作成および検討（4）
【事後学修】　レポート作成および検討（4）反省点、改良のまとめ

第30回 【事前学修】　レポート作成および検討（5）
【授業内容】　レポート作成および検討（5）
【事後学修】　レポート作成および検討（5）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートによる（80％）、平常点（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する論文の講読を通して、この分野におけるこの分野の研究課題と
研究方法を指導する

■講義内容■講義内容

ニューロンの分子生物学と生理学、ネットワークモデルについての最新の論文の講読、感覚情報の処理のモデル、脳内で
分散している情報が統合される機構について、各種のモデルの学習を行う。研究テーマの研究指導を行う。

■達成目標■達成目標

ニューロンの分子生物学と生理学、ネットワークモデルの基礎を元に感覚情報と先行経験が統合され行動に結びつく過程
について、実験結果や論文についての考察、議論する素養を涵養することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（4）
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること　－オムニバス方式－
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（1）
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オ
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

自然現象に見られる複雑系の理解

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法に関する論文や形態形成に関連した複雑系の科学分野の論文の講読を行い、さらにコ
ンピュータモデル化の研究の進め方を指導する。実験結果の時系列に関する論文講読と研究を指導する。微分方程式を用
いた複雑系のモデル化についての研究と論文講読を指導する。

■達成目標■達成目標

自然現象の中に複雑系を見出し、解析しモデル化する手法を修得し、活用できるようになる。また複雑系全般について考
察し議論する素養をもつことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　先行研究事例検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　先行研究事例検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　先行研究事例検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　先行研究事例検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（4）　－オムニバス方式－
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　先行研究事例検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　先行研究事例検討（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　先行研究事例検討（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　先行研究事例検討（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　先行研究事例検討（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第18回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第19回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（10）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（11）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（12）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（13）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（14）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（15）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　レポートの検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　レポートの検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　レポートの検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　レポートの検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地表環境の変遷とその形成要因に関する研
究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害発生のメカニズムならびに自然条件の評価に基づく地域の自然環境の成立と維持機
構の分析

■講義内容■講義内容

演習題目に沿って、各自の研究課題の遂行に資する一連の演習を行い、博士論文の作成を支援する。GIS、様々な画像情
報、統計資料などの既存情報と自らが獲得した調査データを組み合わせて、一連の分析を行い、さらに現地調査を実施し
てデータの完璧を期し、成果を学会などで発表することで、博士論文作成の一助とする。受講生の設定するテーマによっ
ては野外調査が必須となる。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（調査研究動向について）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究動向について）

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（調査・研究の課題について）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査・研究の課題について）

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　修士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（web調査）
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために。先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（図書館など）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（論文整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（分析編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分析編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（研究報告書整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（論理的思考）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（論理的思考）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。（画像処理）
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。（GIS データ）
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。
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第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。

第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　成果報告会の実施。（栁澤、伊藤）
【事後学修】　成果発表が成功する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。基本的な評価基準はルーブリックの形
で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

バーチャル化・グローバル化された情報が氾濫する時代にあって、事例地域（フィールド）における体験的・学際的な学
びを重視して、「私たちの社会・暮らし・生命の基盤を構成する自然環境とどのように接するべきか」探求する。なお、
この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の理論や手法に基づいて、地域の自
然環境と人間活動を合理的に調査・解析・評価・予見し、地域づくりに反映させてゆくスキルを、体験・実践を通じて、
身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバス、およびこれまでの研究活動の中で感銘を受けた文献に目を通してくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス（平吹、目代）
【事後学修】　授業をふりかえり、研究デザインを構想する。

第２回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 1」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案（1）先行研究 1（平吹、目代）
【事後学修】　研究デザインを明確化する。

第３回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 2」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案（2）先行研究 2（平吹、目代）
【事後学修】　研究デザインをさらに明確化する。

第４回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　第４回授業の調査内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　第５回授業の調査内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　議論と予察調査を踏まえて、研究デザインを明確にしてくる。
【授業内容】　総括 1：研究デザインの確定（1）議論 1（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを構築する。

第７回 【事前学修】　議論と予察調査を踏まえて、研究デザインをさらに明確にしてくる。
【授業内容】　総括 1：研究デザインの確定（2）議論 2（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインをさらに構築する。

第８回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、種々の統計データを収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（1）統計資料（平吹、目代）
【事後学修】　第８回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第９回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、自然科学領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（2）自然科学領域（平吹、目代）
【事後学修】　第９回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第10回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、人文社会領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（3）人文社会領域（平吹、目代）
【事後学修】　第10回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第11回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、研究デザインを完成させてくる。
【授業内容】　総括 2：事例地域の特性把握および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第11回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第12回 【事前学修】　調査事例地域の特性や調査手順を踏まえて、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　踏査準備を再確認する。

第13回 【事前学修】　調査事例地域の特性や調査手順を踏まえて、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　インタビュー準備を再確認する。

第14回 【事前学修】　調査の手順と準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（1）課題 1（平吹、目代）
【事後学修】　第14回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第14回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（2）課題 2（平吹、目代）
【事後学修】　第15回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　第15回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（3）課題 3（平吹、目代）
【事後学修】　第16回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　第16回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（4）課題 4（平吹、目代）
【事後学修】　第17回授業に基づいて、調査内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　踏査結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　第18回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　インタビュー結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　第19回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　調査結果を解析・総括してくる。
【授業内容】　総括 3：現地調査結果の検討および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第20回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、ESD 実践活動について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（1）シナリオ構築（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のシナリオを確認する。

第22回 【事前学修】　ESD 実践活動で使用する教材について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（2）資料等作成（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の教材を確認する。

第23回 【事前学修】　ESD 実践活動リハーサルの準備を整える。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（3）リハーサル（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のリハーサルをふりかえり、改善する。

第24回 【事前学修】　ESD 実践活動の準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域における実践（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動をまとめる。

第25回 【事前学修】　ESD 実践活動の結果をまとめてくる。
【授業内容】　総括 4：事例地域における実践の評価（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の評価を整理する。

第26回 【事前学修】　授業全体をふりかえり、分析・総括してくる。
【授業内容】　授業全体のふりかえり・総括（平吹、目代）
【事後学修】　授業全体を総括する。

第27回 【事前学修】　小論文の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　小論文の作成（1）前半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の作成に取り組む。

第28回 【事前学修】　小論文の作成を進める。
【授業内容】　小論文の作成（2）後半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文を仕上げる。

第29回 【事前学修】　小論文の評価に向けて準備してくる。
【授業内容】　総括 5：小論文の評価（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の評価を整理し、微修正する。

第30回 【事前学修】　学修成果の公開に向けて準備してくる。
【授業内容】　学修成果の公表：事例地域への報告とインターネット公開（平吹、目代）
【事後学修】　成果公開に向けて対応する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の70％; 毎回の授業における課題発表や調査・実践活動、発言の①主体性・積極性、②論理
展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)小論文（総点の30％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書
式・体裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や小論文に対しては、コメントを添えてフィードバックす
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに体得した知識や技法を統合し、事例地域で調査・実践を進めることから、専門的な議論と地域活動（フィール
ドワーク）を遂行しうる体制を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

コンピュータにおけるユーザインターフェースの実現

■講義内容■講義内容

障害者などのコンピュータ利用における弱者における、コンピュータ利用上の諸問題を実践的に検証し、コンピュータ利
用におけるユニバーサルデザインの方向、実現方法を、理論的、実践的に検証する。

■達成目標■達成目標

ユニバーサルデザインにもとづくユーザインターフェースが実現できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　構想の妄想
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　まとめ

第２回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）、結果の整理

第３回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）、結果の整理

第４回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）、結果の整理

第５回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）、結果の整理

第６回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）、結果の整理

第７回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）、結果の整理

第８回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）、結果の整理

第９回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）、結果の整理

第10回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）、結果の整理

第11回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（1）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（1）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（1）、結果の整理

第12回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（2）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（2）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（2）、結果の整理

第13回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（3）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（3）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（3）、結果の整理

第14回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（4）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（4）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（4）、結果の整理

第15回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（5）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（5）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（5）、結果の整理

第16回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（6）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（6）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（6）、結果の整理

第17回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（7）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（7）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（7）、結果の整理

第18回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（8）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（8）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（8）、結果の整理
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第19回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（9）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（9）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（9）、結果の整理

第20回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（10）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（10）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（10）、結果の整理

第21回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（11）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（11）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（11）、結果の整理

第22回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）、結果の整理

第23回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）、結果の整理

第24回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）、結果の整理

第25回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）、結果の整理

第26回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（1）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（1）、結果の整理

第27回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（2）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（2）、結果の整理

第28回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（3）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（3）、結果の整理

第29回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（4）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（4）、結果の整理

第30回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（5）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（5）、結果の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実現システムによる（80％）、平常点（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する論文の講読を通して、この分野におけるこの分野の研究課題と
研究方法を指導する

■講義内容■講義内容

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究課題を、論文の講読、実験、データの整理などを通して、
この分野における学術雑誌への投稿と予備審査の準備を　－オムニバス方式－指導する。

■達成目標■達成目標

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究を主体的に計画し、実験データの評価や、論文の作成が行
うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（1）
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（2）
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（3）
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（4）
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（5）
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（6）
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（7）
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（8）
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（9）
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（1）
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（2）
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（3）
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（4）
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（5）
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（6）
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（7）
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（8）
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（9）
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（10）
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（6）
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（7）
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（8）
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（9）
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（10）
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オ
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

自然現象に見られる複雑系の理解

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法に関する論文や形態形成に関連した複雑系の科学分野の論文の講読を行い、さらにコ
ンピュータモデル化の研究の進め方を指導する。実験結果の時系列に関する論文講読と研究を指導する。微分方程式を用
いた複雑系のモデル化についての研究と論文講読を指導する。

■達成目標■達成目標

自然現象の中に複雑系を見出し、解析しモデル化する手法を修得し、活用できるようになる。また複雑系全般について考
察し議論する素養をもつことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　先行研究事例検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　先行研究事例検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　先行研究事例検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　先行研究事例検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（4）
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　先行研究事例検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　先行研究事例検討（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　先行研究事例検討（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　先行研究事例検討（8）に関する資料を精読する。　－オムニバス方式－
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　先行研究事例検討（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第18回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第19回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（10）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（11）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（12）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（13）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（14）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（15）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　レポートの検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　レポートの検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　レポートの検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　レポートの検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地表環境の変遷とその形成要因に関する研
究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害発生のメカニズムならびに自然条件の評価に基づく地域の自然環境の成立と維持機
構の分析

■講義内容■講義内容

演習題目に沿って、各自の研究課題の遂行に資する一連の演習を行い、博士論文の作成を支援する。GIS、様々な画像情
報、統計資料などの既存情報と自らが獲得した調査データを組み合わせて、一連の分析を行い、さらに現地調査を実施し
てデータの完璧を期し、成果を学会などで発表することで、博士論文の作成に見通しがつく。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（web調査）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究動向について）

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（図書館など）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究の課題について）

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　修士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（web調査）
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために。先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（図書館など）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（論文整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（分析編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分析編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（研究報告書）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（論理的思考）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（論理的思考）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。（画像処理）
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。（GIS データ）
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～ 3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。

第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。
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第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　修士論文報告会の実施。（栁澤、伊藤）
【事後学修】　修士論文発表が成功する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。基本的な評価基準については授業で
ルーブリックの形式で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

バーチャル化・グローバル化された情報が氾濫する中、事例地域（フィールド）における体験的・学際的な学びを重視し
て、「私たちの社会・暮らし・生命の基盤を構成する自然環境とどのように接するべきか」、さらに深く探求する。な
お、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の理論や手法に基づいて、地域の自
然環境と人間活動を合理的に調査・解析・評価・予見し、地域づくりに反映させてゆくスキルを、体験・実践を通じて、
より深いレベルで身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、研究テーマや調査事例地域を構想してくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス（平吹、目代）
【事後学修】　研究テーマや調査事例地域をさらに鮮明化する。

第２回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅲの学習内容を総括してくる。
【授業内容】　人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）の振り返り（平吹、目代）
【事後学修】　景観生態学と環境教育（ESD）の視点と手法をふりかえる。

第３回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 1」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案 (1) 先行研究 1（平吹、目代）
【事後学修】　第３回授業の検討に基づいて、研究デザインを構築する。

第４回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 2」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案 (2) 先行研究 2（平吹、目代）
【事後学修】　第４回授業の検討に基づいて、研究デザインを構築する。

第５回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案 (1) 踏査（平吹、目代）
【事後学修】　予察調査の結果に基づいて、研究デザインを構築する。

第６回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案 (2) インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　予察調査の結果に基づいて、研究デザインを確立する。

第７回 【事前学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを明確にしてくる。
【授業内容】　総括　1：研究デザインの確定（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを構築する。

第８回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、種々の統計データを収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (1) 統計資料（平吹、目代）
【事後学修】　第８回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第９回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、自然科学領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (2) 自然科学領域（平吹、目代）
【事後学修】　第９回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第10回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、人文社会領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (3) 人文社会領域（平吹、目代）
【事後学修】　第10回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第11回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、研究デザインを完成させてくる。
【授業内容】　総括 2：事例地域の特性把握および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第11回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第12回 【事前学修】　調査デザインを踏まえて、調査準備を構想してくる。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（平吹、目代）
【事後学修】　調査準備を再確認する。

第13回 【事前学修】　調査の手順と準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (1) 課題 1（平吹、目代）
【事後学修】　第13回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第13回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (2) 課題 2（平吹、目代）
【事後学修】　第14回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第14回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (3) 課題 3（平吹、目代）
【事後学修】　第15回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　踏査結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ (1) 踏査（平吹、目代）
【事後学修】　踏査結果をまとめる。

第17回 【事前学修】　インタビュー結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ (2) インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　インタビュー結果をまとめる。
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第18回 【事前学修】　調査結果を解析・総括してくる。
【授業内容】　総括　3：現地調査結果の検討（平吹、目代）
【事後学修】　調査を総括する。

第19回 【事前学修】　第18回授業までの取り組みを総括し、研究デザインを再検討してくる。
【授業内容】　総括　3：研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第20回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、ESD 実践活動について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (1) シナリオ構築（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のシナリオを確認する。

第21回 【事前学修】　ESD 実践活動で使用する教材について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (2) 資料等作成（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の教材を確認する。

第22回 【事前学修】　ESD 実践活動リハーサルの準備を整える。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (3) リハーサル（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のリハーサルをふりかえり、改善する。

第23回 【事前学修】　ESD 実践活動の準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域における実践（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動を総括する。

第24回 【事前学修】　ESD 実践活動の結果をまとめてくる。
【授業内容】　総括　4：事例地域における実践の評価（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の評価を整理する。

第25回 【事前学修】　授業全体をふりかえり、分析・総括してくる。
【授業内容】　授業全体のふりかえり・総括（平吹、目代）
【事後学修】　授業全体を総括する。

第26回 【事前学修】　小論文の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　小論文の作成（1）前半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の骨組みをつくる。

第27回 【事前学修】　小論文の作成を進める。
【授業内容】　小論文の作成（2）後半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文に肉付けする。

第28回 【事前学修】　小論文を充実させる。
【授業内容】　小論文の作成（3）全体（平吹、目代）
【事後学修】　小論文を仕上げる。

第29回 【事前学修】　小論文の評価に向けて準備してくる。
【授業内容】　総括　5：小論文の評価（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の評価を整理し、微修正する。

第30回 【事前学修】　学修成果の公開に向けて準備してくる。
【授業内容】　学修成果の公表：事例地域への報告とインターネット公開（平吹、目代）
【事後学修】　成果公開に向けて対応する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の70％; 毎回の授業における課題発表や調査・実践活動、発言の①主体性・積極性、②論理
展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)小論文（総点の30％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書
式・体裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や小論文に対しては、コメントを添えてフィードバックす
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに体得した知識や技法を統合し、事例地域で調査・実践を進めることから、専門的な議論と地域活動（フィール
ドワーク）を遂行しうる体制を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）　－オム
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

ユニバーサルデザインにもとづくシステムの実現

■講義内容■講義内容

コンピュータ利用におけるユニバーサルデザインの方向を具体化させ、実証的に検討を加える。問題設定、問題解決方法
の解析、問題解決の具体化、具体化の客観的評価を行い、その過程のなかで論文作成の指導を行う。

■達成目標■達成目標

システムの実現、評価、検証ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　予備審査の反省
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　結果の整理

第２回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）結果の整理

第３回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）結果の整理

第４回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）結果の整理

第５回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）結果の整理

第６回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）結果の整理

第７回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）結果の整理

第８回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）結果の整理

第９回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）結果の整理

第10回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）結果の整理

第11回 【事前学修】　実地テスト及び改良（1）
【授業内容】　実地テスト及び改良（1）
【事後学修】　実地テスト及び改良（1）

第12回 【事前学修】　実地テスト及び改良（2）
【授業内容】　実地テスト及び改良（2）
【事後学修】　実地テスト及び改良（2）

第13回 【事前学修】　実地テスト及び改良（3）
【授業内容】　実地テスト及び改良（3）
【事後学修】　実地テスト及び改良（3）

第14回 【事前学修】　実地テスト及び改良（4）
【授業内容】　実地テスト及び改良（4）
【事後学修】　実地テスト及び改良（4）結果の整理

第15回 【事前学修】　実地テスト及び改良（5）
【授業内容】　実地テスト及び改良（5）
【事後学修】　実地テスト及び改良（5）

第16回 【事前学修】　実地テスト及び改良（6）
【授業内容】　実地テスト及び改良（6）
【事後学修】　実地テスト及び改良（6）

第17回 【事前学修】　実地テスト及び改良（7）
【授業内容】　実地テスト及び改良（7）
【事後学修】　実地テスト及び改良（7）

第18回 【事前学修】　実地テスト及び改良（8）
【授業内容】　実地テスト及び改良（8）
【事後学修】　実地テスト及び改良（8）結果の整理
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第19回 【事前学修】　実地テスト及び改良（9）
【授業内容】　実地テスト及び改良（9）
【事後学修】　実地テスト及び改良（9）結果の整理

第20回 【事前学修】　実地テスト及び改良（10）
【授業内容】　実地テスト及び改良（10）
【事後学修】　実地テスト及び改良（10）結果の整理

第21回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（1）
【授業内容】　論文作成（1）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（1）結果の整理

第22回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（2）
【授業内容】　論文作成（2）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（2）結果の整理

第23回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（3）
【授業内容】　論文作成（3）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（3）結果の整理

第24回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（4）
【授業内容】　論文作成（4）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（4）結果の整理

第25回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（5）
【授業内容】　論文作成（5）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（5）結果の整理

第26回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（6）
【授業内容】　論文作成（6）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（6）結果の整理

第27回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（7）
【授業内容】　論文作成（7）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（7）結果の整理

第28回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（8）
【授業内容】　論文作成（8）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（8）結果の整理

第29回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（9）
【授業内容】　論文作成（9）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（9）結果の整理

第30回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（10）
【授業内容】　論文作成（10）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（10）結果の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実現システムの評価、検証による。（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み,予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

論文指導（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス方式－
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

高次神経機能における情報処理機構の解明

■講義内容■講義内容

動物の高次神経機能、とりわけ脳における情報処理機構の解明は情報システムとしての人間の行動を理解するためにきわ
めて重要である。ここでは、神経生理学と情報科学の双方の観点から、システムとしての高次神経の機能制御およびそれ
に関わる個々の細胞の機能制御に関係する研究論文の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究を主体的に計画実行でき、実験データの評価や、学位論
文、投稿論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　論文作成の流れの確認
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文内容の概要と論文の組み立て
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　関連する主要な先行研究の整理
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　他の先行研究研の評価
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文のロジックの構築
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　ロジックに従った論文構成の検討
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの整理 1
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの整理 2
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること
【授業内容】　統計処理
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　作成する図表の決定
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文論旨の流れに沿った図表の位置決定
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること　－オムニバス方式－
【授業内容】　図表の説明（レジェンド）内容の確認
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意したレジェンドの検討
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　序論の記述内容の事前確認
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した序論の検討
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　序論の完成
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　研究手法の記述内容の事前確認
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した研究手法の原稿の検討 -1
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した研究手法の原稿の検討 -2
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　研究手法の完成
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　実験結果の記述内容の事前確認
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -1
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -2
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -3
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　実験結果の完成
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　考察の記述内容の事前確認
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した考察の原稿の検討 -1
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した考察の原稿の検討 -2
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　考察の完成
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　引用文献の整理と論文の確認
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

その回の授業で指導を受ける論文原稿とその要約とを Word ファイルとしてあらかじめ用意すること。前回の指摘に従っ
て改訂した個所を下線で明示し、プリント出力して指導者の確認を得ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オムニバス
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

学位論文の作成

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法や形態形成に関連した複雑系の科学分野の研究を行う。さらにコンピュータモデル化
や、微分方程式を用いた複雑系のモデル化についての研究をすすめ、これらの成果をもとにした論文作成を指導する。

■達成目標■達成目標

学位論文としてまとめ、専門分野の学会等で公表できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　担当教員との打ち合わせ
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　博士論文として備えるべき要件についての関連資料を精読する。
【授業内容】　博士論文として備えるべき要件について
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　論文の構成についての関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の構成について
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　論文の構成と付図についての関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の構成と付図について
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の検討の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の検討
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の解決法の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の解決法
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の解決の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の解決
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　予備審査資料の作成（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　予備審査資料の作成（1）　－オムニバス方式－
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　予備審査資料の作成（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　予備審査資料の作成（2）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　予備審査意の十分な準備。
【授業内容】　予備審査
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　論文全体についての再検討の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文全体についての再検討
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（1）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（2）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（3）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（3）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（4）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（4）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　補足調査および補足データ収集（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　補足調査および補足データ収集（1）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　補足調査および補足データ収集（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　補足調査および補足データ収集（2）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第18回 【事前学修】　収集データの整理（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　収集データの整理（1）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第19回 【事前学修】　収集データの整理（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　収集データの整理（2）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　付図についての詳細検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての詳細検討（1）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　付図についての詳細検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての詳細検討（2）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　付図についての修正（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての修正（1）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　付図についての修正（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての修正（2）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　論文添付データの作成（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文添付データの作成（1）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　論文添付データの作成（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文添付データの作成（2）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　全体構成の再検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　全体構成の再検討（1）
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　全体構成の再検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　全体構成の再検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　論文発表（1）の準備
【授業内容】　論文発表（1）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　論文発表（2）の準備
【授業内容】　論文発表（2）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　これまでの内容を一通り振り返る。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学位論文の内容によって評価する（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講者自身のこれまでの研究成果について十分な理解に達していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

テキストはとくに設定しない。

■参考文献■参考文献

適宜自分で検索すること。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究）　－オム
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害の発生メカニズムならびに災害復旧の方策

■講義内容■講義内容

激しい地殻変動、津波の来襲、豪雨、洪水、土石流によって自然は大きな痛手を被っている。ここでは日本の先進的な災
害危険度評価や調査の手法を精査・応用し、現在および過去において日本や世界各地で生じている大規模災害の実態を把
握するとともに，自然の復旧に関する手法を構築する。論文作成にあたり野外調査は必須となる。

■達成目標■達成目標

博士論文が提出できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（web調査）
【授業内容】　企画（研究課題設定の仕方と調査実行計画の立案）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が想定できる。

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（図書館など）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる。

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成－オムニバス方式－
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　博士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために、先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（地域編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（地域編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（総括）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（総括）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する。

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。

第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。
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第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる。

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる。

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる。

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（ 1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　博士論文構想発表会の実施（栁澤、伊藤）
【事後学修】　発表会が成功する。
※【授業内容】　大略以下の通りに実行される。4・5 月（前年度の成果確認と本年度初動調査準備）、6 月（調
査準備）、7・8 月（調査）、9 月（データ整理）、10・11月（学会）、12・1 月（博士論文作成準備の総括）。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。なお，基礎的な評価基準については授
業でルーブリック形式で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

使用しない。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－オムニバ
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

人間情報学演習Ⅲ・Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）の学びも踏まえて、学位申請論文の作成にかかわる諸
課題を克服するための学術的取り組みを行う。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合
理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の視座から、学位申請論文の完成に
向けた学術的スキル・思考、統合力、応用力等を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通す。また、これまでの研究活動をふりかえった上で、論文作成の道筋を構想し
てくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス、人間情報学演習 Ⅲ・IV の振り返り（平吹、目代）
【事後学修】　論文作成の道筋を明瞭にする。

第２回 【事前学修】　学位申請論文の構成・内容について、試案を準備してくる。
【授業内容】　学位申請論文の構成・内容にかかわる検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位申請論文の構成・内容を再検討する。

第３回 【事前学修】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題を抽出してくる。
【授業内容】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題の抽出（平吹、目代）
【事後学修】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題を明瞭にする。

第４回 【事前学修】　課題 1 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 1 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 1 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第５回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 1 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 1 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 1 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第６回 【事前学修】　課題 2 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる議論を踏まえて、追加野外調査を企画・準備する。

第７回 【事前学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査の準備をしてくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる追加野外調査（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果をまとめる。

第８回 【事前学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果の解析を進める。
【授業内容】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果の解析（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果を踏まえて、さらに解析する。

第９回 【事前学修】　追加野外調査を踏まえて、課題 2 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第10回 【事前学修】　課題 3 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる議論を踏まえて、解析手順を立案する。

第11回 【事前学修】　課題 3 にかかわる解析手順を構想してくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる解析・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる解析結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　解析を踏まえて、課題 3 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第13回 【事前学修】　課題 4 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 4 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 4 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第14回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 4 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 4 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 4 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第15回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第14回授業までの取り組みを反映させた構成を策定してくる。
【授業内容】　総括 1：課題修正を踏まえた学位申請論文の構成・内容の再検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、第15回授業までの取り組みを反映させる。

第16回 【事前学修】　課題 5 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる議論を踏まえて、解析手順を立案する。

第17回 【事前学修】　課題 5 にかかわる解析手順を構想してくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる解析・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる解析結果をまとめる。
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第18回 【事前学修】　解析を踏まえて、課題 5 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第19回 【事前学修】　課題 6 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 6 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 6 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第20回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 6 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 6 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 6 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第21回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第20回授業までの取り組みを反映させた構成を策定してくる。
【授業内容】　総括 2：課題修正を踏まえた学位申請論文の構成・内容の再検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、第21回授業までの取り組みを反映させる。

第22回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、論理構成を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：論理構成（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、論理構成の修正を進める。

第23回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、文章表現を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：文章表現(1)（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、文章表現の修正を進める。

第24回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、文章表現を再度検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：文章表現(2)（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、文章表現の修正を再度進める。

第25回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、図表・写真を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：図表・写真（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、図表・写真の修正を進める。

第26回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、引用文献を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：引用文献（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、引用文献の修正を進める。

第27回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第26回授業までの取り組みを反映させた内容とする。
【授業内容】　総括 3：学位申請論文の最終修正の確認（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、これまでの取り組みを反映させる。

第28回 【事前学修】　審査に向けた発表準備をしてくる。
【授業内容】　審査に向けた検討：発表（平吹、目代）
【事後学修】　審査に向けた発表準備を進める。

第29回 【事前学修】　審査に向けた配布資料を作成してくる。
【授業内容】　審査に向けた検討：配布資料（平吹、目代）
【事後学修】　審査に向けた配布資料作成を進める。

第30回 【事前学修】　一連の取り組みをふりかえり、授業の到達目標にかかわる成果や課題を抽出してくる。
【授業内容】　授業全体の総括（平吹、目代）
【事後学修】　一連の取り組みを振り返り、授業の到達目標にかかわる成果や課題をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

諸課題克服へのかかわり方によって評価する。具体的には、毎回の授業における課題発表や調査・実践活動における1)発
言（総点の40％）、2)資料等の提出物（総点の30％）、3)発表（総点の30％）に着目して、それぞれ①主体性・積極性、
②論理展開の妥当性、③学術性、④統合的な理解の度合い、④書式・体裁・プレゼンテーション力の4基準で評価する。発
表や提出物に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新規性・論理性・独創性に支えられた学位申請論文の完成に向けて、ていねいな取り組みをスケジュールに沿って実行す
る必要がある。学術団体が主催する学会大会や専門雑誌における発表も、奨励・支援する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）、人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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講義室 
５４２ 

講義室 
５４３ 

E・ V

講義室 
５３１ 

講義室 
５３２ 

演習室 
５３４ 教育学科土樋測量機材庫 E・ V

講義室 
５２１ 

講義室 
５２２ 

演習室 
５２３ 

演習室 
５２４ E・ V

講義室 
５１１ 

講義室 
５１２ 

E・ V

情報システム課 
サーバー室 

図 書 保 管 庫  
（図書館） 

E・ V電気室 
機械室 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

○5 号 館 

4F

3F

2F

1F

BF

WC

5F は会議室。
6Fは 561 講義室、562 講義室、
研究室、法学政治学調査実習
室、法学部キャリアアップ支
援室。
7F は 571 講義室、研究室。

講　堂 

講　堂 

講 
　 
堂  

講 
　 
堂  

○ラーハウザー記念
東北学院礼拝堂

1F

東北学院史資料センター

2FBF

宗教
センター
談話室

宗教
センター室

- 1849 -



○7 号 館 

演習室 
７５１ 

演習室 
７５３ 

民俗学・ 
文化人類学実習室 

講義室 
７５５ 

講義室 
７５６ 

講義室 
７４３

講義室 
７３１

講義室 
７４４

講義室 
７４２

講義室 
７４５

講義室 
７４６ 

ヨーロッパ文化史専攻
資料室 

講義室
７２２

講義室
７２３

講義室 講義室
戦略的大学
連携支援事業
実施室

講義室 

教職課程センター
学習支援室

７０１ 

ＢＦ 

研究室・ 
民俗学研究室 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC
（女）

WC
（男）

WC 
（女） 

WC 
（男） 

教育学科
合同研究室

研究室 

倉 
庫  

5F

4F

3F

2F

1F

オープンリサーチ 
センター 

文化財レス
キュー収蔵
室メンテナ
ンス等作業
室

７２１ ７２０

（資料保管庫） （資料保管庫） （資料保管庫）

理数基礎
教育セン
ター分室

産学連携
センター

講義室
７２４

講義室
７２６

講義室
７２５

講義室
７２７

演習室 
６３６ 

演習室 
６３５ 

演習室 
６３４ 

演習室 
６３３ 

E・ V

演習室 
６２６ 

演習室 
６２５ 

演習室 
６２４ 

演習室 
６２３ 

E・ V

E・ V

演習室 
６４６ 

演習室 
６４５ 

演習室 
６４４ 

演習室 
６４３ 

講義室 
６４１ 

講義室 
６４２ 

講義室 
６３２ 

講義室 
６３１ 

E・ V

機械室 機械室 

講義室 
６２２ 

講義室 
６２１ 

講義室 
６０１ 

WC（男） 

WC 
（女） 

WC（女） 

WC

宅配ボックス WC（男） 

WC（男） 

WC 
（女） 

WC（男） 

WC 
（女） 

（身） 

○6 号 館 

4F

3F

2F

1F

5F は研究室
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○7 号 館 

演習室 
７５１ 

演習室 
７５３ 

民俗学・ 
文化人類学実習室 

講義室 
７５５ 

講義室 
７５６ 

講義室 
７４３

講義室 
７３１

講義室 
７４４

講義室 
７４２

講義室 
７４５

講義室 
７４６ 

ヨーロッパ文化史専攻
資料室 

講義室
７２２

講義室
７２３

講義室 講義室
戦略的大学
連携支援事業
実施室

講義室 

教職課程センター
学習支援室

７０１ 

ＢＦ 

研究室・ 
民俗学研究室 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC 
（女） 

WC 
（男） 

WC
（女）

WC
（男）

WC 
（女） 

WC 
（男） 

教育学科
合同研究室

研究室 

倉 
庫  

5F

4F

3F

2F

1F

オープンリサーチ 
センター 

文化財レス
キュー収蔵
室メンテナ
ンス等作業
室

７２１ ７２０

（資料保管庫） （資料保管庫） （資料保管庫）

理数基礎
教育セン
ター分室

産学連携
センター

講義室
７２４

講義室
７２６

講義室
７２５

講義室
７２７

演習室 
６３６ 

演習室 
６３５ 

演習室 
６３４ 

演習室 
６３３ 

E・ V

演習室 
６２６ 

演習室 
６２５ 

演習室 
６２４ 

演習室 
６２３ 

E・ V

E・ V

演習室 
６４６ 

演習室 
６４５ 

演習室 
６４４ 

演習室 
６４３ 

講義室 
６４１ 

講義室 
６４２ 

講義室 
６３２ 

講義室 
６３１ 

E・ V

機械室 機械室 

講義室 
６２２ 

講義室 
６２１ 

講義室 
６０１ 

WC（男） 

WC 
（女） 

WC（女） 

WC

宅配ボックス WC（男） 

WC（男） 

WC 
（女） 

WC（男） 

WC 
（女） 

（身） 

○6 号 館 

4F

3F

2F

1F

5F は研究室
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 WC
倉庫 (男)

 EV  EV 　WC(女)

ﾗｳﾝｼﾞ

機械室
 

控室

倉庫
押川記念ホール

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400 席

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋上

音響調整室

外部階段

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　５　Ｆ

倉庫

 EV  EV  　　　WC(男) WC(女)

 　　　　　　　　　　　　倉庫

 　　　　８４２  　　　　８４１

 　　　　　中教室(350席)  　　　　　中教室(350席)

外部階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　４　Ｆ

3F

4F

5F

6F

 　　機械室

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        屋    上

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　６　Ｆ

WC

倉庫

機材室 WC WC
 EV  EV （男） WC

（女）

 倉庫１
学生総合保健支援センター

（学生相談室）
 教員控室 印刷室  倉庫２

受付事務室

 　会議室１  　会議室２  　会議室３  　会議室４

外部階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ホール
400 席

○8 号 館 

1F

2F

情報処理
センター
事務室

WC

学生総合保健
支援センター
（保健室）

AED
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 WC
倉庫 (男)

 EV  EV 　WC(女)

ﾗｳﾝｼﾞ

機械室
 

控室

倉庫
押川記念ホール

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400 席

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋上

音響調整室

外部階段

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　５　Ｆ

倉庫

 EV  EV  　　　WC(男) WC(女)

 　　　　　　　　　　　　倉庫

 　　　　８４２  　　　　８４１

 　　　　　中教室(350席)  　　　　　中教室(350席)

外部階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　４　Ｆ

3F

4F

5F

6F

 　　機械室

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        屋    上

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　６　Ｆ

WC

倉庫

機材室 WC WC
 EV  EV （男） WC

（女）

 倉庫１
学生総合保健支援センター

（学生相談室）
 教員控室 印刷室  倉庫２

受付事務室

 　会議室１  　会議室２  　会議室３  　会議室４

外部階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ホール
400 席

○8 号 館 

1F

2F

情報処理
センター
事務室

WC

学生総合保健
支援センター
（保健室）

AED

- 1853 -



書　庫 

書　庫 

中央図書館分室

28番教室 

会議室 

27番 
教室 

25番教室 24番教室 
23番教室 

22番教室 

26番 
教室 

番 
教 
室  

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC

WC（男） 

21

○大 学 院 棟

6F

5F

1F

3F

施設課 

経営学部教育・研究支援室
経営学部マーケティング実習室 

経営学
マーケティング
実習室

地域
連携室

○体育館 

1F

2F

3F

屋上 

 　　機械室

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        屋    上

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　６　Ｆ

AED
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書　庫 

書　庫 

中央図書館分室

28番教室 

会議室 

27番 
教室 

25番教室 24番教室 
23番教室 

22番教室 

26番 
教室 

番 
教 
室  

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC

WC（男） 

21

○大 学 院 棟

6F

5F

1F

3F

施設課 

経営学部教育・研究支援室
経営学部マーケティング実習室 

経営学
マーケティング
実習室

地域
連携室

○体育館 

1F

2F

3F

屋上 

 　　機械室

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        屋    上

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　　　号　　　館　　６　Ｆ

AED
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○博物館 

展示室 

学芸員事務室 

実習室 

収蔵庫 

展示室前室 

WC WC
WC

事務室 

書庫 

バルコニー 

視聴覚室 

会議室 マイクロ 
保存室 

暗室 

館 
長 
室  

吹抜 

E・ V

E・ V

E・ V

E・ V

E・ V

玄関ホール 

学習室 

学　生　閲　覧　室 

ラウンジ 

吹抜 

閉　架　書　庫 

吹抜 

書　庫 

吹抜 

学　生　閲　覧　室 

吹抜 

WC 
（女） 
WC 
（男） 

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC 
（男） 

WC（女） 

WC 
（身） 

WC 
（男） 

○シュネーダー 
記念図書館  

5F

3F

4F

2F

1F

バ
ル
コ
ニ

 

バ
ル
コ
ニ

 

バ
ル
コ
ニ

 

アクティブコート

AED
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○博物館 

展示室 

学芸員事務室 

実習室 

収蔵庫 

展示室前室 

WC WC
WC

事務室 

書庫 

バルコニー 

視聴覚室 

会議室 マイクロ 
保存室 

暗室 

館 
長 
室  

吹抜 

E・ V

E・ V

E・ V

E・ V

E・ V

玄関ホール 

学習室 

学　生　閲　覧　室 

ラウンジ 

吹抜 

閉　架　書　庫 

吹抜 

書　庫 

吹抜 

学　生　閲　覧　室 

吹抜 

WC 
（女） 
WC 
（男） 

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC（男） 

WC（女） 

WC 
（男） 

WC（女） 

WC 
（身） 

WC 
（男） 

○シュネーダー 
記念図書館  

5F

3F

4F

2F

1F

バ
ル
コ
ニ

 

バ
ル
コ
ニ

 

バ
ル
コ
ニ

 

アクティブコート

AED
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5F

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 

法学研究資料室 

経済学研究科
合同研究室大学院自習室

ロッカースペース 

法学部
学習教育支援室

ヨーロッパ文化史
専攻合同研究室

廊下 湯沸 

法学研究科
合同研究室

アジア文化史専攻
合同研究室

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 

法学政治学 
研究所 

ロッカースペース 

経営学研究科
合同研究室A

研修生合同研究室

廊下 

経営学研究科
合同研究室B

 英語英文学専攻
合同研究室

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 湯沸 

廊下 

4F

3F

WC

WC
教育学多目的教室
準備室

教育学多目的教室会計・ファイナンス実習室政策デザイン学科共同研究室

大学院ダブルメジャー制度
事務室

大学院ダブルメジャー制度
演習室

2F

1F

BF

○総合研究棟

E・V

書　庫 

機械室 

電気室 MDF室 

WC（男） 

WC（女） 

E・V 1

E・V 2
倉庫

英語英文学 
研究所 

 庫書 室覧閲

湯沸 

事務室 

倉庫 

廊下 

キリスト教 
文化研究所 

ヨーロッパ 
文化総合
研究所 

東北文化 
研究所 

経済研究 
資料室 経営研究所 東北産業経済 研究所 

社会福祉 
研究所 

WC（男） 

WC（女） 

E・V 1

E・V 2
廊下 

風除室 

辞書コーナー 

屋外階段 

図書室（開架）

研究機関事務課 

WC

学生総合保健支援課
学生総合保健支援センター

（学生支援室）
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5F

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 

法学研究資料室 

経済学研究科
合同研究室大学院自習室

ロッカースペース 

法学部
学習教育支援室

ヨーロッパ文化史
専攻合同研究室

廊下 湯沸 

法学研究科
合同研究室

アジア文化史専攻
合同研究室

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 

法学政治学 
研究所 

ロッカースペース 

経営学研究科
合同研究室A

研修生合同研究室

廊下 

経営学研究科
合同研究室B

 英語英文学専攻
合同研究室

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

ラウンジ 

WC（女） 湯沸 

廊下 

4F

3F

WC

WC
教育学多目的教室
準備室

教育学多目的教室会計・ファイナンス実習室政策デザイン学科共同研究室

大学院ダブルメジャー制度
事務室

大学院ダブルメジャー制度
演習室

2F

1F

BF

○総合研究棟

E・V

書　庫 

機械室 

電気室 MDF室 

WC（男） 

WC（女） 

E・V 1

E・V 2
倉庫

英語英文学 
研究所 

 庫書 室覧閲

湯沸 

事務室 

倉庫 

廊下 

キリスト教 
文化研究所 

ヨーロッパ 
文化総合
研究所 

東北文化 
研究所 

経済研究 
資料室 経営研究所 東北産業経済 研究所 

社会福祉 
研究所 

WC（男） 

WC（女） 

E・V 1

E・V 2
廊下 

風除室 

辞書コーナー 

屋外階段 

図書室（開架）

研究機関事務課 

WC

学生総合保健支援課
学生総合保健支援センター

（学生支援室）
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AED

AED

○ホーイ記念館

2F

1F

B1F

コラトリエ・コモンズ
エントランスホール Ｅ・Ｖ

コラトリエ・リエゾンカフェ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）ＷＣ（男）

アドミッションズ・
オフィス 広報課 就職キャリア支援課

資
料
コ
ー
ナ
ー 管

理
室

Room 5

Room 4

Room 3

Room 2

Room 1

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

コラトリエ・サヴォア

Ｅ・Ｖ

教室
H203

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

ＷＣ
（職員）

ラーニングコモンズ
サポートオフィス 国

際
交
流
課

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

経
済
学
部

教
育
支
援
室

学習支援室 -1

教室
H202

歴
史
学
科

学
習
支
援
室

教室
H201

第
１
会
議
室

第
２
会
議
室

キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ
楽器庫

練習室 8

練習室 7

練習室 6

練習室 5

練習室 4

練
習
室
３

練
習
室
２

練
習
室
１

音楽室

音楽室準備室

ホワイエ・通路

多目的ホール

T-Room

インフォ
メーション

グループ
スタディ
ルームＡ

グループ
スタディ
ルームＢ

ス
ロ
ー
プ

警備室につながります

SOS

警備室につながります

SOS　：非常用インターホン（警備室につながります）

警備室につながります

SOS

WC

WC

WC

8F

7F

6F

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

WC（女） 

801802803804805806807808809

815 810811812813814

廊下 

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

WC（女） 

701702703704705706707708709

711 710 第２会議室 
教育補助 
スタッフ室 応接室 

廊下 湯沸 

E・V 1

E・V 2

WC（男）

WC（女）

601602603604605606607609 608

ロッカースペース

615 614 613 612 611 610

廊下WC

WC
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AED

AED

○ホーイ記念館

2F

1F

B1F

コラトリエ・コモンズ
エントランスホール Ｅ・Ｖ

コラトリエ・リエゾンカフェ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）ＷＣ（男）

アドミッションズ・
オフィス 広報課 就職キャリア支援課

資
料
コ
ー
ナ
ー 管

理
室

Room 5

Room 4

Room 3

Room 2

Room 1

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

コラトリエ・サヴォア

Ｅ・Ｖ

教室
H203

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

ＷＣ
（職員）

ラーニングコモンズ
サポートオフィス 国

際
交
流
課

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

経
済
学
部

教
育
支
援
室

学習支援室 -1

教室
H202

歴
史
学
科

学
習
支
援
室

教室
H201

第
１
会
議
室

第
２
会
議
室

キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ
楽器庫

練習室 8

練習室 7

練習室 6

練習室 5

練習室 4

練
習
室
３

練
習
室
２

練
習
室
１

音楽室

音楽室準備室

ホワイエ・通路

多目的ホール

T-Room

インフォ
メーション

グループ
スタディ
ルームＡ

グループ
スタディ
ルームＢ

ス
ロ
ー
プ

警備室につながります

SOS

警備室につながります

SOS　：非常用インターホン（警備室につながります）

警備室につながります

SOS

WC

WC

WC

8F

7F

6F

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

WC（女） 

801802803804805806807808809

815 810811812813814

廊下 

E・V 1

E・V 2

WC（男） 

WC（女） 

701702703704705706707708709

711 710 第２会議室 
教育補助 
スタッフ室 応接室 

廊下 湯沸 

E・V 1

E・V 2

WC（男）

WC（女）

601602603604605606607609 608

ロッカースペース

615 614 613 612 611 610

廊下WC

WC

- 1861 -



5F

4F

3F

Ｅ・Ｖ

教室
H304

教室
H303

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

学習支援室 -2

考古学実習室

教室
H201

教室
H301

教室
H302

演習室
H310

演習室
H305

演習室
H306

演習室
H307

演習室
H308 演習室

H309

Ｅ・Ｖ学習
支援室 -3

研究室
420

研究室
419

研究室
418

研究室
417

研究室
416

研究室
415

研究室
414

研究室
413

研究室
421

研究室
422

研究室
423

研究室
424

研究室
425

研究室
426

研究室
427

研究室
428

研究室
429

研究室
430

研究室
431

研究室
412

研究室
411

研究室
410

研究室
409

研究室
408

研究室
407

研究室
432

研究室
433

研究室
434

研究室
435

研究室
436

研究室
437

アジア流域
文化研究所

研究室
406

研究室
405

研究室
404

研究室
403

研究室
402

研究室
401Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ学習
支援室 -４

研究室
520

研究室
519

研究室
518

研究室
517

研究室
516

研究室
515

研究室
514

研究室
513

研究室
521

研究室
522

研究室
523

研究室
524

研究室
525

研究室
526

研究室
527

研究室
528

研究室
529

研究室
530

研究室
531

研究室
512

研究室
511

研究室
510

研究室
509

研究室
508

研究室
507

研究室
532

研究室
533

研究室
534

研究室
535

研究室
536

研究室
537

研究室
538

研究室
506

研究室
505

研究室
504

研究室
503

研究室
502

研究室
501Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（男）

ＷＣ
（女） 英語教育

合同研究室

プ
リ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
２

プ
リ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
１

警備室につながります

SOS

警備室につながります

SOS

WC
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○90周年記念館

2F

1F

BF

理容室

（miraco）

AED

WC

5F

4F

3F

Ｅ・Ｖ

教室
H304

教室
H303

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

学習支援室 -2

考古学実習室

教室
H201

教室
H301

教室
H302

演習室
H310

演習室
H305

演習室
H306

演習室
H307

演習室
H308 演習室

H309

Ｅ・Ｖ学習
支援室 -3

研究室
420

研究室
419

研究室
418

研究室
417

研究室
416

研究室
415

研究室
414

研究室
413

研究室
421

研究室
422

研究室
423

研究室
424

研究室
425

研究室
426

研究室
427

研究室
428

研究室
429

研究室
430

研究室
431

研究室
412

研究室
411

研究室
410

研究室
409

研究室
408

研究室
407

研究室
432

研究室
433

研究室
434

研究室
435

研究室
436

研究室
437

アジア流域
文化研究所

研究室
406

研究室
405

研究室
404

研究室
403

研究室
402

研究室
401Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（女）

ＷＣ
（男）

Ｅ・Ｖ学習
支援室 -４

研究室
520

研究室
519

研究室
518

研究室
517

研究室
516

研究室
515

研究室
514

研究室
513

研究室
521

研究室
522

研究室
523

研究室
524

研究室
525

研究室
526

研究室
527

研究室
528

研究室
529

研究室
530

研究室
531

研究室
512

研究室
511

研究室
510

研究室
509

研究室
508

研究室
507

研究室
532

研究室
533

研究室
534

研究室
535

研究室
536

研究室
537

研究室
538

研究室
506

研究室
505

研究室
504

研究室
503

研究室
502

研究室
501Ｅ・Ｖ Ｅ・Ｖ

ＷＣ
（男）

ＷＣ
（女） 英語教育

合同研究室

プ
リ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
２

プ
リ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
１

警備室につながります

SOS

警備室につながります

SOS

WC
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5F

4F

3F
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○教育学多目的実習室

- 1865 -



シュネーダー記念館

押川記念館

講義棟

研究棟

五
橋
駅

五橋キャンパス校舎配置図
講義棟講義棟
７階
AED L701～L730

６階 L601～L614

５階
AED L501～L508

４階
L401～L406
学生会室

３階

L301～L308
情報処理センター
教養教育センター
外国語教育センター

２階
AED

会議室
学生健康支援課
学生健康支援センター
学生支援室・学生相談室・保健室

学生課・教務課・学修支援課
教員控室・ブックセンター

１階
AED

駐輪場・バイク置場
コンビニエンスストア

研究棟研究棟

８階
AED

R801～R819
電気工学専攻院生室　
メディアアナリシス研究室
アクティブラーニングコートA・B
電気システム制御研究室　数理科学研究室
応用電磁エネルギー工学研究室
高周波伝送回路学研究室　電気機械計測研究室
半導体材料デバイス研究室　半導体デバイス
再生可能エネルギー発電システム実験室
電力応用技術実験室　先端電力工学研究室
磁性材料研究室　生体電磁工学実験室
応用電磁エネルギー工学実験室

７階

R701~R711
真空実験解析室
電気電子工学実験：器具室　工作室　準備室
電気電子工学実験：電力実験室　基礎・通信実験室
機能材料研究室　ナノ物性材料研究室
スピンエレクトロニクス研究室　X線実験解析室
高電圧実験室　空間情報学研究室
デジタル幾何形状研究室　データサイエンス実験室21

第１・第２会議室

６階

R601~R617
電子工学専攻院生室
アクティブラーニングスタジオ1～3
アクティブラーニングスタジオ事務室
格子暗号研究室　情報伝送工学研究室
情報通信システム研究室　モバイル・ワイヤレス研究室
リアルズインフォマティクス研究室
情報・符号理論研究室　応用数理研究室
通信工学実験室　電磁波工学実験室　EMS電磁波暗室
データサイエンス実験室20

５階
AED

R501～R515
院生室（機械工学）　機械CAD室　機械製図室
工学総合研究所、データサイエンス研究所
生体機能情報工学研究室　群集流動情報工学研究室
適応システム研究室　生体工学研究室
人間―機械システム研究室　熱動力研究室
エネルギー・環境工学研究室
無線ネットワーク工学研究室
情報ネットワークセキュリティ演習室
ICT・IoT応用研究室

４階

R401～R412
材料信頼性工学研究室　バーチャルリアリティ研究室
バイオメカニクス研究室　知能制御工学研究室
アクチュエータ工学研究室
熱流動シミュレーション研究室
生命科学実験室　物理学・生命科学準備室
物理学実験室　化学実験室　新素材開発実験室
知能材料工学研究室　材料工学研究室

３階

R301～R316
院生室（環境建設工学）
建築デザイン研究室　建築史研究室
建築計画研究室　建築設備研究室　建築実験室
建築構造研究室　応用力学研究室　耐震防災研究室
環境工学実験室　環境保全工学研究室
環境生物工学研究室　環境化学研究室
機械加工研究室　ロボット開発工学研究室
オプトメカトロニクス加工研究室

２階
AED

R201～R214
建築製図室　建築CAD室　測量準備室・JABEE室
バイオ実験室1～4　P1実験室　P2実験室　
構造工学研究室
コンクリート材料研究室　コンクリート構造研究室
地盤工学研究室　水工学研究室

１階
AED

R101～R107
理数基礎教育センター
建設材料分析室　ナノ材料デバイス実験室
コンクリート実験室Ⅰ
構造実験室　地盤実験室　自動車工学実験室
エネルギー・環境工学実験室

地下
１階

R001～R011
水理実験室　水力学実験室　熱流動体風洞実験室
材料力学実験室　マシニングセンタ実験室
工総研・HRC　薄膜試料作製室
工総研・HRC　ナノ構造微細加工室
電子顕微鏡室　精密測定実験室
コンクリート実験室Ⅱ
メカノデザイン教育センター　作業室1～3

押川記念館押川記念館
４階
AED ホール

３階
ホール
宗教センター
宗教音楽研究所

２階 ホール
１階
AED

食堂・ATM
友愛ショップ

地下
１階 練習室1～３

シュネーダー記念館シュネーダー記念館

16階
AED

展望ラウンジ
S1601～1606　S16-J
教育研究所　
データサイエンス実験室18・19
データサイエンス実習室
生態学・水文学実験室　
政策デザイン学科　教育支援室
政策デザイン学科　授業準備室

S16-A～S16-I　個人研究室

15階

S1501～S1506
国際学実習室1・2　
国際学合同準備室
地域との協働学習室　
言語文化合同研究室
言語文化合同資料室

S15-A～S15-J　個人研究室

14階

S1401～S1410
人間科学実験実習室
心理学集団実験室A・B
英語研究室　英語資料室
独・仏・中・韓研究室
独・仏・中・韓資料室
文化・日・哲・倫研究室
文化・日・哲・倫資料室
言語文化予備室

S14-A～S14-J　個人研究室

13階
AED

S1301～S1309
臨床健康心理学実験室
応用心理学実験室　社会心理学実験室
行動心理学実験室・教育心理学実験室
認知心理学実験室・知覚心理学実験室
心理学研究室・心理データ解析室

S13-A～S13-J　個人研究室

12階

S1201～S1208
社会調査資料室・大学院自習室A・B
大学院作業室・人間情報学研究所
社会学研究室・社会調査実習室
社会調査準備室

S12-A～S12-J　個人研究室

11階

S1101～S1106
教育学実験実習室・教育学研究室
生涯学習実習室・教育分析・資料室
健康・スポーツ研究室1・2

S11-A～S11-J　個人研究室

10階
AED

S1001～S1008・S10-J
社会産業実習室1・2
社会産業分析室・社会産業研究室
健康福祉実習室1・2
健康福祉分析室・健康福祉研究室
データサイエンス実験室17

S10-A～S10-I　個人研究室

９階

S901～S907
測量学実習室、機器分析室
土壌分析室、環境試料分析室
GIS準備室、GIS実習室
地域コミュニティ学科合同研究室

S9-A～S9-J　個人研究室

８階

S801～S810・S8-J
データサイエンス実験室9～16
データサイエンスサーバー室
データサイエンス機材室
数理セミナー室

S8-A～S8-I　個人研究室

７階
S701～S708
データサイエンス実験室1～8

S7-A～S7-J　個人研究室

６階
AED

総務課・施設課・研究支援課
第1～3会議室

５階 コラトリエ・ライブラリー

４階
コラトリエ・ライブラリー
ライブラリーカウンター

３階
AED

コラトリエ・ライブラリー
ラーニングコモンズ事務室

２階 コラトリエ・ライブラリー

１階
AED

未来の扉センター
メディアルーム
地域連携課
カフェテリア

地下
１階

S001～S002
健康・スポーツ実験室　
水環境実験室

カフェテリア
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練習室1

練習室2

練習室3
楽器庫

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

食堂

中央管理室

友愛ショップ

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

WC

WC

AED

ホール ： 舞台
控室1

控室2

ホール ： 1階席

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

ホワイエ

ホワイエ

ホール２階席

EV

WC
（女）

WC
（男）

WC

ホール

避

宗教
センター 宗教音楽研究所

ホワイエ

ホール２階席

ホール

避

EV

ホワイエ

ホワイエ

AED

押川記念館　４階

押川記念館　３階

押川記念館　２階

押川記念館　１階

押川記念館　地下１階

避　救助袋
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ラウンジ
R005

R004

R003

R002

R011

R001

R006 R007 R008

R009

R010

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男） メカノデザイン教育センター

　メカノデザイン作業室１
　メカノデザイン作業室２
　メカノデザイン作業室３

コンクリート実験室Ⅱ

精密測定実験室

電子顕微鏡室

工総研・HRC　ナノ構造微細加工室

工総研・HRC
薄膜試料作製室

マシニングセンタ実験室

材料力学
実験室

熱流動体風洞
実験室

水力学実験室

水理実験室

1BF

ラウンジ

R106

R107

R105

理数基礎教育センター
警備室

R104

R103

R102

R101

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

AED

ナノ材料デバイス
実験室

コンクリート実験室Ⅰ

構造実験室

地盤実験室

自動車工学実験室

エネルギー・環境工学実験室

建設材料分析室

1F

ラウンジ

ラウンジ

R204

R205

R207

R208

R209

R206

R210

R211

R212

R213

R214R203

R202

R201

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

AED

バイオ実験室4

バイオ実験室3

バイオ実験室1

P1実験室

P2実験室

バイオ実験室2

構造工学研究室

コンクリート
材料研究室

コンクリート
構造研究室

地盤工学研究室

水工学研究室測量準備室・
JABEE室

建築CAD室

建築製図室

ラウンジ

R310
R302

R303

R304

R305

R306

R307

R308

R301

R311

R312

R313

R314

R315

R316
R309

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

環境工学
実験室

建築デザイン
研究室

建築史研究室

建築計画
研究室

建築設備
研究室

建築実験室

建築構造
研究室

応用力学
研究室

院生室（環境建設工学）

環境保全工学
研究室

環境生物工学
研究室

環境化学
研究室

機械加工
研究室

ロボット開発
工学研究室

オプトメカトロ
ニクス加工研
究室耐震防災

研究室

3F

ラウンジ

R407R401

R402

R403

R404

R405

R408

R409

R410

R411

R412
R406

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室 教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

生命科学実験室
物理学・生命科学準備室

材料信頼性
工学研究室

バーチャル
リアリティ
研究室

バイオメカ
ニクス研究室

知能制御
工学研究室

アクチュエータ
工学研究室

物理学実験室

化学実験室
控室

新素材開発
実験室

知能材料工学
研究室

材料工学
研究室熱流動シミュレーション研究室

4F

研究棟　地下１階研究棟　１階

研究棟　３階 研究棟　２階研究棟　４階

避　避難はしご
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ラウンジ

R508
R502

R503

R504

R506

R505

R501

院生室（機械工学）

R509

R510

R512

R511

R513

R515

R514

R507

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

AED

生体工学
研究室機械CAD室

機械製図室

工学総合研究所、データサイエンス研究所

群集流動情報工学研究室

生体機能情報工学研究室

人間―機械
システム
研究室

熱動力研究室

無線ネットワーク
工学研究室

エネルギー・環境
工学研究室

情報ネットワーク
セキュリティ演習室

ICT・IoT応用
研究室

情報ネットワーク
セキュリティ演習室

適応システム研究室

5F

ラウンジ

R610

R611

R602

R601

R603

R605

R604

R606

R612

R613

R614

R615

R616

R617

R609

R608

R607

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

データサイエンス
実験室20

　　

アクティブ
ラーニング
スタジオ1

アクティブ
ラーニング
スタジオ2

アクティブラーニングスタジオ事務室

アクティブラーニングスタジオ3

格子暗号研究室

リアルズインフォマティクス研究室

情報・符号理論
研究室

応用数理研究室

通信工学実験室

電磁波工学実験室

EMS電磁波暗室

モバイル・ワイヤレス研究室

情報通信システム研究室

情報伝送工学
研究室

電子工学専攻院生室

6F

ラウンジ

R704

ラウンジ

R701

R702

前室

R703

第1会議室

第2会議室

印刷室

R706

R705

R708

R707

R710

R711

R709

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

機能材料研究室

真空実験解析室

電気電子工学実験：器具室　　
：工作室　　
：電力実験室
：準備室　　

電気電子工学実験：基礎・通信
　　実験室　　

スピンエレクトロニクス研究室

ナノ物性材料研究室

高電圧実験室

X線実験解析室

デジタル幾何
形状研究室

データサイエンス
実験室21

空間情報
学研究室

7F

ラウンジ

R810

R811

R802

R803

R801

R804

R805

R806

R812

R813

R814

R815

R817

R816

R818

R819
R809

R808

R807

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

教員室

避

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

AED

半導体材料デバイス研究室

半導体デバイス

メディアアナリシス研究室

アクティブラーニングコートＡ

アクティブラーニングコートＢ

電気システム制御研究室

数理科学研究室

再生可能エネルギー発電システム実験室

電力応用技術実験室

先端電力工学研究室

磁性材料研究室

生体電磁工学実験室

応用電磁エネルギー
工学実験室

電気機械計測研究室

高周波伝送回路学研究室

応用電磁エネルギー工学研究室

電気工学専攻院生室

8F 研究棟　７階

研究棟　５階

研究棟　８階

研究棟　６階

避　避難はしご
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警備室

バイク
駐輪場

自転車駐輪場

コンビニエンスストア

WC

EVEV

WC（女）
WC（男）

AED

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

講義棟　1階フロアマップ A-01b： S=1/5　W450　48.283%（2F基準）

事務室
（学生課・教務課・学修支援課）

ラウンジ

学生健康
支援センター
面談室 会議室

印刷室

学修支援課
実験・実習係

学生健康支援課
事務室

学生健康支援センター
学生支援室 ・ 学生相談室

講師控室

証明書発行機

ブックセンター

保健室

避 避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

AED

講義棟　2階フロアマップ A-01b： S=1/5　W450　48.283%

L302

L301

L307

L308外国語教育
センター

ラウンジ

情報処理センター
ラウンジ

ラウンジ

L304

L303

教養教育
センター

情報処理センター
事務室

L306

L305

避 避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

SOS SOS

講義棟　3階フロアマップ A-03： S=1/6　H600　53.6557%

講義棟　２階

講義棟　３階

講義棟　１階

避　避難はしご
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L401

L402

L406

L405

ラウンジ学生会室 ラウンジ

L403

L404

避

避

避 避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

SOS SOS

講義棟　4階フロアマップ A-03： S=1/7　H600　45.977%

L501

L502

L503

L508

L507

L506

ラウンジ ラウンジ

L504

L505

避

避

避

避 避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

SOS SOS

AED

講義棟　5階フロアマップ A-03： S=1/6　H600　53.6557%

L601

L602 L608

L603

L604

L614
L611

L612

L613

L610

L609

ラウンジ

ラウンジ

L605

L606

L607

避

避

避 避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

SOS SOS

講義棟　6階フロアマップ A-03： S=1/6　H600　53.6557%

L701

L702

L703

L704

L705

L706

L707

L708

L709

L721

L722

L723

L724

L725

L726

L727

L728

L729

L730

ホールラウンジ ラウンジ

L710
L715

L714

L713

L712

L711 L716

L717

L718

L719

L720

避 避

避

WC

EV

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

EV

WC
（女）

WC
（男）

SOS SOS

AED

講義棟　7階フロアマップ A-03： S=1/6　H600　53.6557%

講義棟　６階

講義棟　４階

講義棟　７階

講義棟　５階

避　避難はしご 避　救助袋（L401、L402、L501、L502、L503、L603、L605、L706）
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S002

S001

カフェテリア

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

水環境実験室

健康・スポーツ
実験室

地域連携課
事務室

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

講
師
室

メディア
ルーム

未来の扉センター

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

AED

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

警備室

ラウンジ

ブック
ポスト

コラトリエ ・ ライブラリー
（ラーニング ・ コモンズ）

WC

EV

EV

WC
（女）

WC
（男）

シュネーダー記念館　２階

シュネーダー記念館　地下１階

シュネーダー記念館　１階
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（新聞）

ラーニング ・ コモンズ
事務室

コラトリエ ・ ライブラリー
（ラーニング ・ コモンズ）

WC

EV

プリント
ステー
ション

WC
（女）

WC
（男）

AED

コラトリエ ・ ライブラリー

ライブラリー事務室

ライブラリーカウンター

コラトリエ ・ ライブラリー

WC

EV

プリント
ステー
ション

WC
（女）

WC
（男）

WC

EV

プリント
ステー
ション

WC
（女）

WC
（男）

コラトリエ ・ ライブラリー

ライブラリー事務室

コラトリエ ・ ライブラリー

シュネーダー記念館　４階

シュネーダー記念館　３階

シュネーダー記念館　５階
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S801

S802

S803

S804

S805

S806

S807

S808

S810

S
8-
A

S
8-

J

S
8-
B

S
8-

C

S
8-

D

S
8-

E

S
8-

F

S
8-

G

S
8-

H

S
8-

I

S809

WC

EV

WC（女）

WC（男）

データサイエンス
実験室9

データサイエンス
実験室10

データサイエンス
実験室11

データサイエンス
実験室12

データサイエンス
実験室13

データサイエンス
実験室14

データサイエンス
実験室15

データサイエンス
実験室16

数理セミナー室

データサイエンス
機材室

データサイエンス
サーバー室

第1会議室

第2会議室

第3会議室

印刷室

事務室
（総務課・施設課・研究支援課）

WC

EV

WC（女）

WC（男）

AED

S701

S702

S703

S704

S705

S706

S707

S708

S
7-

A

S
7-

J

S
7-

B

S
7-

C

S
7-

D

S
7-

E

S
7-

F

S
7-

G

S
7-

H

S
7-

I

WC

EV

WC（女）

WC（男）

データサイエンス
実験室1

データサイエンス
実験室2

データサイエンス
実験室3

データサイエンス
実験室4

データサイエンス
実験室5

データサイエンス
実験室6

データサイエンス
実験室7

データサイエンス
実験室8

シュネーダー記念館　６階

シュネーダー記念館　７階

シュネーダー記念館　８階
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S
9-

D

S
9-

C

S
9-

B

S
9-

A

S
9-

J

S
9-

E

S
9-

H

S
9-

G

S
9-

F

S
9-

I

S904

S903

S902

S901

S905

S906

S907
WC

EV

WC（女）

WC（男）
環境試料分析室

土質分析室

機器分析室

測量学実習室

GIS準備室

GIS実習室

地域コミュニティ
学科合同研究室

S1001

S1002

S1003

S1004

S1005

S1006

S1007

S1008

S
10-
J

S
10-
I

S
10-

H

S
10-

G

S
10-

F

S
10-

E

S
10-

D

S
10-

C

S
10-

B

S
10-

A

WC

EV

WC（女）

WC（男）

AED

データサイエンス実験室17

社会産業実習室1

社会産業実習室2

社会産業分析室

社会産業研究室

健康福祉実習室1

健康福祉実習室2

健康福祉分析室

健康福祉研究室

S1103
S1106

S1105

S1104

S1102

S1101

S
11-

J

S
11-

I

S
11-

H

S
11-

G

S
11-

F

S
11-

E

S
11-

D

S
11-

C

S
11-

B

S
11-

A

WC

EV

WC（女）

WC（男） 生涯学習実習室
教育分析・資料室

健康・スポーツ
研究室2

健康・スポーツ
研究室1

教育学研究室

教育学実験
実習室

シュネーダー記念館　10階

シュネーダー記念館　９階

シュネーダー記念館　11階
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S1304

S1303

S1305

S1306

S1302

S1301

S1307

S1308

S1309

S
13-

J

S
13-

I

S
13-

H

S
13-

G

S
13-

F

S
13-

E

S
13-

D

S
13-

C

S
13-

B

S
13-

A

WC

EV

WC（女）

WC（男）

AED

行動心理学
実験室

社会心理学
実験室

教育心理学
実験室

認知心理学
実験室

応用心理学
実験室

臨床健康心理学
実験室

知覚心理学
実験室

心理学研究室

心理データ解析室

S1402

S1403

S1404

S1406

S1405 S1401

S1407

S1408

S1410

S1409

S
14-

J

S
14-

I

S
14-

H

S
14-

G

S
14-

F

S
14-

E

S
14-

D

S
14-

C

S
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S
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A

WC

EV

WC（女）

WC（男）

心理学集団
実験室A

心理学集団
実験室B

英語研究室

独・仏・中・韓研究室

英語資料室 人間科学実験
実習室

独・仏・中・韓資料室

文化・日・哲・倫研究室

言語文化予備室

文化・日・哲・倫資料室

S1201
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E
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D
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C
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B

S
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A
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WC（男）

社会調査資料室

大学院自習室A

大学院自習室B

人間情報学研究所

大学院作業室

社会学研究室

社会調査実習室

社会調査準備室

シュネーダー記念館　12階

シュネーダー記念館　13階

シュネーダー記念館　14階

- 1876 -



S1502

S1504

S1506

S1503

S1505

S1501

S
15-

J

S
15-

I

S
15-

H

S
15-

G

S
15-

F

S
15-

E

S
15-

D

S
15-

C

S
15-

B

S
15-

A

WC

EV

WC（女）

WC（男）

国際学
合同準備室

地域との協働
学習室

言語文化
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国際学実習室2
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合同研究室

国際学実習室1

高層棟　15階

S1603
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S
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WC（男）

AED

データサイエンス
実習室

生態学・水文学
実験室

教育研究所

データサイエンス
実験室18

政策デザイン学科
教育支援室

データサイエンス
実験室19

政策デザイン学科
授業準備室

シュネーダー記念館　15階

シュネーダー記念館　16階
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○5号館（保存図書館） B1F・B2Fは地下書庫
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○5号館（保存図書館） B1F・B2Fは地下書庫
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〒984-0075　仙台市若林区清水小路 3番 1号　☎ 022（354）8203

- 1881 -


	大学院_A
	大学院_B
	B-01
	01_a研究科扉_01
	01_eigo_zen
	02_a研究科扉_02
	02_eigo_kou
	03_a研究科扉_03
	03_euro_zen
	04_a研究科扉_04
	04_euro_kou
	05_a研究科扉_05
	05_asia_zen
	06_a研究科扉_06
	06_asia_kou
	07_a研究科扉_07
	07_econ_zen
	08_a研究科扉_08
	08_econ_kou
	09_a研究科扉_09
	09_business
	10_a研究科扉_10
	10_law_zen
	11_a研究科扉_11
	11_law_kou

	大学院_C
	C-01
	12_a研究科扉_12
	12_kougaku
	13_a研究科扉_13
	13_kikai_zen
	14_a研究科扉_14
	14_denki_zen
	15_a研究科扉_15
	15_densi_zen
	16_a研究科扉_16
	16_kankyou_zen

	大学院_D
	D-01
	17_a研究科扉_17
	17_kikai_kou
	18_a研究科扉_18
	18_denki_kou
	19_a研究科扉_19
	19_densi_kou
	20_a研究科扉_20
	20_kankyou_kou

	大学院_E
	E-01
	21_a研究科扉_21
	21_human_zen
	22_a研究科扉_22
	22_human_kou

	大学院_x奥付



